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す
る

企
業
価
値
の
最
大
化（「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」） ････････････････････････････････････････

257

二
十
一
世
紀
と
世
界
・
日
本
257　
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
か
ら「
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
05
」へ
259　
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」で
目
指
す
ダ
イ
キ
ン
の
姿
262　
「
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
05
」
の
展
開
264　

八
〇
周
年
記
念
事
業
265　
「
未
来
の
ダ
イ
キ
ン
の
大

こ
こ
ろ

志ざ
し

」
の
刊
行
と「Ever O

nw
ard

…
限
り
な
き
前
進
」268　
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

質
改
革
計
画
の
策
定
と
実
施
197　

社
長
表
彰
制
度
の
改
革
200　

経
営
諮
問
委

員
制
度
の
導
入
201

４　

国
内
空
調
事
業
の
抜
本
的
改
革 ･･･････････････････････････････････････････････････････

202

再
度
の
業
績
悪
化
と「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
Ｋ
９
０
３
」202　

第
二
次
空
調
事
業

改
革
205　

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
改
革
と
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
207　

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
強
化
─
二
四
時
間
三
六
五
日
サ
ー
ビ
ス
体
制

の
確
立
210　

ヒ
ッ
ト
商
品
の
開
発

─＂
ス
ー
パ
ー
イ
ン
バ
ー
タ
＂
60
、

Ｇ
Ｍ
Ｓ
、＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂212　

生
産
方
式
の
改
革
─
「
ハ
イ
サ
イ
ク

ル
生
産
方
式
」215　

起
死
回
生
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
217

５　

空
調
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
ス
タ
ー
ト

│
中
国
進
出
の
決
断
と

新
た
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
略 ･････････････････････････････････････････････････････････････

220

空
調
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
新
た
な
戦
略
・
組
織
220　

中
国
市
場
の
成
長

と
合
弁
会
社
の
設
立
222　

中
国
市
場
戦
略
と「
勇
気
あ
る
一
年
」225　

中
国
事

業
推
進
体
制
の
確
立
228　

拡
大
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
開
拓
231　

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
空
調
市
場
の〈
夜
明
け
〉
に
向
け
て
232　

競
争
の
新
段
階
と
グ
ロ
ー
バ

ル
八
極
戦
略
235



地
域
で
の
事
業
展
開
310　

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
販
売
拡
大
戦
略
313

⑸
グ
ロ
ー
バ
ル
大
手
空
調
メ
ー
カ
ー
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収 ･･･････････････････････････････････････
315

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
315　

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
と
そ
の
傘
下
事
業
317　

買
収
の
経
緯
320　

シ
ナ
ジ
ー
創
出
委
員
会
の
設
置
と
シ
ナ
ジ
ー
創
出
へ
の
取
り
組
み
321　

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
新
た
な
機
構
・
組
織
の
構
築
323

３　

空
調
事
業
の
基
盤
強
化 ････････････････････････････････････････････････････････････････

327

⑴「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」と
新
商
品
開
発 ･････････････････････････････････････････････････

327

技
術
の
大
革
新
を
図
る「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」327　

空
調
部
門
の「
技
術

の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
の
三
つ
の
革
新
施
策
329　

研
究
部
門
の
組
織
再
編
と
改

革
330　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
の
技
能
育
成
と
技
能
伝
承
332　

需
要
を
先

取
り
す
る
新
製
品
開
発
と
デ
ザ
イ
ン
開
発
335

⑵
提
携
戦
略
と
空
調
事
業
周
辺
の
基
盤
強
化 ･･････････････････････････････････････････････････

337

空
調
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
新
た
な
段
階
─
松
下
電
器
産
業
、
ト
レ
ー
ン
社

と
の
提
携
337　

サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
展
開
340　

国
内

か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
改
革
へ
341　

ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
方
式
343　

ト
ヨ

タ
の
指
導
と
さ
ら
な
る
Ｓ
Ｃ
Ｍ
改
革
344　

コ
ン
カ
レ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ

─
四
位
一
体
開
発
体
制
の
推
進
346

10
」の
決
定
269　
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」の
目
指
す
も
の
271

２　

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
展
開
進
む
空
調
事
業 ･･･････････････････････････････････････････

274

⑴
空
調
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
す
戦
略･････････････････････････････････････････････

274

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
と
空
調
事
業
274　

グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
に
向
け
て
276

⑵
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
業
の
拡
大
と
北
米
へ
の
再
進
出･････････････････････････････････････････････

278

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
創
業
三
〇
周
年
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
変
化
278　

代
理
店
の
販

社
化
の
推
進
281　

大
拡
販
と
最
寄
り
化
生
産
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ナ
ン
バ
ー
１
に
283　

新
興
国
市
場
と
新
分
野
へ
の
展
開
286　

北
米
市
場
へ
の
展
開
287　

北
米
へ
の

再
進
出
と
新
拠
点
の
設
立
289

⑶
中
国
で
の
積
極
的
事
業
拡
大 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････

291

中
国
事
業
の
発
展
291　

大
金（
中
国
）投
資
有
限
公
司
の
設
立
293　

大
金（
中

国
）投
資
有
限
公
司
の
発
展
と
大
中
国
戦
略
295　

新
生
産
拠
点
の
建
設
297　

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
強
化
300　

中
国
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
301　

中

国
事
業
一
〇
周
年
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
304　

中
国
戦
略
の
第
二
ス

テ
ー
ジ
へ
305

⑷
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
の
拡
大 ････････････････････････････････････････････････････

307

ダ
イ
キ
ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ（
タ
イ
ラ
ン
ド
）社
の
発
展
307　

ダ
イ
キ
ン
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社
の
設
立
309　

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア



７　

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
の
発
展
と
業
績

│
一
四
期
連
続
増
収
増
益
の
達
成
と
社
会
的
評
価
の
向
上 ･･･････････････････････

382

発
展
一
〇
年
の
底
流
に
あ
る
考
え
方
─
八
〇
周
年
式
典
で
の
講
演
か
ら
382　

一
四
期
連
続
で
の
増
収
増
益
の
達
成
384

第
７
章　

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
│
さ
ら
な
る
高
み
へ
の
挑
戦

（
二
〇
〇
七
〜
二
〇
一
五
年
）

１　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
東
日
本
大
震
災 ･･････････････････････････････････････････････

391

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
後
半
計
画
」の
策
定
391　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
か
ら
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
393　

ユ
ー
ロ
危
機
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ソ
ブ
リ
ン
危
機
396　

リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
ダ
イ
キ
ン
397　

減
収
減
益
に

─
二
〇
〇
八
年
度
決
算
399　

落
ち
込
み
か
ら
の
回
復
401　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
403　

代
替
マ
イ
コ
ン
開

発
─
「
生
産
ラ
イ
ン
を
止
め
る
な
！
」405　

タ
イ
の
洪
水
に
よ
る
被
災
407

２　
「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
」の
実
現
へ

│
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」の
策
定 ････････････････････････････････････････････････････

408

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
応
408　
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
策
定
409　

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」の
新
成
長
戦
略
テ
ー
マ
412　
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」の
経

４　

化
学
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
加
速
と
抜
本
的
体
質
改
革 ･･････････････････････

347

化
学
事
業
部
の
体
質
改
革
347　

中
国
で
の
事
業
展
開
─
大
金
フ
ッ
素
化
学

（
中
国
）有
限
公
司
の
操
業
開
始
349　

化
学
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
推

進
─
欧
米
と
台
湾
352　

事
故
と
安
全
対
策
353　

収
益
悪
化
と
抜
本
的
改
革

355

５　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
高
度
化 ･･･････････････････････････････････････････

356

⑴
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
経
営
の
展
開 ･･･････････････････････････････････････････････････････

356

グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
と
世
界
へ
の
展
開
356　

グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
の
開
催
358

⑵
独
自
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス ････････････････････････････････････････････････････

361

日
本
型
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
揺
ら
ぎ
361　

経
営
管
理
シ
ス
テ
ム

の
革
新
362　

ダ
イ
キ
ン
独
自
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
364　

ダ
イ
キ

ン
独
自
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
発
展
367　

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
変
化
369　

ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ
イ
372

６　

人
事
・
労
務
制
度
の
改
革 ･････････････････････････････････････････････････････････････

374

人
事
・
処
遇
制
度
の
改
革
374　

新
入
社
員
合
宿
377　

経
営
幹
部
研
修
379　

企

業
倫
理
委
員
会
の
新
設
381



⑷
経
済
危
機
と
ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社 ････････････････････････････････････････････････････

458

＂
ダ
イ
キ
ン
ア
ル
テ
ル
マ
＂
の
開
発
と
暖
房
・
給
湯
機
事
業
、
ア
プ
ラ
イ
ド
事

業
458　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
低
迷
と
販
売
の
低
下
461　

欧
州
事
業
の
構
造
改

革
463　

新
興
国
市
場
へ
の
展
開
と
エ
ア
フ
ィ
ル
社
の
買
収
465

⑸
ア
セ
ア
ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
市
場
で
の
展
開 ･･････････････････････････････････････････････････

468

ア
セ
ア
ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
市
場
と
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
468　

Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
の
拠
点
強
化
470　

カ
ン
パ
ニ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
融
合
472　

ワ
ン
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
474　

ベ
ト
キ
ム

社
の
発
展
と
子
会
社
化
476　

タ
イ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
477

⑹
米
国
住
宅
用
空
調
大
手
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収･････････････････････････････････････････････

480

北
米
空
調
市
場
と
ダ
イ
キ
ン
480　

グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収
482　

買
収
の
目
的
484　

買
収
後
の
展
開
─
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
具
体
化
486

⑺
新
興
国
の
市
場
開
拓･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

489

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
と
新
興
国
市
場
489　

イ
ン
ド
事
業
の
開
始
と

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
社
491　

ニ
ム
ラ
ナ
工
場
の
建
設
493　

イ
ン
ド
事
業
の
拡
大
─

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
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⑻
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フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
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」
の
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材
力
の
強
化
を
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る

テ
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マ
416　
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制
の
ス
タ
ー
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十
河
社
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就
任
417　
「
フ
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ー
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ョ
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420　
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計
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落
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ナ
ン
バ
ー
１
の
達
成
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フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
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」
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空
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事
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活
動
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凡
例

1　

本
書
は
、
一
九
二
四（
大
正
十
三
）年
か
ら
二
〇
一
四（
平
成
二
十
六
）年
十

月
ま
で
を
中
心
に
記
述
し
た
。

2　

本
書
の
記
述
は
原
則
と
し
て
、
常
用
漢
字
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

3　

国
名
、
地
名
、
会
社
・
団
体
名
、
慣
用
句
な
ど
は
当
時
の
呼
称
に
従
っ
た
。

4　

会
社
名
は
原
則
と
し
て
、
株
式
会
社
等
の
表
示
を
省
略
し
た
。

5　

年
号
は
西
暦
と
し
、
適
宜
、
元
号
を
併
記
し
た
。

6　

商
標
に
は
、〝　

〞を
付
け
た
。



第
1
章

ダ
イ
キ
ン
の
礎

│
町
工
場
か
ら
大
企
業
へ
の
躍
進

（
一
九
二
四
〜
一
九
四
五
年
）



3　第 1章●ダイキンの礎─町工場から大企業への躍進

１　

山
田
晁
と
ダ
イ
キ
ン
の
創
業

原
点

│
大
阪
砲
兵
工
廠

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
十
月
二
十
五
日
、
合
資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
が
誕
生
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
創
業
で
あ
る
。

こ
の
年
、
創
業
者
・
山
田
晁
は
満
三
十
九
歳
。
す
で
に
一
五
年
間
に
及
ぶ
技
術
者
と
し
て
の
職
業
経
験
を
備
え
て
い
た
。
ダ

イ
キ
ン
の
船
出
が
頼
み
と
し
た
の
は
、
こ
の
山
田
晁
の
知
識
と
経
験
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
を
培
っ
た
の
が
、

山
田
晁
に
と
っ
て
の
原
点
、
大
阪
砲
兵
工こ

う
し
ょ
う廠
で
あ
る
。

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
、
山
口
県
厚
狭
郡
船
木
村
で
、
士
族
松
田
隆
三
・
ム
ラ
夫
妻
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
山
田

晁
（
旧
姓
松
田
。
結
婚
後
、
山
田
に
改
姓
）
は
、
兄
の
松
田
隆
亮
の
勧
め
で
福
岡
県
立
小
倉
工
業
学
校
機
械
科
（
現
、
小
倉
工

業
高
校
）
に
学
び
、
一
年
志
願
兵
と
し
て
の
軍
隊
経
験
を
経
た
の
ち
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
四
月
、
大
阪
砲
兵
工

廠
に
入
所
し
た
。
爾
来
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
退
職
す
る
ま
で
の
一
一
年
間
、
山
田
晁
は
日
本
陸
軍
中
枢
の
官
営
兵

器
製
造
所
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

軍
工
廠
と
い
え
ば
、
戦
前
日
本
の
機
械
工
業
・
金
属
加
工
業
に
お
い
て
最
高
峰
に

位
置
す
る
工
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
伝
（
山
田
晁
『
回
顧
七
十
年
』）
で
の
述
懐
に

よ
れ
ば
、
海
軍
工
廠
が
中
堅
技
術
者
層
を
含
め
人
材
豊
富
で
技
術
水
準
も
高
か
っ
た

の
に
対
し
て
、
当
時
の
大
阪
砲
兵
工
廠
で
は
、
技
術
知
識
の
乏
し
い
武
官
の
指
揮
命

令
の
も
と
、
実
際
の
作
業
を
現
場
の
職
長
・
組
長
の
経
験
に
依
存
す
る
度
合
い
が
強

大阪砲兵工廠時代の山田晁
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の
こ
ろ
松
井
は
、
す
で
に
大
阪
砲
兵
工
廠
を
退
官
し
、
東
洋
鑢や

す
り

伸
銅
株
式
会
社
の
重
役
の
地
位
に
あ
っ
た
。
山
田
は
、
松

井
の
も
と
で
存
分
に
力
を
振
る
う
機
会
を
得
る
べ
く
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
八
月
に
大
阪
砲
兵
工
廠
を
退
職
し
た
。
た

だ
し
大
阪
砲
兵
工
廠
へ
の
配
慮
か
ら
、
ま
ず
は
工
廠
の
斡
旋
を
受
け
て
神
戸
製
鋼
所
勤
め
を
し
た
た
め
、
実
際
の
東
洋
鑢
伸

銅
へ
の
入
社
は
、
三
年
後
の
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
九
月
ま
で
延
び
て
い
る
。

東
洋
鑢
伸
銅
時
代
、
山
田
は
松
井
と
の
関
係
を
よ
り
深
め
た
。
そ
の
契
機
は
、
松
井
の
東
洋
鑢
伸
銅
退
職
と
「
満
州
」

（
現
在
の
中
国
東
北
地
方
。
以
下
、
カ
ッ
コ
を
省
略
）
へ
の
渡
航
で
あ
っ
た
。
山
田
の
入
社
の
翌
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
、

松
井
は
満
州
「
軍
閥
」・
張
作
霖
の
招
聘
を
受
け
、
奉
天
（
現
、
瀋
陽
）
第
二
兵
工
廠
の
建
設
に
関
わ
っ
て
い
く
。
そ
こ
で

山
田
は
松
井
の
依
頼
に
よ
り
、
兵
器
生
産
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
照
会
事
項
の
調
査
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
る
。
照
会
事
項

に
は
専
門
外
の
事
柄
も
多
く
、
回
答
作
成
に
は
相
当
な
困
難
が
伴
っ
た
。
東
洋
鑢
伸
銅
で
の
業
務
も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
山
田
は
昼
夜
兼
行
で
、
こ
の
二
つ
の
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
。
兵
器
生
産
に
つ
い
て
は
、
大
阪
砲
兵
工
廠
在
職
時
代
の

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
利
用
し
、
必
要
な
情
報
の
収
集
に
努
め
た
。
こ
の
実
績
は
、
の
ち
に
開
業
間
も
な
い
大
阪

金
属
工
業
所
に
と
っ
て
、
大
き
な
プ
ラ
ス
と
し
て
跳
ね
返
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

東
洋
鑢
伸
銅
は
、
ま
た
、
大
阪
金
属
工
業
所
の
創
業
に
直
接
つ
な
が
る
業
務
機
会

を
、
山
田
晁
に
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
契
機
は
入
社
翌
年
、
中
島
飛
行
機

製
作
所
（
当
時
の
有
力
航
空
機
メ
ー
カ
ー
。
現
在
の
富
士
重
工
業
）
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ル
式
航
空
機
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
チ
ュ
ー
ブ
（
放
熱
管
）
の
受
注
問

題
で
あ
る
。
業
績
不
振
を
背
景
に
、
会
社
首
脳
陣
は
こ
の
受
注
を
利
益
見
通
し
が
不

確
実
と
評
価
し
、
消
極
的
な
対
応
に
終
始
す
る
。
し
か
し
山
田
は
、
自
ら
が
全
責
任

く
、
中
堅
技
術
者
層
の
活
動
の
場
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
大
阪
砲
兵
工
廠
で
の
経
験
は
、
座
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
自
ら
の
発
案
と
働
き
か
け
の
産
物
で
あ
っ
た
。

そ
の
端
的
な
事
例
は
、
す
で
に
最
初
の
配
属
先
で
あ
る
鉄
材
製
造
所
飯は

ん
ご
う盒
工
場
で
の
活
動
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
山

田
は
機
械
科
卒
の
技
術
者
で
あ
る
が
、
当
時
懸
案
と
な
っ
て
い
た
無
毒
の
飯
盒
用
褐
色
塗
料
の
開
発
に
、
自
ら
の
意
思
で
関

わ
っ
て
い
く
。
独
学
に
よ
っ
て
専
門
外
の
化
学
知
識
を
取
得
、
試
薬
を
大
阪
道
修
町
の
薬
屋
か
ら
入
手
し
、
実
験
を
重
ね
、

つ
い
に
ク
ロ
ー
ム
酸
鉛
を
用
い
る
無
毒
の
褐
色
塗
料
を
完
成
さ
せ
た
。
次
の
異
動
先
で
あ
る
薬や

っ
き
ょ
う莢
工
具
工
場
で
は
、
工
数
単

価
の
近
代
化
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
。
山
田
は
、
作
業
工
程
の
観
察
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
工
数
決
定
に
必
要
な
諸
要
素
の
算

定
能
力
を
磨
き
、
従
来
の
職
長
・
班
長
任
せ
の
単
価
決
定
方
式
を
、
職
員
に
よ
る
直
接
決
定
方
式
へ
と
改
め
た
。
ま
た
山
田

は
、
陸
軍
が
新
た
に
導
入
し
た
フ
ラ
ン
ス
製
二
七
セ
ン
チ
・
カ
ノ
ン
砲
用
の
薬
莢
製
作
を
機
に
、
技
術
職
員
と
し
て
初
め
て

薬
莢
工
具
設
計
を
担
当
し
、
数
学
的
な
体
系
付
け
を
行
っ
た
。
以
来
、
工
具
設
計
は
技
術
職
員
の
任
務
と
し
て
定
着
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
山
田
の
取
り
組
み
は
、
薬
莢
工
場
の
技
術
水
準
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
工
場
現

場
の
慣
行
的
な
生
産
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
改
革
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

縁

│
松
井
常
三
郎
と
の
出
会
い

大
阪
砲
兵
工
廠
が
、
山
田
晁
に
も
た
ら
し
た
も
う
一
つ
の
福
音
は
、
松
井
常
三
郎
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
松
井
は
、
山

田
よ
り
十
歳
年
長
の
砲
兵
将
校
で
、
入
廠
時
に
は
鉄
材
製
造
所
長
の
地
位
に
あ
っ
た
。
当
初
か
ら
山
田
の
理
解
者
で
あ
り
、

山
田
自
身
も
深
い
信
頼
と
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
山
田
は
、
第
一
次
大
戦
中
に
は
軍
人
を
幹
部
に
戴
く
軍
工
廠
の
限
界

を
意
識
し
、
民
間
へ
の
転
出
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
決
断
を
促
し
た
の
が
松
井
と
の
親
交
で
あ
っ
た
。
こ

松井常三郎（1934 年）
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日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

独
立
創
業

│
合
資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
の
誕
生

合
資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
は
、
資
本
金
一
万
五
千
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
無
限
責
任
社
員
山
田
晁
が
代
表
社
員
で
一
万

円
の
出
資
、
残
り
は
有
限
責
任
社
員
三
人
（
兄
で
支
配
人
の
松
田
隆
亮
お
よ
び
永
田
浅
五
郎
、
島
野
龍
生
）
の
分
担
出
資
で
あ

る
。
従
業
員
は
山
田
自
身
を
含
め
て
一
五
名
、
ほ
ど
な
く
東
洋
鑢
伸
銅
の
営
業
担

当
技
術
者
で
あ
る
遠
藤
源
吾
が
転
身
を
希
望
し
、
加
わ
っ
た
。
設
立
定
款
に
掲
げ

ら
れ
た
事
業
内
容
は
、
飛
行
機
部
分
品
（
主
と
し
て
放
熱
管
お
よ
び
同
用
管
の
製
作

販
売
）、
一
般
金
属
の
圧
搾
お
よ
び
搾
伸
作
業
、
電
気
鍍
金
作
業
、
各
種
金
属
精

密
部
品
の
機
械
仕
上
げ
作
業
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
事
業
に
付
帯
す
る
一
切
の
事
業

で
あ
る
。
作
業
場
は
、
難
波
の
工
場
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
。

創
立
当
初
の
仕
事
は
、
中
島
飛
行
機
か
ら
受
注
し
た
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
仕
事
だ
け
で
は
三
、四
カ
月
で
終
了
し
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
瓶
蓋
と
鉛
筆
用
キ
ャ
ッ
プ
の
製
作
も
手
が
け
る
が
、
簡
単

に
は
採
算
に
乗
ら
な
か
っ
た
。
新
た
に
川
崎
造
船
所
飛
行
機
工
場
か
ら
も
、
ラ
ジ

エ
ー
タ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
注
文
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
経
営
は
一
息
つ
い

た
。
松
井
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
奉
天
の
兵
工
廠
か
ら
満
州
向
け
瞬
発
信
管
の
注
文

が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
創
業
か
ら
一
年
を
経
た
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
秋

を
持
つ
こ
と
を
明
言
し
つ
つ
受
注
を
強
く
主
張
し
た
。
従
来
の
抽
伸
方
式
に
換
え
て
、

薬
莢
製
造
で
経
験
の
あ
る
搾
伸
方
式
を
用
い
れ
ば
、
製
作
は
成
功
す
る
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
東
洋
鑢
伸
銅
は
、
作
業
を
外
注
す
る
こ
と
を
条
件
に
受
注

を
決
め
る
。
そ
し
て
そ
の
外
注
先
を
、
山
田
自
身
が
買
っ
て
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
田
は
、
難
波
に
あ
る
休
業
中
の
工
場
（
ク
ラ
ウ
ン
魔
法
瓶
工
場
）
を
借
り
受
け
、

自
ら
設
計
し
た
専
用
機
を
備
え
付
け
た
。
職
長
に
は
、
陸
軍
造
兵
廠
大
阪
工
廠
（
大

阪
砲
兵
工
廠
の
改
称
）
を
退
職
し
た
永
田
浅
五
郎
を
採
用
し
、
鉛
筆
用
キ
ャ
ッ
プ
製

造
の
経
験
工
を
雇
い
入
れ
た
う
え
で
、
生
産
を
開
始
す
る
。
結
果
は
、
コ
ス
ト
が
予

想
の
二
倍
と
な
っ
て
五
千
円
の
損
失
、
そ
の
全
額
を
山
田
は
負
担
し
た
。
し
か
し
、

受
注
の
三
〇
万
本
は
期
日
ま
で
に
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ほ
ど
な
く
、
そ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
二
回
目
の
注
文
が
入
っ
た
。
一
度
経
験
済
み

の
作
業
ゆ
え
、
見
通
し
は
立
て
や
す
い
。
し
か
し
、
失
敗
が
重
な
れ
ば
損
失
補
填
の

道
は
な
い
。
こ
の
と
き
、
独
立
開
業
を
決
意
し
た
こ
と
を
、
山
田
は
「
こ
こ
は
よ
ろ

し
く
思
い
切
っ
て
会
社
を
円
満
退
社
、
専
心
チ
ュ
ー
ブ
の
製
作
に
没
頭
す
る
に
し
か

ず
」（『
回
顧
七
十
年
』）
と
、
述
懐
し
て
い
る
。
満
州
に
い
る
松
井
の
賛
同
を
得
、
第

一
次
大
戦
後
の
恐
慌
（
一
九
二
〇
年
）
か
ら
続
く
不
況
下
で
の
独
立
に
、
危
惧
を
抱

く
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
山
田
は
つ
い
に
東
洋
鑢
伸
銅
を
退
社
、
同
時
に
合

資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
を
設
立
し
た
。
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
十
月
二
十
五

中島飛行機製作所製の甲式四型戦闘機（中島ニューポール式）
 （富士重工業提供）

ラジエーターチューブの
工程サンプル瞬発信管の断面ワイヤリング式木管（上）

ソリッドリング式木管（下）
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そ
の
一
つ
の
方
向
は
、
一
部
で
は
す
で
に
始

ま
っ
て
い
た
精
密
機
械
国
産
化
へ
の
挑
戦
で

あ
っ
た
。
自
社
製
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を

利
用
し
た
蜂は

ち
の
す
し
き

巣
式
瞬
間
湯
沸
器
の
開
発
は
、
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
直
接
に
は
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

チ
ュ
ー
ブ
生
産
の
採
算
性
向
上
を
目
的
と
し
た

こ
の
取
り
組
み
は
、
一
方
で
市
場
の
中
心
を
占

め
て
い
た
輸
入
品
へ
の
代
替
を
企
図
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
注
油
器
の
開
発
で
は
、
明
確
に

ボ
ッ
シ
ュ
社
（
ド
イ
ツ
）
製
の
ポ
ン
プ
式
注
油

器
を
直
接
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

材
質
、
熱
処
理
、
研
磨
・
加
工
精
度
の
面
で
克

服
す
べ
き
課
題
も
多
く
、
製
品
完
成
ま
で
一
年

以
上
の
時
間
が
か
か
っ
た
。
消
火
器
製
造
で
も
、

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
か
ら
始
め
た
四
塩
化

炭
素
消
火
器
の
生
産
か
ら
、
二
九
年
以
降
は
、

リ
ッ
チ
ワ
ッ
ク
ス
社
（
ア
メ
リ
カ
）
に
倣
っ
た

炭
酸
ガ
ス
消
火
器
生
産
へ
と
移
行
し
た
。
木
管

で
あ
る
。
平
野
が
多
く
、
傾
斜
地
の
乏
し
い
満
州
で
は
、
着
弾
角
度
が
浅
い
た
め
に
日
本
軍
の
瞬
発
信
管
で
は
不
発
に
終
わ

る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
改
良
が
満
州
軍
閥
の
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
注
文
を
受
け
る
に
は
、
新
方
式
の
瞬
発
信
管
を

開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
開
発
に
貢
献
し
た
の
が
、
松
井
常
三
郎
の
義
兄
で
在
野
の
技
術
者
、
三
浦
松
五
郎
で

あ
っ
た
。
撃
鉄
が
引
っ
込
ま
な
く
て
も
、
慣
性
に
よ
っ
て
着
発
活
気
体
が
撃
針
側
に
動
き
、
起
爆
薬
に
衝
撃
を
与
え
て
爆
発

す
る
仕
組
み
を
考
案
し
、
試
射
で
百
発
百
爆
の
成
果
を
得
た
。
さ
っ
そ
く
、
奉
天
の
兵
工
廠
か
ら
は
三
〇
万
発
の
注
文
を
受

け
、
以
後
、
満
州
向
け
瞬
発
信
管
は
大
阪
金
属
工
業
所
の
ド
ル
箱
と
な
っ
た
。

一
九
二
六
（
昭
和
元
）
年
に
、
当
時
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る
綿
糸
紡
績
業
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
、
東
洋
紡

績
の
依
頼
に
応
え
て
開
発
し
た
ソ
リ
ッ
ド
リ
ン
グ
式
木
管
も
、
創
成
期
か
ら
大
阪
金
属
工
業
所
の
経
営
発
展
を
支
え
た
製
品

で
あ
る
。
ワ
イ
ヤ
製
リ
ン
グ
の
は
め
込
み
か
ら
、
鉄
板
を
プ
レ
ス
し
、
ロ
ー
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
筋
目
を
入
れ
る
ソ
リ
ッ
ド
リ

ン
グ
方
式
へ
の
変
更
は
、
大
阪
金
属
工
業
所
の
得
意
と
す
る
圧
搾
お
よ
び
型
鍛
造
技
術
の
応
用
で
あ
り
、
東
洋
紡
績
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
た
こ
と
で
、
他
の
紡
績
会
社
か
ら
の
受
注
も
相
次
い
だ
。

精
密
機
械
国
産
化
へ
の
挑
戦

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
八
月
、
大
阪
金
属
工
業
所
は
、
手
狭
に
な
っ
た
難
波
工
場
か
ら
今
宮
工
場
へ
の
移
転
を
挙
行
し

た
。
今
宮
工
場
の
敷
地
面
積
は
難
波
工
場
の
一
〇
倍
あ
り
、
か
つ
借
り
工
場
で
は
な
く
自
工
場
の
新
設
で
あ
る
。
従
業
員
は

三
〇
名
を
数
え
、
資
本
金
も
一
九
二
六
年
に
五
万
円
、
二
八
年
十
一
月
に
は
一
〇
万
円
に
増
額
さ
れ
た
。
創
業
期
の
苦
難
を
、

独
自
製
品
の
開
発
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
た
大
阪
金
属
工
業
所
は
、
創
業
四
年
に
し
て
新
た
な
事
業
展
開
の
門
口
に
立
っ
た
と

い
え
る
。

今宮第一工場

  

MEY型“ラショナル注油器”
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こ
の
時
期
、
大
阪
金
属
工
業
所
の
高
い
技
術
水
準
は
、
海
軍
・
陸
軍
双
方
が
当
社
工
場
を
軍
指
定
工
場
と
し
た
こ
と
に
、

端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
九
三
一
年
十
月
、
大
阪
金
属
工
業
所
は
海
軍
省
購
買
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
海
軍
省
指
定
工

場
に
な
っ
た
。
最
初
の
登
録
品
は
圧
搾
加
工
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
阪
砲
兵
工
廠
の
薬
莢
製
造
で
培
っ
た
熱
間
圧
搾
法
を

活
用
し
た
、
高
抗
張
力
・
高
耐
圧
力
を
要
す
る
金
属
品
（
ボ
ン
ベ
の
栓
や
バ
ル
ブ
・
コ
ッ
ク
）
製
作
の
一
環
と
し
て
手
が
け
て

き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
蜂
巣
式
放
熱
器
用
黄
銅
管
、
航
空
機
用
部
品
（
機
体
・
発
動
機
）
な
ど
の
登
録
が
続
き
、

登
録
品
で
は
な
い
が
、＂
ラ
シ
ョ
ナ
ル
注
油
器
＂、
炭
酸
ガ
ス
消
火
器
、
後
述
の
暖
気
罐
、
冷
気
罐
な
ど
の
機
械
製
品
も
、
海

軍
に
よ
っ
て
購
買
さ
れ
た
。
陸
軍
省
指
定
工
場
（「
陸
軍
の
秘
密
保
持
上
立
入
お
よ
び
質
問
等
を
禁
止
す
る
工
場
名
簿
」
へ
の
登

録
）
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
三
三
年
で
あ
る
。
登
録
製
品
は
薬
莢
と
信
管
。
海
軍
・
陸
軍
両
省
の
指
定
工
場
は
、
当
時
、
日

立
製
作
所
や
三
菱
航
空
機
、
住
友
伸
銅
鋼
管
と
い
っ
た
名
だ
た
る
大
企
業
三
〇
社
ほ
ど
で
あ
り
、
合
資
会
社
形
態
の
企
業
は

大
阪
金
属
工
業
所
く
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
十
一
月
〜
三
三
年
十
月
の
製
品
売
上
高
の
内
訳
は
、
軍
需
品
約
九
〇
万
円
に
対
し
て
民
需
品
は

三
一
万
円
、
お
よ
そ
三
対
一
の
割
合
で
あ
っ
た
。
軍
需
品
で
は
陸
軍
向
け
五
七
万
円
、
海
軍
向
け
一
三
万
円
、
そ
れ
に

二
〇
万
円
の
飛
行
機
部
品
が
加
わ
る
。
民
需
品
で
は
、
紡
績
用
品
の
一
四
万
円
弱
と
注
油
器
の
一
二
万
円
が
拮
抗
し
、
両
者

合
計
で
民
需
品
売
り
上
げ
の
四
分
の
三
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
製
品
構
成
が
、
こ
の
間
の
大
阪
金
属
工
業
所
の
軌
跡
の
端
的

な
表
現
で
あ
ろ
う
。
軍
需
品
を
柱
と
す
る
一
方
で
、「
和
戦
両
用
の
備
え
」
と
し
て
民
需
品
の
開
発
を
重
視
す
る
姿
勢
に
は

非
常
な
先
見
性
が
あ
り
、
そ
の
後
の
山
田
晁
の
事
業
選
択
に
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
っ
た
。

リ
ン
グ
に
よ
っ
て
関
係
を
深
め
た
東
洋
紡
績
の
勧
め
で
、
ワ
ー
プ
タ
イ
ン
グ
マ
シ
ン
（
織
機
の
経
糸
を
つ
な
ぐ
装
置
）
の
開

発
を
手
が
け
た
の
も
、
一
九
三
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
年
に
は
、
人
絹
紡
糸
用
ポ
ン
プ
（
原
料
の
ビ
ス
コ
ー
ス
液

を
細
い
孔
か
ら
押
し
出
す
た
め
の
ポ
ン
プ
）
や
ボ
ビ
ン
も
手
が
け
て
い
る
。
少
し
毛
色
の
変
わ
っ
た
も
の
で
は
、
電
気
手
拭
器

も
あ
げ
て
お
こ
う
。
電
熱
線
を
加
熱
し
、
そ
の
熱
風
を
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
送
り
出
す
装
置
で
あ
り
、
病
院
や
デ
パ
ー
ト
、
浴

場
や
結
髪
業
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
製
品
群
の
う
ち
、
理
想
の
製
品
を
意
味
す
る
命
名

│
＂
ラ
シ
ョ
ナ
ル
注
油
器
＂

│
が
な
さ
れ
た
注
油
器
は
、

輸
入
品
に
遜
色
な
い
性
能
を
示
し
、
造
船
や
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
へ
の
納
入
と
と
も
に
、
台
湾
、
朝
鮮
、
中
国
に
ま
で
販
売

先
を
広
げ
た
。
と
く
に
、
海
軍
へ
の
採
用
後
は
飛
躍
的
に
生
産
が
増
え
て
い
る
。
消
耗
品
で
あ
っ
た
人
絹
紡
糸
用
ポ
ン
プ
や

ボ
ビ
ン
の
注
文
は
飛
躍
的
に
増
大
し
、
ワ
ー
プ
タ
イ
ン
グ
マ
シ
ン
も
、
輸
入
品
と
甲
乙
つ
け
が
た
い
性
能
に
加
え
、
そ
れ
を

大
幅
に
下
回
る
価
格
設
定
を
実
現
し
た
の
で
、
東
洋
紡
績
の
み
な
ら
ず
国
内
紡
績
各
社
、
さ
ら
に
は
中
国
各
地
の
紡
織
工
場

へ
も
輸
出
さ
れ
た
。
炭
酸
ガ
ス
消
火
器
も
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
の
海
軍
の
艦
艇
用
消
火
装
置
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

民
需
用
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
ダ
イ
キ
ン
の
ル
ー
ツ
は
、
こ
の
時
期
の
試
行
錯
誤
と
そ
の
成
果
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
。

技
術
力
の
証
明

│
軍
指
定
工
場
へ

事
業
展
開
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、
日
本
軍
用
の
兵
器
生
産
へ
の
進
出
で
あ
っ
た
。
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
九
月
の
薬
莢

一
千
個
の
受
注
は
、
陸
軍
の
民
間
会
社
発
注
の
第
一
番
目
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
赤
字
が
続
い
た
が
、
高
単
価

タ
イ
プ
の
薬
莢
の
受
注
が
数
量
的
に
増
大
す
る
な
か
で
、
採
算
は
好
転
し
て
い
く
。
一
九
三
〇
年
に
は
砲
用
信
管
の
受
注
も

始
ま
っ
た
。
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業
の
工
場
に
在
籍
し
た
人
材
が
引
き
抜
か
れ
て
お
り
、
し
か
も
消
火
器
だ
け
で
な
く
バ
ル
ブ
（
圧
搾
品
）
や
紡
績
用
部
品
な

ど
、
大
阪
金
属
工
業
の
技
術
を
用
い
た
製
品
を
生
産
し
、
大
阪
金
属
工
業
の
顧
客
を
簒さ

ん
だ
つ奪
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

至
っ
て
大
阪
金
属
工
業
側
も
、
本
格
的
な
対
応
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
山
田
自
身
を
は
じ
め
経
営
幹
部
が
顧
客
へ
の

説
明
に
出
向
き
、
ほ
ど
な
く
す
べ
て
の
取
引
先
と
の
関
係
を
回
復
し

た
。
騒
動
自
体
の
実
害
は
一
時
的
な
も
の
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
会
社
乗
っ
取
り
未
遂
」
と
も
称
さ
れ
る
騒
動
が
、

処
遇
面
で
の
不
満
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
を
醸
成

し
た
の
が
生
え
抜
き
の
従
業
員
と
、
外
部
か
ら
移
籍
し
た
人
材
と
の

軋あ
つ
れ
き轢
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
事
業
の
拡
大
に
人
事
・
労
務
管
理
面
で
の

経
営
近
代
化
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
経
営
近
代
化
の
動
因
は
す
で
に
経
営
内
部
に
胚
芽

し
て
お
り
、
山
田
自
身
も
比
較
的
早
く
か
ら
、
そ
の
手
段
と
し
て
の

株
式
会
社
化
の
意
義
を
認
識
し
て
い
た
。
一
方
、
一
九
三
三
（
昭
和

八
）
年
は
、
外
部
か
ら
も
株
式
会
社
化
を
促
す
働
き
か
け
が
な
さ
れ

た
年
で
も
あ
っ
た
。
住
友
伸
銅
鋼
管
（
の
ち
、
住
友
金
属
工
業
）
か

ら
の
資
本
提
携
の
申
し
入
れ
で
あ
る
。

住
友
伸
銅
鋼
管
側
か
ら
見
た
大
阪
金
属
工
業
は
、
同
社
製
の
銅
合

金
や
ア
ル
ミ
合
金
の
販
売
先
で
あ
る
。
自
社
製
品
の
販
売
先
で
あ
り
、

２　

事
業
拡
大
へ
の
道

株
式
会
社
設
立
と
住
友
伸
銅
鋼
管

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
二
月
十
一
日
、
大
阪
金
属
工
業
株
式
会
社
の
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
山
田
晁
が
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
の
企
業
組
織
上
の
起
点
で
あ
り
、
現
在
の
創
立
記
念
日
（
二
月
十
一
日
）
は
、

こ
の
日
に
ち
な
ん
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
創
立
時
点
の
資
本
金
は
二
五
万
円
、
同
年
七
月
の
増
資
に
よ
っ
て
一
〇
〇
万
円
に

増
加
し
、
翌
三
五
年
二
月
の
合
資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
の
吸
収
合
併
で
一
五
〇
万
円
と
な
っ
た
。
こ
の
企
業
組
織
の
変
更

は
、
町
工
場
の
域
を
超
え
つ
つ
あ
っ
た
大
阪
金
属
工
業
を
、
有
力
メ
ー
カ
ー
へ
と
脱
皮
さ
せ
る
「
会
社
組
織
の
強
化
」
策
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
、
事
業
規
模
の
拡
大
と
事
業
内
容
の
多
様
化
に
伴
う
経
営
近
代
化
の
要
請
が
あ
っ
た
。

一
九
三
三
年
初
め
に
、
昭
和
会
計
事
務
所
計
理
士
の
笠
井
清
八
に
帳
簿
の
整
理
検
討
を
依
頼
し
、
会
社
経
理
の
近
代
化
を

図
っ
た
の
は
そ
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
経
営
規
模
の
拡
大
に
、
会
計
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

組
織
と
人
員
の
拡
大
は
、
山
田
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
人
的
掌
握
力
に
依
存
す
る
方
法
の
限
界
も
露
呈
し
た
。
同
年
の
「
消
火
器

事
件
」
は
、
そ
の
顕
在
化
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
事
件
」
の
発
端
は
、
炭
酸
ガ
ス
消
火
器
の
製
造
・
販
売
の
責
任
者
が
別
会
社
を
設
立
し
、
炭
酸
ガ
ス
消
火
器
の
製
造
販
売

権
奪
取
を
企
て
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
責
任
者
で
あ
っ
た
遠
藤
源
吾
は
、
前
述
の
よ
う
に
合
資
会
社
の
設
立
当
初
か
ら
、
山

田
の
片
腕
と
し
て
営
業
面
で
の
責
任
者
格
で
あ
り
、
炭
酸
ガ
ス
消
火
器
開
発
の
功
労
者
で
も
あ
っ
た
。
山
田
は
、
そ
れ
ま
で

の
功
労
に
対
し
て
、
円
満
退
社
と
別
会
社
で
の
消
火
器
の
製
造
販
売
を
認
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
別
会
社
に
は
大
阪
金
属
工

大阪金属工業株式会社創立総会議事録
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動
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
も
異
例
な
企
業
間
移
動
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
機
械
技
術
者
の
拡
充
が
、
後
述
の
化
学
分
野
で
の

人
材
確
保
と
並
ん
で
、
今
後
の
大
阪
金
属
工
業
の
拡
大
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

生
産
現
場
と
し
て
は
、
外
注
工
場
の
利
用
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
生
産
拡
大

を
支
え
た
の
は
、
四
〇
〜
五
〇
に
及
ぶ
外
注
工
場
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
隣
接
し
た
敷
地
に
あ
っ
た
川
澄
工
作
所
は
技
術

的
な
水
準
も
高
く
、
専
属
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
精
密
加
工
の
細
見
鉄
工
所
、
福
野
精
機
、
一
般
加
工
の
中
島
工
作
所
や
中

林
製
作
所
、
そ
の
ほ
か
に
も
山
本
栄
鉄
工
所
、
山
端
鉄
工
な
ど
の
名
前
も
あ
が
っ
て
い
る
。
資
金
不
足
の
工
場
へ
の
融
資
や
、

受
注
製
品
の
要
求
精
度
に
合
わ
せ
た
外
注
工
場
へ
の
技
術
指
導
も
行
わ
れ
て
い
た
。

新
事
業
へ
の
着
手

│
冷
媒
フ
ロ
ン
と
冷
凍
機
の
開
発

こ
の
株
式
会
社
成
立
前
後
の
時
期
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
取
り
組
み
始
め
た
の
が
、
冷
凍
機
製
造
と
フ
ロ
ン
事
業
で
あ
っ

た
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
二
つ
の
柱

│
空
調
事
業
と
化
学
事
業

│
の
直
接
の
起
源
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

冷
凍
機
製
造
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
史
と
し
て
暖
気
罐
・
冷
気
罐
へ
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
海
軍
委
託
の
か
た
ち
で
、

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
二
月
か
ら
着
手
し
た
研
究
は
、
ス
パ
イ
ラ
ル
管
に
よ
る
熱
交
換
の
考
案
に
結
実
し
、
ス
パ
イ
ラ
ル

式
暖
気
罐
・
冷
気
罐
と
し
て
、
海
軍
艦
艇
や
東
洋
紡
績
を
は
じ
め
と
す
る
紡
織
工
場
（
暖
気
罐
）
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
冷
凍
機
の
開
発
は
、
メ
チ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
を
使
用
す
る
ア
メ
リ
カ
製
冷
凍
機
を
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
始
ま
っ
た
。

外
注
工
場
で
の
機
械
加
工
に
も
依
拠
し
つ
つ
、
一
九
三
四
年
十
一
月
に
は
性
能
的
に
輸
入
品
を
上
回
る
試
作
品
が
完
成
す
る
。

商
標
は
、
三
富
士
とrefrigerator

を
合
成
し
た
＂
ミ
フ
ジ
レ
ー
タ
ー
＂
で
あ
る
。
こ
の
商
標
は
、
一
九
五
四
（
昭
和

二
十
九
）
年
ま
で
続
い
て
用
い
ら
れ
た
。 か

つ
独
自
技
術
を
有
す
る
大
阪
金
属
工
業
は
、
お
り
か
ら
全
社
的
に
取
引
先
と
の
関

係
強
化
を
図
っ
て
い
た
住
友
伸
銅
鋼
管
に
と
っ
て
、
格
好
の
資
本
提
携
先
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
大
阪
金
属
工
業
に
と
っ
て
も
「
住
友
」
と
の
提
携
は
、
社
会

的
信
用
力
の
増
大
や
逆
境
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
面
で
、
大
き
な
魅
力
が
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
資
本
金
一
〇
万
円
の
当
時
の
大
阪
金
属
工
業
に
と
っ
て
、
住
友
は
桁
違
い

の
大
企
業
で
あ
る
。
熟
慮
の
末
、
①
住
友
の
持
ち
株
は
、
山
田
晁
の
持
ち
株
数
を
超

え
な
い
こ
と
、
②
住
友
か
ら
派
遣
さ
れ
る
役
員
の
数
は
、
当
社
在
来
の
役
員
数
を
超

え
な
い
こ
と
、
そ
し
て
③
住
友
は
当
社
の
技
術
お
よ
び
経
営
方
針
に
干
渉
し
な
い
こ

と
、
を
条
件
と
し
た
が
、
こ
れ
を
住
友
側
は
無
修
正
で
受
け
入
れ
、
一
九
三
三
（
昭

和
八
）
年
十
月
に
基
本
契
約
が
成
立
し
た
。
実
際
の
資
本
出
資
は
、
翌
三
四
年
二
月

の
株
式
会
社
の
成
立
後
、
七
月
に
行
わ
れ
た
増
資
に
際
し
、
四
九
万
五
千
円
相
当
の
株
式
を
引
き
受
け
る
こ
と
で
遂
行
さ
れ

た
。
大
阪
金
属
工
業
は
、
こ
こ
に
企
業
組
織
の
整
備
と
資
本
の
増
強
、
さ
ら
に
住
友
の
後
ろ
盾
を
得
た
の
で
あ
る
。

人
材
面
で
の
補
充
と
し
て
は
、
汽
車
製
造
株
式
会
社
か
ら
の
技
術
者
の
移
動
が
大
き
か
っ
た
。
汽
車
製
造
は
、
国
有
鉄
道

と
の
関
係
の
深
い
機
関
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
当
時
の
機
械
工
業
界
で
は
有
力
工
場
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
製
作
さ
れ
た

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
用
い
る
放
熱
管
の
製
作
を
大
阪
金
属
工
業
が
受
注
し
た
こ
と
で
、
汽
車
製
造
と
の
縁
は
始
ま
っ
て
い

る
。
汽
車
製
造
で
は
、
国
有
鉄
道
か
ら
「
天
下
る
」
人
材
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
社
風
に
飽
き
た
ら
な
か
っ
た
技
術
者
・
加

藤
剛
介
の
ス
カ
ウ
ト
に
成
功
し
た
の
が
、
前
述
の
遠
藤
ら
の
退
社
後
、
一
九
三
三
年
後
半
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
加
藤
が

引
き
連
れ
る
か
た
ち
で
、
ほ
か
に
も
機
械
関
係
の
技
術
者
が
複
数
名
入
社
し
て
い
る
。
大
企
業
か
ら
中
小
企
業
へ
の
人
材
移

大阪金属工業発足時の株券
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力
冷
凍
機
キ
ッ
ト
で
、
月
産
七
〇
〜
一
〇
〇
台
の
生
産
を
行
っ
た
。

新
冷
媒
フ
ロ
ン
へ
の
取
り
組
み
も
、
潜
水
艦
用
の
無
害
・
安
全
な
冷
媒
へ
の
需
要
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ロ
ン
は
、

一
九
三
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
（
Ｇ
Ｍ
）
社
の
家
電
部
門
で
あ
る
フ
リ
ジ
デ
ア
社
の
研
究
員
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
、
人
体
に
無
害
で
無
色
・
無
臭
、
引
火
・
爆
発
の
危
険
性
も
な
い
ガ
ス
で
あ
る
。
従
来
、
冷
凍
機
の
冷
媒
に
用
い

ら
れ
て
き
た
炭
酸
ガ
ス
・
ア
ン
モ
ニ
ア
・
メ
チ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
の
欠
点
を
す
べ
て
克
服
し
て
お
り
、
さ
っ
そ
く
ア
メ
リ
カ
海

軍
は
、
こ
の
フ
ロ
ン
を
潜
水
艦
用
冷
凍
・
冷
房
装
置
に
採
用
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
記
事
を
目
に
し
た
大
阪
金
属
工
業

の
顧
問
で
退
役
海
軍
少
将
の
太
田
十
三
男
（
加
藤
剛
介
の
義
兄
）
が
、
山
田
晁
に
フ
ロ
ン
事
業
へ
の
進
出
を
進
言
し
、
ま
た

営
業
部
長
の
岡
村
一
夫
も
フ
ロ
ン
へ
の
取
り
組
み
に
強
い
意
欲
を
み
せ
た
。
岡
村
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
山
田
晁

が
小
野
田
セ
メ
ン
ト
か
ら
引
き
抜
い
た
人
物
で
、
山
田
と
は
血
縁
関
係
に
あ
り
、
お
も
に
営
業
活
動
を
担
当
し
て
い
た
が
、

化
学
畑
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
、
基
本
的
な
知
識
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
岡
村
は
、
冷
凍
機
と
冷
媒
ガ
ス
の
双
方
を
手
が
け

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
主
張
し
た
。

た
し
か
に
、
両
者
は
事
業
と
し
て
関
連
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
機
械
メ
ー
カ
ー
が
化
学
事
業
を
兼
営
す
る
事

例
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
稀
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
こ
の
と
き
に
山
田
晁
の
下
し
た

決
断
は
、
進
取
の
気
象
で
満
た
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）

年
十
一
月
、
フ
ロ
ン
の
研
究
開
発
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
し
か
し
、
依
拠
す
べ
き
ま
と

ま
っ
た
文
献
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
参
考
文
献
の
渉
猟
と
実
験
の
繰
り
返
し
に
よ

る
、
文
字
ど
お
り
試
行
錯
誤
の
過
程
が
続
い
た
。
三
五
年
に
は
、
塩
野
義
製
薬
勤
務

の
化
学
研
究
員
で
あ
っ
た
岩
城
徹
の
助
力
を
得
て
、
フ
ッ
化
水
素
酸
か
ら
の
合
成
実

冷
凍
機
の
民
間
納
入
先
は
、
船
舶

用
（
冷
蔵
）
で
は
関
釜
連
絡
船
や
商

船
会
社
、
冷
房
設
備
と
し
て
劇
場
、

集
会
所
な
ど
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
、
南

海
電
車
が
日
本
初
の
冷
房
電
車
を
走

ら
せ
た
が
、
こ
れ
も
大
阪
金
属
工
業

の
技
術
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
海
軍

へ
の
冷
房
・
冷
却
装
置
の
納
入
は
、

一
九
三
九
年
の
フ
ロ
ン
冷
凍
機
の
潜

水
艦
実
験
で
の
成
功
を
契
機
と
し
て

い
る
。
居
住
環
境
が
過
酷
な
潜
水
艦

で
は
、
居
住
区
全
部
に
冷
房
が
施
さ

れ
る
。＂
ミ
フ
ジ
レ
ー
タ
ー
＂
冷
凍

機
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
潜
水
艦
用
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
特
殊
な
用
途
を
対
象
と

し
た
小
型
冷
凍
機
（
〇
・
五
馬
力
）
も
造
ら
れ
た
。
一
九
四
一
年
四
月
こ
ろ
か
ら
納
入

が
始
ま
っ
た
ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ
ス
用
冷
却
装
置
（GI

金
物
）
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
特
攻
兵
器
で
あ
る
魚
雷
「
回
天
」
の
狭
い
操
縦
室
の
冷
房
用
も
、
〇
・
五
馬

伊号 171 潜水艦（潮書房提供）

冷凍機試作 1号機を囲んで冷気罐岡村一夫（1960 年）
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て
お
り
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
末
、
堺
市
の
耳
原
町
に
四
万
九
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
工
場
用
地
の
買
収
を
完
了
し

た
。
そ
の
買
収
資
金
の
捻
出
の
た
め
に
計
画
さ
れ
た
増
資
の
理
由
書
に
は
、「
軍
需
品
の
み
に
全
力
を
傾
倒
す
る
こ
と
は
必

ず
し
も
当
社
の
使
命
」
で
は
な
く
、
工
場
施
設
は
「
軍
民
両
用
な
ら
し
む
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
三
六
年
十
月
に
完

成
し
た
第
一
、
第
二
号
工
場
は
、
冷
凍
機
の
組
み
立
て
お
よ
び
部
品
工
場

で
あ
っ
た
。
こ
の
専
門
工
場
の
稼
働
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
外
注
や
購
買

に
た
よ
っ
て
い
た
機
能
部
品
（
膨
張
弁
、
開
閉
器
、
電
磁
弁
、
濾
過
器
）
の

自
社
工
場
で
の
生
産
が
可
能
と
な
っ
た
。

第
三
号
工
場
で
は
、
飛
行
機
部
品
の
製
造
が
本
格
化
し
て
い
く
。
離
着

陸
用
脚
緩
衝
装
置
へ
の
取
り
組
み
は
、
仕
上
げ
加
工
部
面
に
困
難
が
あ
っ

た
が
、
発
注
元
の
三
菱
重
工
業
か
ら
の
作
業
指
導
も
あ
り
、
ほ
ど
な
く
合

格
品
の
生
産
に
成
功
し
た
。
川
崎
航
空
機
工
業
か
ら
は
、
離
着
陸
用
脚
緩

衝
装
置
と
と
も
に
翼
関
係
の
仕
事
が
持
ち
込
ま
れ
、
一
九
三
九
（
昭
和

十
四
）
年
に
は
同
社
の
尾
翼
関
係
の
全
量
引
き
受
け
の
要
請
を
受
け
る
に

至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
飛
行
機
部
品
生
産
は
、
軍
の
飛
行
機
増
産
命
令
に

よ
っ
て
急
速
に
増
大
し
、
淀
川
製
作
所
の
新
設
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
に
入
る
と
、
軍
の
増
産
命
令
に
応
え
る
べ

く
、
相
次
い
で
兵
器
生
産
関
係
の
工
場
が
竣
工
し
た
。
薬
莢
、
信
管
、
弾

験
を
行
い
、
同
年
末
に
は
日
本
初
の
フ
ロ
ン
生
産
に
成
功
す
る
。
過
労
に
よ
る
岩
城

の
入
院
後
は
、
塩
野
義
製
薬
の
平
田
雅
人
の
正
式
入
社
を
得
て
改
良
を
重
ね
、
三
七

年
四
月
に
海
軍
省
へ
フ
ロ
ン
の
サ
ン
プ
ル
を
提
出
す
る
ま
で
に
漕
ぎ
着
け
た
。
海
軍

に
よ
る
分
析
と
試
験
、
さ
ら
に
前
述
し
た
三
九
年
の
潜
水
艦
実
験
の
成
功
を
経
て
、

つ
い
に
大
阪
金
属
工
業
製
フ
ロ
ン
の
海
軍
採
用
が
決
ま
っ
た
。
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー

ズ
社
が
日
本
で
有
し
て
い
た
特
許
権
に
つ
い
て
は
、
大
阪
金
属
工
業
自
身
、
さ
ら
に

は
海
軍
に
よ
る
買
取
交
渉
が
不
調
に
終
わ
っ
た
後
、
特
許
収
用
令
（
軍
事
上
の
理
由

に
よ
る
特
許
の
収
用
）
の
発
動
に
よ
っ
て
対
処
し
た
。

以
後
、＂
ミ
フ
ジ
レ
ー
タ
ー
＂
冷
凍
機
の
冷
媒
と
し
て
、
海
軍
へ
の
納
入
が
進
ん

で
い
く
。
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
に
は
、
新

設
し
た
淀
川
製
作
所
の
隣
接
地
に
、
海
軍
艦
政
本
部
管
理
の
化
学
工
場
建
設
が
計
画

さ
れ
、
翌
四
二
年
に
稼
働
し
た
。
さ
ら
に
四
三
年
秋
に
、
よ
う
や
く
三
〇
ト
ン
の
年

産
を
達
成
し
て
最
低
需
要
を
ク
リ
ア
ー
し
、
翌
四
四
年
に
は
年
産
五
〇
ト
ン
を
超
え

た
。
し
か
し
、
四
五
年
に
入
る
と
原
料
調
達
先
の
化
学
会
社
が
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
を
受
け
、
そ
の
生
産
力
を
著
し
く
そ
が

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

新
鋭
工
場
の
構
想

│
堺
工
場

株
式
会
社
へ
の
改
組
が
成
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
山
田
晁
は
手
狭
と
な
っ
た
今
宮
工
場
に
代
わ
る
新
鋭
工
場
の
建
設
を
構
想
し

岩城徹（1937 年 1月）平田雅人（1937 年 8月）

堺工場（1952 年ごろ）
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に
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
の
陸
軍
航
空
機
用
統
制
部
品
と
完
成
部
品
の
製
作
指
令
以
来
、
堺
工
場
で
の
飛
行
機
部
品
の

増
産
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
こ
の
時
期
、
相
次
い
で
新
規
の
航
空
機
関
連
専
門
工
場
が
稼
働
を
始
め
た
。
そ

の
中
心
は
、
四
一
年
の
淀
川
製
作
所
（
四
二
年
に
淀
川
航
空
機
製
作
所
と
改
称
）
の
竣
工
で
あ
る
。

第
一
工
場
で
は
、
機
体
部
品
の
組
み
立
て
が
行
わ
れ
た
。
陸
軍
航
空
本
部
と
川
崎
航
空

機
工
業
の
要
請
に
よ
り
、
キ
│

四
五
改
（
二
式
複
座
戦
闘
機
「
屠
竜
」）
の
主
翼
・
胴
体
・

尾
翼
の
生
産
を
開
始
し
、
次
い
で
キ
│

六
一
（
三
式
戦
闘
機
「
飛
燕
」）
の
尾
翼
を
手
が
け

丸
の
各
工
場
で
あ
る
。
加
え
て
、
同
年
に
大
阪
造
兵
廠
か
ら
火
砲
の
部
品
製
造
依
頼
を
受
け
、
四
一
年
に
は
砲
そ
の
も
の
の

製
造
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
四
〇
年
に
、
阪
神
鉄
工
所
か
ら
飯
田
勝
蔵
（
営
業
）
と
山
田
龍
乗
（
技
術
）
の
ス
カ

ウ
ト
に
成
功
し
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
完
成
品
の
製
作
も
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
、
ヘ
ッ
セ

ル
マ
ン
エ
ン
ジ
ン
が
製
作
さ
れ
、
輸
送
船
や
石
油
鑿
井
機
用
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
堺
工
場
は
、
た
び
重
な
る
工
場
の
増
設

に
よ
っ
て
三
八
年
に
は
一
四
万
八
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
規
模
に
達
し
、
四
〇
年
に
は
大
阪
金
属
工
業
の
生
産
額
の

八
〇
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
四
〇
年
十
一
月
に
本
社
は
堺
へ
移
転
し
、
手
狭
に
な
っ
て
い
た
今
宮
工
場
は

整
理
さ
れ
た
。

満
洲
金
属
工
業
の
設
立
に
も
触
れ
て
お
こ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
松
井
常
三
郎
と
の
縁
に
よ
っ
て
大
阪
金
属
工
業
は
、

合
資
会
社
時
代
か
ら
満
州
の
奉
天
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。
山
田
自
身
、
た
び
た
び
当
地
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
取
引

の
増
大
を
背
景
に
、
一
九
三
七
年
に
一
〇
〇
％
出
資
（
資
本
金
五
〇
万
円
、
の
ち
三
八
年
に
は
一
五
〇
万
円
）
の
子
会
社
と
し

て
設
立
さ
れ
た
の
が
、
満
洲
金
属
工
業
で
あ
る
。
定
款
で
は
、
冷
凍
機
や
冷
暖
房
装
置
の
製
作
が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、

四
〇
年
の
重
要
産
業
経
営
許
可
申
請
書
の
生
産
品
目
は
、
弾
薬
と
航
空
機
部
品
に
な
っ
て
い
る
。
当
初
は
、
資
材
や
熟
練
工

の
不
足
か
ら
業
績
は
振
る
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
現
地
採
用
者
も
ふ
く
め
て
従
業
員
は
二
〇
〇
人
を
超
え
、
経
営

は
軌
道
に
乗
っ
た
。
し
か
し
、
四
二
年
十
一
月
に
松
井
常
三
郎
が
死
去
し
た
後
は
状
況
が
変
化
し
た
よ
う
で
、
四
三
年
一
月

に
は
幹
部
社
員
は
日
本
に
引
き
揚
げ
て
い
る
。

戦
時
下
の
大
拡
大

│
航
空
機
部
品
の
増
産
か
ら
全
組
み
立
て
へ

太
平
洋
戦
争
下
の
大
阪
金
属
工
業
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
航
空
機
関
連
製
品
の
大
増
産
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
向
は
、
す
で

淀川製作所（1952 年ころ）

キ─45 改 2式複座戦闘機「屠竜」（1944 年，川崎重工業提供）

陸軍機用油圧式ガバナの断面

離着陸用脚緩衝装置（オレオ）
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生
産
目
標
は
月
産
二
千
台
（
堺
工
場
で
は
月
産
二
〇
〇
台
）
に
高
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
陸
軍
航
空
本
部
の
斡
旋
で
、
企
業
整

備
で
休
止
命
令
を
受
け
て
い
た
朝
日
紡
績
三
国
工
場
を
買
収
し
、
一
九
四
三
年
四
月
か
ら
稼
働
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
調
速

器
の
専
門
工
場
・
神
崎
川
航
空
精
機
製
作
所
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
軍
需
省
の
要
請
に
よ
っ
て
疎
開
し
た
住
友
金
属
工
業
プ

ロ
ペ
ラ
製
造
所
も
入
居
し
、
海
軍
機
用
の
調
速
器
を
生
産
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
淀
川
製
作
所
で
は
、
航
空
機
の
発
動
機
用
冷
却
器
の
生
産
が
あ
り
、
ま
た
前
述
の
よ
う
に
フ
ロ
ン
生
産
の
化

学
工
場
も
稼
働
し
て
い
る
。
戦
争
終
結
時
の
従
業
員
（
他
社
関
係
者
を
除
く
）
は
七
〇
九
〇
人
で
、
大
阪
金
属
工
業
の
全
事

業
所
中
で
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
神
崎
川
航
空
精
機
製
作
所
は
一
四
八
〇
人
、
大
和
川
航
空
機
製
作
所
は
二
二
三
〇
人
を

数
え
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
以
降
の
三
つ
の
竣
工
工
場
で
、
計
一
万
人
を
超
え
る
従
業
員
が
勤
務
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
社
工
場
の
堺
製
作
所
の
人
員
は
四
七
七
〇
人
で
あ
っ
た
（
表
1
│

1
）。

株
式
会
社
化
が
日
程
に
上
っ
た
一
九
三
三
年
の
従
業
員
が
、
二
三
〇
人
余
り
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
五
千
人
弱
の
こ

の
従
業
員
数
は
、
決
し
て
少
な
い
人
数
で
は
な
い
。
し
か
し
、
新
規
三
工
場
は
一
気
に
そ
の
二
倍
の
人
数
を
抱
え
た
。
戦
時

体
制
下
で
の
航
空
機
生
産
は
、
大
阪
金
属
工
業
に
巨
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

３　

技
術
の
ダ
イ
キ
ン
の
礎

│
戦
前
の
経
験
が
も
た
ら
し
た
も
の

町
工
場
か
ら
始
ま
っ
た
大
阪
金
属
工
業
の
戦
前
期
の
到
達
点
は
、
四
つ
の
工
場
を
持
ち
、
機
械
製
作
、
金
属
加
工
、
さ
ら

に
は
化
学
事
業
も
手
が
け
る
有
力
製
造
企
業
で
あ
っ
た
。
資
本
金
一
万
五
千
円
、
従
業
員
一
五
名
の
合
資
会
社
か
ら
、
資
本

金
六
千
万
円
、
従
業
員
一
万
五
千
人
の
株
式
会
社
へ
飛
躍
し
た
の
で
あ
る
。
成
長
の
二
一
年
間
の
軌
跡
は
、
こ
の
明
快
な
数

た
。
さ
ら
に
は
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
、
川
崎
航
空
機
工

業
の
要
請
を
受
け
、「
屠
竜
」
の
全
組
み
（
完
成
機
組
み
立
て
）

を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
同
社
の
明
石
工
場
へ
技
術
習
得

の
た
め
に
基
幹
要
員
を
派
遣
し
、
明
石
工
場
、
淀
川
製
作
所
で
、

そ
れ
ぞ
れ
三
機
を
完
成
さ
せ
、
試
験
飛
行
も
無
事
終
了
し
た
。

こ
の
完
成
機
の
生
産
は
、
四
四
年
に
竣
工
し
た
大
和
川
航
空
機

製
作
所
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
戦
争
終
結
ま
で
の
一
年
余
り

に
、
キ
│

四
五
改
二
七
機
、
キ
│

一
〇
二
乙
一
〇
機
が
完
成
・

納
入
さ
れ
た
。
大
阪
金
属
工
業
は
、
航
空
機
生
産
メ
ー
カ
ー
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
工
場
は
、
離
着
陸
用
脚
緩
衝
装
置
（
オ
レ
オ
）
の
専
門

工
場
で
あ
る
。
オ
レ
オ
部
品
は
す
で
に
手
が
け
て
い
た
が
、
三

菱
重
工
業
や
川
崎
航
空
機
工
業
か
ら
の
技
術
指
導
員
の
派
遣
を

受
け
、
組
み
立
て
・
調
整
を
経
た
完
成
品
生
産
に
至
っ
て
い
る
。

第
三
工
場
で
は
、
ま
ず
陸
軍
機
用
調
速
器
（
ガ
バ
ナ
）
の
生
産

が
な
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
な
技
術
は
、
住
友
金
属
工
業
が
軍

の
要
請
で
導
入
し
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
社
（
ア
メ
リ
カ
）
の
油
圧
式

に
依
拠
し
た
。
工
場
で
は
流
れ
生
産
方
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
、

表 1─1　事業場別従業員（1945 年 8 月 15 日現在） 単位：人
本店 東京 堺 淀川 神崎川 大和川 合計

現員徴用者（従業員） 47  8 1,200 1,800   300   700  4,055
青年学校在校生徒（従業員） 2,000 2,500   550   900  5,950
新規徴用者（応徴士）   800   500   100   500  1,900
動員学徒   500 1,900   300   100  2,800
女子挺身隊  3  2   150   130   230    30    545
陸軍工技兵   260    260
金剛隊   120    120
　当社関係　計 50 10 4,770 7,090 1,480 2,230 15,630
川崎航空機工業   300   100    400
三菱重工業    30     30
三菱重工業金剛隊   100    100
住友金属工業   300    300
　他社関係　計   300   300   230    830

合　計 50 10 4,770 7,390 1,780 2,460 16,460
注）淀川工場の数字には大阪ビルと日田市の工場への疎開者を含む．
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対
化
す
る
、
こ
の
山
田
の
慧け

い
が
ん眼
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
最
も
重
要
な
礎
と
な
っ
た
の
は
「
技
術
」
を
担
う
「
人
」
そ
の
も
の
、
そ
し
て
そ
の
「
技
術
」
を
尊
重
す
る
経

営
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
山
田
は
経
営
拡
大
の
過
程
で
、
多
様
な
技
術
者
を
集
め
て
い
た
。
ま
ず
、
山
田
自
身
の
出
身
元
で

あ
る
大
阪
砲
兵
工
廠
（
造
兵
廠
）
お
よ
び
東
洋
鑢
伸
銅
の
出
身
者
た
ち
、
有
力
車
両
メ
ー
カ
ー
の
汽
車
製
造
か
ら
引
き
抜
い

た
グ
ル
ー
プ
、
阪
神
内
燃
機
か
ら
移
籍
し
た
エ
ン
ジ
ン
部
門
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
で
あ
る
。
岡
村
一
夫
（
小
野
田
セ
メ

ン
ト
出
身
）
を
中
核
と
す
る
化
学
技
術
者
、
そ
の
ほ
か
に
も
多
士
済
々
の
技
術
者
群
が
い
る
。
山
田
晁
自
身
、
進
取
の
気
象

に
富
ん
だ
技
術
者
で
あ
っ
た
。
山
田
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
こ
れ
ら
の
技
術
者
は
、
自
家
用
工
作
機
械
の
製
作
に

み
ら
れ
る
工
夫
改
善
、
独
自
技
術
の
開
発
、
新
分
野
へ
の
挑
戦
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
事
務
部
門
が
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

工
場
現
場
が
製
品
と
し
て
の
実
現
に
邁
進
し
た
。
工
場
内
に
作
ら
れ
た
青
年
学
校
（
十
二
〜
十
九
歳
の
男
子
向
け
教
育
）
や
、

私
立
大
阪
金
属
工
業
学
校
（
技
術
者
養
成
、
一
九
四
三
＝
昭
和
十
八
年
設
立
）
も
、
期
間
は
短
い
が
人
材
育
成
に
一
定
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
過
程
で
蓄
積
さ
れ
た
知
識
と
経
験
、
確
か
な
方
向
感
覚
、
そ
れ
こ
そ
が
戦
前
期
の
大

阪
金
属
工
業
の
発
展
を
推
し
進
め
た
機
動
力
で
あ
っ
た
。「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
」
の
礎
は
、
こ
こ
に
築
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

字
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
戦
前
期
の
企
業
成
長
が
、
戦
後
の
ダ
イ
キ
ン
発
展
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い

な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
大
阪
金
属
工
業
の
発
展
が
、
昭
和
戦
前
期
の
特
有
な
事
情

│
軍
需
の
増
大

│
に
牽
引
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
っ
た
。『
営
業
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
度
の
売
上
高
九
九
八
万
円

の
う
ち
、
陸
軍
・
海
軍
へ
の
納
入
が
七
八
九
万
円
（
陸
軍
造
兵
四
〇
三
万
円
、
海
軍
造
兵
造
機
四
三
万
円
、
陸
海
軍
用
航
空
機

三
四
三
万
円
）、
割
合
に
し
て
七
九
％
を
占
め
て
い
た
。
軍
事
機
密
上
、『
営
業
報
告
書
』
に
は
こ
れ
以
降
の
売
上
明
細
は
記

載
さ
れ
な
く
な
る
が
、
戦
火
の
拡
大
に
つ
れ
、
そ
の
割
合
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
一
九
四
五
（
昭

和
二
十
）
年
八
月
の
敗
戦
は
、
こ
の
需
要
の
突
然
の
消
滅
を
意
味
し
て
い
た
。
軍
用
飛
行
機
関
連
品
の
生
産
は
中
止
、
大
和

川
航
空
機
製
作
所
は
敗
戦
ま
も
な
い
四
五
年
十
二
月
に
、
ま
た
神
崎
川
航
空
精
機
製
作
所
も
五
一
年
六
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
大

阪
金
属
工
業
の
手
を
離
れ
て
い
る
。
淀
川
・
堺
の
兵
器
工
場
も
生
産
を
停
止
、
満
洲
金
属
工
業
は
没
収
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。

戦
時
期
の
大
阪
金
属
工
業
の
拡
大
の
成
果
は
、
そ
の
多
く
が
敗
戦
と
と
も
に
命
脈
が
尽
き
て
い
た
。
工
場
施
設
は
、
何
一
つ

戦
後
の
発
展
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
真
に
礎
と
な
っ
た
も
の
は
、
企
業
成
長
の
な
か
で
培
わ
れ

た
無
形
の
資
産
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
は
、
企
業
成
長
の
過
程
で
開
発
・
蓄
積
さ
れ
た
製
品
技
術
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
、
民
需
品
と
し
て
取
り
組
ん

だ
冷
凍
機
や
フ
ロ
ン
を
は
じ
め
、
軍
へ
の
納
入
を
主
要
販
路
と
し
た
エ
ン
ジ
ン
や
油
圧
装
置
部
品
な
ど
も
、
そ
こ
で
培
わ
れ

た
技
術
は
戦
後
の
民
需
品
生
産
に
、
即
座
に
応
用
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
山
田
の
「
和
戦
両
用
の
備

え
」
に
よ
る
政
策
が
あ
っ
た
。
軍
需
依
存
の
危
う
さ
を
理
解
し
、
つ
ね
に
民
需
転
換
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
彼
の
行
動
指
針

は
、
先
に
引
用
し
た
「
増
資
理
由
書
」
に
も
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
の
速
や
か
な
民
需
転
換
は
、
軍
需
生
産
を
相
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１　

敗
戦
と
大
阪
金
属
工
業

大
阪
金
属
工
業
の
戦
後
は
、
戦
時
日
本
の
軍
需
生
産
と
の
決
別
か
ら
始
ま
っ
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
か
ら
ま
も
な
い

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
下
旬
、
動
員
学
徒
な
ど
を
除
い
て
一
万
人
を
超
え
た
従
業
員
の
大
半
が
、
退
職
金
代
わ
り

の
一
カ
月
分
の
給
料
支
給
と
と
も
に
解
雇
さ
れ
た
。
残
っ
た
の
は
残
務
要
員
と
し
て
わ
ず
か
に
二
四
五
名
。
こ
れ
が
再
ス

タ
ー
ト
時
の
大
阪
金
属
工
業
の
人
的
陣
容
で
あ
る
。

物
的
資
源
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
堺
製
作
所
や
神
崎
川
製
作
所
は
戦
災
の
打
撃
を
受
け
て
い
た
が
、
総
体
と
し
て
み
れ
ば
、

大
阪
金
属
工
業
に
は
戦
後
に
そ
の
ま
ま
持
ち
越
さ
れ
た
工
場
施
設
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
軍
需
工
場
は
、
連
合
国

軍
に
よ
る
武
装
解
除
政
策
の
重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
。
ま
ず
九
月
二
十
八
日
の
軍
用
機
組
み
立
て
の
大
和
川
製
作
所
が

接
収
さ
れ
た
。
さ
ら
に
淀
川
製
作
所
か
ら
本
店
ビ
ル
や
東
京
事
務
所
（
三
菱
二
一
号
館
）
に
も
接
収
は
及
び
、
事
務
部
門
は

た
び
た
び
の
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

旧
軍
需
工
場
で
は
、
本
格
的
な
生
産
再
開
に
際
し
て
民
需
転
換
へ
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
許
可
が
下
り
る
ま
で

の
間
、
各
製
作
所
は
、
も
っ
ぱ
ら
日
用
品
生
産
に
従
事
し
た
。
戦
時
中
に
支
給
さ
れ
た
金
属
を
利
用
し
て
日
用
雑
貨
（
鍋
、

釜
、
し
ゃ
も
じ
、
く
わ
、
か
ま
、
ぞ
う
り
、
キ
セ
ル
、
自
転
車
の
空
気
入
れ
）
や
木
工
家
具
を
製
作
し
、
従
業
員
へ
の
配
給
に
充

て
る
と
と
も
に
、
販
売
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
敗
戦
時
の
大
阪
金
属
工
業
は
、
企
業
と
し
て
の
存
続
自
体
、
風
前
の
灯
火
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ

の
な
か
で
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
二
月
末
の
堺
製
作
所
へ
の
民
需
転
換
許
可
は
、
大
阪
金
属
工
業
に
と
っ
て
製
造
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東
芝
、
日
立
、
三
菱
電
機
の
各
社
と
と
も
に
、
大
阪
金
属
工
業
は
進
駐
軍
の
部
隊
・
宿
舎
用
電
気
冷
蔵
庫
を
受
注
し
た
。
心

臓
部
の
圧
縮
機
に
は
、
海
軍
に
納
入
し
て
い
た
ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ
ス
冷
却
装
置
用
の
圧
縮
機
が
用
い
ら
れ
た
。
生
産
台
数
は
、

約
二
年
間
で
ほ
ぼ
一
千
台
。
四
七
、四
八
年
の
堺
製
作
所
の
中
核
は
、
こ
の
電
気
冷
蔵
庫
の
生
産
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
そ
の
経
営
成
果
は
必
ず
し
も
良
好
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
冷
蔵
庫
固
有
の
問
題

│
弁
作
動
の
悪
さ
や
塗
装
問

題

│
に
加
え
、
本
来
の
用
途
と
は
異
な
る
圧
縮
機
の
流
用
も
、
頻
繁
に
故
障
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
。
ま
た
、
発
注

元
の
進
駐
軍
に
よ
る
突
然
の
仕
様
変
更
は
、
既
製
造
品
の
引
き
取
り
拒
否
を
伴
っ
た
た
め
に
、
経
営
に
は
大
き
な
負
担
と

な
っ
た
。
家
庭
用
電
気
冷
蔵
庫
を
購
入
し
う
る
世
帯
は
、
当
時
の
日
本
の
経
済
状
況
で
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
四
八
年
十
一
月
、
進
駐
軍
の
減
員
を
受
け
た
突
然
の
電
気
冷
蔵
庫
の
発
注
打
ち
切
り
が
、
在
庫
品
・
仕
掛
品
の

デ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
化
と
人
員
過
剰
に
直
結
し
た
の
も
、
市
場
状
況
か
ら
み
て
必
然
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

農
業
用
発
動
機
へ
の
進
出
で
は
、
よ
り
明
確
に
販
路
確
保
が
問
題
と
な
っ
た
。
食
糧
不
足
対
策
（
増
産
）
を
重
要
な
政
策

課
題
と
し
た
農
林
省
（
現
、
農
林
水
産
省
）
で
は
、
農
業
機

械
化
が
そ
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
内
燃
機

関
製
造
の
技
術
と
経
験
を
有
す
る
大
阪
金
属
工
業
に
と
っ
て
、

農
業
用
発
動
機
へ
の
進
出
が
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
実
際
、
技
術
的
な
目
途
の
立
つ
の
は

早
か
っ
た
。
し
か
し
、
需
要
者
の
農
家
が
地
理
的
に
分
散
す

る
農
業
関
連
品
の
販
売
に
は
、
販
売
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
大
阪
金
属
工
業
は
決
定
的

企
業
と
し
て
の
再
出
発
の
可
能
性
を
拓
く
も
の
と
な
っ
た
。
同
年
七
月
に
は
、
淀
川
製
作
所
で
も
接
収
が
解
除
さ
れ
、
次
い

で
九
月
に
は
神
崎
川
製
作
所
と
と
も
に
民
需
転
換
許
可
も
下
り
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
企
業
再
建
に
向
け
て
の
真
の
苦
闘
時

代
の
始
ま
り
を
意
味
し
て
い
た
。

さ
ら
に
加
え
て
、
一
九
四
六
年
八
月
に
は
フ
ロ
ン
製
造
設
備
を
除
き
、
堺
・
神
崎
川
の
両
製
作
所
で
は
機
械
設
備
が
、
ま

た
淀
川
製
作
所
で
は
工
場
と
機
械
設
備
が
賠
償
指
定
工
場
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
賠
償
施
設
の
撤
去
・
引
き
渡
し
が

実
施
さ
れ
た
の
は
、
堺
製
作
所
の
プ
レ
ス
四
台
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
五
二
年
四
月
の
講
和
条
約
発
効
に
よ
る
賠
償
指
定
の
解

除
ま
で
、
機
械
類
の
使
用
に
は
大
き
な
制
約
が
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

２　

会
社
再
建
へ
の
苦
闘

機
械
生
産
の
再
開

堺
製
作
所
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
部
）
に
生
産
許
可
を
申
請
し
た
品
目
は
、
冷
凍
機
、
注
油
器
、
内
燃
機
、

各
種
バ
ル
ブ
な
ど
で
あ
り
、
戦
前
か
ら
の
生
産
品
目
の
な
か
に
民
需
転
換
の
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

実
際
、
こ
の
時
期
の
取
り
組
み
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
た
家
庭
用
電
気
冷
蔵
庫
と
農
業
用
発
動
機
は
、
戦
前
か
ら
の
製
品

と
生
産
技
術
上
の
共
通
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
用
途
・
需
要
者
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
生
産
再
開
後

の
大
阪
金
属
工
業
が
経
験
す
る
苦
難
の
源
泉
が
潜
ん
で
い
た
。

電
気
冷
蔵
庫
は
、
進
駐
軍
の
発
注
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
史
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
初
め
に
レ
イ
ボ

ル
ト
商
会
（
日
独
合
弁
法
人
）
を
通
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
進
駐
軍
用
製
氷
機
の
生
産
で
あ
り
、
そ
の
納
入
実
績
を
踏
ま
え
て

進駐軍用電気冷蔵庫 8S型の外観と内部

ダイキン発動機
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た
四
九
年
六
月
、
突
然
の
フ
ロ
ン
契
約
の
一
方
的
な
中
止
と
未
納
分
の
契
約
破
棄
は
、
電
気
冷
蔵
庫
の
発
注
打
ち
切
り
に
も

増
し
て
、
大
阪
金
属
工
業
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
。
高
価
な
フ
ロ
ン
を
用
い
る
民
間
冷
媒
市
場
は
、
当
時
の
日
本

経
済
の
状
況
で
は
、
い
ま
だ
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
再
開
さ
れ
た
生
産
活
動
は
、
民
需
転
換
へ
の
苦
闘
の
な
か
で
進
駐
軍
の
特
需
に
翻
弄
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

進
駐
軍
の
発
注
が
も
た
ら
し
た
の
は
、
経
営
再
建
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
経
営
破
綻
へ
の
誘
発
剤
と

も
な
り
う
る
危
険
を
秘
め
て
い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
阪
金
属
工
業
に
お
い
て
そ
れ
は
、
人
員
整
理
と
労
使
紛
争
と
い

う
か
た
ち
で
現
実
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

人
材
の
確
保
と
労
働
組
合
の
結
成

堺
製
作
所
の
再
開
、
淀
川
製
作
所
で
の
フ
ロ
ン
生
産
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
の
間
の
大
阪
金
属
工
業
は
再
び
人
員
の
拡
充
を

始
め
た
。
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
十
一
月
時
点
で
の
従
業
員
数
は
、
全
社
合
計
で
一
一
四
七
名
に
上
っ
て
い
た
。
こ

の
な
か
に
は
、
後
年
、
大
阪
金
属
工
業
経
営
の
中
核
を
担
っ
た
人
た
ち
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。

の
ち
に
、
第
三
代
社
長
と
な
る
山
田
稔
（
山
田
晁
の
長
男
）
の
入
社
は
、
一
九
四
六
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
山
田
稔
は
、

戦
時
下
で
の
指
導
的
技
術
者
養
成
を
目
的
に
開
学
し
た
、
東
京
大
学
第
二
工
学
部
航
空
原
動
機
学
科
を
四
四
年
に
卒
業
し
、

た
だ
ち
に
三
菱
重
工
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
に
入
社
、
敗
戦
時
に
は
兵
役
と
し
て
海
軍
航
空
廠
（
長
崎
県
大
村
市
）
に
勤
務

し
て
い
た
。
四
五
年
秋
の
復
員
後
、
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
を
訪
ね
た
が
復
職
で
き
ず
、
大
阪
金
属
工
業
に
入
社
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
山
田
稔
の
入
社
と
相
前
後
し
て
一
〇
名
ほ
ど
の
東
大
第
二
工
学
部
出
身
者
が
、

大
阪
金
属
工
業
に
入
社
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、
復
員
後
に
戦
時
中
の
就
職
先
に
戻
れ
な
か
っ
た
稔
の
友
人
た
ち

に
欠
い
て
い
た
。
農
業
用
発
動
機
の
生
産
・
販
売
が
軌
道
に
乗
り
始
め
る
の
は
、
杉
山
産
業
と
総
代
理
店
契
約
を
締
結
す
る

一
九
四
九
年
以
降
の
こ
と
に
な
る
。

化
学
部
門
の
再
建

生
産
再
開
後
も
苦
闘
が
続
く
機
械
部
門
に
対
し
て
、
こ
の
時
期
の
大
阪
金
属
工
業
の
収
益
を
支
え
た
の
は
、
淀
川
製
作
所

の
化
学
部
門
で
あ
っ
た
。

化
学
部
門
で
も
、
肥
料
（
硫
安
）
や
農
薬
と
い
っ
た
農
業
関
連
分
野
へ
の
展
開
が
試
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
記
録
に
値

す
る
。
殺
鼠
剤
の
よ
う
に
、
そ
の
後
も
長
く
命
脈
を
保
つ
商
品
も
登
場
し
た
。
し
か
し
、
化
学
部
門
の
屋
台
骨
は
何
と
い
っ

て
も
フ
ロ
ン
の
生
産
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
当
時
淀
川
製
作
所
長
の
地
位
に
あ
っ
た
岡
村
一
夫
は
、
一
九
四
五
（
昭
和

二
十
）
年
十
二
月
に
占
領
軍
の
司
令
部
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
と
き
、
戦
前
・
戦
時
中
の
フ
ロ
ン
生
産
に
対
し
て
指
弾
さ

れ
る
も
の
と
考
え
、
自
身
の
戦
犯
指
定
ま
で
覚
悟
し
て
い
た
と
い
う
。
軍
事
的
戦
略
物
資
と
も
言
い
得
る
フ
ロ
ン
を
、
特
許

収
用
令
に
基
づ
く
と
は
い
え
、
結
果
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
会
社
の
特
許
を
無
視
す
る
か
た
ち
で
生
産
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
進
駐
軍
は
、
自
ら
が
必
要
と
す
る
フ
ロ
ン
（
電
気
冷
蔵
庫
お
よ
び
宿
舎
・
兵
舎
冷
房
用
冷
媒
、
船
舶
用
冷
媒
）
の
日
本

で
の
調
達
可
能
性
を
模
索
し
て
お
り
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
ダ
イ
キ
ン
に
対
し
て
、
翌
四
六
年
か
ら
進

駐
軍
は
特
需
（PD

: Procurem
ent D

em
and

）
に
基
づ
く
発
注
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
時
最
盛
期
で
も
、
月
産
六
ト
ン

水
準
に
満
た
な
か
っ
た
か
ら
、
月
産
二
〇
ト
ン
水
準
と
い
う
生
産
発
注
は
、
こ
の
時
期
の
進
駐
軍
特
需
の
大
き
さ
を
示
し
て

い
る
。
特
命
受
注
品
の
た
め
、
単
価
計
算
が
割
高
に
算
定
さ
れ
た
こ
と
も
、
経
営
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
ン
生

産
は
、
ま
さ
に
ド
ル
箱
の
事
業
分
野
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
進
駐
軍
の
調
達
方
針
の
変
化
（
調
達
制
限
）
を
受
け



3435　第 2章●事業再建から経営管理体制の構築へ

時
期
ま
で
の
大
阪
金
属
工
業
で
は
、
社
員
・
工
員
の
二
区
別
を
基
軸
に
、
従
業
員
は
社
員
・
社
員
補
・
準
社
員
・
雇
員
・
特

待
工
員
・
工
員
の
六
つ
の
身
分
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。
四
七
年
八
月
の
労
使
交
渉
の
結
果
、
こ
の
身
分
制
度
は
廃
止
さ
れ
、

給
与
計
算
で
日
給
制
・
月
給
制
の
区
分
は
残
っ
た
も
の
の
、
全
従
業
員
は
「
社
員
」
と
し
て
一
本
化
さ
れ
た
。

第
一
次
企
業
整
備
と
越
年
資
金
闘
争

生
産
の
再
開
か
ら
進
駐
軍
特
需
の
受
注
、
そ
し
て
従
業
員
の
再
結
集
と
新
規
採
用
へ
と
、
敗
戦
直
後
の
虚
脱
と
静せ

い
ひ
つ謐
に
包

ま
れ
た
大
阪
金
属
工
業
の
諸
工
場
は
、
翌
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
以
降
、
再
び
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
っ
た
。
一

方
、
四
六
年
の
労
働
組
合
の
結
成
は
、
戦
後
イ
ン
フ
レ
下
で
の
生
活
難
を
背
景
に
、
労
働
運
動
の
高
揚
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
。
大
阪
金
属
工
業
を
揺
る
が
す
労
使
関
係
の
激
動
は
、
こ
の
経
営
拡
大
基
調
の
な
か
か
ら
生
じ
た
事
態
で
あ
っ
た
。

前
提
と
な
る
の
は
、
経
営
面
で
の
採
算
不
良
で
あ
る
。
戦
後
の
大
阪
金
属
工
業
の
決
算
は
、
一
九
五
一
年
三
月
ま
で
の
間

で
、
じ
つ
に
九
期
で
損
失
を
出
し
て
い
た
（
表
2
│

1
）。
事
業
展
開
が
、
必
ず
し
も
財
務
体
質
の
改
善
に
結
び
つ
か
な
い
構

造
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
な
ん
ら
か
の
シ
ョ
ッ
ク
が
加
わ
れ
ば
、
経
営
の
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

四
八
年
十
一
月
、
進
駐
軍
か
ら
突
然
通
告
さ
れ
た
電
気
冷
蔵
庫
の
発
注
停
止
は
、
そ
の
最
初
の
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
山
田

晁
は
、
会
社
存
続
の
た
め
に
、
余
剰
人
員
一
八
七
名
を
解
雇
す
る
こ
と
を
骨
子
と
す
る
企
業
整
備
計
画
の
立
案
に
踏
み
切
り
、

経
営
協
議
会
で
組
合
と
の
協
議
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
希
望
退
職
者
を
募
る
か
た
ち
で
話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、

十
一
月
中
に
退
職
者
一
八
七
名
が
円
満
に
決
定
し
た
。
経
営
側
の
危
惧
に
相
違
し
て
、
第
一
回
目
と
な
っ
た
企
業
整
備
は
、

比
較
的
ス
ム
ー
ス
に
進
行
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
続
く
十
二
月
、
越
年
資
金
の
支
給
額
を
め
ぐ
っ
て
、
労
使
は
紛
争
状
況
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
発
端
は
十
二
月

で
あ
っ
た
。
農
薬
製
造
で
縁
が
で
き
た
井
上
吉
之
京
大
教
授
（
井
上
会
長
の
父
）
の

紹
介
を
き
っ
か
け
に
、
五
名
の
京
都
大
学
卒
の
化
学
技
術
者
を
採
用
し
た
の
も
、

四
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
阪
金
属
工
業
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
大
学
卒
自
体
が
ご

く
少
な
い
当
時
の
状
況
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
採
用
は
人
材
へ
の
先
行
投
資
の
意
味

を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
元
大
同
製
鋼
取
締
役
で
あ
っ
た
桝
田
定
司
（
山
田
晁
の

長
女
の
夫
）
の
入
社
も
、
一
九
四
六
年
で
あ
る
。
堺
製
作
所
長
お
よ
び
常
務
取
締
役

に
就
任
し
た
桝
田
は
、
本
社
の
総
務
も
担
当
し
、
当
時
の
経
営
の
死
命
を
決
し
た
対
外
交
渉
役
に
辣
腕
を
振
る
っ
た
。
こ
の

桝
田
が
四
八
年
三
月
、
東
京
出
張
の
帰
路
に
不
慮
の
鉄
道
事
故
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
、
痛
恨
事
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い

る
。企

業
の
労
務
・
人
事
に
関
す
る
戦
後
の
大
き
な
変
化
は
、
労
働
組
合
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
主
導
す
る
一
連
の
「
労
働
改
革
」
の
流
れ
を
受
け
て
、
全
国
的
に
労
働
組
合
結
成
の
機
運
が
高
揚
し
、
大
阪

金
属
工
業
に
お
い
て
も
一
九
四
六
年
二
月
に
、
堺
・
淀
川
両
製
作
所
で
、
五
月
に
は
神
崎
川
、
九
月
に
は
本
店
（
堺
労
働
組

合
か
ら
分
離
）
の
従
業
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
所
単
位
で
労
働
組
合
を
結
成
し
た
。
こ
の
四
単
組
が
大
阪
金
属
工
業
労
働
組

合
連
合
会
を
結
成
し
、
経
営
側
と
の
交
渉
主
体
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
、
四
組
合
い
ず
れ
も
日
本
労
働
組
合
総
同
盟

（
略
称
は
総
同
盟
）
に
加
盟
し
て
お
り
、
ほ
ど
な
く
総
同
盟
の
助
言
を
受
け
て
連
合
組
合
と
な
り
、
単
組
は
本
部
・
支
部
と
改

称
さ
れ
た
。

一
九
四
六
年
十
月
に
は
労
働
関
係
調
整
法
が
施
行
さ
れ
、
労
働
組
合
と
経
営
の
関
係
を
基
軸
と
す
る
労
使
交
渉
の
枠
組
み

が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
の
交
渉
の
成
果
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
戦
前
か
ら
の
従
業
員
身
分
制
の
撤
廃
で
あ
る
。
戦

桝田定司
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川
）
と
の
徹
夜
の
交
渉
の
結
果
、
岡
村
淀
川
製
作
所
長
の
責
任
に
お
い
て
、
化
学
支
部
に
三
〇
〇
円
の
上
乗
せ
を
行
う
こ
と

で
、
い
っ
た
ん
は
妥
結
を
み
た
。
売
り
上
げ
の
五
〇
％
以
上
を
フ
ロ
ン
が
占
め
て
い
た
こ
と
を
背
景
に
、
他
の
三
支
部
に
漏

ら
さ
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
た
、
岡
村
所
長
の
決
断
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
情
報
は
直
ち
に
三
支
部
に
伝

わ
り
、
会
社
側
は
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
交
渉
は
蒸
し
返
さ
れ
、
一
人
平
均
三
六
五
六
円
が
最
終
妥
結
額
と
な
っ
た
。

年
の
瀬
も
押
し
迫
っ
た
十
二
月
二
十
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

フ
ロ
ン
特
需
の
停
止
と
第
二
次
企
業
整
備

こ
の
越
年
資
金
闘
争
で
み
ら
れ
た
組
合
間
の
行
動
の
不
一
致
は
、
当
時
の
労
働
運
動
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
に

よ
っ
て
も
増
幅
さ
れ
、
組
合
間
の
対
立
と
し
て
表
面
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
二
月
、
本

部
│
支
部
組
織
が
解
散
し
、
事
業
所
ご
と
の
各
組
合
は
単
一
組
合
と
な
っ
た
。
上
部
団
体
へ
の
加
入
も
各
組
合
の
任
意
と
な

り
、
化
学
労
組
（
淀
川
）
と
本
店
労
組
は
総
同
盟
を
脱
退
、
前
者
は
産
別
会
議
（
全
日
本
産
業
別
労
働
組
合
会
議
）
系
の
全
日

本
化
学
労
働
組
合
へ
加
盟
、
後
者
は
無
所
属
と
な
っ
た
。
折
か
ら
懸
案
と
な
っ
た
労
働
協
約
の
再
締
結
問
題
で
は
、
こ
の
組

合
組
織
の
変
更
が
交
渉
に
影
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
。
会
社
側
は
、
法
的
根
拠
の
あ
る
一
体
化
し
た
連
合
体
と
の
交
渉
を
望

む
の
に
対
し
て
、
組
合
側
は
個
別
交
渉
を
求
め
た
。
容
易
に
協
議
の
結
論
が
出
な
い
な
か
、
経
営
側
は
大
阪
地
方
労
働
委
員

会
へ
の
斡
旋
依
頼
を
提
案
し
た
が
、
組
合
側
は
拒
否
す
る
。
ま
た
、
新
協
約
の
締
結
ま
で
は
旧
協
約
を
有
効
性
と
す
る
組
合

側
の
主
張
は
、
組
織
変
更
に
よ
っ
て
旧
協
約
は
無
効
と
な
っ
た
と
す
る
経
営
側
と
対
立
し
た
。
結
局
、
本
店
労
組
が
連
合
協

議
会
を
脱
退
し
、
地
労
委
へ
の
斡
旋
依
頼
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
端
緒
に
、
ほ
か
の
三
組
合
も
地
労
委
へ
の
斡
旋
依
頼
に
踏

み
切
っ
た
。
四
月
二
十
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。

十
一
日
に
労
働
組
合
側
か
ら
出
さ
れ
た
、
一
人
平
均
八
千
円

の
越
年
資
金
要
求
で
あ
る
。
強
度
の
イ
ン
フ
レ
経
済
下
で
、

当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
越
年
す
る
こ
と
が
生
活
の
緊
急
な

課
題
で
あ
っ
た
。
会
社
側
は
経
営
協
議
会
を
開
き
、
一
人
千

円
程
度
の
支
給
は
考
慮
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
が
、

組
合
側
は
納
得
せ
ず
、
団
体
交
渉
に
移
行
し
た
あ
と
、
つ
い

に
組
合
は
同
月
二
十
六
日
午
前
八
時
か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突

入
し
た
。
経
営
側
は
対
抗
上
、
同
時
刻
に
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト

（
事
業
所
封
鎖
）
を
断
行
し
、
組
合
員
の
工
場
へ
の
立
ち
入

り
を
拒
否
し
た
。
堺
で
は
、
こ
の
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
め
ぐ
っ

て
小
競
り
合
い
も
起
き
、
事
態
の
先
行
き
が
憂
慮
さ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
自
体
は
六
時
間
後
に
組
合
側
か
ら

中
止
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
会
社
側
も
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
解

除
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
中
止
の
背
景
に
は
、
上
部
団
体
の

「
総
同
盟
」
幹
部
に
よ
る
説
得
が
あ
っ
た
と
い
う
。

解
決
は
再
び
団
体
交
渉
の
場
に
委
ね
ら
れ
た
。
会
社
側
が

二
五
〇
〇
円
の
最
終
回
答
を
譲
ら
な
い
な
か
、
堺
、
神
崎
川

お
よ
び
本
店
の
三
支
部
が
退
席
し
、
残
っ
た
化
学
支
部
（
淀

表 2─1　売上高と利益金の推移 単位：1000 円
期間 売上高 当期利益金

1945.4.1 ～ 9.30 42,344 △ 5,659
10.1 ～ 1946.3.31 1,094 △ 7,122

1946.4.1 ～ 8.10 5,250 9,136
8.11 ～ 1947.3.31 13,833 △ 6,918

1947.4.1 ～ 9.30 40,729 △ 4,059
10.1 ～ 1948.3.31 86,756 3,427

1948.4.1 ～ 9.30 142,645 △ 172
10.1 ～ 1949.3.31 180,582 △ 5,558

1949.4.1 ～ 9.30 107,420 △ 18,854
10.1 ～ 1950.3.31 74,135 △ 2,650

1950.4.1 ～ 9.30 98,840 △ 4,991
10.1 ～ 1951.3.31 111,253 △ 1,459

1951.4.1 ～ 9.30 180,824 5,388
10.1 ～ 1952.3.31 313,666 3,892

注）△印は損失．
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ド
ッ
ジ
不
況
下
で
の
第
三
次
企
業
整
備

し
か
し
、
折
か
ら
実
施
さ
れ
た
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
（
自
由
経
済
復
帰
に
備
え
た
財
政
・
金
融
の
急
激
な
引
き
締
め
策
）
と
、

そ
れ
が
引
き
起
こ
し
た
深
刻
な
経
済
不
況
は
、「
大
手
術
」
を
終
え
た
ば
か
り
の
大
阪
金
属
工
業
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
に
も

過
酷
な
環
境
と
な
っ
て
立
ち
現
れ
た
。
人
員
整
理
後
も
、
依
然
と
し
て
経
営
状
態
は
欠
損
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
整
理
資
金

自
体
も
全
面
的
に
銀
行
か
ら
の
借
入
金
に
依
存
し
て
い
た
。
つ
い
に
、
大
口
借
入
先
の
大
阪
銀
行
（
現
、
三
井
住
友
銀
行
）

審
査
部
か
ら
、
経
理
の
指
導
・
監
督
の
た
め
に
専
任
者
が
派
遣
さ
れ
た
。

銀
行
か
ら
見
る
と
、
大
阪
金
属
工
業
は
、
社
長
以
下
の
経
営
陣
が
「
技
術
屋
」
で
固
め
ら
れ
、「
馬
車
馬
的
」
に
生
産
を

行
う
企
業
と
映
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
経
理
観
念
は
希
薄
で
営
業
能
力
も
弱
い
。
各
事
業
の
統
制
も
と
れ
て
い
な
い
。

融
資
先
と
し
て
は
要
注
意
会
社
で
あ
り
、
銀
行
の
経
営
管
理
が
不
可
欠
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（『
大
阪
金
属
工
業

〈
株
〉の
近
況
調
査
報
告
書
』）。

山
田
晁
自
身
も
、
先
行
き
が
み
え
な
い
な
か
で
、
ジ
リ
貧
と
内
部
崩
壊
の
危
険
を
感
じ
て
い
た
。
一
九
五
〇
（
昭
和

二
十
五
）
年
三
月
、
三
度
目
と
な
る
企
業
整
備
策
が
策
定
さ
れ
た
。
製
品
別
の
完
全
な
独
立
採
算
制
と
、
組
織
の
中
小
企
業

な
み
の
集
中
化
を
二
つ
の
大
前
提
と
し
て
、
経
費
の
節
約
、
経
営
の
合
理
化
、
生
産
の
統
制
、
賃
金
対
策
、
人
員
、
の
五
項

目
が
あ
げ
ら
れ
た
。
柱
は
や
は
り
人
員
整
理
で
あ
る
。
対
象
は
前
年
の
厳
し
い
労
使
対
立
を
乗
り
越
え
、
大
阪
金
属
工
業
に

残
っ
た
人
び
と
で
あ
り
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
人
材
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
人
員
整
理
は
、
困
難
な
決

断
で
あ
っ
た
が
、
追
加
融
資
に
は
人
員
整
理
を
必
要
条
件
と
す
る
銀
行
の
姿
勢
に
も
促
迫
さ
れ
、
再
び
二
五
〇
名
に
及
ぶ
人

員
整
理
が
敢
行
さ
れ
た
。

葛
藤
が
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
今
回
は
、
労
働
組
合
の
経
営
の
窮
状
へ
の
理
解
を
ベ
ー
ス
に
、
相
互
の
協
力
の

と
こ
ろ
が
、
六
月
に
入
っ
て
大
阪
金
属
工
業
の
経
営
を
第
二
の
シ
ョ
ッ
ク
が
襲
っ
た
。
売
り
上
げ
の
過
半
を
占
め
て
い
た
、

進
駐
軍
へ
の
フ
ロ
ン
供
給
の
突
然
の
打
ち
切
り
で
あ
る
。
経
営
陣
は
待
っ
た
な
し
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
地
労
委
へ
の
斡
旋

は
取
り
下
げ
ら
れ
、
亡
く
な
っ
た
桝
田
定
司
の
あ
と
を
次
い
で
、
本
店
管
理
部
門
で
人
事
・
労
務
を
担
当
し
て
い
た
山
田
稔

（
取
締
役
就
任
は
四
九
年
七
月
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
第
二
回
目
の
企
業
整
備
計
画
が
立
案
さ
れ
た
。
計
画
に
は
、
大
規
模
な

人
員
整
理
が
含
ま
れ
て
い
て
、
交
渉
は
難
航
し
た
。
六
月
の
数
次
の
交
渉
で
は
ま
と
ま
り
が
つ
か
ず
、
七
月
に
は
会
社
幹
部

へ
の
個
人
攻
撃
や
、
つ
る
し
上
げ
な
ど
「
争
議
状
態
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
っ
た
」（
前
掲
『
回
顧
七
十
年
』）。
実
際
、
関
西
の

労
使
関
係
者
の
間
で
は
「
戦
後
最
大
の
闘
争
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
風
説
が
流
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
七
月
十
日

の
堺
お
よ
び
本
店
労
組
の
連
合
協
議
会
か
ら
の
脱
退
に
よ
っ
て
、
組
合
の
足
並
み
は
乱
れ
て
き
た
。
一
方
、
経
営
側
は
切
迫

し
た
経
営
状
況
に
促
さ
れ
、
七
月
十
五
日
を
期
し
て
の
人
員
整
理
を
断
行
し
、
合
わ
せ
て
各
単
組
と
退
職
金
や
退
職
条
件
の

交
渉
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
経
営
側
の
姿
勢
に
組
合
も
軟
化
し
、
ほ
ど
な
く
本
店
、
堺
、
神
崎
川
の
三
単
組
と
の
交
渉
は
妥

結
し
た
。
九
月
に
は
、
最
も
強
硬
な
化
学
労
組
（
淀
川
）
と
も
交
渉
の
妥
結
に
漕
ぎ
着
け
た
の
で
あ
る
。

最
終
的
な
解
雇
人
員
は
二
六
七
名
と
な
り
、
第
一
次
企
業
整
備
の
人
員
整
理
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
と
く
に
淀
川
製
作
所

で
は
、
二
一
九
名
の
現
員
数
の
う
ち
一
二
五
名
が
解
雇
さ
れ
た
。
山
田
晁
は
、
こ
の
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
か
ら

四
九
年
に
か
け
て
の
労
使
紛
争
の
時
期
を
、「
私
の
長
い
事
業
歴
の
中
で
最
も
苦
し
か
っ
た
時
代
」（『
回
顧
七
十
年
』）
と
回

想
し
て
い
る
。
こ
の
労
使
紛
争
は
、
企
業
と
し
て
の
存
続
に
と
っ
て
ま
さ
に
剣
ヶ
峰
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
乗
り
越
え

た
大
阪
金
属
工
業
の
労
使
に
は
、
こ
の
厳
し
か
っ
た
経
営
か
ら
労
使
協
調
へ
の
途
が
芽
生
え
始
め
る
。
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月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
の
影
響
は
、
日
本
に
お
け
る
フ
ロ
ン
の
大
口
需
要
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、

当
初
は
新
規
参
入
者
で
あ
る
三
井
化
学
工
業
に
、
連
続
し
て
受
注
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
巻
き
返
し
の
機
会
と
な
っ
た
の
は
、

五
一
年
四
月
の
入
札
で
あ
る
。
大
阪
金
属
工
業
社
内
で
は
、
入
札
情
報
の
分
析
か
ら
ポ
ン
ド
当
た
り
一
ド
ル
、
す
な
わ
ち
キ

ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
七
九
三
円
以
下
で
の
応
札
が
不
可
欠
、
と
み
る
東
京
事
務
所
側
の
意
見
と
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
千
円
以

下
で
は
原
価
割
れ
を
起
こ
す
、
と
す
る
製
造
側
が
激
し
く
対
立
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
山
田
晁
は
ポ
ン
ド
当
た
り
一
ド
ル
を

切
っ
て
も
、
受
注
を
優
先
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。
実
際
、
三
井
化
学
工
業
の
九
九
セ
ン
ト
に
対
し
て
、
大
阪
金
属
工
業
の

応
札
値
段
は
九
八
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。「
伝
説
」
に
よ
れ
ば
、
九
八
セ
ン
ト
と
い
う
決
断
は
、
東
京
・
新
橋
駅
の
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
の
山
田
稔
を
含
む
三
名
の
一
致
し
た
「
ひ
ら
め
き
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
大
阪
金
属
工
業
が
ア
メ
リ
カ
の
デ
ュ
ポ
ン
社
と
、
フ
ロ
ン
の
製
法
・
用
途
に
関
す
る
特
許
実
施
契
約

を
結
ん
だ
時
期
で
も
あ
っ
た
。
第
１
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
前
に
大
阪
金
属
工
業
は
独
力
で
フ
ロ
ン
製
造
技
術
を
開
発
し

て
い
た
が
、
そ
の
技
術
に
は
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
社
保
有
の
特
許
権
に
抵
触
す
る
部
分
が
あ
っ
た
。
戦
後
、
こ
の
特
許
権

を
取
得
し
た
デ
ュ
ポ
ン
社
は
、
戦
時
の
特
許
停
止
期
間
の
存

在
に
よ
っ
て
、
日
本
で
の
特
許
有
効
期
間
が
延
長
さ
れ
る
こ

と
に
着
目
し
、
フ
ロ
ン
製
造
の
可
能
性
の
あ
る
日
本
企
業
に
、

特
許
実
施
契
約
を
持
ち
か
け
て
き
た
。
大
阪
金
属
工
業
は
素

早
く
こ
れ
に
反
応
し
、
か
つ
専
用
特
許
で
の
契
約
締
結
を
強

く
望
み
、
実
現
に
漕
ぎ
着
け
た
。
こ
の
先
見
し
た
契
約
に

よ
っ
て
、
大
阪
金
属
工
業
は
向
こ
う
六
年
間
、
日
本
国
内
に

上
に
立
っ
て
事
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
労
務
担
当
の
山
田
稔
に
と
っ
て
も
、
成
功
裡
に
終
わ
っ
た
仕
事
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
し
か
し
山
田
稔
が
回
想
の
な
か
で
語
っ
た
の
は
「
む
な
し
さ
」
で
あ
っ
た
。

「
そ
り
ゃ
あ
、
は
じ
め
の
う
ち
は
組
合
と
対
抗
す
る
と
い
う
か
、
と
に
か
く
負
け
ち
ゃ
い
け
な
い
と
夢
中
だ
っ
た
。
そ
れ

が
二
回
、
三
回
と
人
員
整
理
を
続
け
て
い
く
と
、
む
な
し
さ
や
割
り
切
れ
な
い
感
情
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
企
業

と
い
う
の
は
、
業
績
の
悪
い
と
き
は
人
員
整
理
を
し
、
良
い
と
き
に
は
採
用
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の
繰
り
返
し
で
果
た

し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
二
度
と
人
員
整
理
だ
け
は
し
な
い
で
す
む
会
社
に
し
た
い
と
い
う
の
が
私
の
信
念
と
な
っ
た
」

（『
山
田
稔
追
想
録
』）。

こ
の
「
二
度
と
人
員
整
理
だ
け
は
し
な
い
で
す
む
会
社
に
」
と
い
う
〝
信
念
〞
は
、
の
ち
の
二
度
に
わ
た
る
石
油
危
機
後

の
経
営
悪
化
時
に
は
〝
決
断
〞
と
し
て
、
現
実
の
経
営
政
策
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

曙
光

│
冷
媒
フ
ロ
ン
受
注
と
〝
ミ
フ
ジ
レ
ー
タ
ー
〞
エ
ア
コ
ン

三
次
に
わ
た
る
人
員
整
理
後
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
四
月
一
日
現
在
の
従
業
員
数
は
四
三
八
名
と
な
っ
た
。
神

崎
川
製
作
所
は
旭
川
紡
績
へ
売
却
さ
れ
、
堺
製
作
所
の
一
部
も
久
保
田
鉄
工
、
前
田
製
菓
へ
譲
渡
さ
れ
た
。
将
来
展
望
が
不

明
瞭
な
な
か
、
社
長
の
山
田
晁
は
、
こ
の
こ
ろ
の
経
営
縮
小
策
を
「
小
さ
く
な
る
た
め
の
苦
労
は
た
の
し
み
の
な
い
苦
労
」

（『
回
顧
七
十
年
』）
と
述
懐
し
て
い
る
。
た
し
か
に
大
阪
金
属
工
業
が
、
顕
著
な
経
営
発
展
を
み
せ
始
め
る
の
は
、
次
項
で
述

べ
る
「
砲
弾
特
需
」
の
受
注
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
三
次
人
員
整
理
後
の
五
一
年
、
曙
光
は
確
実
に
見
え
始
め

て
い
た
。

フ
ロ
ン
特
需
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
九
月
以
来
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
基
地
拡
充
五
カ
年
計
画
、
さ
ら
に
五
〇
年
六

ダイキンパッケージエアコン第 1号
機（1951 年 5 月）
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た
ど
り
か
ね
な
い
。
米
軍
に
よ
る
日
本
で
の
砲
弾
買
い
付
け
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
状
況
下
で
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
六
月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
は
、
五
一
年
七
月
に
休
戦
会
談
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
米

軍
は
、
翌
五
二
年
四
月
の
対
日
講
和
条
約
発
効
後
、
非
常
時
に
備
え
て
消
耗
品
を
日
本
で
調
達
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、

最
初
の
発
注
品
目
と
し
て
迫
撃
砲
弾
を
あ
げ
て
い
た
。
こ
の
情
報
は
、
い
ち
早
く
五
一
年
八
月
に
は
大
阪
金
属
工
業
に
も
た

ら
さ
れ
、
山
田
晁
は
、
こ
の
砲
弾
特
需
を
、
大
阪
金
属
工
業
の
経
営
発
展
の
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
と
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

戦
前
・
戦
時
の
砲
弾
生
産
の
豊
富
な
経
験
を
活
か
せ
る
こ
の
機
会
を
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
困
難
は
山
積
し
て
い
た
。
ま
ず
、
会
社
幹
部
に
慎
重
論
が
続
出
し
た
。
二
年
前
の
米
軍
に
よ
る
フ
ロ
ン
発
注
打
ち

切
り
の
苦
い
経
験
が
、
発
注
の
規
模
や
継
続
性
の
不
確
実
さ
へ
の
危
惧
の
念
を
抱
か
せ
た
。
再
軍
備
の
是
非
や
、
講
和
問
題

（
単
独
講
和
か
全
面
講
和
か
）
を
め
ぐ
っ
て
世
論
が
沸
騰
し
て
い
る
状
況
下
で
、
会
社
内
外
か
ら
米
軍
の
た
め
の
砲
弾
生
産
に

反
対
の
声
が
あ
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
当
初
の
入
札
有
資
格
者
の
名
簿
に
は
、
大
阪
金
属
工
業
は
含
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
当
時
の
大
阪
金
属
工
業
は
、
一
般
に
は
砲
弾
製
造
が
可
能
な
企
業
と
は
み
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
し
か
し
山
田
晁
は
強
い
決
意
で
、
こ
の
機
を
除
い
て
は
現
状
打
開
の
チ
ャ
ン

ス
が
な
い
こ
と
を
力
説
し
、
全
社
に
「
万
難
を
排
し
て
の
、
米
軍
の
砲
弾
特
需
第
一
号
の
受
注
」
を
命
じ
た
。
英
文
技
術
資

料
を
入
手
、
見
積
も
り
作
業
を
繰
り
返
し
、
適
正
単
価
の
算
出
に
努
め
る
。
経
験
豊
富
な
社
長
を
講
師
と
す
る
技
術
講
習
会

に
は
、
社
内
の
若
手
技
術
陣
が
参
加
し
た
。
入
札
有
資
格
者
名
簿
に
は
、
通
産
省
（
現
、
経
済
産
業
省
）
の
担
当
部
署
に
山

田
稔
の
大
学
同
窓
生
が
い
た
縁
も
活
か
し
て
滑
り
込
み
、
米
軍
の
工
場
能
力
検
査
の
際
に
も
、
米
軍
の
調
達
本
部
と
の
関
係

を
活
か
し
な
が
ら
、
保
有
し
て
い
た
プ
レ
ス
機
を
総
動
員
し
て
対
応
し
、
何
と
か
合
格
の
お
墨
つ
き
を
得
て
い
る
。
ま
た
米

お
け
る
フ
ロ
ン
の
製
造
・
販
売
を
独
占
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
競
争
相
手
で
あ
っ
た
三
井
化
学
か
ら
の

サ
ブ
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
申
し
出
も
断
っ
て
い
る
。
六
年
間
の
特
許
実
施
独
占
に
よ
る
高
い
収
益
性
は
、
後
述
す
る
よ
う
に

製
造
過
程
の
革
新
を
資
金
的
に
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
ン
事
業
は
、
後
述
の
フ
ッ
素
樹
脂
と
並
ん
で
、
戦
後
の
大
阪

金
属
工
業
の
化
学
事
業
を
支
え
る
一
方
の
柱
と
な
る
の
で
あ
る
。

空
調
事
業
に
関
し
て
も
、
画
期
と
な
る
商
品
開
発
が
あ
っ
た
。
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
五
月
に
完
成
を
み
た
「〝
ミ

フ
ジ
レ
ー
タ
ー
〞・
エ
ヤ
コ
ン
」（
商
標
名
。
た
だ
し
以
下
で
は
エ
ア
コ
ン
と
表
記
）
の
誕
生
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
社
（
ア

メ
リ
カ
）
の
製
品
を
手
本
に
開
発
さ
れ
た
こ
の
製
品
は
、
日
本
で
最
初
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
空
調
機
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の

セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
の
空
調
機
が
、
冷
凍
機
と
送
風
機
を
別
々
に
設
置
し
、
ダ
ク
ト
工
事
、
配
管
工
事
か
ら
運
転
に
至
る
ま
で
、

高
度
な
知
識
と
技
術
を
必
要
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
は
凝
縮
機
・
冷
却
器
・
送
風
機
と
、
そ
れ
を
自
動

的
に
制
御
す
る
装
置
を
備
え
て
お
り
、
電
力
と
凝
縮
機
用
の
冷
却
水
の
供
給
が
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
ボ
タ
ン
一
つ
で
運
転
で

き
る
設
計
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
便
利
さ
が
評
判
を
呼
び
、
の
ち
の
高
度
経
済
成
長
期
に
購
買
力
が
増
大
す
る
な
か
で
、
空

前
の
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
礎
石
は
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
築
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

３　

新
た
な
発
展
へ

起
死
回
生

│
砲
弾
特
需

人
員
整
理
と
フ
ロ
ン
特
需
に
よ
っ
て
、
大
阪
金
属
工
業
は
経
営
破
綻
の
危
機
を
何
と
か
乗
り
越
え
た
。
し
か
し
、
経
営
規

模
は
大
き
く
縮
小
し
て
お
り
、
銀
行
に
よ
る
経
理
管
理
も
続
い
て
い
る
。
何
か
突
破
口
が
な
け
れ
ば
、
会
社
は
自
壊
の
途
を
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が
、
成
功
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
？

住
友
金
属
工
業
と
の
提
携
復
活

鍵
と
な
っ
た
の
は
、
住
友
金
属
工
業
と
の
資
本
提
携
で
あ
る
。
第
１
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
阪
金
属
工
業
は
一
九
三
四

（
昭
和
九
）
年
以
来
、
住
友
金
属
工
業
と
資
本
提
携
を
行
っ
て
い
た
。
戦
後
の
財
閥
解
体
で
、
住
友
金
属
工
業
保
有
株
式
が

整
理
さ
れ
た
た
め
、
提
携
は
自
然
消
滅
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
関
係
の
復
活
が
一
九
五
二
年
六
月
に
、
住
友
金
属
工
業
か

ら
の
派
遣
役
員
で
あ
っ
た
明
田
重
義
元
大
阪
金
属
工
業
専
務
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
。
た
し
か
に
資
金
難
に
苦
し
む
大
阪
金

属
工
業
に
と
っ
て
、
住
友
金
属
工
業
を
後
ろ
盾
と
す
る
こ
と
は
何
か
と
有
利
で
あ
る
し
、
住
友
金
属
工
業
側
に
と
っ
て
も
砲

弾
受
注
に
よ
る
大
量
の
金
属
材
料
需
要
の
発
生
が
期
待
で
き
る
。

し
か
し
山
田
晁
は
、
当
初
は
必
ず
し
も
提
携
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
大
阪
金
属
工
業
の
独
立
性
保

持
へ
の
不
安
が
あ
る
。
前
回
と
は
異
な
っ
て
、
今
回
は
大
阪
金
属
工
業
側
か
ら
の
申
し
入
れ
で
あ
る
う
え
に
、
経
営
状
況
も

悪
い
。
住
友
金
属
工
業
に
よ
る
経
営
介
入
に
十
分
な
理
由
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ひ
い
て
は
、
経
営
自
立
へ
の

阻
害
要
因
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
山
田
晁
の
危
惧
に
対
し
て
、
若
く
し
て
取
締
役
の
地
位
に
あ
っ
た
稔
は
、
一
貫
し
て
強
く
提
携
を
主
張
し
た
。
経
理

部
長
を
兼
務
し
、
砲
弾
特
需
用
の
資
金
調
達
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
動
機
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
て
稔
は
、
山
田
晁
が
そ
の
持
続
を
志
向
し
た
個
人
企
業
的
な
体
質
そ
の
も
の
に
、
限
界
を

み
て
い
た
。
山
田
晁
の
ワ
ン
マ
ン
体
制
の
も
と
、
経
営
陣
の
多
く
が
同
族
で
あ
る
こ
と
、
重
役
陣
が
技
術
者
に
偏
し
て
い
る

こ
と
、
こ
れ
ら
の
点
は
、
先
の
『
大
阪
金
属
工
業
（
株
）
の
近
況
調
査
報
告
書
』
で
も
、
大
阪
金
属
工
業
経
営
の
問
題
点
と

軍
の
砲
弾
は
戦
前
の
日
本
軍
と
は
異
な
り
、
火
薬
を
充
填
し
て
納
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
た
め
、
東
京
の
日
本
油
脂
株
式
会
社
に
、
そ
の
取
り
扱
い
を
依
頼
し

た
。
こ
れ
ら
の
準
備
が
功
を
奏
し
、
一
九
五
二
年
五
月
、
大
阪
金
属
工
業
は
八
一

ミ
リ
迫
撃
砲
弾
の
落
札
候
補
者
と
な
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
六
二
万
発
、
約

二
二
億
円
の
受
注
額
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
第
二
の
難
問
で
あ
る
資
金
調
達
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
る
。
米
軍
の

砲
弾
発
注
で
は
、
前
渡
金
が
な
く
、
代
金
は
製
品
納
入
後
に
し
か
支
払
わ
れ
な
い

取
り
決
め
に
な
っ
て
い
た
。
三
億
円
と
見
積
も
ら
れ
る
設
備
・
運
転
資
金
を
、
資

本
金
四
五
〇
〇
万
円
（
戦
時
末
期
に
は
六
千
万
円
、
四
九
年
七
月
に
未
払
込
分

一
五
〇
〇
万
円
を
減
資
）、
年
間
売
上
高
三
〜
五
億
円
の
大
阪
金
属
工
業
が
準
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
三
億
円
の
融
資
依
頼
に
対
し
、
大
阪
銀
行
の
回

答
は
五
千
万
円
の
追
加
融
資
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
六
二
万
発
の
生
産
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
。

苦
肉
の
対
応
策
の
第
一
は
、
受
注
量
を
減
ら
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
発
注
中
止
を
危
惧
し
つ
つ
、
改
め
て
米
軍
調
達
本
部
に

小
松
製
作
所
と
の
折
半
に
よ
る
受
注
（
大
阪
金
属
工
業
三
〇
万
発
、
小
松
三
二
万
発
）
を
願
い
出
、
幸
い
に
も
許
可
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
で
所
要
資
金
は
半
額
と
な
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
不
足
す
る
一
億
円
を
ど
の
よ
う
に
調
達
す
る
か
。

窮
余
の
打
開
策
は
増
資
に
求
め
ら
れ
た
。
四
五
〇
〇
万
円
の
資
本
金
の
三
倍
増
資
を
行
え
ば
、
九
千
万
円
の
追
加
資
金
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
残
り
は
商
社
金
融
で
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
無
配
続
き
で
銀
行
の
管
理
下
に
あ
る
会
社
の
増
資

81 ミリ迫撃砲弾の組立作業（淀川製作所，1953 年）
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増
益
に
結
び
付
け
得
る
、
採
算
ベ
ー
ス
に
乗
せ
た
契
約
に
変
化
し
た
。
受
注
単
価
は
下
が
っ
た
が
、
大
量
生
産
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
や
累
積
的
な
合
理
化
施
策
の
効
果
に
よ
っ
て
、
利
益
率
は
向
上
し
て
い
る
。
最
終
的
な
砲
弾
特
需
の
受
注
額
は
六
八
億

円
で
、
五
三
年
に
は
銀
行
管
理
か
ら
開
放
さ
れ
、
特
需
最
盛
期
の
五
四
年
の
売
上
高
は
四
一
億
円
に
上
っ
た
。
砲
弾
特
需
は
、

ま
さ
に
大
阪
金
属
工
業
に
と
っ
て
の
〝
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
〞
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

民
需
転
換
と
経
営
管
理
の
導
入

し
か
し
「
特
需
」
は
、
永
続
的
な
需
要
源
で
は
あ
り
え
な
い
。
民
需
転
換
の
成
否

こ
そ
が
、
そ
の
後
の
企
業
経
営
の
軌
跡
を
分
け
る
決
定
因
と
な
る
。
そ
れ
を
思
え
ば
、

米
軍
特
需
だ
け
に
戦
後
の
大
阪
金
属
工
業
の
飛
躍
の
要
因
を
求
め
る
こ
と
は
、
一
面

的
な
評
価
で
あ
る
。
戦
後
、
真
に
大
阪
金
属
工
業
の
新
た
な
発
展
を
準
備
し
た
の
は
、

砲
弾
生
産
に
並
行
し
て
営
ま
れ
た
新
製
品
の
開
発
と
、
そ
の
市
場
開
拓
の
努
力
に

あ
っ
た
。
米
軍
の
砲
弾
調
達
の
終
了
に
よ
っ
て
、
特
需
部
門
の
受
注
が
激
減
し
た

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
度
の
売
上
高
が
、
前
年
比
で
一
〇
％
以
内
の
減
少
に

留
ま
っ
た
の
は
、
空
調
・
冷
凍
機
、
油
機
、
化
学
の
い
ず
れ
も
が
、
前
年
比

二
〇
〇
％
前
後
の
成
長
を
記
録
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
砲
弾
特
需
に
よ
っ
て
拡
大
し

た
経
営
は
、
特
需
終
了
後
も
着
実
に
、
そ
の
発
展
の
歩
み
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
砲
弾
生
産
の
過
程
で
学
ん
だ
品
質
管
理
や
原
価
計
算
手
法
も
、
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
。

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
稔
は
、
住
友
金
属
工
業
と
の
提
携
が
、
同
族
会
社
の
殻
を
破
る
機
会
で
あ
る
と
考
え
た
。
結
局
、

役
員
会
の
結
論
も
こ
の
主
張
に
沿
っ
た
も
の
と
な
る
。
交
渉
で
は
全
権
が
山
田
稔
に
委
ね
ら
れ
た
。

そ
の
一
方
、
住
友
金
属
工
業
側
で
は
、
素
材
需
要
に
期
待
す
る
営
業
サ
イ
ド
で
は
賛
同
の
機
運
が
あ
る
も
の
の
、
取
締
役

レ
ベ
ル
で
は
反
対
論
が
強
か
っ
た
。
提
携
案
は
、
い
っ
た
ん
は
役
員
会
で
否
決
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
住
友
金
属
工
業

の
日
向
方
齊
常
務
（
の
ち
社
長
）
の
尽
力
に
よ
っ
て
提
携
案
は
復
活
し
、
一
九
五
二
年
八
月
に
資
本
提
携
が
正
式
に
決
定
し

た
。
山
田
稔
は
、
日
向
方
齊
を
「
恩
人
中
の
恩
人
」（『
山
田
稔
追
想
録
』）
と
表
現
し
て
い
る
。
実
際
、
三
倍
増
資
が
失
権
株

な
し
で
完
了
し
え
た
の
は
、
こ
の
住
友
金
属
工
業
の
信
用
力
の
後
ろ
盾
な
し
に
は
あ
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

製
造
現
場
で
は
、
米
軍
の
要
求
水
準
に
応
え
得
る
質
の
製
品
の
大
量
生
産
に
向
け
、
懸
命
な
努
力
が
な
さ
れ
た
。
造
兵
廠

出
身
者
や
、
米
軍
の
調
達
本
部
の
人
材
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
砲
弾
製
造
を
担
い
う
る
技
術
者
を
補
充
し
、
経
験
の

な
い
鉄
薬
莢
の
加
工
製
造
へ
の
取
り
組
み
や
、
大
量
生
産
に
向
け
て
の
製
造
過
程
の
合
理
化
（
鍛
造
法
の
工
夫
な
ど
）
を
進

め
た
。
ア
メ
リ
カ
式
の
品
質
管
理
手
法
を
学
習
し
た
の
も
、
こ
の
砲
弾
生
産
の
過
程
で
あ
っ
た
。
米
軍
の
統
計
学
的
品
質
管

理A
verage Q

uality Level

（
Ａ
Ｑ
Ｌ
）
に
基
づ
く
検
査
基
準
を
ク
リ
ア
ー
し
な
け
れ
ば
、
す
で
に
製
造
を
終
わ
っ
た
製

品
す
べ
て
の
納
入
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
石
川
県
内
灘
で
の
初
め
て
の
実
弾
発
射
テ
ス
ト
に
立
ち

会
っ
た
山
田
稔
ら
の
緊
張
は
、
想
像
に
余
り
あ
る
。
実
際
に
も
、
テ
ス
ト
に
合
格
せ
ず
、
大
き
な
損
失
を
出
し
た
企
業
も
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
阪
金
属
工
業
は
、
一
九
五
三
年
に
初
回
の
受
注
分
三
二
万
発
（
う
ち
追
加
分
が
二
万
発
）
を
無
事
に
完
納
し
た
。
納
入

し
た
砲
弾
の
性
能
は
米
軍
か
ら
良
好
な
評
価
を
得
、
さ
ら
に
五
五
年
六
月
ま
で
に
、
ほ
か
の
弾
種
を
含
め
た
一
六
八
万
発
と

い
う
大
量
の
追
加
発
注
を
受
け
た
。
発
注
方
式
も
、
第
二
回
目
か
ら
は
、
危
険
を
負
担
す
る
代
わ
り
に
企
業
努
力
の
成
果
をダイキン初の常務会（1963 年 11 月）
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で
あ
っ
た
。
初
め
て
大
阪
金
属
工
業
製
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
エ
ア
コ
ン
の
納
入
が
決
ま
っ
た
の
は
一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）

年
十
月
で
、
以
後
、
高
い
要
求
水
準
に
対
応
す
べ
く
技
術
陣
は
努
力
を
重
ね
、
電
電
公
社
納
入
エ
ア
コ
ン
の
七
〇
％
を
占
め

る
ま
で
に
な
っ
た
。
電
電
公
社
の
厳
し
い
品
質
要
求
に
対
応
す
る
な
か
で
開
発
さ
れ
た
半
密
閉
型
圧
縮
機
は
、
当
時
の
冷
凍

技
術
に
と
っ
て
一
大
革
新
と
い
わ
れ
て
い
る
。

支
店
の
多
い
銀
行
も
大
口
需
要
家
で
あ
る
。
資
本
提
携
関
係
に
あ
る
住
友
グ
ル
ー
プ
内
の
住
友
銀
行
や
住
友
信
託
に
加
え
、

高
野
元
伸
営
業
課
長
（
の
ち
副
社
長
）
の
発
案
に
よ
る
商
社
経
由
で
の
売
り
込
み
な
ど
に
よ
っ
て
、
ほ
か
の
都
市
銀
行
や
地

方
銀
行
に
も
販
路
を
獲
得
し
た
。
一
方
、
飲
食
店
や
娯
楽
産
業
（
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
）
な
ど
、
集
客
・
接
客
の
多
い
業
界
に

広
が
る
冷
房
需
要
に
対
す
る
販
売
活
動
は
苦
労
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
経
験
と
直
接
顧
客
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
製
品
の
評
判
や
他
社
情
報
は
、
貴
重
な
も
の
と
な
っ
た
。

代
理
店
網
の
形
成
も
重
要
で
あ
る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
エ
ア
コ
ン
の
据
え
付
け
は
、
比
較
的
簡
単
で
工
事
技
術
が
低
く
て
も

対
応
し
得
た
た
め
、
と
く
に
販
売
力
の
あ
る
代
理
店
の
設
置
が
求
め
ら
れ
た
。
一
九
五
〇
年
の
浅
野
物
産
と
の
提
携
を
皮
切

り
に
、
中
京
地
方
を
地
盤
と
す
る
日
新
通
商
（
五
四
年
契
約
。

の
ち
の
豊
田
通
商
）
や
、
全
国
的
な
販
売
網
を
持
つ
守
谷
商

会
（
五
七
年
契
約
）
と
の
代
理
店
契
約
の
締
結
は
、
商
社
的

機
能
の
強
い
ス
ー
パ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
設
置
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
六
〇
〜
六
二
年
に
は
、
さ
ら
に
七
社
の
ス
ー

パ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
大

阪
金
属
工
業
は
、
工
事
・
施
工
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
業
者
の
う

こ
の
よ
う
な
急
速
な
規
模
拡
大
は
、
一
方
で
、
個
人
企
業
的
な
経
営
方
式
か
ら
近
代
的
な
経
営
管
理
方
式
へ
の
転
換
を
促

す
も
の
で
あ
っ
た
。
住
友
金
属
工
業
か
ら
移
籍
し
た
専
務
、
の
ち
の
二
代
社
長
と
な
る
土
屋
義
夫
が
、
そ
の
推
進
者
と
な
る
。

ま
ず
不
定
期
で
あ
っ
た
取
締
役
会
が
、
毎
月
一
回
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
ラ
イ
ン
の
区
別

に
よ
る
経
営
組
織
の
明
確
化
、
民
需
転
換
に
伴
う
経
理
改
革
（
予
算
制
度
と
原
価
管
理
の
導
入
）、
生
産
連
絡
会
議
の
開
催
と

生
産
管
理
手
法
の
学
習
な
ど
、
現
在
で
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
経
営
諸
制
度
の
多
く
が
、
こ
の
と
き
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

４　

中
核
部
門
の
確
立

基
礎
の
確
立

│
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
エ
ア
コ
ン
の
開
発
と
伸
長

砲
弾
特
需
の
終
了
後
、
大
阪
金
属
工
業
を
支
え
た
の
は
冷
凍
・
空
調
事
業
の
発
展
で
あ
っ
た
。
そ
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
の

が
、
先
に
触
れ
た
日
本
初
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
＝
〝
ミ
フ
ジ
レ
ー
タ
ー
〞・
エ
ア
コ
ン
の
開
発
で
あ

り
、
そ
の
後
、
他
社
が
追
随
（
一
九
五
二
＝
昭
和
二
十
七
年
の
三
菱
電
機
、
五
三
年
、
五
四
年
の
日
立
製
作
所
と
新
三
菱
重
工

業
＝
現
、
三
菱
重
工
の
参
入
）
す
る
な
か
、
厳
し
い
販
路
の
獲
得
競
争
を
勝
ち
抜
く
こ
と
が
「
エ
ア
コ
ン
の
ダ
イ
キ
ン
」
の

声
望
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

そ
の
主
戦
場
の
一
つ
が
、
日
本
電
信
電
話
局
（
電
電
公
社
。
現
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
で
あ
っ
た
。
一
般
に
精
密
機
器
は
、
そ
の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
に
設
置
空
間
の
温
湿
度
調
整
を
必
要
と
す
る
。
全
国
各
地
の
電
話
局
に
設
置
さ
れ
た
自
動
交
換
機
は
、

当
時
、
最
も
多
く
使
用
に
供
さ
れ
た
精
密
機
器
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
採
用
は
大
き
な
広
告
・
宣
伝
効
果
を
持
つ
も
の

半密閉型圧縮機を搭載した UC-82
型パッケージ型エアコン（1955 年）
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即
座
に
先
方
に
技
術
陣
を
派
遣
し
て
技
術
修
得
に
努
め
た
。
六
六
年
一
月
の
密
閉
型
第
一
号
機
は
、
予
定
原
価
を
大
幅
に
上

回
っ
た
も
の
の
無
事
納
入
に
漕
ぎ
着
け
、
同
年
五
月
に
は
量
産
体
制
も
整
っ
た
。
実
際
、
六
二
〜
六
六
年
の
五
年
間
の
合
計

で
一
一
一
台
の
納
入
台
数
が
、
六
七
年
の
一
年
だ
け
で
九
五
台
に
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。
七
〇
年
に
、
大
阪
で
開
催
し
た
大

阪
万
国
博
覧
会
場
へ
の
納
入
は
、
そ
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
「
お
祭
り
広
場
」
が
、
大
阪
金
属
工
業
製
の

三
千
冷
凍
ト
ン
・
タ
ー
ボ
冷
凍
機

に
よ
っ
て
冷
房
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

六
二
年
に
竣
工
し
た
新
設
の
金
岡

工
場
が
、
こ
の
大
型
冷
凍
機
で
の

急
速
な
成
長
を
製
造
面
で
担
っ
た
。

一
方
、
営
業
面
で
は
技
術
知
識

が
重
要
で
あ
り
、
営
業
マ
ン
と
設

計
マ
ン
と
が
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
営

業
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
、
と
く
に

功
を
奏
し
た
と
い
わ
れ
る
。
キ
ャ

フ
ト
（C,A

,F,T

）
作
戦
（
Ｃ
＝

ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
、
Ａ
＝
エ
ア
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
、
Ｆ
＝
フ
ァ

ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
、
Ｔ
＝
タ
ー
ボ

ち
で
関
係
の
深
い
五
二
社
と
代
理
店
契
約
を
結
び
、
販
売
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
た
（
五
六
年
）。
全
国
三
三
都
市
に
代
理

店
設
置
が
計
画
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
り
、
代
理
店
会
議
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

エ
ア
コ
ン
の
製
造
・
販
売
は
、
軍
需
・
特
需
に
特
徴
的
な
少
数
需
要
家
相
手
の
販
売
を
脱
却
し
、
不
特
定
多
数
の
需
要
家
を

対
象
と
し
た
販
売
活
動
を
、
社
内
に
根
づ
か
せ
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

製
品
の
多
様
化
・
大
型
化

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
エ
ア
コ
ン
の
伸
長
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
大
阪
金
属
工
業
は
冷
凍
・
空
調
事
業
で
多
様
な
製
品
の
開
発
・
製

造
・
販
売
に
乗
り
出
し
た
。

早
く
も
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
、
超
低
温
装
置
〝
サ
ブ
ゼ
ロ
〞
の
開
発
・
製
造
が
な
さ
れ
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）

年
に
は
、
灼
熱
の
製
鉄
所
天
井
走
行
ク
レ
ー
ン
運
転
室
を
冷
却
す
る
〝
キ
ャ
ブ
ク
ー
ラ
ー
〞
の
一
号
機
が
完
成
し
た
。
ま
た
、

国
産
潜
水
艦
「
お
や
し
お
」
の
冷
凍
冷
房
装
置
を
受
注
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
新
鋭
舶
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
エ
ア
コ
ン
に
よ
っ
て
、

大
手
造
船
所
を
中
心
に
有
力
顧
客
を
獲
得
し
て
い
く
。
南
極
観
測
船
「
ふ
じ
」
や
、
漁
業
調
査
船
「
開
洋
丸
」
に
も
冷
凍
・

冷
房
装
置
が
採
用
さ
れ
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
冷
凍
装
置
へ
も
進
出
し
た
。
五
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
バ
ス
冷
房
へ
の
再
挑
戦
で
も
、

売
り
上
げ
の
伸
長
を
も
た
ら
し
た
。

た
だ
し
、
以
上
の
製
品
多
様
化
と
は
技
術
面
で
一
線
を
画
す
る
の
が
、
本
格
的
な
大
型
空
調
機
分
野
へ
の
進
出
、
す
な
わ

ち
タ
ー
ボ
冷
凍
機
の
開
発
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
初
頭
の
大
阪
金
属
工
業
は
、
冷
凍
機
の
小
型
・
軽
量
化
を
求
め
る
市
場

状
況
に
対
し
、
明
ら
か
に
後
手
を
踏
ん
で
い
た
。
対
応
策
は
、
外
国
有
力
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
技
術
導
入
で
あ
る
。
一
九
六
四

年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ー
シ
ン
ト
ン
社
（
タ
ー
ボ
冷
凍
機
で
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
五
〜
六
位
）
と
技
術
提
携
契
約
を
締
結
。

超低温装置“サブゼロ”

南極観測船「ふじ」（1965 年 10 月）

“キャブクーラー”
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格
を
異
に
す
る
面
が
強
か
っ
た
。
実
際
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
に
手
が

け
た
家
庭
用
ウ
イ
ン
ド
ク
ー
ラ
ー
の
製
造
・
販
売
は
、
結
局
四
年
内
外
の
短
期
間

で
、
実
質
終
了
の
や
む
な
き
に
至
っ
て
い
る
。
大
阪
金
属
工
業
に
と
っ
て
、
ま
だ

家
庭
用
製
品
は
得
意
な
事
業
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
秋
に
、
住
宅
用
空
調
へ
再
挑
戦
す
る
こ
と
を
決

断
し
た
が
、
こ
れ
に
は
需
要
予
測
だ
け
で
な
く
、
製
造
・
販
売
面
で
の
慎
重
な
情

勢
判
断
を
伴
っ
て
い
た
。
一
つ
は
、
社
内
で
の
ロ
ー
タ
リ
ー
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

技
術
の
存
在
で
あ
る
。
六
四
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ル
プ
ー
ル
社
か
ら
導
入
し

た
ス
ラ
イ
ド
ベ
ー
ン
方
式
は
、
一
回
転
で
二
回
圧
縮
を
行
う
技
術
（
通
常
は
一
回

転
一
回
圧
縮
）
で
あ
り
、
電
気
代
の

節
約
や
音
の
小
さ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
た
。
ス
ー

パ
ー
や
量
販
店
の
台
頭
も
、
独
自
の

販
売
網
を
持
た
な
い
大
阪
金
属
工
業

に
と
っ
て
、
参
入
の
可
能
性
を
高
め

る
も
の
で
あ
っ
た
。
参
入
決
定
と
踵

き
び
す

を
接
し
、
一
九
六
八
年
に
滋
賀
県
草

津
に
用
地
を
買
収
し
、
住
宅
用
空
調

冷
凍
機
の
頭
文
字
）
を
提
唱
し
て
、
周
辺
機

器
と
の
セ
ッ
ト
で
の
受
注
が
積
極
的
に
追
求

さ
れ
た
。
販
売
代
理
店
で
は
、
商
社
的
性
格

の
強
い
従
来
の
ス
ー
パ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
並

ん
で
、
設
計
力
と
サ
ー
ビ
ス
力
を
備
え
、
傘

下
に
販
売
店
も
有
す
る
特
定
販
売
工
事
代
理

店
（
略
称
、
特
工
店
）
が
、
代
理
店
の
中
核

を
形
作
り
つ
つ
あ
っ
た
。
城
陽
ダ
イ
キ
ン
空

調
は
そ
の
代
表
格
で
あ
る
。
技
術
力
を
備
え

た
営
業
活
動
が
、
大
型
化
し
た
冷
凍
・
空
調

機
器
の
販
路
形
成
に
は
不
可
欠
と
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

再
挑
戦

│
住
宅
用
空
調
機
へ
の
参
入

空
調
機
業
界
に
お
い
て
、
残
る
大
き
な
分
野
は
住
宅
用
空
調
機
（
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
）
で
あ
る
。
新
三
種
の
神
器
（
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ク
ー
ラ
ー
、
カ
ー
）
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
た
よ
う
に
、
高
度
経
済
成
長
の
後
半
期
、
住
宅
用
空
調
機
市
場
は

顕
著
な
拡
大
方
向
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
、
住
宅
用
空
調
事
業
は
、
個
々
の
世
帯
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
、
大
量
生
産
・
大
量
販
売
に
よ
っ
て
採
算
を
と
る
タ
イ
プ
の
事
業
で
あ
り
、
業
務
用
・
産
業
用
空
調
事
業
と
は
、
そ
の
性

3000 冷凍トンのターボ冷凍機（1970 年 3 月）

新設された金岡工場（1964 年）日本初のロータリー・コンプレッサーを搭載し
たダイキンのウインドクーラーW-75 型（1958
年）

開設当初の滋賀工場（1970 年 9 月）
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生
産
面
で
は
、
製
造
方
式
の
画
期
的
な
転
換
が
あ
っ
た
。
従
来
は
、
外
部
購
入

の
フ
ッ
化
水
素
酸
と
酸
化
ア
ン
チ
モ
ン
か
ら
三
フ
ッ
化
ア
ン
チ
モ
ン
を
作
り
、
そ

れ
を
四
塩
化
炭
素
と
反
応
さ
せ
て
フ
ロ
ン
を
発
生
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
ロ
ッ
ト
ご
と
に
原
料
仕
込
み
と
製
品
の
取
り
出
し
を
行
う
バ
ッ
チ
式
製
造
方
法

で
、
原
料
と
な
る
ア
ン
チ
モ
ン
の
消
費
量
も
多
く
、
コ
ス
ト
削
減
に
は
自
ず
と
限

界
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
蛍
石
と
濃
硫
酸
の
反
応
に
よ
っ
て
無
水
フ
ッ
酸

を
製
造
し
、
そ
れ
を
四
塩
化
炭
素
と
反
応
さ
せ
る
こ
と
で
フ
ロ
ン
を
発
生
さ
せ
る

方
法
で
は
、
連
続
反
応
に
よ
る
大
量
生
産
が
可
能
で
あ
っ
た
（
図
2
│

1
）。
無
水

フ
ッ
酸
の
劇
毒
性
・
腐
食
性
へ
の
対
処
、
副
産
物
と
し
て
生
ま
れ
る
付
着
性
の
強

い
石
膏
の
処
理
な
ど
、
製
造
工
程
に
は
難
問
が
山
積
し
て
い
た
が
、
化
学
・
機
械

双
方
の
技
術
者
の
一
体
的
な
取
り
組
み
の
も
と
、
一
九
五
四
年
に
新
工
場
（
Ｖ
Ｒ

工
場
）
の
稼
働
へ
と
漕
ぎ
着
け
た
。
と
く
に
、
化
学
の
分
野
で
は
、
前
述
し
た
京

大
出
身
の
技
術
者
の
採
用
が
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
無
水
フ
ッ
酸
製

造
を
基
盤
と
し
た
連
続
製
造
方
式
へ
の
転
換
の
成
功
は
、
そ
の
後
の
化
学
事
業
発

展
の
実
体
的
な
基
盤
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
デ
ュ
ポ
ン
社
の
特
許
が
切
れ
た
一
九
五
七
年
、
日
東
化
学
工
業
が
参

入
を
開
始
し
、
さ
ら
に
六
二
年
、
通
産
省
が
独
占
禁
止
法
の
観
点
か
ら
圧
倒
的

シ
ェ
ア
を
誇
る
大
阪
金
属
工
業
に
対
し
て
、
他
社
へ
の
技
術
供
与
を
勧
告
し
た
。

機
専
用
工
場
の
建
設
に
取
り
掛
か
っ
た
こ
と
は
（
七
〇
年
に
工
事
完
了
）、
住
宅
空
調
事
業
へ
の
強
い
期
待
と
決
意
を
表
し
て

い
る
。
滋
賀
工
場
で
は
、
部
品
製
造
・
組
み
立
て
・
総
合
組
み
立
て
の
三
つ
の
ラ
イ
ン
が
、
自
動
コ
ン
ベ
ア
で
結
合
さ
れ
、

コ
ン
ベ
ア
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
大
量
生
産
方
式
が
図
ら
れ
た
。

販
売
網
の
確
立
も
急
務
で
あ
っ
た
。
既
存
の
電
器
店
へ
の
売
り
込
み
と
並
ん
で
、
ダ
イ
エ
ー
や
西
友
ス
ト
ア
ー
、
高
島
屋

や
三
越
、
さ
ら
に
大
阪
・
日
本
橋
や
東
京
・
秋
葉
原
の
有
力
量
販
店
と
も
取
引
が
始
ま
っ
て
い
る
。
一
般
家
庭
へ
の
販
路
を

持
つ
燃
料
店
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
・
石
油
）
や
、
電
気
工
事
店
な
ど
を
通
じ
た
独
自
な
販
路
の
形
成
も
試
み
た
。
以
後
、
ル
ー

ム
エ
ア
コ
ン
は
、
業
務
用
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
機
お
よ
び
大
型
機
）
と
並
ん
で
、
冷
凍
・
空
調
分
野
で
の
主
要
事
業
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

フ
ロ
ン
需
要
の
多
様
化
と
拡
大

フ
ロ
ン
製
造
で
も
、
新
た
な
動
き
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
需
要
面
で
は
、
使
い
勝
手
の
良
さ
に
よ
っ
て
、
冷
凍
機
冷
媒
と
し

て
フ
ロ
ン
の
使
用
割
合
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
ま
た
新
規
の
需
要
も
登
場
し
た
。
た
と
え
ば
エ
ア
ゾ
ー
ル
用
噴
霧
推
進
剤
で

あ
る
。
一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年
に
、
ヘ
ア
ー
・
ラ
ッ
カ
ー
の
可
燃
性
が
社
会
的
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
を
契
機
に
、
政
府
の
行
政
指
導
の
も
と
に
ヘ
ア
ー
・
ラ
ッ
カ
ー
組
合
が
フ
ロ
ン
五
〇
％
、
ブ
タ
ン
ガ
ス
五
〇
％
の
混
合
ガ

ス
の
使
用
を
決
議
、
大
阪
金
属
工
業
に
供
給
を
依
頼
し
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
六
三
年
に
発
売
し
た
の
が
、〝
エ
ア
フ
ロ
ン
〞

で
あ
り
、
以
後
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
に
お
け
る
フ
ロ
ン
使
用
が
一
般
化
し
て
い
っ
た
。
七
〇
年
ご
ろ
に
は
、〝
エ
ア
フ
ロ
ン
〞
の

ほ
と
ん
ど
が
フ
ロ
ン
一
〇
〇
％
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
の
発
泡
や
精
密
機
器
・
電
子
部
品

の
洗
浄
に
も
用
い
ら
れ
、
消
火
対
象
を
汚
損
し
な
い
消
火
剤
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
。

連続反応による生産が可能なロータリーキルン 3号機
（能力：40トン／月，1956 年 4 月）

蛍　石
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（
耐
熱
性
・
耐
薬
品
性
）
の
優
秀
さ
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
市
場
性
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
未
知
数
の
新
素
材
と
い
っ
て

よ
か
っ
た
。
岡
村
は
、
化
学
事
業
を
フ
ッ
素
化
学
中
心
に
展
開
す
る
方
針
を
立
て
、
以
後
、
陣
頭
指
揮
の
も
と
研
究
開
発
に

邁
進
し
て
い
く
。

開
発
は
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
入
社
後
二
〜
三
年
の
若
い
技
術
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
結
集
に

よ
っ
て
、
ま
ず
一
九
五
三
年
に
三
フ
ッ
化
塩
化
エ
チ
レ
ン
樹
脂
（
Ｐ
Ｃ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
）
の
開
発
に
成
功
、〝
ダ
イ
フ
ロ
ン
│

２
〞
と

命
名
さ
れ
、
の
ち
に
〝
ダ
イ
フ
ロ
ン
〞
と
商
標
が
設
定
さ
れ
た
。
次
い
で
、
二
年
後
の
五
五
年
に
は
四
フ
ッ
化
エ
チ
レ
ン
樹

脂
（
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
）、
商
標
〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
の
開
発
に
成
功
し
た
。
こ
の
一
連

の
実
績
は
、
五
五
年
に
毎
日
工
業
奨
励
賞
（
フ
ロ
ン
連
続
製
造
法
の
開
発
と
セ
ッ

ト
）、
五
六
年
に
は
工
業
技
術
院
長
賞
の
受
賞
対
象
と
も
な
っ
て
い
る
（
図
2
│

1
）。し

か
し
、
独
占
状
態
の
長
か
っ
た
フ
ロ
ン
と
は
異
な
っ
て
、
フ
ッ
素
樹
脂
は

当
初
か
ら
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。〝
ダ
イ
フ
ロ
ン
〞
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ

カ
の
ケ
ロ
ッ
グ
社
の
〝
Ｋ
Ｅ
Ｌ
│

Ｆ
〞、〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
で
は
デ
ュ
ポ
ン
社
の

〝
テ
フ
ロ
ン
〞（
デ
ュ
ポ
ン
社
の
商
標
）
に
対
抗
し
う
る
品
質
・
価
格
を
実
現
し

な
け
れ
ば
、
商
品
と
し
て
生
き
残
る
こ
と
は
難
し
い
。
試
作
段
階
で
の
開
発
成

功
が
、
市
場
性
の
あ
る
商
品
を
産
み
出
す
保
障
は
な
い
の
で
あ
る
。
微
量
物
質

の
測
定
用
の
た
め
、
技
術
陣
の
た
っ
て
の
要
求
で
、
破
格
の
出
費
で
最
高
水
準

の
赤
外
線
分
光
器
が
購
入
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
技
術

折
か
ら
、
旭
硝
子
が
フ
ロ
ン
企
業
化
の
た
め
に
外
国
技
術
の
導
入
を
願
い
出
て
い

た
た
め
、
こ
の
勧
告
は
旭
硝
子
へ
の
技
術
供
与
と
し
て
具
体
化
し
、
同
年
十
二
月

に
旭
硝
子
と
の
間
に
「
基
本
覚
え
書
」
が
締
結
さ
れ
た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
の
対
価

は
三
千
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
フ
ロ
ン
市
場
は
旭
硝
子
、
三
井
フ
ロ
ロ
ケ
ミ

カ
ル
（
日
東
化
学
工
業
を
吸
収
合
併
）
と
の
三
社
の
競
合
と
な
っ
た
。
な
お
、
技

術
情
報
の
発
信
で
は
、
六
三
年
の
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
コ
ン
社
へ
の
技
術
輸
出
契
約

の
締
結
も
特
筆
に
価
す
る
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
以
来
の
自
社
技
術
の
積
み

重
ね
が
、
フ
ロ
ン
発
祥
の
地
ア
メ
リ
カ
へ
の
技
術
知
識
の
逆
輸
出
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

開
発
の
苦
闘

│
フ
ッ
素
樹
脂
事
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ロ
ン
製
造
が
、
戦
前
か
ら
の
技
術
蓄
積
の
上
に
展
開
し
た
の
に
対
し
て
、

フ
ッ
素
樹
脂
事
業
へ
の
進
出
は
、
ま
っ
た
く
の
戦
後
の
新
機
軸
で
あ
っ
た
。
大
阪

金
属
工
業
が
、
初
め
て
実
物
（
デ
ュ
ポ
ン
社
製
の
名
刺
大
の
成
型
品
）
を
手
に
し
た

の
は
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
十
月
。
同
月
中
に
研
究
開
発
着
手
が
決
ま
り
、

翌
五
二
年
一
月
に
は
「
弗
素
化
学
研
究
委
員
会
」
が
、
淀
川
製
作
所
内
に
設
置
さ

れ
た
。
こ
の
意
思
決
定
を
推
進
し
た
の
が
、
フ
ロ
ン
事
業
の
生
み
の
親
、
常
務
取

締
役
・
淀
川
製
作
所
長
の
岡
村
一
夫
で
あ
る
。
当
時
フ
ッ
素
樹
脂
は
、
そ
の
性
質

図 2─1　フロン製造概略工程図

フッ化水素酸酸化アンチモン

フロン11， 12

（従来のバッチ方式）

三フッ化アンチモン

四塩化炭素

反応 三塩化アンチモン

フロン12

（無水フッ酸による連続生産方式）
蛍石 硫酸

反応

無水フッ酸

四塩化炭素

反応 触媒

“ポリフロン”の成型品
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し
か
し
、
フ
ッ
素
樹
脂
事
業
定
着
ま
で
の
最
も
困
難
な
時
期
を
担
っ
た
の
が
、
岡
村
所
長
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い

事
実
で
あ
っ
た
。
企
業
家
精
神
に
あ
ふ
れ
る
岡
村
の
言
動
は
、
と
き
に
組
織
の
指
揮
命
令
系
統
を
無
視
し
、
製
作
所
内
部
に

軋あ
つ
れ
き轢
を
生
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
フ
ッ
素
繊
維
の
開
発
で
は
、
岡
村
所
長
自
ら
多
大
な
情
熱
と
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
は
商
品
化
を
断
念
し
た
。
こ
の
岡
村
の
フ
ッ
素
樹
脂
事
業
へ
の
傾
注
に
対
し
、
本
社
の
役
員
層
に
は

不
信
の
念
を
抱
く
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
の
ち
に
社
長
と
な
る
山
田
稔
も
、
フ
ッ
素
樹
脂
事
業
撤
退
派
の
先
鋒
に
あ
っ
た

こ
と
を
、
自
ら
の
回
想
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
（『
フ
ッ
素
樹
脂
開
発
物
語
』）。
役
員
会
で
、
岡
村
が
強
い
ら
れ
た
事
業
存
続

へ
の
孤
軍
奮
闘
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
伝
え
て
余
り
あ
る
。
し
か
し
社
長
の
山
田
晁
は
、
そ
の
方
向
を
一
貫
し
て
支
持
し
た
。

こ
の
二
人
三
脚
が
な
け
れ
ば
、
大
阪
金
属
工
業
が
フ
ァ
イ
ン
・
ケ
ミ
カ
ル
分
野
で
、
そ
の
後
の
一
定
の
地
位
を
得
る
こ
と
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
阪
金
属
工
業
の
進
取
の
気
象
は
、
た
し
か
に
こ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

油
機
と
特
機

│
バ
イ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
確
立

高
度
経
済
成
長
期
の
大
阪
金
属
工
業
で
は
、
冷
凍
・
空
調
お
よ
び
化
学
の
二
大
部
門
に
加
え
、
バ
イ
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
も
い

う
べ
き
事
業
分
野
の
定
着
が
み
ら
れ
た
。
油
機
事
業
と
特
機
事
業
で
あ

る
。油

機
事
業
の
原
点
は
、
戦
前
来
の
ヒ
ッ
ト
商
品
で
あ
る
〝
ラ
シ
ョ
ナ

ル
〞
注
油
器
で
あ
る
。
戦
後
も
安
定
し
た
売
れ
行
き
を
示
し
て
い
た
が
、

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
か
ら
五
三
年
に
か
け
、
製
鉄
会
社
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
当
時
の
神
崎
川
製
作
所
長
の
八
木
要
三
が
中
心
と

陣
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
た
忍
耐
強
い
営
み
の
結
果
、
つ
い
に
五
九
年
に
、
デ
ュ
ポ
ン
社
の
〝
テ
フ
ロ
ン
〞
に
ま
っ

た
く
遜
色
の
な
い
、
世
界
最
高
の
分
子
量
を
持
つ
〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
Ｍ
11
の
開
発
を
み
た
。

次
の
問
題
は
、
工
業
的
規
模
で
の
安
価
か
つ
安
定
し
た
製
造
技
術
の
確
立
で
あ
る
。〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
の
場
合
、
重
合
の

際
に
発
生
す
る
高
熱
が
爆
発
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
実
際
、
一
九
五
九
年
に
は
一
年
間
で
爆
発
が
三
回
、
重
合
槽
内

の
炭
化
は
十
数
回
発
生
し
て
い
た
。
遠
隔
操
作
で
あ
っ
た
た
め
、
作
業
者
に
は
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
製
造
現
場
で
は
、
爆

発
の
恐
怖
と
の
闘
い
が
続
い
た
。

こ
う
し
た
品
質
向
上
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
努
力
の
な
か
、
一
九
六
二
年
の
過
熱
水
蒸
気
法
に
よ
る
モ
ノ
マ
ー
製
造
法
の
確

立
な
ど
に
よ
っ
て
、〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
Ｍ
11
は
、
徐
々
に
競
争
力
を
高
め
て
い
く
。
六
三
年
三
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
チ
オ

コ
ー
ル
社
に
技
術
供
与
を
行
っ
て
お
り
、
大
阪
金
属
工
業
が
自
前
で
獲
得
し
た
技
術
水
準
の
高
さ
が
注
目
さ
れ
た
。
新
素
材

ゆ
え
の
販
路
開
拓
の
困
難
は
、
淀
川
製
作
所
内
に
設
け
た
研
修
棟
で
の
成
型
業
者
の
指
導
・
育
成
や
、
成
型
業
者
・
商
社
・

学
者
を
結
集
し
た
「
弗
素
樹
脂
研
究
会
」（
五
四
年
設
立
。
の
ち
日
本
弗
素
樹
脂
工
業
会
）
の
広
報
活
動
（
講
演
会
や
機
関
紙
発

行
）
を
通
じ
て
克
服
が
図
ら
れ
た
。

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
、
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
市
場
を
目
指
し
た
〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
Ｍ
12
が
、
そ
の
抜
群
な
物
性
か
ら
市
場

で
好
評
を
博
し
た
。
さ
ら
に
加
工
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
自
動
成
型
に
適
し
た
粉
末
の
開
発
に
努
め
、
そ
こ
で
の
造
粒
技
術

の
特
許
取
得
が
他
社
へ
の
比
較
優
位
の
立
場
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
事
業
の
展
開
に
よ
っ
て
、

六
八
年
に
は
国
内
占
有
率
ト
ッ
プ
の
地
位
を
獲
得
し
た
。
フ
ッ
素
樹
脂
事
業
は
、
ガ
ス
事
業
と
並
ぶ
化
学
事
業
の
支
柱
と
し

て
成
長
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
に
死
去
し
た
岡
村
所
長
は
、
こ
の
六
〇
年
代
後
半
の
「
成
功
」
に
は
立
ち
会
っ
て
い
な
い
。

集中潤滑装置 FU-25L 型
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し
、
ま
た
多
様
化
し
た
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
生
産
設
備
面
で
の
近
代
化
も
推
進
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
防
衛
庁
の
要
求

に
応
じ
た
高
水
準
の
品
質
管
理
や
原
価
管
理
が
、
他
部
門
の
技
術
水
準
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
た
。
砲
弾
特

需
期
の
主
役
は
、
高
度
経
済
成
長
の
な
か
で
油
機
と
と
も
に
バ
イ
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
定
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

５　

高
度
経
済
成
長
下
の
経
営
改
革

社
是
制
定
と
社
名
の
変
更
、
社
長
交
代

第
二
次
大
戦
後
、
民
需
へ
の
転
換
を
成
功
裡
に
成
し
遂
げ
た
大
阪
金
属
工
業
は
、

高
度
経
済
成
長
の
波
に
乗
り
つ
つ
、
種
々
の
事
業
分
野
で
発
展
を
み
た
。
創
業
四
〇

周
年
を
祝
っ
た
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
の
従
業
員
数
は
四
八
〇
〇
人
、
資
本

金
は
五
五
億
円
で
、
一
九
五
〇
年
の
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
倍
、
一
二
〇
倍
と
な
っ
た
。
本

社
も
、
前
年
に
は
梅
田
の
新
阪
急
ビ
ル
に
移
転
し
た
。
大
阪
金
属
工
業
は
、
一
気
に

大
企
業
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
企
業
経
営
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
こ

の
急
拡
大
に
揺
れ
る
経
営
を
安
定
し
た
か
た
ち
で
成
長
軌
道
に
着
地
さ
せ
る
こ
と
に

あ
っ
た
。

一
九
五
八
年
の
創
業
三
五
周
年
を
期
に
社
是
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
施

策
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。「
最
高
の
信
用
」「
進
取
の
経
営
」「
明
朗
な
人
の
和
」
の

三
項
目
は
、
こ
れ
ま
で
に
社
内
で
培
わ
れ
て
き
た
行
動
の
規
範
を
明
文
化
し
た
も
の

な
っ
て
、
集
中
潤
滑
装
置
・
強
制
循
環
給
油
装
置
が
開

発
さ
れ
た
。
給
油
し
た
油
を
回
収
し
、
ゴ
ミ
な
ど
を
取

り
除
い
て
適
温
ま
で
冷
却
し
た
う
え
で
再
度
給
油
す
る

循
環
方
式
は
、
膨
大
な
給
油
が
必
要
と
さ
れ
る
製
鉄
所

に
と
っ
て
、
大
き
な
合
理
化
効
果
を
生
み
出
し
た
。
材

料
費
・
工
事
費
の
削
減
を
可
能
と
す
る
主
管
一
本
の
潤

滑
機
器
〝
ル
ブ
レ
ッ
ク
ス
〞
の
開
発
に
成
功
し
、
海
外

で
も
特
許
を
申
請
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
に
は
、
新
規
参
入
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
油
圧
装
置
が
浮
上
し
た
。
製
鉄
機
械
・
産
業
機
械
用
の
ベ
ー
ン
ポ
ン
プ
、
建
設
機
械
用
の
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
ポ
ン
プ

お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
制
御
用
バ
ル
ブ
の
開
発
が
始
ま
り
、
六
〇
年
前
後
に
は
油
圧
装
置
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
納
入
と
、
機
器
単

体
で
の
販
売
の
双
方
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
受
注
が
伸
び
悩
ん
だ
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
ポ
ン
プ
か
ら
は
二
年
ほ
ど
で
手
を

引
い
た
が
、
産
業
機
械
用
の
油
圧
製
品
の
需
要
分
野
は
広
が
り
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
、
油
圧
業
界
全
体
が
成
長
す
る

な
か
で
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
売
上
高
も
急
伸
し
た
。
戦
後
の
新
た
な
展
開
に
よ
っ
て
、
油
機
部
門
は
第
三
の
事
業
と
し
て
の

位
置
を
確
保
し
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
油
機
部
門
に
対
し
、
売
上
高
で
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
技
術
水
準
の
高
さ
と
受
注
の
安
定
性
で
、
独
特
の
位
置

を
占
め
て
い
た
の
が
特
機
部
門
で
あ
る
。
一
九
六
二
〜
六
六
年
の
第
二
次
防
衛
力
整
備
五
カ
年
計
画
（
二
次
防
）
の
こ
ろ
か

ら
、
防
衛
庁
の
発
注
は
安
定
す
る
よ
う
に
な
り
、
三
次
防
（
六
七
〜
七
一
年
）
へ
と
続
く
な
か
で
、
受
注
品
も
量
的
に
拡
大

油圧トランスミッション（ピストンモー
ター〈上〉とピストンポンプ〈下〉）

社　是取締役会長に就任した山田晁
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ン
工
業
は
上
記
の
中
核
部
門
以
外
に
も
、
農
薬
、
発
動
機
、
農
業
機
械
、

塩
化
ビ
ニ
ル
製
品
、
水
中
ポ
ン
プ
、
航
空
部
品
な
ど
、
多
角
的
な
事
業

展
開
の
な
か
に
活
路
を
見
出
し
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
農
業
機
械
（
農

機
）
部
門
と
塩
化
ビ
ニ
ル
製
品
を
中
心
と
し
た
建
材
部
門
が
、
一
貫
し

て
独
立
の
事
業
分
野
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
両
部
門
の
収
益
の

低
さ
が
従
来
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

農
業
関
連
機
械
へ
の
取
り
組
み
は
、
戦
後
ま
も
な
い
時
期
の
、
水
冷

式
農
業
用
発
動
機
の
販
売
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
お
も
に
発
動
機
中
心

の
生
産
体
制
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
の
堺
製
作

所
か
ら
淀
川
製
作
所
へ
の
移
管
を
契
機
と
し
て
、
総
合
メ
ー
カ
ー
化
が

試
み
ら
れ
た
。
脱
穀
機
、
籾
摺
り
機
、
飼
料
裁
断
機
な
ど
の
機
種
別
専

門
メ
ー
カ
ー
と
の
販
売
契
約
締
結
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
キ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド

機
械
の
豊
富
化
・
総
合
化
を
図
り
、
さ
ら
に
自
社
開
発
の
独
自
製
品
と

し
て
、
み
か
ん
貯
蔵
用
の
〝
プ
レ
コ
ン
〞
や
苗
ま
き
機
（
田
植
機
）
の

販
売
に
乗
り
出
し
た
。
し
か
し
、
多
様
化
し
た
農
機
の
販
売
実
績
は
、

必
ず
し
も
意
図
ど
お
り
に
は
な
ら
ず
、
資
本
参
加
し
た
小
坂
製
作
所
の

倒
産
を
機
に
、
販
売
が
伸
長
し
つ
つ
あ
っ
た
苗
ま
き
機
（
田
植
機
）
に

専
念
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
。
た
だ
し
そ
の
販
売
に
は
、
ヤ
ン
マ
ー
農

で
あ
り
、
経
営
陣
・
従
業
員
お
よ
び
関
係
者
に
、
改
め
て
そ
の
周
知
徹
底
を

図
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
六
〇
年
に
は
、
山
田
晁
社
長
に
よ
っ
て
「
二
、三
、五

計
画
」
が
提
示
さ
れ
た
。
五
年
後
に
人
員
を
二
倍
、
資
本
金
を
三
倍
、
売
上
高

を
五
倍
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
、
初
め
て
の
長
期
計
画
で
あ
る
。
の
ち
の

経
営
計
画
に
比
べ
れ
ば
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
、
実
際
の
売
上
高
の
達
成
度
は

七
五
％
に
留
ま
っ
た
が
、
年
次
別
に
示
さ
れ
た
目
標
成
長
率
は
、
全
従
業
員
の

行
動
目
標
と
な
っ
た
。
四
〇
周
年
を
期
し
た
一
九
六
三
年
十
月
の
社
名
表
記
変

更

│
「
大
阪
金
属
工
業
」
か
ら
「
ダ
イ
キ
ン
工
業
」
へ

│
も
、
こ
う
し
た

流
れ
の
な
か
に
あ
っ
た
。
こ
の
山
田
晁
に
よ
る
社
名
変
更
の
決
断
に
は
、
実
用

面
へ
の
配
慮
と
と
も
に
、「
ダ
イ
キ
ン
」
の
名
の
も
と
に
社
内
で
の
一
体
感
が

醸
成
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

一
九
六
五
年
、
土
屋
義
夫
副
社
長
が
社
長
に
昇
格
し
た
。
社
外
に
は
大
き
な

変
革
と
映
り
が
ち
な
こ
の
交
代
も
、
山
田
晁
の
意
識
で
は
、
す
で
に
社
名
変
更

の
と
き
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
行
動
で
あ
っ
た
。

不
採
算
事
業
の
整
理

土
屋
体
制
が
直
面
し
た
大
き
な
課
題
は
、
不
採
算
事
業
の
処
理
問
題
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
（
昭
和
二
十
五
年
〜
）
の
民
需
転
換
過
程
に
お
い
て
、
ダ
イ
キ

社名変更披露

第 2代社長に就任した土屋義夫
（1965 年 2 月）テスト中の苗まき機（田植機）TP21 型（1965 年 6 月）

塩ビパイプ（ダイキンパイプカ
タログより，1957 年）
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六
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
採
算
性
の
悪
さ
か
ら
、
相
次
い
で
事
業
か
ら
撤
退
し
た
。
す
で
に
、
四
つ
の
中
核
部
門
が
育
っ
て

い
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
こ
の
事
業
整
理
は
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
と
っ
て
、
必
然
的
な
過
程
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
ポ
イ

ン
ト
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
事
業
の
縮
小
・
撤
退
は
、
い
ず
れ
も
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
七
〇
年
前
後
の
高
度
成
長

期
後
半
に
あ
た
っ
て
い
た
。
経
済
の
拡
大
期
に
事
業
整
理
の
決
断
を
下
す
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
好
況
下
で
の
事
業
整
理

は
、
そ
の
影
響
を
他
部
門
で
の
吸
収
を
可
能
に
し
、
企
業
経
営
の
動
揺
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
事
業
撤
退
は
、

企
業
資
源
の
集
中
を
図
る
う
え
で
も
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
は
か
ら
ず
も
石
油
危
機
後
の
経
営
危
機

に
耐
え
う
る
経
営
体
質
を
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
す
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。

新
た
な
労
使
関
係
へ
の
模
索

高
度
経
済
成
長
期
に
入
る
と
、
経
営
規
模
の
拡
大
の
な
か
で
従
業
員
数
が
急
速
に
増
大
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
労
使
双

方
に
新
た
な
動
き
が
現
れ
て
く
る
。
労
働
組
合
側
で
は
、
事
業
所
ご
と
に
組
織
さ
れ
た
自
立
性
の
強
い
単
組
を
基
盤
と
す
る

組
合
の
あ
り
方
が
、
組
織
内
部
か
ら
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
動
き
を
受
け
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年

に
大
阪
金
属
工
業
労
働
組
合
連
合
会
（
の
ち
、
ダ
イ
キ
ン
労
連
）
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
組
合
一
本
化
へ
の
一
里

塚
と
な
っ
た
。

経
営
側
か
ら
は
、
新
た
な
労
務
管
理
上
の
施
策
が
提
起
さ
れ
て
い
く
。
ま
ず
一
九
六
四
年
に
、
日
給
・
月
給
の
二
本
立
て

で
あ
っ
た
賃
金
体
系
を
全
員
月
給
制
に
し
た
。
六
八
年
に
は
タ
イ
ム
カ
ー
ド
制
を
廃
止
し
、
出
退
勤
の
自
己
管
理
制
度
の
実

施
に
踏
み
切
っ
た
。
同
年
十
二
月
に
は
、
指
定
土
曜
休
日
制
（
年
間
一
八
日
）
が
採
用
さ
れ
、
週
五
日
制
導
入
の
た
め
の
経

過
措
置
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
く
六
九
年
に
は
資
格
制
度
が
導
入
さ
れ
た
（
図
2
│

2
）。
従
業
員
を
事
務
、
技
術
、
営
業
、

機
と
の
販
売
提
携
に
基
づ
く
、
ヤ
ン
マ
ー
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
販
売
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
ヤ
ン
マ
ー
農
機
か
ら
苗
ま

き
機
の
製
造
権
譲
渡
を
申
し
入
れ
ら
れ
た
の
を
機
に
、
七
一
年
、
つ
い
に
土
屋
義
夫
は
農
業
機
械
業
界
か
ら
の
完
全
撤
退
を

決
断
し
た
。
約
四
〇
〇
も
の
特
許
・
実
用
新
案
を
含
む
、
製
造
権
・
ノ
ウ
ハ
ウ
一
切
を
ヤ
ン
マ
ー
農
機
に
譲
渡
し
た
の
で
あ

る
。戦

後
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
雄
、
塩
化
ビ
ニ
ル
（
塩
ビ
）
製
造
へ
の
参
入
は
、
一
九
五
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
空
調
機

生
産
と
は
異
な
り
四
季
を
通
じ
て
生
産
を
維
持
で
き
、
か
つ
機
械
・
化
学
の
両
部
門
を
備
え
る
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
特
徴
を
生

か
せ
る
分
野
と
の
認
識
が
、
新
規
参
入
を
後
押
し
し
た
。
と
く
に
、
フ
ッ
素
樹
脂
生
産
の
関
連
で
住
友
化
学
工
業
と
の
提
携

が
日
程
に
上
っ
て
い
た
こ
と
が
、
入
手
難
と
い
わ
れ
た
材
料
で
あ
る
塩
ビ
レ
ジ
ン
の
安
定
供
給
へ
の
期
待
を
抱
か
せ
た
。
し

か
し
、
こ
こ
で
も
参
入
時
の
思
惑
ど
お
り
に
事
は
運
ば
な
い
。
期
待
し
て
い
た
住
友
化
学
工
業
の
供
給
余
力
が
乏
し
く
、
販

売
面
で
は
市
場
の
急
速
な
軟
化
に
よ
っ
て
、
塩
ビ
パ
イ
プ
の
販
売
価
格
が
一
年
間
で
ほ
ぼ
半
値
に
ま
で
下
落
し
た
。
そ
こ
で

対
応
策
と
し
て
、
塩
化
ビ
ニ
ル
波
板
の
製
造
・
販
売
に
乗
り
出
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
波
板
で
も
付
加
価
値
率
の
低
さ
が
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
一
九
六
五
年
、
パ
イ
プ
と
と
も
に
製
造
・
販
売
が
中
止
と
な
っ
た
。

一
九
六
一
年
か
ら
始
め
た
塩
ビ
タ
イ
ル
生
産
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ン
タ
イ
ル
社
や
西
ド
イ
ツ
（
当
時
）
の
リ
ノ
リ
ュ
ー

ム
・
ベ
ル
ケ
社
と
の
技
術
提
携
で
、
質
の
高
い
新
製
品
の
製
造
に
成
功
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
競
争
圧
力
に
よ
る
販
売
価

格
の
低
下
は
免
れ
ず
、
六
八
年
に
タ
イ
ル
製
造
も
中
止
の
決
断
が
下
さ
れ
た
。
田
島
応
用
化
工
と
の
間
で
、
設
備
の
譲
渡
と

販
売
網
・
サ
ー
ビ
ス
の
引
き
継
ぎ
契
約
が
締
結
さ
れ
た
の
が
六
八
年
四
月
、
こ
こ
に
塩
ビ
建
材
部
門
の
幕
は
閉
じ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
の
民
需
転
換
期
に
主
力
製
品
の
期
待
を
担
っ
て
参
入
し
た
農
機
、
塩
ビ
建
材
の
両
部
門
は
、



6667　第 2章●事業再建から経営管理体制の構築へ

に
四
代
社
長
、
現
会
長
）
の
主
導
の
も
と
に
、
部
門
別
の
仕
切
り
を
超
え
た
中
堅
幹
部
の
横
断
的
な
協
力
体
制
を
整
備
し
、

管
理
業
務
の
建
て
直
し
に
努
め
た
。
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
（
現
、
日
本
経
団
連
）
に
よ
る
「
勤
労
青
少
年
対
策
」
な
ど
に

も
依
拠
し
つ
つ
、
若
年
労
働
者
層
の
「
健
全
化
」（
経
営
内
へ
の
取
り
込
み
）
に
腐
心
し
た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、
七
〇
年
ご
ろ
に
は
労
使
関
係
も
安
定
化
の
方
向
に
向
か
っ
た
。

こ
こ
に
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
を
特
徴
づ
け
る
、
日
本
の
他
企
業
と
は
異
な
っ
た
、
独
自
の
労
使
関
係
の
基
盤
が
準
備
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

６　

海
外
業
務
の
開
始

輸
出
業
務
の
開
始
か
ら
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
輸
出
へ

戦
後
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
海
外
と
の
関
係
は
、
製
品
輸
出
か
ら
始
ま
っ
た
。
ま
ず
は
、
近
隣
の
ア
ジ
ア
地
域
（
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
台
湾
、
ビ
ル
マ
、
韓
国
な
ど
）
へ
、
一
九
五
〇
年
代
の
比
較
的
早
い
時
期
に
、
発
動
機
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
エ
ア
コ
ン
お
よ

び
フ
ロ
ン
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
に
、
飯
田
勝
蔵
専
務
直
属
の
か
た
ち
で
輸
出
課
が
設
置
さ

れ
、
化
学
営
業
部
で
フ
ロ
ン
輸
出
の
功
績
が
あ
っ
た
森
本
直
が
、
課
長
と
し
て
陣
頭
指
揮
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
輸
出
課

は
ま
ず
、
販
売
経
路
の
確
定
を
図
る
た
め
、
商
品
ご
と
・
相
手
国
別
に
代
理
店
を
設
置
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
フ
ロ
ン
な

ど
は
商
社
経
由
で
輸
出
す
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
が
、
空
調
機
で
は
施
工
や
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
が
不
可
欠
と
な
る
た
め
、

技
術
を
備
え
た
代
理
店
の
存
在
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
同
国
の
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
デ
ル
タ
モ
ー
タ
ー
社
を
技
術
力
の
点
で
評
価
し
、
代
理
店
と
し
て
起
用
し
て
い
る
。
輸
出
相
手
国
の
保
護
政
策
の
存

技
能
、
特
別
の
五
つ
の
職
掌
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
〜
十
級
の
資
格
を
設
定
す
る
（
翌
年
、

十
一
級
に
相
当
す
る
理
事
を
設
け
た
）。
そ
し
て
四
級
以
上
の
社
員
が
、
級
に
応
じ
て
組
長
以

上
の
「
職
制
」、
監
督
職
・
指
導
職
・
専
門
職
以
上
の
「
職
能
」
に
就
く
こ
と
と
な
っ
た
。

並
行
し
て
、
基
本
給
の
構
成
が
年
齢
給
・
職
能
給
・
勤
続
給
に
分
割
さ
れ
た
う
え
で
、
職
能

給
と
資
格
が
関
連
づ
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
の
変
化
の
実
質
的
内
容
を
、「
能
力
主
義
的
管
理
」

へ
の
転
換
と
す
る
こ
と
は
、
過
大
な
評
価
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
制
度
的
設
計
の

基
盤
が
、
こ
こ
で
の
改
革
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
労
務
担
当
の
役
員

と
し
て
、
こ
の
一
連
の
制
度
改
革
を
主
導
し
た
山
田
稔
は
、
七
〇
年
代
半
ば
に
は
社
長
の
立

場
か
ら
、
新
た
な
人
事
改
革
を
唱
導
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
九
六
〇
年
代
の
労
務
管
理
に
関
し
て
は
、
淀
川
製
作
所
に
お
け
る
労
使
関
係
の
不
安
定

化
に
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
六
〇
年
代
の
淀
川
製
作
所
は
、
化
学
、
油
機
、
特
機
、

農
機
、
建
材
と
、
多
様
な
部
門
が
併
設
さ
れ
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
の
う

ち
、
農
機
、
建
材
は
不
振
が
続
い
た
分
野
で
あ
り
、
油
機
も
景
気
変
動
に
よ
る
振
幅
が
大
き

く
、
六
〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
に
か
け
て
は
、
生
産
の
縮
小
を
み
て
い
た
。
独
立
色
の
強
い

多
部
門
の
並
存
と
複
数
の
不
振
・
縮
小
部
門
の
存
在
、
こ
れ
に
若
年
労
働
者
層
の
増
加
と
左

翼
系
組
織
の
浸
透
が
加
わ
っ
て
、
六
〇
年
代
後
半
に
労
使
間
の
対
立
が
先
鋭
化
・
慢
性
化
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
労
使
慣
行
へ
の
批
判
や
、
組
合
執
行
部
へ
の
突
き
上
げ
が
広
く
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
経
営
側
は
、
井
上
礼
之
（
当
時
、
淀
川
製
作
所
総
務
課
長
。
の
ち

図 2─2　資格制と職制との関係

部　　　　　 長

次　　　　　 長

課長（代理を含む）

係 長・職 場 長

組　　　　　 長

　 （資格制）
参与（社員10級）
副参与（社員9級）
参事（社員8級）
副参事（社員7級）
副長（社員6級）
社員5級
社員4級

部門経営層

上級管理層
管理層
上級監督層
監督層　技能専門層　技能指導層

上級専門層

専門層

（おもな職能）（職制）
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
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し
た
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
も
、
輸
出
課
長
の
森
本
ら
を
現
地
に
派
遣
し
て
調
査
を
行
い
、

空
調
需
要
の
有
望
性
を
確
信
し
た
た
め
、
六
八
年
に
Ｄ
Ａ
Ｃ
社
資
本
金
の
四
九
％
に
当

た
る
八
千
ポ
ン
ド
（
当
時
の
日
本
円
で
六
八
六
万
円
）
を
出
資
し
た
。
そ
の
後
の
販
売
の

伸
び
は
目
覚
し
く
、
六
八
年
の
販
売
額
八
千
万
円
が
、
七
〇
年
に
は
五
億
円
を
超
え
た
。

主
要
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
Ｄ
Ａ
Ｃ
社
傘
下
の
代
理
店
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
数
は
七
〇
年

で
一
五
社
（
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
全
海
外
代
理
店
は
二
八
社
）
を
数
え
た
。
短
期
間
で
、

Ｄ
Ａ
Ｃ
社
は
輸
出
の
中
核
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
マ
ル
タ
進
出
の
成
功
は
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
、
よ
り
本
格
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場

進
出
へ
の
意
欲
を
か
き
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
保
護
政
策
の
発
動
に
よ
り
、
Ｅ
Ｃ
域

内
へ
完
成
品
輸
出
が
困
難
と
な
る
と
の
予
想
も
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
の
生

産
・
販
売
拠
点
の
設
置
が
模
索
さ
れ
た
。
慎
重
な
選
定
作
業
の
結
果
、
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
中
央
に
位
置
し
て
地
理
的
な
条
件
に
恵
ま
れ
、
か
つ
優
遇
策
を
掲
げ
て
企
業
誘
致

を
進
め
て
い
た
北
海
沿
岸
の
オ
ス
テ
ン
ド
市
（
ベ
ル
ギ
ー
）
に
、
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
方
式

の
生
産
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
一
九
七
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
工
場
建

設
の
母
体
は
新
設
の
ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
で
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
が
八
〇
％
、

Ｄ
Ａ
Ｃ
社
が
一
八
・
八
％
を
出
資
（
ほ
か
に
二
個
人
が
一
・
二
％
）
し
た
。
工
場
は
七
三

年
に
竣
工
、
こ
れ
が
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
と
っ
て
、
自
ら
の
出
資
に
よ
る
初
め
て
の
本
格

的
な
海
外
生
産
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

在
か
ら
、
製
品
輸
出
が
不
利
と
な
る
こ
と
を
見
込
ん
だ
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
な
ど
で
は
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
の
主

要
空
調
機
部
品
の
輸
出
に
よ
る
、
現
地
で
の
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
生
産
も

進
め
た
。
製
品
は
ダ
イ
キ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
の
も
と
に
、
現
地
市
場
へ

供
給
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
へ
の
進
出
の
足
が
か
り

は
、
一
九
六
〇
年
代
に
整
い
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ル
タ
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
へ

│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
事
業
展
開

こ
れ
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
〇
年

代
に
至
る
ま
で
実
績
・
手
が
か
り
と
も
に
、
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
事
態
が
急
展
開
し
て
、

一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
に
ベ
ル
ギ
ー
空
調
工
場
の
竣
工
に
至
る
の
は
、
六
六
年
九
月

に
イ
ギ
リ
ス
人
Ｒ
・
Ｃ
・
ヒ
ッ
グ
ス
か
ら
、
地
中
海
の
マ
ル
タ
国
へ
代
理
店
設
置
を
持
ち
か

け
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

マ
ル
タ
で
急
伸
し
つ
つ
あ
る
空
調
機
需
要
の
存
在
、
ま
た
マ
ル
タ
を
拠
点
と
し
た
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
お
よ
び
北
ア
フ
リ
カ
へ
の
空
調
機
輸
出
の
可
能
性
を
示
さ
れ
た
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、

ヒ
ッ
グ
ス
と
覚
え
書
を
取
り
交
わ
し
て
、「
ダ
イ
キ
ン
」
の
名
称
使
用
の
許
可
や
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
販
売
代
理
権
な
ど
を
与
え
た
。
さ
っ
そ
く
ヒ
ッ
グ
ス
は
、
十
一
月
に
ダ
イ
キ
ン

エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
社
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
を
マ
ル
タ
に
設
立
、
活
発
な
営
業
活
動
を
開
始

大阪万博会場でのR.C. ヒッグス（1970 年 4 月）

ダイキンエアコンディショニング社（DAC）

新設されたダイキンヨーロッパ社（1973 年）
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立
っ
た
判
断
で
あ
る
。
取
り
組
み
始
め
た
事
業
が
、
な
か
な
か
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
く
と
も
、
当
面
は
「
割
り
切
っ
て
」

事
業
に
臨
む
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
事
業
と
し
て
は
完
成
し
て
も
採
算
不
良
の
好
転
が
望
め
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
際

に
は
、
物
事
を
打
ち
切
る
に
あ
た
っ
て
の
積
極
性
、
す
な
わ
ち
「
思
い
切
り
」
が
要
請
さ
れ
る
。
山
田
が
回
想
す
る
、
フ
ッ

素
繊
維
か
ら
の
撤
退
の
ケ
ー
ス
と
と
も
に
、
土
屋
社
長
に
よ
る
農
機
お
よ
び
塩
ビ
建
材
か
ら
の
撤
退
決
断
も
、
そ
れ
に
あ
た

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
三
切
り
主
義
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
経
営
判
断
の
基
盤
と
し
て
、
日
常
的
な
「
二

キ
ュ
ウ
＝
研
究
と
普
及
」
の
営
み
が
重
要
で
あ
っ
た
。
山
田
に
よ
れ
ば
、「
研
究
は
研
究
室
が
や
る
も
の
な
ど
と
思
っ
た
ら

大
間
違
い
で
、
事
業
と
は
、
現
場
か
ら
営
業
の
第
一
線
に
至
る
ま
で
す
べ
て
が
、
研
究
の
連
続
」（『
回
顧
七
十
年
』）
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
成
果
は
、「
普
及
」
が
伴
う
こ
と
で
、
初
め
て
経
営
に
生
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

山
田
自
身
の
実
践
を
通
じ
て
、
こ
の
「
事
業
経
営
の
要
諦
」（『
回
顧
七
十
年
』）
は
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
内
に
広
く
浸
透
し
、

ダ
イ
キ
ン
工
業
の
企
業
文
化
の
源
流
と
な
っ
た
。
創
業
者
・
山
田
晁
が
築
い
た
の
は
、
現
存
す
る
事
業
の
源
で
あ
り
、
か
つ

固
有
の
企
業
文
化
の
礎
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

山
田
は
、
ま
た
自
己
の
企
業
の
範
囲
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
く
人
材
の
育
成
に
も
気
を
配
っ
た
。
一
九
五
七
年
に
、
山
田
の

寄
付
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
山
田
育
英
会
（
現
、
公
益
法
人
山
田
育
英
会
）
は
、
そ
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
り
、
大

学
生
・
大
学
院
生
に
対
し
て
奨
学
資
金
を
提
供
し
た
。
受
給
者
は
二
〇
一
四
年
七
月
現
在
、
累
計
で
七
八
〇
人
に
上
っ
て
い

る
。
ま
た
一
九
六
九
年
に
は
、
母
校
で
あ
る
福
岡
県
立
小
倉
工
業
高
等
学
校
在
校
生
の
育
英
・
奨
学
を
目
的
に
、
財
団
法
人

山
田
奨
学
会
（
現
、
特
例
法
人
山
田
奨
学
会
）
も
設
立
し
て
い
る
。

社
長
引
退
か
ら
八
年
後
、
山
田
晁
は
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
二
月
に
逝
去
し
た
。
享
年
八
十
八
で
あ
っ
た
。

７　

二
つ
の
創
業

│
創
業
者
・
山
田
晁
の
築
い
た
も
の

従
業
員
の
全
員
解
雇
で
始
ま
っ
た
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
戦
後
は
、
第
二
の
創
業
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
真
に
頼
る

べ
き
は
、
戦
前
に
培
っ
た
技
術
と
経
験
だ
け
で
、
戦
後
の
五
年
間
は
企
業
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
試
行
錯
誤
の
時
期
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
ス
ケ
ー
ル
こ
そ
違
う
が
、
軍
工
廠
で
の
勤
務
経
験
を
頼
り
に
独
立
開
業
に
踏
み
切
っ
た
、
大
正
・
昭
和
初
年

の
経
験
の
再
現
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

創
業
当
初
の
苦
闘
時
代
を
乗
り
越
え
た
戦
前
の
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、
二
〇
年
余
の
の
ち
に
は
従
業
員
数
一
万
数
千
人
規
模

の
大
企
業
と
な
っ
た
。
戦
後
の
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、
業
績
が
底
を
打
っ
た
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
か
ら
二
〇
年
後
の

一
九
七
〇
年
に
は
、
従
業
員
が
五
千
人
を
超
え
て
い
る
。
二
つ
の
創
業
は
、
と
も
に
企
業
の
顕
著
な
成
長
に
帰
結
し
た
。
そ

の
事
業
展
開
の
基
本
は
、
機
械
と
化
学
の
二
部
門
を
並
存
さ
せ
、
さ
ら
に
多
角
的
に
製
品
分
野
を
開
拓
す
る
こ
と
に
特
徴
が

あ
っ
た
。
研
究
開
発
を
基
軸
に
、
進
取
の
経
営
を
追
求
す
る
こ
と
と
な
る
。
要
所
で
は
、
果
敢
な
経
営
判
断
と
決
断
を
行
い
、

事
業
機
会
を
逃
さ
な
い
た
め
の
経
営
戦
略
の
基
本
は
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
共
通
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、

二
つ
の
「
創
業
」
を
担
っ
た
創
業
者
・
山
田
晁
の
、
一
貫
し
た
事
業
へ
の
取
り
組
み
の
姿
勢
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

山
田
は
、
自
ら
の
経
営
上
の
モ
ッ
ト
ー
を
「
三
キ
リ
と
二
キ
ュ
ウ
」
と
表
現
し
た
（『
回
顧
七
十
年
』）。「
三
キ
リ
」
と
は

「
踏
み
切
り
」「
割
り
切
り
」「
思
い
切
り
」
の
三
つ
の
「
切
り
」
を
意
味
し
て
い
る
。「
踏
み
切
り
」
は
、
物
事
を
断
行
す
る

に
あ
た
っ
て
の
積
極
性
で
あ
る
。
砲
弾
特
需
受
注
に
対
し
て
社
内
外
に
反
対
論
が
渦
巻
く
な
か
、
山
田
の
示
し
た
断
固
た
る

決
断
は
、
ま
さ
に
「
踏
み
切
り
」
で
あ
っ
た
。「
割
り
切
り
」
は
目
先
の
小
さ
な
こ
と
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
大
所
高
所
に
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１　

危
機
へ
の
対
応
と
経
営
革
新

山
田
稔
の
第
三
代
社
長
就
任

ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
（
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
に
よ
る
、
金
・
ド
ル
の
交
換
停
止
、
主
要
通
貨
の
為
替
レ
ー
ト
の
引

き
上
げ
政
策
）
で
幕
を
開
け
た
一
九
七
〇
年
代
の
世
界
経
済
は
、
二
度
の
石
油
危
機
に
翻
弄
さ
れ
、
世
界
的
な
経
済
成
長
を

謳
歌
し
た
六
〇
年
代
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
深
刻
な
変
動
と
不
況
に
呻
吟
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
も
激
動

の
な
か
で
、
新
た
な
時
代
へ
の
歩
み
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
代
社
長
の
土
屋
義
夫
が
会
長
に
退
き
、
副
社
長
山
田
稔
の
第
三
代
社
長
就
任
が
決
ま
っ
た
の
は
、
ニ
ク
ソ
ン
声
明
か

ら
五
カ
月
余
り
の
の
ち
、
円
切
り
上
げ
に
よ
る
景
気
後
退
が
論
議
さ
れ
る
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
一
月
末
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
、
年
頭
方
針
と
し
て
土
屋
は
「
マ
ン
ネ
リ
を
打
破
し
て
新
し
い
ダ
イ
キ
ン
を
」
を
掲
げ
て
い
る
。
土
屋
に

と
っ
て
社
長
交
代
は
、
自
ら
の
方
針
の
実
践
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
新
時
代

の
舵
取
り
は
、
山
田
新
社
長
へ
と
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
社
長
就
任
直
後
の
日
本
経
済
は
、
大
方
の
予
想
に
反
し
て
回
復
基
調

で
推
移
し
た
。
山
田
稔
も
、
電
子
技
術
の
本
格
的
な
導
入
・
定
着
を
提
唱
す
る
な
ど
、

新
た
な
経
営
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
意
欲
を
燃
や
し
た
。

し
か
し
、
円
高
不
況
を
恐
れ
た
金
融
当
局
の
大
幅
な
緩
和
策
と
、
日
本
列
島
改
造

論
（
田
中
角
栄
元
首
相
の
提
唱
）
に
よ
る
経
済
拡
大
へ
の
期
待
が
生
み
出
し
た
こ
の

第 3代社長山田稔
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積
み
上
が
っ
た
。
生
産
調
整
の
必
要
性
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
操
業
度
を
落
と
す
こ
と
は
、
人
員
過

剰
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
従
業
員
六
二
〇
〇
人
の
う
ち
、
千
人
近
く
が
余
剰
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
過
剰
人
員
問
題

に
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

最
初
の
対
応
策
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
四
年
九
月
十
八
日
、
組
合
と
の
労
働
協
議
会
の
場
で

提
示
さ
れ
た
「
臨
時
休
業
」
案
は
、
一
定
数
の
従
業
員
に
、
あ
る
期
間
の
自
宅
待
機
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で

は
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
表
現

│
「
一
時
帰
休
」

│
と
内
容
的
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。「
一
時
帰
休
」
は
、
こ
の
時
期
、

多
く
の
企
業
が
実
施
し
た
経
営
政
策
で
あ
り
、
希
望
退
職
、
解
雇
へ
と
段
階
的
に
人
員
整
理
を
進
め
る
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

実
際
、
内
部
討
議
と
労
使
交
渉
の
積
み
重
ね
の
の
ち
に
「
臨
時
休
業
」
受
け
入
れ
を
決
め
た
組
合
で
は
、
委
員
長
の
岡
村
哲

兵
自
身
が
「
最
低
限
希
望
退
職
募
集
は
避
け
ら
れ
な
い
と
ハ

ラ
を
固
め
て
い
た
」
と
い
う
（『
山
田
稔
追
想
録
』）。

人
員
整
理
は
避
け
る

│
こ
の
山
田
稔
の
決
意
が
明
ら
か

と
な
っ
た
の
は
十
二
月
二
十
日
、
山
田
社
長
か
ら
全
管
理
職

に
対
し
て
出
さ
れ
た
「
幹
部
諸
君
え

│
昭
和
五
〇
年
に
臨

む
に
当
た
っ
て
」
と
題
す
る
、
緊
急
声
明
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。「

不
況
時
代
に
生
き
残
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
と
ら
れ
る

手
段
は
、
過
剰
人
員
の
整
理
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
企
業
が
危
機
を
切
り
抜
け
た
ば
か
り
か
、
将
来
の
体

束
の
間
の
景
気
回
復
は
、
一
九
七
三
年
秋
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
。
世
界
経
済
の
動
向
を
一
変
さ
せ
た
衝
撃
、
第
一
次
石
油

危
機
の
発
生
で
あ
る
。

石
油
危
機
の
波
及
か
ら
緊
急
声
明
へ

一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
十
月
、
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
間
に
勃
発
し
た
第
四
次
中
東
戦
争
は
、
ア

ラ
ブ
産
油
国
の
石
油
戦
略
の
発
動
を
招
い
た
。
石
油
供
給
の
減
少
に
よ
る
物
不
足
へ
の
不
安
が
、
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

の
金
融
緩
和
の
も
と
で
胚
芽
し
た
イ
ン
フ
レ
基
調
を
一
挙
に
、
か
つ
増
幅
し
た
か
た
ち
で
顕
在
化
さ
せ
、
七
四
年
に
は
前
年

同
月
比
三
〇
％
前
後
の
物
価
上
昇
を
も
た
ら
し
た
。
世
に
い
う
「
狂
乱
物
価
」
で
あ
る
。

こ
の
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
何
と
か
鎮
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
府
は
、
強
力
に
総
需
要
の
抑
制
を
図
っ

た
。
一
九
七
四
年
後
半
期
に
は
個
人
消
費
が
一
気
に
落
ち
込
み
、
企
業
の
設
備
投
資
も
急
速
な
減
少
を
見
せ
て
い
る
。
政
府

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
緊
急
対
策
に
よ
っ
て
、
電
力
・
石
油
の
供
給
が
二
〇
％
カ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
も
、
産
業
に
お
け
る
操
業
率
の

低
下
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
製
品
市
場
の
縮
小
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
が
企
業
経
営
を
挟
撃
し
た
の
で
あ
る
。

ダ
イ
キ
ン
工
業
に
お
い
て
も
、
業
績
は
急
速
に
悪
化
し
た
。
一
九
七
四
年
上
期
こ
そ
、
価
格
上
昇
を
見
越
し
た
仮
需
要
の

発
生
に
よ
っ
て
、
過
去
最
高
の
売
上
高
五
〇
六
億
円
を
記
録
し
た
が
、
下
期
の
売
り
上
げ
は
前
年
比
で
二
〇
％
の
低
下
を
来

し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
産
業
用
空
調
機
の
売
り
上
げ
は
、
前
年
比
で
四
〇
％
以
上
の
減
少
と
な
っ
た
。
翌
七
五
年
度
に

入
っ
て
も
、
全
社
売
り
上
げ
は
前
年
比
二
〇
％
減
で
、
つ
い
に
経
常
損
益
で
二
三
億
円
の
赤
字
を
計
上
し
た
。
一
九
五
〇
年

以
来
、
じ
つ
に
四
半
世
紀
ぶ
り
の
赤
字
転
落
で
あ
る
。

と
も
か
く
販
売
が
不
振
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
産
業
用
の
空
調
機
や
油
機
で
売
り
上
げ
の
減
少
が
著
し
く
、
在
庫
は
山
と

山田稔社長の直筆の「幹部諸君え」
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し
か
し
販
売
会
社
へ
の
配
転
は
、
職
種
と
勤
務
地
の
大
き
な
変
更
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
従
業
員
の
負
担
は
小
さ
く
な
い
。

ま
た
配
転
は
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
本
体
か
ら
出
向
の
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
組
合
側
は
「
出
向
は
本
人
の
意
思
が
尊

重
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
の
制
度
が
必
要
」
と
の
主
張
を
行
っ
た
。
協
議
は
長
時
間
を
要
し
た
が
、
最
終
的
に
は
従
来
の
出
向

規
程
を
適
用
す
る
か
た
ち
で
一
応
の
決
着
が
図
ら
れ
る
。
三
三
三
人
が
、
一
九
七
五
年
中
に
販
売
会
社
へ
出
向
し
た
。
し
か

し
七
六
年
に
入
っ
て
、
会
社
側
が
従
来
の
「
出
向
期
限
三
年
」
を
変
更
し
、「
特
に
期
限
を
定
め
な
い
出
向
」
を
提
案
し
た

た
め
、
再
び
労
使
間
で
の
協
議
が
必
要
と
な
っ
た
。

新
た
な
出
向
制
度
設
定
の
理
由
は
、
過
剰
人
員
の
解
消
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
、
ま
た
販
社
固
有
の
社
員
採
用
は
難
し

い
た
め
に
、
出
向
者
の
ダ
イ
キ
ン
工
業
へ
の
復
帰
が
販
社
経
営
上
、
現
実
的
で
は
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、

従
来
の
「
出
向
」
の
概
念
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い
異
動
を
意
味
し
て
い
る
。
協
議
は
難
航
し
た
が
、
最
終
的
に
一
般
出
向
と

販
社
出
向
を
区
別
し
、
販
社
出
向
に
は
販
社
協
議
会
や
意
向
聴
取
制
度
な
ど
を
設
け
る
こ
と
を
条
件
に
、「
期
限
の
定
め
の

な
い
」
出
向
は
、
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
最
終
的
に
販
売
会
社
へ
の
配
転
体
制
が
整
い
、「
人
員
整
理

回
避
宣
言
」
は
現
実
に
実
現
の
途
を
得
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
の
新
た
な
出
向
者
は
一
〇
八
名
で
あ
っ
た
。

戦
略
経
営
計
画
の
策
定

石
油
危
機
に
よ
る
不
測
の
事
態
は
、
新
た
な
経
営
計
画
の
策
定
を
促
し
た
。
よ
う
や
く
赤
字
決
算
を
脱
し
た
一
九
七
七

（
昭
和
五
十
二
）
年
五
月
、
八
〇
年
を
目
標
年
度
と
し
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
55
」
が
策
定
さ
れ
た
。
九
〇
年
代
ま
で
続
く
、「
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
名
を
冠
し
た
戦
略
経
営
計
画
の
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
命
名
の
由
来
で
あ
る
「
会
社
の
将
来
像
＝
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
新
た
な
戦
略
経
営
計
画
は
目
指
す
べ
き
経
営
体
質
を
明
示
し
、
そ
の
た
め
の
問
題
解
決
計
画
を

質
改
善
に
ま
で
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
は
過
去
に
多
く
の
実
例
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
手
段
で
の
危
機
乗
り
切

り
は
、
何
と
し
て
で
も
避
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」

こ
の
「
人
員
整
理
回
避
宣
言
」
は
、
敗
戦
後
の
苦
闘
期
の
苦
い
経
験
の
上
に
築
か
れ
た
、
山
田
稔
の
「
経
営
理
念
」
の
発

露
で
あ
っ
た
。「
二
度
と
人
員
整
理
だ
け
は
し
な
い
で
す
む
会
社
」
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
山
田
稔
の
一
貫
し
た
信
念
で
あ

り
、
指
針
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

従
業
員
の
動
揺
を
抑
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
間
、「
臨
時
休
業
」
が
、
堺
・
淀
川
の
両
製
作
所
の
産
業
空
調
、

冷
凍
空
調
、
油
機
の
各
部
門
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
（
産
業
空
調
で
は
八
月
に
追
加
）、
山
田
は
そ
れ
が
人
員
整
理
に

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、「
家
族
へ
の
手
紙
」
の
か
た
ち
で
直
接
従
業
員
に
伝
え
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
に
約

四
〇
日
（
追
加
は
十
日
）
で
「
臨
時
休
業
」
を
終
え
た
。
残
さ
れ
た
施
策
は
、
い
よ
い
よ
人
員
の
大
量
配
転
（
製
造
部
門
か
ら

販
売
部
門
へ
）
で
あ
る
。

緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
と
大
量
配
転

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
四
月
に
、
山
田
龍
乗
副
社
長
を
本
部
長
と
し
て
、
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
本
部
が
設
置
さ

れ
、
五
つ
の
テ
ー
マ
（
①
空
調
販
売
力
強
化
、
②
人
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
訓
練
、
③
問
題
事
業
の
再
構
築
、
④
外
延
で
の
人
的
パ

ワ
ー
の
発
揮
、
⑤
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
）
の
実
施
が
強
力
に
図
ら
れ
た
。
な
か
で
も
、
販
売
会
社
を
軸
と
し
た
空
調
販
売
力
強
化
が
、

人
員
再
配
置
の
面
で
の
鍵
と
な
る
。
す
で
に
、
七
四
年
六
月
の
第
二
次
販
売
網
整
備
強
化
計
画
に
よ
っ
て
、
七
五
年
二
月
ま

で
に
は
九
社
の
販
売
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
同
年
八
月
に
二
社
が
新
設
さ
れ
、
さ
ら
に
既
存
取
引
店
の
経
営
権
譲
渡

に
よ
っ
て
、
新
た
に
五
社
が
子
会
社
と
な
っ
た
。
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し
た
諸
政
策
に
労
働
側
が
機
敏
に
対
応
し
う
る
に
は
、
労
働
側
に
も
組
織
的
な
基
盤
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
一
九
六
〇
年
代
の
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、
前
述
し
た
淀
川
製
作
所
の
労
使
間
の
緊
張
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も

事
業
所
間
で
統
一
的
な
行
動
を
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
の
労
連
年
次
大
会
で

「
組
織
強
化
の
た
め
の
長
期
計
画
」
が
採
択
さ
れ
、
一
本
化
の
た
め
に
諸
問
題
の
検
討
に
入
っ
て
い
た
が
、
長
期
計
画
最
終

年
の
七
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
大
会
で
の
労
連
解
散
の
投
票
結
果
は
法
定
数
に
達
せ
ず
、
組
織
統
一
の
目
論
見
は
、
い
っ
た
ん

は
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。

地
道
な
取
り
組
み
を
再
び
進
め
、
企
業
内
組
合
と
し
て
の
「
理
念
の
統
一
」
に

立
ち
戻
り
、
一
九
七
二
年
の
組
織
統
一
委
員
会
の
設
置
を
経
て
、
七
三
年
八
月
に

今
度
は
各
単
組
ご
と
に
労
連
解
散
の
採
否
が
諮
ら
れ
た
。
結
果
は
、
東
京
を
除
く

名
古
屋
、
本
社
、
淀
川
、
福
岡
、
堺
の
各
単
組
が
解
散
を
決
定
し
、
東
京
労
組
も

九
月
に
再
度
開
か
れ
た
大
会
で
、
正
式
に
解
散
を
決
定
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
十

月
二
十
三
日
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
労
働
組
合
第
一
回
定
期
大
会
、
す
な
わ
ち
組
合
結

成
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
事
業
所
別
労
働
組
合
は
、
全
社
統
一
の
組

織
体
へ
と
再
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
直
後
に
勃
発
し
た
石
油
危
機
、
そ
れ
に
続
く
経
営
危
機
は
、
新
生
の
ダ
イ

キ
ン
工
業
労
働
組
合
に
と
っ
て
最
初
の
試
練
で
あ
っ
た
。
対
応
策
と
し
て
示
さ
れ

た
大
量
配
転
を
め
ぐ
っ
て
、
交
渉
が
続
い
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
労
使
の
意

思
統
一
に
成
功
し
て
、
人
員
整
理
に
よ
ら
な
い
経
営
危
機
の
打
開
策
は
、
愁
眉
を

設
定
す
る
点
で
、
経
営
計
画
の
新
機
軸
で
あ
っ
た
。
各
事
業
部
門
が
、
自
ら
問
題
解
決
計
画
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
策
定
し
、

目
標
・
目
標
達
成
時
期
・
所
要
費
用
・
担
当
責
任
者
を
決
め
て
計
画
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

こ
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
55
」
で
の
助
走
を
経
て
、
一
九
七
九
年
十
二
月
に
八
五
年
を
目
標
年
度
と
し
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
60
」
が
策

定
さ
れ
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
目
指
す
発
展
の
四
つ
の
方
向
が
示
さ
れ
た
。
一
つ
は
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
」
の
地
位
の
確
立
で

あ
る
。
商
品
開
発
力
を
強
化
し
、
幅
広
い
開
発
力
に
よ
る
独
自
商
品
の
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。
第
二
は
、「
全
天
候
型
」

経
営
体
質
の
実
現
で
あ
る
。
景
気
変
動
や
天
候
異
変
に
よ
っ
て
操
業
度
が
八
〇
％
に
低
下
し
て
も
、
安
定
し
た
収
益
を
確
保

し
う
る
企
業
体
質
の
確
立
が
目
指
さ
れ
た
。
第
三
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
国
際
的
視
野
で
の
企
業
の
発
展
で
あ
る
。
国
際
市
場

に
お
い
て
も
、
一
流
品
と
し
て
認
め
ら
れ
る
商
品
を
増
や
す
こ
と
が
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
企
業
成
長
の
た
め
の
目
標
と
さ
れ

た
。
最
後
は
、
独
自
の
販
売
網
を
最
大
限
に
生
か
す
事
業
展
開
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
お
も
に
住
宅
空
調
分
野
の
シ
ェ
ア
上

昇
に
関
連
し
、
独
自
の
販
売
網
の
拡
充
・
整
備
が
求
め
ら
れ
た
。

以
上
の
方
向
は
、
さ
ら
に
一
〇
項
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
細
分
化
さ
れ
、
社
長
が
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責
任
者
を
設
定
し
、

そ
の
責
任
者
は
進
捗
状
況
を
最
低
半
年
に
一
回
、
常
務
会
で
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
手
法
は
「
ビ
ジ
ョ

ン
65
」（
一
九
八
五
年
）
で
も
、
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。

２　

労
務
・
人
事
制
度
の
改
革
と
地
域
社
会

ダ
イ
キ
ン
工
業
労
働
組
合
の
成
立

石
油
危
機
後
の
経
営
悪
化
を
乗
り
切
り
得
た
の
は
、
労
働
側
の
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
経
営
側
の
打
ち
出

ダイキン工業労働組合第 1回定期大会（1973 年 10 月 23 日）
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職
層
の
初
任
年
齢
お
よ
び
平
均
年
齢
が
、
急
速
に
高
齢
化
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
従
業
員
の
モ
ラ
ー
ル
の
低
下
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。

こ
う
し
た
現
状
認
識
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
改
革
の
中
心
的
な
考
え
方
は
、
能
力
主
義
的
人
事
管
理
の
推
進
で
あ
る
。
前
章

で
述
べ
た
よ
う
に
、
す
で
に
ダ
イ
キ
ン
工
業
で
は
一
九
六
九
年
に
資
格
制
度
が
導
入
さ
れ
、
能
力
主
義
的
人
事
管
理
へ
の
移

行
が
図
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
運
用
状
況
の
調
査
か
ら
は
、
賃
金
の
中
央
平
均
化
傾
向
に
端
的
に
現
れ
た
よ
う
に
、
必

ず
し
も
当
初
の
意
図
ど
お
り
に
「
能
力
」
と
処
遇
が
、
関
連
づ
け
ら
れ
る
方
向
へ
は
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
今
回
の
改
革
で
は
、
能
力
評
価
に
基
づ
き
、
個
々
人
の
処
遇
の
差
異
を
よ
り
明
確
化
す
る
方
向
が
目
指
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
新
た
に
能
力
評
価
の
基
準
と
し
て
、
年
齢
・
性
別
ご
と
に
、
企
業
ニ
ー
ズ
か
ら
設
定
さ
れ
た
「
能
力
成
長
パ
タ
ー

ン
」
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
担
当
職
、
中
堅
指
導
職
、
管
理
専
門
職
の
三
職
層
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
か
つ

そ
の
三
層
は
、
従
来
よ
り
も
三
等
級
増
や
し
て
、
十
四
等
級
に
分
け
ら
れ
た
資
格
等
級
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
。
中
堅
指
導
層

は
、
資
格
と
し
て
は
六
〜
八
級
、
役
職
と
し
て
は
組
長
・
係
長
に
相
当
し
、
期
待
能
力
の
適
否
に
よ
っ
て
大
き
く
差
を
つ
け
、

学
歴
間
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
も
生
じ
る
。
管
理
専
門
職
は
九
級
〜
十
四
級
、
課
長
以
上
に
相
当
し
、
経
営
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

実
力
主
義
に
よ
っ
て
差
が
つ
く
こ
と
と
し
た
。
評
価
方
法
と
し
て
は
「
日
頃
評
価
」
の
導
入
が
新
機
軸
で
あ
る
。
枠
に
縛
ら

れ
ず
、
た
だ
ち
に
結
果
に
は
結
び
つ
け
ず
、
か
つ
修
正
可
能
な
評
価
を
複
数
部
門
の
部
課
長
が
行
う
動
態
評
価
で
あ
り
、
評

価
行
為
の
公
平
性
・
納
得
性
を
高
め
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。

年
齢
構
成
に
関
す
る
直
接
の
対
処
策
と
し
て
は
、
管
理
職
位
の
新
設
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ラ
イ
ン
部
門
か
ら
営
業
開
発
や
研

究
な
ど
の
専
門
分
野
に
転
じ
た
場
合
で
も
、
組
織
長
と
同
等
の
能
力
発
揮
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
管
理
職
＝
組
織
長
の
ポ
ス
ト

開
く
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
七
七
年
に
は
、
労
働
協
議
会
か
ら
経
営
協
議
会
を
分
離
し
、
前
者
は
労
働
条
件
を
テ
ー
マ
と
す

る
交
渉
、
後
者
は
経
営
施
策
へ
の
組
合
の
意
見
・
提
言
の
場
と
し
て
、
明
確
化
さ
れ
た
。
組
合
活
動
の
複
雑
化
・
多
層
化
・

専
門
化
に
対
応
し
、
効
率
的
な
組
織
を
求
め
て
組
織
改
革
が
検
討
さ
れ
た
の
も
、
七
〇
年
代
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
七
九
年

の
臨
時
大
会
で
、
中
央
委
員
会
の
議
決
と
執
行
の
機
能
を
分
離
す
る
改
革
案
が
可
決
さ
れ
、
運
動
方
針
、
予
算
案
の
審
議
を

中
心
に
組
合
の
総
意
の
決
定
は
大
会
で
、
議
決
の
た
め
の
深
い
審
議
と
決
定
に
機
動
性
を
有
す
る
案
件
に
つ
い
て
の
日
常
的

議
決
は
、
中
央
委
員
会
が
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。
執
行
機
関
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
中
央
執
行
委
員
会
が
担
当
し
、
そ

の
委
員
は
専
従
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

人
事
の
時
代

│
人
事
制
度
改
革
へ
の
取
り
組
み

一
方
、
経
営
側
か
ら
も
、
山
田
稔
社
長
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
に
、
新
た
な
人
事
制
度
構
築
の
動
き
が
具
体
化
し
た
。

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
に
実
施
さ
れ
た
資
格
制
度
、
賃
金
体
系
お
よ
び
評
価
制
度
に
関
わ
る
改
善
政
策
が
、
そ
れ
で
あ

る
。こ

の
時
期
に
、
大
規
模
か
つ
先
進
的
な
人
事
制
度
改
革
が
遂
行
さ
れ
た
背
景
に
は
、
高
度
経
済
成
長
期
と
は
異
な
る
経
営

環
境
に
対
し
て
、
的
確
に
対
応
し
う
る
人
事
制
度
構
築
へ
の
切
望
が
あ
っ
た
。
新
し
い
発
想
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
実
行
の
基

盤
と
な
る
、
仕
事
に
対
す
る
士
気
の
高
揚
を
促
す
人
事
管
理
制
度
の
導
入
が
、
切
実
な
も
の
と
し
て
求
め
ら
れ
た
。
よ
り
具

体
的
な
問
題
と
し
て
も
、
従
業
員
の
年
齢
構
成
の
変
化
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、
自
他
と
も
に
認
め
る

平
均
年
齢
の
低
い
企
業
で
あ
っ
た
が
、
新
規
採
用
者
の
相
対
的
減
少
が
続
い
た
た
め
に
、
こ
の
こ
ろ
に
は
急
速
な
平
均
年
齢

の
上
昇
が
生
じ
て
い
た
。
と
く
に
、
課
長
職
前
後
の
三
十
〜
四
十
歳
の
構
成
が
著
し
く
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
影
響
で
管
理
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と
な
っ
た
。
周
辺
地
域
の
宅
地
化
に
伴
い
、
居
住
圏
と
の
接
近
が
問
題
を
発
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

淀
川
製
作
所
は
被
害
発
生
の
つ
ど
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て
補
償
等
の
対
応
を
行
い
、
問
題
解
決
に
努
め
て
き
た
。
被
害
補

償
対
象
地
の
買
収
も
進
め
て
い
た
。
堺
製
作
所
に
お
い
て
も
、
防
音
装
置
や
防
音
壁
の
設
置
、
最
新
式
の
強
力
集
塵
装
置
の

導
入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
の
改
善
が
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
堺
製
作
所
の
場
合
、
道
路
一
つ
隔
て
た
場
所
に
団
地

が
あ
る
よ
う
に
、
大
阪
の
人
口
増
大
に
起
因
す
る
居
住
空
間
と
工
場
と
の
近
接
化
の
進
行
が
、
著
し
か
っ
た
。
そ
の
団
地
住

民
と
の
話
し
合
い
は
円
滑
に
進
ま
ず
、
つ
い
に
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
七
月
に
一
週
間
の
鋳
造
工
場
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の

操
業
停
止
、
さ
ら
に
八
月
に
は
鋳
造
工
場
の
操
業
全
面
停
止
の
事
態
と
な
っ
た
。
以
後
、
小
規
模
な
電
気
炉
溶
解
を
中
心
と

す
る
小
規
模
生
産
に
切
り
替
え
、
そ
れ
も
七
二
年
六
月
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
周
辺
地
域
社
会
と
の
軋あ

つ
れ
き轢
を
防
ぐ
第
一
の
方
策
が
、
公
害
対
策
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ダ
イ
キ

ン
工
業
は
、
一
九
七
〇
年
に
、
公
害
問
題
の
組
織
的
な
対
策

と
予
防
措
置
の
実
施
の
た
め
、
常
務
取
締
役
を
委
員
長
と
す

る
全
社
的
組
織
と
し
て
、
公
害
対
策
委
員
会
を
設
置
し
た
。

七
四
年
に
、
大
阪
府
公
害
防
止
条
例
が
施
行
さ
れ
た
際
に
は
、

石
油
危
機
後
の
経
営
悪
化
の
只
中
で
は
あ
っ
た
が
、
同
年
の

全
社
投
資
額
の
一
三
％
を
排
ガ
ス
対
策
設
備
、
排
水
処
理
設

備
な
ど
の
設
置
に
投
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
の
面
で
の
対
策
と
と
も
に
重
視
さ
れ

た
の
が
、
地
域
社
会
と
の
交
流
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
設

に
つ
か
な
く
て
も
、
管
理
職
位
と
し
て
管
理
職
と
同
等
の
処
遇
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
組
織
の
簡
素
化

と
専
門
分
野
で
の
活
躍
を
評
価
す
る
環
境
が
整
え
ら
れ
た
。

一
九
七
九
年
の
定
年
延
長
（
五
十
六
歳
か
ら
六
十
歳
へ
）
も
重
要
で
あ
る
。
人
口
構
造
の
高
齢
化
を
受
け
、
定
年
延
長
は

社
会
的
な
要
請
と
な
っ
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
お
い
て
も
、
中
堅
層
の
厚
い
年
齢
構
成
が
、
早
晩
、
社
内
人
口
の
高
齢

化
を
招
く
と
の
予
想
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
制
度
変
革
に
踏
み
切
る
企
業
は
、
当
時
は
ま
だ
少

な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
が
先
駆
的
に
定
年
延
長
に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
は
、
高
齢
化
ス
ピ
ー
ド
の

他
社
に
も
優
る
速
さ
を
敏
感
に
認
識
し
、
増
大
す
る
高
齢
層
の
処
遇
に
つ
い
て
、
新
た
な
制
度
化
の
必
要
性
を
模
索
し
つ
つ

あ
っ
た
、
山
田
社
長
を
は
じ
め
と
す
る
人
事
部
門
の
英
断
が
あ
っ
た
。
こ
の
改
正
の
意
味
は
、
た
ん
に
定
年
年
齢
を
引
き
上

げ
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
中
高
齢
層
の
処
遇
を
再
検
討
し
、
社
内
活
力
の
維
持
を
図
る
こ
と
を
、
そ
の
目
的
に
含

ん
だ
改
革
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

地
域
社
会
と
の
関
係
構
築

製
造
す
る
場
と
し
て
の
「
工
場
」
を
持
つ
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
と
っ
て
、
工
場
が
立
地
す
る
地
域
社
会
と
の
良
好
な
関
係
の

構
築
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
歴
史
に
お
い
て
、
地
域
社
会
と
の
本
格
的
な
接
触
は
「
公
害
」
を
媒

介
と
し
て
い
た
。
戦
後
ま
も
な
い
こ
ろ
か
ら
、
淀
川
製
作
所
で
は
周
辺
の
農
家
か
ら
、
し
ば
し
ば
農
作
物
の
変
質
や
役
牛
へ

の
被
害
な
ど
の
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
至
っ
て
も
、
連
年
、
水
稲
や
高
級
蔬そ

さ
い菜
へ
の
影
響

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
お
も
な
原
因
は
、
化
学
工
場
で
の
フ
ロ
ン
製
造
過
程
で
、
故
障
時
に
起
き
る
ガ
ス
の
漏
出
と
考
え
ら

れ
た
。
堺
製
作
所
で
も
、
鋳
造
工
場
か
ら
発
生
す
る
鋳
型
砂
や
炭
塵
、
合
成
樹
脂
皮
膜
が
焼
け
る
と
き
の
悪
臭
な
ど
が
問
題

堺鋳造工場のキューポラ
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定
の
第
二
次
長
期
経
営
計
画
で
は
、
環
境
保
全
対
策
と
し
て
、
地
域
社
会
と
の
融
和
を
保
つ
こ
と
が
、
公
害
の
防
止
に
関
し

て
他
企
業
・
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
て
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
、
工
場
の
公
害
発
生
防
止
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ

と
に
加
え
て
、
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
方
針
の
周
知
徹
底
と
実
現
を
図
る
た
め
に
、
七
三
年
八
月
、
他
社
に
先
駆
け
て
各

事
業
場
に
「
地
域
社
会
課
」
が
設
置
さ
れ
た
。
日
常
の
交
流
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
要
望
を
取
り
上
げ
、
地
域
住
民
の
企
業

活
動
へ
の
理
解
を
得
る
活
動
に
、
本
腰
で
取
り
組
む
こ
と
の
表
明
で
あ
っ
た
。
現
在
、
二
万
数
千
人
が
集
い
、
夏
の
風
物
詩

と
な
っ
て
い
る
事
業
所
で
の
大
盆
踊
り
大
会
は
、
こ
の
交
流
活
動
の
一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
淀
川
製

作
所
で
は
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
剣
道
を
教
え
る
「
ち
び
っ
子
剣
道
場
・
有
心
館
」
を
設
置
し
、
堺
製
作
所
金
岡
工
場
で
は

工
場
内
プ
ー
ル
を
、
地
域
の
人
び
と
に
開
放
し
て
い
る
。
負
の
関
係
＝
公
害
問
題
の
克
服
の
な
か
で
、
地
域
社
会
と
の
連
携

を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
確
か
に
根
づ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

３　

技
術
力
強
化
へ
の
新
た
な
取
り
組
み

研
究
開
発
体
制
の
構
築

研
究
開
発
は
メ
ー
カ
ー
の
生
命
線
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
お
い
て
も
、
創
業
以
来
、
各
製
作
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

開
発
活
動
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
一
九
七
〇
年
代
の
新
機
軸
の
一
つ
は
、
研
究
部
門
が
独
立
の
組
織
と
し
て

社
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
二
月
、
堺
製
作
所
研
究
部
の
改
組
に
よ
っ
て
誕
生

し
た
空
調
研
究
所
が
、
そ
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
当
初
の
陣
容
は
五
九
人
。
テ
ー
マ
は
基
礎
研
究
室
が
空
調
の
熱
交
換
器
と

材
料
、
応
用
研
究
室
が
環
境
関
連
、
そ
し
て
淀
川
製
作
所
内
の
分
室
は
吸
収
式
冷
凍
機
と
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

大盆踊り大会（淀川製作所グラウンド）

金岡工場内のプール「ちびっ子剣道場・有心館」
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回
る
し
か
な
い
。
自
主
技
術
の
蓄
積
こ
そ
が
、
製
品
開
発
競
争
に
生
き
残
っ
て
い
く
唯
一
の
道
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、

す
で
に
社
長
就
任
時
の
山
田
稔
に
と
っ
て
、
確
固
た
る
信
念
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
山
田
の
意
気
込
み
は
、
石
油
危
機
に
起
因
す
る
経
営
悪
化
に
よ
っ
て
、
し
ば
ら
く
は
繰
り
延
べ
を
強
い
ら

れ
た
。
経
営
回
復
ま
も
な
い
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
、
金
岡
工
場
内
に
電
子
技
術
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ
、
こ
こ
に

構
想
は
具
体
化
し
て
地
歩
が
固
め
ら
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
長
に
は
、
元
・
通
産
省
電
子
技
術
総
合
研
究
所
の
幹
部
を
招
聘
し
た
。

ま
た
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
期
採
用
に
加
え
て
中
途
で
の
採
用
も
積
極
的
に
図
り
な
が
ら
、
人
材
の
確
保
に
努
め
た
が
、
こ
の

点
こ
そ
が
、
セ
ン
タ
ー
設
立
の
枢
要
な
目
的
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
需
要
超
過
の
電
子
技
術
者
の
確
保
に
は
、
ダ
イ
キ

ン
工
業
が
電
子
技
術
へ
幅
広
い
関
心
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

研
究
は
、
圧
縮
機
制
御
、
冷
媒
制
御
、
空
調
シ
ス
テ
ム
制
御
な
ど
の
諸
テ
ー
マ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
翌
一
九
八
〇
年
に

は
、
新
鋭
設
備
を
整
え
て
滋
賀
製
作
所
の
新
建
屋
に
移
転
、
新
た
に
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
、
湿
度
セ
ン
サ
ー
、
快
適
セ
ン
サ
ー

な
ど
の
テ
ー
マ
が
追
求
さ
れ
た
。
並
行
し
て
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
し
て
、
保
有
の
機
械
技
術
と
電
子
技
術
を
ド
ッ
キ
ン
グ
し
、

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
を
含
む
新
商
品
や
新
事
業
の
探
索
・
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
。
八
五
年
に
は
、
電

子
技
術
研
究
所
へ
と
改
称
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
組
織
上
の
格
上
げ
を
伴
っ
た
措
置
で
あ
り
、
さ
ら
に
研
究
テ
ー
マ
の
充
実
と

事
業
部
門
支
援
が
進
め
ら
れ
た
。
後
述
の
イ
ン
バ
ー
タ
技
術
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
成
果
は
、
事
業
部
門
へ
と
還
元

さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ダ
イ
キ
ン
電
子
大
学

電
子
技
術
へ
の
対
応
で
は
、「
ダ
イ
キ
ン
電
子
大
学
」
の
創
設
に
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
機
械

研
究
テ
ー
マ
は
食
品
凍
結
・
貯
蔵
、
環
境
機
器
に
広
が
っ
た
た
め
、
七
五
年
に
名
称
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
研
究
所
」
に
改

め
ら
れ
た
。
こ
の
研
究
所
を
母
体
に
、
電
子
技
術
セ
ン
タ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
部
、
Ｃ
Ａ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
が
生
ま
れ
、
分

離
し
て
い
く
。
本
体
の
「
研
究
所
」
は
、
八
五
年
十
一
月
に
電
子
技
術
セ
ン
タ
ー
が
電
子
技
術
研
究
所
と
改
称
さ
れ
た
の
を

機
に
、
機
械
技
術
研
究
所
と
命
名
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
全
社
の
機
械
分
野
の
研
究
所
と
し
て
、
全
事
業
部
門
の
機
械

関
連
の
テ
ー
マ
と
積
極
的
に
取
り
組
む
方
向
に
進
ん
で
い
く
。

一
方
、
化
学
部
門
は
久
保
内
良
彦
専
務
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
、
事
業
部
内
で
研
究
部
門
の
拡
充
が
図
ら
れ
た
点
に

特
徴
が
あ
っ
た
。
研
究
部
門
の
人
員
は
、
一
九
八
〇
年
の
一
四
五
名
か
ら
八
五
年
の
二
三
六
名
へ
と
増
大
し
、
同
年
に
は
事

業
部
人
員
の
二
四
％
を
占
め
た
。
成
長
産
業
と
見
ら
れ
て
い
た
生
化
学
、
医
農
薬
や
情
報
産
業
関
連
製
品
の
分
野
に
も
、
研

究
開
発
の
テ
ー
マ
を
広
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
情
報
産
業
関
連
製
品
で
は
、
半
導
体
製
造
で
エ
ッ
チ
ン
グ
に
使
用
す
る
レ

ジ
ス
ト
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
鞘
材
、
圧
電
体
な
ど
が
商
品
化
さ
れ
た
。
ガ
ス
、
樹
脂
の
既
存
製
品
に
関
し

て
も
、
活
発
な
研
究
が
行
わ
れ
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
新
製
品
が
開
発
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
活
発
な
研
究
の
結
果
、
年
平
均
特
許
出

願
件
数
が
、
八
〇
年
代
前
半
に
は
ほ
ぼ
倍
増
の
一
三
四
件
と
な
っ
た
。

電
子
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
子
技
術
研
究
所
へ

技
術
力
の
育
成
に
お
い
て
、
と
く
に
重
視
さ
れ
た
の
が
、
先
に
も
触
れ
た
電
子
技
術
の
導
入
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、

ダ
イ
キ
ン
工
業
の
得
意
分
野
と
す
る
機
械
製
品
群
で
も
、
電
子
技
術
の
応
用
が
焦
眉
の
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
も
っ
と

も
、
当
座
の
対
応
は
電
子
部
品
の
購
買
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
し
、
購
買
方
針
を
続
け
る
こ
と
も
、
コ
ス
ト
面
か
ら
は
選
択

肢
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
技
術
を
内
部
化
し
て
い
な
い
メ
ー
カ
ー
は
、
結
局
は
電
子
技
術
の
応
用
に
お
い
て
後
手
に
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４　

事
業
の
再
構
築

石
油
危
機
と
空
調
部
門

で
は
、
本
章
で
扱
う
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
前
半
、
各
事
業
部
門
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
時
期
、
と
り
わ
け
大
き
な
変
動
を
経
験
し
た
の
が
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
最
大
の
事
業
と
な
っ
た
空
調
部
門
で
あ
っ
た
。

空
調
部
門
の
売
り
上
げ
は
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
年
々
伸
長
し
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
に
は
全
社
総
売
上
高

の
七
〇
％
を
超
え
る
に
至
っ
て
い
た
。
製
造
・
販
売
の
中
心
は
産
業
用
空
調
機
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
、
住
宅
用
空
調
機
へ

の
本
格
的
再
参
入
も
果
た
し
て
お
り
、
七
〇
年
に
住
宅
用
空
調
専
門
の
滋
賀
工
場
が
本
格
稼
働
に
入
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

利
益
額
は
販
売
増
加
に
見
合
っ
た
か
た
ち
で
は
増
大
し
て
お
ら
ず
、
利
益
率
の
低
下
が
憂
慮
さ
れ
て
い
た
の
が
、
七
〇
年
代

初
頭
の
空
調
部
門
の
状
況
で
あ
っ
た
。

一
九
七
三
年
の
産
業
、
住
宅
お
よ
び
冷
凍
空
調
の
三
事
業
部
制
の
設
置
は
、
こ
の
問
題
へ
の
対
処
を
企
図
し
た
組
織
改
革

で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
で
は
、
す
で
に
六
五
年
に
化
学
お
よ
び
特
機
事
業
部
、
七
三
年
に
油
機
事
業
部
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
性
質
の
異
な
る
事
業
部
門
ご
と
に
、
製
販
一
体
の
事
業
展
開
が
図
ら
れ
て
い
た
。
製
造
・
営
業
の
横
割
り

の
組
織
を
と
っ
て
き
た
空
調
部
門
内
で
も
、
製
品
に
よ
っ
て
製
造
技
術
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
の
面
で
か
な
り
の
相
違
が

あ
る
こ
と
、
戦
略
策
定
の
責
任
者
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、「
自
主
性
」「
責
任
」
を
重
ん
じ
た
体
制
づ
く

り
の
回
答
と
し
て
、
三
事
業
部
の
設
定
が
導
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
事
業
部
制
へ
の
移
行
ま
も
な
く
、
石
油
危
機
後
の
大
幅
な
需
要
減
退
が
空
調
部
門
を
襲
っ
た
。
三
事
業
部
合
わ

技
術
者
へ
、
電
子
工
学
の
知
識
を
教
育
す
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
社
内
に
お
け
る
電
子

技
術
者
の
不
足
へ
の
対
応
で
あ
る
と
と
も
に
、
専
門
の
電
子
技
術
者
だ
け
で
は
な
く
「
電

子
の
分
か
っ
た
機
械
技
術
者
」
を
育
て
る
こ
と
で
、
開
発
や
生
産
活
動
の
新
し
い
展
開
の

チ
ャ
ン
ス
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
の
藤
沢
俊
男
学
部
長
の

全
面
的
な
協
力
を
得
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
大
阪
大
学
で
編
成
さ
れ
、
阪
大
の
教
授
陣
が

講
義
・
実
習
を
担
当
し
て
い
る
。
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
八
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
初
級
コ
ー
ス
」
は
、
総
時
間
数
で
二
〇
〇
時
間
に
及
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
毎
週
金
曜

日
・
土
曜
日
に
開
講
、
六
カ
月
間
で
消
化
し
た
。
受
講
者
は
、
各
職
場
か
ら
選
抜
さ
れ
た

三
十
五
歳
以
下
の
機
械
技
術
者
で
あ
る
。
八
四
年
の
四
期
ま
で
に
、
合
計
一
二
七
名
が
初

級
コ
ー
ス
の
受
講
を
終
え
た
。

一
九
八
四
年
か
ら
は
、「
新
入
社
員
コ
ー
ス
」
が
新
設
さ
れ
、
導
入
教
育
の
一
環
と
し
て
全
員
必
修
科
目
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
同
年
か
ら
、
入
社
三
〜
七
年
を
対
象
に
四
年
計
画
の
「
上
級
コ
ー
ス
」
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
専
門
技
術
者
の
確
保

と
「
電
子
の
分
か
る
機
械
技
術
者
」
の
育
成
。
電
子
技
術
の
導
入
と
定
着
に
投
じ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
努
力
が
、
電
機
メ
ー

カ
ー
と
の
鎬し

の
ぎ

を
削
る
競
争
に
も
耐
え
う
る
、
ダ
イ
キ
ン
の
技
術
力
の
基
盤
と
し
て
結
実
す
る
の
で
あ
る
。

ダイキン電子大学開校式
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ま
ず
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
っ
て
、「
冷
夏
」
に
よ
っ
て
販
売
台
数
が
落
ち
込
ん
で
も
収
益
を
確
保
し
う
る
、
高
収
益
の
体

質
が
目
指
さ
れ
た
。
一
九
八
一
年
の
「
空
調
事
業
経
営
改
善
計
画
」
は
、
そ
の
具
体
化
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

目
標
の
明
確
化
と
と
も
に
展
開
テ
ー
マ
（
販
売
網
強
化
計
画
／
販
売
会
社
の
自
立
的
黒
字
化
計
画
／
人
の
効
率
化
と
販
売
費
削
減

計
画
）
を
定
め
た
。
人
員
の
ス
リ
ム
化
、
購
入
品
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
が
求
め
ら
れ
、
堺
製
作
所
金
岡
工
場
で
は
、
八
一

年
に
取
引
の
あ
っ
た
二
五
〇
社
に
対
し
、
向
こ
う
三
年
間
で
一
五
％
の
コ
ス
ト
引
き
下
げ
を
要
請
し
て
い
る
。
結
果
的
に
は

一
一
％
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
実
現
し
、
八
五
年
に
「
お
取
引
先
感
謝
の
夕
べ
」
を
催
し
た
。

一
九
八
三
年
に
は
、「
完
全
な
全
天
候
型
経
営
体
質
の
実
現
」
へ
向
け
、
さ
ら
に
抜
本
的
な
事
業
改
革
が
試
み
ら
れ
た
。

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
重
点
主
義
」
で
あ
る
。
と
く
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
高
野
元
伸
専

務
取
締
役
空
調
営
業
本
部
長
は
「
国
内
シ
ェ
ア
三
〇
％
獲
得
」
を
宣
言
し
た
。
当
時
の
シ
ェ
ア
は
一
九
・
三
％
で
あ
っ
た
か

ら
、
相
当
に
高
い
目
標
で
あ
り
、
実
際
に
も
八
五
年
の
シ
ェ
ア
は
二
一
・
三
％
へ
の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

間
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
の
生
産
が
顕
著
な
増
加
を
み
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。
八
五
年
に
は
売
上
高
が
四
二
二
億
円

へ
達
し
、
同
年
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
三
二
二
億
円
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
空
調
部
門
は
、
八
〇
年

代
前
半
に
再
び
業
務
用
エ
ア
コ
ン
を
柱
と
す
る
事
業
構
造
と
な
っ
た
。

販
売
網
の
自
立
化

│
販
売
会
社
の
設
立
と
展
開

ダ
イ
キ
ン
工
業
の
空
調
事
業
に
お
い
て
、
自
立
的
販
売
網
の
形
成
は
一
九
七
〇
年
代
の
達
成
目
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ

の
中
心
的
な
担
い
手
は
、
各
地
に
設
立
さ
れ
た
販
売
会
社
で
あ
る
。

販
売
会
社
設
立
の
契
機
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
伸
び
始
め
た
住
宅
用
空
調
事
業
に
あ
っ
た
。
一
九
七
二
（
昭
和

せ
て
、
一
九
七
四
年
の
売
上
高
六
一
五
億
円
が
七
五
年
に
一
挙
に
四
七
二
億
円
に
ま
で
落
ち
込
み
、
そ
の
後
の
二
年
間
に
わ

た
っ
て
七
四
年
レ
ベ
ル
の
売
上
高
に
達
し
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
の
販
売
不
振
が
深
刻
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
住
宅
空
調
事
業
部
は
、
七
五
年
の
わ
ず
か
な
売
り
上
げ
減
（
前
年
比
一
・
五
％
）
を
除
い
て
、
一
貫
し
た
売
上
高

の
増
加
を
み
せ
て
い
た
。
石
油
危
機
後
の
空
調
部
門
は
、
堅
調
な
発
展
を
み
せ
た
住
宅
空
調
部
門
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
空
調
部
門
に
お
け
る
事
業
構
造
の
変
化
を
来
す
も
の
で
あ
っ
た
。
七
七
年
の
改
組
（
冷
暖
房
機

事
業
部
と
空
調
低
温
事
業
部
の
二
事
業
部
制
体
制
へ
）
は
、
そ
の
反
映
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
体

制
も
、
空
調
低
温
事
業
部
の
欠
損
を
受
け
、
再
度
の
組
織
改
編
に
至
る
。
七
八
年
十
二
月
、
二
事
業
部
は
廃
止
さ
れ
、
空
調

営
業
本
部
と
空
調
生
産
本
部
の
二
本
部
が
設
置
さ
れ
た
。
事
業
採
算
の
悪
化
の
な
か
で
、
製
販
分
離
型
組
織
が
改
め
て
採
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
大
冷
夏
」
と
全
天
候
型
経
営
体
質
の
確
立
へ

空
調
業
界
の
市
況
は
、
夏
季
の
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
こ
ろ
に
は
、
全
体
と
し
て
回
復
に
向

か
い
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
七
九
年
に
空
調
部
門
全
体
で
黒
字
を
回
復
し
た
。
そ
れ
が
再
び
、
八
〇
年
に
大
幅
な
販
売
減
少
に

見
舞
わ
れ
た
。〝
大
冷
夏
〟
を
直
接
の
原
因
と
す
る
今
回
の
販
売
不
振
は
、
石
油
危
機
後
と
は
異
な
っ
て
住
宅
空
調
部
門
で

顕
著
に
現
れ
た
。
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
は
、
三
〇
％
近
い
販
売
減
を
記
録
し
、
工
場
で
は
大
減
産
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

滋
賀
第
二
工
場
の
竣
工
（
八
〇
年
）
も
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
最
悪
で
あ
り
、
経
営
上
の
負
担
と
な
っ
た
。
八
二
年
の
再

度
の
「
大
冷
夏
」
も
あ
り
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
は
八
〇
〜
八
二
年
の
間
、
赤
字
を
続
け
た
。

「
全
天
候
型
経
営
体
質
の
確
立
」
は
、
こ
の
事
態
へ
の
対
応
策
と
し
て
経
営
陣
が
打
ち
出
し
た
経
営
改
革
の
目
標
で
あ
っ
た
。
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わ
っ
て
い
る
。
そ
の
人
員
の
供
給
源
は
、
七
五
年
夏
の
大
量
返
品
と
在
庫
増
に
よ
っ
て
発
生
し
た
、
五
〇
〇
人
か
ら
六
〇
〇

人
と
も
い
わ
れ
た
工
場
の
余
剰
人
員
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
都
市
圏
の
ほ
と
ん
ど
に
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、
自
前
の
販
売

会
社
を
配
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
地
方
有
力
都
市
圏
の
一
部
に
も
、
販
売
会
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

販
売
会
社
が
任
務
と
し
た
の
は
、
ダ
イ
キ
ン
製
品
を
専
門
に
手
掛
け
る
販
売
店
や
ダ
イ
キ
ン
製
品
の
シ
ェ
ア
の
高
い
販
売

店
の
開
発
、
育
成
お
よ
び
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
で
あ
る
。
地
元
出
身
の
固
有
社
員
と
、
営
業
未
経
験
の
出
向
者
に
よ
っ

て
担
わ
れ
た
こ
の
販
売
店
開
拓
は
、
当
初
は
苦
労
の
連
続
で
あ
り
、
経
費
と
累
積
損
失
の
増
大
に
苦
し
ん
だ
が
、
一
九
七
八

年
に
は
販
売
会
社
の
売
り
上
げ
は
空
調
売
り
上
げ
の
三
一
％
を
示
す
に
至
っ
た
。
と
く
に
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
は
販
売
台

数
の
五
二
％
が
販
売
会
社
を
経
由
す
る
販
売
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
の

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
販
売
不
振
を
受
け
て
、
販
売
会
社
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
に
主
軸

を
置
く
よ
う
に
な
り
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
は
中
大
型
・
マ
ル
チ
が
中
心
と
な
っ
た
。
こ

う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
ダ
イ
キ
ン
は
、
空
調
プ
ロ
店
（
空
調
業
者
、
設
備
業
者
、
電
気
工

事
店
、
冷
凍
機
器
店
な
ど
）
へ
と
販
売
ル
ー
ト
を
シ
フ
ト
し
、
そ
れ
に
電
材
卸
・
管
材
卸

な
ど
の
卸
業
者
を
通
じ
た
ル
ー
ト
、
そ
し
て
ダ
イ
キ
ン
の
設
備
代
理
店
（
サ
ブ
コ
ン
＝
テ

リ
ト
リ
ー
を
持
っ
た
技
術
商
社
）
ル
ー
ト
の
三
つ
の
販
売
網
を
確
立
し
た
。
空
調
プ
ロ
店

支
援
策
と
し
て
は
、
設
計
事
務
所
、
建
設
会
社
、
官
公
庁
な
ど
へ
の
製
品
Ｐ
Ｒ
と
ス
ペ
ッ

ク
イ
ン
（
仕
様
織
り
込
み
）
活
動
の
強
化
が
な
さ
れ
た
。
ス
ペ
ッ
ク
イ
ン
活
動
で
「
種
ま

き
」
を
し
、
プ
ロ
店
で
そ
れ
を
「
刈
り
取
」
る
。
こ
れ
を
両
輪
と
し
た
営
業
活
動
の
強
化

四
十
七
）
年
八
月
の
常
務
会
に
販
売
会
社
設
立
案
が
提

出
さ
れ
、「
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
だ
け
で
は
経
営
困
難
」

と
の
意
見
の
強
い
な
か
、
山
田
稔
社
長
の
決
断
に
よ
っ

て
、
試
行
的
に
東
京
・
大
阪
に
一
社
ず
つ
販
売
会
社

（
東
京
西
ダ
イ
キ
ン
空
調
株
式
会
社
と
北
大
阪
ダ
イ
キ
ン
空

調
株
式
会
社
）
が
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
一
〇
〇
％
出
資

に
よ
っ
て
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
三
年
末
に
は

神
奈
川
ダ
イ
キ
ン
空
調
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
さ
ら

に
翌
七
四
年
六
月
の
第
二
次
販
売
網
整
備
強
化
計
画
で
、

さ
ら
な
る
販
売
会
社
の
増
設
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
の
販

売
会
社
設
立
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
石
油
危
機
後
の

製
造
部
門
に
発
生
し
た
、
余
剰
人
員
を
吸
収
す
る
役
割

も
あ
っ
た
。
七
四
年
十
二
月
に
関
東
、
京
葉
、
京
滋
、

神
戸
の
四
社
が
設
立
さ
れ
、
次
い
で
翌
七
五
年
の
二
月

に
は
静
岡
お
よ
び
中
九
州
、
八
月
に
は
南
大
阪
、
東
中

国
の
各
販
売
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

既
存
取
引
先
の
経
営
権
を
譲
渡
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
北

九
州
、
中
京
、
千
代
田
、
三
信
、
宮
崎
の
各
社
が
加

空調販売会社の記事（『ダイキンタイムズ』122
号）

東京西ダイキン空調社員募集広告
（1973 年 7 月）

北大阪ダイキン空調開設発会式レセプション
（1973 年 3 月 1 日）

空調設備展（科学技術館）
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系
列
の
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
か
ら
、
坪
井
靖
専
務
を
指
導
役
に
招
い
て
、
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の
工
場
で
の
体
験
実
習
が
繰
り
返
さ
れ

た
。
坪
井
専
務
は
、
同
年
十
月
に
は
ダ
イ
キ
ン
工
業
顧
問
と
な
り
、
以
後
、
八
四
年
十
一
月
ま
で
月
一
回
の
定
例
指
導
が
続

く
こ
と
に
な
る
。

一
九
七
八
年
九
月
、
堺
製
作
所
金
岡
工
場
で
の
小
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
組
み
立
て
ラ
イ
ン
の
「
一
個
流
し
」
混
合
生
産

が
開
始
さ
れ
、
十
月
に
新
た
に
竣
工
し
た
堺
臨
海
工
場
で
も
、
圧
縮
機
の
生
産
ラ
イ
ン
で
Ｐ
Ｄ
Ｓ
導
入
に
マ
ッ
チ
し
た
Ｕ
字

型
の
機
械
配
列
を
行
い
、
一
人
当
た
り
多
工
程
持
ち
が
実
施
さ
れ
た
。
生
産
必
要
量
が
「
信
号
」（
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
で
い
う
と

こ
ろ
の
「
カ
ン
バ
ン
」）
に
よ
っ
て
指
示

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
定
着
し
て
い
っ
た
。

七
八
年
十
一
月
に
は
、
滋
賀
製
作
所
で

も
キ
ッ
ク
オ
フ
が
宣
言
さ
れ
、
八
〇
年

十
二
月
に
は
全
組
み
立
て
ラ
イ
ン
が
平

準
化
生
産
へ
の
移
行
を
完
了
し
た
。

社
内
で
の
組
み
立
て
ラ
イ
ン
、
半
製

品
ラ
イ
ン
、
圧
縮
機
ラ
イ
ン
の
平
準
化

が
軌
道
に
乗
っ
た
の
ち
は
、
外
注
部
品

の
管
理
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

一
九
七
九
年
一
月
か
ら
、
協
力
工
場
の

四
社
を
対
象
に
、
段
取
り
替
え
の
改
善

に
よ
っ
て
、
前
述
の
重
点
商
品
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
）
の
販
売
シ
ェ
ア
の
上
昇
が
実
現
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

販
売
重
点
地
域
の
設
定
も
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
の
重
点
戦
略
の
一
環
で
あ
っ
た
。
と
く
に
力
を
入
れ
た
の
が
首
都
圏
戦

略
で
あ
る
。
大
阪
、
福
岡
、
名
古
屋
、
広
島
か
ら
多
数
の
社
員
を
、
東
京
支
店
の
営
業
や
首
都
圏
の
販
売
会
社
に
シ
フ
ト
し
、

大
量
の
人
員
を
動
員
し
て
空
調
プ
ロ
店
の
開
発
、
ス
ペ
ッ
ク
イ
ン
活
動
を
手
掛
け
た
。
八
五
年
に
は
、
全
販
売
会
社
の
黒
字

化
が
実
現
し
、
ま
た
五
社
が
株
主
配
当
を
開
始
し
て
い
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
七
〇
年
代
当
初
、
販
売
会
社
設
立
に

は
強
い
懸
念

│
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
み
で
販
売
会
社
の
経
営
は
成
り
立
つ
か
？

│
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
そ
の
懸

念
は
、
取
扱
商
品
の
う
え
で
も
、
ま
た
経
営
成
果
の
面
で
も
、
完
全
に
払
拭
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

生
産
シ
ス
テ
ム
の
革
新

│
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
導
入
と
展
開

生
産
に
関
し
て
特
筆
さ
れ
る
革
新
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
（Production of D

A
IK
IN
 System

）
の
導
入
と
展
開
で
あ
る
。
そ
の
契

機
は
、
や
は
り
石
油
危
機
後
の
経
営
悪
化
に
あ
っ
た
。
製
品
在
庫
の
大
幅
な
積
み
増
し
を
防
ぐ
に
は
、
販
売
と
生
産
の
密
接

な
連
携
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
需
要
対
応
の
面
で
も
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
短
縮
し
、
変
化
に
対
応
で
き
る
生
産
シ

ス
テ
ム
が
模
索
さ
れ
始
め
て
い
た
。
折
か
ら
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
の
生
産
方
式
が
公
開
さ
れ
、
ダ
イ
キ
ン
で
も
ト
ヨ
タ
生

産
シ
ス
テ
ム
の
勉
強
会
が
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
こ
ろ
か
ら
部
長
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
七
八
年
一
月
に
は

堺
製
作
所
長
に
よ
っ
て
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
導
入
の
キ
ッ
ク
オ
フ
が
宣
言
さ
れ
た
。

目
標
は
、
従
来
の
大
ロ
ッ
ト
生
産
を
や
め
て
多
機
種
を
同
時
に
効
率
よ
く
生
産
す
る
と
い
う
、
空
調
機
と
し
て
は
画
期
的

な
混
合
生
産
方
式
の
確
立
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
生
産
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
命
名
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
ト
ヨ
タ
か
ら

学
び
つ
つ
、
ダ
イ
キ
ン
の
土
壌
の
上
に
新
し
い
生
産
シ
ス
テ
ム
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
た
。
ト
ヨ
タ
自
動
車

金岡工場生産ラインPDS導入前

PDS導入後の混合生産ライン
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し
、
さ
ら
に
イ
ン
テ
リ
ア
性
を
求
め
て
、
天
埋
め
カ
セ
ッ
ト
形
へ
と
展

開
し
た
。

ダ
イ
キ
ン
工
業
の
屋
台
骨
を
支
え
る
画
期
的
製
品
「
ビ
ル
用
マ
ル

チ
」
の
開
発
に
着
手
し
た
の
は
、
こ
の
〝
ス
カ
イ
エ
ア
〟
が
軌
道
に
乗

り
始
め
た
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
七
〜
八
階
建
て
の
中
小
ビ
ル
市
場

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定
し
た
開
発
計
画
の
推
進
が
商
品
開
発
会
議
で
決

定
し
た
の
が
七
九
年
十
一
月
、
そ
れ
か
ら
異
例
の
二
年
半
に
及
ぶ
開
発

期
間
が
費
や
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
確
実
な
技
術
基
盤

│
省
エ
ネ
を
可

能
と
す
る
容
量
制
御
型
圧
縮
機
の
開
発
や
長
冷
媒
配
管
シ
ス
テ
ム
（
八

階
建
て
対
応
）
の
開
発
な
ど

│
の
形
成
を
経
て
、
つ
い
に
八
二
年
五

月
に
「
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
」
が
発
売
さ
れ
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
れ
ま
で
の
ビ
ル
空
調
の
基
本

で
あ
る
セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
を
排
し
、
個
別
制
御
・
部
分
運
転
に
基
づ
く

個
別
分
散
空
調
方
式
を
と
っ
た
点
に
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
可
能
と
な
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
従
来
比
で
二
〇
〜

四
〇
％
も
安
く
な
っ
た
。
個
々
の
機
械
も
小
型
と
な
り
、
省
ス
ペ
ー
ス

で
の
設
計
施
工
も
容
易
と
な
る
。
こ
れ
以
降
、
中
小
ビ
ル
の
空
調
は
個

別
分
散
空
調
方
式
の
採
用
が
主
流
と
な
り
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
一
〇
年

や
流
れ
作
業
化
、
信
号
運
用
の
実
施
が
図
ら
れ
、
八
一
年
に
は
職
場
長
、
組
長
ク
ラ
ス
が
特
定
の
協
力
工
場
に
、
専
任
で
長

期
の
派
遣
指
導
を
行
う
取
り
組
み
も
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
協
力
会
、
認
定
工
場
制
度
の
改
廃
が
行
わ
れ
、
各
製
作
所
に
外
注

協
力
会
を
設
置
し
、
全
社
的
に
購
買
先
を
購
買
協
力
会
と
し
て
位
置
づ
け
、
運
営
さ
れ
る
制
度
が
整
っ
た
。
認
定
工
場
は
、

単
年
度
的
な
制
度
に
切
り
替
え
ら
れ
、
優
秀
取
引
先
の
表
彰
制
度
（
ダ
イ
キ
ン
品
質
管
理
賞
な
ど
）
が
設
け
ら
れ
た
の
も
、

こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
外
注
取
引
先
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。

Ｐ
Ｄ
Ｓ
確
立
へ
の
取
り
組
み
は
、
長
期
に
わ
た
る
現
場
の
改
善
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、
短
期
的
な
成
果
を
強
調
す
る
こ
と

は
適
切
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
の
仕
掛
品
保
有
日
数
が
、
七
八
年
の
三
分
の
一
（
三
八
％
）
に

ま
で
減
少
し
た
こ
と
は
、
新
た
な
生
産
シ
ス
テ
ム
が
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
お
い
て
確
実
に
根
づ
き
始
め
た
こ
と
の
証
左
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

画
期
的
製
品
開
発
の
成
功

以
上
の
販
売
と
生
産
に
お
け
る
革
新
と
並
ん
で
、
現
在
に
つ
な
が
る
画
期
的
な
新
製
品
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
も
、
石
油
危

機
と
大
冷
夏
に
揺
れ
た
空
調
事
業
の
建
て
直
し
を
可
能
と
し
た
重
要
な
要
因
で
あ
る
。

ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
、
床
置
形
お
よ
び
天
吊
形
の
機
種
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
で
初

め
て
〝
フ
ロ
ン
ヒ
ー
ト
〟
を
搭
載
し
た
新
機
種
を
開
発
し
、
店
舗
向
け
市
場
に
供
し
た
。
以
後
、
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と

と
な
る
新
シ
リ
ー
ズ
〝
ス
カ
イ
エ
ア
〟
の
誕
生
で
あ
る
。
翌
七
九
年
、
薄
さ
三
二
セ
ン
チ
の
床
置
形
で
、
外
観
に
木
目
模
様

を
施
し
た
〝
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ッ
ド
〟
が
販
売
さ
れ
、
引
き
続
い
て
天
吊
形
室
内
機
で
一
九
・
八
セ
ン
チ
の
薄
さ
を
実
現
し
た

〝
完
薄
宣
言
〟
が
、
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
店
舗
用
エ
ア
コ
ン
の
主
流
は
、
床
置
形
か
ら
天
吊
形
へ
と
転
換

“ロイヤルウッド”
室内機

“完薄宣言”の室内機

ロータリー圧縮機搭載の
コンパクト化した室外機

天埋めカセット形マルチフロー型室内機
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で
も
開
発
が
検
討
さ
れ
た
が
、
コ
ス
ト
面
か
ら
み
て
不
採
算
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
八
三
年
に
家
電
メ
ー
カ
ー

が
い
っ
せ
い
に
イ
ン
バ
ー
タ
機
を
発
売
し
た
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
判
断
の
妥
当
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
量
産
に

よ
っ
て
イ
ン
バ
ー
タ
の
価
格
が
低
下
し
、
イ
ン
バ
ー
タ
エ
ア
コ
ン
は
、
コ
ス
ト
面
で
十
分
採
算
の
と
れ
る
機
種
と
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
初
の
イ
ン
バ
ー
タ
機
の
開
発
は
、
こ
う
し
て
翌
八
四
年
に
ず
れ
込
み
、
八
八
年
に
至
っ
て
、

よ
う
や
く
イ
ン
バ
ー
タ
搭
載
機
種
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
、
他
社
の
水
準
に
追
い
つ
い
た
。
空
調
事
業
に
お
け
る
八
〇
年
代
の

明
暗
（
業
務
用
の
隆
盛
と
住
宅
用
の
停
滞
）
は
、
製
品
開
発
面
で
の
差
異
が
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

化
学
事
業
の
発
展

化
学
事
業
の
軌
跡
は
、
空
調
部
門
の
動
向
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
空
調
事
業
は
、
第
一
次
石
油
危
機
後
に

は
業
務
用
、
大
冷
夏
に
は
住
宅
空
調
機
の
販
売
不
振
を
主
因
と
し
て
、
二
度
の
売

り
上
げ
減
と
部
門
損
益
で
の
赤
字
を
経
験
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
化
学
部
門

の
業
績
は
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
の
わ
ず
か
な
売
り
上
げ
前
年
比
減
を
除

け
ば
、
一
貫
し
て
右
肩
上
が
り
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
事
業
の
収
益
性
も
高

く
、
空
調
部
門
が
赤
字
を
続
け
る
七
五
、七
六
年
で
も
化
学
事
業
部
の
損
益
は
、

そ
れ
ぞ
れ
四
億
円
、
一
七
億
円
の
黒
字
を
出
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
も
売
上
高

比
一
〇
％
以
上
の
利
益
を
確
保
し
、
大
冷
夏
の
打
撃
の
な
か
で
ダ
イ
キ
ン
工
業
全

体
と
し
て
利
益
を
生
み
出
す
柱
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
化
学
事
業
の
新
た
な
展
開
は
、
新
製
品
の
開
発
と
、
そ
れ
を
商
品
化
す
る

間
で
一
〇
シ
リ
ー
ズ
の
商

品
化
を
行
っ
た
ビ
ル
用
マ

ル
チ
に
よ
っ
て
、
追
随
す

る
他
社
に
大
き
く
先
行
し

た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
七

年
に
開
発
さ
れ
た
「
Ｅ
Ｘ

シ
リ
ー
ズ
」
は
、
室
外
機

と
数
台
の
室
内
機
を
一
本

の
冷
媒
配
管
で
つ
な
ぐ
画

期
的
な
商
品
で
あ
り
、

い
っ
そ
う
の
市
場
・
用
途

の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
。

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
分
野
で
は
、
特
許
を
有
す
る
〝
フ
ロ
ン
ヒ
ー
ト
〟

技
術
を
基
盤
に
、
冷
暖
房
可
能
な
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
タ
イ
プ
へ
移
行
し
た
の

が
新
機
軸
で
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
に
販
売
が
始
ま
っ
た
大
幅
な
省
エ
ネ

機
〝
黒
潮
〟
が
、
そ
れ
に
当
た
る
。
し
か
し
、
イ
ン
バ
ー
タ
エ
ア
コ
ン
で

は
、
明
ら
か
に
製
品
開
発
面
で
の
出
遅
れ
が
あ
っ
た
。
八
一
年
に
、
初
の

イ
ン
バ
ー
タ
エ
ア
コ
ン
が
東
芝
か
ら
発
売
さ
れ
た
と
き
、
ダ
イ
キ
ン
工
業

ビル用マルチエアコンシステム概念図
ビル用マルチエアコンの室内機
（上）と室外機（下）

ルームエアコン“黒潮”

“ダイフロン”ソルベント
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フ
ッ
素
ゴ
ム
に
お
け
る
新
シ
リ
ー
ズ
の
製
品
化
も
特
筆
さ
れ
る
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
フ
ッ
素
ゴ
ム
へ
の
取
り
組
み
は

一
九
六
四
年
に
始
ま
り
、
七
〇
年
に
ダ
イ
エ
ル
Ｇ
５
０
１
を
発
売
、
日
本
で
初
の
フ
ッ
素
ゴ
ム
の
企
業
化
に
成
功
し
た
。
さ

ら
に
、
低
圧
縮
永
久
歪
み
性
品
種
（
Ｌ
Ｃ
Ｓ
）
の
開
発
に
進
み
、
七
三
年
に
Ｇ
６
０
０
系
、
七
四
年
に
Ｇ
７
０
０
系
を
開
発

し
た
。
こ
れ
ら
の
製
品
（
Ｇ
５
０
１
と
Ｇ
７
０
１
）
は
、
世
界
最
大
の
フ
ッ
素
ゴ
ム
加
工
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
日
本
オ
イ
ル

シ
ー
ル
工
業
に
も
納
入
し
、
同
社
と
の
営
業
・
技
術
面
で
の
連
携
強
化
に
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
八
〇
年
に
は
自
動
車
部

品
な
ど
を
対
象
に
耐
ア
ル
コ
ー
ル
性
、
耐
酸
性
に
優
れ
た
ダ
イ
エ
ル
Ｇ
８
０
０
、９
０
０
シ
リ
ー
ズ
、
八
八
年
に
は
Ｇ

１
０
０
１
が
開
発
さ
れ
た
。
八
三
年
発
売
の
Ｇ
７
５
０
系
は
、
加
工
性
と
物
性
の
よ
さ
か
ら
自
動
車
の
燃
料
ホ
ー
ス
用
と
し

て
、
好
評
を
博
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
ガ
ス
、
樹
脂
・
ゴ
ム
に
次
ぐ
第
三
の
柱
と
し
て
、
フ
ッ
素
ア
ル
コ
ー
ル
、
フ
ッ
化
カ
ー
ボ
ン
、
フ
ッ
化
ア

ン
モ
ン
、
フ
ッ
素
系
界
面
活
性
剤
、
ハ
ロ
ン
１
３
０
１
な
ど
の
開
発
、
拡
販
が
試
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
化
学
部
門
の
開
発
を

支
え
る
研
究
部
門
で
は
、
一
九
八
〇
〜
八
二
年
に
応
用
研
究
所
、
加
工
実
験
棟
、
高
分
子
実
験
棟
が
建
設
さ
れ
、
新
鋭
機
械

が
設
置
さ
れ
た
。
七
〇
年
代
後
半
の
高
利
益
を
も
と
に
、
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
に
よ
る
充
実
も
図
ら
れ
、
前
述
の
よ
う
に

研
究
部
門
の
人
員
は
、
八
五
年
時
点
で
二
三
六
人
を
数
え
て
い
る
。
化
学
部
門
の
特
許
出
願
件
数
も
、
年
平
均
で

一
九
七
四
〜
七
九
年
の
七
〇
件
か
ら
、
一
九
八
〇
〜
八
五
年
の
一
三
四
件
に
倍
増
し
た
。
七
八
年
お
よ
び
八
八
年
に
、
二
度

の
高
分
子
学
会
賞
（
前
者
は
「
フ
ッ
素
ゴ
ム
の
工
業
化
」、
後
者
は
「
ヨ
ウ
素
移
動
重
合
法
の
開
発
お
よ
び
新
規
ゴ
ム
の
工
業
化
」）

を
受
賞
し
て
い
る
。
化
学
事
業
の
知
識
集
約
的
な
特
色
と
、
そ
こ
で
の
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
研
究
開
発
能
力
の
高
ま
り
が
、
こ

こ
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

用
途
開
発
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
ン
事
業
で
は
、
洗
浄
剤
の
分
野

へ
の
進
出
が
大
き
い
。
塩
素
系
溶
剤
が
、
環
境
規
制
に
よ
っ
て
フ
ッ
素
系
溶
剤
へ

と
シ
フ
ト
す
る
な
か
で
、
異
物
は
除
去
す
る
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
膨
潤
し
な
い
特

徴
を
備
え
た
「
ソ
ル
ベ
ン
ト
（
フ
ロ
ン
１
１
３
、１
１
２
）」
が
、
電
気
・
電
子
産

業
の
製
造
過
程
で
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
半
導
体
産
業
へ
の

展
開
は
、
市
場
拡
大
の
起
動
力
と
な
っ
た
。

フ
ッ
素
樹
脂
に
関
し
て
も
、
新
た
な
展
開
が
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
か

ら
の
有
力
商
品
、〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〟
Ｍ
12
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
防
蝕
テ
ー
プ

や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
摺
動
部
へ
の
用
途
開
発
が
行
わ
れ
、
石
油
危
機
後
の
需
要
低

迷
期
の
乗
り
切
り
に
貢
献
し
た
。
フ
ァ
イ
ン
パ
ウ
ダ
ー
で
は
、
新
製
品
の
Ｆ
１
０
４
を
加
え
て
シ
ー
ル
テ
ー
プ
分
野
が
強
化

さ
れ
、
さ
ら
に
電
線
被
覆
用
の
Ｆ
２
０
１
も
開
発
さ
れ
て
い
た
。
七
〇
年
代
後
半
以
降
に
は
、「
溶
融
樹
脂
」
が
技
術
開
発

の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
溶
融
樹
脂
は
、〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〟（
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
）
の
優
れ
た
特
性
（
耐
熱
性
・
耐
薬
品
性
・
電
気

特
性
・
非
粘
着
性
）
を
生
か
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
の
成
型
加
工
の
面
で
の
難
点
を
是
正
し
た
フ
ッ
素
樹
脂
を
目
指
し
て
い

た
。
溶
融
粘
度
が
低
い
た
め
に
、
加
熱
押
出
加
工
が
容
易
と
な
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。
七
四
年
に
、〝
ネ
オ
フ
ロ

ン
〟
Ｆ
Ｅ
Ｐ
の
開
発
に
成
功
し
、
電
線
被
覆
用
樹
脂
と
し
て
商
品
化
さ
れ
た
。
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
八
二
年
に
は
高
温
領
域

の
Ｐ
Ｆ
Ａ
、
低
温
領
域
の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
の
販
売
が
開
始
さ
れ
た
。
と
く
に
前
者
は
、
半
導
体
製
造
装
置
の
薬
液
容
器
、
配
管
、

キ
ャ
リ
ア
ー
を
用
途
と
し
て
お
り
、
折
か
ら
の
半
導
体
産
業
の
高
成
長
に
対
応
し
う
る
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
よ
い
技
術
開
発
の

成
功
で
あ
っ
た
。

フッ素樹脂「FEP」が使用されているプレナム
ケーブル
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と
し
て
の
運
営
、
操
業
要
員
の
育
成
が
急
務
と
さ
れ
、
操
業
の
一
年
か
ら
一
年
半
前
の
発
令
に
よ
っ
て
、
異
動
人
員
が
決
定

し
た
。
い
ま
ま
で
の
近
畿
圏
と
は
異
な
る
初
の
遠
隔
地
で
の
工
場
立
地
で
あ
り
、
異
動
者
の
納
得
を
得
る
た
め
に
現
地
見
学

会
な
ど
が
催
さ
れ
た
。
こ
の
鹿
島
工
場
は
、
石
油
危
機
後
の
省
エ
ネ
技
術
を
駆
使
し
た
新
鋭
工
場
で
あ
り
、
の
ち
に
ア
メ
リ

カ
で
の
工
場
建
設
の
モ
デ
ル
と
も
な
っ
た
。

油
機
部
門
の
成
長

│
重
機
か
ら
産
機
・
建
機
へ

設
備
投
資
の
動
向
に
左
右
さ
れ
、
振
れ
幅
の
大
き
い
業
績
変
動
は
、
依
然
と
し
て
こ
の
時
期
に
も
油
機
部
門
の
特
徴
を
な

し
て
い
た
。
鉄
鋼
業
の
旺
盛
な
設
備
投
資
を
背
景
と
し
た
、
鉄
鋼
用
油
圧
機
器
の
売
り
上
げ
増
は
、
第
一
次
石
油
危
機
後
の

鉄
鋼
設
備
投
資
の
冷
え
込
み
に
よ
っ
て
反
転
し
、
空
調
事
業
と
と
も
に
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
経
営
危
機
の
要
因
と
な
っ
て
い
た
。

た
だ
し
、
回
復
の
兆
し
は
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
か
ら
見
ら
れ
、
大
冷
夏
に
よ
る
空
調
部
門
の
落
ち
込
み
と
は
対
照

的
な
軌
跡
を
示
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
油
機
事
業
は
成
長
部
門
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ

は
、
業
種
構
造
の
変
化
に
対
す
る
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
高
い
適
応
力
を
背
景
と
し
て
い
る
。

鉄
鋼
に
依
存
し
て
い
た
大
型
油
圧
装
置
は
、
ダ
イ
キ
ン
ハ
イ
ド
ロ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
へ
、
潤
滑
装
置
も
ダ
イ
キ
ン
潤
滑

機
設
株
式
会
社
と
し
て
別
会
社
に
再
編
成
す
る
一
方
で
、
工
作
機
械
用
の
油
圧
機
器
と
し
て
〝
Ⅴ
ポ
ン
プ
〟
や
、
さ
ら
に
小

型
の
電
磁
弁
、
ス
タ
ッ
ク
弁
、〝
オ
イ
ル
コ
ン
〟
な
ど
、
意
欲
的
な
新
製
品
が
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
新
製
品
を
武
器

に
、
従
来
の
ベ
ー
ン
ポ
ン
プ
方
式
か
ら
ピ
ス
ト
ン
・
ポ
ン
プ
方
式
へ
と
、
工
作
機
械
の
油
圧
シ
ス
テ
ム
を
転
換
さ
せ
つ
つ
、

ダ
イ
キ
ン
工
業
の
工
作
機
械
用
油
圧
機
は
売
り
上
げ
を
伸
長
し
た
。
一
九
七
八
年
に
は
、
業
界
で
の
シ
ェ
ア
が
二
六
％
と
な

り
、
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
地
位
を
得
る
ま
で
に
な
っ
た
。

鹿
島
新
工
場
の
建
設

フ
ッ
素
化
学
製
品
の
販
路
と
し
て
、
輸
出
市
場
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く

る
の
も
、
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
輸
出
か
ら
始
め
、

一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
以
降
、
本
格
的
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
フ
ッ
素
樹
脂
輸

出
に
取
り
組
ん
だ
。
八
五
年
の
輸
出
額
は
九
八
億
円
弱
に
達
し
、
同
年
の
売
上
高

全
体
の
二
三
％
を
占
め
て
い
る
。
八
〇
年
代
前
半
の
増
加
に
は
、
ア
メ
リ
カ
各
州

が
プ
レ
ナ
ム
ケ
ー
ブ
ル
の
使
用
を
認
め
出
し
た
こ
と
で
、
溶
融
樹
脂
Ｆ
Ｅ
Ｐ
の
需

要
が
爆
発
的
に
伸
び
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
こ
の
急
速
な
輸
出
の
伸
長
が
、
鹿

島
新
工
場
建
設
の
背
景
と
な
る
と
と
も
に
、
第
４
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
八
〇
年

代
後
半
の
化
学
事
業
部
の
激
動
を
引
き
起
こ
す
布
石
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

新
工
場
は
、
平
地
で
原
料
輸
送
の
便
が
よ
く
、
か
つ
台
風
で
も
大
波
を
か
ぶ
る

心
配
の
な
い
茨
城
県
鹿
島
の
波
崎
地
区
が
選
択
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
二
月
に
茨

城
県
と
の
調
印
が
な
さ
れ
、
い
よ
い
よ
工
場
建
設
に
着
手
し
た
。
第
一
期
工
事
と

し
て
、
八
三
年
四
月
に
〝
ダ
イ
フ
ロ
ン
〟
22
の
プ
ラ
ン
ト
、
同
年
十
一
月
に
二
期

工
事
と
し
て
樹
脂
製
造
プ
ラ
ン
ト
（
四
フ
ッ
化
エ
チ
レ
ン
モ
ノ
マ
ー
、〝
ポ
リ
フ
ロ

ン
〟
Ｍ
12
）
が
竣
工
し
、
第
三
期
と
し
て
八
五
年
七
月
に
、〝
ダ
イ
フ
ロ
ン
〟
１
１
３
（
家
電
・
電
子
部
品
業
界
の
洗
浄
剤
）、

六
フ
ッ
化
プ
ロ
ピ
レ
ン
モ
ノ
マ
ー
、
溶
融
樹
脂
〝
ネ
オ
フ
ロ
ン
〟
Ｆ
Ｅ
Ｐ
の
三
プ
ラ
ン
ト
の
同
時
立
ち
上
げ
に
成
功
し
た
。

投
資
額
は
一
八
〇
億
円
、
人
員
は
一
期
工
事
完
成
時
点
の
二
五
名
か
ら
、
八
七
年
に
は
八
七
名
に
増
加
し
て
い
る
。
新
工
場 鹿島工場
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第
四
次
防
衛
力
整
備
計
画
の
予
算
は
比
較
的
順
調
な
伸
び
を
見
せ
て
い
た
。
ダ
イ
キ

ン
工
業
は
大
口
径
砲
弾
を
受
注
し
、
売
り
上
げ
を
増
大
し
た
。
七
六
年
の
防
衛
計
画

大
綱
で
は
、
研
究
開
発
体
制
の
充
実
が
唱
え
ら
れ
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
で
も
ア
メ
リ
カ

企
業
か
ら
の
技
術
導
入
を
図
る
な
ど
、
技
術
習
得
に
努
め
て
い
た
。
七
三
年
に
ス

タ
ー
ト
す
る
空
対
艦
誘
導
弾
の
開
発
で
は
、
弾
頭
部
の
基
本
設
計
に
参
加
し
、
七
五

年
に
空
対
空
レ
ー
ダ
ー
誘
導
弾
用
弾
頭
の
納
入
を
開
始
、
輸
入
部
品
に
依
存
し
つ
つ

も
技
術
の
国
産
化
に
寄
与
し
た
。

一
九
八
二
年
の
五
六
中
期
業
務
見
積
も
り
（
昭
和
五
十
八
〜
六
十
二
年
度
防
衛
力
整

備
計
画
）
は
、
量
的
充
実
と
と
も
に
質
的
近
代
化
を
急
務
と
し
、
米
軍
の
デ
ッ
ド
コ

ピ
ー
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
へ
、
さ
ら
に
は
国
産
開
発
に
よ
る
国
産
化
へ
の
取
り
組

み
を
求
め
た
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、
一
〇
五
ミ
リ
戦
車
砲
用
装
弾
筒
付
翼
安
定
徹
甲

弾
と
、
八
四
ミ
リ
無
反
動
砲
用
弾
薬
の
国
産
化
に
取
り
組
み
、
中
・
大
口
径
砲
弾
と

し
て
は
日
本
初
の
ラ
イ
セ
ン
ス
国
産
に
成
功
し
た
。
特
機
部
門
の
売
上
高
は
、
八
四

年
の
九
七
億
円
が
八
五
年
に
一
三
〇
億
円
へ
と
増
大
し
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
二
つ

の
ラ
イ
セ
ン
ス
国
産
製
品
が
、
そ
の
五
〇
％
を
占
め
た
の
で
あ
る
。
高
度
な
電
子
技

術
が
要
求
さ
れ
る
誘
導
弾
用
弾
頭
Ｓ
＆
Ａ
装
置
（
安
全
発
火
装
置
）
の
分
野
で
も
、

八
五
年
に
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル
の
Ｓ
＆
Ａ
装
置
お
よ
び
弾
頭
金
属
部
品
を
受
注

し
、
新
し
い
製
造
技
術
の
経
験
を
積
ん
だ
。
技
術
水
準
の
向
上
の
な
か
で
、
受
注
量

成
型
機
用
の
油
圧
機
器
で
は
、
一
九
七
八
年
に
ス
イ
ス
の
Ｋ
Ｌ

社
か
ら
〝
Ｋ
Ｌ
比
例
弁
〟
の
技
術
を
導
入
し
、〝
Ｖ
ポ
ン
プ
〟
と

組
み
合
わ
せ
て
省
エ
ネ
の
〝
パ
ワ
ー
マ
ッ
チ
シ
ス
テ
ム
〟
を
開
発

し
た
。
こ
れ
は
、
電
力
消
費
量
の
大
き
い
成
型
機
に
マ
ッ
チ
し
、

販
売
実
績
は
業
界
の
二
〇
％
を
占
め
た
。
建
機
車
両
市
場
に
つ
い

て
は
、
六
〇
年
代
後
半
に
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
ド
ス
ト
ラ
ン
ド
社
の

技
術
を
導
入
し
て
開
発
し
た
、
油
圧
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
意

味
を
持
っ
て
く
る
。
当
初
は
、
コ
ス
ト
高
の
た
め
に
苦
戦
が
続
い

た
が
、
七
〇
年
代
後
半
に
は
省
エ
ネ
・
効
率
化
の
進
展
に
よ
っ
て

注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
、
ト
ラ
ッ
ク
ミ
キ
サ
ー
、
振
動
ロ
ー

ラ
ー
な
ど
の
道
路
機
械
や
、
ス
キ
ッ
ド
ス
テ
ア
ロ
ー
ダ
ー
の
産
業

車
両
に
採
用
さ
れ
て
い
く
。
七
九
年
か
ら
、
パ
ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
用

の
建
機
用
開
回
路
ポ
ン
プ
に
も
用
い
ら
れ
、
八
一
年
に
は
専
用
工

場
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

特
機
部
門
の
技
術
開
発

特
機
部
門
に
と
っ
て
は
、
政
府
の
防
衛
予
算
が
需
要
の
発
生
源

と
な
る
。
石
油
危
機
下
の
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
で
も
、

油圧トランスミッションを採用した振動ローラー

“Vポンプ”

“KL 比例弁”

84 ミリ無反動砲弾（左から，りゅう弾，高圧
試験弾，発煙弾，照明弾，演習弾，対戦車
りゅう弾）

84 ミリ無反動砲
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産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
も
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
油
機
部
門
の
油
圧
技
術
を
ベ
ー
ス
と
す
る
点
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
事

業
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
も
い
え
る
。
一
九
七
〇
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
七
五
年
に
溶
接
・
塗
装
用
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
室
が
設
け

ら
れ
た
。
石
油
危
機
後
の
不
況
で
、
い
っ
た
ん
は
事
業
縮
小
へ
向
か
う
が
、
八
一
年
に
自
動
車
工
場
を
中
心
に
ロ
ボ
ッ
ト

ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
八
二
年
に
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
部
を
発
足
さ
せ
た
。
社
内
の
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
技

術
者
を
集
め
て
の
本
格
的
な
参
入
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
前
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
持
た
な
い
こ
と
が
難

点
と
な
り
、
外
販
用
の
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
と
し
て
は
低
迷
が
続
く
。
そ
こ
で
八
七
年
に
事
業
方
針
を
転
換
し
、
社
内
ユ
ー
ス
用

ロ
ボ
ッ
ト
生
産
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
工
場
現
場
で
、
自
社
製
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
活

躍
す
る
こ
と
に
な
る
。

極
低
温
事
業
で
は
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
に
ア
メ
リ
カ
の
エ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
・
ア
ン
ド
・
ケ
ミ
カ
ル
ズ
社
と
、

ク
ラ
イ
オ
冷
凍
機
（
氷
点
下
二
五
〇
度
か
ら
二
六
九
度
付
近
の
冷
却
目
的
の
極
低
温
冷
凍
機
）
に
関
す
る
技
術
提
携
が
結
ば
れ
た
。

ヘ
リ
ウ
ム
圧
縮
機
な
ど
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
が
保
有
す
る
技
術
の
応
用
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
八
四
年
に

ク
ラ
イ
オ
冷
凍
機
一
号
機
が
完
成
、
折
か
ら
の
半
導
体
産
業
の
成
長
に
よ
っ
て
、
ク
リ
ー
ン
な
高
真
空
の
ニ
ー
ズ
は
増
大
し

て
、
ク
ラ
イ
オ
冷
凍
機
は
半
導
体
メ
ー
カ
ー
を
主
体
に
、
売
上
台
数
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。

５　

海
外
事
業
の
強
化

輸
出
拡
大
と
海
外
拠
点
の
拡
充

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
前
半
は
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
海
外
と
の
関
係
が
深
ま
っ
た
時
期
と
い
え
る
。
一
九
七
三

を
増
加
さ
せ
た
こ
と
に
、
こ
の
時
期
の
特
機
部
門
の
発
展
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
規
部
門
の
動
向

空
調
と
化
学
、
そ
し
て
油
機
と
特
機
が
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
中
核
部
門
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
第
３
章
の
時
期
で
も
変
わ
り
は

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
他
に
も
特
徴
を
持
っ
た
諸
事
業
の
展
開
が
あ
っ
た
。

空
調
関
連
で
は
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
冷
凍
装
置
の
顕
著
な
発
展
が
あ
っ
た
。
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
国
営
船
社
へ
の
納
入
を
皮
切
り
に
、
国
際
市
場
で
の
販
売
量
が
増
大
し
、
八
一
年
に
は
世
界
一
超
薄
型
の
エ
ン
ド

ウ
ォ
ー
ル
型
海
上
コ
ン
テ
ナ
冷
凍
装
置
の
開
発
に
成
功
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
国
営
船
社
へ
納
入
し
た
。
こ
の
製
品
の
評

価
は
高
く
、
世
界
最
大
手
の
欧
州
リ
ー
ス
会
社
シ
ー
コ
ン
テ
ナ
社
や
、
イ
ギ
リ
ス
最
大
手
の
オ
ー
シ
ー
エ
ル
社
か
ら
も
受
注

し
、
八
三
年
に
は
ア
メ
リ
カ
空
調
メ
ー
カ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
社
を
抜
い
て
、
こ
の
分
野
で
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
に

至
っ
た
。

ま
っ
た
く
の
新
規
事
業
へ
の
着
手
も
あ
る
。
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
サ
イ
ラ
ッ
ク
社
か
ら

の
共
同
開
発
提
案
を
受
け
て
、
三
次
元
Ｇ
Ｄ
Ｔ
「
Ｄ
Ｓ
二
〇
〇
〇
シ
リ
ー
ズ
」
の
共
同
開
発
に
着
手
し
た
。
電
子
技
術
セ
ン

タ
ー
を
母
体
と
し
た
電
子
機
器
事
業
（
Ｇ
Ｄ
Ｔ
：
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
へ
の
進
出
で
あ
る
。
し

か
し
、
八
二
年
三
月
に
方
針
の
違
い
か
ら
サ
イ
ラ
ッ
ク
社
と
決
別
し
、
独
自
技
術
の
Ｄ
Ｓ
二
〇
〇
シ
リ
ー
ズ
の
開
発
に
進
む

こ
と
と
な
っ
た
。
八
二
年
七
月
に
電
子
機
器
部
が
発
足
、
翌
八
三
年
一
月
に
Ｄ
Ｓ
二
〇
〇
シ
リ
ー
ズ
一
号
機
を
北
海
道
大
学

へ
納
入
し
、
事
業
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
に
至
っ
た
。
こ
の
電
子
機
器
事
業
の
推
進
は
、
電
子
技
術
者
に
活
躍

の
場
を
提
供
し
、
社
内
へ
の
電
子
技
術
の
獲
得
、
育
成
を
推
進
す
る
意
図
も
含
ま
れ
て
い
た
。
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こ
れ
ら
海
外
で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
人
材
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
海
外

事
業
部
・
研
修
部
・
製
作
所
の
協
力
で
、
現
地
技
術
者
に
対
す
る
空
調
技
術
講
習
会
が
始
ま
っ
た
の
は
八
〇
年
の
こ
と
で
あ

る
。
翌
八
一
年
に
は
、
海
外
の
生
産
工
場
で
技
術
指
導
を
行
う
技
術
者
の
育
成
を
目
的
に
、「
海
外
技
術
要
員
」
制
度
が
発

足
し
た
。
生
産
本
部
か
ら
要
員
を
選
出
し
、
二
十
五
カ
月
に
わ
た
っ
て
生
産
技
術
を
は
じ
め
製
造
・
設
計
・
品
質
管
理
、
さ

ら
に
は
企
画
・
業
務
・
外
注
の
職
場
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。
一
〜
三
期
で
三
二
名
の
パ
イ
オ
ニ
ア
が
、
こ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
受
け
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
は
、
オ
イ
ル
マ
ネ
ー
で
潤
う
中
東
市
場
も
輸
出
先
と
し
て
台
頭
し
た
。
技
術
提
携
に
よ
る
現
地
生
産
が
、

七
五
年
に
イ
ラ
ン
、
七
九
年
に
バ
ー
レ
ー
ン
、
八
二
年
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
始
ま
り
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
で
も
、
資
本
参
加
に
よ
る
合
弁
企
業
が
設
立
さ
れ
た
。

ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
の
苦
闘

一
方
、
す
で
に
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
か
ら
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
の
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
生
産
を
開
始
し
て
い
た

一
〇
〇
％
出
資
の
ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ⅴ
）
に
と
っ
て
、
七
〇
年
代
は
苦
闘
の
時
代
と
な
る
。
ま
ず
、
第
一

次
石
油
危
機
に
よ
る
需
要
の
落
ち
込
み
に
よ
っ
て
、
一
九
七
五
、七
六
年
の
売
り
上
げ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
前
年
比

一
〇
％
、
二
〇
％
の
低
下
で
、
赤
字
決
算
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
長
期
の
生
産
調
整
の
た
め
、
両
年
と
も
に
レ
イ
オ
フ
が
実

施
さ
れ
、
翌
七
七
年
に
は
賃
上
げ
交
渉
の
決
裂
か
ら
、
労
働
組
合
が
長
期
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
て
い
る
。
試
練
は
さ
ら

に
続
い
て
、
七
七
、七
八
年
と
利
益
を
上
げ
始
め
た
の
も
束
の
間
、
七
九
年
の
第
二
次
石
油
危
機
に
よ
っ
て
再
び
業
績
は
低

迷
し
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
は
債
務
超
過
に
陥
っ
た
。
さ
ら
に
八
一
年
五
月
に
は
、
塗
装
ラ
イ
ン
の
環
境
問
題
を
め
ぐ
っ
て
約
一
カ

（
昭
和
四
十
八
）
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
輸
出
部
が
海
外
事
業
部
へ
と
改
組
さ
れ
、
製

品
輸
出
や
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
部
品
販
売
に
と
ど
ま
ら
ず
、
積
極
的
に
海
外
市
場
で
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
七
〇
年
代
後
半
か
ら
続
く
輸
出
拡
大
は
八
〇
年

代
に
入
っ
て
加
速
化
し
、
八
四
年
に
は
輸
出
が
全
売
り
上
げ
の
一
八
％
を
占
め
る
に

至
っ
た
。
と
く
に
化
学
部
門
（
フ
ッ
素
樹
脂
関
係
）
の
ア
メ
リ
カ
輸
出
の
増
加
ス

ピ
ー
ド
は
速
い
。
た
だ
し
、
海
外
拠
点
を
め
ぐ
る
動
き
は
設
置
工
事
と
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
、
さ
ら
に
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
生
産
へ
の
展
開
を
伴
う
空
調
部
門
に
関
し
て
、

最
も
顕
著
に
現
れ
て
い
た
。

空
調
機
の
輸
出
は
、
こ
の
時
期
、
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
市
場
を
中
心
に
拡

大
し
た
。
す
で
に
、
各
国
に
は
代
理
店
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
課
題
と
な
っ
た
の
は

代
理
店
へ
の
資
本
参
加
、
さ
ら
に
完
成
品
輸
出
か
ら
現
地
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
生
産
へ
の

展
開
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
で
の
代
理
店
の
草
分
け
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
Ａ
Ｃ
Ｅ
社
に

は
一
九
七
六
年
に
資
本
参
加
を
始
め
、
八
一
年
に
五
〇
％
超
で
経
営
権
を
獲
得
し
て
い
る
。
技
術
提
携
に
よ
っ
て
、
七
八
年

か
ら
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
生
産
も
始
ま
っ
た
。
同
様
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
、
七
〇
年

代
に
は
合
弁
企
業
に
よ
る
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
生
産
を
開
始
し
て
い
る
。
ま
た
香
港
で
は
、
八
四
年
に
合
弁
の
ダ
イ
キ
ン
香
港
社

を
設
立
、
日
本
側
の
出
資
が
五
五
％
で
経
営
参
加
を
実
現
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
が
、

八
二
年
に
は
空
冷
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
室
内
機
を
現
地
で
自
社
開
発
し
、〝
ス
カ
イ
エ
ア
〟
室
外
機
と
組
み
合
わ
せ
て
販

売
し
た
。

ダイキンオーストラリア社
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し
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
が
、
会
社
側
の
解
雇
理
由
の
説
明
と
説
得
に
応
じ
、
組
合
員
は
職
場
に
復
帰
し
た
。
そ
の
背

後
に
は
、「
解
雇
し
な
い
会
社
」
へ
の
理
解
と
愛
着
心
の
醸
成
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
八
二
年
の
退
職
率
が
一
・

一
％
で
あ
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
従
業
員
の
定
着
率
は
高
水
準
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
式
の
人
事
労
務
政
策
と
生

産
方
式
が
、
ベ
ル
ギ
ー
の
従
来
の
経
営
風
土
や
労
働
慣
行
を
超
え
て
、
こ
こ
に
定
着
の
方
向
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
参
入
と
挫
折

ア
メ
リ
カ
市
場
と
の
関
わ
り
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
情
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
化
学
部

門
で
の
ア
メ
リ
カ
向
け
フ
ッ
素
樹
脂
輸
出
の
進
展
は
こ
の
時
期
の
新
機
軸
で
あ
っ
た
が
、
生
産
拠
点
の
設
立
は
第
４
章
の
対

象
時
期
と
な
る
。
一
方
、
空
調
事
業
で
は
、
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
参
入
自
体
に
大
き
な
壁
が
存
在
し
た
。

世
界
最
大
の
ア
メ
リ
カ
空
調
市
場
は
、
同
時
に
世
界
最
大
の
空
調
機
の
生
産
国
で
あ
り
、
す
で
に
固
有
の
空
調
機
需
要
が

確
立
し
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
立
て
た
戦
略
は
、
ア
メ
リ
カ
に
な
い
商
品
（
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
マ
ル
チ

型
）
を
、
特
定
市
場
の
モ
ー
ビ
ル
ホ
ー
ム
（
移
動
可
能
住
宅
）
向
け
に
売
り
込
む
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
マ
イ
ア
ミ
事

件
」
と
称
さ
れ
る
経
済
紛
争
を
経
験
し
た
の
は
、
こ
の
空
調
機
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
進
出
過
程
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

元
キ
ャ
リ
ア
社
の
社
員
だ
っ
た
オ
マ
ー
ル
・
バ
ザ
ー
ル
が
、
マ
イ
ア
ミ
に
設
立
し
た
ダ
イ
キ
ン
マ
イ
ア
ミ
社
（
Ｄ
Ｍ
Ｉ
）
と
、

暫
定
代
理
店
契
約
を
結
ん
だ
の
が
一
九
八
三
年
（
八
四
年
に
正
式
契
約
）
で
、
問
題
は
八
三
年
十
二
月
か
ら
始
ま
る
商
品
代

金
の
支
払
い
遅
延
で
あ
っ
た
。
紆
余
曲
折
の
末
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
側
は
訴
訟
に
踏
み
切
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
バ
ザ
ー
ル

社
長
側
も
、
連
邦
破
産
法
十
一
条
の
手
続
き
開
始
を
申
し
立
て
る
な
ど
の
対
抗
措
置
を
と
っ
た
た
め
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
社

内
に
Ｍ
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
対
応
を
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
米
間
に
解
釈
の
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
か
つ
事
件
の
訴

月
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
。

経
済
環
境
の
悪
化
と
経
営
現
場
で
の
非
効
率
と
摩
擦
、
こ
の
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
両
面

で
の
問
題
が
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
経
営
悪
化
を
招
い
て
い
た
。
個
別
企
業
の
採
り
得
る
対

応
策
は
、
経
営
内
部
の
改
善
し
か
な
い
。
販
売
力
の
強
化
、
設
計
面
で
の
技
術
力
の
強

化
な
ど
、
こ
れ
ら
事
業
遂
行
能
力
の
強
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
組
織
の
簡
素
化
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
退
職
者
の
補
充
も
な
く
、
人
員
は
自
然
削
減

で
解
雇
も
せ
ず
、
生
産
現
場
で
は
多
能
工
方
式
を
導
入
、
そ
の
定
着
を
図
っ
た
。
日
本

の
製
造
現
場
で
は
常
識
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
方
式
も
、
産
業
別
労
働
組
合
と
職
能
別

賃
金
体
系
が
定
着
し
、
単
能
工
方
式
を
伝
統
と
す
る
ベ
ル
ギ
ー
の
工
場
現
場
に
お
い
て

は
、
画
期
的
な
新
機
軸
で
あ
る
。
労
働
組
合
と
の
摩
擦
も
予
測
さ
れ
た
が
、
従
業
員
の

理
解
を
取
り
付
け
つ
つ
、
そ
の
定
着
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
前
後
の
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
経
営
危
機
は
、
一
〇
〇
％
減
資
に
よ
る
債
務
返

済
で
金
利
負
担
を
大
幅
に
軽
減
し
、
増
資
に
よ
っ
て
得
た
新
資
本
金
五
千
万
ベ
ル
ギ
ー

フ
ラ
ン
で
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
産
現
場

で
は
、
在
庫
圧
縮
の
た
め
に
小
ロ
ッ
ト
多
品
種
生
産
を
目
指
し
、
機
種
ご
と
に
生
産
順

位
を
決
め
、
在
庫
を
調
整
し
な
が
ら
生
産
台
数
を
決
め
る
サ
イ
ク
ル
生
産
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
た
。
不
安
定
だ
っ
た
労
使
関
係
も
、
社
会
主
義
系
労
働
組
合
の
リ
ー
ダ
ー
の
解

雇
を
断
行
す
る
こ
と
で
、
安
定
化
を
図
っ
た
。
こ
の
と
き
労
働
組
合
は
、
事
前
通
告
な

ロンドンのビクトリア駅（左）と同駅に納入した 350 冷凍トンのターボ冷凍機（右）
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ら
れ
た
と
い
え
る
。
多
く
の
失
敗
を
伴
う
海
外
進
出
と
そ
の
整
理
、
対
応
策
の
模
索
と
経
験
の
蓄
積
、
こ
れ
ら
が
九
〇
年
代

の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
展
開
の
成
否
に
と
っ
て
、
直
接
の
基
盤
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

６　

理
念
の
形
成

│
経
営
に
お
け
る
「
人
」

ダ
イ
キ
ン
工
業
に
と
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
の
前
半
は
、
大
き
な
転
換
期
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
ま

で
の
単
線
的
な
右
肩
上
が
り
の
拡
大
基
調
か
ら
、
低
成
長
の
時
代
へ
の
転
換
は
、
七
〇
年
代
中
葉
の
従
業
員
数
の
減
少
と
、

そ
の
後
の
停
滞
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
の
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
従
業
員
総
数
六
一
七
九
名
を

上
回
る
の
は
、
一
二
年
後
の
八
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
六
三
四
九
名
）。
こ
の
こ
と
は
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
人
的
構
成
に

構
造
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
年
齢
構
成
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
従
業
員
の
平
均
年
齢
は
七
三
年
の
三
十
歳

か
ら
八
八
年
の
三
十
七
歳
へ
と
上
昇
し
、
管
理
職
ポ
ス
ト
は
希
少
化
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
販
売
会
社
の
設
立
や
海
外
業
務

の
拡
充
な
ど
、
新
た
な
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
業
務
分
野
が
広
が
っ
て
、
電
子
技
術
者
に
代
表
さ
れ
る
新
た
な
人
的
資
源
の

確
保
と
活
用
が
、
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
た
。

山
田
稔
が
「
人
事
の
時
代
」
を
唱
え
た
の
は
、
経
営
を
め
ぐ
る
こ
の
構
造
変
化
を
背
景
と
し
て
い
た
。

そ
の
前
提
に
は
、
終
身
雇
用
制
に
立
脚
し
た
山
田
の
企
業
観
が
あ
る
。
企
業
と
は
「
縁
あ
っ
て
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
こ
と

に
な
っ
た
人
間
の
集
ま
り
」
で
あ
り
、
本
人
の
意
思
に
よ
ら
な
い
で
途
中
で
会
社
を
辞
め
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
と
し

て
も
避
け
る
。
そ
れ
が
、
戦
後
の
苦
闘
期
の
経
験
に
基
づ
く
山
田
の
信
念
で
あ
り
、
石
油
危
機
後
の
「
人
員
整
理
回
避
宣

言
」
の
源
泉
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
雇
用
の
維
持
と
人
的
構
成
の
変
化
の
な
か
で
、
い
か

訟
解
決
に
は
時
間
と
費
用
が
か
か
る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
の
訴
訟
社
会
の
な
か
で
は
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
と
っ
て
絶
対
有
利
と

は
い
え
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
和
解
で
早
期
解
決
を
図
る
道
が
選
択
さ
れ
た
。
八
六
年
四
月
に
和
解
が
成
立
し
、
ダ
イ
キ

ン
工
業
は
バ
ザ
ー
ル
か
ら
商
権
を
譲
り
受
け
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
バ
ザ
ー
ル
側
に
解
決
金
を
支
払
っ
た
。

安
易
な
合
弁
事
業
展
開
は
し
な
い
、
パ
ー
ト
ナ
ー
は
慎
重
に
選
ぶ
、
安
易
に
社
名
や
商
標
を
外
部
団
体
に
使
用
さ
せ
な
い
。

ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、
バ
ザ
ー
ル
側
に
支
払
っ
た
解
決
金
を
含
め
、
約
一
五
億
円
と
い
う
多
額
の
授
業
料
を
支
払
い
、
貴
重
な

教
訓
を
得
た
の
で
あ
る
。

海
外
戦
略
の
再
編
成

│
重
点
主
義
へ

こ
の
よ
う
に
、
広
範
囲
で
積
極
化
し
た
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
海
外
展
開
は
、
全
体
と
し
て
そ
の
比
重
と
活
動
力
を
高
め
つ
つ
、

そ
の
成
果
に
は
地
域
的
な
バ
ラ
つ
き
が
含
ま
れ
て
い
た
。
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
か
ら
の
急
激
な
円
高
は
、
こ
う
し
た

「
総
花
主
義
」
的
な
海
外
展
開
に
、
再
編
成
を
迫
る
契
機
と
し
て
働
い
た
。
各
市
場
で
、
ほ
と
ん
ど
の
商
品
が
大
幅
赤
字
に

陥
る
な
か
、
経
営
陣
は
商
品
別
・
国
別
の
重
点
主
義
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
国
・
地
域
別
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
香
港
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
重
点
国
と
し
、
経
営
資
源
の
集
中
的
投
入
が
図
ら
れ
た
。
と
く
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
最
重
点
地
域
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
経
済
悪
化
に
よ
っ
て
売
掛
債
権
の
回
収
遅
延
が
続
く
マ
レ
ー
シ

ア
（
八
六
年
に
撤
退
）、
マ
ル
コ
ス
政
権
崩
壊
下
の
混
乱
の
も
と
に
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
同
八
五
年
）、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク

戦
争
や
石
油
価
格
の
下
落
で
景
気
悪
化
に
苦
し
む
ク
ウ
ェ
ー
ト
（
同
八
七
年
）、
そ
し
て
販
路
形
成
の
進
ま
な
い
ア
メ
リ
カ

市
場
か
ら
も
撤
退
の
決
断
が
下
さ
れ
、
八
八
年
に
ダ
イ
キ
ン
Ｕ
Ｓ
社
を
清
算
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
一
九
八
〇
年
代
中
葉
の
再
編
成
に
よ
っ
て
、
七
〇
年
代
以
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
に
は
、
一
定
の
決
着
が
つ
け
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に
し
て
従
業
員
の
生
活
を
守
り
、
活
性
化
を
図
り
つ
つ
、
新
た
な
人
的
資
本
を
形
成
す
る
か
、
企
業
経
営
の
要
諦
は
こ
の
点

に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
認
識
の
表
現
が
、
山
田
社
長
の
「
人
事
の
時
代
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

経
営
危
機
に
際
し
て
は
、
苦
難
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
雇
用
を
維
持
し
、
能
力
主
義
的
人
事
管
理
に
基
づ
く
処
遇
に
よ
っ

て
、
従
業
員
の
意
欲
の
向
上
を
図
る
。
権
威
主
義
を
廃
し
た
「
開
か
れ
た
人
事
部
」
に
よ
っ
て
、
経
営
者
と
し
て
で
き
る
だ

け
多
く
の
能
力
発
揮
の
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
、
か
つ
成
果
に
関
す
る
評
価
の
「
公
平
性
」
確
保
に
努
め
る
。
山
田
自
ら
が
、

陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
こ
れ
ら
の
人
事
政
策
は
、
労
務
担
当
役
員
と
し
て
、
長
い
時
間
の
な
か
で
築
き
上
げ
て
き
た
労
働
組
合

と
の
信
頼
関
係
を
基
盤
に
、
確
実
に
実
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
日
本
的
」
と
も
い
わ
れ
る
労
使
慣
行
は
、

一
〇
年
の
歳
月
を
経
て
ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
の
製
造
現
場
に
お
い
て
も
、
定
着
を
見
せ
始
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
人
」
を
重
視
す
る
経
営
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
た
び
重
な
る
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
る
基
盤
に
な
っ
た
と
と
も
に
、
経
営

構
造
の
変
化
の
な
か
に
あ
っ
て
人
的
資
本
の
育
成
と
活
用
を
促
進
す
る
施
策
と
し
て
も
機
能
し
た
。
そ
れ
は
、
山
田
稔
の
経

営
理
念
が
現
実
の
経
営
政
策
の
な
か
に
体
現
さ
れ
、
そ
れ
が
企
業
文
化
と
し
て
、
経
営
内
に
根
づ
く
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
。

山
田
稔
の
理
念
と
転
換
期
の
模
索
、
こ
の
両
者
の
結
び
つ
き
の
上
に
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
を
支
え
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

│
「
人

を
基
軸
に
お
く
経
営
」
の
基
礎
が
形
づ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。



第
4
章

バ
ブ
ル
経
済
と
そ
の
崩
壊･

試
練

（
一
九
八
七
〜
九
四
年
）
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１　

空
調
部
門
の
展
開

バ
ブ
ル
経
済
と
長
期
経
営
計
画

本
章
で
扱
う
時
期
の
前
半
は
、
い
わ
ゆ
る
「
バ
ブ
ル
経
済
」
と
称
さ
れ
る
資
産
価
格
の
急
騰
に
牽
引
さ
れ
た
大
型
景
気
に

沸
き
、
後
半
は
、
一
転
し
て
「
バ
ブ
ル
崩
壊
」
に
よ
っ
て
日
本
経
済
は
不
況
に
呻
吟
す
る
時
代
と
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代

か
ら
八
〇
年
代
前
半
の
転
換
期
を
経
た
ダ
イ
キ
ン
工
業
が
、
新
た
な
目
標
の
も
と
に
策
定
し
た
長
期
経
営
計
画
も
、
こ
の
時

代
の
大
き
な
波
を
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
も
長
期
経
営
計
画
で
あ
る
「
ビ
ジ
ョ
ン
55
」
お
よ
び
「
ビ
ジ
ョ
ン
60
」
を
策
定
し
て
き
た
。

一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
に
、
新
た
に
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
度
を
目
標
と
し
て
策
定
さ
れ
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
65
」
は
、

定
性
的
な
目
標
と
し
て
「
よ
り
高
度
な
挑
戦
の
で
き
る
経
営
基
盤
の
確
立
」「〈
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
〉
と
し
て
の
内
容
の
充

実
」
を
掲
げ
、
一
九
九
〇
年
の
売
上
高
を
四
一
〇
〇
〜
四
三
〇
〇
億
円
、
売
上
高
経
常
利
益
率
七
〜
八
％
、
そ
し
て
総
資
本

回
転
率
一
・
三
五
を
定
量
目
標
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
山
田
稔
社
長
自
ら
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
一
流
企
業
へ
の
仲
間

入
り
を
強
く
意
識
し
た
目
標
の
設
定
と
い
え
る
。

次
い
で
、
一
九
九
〇
年
策
定
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
95
」
で
は
、
定
性
的
目
標
と
し
て
第
一
に
、
新
規
開
発
事
業
な
ど
大
き
な
リ

ス
ク
に
も
余
裕
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
「
挑
戦
的
高
収
益
体
質
の
実
現
」、
第
二
に
信
頼
性
の
高
い
新
商
品
、
新
シ
ス
テ
ム

を
開
発
で
き
る
「
開
発
的
技
術
基
盤
の
確
立
」、
第
三
に
海
外
市
場
を
重
視
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
生
産
、
販
売
、
研

究
開
発
、
人
事
、
財
務
な
ど
の
基
本
戦
略
を
策
定
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
体
質
へ
の
転
換
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
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ア
コ
ン
の
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
第
一
位
確
保
」「
中
大
型
、
マ
ル
チ
を
重
点
と
す
る
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
」「
新

分
野
商
品
の
育
成
に
よ
る
第
三
の
柱
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
た
。
一
方
、
同
年
九
月
の
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
る
ド
ル
高
是
正

の
た
め
の
主
要
国
の
協
調
介
入
は
、
急
激
な
円
高
の
進
行
を
招
き
、
輸
出
不
振
に
よ
っ
て
「
円
高
不
況
」
が
生
じ
た
。
こ
の

不
況
対
策
と
し
て
日
本
銀
行
は
、
合
計
五
度
に
わ
た
る
公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
低
金
利
を
誘
導
し
、
ま
た
政
府
も

総
合
経
済
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
内
需
拡
大
策
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
八
六
年
末
以
降
に
な
る

と
国
内
需
要
は
拡
大
基
調
へ
と
転
換
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
空
調
部
門
の
急
速
な
発
展
は
、
ダ
イ
キ
ン
自
身
の
拡
大

路
線
の
選
択
と
国
内
の
経
済
環
境
の
好
転
が
、
ち
ょ
う
ど
マ
ッ
チ
し
た
と
こ
ろ
で
実
現
し
た
。

こ
の
こ
ろ
の
ダ
イ
キ
ン
は
、
商
品
開
発
面
で
は
、
自
ら
が
市
場
を
創
造
し
た
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
の
シ
リ
ー
ズ
を
他

社
に
先
駆
け
て
相
次
ぎ
発
売
し
、
ま
た
店
舗
用
エ
ア
コ
ン
〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞
で
は
、
一
九
八
六
年
に
業
界
一
の
品
揃
え
を
達

成
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
誇
っ
て
い
た
。
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
も
、
先
行
し
て
開
発
し
た
マ
ル
チ

シ
リ
ー
ズ
や
埋
込
み
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
エ
ア
コ
ン
分
野
で
の
新
製
品
開
発
に
努
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
商
品
を

基
盤
と
し
つ
つ
、
と
く
に
営
業
・
販
売
面
で
の
拡
充
を
進
展
さ
せ
た
こ
と
が
、
空
調
部
門
の
生
産
・
販
売
の
持
続
的
な
増
加

と
、
市
場
で
の
シ
ェ
ア
の
増
大
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
基
本
は
、
販
売
会
社
と
営
業
所
の
拡
充
で
あ
る
。
す
で
に
一
九
八
五
年
ま
で
に
、
ダ
イ
キ
ン
は
販
売
会
社
を
主
要
な

都
道
府
県
に
設
置
し
て
い
た
。
八
五
年
以
降
、
潜
在
的
な
需
要
は
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ダ
イ
キ
ン
の
シ
ェ
ア
が
低
い
地

域
を
重
点
に
、
販
売
会
社
六
社
を
増
設
し
た
。
個
々
の
販
売
会
社
も
積
極
的
に
営
業
所
を
新
設
し
、
営
業
店
の
最
寄
り
化
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
販
売
店
と
密
接
に
連
携
し
た
効
率
的
な
営
業
展
開
を
目
指
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
五
年
九
月
に
は

二
〇
社
、
五
八
拠
点
だ
っ
た
販
売
会
社
・
営
業
所
が
、
九
一
年
に
は
二
六
社
、
一
一
三
拠
点
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

売
上
高
は
五
三
〇
〇
〜
五
六
〇
〇
億
円
、
売
上
高
経
常
利
益
率
一
〇
％
以
上
、
総
資
本
回
転
率
一
・
一
以
上
が
目
標
と
さ
れ

た
。
定
量
的
目
標
の
水
準
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
65
」
と
比
し
て
も
、
一
段
と
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
そ
の

狙
い
は
、
ダ
イ
キ
ン
を
「
Ｕ
＆
Ｅ
（U

nique and Excellent

）
企
業
」
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。Excellent

企
業

と
は
、
収
益
性
、
安
定
性
、
成
長
性
な
ど
、
ど
の
指
標
を
と
っ
て
も
、
一
流
企
業
と
し
て
自
他
と
も
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で

あ
り
、U

nique
企
業
と
は
、
他
社
に
な
い
ダ
イ
キ
ン
独
特
の
特
徴
を
生
か
し
た
企
業
と
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
新
規
事
業
の
多
面
的
な
展
開
、
海
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
の
拡
充
、
研
究
開
発
投
資
、
生
産
能
力
増
強
、
工
場

の
自
動
化
の
促
進
な
ど
、
膨
大
な
先
行
投
資
を
想
定
し
た
こ
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
95
」
に
描
か
れ
た
像
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
真
只

中
に
あ
っ
た
時
代
の
影
響
を
、
強
く
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
は
、
ビ

ジ
ョ
ン
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
計
画
の
実
質
的
な
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
は
、
改
め
て
ビ
ジ
ョ
ン

と
い
う
経
営
計
画
自
体
の
位
置
づ
け
が
問
わ
れ
る
契
機
と
も
な
っ
た
。
長
期
経
営
計
画
を
、
ど
の
よ
う
に
ダ
イ
キ
ン
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
く
の
か
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
の
策
定
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
回
答
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
第
５
章
で
記
述
す
る
。
以
下
で
は
、
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
前
半
の
ダ
イ
キ
ン
の
軌
跡

を
跡
づ
け
る
と
と
も
に
、
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
世
界
企
業
へ
の
飛
躍
に
向
け
て
、
そ
こ
で
何
が
準
備
さ
れ
、
何
が
課
題
と

し
て
浮
上
し
た
の
か
を
考
え
る
。
ま
ず
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
経
営
拡
大
を
牽
引
し
た
空
調
部
門
か

ら
み
て
い
こ
う
。

空
調
販
売
網
の
強
化

一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
に
空
調
営
業
本
部
は
、
一
流
空
調
総
合
メ
ー
カ
ー
へ
の
発
展
を
目
指
し
、「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
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空
調
の
プ
ロ
の
た
め
に
行
う
発
表
会
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
製
品
本
体
の
外
観
だ
け
で
な
く
、
中
身
の
仕
組
み
や
配
管
・
設
置

方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
展
示
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
販
売
促
進
策
に
よ
っ
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
の
シ
ェ

ア
は
、
一
九
八
五
年
の
二
一
・
三
％
か
ら
九
一
年
に
は
三
一
・
六
％
に
上
昇
し
た
。
首
都
圏
で
の
三
〇
％
を
超
え
る
シ
ェ
ア
の

獲
得
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
キ
ン
は
宿
願
の
全
国
メ
ー
カ
ー
へ
の
脱
皮
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

物
流
改
革
と
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
改
革

こ
の
よ
う
な
エ
ア
コ
ン
販
売
の
拡
大
は
、
そ
れ
を
支
え
る
物
流
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
効
率
化
と
充
実
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
。
物
流
で
は
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
）
年
三
月
の
、
全
社
の
物
流
を
統
括
す
る
物
流
本
部
の
新
設

が
特
筆
さ
れ
る
。
輸
出
の
急
増
、
エ
ア
コ
ン
以
外
の
電
子
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
多
様
な
事
業
部
門
の
新
設
も
あ
り
、
国
内
外
の

物
流
を
一
括
し
て
取
り
扱
う
部
署
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
新
た
な
組
織
設
立
の
要
因
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
製
品
の
多
品
種

化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
（Production of D

A
IK
IN
 System

）
に
お
け
る
工
場
内
物
流
の
対
応
問
題
が
浮
上
し
た
。

未
計
上
完
成
品
の
仕
掛
在
庫
の
増
大
と
移
送
の
遅
れ
、
同
一
機
種
を
ロ
ッ
ト
移
送
す
る
た
め
に
生
じ
る
在
庫
の
振
幅
の
拡
大

な
ど
が
、
品
揃
え
の
困
難
化
や
効
率
の
低
下
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
解
決
の
た
め
、「
安
く
、
速
く
、
最
少

在
庫
で
最
大
の
品
揃
え
」
を
目
標
に
、
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
シ
ス
テ
ム
、
あ
る
い
は
設
備
の
開
発
が
試
み
ら
れ
て
い
く
。

一
九
八
五
年
三
月
、
革
新
的
な
営
業
情
報
シ
ス
テ
ム
〝
Ｄ
Ｏ
Ｍ
│

Ⅱ
〞
を
稼
働
さ
せ
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
で
グ
ル
ー

プ
の
意
思
決
定
を
支
援
し
、
ま
た
ワ
ン
イ
ン
プ
ッ
ト
処
理
方
式
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
業
務
処
理
の
標
準
化
・
大
幅

な
効
率
化
を
実
現
し
た
。
こ
の
〝
Ｄ
Ｏ
Ｍ
│

Ⅱ
〞
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
の
物
流
の
統
合
が
ヨ
コ
の
合
理
化
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

生
産
部
門
と
販
売
部
門
を
一
本
の
コ
ン
ベ
ア
で
結
ぶ
思
想
の
タ
テ
の
合
理
化
が
、
九
〇
（
平
成
二
）
年
八
月
に
本
格
稼
働
し

販
売
促
進
策
と
し
て
は
、「
ス
ペ
ッ

ク
イ
ン
戦
略
」
が
重
視
さ
れ
た
。
空
調

の
高
度
化
、
シ
ス
テ
ム
化
に
伴
っ
て
建

築
の
設
計
段
階
で
の
空
調
の
機
種
決
定

が
増
え
、
そ
の
仕
様
決
定
者
（
キ
ー
マ

ン
）
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
と
な
っ

て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
第
３
章
で
も

触
れ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
八
八
年
を

「
ス
ペ
ッ
ク
イ
ン
力
強
化
元
年
」
と
位

置
づ
け
、
販
売
推
進
グ
ル
ー
プ
を
新
設

し
、
空
調
機
ス
ペ
ッ
ク
イ
ン
の
た
め
の

要
員
を
増
強
し
て
、
本
格
的
な
ス
ペ
ッ

ク
イ
ン
戦
略
を
展
開
し
た
。
と
く
に
、
キ
ー
マ
ン
開
拓
の
手
段
と
し
て
、
種
々
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
事

例
発
表
会
は
、
時
代
を
先
取
り
し
た
テ
ー
マ
設
定
で
キ
ー
マ
ン
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
お
り
、「
将
来
の
キ
ー
マ
ン
」
と
な
る

空
調
設
備
担
当
の
新
入
社
員
の
技
術
教
育
も
、
得
意
先
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
。「
ビ
ル
用
マ
ル
チ
」
シ
リ
ー
ズ
を

拡
充
し
た
「〝
ビ
ル
マ
ル
〞
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
は
、
こ
れ
ら
キ
ー
マ
ン
開
発
に
際
し
て
戦
略
的
な
商
品
と
し
て
機
能
し
た
。

新
製
品
の
発
売
に
際
し
て
行
う
発
表
会
の
内
容
も
、
一
九
八
八
年
か
ら
一
新
さ
れ
た
。
エ
ア
テ
ッ
ク
（〝
Ａ
ｉ
ｒ
│ 

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
〞）
と
銘
打
っ
た
新
製
品
展
示
発
表
会
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
他
社
と
は
一
味
違
う
「
空
調
の
プ
ロ
の
ダ
イ
キ
ン
が
、

“Air─Tech”’90 の会場と展示場
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対
し
て
、
新
入
社
員
を
大
量
に
採
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
増
強
を
図
る
と
と
も
に
、
東
京
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設
を
行
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
猛
暑
が
続
く
と
サ
ー
ビ
ス
の
超
繁
忙
状
態
は
回
避
で
き
ず
、
サ
ー
ビ
ス
力
の

構
築
、
夏
場
以
外
の
時
期
の
保
守
点
検
の
重
要
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
つ

い
て
は
、
八
九
年
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
三
学
期
制
の
基
礎
教
育
を
開
始
し
、
さ
ら
に
九
二
年
に
は
こ
の
教
育
シ
ス
テ
ム

を
充
実
さ
せ
、
三
年
間
の
体
系
的
教
育
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
大
学
を
開
校
し
た
。
翌
九
三
年
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ

ア
認
定
制
度
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実
は
、
サ
ー
ビ
ス
自
体
を
事
業
と
し
て
展
開
す
る
方
向
性

も
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
十
月
に
始
ま
る
〝
エ
ア
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
〞
の
販
売
は
、
そ
の
具
体
化
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
心

に
な
っ
た
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
本
部
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
課
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
し
た
「
異
常

監
視
バ
ー
ジ
ョ
ン
」（
九
三
年
十
月
）、
お
よ
び
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
断
バ
ー
ジ
ョ
ン
」（
九
四
年

十
月
）
で
、
こ
の
〝
エ
ア
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
〞
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
空
調
機
保
守
契

約
の
増
大
に
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
に
〝
エ
ア
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
〞
の
技
術
を
足
掛

か
り
に
、
ビ
ル
設
備
全
体
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
開
発
し
、
九
四
年
四
月
に
は
こ
の

新
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
行
部
隊
と
し
て
、
ダ
イ
キ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
展
開
は
、
将
来
的
に
は
ビ
ル
設
備
総
合
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
を
展

望
し
た
も
の
で
あ
り
、
の
ち
に
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。

た
埼
玉
県
草
加
配
送
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
同
配

送
セ
ン
タ
ー
は
、
新
し
い
物
流
シ
ス
テ
ム

〝
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
〞
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
設
備

も
最
新
鋭
の
も
の
を
取
り
入
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
集
中
管
理
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
型
配

送
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
九
二
年
に
は
、
工
場

直
結
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
配
送
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
「
堺
臨
海
配
送
セ
ン
タ
ー
」
も
稼
働
し
て
い

る
。ア

フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
も
、
空
調
販

売
の
競
争
力
構
築
に
当
た
っ
て
最
重
要
課
題
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
一
九
八
六
年
三
月
、
サ
ー
ビ

ス
本
部
か
ら
上
程
さ
れ
た
「
効
率
的
な
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
網
の
構
築
計
画
」
が
取
締
役
会
で
承
認
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は

東
京
・
大
阪
を
中
心
と
す
る
大
都
市
圏
の
八
販
社
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
、
ダ
イ
キ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
統
合
・
一
元
化
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
、
同
年
六
月
に
は
東
京
と
大
阪
の
当
該
部
門
が
一
元
化
し
、
販
社
間
で
の
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
・
レ
ベ
ル
の
統
一
化
が
図
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
空
調
の
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
夏
の
暑
さ
の
程
度
い
か

ん
に
よ
っ
て
、
地
域
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
内
容
と
量
が
異
な
っ
て
く
る
難
し
さ
が
あ
る
。
八
七
年
の
夏
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
一

元
化
に
よ
る
作
業
量
の
増
大
に
猛
暑
が
加
わ
り
、
首
都
圏
中
心
に
サ
ー
ビ
ス
対
応
が
大
き
く
混
乱
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
に

草加配送センター（上）と内部の自動仕分け装置（下）

“エアネットサービスシステム”のコントロールセンター（大阪市内）
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縮
機
の
機
械
加
工
Ｆ
Ｍ
Ｓ
ラ
イ
ン
（
臨
海
工
場
）
で
、
そ
の
後
、
新
設
ラ
イ
ン
に
は
次
々
と
Ｆ
Ａ
ラ
イ
ン
が
導
入
さ
れ
、
自

動
化
率
が
高
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
集
中
管
理
に
よ
っ
て
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
か
つ
無
人
化
へ
も
対
応
可

能
と
さ
れ
た
Ｆ
Ａ
ラ
イ
ン
は
、
こ
の
時
期
に
多
く
の
企
業
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
Ｆ
Ａ
ラ
イ
ン
に
は
、
①
品
質
の
安

定
と
生
産
量
を
達
成
す
る
ま
で
の
調
整
時
間
が
長
い
、
②
多
様
な
形
態
へ
の
対
応
が
難
し
い
、
③
設
備
投
資
が
巨
額
、
な
ど

の
難
点
を
抱
え
て
い
た
こ
と
も
、
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
問
題
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
、
顧
客
の
多
様
化
と
需
要
変
動

へ
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
が
必
要
に
な
る
と
い
う
状
況
変
化
の
な
か

で
、
生
産
現
場
に
お
け
る
問
題
点
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

な
お
、
バ
ブ
ル
期
の
ダ
イ
キ
ン
は
、
生
産
量
が
拡
大
す
る
な
か
で
安

定
し
た
生
産
を
実
現
す
る
た
め
、
工
場
ご
と
に
Ｔ
Ｐ
Ｍ
活
動
（T

otal 

Productive M
aintenance

とT
otal Preventive M

aintenance

の
両

方
の
意
味
を
込
め
た
企
業
体
質
改
善
活
動
）
が
進
め
ら
れ
た
。
小
集
団
の

グ
ル
ー
プ
が
、
設
備
の
性
能
・
能
力
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
故

障
ゼ
ロ
・
不
良
ゼ
ロ
を
目
標
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
改
善
に
取
り
組
ん

だ
の
で
あ
る
。
滋
賀
製
作
所
が
、
一
九
九
〇
年
十
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｍ
優
秀
事

業
場
賞
、
九
四
年
十
月
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｍ
優
秀
継
続
賞
を
獲
得
し
、
堺
製
作

所
で
も
九
四
年
十
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｍ
優
秀
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。

設
備
増
設
と
自
動
化
の
展
開

他
方
、
空
調
機
器
販
売
台
数
の
急
速
な
増
加
は
、
生
産
の
現
場
に
増
産
要
求
と
し
て
跳
ね
返
っ
て
く
る
。
当
面
の
対
応
策

は
、
同
一
設
備
へ
の
二
シ
フ
ト
の
導
入
に
よ
る
生
産
増
大
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
金
岡
工
場
の
よ
う
に
住
宅
地
域
に
あ
る
工

場
は
、
遮
音
塀
、
防
音
壁
の
設
置
な
ど
、
周
辺
地
域
に
配
慮
し
な
が
ら
の
二
シ
フ
ト
化
が
要
請
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
シ
フ
ト

操
業
に
必
須
と
な
る
人
手
の
確
保
も
、
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
バ
ブ
ル
経
済
の
進
展
に
よ
る
労
働
需
要
全
般
の
増

大
が
、
若
者
の
製
造
業
離
れ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
工
場
現
場
で
働
く
人
員
の
確
保
を
社
員
、
支
援
従
業
員
を
問
わ
ず
難
し
く

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
採
用
担
当
者
は
、
四
国
・
九
州
地
方
の
農
山
村
部
を
中
心
に
遠
隔
地
ま
で
足
を
延
ば
し
、
支
援
従
業

員
の
募
集
活
動
に
当
た
っ
た
。

増
産
に
向
け
て
の
本
格
的
な
設
備
拡
充
は
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
八
月
の
取
締
役
会
が
、
生
産
分
担
の
見
直
し

と
工
場
建
設
計
画
を
了
承
し
、
臨
海
第
二
工
場
着
工
へ
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
示
し
た
時
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
設
工
場
で
は
、

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
三
月
に
最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞
室
外
機
の
、
次
い
で
翌
九
一
年
二
月
に
は

ス
ク
ロ
ー
ル
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
最
新
鋭
ラ
イ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
稼
働
し
た
。
汎
用
空
調
部
門
で
は
、
八
八
年
か
ら
九
〇
年

ま
で
の
三
年
間
に
二
三
七
億
円
の
投
資
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
通
常
の
年
の
一
四
年
分
に
相
当
す
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ

た
。
住
宅
空
調
部
門
で
も
、
八
九
年
に
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
室
内
機
ラ
イ
ン
、
九
〇
年
に
室
外
機
ラ
イ
ン
が
増
設
さ
れ
た
。
ま

た
、
金
岡
工
場
の
供
給
力
不
足
を
補
う
べ
く
、
滋
賀
工
場
に
ス
カ
イ
エ
ア
室
内
機
の
生
産
を
移
管
す
る
た
め
の
ラ
イ
ン
増
設

が
行
わ
れ
た
。

こ
の
時
期
の
空
調
部
門
の
生
産
ラ
イ
ン
の
特
徴
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
65
」
の
戦
略
テ
ー
マ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
Ｆ
Ａ
（Fac-

tory A
utom

ation

）
ラ
イ
ン
の
構
築
が
、
現
実
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
Ｆ
Ａ
ラ
イ
ン
は
、
大
型
レ
シ
プ
ロ
圧

スクロールコンプレッサー組立ライン（臨海工場）
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円
が
投
じ
ら
れ
、
年
間
生
産
能
力
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
一
八
万
台
、
ロ
ー
タ
リ
ー
圧
縮
機
二
五
万
台
で
あ
っ
た
。
設
備
の
ほ

と
ん
ど
は
日
本
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
工
場
の
建
設
と
並
行
し
て
社
員
の
採
用
、
研
修
、
生
産
準
備
が
進
め
ら
れ
、

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
組
長
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
は
、
す
べ
て
日
本
で
研
修
を
受
け
た
。
同
時
に
、
国
内
で
も
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
の
立
ち
上

げ
に
向
け
て
、
派
遣
さ
れ
る
社
員
に
対
し
て
の
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
製
造
と
販
売

一
方
、
第
3
章
で
も
見
た
よ
う
に
、
す

で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
、

ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
）
が

ベ
ル
ギ
ー
の
オ
ス
テ
ン
ド
を
拠
点
に
、
ダ

イ
キ
ン
製
品
の
製
造
を
行
っ
て
い
た
。
し

か
し
一
九
八
〇
年
代
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の

生
産
・
販
売
は
伸
び
悩
み
を
見
せ
て
き
て

い
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
一
九
九
〇
（
平
成

二
）
年
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
拠
点
発
展
計

画
」
を
決
定
し
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
ト
ッ
プ
の
空
調
メ
ー
カ
ー
と
し

て
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
に
、

タ
イ
で
の
現
地
生
産
の
ス
タ
ー
ト

こ
の
よ
う
に
事
後
的
に
見
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
空
調
部
門
の
発
展
が
、
国
内
向
け
販
売
の
伸
長
に
牽
引
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
円
高
が
進
行
す
る
な
か
で
、
当
時
、
多
く

の
日
本
企
業
が
円
高
の
も
と
で
、
海
外
市
場
に
お
け
る
競
争
力
の
確
保
を
課
題
に
し
て
い
た
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
っ
た
。

「
産
業
空
洞
化
」
へ
の
危
惧
が
表
明
さ
れ
る
一
方
で
、
日
本
の
製
造
企
業
は
本
格
的
な
海
外
生
産
へ
と
乗
り
出
し
て
い
く
。

輸
出
比
率
が
一
割
余
り
の
、
当
時
の
ダ
イ
キ
ン
空
調
部
門
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
は
無
視
し
得
な
い
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
た
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
九
月
の
全
社
開
発
会
議
で
、「
海
外
生
産
拠
点
方
針
」
と
「
同
方
針
実
施
の

た
め
の
条
件
」
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
海
外
の
生
産
拠
点
で
は
国
内
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
品
質
、
機
能
の
商
品
を

同
時
に
生
産
し
、
国
内
で
の
技
術
進
歩
を
海
外
生
産
拠
点
に
直
ち
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
日
本
市
場
専
用

の
商
品
で
も
、
有
利
な
場
合
は
海
外
生
産
す
る
こ
と
な
ど
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
海
外
生
産
戦
略
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た

の
が
、
一
〇
〇
％
出
資
の
ダ
イ
キ
ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
社
（
Ｄ
Ｉ
Ｔ
）
で
あ
る
。
も
と
も
と
タ
イ
で
は
、

地
元
の
サ
イ
ア
ム
モ
ー
タ
ー
ズ
社
と
の
合
弁
会
社
サ
イ
ア
ム
ダ
イ
キ
ン
社
が
製
造
と
販
売
を
行
っ
て
い
た
が
、
経
営
状
況
が

悪
化
す
る
な
か
で
サ
イ
ア
ム
モ
ー
タ
ー
ズ
社
側
か
ら
ダ
イ
キ
ン
に
経
営
権
の
譲
渡
が
申
し
入
れ
ら
れ
、
八
七
年
以
降
、
新
た

に
経
営
権
を
握
っ
た
合
弁
会
社
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
社
（
Ｄ
Ａ
Ｔ
）
に
よ
っ
て
、
空
調

機
の
生
産
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
二
月
設
立
の
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
は
、
タ
イ
国
政
府
投
資

委
員
会
の
認
可
条
件
と
し
て
輸
出
一
〇
〇
％
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
た
め
Ｄ
Ａ
Ｔ
社
と
は
別
会
社
で
あ
り
、
タ
イ
の
良
質

な
労
働
力
や
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
活
用
し
つ
つ
、
日
本
と
同
水
準
の
品
質
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
工
場
設
立
を
目
指
し
た
。

工
場
は
、
九
〇
年
十
二
月
に
バ
ン
コ
ク
東
部
の
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
バ
ン
パ
コ
ン
工
業
団
地
に
完
成
し
た
。
建
設
に
は
約
九
〇
億

ダイキンインダストリーズ（タイランド）社と，同社のオープニング
セレモニー
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一
方
、
販
売
に
関
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
単
数
ま
た
は
複
数
存
在
す
る
代
理
店
が
、
各
国
の
実
情
に

合
っ
た
販
売
活
動
を
行
う
の
が
一
般
的
な
姿
と
な
っ
て
い
た
。
有
能
な
代
理
店
を
探
し
、
ま
だ
現
地
で
は
無
名
の
ダ
イ
キ
ン

エ
ア
コ
ン
を
一
台
で
も
多
く
販
売
依
頼
す
る
こ
と
が
、
第
一
の
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
方
法
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
ダ
イ
キ
ン
の
販
売
市
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
戦
略
的
に
販
売
を
考
え
よ
う
と
す
る
際
に
は
問
題
を
生
じ
さ
せ

た
。
代
理
店
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
販
売
目
標
、
販
売
方
法
に
合
っ
た
事
業
展
開
を
と
る
保
証
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
ダ

イ
キ
ン
専
属
で
は
な
く
他
社
の
も
の
を
取
り
扱
っ
て
い
る
代
理
店
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
戦
略
的
な
販
売
政
策
の
実
施
に
向
け
て
、
既
存

代
理
店
の
買
収
戦
略
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
代
理
店
で
あ
っ
た
メ
ガ

サ
ム
社
の
買
収
と
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ 

フ
ラ
ン
ス
社
（
Ｄ
Ａ
Ｆ
）
の

設
立
で
あ
っ
た
。
メ
ガ
サ
ム
社
は
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
に
ダ
イ
キ
ン
マ
ル

タ
と
取
引
を
開
始
し
て
以
来
の
代
理
店
で
、
す
で
に
八
三
年
に
一
度
買
収
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
時
点
で
、
ポ
ン
プ
事
業
な
ど
を
手
掛
け
て
い
た
親
会
社
の

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
エ
・
メ
ー
ジ
ュ
社
が
倒
産
し
、
更
生
会
社
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
や
む

な
く
八
八
年
に
、
ダ
イ
キ
ン
は
親
会
社
と
と
も
に
メ
ガ
サ
ム
社
を
買
収
し
た
。
当
時
と

し
て
は
、
非
常
に
高
い
買
い
物
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
資
産
や
事
業
の
処
理
と
、
親
会

社
の
持
ち
主
へ
の
支
払
い
な
ど
に
も
時
間
が
か
か
り
、
最
終
的
に
メ
ガ
サ
ム
社
が

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
完
全
子
会
社
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
会
社
名
は
Ｄ
Ａ
Ｆ
社
と
変
更
さ
れ
、
リ
ヨ
ン
に
あ
っ
た
本
社
は
パ
リ
に
移
り
、
業

本
格
的
な
生
産
拠
点
の
設
立
を
図
る
こ
と
と

な
っ
た
。
同
じ
こ
ろ
、
日
系
の
競
合
他
社
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
進
出
に
よ
る
現
地
生
産
化
を

進
め
て
お
り
、
現
地
生
産
の
先
発
企
業
で
あ
る

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
優
位
性
を
生
か
す
た
め
に
も
、

積
極
的
な
拡
大
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。

生
産
拠
点
の
拡
大
は
、
一
九
九
一
（
平
成

三
）
年
か
ら
実
行
に
移
さ
れ
た
。
ま
ず
、
セ
パ

レ
ー
ト
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
中
小
型
室
外
機

お
よ
び
壁
掛
型
室
内
機
の
生
産
を
、
日
本
か
ら

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
に
完
全
に
移
管
す
る
こ
と
と
な
り
、

九
二
年
三
月
に
現
地
生
産
を
開
始
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
間
に
進
ん
で
い
た
円
高
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
通
貨
安
に
対
処
す
る
た
め
、
九
三
年
六
月
に
は
セ
パ
レ
ー
ト
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
大
型
室
外
機
、
床
置
室
内
機
、
九
四

年
五
月
に
は
〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞、
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
移
管
が
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
実
行
に
移
さ
れ
た
。
ま

た
、
こ
の
間
、
九
一
年
と
九
二
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
増
資
を
行
い
、
資
本
金
は
一
三
億
二
〇
〇
〇
万
ベ
ル
ギ
ー
フ
ラ
ン
と

な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
へ
の
投
資
の
拡
大
と
生
産
能
力
の
拡
充
は
、
そ
の
後
の
ダ
イ
キ
ン
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
展
開

に
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

増築中のダイキンヨーロッパ社と生産移管後の同社の工場内部

ダイキンエアコンディショニングフランス社
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ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
に
際
し
て
ア
メ
リ
カ
で
は
、
①
そ
の
商
品
が
公
正
価
額
以
下
で
販
売
さ
れ
て
い
る
か
、
②
ア
メ

リ
カ
の
産
業
が
当
該
商
品
の
輸
入
の
た
め
に
被
害
を
被
っ
て
い
る
か
、
の
二
つ
の
論
点
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
こ
で
ダ
ン
ピ
ン

グ
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
製
品
へ
の
輸
入
制
限
が
発
動
さ
れ
た
（「
通
商
法
」）。
①
の
事
実
認
定
は
商
務
省
、
②

の
被
害
認
定
は
国
際
貿
易
委
員
会
（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
の
職
掌
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
①
に
関
し
て
商
務
省
か
ら
発
せ
ら
れ
る
質
問

状
は
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
に
直
面
し
た
日
本
企
業
を
悩
ま
す
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
質
問
状
に
す
べ
て
答
え
る
た
め
に
は
、

企
業
秘
密
と
さ
れ
る
生
産
コ
ス
ト
や
販
売
デ
ー
タ
な
ど
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
提
訴
さ
れ
た
日
本
企
業
の
な
か
で
は
、
商
務
省
へ
の
回
答
に
つ
い
て
留
保
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ダ
イ

キ
ン
も
商
務
省
と
の
争
い
は
回
避
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
に
よ
る
被
害
認
定
の
有
無
で
争
う
こ
と
に
集
中
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の

Ｉ
Ｔ
Ｃ
で
行
わ
れ
た
公
聴
会
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
側
は
ア
メ
リ
カ
の
主
要
ユ
ー
ザ
ー
の
社
長
ら
を
証
人
と
し
て
立
て
、
ア
メ
リ

カ
産
業
へ
の
貢
献
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
八
八
年
八
月
の
最
終
決
定
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
販
売
を
ダ
ン
ピ
ン
グ
（
不
当
廉

売
）
と
認
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
輸
出
は
、

停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
フ
ッ
素
樹
脂
で
、
最
大
の
市
場
を
失
い
か
ね
な
い
状
況
に
直
面
し
た

の
で
あ
る
。

相
次
ぐ
試
練

│
フ
ロ
ン
規
制
と
コ
コ
ム
違
反
事
件

二
つ
目
の
打
撃
は
、
主
力
商
品
で
あ
っ
た
フ
ロ
ン
が
「
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、
そ
の
製
造
・

販
売
へ
の
規
制
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
フ
ロ
ン
が
、
成
層
圏
の
オ
ゾ
ン
層
破
壊
に
つ
な
が
る
と

い
う
研
究
結
果
は
、
す
で
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ロ
ー
ラ
ン
ド
教
授
と
モ
リ
ー
ナ
博
士
に
よ
っ
て
、
一
九
七
四
（
昭
和

務
の
合
理
化
に
よ
っ
て
人
員
も
減
少
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
北
部
と
南
部
の
気
候
が
大
き
く
異
な
り
、
空
調
市
場
と
し
て

多
様
性
を
持
っ
て
い
る
一
方
、
地
中
海
沿
岸
の
観
光
地
も
近
く
、
ア
メ
リ
カ
系
や
ロ
ー
カ
ル
の
空
調
メ
ー
カ
ー
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
工
場
を
構
え
て
フ
ラ
ン
ス
市
場
を
狙
っ
て
い
た
。
こ
の
市
場
に
対
し
て
Ｄ
Ａ
Ｆ
社
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で

あ
る
販
売
店
開
拓
、
ス
ペ
ッ
ク
イ
ン
活
動
等
を
展
開
し
た
。
販
売
面
に
お
い
て
も
、
本
格
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
芽
が
育
ち

始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

２　

化
学
事
業
の
「
三
重
苦
」
と
積
極
的
対
応

「
三
重
苦
」
の
始
ま
り

│
フ
ッ
素
樹
脂
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴

前
項
の
よ
う
に
一
九
八
〇
年
代
後
半
が
、
空
調
部
門
の
一
流
メ
ー
カ
ー
へ
の
ス
プ
リ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
空
調
に
次
ぐ
事
業
規
模
を
持
つ
化
学
部
門
に
と
っ
て
、
こ
の
八
〇
年
代
後
半
は
試
練
と
苦
闘
の
時
期
で
あ
っ
た
。
の
ち

に
「
三
重
苦
」
と
称
せ
ら
れ
る
、
事
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
が
、
立
て
続
け
に
化
学
事
業
部
を
襲
っ
た
の
で

あ
る
。

三
つ
の
苦
難
の
最
初
は
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
に
ア
メ
リ
カ
で
生
じ
た
ダ
イ
キ
ン
の
フ
ッ
素
樹
脂
販
売
に
対
す

る
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
で
あ
っ
た
。
七
〇
年
代
以
降
、
化
学
部
門
の
牽
引
力
の
一
つ
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
輸
出
に
と
っ
て
、

八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
来
の
急
激
な
円
高
は
大
き
な
足
か
せ
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に

八
七
年
十
一
月
に
ア
メ
リ
カ
最
大
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
デ
ュ
ポ
ン
社
が
、
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
メ
ー
カ
ー
を
相
手
ど
り
、

〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
に
つ
い
て
、
ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
に
基
づ
く
提
訴
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
表
4
│

1
）。
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
は
、
主
力
商
品
の
生
産
抑
制
・
停
止
の
可
能
性
を
突
き
つ
け
る
、

大
き
な
脅
威
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
二
つ
の
困
難
が
、
お
も
に
外
部
環
境
の
変
化
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、「
三
重
苦
」
の
三
つ
目

は
、
そ
れ
に
ダ
イ
キ
ン
内
部
で
の
失
策
が
重
な
っ
た
。
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
輸
出
業
務
の
一
部

が
コ
コ
ム
規
制
違
反
と
し
て
摘
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

コ
コ
ム
規
制
に
つ
い
て
日
本
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
七
年
四
月
に
東
芝
機
械
が
多
軸
制
御
工
作

機
械
を
旧
ソ
連
向
け
に
輸
出
し
、
摘
発
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
通
産
省
（
現
、
経
済
産
業
省
）
は
、
産
業
界

に
輸
出
関
連
法
規
の
順
守
体
制
の
確
立
を
促
す
行
政
指
導
を
行
い
、
ダ
イ
キ
ン
社
内
で
も
八
七
年
十
二
月
に
、
全
社
組
織
の

「
コ
コ
ム
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
八
八
年
四
月
に
は
、
輸
出
管
理
に
関
す
る
「
戦
略
物
資
・
戦
略
技
術
輸
出
管
理

規
程
」
を
制
定
し
、
通
産
省
に
届
け
出
た
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
コ
ム
へ
の
社
内
体
制
を
整
備
し
て
い
た
最
中
の
八
八
年
八
月
、

化
学
事
業
部
が
通
産
省
か
ら
事
情
聴
取
を
受
け
た
。
旧
ソ
連
へ
、
漁
船
用
消
火
剤
と
し
て
輸
出
し
て
い
た
ハ
ロ
ン
２
４
０
２

に
、
コ
コ
ム
規
制
違
反
の
疑
い
が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
ロ
ン
２
４
０
２
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
一
九
六
三
年
に
開
発
し
た
ハ
ロ
ン
系
消
火
剤
で
、
た
し
か
に
コ
コ
ム
規
制
対
象
品
に

指
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
コ
コ
ム
加
盟
一
七
カ
国
の
同
意
が
あ
れ
ば
輸
出
可
能
な
特
別
認
可
制
度
の
対
象
で
も
あ
っ
て
、

実
際
、
七
九
年
か
ら
輸
出
が
行
わ
れ
て
き
て
い
た
。
こ
の
特
認
制
度
は
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
よ
っ
て
八
一
年

以
降
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
。
し
か
し
、
低
純
度
品
は
コ
コ
ム
規
制
対
象
外
品
で
あ
っ
た
た
め
、
ダ
イ
キ
ン
は
八
二
年
か
ら

低
純
度
品
の
輸
出
を
再
開
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
純
度
品
に
不
純
物
を
混
入
し
て
低
純
度
と
す
る
生
産
過
程
に
お
い
て
、
そ

の
生
産
手
順
と
検
査
方
法
に
致
命
的
な
ミ
ス
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
高
純
度
品
が
そ
の
ま
ま
輸
出
さ
れ
た
疑
い
が
生
じ

四
十
九
）
年
六
月
にN

ature

誌

上
で
発
表
さ
れ
て
い
た
（
図
4
│

1
）。
そ
の
後
、
南
極
に
お
け
る

オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
発
見
も
あ
っ
て
、

フ
ロ
ン
規
制
へ
向
け
た
動
き
が
強

ま
り
、
一
九
八
五
年
に
国
連
環
境

計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
が
、「
オ
ゾ

ン
層
の
保
護
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン

条
約
」
を
採
択
す
る
に
至
る
。
そ

し
て
、
八
七
年
九
月
の
「
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
議
定
書
」
の
採
択
と
、

そ
れ
に
基
づ
く
オ
ゾ
ン
層
保
護
法

に
よ
っ
て
、
国
際
的
な
フ
ロ
ン
規

制
が
具
体
化
し
た
。
日
本
政
府
も
、

八
八
年
に
「
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」
を
公
布
し
、
特
定
フ
ロ
ン
の
生
産
・
消
費
量
を
許
可
制
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
二
年
後
の
九
〇

年
に
は
、
規
制
対
象
品
目
が
拡
大
さ
れ
、
な
か
で
も
特
定
フ
ロ
ン
（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
）
は
二
〇
〇
〇
年
に
全
廃
す
る
方
向
へ
と
規
制

が
強
化
さ
れ
た
。
世
界
的
に
も
「
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
」
の
度
重
な
る
改
正
が
、
規
制
対
象
物
質
の
範
囲
を
広
げ
た

図 4─1　ローランド教授の特定フロン（CFC）によるオゾン層破壊説
〈たとえば、CFC12 の場合〉
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た
。
そ
の
た
め
ダ
イ
キ
ン
は
、
八
七
年
七
月
か
ら
生
産
手
順
と
検
査
方
法
を
、
確
実
に
低
純
度
品
が
輸
出
さ
れ
る
方
式
に
改

め
て
い
た
。
最
大
の
問
題
は
、
こ
の
と
き
過
去
に
さ
か
の
ぼ
る
検
査
結
果
の
集
計
表
に
、
担
当
部
署
が
架
空
の
数
値
を
追
記

し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
八
八
年
九
月
、
こ
う
し
た
経
緯
が
山
田
稔
社
長
に
報
告
さ
れ
た
。
山
田
社
長
は
、
た
だ
ち
に
社
長
特
命
で
特
別
調
査

委
員
会
を
設
置
し
、
事
実
関
係
の
究
明
に
当
た
っ
た
。
そ
し
て
十
月
に
は
、
不
正
輸
出
の
事
実
を
認
め
る
報
告
書
を
通
産
省

に
提
出
し
た
。
通
産
省
は
、
同
年
十
二
月
六
日
に
ダ
イ
キ
ン
と
輸
出
を
担
当
し
た
商
社
を
関
税
法
違
反
、
外
国
為
替
お
よ
び

外
国
貿
易
管
理
法
違
反
で
大
阪
府
警
察
本
部
に
告
発
し
た
。
大
阪
府
警
は
、
翌
七
日
朝
、
ダ
イ
キ
ン
の
本
社
、
淀
川
製
作
所

な
ど
へ
の
強
制
捜
査
を
行
っ
た
。

企
業
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
た
ダ
イ
キ
ン
は
、「
確
認
で
き
た
事
実
は
包
み
隠
さ
ず
公
表
す
る
」
と
い
う
山
田
社

長
の
方
針
の
も
と
で
、
報
道
陣
に
は
事
実
を
正
確
に
発
表
す
る
こ
と
で
対
応
し
、
山
田
社
長
自
ら
記
者
会
見
の
席
で
謝
罪
を

し
た
。
大
阪
府
警
は
、
一
九
八
九
年
二
月
に
事
件
に
直
接
関
与
し
た
化
学
事
業
部
営
業
課
長
と
検
査
課
長
を
逮
捕
し
、
翌
月

に
は
ダ
イ
キ
ン
と
営
業
課
長
一
名
が
起
訴
さ
れ
、
検
査
課
長
は
不
起
訴
処
分
と
な
っ
た
。
裁
判
の
結
果
、
大
阪
地
裁
は
十
月

十
七
日
に
「
会
社
は
罰
金
二
〇
〇
万
円
、
営
業
課
長
は
懲
役
一
〇
カ
月
・
執
行
猶
予
三
年
」
の
有
罪
判
決
を
下
し
た
。
ま
た

八
九
年
六
月
に
、
六
カ
月
間
の
コ
コ
ム
規
制
対
象
国
へ
の
輸
出
禁
止
と
い
う
通
産
省
の
行
政
処
分
が
下
り
、
あ
わ
せ
て
輸
出

管
理
体
制
の
強
化
を
求
め
る
警
告
を
受
け
た
。

こ
の
事
件
は
、
旧
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
端
を
発
し
た
、
コ
コ
ム
規
制
強
化
と
い
う
一
連
の
状
況
の
も
と
で
生

じ
て
い
る
。
輸
出
自
体
も
、
ダ
イ
キ
ン
の
担
当
部
署
の
コ
コ
ム
規
制
へ
の
認
識
の
低
さ
と
業
務
管
理
の
不
備
か
ら
生
じ
た
も

の
で
あ
り
、
決
し
て
計
画
的
か
つ
意
図
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
コ
コ
ム
規
制
違
反
事
件
の
残
し
た
問
題
は

表 4─1　オゾン層破壊物質の規制の変化

国際規制の改正名 モントリオール
議定書

同　ロンドン
改正

同　コペンハーゲ
ン改正

同　採択年月 1987 年 9 月 1990 年 6 月 1992 年 11 月
日本の「オゾン層の保護に  
関する法律」改正 1988 年 5 月 1991 年 3 月

対　

象　

物　

質

CFC CFC11，12，
113，114，115

1989 年 7 月 1 日
より，生産量，
消 費 量 を 1986
年 実 績 値 の
100％以下とし，
1998 年 7 月には
50％以下とする

2000 年 1 月 に
0％とする

1994 年 1 月に 25％
1996 年 1 月に 0％

CFC CFC13，
112 等 10 種

1989 年実績値
を 100 ％とし，
1993 年 1 月 に
80％以下，1997
年 1 月に 15 ％
以下，2000 年 1
月に 0％とする

1994 年 1 月に 25％
1996 年 1 月に 0％

ハロン ハロン 1211，
1301，2402

1992 年 7 月 1 日
より生産量，消
費 量 を 1986 年
実績値の 100％
以下とする

1992 年 1 月 よ
り 100％以下，
1995 年 1 月 よ
り 50 ％ 以 下，
2000 年 1 月 よ
り 0％とする

1994 年 1 月に 0％

HCFC HCFC21，22，
123，124，
141，142 等
34 種

回 収 に 努 め，
消費を抑制し，
2020 ～ 2040 年
ごろ 0％とする
よう検討する

1996 年 1 月より
総量規制＊
2004 年 1 月に 65％
2010 年 1 月に 35％
2015 年 1 月に 10％
2020 年 1 月に 0.5％
2030 年 1 月に 0％

四塩化炭素
1.1.1─トリク
ロロエタン
臭化メチル

省　略

注）＊印は 1989年のHCFC実績値（O.D.P. 換算）＋1989年の CFC実績値（O.D.P. 換算）×3.1％
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ド
感
の
な
い
」「
宝
の
山
を
持
ち
な
が
ら
、
機
会
損
失
し
て
い
る
」「
雨
が
降
っ
て
き
た
ら
、
傘
も
さ
さ
ず
、
分
析
す
る
」
事

業
部
で
あ
る
と
、
当
時
の
化
学
事
業
部
の
体
質
の
弱
点
を
厳
し
く
指
摘
し
た
。

井
上
社
長
は
の
ち
に
、「
将
来
へ
の
可
能
性
を
秘
め
た
事
業
部
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
中
心
と
な
る
幹

部
・
部
長
ク
ラ
ス
を
は
じ
め
意
欲
と
能
力
あ
る
人
々
が
、
各
自
の
過
去
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
行
動
パ
タ
ー
ン
を
変
え
る
こ
と

か
ら
体
質
は
必
ず
改
善
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
あ
え
て
過
去
の
否
定
か
ら
入
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る

（
一
九
九
四
年
七
月
十
一
日
の
化
学
部
長
会
議
で
の
発
言
）。
可
能
性
あ
る
部
門
だ
か
ら
こ
そ
、
厳
し
く
問
題
点
を
指
摘
し
、
叱

咤
激
励
し
、
意
識
改
革
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
八
九
年
十
一
月
に
は
組
織
機

構
改
革
を
行
い
、
営
業
・
研
究
・
製
造
各
部
門
の
運
営
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
組
織
改
革
は
、
課
題
達
成
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
、
管
理
・
責
任
体
制
の
強
化
、
挑
戦
的
事
業
体
質
の
向
上
を
課
題
と
し
、
化
学
事
業
の
改
革
を
進
め
る
体
制
を
つ
く

り
、
そ
の
方
向
性
を
示
す
戦
略
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
新
規
商
品
開
発
部
の
新
設
、
重
点
市
場
・
重
点
商
品
の
開
発
型
営
業

機
能
の
強
化
、
研
究
開
発
部
門
の
機
能
の
明
確
化
に
伴
う
機
構
改
革
、
代
替
フ
ロ
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
の
組
織

化
な
ど
、
そ
の
改
革
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
組
織
再
編
に
伴
う
人
材
の
異
動
・
登
用
数
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
組
織
機
構
改
革
と
と
も
に
井
上
は
、
全
社
か
ら
優
秀
な
人
材
を
化
学
事
業
部
に
投
入
し
、
化
学
事
業
の
再
生
に
向

け
た
体
制
強
化
を
図
っ
た
。
当
時
「
七
人
の
侍
」
と
呼
ば
れ
た
管
理
職
た
ち
を
中
心
に
、
化
学
事
業
部
の
新
た
な
プ
ラ
ン
が

作
成
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
意
識
改
革
と
組
織
改
革
が
、「
羊
の
集
団
」
を
「
燃
え
る
集
団
」
に
変
え
、

体
質
改
革
の
条
件
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
き
か
っ
た
。
一
九
八
九
年
六
月
、
第
八
六
期
の
株
主
総
会
は
長
時
間
に
わ
た
っ
て
質
疑
応
答
が
続
き
、
会
議
時
間
は
休
憩

な
し
の
五
時
間
二
〇
分
に
及
ん
だ
。
行
政
処
分
へ
の
対
応
も
、
一
週
間
と
い
う
短
期
間
に
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

全
社
一
丸
と
な
っ
て
の
再
発
防
止
対
策
の
立
案
・
実
施
が
求
め
ら
れ
た
。
国
内
外
の
取
引
先
に
対
し
て
は
、
ダ
イ
キ
ン
製
品

の
社
会
主
義
国
向
け
の
輸
出
禁
止
に
協
力
す
る
こ
と
を
要
請
し
、
さ
ら
に
輸
出
禁
止
処
分
の
内
容
を
和
英
両
文
で
表
示
し
た

警
告
ラ
ベ
ル
を
全
製
品
に
張
り
付
け
た
。
ま
た
、
海
外
の
流
通
在
庫
は
す
べ
て
買
い
戻
す
な
ど
、
徹
底
し
た
対
応
が
必
要
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

組
織
改
革
へ
の
取
り
組
み

こ
れ
ら
の
困
難
が
相
次
い
で
発
生
し
た
こ
と
は
、
ダ
イ
キ
ン
社
員
た
ち
に
と
っ
て
業
務
上
の
大
き
な
重
荷
と
な
っ
た
。
そ

れ
に
加
え
、
前
向
き
な
打
開
の
方
向
が
見
え
な
い
な
か
で
、
化
学
事
業
部
全
体
に
沈
滞
し
た
ム
ー
ド
が
蔓ま

ん
　
え
ん延
し
た
。
井
上
礼

之
常
務
取
締
役
（
一
九
八
九
＝
平
成
元
年
六
月
に
、
専
務
取
締
役
）
が
、
化
学
事
業
部
の
担
当
役
員
に
就
任
し
た
の
は
、
そ
の

さ
な
か
の
八
八
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
井
上
担
当
役
員
が
直
面
し
た
最
大
の
課
題
は
、
こ
の
沈
滞
し
た
状
況
に
あ
る

化
学
事
業
部
を
、
い
か
に
し
て
積
極
性
に
溢
れ
る
組
織
へ
と
改
革
し
、
こ
の
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
道
筋
を
つ
け
る
か

で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
化
学
部
門
は
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
が
実
質
的
に
限
ら
れ
た
フ
ロ
ン
業
界
に
あ
っ
て
、
カ
ス
タ
マ
ー
の
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
要
求
に
応
え
る
こ
と
を
考
え
て
い
れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立
つ
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め

の
研
究
開
発
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
研
究
開
発
と
現
実
の
事
業
と
の
関
係
へ
の
問
題
意
識
は
強
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

井
上
担
当
役
員
は
、「
ぬ
る
ま
湯
」「
戦
略
が
な
い
」「
管
理
と
点
検
が
甘
い
」「
議
し
て
決
せ
ず
、
実
行
に
乏
し
く
、
ス
ピ
ー
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多
額
の
買
収
費
で
あ
っ
た
が
山
田
稔
社
長
の
強
い
意
志
の
も
と
で
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
契
約
調
印
の
直
前
ま
で

に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
買
収
先
が
西
欧
の
政
府
系
企
業
で
あ
っ
た
た
め
、
政
府
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
最
終
的
に
契
約
交

渉
は
不
成
立
に
終
わ
っ
た
。

そ
こ
に
、
協
業
を
検
討
し
て
い
た
モ
ノ
マ
ー
製
造
な
ど
の
川
上
技
術
に
優
れ
た
ミ
ネ
ソ
タ
・
マ
イ
ニ
ン
グ
・
ア
ン
ド
・
マ

ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
（
ス
リ
ー
エ
ム
）
社
が
浮
上
し
て
き
た
。
第
一
に
、
ダ
イ
キ
ン
と
ス
リ
ー
エ
ム
社
と
は
、
利
害
の

面
で
一
致
す
る
部
分
が
大
き
か
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
中
間
体
を
ス
リ
ー
エ
ム
社
に
供
給
す
る
こ
と
で
量
産
が
実
現
で
き
る

し
、
ス
リ
ー
エ
ム
社
は
安
定
的
か
つ
低
コ
ス
ト
で
中
間
原
料
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
ス
リ
ー
エ
ム
社
の
「
人
を
大
切
に
す
る
」「
新
商
品
開
発

重
視
」
と
い
っ
た
経
営
ス
タ
イ
ル
が
、
ダ
イ
キ
ン
と
似
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
第
三
に
、
ス
リ
ー
エ
ム
社
の
優
れ
た
商
品
開
発
シ
ス
テ
ム
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

力
に
は
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
今
後
、
新
用
途
開
発
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
ダ
イ
キ
ン

側
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
点
が
多
い
と
判
断
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
五
月
の
役
員
会
で
ア
メ
リ
カ
進
出
計

画
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
で
の
現
地
生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
資
金
規
模
か

ら
し
て
も
こ
れ
ま
で
に
な
い
二
〇
〇
億
円
強
と
い
う
巨
額
な
投
資
で
あ
っ
て
、
リ
ス
ク

も
大
き
い
。
し
か
し
山
田
稔
社
長
は
、「
化
学
事
業
部
の
た
め
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
ダ
イ

キ
ン
工
業
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
ん
だ
」
と
、
ゴ
ー
サ
イ
ン
の
決
定
を
下
し
た
。
六
月

に
は
、
全
社
的
な
体
制
で
「
Ｋ
Ａ
Ｆ
準
備
室
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
進
出
の
模
索
と
決
断

化
学
事
業
部
を
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、
組
織
改
革
と
と
も
に
化
学
事
業
部
自
身
が
新
た
な
事
業
展
開
に
取
り
組
み
、
成

果
を
生
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
時
期
、
化
学
事
業
部
の
前
向
き
の
対
応
を
明
瞭
に
示
し
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ

進
出
へ
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
ン
規
制
を
先
取
り
す
る
、
代
替
フ
ロ
ン
の
開
発
に
も
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
。
い

ず
れ
も
、
化
学
事
業
部
の
直
面
し
た
苦
難

│
三
重
苦

│
へ
の
、
直
接
の
対
応
策
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
短
期
的
な
対
応
の
枠
を
超
え
、
長
期
的
な
展
望
を
見
据
え
た
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、
そ

の
後
の
化
学
事
業
部
躍
進
の
原
点
と
な
っ
た
。

ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
の
事
実
上
の
敗
訴
を
受
け
、
ダ
イ
キ
ン
は
対
米
市
場
戦
略
の
転
換
を
図
っ
た
。
世
界
の
フ
ッ
素
樹
脂
需

要
の
約
半
分
を
占
め
、
新
用
途
開
発
に
関
す
る
情
報
も
豊
富
な
ア
メ
リ
カ
市
場
で
、
い
か
に
し
て
シ
ェ
ア
を
確
保
す
る
の
か
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
産
拠
点
設
立
の
方
針
を
固
め
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
化
学
事
業
に
つ
い
て
の
市
場
状

況
の
直
接
把
握
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
十
月
、
ま
ず
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
（
新
た
な
ダ
イ
キ
ン
Ｕ
Ｓ
社
）
を
開
設
し
、
情
報
収
集
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
翌
八
九

年
十
月
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
の
な
か
に
ダ
イ
キ
ン
ケ
ミ
カ
ル
ア
メ
リ
カ
社
（
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
を
設
立
し
、
販
売
・
サ
ー

ビ
ス
体
制
の
構
築
に
着
手
し
た
。

一
方
、
本
社
の
化
学
事
業
部
で
は
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
六
月
に
化
学
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
か
ら
頭
文
字

を
と
っ
た
「
Ｋ
Ａ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
と
連
携
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
進
出
に
つ
い
て
、

そ
の
事
業
化
に
向
け
た
綿
密
な
調
査
を
進
め
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
リ
ス
ク
を
勘
案
し
つ
つ
、
独
自
工
場
の
建
設
と
、
他
社

と
の
協
業
の
、
双
方
の
選
択
肢
を
踏
ま
え
た
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
あ
る
化
学
工
場
売
却
の
情
報
が
入
り
、

契約書にサインするスリーエム社のハマリー副社長と山田社長



142143　第 4章●バブル経済とその崩壊 ･試練

こ
と
を
考
え
、
で
き
る
だ
け
社
員
が
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
を
少
な
く
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
最
初
か

ら
高
い
水
準
で
の
自
動
化
と
Ｄ
Ｃ
Ｓ
化
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
）
が
設
定
さ
れ
た
。

工
場
の
建
設
と
並
行
し
て
、
社
員
の
採
用
と
研
修
も
進
ん
だ
。
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
で
、
工
場
長
と
し
て
採
用
さ
れ
た
ア
メ
リ

カ
人
の
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ア
ダ
ム
ス
は
、
日
本
で
七
カ
月
間
の
研
修
を
受
け
、
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
理
念
や
経
営
方
針
な
ど
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
今
後
の
工
場
の
管
理
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
な
ど
も
行
っ
た
。
一
九
九
二
年
七
月
か
ら
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
採

用
を
始
め
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
っ
て
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
採
用
す
る
か
た
ち
で
、
社
員
の
リ
ク
ル
ー
ト
が
進
め
ら
れ
た
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
人
選
で
は
、
仕
事
の
遂
行
能
力

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ダ
イ
キ
ン
流
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
理
解
の
た
め
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
性
、
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
な
考
え
方
、
前
向
き
な
姿
勢
な
ど

を
重
視
し
た
。
約
三
〇
人
採
用
さ
れ
た
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ

で
数
週
間
の
研
修
の
後
、
約
四
週
間
の
研
修
を

日
本
で
受
け
て
い
る
。
一
般
従
業
員
の
採
用
に

は
、
ア
ラ
バ
マ
州
産
業
開
発
教
育
制
度

（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｔ
）
の
活
用
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と

な
っ
た
。
企
業
誘
致
に
熱
心
な
ア
ラ
バ
マ
州
は
、

各
企
業
の
条
件
に
合
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

ス
リ
ー
エ
ム
社
と
の
提
携
は
、
協
業
の
内
容
や
合
弁
の
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
、
最
後
ま
で
交
渉
が
難
航
し
た
。
最
終
的
に
、

合
弁
部
分
は
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
22
（
フ
ロ
ン
22
）
と
六
フ
ッ
化
プ
ロ
ピ
レ
ン
モ
ノ
マ
ー
（
６
Ｆ
モ
ノ
マ
ー
）
と
決
定
し
、
４
Ｆ
モ
ノ

マ
ー
や
フ
ッ
素
樹
脂
に
つ
い
て
は
ダ
イ
キ
ン
単
独
に
よ
る
生
産
と
し
た
。
一
九
九
〇
年
十
一
月
に
合
弁
が
合
意
さ
れ
、
十
二

月
に
合
弁
契
約
、
翌
九
一
年
一
月
に
ダ
イ
キ
ン
一
〇
〇
％
出
資
の
ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ
社
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
）
と
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
と
ス

リ
ー
エ
ム
社
と
の
合
弁
に
よ
る
Ｍ
Ｄ
Ａ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
社
が
設
立
さ
れ
た
。
後
者
の
Ｍ
Ｄ
Ａ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
社
の
運
営
も
、
実
質
的
に
は
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
の
工
場
建
設

工
場
の
建
設
予
定
地
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
北
部
の
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
に
決
定
し
た
。
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
に
は
ス
リ
ー
エ
ム
社
の
工

場
が
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
は
ス
リ
ー
エ
ム
社
の
工
場
に
隣
接
し
て
約
四
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
購
入
し
た
。
当
時
、
デ
ィ
ケ
ー

タ
ー
は
人
口
約
五
万
人
の
小
さ
な
都
市
で
あ
っ
た
が
、
ス
リ
ー
エ
ム
社
以
外
に
も
従
業
員
千
人
を
超
え
る
工
場
が
数
社
存
在

し
て
い
た
。

化
学
事
業
は
プ
ラ
ン
ト
が
成
否
の
要
に
な
る
。
鹿
島
工
場
で
の
技
術
の
実
績
は
あ
っ
た
が
、
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
工
場
に
は
既

存
技
術
の
移
転
だ
け
で
な
く
、
鹿
島
の
先
を
行
く
新
し
い
プ
ラ
ン
ト
づ
く
り
が
目
指
さ
れ
た
。
ま
ず
、
現
地
生
産
を
進
め
て

い
た
日
系
企
業
数
社
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
在
米
日
系
企
業
に
関
す
る
調
査
を
参
考
に
、
総
投
資
額
と
資
本
金
の
関
係
、
操

業
開
始
か
ら
累
損
一
掃
ま
で
の
展
望
、
利
益
処
分
な
ど
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
建
設
を
依
頼
す
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
会
社
は
、
意
思
疎
通
の
面
か
ら
日
系
企
業
が
適
当
と
さ
れ
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
六
月
に
、
千
代
田
化
工
建

設
と
清
水
建
設
の
ア
メ
リ
カ
子
会
社
に
工
事
が
発
注
さ
れ
た
。
プ
ラ
ン
ト
の
操
業
に
つ
い
て
は
、
経
験
の
浅
い
社
員
が
多
い

ダイキンアメリカ社のディケーター工場（第 1期工事中）

完成したディケーター工場
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建
設
に
よ
っ
て
、
九
五
年
九
月
に
は
Ｆ
Ｅ
Ｐ
と
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
の
生
産
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
市
場
の
拡
大
を
に
ら
ん
だ

新
投
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
絶
妙
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
産
は
九
〇
年
代
後
半
に
大
き
く
伸
び
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

代
替
フ
ロ
ン
の
開
発
と
供
給
体
制
の
確
立

フ
ロ
ン
生
産
や
輸
入
へ
の
規
制
は
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
規
制
の
時
期
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
代
替
ガ
ス
の

利
用
や
開
発
が
当
面
の
対
応
策
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
将
来
的
な
フ
ロ
ン
全
廃
を
見
越
し
て
、
フ
ロ
ン
に
代
わ
る
新
し
い
ガ

ス
の
開
発
も
注
目
さ
れ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
日
本
に
お
け
る
フ
ロ
ン
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
代
替
品
の
開
発
と
供
給

を
他
社
に
先
駆
け
て
行
う
方
針
を
立
て
た
。

ま
ず
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
七
月
に
、
日
本
で
初
め
て
行
わ
れ
た
フ
ロ
ン
問
題
対
策
技
術
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
席

上
、
ダ
イ
キ
ン
は
代
替
品
の
開
発
状
況
な
ど
冷
媒
を
中
心
と
し
た
対
応
策
に
つ
い
て
発
表
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
不
安
の
払
拭
に

努
め
た
。
次
い
で
八
九
年
三
月
、
化
学
事
業
部
内
に
代
替
フ
ロ
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
が
発
足
し
、
五
月
の
フ
ロ

ン
規
制
に
つ
い
て
の
議
定
書
締
約
国
会
議
（
ヘ
ル
シ
ン
キ
）
の
前
後
に
、
発
泡
剤
分
野
と
洗
浄
剤
分
野
に
関
す
る
対
応
策
を

発
表
し
た
。
短
期
的
に
は
、
顧
客
が
大
き
な
設
備
変
更
を
せ
ず
に
特
定
フ
ロ
ン
の
削
減
が
で
き
る
よ
う
に
、
既
存
の
規
制
外

フ
ロ
ン
や
即
置
換
型
Ｃ
Ｆ
Ｃ
ブ
レ
ン
ド
品
な
ど
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
経
済
的
な
フ
ロ
ン
回
収
シ
ス
テ
ム
と
装
置
の
提
供

を
行
う
こ
と
を
課
題
と
し
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
12
の
代
替
品
と
し
て
、
発
泡
剤
用
の
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
１
４
２
ｂ
を
商
業
生
産
す
る

た
め
の
プ
ラ
ン
ト
を
鹿
島
工
場
に
建
設
し
て
、
九
〇
年
三
月
か
ら
稼
働
さ
せ
、
九
一
年
十
一
月
に
は
冷
媒
用
の
Ｈ
Ｆ
Ｃ

１
３
４
ａ
用
の
プ
ラ
ン
ト
を
、
国
内
で
初
め
て
稼
働
さ
せ
た
。

ん
で
、
一
般
公
募
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
受
講
生
を
採
用
前

に
教
育
訓
練
し
、
技
能
な
ど
を
見
極
め
る
場
を
設
け
て
い
る
。

そ
れ
は
当
該
地
域
へ
の
進
出
企
業
の
採
用
活
動
に
と
っ
て
、

大
き
な
助
け
と
な
っ
た
。

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
九
月
八
日
、
工
場
試
運
転
第
一

号
と
し
て
、
四
フ
ッ
化
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
始
動
し
た
。

そ
の
後
、
各
プ
ラ
ン
ト
で
試
運
転
が
続
き
、
大
寒
波
に
よ
る

凍
結
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
で
の

初
め
て
の
工
場
建
設
は
予
定
を
大
き
く
遅
れ
る
こ
と
な
く
完

成
し
た
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
全
社
挙
げ
て
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
が
と
ら
れ
、
多
く
の
従
業
員
を
準
備
の
た
め
に

派
遣
で
き
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
工
場
建
設
に
当

た
っ
て
は
、
鹿
島
工
場
立
ち
上
げ
の
経
験
が
生
き
た
こ
と
も

大
き
か
っ
た
。

こ
の
時
期
の
ア
メ
リ
カ
市
場
は
、
Ｉ
Ｔ
化
に
伴
う
Ｌ
Ａ
Ｎ

電
線
向
け
の
需
要
が
増
え
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
く
拡
大
し
て
い
た
。
新
工
場
の
操
業
準
備
が
頂
点
に
達
し
て
い
た

一
九
九
三
年
八
月
に
、
早
く
も
溶
融
樹
脂
プ
ラ
ン
ト
（〝
ネ
オ
フ
ロ
ン
〞
Ｆ
Ｅ
Ｐ
・
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
）
の
「
一
・
五
次
計
画
」
と
呼
ば

れ
た
追
加
投
資
計
画
が
決
定
し
た
。
生
産
の
中
心
は
〝
ネ
オ
フ
ロ
ン
〞
Ｆ
Ｅ
Ｐ
で
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
新
プ
ラ
ン
ト

四フッ化エチレンプラント
（上）と同プラント熱分解
炉の火入れ式（1993 年 9
月 8 日）
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の
後
も
化
学
事
業
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
三
重
苦
」
に
打
撃
を
受
け
た
ダ
イ
キ
ン
の
化
学
事
業
は
、「
三
重
苦
」
の
克
服
を
き
っ
か
け
に
新
し
い
展

開
を
遂
げ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
て
新
し
い
商
品
開
発
を
行
い
、
フ
ッ
素
化
学
の
市
場
で
競
争
力
を
高
め
た
。
化
学
事
業

部
の
売
り
上
げ
と
収
益
性
は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
改
善
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

３　

国
内
事
業
の
改
革

不
採
算
事
業
の
改
革

こ
の
よ
う
に
、
対
照
的
な
事
業
展
開
を
見
せ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
空
調
と
化
学
で
あ
る
が
、
こ
の
二
部
門
が
、
こ
の

時
期
の
ダ
イ
キ
ン
の
屋
台
骨
を
支
え
る
二
大
事
業
部
門
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
ダ
イ
キ
ン
の
も
う

一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
戦
後
一
貫
し
て
こ
の
ほ
か
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
技
術
基
盤
に
基
づ
く
特
徴
的
な
事
業
を
営
ん
で

き
た
。
本
章
が
対
象
と
す
る
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
も
、
そ
の
潮
流
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
電
子

機
器
と
油
機
が
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
時
期
、
不
採
算
事
業
と
し
て
改
革
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

電
子
機
器
関
連
の
事
業
は
、
山
田
稔
社
長
の
悲
願
で
あ
っ
た
電
子
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
へ
の
包
摂
の
一
環
と
し
て
、

一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
に
発
足
し
た
新
し
い
部
門
で
あ
り
、
八
五
年
に
は
電
子
機
器
事
業
部
に
改
組
さ
れ
て
い
る
。

改
組
以
前
か
ら
手
が
け
て
き
た
、
三
次
元
ラ
ス
タ
ー
・
ス
キ
ャ
ン
型
Ｇ
Ｄ
Ｔ
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

の
Ｄ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
は
、
八
五
年
に
新
モ
デ
ル
を
発
表
し
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
ル
ミ
国
立
加
速
器
研
究
所
に
納
入
さ
れ
る
な
ど

期
待
さ
れ
た
が
、
製
品
設
計
上
に
問
題
が
あ
っ
て
期
待
ど
お
り
の
売
り
上
げ
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
市
場
が
大
き

新
冷
媒
Ｈ
Ｆ
Ｃ
１
３
４
ａ
プ
ラ
ン
ト
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
担
当
役
員
の
井
上

は
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
立
場
を
堅
持
す
る
た
め
「
日
本
で
最
初
に
開
発
せ
よ
」
と

檄
を
飛
ば
し
て
い
る
。
開
発
陣
は
意
欲
を
燃
や
し
、
当
初
の
開
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
一
年
半
短
縮
し
、
開
発
期
間
も
従
来
の
四
分
の
一
と
し
た
厳
し
い
条
件
の
も
と

で
、
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
本
来
は
段
階
的
に
さ
れ
る
べ
き
、
①
触

媒
評
価
技
術
、
②
プ
ロ
セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、
③
反
応
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
な
ど
の
基
本
的
な
技
術
課
題
を
同
時
並
行
で
解
決
し
、
反
応
工
程
の
簡
素
化
、

機
能
を
凝
縮
し
た
精
留
塔
の
開
発
、
高
活
性
触
媒
の
開
発
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

新
冷
媒
Ｈ
Ｆ
Ｃ
１
３
４
ａ
の
主
要
市
場
は
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
で
あ
っ
た
。
も
と
も

と
、
こ
の
分
野
で
ダ
イ
キ
ン
の
シ
ェ
ア
は
低
か
っ
た
が
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
１
３
４
ａ
へ
の

転
換
を
機
に
最
重
要
市
場
と
定
め
て
、
ト
ヨ
タ
、
日
産
、
ホ
ン
ダ
な
ど
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
へ
の
販
売
を
強
め
、
ダ
イ
キ
ン
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
地
位
に
躍
進
し
た
。

さ
ら
に
、
一
九
九
三
年
二
月
に
は
第
三
弾
と
し
て
、
ウ
レ
タ
ン
発
泡
用
の
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
１
４
１
ｂ
プ
ラ
ン
ト
を
鹿
島
工
場
で
竣

工
さ
せ
た
。

一
九
九
二
年
に
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
か
れ
た
第
四
回
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
締
約
国
会
議
で
、
特
定
フ
ロ
ン

（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
）
が
前
倒
し
に
よ
っ
て
九
五
年
末
に
全
廃
と
決
ま
っ
た
。
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
も
、
当
初
は
代
替
物
質
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
九
六
年
か
ら
規
制
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
三
〇
年
（
の
ち
二
〇
二
〇
年
）
ま
で
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
に
代
わ
る
Ｈ
Ｆ
Ｃ
開
発
が
、
明
確
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。
代
替
フ
ロ
ン
開
発
は
、
こ

新冷媒HFC134a 用プラント
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三
次
元
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
〝
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｅ
〞
に
着
目
し
、
販
売
総
代
理
店
契
約
を
締
結
し
た
。

こ
の
〝
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｅ
〞
は
人
気
が
高
く
、
九
〇
年
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
や
、
セ
ガ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
か
ら
の
受
注

に
成
功
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
分
子
設
計
支
援
シ
ス
テ
ム
〝
Ｍ
Ｏ
Ｌ
│

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ
〞
を
販
売
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

売
り
上
げ
は
、
安
定
的
な
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
ハ
ー
ド
か
ら
の
撤
退
と
ソ
フ
ト
へ
の
注
力
が
、
電
子
機
器
事
業
部
の
存
続

を
可
能
と
し
た
と
い
え
る
。

一
方
、
バ
イ
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
戦
後
一
貫
し
て
ダ
イ
キ
ン
の
売
り
上
げ
の
一
定
割
合
を
占
め
て
き
た
油
機
事
業
部
は
、

一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
円
高
不
況
の
も
と
で
、
八
六
年
、
八
七
年
と
連
続
し
て
売
り
上
げ
を
大
き

く
減
少
さ
せ
た
。
八
七
年
に
、
事
業
部
長
と
ラ
イ
ン
部
長
全
員
が
交
代
し
、
同
年
十
二
月
に
「
ビ
ジ
ョ
ン
65
」
の
内
容
を
見

直
し
て
、「
油
機
事
業
部 

構
造
改
善
計
画
」
を
策
定
し
た
。
事
業
構
造
・
収
益
構
造
の
転
換
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
円
高
不
況
後
の
バ
ブ
ル
経
済
に
よ
っ
て
、
油
機
の
売
り
上
げ
が
増
大
す
る
な
か
で
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
油
圧
事
業

は
成
熟
化
し
、
既
存
の
事
業
構
造
の
ま
ま
で
は
成
長
が
見
込
め
な
い
こ
と
が
認
識
の
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
脱
油
圧
、
脱
部

品
の
方
向
が
模
索
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
浮
上
し
た
の
が
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
事
業
と
パ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

開
発
で
あ
る
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
事
業
は
、
一
九
八
七
年
に
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
ガ
ソ
ル
社
か
ら
の
技
術
導
入
に
よ
っ
て
始
ま
り
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
切
断
装
置
な
ど
を
製
造
・
販
売
し
た
。
当
初
は
苦
労
し
た
が
、
自
動
車
内
装
材
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
設
備

に
注
力
し
、
そ
の
後
、
バ
ブ
ル
期
の
設
備
投
資
拡
大
の
波
に
乗
り
、
順
調
な
販
売
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
バ

ブ
ル
崩
壊
と
と
も
に
需
要
が
激
減
し
た
た
め
、
事
業
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
切
断
装
置
メ
ー
カ
ー
に
超
高
圧
発
生
装
置
を
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供
給
す
る
と
い
う
販
売
方
針
に
転
換
し
、
同
時
に
組

い
二
次
元
Ｇ
Ｄ
Ｔ
で
量
的
拡
大
を
図
る
こ
と
に
方
向
性
を
切
り
替
え
、
開
発
に
着
手
し

た
が
、
こ
の
分
野
も
競
争
が
激
し
い
う
え
に
、
開
発
製
品
が
過
剰
ス
ペ
ッ
ク
と
な
り
、

コ
ス
ト
高
の
問
題
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
生
産
シ
ス
テ
ム
の
活
用
な

ど
、
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て
量
産
体
制
を
確
立
し
、
ま
た
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年

か
ら
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｔ
と
同
一
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
機
能
を
取
り
込
み
つ
つ
、
同
一
の
操
作

環
境
を
実
現
し
た
Ｇ
Ｗ
Ｓ
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
シ
リ
ー
ズ
を
開
発

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｇ
Ｗ
Ｓ
と
Ｇ
Ｄ
Ｔ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
マ
ル
チ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
が
可
能
に
な
り
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
用
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
で
、
優
位
性
が
発
揮
さ
れ
た
。
実
際
に
九
〇
年
に
は
、
事
業
部
の
売

上
高
が
初
め
て
五
〇
億
円
を
超
え
、
黒
字
に
転
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
そ
れ
も
つ
か
の
間
、
九
〇
年
ご
ろ
か
ら
ア
メ

リ
カ
製
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
高
性
能
・
低
価
格
化
が
進
み
、
ダ
イ
キ
ン
製
品
の
コ
ス
ト
競
争
力
が
失
わ
れ
た
た
め
、

九
二
年
に
は
再
び
赤
字
に
転
落
し
た
。
こ
う
し
て
九
三
年
に
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
か
ら
完
全
に
撤
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
分
野
で
は
一
定
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
。
電
子
機
器
事
業
部
は
、
当
初
か
ら
Ｇ
Ｄ
Ｔ
を
使

用
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
、
そ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
搭
載
し
た
シ
ス
テ
ム
の
事
業
に
つ
い
て
、
開
発
や
販
売
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
一
九
八
六
年
か
ら
、
建
築
設
備
／
施
工
図
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
〝
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
│

Ｈ
Ａ
Ｓ
〞
の
開
発
に
着
手
し
、
改
良
を

加
え
る
な
か
で
施
工
図
面
を
書
く
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
し
て
の
完
成
度
を
高
め
た
。
そ
れ
が
、
空
調
メ
ー
カ
ー
の
ダ
イ
キ
ン
ら
し
い
製

品
と
し
て
一
定
の
評
価
を
得
、
販
売
実
績
が
確
保
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
八
九
年
に
は
カ
ナ
ダ
ソ
フ
ト
イ
マ
ー
ジ
社
の

“SOFTIMAGE”で制作されたゲームソフト
“バーチャファイター 2”
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血
糖
計
は
〝
ア
ン
ト
セ
ン
ス
〞（
現
在
、
堀
場
製
作
所
の
登
録
商
標
）
と
名
づ
け
ら
れ
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
に
は
厚
生
省

の
認
可
を
取
得
し
た
。
九
〇
年
末
か
ら
生
産
が
開
始
さ
れ
、
九
一
年
七
月
か
ら
販
売
さ
れ
た
。
し
か
し
、
製
品
の
心
臓
部
と

も
い
え
る
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
の
電
極
部
で
ク
レ
ー
ム
が
発
生
す
る
な
ど
、
そ
の
後
は
ク
レ
ー
ム
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
九
四
年
こ
ろ
に
は
シ
ェ
ア
九
％
を
占
め
て
い
た
が
、
ラ
イ
バ
ル
商
品
の
追
い
上
げ
も
あ
っ
て
市
場
環
境
は
厳
し
く
な
っ

て
き
た
。

Ｍ
Ｅ
事
業
で
は
、
こ
の
ほ
か
光
導
波
型
免
疫
測
定
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｖ
Ｆ
Ｉ
Ａ
）
の
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

Ｅ
Ｖ
Ｆ
Ｉ
Ａ
は
、
Ｍ
Ｅ
事
業
の
第
二
弾
と
し
て
準
備
さ
れ
た
も
の
で
、
血
中
の
極
微
量
の
物
質
を
検
出
で
き
る
感
度
の
高
い

血
液
検
査
で
あ
る
。
基
本
特
許
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
プ
ル
テ
ッ
ク
社
が
所
有
し
て
い
た
も
の
で
、
一
九
八
六
年
か
ら
技
術
導
入

と
開
発
が
始
ま
り
、
八
年
後
の
九
四
年
に
〝
エ
バ
ネ
ッ
ト
〞（
現
在
、
日
水
製
薬
の
登
録
商
標
）
Ｅ
Ｖ
20
の
名
称
で
販
売
さ
れ

た
。
専
用
の
試
薬
を
用
い
る
こ
と
で
、
血
管
内
で
血
が
固
ま

る
病
気
（
Ｄ
Ｉ
Ｃ
）
や
、
Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
が
判
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
一
九
八
〇
年
代
の
ダ
イ
キ
ン
は
、
果
敢
な
挑

戦
に
よ
っ
て
異
分
野
の
新
製
品
開
発
に
も
進
出
し
た
。
も
っ

と
も
、
技
術
提
携
や
製
品
化
ま
で
に
予
想
以
上
に
時
間
と
手

間
が
と
ら
れ
る
こ
と
、
ク
レ
ー
ム
が
発
生
し
た
と
き
の
対
応

が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
Ｍ
Ｅ
事
業
の
展
開
は
当
初
の
予

測
の
よ
う
に
は
順
調
で
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ

織
・
人
員
の
大
幅
削
減
を
実
施
し
た
。

一
方
、
パ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
第
一
回
商
品
発
表
会
は
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
。
当
初
は
、

工
場
や
オ
フ
ィ
ス
の
後
付
け
需
要
を
狙
っ
て
い
た
が
、
集
合
住
宅
向
け
の
新
設
需
要
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
移
し
、
設
計
事
務
所

や
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
、
ゼ
ネ
コ
ン
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
の
な
か
で
、
パ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

価
格
破
壊
も
進
行
し
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
独
自
の
油
圧
シ
ス
テ
ム
の
採
用
に
よ
る
低
騒
音
化
な
ど
の
差
別
化
に
よ
っ
て
、
事

業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
た
。
し
か
し
状
況
は
厳
し
く
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
以
降
は
売
り
上
げ
も
減
少
し
、
赤

字
の
状
態
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｍ
Ｅ
（M

edical Equipm
ent

）
事
業
へ
の
進
出

ダ
イ
キ
ン
の
多
角
的
な
事
業
展
開
の
な
か
で
、
最
も
新
規
性
の
高
か
っ
た
の
が
Ｍ
Ｅ
（M

edical Equipm
ent

）
事
業
へ
の

進
出
で
あ
る
。
そ
の
端
緒
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
60
」
策
定
の
年
で
あ
っ
た
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
に
、
新
規
事
業
と
し
て

家
庭
用
健
康
医
療
分
野
へ
の
進
出
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
翌
年
、
家
庭
用
健
康
医
療
機
器
探
索
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
チ
ー
ム
が
つ
く
ら
れ
、
糖
尿
病
患
者
用
と
し
て
普
及
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
た
電
極
式
小
型
血
糖
計
の
商
品
化
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
本
格
的
な
Ｍ
Ｅ
事
業
が
始
ま
っ
た
。
八
七
年
四
月
に
は
、
過
酸
化
水
素
電
極
式
で
測
定
時
間

が
短
く
、
高
性
能
な
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
血
糖
計
の
試
作
品
が
完
成
し
た
。
し
か
し
、
提
携
先
の
三
共
（
現
、
第
一
三
共
）

か
ら
改
良
の
要
望
が
出
さ
れ
、
在
宅
患
者
向
け
に
開
発
が
試
み
ら
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
医
家
向
け
の
機
器
と
な
っ
た
。

九
〇
（
平
成
二
）
年
七
月
に
、
販
売
企
画
グ
ル
ー
プ
五
人
、
生
産
グ
ル
ー
プ
五
人
の
計
一
〇
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
Ｍ
Ｅ
部
が

発
足
し
た
。

“アントセンス”

“エバネット”EV20
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で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
所
内
に
は
、
研
究
を
実
際
に
行
う
九
つ
の
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
、
研
究
テ
ー
マ
と
研
究
開

発
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
後
、
必
要
に
応
じ
て
増
や
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
研
究
所
に
は
筑
波
地
区
の
各
研
究
所
と
の
技
術

交
流
を
図
る
た
め
に
、
社
外
の
研
究
者
が
利
用
で
き
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（M

y Rondo

）
が
併
設
さ
れ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を

囲
む
自
由
で
創
造
的
な
サ
ロ
ン
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

Ｍ
Ｅ
Ｃ
研
究
所
の
ス
タ
ー
ト
に
よ
っ
て
ダ
イ
キ
ン
の
研
究
開
発
は
、
基
礎
研
究
を

担
う
Ｍ
Ｅ
Ｃ
研
究
所
、
研
究
開
発
推
進
部
門
と
な
る
機
械
技
術
研
究
所
、
電
子
技
術

研
究
所
、
そ
し
て
事
業
化
推
進
部
門
と
な
る
各
事
業
部
と
、
そ
の
機
能
が
重
層
化
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
研
究
開
発
に
関
わ
る
人
員
と
費
用
も
増
大
し
て
い
る
。
し

か
し
、
一
方
で
現
実
の
商
品
化
と
基
礎
研
究
の
距
離
は
広
が
り
、
当
初
想
定
さ
れ
て

い
た
機
械
、
電
子
、
化
学
の
融
合
化
に
つ
い
て
も
課
題
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
企

業
の
競
争
力
と
し
て
技
術
力
の
ウ
エ
ー
ト
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
な
か
で
、
ダ

イ
キ
ン
に
と
っ
て
望
ま
し
い
研
究
開
発
体
制
の
在
り
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
こ

の
問
い
は
、
こ
れ
以
後
も
研
究
開
発
体
制
の
見
直
し
の
な
か
で
、
繰
り
返
し
発
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

人
事
労
務
制
度
の
改
革

最
後
に
、
各
種
の
事
業
遂
行
の
基
礎
と
な
る
人
事
労
務
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
述

べ
て
お
こ
う
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
は
、
日
本
の
経

の
点
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
事
業
と
し
て
の
展
望
を
含
め
て
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｍ
Ｅ
Ｃ
研
究
所
と
人
材
確
保

研
究
開
発
部
門
で
も
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
新
し
い
動
き
が
あ
っ
た
。
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
）
年
に
策
定
さ
れ

た
「
ビ
ジ
ョ
ン
65
」
に
は
、
首
都
圏
の
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
東
京
研
究
所
の
設
立
計
画
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画

の
具
体
化
が
Ｍ
Ｅ
Ｃ
研
究
所
の
設
立
で
あ
り
、
そ
の
き
っ
か
け
は
国
際
科
学
技
術
博
覧
会
開
催
中
（
八
五
年
三
月
十
七
日
〜

九
月
十
六
日
）
に
、
茨
城
県
企
画
部
か
ら
企
業
誘
致
を
受
け
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
か
ね
て
か
ら
、
日
本
最
大
の
技
術
集
積
拠

点
で
あ
る
筑
波
研
究
学
園
都
市
に
、
先
端
技
術
の
研
究
所
を
設
立
す
る
構
想
を
有
し
て
い
た
ダ
イ
キ
ン
は
、
翌
八
六
年
六
月

に
県
と
契
約
を
交
わ
し
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
の
中
核
で
あ
る
「
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
」
近
く
の
西
部
工
業
団
地
内
に
、
用
地

を
取
得
し
た
。

Ｍ
Ｅ
Ｃ
研
究
所
の
設
立
の
狙
い
は
、
第
一
にM

echanics

・Electronics

・Chem
istry

の
三
つ
を
融
合
し
た
新
商
品
開

発
と
、
そ
れ
に
必
要
な
要
素
技
術
の
開
発
拠
点
を
、
日
本
の
最
先
端
の
研
究
所
が
集
中
す
る
つ
く
ば
に
立
地
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
当
時
「
機
化
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足
し
、
機
械
、
化
学
、
電
子
技
術
の
融
合
に
よ
る
研
究
が
積

極
化
し
て
い
た
。
第
二
に
、
こ
う
し
た
先
端
技
術
情
報
を
既
存
事
業
に
活
用
し
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
第
三
に
、
関
東
で
の
人
材
を
確
保
し
、
ダ
イ
キ
ン
全
体
の
技
術
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
も
重
要
な
目
的
で
あ
っ
た
。

Ｍ
Ｅ
Ｃ
研
究
所
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
大
阪
に
あ
る
既
存
の
研
究
部
門
と
の
関
係
や
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
、
そ
し
て
「
筑

波
」
と
い
う
地
の
利
の
生
か
し
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
十
一
月
一
日
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
研
究
所
は
事
業
部
か
ら
独
立
す
る
か
た
ち
で
、
所
長
以
下
総
勢
四
八
人

MEC研究所
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あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
賃
金
体
系
の
変
更
に
際
し
て
は
全
員
「
足
し
算
型
」
と
し
、
個
々
人
の
賃
金
が
減
額
す
る
ケ
ー
ス

の
発
生
を
避
け
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
る
安
心
感
に
つ
な
が
る
制
度
改
定
も
合
わ
せ
て
行
っ
た
。
退
職
金
の
水
準
向
上
、

遺
児
育
英
年
金
の
増
額
、
労
災
付
加
給
付
の
増
額
な
ど
の
労
働
条
件
の
見
直
し
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
九
一
年
四
月
か
ら

は
六
十
歳
以
降
の
再
雇
用
制
度
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
の
時
点
で
、
再
雇
用
制
度
を
本
格
的
に
確
立
し
て
い
る
企
業
は
ま
だ
少

数
派
だ
っ
た
が
、
ダ
イ
キ
ン
で
は
六
十
歳
以
上
の
人
が
ダ
イ
キ
ン
で
働
き
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
制
度
に
す
る
た
め
、

勤
務
形
態
の
多
様
化
、
医
療
保
障
制
度
の
充
実
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
独
自
の
工
夫
を
加
え
た
。

ダ
イ
キ
ン
に
お
い
て
、「
時
短
」
へ
の
取
り
組
み
が
本
格
化
し
た
の
も
、
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
ず
一
九
九
一
年

の
賃
金
交
渉
で
、
一
六
年
ぶ
り
に
時
短
で
の
労
使
合
意
が
成
立
し
、
休
日
日
数
が
九
一
年
に
は
四
日
増
へ
、
さ
ら
に
九
三
年

に
は
二
日
間
増
加
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
ま
た
、
事
業
部
門
ご
と
に
「
時
短
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
年
間
総
労
働
時

間
一
八
〇
〇
時
間
台
を
目
指
し
て
具
体
的
な
検
討
を
開
始
し
た
。
生
産
性
を
落
と
す
こ
と
な
く
時
短
を
推
進
す
る
一
つ
の
方

策
は
、「
柔
軟
な
勤
務
体
制
の
導
入
」
で
あ
る
。
労
使
は
相
互
の
信
頼
関
係
の
も
と
、
所
定
内
労
働
時
間
に
お
い
て
「
変
形

労
働
時
間
制
」「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」「
み
な
し
労
働
制
」
な
ど
の
選
択
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
九
二
年
四

月
に
は
「
個
人
別
連
続
有
給
休
暇
取
得
制
度
」
を
導
入
し
、
そ
の
取
得
日
数
を
原
則
五
日
連
続
と
す
る
こ
と
で
、
大
幅
取
得

増
を
狙
っ
た
。
こ
こ
で
は
対
象
を
管
理
職
に
ま
で
広
げ
、「
休
ま
な
い
」
こ
と
を
美
徳
と
し
が
ち
で
あ
っ
た
層
へ
の
有
給
休

暇
取
得
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
各
事
業
部
門
の
時
短
推
進
委
員
会
は
、
九
二
・
九
三
年
の
二
年
間
の
取
り
組
み
の
な
か
で
、

一
三
〇
〜
三
五
六
時
間
の
削
減
を
図
り
、
九
三
年
度
の
総
労
働
時
間
は
一
九
五
六
時
間
と
、
世
間
平
均
の
一
九
〇
〇
時
間
台

を
達
成
し
た
。
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
対
象
者
の
大
幅
増
加
を
含
め
、
こ
の
時
期
に
確
立
し
た
勤
務
の
在
り
方
は
、
そ
の

後
の
ダ
イ
キ
ン
で
の
働
き
方
の
原
型
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

済
・
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
と
と
も
に
、
働
く
人
た
ち
の
勤
労
観
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
た
。
ま
た
、
バ
ブ

ル
期
に
は
多
く
の
企
業
が
人
材
不
足
に
悩
ん
だ
。
ダ
イ
キ
ン
も
、
新
規
事
業
分
野
を
次
々
と
立
ち
上
げ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
以
降
、
積
極
的
に
中
途
入
社
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
は
、
中

途
入
社
者
は
合
計
五
七
一
人
と
な
り
、
各
部
門
で
重
要
な
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
、
ダ
イ
キ
ン
は
こ
の
時
期
、
人
事
労
務
制
度
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
ず
、
業
績
の
向

上
と
企
業
体
力
の
上
昇
を
反
映
し
て
、
一
九
八
五
年
以
降
、
毎
年
他
社
平
均
を
上
回
る
賃
金
改
定
を
行
い
、
さ
ら
に
八
九
年

四
月
の
業
績
貢
献
協
力
一
時
金
の
基
本
賃
金
へ
の
繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
、
賃
金
水
準
が
一
流
企
業
に
比
べ
て
も
劣
ら
な
い
レ

ベ
ル
に
達
し
た
。
賃
金
の
体
系
に
関
わ
る
の
は
、
九
〇
年
十
月
に
実
施
さ
れ
た
職
能
給
比
率
の
変
更
で
あ
る
。
一
般
社
員
の

職
能
給
比
率
が
、
四
〇
％
か
ら
六
〇
％
（
資
格
別
二
〇
％
、
個
人
別
四
〇
％
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
逆
に
年
齢
給
・
勤
続
給
比

率
は
六
〇
％
か
ら
四
〇
％
へ
低
下
し
た
。
職
能
給
比
率
の
上
昇
は
、
賃
金
支
払
い
に
よ
っ
て
「
実
力
主
義
」
の
要
素
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
こ
で
実
力
主
義
と
い
う
の
は
、
社
内
各
層
の
多
様
な
社
員
が
多
彩
な
能
力
・
業
績
・
専

門
性
を
い
ち
だ
ん
と
発
揮
し
、
業
績
に
真
に
貢
献
す
る
人
に
、
よ
り
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
見
合
う
処
遇

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
よ
り
活
力
あ
ふ
れ
る
人
の
集
団
を
目
指
し
た
」
も
の
で
あ
り
、
ダ
イ
キ

ン
の
従
業
員
に
対
す
る
考
え
方
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
内
容
は
、
多
く
の
社
員
に
納
得
性
と
共
感
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
い
意
味
で
の

年
功
を
残
し
な
が
ら
、
い
か
に
よ
り
貢
献
す
る
人
に
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

異
質
や
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
も
多
様
な
選
択
メ
ニ
ュ
ー
を
、
い
か
に
用
意
す
る
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
価
値

観
を
持
っ
た
人
び
と
に
、
い
つ
ま
で
も
ダ
イ
キ
ン
で
働
き
た
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
う
環
境
づ
く
り
こ
そ
が
大
切
で
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員
の
間
で
共
有
さ
れ
て
き
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
創
業
者
山
田
晁
以
来
の
経
営
者

の
経
営
思
想
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
へ
の
対
処
を
通
じ
て
社
員
の
間
に
共
有
さ
れ
て
き
た
体
験
が
裏
打
ち
し
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
社
員
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
共
感
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
明
文
化
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

す
で
に
、「
最
高
の
信
用
」「
進
取
の
経
営
」「
明
朗
な
人
の
和
」
と
い
う
三
つ
の
社
是
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
事
業
展
開
、
社
内
で
の
多
様
な
世
代
の
混
在
、
会
社
の
規
模
拡
大
が
進
展
す
る
な
か
で
、
経
営
者
は
も
ち
ろ
ん
、
社
員

全
員
が
共
通
の
経
営
理
念
を
明
確
に
認
識
し
、
行
動
の
指
針
と
し
て
い
く
こ
と
が
改
め
て
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

経
営
理
念
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
培
っ
て
き
た
企
業
経
営
に
対
す
る
考
え
方
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
ら
し
さ
を

表
し
て
い
る
と
同
時
に
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
経
営
理
念
の
明
文
化
は
、
そ
の
具
体

化
の
第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
。
山
田
稔
社
長
も
「
経
営
幹
部
の
日
頃
の
行
動
が
常
に
経
営
理
念
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
初
め
て
、
社
員
の
経
営
理
念
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
す
み
ず
み
ま
で
そ
の
浸
透
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
語
っ
て

い
る
よ
う
に
、
こ
の
理
念
を
い
か
に
理
解
し
、
共
有
し
、
徹
底
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
が
課
題
に
な
る
。
一
九
九
〇
年

代
以
降
の
ダ
イ
キ
ン
は
、
意
識
的
に
こ
の
経
営
理
念
を
取
り
上
げ
、
社
員
の
間
で
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
理
念
を
実
際

の
経
営
の
な
か
で
具
体
化
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
注
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ダ
イ
キ
ン
オ
ー
キ
ッ
ド
レ
デ
ィ
ス
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
開
催

そ
の
一
つ
の
現
れ
は
、
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
画
で
あ
っ
た
。
明
文
化
し
た
経
営
理
念
の
第
一
項
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

ま
た
こ
の
時
期
、
一
九
九
一
年
七
月
に
、

新
し
い
時
代
の
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
長

野
県
茅
野
市
の
蓼
科
高
原
に
〝
ダ
イ
キ

ン
オ
ー
・
ド
・
シ
エ
ル
蓼
科
〞
が
建
設

さ
れ
た
。
敷
地
は
約
一
万
七
千
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
長
期
滞
在
も
可
能
な
よ
う
に
自

然
を
生
か
し
た
お
し
ゃ
れ
感
覚
の
建
物
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
自
然
の
な
か
で
、
精

神
的
に
く
つ
ろ
げ
る
宿
泊
施
設
は
社
員
か

ら
も
好
評
で
、
稼
働
率
も
高
い
水
準
を
維

持
し
て
い
る
。
九
三
年
五
月
に
は
「
日
本

建
築
学
会
賞
」
を
受
賞
、
新
し
い
時
代
の
企
業
リ
ゾ
ー
ト
の
試
み
と
し
て
外
部
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

４　
「
経
営
理
念
」
と
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
画

「
経
営
理
念
」
の
明
文
化

「
ビ
ジ
ョ
ン
95
」
の
策
定
と
合
わ
せ
て
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
五
月
に
ダ
イ
キ
ン
は
経
営
理
念
を
明
文
化
し
た
。
す
で

に
こ
れ
ま
で
の
章
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ダ
イ
キ
ン
に
は
創
業
以
来
、
脈
々
と
流
れ
て
い
る
経
営
に
対
す
る
思
想
や
、
社

“ダイキン　オー・ド・シエル蓼科”の入口（上）と，同
センターハウス外観
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で
あ
る
。

第
一
回
目
の
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
キ
ッ
ド
レ
デ
ィ
ス
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、
一
九
八
八
年
三
月
四
日
か
ら
三
日
間
、
沖
縄

の
名
門
コ
ー
ス
、
琉
球
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
先
立
っ
て
前
夜
祭
と
プ
ロ
ア
マ
大
会
も
開
催
さ

れ
、
百
余
名
の
女
子
プ
ロ
と
関
東
・
関
西
・
沖
縄
の
財
界
人
等
、
総
勢
約
四
〇
〇
人
が
親
し
く
交
流
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

前
夜
祭
と
プ
ロ
ア
マ
大
会
は
以
後
、
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
キ
ッ
ド
の
恒
例
と
な
っ
て
い
く
。

こ
の
種
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
は
、
外
部
の
専
門
業
者
に
一
括
し
て
委
託
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
ダ
イ
キ
ン
で
は
、

と
く
に
招
待
者
に
直
接
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
、
社
員
自
ら
が
運
営
を
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。
山
田
稔
社
長
自
ら
が
、
イ

ベ
ン
ト
の
全
体
の
流
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
ア
マ
大
会
の
プ
ロ
選
手
と
招
待
者
の
組
み
合
わ
せ
に
至
る
ま
で
、
入
念
に
立
案

す
る
よ
う
指
示
し
た
。
本
社
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
つ
ひ
と
つ
必
要
な
事
項
を
詰
め
、
現
地
で
も
五
〇
人
の
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と

り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
務
め
上
げ
た
。
以
後
、
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
オ
ー
キ
ッ
ド
は
、
社
員
の
人
を
思
い
や
る

心
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
磨
き
を
か
け
る
場
と
し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
手
作
り
の
企
画
、
お
客
さ
ま
の

顔
を
覚
え
て
の
対
話
な
ど
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
き
め
細
か
な
気
配
り
・
心
配
り
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
お
客
さ
ま
に
喜
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
を
自
分
の
喜
び
と
す
る
経
験
は
、
回
を
重
ね
る
う
ち
に
ダ
イ
キ
ン
の

良
き
風
土
・
暗
黙
知
に
ま
で
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

ダ
イ
キ
ン
オ
ー
キ
ッ
ド
は
、
そ
の
交
流
の
歴
史
の
な
か
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

生
み
出
し
て
き
た
。
ま
ず
、
沖
縄
と
本
土
の
経
済
人
が
互
い
に
協
力
・
交
流
す
る
場
と

し
て
「
沖
縄
懇
話
会
」
が
、
一
九
九
〇
年
に
生
ま
れ
た
。
す
で
に
関
東
財
界
と
沖
縄
財

界
の
交
流
は
、
日
本
興
業
銀
行
特
別
顧
問
の
中
山
素
平
氏
や
、
青
年
会
議
所
を
通
じ
て

は
、「
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
」
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
「
わ
が
社
は
長
期
的

視
野
で
企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
。
と
く
に
自
ら
の
属
す
る
地
域
の
発

展
の
た
め
に
、
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
応
分
の
貢
献
を
果
た
し
、
地
域
社
会
か
ら

親
し
ま
れ
尊
敬
さ
れ
、
わ
が
社
で
働
く
こ
と
に
社
員
が
誇
り
を
持
て
る
企
業
で
あ
る

こ
と
を
め
ざ
す
」
と
う
た
っ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
行
動
と
し
て
ダ
イ
キ
ン
は
、

地
域
社
会
・
国
際
社
会
と
の
共
生
を
は
じ
め
、
障
害
の
あ
る
方
々
が
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
貢
献
、
芸
術
・
文
化
の
支
援
な
ど
、
良
き
企
業
市

民
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
、
一
つ
ひ
と
つ
着
実
に
積
み
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
の
協
賛
と
、
重
度
身
体
障
害
者
雇
用
会
社
に
つ

い
て
触
れ
る
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
三
月
に
新
設
さ
れ
た
女
子
プ
ロ
ゴ

ル
フ
の
公
認
ツ
ア
ー
開
幕
戦
の
冠
主
催
者
に
な
っ
た
。
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
へ
の
冠
協
賛
の
話
は
、
博
報
堂
と
、
の
ち
に
共
催

者
と
な
る
琉
球
放
送
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
。
全
国
的
に
は
ま
だ
寒
い
季
節
に
、
南
国
・
沖
縄
か
ら
新
し
い
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕

を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
当
初
か
ら
ダ
イ
キ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
す
る
と
受
け
取
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し

沖
縄
の
地
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
沖
縄
戦
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
占
領
、
そ
し
て
返
還
後
も
米
軍
基
地
問
題
な

ど
で
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
て
い
る
こ
と
、
地
理
的
に
み
て
も
本
土
か
ら
隔
離
し
て
い
る
こ
と
で
、
経
済
・
産
業
の
振
興
に
遅

れ
を
と
っ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
山
田
稔
社
長
を
は
じ
め
ダ
イ
キ
ン
の
首
脳
陣
は
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
沖
縄
と
本
土

の
交
流
を
図
る
こ
と
で
、
沖
縄
の
復
興
、
発
展
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
こ
の
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
の
冠
主
催
者
を
引
き
受
け
た
の

ダイキンオーキッド前夜祭のスタッフ

宮里藍選手（ダイキンオーキッ
ド優勝：2004 年）
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が
設
置
さ
れ
た
。
現
在
の
株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
摂
津
（
Ｄ
Ｓ
Ｓ
社
）
で
あ
る
。

Ｄ
Ｓ
Ｓ
社
の
設
立
の
目
的
は
、
第
一
に
ダ
イ
キ
ン
が
つ
ね
に
重
視
し
て
き
た
地
域
社
会
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
大
阪
府
や
地

元
の
摂
津
市
か
ら
も
、
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
ダ
イ
キ
ン
側
に
要
請
が
あ
っ
た
。
な
か
で
も
摂
津
市
は
、
障
害
者
福
祉
都

市
宣
言
を
行
っ
て
お
り
、
福
祉
政
策
に
は
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
第
二
に
、
企
業
に
対
し
て
障
害
者
雇
用
の
法
定
雇

用
率
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｓ
Ｓ
社
の
設
立
に
よ
っ
て
障
害
者
雇
用
を
拡
大
し
、
雇
用
率
を
達
成
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
に
は
、
種
々
の
制
度
的
支
援
を
活
用
し
な
が
ら
、
企
業
と
し
て
自
立
で
き
、
永
続
で
き
る
活
動
を
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
山
田
稔
社
長

は
「
こ
の
仕
事
は
引
き
受
け
た
ら
絶
対
撤
退
で
き

な
い
。
や
る
な
ら
、
こ
の
会
社
を
永
続
さ
せ
る
覚

悟
が
い
る
」
と
、
取
り
組
み
へ
の
決
意
を
語
っ
て

い
る
。

Ｄ
Ｓ
Ｓ
社
設
立
に
当
た
っ
て
、
一
九
九
三
年
四

月
に
ダ
イ
キ
ン
工
業
と
大
阪
府
、
摂
津
市
の
間
で

協
定
書
が
締
結
さ
れ
、
翌
五
月
二
十
八
日
に
正
式

に
株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
摂
津
が
、
資

本
金
二
億
円
（
ダ
イ
キ
ン
工
業
五
一
％
、
大
阪
府

四
四
％
、
摂
津
市
五
％
）
で
設
立
さ
れ
た
。
場
所

は
、
淀
川
製
作
所
の
北
側
に
位
置
し
、
工
場
建
設

沖
縄
を
支
援
し
て
い
た
ウ
シ
オ
電
機
会
長
牛
尾
治
朗
氏
ら
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
キ
ッ
ド
開
催
を

き
っ
か
け
に
関
西
財
界
も
参
加
す
る
こ
と
で
、「
沖
縄
懇
話
会
」
発
足
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
会
は
、
沖
縄
の
振

興
開
発
へ
の
提
言
、
各
種
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
な
ど
、
沖
縄
の
経
済
振
興
・
発
展
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
得
る
に
至
っ
て
い
る
。
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
キ
ッ
ド
は
、
沖
縄
と
関

東
・
関
西
財
界
を
毎
年
結
び
付
け
る
、
一
つ
の
架
け
橋
と
な
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
ま
た
一
九
九
五
年
か
ら
プ
ロ
ア
マ
大
会
出
席
者
と
主
催
者
の
浄
財
に
よ
る
「
オ
ー
キ
ッ
ド
バ
ウ
ン
テ
ィ
募

金
」
を
行
い
、
沖
縄
県
の
芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
な
ど
の
振
興
に
携
わ
る
支
援
と
し
て
、
寄
付
活
動
を
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
い
う
観
点
で
は
、
一
〇
回
記
念
大
会
（
一
九
九
七
年
）
か
ら
は
本
大
会
前
に
ア
マ
チ
ュ
ア
大
会
を
開
催
し
、

そ
の
う
ち
四
名
に
本
大
会
出
場
の
機
会
を
与
え
て
、
一
流
プ
ロ
と
戦
え
る
「
夢
」
と
「
チ
ャ
ン
ス
」
を
提
供
し
て
い
る
。
実

際
、
こ
の
大
会
は
沖
縄
の
多
く
の
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
に
役
立
っ
て
お
り
、
い
ま
や
世
界
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
と
な
っ
た
宮
里
藍
選

手
も
、
ア
マ
チ
ュ
ア
大
会
か
ら
プ
ロ
に
挑
戦
し
、
さ
ら
に
二
〇
〇
四
年
の
本
大
会
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
キ
ッ
ド
で
、
十
八
歳
の
若

さ
で
優
勝
を
飾
っ
た
。
一
般
沖
縄
県
民
の
方
々
と
の
間
に
も
、
大
会
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
募
集
、
運
営
に
関
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
関
係
を
構
築
し
て
お
り
、
地
元
の
中
学
生
を
大
会
に
招
待
し
て
体
験
学
習
を
し
て

も
ら
う
な
ど
の
工
夫
も
、
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

ダ
イ
キ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
摂
津
設
立

地
域
社
会
と
の
連
携
を
重
視
し
て
き
た
ダ
イ
キ
ン
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
は
、
さ
ら
に
も
う
一
段
階
進
ん
だ
。
一
九
九
三

（
平
成
五
）
年
一
月
の
取
締
役
会
で
、
重
度
身
体
障
害
者
雇
用
会
社
の
設
立
が
提
案
・
承
認
さ
れ
、
二
月
に
は
設
立
準
備
室

ダイキンサンライズ摂津（上）と従業員
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関
西
財
界
活
動

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
明
文
化
さ
れ
た
経
営
理
念
に
は
、「
社
員
が
外
部
と
の
交
友
関
係
を
深
め
、
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
研
鑽
の
チ
ャ
ン
ス
を
増
大
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
田

稔
社
長
が
若
い
と
き
か
ら
経
済
界
活
動
を
通
じ
て
培
っ
て
き
た
信
念
で
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
幹
部
や
社
員
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
経
済
団
体
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
は
、
山
田
稔
社
長
が
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
か
ら
九
四
年
ま
で
関
西
経
済
連
合
会
副
会
長
、
八
六
年

か
ら
九
四
年
ま
で
関
西
生
産
性
本
部
副
会
長
を
務
め
た
。
山
田
稔
社
長
が
、
代
表
幹
事
に
就
い
た
こ
と
の
あ
る
関
西
経
済
同

友
会
で
は
、
九
二
年
か
ら
二
年
間
に
わ
た
っ
て
井
上
義
國
副
社
長
が
代
表
幹
事
を
務
め
る
な
ど
、
関
西
財
界
の
重
要
な
役
職

に
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
者
た
ち
が
就
い
て
い
た
。

ま
た
、
一
九
九
〇
年
に
大
阪
に
設
立
さ
れ
た
太
平
洋
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
）
の
初
代
理
事
長
に
山
田
稔
が
就

任
し
た
。
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
は
、
八
四
年
に
関
西
経
済
同
友
会
が
派
遣
し
た
「
太
平
洋
・
ア
ジ
ア
調
査
団
」
の
提
言
を
契
機
に
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
途
上
国
の
中
堅
幹
部
の
人
材
育
成
を
担
う
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
調
査
団
の
副
団
長

を
務
め
た
井
上
義
國
は
、
構
想
か
ら
基
金
集
め
に
至
る
ま
で
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
。
井
上
義
國
は
、
九
四
年
か
ら
第
二
代

理
事
長
と
し
て
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

５　

飛
躍
を
目
指
し
て

│
過
渡
期
と
し
て
の
バ
ブ
ル
経
済
と
そ
の
崩
壊

円
高
不
況
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
へ
、
そ
し
て
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
に
よ
る
不
況
へ
。
本
章
の
対
象
時
期
の
日
本
経
済
は
、
景
気

の
後
、
九
四
年
六
月
に
約
二
〇
人
の
社
員
で
操
業
を
開
始
し
た
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
Ｄ
Ｓ
Ｓ
社
の
経
営
に
当
た
っ
て
「
自
ら
働
い
て
稼
ぎ
、
自
ら
の
生
活
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
、
自
立
的
精

神
を
重
ん
じ
た
。
単
に
「
い
た
わ
り
」
の
精
神
だ
け
で
接
す
る
の
で
は
、
個
々
人
の
自
立
性
が
保
て
な
い
し
、
会
社
の
永
続

性
も
保
障
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
課
題
は
、
働
く
人
た
ち
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
軽
減
し
て
生
産
性
・
効
率

性
を
維
持
し
、
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
な
製
品
を
、
い
か
に
し
て
ダ
イ
キ
ン
か
ら
継
続
的
に
発
注
で
き
る
か
で

あ
っ
た
。
最
初
に
、
建
設
機
械
用
の
自
動
給
油
装
置
の
組
み
立
て
作
業
を
受
け
た
が
、
結
果
と
し
て
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の

建
設
不
況
と
重
な
っ
て
売
上
高
は
計
画
ど
お
り
に
増
加
せ
ず
、
一
九
九
四
年
度
は
大
き
な
赤
字
を
生
じ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
Ｄ
Ｓ
Ｓ
社
は
各
事
業
部
へ
出
向
き
、
自
社
で
対
応
で
き
る
商
品
を
探
索
し
、
仕
事
の
確
保
に

努
め
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
五
年
度
に
は
単
年
度
で
黒
字
化
し
、
九
九
年
度
に
は
累
損
も
解
消
し
た
。
従
業
員
も
、
設
立

当
初
は
三
五
人
体
制
ま
で
を
計
画
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
四
〇
人
を
超
え
る
規
模
に
拡
大
し
た
。
九
八
年
に
は
、

朝
日
新
聞
文
化
財
団
「
障
害
者
雇
用
賞
」
を
ダ
イ
キ
ン
工
業
が
受
賞
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
の
た
め
の
職
場
改
善
コ
ン
テ
ス

ト
で
も
Ｄ
Ｓ
Ｓ
社
が
最
優
秀
賞
（
労
働
大
臣
賞
）
を
受
賞
す
る
な
ど
、
社
会
的
な
評
価
も
高
ま
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
に
は
、

国
内
グ
ル
ー
プ
会
社
に
先
駆
け
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取
得
し
た
。

Ｄ
Ｓ
Ｓ
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
一
、
自
ら
の
努
力
と
相
互
協
力
に
よ
り
、
経
済
的
自
立
を
め
ざ
す
。
二
、
生
産
活
動
を
通
じ

て
自
ら
の
成
長
と
社
会
的
貢
献
を
め
ざ
す
。
三
、
社
員
、
家
族
、
地
域
に
と
っ
て
誇
れ
る
企
業
を
め
ざ
す
」
で
あ
る
。
こ
の

モ
ッ
ト
ー
の
実
践
と
、
Ｄ
Ｓ
Ｓ
社
に
対
す
る
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
の
協
力
体
制
が
、
Ｄ
Ｓ
Ｓ
社
の
発
展
を
支
え
て
き
た

の
で
あ
る
。
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業
績
の
低
下
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
。
九
二
年
度
上
半
期
ま
で
好
調
だ
っ
た
空
調
機
器
の
輸
出
も
、
急
激
な
円
高
で
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
化
学
部
門
は
、
フ
ロ
ン
規
制
に
い
ち
早
く
対
応
し
た
結
果
、代
替
品
の
売
り
上
げ
が
国
内
・

海
外
と
も
に
増
大
し
た
。
ア
メ
リ
カ
工
場
の
新
設
も
、
当
初
の
想
定
を
上
回
る
投
資
規
模
に
拡
大
し
て
い
る
。

次
章
で
述
べ
る
ダ
イ
キ
ン
の
新
展
開
の
伏
線
は
、
こ
の
主
要
二
部
門
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
動
向
の
な
か
に
潜
ん
で
い

た
。「
三
重
苦
」
へ
の
対
応
と
し
て
、
否
応
な
く
ア
メ
リ
カ
進
出
と
い
う
困
難
な
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
経
験
し
た
化
学
部

門
は
、
従
来
の
殻
を
打
ち
破
っ
て
、
一
段
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
事
業
部
門
と
な
り
、
再
生
と
成
長
の
軌
道
に
乗
っ
た
。
そ
こ

で
の
海
外
経
験
は
、
次
章
以
下
で
主
題
と
な
る
ダ
イ
キ
ン
の
本
格
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
、
貴
重
な
教
育
機
会
と
も
い
う

べ
き
も
の
と
な
っ
た
。

一
方
、
空
調
事
業
の
拡
大
は
、
ダ
イ
キ
ン
を
一
流
企
業
の
地
位
に
押
し
上
げ
た
も
の
の
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
業
績
悪

化
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
表
面
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
バ
ブ
ル
経
済
の
最
盛
期
に
あ
っ
て
も
、
ダ
イ
キ

ン
は
過
剰
な
投
機
へ
の
投
資
に
は
手
を
出
さ
ず
、
投
機
的
な
投
資
行
動
に
よ
る
社
業
へ
の
負
の
影
響
は
免
れ
て
い
た
。
し
か

し
ダ
イ
キ
ン
の
業
績
は
、
天
候
や
為
替
変
動
な
ど
の
外
部
環
境
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
く
、
さ
ら
に
空
調
、
化
学

以
外
の
小
規
模
事
業
部
門
の
経
営
力
の
弱
さ
、
連
結
対
象
の
経
営
力
の
弱
さ
な
ど
が
、
こ
の
時
期
の
経
営
成
果
の
悪
化
と

な
っ
て
現
れ
た
。
実
際
、
大
冷
夏
の
一
九
九
三
年
度
に
は
、
一
億
九
五
〇
〇
万
円
の
経
常
赤
字
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
七
六
年
十
一
月
期
以
来
の
一
七
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
資
産
の
売
却
な
ど
に
よ
っ
て
特
別
利
益
を
出
し
、
当
期

利
益
は
黒
字
と
し
た
も
の
の
、
配
当
は
四
円
減
額
し
て
年
八
円
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
連
結
決
算
で
は
、
国

内
空
調
販
売
子
会
社
の
売
り
上
げ
不
振
、
海
外
子
会
社
の
売
り
上
げ
減
、
設
備
投
資
負
担
な
ど
が
響
い
て
、
経
常
損
益
で

三
九
億
四
千
万
円
の
赤
字
で
あ
る
。
連
結
決
算
の
公
表
を
始
め
た
七
八
年
十
一
月
期
以
来
、
初
め
て
の
赤
字
転
落
で
あ
っ
た
。

が
大
き
な
振
れ
幅
で
推
移
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
ま
で
売
上
高
を
着
実
に
増
加
さ
せ
、
経

常
利
益
も
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
度
に
は
一
〇
〇
億
円
を
上
回
っ

た
の
ち
、
さ
ら
に
九
〇
年
度
に
は
三
〇
〇
億
円
を
超
え
た
。
八
六

年
十
一
月
の
従
業
員
総
数
六
三
四
九
名
は
、
九
四
年
三
月
に

八
六
八
〇
名
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
前
章
が
、
石
油
危
機
の
打

撃
と
そ
の
克
服
の
時
期
で
あ
り
、
高
度
経
済
成
長
後
の
転
換
期
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
本
章
で
扱
っ
た
八
〇
年
代
後
半
は
、
ダ
イ
キ

ン
に
と
っ
て
新
た
な
成
長
の
時
期
で
あ
っ
た
（
表
4
│

2
）。

そ
れ
を
牽
引
し
た
の
が
空
調
部
門
の
発
展
で
あ
る
。
売
上
高
は
、
一
九
八
七
年
の
一
五
四
九
億
円
が
、
九
一
年
に
は

二
七
一
九
億
円
と
二
倍
近
く
ま
で
伸
び
、
利
益
も
一
・
六
倍
と
な
っ
た
。
そ
の
利
益
を
原
資
と
す
る
各
種
設
備
投
資
が
行
わ

れ
、
ま
た
労
働
条
件
の
改
善
も
さ
れ
た
こ
と
で
、
ダ
イ
キ
ン
は
一
流
大
企
業
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

も
う
一
方
の
柱
で
あ
っ
た
化
学
部
門
は
、
八
七
年
の
売
上
高
が
八
五
年
に
比
べ
て
一
割
近
く
、
利
益
は
三
割
近
く
減
少
し
た
。

そ
の
後
も
利
益
率
は
低
く
、
九
一
年
に
は
、
わ
ず
か
な
黒
字
を
確
保
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
大
型
景
気
を
追
い
風
と
し
て
事

業
を
拡
大
し
た
空
調
部
門
に
対
し
て
、「
三
重
苦
」
の
洗
礼
を
受
け
た
化
学
部
門
は
、
好
景
気
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
業
績
悪

化
に
苦
し
ん
だ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
対
照
的
な
二
部
門
の
動
向
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
逆
の
形
で
再
現
す
る
。
空
調
部
門
の
国
内
販
売
は
、

景
気
の
落
ち
込
み
と
天
候
不
順
に
よ
っ
て
九
二
年
、
九
三
年
と
連
続
し
て
減
少
し
、
さ
ら
に
九
三
年
夏
の
記
録
的
な
冷
夏
が
、

表 4─2　業績の推移（1983～ 93）
 単位：100 万円

年　度
連　結

売上高 経常利益
1983 219,836 11,266
1984 245,655 13,471
1985 247,745 11,689
1986 262,484 14,485
1987 ＊ 88,153 ＊ 4,473
1988 325,834 26,596
1989 358,648 27,687
1990 419,841 32,039
1991 453,982 25,019
1992 429,313 9,432
1993 370,803 △ 3,941

注）＊印は決算期変更のため短期決算．
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こ
う
し
た
厳
し
い
業
績
を
背
景
に
、
役
員
賞
与
の
全
額
返
上
、
役
員
報
酬
の
一
年
間
平
均
一
〇
％
カ
ッ
ト
、
さ
ら
に
は
管
理

職
に
つ
い
て
も
賃
金
カ
ッ
ト
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

経
営
拡
大
の
な
か
で
、
表
面
化
し
た
ダ
イ
キ
ン
の
弱
さ
を
い
か
に
克
服
し
て
い
く
か
。
こ
の
課
題
設
定
が
、
ダ
イ
キ
ン
の

次
の
飛
躍
を
も
た
ら
す
大
改
革
の
実
施
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
一
九
七
〇
年
代
初
め
、
石
油
危
機
の
克
服
か
ら
始
ま
っ
た

山
田
稔
社
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
、
三
重
苦
に
よ
る
化
学
部
門
の
立
て
直
し
を
経
験
し
た
井
上
礼
之
専
務
へ
と
受
け
渡
さ

れ
て
い
く
こ
と
は
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
と
で
の
世
界
企

業
へ
の
飛
躍
。
次
章
以
下
は
、
そ
の
軌
跡
を
正
面
か
ら
扱
う
こ
と
に
な
る
。
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１　

井
上
礼
之
専
務
の
社
長
就
任
と
「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
経
営
」

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
変
化

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
始
ま
っ
た
日
本
の
バ
ブ
ル
経
済
は
、
資
産
価
格
の
高
騰
を
前
提
に
し
た
ス
パ
イ
ラ
ル
的
な
景
気
上

昇
を
も
た
ら
し
た
が
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
は
頂
点
を
迎
え
、
バ
ブ
ル
経
済
は
崩
壊
に
向
か
う
。
資
産
価
格
の
急
落

に
よ
っ
て
景
気
は
逆
回
転
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
九
一
年
度
三
・
四
％
、
九
二
年
度
一
・
〇
％
と
低
下
し
た
。

一
方
、
円
・
ド
ル
相
場
は
一
九
九
〇
年
四
月
以
降
に
は
円
高
の
ト
レ
ン
ド
を
見
せ
、
九
〇
年
の
一
ド
ル
約
一
五
〇
円
（
年

平
均
、
以
下
同
）
が
、
九
三
年
に
は
約
一
一
〇
円
、
そ
し
て
九
五
年
に
は
約
九
四
円
と
な
り
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
国
内

需
要
の
停
滞
に
苦
し
む
日
本
企
業
に
対
し
、
追
い
討
ち
を
か
け
た
。
景
気
は
、
九
〇
年
代
半
ば
に
一
度
持
ち
直
す
が
、
九
七

年
に
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
と
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
影
響
か
ら
再
び
低
迷
し
、
九
八
年
は
第
一
次
石
油
危
機
か
ら
二
四
年
ぶ

り
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
日
本
経
済
は
、「
平
成
不
況
」
や
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」

と
表
現
さ
れ
た
（
図
5
│

1
、
図
5
│

2
）。

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
日
本
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
経
済
シ
ス
テ
ム
に

も
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
た
。
第
一
に
、
金
融
機
関
に
多
額
の
不
良
債
権
が
累
積
し
た
こ
と
で
、
日
本
経
済
を
支
え
る
金

融
シ
ス
テ
ム
が
動
揺
し
、
戦
後
最
大
の
金
融
業
界
と
金
融
シ
ス
テ
ム
の
再
編
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
バ
ブ
ル
期
の
多
大
な
投
資
に
よ
っ
て
社
内
に
過
大
な
能
力
を
抱
え
た
多
く
の
企
業
で
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
に

は
設
備
稼
働
率
が
低
下
し
、
多
額
な
減
価
償
却
費
の
負
担
が
経
営
を
圧
迫
し
た
。
過
剰
設
備
、
過
剰
人
員
を
抱
え
た
多
く
の
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降
の
イ
ン
ド
は
経
済
改
革
に
よ
っ
て
新
興
地
域
の
経
済
的
な
地
位
を
高
め
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
化
は
、
九
七
年
に
発

生
し
た
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
伴
い
な
が
ら
、
新
興
地
域
も
含
め
た
経
済
発
展
の
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
、
世
界

経
済
の
構
造
に
変
化
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
変
化
に
対
応
で
き
る
戦
略
と
実
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

そ
れ
が
企
業
の
死
活
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
一
九
九
三
年
に
空
調
部
門
を
中
心
に
売
り
上
げ
が
減
少
し
、
九
三
年
度
に
は
赤
字
決
算
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
と
き
ダ
イ
キ
ン
は
、
多
く
の
日
本
企
業
と
異
な
っ
て
、
そ
の
後
再
び
黒
字
経
営
に
移
行
し
、
結
果
か
ら
見
る
と

「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
と
い
わ
れ
た
時
期
に
経
営
を
革
新
し
、
事
業
を
拡
大
し
つ
つ
変
化
さ
せ
て
き
た
。
こ
の
章
で
は
、
厳

し
い
環
境
の
も
と
で
企
業
収
益
を
維
持
し
た
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
経
営
環
境
に
対
応
し
た
積
極
的
な
戦
略
を
実
行
し
、
売

り
上
げ
・
収
益
を
拡
大
さ
せ
、
そ
の
後
の
ダ
イ
キ
ン
発
展
の
礎
を
築
い
て
き
た
姿
を
追
い
、
そ
の
理
由
を
探
っ
て
い
く
。

井
上
礼
之
専
務
の
社
長
就
任

バ
ブ
ル
経
済
の
影
響
が
広
が
っ
て
い
た
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
三
月
、
二
二
年
間
に
わ
た
っ
て
ダ
イ
キ
ン
の
社
長
を
務

め
て
き
た
山
田
稔
が
会
長
に
退
き
、
新
た
に
井
上
礼
之
専
務
の
代
表
取
締
役
社
長
就
任
が
発
表
さ
れ
、
六
月
の
取
締
役
会
で

正
式
に
就
任
が
決
定
し
た
。
ま
た
会
長
の
菅
澤
清
志
は
、
取
締
役
相
談
役
と
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
田
稔
は
、
終
戦
後
の

一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
一
月
に
二
十
四
歳
で
ダ
イ
キ
ン
に
入
社
し
、
四
九
年
に
二
十
八
歳
で
取
締
役
に
就
任
し
て
以

来
、
長
年
に
わ
た
っ
て
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
に
携
わ
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
戦
後
の
発
展
を
担
っ
て
き
た
。
山
田
は
数
年
前
か
ら
肝

臓
を
患
い
、
治
療
を
受
け
な
が
ら
業
務
を
続
け
て
い
た
が
、
治
療
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
社
長
に
就
任
し
た
井
上
礼
之
は
、
一
九
三
五
年
三
月
に
京
都
で
生
ま
れ
、
同
志
社
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
五
七
年

日
本
企
業
で
は
、
国
内
事
業
の
再

編
・
縮
小
や
従
業
員
の
削
減
、
海

外
か
ら
の
資
本
参
加
な
ど
、
企
業

経
営
の
ス
タ
イ
ル
に
大
き
な
変
化

を
迫
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
バ
ブ
ル
経
済
崩

壊
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
の
発
展

を
支
え
て
き
た
金
融
シ
ス
テ
ム
と

企
業
シ
ス
テ
ム
が
、
再
編
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
多
く
の
企
業
は
、

売
り
上
げ
減
・
利
益
減
と
い
う
状

況
の
な
か
で
有
効
な
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
ず
、
不
況
が
続
く
な

か
で
再
生
の
糸
口
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
の
影
響
か
ら
早
く
脱
し
、
新
た
な
展
開
を
演
じ
ら

れ
る
か
ど
う
か
は
、
企
業
の
戦
略
と
そ
の
実
行
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
経
済
が
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
に
あ
え
い
で
い
る
間
に
、
世
界
で
は
新
し
い
時
代
を
象
徴
す
る
変
化
が
生
じ
て
い

た
。
一
九
九
一
年
に
ソ
連
の
崩
壊
、
九
三
年
に
Ｅ
Ｃ
市
場
の
統
合
、
九
九
年
の
Ｅ
Ｕ
共
通
通
貨
「
ユ
ー
ロ
」
の
発
足
に
よ
っ

て
、
欧
州
地
域
の
市
場
を
広
げ
た
。
八
〇
年
代
の
後
半
以
降
に
は
、
市
場
経
済
化
に
よ
る
中
国
の
経
済
発
展
、
九
〇
年
代
以

図 5─1　GDP成長率と東証株価指数
GDP成長率

GDP成長率

（％）
東証株価指数

東証株価指数
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強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
商
品
開
発
を
推
進
し
よ
う
」「
商
品
別
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
戦
略
の
早
急
な
確
立
を
」「
フ
ラ
ッ
ト
な

組
織
運
営
で
活
力
あ
ふ
れ
る
職
場
づ
く
り
を
」
の
三
項
目
を
挙
げ
て
い
た
。
井
上
社
長
の
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
就
任
直
後

か
ら
進
め
ら
れ
る
空
調
事
業
改
革
、
戦
略
経
営
計
画
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
に
お
い
て
、
さ
ら
に
具
体
化
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
経
営
」
と｢

納
得
性
を
ベ
ー
ス
に
し
た
組
織
運
営｣

「
社
長
就
任
に
あ
た
っ
て
」
の
な
か
で
指
摘
し
た
「
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
運
営
」
に
つ
い
て
、
井
上
社
長
は
「
職
場
の
隅
々
に

ま
で
情
報
の
共
有
化
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
え
で
課
題
解
決
に
向
け
て
幹
部
だ
け
で
な
く
担
当
者
も
交
え
、
侃か

ん

々か
ん

諤が
く

々が
く

議
論
を
尽
く
し
、
衆
知
を
結
集
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
参
画
し
て
い
る
個
々
人
の
納
得
性
と
と
も
に
、
担
当
者
の

主
役
と
し
て
の
高
い
役
割
意
識
の
芽
ば
え
に
よ
っ
て
、
活
力
あ
る
職
場
が
生
ま
れ
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ッ
ト
な
経

営
は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
し
、
職
場
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
社
の
実
力
を
高
め
、

結
果
と
し
て
経
営
の
収
益
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
井
上
社
長
が
実
際
に
取
り
組
ん
で
き
た
多
く
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
、
人

事
を
担
当
す
る
な
か
で
多
く
の
人
間
を
見
て
き
た
こ
と
、
三
重
苦
の
化
学
部
門
を
立
て
直
し
た
際
に
実
感
し
た
社
員
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
そ
う
し
た
経
験
が
ダ
イ
キ
ン
の
新
し
い
時
代
の
経
営
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
人
を
育
て
成
長
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
、
真
に
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
た
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
こ
そ
が
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

た
ダ
イ
キ
ン
を
再
生
さ
せ
て
い
く
力
で
あ
り
、
方
向
で
あ
る
、
と
確
信
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
の
社
長
年
頭
方
針
で
井
上
社
長
は
、
時
代
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
迅
速

に
ダ
イ
キ
ン
に
入
社
し
た
。
淀
川
製
作
所
で
企
画
部
門
の
仕
事
を
皮
切
り

に
、
お
も
に
人
事
・
総
務
部
門
を
歩
み
、
七
九
年
二
月
に
四
十
三
歳
で
取

締
役
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
八
八
年
に
は
、
コ
コ
ム
規
制
違
反
事
件
後
の

化
学
事
業
部
の
担
当
役
員
を
務
め
、
三
重
苦
に
あ
え
い
で
い
た
化
学
事
業

部
の
再
生
と
ア
メ
リ
カ
進
出
を
、
先
頭
に
立
っ
て
進
め
て
き
た
。
八
九
年

六
月
に
専
務
取
締
役
と
な
り
、
人
事
・
総
務
・
地
域
社
会
・
化
学
担
当
、

淀
川
製
作
所
長
委
嘱
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
。

井
上
の
社
長
就
任
は
、
赤
字
と
な
っ
た
一
九
九
三
年
度
の
決
算
報
告
と

同
時
で
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
が
最
も
厳
し
い
状
況
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
就
任
直
後
に
発
表
さ
れ
た
「
社
長
就

任
に
あ
た
っ
て

│
変
革
と
伝
統
の
調
和
に
よ
る
二
一
世
紀
へ
の
挑
戦

│
」（『
ダ
イ
キ
ン
タ
イ
ム
ス
別
冊
』）
の
な
か
で
、

井
上
社
長
は
経
営
理
念
に
あ
る
「
人
が
持
つ
す
ば
ら
し
さ
、
可
能
性
を
信
じ
、
自
ら
成
長
し
よ
う
と
い
う
意
欲
あ
る
者
同
士

の
強
い
信
頼
関
係
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
経
営
の
基
本
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
を
、
経
営
の
基
本
姿
勢
に
し
た
い
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
企
業
環
境
の
激
変
す
る
な
か
で
、
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
「
わ
が
社
の
独
自

性
あ
る
コ
ア
技
術
、
専
門
性
の
高
い
生
産
方
式
・
販
売
方
式
、
良
好
な
労
使
関
係
や
差
別
性
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
わ
が
社
の
誇
り
と
す
る
強
み
を
一
段
と
発
展
さ
せ
、
世
界
的
評
価
に
も
耐
え
得

る
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
必
要
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
柔
軟
戦
略
思
考
に
よ
る
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
意

思
決
定
が
図
れ
る
体
質
づ
く
り
、
個
々
の
商
品
へ
の
重
点
指
向
の
徹
底
、
具
現
化
能
力
の
向
上
な
ど
を
進
め
る
「
新
た
な
価

値
を
創
造
す
る
『
攻
撃
型
経
営
』」
が
必
要
で
あ
る
、
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
緊
急
の
課
題
と
し
て
「
衆
知
を
結
集
し
、

山田稔会長（左）と井上礼之社長
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事
と
し
て
、
①
米
軍
砲
弾
特
需
を
機
に
復
活
し
た
住
友
金
属
工
業
と
の
提
携
再
開
、
②
機
化
電
一
体
の
取
り
組
み
、
③
石
油

危
機
後
の
人
員
整
理
回
避
宣
言
、
④
経
営
理
念
の
明
文
化
、
を
挙
げ
た
。
一
方
、
井
上
社
長
は
、
先
人
の
築
い
た
風
土
と
伝

統
を
生
か
し
つ
つ
、
山
田
会
長
の
申
し
送
り
で
あ
る｢

創
造
的
破
壊｣

の
観
点
か
ら
改
革
に
邁ま

い
し
ん進
す
る
と
の
強
い
決
意
を
明

ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
挨
拶
の
な
か
で
創
業
七
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
社
史
の
発
刊
（『
ダ
イ
キ
ン
工
業
七
〇
年
史
』）
な

ど
の
諸
計
画
を
示
し
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
創
業
七
〇
周
年
記
念
行
事
が
、
成
功
裏
に
終
わ
っ
て
か
ら
半
年
後
の
一
九
九
五
年
五
月
一
日
、
山
田
稔
会
長

が
西
宮
市
の
兵
庫
医
科
大
学
病
院
で
、
肝
不
全
の
た
め
逝
去
し
た
。
享
年
七
十
三
で
あ
っ
た
。
大
手
新
聞
各
紙
は
、
関
西
財

界
の
調
整
役
で
あ
り
、
日
本
を
代
表
す
る
空
調
機
メ
ー
カ
ー
に
ダ
イ
キ
ン
を
育
て
上
げ
た
山
田
会
長
の
死
を
悼
ん
で
報
じ
た
。

社
葬
は
、
井
上
礼
之
社
長
が
葬
儀
委
員
長
と
な
り
、
大
阪
市
中
央
区
の
本
願
寺
津
村
別
院
（
北
御
堂
）
で
、
仏
式
に
よ
っ
て

執
り
行
わ
れ
た
。
山
田
稔
会
長
の
死
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
一
つ
の
時
代
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

２　

空
調
三
本
柱
戦
略
へ
の
転
換
と
国
内
空
調
事
業
の
抜
本
的
立
て
直
し

第
一
次
空
調
事
業
改
革

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
度
に
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
が
赤
字
に
落
ち
込
ん
だ
直
接
的
な
理
由
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
円

高
、
冷
夏
の
ト
リ
プ
ル
パ
ン
チ
に
よ
っ
て
、
屋
台
骨
で
あ
る
空
調
事
業
の
売
り
上
げ
が
減
少
し
、
収
益
力
が
低
下
し
た
こ
と

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
業
績
の
悪
化
は
経
営
環
境
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
空
調
事
業
の
改
革
自
体
が
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ

て
、
緊
急
か
つ
不
可
避
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

な
判
断
・
決
断
、
ク
イ
ッ
ク
リ
ス
ポ
ン
ス
、
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
素
早
い

行
動
力
な
ど
を
意
味
す
る
「
ス
ピ
ー
ド
」
を
重
視
し
た
「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド

経
営
」
に
つ
い
て
、
改
め
て
強
調
し
た
。「
納
得
性
」
を
前
提
と
し
た
「
フ
ラ
ッ

ト
＆
ス
ピ
ー
ド
経
営
」
は
、
ダ
イ
キ
ン
特
有
の
組
織
運
営
に
つ
い
て
の
考
え
方
と

し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
新
戦
略
経
営
計
画
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」（
一
九
九
六

年
）
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」

（
二
〇
〇
一
年
）
で
は
「
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
と
い
う
表

現
で
、
さ
ら
に
進
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

創
業
七
〇
周
年
と
山
田
稔
会
長
の
逝
去

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
十
月
二
十
五
日
、
合
資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
と

し
て
産う

ぶ

声ご
え

を
あ
げ
た
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
創
業
七
十

周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
年
は
、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
あ
と
の
厳
し
い
状
況
下
に
、
井
上
新
体
制
に
よ
る
経
営
改
革
が
ス

タ
ー
ト
し
た
年
で
も
あ
り
、
記
念
行
事
は
先
人
の
苦
労
に
思
い
を
馳
せ
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
の
飛
躍
を
願
い
な
が
ら
準

備
が
進
め
ら
れ
た
。

創
業
記
念
日
の
十
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
式
典
で
は
、
七
〇
年
間
の
歴
史
を
ス
ラ
イ
ド
で
回
顧
し
た
あ
と
、
山
田
会

長
は
、
創
業
時
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
旺
盛
な
企
業
家
精
神
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
歴
史
の
な

か
で
今
後
と
も
継
承
す
べ
き
気
風
、
伝
統
を
訴
え
た
。
そ
し
て
、
五
〇
年
近
い
ダ
イ
キ
ン
生
活
の
な
か
で
印
象
に
残
る
出
来

創業 70周年記念式典後の祝賀会
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（
日
本
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
）
を
見
据
え
た
商
品
別
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
へ
の
転
換
で
あ
る
。
第
三
に
、
差
別

性
、
独
自
性
の
あ
る
商
品
企
画
・
商
品
開
発
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
技
術
者
自
身
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
発
に
行

う
こ
と
を
強
調
し
た
。
第
四
に
、
流
通
革
命
に
対
応
し
た
営
業
体
制
へ
の
転
換
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
販
社
体
制
、
営
業
体

制
の
見
直
し
を
意
味
し
た
。
こ
う
し
た
ダ
イ
キ
ン
の
命
運
を
か
け
た
空
調
基
本
戦
略
の
転
換
を
通
し
て
、
ダ
イ
キ
ン
を
「
日

本
の
有
力
メ
ー
カ
ー
」
か
ら
「
世
界
を
代
表
す
る
総
合
力
あ
る
専
門
メ
ー
カ
ー
」
へ
飛
躍
さ
せ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
時
期

の
空
調
事
業
改
革
（
第
一
次
空
調
事
業
改
革
）
の
方
向
で
あ
っ
た
。
売
り
上
げ
の
落
ち
込
み
へ
の
対
応
と
い
う
消
極
的
な
も

の
で
は
な
く
、
次
の
飛
躍
に
結
び
付
け
る
と
い
う
戦
略
的
事
業
改
革
で
あ
る
。
空
調
事
業
改
革
の
方
向
性
は
、
そ
の
後
の
ダ

イ
キ
ン
の
空
調
事
業
の
発
展
を
示
す
先
見
性
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
同
時
に
既
存
の
方
向
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
容
易
に
は
進
ま
ず
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

空
調
三
本
柱
戦
略

第
一
次
空
調
事
業
改
革
の
最
初
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
が
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
、
セ
ン
ト
ラ
ル

空
調
の
三
分
野
を
重
視
す
る
、
空
調
三
本
柱
戦
略
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
を
含
め
た
国
内
外
の
大
手
空
調
メ
ー
カ
ー
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
強
い
分
野
を
持
っ
て
い
た
が
、
三
分
野
す
べ
て
に
強
い
企
業
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
自
身
も
、
当
時

は
国
内
で
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
シ
ェ
ア
は
伸
び
悩
み
、
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
も
好
調
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
社
内
に
も
、

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
か
ら
撤
退
し
、
競
争
力
を
持
つ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
に
集
中
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
、
と
い
う
意
見

も
少
な
く
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
ダ
イ
キ
ン
が
三
本
柱
戦
略
を
あ
え
て
打
ち
出
し
た
の
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
る
。
第
一
に
、
世
界
的

ダ
イ
キ
ン
工
業
の
空
調
事
業
が
直
面
し
て
い
た
問
題
は
、
短
期
的
な
事
業
改
善
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
、
空
調

を
め
ぐ
る
国
際
・
国
内
の
競
争
環
境
は
大
き
な
変
化
の
渦
の
な
か
に
あ
っ
た
。
市
場
、
技
術
、
競
争
力
な
ど
急
速
に
変
化
し
、

方
向
を
見
誤
る
と
一
気
に
脱
落
し
か
ね
な
か
っ
た
。
短
期
的
な
業
績
の
改
善
、
中
・
長
期
的
な
見
通
し
を
持
っ
た
戦
略
的
な

対
応
、
の
い
ず
れ
も
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
。

井
上
礼
之
が
社
長
に
就
任
し
た
と
き
は
、
ち
ょ
う
ど
五
カ
年
間
の
経
営
計
画
を
更
新
す
る
時
期
に
当
た
っ
て
い
た
。
当
初

は
、
基
本
計
画
案
を
一
九
九
五
年
四
月
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
井
上
社
長
は
空
調
事
業
の
改
革
を
優
先
す
る

こ
と
に
し
て
、
あ
え
て
経
営
計
画
の
策
定
を
先
送
り
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
空
調
事
業
の
改
革
は
切
迫
し
て
い
る
と
判
断
し
た
の

で
あ
る
。
空
調
事
業
改
革
に
臨
ん
だ
井
上
社
長
の
決
意
は
、
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。「
三
重
苦
」
か
ら
立
ち
直
っ
た

化
学
事
業
を
担
当
し
た
経
験
、
つ
ま
り
危
機
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
し
て
改
革
を
断
行
し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
事

業
の
発
展
に
結
び
付
け
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
、
空
調
事
業
に
お
い
て
も
展
開
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

明
確
な
方
針
の
確
立
と
危
機
意
識
を
持
ち
、
か
つ
実
行
す
る
燃
え
る
集
団
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
井

上
社
長
は
、
国
内
空
調
を
担
当
し
て
い
た
元
副
社
長
、
部
長
、
課
長
ら
五
〇
〜
六
〇
人
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
、
現
場
の
多
く

の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、
さ
ら
に
空
調
関
連
四
部
門
の
ト
ッ
プ
を
含
め
た
改
革
の
担
い
手
と
な
る
若
手
部
長
ク
ラ
ス
と
の

検
討
を
重
ね
、
今
後
の
空
調
改
革
の
方
向
性
と
そ
の
中
身
を
検
討
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
一
九
九
四
年
十
月
十
八
日
に
は
、
常
務
会
で
「
空
調
改
革
計
画
」
が
決
定
し
た
。
空
調
基
本
戦
略
を

根
本
的
に
転
換
す
る
内
容
を
持
つ
、
こ
の
計
画
の
中
心
的
な
戦
略
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
ダ
イ
キ
ン
は
市
場
で

の
シ
ェ
ア
が
高
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
分
野
に
実
質
的
に
重
点
を
お
い
て
き
た
が
、
新
た
に
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
セ
ン
ト

ラ
ル
空
調
を
含
め
た
三
本
柱

4

4

4

を
戦
略
的
に
追
求
す
る
。
第
二
に
、
国
内
・
海
外
と
い
う
二
極
思
考
で
は
な
く
、
世
界
四
極
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営
業
・
販
売
体
制
の
改
革

三
本
柱
戦
略
を
中
心
と
し
た
空
調
事
業
の
改
革
推
進
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
実
施
さ
れ
た
の
が
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
の

機
構
・
組
織
改
革
で
あ
る
（
図
5
│

3
）。
第
一
に
、
空
調
生
産
本
部
で
は
、
①
三
本
柱
を
徹
底
す
る
た
め
に
住
宅
空
調
、
汎

用
空
調
、
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
の
三
生
産
本
部
体
制
の
確
立
、
②
市
場
に
マ
ッ
チ
し
た
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
と
商
品
企
画

の
責
任
を
生
産
本
部
へ
移
管
、
③
商
品
別
の
利
益
管
理
は
各
生
産
本
部
へ

移
管
、
④
圧
縮
機
開
発
は
一
元
化
し
た
開
発
セ
ン
タ
ー
へ
移
管
、
⑤
開
発

技
術
セ
ン
タ
ー
、
生
産
技
術
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
そ
の
機
能
を
各
生
産

本
部
お
よ
び
機
械
技
術
研
究
所
に
移
管
、
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
と
く
に
設

計
者
自
ら
が
、
営
業
と
一
緒
に
な
っ
て
市
場
情
報
を
収
集
し
、
商
品
企
画

を
担
っ
て
い
く
こ
と
で
、
顧
客
を
原
点
に
据
え
た
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く

り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
た
。

第
二
に
、
国
内
の
流
通
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
営
業
・
販
売
体
制
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
営
業
部
門
の
組
織
改
革
で
あ
る
。

第
三
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
国
際
営
業
本
部
に
お
け
る
市
場

調
査
、
市
場
戦
略
立
案
能
力
の
強
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
タ
イ
で
の

国
際
調
達
事
務
所
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
拠
点
設
立
（
一
九
九
四
年
）
や
、
購
買
部
・

品
質
管
理
部
な
ど
に
国
際
調
達
に
関
連
す
る
組
織
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

と
く
に
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
、
国
内
で
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ス

な
空
調
専
門
メ
ー
カ
ー
と
な
る
た
め
に
は
、
技
術
面
で
の
優
位
性
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
般
に
、
空

調
の
新
技
術
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
か
ら
生
ま
れ
、
ソ
フ
ト
的
な
技
術
、
シ
ス
テ
ム
的
な
技
術
は
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
か
ら
生
ま

れ
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
に
移
っ
て
い
く
と
い
わ
れ
て
お
り
、
三
本
柱
で
競
争
力
を
持
つ
こ
と
で
技
術
的
な
優
位
性
が
確

保
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
で
重
要
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
的
な
業
務
が
、
時
代
の
変
化
の
な
か
で
、

よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
を
維
持
し
、
こ
う
し
た
業
務
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
、
今
後
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
機
能
を
強
化
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
競
争
力
と
し
て
い
く
た
め

に
も
三
本
柱
戦
略
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

第
三
に
、
世
界
的
に
見
れ
ば
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
の
市
場
拡
大
の
可
能
性
は
高
く
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
に
よ
っ
て
成
長
市
場
を
獲
得
す
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
三
本
柱
戦
略
は
、
こ
の
点
で
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
と
不
可
分
で
あ
っ
た
。
三
本
柱
戦
略
に
基
づ
い
て
、
商
品
別
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
具
体
的
展
開
が
考
え
ら
れ
、

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
世
界
四
極
を
見
据
え
た
事
業
の
新
展
開
が
図
ら
れ
た
。
中
国
な
ど
、
成
長
市
場
で
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
に
遅
れ
れ
ば
、
海
外
市
場
だ
け
で
な
く
国
内
市
場
も
失
う
危
険
が
あ
る
。
中
国
市
場
に
マ
ッ
チ
し
た
差
別
化

商
品
の
開
発
、
商
品
力
強
化
の
た
め
の
関
連
技
術
力
強
化
、
販
売
ル
ー
ト
の
新
展
開
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
ダ
イ

キ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
強
み
で
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
に
つ
い

て
は
市
場
を
席
捲
し
、
圧
倒
的
勝
利
を
実
現
す
る
た
め
の
販
社
再
編
、
中
国
市
場
へ
の
展
開
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
の
戦
略

が
考
え
ら
れ
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
事
業
は
、
吸
収
式
冷
凍
機
の
開
発
を
起
爆
力
と
し
た
事
業
の
再
構
築
が
課
題
と
さ
れ
た
。

図 5─3　空調改革後の機構（第 1ステップ後）

従　来 新体制

空
調
生
産
本
部

住宅空調部門
汎用空調部門
環境機器部門
冷熱エンジニアリング部
エアハンドリングユニット部
企画室
品質保証室
開発技術センター
生産技術センター

機械技術研究所

空調経営企画室

住宅空調生産本部

汎用空調生産本部

セントラル空調生産本部

圧縮機開発センター

機械技術研究所

空調生産戦略室
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や
が
て
ダ
イ
キ
ン
製
品
の
シ
ェ
ア
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

｢

ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
力
ナ
ン
バ
ー
１｣

を
目
指
し
て

前
述
し
た
よ
う
に
、
空
調
事
業
改
革
に
必
要
な
販
売
・
営
業
体
制
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
社
内
の
営
業
部
門

と
販
社
の
機
能
を
、
再
編
・
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
支
店
の
空
調
営
業
部
門
に
つ
い
て
必
要

な
機
能
だ
け
を
残
し
て
基
本
的
に
販
社
に
移
管
し
、
本
社
に
直
結
し
た
販
社
に
よ
る
効
率
的
な
地
域
販
売
責
任
体
制
の
構
築

を
進
め
た
（
図
5
│

4
）。
そ
れ
と
と
も
に
、
販
社
に
は
メ
ー
カ
ー
の
営
業
機
能
を
兼
備
さ
せ
、
自
立
意
識
の
高
揚
を
目
指
し

た
。
そ
の
結
果
、
大
阪
、
東
京
、
福
岡
、
名
古
屋
、
広
島
に
あ
っ
た
販
社
窓
口
と
し
て
の
営
業
部
を
廃
止
し
、
同
時
に
販
社

を
二
七
社
か
ら
二
四
社
に
再
編
し
た
。
そ
し
て
販
社
の
機
能
強
化
に
伴
っ
て
、
す
べ
て
の
商
品
流
通
を
ダ
イ
キ
ン
本
部
と
直

結
し
た
販
社
に
集
約
・
一
元
化
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
販
社
以
下
の
商
品
の
流
通
は
直
系
ル
ー
ト
、
販
売
店
ル
ー
ト
、

卸
店
ル
ー
ト
の
三
つ
に
編
成
・
整
理
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
販
社
に
つ
い
て
は
機
器
卸
し
主
体
か
ら
空
調
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

機
能
を
持
つ
空
調
シ
ス
テ
ム
販
社
へ
と
変
貌
さ
せ
、
販
売
店
へ
の
販
売
支
援
能
力
を
高
め
て
い
こ
う
と
し
た
。
販
売
店
か
ら

の
空
調
に
関
す
る
要
望
に
、
的
確
に
応
え
ら
れ
る
幅
広
い
能
力
を
販
社
が
持
ち
、
他
社
と
の
能
力
の
差
別
化
を
実
現
し
、
販

売
店
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
販
社
、｢

ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
力
ナ
ン
バ
ー
1｣

の
実
現
を
目
指
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
と
販
社
、
そ

し
て
販
売
店
が
一
体
と
な
っ
て
協
力
し
、
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
の
販
売
拡
大
を
展
開
し
て
い
く
姿
は
「
ダ
イ
キ
ン
空
調
連

邦
」
と
呼
ば
れ
た
。

新
し
い
販
売
体
制
で
、
カ
ギ
を
握
る
の
は
販
社
の
能
力
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
販
社
が
、
空
調
設
備
の
設
計
力
・
積
算
力
・
施

工
工
事
力
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
空
調
設
備
に
も
対
応
で
き
る
総
合
的
技
術
力
を
持
っ
た
シ
ス
テ
ム
販
社
に
転
換
す
る
た
め
に

ト
ア
や
量
販
店
の
成
長
、
海
外
か
ら
の
低
価
格
品
の
輸
入
、
円
高
、
生
産
・
流
通
部
門
の
効
率
化
な
ど
に
よ
る
価
格
破
壊
が

進
ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
た
営
業
・
販
売
体
制
の
確
立
が
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
た
。
空
調

業
界
全
体
で
は
、
量
販
店
ル
ー
ト
の
ウ
ェ
イ
ト
は
一
九
九
三
年
に
は
三
四
％
に
達
し
て
い
た
が
、
ダ
イ
キ
ン
は
八
〇
年
代
初

め
に
一
度
撤
退
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
九
％
と
他
社
に
比
べ
低
か
っ
た
。
量
販
店
戦
略
は
、
三
本
柱
の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
販
路
を
確
保
す
る
う
え
で
不
可
欠
だ
っ
た
。

一
方
、
ダ
イ
キ
ン
は
、
系
列
家
電
販
売
店
を
持
つ
他
メ
ー
カ
ー
と
異
な
り
、
プ
ロ
店
ル
ー
ト
の
比
重
が
最
も
高
か
っ
た
。

一
九
九
三
年
で
、
業
界
全
体
が
二
八
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ダ
イ
キ
ン
は
七
〇
％
が
プ
ロ
店
ル
ー
ト
だ
っ
た
。
プ
ロ
店

ル
ー
ト
を
活
用
し
た
営
業
展
開
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
特
徴
で
あ
り
、
強
み
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
店
ル
ー
ト
は
新
築
需

要
に
は
有
利
だ
が
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
は
買
い
替
え
、
買
い
増
し
需
要
が
増
え
て
い
た
。
ま
た
、
新
築
需
要
に
つ
い
て
も

新
築
先
付
け
市
場
の
比
率
が
上
昇
し
て
お
り
、
プ
ロ
店
ル
ー
ト
で
も
新
た
に
ハ
ウ
ジ
ン
グ
需
要
で
の
拡
販
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
。
既
存
の
プ
ロ
店
ル
ー
ト
中
心
主
義
か
ら
、
市
場
対
応
型
の
戦
略
展
開
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
ダ
イ
キ
ン
は
、
量
販
店
ル
ー
ト
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ル
ー
ト
を
重
点
攻
略
分
野
と
し
、
空
調
営
業
本
部
内
に
専
門
攻

略
部
隊
を
配
置
し
た
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
店
ル
ー
ト
の
再
活
性
化
に
よ
る
販
売
力
強
化
を
目
指
す
た
め
に
、
そ
の
窓
口
で
あ
る

販
社
を
メ
ー
カ
ー
営
業
機
能
を
持
つ
販
社
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力
で
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
能
力
を
持
っ
た
、
シ

ス
テ
ム
販
社
へ
と
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
と
き
に
は
電
材
・
管
材
店
ル
ー
ト
の
開
拓
も
進
め
ら
れ
、
電
材
・
管
材
店
が
扱
い
や
す
く
、
使
い
や
す
い
製

品
の
供
給
、
サ
ー
ビ
ス
支
援
を
き
め
細
か
く
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
多
く
の
ダ
イ
キ
ン
の
製
品
を
販
売
し
て
も
ら

お
う
と
努
め
た
。
こ
う
し
た
ル
ー
ト
ご
と
の
販
売
戦
略
と
、
そ
の
た
め
の
製
品
開
発
、
サ
ー
ビ
ス
支
援
が
徐
々
に
功
を
奏
し
、
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「
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
隊
」
を
結
成
し
た
。
特
工
・
特
約
店
三
八
二
社
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
顧
客
リ
ス
ト
の
整
備
や
ユ
ー
ザ
ー
訪

問
用
の
資
料
作
り
を
行
う
と
と
も
に
、
ユ
ー
ザ
ー
訪
問
に
も
同
行
し
て
、
空
調
機
器
の
洗
浄
・
点
検
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、

更
新
需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
徹
底
支
援
し
た
。「
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
隊
」
は
、
特
工
・
特
約
店
に
と
っ
て
も
更
新
需
要
獲
得
に
効

果
的
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
キ
ン
と
販
売
店
の
一
体
感
を
高
め
て
い
く
う
え
で
も
意
味
を
持
っ
た
。

営
業
・
販
売
体
制
の
改
革
は
、
従
来
、
支
店
の
空
調
営
業
部
を
通
じ
て
ダ
イ
キ
ン
と
、
直
接
取
引
を
行
っ
て
い
た
ス
ー

パ
ー
や
設
備
代
理
店
の
一
部
が
、
販
社
を
通
し
た
取
引
に
転
換
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
不
安
を
感
じ
て

い
た
代
理
店
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ダ
イ
キ
ン
が
進
め
て
い
た
販
社
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、｢

ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
力
ナ
ン

バ
ー
1｣

の
具
体
的
な
推
進
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
不
安
が
払
拭
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
キ
ン
空
調
連
邦
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
サ
ー
ビ
ス
力
向
上
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
力
自
体
の
改
革
も
求
め
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス

本
部
を
中
心
に
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
触
れ
る
。

３　
「
融

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン合

経
営
に
よ
る
創
造
型
企
業
の
実
現
」
を
目
指
す
新
戦
略
経
営
計
画
「
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
21
」
の
策
定

新
し
い
経
営
戦
略

│
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
か
ら
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
へ

社
長
に
就
任
し
た
井
上
は
、
そ
れ
ま
で
の
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
計
画
の
役
割
に
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
計

画
は
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
五
月
に
策
定
さ
れ
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
55
」
以
来
、〈
ビ
ジ
ョ
ン
〉
と
い
う
名
称
で
発
表
さ

れ
て
き
た
が
、
未
来
像
を
重
視
し
た
長
期
目
標
で
あ
り
、
必
ず
し
も
実
績
を
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
九
〇
年
五

月
に
は
「
Ｕ
＆
Ｅ
（U

nique and Excellent

）
企
業
」
へ
の
発
展
を
目
的
と
し
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
95
」
が
発
表
さ
れ
た
が
、
バ

は
、
シ
ス
テ
ム
の
設
計
技
術
力
と
施
工
管
理
技
術
力
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
養
成
の
た
め
に
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年

一
月
に
堺
製
作
所
金
岡
工
場
お
よ
び
滋
賀
製
作
所
内
に
開
校
し
た
の
が
、
空
調
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
大
学
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
で
あ
る
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
三
年
コ
ー
ス
で
、
集
合
研
修
の
の

ち
各
販
社
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
教
育
を
受
け
る
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
発

展
し
、
九
八
年
に
は
メ
ー
カ
ー
販
社
・
機
設
販
社
・
直
系
特
工
店
の
技
術
工
事
部
門
の

技
術
者
が
、
年
間
約
五
〇
〇
人
受
講
し
た
。

さ
ら
に
、
空
調
営
業
本
部
は
、
一
九
九
五
年
四
月
か
ら
全
国
の
販
社
・
直
系
特
工

店
・
営
業
本
部
の
全
社
員
を
対
象
と
し
て
、
階
層
別
・
職
位
別
に
対
応
し
た
集
合
教

育
・
通
信
教
育
・
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
三
位
一
体
の
教
育
を
行
う
空
調
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
こ
で
は
「
顧
客
あ
っ
て
の
ダ
イ
キ
ン
」
の
風
土
づ
く
り
を
目
指
し
、

Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
）
の
視
点
に
立
っ
た
基
本
動
作
の
徹
底
を
図
る
た
め
の
通
信
教
育
や

Ｏ
Ｊ
Ｔ
か
ら
、
必
要
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
た
め
の
集
合
教
育
ま
で
多
種
多
様
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
備
え
て
い
た
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
も
三
年
コ
ー
ス
で
設
定
さ
れ
、
最
初
の
三
カ

月
間
で
通
信
教
育
（
入
社
五
年
未
満
の
社
員
対
象
）
一
四
七
六
名
、
集
合
教
育
（
販
社
営

業
・
販
推
マ
ン
対
象
）
九
七
六
名
が
受
講
し
た
。

ま
た
、
一
九
九
五
年
二
月
に
は｢
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
力
ナ
ン
バ
ー
1｣

の
具
体

的
実
践
の
一
つ
と
し
て
、
全
販
社
に
一
〇
〇
名
か
ら
な
る
更
新
需
要
獲
得
専
任
チ
ー
ム

図 5─4　営業・販売体制の機構改革

従　来 改革案

支店営業機能を販社に
移管し，メーカー営業
体制の一部に組み込む

空調営業本部 空調営業本部
支店空調営業部

販売会社

販売会社

販売店 販売店
スーパー・設代

スーパー・
設代等卸店

直系特工店など

ユーザー
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「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
の
策
定

ダ
イ
キ
ン
の
新
時
代
を
切
り
開
く
こ
と
を
課
題
と
し
た
、
新
し
い

戦
略
的
経
営
計
画
で
あ
る
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
の
基
本
テ
ー
マ
は
、

「
融
合
経
営
に
よ
る
創
造
型
企
業
の
実
現
」
で
あ
る
（
図
5
│

5
）。

具
体
的
に
は
、
短
期
の
収
益
力
と
長
期
の
成
長
性
の
両
立
、
国
内
と

海
外
の
事
業
展
開
の
両
立
、他
社
と
の
連
携
、組
織
の
垣
根
を
低
く
し

た
部
門
間
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
な
ど
、
経
営
の
隅
々
に
わ
た
っ

て
「
融
合
」（
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
＝fusion

）
し
た
戦
略
を
展
開
す
る
こ

と
で
、「
市
場
創
造
型
の
事
業
展
開
」
と｢

ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
フ

ラ
ッ
ト
で
ス
リ
ム
な
経
営
体
質｣

を
、
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
た
。
ま
た
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
に
は
、
同
じ
〈
Ｆ
〉
の
頭
文

字
を
持
つFU

T
U
RE

、FIGH
T

、FO
RW
A
RD

の
三
つ
の
単
語

の
意
味
を
重
ね
、｢

未
来
に
向
か
っ
て
、
た
く
ま
し
く
、
前
進｣

と

い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
に
は
、
ダ

イ
キ
ン
が
抱
え
て
い
た
内
部
要
因
を
克
服
し
、
二
十
一
世
紀
初
頭
に

は
「
真
の
一
流
企
業
」
と
し
て
飛
躍
し
て
い
く
た
め
に
、
実
行
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

井
上
社
長
は
、
社
員
に
対
し
て
は
、
①
国
内
外
の
政
治
経
済
情
勢

ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
厳
し
い
環
境
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
九
三
年
九
月
に
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
対
応

の
た
め
に
「
危
機
克
服
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
編
成
、
環
境
変
化
に
対
応
し
た
課
題
を
設
定
し
て
、
そ
の
実
現
に
努
力
し

て
い
た
。
井
上
新
社
長
の
も
と
で
、
経
営
計
画
が
ど
の
よ
う
な
形
で
ま
と
め
ら
れ
、
新
た
な
ダ
イ
キ
ン
の
方
向
性
が
ど
の
よ

う
な
姿
に
描
か
れ
る
の
か
、
当
然
、
注
目
が
集
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

井
上
社
長
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
直
ち
に
実
行
で
き
る
計
画
に
す
る
た
め
、
当
初
一
九
九
五
年
予
定
だ
っ
た
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
を
、
あ
え
て
遅
ら
せ
た
。
同
時
に
、
国
内
空
調
を
三
本
柱
と
す
る
大
改
革
が
緊
急
の
課
題
で
も
あ
っ
た
か
ら

だ
。
こ
う
し
て
、
九
四
年
十
一
月
の
役
員
会
に
提
案
さ
れ
た
基
本
戦
略
を
た
た
き
台
に
、
全
社
か
ら
幅
広
い
意
見
を
直
接
聞

き
取
り
、
成
果
を
出
せ
る
か
ど
う
か
の
可
能
性
を
綿
密
に
精
査
し
、
直
ち
に
実
行
で
き
る
計
画
に
練
り
上
げ
て
い
っ
た
。
こ

の
結
果
、
出
来
上
が
っ
た
の
が
九
六
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
あ
る
。

経
営
戦
略
の
策
定
と
は
、
企
業
の
存
続
・
成
長
の
た
め
の
基
本
的
な
方
向
を
定
め
る
こ
と
で
あ
り
、
自
社
の
経
営
資
源
の

再
配
分
、
活
動
領
域
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
の
長
期
的
体
質
に
関
わ
る
組
織
的
な
意
思
決
定
で
あ
り
、
未
来
志
向

で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
経
営
戦
略
を
計
画
と
し
て
具
体
化
し
た
も
の
が
戦
略
的
計
画
で
あ
り
、
戦
略
自
体
が
計
画
に
含
ま
れ

て
い
る
。
企
業
の
計
画
は
、
戦
略
を
具
体
化
す
る
た
め
の
計
画
と
、
戦
略
自
体
を
計
画
の
対
象
と
し
た
戦
略
的
計
画
と
に
分

か
れ
る
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
〈
ビ
ジ
ョ
ン
〉
は
前
者
の
性
格
が
強
か
っ
た
。
高
度
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
期
ま
で
の
よ
う
に
、

右
肩
上
が
り
に
成
長
す
る
市
場
に
対
応
す
る
こ
と
で
企
業
が
成
長
で
き
た
時
代
で
あ
れ
ば
〈
ビ
ジ
ョ
ン
〉
で
も
よ
か
っ
た
。
し

か
し
、
時
代
が
急
速
に
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
変
化
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
変
化
を
自
ら
創
造

し
て
い
く
こ
と
が
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
に
は
、
真
の
意
味
で
の
戦
略
的
な
計
画
が
不
可
欠
に
な
る
。
井
上
社
長
が

志
向
し
た
の
は
、
新
し
い
時
代
と
新
し
い
ダ
イ
キ
ン
に
合
っ
た
「
創
造
型
企
業
」
を
目
指
す
戦
略
的
計
画
の
策
定
で
あ
っ
た
。

図 5─5　戦略経営計画体系

問題解決プラン
と実行計画

経営理念 現状認識

戦略経営計画

発展の方向

コア・
ストラテジー 定量目標

戦略
プロジェクト

年度経営方針

社長年頭方針
事業部長方針

フィードバック

フィード
バック

実　施

予　算
（年度実行計画）

売り上げ・
利益計画

設備投資計画
人員計画
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「
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
」「
誇
り
の
持
て
る
企
業
」
の
実
現
を
掲
げ
た
。
い
ず
れ
も
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
提
起

さ
れ
た
課
題
を
、
そ
の
後
の
環
境
変
化
に
対
応
し
た
形
で
見
直
し
、
新
た
に
時
代
に
合
っ
た
も
の
に
し
て
い
る
。

「
ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ
イ
」

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」
発
表
後
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
六
月
の
夏
季
賞
与
支
給
式
で
、
井
上
社
長
は
ダ
イ
キ
ン
を

め
ぐ
る
環
境
変
化
に
つ
い
て
、
大
き
な
構
造
変
化
が
日
本
経
済
を
襲
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
（『
ダ
イ
キ
ン
タ
イ
ム
ス
』
一
九
九
九
年
七
月
号
）。
第
一
に
、
経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
が
進
展
し
、
会
社

の
格
付
け
や
株
主
・
機
関
投
資
家
を
よ
り
意
識
し
た
経
営
へ
の
転
換
、「
額
の
経
営
」
か
ら
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
総
資
本
利
益
率
）、

Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
株
主
資
本
利
益
率
）、
Ｅ
Ｖ
Ａ
（
経
済
的
付
加
価
値
）、
Ｆ
Ｃ
Ｆ
（
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）
な
ど
に
示
さ
れ
る

「
率
の
経
営
」
へ
の
転
換
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
革
新
の
動
き
、
持
ち
株
会
社
や
株

式
交
換
な
ど
の
資
本
の
論
理
を
前
提
と
し
た
法
制
の
整
備
と
い
う
変
化
で
あ
る
。
第
二
の
変
化
は
、
産
業
・
経
済
の
構
造
変

化
で
あ
る
。
長
引
く
不
況
を
「
過
剰
設
備
・
過
剰
雇
用
・
過
剰
債
務
」
と
い
う
構
造
的
な
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
産
業
構
造
の
変
化
で
は
「
情
報
革
命
」「
デ
ジ
タ
ル
革
命
」
の
進
展
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
た
。

第
三
の
変
化
は
、
経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
の
動
き
と
も
関
連
し
て
、
業
界
再
編
・
淘
汰
の
波
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
Ｇ
Ｅ
社
を
立
て
直
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
チ
会
長
の
「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
ナ
ン
バ
ー
ツ
ー
」
戦
略
の
必
要
性
を
強

調
し
て
い
た
。
こ
の
戦
略
は
、
市
場
で
の
一
位
、
二
位
と
い
う
位
置
が
激
し
い
競
争
を
勝
ち
抜
く
う
え
で
、
い
か
に
有
利
に

な
る
の
か
を
重
視
し
た
も
の
だ
っ
た
（
ロ
バ
ー
ト
・
ス
レ
ー
タ
ー
『
ウ
ェ
ル
チ
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
一
九
九
九
年
）。

第
四
の
変
化
と
し
て
、
為
替
レ
ー
ト
の
乱
高
下
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
最
後
に
第
五
の
変
化
と
し
て
地
球
環
境
問
題
へ
の

が
不
透
明
な
転
換
期
に
あ
り
、
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
企
業
体
質
の
改
革
、
新
し
い
ダ
イ
キ
ン
へ
の
転
換
、
②
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
野
で
目
標
を
大
き
く
掲
げ
、
戦
略
を
緻
密
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
世
界
一
流
レ
ベ
ル
に
高
め
る
こ
と
が
早
く
実
現

で
き
る
、
③
新
規
事
業
分
野
は
、
コ
ア
技
術
・
販
売
基
盤
な
ど
を
生
か
し
た
事
業
可
能
性
の
高
い
周
辺
分
野
に
シ
フ
ト
し
、

早
期
に
業
績
化
を
実
現
す
る
、
④
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
経
済
活
動
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
に
対
応
し
た
「
ス
ピ
ー
ド
の

あ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
経
営
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」、
な
ど
を
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
に
よ
っ
て
実
現
す
べ
き
課
題
と
し
て
い
た

（『
ダ
イ
キ
ン
タ
イ
ム
ス
』
一
九
九
六
年
四
月
号
）。
企
業
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、
新
た
な
企
業
づ
く
り
の
必
要
性

を
訴
え
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
そ
の
後
の
ダ
イ
キ
ン
の
変
革
の
方
向
を
見
事
に
指
し
示
し
て
い
た
。

な
お
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
成
果
を
上
げ
て
い
っ
た
が
、
一
九
九
七
（
平

成
九
）
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
や
山
一
証
券
な
ど
金
融
機
関
の
相
次
ぐ
破
綻
が
生
じ
る
な
ど
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
計
画

策
定
後
の
変
化
の
な
か
で
、
当
初
設
定
し
た
課
題
解
決
だ
け
で
は
対
応
力
を
失
い
、
飛
躍
の
た
め
の
基
盤
確
立
が
で
き
な
い

と
の
認
識
か
ら
、
九
九
年
四
月
に
は
計
画
の
見
直
し
を
発
表
し
た
。
も
と
も
と
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
体
系
で
は
、
ス
タ
ー
ト
後
三

年
で
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
見
直
さ
れ
た
新
し
い
計
画
は
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
ダ
ッ
シ
ュ
」（
以
下

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」）
と
名
づ
け
た
。
こ
の
「
ダ
ッ
シ
ュ
」
に
は
、
改
訂
版
と
い
う
意
味
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
二
年
間

で
計
画
実
現
の
た
め
に
ダ
ッ
シ
ュ
を
か
け
る
、
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
「
一
歩
先
進
し
た
構
造
改
革
で
誇
り
の
持
て
る
企
業
」
を
実
現
す
る
、
と

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
ダ
イ
キ
ン
の
目
指
す
姿
と
し
て
、
①
身
軽
で
強
靭
な
収
益
体
質
の
実
現
、
②
財
務
構
造
の
革
新
、

③
空
調
、
フ
ッ
素
化
学
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
1
・
ナ
ン
バ
ー
2
で
の
勝
ち
残
り
と
、
そ
の
他
事
業
で
の
事
業
基
盤
の

抜
本
的
強
化
、
④
新
分
野
創
造
と
超
差
別
化
商
品
開
発
の
推
進
、
⑤
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
連
結
経
営
体
質
の
実
現
、
⑥
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ま
ず
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
五
月
に
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
を
推
進
す
る
た
め
の
フ
ラ
ッ
ト
な
体
制
の
構
築
を
目
指

し
、
業
務
革
新
計
画
が
決
定
し
た
。
こ
の
と
き
の
テ
ー
マ
は
、
第
一
に
空
調
グ
ロ
ー
バ
ル
統
合
戦
略
の
複
合
的
推
進
体
制
の

在
り
方
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
中
心
と
な
る
組
織
と
、
そ
れ
を
実
行
す
る
組
織
体
制
を
つ
く
る
こ
と
を
検
討
し
た
。

第
二
に
、
本
社
の
戦
略
機
能
強
化
と
事
業
部
門
と
の
関
係
の
再
明
確
化
で
あ
る
。
本
社
と
事
業
部
門
が
、
共
同
し
て
重
要

な
事
業
問
題
の
検
討
に
当
た
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
と
き
ど
き
の
事
業
部
門
の
置
か
れ
て
い
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
経
営
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
一
時
的
に
本
社
が
深
く
支
援
す
る
な
ど
、
本
社
と
事
業
部
門
の
関
係
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。

第
三
に
、
さ
ら
な
る
間
接
部
門
の
効
率
化
の
在
り
方
と
、
そ
の
実
行
計
画
で
あ
る
。
全
社
間
接
部
門
の
約
一
千
人
の
効
率

化
を
、
一
九
九
七
年
度
中
に
実
施
し
よ
う
と
し
た
。

第
四
が
、
後
述
す
る
Ｓ
Ｂ
Ｕ
（
商
品
事
業
単
位
）
推
進
体
制
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
の
実
行
計
画

で
あ
る
。
Ｓ
Ｂ
Ｕ
は
、
事
業
部
門
長
が
責
任
を
持
っ
て
展
開
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、
と
く
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
取

り
組
む
べ
き
Ｓ
Ｂ
Ｕ
に
つ
い
て
は
、
事
業
部
門
長
権
限
を
持
つ
Ｓ
Ｂ
Ｕ
長
を
必
要
に
応
じ
て
配
置
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。第

五
に
、
時
代
に
対
応
し
た
管
理
職
の
戦
力
強
化
策
の
考
え
方
と
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
の
実
行
計
画
で
あ
る
。
多
く
の

管
理
職
を
、
改
革
推
進
の
最
大
の
担
い
手
・
戦
力
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
管
理
職
が
培
っ
て
き
た
専
門
性
や
持
ち
味
な
ど
の

能
力
を
、
経
営
戦
略
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
発
揮
し
う
る
個
別
管
理
を
強
化
・
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
会
社
へ

の
貢
献
度
の
高
い
人
、
戦
略
テ
ー
マ
に
対
し
て
能
力
も
あ
り
、
か
つ
思
い
の
強
い
人
に
、
よ
り
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、

そ
の
成
果
に
対
し
て
個
別
・
例
外
的
処
遇
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
。

対
応
力
が
、
企
業
間
格
差
に
直
結
す
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
取
り
上
げ
た
。

そ
の
う
え
で
、
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
経
営
体
質
の
実
現
が
最
重
点
課
題
で
あ
り
、
ダ
イ
キ

ン
の
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
は
、
当
時
強
調
さ
れ
て
い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
コ
ピ
ー
で
は
な
く
、
ダ
イ
キ
ン
が

育
ん
で
き
た
良
き
伝
統
の
う
え
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
学
ぶ
べ
き
点
は
取
り
入
れ
て
い
く
「
ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ

イ
」
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
た
。
の
ち
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
戦
略
を
考
え
る
う
え
で
重
視
さ
れ
る
「
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
・
マ
イ
ウ
ェ
イ
」、
他
社
の
も
の
ま
ね
で
は
な
い
「
第
三
の
道
」、
既
存
の
延
長
線
上
で
は
な
い
「
半
歩
先
を
行
く
」

新
た
な
発
想
な
ど
は
、
す
で
に
「
ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ
イ
」
に
お
い
て
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
の
展
開

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
は
戦
略
的
経
営
計
画
で
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
自
体
を
目
標
に
向
か
っ
て
大
き
く
変
え
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
井
上
社
長
が
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
を
発
表
し
た
際
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
業
績
が
安
定
し
な
い
の
は
外
部
要
因
で
は
な

く
、
む
し
ろ
内
部
要
因
に
よ
る
ほ
う
が
大
き
い
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
（『
ダ
イ
キ
ン
タ
イ
ム
ス
』
一
九
九
六
年
四
月
号
）、
ダ

イ
キ
ン
の
社
内
に
存
在
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
な
し
に
は
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
は
実
現
し
な
い
し
、

そ
の
先
に
あ
る｢

真
の
一
流
企
業｣

の
実
現
も
遠
の
い
て
し
ま
う
。｢

真
の
一
流
企
業｣

へ
発
展
す
る
た
め
に
、
企
業
改
革

が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
危
機
意
識
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
社
内
に
も
存
在
し
て
い
た
が
、
現
実
の
改
革
に
結
び
つ
く
た
め
に
は
、
そ
の
た
め

の
仕
組
み
や
シ
ス
テ
ム
と
、
さ
ら
に
従
業
員
の
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。
改
革
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
業
務
革
新
と
機
構
改
革
が
行
わ
れ
た
。
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保
で
き
る
こ
と
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
二
八
の
Ｓ
Ｂ
Ｕ
を
設
定
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
Ｓ
Ｂ
Ｕ
の
特
徴
は
、

Ｓ
Ｂ
Ｕ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
経
営
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
期
間
に
よ
っ
て
四
層
に
分
類
し
（
一
年
〜
一
〇
年
）、

フ
ォ
ロ
ー
・
管
理
す
る
仕
組
み
を
作
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
表
5
│

1
）。

最
初
の
年
に
は
、
と
く
に
一
年
タ
ー
ゲ
ッ
ト
Ｓ
Ｂ
Ｕ
の
方
向
づ
け
を
優
先
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
年
タ
ー
ゲ
ッ
ト
一
一

Ｓ
Ｂ
Ｕ
の
一
九
九
七
年
度
の
損
益
は
、
一
五
億
円
の
改
善
が
見
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
九
六
年
七
月
に
は
五

つ
の
Ｓ
Ｂ
Ｕ
で
Ｓ
Ｂ
Ｕ
長
が
配
置
さ
れ
、
い
っ
そ
う
ア
ク
セ
ル
が
か
け
ら
れ
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」
で
は
、
こ
の
時
点
で
存
在
し
て
い
た
二
七
の
Ｓ
Ｂ
Ｕ
別
に
、

改
革
戦
略
を
設
定
し
た
。
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
度
に
は
、
利
益
五
億
円
以
上
の

Ｓ
Ｂ
Ｕ
を
倍
増
し
、
赤
字
Ｓ
Ｂ
Ｕ
の
撲
滅
が
目
標
と
な
っ
た
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う

に
Ｓ
Ｂ
Ｕ
の
下
に
、
不
採
算
商
品
や
新
分
野
商
品
を
対
象
と
し
た
Ｂ
Ｕ
を
設
け
、
Ｂ
Ｕ

単
位
で
損
益
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
課
題
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
従
来
の

Ｓ
Ｂ
Ｕ
長
に
加
え
て
Ｂ
Ｕ
長
を
配
置
し
、
特
定
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
加
速
し
て
対
処
す

る
体
制
を
強
め
た
。
Ｓ
Ｂ
Ｕ
長
、
Ｂ
Ｕ
長
は
、
基
本
と
し
て
は
事
業
部
門
長
の
責
任
の

も
と
で
テ
ー
マ
推
進
に
当
た
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
事
業
部
門
長
権
限
の
外
で
、
社

長
特
命
事
項
の
推
進
に
当
た
る
こ
と
も
あ
り
得
た
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｂ
Ｕ
は
ダ
イ
キ

ン
の
収
益
性
の
根
本
で
あ
る
が
、
一
方
で
Ｓ
Ｂ
Ｕ
自
体
も
年
々
進
化
し
、
発
展
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
業
務
革
新
計
画
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、
推
進

の
た
め
の
体
制
づ
く
り
で
あ
っ
た
。
業
務
革
新
計
画
に
沿
っ
た
形
で
、
一
九
九
六
年
七
月
に
本
社
・
支
援
部
門
の
機
構
改
革

が
実
施
さ
れ
た
。
お
も
な
内
容
は
、
①
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
を
設
置
し
、
国
際
営
業
本
部
、
空
調
生
産
戦
略
室
を
統
合
化

す
る
、
②
本
社
の
ス
リ
ム
化
と
戦
略
機
能
強
化
を
目
指
し
、
一
三
部
室
を
一
本
部
一
〇
部
室
に
改
組
す
る
、
③
五
つ
の

Ｓ
Ｂ
Ｕ
（
海
上
コ
ン
テ
ナ
、
エ
ア
ハ
ン
、
フ
ロ
ン
、
撥
剤
、
パ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
に
Ｓ
Ｂ
Ｕ
長
を
配
置
す
る
、
な
ど
で
あ
っ

た
。組

織
再
編
で
新
設
さ
れ
た
の
は
、
広
報
部
、
技
術
企
画
部
な
ど
で
あ
り
、
法
務
部
（
法
務
室
を
改
称
）、
経
営
企
画
室
（
総

合
企
画
室
を
改
称
）
な
ど
が
名
称
を
変
更
し
た
。
さ
ら
に
九
六
年
十
一
月
に
は
、
支
社
・
製
作
所
・
工
場
総
務
部
門
の
改
組
、

支
店
（
名
古
屋
・
福
岡
・
広
島
）
の
廃
止
が
行
わ
れ
た
。

Ｓ
Ｂ
Ｕ（
商
品
事
業
単
位
）で
改
革
戦
略
を
推
進

戦
略
事
業
単
位
（
Ｓ
Ｂ
Ｕ
：Strategic Business U

nit

）
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
初
め
に
Ｇ
Ｅ
社
で
導
入
さ
れ
た
制
度
で
、

既
存
の
事
業
部
と
は
別
に
設
置
さ
れ
た
戦
略
を
策
定
す
る
事
業
単
位
を
指
す
。
戦
略
策
定
を
行
う
Ｓ
Ｂ
Ｕ
に
よ
っ
て
、
現
実

に
行
わ
れ
て
い
る
業
務
上
の
短
期
効
率
性
と
戦
略
的
長
期
的
思
考
を
、
同
時
に
推
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
策
定
に
当
た
っ
て
、
従
来
の
事
業
部
門
ご
と
の
戦
略
に
加
え
、
商
品
事
業
ご
と
の
改
革
戦

略
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
Ｓ
Ｂ
Ｕ
を
商
品
事
業
単
位
と
読
み
換
え
て
、
商
品
単
位
で
戦
略

を
検
討
し
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
は
コ
ア
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
一
つ
と
し
て
、
Ｓ
Ｂ
Ｕ
別
改
革
戦
略
の
推
進
を
掲
げ
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
つ
ひ
と
つ
の
Ｓ
Ｂ
Ｕ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
で
差
別
性
・
優
位
性
を
有
し
、
安
定
し
た
収
益
を
確

表 5─1　SBUの 4層分類管理
 1 年ターゲット SBU 事業としての再評価と今後の方

向性を 1 年以内に明確にする必
要がある SBU

 3 年ターゲット SBU 黒字化のメドは立っているもの
の，その先の発展が見通せてい
ない SBU

 6 年ターゲット SBU 2000 年に向かって大きく発展さ
せていく SBU

10 年ターゲット SBU グローバル市場での大きな変革
目標を掲げて展開する SBU
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め
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」
で
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｕ
の
下
に
「
Ｂ
Ｕ
」
単
位
を
導
入
し
、
そ
こ
で
徹
底
管
理
を
行
い
、
赤
字
の
撲
滅

と
新
分
野
展
開
を
加
速
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
度
に
は
、
二
〇
商
品
が
対
象
と
な
っ
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
以
降
、
精
査
し
て
撤
退
に
至
っ
た
事
業
と
し
て
Ｍ
Ｅ
部
が
取
り
組
ん
で
き
た
＂
ア
ン
ト
セ
ン
ス
＂

（
小
型
血
糖
計
）、＂
エ
バ
ネ
ッ
ト
＂（
免
疫
測
定
装
置
）
が
あ
る
。
Ｍ
Ｅ
部
の
発
足
以
来
、
赤
字
が
続
い
て
お
り
、
事
業
発
展

の
要
の
商
品
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
＂
ア
ン
ト
セ
ン
ス
＂、＂
エ
バ
ネ
ッ
ト
＂
の
販
売
も
芳
し
く
な
か
っ
た
た
め
、＂
エ
バ

ネ
ッ
ト
＂
は
一
九
九
七
年
度
に
は
不
採
算
戦
略
商
品
の
一
つ
と
な
り
、
黒
字
化
の
試
み
が
続
け
ら
れ
た
が
、
結
局
は
実
現
し

な
か
っ
た
。
市
場
動
向
、
商
品
開
発
・
チ
ャ
ネ
ル
開
発
の
可
能
性
、
損
益
の
展
望
、
社
内
で
の
位
置
づ
け
な
ど
を
考
え
て
、

最
終
的
に
Ｍ
Ｅ
事
業
を
継
続
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
判
断
し
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
に
撤
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
撤
退

に
伴
っ
て
、＂
ア
ン
ト
セ
ン
ス
＂
と
＂
エ
バ
ネ
ッ
ト
＂
の
事
業
は
、
い
ず
れ
も
売
却
、
譲
渡
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
ダ
イ
キ
ン
が
撤
退
を
決

め
た
商
品
に
は
、
電
子
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
市
場

シ
ェ
ア
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
り
、
生
産

台
数
、
シ
ェ
ア
と
も
に
一
九
九
〇
年
代
に
低
下

し
て
い
た
う
え
に
、
売
価
も
下
が
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
採
算
面
で
の
黒
字
化
の
見
通
し
が

な
い
、
事
業
を
継
続
し
て
も
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン

の
拡
販
に
は
結
び
つ
か
な
い
と
判
断
し
、
九
七

選
択
と
集
中

│
不
採
算
事
業
か
ら
の
撤
退

ダ
イ
キ
ン
は
、
主
力
事
業
で
あ
る
空
調
・
化
学
以
外
に
、
戦
後
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
事
業
進
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
な
か

に
は
採
算
的
に
見
合
わ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
事
業
や
商
品
に
お
い
て

も
成
功
を
見
込
ん
で
始
め
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、「
い
つ
か
は
」
と
い
う
思
い
が
強
く
、
な
か
な
か
撤
退
の
決
断
を
下

す
の
は
難
し
か
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に
は
、
八
二
年
に
事
業
化
さ
れ
て
以
降
、
赤
字
が
続
い
て
一
〇
〇
億
円
を
超

え
る
累
積
損
失
の
あ
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
か
ら
の
撤
退
が
決
ま
っ
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
は
、
最
も
期
待
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
社
内
利
用
中
心
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
っ
た
た
め
に
生
産
も
少
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」

で
は
、
不
採
算
事
業
か
ら
の
撤
退
を
真
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
た
。
事
業
の
選
択
と
集
中
を
図

る
こ
と
で
、
全
体
最
適
の
視
点
か
ら
経
営
資
源
の
配
分
を
効
率
化
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
不
採
算

だ
か
ら
す
ぐ
に
撤
退
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
不
採
算
事
業
を
、
不
採
算
戦
略
商
品
と
特
設
ポ
ス
ト
商
品
に
分
け
る
。

不
採
算
戦
略
商
品
と
は
、
現
在
は
不
採
算
だ
が
戦
略
的
に
重
要
で
あ
り
、
対
策
を
考
え
て
黒
字
化
を
実
現
す
べ
き
商
品
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
不
採
算
戦
略
商
品
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
黒
字
化
の
た
め
の
施
策
が
策
定
さ
れ
、
損
益
改
善
状
況
が
フ
ォ

ロ
ー
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
設
ポ
ス
ト
商
品
と
は
、
事
業
改
革
案
を
作
成
し
、
事
業
継
続
の
可
否
を
最
終
的
に
判
断
す
る

対
象
と
な
る
商
品
で
あ
る
。
継
続
商
品
に
つ
い
て
は
、
不
採
算
戦
略
商
品
と
同
じ
よ
う
に
黒
字
化
の
た
め
の
施
策
が
策
定
さ

れ
、
損
益
改
善
状
況
が
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
た
。
不
採
算
戦
略
商
品
、
特
設
ポ
ス
ト
商
品
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
商
品
は
、

一
九
九
七
年
度
に
は
そ
れ
ぞ
れ
八
商
品
、
三
商
品
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
Ｓ
Ｂ
Ｕ
単
位
で
商
品
を
と
ら
え
る
と
、
Ｓ
Ｂ
Ｕ
内
に
埋
没
し
て
表
面
化
し
な
い
も
の
が
出
て
く
る
。
そ
の
た

金型磨きロボット

電子カーペット
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具
体
的
な
か
た
ち
で
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
う
え
で
、
差
別
化
・
商
品
化
を
可
能
と
す
る
コ
ア
技
術
の
強
化
、
開
発
期
間
を
従

来
よ
り
も
半
減
さ
せ
る
取
り
組
み
、
全
社
的
な
研
究
所
体
制
の
見
直
し
、
特
許
戦
略
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、「
ビ
ジ
ョ
ン
95
」
で
は
結
果
と
し
て
五
年
間
の
新
商
品
比
率
が
三
五
％
だ
っ
た
の
を
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
は

五
〇
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
新
商
品
比
率
が
高
い
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
ス
リ
ー
エ
ム
社

に
匹
敵
す
る
水
準
で
あ
り
、
真
の
一
流
企
業
を
目
指
す
ダ
イ
キ
ン
ら
し
い
当
然
の
目
標
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
一
年
後
に
フ
ォ
ロ
ー
し
た
際
の
説
明
で
は
、
新
商
品
比
率
の
上
昇
は
部
門
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が

あ
る
こ
と
、
空
調
で
は
市
場
の
成
熟
化
・
価
格
破
壊
が
予
想
以
上
に
進
展
し
て
お
り
、
環
境
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い

る
な
か
で
、
ダ
イ
キ
ン
の
製
品
は
商
品
力
の
面
で
ナ
ン
バ
ー
1
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
強
化
テ
ー
マ
の
期
限
管
理
が
明
確

で
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
強
化
テ
ー
マ
を
六
一
テ
ー
マ
と
、
き
め
細
か
く
設
定
し
直
す

と
と
も
に
、
期
限
管
理
を
徹
底
し
て
フ
ォ
ロ
ー
す
る
体
制
を
と
っ
た
。
ま
た
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
七
月
の
機
構
改
革

で
新
設
さ
れ
た
技
術
企
画
部
が
コ
ア
技
術
の
強
化
を
図
り
、
全
社
的
観
点
で
各
部
門
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
た
が
、

そ
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
九
七
年
四
月
か
ら
技
術
戦
略
会
議
に
お
い
て
、
差
別
性
・
独
自

性
の
あ
る
商
品
開
発
を
可
能
と
す
る
、
技
術
戦
略
に
つ
い
て
の
重
要
課
題
を
全
社
レ
ベ
ル
で
審
議
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。
コ
ア
技
術
の
強
化
テ
ー
マ
は
、
九
七
年
度
に
は
一
部
見
直
さ
れ
、
二
四
テ
ー
マ
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
商
品
開
発
、
コ
ア
技
術
の
開
発
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」
に
お
い
て
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。「
超
差
別
化
商
品
」

の
開
発
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
加
速
、
地
球
環
境
問
題
を
先
取
り
し
た
超
差
別
化
商
品
の
開
発
、
コ
ア
事
業
の
強
化
・
拡

大
の
た
め
の
超
差
別
化
商
品
の
開
発
、
新
分
野
展
開
の
加
速
の
四
つ
に
分
け
た
五
〇
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
コ
ア

技
術
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
四
〇
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
期
限
管
理
が
徹
底
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
新
商
品
開
発
・
技
術
開

年
に
撤
退
し
た
。
さ
ら
に
、
同
じ
年
に
電
子
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
、
翌
九
八
年
に
は
真
空
ポ
ン
プ
事
業
か
ら
も
撤
退
し
た
。
こ
う

し
た
不
採
算
事
業
か
ら
の
撤
退
は
、
自
ら
の
限
り
あ
る
経
営
資
源
を
可
能
性
の
あ
る
分
野
に
集
中
す
る
た
め
の
選
択
で
あ
っ

た
。撤

退
に
伴
っ
て
、
多
く
の
専
門
技
術
を
持
つ
技
術
者
た
ち
は
職
場
を
異
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
際
に
ダ
イ

キ
ン
は
、
不
況
の
と
き
に
も
人
員
整
理
し
な
い
と
い
う
経
営
方
針
の
も
と
に
、
有
能
な
人
材
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
に
最

大
限
の
配
慮
を
し
、
と
く
に
技
術
者
と
の
対
話
と
納
得
性
を
重
視
し
た
対
応
に
努
め
、
多
く
の
技
術
者
が
新
し
い
職
場
で
活

躍
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
撤
退
し
た
事
業
に
蓄
積
さ
れ
た
技
術
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
事
業
部
で
蓄
積
さ
れ
た
制

御
や
駆
動
の
メ
カ
ト
ロ
技
術
な
ど
の
よ
う
に
、
社
内
の
各
部
署
に
人
材
を
拡
散
さ
せ
る
こ
と
で
、
戦
略
的
な
活
用
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

商
品
開
発
の
推
進
体
制

ダ
イ
キ
ン
は
、
歴
史
あ
る
メ
ー
カ
ー
企
業
と
し
て
他
社
に
負
け
な
い
研
究
開
発
、
技
術
開
発
、
商
品
開
発
の
実
績
と
体
制

を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
蓄
積
に
よ
っ
て
時
代
の
変
化
、
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
い
ち
早
く
汲
み
取
り
、
変
化
に
対

応
し
た
開
発
が
十
分
に
行
わ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
課
題
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積

を
生
か
し
た
商
品
開
発
を
強
化
し
、
発
展
さ
せ
、
そ
れ
を
企
業
の
競
争
力
に
結
び
付
け
て
い
く
た
め
の
戦
略
的
対
応
が
必
要

で
あ
っ
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
は
、
コ
ア
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
一
つ
と
し
て
差
別
性
・
独
自
性
の
あ
る
商
品
開
発
の
推
進
を
掲
げ
て

い
た
。
ス
タ
ー
ト
段
階
と
し
て
、
ま
ず
二
五
の
商
品
力
強
化
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
空
調
、
化
学
、
油
機
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
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の
で
、
新
会
社
の
社
名
は
ダ
イ
キ
ン
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
（
以
下
、
ダ
イ
キ
ン
情
報

シ
ス
テ
ム
）
と
さ
れ
、
資
本
金
は
九
千
万
円
、
出
資
比
率
は
ダ
イ
キ
ン
が
七
〇
％
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
三
〇
％
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体

の
情
報
武
装
強
化
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
に
お
け
る
情
報
化
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
開
発
力

や
生
産
性
向
上
の
た
め
の
情
報
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
グ
ル
ー
プ
企
業
内
に
積
極
的
に
展
開

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
た
ん
に
ダ
イ
キ
ン
の
ス

リ
ム
化
を
狙
っ
た
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
は
な
い
。
ダ
イ
キ
ン
が
、
情
報
化
新
時
代
に
グ

ル
ー
プ
全
体
の
情
報
武
装
を
強
化
す
る
ニ
ー
ズ
と
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
事
業
拡
大
ニ
ー
ズ
と
が

マ
ッ
チ
し
た
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
狙
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
側
に
と
っ
て
も
、
こ

う
し
た
か
た
ち
で
の
合
弁
は
初
め
て
で
あ
り
、
情
報
化
に
対
応
し
た
新
し
い
取
り
組
み
と

し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

抜
本
的
経
営
体
質
改
革
計
画
の
策
定
と
実
施

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
の
実
施
以
降
、
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
不
採
算
事
業
の
撲
滅
、
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
の
推
進
、
国
内
空
調
改
革
、
高
付
加
価
値
商
品
を
核
と
す
る
化
学
事
業
の

高
収
益
力
な
ど
、
ダ
イ
キ
ン
の
体
質
改
善
は
進
み
つ
つ
あ
り
、
業
績
も
改
善
さ
れ
て
き
た
。

国
内
経
営
環
境
が
、
厳
し
い
状
況
で
推
移
し
て
い
る
な
か
で
業
績
改
善
が
続
い
て
い
る
こ

と
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
体
質
が
着
実
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
は

発
は
ダ
イ
キ
ン
の
新
時
代
の
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
対
策
が
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
て
き
た
。
こ
の

間
に
開
発
さ
れ
た
な
か
に
は
、
次
項
で
述
べ
る
空
調
関
係
の
新
商
品
の
よ
う
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
事
業
展
開
に
と
っ
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
研
究
開
発
体
制
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
お
り
、
こ
の

時
期
の
開
発
体
制
の
再
編
は
、
そ
の
後
の
ダ
イ
キ
ン
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
の
推
進

│
ダ
イ
キ
ン
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
の
設
立

一
九
九
〇
年
代
は
、
情
報
化
が
加
速
的
に
進
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
情
報
化
に
遅
れ
る
こ
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
失
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
す
で
に
情
報
化
へ
の
対
応
は
進
め
て
い
た
が
、
環
境
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
、

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
情
報
化
へ
の
戦
略
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
点
は
、「
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」
で
も
明
記
さ
れ
、
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
連
結
経
営
体
質
の
実
現
に
関
連
し
て
、
情
報
武
装
化
戦
略
の
確

立
と
実
行
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
情
報
武
装
化
戦
略
の
明
確
化
と
と
も
に
、
当
時
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
「
二
〇
〇
〇
年
問
題
」
へ
の
対
応
が
、
そ
の
内
容
で
あ
っ
た
。

情
報
化
へ
の
対
応
は
、
従
来
は
社
内
の
情
報
化
推
進
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
情
報
に
対
応
す
る
業
務
が
増
大
す

る
の
に
伴
っ
て
、
情
報
化
の
た
め
の
費
用
の
肥
大
化
が
課
題
に
な
っ
て
き
た
。
情
報
化
の
費
用
を
で
き
る
限
り
抑
制
す
る
こ

と
、
そ
し
て
高
度
化
す
る
情
報
化
ノ
ウ
ハ
ウ
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
習
得
す
る
た
め
に
、
情
報
化
専
門
企
業
と
の
提
携
や
ジ
ョ
イ

ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
に
な
る
と
検
討
さ
れ
た
。

新
会
社
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
構
築
・
運
用
代
行
な
ど
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会
社
と
し

て
、
一
九
九
九
年
十
二
月
一
日
付
け
で
設
立
さ
れ
た
。
ダ
イ
キ
ン
と
日
本
電
気
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
と
の
合
弁
に
よ
る
もダイキン情報システムの当初の事業概要
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に
は
、
販
売
・
営
業
の
改
革
を
は
じ
め
流
通
ル
ー
ト
の
抜
本
的
な
見
直
し
、
生
産
関
連
協
力
会
社
を
も
巻
き
込
ん
だ
リ
ー
ド

タ
イ
ム
の
短
縮
な
ど
、
調
達
・
供
給
、
さ
ら
に
回
収
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
の
一
貫
し
た
改
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
た
。

第
三
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
分
野
の
な
か
で
、
と
く
に
全
社
横
断
的
に
衆
知
を
結
集
し
て
事
業
基
盤
の
抜
本
的
強
化
を
図

る
必
要
の
あ
る
施
策
で
、
⑤
淘
汰
の
時
代
に
お
け
る
空
調
分
野
の
提
携
戦
略
の
推
進
、
⑥
国
内
空
調
事
業
の
抜
本
的
な
再
構

築
、
⑦
油
機
事
業
の
抜
本
的
再
構
築
、
な
ど
が
提
起
さ
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
ん
だ
空
調
事
業
で
は
、
す
で
に

メ
ガ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
勝
ち
残
っ
て
い
く
に
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
「
ナ
ン

バ
ー
1
、
ナ
ン
バ
ー
2
」
で
あ
り
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
提
携
戦
略
の
検
討
が
具
体
的
な

課
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
国
内
空
調
事
業
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
Ｋ
９
０
３
」
が
実
行
中
で
あ

り
、
そ
の
強
力
な
展
開
が
求
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
改
革
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
井
上
社
長
は
年
頭
方
針
で
以
下
の
二
つ
を
強
調
し
て
い
た
。
一
つ
は
、
企
業
評

価
が
グ
ル
ー
プ
全
体
に
対
し
て
行
わ
れ
る
時
代
に
お
い
て
は
、
子
会
社
・
グ
ル
ー
プ
関
係
会
社
、
特
約
店
・
代
理
店
、
生
産

関
連
協
力
会
社
を
含
む
全
グ
ル
ー
プ
が
、
一
心
同
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
経
営
の
強

化
は
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
が
進
む
な
か
で
、
企
業
の
評
価
が
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
問
わ
れ
て
い
た
こ

と
に
対
し
て
、
ダ
イ
キ
ン
は
積
極
的
に
グ
ル
ー
プ
を
活
用
し
た
対
応
を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
他
に
例
の
な
い
先
駆

的
な
方
針
で
あ
る
。
も
う
一
つ
が
、「
こ
の
改
革
は
、
経
営
層
、
幹
部
・
管
理
職
だ
け
で
な
く
、
担
当
者
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
役
割
に
応
じ
て
の
自
己
責
任
の
自
覚
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
実
践
な
し
に
は
実
現
は
期
し
難
い
」
と
し
、
す
ぐ
に
実
行

に
移
す
テ
ー
マ
へ
と
落
と
し
込
ん
で
い
く
こ
と
や
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
役
割
に
応
じ
て
主
体
的
に
提
案
し
、
実
行
し
て

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
が
示
し
た
方
向
性
の
正
し
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

し
か
し
、
一
方
で
「
二
十
一
世
紀
初
頭
に
〈
真
の
一
流
企
業
〉〈
世
界
的
企
業
〉
へ
飛
躍
す
る
基
盤
づ
く
り
」
と
い
う
観

点
か
ら
み
る
と
、
事
業
構
造
・
収
益
構
造
・
財
務
構
造
の
革
新
に
向
け
て
、
ま
だ
課
題
が
多
く
残
っ
て
い
た
。
井
上
社
長
は
、

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
の
年
頭
方
針
で
「
世
の
中
全
体
が
二
十
一
世
紀
へ
の
生
き
残
り
を
か
け
、
大
き
く
動
き
出
そ
う

と
し
て
い
る
今
、
当
社
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
目
下
の
勢
い
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
生
か
し
、
一
歩
先
ん
じ
続
け
る
た
め

の
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
課
題
に
、
グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
挙
げ
て
明
る
く
逞
し
く
挑
戦
し
、『
真
の
二
十
一
世
紀
の
飛
躍
の
基
盤
』

を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
部
門
が
特
色
を
発
揮
し
、
メ
ガ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
激
化
、
業
界
再
編
・
淘
汰
の

な
か
で
、
勝
ち
残
り
を
目
指
し
て
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
え
で
全
社
横
断

的
に
、
抜
本
的
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
っ
た
。
一
九
九
九
年
の
年
頭
方
針
に
お
い
て
述
べ
た｢

経
営
体
質

の
抜
本
的
改
革｣

の
七
つ
の
課
題
が
そ
れ
で
あ
る
。

七
つ
の
課
題
は
、
三
つ
の
施
策
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
身
軽
で
人
の
活
性
化
し
た
収
益
体
質
の
実
現
を
目
指
す
も
の

で
、
①
採
用
抑
制
等
に
よ
る
千
人
の
人
員
削
減
、
②
研
究
部
門
、
情
報
化
推
進
部
門
の
主
要
機
能
の
別
会
社
化
、
お
よ
び
人

事
・
総
務
・
経
理
部
門
の
主
要
機
能
の
別
会
社
化
、
ま
た
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
化
、
③
賃
金
構
造
の
改
革
と
、
時
代
に
対

応
し
た
さ
ら
な
る
実
力
主
義
処
遇
体
系
へ
の
革
新
、
で
あ
る
。

第
二
は
、
財
務
体
質
の
改
革
を
目
指
す
も
の
で
、
④
財
務
体
質
の
抜
本
的
強
化
、
で
あ
る
。
と
く
に
こ
こ
で
は
、
グ
ル
ー

プ
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
を
確
立
し
て
、
在
庫
・
売
上
債
権
を
大
幅
に
圧
縮
す

る
こ
と
で
、
有
利
子
負
債
の
計
画
的
な
削
減
を
図
る
こ
と
が
必
須
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
財
務
体
質
の
抜
本
的
強
化
の
た
め
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煩
雑
な
準
備
工
数
を
極
力
軽
減
す
る
、
⑥
社
会
へ
の
貢
献
で
世
の
中
の
表
彰
を
受
け
る
、
な
ど
、
社
員
の
誇
り
と
な
る
人
を

積
極
的
に
表
彰
す
る
。

こ
う
し
た
方
向
に
基
づ
い
て
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
度
に
次
の
よ
う
な
改
正
が
行
わ
れ
た
。
第
一
に
、
最
優
秀
社
長

賞
と
し
て
位
置
づ
け
る｢

社
長
大
賞｣

を
新
設
し
た
。
第
二
に
、｢

社
長
賞｣

の
表
彰
基
準
を
、
経
営
方
針
に
沿
っ
た
会
社

の
発
展
に
対
し
て
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
者
と
し
、
表
彰
対
象
を
拡
大
さ
せ
た
。
第
三
に
、
経
営
重
点
課
題
に
対
す
る
成

果
・
実
績
を
表
彰
す
る｢

社
長
特
別
賞｣

を
新
設
し
た
。
最
初
は
、
特
別
賞
と
し
て
市
場
向
け
商
品
を
対
象
と
し
た
「
ユ

ニ
ー
ク
技
術
賞
」
と
、
社
内
革
新
事
例
を
対
象
と
し
た
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
革
新
賞
」
が
設
け
ら
れ
た
。
第
四
に
、
従
来
の
社

長
顕
彰
に
模
範
賞
等
を
統
合
し
た
新
し
い
概
念
で
の
「
社
長
顕
彰
」
を
創
設
し
た
。
第
五
に
、
従
来
の
発
明
賞
を
実
績
補
償

金
制
度
に
移
行
し
、
工
夫
考
案
賞
は
発
展
的
に
廃
止
し
た
。

以
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
表
彰
制
度
は
現
下
の
経
営
戦
略
や
経
営
ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
体
系
に
、
全
面
的
か
つ
体
系
的

に
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
制
度
の
対
象
が
広
が
り
を
見
せ
る
と
と
も
に
、
制
度
は
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
に

な
っ
て
い
っ
た
。
改
正
に
よ
っ
て
、
社
員
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
の
趣
旨
が
明
確
に
な
り
、
賞
の
取
得
が
社
員
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
経
営
改
革
の
な
か
で
実
施
さ
れ
た
重
要
な
取
り
組
み
に
対
し
て
表

彰
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
見
る
と
、
こ
の
表
彰
体
系
の
持
つ
意
味
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

経
営
諮
問
委
員
制
度
の
導
入

ダ
イ
キ
ン
の
事
業
展
開
の
裾
野
が
広
が
り
、
企
業
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
で
、
激
し
く
な
る
メ
ガ
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
に
勝
ち
残
る
た
め
に
は
、
よ
り
広
く
外
部
の
知
恵
・
視
点
・
人
脈
を
経
営
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

い
く
こ
と
で
あ
る
。
社
員
の
活
躍
と
主
体
的
な
関
わ
り
を
重
視
し
て
い
る
点
が
、
ダ
イ
キ
ン
流
の
考
え
方
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

社
長
表
彰
制
度
の
改
革

ダ
イ
キ
ン
に
は
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
生
ま
れ
て
き
た
社
員
へ
の
表
彰
制
度
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
表
彰
制

度
が
制
定
後
二
〇
年
以
上
を
経
て
お
り
、
時
代
の
急
激
な
変
化
や
経
営
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
、
柔
軟
か
つ
適
切
に
対
応
で
き

な
く
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
社
長
賞
の
対
象
は
、
①
新
商
品
・
新
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
②
画
期
的
な
業
務
推
進
方
式
の

開
発
と
定
着
、
③
技
術
水
準
の
向
上
と
新
技
術
分
野
の
開
拓
で
あ
り
、
比
較
的
大
き
な
業
績
が
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
従
来
の
社
長
賞
の
枠
組
み
で
は
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
以
降
の
改
革
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
年
度
ご
と
に
示
さ

れ
る
経
営
方
針
に
対
し
て
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
社
員
を
、
表
彰
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
発
明
賞
は
、
特
許
出
願
か
ら
七
〜
二
〇
年
経
過
後
の
表
彰
と
な
る
た
め
、
発
明
奨
励
面
の
意
義

が
希
薄
化
し
て
い
た
。
工
夫
考
案
賞
は
、
表
彰
件
数
が
増
え
て
い
る
の
に
新
商
品
開
発
に
つ
な
が
る
も
の
は
逆
に
減
少
し
て

い
た
し
、
申
請
書
の
作
成
工
数
が
膨
大
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
、
創
造
型
企
業
を
目
指
す
企
業
に
ふ
さ
わ
し
い
形
に
、
表
彰
制
度
を
全
面
的
に
見
直
す
こ
と
に

な
っ
た
。
改
正
の
方
向
性
は
次
の
六
点
で
あ
っ
た
。
①
各
表
彰
の
狙
い
・
目
的
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
、
②
現
時
点
で
の
重

点
戦
略
・
経
営
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
貢
献
や
技
術
開
発
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
革
新
な
ど
を
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
柔
軟
に
表
彰
す
る
、

③
利
益
に
直
結
す
る
業
績
貢
献
と
、
安
全
活
動
な
ど
不
断
の
努
力
の
成
果
を
明
確
に
区
分
す
る
、
④
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
度
）・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
の
ソ
フ
ト
分
野
へ
表
彰
対
象
を
拡
大
す
る
、
⑤
申
請
・
審
査
手
続
き
の
た
め
の
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黒
字
に
転
換
し
て
売
り
上
げ
も
伸
び
、
ダ
イ
キ
ン
の
大
黒
柱
の
事
業
部
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ

ン
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
シ
ェ
ア
も
拡
大
し
、
第
一
次
空
調
事
業
改
革
の
成
果
は
数
字
の
う
え
で
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

量
販
店
へ
の
売
り
込
み
も
功
を
奏
し
、
そ
の
ウ
ェ
ー
ト
は
一
九
九
四
年
の
一
二
％
が
九
六
年
に
は
二
二
％
に
上
昇
し
た
。

一
方
で
、
売
価
動
向
は
厳
し
く
、
毎
年
大
き
な
売
価
ダ
ウ
ン
に
直
面
し
て
い
た
。
販
売
が
伸
び
て
い
る
と
き
は
い
い
が
、
減

少
す
る
と
収
益
に
即
座
に
影
響
す
る
脆
さ
が
あ
っ
た
。

脆
さ
は
、
消
費
税
増
税
と
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、
金
融
機
関
の
相
次
ぐ
破
綻
に
よ
っ
て
、
一
九
九
七
年
に
国
内
市
場
が
冷
え

込
み
、
販
売
が
減
少
す
る
と
途
端
に
表
面
化
し
、
同
年
度
決
算
で
は
空
調
営
業
本
部
は
再
び
赤
字
に
転
落
し

た
（
表
5
│

2
）。
国
内
市
場
が
不
安
定
で
成
長
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
す
で
に
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
で
の
現

地
生
産
を
進
め
て
い
た
国
内
他
社
の
な
か
に
は
、
国
内
市
場
よ
り
も
海
外
市
場
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
ダ
イ
キ
ン
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
海
外
展
開
を
進
め
つ
つ
も
、「
こ
の
国
内
需
要

の
低
迷
を
ピ
ン
チ
と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
他
社
よ
り
も
一
歩
も
二
歩
も
先
ん
じ
て
飛
躍
的
に
発
展
す
る

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
、
空
調
事
業
で
圧
倒
的
に
強
い
ダ
イ
キ
ン
を
築
く
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
を
打
っ
て

い
く
べ
き
」（
一
九
九
八
年
七
月
の
、
夏
季
賞
与
支
給
式
に
お
け
る
井
上
社
長
の
話
よ
り
。『
ダ
イ
キ
ン
タ
イ
ム
ス
』

一
九
九
八
年
七
月
号
）
と
考
え
、
対
策
を
講
じ
て
い
っ
た
。
そ
の
手
始
め
が
、
国
内
空
調
の
売
り
上
げ
減
・

利
益
減
を
食
い
止
め
、
国
内
空
調
の
収
益
力
の
ア
ッ
プ
を
短
期
間
に
実
現
す
る
た
め
に
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

設
け
ら
れ
た
「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
Ｋ
９
０
３
」（
Ｋ
は
空
調
、「
９
０
３
」
は
九
九
年
三
月
末
ま
で
に
実
現
さ
せ

る
意
味
）
で
あ
る
（
九
八
年
二
月
十
日
発
令
）。
国
内
空
調
営
業
に
関
わ
る
幹
部
社
員
、
販
社
社
長
、
各
生
産

本
部
、
サ
ー
ビ
ス
本
部
、
物
流
本
部
の
本
部
長
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
会
議
で
は
、
単
年
度
で
実
現
で
き
る

る
。
そ
の
た
め
ダ
イ
キ
ン
は
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
度
か
ら
新
た
に｢

経
営
諮
問
委
員
制
度｣

を
導
入
し
た
。

経
営
諮
問
委
員
制
度
の
目
的
は
、
次
の
三
点
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
第
一
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
進
む
べ
き
方
向
性
、
グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
、
Ｒ
＆
Ｄ
戦
略
、
新
分
野
事
業
展
開
な
ど
に
関
す
る
社
外
の
視
点
か
ら
の
示
唆
、
第
二
に
、
企
業
経
営
に
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
社
会
環
境
・
経
済
環
境
、
世
界
の
新
し
い
動
向
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
、
ア
ド
バ
イ
ス
、
第
三
に
、
ダ
イ
キ
ン

の
経
営
姿
勢
に
関
し
て
の
外
部
の
視
点
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
と
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
る
。

ダ
イ
キ
ン
の
経
営
諮
問
委
員
制
度
は
、
年
に
数
回
、
経
営
諮
問
委
員
と
会
社
経
営
ト
ッ
プ
が
、
広
い
視
野
で
重
要
な
経
営

課
題
に
関
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
ど
き
の
経
営
課
題
に
つ
い
て
の
個
別
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
ダ

イ
キ
ン
ト
ッ
プ
層
へ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
た
め
の
各
種
支
援
（
専
門
家
の
紹
介
等
）、
ダ
イ
キ
ン
の
役
員
・
幹
部
に

対
し
て
、
経
験
・
専
門
に
応
じ
た
講
演
・
懇
談
等
を
随
時
開
催
し
、
指
導
を
行
う
な
ど
幅
広
い
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
名
称
は
他
社
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る｢

経
営
諮
問
委
員
会
制
度｣

で
は
な
く｢

経
営

諮
問
委
員
制
度｣

と
し
た
。

最
初
の
経
営
諮
問
委
員
に
は
、
椎
名
武
雄
氏
（
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
最
高
顧
問
）、
館
糾
氏
（
鐘
淵
化
学
工
業
相
談
役
）、
中
谷
巌
氏

（
多
摩
大
学
教
授
）、
森
川
敏
雄
氏
（
住
友
銀
行
会
長
）、
渡
邊
五
郎
氏
（
三
井
化
学
副
会
長
）
の
五
名
の
方
々
が
就
任
し
た
。

４　

国
内
空
調
事
業
の
抜
本
的
改
革

再
度
の
業
績
悪
化
と
「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
Ｋ
９
０
３
」

国
内
の
空
調
販
売
は
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
は
国
内
景
気
の
回
復
に
加
え
て
大
猛
暑
が
追
い
風
と
な
り
、
業
績
は

表 5─2　国内空調営業の単独売上高・利益 単位：億円
1994 年度 1995 年度 1996 年度 1997 年度

売上高 1,741 1,681 1,738 1,487
利益額 64 96.1 82.7 △ 32.6



204205　第 5章●企業革新のスタート

し
か
生
ま
ず
、
商
品
企
画
の
立
て
方
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
社
内
の
シ
ー
ズ
か
ら
発
想
し
た
商
品
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
融
合
し
た
商
品
企
画
が
、
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。
第
一
次
空
調
改

革
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
製
品
開
発
の
問
題
は
、
解
決
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
Ｋ
９
０
３
」
は
、
短
期
的
な
課
題
を
実
現
す
る
と
い
う
本
来
の
目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
空
調

事
業
の
新
た
な
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
ま
た
、
取
り
組
み
の
な
か
で
行
わ
れ
た
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
空
調
人
員
の
再
配
置
、

販
社
の
人
員
再
配
置
な
ど
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
空
調
事
業
改
革
で
継
続
し
て
行
わ
れ
、
効
果
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の

点
で
は
、
の
ち
の
展
開
に
残
し
た
も
の
は
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
。

第
二
次
空
調
事
業
改
革

「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
Ｋ
９
０
３
」
で
示
さ
れ
た
空
調
事
業
改
革
の
方
向
は
、
そ
の
後
、
国
内
空
調
事
業
の
抜
本
的
構
造
改
革

（
第
二
次
空
調
事
業
改
革
）
と
し
て
進
め
ら
れ
た
（
表
5
│

3
）。
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
十
一
月
に
策
定
さ
れ
た
、
抜
本
的

経
営
体
質
改
革
計
画
の
七
つ
の
項
目
の
一
つ
に
、
国
内
空
調
事
業
の
抜
本
的
再
構
築
策
の
推
進
（「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
Ｂ
Ｋ
│

Ｋ
０
０
３
」）
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
狙
い
は
、
国
内
空
調
分
野
に
お
い
て
圧
倒
的
ナ
ン
バ
ー
1
の
地
位
の
確
立
を
目

指
し
、
生
販
一
体
と
な
っ
て
の
抜
本
的
再
構
築
策
を
確
立
し
、
実
行
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
目
標
は
、
第
一
に
ナ
ン
バ
ー
1

の
地
位
を
確
保
し
う
る
コ
ス
ト
、
差
別
化
商
品
、
販
売
力
の
革
新
計
画
の
確
立
と
実
行
、
第
二
に
九
九
年
度
中
に
、
平
年
度

ベ
ー
ス
を
前
提
に
し
た
国
内
空
調
事
業
の
損
益
分
岐
点
比
率
を
、
八
五
％
の
収
益
体
質
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
容

は
、
そ
の
ま
ま
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

第
二
次
空
調
事
業
改
革
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
具
体
的
な
課
題
と
し
て
、
第
一
に
生
販
に
共
通
す
る
抜
本
的
な
固

利
益
向
上
策
、
そ
の
具
体
的
な
施
策
が
検
討
さ
れ
た
。
会
議
は
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
発
令
直
後
か
ら
四
月
初
め
ま
で
毎
週
の

よ
う
に
行
わ
れ
、
一
回
の
会
議
は
平
均
で
八
時
間
近
く
に
も
な
っ
て
い
た
。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
検
討
さ
れ
た
重
点
施
策
は
、
当
初
一
〇
項
目
程
度
だ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
一
九
項
目
と
な
っ
た
。

項
目
別
に
見
る
と
、
製
造
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
物
流
経
費
の
低
減
、
一
般
管
理
費
の
低
減
、
在
庫
の
削
減
や
販
社
の
人
員
再
配

置
な
ど
に
つ
い
て
は
、
計
画
ど
お
り
の
成
果
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
ほ
か
の
項
目
に
つ
い
て
は
計
画
を
下
回
っ
た
。
ま
た
、

最
大
の
目
標
で
あ
る
国
内
空
調
事
業
の
収
益
に
つ
い
て
は
、
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
黒
字
化
す
ら
実
現
で

き
な
か
っ
た
。
一
九
九
八
年
の
国
内
空
調
事
業
は
、
当
初
一
五
七
七
億
円
の
売
上
高
、
四
〇
億
円
の
利
益
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
結
果
は
売
上
高
一
三
七
九
億
円
、
二
九
億
円
の
赤
字
に
終
わ
っ
た
。
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
目
標
か
ら
す
る
と
失
敗
に

終
わ
っ
た
。

な
ぜ
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
冷
夏
が
続
い
た
と
い
う
条
件
的
な
問
題
も
確
か
に
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
ダ
イ
キ
ン
の
国
内
空
調
が
抱
え
て
い
た
内
部
の
問
題
が
大
き
か
っ
た
。
第
一
に
、
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
と
し
て
、
営
業
第
一
線
と｢

打
て
ば
響
く｣
関
係
を
つ
く
り
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
空
調
営
業
の

組
織
風
土
、
意
識
を
変
革
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
本
社
サ
イ
ド
の

発
想
で
進
め
ら
れ
、
販
社
な
ど
営
業
の
現
場
と
の
危
機
意
識
と
問
題
意
識
の
共
有
が
十
分
に
行
わ
れ
ず
、
営
業
の
第
一
線
に

目
標
と
施
策
を
浸
透
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
認
識
の
共
有
、
施
策
に
つ
い
て
の

議
論
を
重
視
し
て
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
打
ち
立
て
た
目
標
と
施
策
が
既
存
の
状
況
を
大
き
く
変
え
る
も
の
だ
っ
た
だ
け

に
、
徹
底
し
た
議
論
と
納
得
が
必
要
だ
っ
た
が
、
結
果
か
ら
見
れ
ば
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
重
点
商
品
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
光
ク
リ
エ
ー
ル
ワ
イ
ド
や
ウ
ィ
ン
ダ
ー
ト
が
、
目
標
を
大
き
く
下
回
る
実
績
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全
体
の
四
割
以
上
を
占
め
、
次
の
発
展
ス
テ
ッ
プ
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
（
表
5
│

4
）。
こ
う
し
た
空
調
事
業
改

革
が
実
現
で
き
た
理
由
の
一
つ
は
、
戦
略
的
経
営
計
画
で
あ
る
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
や
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
な
ど
、
事
業
改
革
の
方

針
が
明
確
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
開
発
、
生
産
、
調
達
、
営
業
、
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
国
内
空
調
に
関
わ
る
す
べ
て
の
部
門

が
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
持
ち
、
相
互
に
関
連
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
制
を
根
本
か
ら
見
直
す
空
調
事
業
の
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
が
、
業
績
の
大
き
な
改
善
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。

方
針
と
並
ん
で
大
切
だ
っ
た
の
は
、
井
上
社
長
が
述
べ
る
「
自
己
責
任
を
貫
徹
し
、
明
る
く
燃
え
る
集
団
」（
二
〇
〇
〇

年
年
頭
方
針
）
を
、
国
内
空
調
事
業
改
革
で
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
空
調
事
業
改
革
で
は
数
々
の
失
敗

と
苦
難
を
経
て
、
幹
部
自
ら
が
そ
の
必
要
性
を
感
じ
、
意
識
的
に
取
り
組
む
な
か
で
、
よ
う
や
く
一
九
九
〇
年
代
終
わ
り
に

「
自
己
責
任
を
貫
徹
し
、
明
る
く
燃
え
る
集
団
」
づ
く
り
が
実
現
で
き
た
。
そ
し
て
、
空
調
事
業
改
革
最

終
段
階
の
国
内
空
調
は
、
す
べ
て
の
関
連
す
る
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
に
危
機
感
を
持
ち
、
危
機
感
を
バ
ネ
に

し
て
自
発
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
、
既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
取
り
組
み
を
、

積
極
的
に
実
行
す
る
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。
井
上
社
長
が
主
張
す
る
「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
」

の
経
営
は
、
そ
の
担
い
手
が
そ
れ
ぞ
れ
自
己
責
任
を
果
た
し
、
縦
横
無
尽
な
活
躍
な
し
に
は
実
現
し
な
い
。

空
調
事
業
改
革
は
、「
自
己
責
任
を
貫
徹
し
、
明
る
く
燃
え
る
集
団
」
が
、
会
社
を
大
き
く
変
え
て
い
く

こ
と
を
リ
ア
ル
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
改
革
と
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

二
次
に
わ
た
る
空
調
事
業
改
革
の
な
か
で
、
コ
ス
ト
・
サ
ー
ビ
ス
力
を
さ
ら
に
高
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

定
費
の
削
減
が
あ
り
、
一
般
管
理
費
、
人
件
費
、
物
流
経
費
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
コ
ス
ト
が
見

直
さ
れ
た
。
第
二
に
、
営
業
関
係
で
は
従
来
の
営
業
改
革
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
う
え
で
、

空
調
連
邦
の
体
質
強
化
、
メ
ー
カ
ー
販
社
の
役
割
の
再
明
確
化
、
重
点
市
場
の
攻
略
な
ど
に

つ
い
て
は
、
よ
り
徹
底
し
た
戦
略
が
と
ら
れ
た
。
第
三
に
、
生
産
関
係
で
は
、
二
〇
〇
〇
年

冷
凍
年
度
向
け
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
差
別
化
商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
立
案
、
他
社
と
の
提
携

も
含
め
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
競
争
力
の
大
幅
向
上
な
ど
が
課
題
と
さ
れ
た
。
差
別
化
商
品

に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
技
術
力
を
総
結
集
し
て

開
発
さ
れ
、
ダ
イ
キ
ン
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
商
品
と
な
っ
て
い
く
。
ま
た
小
型
ル
ー
ム
エ
ア

コ
ン
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
の
問
題
か
ら
他
社
に
生
産
委
託
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
後
述
す
る
住
宅
空
調
生
産
本
部
を
中
心
と
し
た
総
合
力
の
発
揮
に
よ
っ

て
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
、
滋
賀
製
作
所
で
の
生
産
を
可
能
に
し
た
。
第
四
に
、

新
商
品
で
は
＂
ス
ー
パ
ー
イ
ン
バ
ー
タ
＂
60
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
は
Ｇ
Ｍ
Ｓ
と
＂
う
る
る

と
さ
ら
ら
＂
な
ど
重
点
新
商
品
の
垂
直
的
拡
販
に
加
え
、＂
光
ク
リ
エ
ー
ル
＂
ワ
イ
ド
な
ど

の
展
開
に
よ
る
空
気
事
業
の
発
展
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。
エ
ア
コ
ン
以
外
の
関
連
商
品
の
開

発
、
市
場
拡
大
を
進
め
る
こ
と
は
「
雑
木
林
経
営
」
と
呼
ば
れ
、
と
く
に
空
気
清
浄
機
は
そ

の
後
ブ
ー
ム
と
な
り
、
大
き
く
成
長
し
て
い
く
。

空
調
営
業
本
部
の
一
九
九
九
年
度
の
連
結
売
上
高
は
微
減
で
あ
っ
た
が
、
赤
字
か
ら
黒
字

に
脱
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
、
売
上
高
・
利
益
と
も
大
き
く
伸
び
、
と
も
に
ダ
イ
キ
ン

表 5─3　1998 年度国内空調事業の利益極大化のための 11の重点施策

事業の成長・拡大に向けての施策 生・販にわたる身軽な体質づくりに向けて
の施策

1. PA，RAの拡販
2. そのための大きな柱となる重点新商品の
垂直的拡販

3. その他，重点課題に関する施策の徹底展開
4. 価格政策の確立と実行
5. 空気事業の急速立ち上げ

 6. 売価ダウンを吸収する製造コストダウ
ンの実現

 7. 流通経費の大幅低減
 8. 販売網の活性化
 9. クレームコストの削減
10. 一般管理費の低減
11. メーカー販社の損益改善対策

表 5─4　国内空調営業の連結売上高・利益
 単位：億円

1998 年度 1999 年度 2000 年度
売上高 2,154 2,121 2,299
利益額 △ 37.3 27.9 172.6
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生
・
販
・
物
統
合
に
よ
る
供
給
体
制
改
革
に
着
手
し
、
空
調
の
三
つ
の
生
産
本
部
で
供
給
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
た

（
一
九
九
七
年
十
月
）。
供
給
セ
ン
タ
ー
は
、
第
一
に
、
顧
客
の
要
求
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
生
産
現
場
へ

展
開
さ
せ
、
商
品
の
品
切
れ
ゼ
ロ
と
即
時
の
納
期
回
答
を
実
現
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
売
れ
筋
に
関
す
る
販
売
動
向
を
営
業

と
製
造
が
共
有
化
す
る
こ
と
で
、
高
精
度
な
生
産
計
画
の
立
案
を
可
能
と
し
、
販
売
・
在
庫
監
視
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
化
に
よ

る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
生
産
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
、
三
〇
日
か

ら
さ
ら
に
一
五
日
に
半
減
さ
せ
る
と
と
も
に
、
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
物
流
・
生
産
・
販
売
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
掲
げ
た
。

ま
た
、
ス
テ
ッ
プ
Ⅲ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
課
題
と
し
て
、
関
連
部
門
統
合
に
よ
る
供
給
体
制
の
改
革
の
進
展

が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
急
速
な
物
流
の
伸
び
が
予
想
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お
い
て
も
、
す
で
に
国
内
で
実
行
さ
れ
て
い
た
工
場
と

顧
客
を
直
結
す
る
物
流
フ
ロ
ー
の
構
築
が
、
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
物
流
本
部
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
、
現

地
関
連
会
社
と
共
同
で
検
討
し
た
工
場
敷
地
内
に
物
流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
計
画
が
、
一
九
九
八
年
三
月
の
役
員
会
で
承

認
さ
れ
、
翌
年
四
月
に
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
、
八
月
に
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
で
物
流
セ
ン
タ
ー
を
竣
工
さ
せ
、
工
場
内
で
直
接
コ
ン
テ
ナ
に
積

み
込
む
作
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
工
場
と
顧
客
を
結
び
付
け
た
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
改
革
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
国
内
企
業
で
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
観
点
か
ら
も
、

重
視
さ
れ
て
い
た
。
九
九
年
の
社
長
年
頭
方
針
で
も
、「
グ
ル
ー
プ
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）
戦
略
を
確
立
し
て
の
在
庫
、
売
上
債
権
の
大
幅
圧
縮
に
よ
り
、
有
利
子
負
債
の
計
画
的
な
削
減
を
図
る

こ
と
が
必
須
条
件
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
売
り
方
の
改
革
を
は
じ
め
、
流
通
ル
ー
ト
の
抜
本
的
見
直
し
、
生
産
関
連
会
社

を
も
巻
き
込
ん
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
な
ど
、
調
達
か
ら
供
給
、
さ
ら
に
回
収
に
至
る
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
問
題
の
一
つ
に
、
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
が
あ
る
。
一
九
九
五（
平
成
七
）年

四
月
、
取
締
役
会
で
了
承
さ
れ
た
空
調
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
改
革
に
向
け
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
一
九
九
五
年
六
月
発
足
、
委
員
長
山
田
靖
常
務
）

で
は
、
①
最
少
在
庫
で
欠
品
ゼ
ロ
化
の
生
・

販
・
物
統
合
シ
ス
テ
ム
、
②
同
シ
ス
テ
ム
の
高

効
率
的
運
用
に
よ
る
業
界
ト
ッ
プ
の
製
品
供
給

力
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
五
極
に
向
け
て
の
展
開
、

の
三
つ
を
目
標
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

に
対
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
項
目
を
示
し
、

三
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
で
目
標
を
実
現
す
る
プ
ラ

ン
を
立
て
、
実
行
し
て
い
っ
た（
図
5
│

6
）。ス

テ
ッ
プ
Ⅰ
で
は
、
生
産
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
六
〇

日
か
ら
三
〇
日
に
短
縮
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

お
も
に
市
場
対
応
型
の
在
庫
補
充
の
生
産
方
式

へ
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
ス
テ
ッ
プ
Ⅱ
で
は
、

図 5─6　空調ロジスティックス改革の推進ステップ

生産リードタイム

ステップⅠ
市場対応型に向けて
生産方式改革

ステップⅡ
生・販統合による
供給体制改革

ステップⅢ
関連部門統合による
供給体制改革の進展

60 日→30 日
短縮

生産リードタイム

30 日→15 日
短縮

生産リードタイム

15 日→10 日
短縮

業
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
製
品
供
給
力

必
要
な
と
き
に

必
要
な
も
の
を

必
要
な
量
だ
け

必
要
な
場
所
へ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
設
立

販
売
情
報
シ
ス
テ
ム
の
拡
充

空
調
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
改
革
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

４　

改
装
品
生
産
改
革

３　

座
席
予
約
受
注
生
産

２　

フ
ァ
イ
ナ
ル
オ
ー
ダ
ー
生
産

１　

販
売
在
庫
監
視
シ
ス
テ
ム

部
品
調
達
情
報
提
供
等
の
シ
ス
テ
ム
化

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
生
産
に
よ
る
増
減
産
対
応
強
化

生
・
販
統
合
に
よ
る

供
給
セ
ン
タ
ー
設
立
（
一
九
九
七
年
十
月
）

販
売
在
庫
監
視
機
能
を
生
産
計
画
に
直
結

販
売
特
性
別
四
生
産
方
式
に
よ
る
供
給
対
応
強
化

在
庫
の
有
効
活
用
に
よ
る
品
切
れ
ゼ
ロ
と

最
少
在
庫
の
両
立

1. シーズンレス製品 在庫補充生産
2. シーズン製品 猛暑対応型在庫補充生産
3. 超シーズン製品 見込み生産
4. 受注生産製品 受注生産

販売特性に対応した 4生産方式
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排
水
、
消
防
、
昇
降
機
な
ど
、
ビ
ル
の
全
体
の
設
備
お
よ
び
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ま
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
制
御
・
監
視
で
き
る
ビ
ル

の
統
合
監
視
盤
で
あ
る
＂
Ｄ
│

Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
＂（D

aikin Buil m
ulti 

Intelligent Partner System

）
を
利
用
し
て
、
ビ
ル
全
体
を
管

理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ

ア
コ
ン
室
外
機
か
ら
発
信
さ
れ
る
複
雑
か
つ
多
量
の
情
報
を

一
〇
〇
％
取
り
込
み
、
故
障
予
知
に
代
表
さ
れ
る
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
制
御
・
監
視
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、＂
ビ
ル
エ
ア

ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
＂
へ
の
接
続
も
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
ビ
ル

設
備
全
体
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
監
視
、
故
障
を
予
知
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
Ｆ
Ｃ
Ｓ
事
業
に
よ
っ
て
、
従
来
の
空
調
機
本
体
だ
け

の
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
、＂
Ｄ
│

Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
＂
と
＂
ビ
ル
エ

ア
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
＂
が
付
加
価
値
と
し
て
追
加
さ
れ
た
こ
と

で
、
ダ
イ
キ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
広
げ
、
新
た
な
付
加
価
値
を
商
品

に
つ
け
る
と
と
も
に
、
次
章
以
降
で
触
れ
て
い
く
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
展
開
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
十
七
日
か
ら
「
空
調
・
冷
凍
機
の

の
一
貫
し
た
改
革
が
必
要
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
モ
ノ
の
流
れ
」「
情
報
の
流
れ
」
の
効
率
化
か
ら
「
カ
ネ

の
流
れ
」
を
含
ん
だ
全
体
最
適
に
よ
る
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｍ
戦
略
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
重
点
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
に
伴
っ
て
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
改
革
も
Ｓ
Ｃ
Ｍ
戦
略
と
連
動
さ
せ
、
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
展
開
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
形
で
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
強
化

│
二
四
時
間
三
六
五
日
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
確
立

エ
ア
コ
ン
は
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
商
品
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
の

空
調
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
、
迅
速
・
確
実
に
修
理
を
行
い
、
顧
客
の
満
足
を
得
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し
て
業
務
を
展
開
し

て
き
た
が
、
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
初
め
に
は
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
側
面
に
も
着
目
し
、
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
積
極
展
開
を
第
二
の
重
要
課
題
に
加
え
た
。
そ
こ
で
ま
ず
開
発
さ
れ
た
の
が
、＂
エ
ア
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
＂
で

あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
そ
れ
ま
で
保
守
商
品
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
を
対
象
に
、

ダ
イ
キ
ン
独
自
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
断
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
二
四
時
間
運
転
状
況
を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
故
障
を
未
然
に

防
止
す
る
故
障
予
知
機
能
を
備
え
て
い
た
。
し
か
も
、
万
が
一
故
障
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
夜

間
・
休
日
で
あ
っ
て
も
二
時
間
以
内
に
到
着
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
た
。＂
エ
ア
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
＂
は

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
十
月
に
発
売
さ
れ
、
多
数
の
顧
客
に
認
め
ら
れ
た
。

一
九
九
八
年
に
は
、
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
本
部
を
中
心
に
Ｆ
Ｃ
Ｓ
（Facility Control System

＝
施
設
運
用
管
理
）
事
業
が

始
ま
っ
た
（
図
5
│

7
）。
Ｆ
Ｃ
Ｓ
事
業
と
は
、
空
調
機
器
の
販
売
に
始
ま
っ
て
、
そ
の
後
の
ビ
ル
全
体
の
運
用
管
理
ま
で
行

う
こ
と
を
対
象
に
し
た
事
業
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
独
自
に
開
発
し
た
空
調
設
備
だ
け
で
な
く
、
電
気
、
給

図 5─7　FCS（Facility Control System）事業概要

機器・設備販売 設備管理 経営管理

D─BIPS（ビル統合監視盤）

空調機とセット化 オンライン監視 情報化

システム販売

空調機

空調工事

D─BIPS

D─BIP 工事

B─A/N（ビルエアネット）

A/N（エアネット）
●空調設備

●電気設備　●給排水設備
●消防設備　●昇降設備　

ファシリティマネジメント
施設管理
資産管理
省エネ管理
ビル診断
劣化診断

リフォーム提案
FCS事業

今回拡大領域
ビジネス領域

いままで

これから

空調機本体（ビルマル）

空調機本体（ビルマル）
D─BIPS（＋計装工事）
ビルエアネットシステム
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あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
で
は
初
め
て
リ
ラ
ク
タ
ン
ス
Ｄ
Ｃ
圧
縮
機
を
利
用
す
る
と
と
も
に
、
正
弦
波

Ｄ
Ｃ
イ
ン
バ
ー
タ
、
Ｈ
Ｄ
方
式
熱
交
換
器
、
Ｃ
Ｌ
フ
ァ
ン
制
御
な
ど
多
数
の
新
技
術
を
採
用
し
、
製
品
開
発
に
関
連
す
る
特

許
出
願
件
数
は
九
五
件
に
も
及
ん
だ
。
第
二
に
、
室
内
負
荷
の
増
大
に
伴
う
能
力
ア
ッ
プ
が
必
要
な
更
新
需
要
に
対
し
て
も
、

既
存
設
備
の
活
用
に
よ
っ
て
、
更
新
期
間
や
コ
ス
ト
を
大
幅
に
低
減
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三

に
、
快
適
性
や
安
心
機
能
と
い
っ
た
、
顧
客
に
と
っ
て
必
要
な
課
題
に
応
え
る
機
能
を
実
現
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。＂
ス
ー

パ
ー
イ
ン
バ
ー
タ
＂
60
は
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
業
界
で
は
初
め
て
、
九
八
年
度
の
「
省
エ
ネ
大
賞
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長

官
賞
）」
を
受
賞
し
た
。

こ
の
時
期
に
開
発
さ
れ
た
ダ
イ
キ
ン
の
最
大
の
ヒ
ッ
ト
商
品
は
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
と
＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂
で
あ
る
。
最
新
の
技

術
を
搭
載
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
体
現
し
た
＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂
が
登
場
す
る
一
方
で
、
従
来
ダ
イ
キ
ン
が
比
較

的
苦
手
と
し
て
い
た
小
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
開
発
も
、
こ
の
時
期
に

は
新
た
な
市
場
を
確
保
す
る
た
め
強
力
に
進
め
ら
れ
た
。
新
た
に
開
発

さ
れ
た
商
品
は
、
設
計
当
初
か
ら
世
界
市
場
で
の
展
開
が
考
え
ら
れ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ニ
・
ス
プ
リ
ッ
ト
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、

調
達
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
設
計
段
階
か
ら
海
外
調
達
や
汎
用
品
の
利

用
、
部
品
の
共
通
化
、
ユ
ニ
ッ
ト
化
が
取
り
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
国

内
外
工
場
の
一
括
発
注
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
検
討
さ
れ
た
。
さ
ら

に
生
産
工
場
は
、
社
内
と
社
外
生
産
委
託
の
生
産
コ
ス
ト
比
較
に
よ
っ

て
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
小
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
に
携
わ
る
多

二
四
時
間
三
六
五
日
サ
ー
ビ
ス
」
を
、
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
二
四
時
間
店
舗
が
増
え
る
な
か
で
、
業
務
用
空
調
で

は
オ
ー
ナ
ー
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
当
し
て
い
る
販
売
店
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
の
負
荷
が
高
ま
り
、
空
調
メ
ー
カ
ー
側
に

も
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
「
究
極
の
速
さ
」
に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
、
メ
ー

カ
ー
の
使
命
で
あ
り
、
製
品
拡
販
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
、「
二
四
時
間
三
六
五
日
サ
ー
ビ
ス
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

さ
ら
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
促
進
さ
れ
た
。
一
九
九
七
年
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
社
員
一
〇
人
が
海
外
に
駐
在
し
、
延
べ
七
七
三
人
が
海
外
出
張
と
な
っ
た
。
と
く
に
中
国
に
つ
い
て
は
、

次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
子
会
社
を
三
社
設
立
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
確
立
に
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
な
る
。

ヒ
ッ
ト
商
品
の
開
発

│
〝
ス
ー
パ
ー
イ
ン
バ
ー
タ
〞
60
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
、〝
う
る
る
と
さ
ら
ら
〞

空
調
事
業
改
革
で
強
調
さ
れ
た
こ
と
の
一
つ
に
、
市
場
に
対
応
し
た
新
商
品
の
開
発
が
あ
っ
た
。
毎
年
、
ダ
イ
キ
ン
は
新

製
品
を
発
表
し
て
き
た
が
、
な
か
で
も
こ
の
時
期
の
代
表
的
な
新
製
品
が
、＂
ス
ー
パ
ー
イ
ン
バ
ー
タ
＂
60
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
、＂
う

る
る
と
さ
ら
ら
＂
で
あ
る
。

一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
四
月
に
発
売
さ
れ
た
＂
ス
ー
パ
ー
イ
ン
バ
ー
タ
＂
60
は
、
Ｏ
Ａ
機
器
等
の
普
及
に
よ
っ
て
電
力

消
費
量
が
増
加
し
て
い
る
な
か
で
、
高
ま
る
省
エ
ネ
性
と
二
酸
化
炭
素
排
出
規
制
強
化
な
ど
地
球
環
境
問
題
に
対
応
す
る
た

め
に
、
店
舗
・
オ
フ
ィ
ス
用
エ
ア
コ
ン
の
＂
ス
カ
イ
エ
ア
＂
の
省
エ
ネ
性
を
、
大
幅
に
高
め
た
製
品
で
あ
る
。＂
ス
ー
パ
ー

イ
ン
バ
ー
タ
＂
60
の
特
徴
は
、
第
一
に
業
界
ト
ッ
プ
の
省
エ
ネ
技
術
を
使
い
、
消
費
電
力
を
約
六
〇
％
低
減
さ
せ
た
こ
と
で

店舗オフィスエアコン“スカイエア”“スー
パーインバータ”60
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ん
＂
も
、
女
性
や
若
者
、
子
ど
も
た
ち
に
直
接
「
ダ
イ
キ
ン
」
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
っ
た
。＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂
や

＂
ぴ
ち
ょ
ん
く
ん
＂
の
企
画
に
は
若
手
社
員
が
積
極
的
に
関
わ
り
、
販
売
促
進
の
方
法
が
大
き
く
変
わ
る
と
と
も
に
、
ダ
イ

キ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
も
親
し
み
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

以
後
、
ダ
イ
キ
ン
で
は
Ｇ
Ｍ
Ｓ
と
＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂
の
二
つ
の
製
品
を
武
器
に
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
販
売
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

生
産
方
式
の
改
革

│
「
ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
方
式
」

一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
十
一
月
に
竣
工
し
た
滋
賀
製
作
所
で
は
、

当
初
は
ロ
ッ
ト
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
七
八
年
十
一
月
に
Ｐ
Ｄ
Ｓ

（Production of D
aikin System

）
を
導
入
し
、
多
品
種
混
合
生
産
を
開

始
し
た
。
ま
た
、
八
七
年
六
月
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｍ
（T

otal Production M
ain-

tenance

）
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
Ｐ
Ｄ
Ｓ
を
支
え
て
き
た
。
一
方
、
バ

ブ
ル
経
済
期
の
ダ
イ
キ
ン
の
エ
ア
コ
ン
生
産
は
、
需
要
の
拡
大
と
深
刻
化

し
て
い
た
現
場
労
働
者
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
自
動
化
を
大
幅
に
取
り

入
れ
た
工
場
の
統
合
Ｆ
Ａ
化
を
推
進
し
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

後
の
市
場
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
な
か
で
、
対
応
へ
の
柔
軟
性
の
欠
如
と

い
う
弱
点
が
問
題
に
な
っ
た
。

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
生
産
し
て
い
る
滋
賀
製
作
所
で
は
、
一
年
間
の
季

く
の
社
員
は
発
奮
し
、
コ
ス
ト
と
機
能
を
両
立
さ
せ
た
製
品
を
作
ろ
う
と
可
能
な

こ
と
は
す
べ
て
行
い
、
生
産
の
確
保
に
努
め
た
。

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
、
一
九
九
九
年
に
開
発
さ
れ
た
小
型
壁
掛
イ
ン

バ
ー
タ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
Ｇ
Ｍ
Ｓ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
の
製
品
は
、

滋
賀
製
作
所
と
タ
イ
の
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
で
、
同
時
生
産
さ
れ
た
。

ま
た
＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂
は
、
そ
れ
ま
で
の
常
識
を
く
つ
が
え
す
、
世
界
初

の
加
湿
技
術
が
搭
載
さ
れ
た
革
命
的
な
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
あ
っ
た
。
日
本
社
会

が
成
熟
化
し
、
健
康
志
向
が
強
ま
っ
て
く
る
に
し
た
が
い
、
エ
ア
コ
ン
に
対
し
て

も
湿
度
や
空
気
の
質
を
高
め
る
機
能
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。＂
う

る
る
と
さ
ら
ら
＂
は
、
世
界
で
初
め
て
外
気
中
か
ら
水
分
を
取
り
込
む
新
加
湿
方

式
（＂
う
る
る
加
湿
＂）
を
搭
載
し
て
お
り
、
給
水
が
不
要
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ

リ
ー
が
実
現
さ
れ
た
。
ま
た
、
再
熱
除
湿
方
式
に
よ
っ
て
室
温
を
下
げ
ず
に
除
湿

を
行
う
機
能
を
搭
載
（＂
さ
ら
ら
除
湿
＂）
し
、
除
湿
を
し
て
も
寒
く
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
省
エ
ネ
性
、
空
気
清
浄
技
術
に

つ
い
て
も
、
既
存
の
製
品
を
上
回
る
機
能
を
実
現
す
る
な
ど
、
ダ
イ
キ
ン
の
技
術
陣
の
力
を
見
せ
つ
け
た
製
品
と
な
っ
て
お

り
、
一
九
九
九
年
九
月
に
製
品
が
発
表
さ
れ
た
と
き
か
ら
話
題
を
呼
ん
だ
。＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂
は
、
高
機
能
、
高
付
加

価
値
、
高
品
質
と
い
う
ダ
イ
キ
ン
製
品
の
特
徴
を
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
体
現
し
た
商
品
で
あ
り
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
市
場
で

ダ
イ
キ
ン
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
商
品
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
、
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
た
＂
ぴ
ち
ょ
ん
く

“うるるとさらら”Rシリーズ

“ぴちょんくん”の山車（弘前ねぷた祭り）
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ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
生
産
、
部
品
供
給
、
人
員
供
給
が
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
で
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ハ
イ
サ
イ
ク
ル
な
生
産
計
画
に
対
応
し
た
部
品
供
給
と
人
員
計
画
が
、
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
部
品
は
、
設
計
段
階
か
ら
部
品
の
共
通
化
を
意
図
し
、
納
入
は
ダ
イ
キ
ン
が
必
要
と
す
る
と
き

に
必
要
な
量
だ
け
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
部
品
を
納
入
す
る
（
多
数
回
納
入
）。
労
働
力
に
つ
い
て
は
、
生
産
変
動
に
対
応
し

て
ラ
イ
ン
編
成
が
変
わ
る
た
め
、
多
能
工
化
が
必
要
に
な
る
。
多
能
工
化
に
つ
い
て
は
、
作
業
員
の
習
熟
工
程
が
一
目
で
わ

か
り
、
教
育
訓
練
が
行
い
や
す
い
仕
組
み
で
あ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
制
を
採
用
す
る
な
ど
し
て
進
め
て
き
た
。

ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
改
革
を
展
開
し
て
い
く
う
え
で
、
現
場
レ
ベ
ル
の
改
善
は
不
可
欠
で
あ
る
。
滋
賀
製
作
所
で
は
、

一
九
九
四
年
か
ら
保
全
技
能
士
取
得
研
修
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
改
善
実
習
の
た
め
、
社
内
で
四
カ
月
間
の
保
全
留
学
、
改
善
留
学
制
度

を
設
け
て
い
た
。
九
七
年
か
ら
は
、
さ
ら
に
生
産
技
術
留
学
も
加
わ
り
、
参
加
者
は
増
え
て
い
っ
た
。
問
題
解
決
能
力
を
磨

き
、
実
践
的
に
改
善
に
取
り
組
む
こ
う
し
た
制
度
に
よ
っ
て
、
現
場
の
改
善
能
力
が
高
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大

き
か
っ
た
。
ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
内
容
を
進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

起
死
回
生
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
は
、
空
調
事
業
が
大
赤
字
と
な
っ
た
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
は
、
社
内
で
は
生
産
の
存
続
す
ら
危

う
い
と
う
わ
さ
さ
れ
て
い
た
。
大
冷
夏
に
見
舞
わ
れ
た
九
三
年
、
ダ
イ
キ
ン
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
販
売
台
数
は

四
二
万
三
千
台
、
市
場
シ
ェ
ア
は
八
・
二
％
だ
っ
た
が
、
大
猛
暑
の
九
四
年
に
は
販
売
台
数
は
四
九
万
五
千
台
と
増
え
た
も

の
の
、
市
場
シ
ェ
ア
は
逆
に
六
・
七
％
と
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
空
調
事
業
は
、
九
三
年
の
赤
字
か
ら
九
四

年
に
は
黒
字
転
換
し
た
も
の
の
、
ダ
イ
キ
ン
に
お
け
る
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
た
。

節
に
よ
る
生
産
負
荷
が
ピ
ー
ク
と
ボ
ト
ム
で
三
倍
ほ
ど
も
違
っ
て
い
た
し
、
夏

の
暑
さ
に
よ
っ
て
毎
年
の
生
産
状
況
も
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
宿
命
を
負
っ
て

い
た
。
そ
の
う
え
に
生
産
機
種
は
増
え
、
多
品
種
化
が
進
ん
で
い
た
。
こ
う
し

た
状
況
に
対
し
て
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
こ
ろ
か
ら
人
、
組
織
、
設
備
、

ラ
イ
ン
、
時
間
な
ど
、
す
べ
て
の
生
産
資
源
を
柔
軟
・
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
運
用

し
よ
う
と
い
う
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ａ
（A

djustable M
anufacturing &

 Econom
ically 

Built A
ssem

bly Line

）
思
考
が
、
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ

で
は
、
貢
献
度
（
利
益
）
＝
対
応
力
／
投
資
と
い
う
算
式
が
使
わ
れ
る
。
対
応

力
と
は
、
売
れ
る
製
品
を
売
れ
る
と
き
に
売
れ
る
だ
け
生
産
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
投
資
は
設
備
、
人
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
補
助
材
料
の
最
小
化
が
求
め
ら

れ
る
。
ス
ピ
ー
ド
と
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
、
生
産
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
を
具
体
化
し
た
の
が
、
一
九
九
九
年
四
月
か
ら
取
り
組
ん

だ
ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
改
革
で
あ
る
。
市
場
環
境
の
変
化
に
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
と
い
う
ハ
イ
サ
イ
ク
ル

生
産
改
革
に
よ
っ
て
、
生
産
計
画
│
調
達
│
生
産
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
と
在
庫
削
減
、
顧
客
へ
の
素
早
く
確
実
な
商
品

供
給
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
生
産
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
改
革
に

よ
っ
て
一
五
日
ま
で
に
短
縮
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
二
〇
〇
二
年
ま
で
に
三
日
サ
イ
ク
ル
へ
と
短
縮
し
、
生
産
計

画
に
見
合
っ
た
形
で
部
品
供
給
と
人
員
計
画
を
展
開
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。

滋賀製作所の製造現場（A1，A2 室外機ライン〈双子ライン〉）
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つ
の
ら
せ
て
奮
起
し
た
。
コ
ス
ト
と
機
能
を
両
立
さ
せ
た
製
品
を
作
ろ
う
と
、
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
部
品
点
数
の
削
減
、

世
界
で
最
も
安
い
部
品
の
調
達
、
製
造
工
程
の
大
幅
な
削
減
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
手
が
打
た
れ
た
。
国
内
外
に
お
け
る
製

品
の
同
時
発
売
を
検
討
し
、
部
品
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
調
達
す
る
仕
組
み
に
変
え
た
。
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
担
当
者
た
ち
は
、

滋
賀
製
作
所
で
の
生
産
を
守
ろ
う
と
目
の
色
を
変
え
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
向
け
の
商
品
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ニ
・

ス
プ
リ
ッ
ト
」（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）
を
開
発
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
Ｇ
Ｍ
Ｓ
に
続
い
て
、
高
付
加
価
値
型
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
機
と

な
る
製
品
が
開
発
さ
れ
、
一
九
九
九
年
十
月
に
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂

も
発
売
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
全
社
員
の
一
致
し
た
努
力
で
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
や
＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂
を
発
売
で
き

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
期
間
で
滋
賀
製
作
所
は
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
わ
ば
、
実
力

は
あ
っ
た
の
に
、
そ
の
力
を
発
揮
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
井
上
社
長
が
い
う

「
人
は
断
崖
絶
壁
に
立
た
さ
れ
た
と
き
に
一
致
団
結
し
て
と
ん
で
も
な
い
力
を
出
す
」、
あ
る

い
は
「
人
の
可
能
性
を
信
じ
る
。
人
の
可
能
性
は
無
限
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
、

ダ
イ
キ
ン
ら
し
い
底
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ピ
ン
チ
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
つ
ね
に
市
場
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
商
品
開
発
、
市
場
ニ
ー
ズ
を
創
造
す
る
商
品
開
発
が
必
要
に
な
る
。＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂

や
Ｇ
Ｍ
Ｓ
は
、
こ
う
し
た
戦
略
に
基
づ
い
て
開
発
さ
れ
た
製
品
で
あ
る
。

ま
た
、
前
述
し
た
ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
方
式
が
実
現
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
低
コ
ス
ト
化

や
Ｓ
Ｃ
Ｍ
も
実
現
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
に
関
連
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
領

第
一
次
空
調
改
革
で
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
が
三
本
柱
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
時
期
で
あ
っ
た
だ
け

に
、
起
死
回
生
の
プ
ラ
ン
と
実
行
が
早
急
に
求
め
ら
れ
た
。
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
起
死
回
生
な
し
に
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

21
」
で
目
標
と
さ
れ
た
二
十
一
世
紀
初
頭
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
シ
ェ
ア
・
ナ
ン
バ
ー
1
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
が
発
展
軌
道
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
成
否
を
決
定
す
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
か
っ
た
。

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
拡
販
に
向
け
て
、
国
内
で
は
家
電
量
販
店
ル
ー
ト
へ
の
再
展
開
、
電
材
・
管
材
店
ル
ー
ト
の
開
拓
な

ど
、
販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
量
販
店
ル
ー
ト
の
拡
大
は
売
価
ダ
ウ
ン
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
る
。

と
く
に
、
一
九
九
五
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
売
価
ダ
ウ
ン
は
著
し
く
、
九
七
年
に
は
一
〇
％
を
超
え

て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
国
内
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
販
売
台
数
も
、
九
七
年
に
は
大
幅
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
、
と
く
に
小
型

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
が
大
幅
な
赤
字
に
陥
り
、
空
調
部
門
全
体
が
赤
字
に
な
っ
た
。
空
調
以
外
の
部
門
が
好
調
だ
っ
た
た
め
、

会
社
全
体
で
は
増
収
増
益
を
維
持
で
き
た
と
は
い
え
、
放
置
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
激
し
い
値
下
げ
競
争
に
勝
て
る
製

品
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
小
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
は
断
崖
絶
壁
に
立
た
さ
れ
て
、
海
外
の
投
資
家
や
ア
ナ
リ
ス
ト
か

ら
の
評
価
も
厳
し
く
な
っ
て
い
た
。

井
上
社
長
の
就
任
後
、
三
期
連
続
の
赤
字
が
続
い
た
商
品
か
ら
は
撤
退
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

一
九
九
八
年
に
は
小
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
も
三
年
以
内
の
黒
字
化
を
目
指
す
「
不
採
算
戦
略
商
品
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

滋
賀
製
作
所
に
は
社
内
外
か
ら
厳
し
い
要
求
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
国
際
競
争
力
を
持
て
る
価
格
設
定
を
目
標
と
し
、
目
標

を
達
成
で
き
な
い
場
合
に
は
他
メ
ー
カ
ー
へ
の
生
産
委
託
も
や
む
を
得
な
い
、
と
い
う
空
気
す
ら
も
一
部
に
あ
っ
た
。

滋
賀
製
作
所
は
、「
こ
の
ま
ま
で
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
製
造
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
、
危
機
感
を

GMS（小型壁掛インバータ Eシリーズ）
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際
化
が
進
め
ば
、
国
際
化
に
対
応
し
た
新
た
な
戦
略
と
組
織
が
必
要
に
な
る
。
第
４
章
ま
で
で
見
た
よ
う
に
、
ダ
イ
キ
ン
は

海
外
へ
の
輸
出
は
早
く
か
ら
行
っ
て
い
た
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
タ
イ
で
の
現
地
生
産
も
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

海
外
事
業
の
経
営
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
海
外
投
資
と
海
外
生
産
の
規
模
や
国
内
事
業
と
の
関
係
な
ど
の
面
で
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
状
況
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
空
調
事
業
は
、
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
段

階
に
入
っ
た
の
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
新
た
な
戦
略
と
組
織
が
求
め
ら
れ
て
い
く
。

戦
略
面
で
は
、
す
で
に
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
、
ダ
イ
キ
ン
自
身
の
積
極
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
事
項
が
多
く

指
摘
さ
れ
て
い
た
。
コ
ア
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
一
つ
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
五
極
へ
の
地
域
戦
略
の
展
開
、
為
替
変
動
に
左
右

さ
れ
な
い
体
質
の
実
現
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
に
基
づ
く
地
域
ご
と
の
戦
略
や
、
為
替
変
動
を
前
提
と
し
た

国
際
調
達
と
供
給
体
制
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
通
貨
管
理
・
調
達
体
制
の
確
立
が
目
標
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
戦
略
を
担
う
組
織

と
し
て
、
従
来
の
国
際
営
業
本
部
と
空
調
生
産
戦
略
室
を
統
合
・
発
展
さ
せ
る
形
で
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
七
月
に
新

設
さ
れ
た
の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
の
設
置
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
す
る
ダ
イ
キ
ン
の
積
極
的
な
姿
勢
と
取
り
組
み
を
、
典
型
的
に

示
す
も
の
だ
っ
た
。
戦
略
本
部
に
期
待
さ
れ
た
役
割
は
、
第
一
に
、
従
来
は
機
能
別
本
部
体
制
下
で
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
戦
略

が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
部
門
や
事
業
本
部
を
超
え
て
戦
略
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
海
外
で
の

販
売
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
中
・
長
期
視
野
で
販
売
網
の
強
化
策
の
立
案
と
展
開
を
行
う
組
織
が
必

要
と
さ
れ
て
い
た
。
第
三
に
、
競
争
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
ラ
イ
バ
ル
と
の
競
争
が
当
時
「
空
調
前
夜
」
と
い
わ
れ
て
い
た

東
南
ア
ジ
ア
・
中
国
・
イ
ン
ド
・
南
欧
な
ど
に
も
広
が
っ
て
い
く
な
か
で
、
ダ
イ
キ
ン
の
総
合
力
を
生
か
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

域
で
総
合
的
・
相
互
的
に
革
新
が
蓄
積
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し

て
ダ
イ
キ
ン
の
市
場
に
お
け
る
シ
ェ
ア
の
拡
大
に
結
び
付
い
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

図
5
│

8
で
示
し
た
よ
う
に
、
国
内
市
場
が
成
熟
化
を
見
せ
る
な
か
で
、

ダ
イ
キ
ン
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
販
売
台
数
は
着
実
に
伸
び
、
つ
い
に

二
〇
〇
三
年
に
は
国
内
シ
ェ
ア
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
一
〇
年
前
に
は
、
存

続
す
ら
も
危
ぶ
ま
れ
た
状
況
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

一
〇
年
間
の
ダ
イ
キ
ン
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

５　

空
調
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
ス
タ
ー
ト

│
中
国
進
出
の
決
断
と
新
た
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
略

空
調
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
新
た
な
戦
略
・
組
織

こ
の
時
期
の
ダ
イ
キ
ン
の
最
も
大
き
な
変
化
の
一
つ
が
、
空
調
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
る
。
一
般
に
企
業
活
動
の
国

図 5─8　ダイキンのRA販売台数と国内シェア
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ク
は
存
在
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
井
上
は
、
社
長
に
就
任
し
た
と
き
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
が
到
来
す
る
と
い
う

確
信
の
も
と
に
、
い
か
に
リ
ス
ク
を
回
避
し
な
が
ら
中
国
市
場
に
進
出
す
る
か
を
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
九
三
年
三
月

の
常
務
会
で
初
め
て
中
国
進
出
計
画
が
議
論
さ
れ
、
そ
の
後
の
調
査
を
経
て
上
海
が
候
補
地
と
な
り
、
合
弁
相
手
の
検
討
に

入
っ
た
。
当
初
は
、
上
海
市
機
電
局
傘
下
の
国
有
企
業
と
の
合
弁
を
進
め
て
い
た
が
、
キ
ャ
リ
ア
社
が
機
電
局
と
包
括
契
約

を
結
び
、
ダ
イ
キ
ン
は
キ
ャ
リ
ア
社
が
提
供
す
る
製
品
以
外
の
も
の
し
か
生
産
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
急
き
ょ
合
弁

相
手
を
変
更
し
、
最
終
的
に
上
海
市
軽
工
業
局
傘
下
の
ミ
シ
ン
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
上
海

協
昌
縫
紉
機
廠
（
上
海
協
昌
）
を
選
び
、
九
五
年
二
月
に
意
向
書
を
締
結
し
、
そ
の
直
後

に
建
議
書
申
請
を
行
っ
た
。
上
海
協
昌
は
異
業
種
で
あ
っ
た
が
、
軽
工
業
局
傘
下
の
な
か

で
は
優
良
企
業
と
し
て
知
ら
れ
、
企
業
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
期
待
で
き
た
。
ま
た
、

上
海
市
軽
工
業
局
は
、
北
京
政
府
や
関
西
企
業
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
も
、
条
件
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
従
業
員
の
採
用
に
つ
い
て
も
、
最
初
か
ら
合
弁
相
手
の
企
業

か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
一
方
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
り
う
る
人
材
も
存
在
し

て
い
た
。

紆
余
曲
折
を
経
た
上
海
協
昌
と
の
合
弁
は
、
一
九
九
五
年
五
月
末
に
企
業
化
実
行
計
画

を
申
請
し
、
合
弁
企
業
と
生
産
拠
点
の
場
所
を
決
定
し
た
あ
と
、
十
一
月
に
正
式
に
上
海

大
金
協
昌
空
調
有
限
公
司
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
資
本
金
は
二
一
〇
〇
万
米
ド
ル
、
ダ
イ

キ
ン
側
六
〇
％
、
上
海
協
昌
側
四
〇
％
の
出
資
で
、
董
事
長
は
上
海
協
昌
総
経
理
の
陳
國

有
、
総
経
理
に
は
ダ
イ
キ
ン
の
田
谷
野
憲
が
就
任
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
の
設
置
と
前
後
し
て
、
ダ
イ
キ
ン
は
他
社
に
比
べ
て
展
開
が
遅
れ
て
い
た
中
国
へ
の
進
出
を
本
格

的
に
始
め
る
。
ま
た
、
す
で
に
現
地
生
産
を
行
っ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
も
、
市
場
統
合
と
い
う
市
場
の
変
化
、
エ

ア
コ
ン
に
対
す
る
需
要
の
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
戦
略
を
進
め
て
い
く
。
こ
う
し
た
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
展
開
の
姿

を
見
て
い
こ
う
。

中
国
市
場
の
成
長
と
合
弁
会
社
の
設
立

一
九
八
〇
年
代
に
改
革
・
開
放
が
始
ま
っ
た
中
国
経
済
は
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
の
天
安
門
事
件
で
外
資
導
入
が
一

時
低
迷
し
た
も
の
の
、
九
〇
年
代
を
通
し
て
高
い
成
長
率
を
持
続
さ
せ
た
。
長
期
に
わ
た
る
経
済
成
長
に
よ
っ
て
エ
ア
コ
ン

需
要
も
急
速
に
拡
大
し
、
九
三
年
に
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
販
売
台
数
は
三
〇
〇
万
台
に
達
し
た
と
み
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

近
代
化
・
工
業
化
に
伴
っ
て
、
ビ
ル
建
築
な
ど
も
毎
年
大
規
模
に
行
わ
れ
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
や
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
の

需
要
の
伸
び
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
九
〇
年
代
前
半
に
は
多
く
の
大
手
日
系
エ
ア
コ
ン
メ
ー
カ
ー
が
、
ル
ー
ム

エ
ア
コ
ン
を
中
心
に
合
弁
や
技
術
提
携
の
形
で
中
国
市
場
に
進
出
し
た
。
一
方
、
ロ
ー
カ
ル
メ
ー
カ
ー
も
低
価
格
品
を
中
心

に
エ
ア
コ
ン
生
産
に
積
極
的
に
乗
り
出
し
、
九
〇
年
代
半
ば
に
は
四
〇
〇
社
以
上
が
参
入
し
て
い
た
。
世
界
で
最
も
成
長
し
、

巨
大
化
し
て
い
る
、
し
か
も
外
資
系
企
業
、
ロ
ー
カ
ル
メ
ー
カ
ー
が
激
し
い
競
争
を
演
じ
て
い
る
市
場
、
そ
れ
が
九
〇
年
代

の
中
国
市
場
の
姿
で
あ
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
技
術
供
与
や
輸
出
な
ど
に
よ
っ
て
中
国
市
場
と
関
係
し
て
い
た
が
、
コ
コ
ム
規
制

違
反
事
件
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
中
国
市
場
へ
の
展
開
は
他
社
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
た
。
中
国
市
場
へ
の
進
出
の
遅
れ
は
、

い
ま
だ
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
経
営
判
断
が
、
前
社
長
以
来
の
方
針
と
し
て
あ
っ
た
か
ら
で
、
ま
た
事
実
と
し
て
も
リ
ス

上海大金協昌空調有限公司
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デ
ル
タ
イ
プ
の
製
品
を
供
給
す
る
こ
と
で
、
中
国
市
場
の
確
保
を
図
る
戦
略
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
タ
イ
に
次
ぐ
三
番
目
の
空
調
生
産
海
外
拠
点
が
、

中
国
で
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
中
国
へ
の
進
出
は
、
そ
れ
以
前
の
海
外
拠
点
設
立
と
は
、
そ
の

意
味
が
異
な
っ
て
い
た
。
井
上
社
長
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
た
第
一
次
空
調
事
業
改
革
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
に
よ
っ

て
空
調
事
業
の
本
格
的
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
が
方
向
づ
け
ら
れ
た
な
か
で
の
進
出
で
あ
る
。
大
き
な
期
待
と
同
時
に
、
大
き
な

責
任
を
背
負
っ
て
の
出
発
で
あ
っ
た
。

中
国
市
場
戦
略
と
「
勇
気
あ
る
一
年
」

一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
三
月
、
設
立
か
ら
一
年
四
カ
月
を
経
て
上
海
大
金
協
昌
の

工
場
が
稼
働
し
た
。
こ
の
間
、
仮
工
場
を
作
り
、
生
産
準
備
と
訓
練
を
行
い
、
試
作
品

を
使
っ
て
販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
長
く
忍
耐
を
伴
っ
た
準
備
期
間
こ

そ
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
そ
の
後
の
中
国
展
開
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
期
間
で
あ
り
、
こ

の
準
備
期
間
の
な
い
ま
ま
に
生
産
と
販
売
に
乗
り
出
し
て
い
た
ら
、
そ
の
後
の
成
長
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。「
勇
気
あ
る
一
年
」
の
空
白
で
あ
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
が
中
国
で
の
現
地
生
産
を
開
始
し
、
中
国
市
場
へ
の
進
出
を
本
格
化
し
た

一
九
九
〇
年
代
後
半
は
、
中
国
経
済
が
過
熱
化
し
、
中
国
市
場
が
急
速
に
拡
大
し
て
い

る
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
四
〇
〇
社
以
上
と
い
わ
れ
る
ロ
ー
カ
ル
メ
ー
カ
ー

が
低
価
格
品
を
供
給
し
、
市
場
は
低
価
格
競
争
化
し
て
お
り
、
現
地
生
産
を
始
め
て
い

中
国
進
出
に
当
た
っ
て
、
次
に
問
題
に
な
っ
た
の
が
圧
縮
機
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
エ
ア

コ
ン
の
組
み
立
て
と
圧
縮
機
を
、
同
一
の
合
弁
企
業
で
生
産
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
新
た
に
合
弁
企
業
を
設
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
提
携
先
を
検
討
し
た
結
果
、

中
国
航
空
工
業
総
公
司
傘
下
の
国
有
企
業
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
技
術
提
携
関
係

に
あ
っ
た
西
安
市
の
慶
安
集
団
有
限
公
司
が
選
ば
れ
、
九
五
年
四
月
か
ら
本
格
的
な
交
渉
が

始
ま
っ
た
。
双
方
の
思
惑
が
一
致
し
な
い
な
ど
難
し
い
交
渉
を
経
た
う
え
で
、
九
六
年
八
月

に
西
安
大
金
慶
安
圧
縮
機
有
限
公
司
が
、
業
務
用
空
調
機
用
ス
ク
ロ
ー
ル
圧
縮
機
の
生
産
お

よ
び
販
売
を
行
う
企
業
と
し
て
、
資
本
金
二
四
〇
〇
万
米
ド
ル
、
ダ
イ
キ
ン
側
五
一
％
、
慶

安
集
団
有
限
公
司
側
四
九
％
の
出
資
で
設
立
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
国
で
経
済
成
長
に
伴
う
建
設
需
要
に
よ
っ
て
、
急
速
に
市
場
の
拡
大
が
期
待
で

き
る
チ
ラ
ー
は
高
関
税
の
た
め
、
完
成
品
輸
出
で
の
市
場
進
出
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

チ
ラ
ー
の
最
大
市
場
で
あ
る
華
南
地
区
に
、
中
国
で
は
主
流
で
あ
っ
た
水
冷
チ
ラ
ー
の
生
産

拠
点
を
設
立
す
る
計
画
を
立
て
、
広
東
省
恵
州
市
の
三
石
集
団
有
限
公
司
と
交
渉
に
入
っ
た
。

三
石
集
団
有
限
公
司
は
、
恵
州
市
の
企
業
で
日
系
企
業
向
け
自
動
車
部
品
や
繊
維
製
品
な
ど
の
生
産
を
行
っ
て
い
た
。
合
弁

企
業
は
、
一
九
九
七
年
三
月
に
恵
州
大
金
三
石
空
調
有
限
公
司
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
資
本
金
は
三
五
〇
万
米
ド
ル
、
出
資

比
率
は
ダ
イ
キ
ン
側
七
〇
％
、
中
国
側
三
〇
％
と
な
っ
た
。
恵
州
大
金
三
石
空
調
で
は
、
耐
久
性
に
優
れ
た
ダ
イ
キ
ン
独
自

の
ス
ク
リ
ュ
ー
圧
縮
機
を
搭
載
し
た
水
冷
チ
ラ
ー
を
生
産
し
、
販
売
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
中
国
で
は
レ
シ
プ
ロ

タ
イ
プ
の
圧
縮
機
か
ら
低
騒
音
で
耐
久
性
の
あ
る
ス
ク
リ
ュ
ー
圧
縮
機
へ
の
移
行
期
で
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
優
れ
た
最
新
モ

恵州大金三石空調有限公司

西安大金慶安圧縮機有限公司
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第
二
に
、
販
売
戦
略
に
つ
い
て
は
、
自
前
の
販
売
網
づ
く
り
と
人
づ
く
り
に
専
念
し
た
。
外
資
系
メ
ー
カ
ー
の
多
く
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
卸
会
社
や
代
理
店
を
確
保
し
、
そ
の
販
売
ル
ー
ト
に
乗
る
形
で
販
売
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の

方
法
で
は
卸
会
社
や
代
理
店
で
の
取
扱
量
が
多
く
な
る
た
め
、
手
形
決
済
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
中
国
の
流
通
経
路

は
複
雑
で
多
層
的
で
あ
る
た
め
、
実
際
の
販
売
状
況
や
ユ
ー
ザ
ー
情
報
が
十
分
に
把
握
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
中
国
で
の
販
売
促
進
を
図
る
た
め
、
ま
ず
販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
日
本
で
の

経
験
を
活
用
す
る
た
め
に
、
営
業
の
ベ
テ
ラ
ン
を
多
数
派
遣
し
、
ダ
イ
キ
ン
流
の
販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
が
中
国
で
行
わ
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
、
中
国
全
土
で
八
八
〇
の
特
約
店
の
開
発
・
育
成
を
目
標
と
し
、
ま
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
や
セ
ン

ト
ラ
ル
空
調
の
販
売
促
進
の
た
め
、
設
備
代
理
店
、
設
備
業
者
、
オ
ー
ナ
ー
、
設
計
院
へ
の
、
き
め
細
か
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

営
業
も
重
視
さ
れ
た
。
最
初
の
営
業
マ
ン
は
十
数
人
で
あ
っ
た
が
、
販
売
店
開
発
の
た
め
に
一
年
間
で
八
六
〇
〇
カ
所
を
訪

問
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
販
売
店
と
の
間
で
全
額
前
金
回
収
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
一
般
的
な
中
国
の

商
慣
習
か
ら
す
る
と
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
、
直
売
専
門
店
を
活
用
し
た
販
売
の
展
開
、

強
い
販
売
力
に
よ
っ
て
初
め
て
全
額
前
金
回
収
の
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す
る
。
ダ
イ
キ
ン
と
販
売
店
の
双
方
が
、
と
も
に
利
益

を
得
る
関
係
に
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
喜
ん
で
ダ
イ
キ
ン
製
品
を
ダ
イ
キ
ン
流
に
販
売
し
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
が
、

ダ
イ
キ
ン
の
販
売
方
針
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
ダ
イ
キ
ン
の
特
徴
を
生
か
し
た
販
売
戦
略
を
実
施
し
て
い
く
た
め

の
営
業
マ
ン
や
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
も
一
年
の
準
備
期
間
を
か
け
て
進
め
て
い
っ
た
。

第
三
に
、
生
産
戦
略
で
は
、
工
場
の
設
備
投
資
は
採
算
の
と
れ
る
投
資
計
画
を
基
本
方
針
と
す
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
キ
ン

製
品
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る
た
め
、
品
質
の
管
理
を
徹
底
し
た
。
中
国
で
は
、
一
般
に
輸
入
品
と
比
べ
て

現
地
生
産
品
の
ほ
う
が
、
品
質
な
ど
の
面
で
低
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
し
た
認
識
を
払
拭
さ
せ
る
た
め
、
徹
底
的

た
日
系
メ
ー
カ
ー
は
、
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
た
。
大
量
販
売
す
る
た
め
に
は
、
ロ
ー
カ
ル
の
既
存
の
販
売
網
に
依
拠

せ
ざ
る
を
得
な
く
、
そ
の
こ
と
も
経
営
的
に
は
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

中
国
進
出
で
は
後
発
で
あ
っ
た
ダ
イ
キ
ン
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
前
提
に
戦
略
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
中
国
で
、

現
地
生
産
の
規
模
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
市
場
の
大
き
い
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
生
産
す
る
の
が
手
っ
取
り
早
い
。
ダ
イ
キ

ン
も
、
上
海
大
金
協
昌
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
生
産
の
仮
認
可
を
一
九
九
六
年
八
月
に
取
得
し
、
準
備
は
整
っ
て
い
た
。
し
か

し
ダ
イ
キ
ン
の
強
み
を
生
か
し
、
競
争
力
を
維
持
し
て
、
短
期
間
で
収
益
性
あ
る
事
業
と
す
る
た
め
に
は
、
商
品
戦
略
、
販

売
戦
略
、
生
産
戦
略
、
現
地
調
達
戦
略
、
サ
ー
ビ
ス
戦
略
な
ど
を
一
体
的
に
検
討
し
、
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

工
場
稼
働
ま
で
の
期
間
は
、
こ
う
し
た
ダ
イ
キ
ン
の
強
み
を
生
か
し
、
他
社
と
差
別
化
し
た
戦
略
を
実
行
に
移
す
た
め
に
活

用
さ
れ
た
。

第
一
に
、
商
品
戦
略
で
は
先
進
イ
メ
ー
ジ
と
信
頼
性
を
重
視
し
た
高
級
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る
こ
と
に
注
力
し

た
。
他
社
製
品
と
差
別
化
し
た
高
級
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
、
後
発
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
ダ
イ
キ
ン
が
築
き
上
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
現
地
で
供
給
す
る
製
品
が
最
先
端
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
、
現
地
生
産
の
品
質
保
証
水
準
を
高
レ
ベ
ル
で
維
持
す
る
こ

と
、
部
品
の
調
達
に
当
た
っ
て
は
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
な
ど
が
不
可
欠
で
あ
る
。
商
品
戦
略
で
は
、
上
海
で
現
地
生
産

を
始
め
た
こ
ろ
に
中
国
で
は
主
流
で
あ
っ
た
床
置
き
式
の
エ
ア
コ
ン
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
天
井
埋
め
込
み
カ
セ
ッ
ト
型
を

中
心
に
し
た
。
中
国
市
場
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
空
調
文
化
を
創
造
し
、
新
し
い
市
場
を
創
造
す
る
た
め
の
営

業
戦
略
で
あ
っ
た
。
中
国
市
場
に
合
わ
な
い
と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
が
、
他
社
と
の
差
別
化
と
ダ
イ
キ
ン
の
特
徴
を
打
ち
出

す
た
め
に
は
カ
セ
ッ
ト
型
を
訴
え
て
い
く
以
外
に
な
い
し
、
必
ず
カ
セ
ッ
ト
型
に
市
場
は
動
い
て
い
く
と
い
う
確
信
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。
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が
集
ま
る
北
京
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
十
月
に
は
ダ
イ
キ
ン
北
京
事
務
所
が
開

設
さ
れ
、
政
府
機
関
と
の
連
絡
や
情
報
の
受
発
信
な
ど
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
中
国
と
い
う
地
理
的
に
巨
大
か
つ
異
な
る
気
候
条
件
を
持
つ
市
場
へ
の
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
、

ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
市
場
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い
た
華
南
地
域
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
一
九
九
七
年
五
月
に
広
州
大
金
空
調
有
限
公
司
を
ダ
イ
キ
ン
香
港
の
一
〇
〇
％
子
会
社
と
し
て
設
立
し
、
華
南

地
域
の
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
網
の
構
築
と
、
現
地
生
産
品
・
輸
入
品
の
販
売
を
担
う
こ
と
と
し
た
。
華
南
地
域
の
設
備
業
者
の

開
発
は
九
六
年
ま
で
に
一
四
店
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
二
〇
〇
店
に
ま
で
増
や
そ
う
と
い
う
計
画

を
立
て
た
。
さ
ら
に
、
特
約
店
も
九
六
年
の
五
七
店
か
ら
二
〇
〇
店
に
ま
で
増
や
し
、
サ
ー
ビ
ス
認
定
店
や
工
事
認
定
店
に

つ
い
て
も
、
同
じ
目
標
を
設
定
し
た
。
こ
う
し
て
華
南
地
域
は
広
州
大
金
、
華
東
地
域
に
つ
い
て
は
、
上
海
大
金
協
昌
と
ダ

イ
キ
ン
工
業
の
上
海
事
務
所
が
担
当
し
、
華
北
地
域
と
内
陸
部
は
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
北
京
事
務
所
が
担
当
す
る
と
い
う
体
制

を
整
え
た
（
図
5
│

9
）。

中
国
事
業
の
戦
略
と
体
制
は
整
備
さ
れ
た
が
、
し
か
し
実
際
の
事
業
が
最
初
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。

上
海
大
金
協
昌
の
現
地
生
産
が
始
ま
る
直
前
、
一
九
九
七
年
一
月
と
二
月
の
販
売
は
、
年
間
の
目
標
に
対
し
て
二
％
に
も
満

た
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
販
売
促
進
の
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
否
定
し
て
き
た
卸
ル
ー
ト
で
の
販
売
と
値
下
げ
が
、

一
度
は
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
、
周
到
に
準
備
を
進
め
て
き
た
こ
と
は
必
ず
成
果
と
な
っ
て
現
れ
る
、
と
い
う
確
信
の
も
と

に
戦
略
の
変
更
は
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、
も
し
も
戦
略
を
変
え
て
い
た
な
ら
、
そ
の
後
の
中
国
で
の
発
展
は
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

上
海
大
金
協
昌
は
、
こ
う
し
て
一
九
九
七
年
三
月
に
生
産
を
開
始
し
、
五
月
九
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

に
問
題
を
洗
い
出
す
と
同
時
に
社
員
の
教
育
を
進
め
、
品
質
管
理
を
重
視
し

た
生
産
ラ
イ
ン
を
築
い
て
い
っ
た
。「
悪
い
商
品
は
一
点
も
外
に
出
さ
な
い
」

と
い
う
方
針
を
徹
底
し
、
工
場
で
は
購
入
部
品
の
全
数
検
査
、
工
程
内
の
内

部
検
査
、
頻
繁
な
製
品
監
査
を
重
ん
じ
た
。
工
場
の
製
造
人
員
に
占
め
る
検

査
人
員
の
比
率
は
、
日
本
の
五
％
に
対
し
て
中
国
で
は
二
五
％
に
も
及
ん
だ
。

第
四
に
、
サ
ー
ビ
ス
体
制
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
同
じ
く
二
四
時
間

三
六
五
日
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
サ
ー
ビ
ス
対
応
を
徹
底
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
自
社
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
構
築
し
、
営
業
販
売
に
先
行

し
た
サ
ー
ビ
ス
認
定
店
の
開
発
に
努
め
た
。
ま
た
、
中
国
で
は
初
め
て
と
な

る
空
調
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
中
国
全
土
か
ら
空
調
技
術
の
研
修

を
受
け
入
れ
た
。
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
の
金
岡
研
修
所
と
同
規
模
で
、

約
二
〇
〇
名
の
受
講
者
が
受
け
入
れ
可
能
な
規
模
で
あ
っ
た
。

中
国
事
業
推
進
体
制
の
確
立

中
国
で
の
エ
ア
コ
ン
事
業
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
将
来
が
か
か
っ
た
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か

も
、
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
ダ
イ
キ
ン
社
員
に
は
、
海
外
赴
任
は
初
め
て
と
い
う
社
員
も
少
な
く
な
く
、
加
え
て
中
国
固
有
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
も
た
び
た
び
遭
遇
し
、
い
ば
ら
の
道
を
行
く
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

と
く
に
、
中
国
で
企
業
活
動
を
行
う
際
に
は
中
央
政
府
の
許
認
可
に
関
わ
る
事
項
が
多
く
、
政
府
機
関
が
集
中
し
、
情
報

上海大金協昌を立ち上げた人たち（右から 2 人目が田谷野総経
理）
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一
方
、
一
九
九
七
年
三
月
に
生
産
を
開
始
し
た
西
安
大
金
慶
安
圧
縮
機
有
限
公
司
（
西
安
大
金
）
は
、
計
画
に
比
べ
中
国

市
場
の
ス
ク
ロ
ー
ル
化
率
が
上
昇
せ
ず
、
販
売
量
は
落
ち
込
み
、
売
価
も
ダ
ウ
ン
し
て
い
た
。
ま
た
、
合
弁
相
手
と
の
意
思

疎
通
や
業
務
上
の
協
力
関
係
も
う
ま
く
い
か
ず
、
九
八
年
に
は
工
場
稼
働
率
が
一
〇
％
程
度
ま
で
下
が
っ
た
時
期
が
あ
り
、

撤
退
も
止
む
な
し
と
い
う
意
見
す
ら
あ
っ
た
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
、
中
国
国
内
の
有
力
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
、
①
ダ

イ
キ
ン
工
業
の
幹
部
自
ら
訪
問
す
る
、
②
ユ
ー
ザ
ー
を
日
本
に
招
き
、
工
場
を
見
て
も
ら
う
、
③
ユ
ー
ザ
ー
を
西
安
大
金
に

招
き
、
製
造
管
理
の
徹
底
や
品
質
の
高
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
「
三
点
セ
ッ
ト
」
営
業
の
実
行
だ
っ
た
。
こ
の
戦

略
は
功
を
奏
し
、
九
九
年
に
は
売
上
高
が
前
年
の
三
倍
以
上
に
急
増
し
、
単
年
度
で
の
黒
字
を
実
現
し
た
。
そ
の
後
、
西
安

大
金
は
九
九
年
と
二
〇
〇
〇
年
に
、
設
備
投
資
を
実
行
し
て
ス
ク
ロ
ー
ル
の
内
製
比
率
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
販
売

額
を
増
加
さ
せ
た
。

拡
大
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
開
拓

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
は
、
地
域
的
に
気
候
の
差
が
大
き
く
、
所
得
水
準
な
ど
に
も
格
差
が
あ
っ
て
、
一
体
的
に
語
る
こ
と
は

難
し
い
。
ま
た
夏
に
な
っ
て
も
、
中
・
北
欧
で
は
冷
房
を
入
れ
な
け
れ
ば
過
ご
せ
な
い
と
い
う
日
は
少
な
く
、
空
調
へ
の
需

要
は
容
易
に
は
広
が
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
の
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
空
調

に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
び
と
の
考
え
方
が
変
わ
り
、
需
要
の
広
が
る
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
た
。
空
調
が
、
ま
だ
成
熟
段

階
に
入
っ
て
い
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
空
調
市
場
は
成
長
し
つ
つ
あ
っ
て
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
の
三
一
億
ユ
ー
ロ
か

ら
二
〇
〇
二
年
に
は
五
二
億
ユ
ー
ロ
へ
と
拡
大
し
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
製
品
を
生

産
・
供
給
し
て
い
け
ば
、
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
確
信
と
拡
大
す
る
市
場
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
、
ダ
イ
キ
ン
の

れ
た
。
そ
の
後
ダ
イ
キ
ン
は
、
合
弁
先
で
あ
る
上
海
協
昌
有
限
公
司
が
、

主
力
製
品
で
あ
る
ミ
シ
ン
事
業
の
不
振
か
ら
経
営
再
建
の
必
要
が
生
じ

た
た
め
、
資
本
金
出
資
比
率
の
変
更
を
中
国
側
と
交
渉
し
た
。
そ
の
結

果
、
ダ
イ
キ
ン
側
の
出
資
比
率
は
七
〇
％
に
上
が
り
、
協
昌
側
の
出
資

は
同
社
の
親
企
業
で
あ
る
上
海
軽
工
業
集
団
の
対
外
企
業
投
資
部
門
、

上
海
軽
工
業
対
外
経
済
技
術
合
作
有
限
公
司
に
引
き
継
が
れ
た
。
ま
た
、

同
時
に
社
名
も
、
九
九
年
か
ら
上
海
大
金
空
調
有
限
公
司
と
変
更
さ
れ

た
。
上
海
大
金
は
、
現
地
生
産
を
開
始
し
た
あ
と
着
実
に
販
売
を
伸
ば

し
、
二
年
目
に
は
単
年
度
で
の
黒
字
を
実
現
し
た
。
九
七
年
度
の
売
上

高
は
二
六
億
円
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
七
二
億
円
、

二
〇
〇
一
年
度
に
は
一
二
〇
億
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
、
当
初
か
ら
生
産
し
て
い
た
天
井
埋
め
込
み
カ
セ
ッ
ト
型
に

加
え
て
、
九
八
年
三
月
に
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
（
中
国
名
、
三
冠
王
）
を
、
九
九
年
三
月
か
ら
は
、
業
務
用
マ
ル
チ
シ
ス
テ

ム
「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
の
生
産
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
主
力
製
品
で
あ
る
ビ
ル
用
の
マ
ル
チ
シ
ス
テ
ム
の
投
入
は
、

生
産
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
上
海
大
金
の
質
的
な
飛
躍
が
必
要
で
あ
り
、
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
。
ま
た
実
際
、
当
初
は
予
定
し
て
い
た
ほ
ど
の
売
れ
行
き
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
商
品
を
扱
っ
て
い
る

こ
と
が
、
工
場
お
よ
び
販
売
店
の
技
術
力
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
中

国
事
業
を
強
固
に
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
判
断
か
ら
、
導
入
が
決
定
し
た
。
そ
し
て
結
果
的
に
も
、
ダ
イ
キ
ン
の
中
国

事
業
を
支
え
る
主
力
商
品
と
し
て
成
長
し
、
中
国
の
空
調
文
化
の
発
展
に
も
貢
献
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

図 5─9　中国の地域別に見たPAの需要規模 
（1995 年）

15.1 万台

華北

北京

大連

上海

華東

内陸
西安

重慶 武漢

華南

広州

4.9 万台

2.6 万台 17.4 万台
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方
針
と
の
関
係
が
弱
ま
っ
て
し
ま
う
。
ユ
ー
ザ
ー
や
小
売
店
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
と
き
に
は
代
理

店
か
ら
嫌
な
顔
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
と
く
に
、
独
占
販
売
権
を
有
し
て
い
た
代
理
店
と
の
関
係
は
難
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
販
売
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
で
拡
販
戦
略
を
ダ
イ
キ
ン
流
に
展
開
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
各
地
域
に
は
長
年
取
引
を
行
っ
て
き
た
既
存
の
代
理
店
が
存
在
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
代

理
店
を
買
収
す
る
方
向
で
自
前
の
販
社
設
立
が
進
め
ら
れ
た
。
表
5
│

5
に
あ
る
よ
う
に
、
ベ
ル
ギ
ー
の
あ
と
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
に
、
相
次
い
で
販
社
が
設
立
さ
れ
た
。

欧
州
戦
略
は
積
極
路
線
へ
と
舵
を
切
っ
て
い
く
。

こ
う
し
て
ダ
イ
キ
ン
の
欧
州
事
業
は
、
ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
）
が
、
一
九
九
八
年
に
二
五
周
年
を
迎
え

る
前
後
か
ら
急
速
に
変
化
し
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
九
〇
年
代
初
め
に
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
で
は
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
経
済
統
合
に
対
応
し
て
、
セ
パ
レ
ー
ト
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
室
内
外
機
、
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
室
外
機
、＂
ス
カ

イ
エ
ア
＂
室
外
機
の
生
産
移
管
が
進
み
、
生
産
規
模
は
拡
大
し
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
古
く
か
ら
事
業
を

展
開
し
て
き
た
地
域
で
も
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
高
め
る
戦
略
上
か
ら
も
、
発
展
が
期
待
さ
れ
る
地
域
で

あ
っ
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
創
業
か
ら
黎
明
期
を
経
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
事
業
は
九
三
年
ご
ろ
か
ら
市
場
へ
積
極
的
に
展
開

し
て
い
く
第
二
ス
テ
ッ
プ
に
入
り
、
生
産
能
力
も
拡
大
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
は
、
九
五
年

か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
売
り
上
げ
を
倍
増
す
る
計
画
を
示
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
の
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
工
場
稼
働
率
は
五
〇
〜
六
〇
％
と
低
く
、
収
益
性
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

一
九
九
五
年
三
月
に
は
全
社
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
販
売
体
制
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
方
策
、
中
大
型
チ

ラ
ー
の
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
・
開
発
生
産
対
応
、
物
流
体
制
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
空
調
市
場
の〈
夜
明
け
〉に
向
け
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
で
の
展
開
の
た
め
に
、
ま
ず
進
め
ら
れ
た
の
が
販
売
力
の
強
化
、
と
く
に
自
前
の
販
社
の
設
立
で
あ
っ

た
。
ダ
イ
キ
ン
の
初
期
の
海
外
展
開
で
は
、
市
場
や
商
売
上
の
慣
行
へ
の
知
識
が
乏
し
く
販
売
量
も
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、

そ
の
地
域
の
専
門
店
な
ど
に
販
売
権
を
与
え
、
代
理
店
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
代
理
店
販
売
に
は
問
題
が

あ
っ
た
。
販
売
が
間
接
的
に
な
る
た
め
、
ダ
イ
キ
ン
流
の
販
売
戦
略
を
展
開
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
ま
た
ダ
イ
キ
ン
全
体
の

表 5─5　ヨーロッパにおける販社の設立
販社名 設立年

ダイキンベルギー社 1982 年
スベンスカダイキン社 1982 年
ダイキンフランス社 1993 年
ダイキンドイツ社 1998 年
ダイキンセントラルヨーロッパ社 1999 年
ダイキンスペイン社 2000 年
ダイキンポーランド社 2001 年
ダイキンイタリア社 2002 年

ダイキンエアコンディショニングドイツ社（DAG）と同社
の設立懇親会（右から，佐藤DENV社社長，高木取締役グ
ローバル戦略本部長，田中取締役空調営業本部長，ローレ
ンスDAG社社長，ホーレルベーケDENV社副社長）
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人
員
の
増
強
、
営
業
拠
点
数
の
拡
張
・
機
能
強
化
も
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
数
お
よ
び
営
業
拠
点
数
が
増
加
し
、

売
上
高
は
九
七
年
に
一
度
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
毎
年
増
加
し
て
市
場
シ
ェ
ア
も
高
ま
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
位
に
な
っ

た
。
ダ
イ
キ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
る
販
売
店
開
発
、
ス
ペ
ッ
ク
イ
ン
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、
戦
略
的
に
展
開
し
て

い
っ
た
こ
と
の
成
果
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
Ｄ
Ａ
Ｆ
社
は
、
一
九
九
九
年
に
は
「
率
の
経
営
」
に
取
り
組
ん
だ
。「
率
の
経
営
」
を
具
体
的
に
展
開
し
、
そ
し

て
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
を
な
す
べ
き
か
、
経
営
幹
部
か
ら
担
当
者
ま
で
の
ベ
ク
ト
ル
合
わ
せ
を
徹
底
し
て
行
い
、

有
利
子
負
債
の
削
減
、
現
金
回
収
の
推
進
、
遅
延
債
権
の
解
消
、
問
題
債
権
の
極
小
化
、
在
庫
の
圧
縮
な
ど
を
進
め
た
。

九
九
年
中
に
は
目
標
を
達
成
し
、
期
末
に
は
無
借
金
経
営
に
移
行
し
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
に
対
す
る
支
払
い
サ
イ
ト
も

九
〇
日
か
ら
六
〇
日
に
短
縮
す
る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
の
連
結
経
営
に
と
っ
て
も
大
き
な
貢
献
と
な
っ
た
。

自
前
の
販
社
を
ベ
ー
ス
に
し
た
販
売
活
動
は
、
そ
の
後
、
他
の
地
域
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
の
条
件
を
組
み
入
れ
な
が
ら
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ダ
イ
キ
ン
流
の
販
社
活
動
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
支
え
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

競
争
の
新
段
階
と
グ
ロ
ー
バ
ル
八
極
戦
略

ダ
イ
キ
ン
の
空
調
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
極
別
・
国
別
の
戦
略
を
推
進
す
る

も
の
で
、
と
く
に
成
長
を
続
け
る
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
で
は
着
実
に
販
売
を
拡
大
し
て
い
た
。
ま
た
、
為
替
変
動
や
生

産
負
荷
変
動
に
対
応
し
た
柔
軟
な
生
産
・
供
給
体
制
の
確
立
を
進
め
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
機
種
に
つ
い

て
は
、
タ
イ
と
日
本
で
の
並
行
生
産
体
制
を
確
立
し
た
。
こ
の
並
行
生
産
体
制
に
よ
っ
て
、
為
替
変
動
に
応
じ
て
生
産
拠
点

こ
の
な
か
で
ド
イ
ツ
の
買
収
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
独
占
代
理
店
と
の
関
係
を
再
編
し
て
い
く
う
え
で
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
が
、
相
対
的
に
高
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
北
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拠
点
で
あ
る
ド
イ
ツ
は
、
日
系
他

社
な
ど
も
攻
勢
を
か
け
て
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
た
。
販
売
代
理
店
で
あ
る
ク
パ
社
は
、
ギ
ア
・
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
企
業

だ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
が
、
各
部
門
単
位
で
の
収
益
性
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
ク
パ
社
は
空
調
以
外
の
部
門
の
強
化

を
図
っ
て
お
り
、
空
調
部
門
へ
の
積
極
的
な
投
資
に
は
消
極
的
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
買
収
に
よ
っ
て
ド
イ

ツ
市
場
で
自
前
の
販
売
拠
点
を
設
立
し
、
強
固
な
地
位
を
固
め
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
体
制
強
化
を
図
る
う
え
で
不

可
欠
で
あ
っ
た
。
買
収
交
渉
は
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
最
大
の
問
題
は
買
収
価
格
で
あ
っ
た
。
最
終

的
に
提
示
さ
れ
た
価
格
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
予
測
し
て
い
た
価
格
を
大
き
く
上
回
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ダ
イ
キ
ン
の

役
員
会
で
も
買
収
に
対
す
る
反
対
意
見
が
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
九
八
年
の
取
締
役
会
で
決
定
し
た
。
一
販
売
会
社
買
収
の

決
定
だ
っ
た
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
持
つ
意
味
は
大
き
か
っ
た
。

販
社
の
事
業
内
容
に
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
最
も
早
く
ダ
イ
キ
ン
が
自
前
の
販
社
を
設
立
し
た

フ
ラ
ン
ス
は
、
有
力
市
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
北
部
と
南
部
で
気
候
が
違
う
た
め
に
エ
ア
コ
ン
へ
の
ニ
ー
ズ
も
異
な
っ
て

い
た
。
そ
れ
だ
け
に
フ
ラ
ン
ス
市
場
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
市
場
を
確
保
で
き
る
可
能
性
を
示
唆
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
同
時
に
各
国
メ
ー
カ
ー
が
参
入
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
の
激
戦
区
で
も
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
ダ

イ
キ
ン
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
九
〇
年
代
後
半
の
市
場
シ
ェ
ア
は
四
位
、
五
位
に
い
た
。

こ
の
ま
ま
販
売
が
伸
び
な
け
れ
ば
、
ダ
イ
キ
ン
フ
ラ
ン
ス
社
（
Ｄ
Ａ
Ｆ
）
と
し
て
再
編
し
た
こ
と
の
意
味
が
な
い
。
そ
こ

で
、
一
九
九
五
年
か
ら
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
は
特
別
支
援
を
開
始
し
た
。
一
方
で
、
強
力
な
販
売
網
を
確
立
す
る
た
め
、
デ
ィ
ー

ラ
ー
開
発
戦
略
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
直
販
政
策
を
推
進
し
、
ダ
イ
キ
ン
流
の
販
売
店
管
理
手
法
の
定
着
を
図
っ
た
。
ま
た
、
営
業
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越
え
た
提
携
は
、
こ
れ
ま
で
ダ
イ
キ
ン
が
強
か
っ
た
市
場
へ
の
他
企
業
の
進
出
が
考
え
ら
れ
、
ま
す
ま
す
競
争
は
激
化
し
て

い
く
。
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
で
の
環
境
問
題
へ
の
関
心
や
、
企
業
評
価
を
連
結
決
算
に
よ
っ
て
行

う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
企
業
経
営
の
在
り
方
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
エ
ア
コ
ン
事
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
戦
略
も
、
こ
う
し
た
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。

一
九
九
九
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
は
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」
を
受
け
て
、
空
調
グ
ロ
ー
バ
ル
中
期
経
営
計
画
を
策

定
し
、
事
業
改
革
の
方
向
性
と
し
て
保
守
サ
ー
ビ
ス
工
事
会
社
の
設
立
に
よ
る
コ
ア
商
品
の
販
売
支
援
強
化
と
周
辺
事
業
の

取
り
込
み
、
お
よ
び
事
業
を
推
進
す
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
戦
略
を
指
摘
し
、
販
売
戦
略
と
し
て
従
来
の
五
極
に
新
た
に
三

経
済
圏
（
イ
ン
ド
、
中
南
米
、
中
東
）
を
追
加
し
た
。
ま
た
供
給
戦
略
で
は
、
生
産
拠
点
で
の
世
界
同
一
、
最
新
機
種
の
同

時
投
入
体
制
の
構
築
が
加
え
ら
れ
た
。
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
戦
略
と
組
織

の
よ
り
い
っ
そ
う
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

６　

化
学
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
推
進

「
中
期
展
開
計
画
」
と
グ
ロ
ー
バ
ル
四
極
展
開

前
章
で
見
た
よ
う
に
「
三
重
苦
」
の
危
機
を
克
服
し
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
は
徐
々
に
業
績
を
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た
化

学
事
業
で
あ
っ
た
が
、
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
の
第
四

回
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
締
約
国
会
議
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
）
に
お
い
て
、
当
初
は
二
〇
〇
〇
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
特

定
フ
ロ
ン
全
廃
が
、
九
六
年
に
前
倒
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、
フ
ロ
ン
（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
）
規
制
は
加
速
度
的
に
強
化
さ
れ
て

を
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
並
行
生
産
体
制
の
た
め
に
は
、
部
品
調
達
や
グ
ロ
ー
バ
ル
機
の
設
計
、
生
産
能
力
な
ど

の
各
面
で
体
制
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
に
ダ
イ
キ
ン
は
、
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
後
の
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
が
急
速
に

進
み
、
地
域
ご
と
の
個
別
的
戦
略
が
よ
り
精
緻
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
各
市
場
・
生
産
拠
点
の
動
向
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
把
握
し
、
為
替
変
動
に
機
敏
に
反
応
し
て
市
場
・
生
産
拠
点
間
の
関
係
を
管
理
す
る
こ
と
や
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現

す
る
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ス
ト
部
品
調
達
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
そ
の
も
の
を
、
ど
の
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い

く
の
か
に
つ
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
が
規
模
的
に
大
き
く
な
る
な
か
で
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
九
〇
年
代
終
わ
り
に
な

る
と
、
連
結
経
営
、
財
務
構
造
の
革
新
を
進
め
る
た
め
に
不
可
欠
な
、
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
に
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
も
、
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」
で
は
、
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
空
調
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
1
、
ナ
ン
バ
ー
2
で
の
勝
ち
残

り
と
い
う
コ
ア
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
対
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
海
外
の
売
上
比
率
を
四
五
％
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を

方
針
と
し
、
そ
の
た
め
に
地
域
ご
と
の
戦
略
の
明
確
化
と
そ
の
徹
底
展
開
、
さ
ら
に
後
述
す
る
よ
う
に
他
社
と
の
提
携
戦
略

を
進
め
て
い
っ
た
。
最
初
の
経
営
計
画
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
海
外
売
上
比
率
の
目
標
は
三
八
％

だ
っ
た
か
ら
、
わ
ず
か
数
年
間
で
海
外
事
業
の
ウ
ェ
ー
ト
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
か
ら
「
21
Ｄ
」
の
数
年
間
で
、
国
際
的
な
経
営
環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
。
ア
ジ
ア
で
は
、

一
九
九
七
年
の
通
貨
危
機
後
に
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
市
場
の
変
化
が
見
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

韓
国
、
中
国
メ
ー
カ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
拡
大
、
日
米
の
エ
ア
コ
ン
メ
ー
カ
ー
の
提
携
な
ど
が
あ
っ
て
、
従
来
の
日
系
方
式

（
ダ
ク
ト
レ
ス
）
と
米
系
方
式
（
ダ
ク
ト
・
セ
ン
ト
ラ
ル
）
と
の
棲
み
分
け
構
造
が
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
国
境
を
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た
。
第
二
に
、
製
造
面
で
は
現
場
改
善
積
み
上
げ
型
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
だ
っ
た
の
が
、
抜

本
的
製
法
改
革
を
目
指
し
た
新
た
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
推
進
を
行
う
よ
う
に
変
わ
っ
て
い

た
。
第
三
に
、
商
品
開
発
面
で
は
、
後
追
い
型
の
開
発
で
あ
っ
た
が
、
独
自
性
・
差
別
性

を
重
視
し
た
開
発
に
転
換
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
素
材
技
術
の
強
み
を
生
か
し
た
用
途
開

発
、
複
合
材
開
発
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
第
四
に
、
経
営
管
理
面
で
も
戦
略

志
向
が
強
く
な
り
、
収
益
の
管
理
も
地
域
別
・
商
品
別
収
益
管
理
の
徹
底
が
進
ん
だ
。
第

五
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
国
内
・
海
外
の
二
極
展
開
で
考
え
て
い

た
の
を
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
と
い
う
四
極
で
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
な
か
で
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
と
の
関
係
を
、
競
合

だ
け
で
な
く
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
も
意
識
す
る
必
要
を
認
識
し
て
い
っ
た
。
こ
う

し
て
ダ
イ
キ
ン
の
化
学
事
業
部
は
、「
三
重
苦
」
か
ら
中
期
展
開
計
画
を
経
て
、
戦
略
的

思
考
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
、
強
く
押
し
出
し
て
い
く
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。

「
新
中
期
展
開
計
画
」
と
階
段
的
成
長

化
学
事
業
部
が
、
中
期
展
開
計
画
を
実
行
し
て
い
る
さ
な
か
に
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」

が
策
定
さ
れ
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
は
、
中
期
展
開
計
画
の
内
容
を
組
み
入
れ
、
市

場
創
造
型
技
術
戦
略
・
商
品
開
発
戦
略
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
ェ
ア
の
拡
大

に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
2
を
目
指
す
と
し
て
い
た
。
中
期
展
開
計
画
が
目
標
に

い
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
特
定
フ
ロ
ン
の
生
産
量
は
す
で
に
八
九
年
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、
九
五
年
十
一
月
に
は
生
産
が

終
了
し
た
。

特
定
フ
ロ
ン
の
全
廃
に
よ
っ
て
、
収
益
の
柱
で
あ
っ
た
一
〇
〇
億
円
の
事
業
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ダ
イ
キ
ン
は
根

本
的
に
事
業
構
造
の
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
方
向
性
を
示
し
た
の
が
、
一
九
九
三
年
に
策
定
さ
れ
た
「
中
期
展
開
計

画
」
で
あ
る
。「
中
期
展
開
計
画
」
で
は
、
①
生
産
・
販
売
拠
点
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
推
進
、
②
代
替
フ
ロ
ン
開
発
競
争

で
の
勝
利
と
そ
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
、
③
素
材
の
加
工
事
業
、
複
合
事
業
等
の
新
分
野
の
開
拓
、
と
い
う
課
題
が
設
定
さ

れ
た
。
ア
メ
リ
カ
市
場
で
の
現
地
生
産
、
代
替
フ
ロ
ン
の
技
術
・
製
品
開
発
、
新
分
野
開
拓
に
よ
っ
て
、
フ
ロ
ン
規
制
で
失

わ
れ
た
売
り
上
げ
を
カ
バ
ー
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
領
域
を
フ
ッ
素
化
学
事
業
で
確
立
し
、
よ
り
高
い
位
置
に
ダ
イ
キ

ン
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
引
き
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
、
積
極
的
な
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
規
制
フ
ロ
ン
の
全
廃
、
円
高
を
踏
ま
え

て
の
構
造
転
換
シ
ナ
リ
オ
で
あ
り
、
化
学
事
業
部
門
の
収
益
改
善
計
画
と
い
う
位
置
づ
け
で
考
え
ら
れ
て
い
た
。

一
九
九
六
年
を
最
終
年
度
と
す
る
中
期
展
開
計
画
は
、
売
上
高
や
事
業
部
利
益
な
ど
の
数
値
目
標
は
ほ
ぼ
達
成
し
、
成
功

に
終
わ
っ
た
（
図
5
│

10
）。
中
期
展
開
計
画
以
前
に
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
以
外
は
赤
字
で
あ
っ
た
の
に
、
九
六
年
に
は
ほ
と
ん
ど
の

事
業
が
利
益
を
生
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ
社
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
）
も
単
年
度
黒
字
と
な
り
、
Ｄ
Ａ
Ｉ

社
の
生
産
拡
大
に
よ
っ
て
化
学
事
業
の
海
外
比
率
も
、
四
三
％
に
ま
で
上
昇
し
た
。

中
期
展
開
計
画
は
、
当
初
の
数
値
目
標
を
達
成
し
た
だ
け
で
な
く
、
化
学
事
業
に
対
す
る
視
点
そ
の
も
の
の
転
換
を
実
現

さ
せ
た
と
い
う
点
で
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
第
一
に
、
営
業
面
で
は
、
そ
れ
ま
で
は
全
商
品
で
の
拡
大
志
向
と
い

う
性
格
が
強
か
っ
た
が
、
重
点
志
向
の
徹
底
に
よ
る
拡
大
志
向
に
転
換
し
た
。
価
格
に
つ
い
て
も
、
市
場
対
応
型
で
売
価
ダ

ウ
ン
に
追
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
新
た
な
価
格
政
策
を
展
開
し
よ
う
と
し

図 5─10　中期・新中期展開計画の関係

新機軸による
事業拡大
競争力強化

中期展開計画 新中期展開計画 フュージョン 21

'93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 2000 ～
規制フロン全廃，
円高を踏まえての
構造転換シナリオ

＝
収益改善計画

'96 年度目標の達成

21 世紀の飛躍のための
行動指針，中間目標

戦略共有・ベクトル統一
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脂
や
化
成
品
他
の
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
特
定
フ
ロ
ン
か
ら
の
脱
却
と
事
業
の
新
た
な
段
階
へ
の
飛
躍
は
成
功
し
た
と

い
え
よ
う
。

デ
ュ
ポ
ン
社
と
の
新
冷
媒
特
許
ク
ロ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

特
定
フ
ロ
ン
全
廃
を
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
迎
え
た
フ
ロ
ン
業
界
で
は
新
た
な
業
界
再
編
が
進
み
、
フ
ッ
素
化
学

事
業
か
ら
撤
退
す
る
企
業
も
現
れ
た
が
、
競
争
関
係
は
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
た
。
装
置
産
業
で
あ
る
化
学

事
業
で
は
、
生
産
規
模
が
重
要
な
指
標
と
な
る
。
ま
た
、
中
間
材
料
を
含
め
た
他
社
か
ら
の
購
入
が
相
互
に

必
要
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
化
学
事
業
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
関
係
の
も
と
で
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
提
携
関
係
を
視
野
に
入
れ
た
競
争
戦
略
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
ダ
イ
キ
ン
と
デ
ュ
ポ
ン
社
（
ア
メ
リ
カ
）
は
、
オ
ゾ
ン
破
壊
係
数
ゼ
ロ
の
代

替
フ
ロ
ン
に
関
し
て
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結
し
た
。
締
結
し
た
の
は
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
冷
媒
４
１
０
Ａ
、

４
０
７
Ｃ
に
つ
い
て
で
、
二
十
一
世
紀
の
ダ
イ
キ
ン
空
調
機
の
主
力
冷
媒
と
し
て
活
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

従
来
は
、
エ
ア
コ
ン
に
利
用
さ
れ
て
き
た
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
２
２
の
代
替
冷
媒
と
な
る
Ｈ
Ｆ
Ｃ
４
０
７
Ｃ
は
、
そ
の

特
性
上
、
冷
房
に
比
較
的
適
し
た
冷
媒
と
い
わ
れ
、
冷
房
に
重
点
を
置
い
て
設
計
さ
れ
て
い
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

エ
ア
コ
ン
や
、
冷
房
専
用
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

Ｈ
Ｆ
Ｃ
４
１
０
Ａ
は
冷
房
に
加
え
、
大
き
な
暖
房
能
力
を
発
揮
で
き
る
冷
媒
で
あ
る
た
め
、
暖
房
ニ
ー
ズ
に

よ
り
重
点
を
置
い
て
設
計
さ
れ
る
イ
ン
バ
ー
タ
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
は
、
そ
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

契
約
調
印
は
、
一
九
九
七
年
二
月
に
ダ
イ
キ
ン
本
社
で
行
わ
れ
、
ダ
イ
キ
ン
側
は
奥
村
取
締
役
事
業
部
長
、

近
い
成
果
を
上
げ
た
の
で
、
次
は
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
に
示
さ
れ
た
目
標
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
新
た
に

一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
ま
で
を
対
象
と
し
た
新
中
期
展
開
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

新
中
期
展
開
計
画
の
狙
い
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
の
目
標
達
成
を
確
実
に
し
、
一
九
九
八
年
の
利
益
目
標
を
九
六
年

の
倍
に
当
た
る
一
〇
〇
億
円
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
第
一
に
、
商
品
別
戦
略
と
し
て
一
九
の
Ｓ
Ｂ
Ｕ
を
設
定
し
、
赤

字
商
品
の
撲
滅
、
高
収
益
商
品
の
強
化
、
そ
し
て
大
型
商
品
の
輩
出
を
狙
っ
た
。
第
二
に
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
市
場
創
造
戦

略
を
展
開
す
る
た
め
に
、
新
地
域
事
業
の
創
出
、
新
用
途
展
開
を
進
め
た
。
新
地
域
事
業
の
創
出
で
は
、
後
述
す
る
中
国
へ

の
本
格
立
地
が
検
討
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
の
第
二
次
発
展
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
国
・
韓
国
な
ど
ア
ジ

ア
へ
の
ミ
ニ
拠
点
化
計
画
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
第
三
に
、
新
機
軸
に
よ
る
事
業
領
域
拡
大
で
あ
る
。
こ
れ
は
素
材
か
ら
川

下
を
中
心
に
考
え
ら
れ
、
具
体
的
に
は
Ｓ
Ｕ
Ｍ
（
表
面
改
質
）
領
域
事
業
と
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
（
先
進
的
高
分
子
加
工
）
事
業
が
あ
っ

た
。
第
四
に
、
技
術
戦
略
の
確
立
と
周
辺
技
術
の
強
化
で
あ
る
。
第
五
に
、
総
合
生
産
戦
略
に
お
け
る
最
適
立
地
構
想
で
あ

る
。
そ
し
て
第
六
に
、
戦
略
的
提
携
に
よ
る
競
争
力
強
化
で
あ
る
。
提
携
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
デ
ュ
ポ
ン
社
と
の
新
冷

媒
特
許
の
ク
ロ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
が
進
め
ら
れ
た
。

新
中
期
展
開
計
画
の
目
標
で
あ
っ
た
連
結
で
の
利
益
一
〇
〇
億
円
は
、
目
標
年
度
よ
り
も
一
年
早
い
一
九
九
七
年
に
達
成

し
、
さ
ら
に
九
八
年
は
売
上
高
・
利
益
と
も
拡
大
し
た
。
九
八
年
に
は
、
新
た
に
二
〇
〇
三
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
「
化

学
事
業
の
成
長
戦
略
」
を
作
成
し
、
高
収
益
性
を
維
持
し
つ
つ
、
連
結
・
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
経
営
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、

戦
略
の
高
度
化
と
実
行
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
、
化
学
事
業
を
階
段
的
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

一
九
九
〇
年
代
後
半
、
化
学
事
業
の
変
化
は
構
造
的
な
変
化
で
あ
り
、
競
争
力
を
高
め
な
が
ら
事
業
と
し
て
、
質
的
に
も

量
的
に
も
成
長
し
て
い
っ
た
。
商
品
別
の
売
り
上
げ
構
成
で
は
、
表
5
│

6
に
あ
る
よ
う
に
フ
ロ
ン
の
比
重
が
低
下
し
、
樹

表 5─6　化学事業の商品別売り上げ構成と売上高
化成品他 フロンガス 樹　脂 合　　計

1994 年 21％ 29％ 50％ 524 億円
2000 年 29％ 11％ 60％ 962 億円
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で
、
対
象
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
広
げ
る
積
極
的
な
販
売
活
動
の
展
開
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
な
お
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
22

と
Ｒ
５
０
２
代
替
Ｈ
Ｆ
Ｃ
冷
媒
の
特
徴
は
、
表
5
│

8
の
と
お
り
で
あ
る
。

海
外
で
の
事
業
拡
大

化
学
事
業
の
海
外
事
業
比
率
は
、
す
で
に
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
に
は
五
〇
％
に
達
し
て
い
た
。
九
〇
年
に
は
、
海
外

事
業
比
率
は
一
六
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
短
期
間
か
つ
急
速
に
高
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
九
〇
年
代
に
成

熟
化
し
て
伸
び
悩
ん
で
い
た
日
本
市
場
か
ら
、
海
外
の
成
長
市
場
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
が
、
九
〇
年
代
後
半
の
化
学
事
業
の

好
調
で
あ
っ
た
一
つ
の
要
因
で
も
あ
る
。

一
九
九
一
年
に
設
立
し
た
ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ
社
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
）
は
、
九
四
年
か
ら

Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
の
生
産
を
開
始
し
、
当
初
は
故
障
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
し
だ
い
に
操
業
は

安
定
し
た
。
九
五
年
に
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｐ
／
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
の
商
業
生
産
を
開
始
し
、
九
六
年

に
は
単
年
度
黒
字
に
な
っ
て
、
九
八
年
に
は
累
損
を
一
掃
し
た
。
と
く
に
Ｆ
Ｅ
Ｐ
樹

脂
は
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
に
使
用
さ
れ
る
た
め
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
国
内
の
Ｉ
Ｔ
化

の
波
に
乗
っ
て
大
き
く
需
要
が
伸
び
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
の
重
要
な
収
益
源
と
な
っ
て
い
た
。

Ｆ
Ｅ
Ｐ
樹
脂
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
五
〇
％
近
い
シ
ェ
ア
に
ま
で
達
し
た
。
九
七
年

に
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
は
、
現
在
の
事
業
の
確
実
な
拡
大
の
た
め
、
ダ
イ
キ
ン
の
強
み
を
生
か

し
た
新
規
事
業
の
展
開
、
Ｆ
Ｅ
Ｐ
偏
重
の
利
益
体
質
の
改
善
、
研
究
開
発
機
能
の
拡

充
な
ど
を
含
め
た
第
二
次
発
展
計
画
を
ま
と
め
た
。
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
の
早
期
事
業
基
盤
確

デ
ュ
ポ
ン
社
の
グ
ラ
ス
副
社
長
と
の

間
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
ク
ロ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に

よ
っ
て
ダ
イ
キ
ン
は
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ

４
１
０
Ａ
、
４
０
４
Ａ
を
日
本
、
ア

ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
、
す
で
に
販

売
可
能
な
Ｈ
Ｆ
Ｃ
４
０
７
Ｃ
を
日
本
、

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
加
え
て
、

中
国
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
で

販
売
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

（
表
5
│

7
）。
つ
ま
り
、
日
本
で
製

造
し
た
冷
媒
を
滋
賀
製
作
所
や
堺
製

作
所
、
タ
イ
の
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
、
中
国
の

上
海
大
金
協
昌
な
ど
へ
供
給
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
特

許
ラ
イ
セ
ン
ス
が
な
か
っ
た
た
め
、

こ
れ
ま
で
は
供
給
で
き
な
か
っ
た
地

域
で
の
販
売
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

表 5─7　デュポン社との提携によるダイキンの販売可能地域の変化
日本 アジア アメリカ ヨーロッパ

HCFC22 代替
R410A ×⇒○ ×⇒○ × ×
R407C ○ △⇒○ ○ ○

R502 代替 R404A ×⇒○ ×⇒○ ×⇒△ ×
注 1）○：販売可能，△：条件つきで販売可能，×：販売不可．
　 2）⇒は今回変更になったところ．

表 5─8　HCFC22，R502 代替 HFC冷媒の特徴
品　種 特　徴 使用機種

HCFC22
代替

R410A

HFC32/125（混合比率：WT％　50/50）

空調機用冷媒
（ルームエアコン・
パッケージエアコ
ン）等

・圧力は HCFC22の 1.5 倍と高いため，設計・製
造・流通・販売・施工の工程で，HCFC22と異
なった対応が必要．

・擬似共沸なので，HCFC22なみの取り扱いが可能．
・高圧冷媒のため，大きな暖房能力を発揮できる．

R407C

HFC32/125/134a（混合比率：WT％　23/25/52）
・圧力はHCFC22に近いため，設計・製造・流通・
販売・施工の工程で，HCFC22とほぼ同等の扱
いが可能．

・非共沸なので，液充塡することが必要など，サー
ビス面で若干の配慮が必要．
・冷房に比較的適した冷媒．

R502
代替 R404A

HFC125/143a/134a（混合比率：WT％　44/52/4） ショーケース
冷凍機
冷凍コンテナー
等冷媒

・R502より若干性能は低下するが，吐出温度が下
げられる．

LANケーブルに使用された FEP樹脂
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ム
を
短
縮
し
、
品
質
改
良
要
求
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
対
応
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
判
断
か
ら
、
現
地
生
産
に
踏
み

切
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｄ
Ｃ
Ｎ
社
は
、
生
ゴ
ム
を
淀
川
製
作
所
か
ら
輸
入
し
て
い
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
一
貫
生
産
を
強
化

す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
一
年
に
ダ
イ
キ
ン
ケ
ミ
カ
ル
フ
ラ
ン
ス
社
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
）
を
リ
ヨ
ン
に
設
立
す
る
。

中
国
に
お
け
る
重
点
戦
略

中
国
を
含
む
ア
ジ
ア
市
場
は
、
化
学
事
業
に
と
っ
て
成
長
性
の
高
い
市
場
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
め

か
ら
化
学
事
業
の
中
国
で
の
展
開
を
検
討
し
て
い
た
。
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
七
月
に
は
、
中
国
の
フ
ッ
素
化
学
メ
ー

カ
ー
九
社
を
中
心
に
、
市
場
、
原
料
、
設
備
等
の
調
査
を
行
い
、
進
出
場
所
と
合
弁
パ
ー
ト
ナ
ー
を
検
討
し
た
。
ア
ジ
ア
市

場
は
、
市
場
価
格
が
安
く
低
コ
ス
ト
で
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
、
欧
米
の
主
力
メ
ー
カ
ー
も
進
出
を
検
討

し
て
い
た
た
め
、
早
急
に
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
は
、
中
国
へ
の
進
出
は
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
考
え
ら
れ
て
い
た
。
第
一
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
ア
ジ

ア
・
中
国
市
場
で
需
要
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
系
の
製
品
を
現
地
生
産
す
る
。
そ
し
て
、
第
二
ス
テ
ッ
プ
で
は
、

将
来
的
に
市
場
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
フ
ッ
素
ゴ
ム
、
溶
融
樹
脂
Ｆ
Ｅ
Ｐ
の
現
地
生
産
を
行
う
。
そ
し
て
第
三
ス
テ
ッ
プ
は
、

販
売
対
象
市
場
を
全
世
界
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
拠
点
と
し
て
中
国
で
の
生
産
拡
大
、
業
容
拡
大
を
進
め
る
の
で
あ
る
。

中
国
の
合
弁
企
業
設
立
は
、
こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
初
ダ
イ
キ
ン
が
合
弁
相
手
先
と
し
て
考
え
て
い
た
中
国
側
企
業
と
、
工
場
用
地
の
取
得
な
ど
を
め
ぐ
っ
て

問
題
が
発
生
し
た
。
そ
の
た
め
、
交
渉
に
手
間
ど
っ
て
、
第
一
ス
テ
ッ
プ
の
計
画
を
変
更
し
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
限
定

化
し
た
形
で
上
海
に
生
産
拠
点
を
設
立
す
る
こ
と
と
し
た
。
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
の
需
要
は
、
厨
房
器
と
家
電
製
品
が
ほ
ぼ

立
と
、
操
業
三
年
目
で
の
単
年
度
黒
字
化
達
成
に
つ
い
て
は
、
社
長
表
彰
制
度
が
改
正
さ
れ
て
以
降
初
め
て
の
社
長
大
賞
が
、

Ｄ
Ａ
Ｉ
社
の
全
従
業
員
お
よ
び
関
連
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
授
与
さ
れ
た
。

順
調
に
推
移
し
て
い
た
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
九
年
五
月
に
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
工
場
の
Ｔ
Ｆ
Ｅ
モ
ノ
マ
ー
精
製
工

程
で
シ
リ
カ
ゲ
ル
塔
の
爆
発
事
故
が
発
生
し
、
三
名
の
従
業
員
が
死
亡
し
た
。
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
は
、
操
業
開
始
以
来
二
四
二
万
時

間
に
わ
た
っ
て
、
休
業
災
害
な
し
の
記
録
を
維
持
し
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
事
故
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。
事
故
後
、
た
だ

ち
に
事
故
原
因
の
特
定
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
二
度
と
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
安
全
対
策
と
、
従
業
員
教
育
の
徹
底

が
図
ら
れ
た
。
事
故
原
因
は
、
解
体
・
組
み
立
て
時
の
作
業
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
と
く
に
安
全
教
育
・
安
全

認
定
な
ど
に
つ
い
て
、
時
間
を
か
け
て
教
育
が
行
わ
れ
た
。
設
備
の
修
復
が
完
了
し
、
安
全
対
策
が
徹
底
す
る
ま
で
の
約
三

カ
月
間
に
わ
た
っ
て
生
産
は
停
止
し
、
そ
の
後
八
月
に
入
っ
て
順
次
生
産
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
の
事
故
を
教
訓
に
Ｄ
Ａ
Ｉ
社

は
、
よ
り
安
全
対
策
に
配
慮
し
た
企
業
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

化
学
事
業
部
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
海
外
展
開
先
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
に
計
画
し
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

一
九
九
二
年
に
ダ
イ
キ
ン
ケ
ミ
カ
ル
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
（
Ｄ
Ｃ
Ｅ
）
を
設
立
し
た
。
当
初
は
、
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
会
社
で

あ
っ
た
が
、
九
四
年
か
ら
は
販
売
会
社
化
し
た
。
そ
し
て
、
九
八
年
に
は
フ
ッ
素
ゴ
ム
の
プ
レ
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
生
産
拠
点
と

し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
に
ダ
イ
キ
ン
ケ
ミ
カ
ル
ネ
ザ
ー
ラ
ン
ド
社
（
Ｄ
Ｃ
Ｎ
）
を
設
立
し
た
。
原
材
料
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
商
品

開
発
・
改
良
に
関
す
る
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
応
え
る
た
め
に
は
、
生
ゴ
ム
同
士
の
ブ
レ
ン
ド
、
生
ゴ

ム
の
性
能
を
引
き
出
す
加
硫
薬
剤
の
混
合
技
術
で
あ
る
プ
レ
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
技
術
の
充
実
と
、
市
場
の
最
寄
り
化
が
重
要
な

カ
ギ
に
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
フ
ッ
素
ゴ
ム
の
プ
レ
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
対
象
品
種
の
市
場
で
あ
る
。
そ
し

て
Ｄ
Ｃ
Ｅ
社
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ゴ
ム
の
拡
販
に
は
、
プ
レ
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
技
術
・
設
備
の
現
地
化
を
行
い
、
リ
ー
ド
タ
イ
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資
を
計
画
し
て
い
た
。
中
国
市
場
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
可
能
性
が
あ
る
と
同
時
に
、
激
し
い
競
争
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
だ

け
に
リ
ス
ク
も
大
き
く
、
か
つ
難
し
い
投
資
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
中
途
半
端
な
計
画
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
中
国
化
工
部
は
、
江
蘇
省
常
熟
市
（
現
在
は
蘇
州
市
に
属
す
る
）
に
フ
ッ
素
化
学
基
地
化
構
想
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
化
工
部
の
全
面
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
て
、
中
国
で
は
ま
だ
未
成
熟
な
川
上
か
ら
川
下
ま

で
の
フ
ッ
素
化
学
の
発
展
基
盤
確
立
へ
向
け
て
、
戦
略
的
な
提
携
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
一
九
九
八
年
に
は
、
ダ
イ

キ
ン
と
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
の
間
で
フ
ッ
素
化
学
事
業
で
の
広
範
囲
な
協
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
、
九
九
年
二

月
に
常
熟
事
務
所
を
開
設
し
て
、
工
場
建
設
の
準
備
に
当
た
っ
た
。
九
八
年
四
月
に
は
、
大
金
中
化
建
化
学
貿
易
（
上
海
）

有
限
公
司
を
ダ
イ
キ
ン
と
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
の
合
弁
で
設
立
し
（
ダ
イ
キ
ン
八
〇
％
）、
生
産
拠
点
で
商
業
生
産
を
始
め
る
ま
で

の
プ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
独
自
の
販
売
網
の
確
立
と
中
国
で
新
し
い
市
場
を
開
発
す
る
た
め
、
市
場
創
造
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

化
学
事
業
部
の
ア
メ
リ
カ
進
出
に
次
ぐ
中
国
で
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
う
し
て
二
〇
〇
〇
年
の
生
産
稼
働
を
目

指
し
て
準
備
が
進
め
ら
れ
た
が
、
合
弁
企
業
設
立
が
遅
れ
た
た
め
生
産
稼
働
時
期
も
ず
れ
込
ん
で
い
っ
た
。
さ
ら
に

二
〇
〇
〇
年
九
月
に
は
、
常
熟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
合
弁
か
ら
独
資
に
方
針
が
転
換
さ
れ
た
。
常
熟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
〇
一

年
四
月
に
独
資
で
大
金
フ
ッ
素
化
学
（
中
国
）
有
限
公
司
を
設
立
、
〇
二
年
一
月
に
常
熟
工
場
の
建
設
着
工
と
い
う
形
で
進

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
詳
し
く
は
第
６
章
で
触
れ
る
。

半
々
を
占
め
て
お
り
、
ア
ジ
ア
地
域
で
需
要
が
拡
大
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
従
来
か
ら
家
電
市
場
で
競
争
力
を
持
っ
て
い
た
た
め
、

ア
ジ
ア
地
域
の
日
系
家
電
メ
ー
カ
ー
を
確
実
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
と
も
に
、
中

国
・
台
湾
・
韓
国
系
家
電
メ
ー
カ
ー
で
の
採
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
意
図
し
て

い
た
。
ま
た
、
厨
房
器
市
場
へ
の
参
入
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
計
画
で
あ
っ

た
。そ

の
た
め
、
ま
ず
上
海
大
金
協
昌
の
隣
接
地
に
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
材
を
生
産

す
る
大
金
フ
ッ
素
塗
料
（
上
海
）
有
限
公
司
（
Ｄ
Ｆ
Ｓ
）
を
、
独
資
で

一
九
九
七
年
十
二
月
に
設
立
し
た
（
資
本
金
七
五
〇
万
米
ド
ル
）。
ま
た
、
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
材
の
最
大
の
需
要
先
で
あ
る
華
南
地
区
で
の
販
売
・
生
産
体
制
の
確

立
を
図
る
た
め
に
、
九
七
年
八
月
に
大
金
化
学
（
香
港
）
有
限
公
司
（
Ｄ
Ｃ
Ｈ
）

を
香
港
に
設
立
し
た
。
同
社
は
、
販
売
会
社
で
あ
り
、
香
港
お
よ
び
華
南
地
区

で
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
材
の
販
売
お
よ
び
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
し
、
生

産
に
つ
い
て
は
香
港
の
チ
ャ
イ
ナ
ペ
イ
ン
ト
社
に
委
託
し
た
。

本
格
的
な
生
産
拠
点
を
設
立
す
る
と
い
う
第
二
ス
テ
ッ
プ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
中
央
政
府
の
化
工
部
直
属
の
中
国
化
工

建
設
総
公
司
（
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
と
し
て
は
、
同
時
期
に
他

社
の
フ
ッ
素
化
学
の
合
弁
事
業
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
そ
れ
を
上
回
る
フ
ッ
素
化
学
工
場
と
し
て
は
最
大
規
模
、
最
強
の
も

の
を
中
国
で
い
ち
早
く
設
立
し
、
有
利
な
競
争
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
当
初
か
ら
大
規
模
な
投

大金フッ素塗料（上海）有限公司
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す
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
改
革
と
成
果
を
端
的
に
表
現
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
業
績
が
順
調
に
推
移
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
詳
し
く
見
て
き
た
と
お
り
で
あ

る
。
と
く
に
、
図
5
│

12
に
あ
る
よ
う
に
化
学
部
門
の
売
り
上
げ
が
右
肩
上
が
り
に
伸
び
て
い
る
の
に
対
し
て
、
空
調
部
門

は
停
滞
的
で
、
そ
の
他
の
部
門
は
増
減
が
激
し
か
っ
た
。
空
調
部
門
は
、
そ
の
後
の
事
業
改
革
を
経
て
、
一
九
九
〇
年
代
終

わ
り
に
は
再
び
売
り
上
げ
が
増
加
す
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
化
学
部
門
の
伸
び
が
ダ
イ
キ
ン
を
引
っ
張
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
化
学
部
門
が
＂
三
重
苦
＂
に
あ
え
い
で
い
た
こ
ろ
は
、
空
調
部
門
が
ダ

イ
キ
ン
を
引
っ
張
り
、
化
学
事
業
の
ア
メ
リ
カ
進
出
な
ど
の
大
規
模
投
資
も

可
能
に
し
て
い
た
が
、
九
〇
年
代
後
半
は
、
化
学
部
門
の
成
長
と
高
収
益
が

ダ
イ
キ
ン
を
引
っ
張
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
空
調
・
化
学
部
門
以
外

の
分
野
が
安
定
し
て
い
な
い
こ
と
も
問
題
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

海
外
事
業
比
率
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
化
学
部
門
は
ア
メ
リ
カ
で
事
業
の

好
調
に
支
え
ら
れ
、
急
速
に
上
昇
し
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
五
〇
％
を
超
え

て
い
た
（
図
5
│

13
）。
ま
た
、
空
調
部
門
で
も
年
々
上
昇
を
見
せ
て
い
た
。

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
日
本
経
済
の
低
迷
や
円
高
と
い
っ
た
状
況
下
、
国
内

需
要
・
国
内
生
産
が
低
迷
し
て
い
る
な
か
で
海
外
事
業
の
比
率
が
上
昇
し
た

こ
と
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
好
調
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
ダ
イ
キ

ン
の
戦
略
と
組
織
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
応
し
た
形
に
進
化
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

７　

業
績
の
改
善

業
績
の
好
転

日
本
経
済
が
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る
時
代
に
、
ダ
イ
キ
ン
は
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
に
基
づ
く

戦
略
を
着
々
と
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
ダ
イ
キ
ン
の
業
績
は
図
5
│

11
に
あ
る
よ
う
に
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
か

ら
大
き
く
改
善
し
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
、
二
〇
〇
〇
年
の
売
り
上
げ
目
標
は
五
千
億
円
で
あ
っ
た
が
、
実
績
は
そ

れ
を
上
回
っ
た
。

一
九
九
九
年
六
月
の
夏
季
賞
与
支
給
式
で
井
上
社
長
は
、
九
八
年
度
ま
で
数
年
間
の
業
績
を
次
の
よ
う
に
評
し
た
。
第
一

に
、
単
独
売
上
高
の
横
ば
い
が
続
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
常
利
益
が
一
〇
〇
億
円
前
後
を
維
持
し
、「
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
21
」
に
あ
っ
た
「
売
り
上
げ
横
這
い
の
中
で
の
三
桁
の
利
益
の
確
保
」
を
実
現
し
て
い
た
。
第
二
に
、
連
結
売
上
高

の
伸
び
率
が
、
世
界
経
済
の
成
長
率
を
超
え
て
い
た
。
第
三
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加
速
に
よ
っ
て
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」

の
当
初
目
標
を
、
二
年
前
倒
し
で
実
現
し
た
。
第
四
は
、
化
学
事
業
の
順
調
な
成
長
・
発
展
。
第
五
に
、
不
採
算
事
業
撲
滅

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
損
益
改
善
効
果
を
生
ん
だ
こ
と
。
第
六
に
、
間
接
人
員
の
ス
リ
ム
化
を
実
現
し
た
。
第
七
に
、
国
内

空
調
事
業
の
業
界
に
お
け
る
地
位
の
高
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
井
上
社
長
は
、
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
ダ
イ
キ
ン
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、「
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
多
く
の
企
業
が
賃
金
カ
ッ
ト
や
希
望
退
職
な
ど
厳
し
い
リ
ス
ト
ラ
策
を
講

じ
て
い
る
な
か
で
、
当
社
は
そ
の
よ
う
な
施
策
に
頼
る
企
業
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
む
し
ろ
努
力
次
第
で
将
来
に
向

け
て
大
き
な
夢
を
持
て
る
企
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
皆
さ
ん
自
身
誇
り
や
自
信
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

図 5─11　売上高と経常利益
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地
球
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

業
績
の
改
善
と
企
業
規
模
の
拡
大
、
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
ダ
イ
キ
ン
に
求
め
ら
れ
る
社
会
的
役
割
も
、
大
き

く
な
っ
て
い
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
フ
ロ
ン
の
オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
問
題
を
き
っ
か
け
に
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
地
球
環

境
担
当
役
員
と
地
球
環
境
室
を
設
置
し
、
翌
九
三
年
に
は
「
地
球
環
境
保
全
に
関
す
る
行
動
原
則
」
を
制
定
す
る
な
ど
、
地

球
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
と
仕
組
み
を
整
え
て
い
っ
た
。
ま
た
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
は
、
コ

ア
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
一
つ
に
「
良
き
企
業
市
民
と
し
て
の
貢
献
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
企
業
市
民
と
は
、
企
業
は
企
業
活
動

や
従
業
員
を
通
じ
て
地
域
社
会
と
関
わ
り
を
持
ち
、
地
域
社
会
は
企
業
の
存
立
基
盤
で
あ
る
の
で
、
企
業
も
社
会
の
一
員
と

し
て
地
域
社
会
に
存
在
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
利
益
に
貢
献
す
べ
き
だ

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。「
世
界
で
唯
一
の
空
調
、
フ
ッ
素
化
学
を
併
せ
持
つ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ま
た
環
境
と
共
存
し
て

い
く
企
業
と
し
て
地
球
環
境
問
題
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
」
と
し
、
社
内
で
の
地
球
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
国

内
外
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
環
境
管
理
体
制
の
確
立
、
製
造
段
階
か
ら
廃
棄
段
階
ま
で
含
め
た
低
環
境
負
荷
性
を
持
つ
新
製
品

の
開
発
、
廃
製
品
処
理
対
応
方
針
の
明
確
化
、
事
業
系
廃
棄
物
の
再
利
用
・
再
資
源
化
・
適
正
処
理
の
観
点
も
含
め
た
削
減

計
画
の
策
定
、
内
部
環
境
監
査
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
国
際
標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）

が
定
め
た
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
つ
い
て
も
、
九
六
年
か
ら

九
七
年
に
か
け
て
国
内
四
つ
の
事
業
所
で
取
得
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
国
外
の
生
産
子
会
社
等
へ
も
広
げ
て
い
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
企
業
の
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
と
現
状
を
公
開
す
る
た
め
に
、『
環
境
報
告
書
』を
発
行
す
る
大

手
企
業
が
増
え
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
も
、
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
を
社
会
に
Ｐ
Ｒ
し
、
同
時
に
従
業
員
や
関
係
会
社
に
対

し
て
も
周
知
さ
せ
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
環
境
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
一
九
九
八
年
十
月
に
『
環
境
報
告
書
』
を

こ
う
し
た
ダ
イ
キ
ン
の
業

績
を
反
映
し
て
、
株
価
も

一
九
九
〇
年
代
終
わ
り
に
は

急
上
昇
し
た
（
図
5
│

13
）。

株
価
の
上
昇
は
、
当
然
、
時

価
総
額
も
数
年
前
と
比
べ
て

大
幅
に
引
き
上
げ
た
こ
と
に

な
る
。
企
業
価
値
＝
時
価
総

額
と
い
う
こ
と
で
考
え
る
と
、

ダ
イ
キ
ン
の
企
業
価
値
が
大

き
く
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
時
価
総
額
が
小
さ
い

う
ち
は
、
買
収
さ
れ
る
リ
ス

ク
も
存
在
す
る
が
、
時
価
総
額
が
上
が
る
こ
と
は
多
様
な
資
金
調
達
手
段
の
獲
得
、
Ｍ
＆
Ａ
の
実
行
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
二
十
世
紀
最
後
の
年
の
ダ
イ
キ
ン
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
新
た
な
可
能
性
を
持
つ
位

置
に
あ
っ
た
。

図 5─12　各部門の売上高の推移（連結）
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図 5─13　海外事業比率と株価
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環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
展
開
計
画
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
に
各
社
の
事
業
活
動
に
応
じ
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
確
立
す
る
と
い
う
目
標
を
採
択
し
、
二
日
間
の
会
議
を
終
了
し
た
。

「
世
界
で
唯
一
の
空
調
、
フ
ッ
素
化
学
を
併
せ
持
つ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ま
た
環
境
と
共
存
し
て
い
く
企
業
と
し
て
地
球
環

境
問
題
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
」
ダ
イ
キ
ン
の
姿
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
、
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
新
し
い
空
調
文
化
を
創
造
し
、
定
着
を
進
め
て
い
く
二
十
一
世
紀
の
ダ
イ
キ
ン
に
と
り
、
き
わ
め

て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
は
終
わ
り
の
な
い
、
つ
ね
に
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
で
あ
り
、
そ
の
後
も
一
貫
し
て
追
求
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

発
行
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
空
調
・
フ
ッ
素
化
学
の
事
業
を
通
じ
、

環
境
問
題
と
深
く
関
わ
る
企
業
と
し
て
、
ダ
イ
キ
ン
の
環
境
問
題
へ

の
推
進
体
制
や
改
善
目
標
・
実
績
の
提
示
の
み
な
ら
ず
、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
対
応
」「
オ
ゾ
ン
層
保
護
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
両
立
」

「
製
品
リ
サ
イ
ク
ル
・
廃
棄
物
削
減
」
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減
を

三
本
柱
と
し
た
技
術
開
発
、
商
品
の
提
供
に
お
け
る
先
進
的
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
を
は

じ
め
、
生
産
活
動
に
お
け
る
改
善
実
績
な
ど
、
企
業
活
動
全
般
に
わ

た
る
内
容
を
広
く
紹
介
し
て
い
る
。
九
九
年
の
『
環
境
報
告
書
』
で

は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」
の
策
定
を
受
け
て
、
環
境
問
題
の
重

点
戦
略
を
明
確
に
し
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
性
格
を
持
た
せ
た
海
外

生
産
拠
点
の
取
り
組
み
も
紹
介
す
る
よ
う
に
し
、
総
ペ
ー
ジ
数
も
倍

増
し
た
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
地
球
環
境
問
題
に
対
し
て
は
グ
ル
ー
プ
間
の
共
通

理
解
を
深
め
て
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
一
九
九
九
年
十
一

月
に
大
阪
で
第
一
回
グ
ル
ー
プ
環
境
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
た
。

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
海
外
九
社
、

国
内
九
社
が
参
加
し
た
。
会
議
の
最
後
に
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の

『環境報告書』
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１　

人
・
資
本
・
情
報
を
ひ
き
つ
け
る
魅
力
あ
る
企
業
の
実
現（「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」）か
ら 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
ク
セ
レ
ン
ト
を
実
現
す
る
企
業
価
値
の
最
大
化（「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」）

二
十
一
世
紀
と
世
界
・
日
本

二
十
一
世
紀
と
い
う
新
し
い
ミ
レ
ニ
ア
ム
（
千
年
紀
）
は
、
世
界
中
で
歓
喜
の
声
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
一
〇
〇
年
前
、

二
十
世
紀
が
始
ま
っ
た
と
き
に
は
自
動
車
は
貴
重
品
で
あ
り
、
飛
行
機
は
地
球
上
に
存
在
し
て
い
な
い
。
ラ
ジ
オ
も
テ
レ
ビ

も
な
く
、
日
本
の
家
庭
の
多
く
は
電
気
を
使
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
で
は
、
多
く
の
地
域
が
列
強
諸
国
の

植
民
地
で
あ
り
、
独
立
国
は
世
界
全
体
で
約
五
〇
カ
国
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
長
い
人
類
の
歴
史
に
と
っ
て
一
〇
〇
年
は
わ
ず

か
な
期
間
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
を
め
ぐ
る
世
界
は
大
き
く
変
貌
し
た
。

時
代
を
見
る
焦
点
を
、
も
う
少
し
近
く
に
合
わ
せ
て
み
よ
う
。
二
十
世
紀
末
の
世
界
と
日
本
は
、
新
た
な
時
代
を
迎
え
て

い
た
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
始
ま
っ
た
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
、
世

界
経
済
の
成
長
を
促
進
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
同
時
に
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
信
用
危
機
、
通
貨
危
機
と
い
う
リ
ス
ク
も
内
包
し
て
い
た
。
ま
た
、
半
導
体
デ
バ
イ
ス
技
術
の
急
速
な

発
展
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
は
、
新
し
い
商
品
を
次
々
と
世
に
生
み
出
す
と
と
も
に
、
世
界
を
Ｉ
Ｔ
社

会
へ
と
変
え
て
い
っ
た
。
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
発
明
さ
れ
た
電
話
は
、
約
一
三
〇
年
か
か
っ
て
二
十
一
世
紀
初
め
に
、

よ
う
や
く
世
界
の
約
二
割
の
人
に
普
及
し
た
が
、
一
九
九
〇
年
こ
ろ
に
商
用
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

二
〇
年
も
か
か
ら
ず
に
同
じ
規
模
の
人
た
ち
に
普
及
し
た
。
情
報
の
流
れ
方
や
利
用
の
さ
れ
方
は
、
二
十
世
紀
末
に
大
き
く

急
速
に
変
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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輸
出
産
業
を
中
心
と
し
た
右
肩
上
が
り
の
長
期
に
わ
た
る
経
済
成
長
が
持
続
す
る
（
図
６
─

２
）。
ま
た
、
こ
の
間
に
製
造
業

の
海
外
生
産
比
率
は
上
昇
し
、
自
動
車
産
業
で
も
五
〇
％
を
超
え
る
な
ど
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
急
速
に
進
展
し
た
。

た
だ
し
、
国
内
消
費
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
世
界
経
済
全
体
の
成
長
率
に
比
べ
る
と
日
本
の
成
長
率
は
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
日
本
の
比
率
は
九
〇
年
代
半
ば
を
ピ
ー
ク
に
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
。

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
時
代
が
大
き
く
動
く
二
十
世
紀
末
の
ダ
イ
キ
ン
は
、
企
業
の
戦
略
を
大
き
く
発
展
さ
せ
、
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
と
し
て
の
地
歩
を
着
々
と
固
め
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
を
策
定
し
、
掲
げ
た
目
標
を
実

現
し
て
い
っ
た
。
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
と
規
模
が
増
し
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
い
っ
そ
う
進
み
、
内
容
も
複
雑
化
し
た
二
十
一
世
紀
初
頭
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
時
代
に
ダ
イ
キ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
、

み
て
い
き
た
い
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
か
ら
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
へ

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
策
定
さ
れ
た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
は
、
戦
略

経
営
計
画
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
取
り
組
み
を
持
つ
画
期
的
な
経
営
計
画

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
九
九
年
に
見
直
し
が
行
わ
れ
た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21

Ｄダ
ッ
シ
ュ」
で
掲
げ
ら
れ
た
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
の
定
量
目
標
を
、
ビ
ジ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
以
来
、
初
め
て
達
成
し
た
。

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
ダ
イ
キ
ン
は
直
ち
に
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
築
い

二
十
世
紀
末
か
ら
二
十
一
世
紀
に
か
け
て
の
世
界
経
済
は
、
改
革
開
放

後
の
中
国
や
Ｉ
Ｔ
産
業
を
中
心
と
し
た
成
長
を
遂
げ
る
ア
メ
リ
カ
、
市
場

統
合
・
通
貨
統
合
を
進
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
が
経
済
成
長
を
牽
引
し
て

い
た
が
、
な
か
で
も
中
国
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
っ
た
新

興
国
（
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
）
は
高
い
経
済
成
長
率
を
続
け
、
世
界
経
済
に
お
け

る
存
在
感
を
増
し
て
い
た
。
図
６
─

１
に
あ
る
よ
う
に
、
米
・
日
・
独
・

中
の
四
カ
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
二
十
世
紀
末
か
ら
二
十
一
世
紀
に
か
け
て
変

化
を
見
せ
た
。
な
か
で
も
、
天
安
門
事
件
（
一
九
八
九
年
）
以
降
の
中
国

は
、
世
界
か
ら
投
資
を
集
め
て
「
世
界
の
工
場
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
長

期
に
わ
た
る
経
済
成
長
に
よ
っ
て
沿
岸
部
を
中
心
に
所
得
が
増
大
し
、
市

場
と
し
て
の
存
在
感
も
急
速
に
増
し
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
競
争

の
舞
台
の
重
心
が
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
に
移
り
つ
つ
あ
り
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
中
心
の
新
興
国
市
場
の
重
要
性
が
、
だ
れ
の
目
か
ら
見
て
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
新
し
い
時
代
の
な
か

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
競
争
関
係
も
流
動
化
し
、
国
際
分
業
、
国
際
的
な
企
業
間
提
携
・
連
携
、
Ｍ
＆
Ａ
が
、
世
界
各
地

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

一
方
で
日
本
は
、
高
度
成
長
期
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
め
の
バ
ブ
ル
経
済
ま
で
続
く
長
い
成
長
期
を
終
え
、
経
済
成
長
と

い
う
面
で
は
成
熟
期
に
入
っ
た
。
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
、
経
済
問
題
と
し
て
も
社
会
問
題
と
し
て
も
強
く
意
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
経
済
状
況
は
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
の
崩
壊
後
〇
二
年
ま
で
落
ち
込
む
が
、
そ
の
後
、

図 6─1　GDP成長率の推移（ドル換算，％）
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図 6─2　国内総生産額（名目）と成長率（実質）
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シ
ュ
・
フ
ロ
ー
）、
Ｅ
Ｖ
Ａ
（
経
済
的
付
加
価
値
）
を
ダ
イ
キ
ン
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
Ｄ
Ｖ
Ａ
（
ダ
イ
キ
ン
流
経
済
的
付
加
価
値
）

を
重
視
す
る
、
③
事
業
規
模
の
拡
大
、
事
業
構
造
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
、
で
あ
る
。
成
長
の
源
泉
を
、
コ
ア
事
業
で
あ
る

空
調
・
化
学
に
求
め
て
投
資
を
集
中
す
る
。
ま
た
、
既
存
事
業
の
構
造
転
換
を
図
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
二
一
の
テ
ー

マ
を
徹
底
推
進
す
る
と
と
も
に
、
海
外
事
業
比
率
に
つ
い
て
は
五
〇
％
超
を
目
標
と
し
た
（
二
〇
〇
〇
年
度
の
実
績
は

三
二
％
）。

第
四
に
、
競
争
原
理
の
徹
底
と
ダ
イ
キ
ン
の
良
き
伝
統
・
風
土
と
の
融
合
を
図
り
、
時
代
に
対
応
し
て
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス

ピ
ー
ド
の
経
営
を
進
化
さ
せ
、
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
人
を
基
軸
に
お

く
経
営
」
を
大
切
に
し
、
変
革
の
担
い
手
は
「
人
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
ベ
ー
ス
に
、
競
争
原
理
を
前
提
と
し
た
自
己
責

任
の
貫
徹
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
人
間
集
団
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
章
で
も

指
摘
し
た
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
ダ
イ
キ
ン
ウ
ェ
イ
に
よ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現

を
追
求
す
る
と
し
て
い
る
。

第
五
に
、「
顧
客
第
一
」
を
原
点
と
し
た
施
策
展
開
の
さ
ら
な
る
向
上
と
徹
底
を
期
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
顧
客
第
一
」
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
理
念
で
も
最
初
に
強
調
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
「
顧
客
第
一
」
の
視
点
で
、
営

業
、
設
計
、
研
究
、
製
造
、
サ
ー
ビ
ス
は
も
と
よ
り
、
サ
ポ
ー
ト
部
門
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
部
門
を
含
め
て
、
全
部
門
で
仕
事

の
進
め
方
を
顧
客
の
立
場
か
ら
総
点
検
し
、
社
内
の
隅
々
に
ま
で
徹
底
す
る
と
し
て
い
る
。

第
六
に
、
技
術
構
造
の
転
換
と
切
れ
目
の
な
い
超
差
別
化
商
品
開
発
を
推
進
す
る
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
」
の
高
度
化
で
あ

る
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」
の
新
商
品
化
率
の
目
標
は
、
空
調
二
五
％
、
化
学
三
〇
％
で
あ
っ
た
が
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

05
」
で
は
い
ず
れ
も
毎
年
三
〇
％
を
基
準
と
し
、
そ
の
な
か
に
潜
む
問
題
（
信
頼
性
、
開
発
ス
ピ
ー
ド
、
商
品
力
、
技
術
力
）

た
発
展
基
盤
の
う
え
に
立
っ
て
、
新
た
な
戦
略
経
営
計
画
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」

（
オ
ー
フ
ァ
イ
ブ
）
の
検
討
を
開
始
し
た
。
二
〇
〇
一
年
四
月
に
策
定
し
た

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
は
、
二
十
一
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
と
く
に
次
の
九
つ
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
上
げ
た
。

第
一
に
、
先
の
見
え
な
い
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
全
員
の
ベ
ク
ト
ル
を
結
集

し
う
る
今
後
三
年
の
数
値
目
標
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
数
値
に
よ
る
経
営
の
徹
底

で
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
は
、
二
〇
〇
三
年

度
ま
で
は
中
期
実
行
計
画
と
し
て
「
率
の
経
営
」
の
目
標
を
、
年
次
ご
と
擬
似
カ

ン
パ
ニ
ー
別
に
定
め
、
目
標
数
値
の
実
現
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
る
一
方
、
〇
五
年

度
に
つ
い
て
は
目
指
す
姿
、
構
造
改
革
な
ど
、
時
代
の
転
換
期
に
あ
っ
て
の
経
営

革
新
に
重
き
を
置
い
た
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
経
営
計
画
の
体
系
も
、

図
６
─

３
に
あ
る
よ
う
に
従
来
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
大
き
く
開
花
さ
せ
る
こ
と
に
力
点
を
置
き
、
二
〇
〇
五
年
度
に
は
空

調
事
業
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
、２
の
実
現
、
フ
ッ
素
化
学
で
の
グ
ロ
ー

バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
、２
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
売
り
上
げ
規
模
も
大
き

く
伸
ば
し
、
一
兆
円
企
業
と
な
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
も
の
と
し
た
。

第
三
に
、
収
益
性
と
規
模
の
両
面
を
追
い
求
め
る
「
率
の
経
営
」
を
、
三
つ
の
ア
ン
グ
ル
か
ら
徹
底
し
て
推
進
す
る
こ
と

で
あ
る
。
三
つ
の
ア
ン
グ
ル
と
は
、
①
「
率
」
の
経
営
の
数
値
目
標
の
実
現
、
②
な
か
で
も
Ｆ
Ｃ
Ｆ
（
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ

図 6─3　「フュージョン 05」の経営計画体系

経営理念 現状認識

戦略経営計画

コア・スト
ラテジー

発展の
方向

中期実行計画

アクション
プラン

2003 年度
全社定量目標

年度
経営方針 実施

フィード
バック

フィードバック

年間
アクション
プラン

予算
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を
得
て
い
る
こ
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、
い
ま
ま
で
に
培
っ
て
き
た
勢
い
、
パ
ワ
ー
を
一
気
に
爆
発
さ
せ
、
開
花
さ

せ
る
こ
と
で
「
世
界
的
企
業
」「
真
の
一
流
企
業
」
の
実
現
を
図
り
、「
ダ
イ
キ
ン
で
働
き
た
い
、
働
き
続
け
た
い
」「
ダ
イ

キ
ン
に
投
資
し
た
い
」「
ダ
イ
キ
ン
と
連
携
・
提
携
し
た
い
」
と
思
わ
れ
る
会
社
の
実
現
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
目
標
に
向
か
っ
て
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
度
ま
で
の
前
半
と
〇
四
年
度
、
〇
五
年
度
の
後
半
を
峻
別
し
、

ま
ず
〇
三
年
度
ま
で
の
前
半
三
年
間
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
重
視
の
経
営
に
よ
る
企
業
価
値
の
極
大
化
」
を
目
指
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
第
一
に
、
時
価
総
額
重
視
を
経
営
の
隅
々
ま
で
徹
底
す
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
価
値
（
時
価
総
額
）
の
増
大

は
、
将
来
に
向
け
た
選
択
肢
を
増
や
し
、
会
社
の
発
展
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
、
企
業
価
値
の
増
大
に
よ
る
会
社
の
発
展
こ

そ
が
、
従
業
員
の
生
活
の
安
定
と
向
上
に
つ
な
が
り
、
働
く
意
欲
と
帰
属
意
識
の
向
上
を
も
た
ら
し
、
ダ
イ
キ
ン
ら
し
さ
で

あ
る
〈
人
を
大
切
に
す
る
経
営
〉
の
基
盤
と
な
る
。
第
二
に
、
企
業
の
格
付
け
を
重
視
し
、
Ａ
Ａ
格
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
収
益
性
と
規
模
の
両
面
を
追
求
す
る
「
率
の
経
営
」
を
徹
底
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
重
視
の
経
営
に
よ
る
企
業
価
値
の
極
大
化
を
図
る
率
の

経
営
の
徹
底
推
進
と
、
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
経
営
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
（
融
合
）
政
策
を
基
軸
と
し
、
事
業
構
造
の
革
新
や

有
利
子
負
債
の
大
幅
低
減
な
ど
の
財
務
構
造
の
抜
本
的
強
化
、
技
術
の
高
度
化
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル
の
革
新
な
ど
を
、

ダ
イ
キ
ン
独
自
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
ウ
ェ
イ
で
推
進
す
る
こ
と
で
、
〇
五
年
度
に
は
世
界
的
企
業
と
し
て
、
真
に

一
流
企
業
の
実
現
を
果
た
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
、
二
〇
〇
五
年
度
の
目
標
と
さ
れ
た
の
は
、
①
空
調
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
含
む
。
低
温
除
く
）
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル

ナ
ン
バ
ー
１
、２
の
実
現
、
②
フ
ッ
素
化
学
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
、２
の
実
現
、
③
格
付
け
Ａ
Ａ
格
以
上
か
つ
有
利

子
負
債
比
率
二
〇
％
以
下
、
④
海
外
事
業
比
率
五
〇
％
以
上
、
⑤
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
比
率
四
〇
％
以
上
、
⑥
「
技
術
の

に
必
要
に
応
じ
た
解
決
策
を
出
し
、
テ
ー
マ
を
毎
年
見
直
し
て
い
く
と
し
た
。

第
七
に
、
Ｉ
Ｔ
活
用
力
が
企
業
力
格
差
に
直
結
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
そ
の
原
点
は
「
顧
客
第
一
」
と
の
認
識
の
も
と
、

Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
経
営
革
新
を
徹
底
し
て
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
八
は
、
将
来
コ
ア
と
し
た
い
も
の
も
含
め
て
の
コ
ア
、
ノ
ン
コ
ア
の
峻
別
（
ノ
ン
コ
ア
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
徹
底
）

と
、
他
社
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
ニ
ー
ズ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
た
取
り
組
み
の
両
面
か
ら
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る
、
ア
ー
ビ

ト
ラ
ー
ジ
経
営
の
徹
底
推
進
で
あ
る
。

第
九
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業
倫
理
の
確
立
に
お
け
る
重
点
四
施
策
の
徹
底
推
進
で
あ
る
。
重
点
四
施
策
と
は
、
①
ク

レ
ー
ム
を
許
さ
な
い
品
質
管
理
体
制
の
確
立
、
②
時
価
総
額
重
視
の
経
営
を
推
進
す
る
Ｉ
Ｒ
活
動
の
積
極
展
開
、
③
商
品
開

発
、
生
産
活
動
、
販
売
促
進
、
戦
略
的
広
報
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
た
地
球
環
境
先
進
企
業
の
確
立
、
④
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業

倫
理
、
法
令
順
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
の
確
立
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
二
十
世
紀
末
か
ら
二
十
一
世
紀
初
め
は
、
単
に
世
紀
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
大
き
な
時

代
の
変
わ
り
目
を
迎
え
て
い
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
示
さ
れ
た
内
容
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
転
換
を
リ
ア
ル
に
捉
え
、

対
策
を
講
じ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
目
指
す
ダ
イ
キ
ン
の
姿

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
は
、
そ
の
目
指
す
姿
を
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
築
い
た
発
展
基
盤
の
上
に
立
っ
て
大
き
く
開
花

さ
せ
、『
世
界
的
企
業
』『
真
の
一
流
企
業
』
の
実
現
を
図
り
、『
人
・
資
本
・
情
報
を
ひ
き
つ
け
る
魅
力
あ
る
企
業
』
の
実

現
を
目
指
す
、
と
し
て
い
る
。
業
績
が
改
善
し
、
経
営
規
模
が
拡
大
し
て
グ
ル
ー
プ
の
勢
い
が
あ
り
、
社
外
か
ら
高
い
評
価
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特
機
、
電
子
は
事
業
構
造
改
革
に
取
り
組
ん
で
は
い
た
が
、
そ
の
成
果
の
創
出
が
遅
れ
て
い
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
の
完
遂
に
向
け
て
、
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
度
、
〇
五
年
度
に
集
中
し
て
解
決
を
図
る
重
点
実

行
分
野
を
六
分
野
設
け
、
合
計
二
二
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
施
策
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
取
り
上
げ
た
重
点
実

行
分
野
の
テ
ー
マ
は
、
①
収
益
力
の
抜
本
的
強
化
を
目
指
す
四
テ
ー
マ
、
②
空
調
事
業
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
２
の
実
現
を

加
速
す
る
五
テ
ー
マ
、
③
フ
ッ
素
化
学
事
業
の
抜
本
的
体
質
改
革
と
次
の
成
長
基
調
に
向
け
た
四
テ
ー
マ
、
④
油
機
、
特
機
、

電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
の
構
造
転
換
を
加
速
す
る
三
テ
ー
マ
、
⑤
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
を
完
遂
さ
せ
る
四
テ
ー
マ
、
⑥

良
き
企
業
風
土
、
伝
統
、
強
み
を
磨
き
上
げ
る
二
テ
ー
マ
、
の
二
二
テ
ー
マ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
新
た
に
設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
の
な
か
に
は
、
の
ち
に
触
れ
る
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）、
空
調
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
拡
大
戦
略
、
大
中
国
展
開
に
よ
る
空
調
中
国
事
業
の
大
拡
大
、
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
参
入

計
画
の
具
体
的
推
進
、
化
学
事
業
の
大
中
国
展
開
、
脱
純
フ
ッ
素
に
向
け
た
用
途
開
発
の
推
進
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま

た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
連
結
統
治
の
高
度
化
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
大
飛
躍
に
向
け
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加
速
や
技
術

力
の
高
度
化
な
ど
多
く
の
戦
略
を
推
進
し
う
る
、
第
一
線
の
人
材
の
獲
得
と
育
成
、
質
の
高
度
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
大
飛
躍
へ
向
け
た
人
材
の
強
化
・
充
実
策
の
加
速
を
、
前
倒
し
で
実
施
す
る
こ
と
も
テ
ー
マ
と
し
て
付
け
加
え
ら

れ
て
い
た
。

八
〇
周
年
記
念
事
業

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
に
基
づ
く
経
営
戦
略
を
展
開
し
て
い
る
な
か
、
ダ
イ
キ
ン
は
創
業
八
〇
周
年
と
い
う
新
た
な
節
目
を

迎
え
た
。
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
十
月
二
十
五
日
、「
ダ
イ
キ
ン
工
業
創
業
八
〇
周
年
式
典
」
が
、
大
阪
市
の
い
ず
み

ダ
イ
キ
ン
」
の
飛
躍
的
向
上
、
⑦
競
争
原
理
の
徹
底
と
ダ
イ
キ
ン
の
良
き
伝
統
・
風
土
と
の
融
合
を
図
り
、
時
代
対
応
と
し

て
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
経
営
を
進
化
さ
せ
た
、
一
人
ひ
と
り
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
独
自
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
の

確
立
、
の
七
項
目
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
以
上
の
ダ
イ
キ
ン
の
目
指
す
姿
を
実
現
す
る
た
め
の
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
は
、
一
二
の
コ
ア
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
（
Ｃ
Ｓ
）
が
設
定
さ
れ
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
の
展
開

ダ
イ
キ
ン
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
の
策
定
後
、
厳
し
い
環
境
下
で
次
々
と
改
革
の
手
を
打
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
、
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
、
連
結
経
常
利
益
の
増
益
の
持
続
を
実
現
し
て
き
た
。
し
か
し
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
が
目
指
し
た
目

標
か
ら
す
る
と
、
い
ま
だ
課
題
は
山
積
み
で
あ
っ
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
の
前
半
の
三
年
間
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
後

半
の
二
年
間
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
点
が
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。

第
一
に
、
前
提
と
し
た
外
部
環
境
の
悪
化
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
は
い
え
、
売
上
高
、
利
益
な
ど
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

05
」
で
立
て
た
数
値
目
標
が
、
実
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
増
益
は
維
持
し
て
い
た
も
の
の
収
益
力
が
低
下
し
、

余
裕
を
も
っ
て
増
益
す
る
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
収
益
力
が
低
下
し
て
い
た
の
は
、
製
造
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
へ
の
努
力
は
し

て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
を
上
回
る
国
内
空
調
市
場
の
売
価
ダ
ウ
ン
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
収
益
力
を
高
め
る

た
め
に
は
、
部
品
・
資
材
の
調
達
コ
ス
ト
、
開
発
・
生
産
技
術
・
購
買
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
四
位
一
体
と
な
っ
た
、
コ
ン
カ

レ
ン
ト
開
発
に
よ
る
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
う
る
新
商
品
開
発
の
加
速
、
抜
本
的
な
固
定
費
圧
縮
策
な
ど
が
必
要

に
な
っ
て
い
た
。
第
三
に
、
空
調
以
外
の
事
業
の
収
益
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
九
〇
年
代
後

半
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
業
績
を
支
え
て
き
た
化
学
事
業
の
売
り
上
げ
・
利
益
が
低
迷
し
て
い
た
し
、
セ
ン
ト
ラ
ル
、
油
機
、
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一
九
九
四
年
か
ら
の
一
〇
年
間
を
振
り
返
り
、
新
た
な
飛
躍
に
向
け
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
こ
の
一
〇
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
た
ち
が
一
〇
年
前
に
〝
一
〇
年
先
の
今
日
〟
を
予
測
・
想
像
し
て
い
た
域

を
超
え
て
発
展
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
さ
え
い
た
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
成
果
を
一
つ
の
基
盤
と
し
て
、
今
の

時
期
を
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
真
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
と
な
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
大
飛
躍
へ
と
皆
さ
ん

と
一
緒
に
臨
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

そ
し
て
、「〝『
今
』
で
は
な
く
、『
一
〇
年
先
』
に
自
分
は
何
を
し
て
い
る
か
〟
を
起
点
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
て

み
る
」
こ
と
の
必
要
性
を
語
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
未
来
像
に
つ
い
て
技
術
革
新
と
企
業
体
質
の
視
点
か
ら
言
及
し
た
。

井
上
会
長
の
挨
拶
は
、
七
〇
周
年
か
ら
八
〇
周
年
と
い
う
ダ
イ
キ
ン
が
大
き
く
変
わ
っ
た
一
〇
年
間
の
総
括
を
端
的
に
語

り
つ
つ
、
そ
れ
を
次
の
一
〇
年
に
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
が
、
歴
史
の
な
か
で

培
っ
て
き
た
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」「
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
ダ
イ
キ
ン
ウ
ェ
イ
」「
成
長
し
た
い
と
い
う
思
い
」

は
、
こ
れ
か
ら
の
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
も
大
事
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
将

来
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
成
果
に
自
信
を
持
つ
と
と
も
に
、
将
来
の
目
標
と
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
常
に
危
機
意
識
を
持

ち
続
け
、
思
い
切
っ
た
改
革
に
挑
戦
し
続
け
れ
ば
、
一
〇
年
後
に
は
大
い
な
る
成
長
を
遂
げ
、
企
業
価
値
を
高
め
株
主
の

皆
様
に
報
い
る
と
と
も
に
、
真
の
世
界
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、
輝
か
し
い
九
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

絶
対
に
で
き
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
真
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
に
向
か
っ
て
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

な
お
、
こ
の
と
き
ダ
イ
キ
ン
は
八
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
社
章
・
社
員
章
の
変
更
、「
記
念
配
当
」
の
実
施
、
財
団
法

ホ
ー
ル
（
第
一
会
場
）、
大
阪
Ｍ
Ｂ
Ｓ
劇
場
（
第
二
会
場
）

で
開
催
さ
れ
、
海
外
二
二
カ
国
四
八
社
の
一
九
三
人
を
含

む
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
一
二
一
社
、
約
二
千
人
の
社
員
が

参
加
し
た
。
一
〇
年
前
の
七
〇
周
年
式
典
に
比
べ
る
と
、

規
模
だ
け
で
な
く
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
も
海
外
か
ら
が
目
立

つ
な
ど
、
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。

式
典
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
八
〇
年
の
歴
史
を
紹
介
す
る
ビ

デ
オ
「Ever O

nw
ard

…
限
り
な
き
前
進
」
の
上
映
か

ら
始
ま
っ
た
。
次
い
で
、
十
河
政
則
常
務
に
よ
る
「
創
業

八
〇
周
年 

ダ
イ
キ
ン
一
〇
年
の
軌
跡
」
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
井
上
礼
之
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
に
よ
る
祝

辞
と
続
い
た
。
そ
の
後
、
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
、
世

界
で
活
躍
す
る
大
阪
出
身
の
若
手
女
性
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
児

玉
桃
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
夜
は
、
場

所
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
移
し
、
世
界
各
地
、
日

本
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
社
員
、
元

社
員
、
関
係
者
に
よ
っ
て
盛
大
な
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

井
上
会
長
は
、
式
典
で
の
挨
拶
で
七
〇
周
年
を
迎
え
た

創業 80周年の式典
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の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
事
業
拡
大
」
な
ど
の
課
題
が
提
起
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
二
つ
の
大
志
」
を
支
え
、
推
進
す
る
た
め
の
価
値
創
造
と
し
て
、
①
グ
ル
ー
プ
の
企
業
価
値
の
最

大
化
を
図
る
マ
ル
チ
バ
リ
ュ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
②
シ
ー
ム
レ
ス
な
人
と
組
織
の
輪
に
よ
る
〈
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
経

営
〉
の
高
度
化
、
③
カ
ス
タ
マ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
に
よ
る
未
来
の
ダ
イ
キ
ン
の
実
現
、
の
三
点
が
指
摘
さ
れ

た
。八

〇
周
年
へ
の
一
〇
年
で
ダ
イ
キ
ン
が
目
指
し
て
き
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
、
ナ
ン
バ
ー
２
を
実
現
す
る
真
の
一

流
企
業
、
真
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
に
、
ダ
イ
キ
ン
は
近
く
ま
で
た
ど
り
着
い
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
一
方

で
、
近
く
ま
で
た
ど
り
着
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
課
題
が
生
ま
れ
て
い
た
。
八
〇
周
年
を
迎
え
た
ダ
イ
キ
ン
は
、
真
の

一
流
企
業
、
真
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
を
志
す
企
業
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
た
な
課
題
が
示
さ

れ
て
い
た
。
八
〇
周
年
記
念
式
典
で
の
井
上
会
長
の
挨
拶
に
あ
っ
た
よ
う
に
、「
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
成
果
に
自
信
を
持

つ
と
と
も
に
、
将
来
の
目
標
と
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
常
に
危
機
意
識
を
持
ち
続
け
、
思
い
切
っ
た
改
革
に
挑
戦
し
続
け
れ

ば
」
必
ず
真
の
一
流
企
業
、
真
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
は
実
現
で
き
る
。
こ
の
一
〇
年
の
歴
史
が
示
し
た
次
の
時
代
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「Ever O

nw
ard

…
限
り
な
き
前
進
」
で
あ
っ
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
の
決
定

ダ
イ
キ
ン
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
に
引
き
続
き
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
も
定
量
目
標
を
達
成
し
、
同
時
に
「
人
・

資
本
・
情
報
を
ひ
き
つ
け
る
魅
力
あ
る
企
業
」
の
実
現
に
向
け
て
も
、
大
き
く
前
進
し
て
き
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で

築
き
上
げ
て
き
た
成
果
を
基
盤
に
し
て
、
さ
ら
な
る
改
革
に
取
り
組
み
、
新
た
な
挑
戦
に
真
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
続
け
、

人
ダ
イ
キ
ン
工
業
現
代
美
術
振
興
財
団
へ
の
一
億
円
の
追
加
拠
出
、
株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
摂
津
で
の
障
害
者
の

方
々
の
大
幅
な
雇
用
拡
大
、
技
術
の
高
度
化
に
向
け
た
「
ダ
イ
キ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の

設
立
を
検
討
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

「
未
来
の
ダ
イ
キ
ン
の
大こ

こ
ろ
ざ
し志

」
の
刊
行
と
「Ever O

nw
ard

…
限
り
な
き
前
進
」

ダ
イ
キ
ン
の
八
〇
周
年
に
先
立
ち
、
若
手
社
員
が
中
心
と
な
っ
て
『
一
〇
年
先
を
予
測
し
て
の
仮
説
〜
未
来
の
ダ
イ
キ
ン

の
大こ

こ
ろ
ざ
し志
』
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
小
冊
子
が
式
典
で
配
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
井
上
会
長
の
呼
び
か
け
に
応
え
、

一
人
ひ
と
り
が
「
今
」
で
は
な
く
「
一
〇
年
後
」
に
何
を
し
て
い
る
か
を
起
点
と
し
て
、
時
代
の
変
化
を
大
き
く
捉
え
、
自

由
に
発
想
す
る
た
め
の
観
点
を
意
識
し
た
も
の
で
、
議
論
の
素
材
と
し
て
提
案
さ
れ
た
。「
未
来
の
ダ
イ
キ
ン
の
大
志
」
策

定
に
際
し
て
、
議
論
の
な
か
で
芽
生
え
た
思
い
や
課
題
な
ど
は
、
次
期
戦
略
経
営
計
画
や
各
事
業
の
中
期
戦
略
の
具
体
的
な

検
討
・
立
案
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
さ
れ
た
。

「
未
来
の
ダ
イ
キ
ン
の
大こ

こ
ろ
ざ
し志
」
で
は
、
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
、
ダ
イ
キ
ン
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
、
外
部
環
境
変
化
、
社
内
外

の
声
を
も
と
に
「
二
つ
の
大
志
」
を
提
起
し
て
い
る
。
一
つ
が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
動
脈
と
し
た
未
来
価

値
の
協
創
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
①
変
化
を
主
体
的
に
創
り
出
す
「
変
化
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
先
導
的
な
価
値
創
出
へ

の
挑
戦
、
②
融
合
・
協
創
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
技
術
シ
ナ
ジ
ー
へ
の
創
出
、
③
未
来
の
モ
ノ
づ
く
り
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

の
確
立
、
が
掲
げ
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
が
、O

ne &
 O

nly

な
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
企
業
を
目
指
し
た
事
業
発
展
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
た
と
え
ば
空
調
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
実
現
に
向
け
て
、「
四
つ
の
ハ
ー
ド
（
ア
プ
ラ
イ
ド
、
マ
ル

チ
、
ス
プ
リ
ッ
ト
、
ダ
ク
ト
）、
四
つ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
店
舗
、
住
宅
、
ビ
ル
、
工
場
）、
三
つ
の
時
間
軸
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
）
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を
改
革
さ
せ
な
が
ら
、
足
元
の
課
題
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
地
道
に
努
力
す
る
と
同
時
に
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
飽
く
こ

と
の
な
い
挑
戦
を
続
け
ね
ば
、
我
々
の
今
の
発
展
は
、
一
夜
に
し
て
と
言
っ
た
ら
大
げ
さ
で
す
が
、
本
当
に
衰
退
の
一
路

を
辿
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
時
代
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
の
時
期
が
き
て
い
る
。
こ
の
五
年
間
で
本
当
に
、
将
来
の
発
展
の
基
盤
を
形
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
大
化
け
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
有
化
し
て
、
共
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

そ
の
う
え
で
井
上
会
長
は
、
説
明
の
最
後
に
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
述
べ
、
企
業
倫
理
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
徹
底
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
岡
野
社
長
も
新
し
い
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、「（
中
期
実
行
計
画
で
は

二
〇
〇
八
年
度
に
）
売
上
高
一
兆
一
〇
〇
〇
億
円
、
営
業
利
益
率
一
〇
％
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10

の
中
の
こ
れ
だ
け
多
く
の
テ
ー
マ
を
達
成
す
れ
ば
、
も
っ
と
大
き
な
も
の
が
描
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
の
目
指
す
も
の

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
は
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
①
こ
れ
ま
で
成
し
遂
げ
て
き
た
成
果
を
基
盤
に
次
の
大
飛
躍
の

実
現
を
目
指
す
、
②
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
経
営
の
集
大
成
を
目
指
し
、「
輝
か
し
い
未
来
創
造
」
へ
の
道み

ち
し
る
べ標
と
す
る
、
③
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
大
き
な
成
果
の
結
実
を
目
指
す
〜
実
行
重
視
の
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
と
す
る
〜
、

④
成
果
の
結
実
に
向
け
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
た
経
営
の
革
新
を
行
な
う
、
の
四
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
井
上
会
長
の
説

明
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
時
代
は
「
明
確
化
し
て
い
る
テ
ー
マ
を
業
績
化
す
る
こ
と
だ
け
で
も
飛
躍
的
な
発
展
が
可
能
な
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
の
と
き
」
で
あ
り
、「
実
行
重
視
で
こ
の
目
の
前
に
広
が
る
チ
ャ
ン
ス
を
現
実
の
成
果
と
し
て
結
実
さ
せ
る

真
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
の
実
現
に
向
け
て
、
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
四
月
十
一
日
の
取
締
役
会
で
ダ
イ
キ
ン

は
、
一
〇
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
次
期
戦
略
経
営
計
画
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
（
テ
ン
）」
を
決
議
・
決
定
し
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
の
発
表
後
、
四
月
二
十
八
日
に
本
社
関
係
の
基
幹
職
を
対
象
に
最
初
の
説
明
会
が
、
梅
田
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
、
趣
旨
説
明
に
立
っ
た
井
上
会
長
は
、
世
界
が
大
き
く
変
わ
り
、
技
術
や
競
争
環
境
の
変
化
が

著
し
い
こ
と
、
ダ
イ
キ
ン
自
身
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
強
調
し
な
が
ら
、
新
し
い
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

は
即
座
に
実
行
・
展
開
で
き
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
と
取
り
組
む
べ
き
項
目
を
、
で
き
る
だ
け
明
快
に
す
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
と
く
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
空
調
事
業
で
新
た
に
発
展
可
能
性
の
大
き
い
地

域
を
含
め
た
世
界
八
極
体
制
（
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
、
ア
セ
ア
ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
、
北
米
、
イ
ン
ド
、
中
南
米
、
中
東
・

ア
フ
リ
カ
）
の
事
業
展
開
を
本
格
化
す
る
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
各
地
域
で
現
地
に
根
を
張
り
、
現
地
の
社
会
や
人
び
と
に
喜

ば
れ
認
め
ら
れ
る
企
業
に
な
る
こ
と
、
海
外
人
材
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
将
来
を
見
据
え
た
技
術
開
発

に
お
け
る
世
界
と
日
本
の
役
割
分
担
の
再
構
築
、
な
ど
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
の
な
か
で
、

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
は
、
発
展
に
向
け
て
の
選
択
と
集
中
、
ダ
イ
キ
ン
の
コ
ア
技
術
の
横
展
開
で
可
能
性
の
あ
る
周
辺

分
野
へ
の
勢
力
の
集
中
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
、「
最
大
の
防
衛
策
は
、
Ｉ
Ｒ
活
動
を
充
分
し
て
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

明
快
に
世
間
に
示
し
て
、
他
の
経
営
者
、
従
業
員
で
は
成
す
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
企
業
発
展
を
遂
げ
続
け
る
こ
と
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
Ｍ
＆
Ａ
や
提
携
・
連
携
を
相
互
に
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
生
み
出
す

相
手
と
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
社
員
を
鼓
舞
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
、
こ
の
不
況
の
中
で
勝
ち
残
っ
た
会
社
同
士
の
真
の
激
烈
な
戦
い
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
時
に
は
勝
つ
か
負

け
る
か
で
、
灰
色
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
勝
つ
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
考
え
て
考
え
抜
い
て
挑
戦
し
、
企
業
の
体
質
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で
は
総
合
的
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
戦
略
の
推
進
と
二
〇
〇
八
年
度
ま
で
の
中
期
実
行
計
画
、
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
推
進
力
強
化
テ
ー
マ
」
と
し
て
、
一
〇
年
に
向
け
て
人
材
力
の
強
化
や
企
業
体
質
の
強
化
・
革
新
に
向
け
た
重
点
実
行

テ
ー
マ
と
し
て
、
一
九
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。

ま
た
、
井
上
会
長
の
説
明
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
「
選
択
と
集
中
」
に
つ
い
て
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
は
ダ
イ
キ
ン

グ
ル
ー
プ
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
「
選
択
と
集
中
」
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
、
コ
ア
事
業
へ
の
集
中
を
基
本
と
し
て
い

る
。
企
業
価
値
の
最
大
化
と
と
も
に
、
コ
ア
事
業
に
お
い
て
は
規
模
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
一
の
良
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
、

適
正
な
価
格
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
客
様
に
お
届
け
す
る
と
い
う
、
質
的
な
面
に
お
い
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
事
業

を
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
競
争
力
の
基
盤
で
あ
る
技
術
力
の
圧
倒
的
な
高
度
化
と
、
Ｍ
＆

Ａ
・
提
携
・
連
携
等
々
を
含
め
た
大
飛
躍
に
向
け
て
、
積
極
投
資
を
実
行
し
な
が
ら
経
営
の
安
定
性
を
確
保
し
得
る
、
強
靭

な
収
益
・
財
務
体
質
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
は
、
時
代
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
積
極
的
に
発

展
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
歴
史
の
な
か
で
培
わ
れ
て
き
た
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
と
、
そ
れ
を
基

盤
に
し
た
「
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
ダ
イ
キ
ン
ウ
ェ
イ
」
を
、
よ
り
い
っ
そ
う
洗
練
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
実

現
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
井
上
会
長
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
策
定
に
あ
た
っ
て
」
の
な
か
で
「
当
社
が
培
っ
て
き
た

『
人
基
軸
の
経
営
』
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
『
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
ダ
イ
キ
ン
ウ
ェ
イ
』
で
、

目
標
の
実
現
を
め
ざ
し
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
た
い
と
、
意
を
決
し
て
い
ま
す
。
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
の
具
現
化
と
実
行

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
ク
セ
レ
ン
ト
の
実
現
に
向
け
た
企
業
体
質
の
改
革
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
担
い
手
、
未
来
の
ダ
イ

キ
ン
の
創
造
者
は
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で
す
」
と
、
社
員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
の
基
礎
に
あ

こ
と
に
最
大
の
力
点
を
置
く
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
重
点
テ
ー
マ
の
成
否
は
、
ひ
と
え
に
グ
ロ
ー
バ

ル
ベ
ー
ス
で
の
人
材
の
獲
得
と
育
成
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
問
題
意
識
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
の
目
指
す
姿
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
ク
セ
レ
ン
ト
を
実
現
す
る
企
業
価
値
の
最
大
化
で

あ
る
と
し
た
。
こ
こ
で
、
ダ
イ
キ
ン
が
目
標
と
す
る
企
業
価
値
の
最
大
化
と
は
、
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
の
徹
底
し
た
共
有
と

実
践
を
絶
対
条
件
と
し
て
、
①
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ナ
ン
バ
ー
１
の
事
業
、
②
変
化
創
造
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

独
創
的
技
術
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
価
値
の
創
出
、
③
資
本
効
率
が
高
く
強
靭
な
収
益
力
・
財
務
体
質
、
④
働
く
一
人

ひ
と
り
の
誇
り
と
喜
び
を
基
盤
に
総
力
を
結
集
し
、
最
大
限
の
力
を
発
揮
す
る
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
グ
ル
ー
プ
で
の
貫
徹
、
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
ダ
イ
キ
ン
は
、
企
業
価
値
の
最
大
化
を
実
現
す
る
推
進
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、〈
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
人

と
組
織
の
運
営
〉
の
高
度
化
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
発
展
の
基
盤
と
し
て
の
人
材
力
の
飛
躍
的
強
化
」

「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
目
指
す
企
業
体
質
の
強
化
・
革
新
」「
意
思
決
定
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
利
益
管
理
単
位
と
し
て
の

Ｓ
Ｂ
Ｕ
の
再
構
築
と
将
来
を
左
右
す
る
重
要
テ
ー
マ
に
全
社
の
知
恵
を
結
集
し
て
推
進
す
る
Ｖ
─

Ｓ
Ｂ
Ｕ
の
展
開
」
に
取
り

組
む
こ
と
を
、
三
つ
の
重
点
施
策
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
目
指
す
姿
を
実
現
す
る
た
め
の
課
題
解
決
と
し
て
は
、
真
正
面
か
ら
挑
戦
す
る
重
点
戦
略
テ
ー
マ

と
し
て
、「
事
業
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」「
技
術
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」「
収
益
・
財
務
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」「
推
進
力
強
化
テ
ー
マ
」
の
四
つ
を
打

ち
出
し
て
お
り
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ご
と
に
重
点
実
行
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。「
事
業
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
空
調
事
業
、

化
学
事
業
、
育
成
事
業
で
の
実
現
・
発
展
を
目
指
す
二
八
テ
ー
マ
、「
技
術
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
成
果
に
こ
だ
わ
る
も
の
、

一
〇
年
先
を
見
据
え
る
も
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
す
も
の
な
ど
二
四
テ
ー
マ
、「
収
益
・
財
務
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
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の
ア
ジ
ア
も
九
三
三
万
台
と
日
本
を
超
え
、
一
二
・
五
％
を
占
め
て
い
た
。
ア
ジ
ア
の
な
か
で
は
、
イ
ン
ド
も
一
八
五
万
台

と
存
在
感
を
高
め
て
い
た
。
先
進
国
地
域
で
は
、
北
米
が
一
四
九
七
万
台
（
二
〇
・
〇
％
）
と
最
も
大
き
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
八
一
四
万
台
（
一
〇
・
九
％
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
東
三
九
七
万
台
、
中
南
米
三
五
〇
万
台

と
台
数
は
少
な
い
も
の
の
、
確
実
に
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
二
十
一
世
紀
の
空
調
事
業
の
市
場
は
、
成
熟
し
た
大
市
場
で
あ

る
北
米
、
日
本
と
、
発
展
途
上
で
あ
る
新
興
国
市
場
の
二
つ
が
共
存
し
な
が
ら
拡
大
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
空
調
市
場
の
成
長
の
重
心
は
、
成
熟
化
し
た
日
本
や
北
米
市
場
か
ら
、
中
国
や
ア
ジ
ア
な
ど
の
新
興
国
市
場
に

移
り
つ
つ
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
舞
台
の
場
と
し
て
の
新
興
国
市
場
の
意
味
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
工

業
化
、
近
代
化
、
都
市
化
や
、
所
得
水
準
の
向
上
に
よ
っ
て
業
務
用
、
家
庭
用
空
調
機
の
需
要
は
、
確
実
に
広
が
り
を
見
せ

て
い
た
。
ま
た
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
と
い
わ
れ
る
新
興
国
の
中
間
所
得
層
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
二
億
人
か
ら
一
〇
年
に
は

八
億
人
に
ま
で
拡
大
し
た
と
い
わ
れ
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
の
存
在
感
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

大
き
く
影
響
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

空
調
市
場
の
量
的
な
拡
大
と
成
長
の
重
心
の
変
化
は
、
空
調
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
担
い
手
を
も
変
化
さ
せ
て
い
っ

た
。
日
米
の
先
進
国
企
業
に
加
え
、
韓
国
企
業
、
そ
し
て
急
拡
大
す
る
中
国
市
場
で
急
成
長
し
て
き
た
中
国
企
業
な
ど
に
広

が
り
、
競
争
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
市
場
と
競
争
構
造
が
変
化
す
る
な
か
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
空
調
企
業

を
め
ぐ
る
提
携
と
連
携
が
進
ん
だ
。
米
キ
ャ
リ
ア
社
と
東
芝
の
空
調
・
設
備
事
業
部
は
、
一
九
九
九
年
に
合
弁
で
東
芝
キ
ャ

リ
ア
社
を
設
立
し
た
。
二
〇
〇
五
年
に
は
、
制
御
機
器
製
造
や
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
管
理
の
グ
ロ
ー
バ
ル
大
手
企
業
で
あ
る
ジ
ョ

ン
ソ
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
社
が
、
空
調
世
界
四
位
の
米
ヨ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
を
買
収
し
た
。

成
熟
化
す
る
先
進
国
の
大
市
場
で
は
環
境
規
制
や
省
エ
ネ
な
ど
の
課
題
が
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
を
含

る
、
歴
史
が
培
っ
て
き
た
ダ
イ
キ
ン
の
強
み
を
正
確
に
理
解
し
、
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
、
そ
の
成
功
に
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。

２　

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
展
開
進
む
空
調
事
業

⑴
空
調
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
す
戦
略

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
と
空
調
事
業

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
世
界
経
済
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
を
は
じ
め
と
す
る
東
欧
社
会
主
義
圏
の
市
場
経
済
化
、
中

国
の
改
革
開
放
政
策
に
よ
る
市
場
経
済
化
の
進
展
な
ど
、
市
場
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
ん
だ
。
Ｉ
Ｔ
を
は
じ
め

と
す
る
技
術
革
新
と
そ
の
普
及
は
、
世
界
の
市
場
を
一
体
化
し
、
情
報
が
瞬
く
間
に
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
く
時
代
の
到
来

を
感
じ
さ
せ
た
。
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
、
市
場
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
勢
い
を
増
し
続
け
て
お
り
、
世
界
各
地
の
市
場

を
め
ぐ
っ
て
、
日
米
欧
の
先
進
国
企
業
に
加
え
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
の
企
業
、
さ
ら
に
中
国
企
業
な
ど
も
巻
き
込
ん
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
が
激
化
し
て
い
た
。

空
調
事
業
も
、
自
動
車
や
他
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
と
同
様
、
新
興
国
を
中
心
と
し
た
市
場
が
急
速
に
広
が
り
を
見

せ
る
な
か
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
参
入
す
る
企
業
が
増
え
、
激
し
い
競
争
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
代
表
的
な
産
業
の
一
つ
で

あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
の
世
界
の
エ
ア
コ
ン
需
要
は
、
七
四
八
一
万
台
で
あ
り
、
日
本
は
そ
の
な
か
の

八
一
四
万
台
、
一
〇
・
九
％
を
占
め
て
い
た
。
中
国
は
、
二
四
四
五
万
台
で
世
界
の
三
二
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
中
国
以
外
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第
四
に
、
顧
客
の
次
の
ほ
し
い
を
先
取
り
す

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

技
術
・
商
品
の
開
発
、
顧
客
に
満
足
い
た
だ
け

る
商
品
の
信
頼
性
の
確
立
、
高
機
能
・
高
付
加

価
値
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
提
供

し
続
け
る
コ
ス
ト
低
減
活
動
、
世
界
中
の
顧
客

に
タ
イ
ム
リ
ー
に
商
品
を
届
け
る
世
界
供
給
体

制
の
構
築
な
ど
、
世
界
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と

伍
し
て
戦
い
、
勝
ち
続
け
る
た
め
の
商
品
・
技

術
力
や
営
業
・
サ
ー
ビ
ス
力
を
革
新
的
に
強
化

し
、
質
的
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
目

指
す
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
四
点
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
は
図
６
─

４
に
あ
る
よ

う
な
重
点
実
行
一
七
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
、
い
ず
れ
も
ダ
イ
キ

ン
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
実
現
す
る
う

え
で
不
可
欠
の
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

め
た
技
術
的
な
先
進
性
が
問
わ
れ
て
い
た
。
一
方
、
拡
大
す
る
新
興
国
市
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
に
適
合
的
な
商
品
を

適
切
な
価
格
で
、
適
切
な
ス
タ
イ
ル
と
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
販
売
す
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
が
目
指
す

グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
応
え
る
こ
と
で
、
初
め
て
実
現
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
に
向
け
て

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
度
に
は
空
調
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
、２

の
実
現
を
目
指
す
と
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
の
目
標
は
ほ
ぼ
達
成
し
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の

空
調
部
門
の
売
り
上
げ
は
、
ナ
ン
バ
ー
２
の
ト
レ
ー
ン
社
と
並
び
、
ナ
ン
バ
ー
１
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
社
も
射
程
圏
内
に
入
っ

て
き
た
。
ま
た
、
ダ
ク
ト
レ
ス
空
調
分
野
で
は
ナ
ン
バ
ー
１
の
地
位
を
築
い
て
き
た
。

こ
う
し
た
実
績
か
ら
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
は
、
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
二
〇
一
〇
年
に
向
け
て
、
次
の
四
点
を
課

題
と
し
た
。

第
一
に
、
築
き
上
げ
て
き
た
ダ
ク
ト
レ
ス
空
調
ナ
ン
バ
ー
１
を
基
盤
に
、
空
調
分
野
で
売
り
上
げ
一
兆
円
超
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
、
ア
セ
ア
ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
（
既
存
四
極
）
に
加
え
、
北
米
、
イ
ン
ド
、
中
南
米
、

中
東
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
、
新
市
場
で
本
格
的
な
事
業
を
展
開
（
世
界
八
極
展
開
の
実
現
）
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
対
象
市
場
を
、
ダ
ク
ト
レ
ス
市
場
二
兆
円
か
ら
、
ダ
ク
ト
や
ア
プ
ラ
イ
ド
、
低
温
・
冷
凍
な
ど
空
調
総
合
八
兆

円
市
場
へ
、
さ
ら
に
は
暖
房
・
給
湯
な
ど
周
辺
市
場
に
広
げ
、
総
合
空
調
・
冷
凍
メ
ー
カ
ー
の
実
現
に
向
け
、
事
業
拡
大
す

る
こ
と
で
あ
る
。

図 6─4　空調事業の重点実行 17テーマ

●めざす姿の実現に向け，まずはダクトレス専門メーカーとしての強みを徹底的に磨
く．同時に，周辺に広がるニュービジネス創造を平行して追求する．

●これら様々なチャンスをスピーディーに業績化すべく，提携・連携戦略を縦横無尽
に展開する．さらに，テーマ推進にあたっては，V-SBU展開など，生，販，研，コーポレー
トが一丸となって成果創出に邁進する．

1．市場創造に向けて全社総力を
挙げて取り組む最重点4テーマ

①世界最大の北米市場への本格参入
②ローエンド機の商品・技術獲得を起爆
剤にした新興地域への本格参入

③ヒートポンプ暖房システムによる寒冷
暖房市場への参入

④他社に先駆けた新冷媒空調事業の創出

2．世界のトップメーカーをめざし
て事業領域拡大を図る 3テーマ

⑤グローバル・アプライド事業の構築
⑥独自のソリューション事業の確立
⑦グローバル・ダクト事業への本格参入

3．新たなジャンルの可能性を追
求する 2テーマ

⑧低温・冷凍一大事業の創出
⑨保有する全ての技術・機能を搭載した
オールインワン・エアコンの商品化

4．既存 4 極での圧倒的 No.1 実
現に挑戦する 2テーマ

⑩世界の先進事業モデルの確立をめざし
た日本事業の高度化
⑪欧州，中国，アセアン・オセアニア事
業における持続的成長・発展の具体化

5．グローバルNo.1 を支えるモノ
づくりの革新を図る6テーマ

⑫コンカレント開発の実現に向けた開発
プロセスの革新
⑬グローバル SCMの構築
⑭競合に勝つコスト構造を実現する外注・
購買・調達戦略，内作化戦略の推進
⑮次世代のモノづくりを担うマザーと拠
点の生産技術力の高度化
⑯マザーと拠点間の連携による柔軟なグ
ローバル生産体制の高度化
⑰クレームの撲滅，商品信頼性の再確立
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産
を
拡
大
し
て
安
定
的
に
収
益
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
場
が
拡
大
し
て
い
る
地
域
で
の
シ
ェ
ア
の
拡
大
を
狙
う
し
か

な
い
。
ダ
イ
キ
ン
の
目
標
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
、２
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
増
し
て
海
外

事
業
を
拡
大
す
る
ほ
か
に
道
は
な
か
っ
た
。
二
十
一
世
紀
に
入
り
、
と
く
に
成
長
市
場
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
市
場
と
中
国
市
場
で
あ
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
戦
略
を
担
う
ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
）
は
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
初
の
海

外
生
産
拠
点
と
し
て
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
に
創
業
し
、
二
〇
〇
三
年
に
創
業
三
〇
周
年
を
迎
え
て
い
た
。
十
月

二
十
三
日
に
は
、
外
部
関
係
者
を
対
象
と
し
た
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
」、
翌
二
十
四
日
に
は
販
売
会
社
も
含
め
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
空
調
グ
ル
ー
プ
従
業
員
対
象
の
「
ス
タ
ッ
フ
イ
ベ
ン
ト
」
が
、
開
催
さ
れ
た
。
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

ベ
ル
ギ
ー
政
界
や
販
売
・
仕
入
れ
取
引
先
、
日
系
企
業
な
ど
を
招
待
し
た
ほ
か
、
地
域
の
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
寄
付
を
行

う
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
ス
タ
ッ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
体
で
約
一
九
〇
〇
人
が
参
加
す
る
と
い
う
盛
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

五
年
前
に
行
わ
れ
た
二
五
周
年
の
式
典
で
は
参
加
者
が
一
千
人
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
短
期
間
に
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
が
大
き

く
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
三
〇
周
年
は
、
同
社
に
と
っ
て
一
つ
の
時
代
の
区
切
り
と
な
り
、
新
た

な
時
代
の
入
り
口
と
な
っ
て
い
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
は
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
気
候
、
異
な
る
国
柄
、
異
な
る
生
活
習
慣
が
あ
り
、
一
様
に
語
る
こ
と
は
難

し
い
。
こ
れ
ま
で
北
部
地
域
で
は
「
冷
房
」
に
対
す
る
概
念
が
希
薄
で
あ
り
、
南
部
で
は
ニ
ー
ズ
は
あ
る
が
購
買
力
が
相
対

的
に
低
く
、
エ
ア
コ
ン
は
ぜ
い
た
く
品
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
南
部
を
中
心
に
購
買
力
が
向
上
し
た

こ
と
、
Ｉ
Ｔ
化
に
伴
う
オ
フ
ィ
ス
・
設
備
用
空
調
需
要
の
高
ま
り
、
気
候
が
温
暖
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
エ

ア
コ
ン
に
対
す
る
認
識
が
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
地
殻
変
動
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
の

ら
の
テ
ー
マ
実
現
に
向
け
た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
ス
タ
ー
ト
時
点
で
の
到
達
点
は
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
あ
る
程
度
、
実
現
で
き
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
今
後
か
な
り
の
飛
躍
が
求
め
ら
れ
る
テ
ー
マ
も

存
在
し
て
い
た
。

一
方
、
空
調
事
業
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
は
激
し
さ
を
増
し
、
ま
す
ま
す
ス
ピ
ー
ド
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
多
く
の
テ
ー
マ
を
短
期
間
で
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
二
十
一
世
紀
の
ダ
イ
キ
ン
の
空
調
事
業
を
め
ぐ

る
環
境
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
テ
ー
マ
実
行
に
際
し
て
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
が
、
提
携
・
連
携
戦
略

を
縦
横
無
尽
に
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
社
で
対
応
で
き
な
い
問
題
は
、
外
部
を
利
用
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の

た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
外
部
と
結
ん
で
い
く
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
実
行
す
べ
き
テ
ー
マ

と
、
そ
の
た
め
の
縦
横
無
尽
な
提
携
・
連
携
は
、
二
十
一
世
紀
と
い
う
新
し
い
時
代
に
ダ
イ
キ
ン
が
空
調
事
業
で
展
開
し
た

内
容
で
あ
っ
た
。

⑵
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
業
の
拡
大
と
北
米
へ
の
再
進
出

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
創
業
三
〇
周
年
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
変
化

前
述
し
た
よ
う
に
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
の
急
速
な
発
展
を
さ
ら

に
拡
大
さ
せ
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
ま
で
に
海
外
事
業
比
率
を
五
〇
％
以
上
に
す
る
と
い
う
計
画
を
示
し
た
。
空
調

部
門
は
、
国
内
市
場
で
積
極
的
な
販
売
活
動
を
展
開
し
、
〇
三
年
に
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
念
願
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
実
現

し
た
。
し
か
し
、
国
内
市
場
自
体
は
す
で
に
成
熟
化
し
、
一
方
で
激
し
い
価
格
競
争
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
空
調
事
業
で
生
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タ
イ
の
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
に
す
べ
て
生
産
を
移
管
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
度
は
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。成

長
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
へ
の
供
給
力
不
足
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
具
体
的
に
大
き
く
問
題
視
さ
れ
た
の

が
、
二
〇
〇
三
年
の
猛
暑
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
数
千
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
七
月
以
降
の
、
記
録
的
な
猛

暑
に
見
舞
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
エ
ア
コ
ン
へ
の
需
要
が
一
気
に
増
大
し
、
供
給
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

も
と
も
と
気
候
的
に
、
夏
は
日
本
よ
り
も
涼
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
エ
ア
コ
ン
へ
の
需
要
は
日
本
や
ア
メ
リ
カ
と
比
べ
る

と
小
さ
か
っ
た
が
、
徐
々
に
拡
大
傾
向
を
み
せ
て
い
た
。
こ
う
し
た
傾
向
が
、
〇
三
年
夏
の
猛
暑
を
契
機
と
し
て
確
固
た
る

も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

代
理
店
の
販
社
化
の
推
進

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
国
柄
や
商
習
慣
が
異
な
る
た
め
、
一
律
な
方
法
で
販
売
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
ダ
イ
キ
ン
が
、
最
初
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
進
出
し
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
代
理
店
に
販
売
を
委
託
し
て
い
た
。

だ
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
既
存
の
代
理
店
を
買
収
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
販
社
に
す
る
戦
略
を
進
め
た
。
二
〇
〇
〇
（
平

成
十
二
）
年
ま
で
に
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
で
販
社
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
〇
一
年
に

ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
（
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｏ
）、
〇
二
年
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

イ
タ
リ
ア
社
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｉ
）、
〇
三
年
に
は
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
Ｕ
Ｋ
社
（
Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｋ
）、
〇
四
年
に
は
ダ

イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ポ
ル
ト
ガ
ル
社
（
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｔ
）、
〇
六
年
に
は
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

ギ
リ
シ
ア
社
（
Ｄ
Ａ
Ｇ
Ｒ
）、
〇
七
年
に
は
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ネ
ザ
ー
ラ
ン
ド
社
（
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｌ
）
が
新
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
展
開
は
、
進
出
し
て
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
が
黎
明
期
を
経
て

エ
ア
コ
ン
文
化
創
造
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
、
九
四
年
か
ら
九
九
年
が
市
場
へ
の

直
接
参
入
の
第
二
ス
テ
ッ
プ
、
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
以
降
が
、
市
場
の
変
化

に
対
応
し
て
一い

っ
き気
呵か

せ
い成
に
事
業
拡
大
を
行
っ
て
い
る
第
三
ス
テ
ッ
プ
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

第
５
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
は
第
二
ス
テ
ッ
プ
の
時
期
に

な
っ
て
、
本
格
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
で
の
販
売
拡
大
を
狙
っ
た
戦
略
的
な

拡
張
路
線
を
追
求
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
生
産
能
力
の
拡
大

で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
で
の
販
売
体
制
を
強
化
す
る
た

め
の
販
社
体
制
の
整
備
で
あ
っ
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
ベ
ル
ギ
ー
の
オ
ス
テ
ン

ド
の
工
場
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
設
備
投
資
が
行
わ
れ
、
生
産
能
力
を
拡
大

し
て
い
た
が
、
来
る
べ
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
拡
販
は
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
生
産
能

力
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
三

年
ま
で
は
ユ
ー
ロ
高
が
続
き
、
中
国
・
韓
国
メ
ー
カ
ー
の
台
頭
も
あ
っ
て
、

売
価
競
争
が
激
化
し
て
い
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
追
求
し
て

き
た
も
の
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
高
賃
金
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
で
の
生
産
コ
ス

ト
は
高
く
、
競
争
力
の
面
で
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
家
庭
用
空
調
機
に

つ
い
て
は
、
〇
二
年
度
の
新
機
種
で
あ
る
新
冷
媒
Ｒ
４
１
０
適
用
機
か
ら
、

DENV社創業 30 周年記念イベント
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
巨
大
な
市
場
を
有
す
る
イ
タ
リ
ア
で
は
、
自
前
の
販
社
を
設
立
し
て
以
降
、
シ
ェ
ア
を
重
視
す
る
戦
略

を
展
開
し
た
。
そ
の
た
め
、
新
冷
媒
対
応
・
イ
ン
バ
ー
タ
機
種
を
先
行
的
に
大
投
入
し
、
代
理
店
時
代
に
は
困
難
だ
っ
た
販

売
店
へ
の
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
、
テ
レ
ビ
等
で
の
宣
伝
を
活
用
す
る
な
ど
販
売
促
進
を
進
め
た
。
結
果
と
し
て
、
買
収

前
の
二
〇
〇
一
年
に
七
八
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
だ
っ
た
売
り
上
げ
が
、
〇
七
年
に
は
四
億
八
五
〇
万
ユ
ー
ロ
ま
で
拡
大
し
た
。

大
拡
販
と
最
寄
り
化
生
産
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ナ
ン
バ
ー
１
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
、
い
ち
早
く
進
出
し
て
い
た
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
海
外
の
最
重
点
市
場
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
エ
ア
コ
ン
へ
の
一
般
的
な
認
識
の
広
が
り
か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
は
拡
大
を
見
せ
、
二
十
一
世

紀
に
入
る
と
勢
い
は
加
速
し
、
中
東
欧
へ
拡
大
し
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
、２
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
位
置
づ
け
は
高
ま
っ
て
い
た
。
す
で
に
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
の
猛
暑
の
前
に
ダ
イ

キ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
成
長
発
展
を
見
越
し
た
発
展
戦
略
を
検
討
し
、
今
後
拡
大
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
で
シ
ェ
ア

を
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
産
能
力
を
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
労
働
コ
ス

ト
の
高
い
ベ
ル
ギ
ー
工
場
で
の
生
産
拡
大
は
、
問
題
が
大
き
か
っ
た
。
一
方
、
ア
ジ
ア
地
域
の
生
産
拠
点
か
ら
輸
送
す
る
に

は
リ
ー
ド
タ
イ
ム
で
一
カ
月
を
要
し
、
し
か
も
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
生
産
・
供
給
が
難
し
い
。
そ
こ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
要

求
に
応
え
る
た
め
の
新
し
い
生
産
拠
点
の
立
ち
上
げ
が
構
想
さ
れ
た
。
新
生
産
拠
点
の
候
補
地
と
し
て
は
、
中
東
欧
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
も
候
補
に
な
っ
た
が
、
最
終
的
に
〇
三
年
初
め
に
は
、
チ
ェ
コ
の
西
部
に
位
置
す
る
ピ
ル
ゼ
ン

市
を
選
択
し
た
。
ピ
ル
ゼ
ン
市
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
有
名
な
機
械
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ス
コ
ダ
社
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
機
械
工
業
の
基
盤
を
持
つ
地
域
で
あ
る
。
新
し
く
で
き
る
チ
ェ
コ
の
生
産
拠
点
で
は
、
当
初
ベ
ル
ギ
ー
工
場
か
ら
ダ

に
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
販
社
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
傘
下
に

あ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
た
（
表
６
─

1
）。

買
収
に
よ
る
販
社
体
制
の
整
備
は
、
買
収
費
用
が
か
か
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
買
収
に
当
た
っ
て
の
準
備
、
買
収
後
の
運
営

な
ど
、
苦
労
が
多
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
あ
え
て
買
収
に
取
り

組
ん
だ
の
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
戦
略
に
対
応
し
た
販
売
組
織
と
体

制
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
構
築
し
、
ダ
イ
キ
ン
流
の
営
業
戦
略
を
徹

底
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
代
理
店
は
、
利
益
の
出

る
商
品
の
販
売
に
は
積
極
的
に
な
る
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は

軽
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
買
収
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
会
社
が
持
っ
て
い
た
過
去
の
慣
行
を
清
算
し
、
新
た
に
ダ

イ
キ
ン
流
の
営
業
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

の
拡
大
戦
略
に
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
販
社
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
で
展
開
し
て
き
た
営
業
戦
略
で
あ
る
、
①
販
売

店
開
発
（
ル
ー
ト
セ
ー
ル
ス
）
に
よ
る
販
売
・
据
え
付
け
・

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
囲
い
込
み
、
②
Ｐ
Ｒ
と
刈
り
取
り
（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
セ
ー
ル
ス
）、
③
日
本
発
の
商
品
の
市
場
投
入
が
可
能

に
な
る
の
で
あ
る
。

表 6─1　DENV社グループの構成（販社）

ダイキンヨーロッパ ダイキンヨーロッパ
コーディネーションセンター（1998 年）

ダイキン
フランス

ダイキン
ベルギー

ダイキン
ドイツ

ダイキン
セントラル
ヨーロッパ

ダイキン
ポーランド

ダイキン
スペイン

ダイキン
イタリア

ダイキン
UKグループ

ダイキン
ポルトガル

ダイキン
ギリシア

ダイキン
ネザーランド

売上高
（百万ユーロ） 52.8 375.1 100.0 68.3 318.7 27.6

設立年 1982 1993 1998 1999 2000 2001

売上高
（百万ユーロ） 408.5 167.7 43.8 52.5 35.0

設立年 2002 2003 2004 2006 2007

注 1）出資比率は 2007 年 12 月現在，全て DENV社 100％出資．売上高は 2007 年度実績．
　 2）ダイキンセントラルヨーロッパ社は，支社としてチェコ社，ハンガリー社，ルーマニア社，

スロバキア社を持つ．
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へ
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
安
定
供
給
を
第
一
と
考
え
、
チ
ェ
コ
で
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
生
産
を
優
先
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
タ
イ
、
日
本
か
ら
供
給
を
受
け
て
い
る
中
・
大
型
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
マ
ル
チ
の
最
寄
り
化
生

産
の
計
画
も
同
時
に
決
定
さ
れ
、
工
場
の
建
屋
増
設
、
室
外
機
の
熱
交
換
器
加
工
・
組
立
設
備
、
製
品
試
験
設
備
な
ど
に
追

加
投
資
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
圧
縮
機
に
つ
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
販
売
・

域
内
生
産
に
よ
る
安
定
供
給
を
図
る
た
め
に
、
チ
ェ
コ
で
の
生
産
を
決
定
し
た
。
チ
ェ
コ
で
の
生
産
計
画
は
、
当
初
の
予
定

か
ら
大
幅
に
上
方
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

チ
ェ
コ
で
は
、
二
〇
〇
三
年
五
月
に
ダ
イ
キ
ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
チ
ェ
コ
社
（
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｚ
）
が
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
と

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
五
〇
％
ず
つ
の
出
資
、
資
本
金
一
千
万
ユ
ー
ロ
で
設
立
さ
れ
、
十
月
に
は
工
場
の
建
設
が
始
ま
っ
て
い
た
。

Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｚ
社
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
略
の
変
更
に
対
応
し
て
工
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
設
備
・
機
械
の
取
得
、
従
業
員
の
採
用

な
ど
あ
ら
ゆ
る
計
画
を
見
直
し
、
生
産
の
開
始
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
業
員
数
は
、
当
初
は
〇
五
年
度
に

五
〇
〇
人
の
予
定
で
あ
っ
た
の
が
、
一
二
〇
〇
人
へ
と
倍
以
上
に
修
正
さ
れ
た
。
短
期
間
で
計
画
を
変
更
し
、
次
々
と
生
じ

る
難
題
を
こ
な
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｚ
社
は
〇
四
年
九
月
に
生
産
を
開
始
し
、
翌
五
月
に
は
第
二
工
場
、
七
月
に
は
部
品
セ

ン
タ
ー
が
竣
工
し
た
。
な
お
、
生
産
を
優
先
し
た
た
め
に
管
理
棟
の
完
成
は
〇
六
年
四
月
で
あ
っ
た
。

ま
た
圧
縮
機
に
つ
い
て
は
、
チ
ェ
コ
国
内
の
い
く
つ
か
の
候
補
地
か
ら
ピ
ル
ゼ
ン
市
と
は
反
対
側
、
チ
ェ
コ
東
部
の
工
業

都
市
ブ
ル
ノ
に
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
十
月
、
ダ
イ
キ
ン
デ
バ
イ
ス
チ
ェ
コ
社
（
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｚ
）
は
、

ダ
イ
キ
ン
工
業
の
一
〇
〇
％
出
資
で
設
立
さ
れ
、
〇
六
年
二
月
に
ス
イ
ン
グ
圧
縮
機
の
生
産
が
始
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内

へ
供
給
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
業
は
、
代
理
店
の
買
収
に
よ
り
販
売
会
社
化
を
積
極
的
に
推
進
し
、
〇
三
年

ク
ト
室
内
機
、
カ
セ
ッ
ト
室
内
機
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
か
ら
中
大
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
マ
ル

チ
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
生
産
移
管
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。

二
〇
〇
三
年
の
猛
暑
に
よ
る
エ
ア
コ
ン
需
要
の
拡
大
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
位
置

づ
け
を
さ
ら
に
高
め
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
こ
の
と
き
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
空
調
市
場
の
変
化

を
構
造
的
な
も
の
と
捉
え
、「
地
殻
変
動
が
起
き
る
」
と
考
え
た
。
十
月
の
予
算
立
案

時
に
は
井
上
会
長
の
指
示
に
よ
っ
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
拡
販
戦
略
」
を
検
討
し
て
、

十
一
月
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
営
業
、
生
産
本
部
、
供
給
の
合
同
チ
ー
ム
が
二
週
間
の
集
中

討
議
を
行
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
略
の
方
向
性
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
産
体
制
に

つ
い
て
は
域
内
生
産
を
大
原
則
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拡
大
基
調
を
チ
ャ
ン
ス
に
一

気
に
拡
販
す
る
た
め
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
供
給
能
力
の
確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

短
期
間
で
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
方
向
性
を
決
め
る
と
い
う
、
ダ
イ
キ
ン
の
フ
ラ
ッ
ト

＆
ス
ピ
ー
ド
の
典
型
的
な
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

決
定
は
直
ち
に
実
施
さ
れ
た
。
二
〇
〇
三
年
末
に
は
、
新
し
く
設
立
し
た
チ
ェ
コ
工

場
の
生
産
品
目
を
、
業
務
用
ダ
ク
ト
・
カ
セ
ッ
ト
室
内
機
か
ら
小
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン

室
外
機
・
室
内
機
に
変
更
し
、
生
産
能
力
も
〇
四
年
の
立
ち
上
げ
時
に
は
、
年
間

三
〇
万
台
に
す
る
と
い
う
大
き
な
軌
道
修
正
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
〇
三
年
夏
の
猛
暑

の
際
に
、
急
速
な
需
要
増
に
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
か
ら
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
送
っ
て
い
た
た
め
、

安
定
的
な
製
品
供
給
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場

ダイキン・インダストリー・チェコ社
（左）と生産ライン（上）
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企
業
Ｔ
Ｅ
Ｂ
Ａ
社
と
の
代
理
店
契
約
を
結
び
、
傘
下
の
五
つ
の
販
売
代
理
店
で
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
た
ト
ル
コ
で

は
、
Ｔ
Ｅ
Ｂ
Ａ
社
が
二
〇
〇
五
年
に
倒
産
し
、
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
他
社
に
奪
わ
れ
る
と
い
う
事
態
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

ト
ル
コ
の
主
管
を
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
か
ら
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
に
移
し
、
〇
七
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ
社
と
の
販
売
代
理
店
契
約

を
新
た
に
結
び
、
五
販
売
代
理
店
を
そ
の
傘
下
と
し
た
。
ま
た
、
同
年
四
月
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
ト
ル
コ
事
務
所
を
開
設
、

メ
ー
カ
ー
営
業
の
強
化
と
代
理
店
の
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
両
輪
と
し
て
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
か
ら
業
務
用
エ

ア
コ
ン
ま
で
の
販
売
拡
大
を
進
め
た
。

ま
た
、
新
し
い
分
野
へ
の
挑
戦
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
温
水
暖
房
器
〝
ダ
イ
キ
ン
ア
ル
テ
ル
マ
〟
を

発
売
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
固
有
の
商
品
で
あ
る
〝
ダ
イ
キ
ン
ア
ル
テ
ル
マ
〟
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か

ら
開
発
・
製
造
ま
で
を
一
貫
し
て
担
当
し
た
商
品
で
、
五
五
℃
以
下
の
低
温
の
暖
房
に
照
準
を
絞
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能

を
高
め
、
集
合
住
宅
に
も
導
入
し
や
す
い
コ
ン
パ
ク
ト
性
と
低
コ
ス
ト
を
追
求
し
た
製
品
で
あ
っ
た
。〝
ダ
イ
キ
ン
ア
ル
テ

ル
マ
〟
の
販
売
を
き
っ
か
け
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
は
暖
房
事
業
を
事
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
重
視
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

北
米
市
場
へ
の
展
開

ア
メ
リ
カ
は
世
界
最
大
の
空
調
市
場
で
あ
る
が
、
室
内
機
と
室
外
機
が
一
体
と
な
っ
て
い
て
、
ダ
ク
ト
で
空
気
が
搬
送
さ

れ
る
ダ
ク
ト
方
式
が
一
般
的
で
あ
る
。
日
本
で
は
一
般
的
な
室
内
機
と
室
外
機
が
分
か
れ
、
両
者
が
冷
媒
配
管
で
つ
な
が
っ

て
い
る
ダ
ク
ト
レ
ス
方
式
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
少
な
い
。
ダ
ク
ト
方
式
に
は
、
空
気
ダ
ク
ト
の
ほ
か
に
水
配
管
を
利
用
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
二
四
時
間
連
続
で
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
建
物
の
新
築
時
に

ダ
ク
ト
を
設
置
し
、
全
館
冷
房
す
る
方
式
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ダ
ク
ト
レ
ス
方
式
は
、
冷
暖
房
兼
用
機
で

の
猛
暑
を
契
機
と
し
た
空
調
需
要
の
拡
大
を
取
り
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
チ
ェ
コ
の
二
工
場
の
稼
働
に
よ
っ
て
最
寄
り
化
生
産
を
強
化
し
た
こ
と
か
ら
、

売
上
高
が
二
〇
〇
〇
年
の
六
・
三
億
ユ
ー
ロ
か
ら
〇
七
年
に
は
一
九
・
一
億
ユ
ー

ロ
へ
と
急
増
し
、
営
業
利
益
率
は
二
〇
％
を
超
え
た
。
こ
の
間
、
〇
四
年
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ナ
ン
バ
ー
１
を
達
成
し
た
（
図
６
─

５
）。

新
興
国
市
場
と
新
分
野
へ
の
展
開

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ダ
イ
キ
ン
製
品
の
売
り
上
げ
は

拡
大
し
て
い
た
が
、
十
分
に
開
拓
さ
れ
て
い
な
い
新
興
国
市
場
も
残
っ
て
い
た
。

そ
の
一
つ
が
ロ
シ
ア
で
あ
っ
た
。
寒
冷
地
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ロ

シ
ア
で
も
、
エ
ア
コ
ン
に
対
す
る
需
要
が
広
が
り
を
見
せ
、
二
〇
〇
四
（
平
成

十
六
）
年
度
末
に
は
約
四
二
〇
億
円
の
空
調
市
場
が
存
在
し
て
い
た
。
ダ
イ
キ

ン
は
、
主
力
の
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
の
販
売
は
好
調
で
あ
っ
た
が
、
市
場

規
模
の
最
も
大
き
い
家
庭
用
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
は
、
韓
国
企
業
の
後
塵
を
拝

し
て
い
た
。
そ
こ
で
〇
五
年
に
は
、
拡
大
し
つ
つ
あ
る
ロ
シ
ア
市
場
で
積
極
的

な
展
開
を
図
り
、
代
理
店
主
体
の
販
売
体
制
か
ら
ダ
イ
キ
ン
主
導
の
販
売
体
制

に
移
行
す
る
た
め
、
モ
ス
ク
ワ
事
務
所
を
設
立
し
た
。

も
う
一
つ
が
ト
ル
コ
で
あ
っ
た
。
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
か
ら
現
地

図 6─5　DENV社グループの売上高の推移
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メ
リ
カ
の
市
場
で
ダ
ク
ト
レ
ス
方
式
へ
の
認
識
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
度
ア
メ
リ
カ
市
場

へ
の
進
出
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
述
す
る
二
〇
〇
一
年
の
ト
レ
ー
ン
社
と
の
提
携
で
は
、
北
米
市
場
へ
の
本
格

参
入
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
。
ト
レ
ー
ン
社
を
通
じ
て
、
一
部
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
な
ど
も
販
売

し
て
お
り
、
ダ
イ
キ
ン
製
品
に
対
す
る
評
価
は
ア
メ
リ
カ
で
は
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
。
ま
た
、
〇
六
年
か
ら
ア
メ
リ

カ
で
実
施
さ
れ
る
省
エ
ネ
規
制
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
）
や
、
一
〇
年
か
ら
の
新
冷
媒
規
制
強
化
は
ダ
ク
ト
レ
ス
方
式
に
追
い
風
と
な

り
、
市
場
参
入
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
〇
四
年
、
ダ
イ
キ
ン
は
「
北
米
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
を
発
足

さ
せ
た
。
ま
た
、
技
術
者
や
戦
略
企
画
、
営
業
部
門
な
ど
に
携
わ
る
約
四
〇
名
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
に
滞
在
さ
せ
、
調

査
活
動
を
開
始
し
た
。

北
米
へ
の
再
進
出
と
新
拠
点
の
設
立

グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
世
界
最
大
の
市
場
で
あ
る
北
米
市
場
で
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
北
米
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
、
北
米
市
場
へ
の
参
入
に
向
け
、
事
業
戦
略
、
販
売
戦
略
、
商
品
戦
略
、
提
携
・

連
携
戦
略
の
立
案
を
進
め
て
い
た
。
ま
た
、
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
米
国
工
業
規
格
を
取
得
し
、
北
米
市
場
で
の
テ
ス
ト

販
売
を
行
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
準
備
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
十
一
月
に
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ

ス
市
近
郊
の
キ
ャ
ロ
ル
ト
ン
市
に
、
住
宅
用
・
業
務
用
空
調
機
器
の
販
売
会
社
と
し
て
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
ア
メ
リ
カ
ズ
社
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
）
を
設
立
し
た
。

Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
は
、
北
米
市
場
で
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
、
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
な
ど
ダ
イ
キ
ン

が
得
意
と
す
る
ダ
ク
ト
レ
ス
エ
ア
コ
ン
の
販
売
を
行
い
、
ダ
ラ
ス
を
中
心
拠
点
と
し
な
が
ら
、
北
東
部
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
一
つ
の
室
外
機
に
複
数
の
室
内
機
が
つ
な
が
っ
て
い
る
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
の
場
合
、
必
要
な
部
屋

だ
け
冷
暖
房
が
可
能
に
な
る
。
空
調
機
を
、
建
築
後
に
設
置
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
日
本
で
は
、
ダ
ク
ト
レ
ス
方
式
が
多
く
、

そ
の
結
果
、
ダ
イ
キ
ン
は
じ
め
日
系
メ
ー
カ
ー
は
ダ
ク
ト
レ
ス
方
式
を
得
意
と
し
て
き
た
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
業
界
で
初
め
て
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
進
出
し
た
が
、
第
３
章
で
触
れ
た
「
マ
イ
ア
ミ
事

件
」
に
よ
っ
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
、
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
関
心
は
弱
く
な
っ
て
い
た
が
、「
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
21
」
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
空
調
メ
ー
カ
ー
を
目
指
し
て
い
く
う
え
で
、
ア
メ
リ
カ
市
場
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
新
た
な
展
開
を
検
討
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
六
月
に
ア
メ
リ
カ
の
熱
交
換
器
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
モ
デ
ィ
ー
ン
社
と
、
空
調
機
器
の
開
発
・
生
産
・
販
売
に
関
わ
る
合
弁
契
約
を
交
わ
し
、
ダ
イ
キ
ン
・
モ

デ
ィ
ー
ン
社
（
Ｄ
Ｍ
Ｉ
）
を
設
立
し
た
。
新
会
社
の
事
業
対
象
は
、
ア
メ
リ
カ
市
場
向
け
に
開
発
さ
れ
た
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
ユ

ニ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
屋
上
設
置
用
の
室
外
機
と
室
内
機
一
体
型
空
調
機
で
、
ダ
ク
ト
で
送
風
す
る
低
層
建
物
用
の

空
調
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
七
月
に
Ｄ
Ｍ
Ｉ
社
は
営
業
を
開
始
し
た
が
、
結
果
と
し
て
こ
の
事
業
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
理
由
の
第
一
は
、

熱
交
換
器
を
利
用
し
た
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
が
、
ア
メ
リ
カ
市
場
で
は
ニ
ッ
チ
に
当
た
り
、
価
格
も
高
く
、
市
場
と
し
て
難
し
い

製
品
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
販
売
網
は
、
基
本
的
に
モ
デ
ィ
ー
ン
社
の
既
存
の
レ
ッ
プ

（
地
区
の
販
売
を
委
託
す
る
組
織
）
販
売
網
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
熱
交
換
器
が
メ
イ
ン
の
レ
ッ
プ
販
売
網
に
は
、

取
り
扱
い
が
難
し
い
商
品
だ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
モ
デ
ィ
ー
ン
社
に
株
式
を
す
べ
て
売
却
す
る
形
で
撤
退
し
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
進
出
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
進
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
が
依
然
と
し
て
空
白
の

ま
ま
で
あ
る
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
も
ア
メ
リ
カ
市
場
を
無
視
で
き
な
い
こ
と
、
そ
し
て
ア
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⑶
中
国
で
の
積
極
的
事
業
拡
大

中
国
事
業
の
発
展

ダ
イ
キ
ン
の
空
調
事
業
に
お
け
る
中
国
展
開
は
、
日
系
企
業
と
し
て
は
決
し
て
早
く
は
な
か
っ
た
。
中
国
で
、
ダ
イ
キ
ン

の
合
弁
会
社
で
あ
る
上
海
大
金
協
昌
空
調
有
限
公
司
が
設
立
さ
れ
た
の
は
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
で
、
生
産
を
開
始
し
た

の
は
九
七
年
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
中
国
事
業
の
発
展
は
、
図
６
─

６
に
あ
る
よ
う
に
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
度
の
売
上
高
は
二
一
二
億
円
だ
っ
た
が
、
〇
四
年
度
に
は
五
〇
二
億
円
と
二
・
四
倍
強
に
拡
大

し
た
。
し
か
も
ダ
イ
キ
ン
は
、
三
年
で
単
年
度
黒
字
、
四
年
で
累
損
一
掃
、
五
年
で
投
資
回
収
を
目
標
に
掲
げ
て
き
た
が
、

上
海
大
金
、
西
安
大
金
、
恵
州
大
金
は
、
若
干
の
前
後
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
こ
の
目
標
を
達
成
し
た
。

こ
こ
ま
で
中
国
事
業
が
発
展
し
た
理
由
は
、
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
で
は
、
家
庭
用
空
調
機
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
現
地
メ
ー
カ
ー
が
乱
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
激
烈
な
価
格
競
争
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
ダ
イ
キ
ン
は
第
一

に
、
意
識
的
に
中
国
市
場
で
の
価
格
競
争
を
避
け
、〝
Ｖ
Ｒ
Ｖ
〟
や
カ
セ
ッ
ト
型
を
中
心
と
し
た
業
務
用
の
高
級
ゾ
ー
ン
中

心
に
事
業
を
展
開
す
る
、
と
い
う
方
針
を
確
立
し
た
。
第
二
に
、
そ
う
し
た
方
針
を
徹
底
す
る
た
め
の
体
制
と
仕
掛
け
を
つ

く
り
上
げ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
高
級
ゾ
ー
ン
中
心
に
事
業
を
展
開
す
る
場
合
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
重
要
に
な
る
。

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
と
維
持
の
た
め
に
は
、
企
業
活
動
全
般
に
わ
た
る
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
。
工
場
で
は
、
品
質

管
理
に
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
サ
ー
ビ
ス
も
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
よ
う
徹
底
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
顧
客
に
直
接
対
す
る
営
業
も
、
そ
の
最
前
線
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
第
三
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
こ

う
し
た
戦
略
が
、
中
国
の
経
済
発
展
期
の
需
要
の
変
化
と
マ
ッ
チ
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
高
い
経
済
成
長
率
と
外
資
の
積

シ
カ
ゴ
、
ボ
ス
ト
ン
な
ど
）、
南
部
（
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
な
ど
）、
西
部
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
シ
ア
ト
ル
な
ど
）、
南
東
部
（
ア
ト
ラ
ン
タ
、
マ
イ
ア
ミ
な
ど
）

の
各
主
要
都
市
を
、
重
点
販
売
地
域
と
し
た
。
製
品
は
、
当
面
日
本
や
タ
イ
か
ら
輸

入
す
る
が
、
将
来
的
に
は
現
地
生
産
も
視
野
に
入
れ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
ダ
ク
ト

レ
ス
エ
ア
コ
ン
で
切
り
拓
い
た
新
し
い
市
場
や
販
売
網
を
生
か
し
な
が
ら
も
、
ダ
ク

ト
式
空
調
シ
ス
テ
ム
へ
の
展
開
に
よ
る
事
業
規
模
の
拡
大
に
つ
い
て
も
検
討
課
題
と

し
て
い
た
。

な
お
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
の
設
立
に
合
わ
せ
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
事
業
拡
大
を
加
速

す
る
体
制
と
す
る
た
め
、
持
株
会
社
と
し
て
ダ
イ
キ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

（
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
社
を
設
立
し
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
は
そ
の
傘
下
に
入
る
こ
と
と
し
た
。

設
立
時
に
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
は
二
〇
〇
九
年
度
の
売
上
高
二
〇
〇
億
円
を
目
標
と
し

た
。
し
か
し
、
ダ
ク
ト
レ
ス
に
つ
い
て
は
想
定
以
上
に
認
知
が
難
し
く
、
ま
た
ビ
ル

用
マ
ル
チ
（
以
下
、〝
Ｖ
Ｒ
Ｖ
〟）
の
販
売
を
進
め
る
た
め
に
は
技
術
力
を
持
っ
た
販
売
店
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
、
困
難
が

大
き
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
後
（
後
述
）
に
ア
メ
リ
カ
市
場
で
存
在
感
の
あ
る
マ
ッ
ケ
イ
が
ダ
イ
キ
ン
グ

ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
環
境
の
悪
化
が
進
行
し
た
こ
と
な
ど
で
、
北
米
市
場

で
の
展
開
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ダイキンエアコンディショニングアメリカズ社
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そ
れ
だ
け
に
中
国
で
働
く
日
本
人
社
員
の
役
割
も
大
き
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
時
期
に
ダ
イ
キ
ン
の
中
国
事
業
は
、
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
具
体
的
に
見

て
い
こ
う
。

大
金
（
中
国
）
投
資
有
限
公
司
の
設
立

短
期
間
に
、
中
国
事
業
を
展
開
し
た
ダ
イ
キ
ン
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
度
の
終
わ
り
に
は
中
国
国
内
に

四
つ
の
生
産
拠
点
と
、
一
八
の
販
売
拠
点
を
持
つ
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
拠
点
数
は
、
さ
ら
に
増
加
す
る
見
通
し
で
あ
り
、

中
国
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
の
布
石
と
し
て
、
オ
ー
ル
ダ
イ
キ
ン
で
み
た
効
率
の
よ
い
投
資
資
金
の
運
用
、
拠
点
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
時
期
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
中
国
で
は
政
策
的
な
規
制
も
あ
り
、
進
出
条
件
や
生
産
拠
点
の
合
弁
先
と
の

関
係
が
異
な
る
こ
と
、
現
地
生
産
会
社
は
自
社
生
産
品
の
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
し
か
で
き
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
販
売
網
、

サ
ー
ビ
ス
網
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
、
輸
入
品
の
販
売
は
北
京
・
上
海
・
広
州
事
務
所
を
通
じ
て
の
商
品
Ｐ
Ｒ
業
務
だ
け
に

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
問
題
を
含
め
て
、
新
た
な
中
国
事
業
展
開
に

向
け
て
検
討
さ
れ
た
の
が
、
中
国
に
お
け
る
統
括
会
社
の
設
立
で
あ
る
。

統
括
会
社
と
は
、
中
国
に
お
け
る
投
資
会
社
（
親
会
社
）
で
あ
り
、
そ
の
投
資
先
企
業
（
傘
下
企
業
）
の
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
為
を
行
う
権
利
を
、
中
国
政
府
か
ら
特
別
に
与
え
ら
れ
た
会
社
で
あ
る
。
中
国
で
は
「
投
資
性
公
司
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
中
国
は
、
ア
ジ
ア
金
融
危
機
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
問
題
の
影
響
に
対
し
て
、
外
資
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
、
規
制
緩
和

の
一
環
と
し
て
一
九
九
九
年
に
統
括
会
社
の
機
能
拡
大
政
策
（「
補
足
規
定
」）
を
公
布
・
施
行
し
た
。
こ
の
「
補
足
規
定
」

で
、
傘
下
企
業
製
品
の
仕
入
れ
販
売
、
中
国
製
品
（
自
社
、
他
社
）
の
買
い
取
り
輸
出
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
統
括
会
社
の

極
的
な
受
け
入
れ
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
っ
て
、
中
国
国
内

は
各
地
で
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ダ
イ
キ
ン

の
業
務
用
空
調
機
の
販
売
を
拡
大
す
る
条
件
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
、

無
視
で
き
な
い
点
で
あ
る
。

方
針
が
的
確
で
、
条
件
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
な
か
で
自
ら
積

極
的
に
働
い
て
い
く
従
業
員
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま

で
も
な
い
。
と
く
に
ダ
イ
キ
ン
の
中
国
事
業
は
、
歴
史
が
浅
い
だ
け
に

従
業
員
の
勤
続
年
数
は
短
く
、
年
齢
も
若
い
層
が
多
い
。
さ
ら
に
、
一

般
に
日
本
よ
り
も
企
業
へ
の
帰
属
意
識
が
低
い
と
い
わ
れ
る
中
国
の
従

業
員
に
、
ど
の
よ
う
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
た
せ
、
教
育
・
訓
練
に

よ
っ
て
質
を
高
め
て
い
く
の
か
が
、
事
業
の
成
功
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

社
内
で
の
教
育
を
徹
底
し
て
い
る
ダ
イ
キ
ン
の
中
国
人
社
員
は
、
拡
大

す
る
新
興
市
場
で
あ
る
中
国
で
は
引
き
抜
き
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
多

い
。
こ
う
し
た
状
況
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
よ
り
い
っ
そ
う
中
国
で
は
社

員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
で
あ
る
し
、
現
地
社
員
へ
の
権
限
の
委
譲

も
積
極
的
に
求
め
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
ダ
イ
キ
ン
の
事

業
の
発
展
は
、
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ダ
イ
キ
ン
社
員
と
現
地
の
ス

タ
ッ
フ
と
の
共
同
作
業
と
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

図 6─6　中国事業の発展
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に
は
、
上
海
大
金
の
総
経
理
だ
っ
た
田
谷
野
憲
が
就
任
し
た
。

大
金
（
中
国
）
投
資
有
限
公
司
の
発
展
と
大
中
国
戦
略

大
金
（
中
国
）
投
資
有
限
公
司
と
い
う
統
括
会
社
を
設
立
し
た
も
の
の
、
そ
の
活
動
が
本
格
化
す
る
の
に
は
し
ば
ら
く
時

間
が
か
か
っ
た
。
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
十
一
月
、
取
締
役
会
で
決
ま
っ
た
統
括
会
社
の
活
性
化
計
画
で
は
、「
中
国

統
括
会
社
は
、
よ
り
色
濃
く
事
業
に
関
わ
り
、
各
部
門
と
密
結
合
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
を
促
進
す
る
、
他
社
に
な
い
、

ダ
イ
キ
ン
独
自
の
強
力
な
集
団
・
戦
略
推
進
の
核
と
な
る
部
隊
と
し
て
」
活
動
を
開
始
し
た
い
と
し
て
い
た
。
具
体
的
な
方

向
性
と
し
て
は
、「
空
調
・
化
学
を
は
じ
め
と
し
た
全
擬
似
カ
ン
パ
ニ
ー
の
中
国
に
お
け
る
戦
略
立
案
へ
の
協
議
・
支
援
・

参
画
、
中
国
情
勢
の
変
化
を
観
察
・
予
兆
し
的
確
な
情
報
提
供
を
行
い
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
の
現
地
活
動
、

現
地
戦
略
拠
点
と
し
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
活
動
す
る
空
調
事
業
の
大
拡
販
を
促
進
す
る
総
合
的
販
売
体
制
づ
く
り

の
拠
点
機
能
」
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
域
内
子
会
社
と
統
括
会
社
と
の

資
本
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
と
、
空
調
の
総
合
販
売
体
制
構
築
へ
の
子
会
社
合
弁
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
交
渉
が
必
要
と
な
る
。

域
内
子
会
社
と
は
、
一
〇
％
以
上
の
資
本
関
係
が
存
在
し
な
い
と
統
括
会
社
で
販
売
を
担
え
な
い
。
そ
こ
で
急
き
ょ
、
大
金

（
中
国
）
投
資
有
限
公
司
は
上
海
大
金
と
恵
州
大
金
に
対
し
て
資
本
関
係
を
有
す
る
よ
う
に
し
た
。

二
〇
〇
三
年
に
入
る
と
、
統
括
会
社
の
組
織
と
機
能
が
急
ピ
ッ
チ
で
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
月
に
は
統
括
会
社
に
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
部
門
を
設
置
し
た
。
二
月
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
側
が
大
中
国
戦
略
と
統
括
会
社
の
機
能
の
強
化
充
実
を
決
定
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
空
調
部
門
の
売
り
上
げ
拡
大
に
加
え
、
後
述
す
る
新
工
場
設
立
に
よ
る
化
学
の
事
業
拡
大
、
油
機
の
展
開

な
ど
を
含
み
、
〇
五
年
に
は
事
業
規
模
を
一
千
億
円
以
上
に
す
る
と
い
う
、
積
極
的
な
拡
大
路
線
を
追
求
し
て
い
た
。
こ
の

機
能
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
統
括
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
が
高
ま
り
、

多
く
の
大
手
外
資
系
企
業
が
統
括
会
社
を
設
立
し
、
二
〇
〇
一
年
に
は
そ
の
数
は

一
八
〇
社
を
超
え
て
い
た
。

ダ
イ
キ
ン
が
、
統
括
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
は
、
第
一
に
中
国
国
内
で
の
効
果
的
な
投
資
形
態
が
検
討
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。
傘
下
企
業
の
配
当
を
活
用
し
て
、
統
括
会
社
か
ら
再
投
資
す
る

こ
と
で
法
人
税
の
一
部
還
付
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
メ

リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
。
第
二
に
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
企
業
Ｐ
Ｒ
が
し

や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
中
国
政
府
と
の
交
渉
力
を
統
一
で
き
、
強
化
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の
加
盟
を
控
え
、
規
制
緩
和
の
受
け
皿
と
し
て
統
括

会
社
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
そ
う
な
る
と
さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
は
増

え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
方
で
傘
下
企
業
の
合
意
を
得
ら
れ
る
の
か
、

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
発
展
を
遂
げ
て
き
た
傘
下
企
業
に
、
統
一
し
た
販
売
・
価
格
戦
略
を
採
る
こ
と
が
可
能
か
な
ど
、
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
存
在
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
考
え
た
う
え
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
二
段
階
で
統
括
会
社
の
設
立
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
し

た
。
ま
ず
、
最
初
に
認
可
を
取
得
し
、
統
括
会
社
を
設
立
し
た
う
え
で
、
そ
の
事
業
内
容
・
体
制
は
、
統
括
会
社
の
事
業
環

境
の
変
化
に
対
応
し
て
策
定
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇
一
年
九
月
、
北
京
に
統
括
会
社
と
し
て
大
金

（
中
国
）
投
資
有
限
公
司
が
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
か
ら
の
出
資
一
〇
〇
％
、
資
本
金
三
千
万
米
ド
ル
で
設
立
さ
れ
た
。
総
経
理

大金（中国）投資有限公司北京本部



296297　第 6章●グローバル企業への道

六
割
以
上
を
占
め
て
い
た
。
事
業
展
開
の
先
頭
に
立
つ
、
こ
う
し
た
セ
ー
ル
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
ど
の
よ
う
に
育
て
、
活
躍

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
中
国
の
空
調
部
門
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
セ
ー
ル
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
含
め
た
営
業
マ
ン
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
流
に
徹
底
教
育
が
実
施
さ
れ
た
。
具
体
的

に
は
、
日
本
か
ら
エ
ー
ス
級
の
営
業
マ
ン
が
約
二
〇
名
派
遣
さ
れ
、
現
場
で
実
際
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
示
し
な
が
ら
、
営
業
ノ
ウ

ハ
ウ
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
具
体
的
に
伝
え
て
い
っ
た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
た
中
国
人
営
業
マ
ン
が
、
順
次
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
後
進
を
指
導
・
育
成
し
、
営
業
ノ
ウ
ハ
ウ
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
教
育
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

新
生
産
拠
点
の
建
設

二
〇
〇
〇
年
代
の
中
国
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
一
〇
年
の
上
海
万
博
な
ど
の
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
控
え
、
全
国
に
高
速
道
路
網
、
高
速
鉄
道
網
が
つ
く
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
い
て
い
た
。

中
国
の
空
調
市
場
も
、
年
々
着
実
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
と
も
に
、
急
速
な
製
造
業
の
成
長
は
中
国
に
モ
ノ
づ
く
り
の
基
盤

を
築
き
上
げ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
、
着
実
に
ダ
イ
キ
ン
の
地
歩
を
確
立
し
発
展

さ
せ
る
こ
と
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
に
中
国
を
位
置
づ
け
活
用
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
に
お
け
る

事
業
を
拡
大
し
て
い
こ
う
と
い
う
戦
略
が
、
〇
二
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
大
中
国
戦
略
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
（
中
大
型
機
種
）、
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
上
海
大
金

は
、
す
で
に
三
班
二
直
の
体
制
で
フ
ル
稼
働
し
て
お
り
、
大
拡
販
の
た
め
の
供
給
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
生
産

能
力
の
拡
大
が
不
可
避
な
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
エ
ア
コ
ン
は
、
中
国
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
て
市
場
が

拡
大
し
て
お
り
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
需
要
の
増
え
な
い
日
本
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
。
中
国
の
大

決
定
を
受
け
る
形
で
、
サ
ー
ビ
ス
会
社
や
新
た
な
生
産
拠
点
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
た
。

二
〇
〇
三
年
六
月
に
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
空
調
全
製
品
の
販
売
機
能
を
統
括
会
社
に
統
合
し
た
。
上
海
大
金
、
恵

州
大
金
の
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
す
べ
て
統
括
会
社
に
統
合
し
、
統
括
会
社
を
最
大
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
販

売
／
サ
ー
ビ
ス
／
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
一
気
に
拡
大
し
よ
う
と
し
た
。
統
括
会
社
に
は
、
北
京
・
上
海
・
広
州
事
務
所

の
空
調
営
業
部
隊
も
一
体
化
し
、
上
海
と
広
州
に
は
分
公
司
が
置
か
れ
た
。
こ
の
と
き
、
広
州
分
公
司
の
総
経
理
と
な
っ
た

の
が
、
方
遠
で
あ
る
。
彼
は
、「
僕
は
自
分
で
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
権
限
委
譲
さ
れ
た
現
地
幹
部
第
一
号

だ
と
。
中
国
現
地
社
員
へ
の
権
限
委
譲
の
加
速
は
、
自
分
の
成
功
に
か
か
っ
て
い
る
と
。
も
の
す
ご
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す

よ
。
だ
か
ら
こ
そ
前
へ
前
へ
出
る
し
か
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
（『
ダ
イ
キ
ン
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
〇
三
年
十
二
月
号
）。

中
国
で
は
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
っ
て
各
地
で
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
、
新
た
な
ビ
ル
が
次
々
と
建
設
さ
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
な
か
で
空
調
営
業
部
隊
は
、
設
計
院
（
設
計
事
務
所
）
の
攻
略
と
学
校
や
病
院
な
ど
、
大
手
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
提
案
営

業
を
推
進
し
た
。
具
体
的
に
は
、
営
業
マ
ン
の
約
半
数
を
占
め
る
セ
ー
ル
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
、
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
独
自
の
空
調
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
、
顧
客
を
ダ
イ
キ
ン
の
フ
ァ
ン
化
す
る
仕
掛
け
づ
く
り
を
行
っ
た
。
ま
た
新
築
の

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
内
装
付
き
物
件
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
不
動
産
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

浮
上
し
て
き
た
。
大
金
（
中
国
）
は
、
こ
の
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
開
発
部
隊
を
新
設
し
た
。
営
業
を
販
売
店
任
せ
に
し
な
い
こ

と
、
設
計
院
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
、
大
手
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
、
セ
ー
ル
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
用
い
た
提
案
型
営
業
を
行
っ
て

い
る
点
が
、
中
国
の
営
業
活
動
の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
を
進
め
る
た
め
に
は
、
セ
ー
ル
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
多
く
持
つ
必
要
が
あ
る
。
中
国
で
は
、
立
ち
上
げ
て

時
間
が
た
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
セ
ー
ル
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
多
く
は
若
者
で
あ
り
、
二
年
以
下
の
経
験
者
が
全
体
の
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さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
に
は
、
江
蘇
省
蘇
州
市
蘇
州
工
業
園
区
に
家
庭
用
・
業
務
用
・
大
型
用
の
圧
縮
機
生
産
会

社
と
し
て
、
大
金
機
電
設
備
（
蘇
州
）
有
限
公
司
（
資
本
金
二
三
億
二
〇
〇
〇
万
円
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
九
〇
％
、
大
金
〈
中
国
〉

投
資
有
限
公
司
一
〇
％
）
が
設
立
さ
れ
た
。
大
金
機
電
設
備
は
、
生
産
を
準
備
し
て
い
る
最
中
に
拡
大
投
資
が
決
ま
り
、
生

産
品
目
や
生
産
能
力
の
増
強
が
進
め
ら
れ
た
。
〇
四
年
九
月
か
ら
、
ス
ク
リ
ュ
ー
圧
縮
機
の
生
産
を
始
め
た
工
場
で
は
、
相

次
い
で
ス
ク
ロ
ー
ル
圧
縮
機
、
ス
イ
ン
グ
圧
縮
機
と
、
新
製
品
の
生
産
立
ち
上
げ
が
行
わ
れ
、
操
業
後
一
年
も
た
た
な
い
う

ち
に
従
業
員
は
約
一
二
〇
〇
人
を
超
え
た
。
ま
た
、
大
金
機
電
設
備
の
敷
地
内
に
は
、
大
金
電
器
機
械
（
蘇
州
）
有
限
公
司

を
〇
四
年
九
月
に
設
立
（
資
本
金
二
〇
八
〇
万
米
ド
ル
）、
十
二
月
か
ら
生
産
を
開

始
し
た
。
同
社
は
ダ
イ
キ
ン
六
〇
％
、
松
下
電
器
四
〇
％
の
共
同
出
資
で
あ
り
、

両
社
が
有
す
る
モ
ー
タ
ー
技
術
と
モ
ノ
づ
く
り
技
術
の
強
み
と
特
徴
を
生
か
し
、

家
庭
用
・
業
務
用
エ
ア
コ
ン
に
搭
載
さ
れ
る
圧
縮
機
用
ハ
ー
メ
チ
ッ
ク
モ
ー
タ
ー

の
製
造
・
販
売
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
ダ
イ
キ
ン
の
空
調
生
産
拠
点
や
空
調
の
販

売
に
関
わ
る
従
業
員
の
合
計
は
六
千
人
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
し
い
生
産
拠

点
の
立
ち
上
げ
に
よ
っ
て
、
工
場
で
取
り
扱
う
新
商
品
数
は
、
二
〇
〇
二
年
に
は

約
一
〇
〇
点
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
〇
三
年
に
は
三
〇
〇
点
に
急
増
し
、
そ
の
後
も

ほ
ぼ
同
じ
数
字
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
三
〇
〇
点
の
内
訳
は
、
〇
四

年
は
新
規
商
品
と
日
本
か
ら
の
移
管
商
品
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
の
が
、
〇
五
年

に
は
逆
転
し
て
六
割
が
新
規
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

き
な
市
場
で
量
を
拡
大
し
、
コ
ス
ト
力
・
商
品
力
を
つ
け
て
、
事
業
構
造
改

革
を
進
め
る
た
め
に
も
、
生
産
を
中
国
に
移
管
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

圧
縮
機
も
不
足
が
ち
で
、
生
産
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
タ
イ
の
ダ
イ
キ
ン
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社
（
Ｄ
Ｃ
Ｉ
）
の
供
給
能
力
に
も
限
界

が
あ
っ
た
た
め
、
中
国
国
内
に
新
た
な
工
場
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
っ
た
。

新
生
産
拠
点
は
、
二
〇
〇
三
年
七
月
に
業
務
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
、

ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン（
中
大
型
機
種
）の
生
産
会
社

と
し
て
、
大
金
総
合
空
調（
上
海
）有
限
公
司（
資
本
金
一
八
七
〇
万
米
ド
ル
。

ダ
イ
キ
ン
工
業
八
〇
％
、
大
金〈
中
国
〉投
資
有
限
公
司
一
〇
％
、
上
海
大
金

一
〇
％
）と
、
水
冷
チ
ラ
ー
、
空
冷
チ
ラ
ー
、
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
の
生
産
会
社

と
し
て
大
金
中
央
空
調（
上
海
）有
限
公
司（
資
本
金
一
八
四
〇
万
米
ド
ル
。
ダ

イ
キ
ン
工
業
九
〇
％
、
大
金〈
中
国
〉投
資
有
限
公
司
一
〇
％
）が
、
い
ず
れ
も
上

海
大
金
の
敷
地
内
に
設
立
さ
れ
た
。
両
社
は
、
上
海
大
金
の
工
場
の
隣
に
新

た
に
建
設
さ
れ
た
工
場
で
、
〇
四
年
七
月
に
生
産
を
開
始
し
た
。
従
業
員
数
は
、
〇
五
年
に
は
大
金
中
央
空
調
が
約
二
〇
〇

人
、
大
金
総
合
空
調
が
約
四
〇
〇
〜
七
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
大
金
総
合
空
調
は
、
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
も
生
産
し
て
い
た
の
で
、

需
要
の
季
節
変
動
が
激
し
い
た
め
に
従
業
員
数
に
も
変
動
が
あ
る
。
三
社
は
、
隣
接
し
て
い
る
こ
と
の
優
位
性
を
生
か
す
た

め
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
業
務
や
間
接
業
務
の
一
部
を
共
有
し
、
合
理
化
を
図
っ
た
。

大金機電設備（蘇州）有限公司オープニング時に視察する井上
会長と山田相談役

大金総合空調（上海），大金中央空調（上海）の工場建屋
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工
業
九
〇
％
、
大
金
〈
中
国
〉
一
〇
％
）
で
設
立
さ
れ
、
五
月
か
ら
事
業
を
開
始
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
設
立
や
事
業
開
始
の
前
に
、

す
で
に
先
行
的
に
営
業
活
動
が
開
始
さ
れ
、
経
済
開
発
区
の
日
系
企
業
を
中
心
に
巡
回
、
ゴ
ー
ル
ド
顧
客
へ
の
エ
ア
ネ
ッ
ト

の
設
置
、
外
資
系
・
ロ
ー
カ
ル
企
業
へ
の
拡
大
な
ど
を
実
施
し
て
い
た
。

サ
ー
ビ
ス
会
社
は
、
設
立
時
は
三
会
社
と
地
方
拠
点
合
わ
せ
て
約
七
〇
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
人
数
も
サ
ー
ビ

ス
拠
点
も
増
え
、
二
〇
〇
五
年
に
は
二
〇
カ
所
の
地
方
拠
点
を
合
わ
せ
て
、
三
百
数
十
人
と
な
っ
た
。
二
四
時
間
三
六
五
日

体
制
の
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
も
早
期
に
立
ち
上
げ
、
全
中
国
共
通
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
対
応
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
会

社
の
活
動
で
特
徴
的
な
の
は
、
洗
浄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
室
内
機
や
室
外
機
の
洗
浄
作
業
を
無
料
で
行
う
も

の
で
、
機
器
拡
販
に
向
け
た
営
業
キ
ー
マ
ン
攻
略
、
ダ
イ
キ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
務
は
、
直
接
ダ
イ
キ
ン
が
顧
客
に
接
す
る
場
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
一
人
ひ
と
り
、
コ
ン
タ
ク
ト

セ
ン
タ
ー
で
の
回
答
一
つ
ひ
と
つ
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
新
し
い
会
社
で
あ
り
、

規
模
を
拡
張
し
て
い
る
た
め
に
新
し
い
人
材
が
、
次
々
と
入
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
人
材
教
育
は
徹
底
し
て
行
わ
れ
、
中
国

版
の
サ
ー
ビ
ス
大
学
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
能
力
と
研
修
課
題
、
本
人
の
要
望
を
考
慮
し
た
研

修
計
画
を
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
対
し
て
明
確
に
し
て
い
る
。
販
売
店
へ
の
教
育
に
つ
い
て
も
意
識
的
に
地
方
都

市
を
回
り
、
商
品
説
明
、
故
障
診
断
お
よ
び
運
転
デ
ー
タ
解
析
、
施
工
時
の
注
意
点
、
技
術
相
談
、
安
全
教
育
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
販
売
店
か
ら
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
進
め
て
い
っ
た
。

中
国
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て

ダ
イ
キ
ン
の
中
国
事
業
は
、
一
〇
年
間
で
急
速
に
成
長
し
、
収
益
性
の
高
い
事
業
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
強
化

ダ
イ
キ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
徴
の
一
つ
は
、
サ
ー
ビ
ス
体
制
に
あ
る
。
中
国
で
の
大

拡
販
を
進
め
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
体
制
に
も
大
き
く
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
た
。
中
国
で
は
、

も
と
も
と
ダ
イ
キ
ン
製
品
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
上
海
大
金
と
恵
州
大

金
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
、
サ
ー
ビ
ス
認
定
店
が
対
応
し
て
き
た
が
、
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を

担
当
す
る
会
社
を
設
立
し
、
ダ
イ
キ
ン
製
品
は
も
と
よ
り
他
社
製
品
を
含
め
、
す
べ
て

担
当
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
た
め
に
は
、

積
極
的
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
展
開
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
、
日
本
国
内
で

実
施
し
て
い
た
二
四
時
間
三
六
五
日
受
付
相
談
窓
口
（
ダ
イ
キ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン

タ
ー
）、
携
帯
端
末
支
援
シ
ス
テ
ム
（〝e-SW

A
T

〟）、
故
障
予
知
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム

（〝
エ
ア
ネ
ッ
ト
〟）
な
ど
を
、
中
国
に
お
い
て
も
生
か
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

中
国
は
広
大
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
ユ
ー
ザ
ー
が
集
中
し
て
い
る
北
京
、
広
州
、
上
海

に
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ー
ビ
ス
会
社
を
設
立
し
た
。
従
来
、
中
国
で
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
設
立
認
可
を
得
る
の
は
容
易
で
な
か
っ
た

が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
業
種
へ
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
が
幸
い
し
た
。
ま
ず
北
京
に
、
大
金
空
調
技
術

（
北
京
）
有
限
公
司
が
資
本
金
一
六
〇
万
米
ド
ル
（
ダ
イ
キ
ン
工
業
一
〇
〇
％
）
で
、
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
十
二
月
に
設

立
さ
れ
、
翌
〇
三
年
二
月
か
ら
事
業
を
開
始
し
た
。
広
州
で
は
、
大
金
空
調
技
術
（
広
州
）
有
限
公
司
が
、
同
じ
く
資
本
金

一
六
〇
万
米
ド
ル
（
ダ
イ
キ
ン
工
業
一
〇
〇
％
）
で
設
立
さ
れ
、
〇
三
年
三
月
に
事
業
を
開
始
し
た
。
上
海
で
は
認
可
の
関

係
で
設
立
が
遅
れ
た
が
、
〇
三
年
四
月
に
大
金
空
調
技
術
（
上
海
）
有
限
公
司
が
、
資
本
金
二
四
〇
万
米
ド
ル
（
ダ
イ
キ
ン

上海でのサービス研修
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イ
キ
ン
の
企
業
文
化
が
問
わ
れ
、
継
承
さ
れ
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ダ
イ
キ
ン
の
文
化
が
、
中
国
に
お
い
て
も

根
づ
こ
う
と
し
て
い
る
。

二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
十
一
月
に
、
上
海
で
開
か
れ
た
上
海
国
際
工
業
博
覧
会
へ
の
出
展
は
、
そ
の
一
つ
の
き
っ
か

け
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
か
ら
は
、
中
国
に
お
け
る
空
調
・
化
学
・
油
機
の
オ
ー
ル
ダ
イ
キ
ン
の
力
を
結
集
し
て
「
ダ
イ
キ

ン
空
調
提
案
展
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
参
加
し
、「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
」「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ダ
イ
キ
ン
」「
人
の
ダ
イ
キ
ン
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
準
備
期
間
は
一
カ
月
強
と
い
う
短
期
間
だ
っ
た
が
、
新
入
社
員
を
含
め
た
総
力
を
結
集
し
て
臨
ん
だ
結

果
、
ダ
イ
キ
ン
の
ブ
ー
ス
は
六
日
間
で
二
万
人
を
集
め
る
と
い
う
大
成
功
を

収
め
た
。
ま
た
、
〇
四
年
二
月
に
海
南
島
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
全
中
国
販

売
店
会
議
は
、
中
国
各
地
か
ら
販
売
店
代
表
約
六
八
〇
人
を
含
め
一
千
人
以

上
が
集
ま
る
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。
日
本
の
ダ
イ
キ
ン
工
業
で
採
用
さ

れ
、
大
金
（
中
国
）
投
資
有
限
公
司
に
派
遣
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
行
事
を
担
当

し
た
陳
英
偉
品ピ

ン
パ
イ牌

推
進
部
長
（
ブ
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
は
「
イ
ベ
ン

ト
の
な
か
で
人
を
育
て
て
い
っ
た
し
、
育
っ
て
い
っ
た
」
と
、
語
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
ダ
イ
キ
ン
の
力
に
な
っ
て
い
る
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
ブ

ラ
ン
ド
を
広
げ
る
大
切
な
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
在
、
中
国
で
年
中
行
事
の
一
つ
と
な
っ
た
全
中
国
販
売
店
会
議
で
は
、

全
体
会
議
の
あ
と
優
れ
た
販
売
業
績
を
上
げ
た
優
良
代
理
店
へ
の
表
彰
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
〇
六
年
九
月
か
ら
は
、
中
国
で
初
め
て
の
盆
踊
り
大
会

激
烈
な
価
格
競
争
市
場
を
意
識
的
に
避
け
、
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
や
カ
セ
ッ
ト
型
を
中
心
と
し
た
、
業
務
用
の
高
級

ゾ
ー
ン
中
心
に
事
業
展
開
す
る
と
い
う
方
針
の
確
立
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
う
し
た
方
針
を
徹
底
す
る
た
め
の
体
制
と
仕
掛

け
を
広
報
、
開
発
、
生
産
、
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
つ
く
り
上
げ
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、

ダ
イ
キ
ン
の
こ
う
し
た
戦
略
が
、
中
国
の
経
済
発
展
期
の
需
要
の
変
化
と
マ
ッ
チ
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
の
中

国
市
場
へ
の
攻
略
法
を
ま
と
め
る
と
、
①
最
先
端
商
品
で
市
場
創
造
、
②
高
品
質
・
高
価
格
戦
略
、
③
卸
を
通
さ
ず
、
前
金

可
能
な
専
売
店
を
自
前
開
発
、
④
営
業
マ
ン
の
育
成
（
ダ
イ
キ
ン
流
の
徹
底
教
育
）、
⑤
業
界
初
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
同
時
展

開
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

中
国
事
業
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ダ
イ
キ
ン
は
空
調
分
野
の
技
術
開
発
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
、
北
京
市
の
清
華
大

学
内
に
「
清
華
─
ダ
イ
キ
ン
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。
清
華
大
学
は
、
中
国
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
総
合
大
学
で
あ

り
、
な
か
で
も
空
調
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
研
究
開
発
力
で
は
、
世
界
で
最
高
レ
ベ
ル
の
研
究
水
準
を
誇
っ
て
い
た
。
清
華

大
学
と
の
提
携
で
、
優
れ
た
空
調
技
術
を
取
り
入
れ
、
ダ
イ
キ
ン
の
商
品
化
技
術
と
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
空
調
機
器
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
と
く
に
、
経
済
成
長
が
著
し
い
中
国
で
は
、
今

後
は
空
気
の
質
の
改
善
に
よ
る
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
飛
躍
的
な
向
上
や
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
対
応
な
ど
が
急
務
と
な
る
。
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
最
初
の
海
外
研
究
拠
点
で
あ
る
だ
け
に
、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

ダ
イ
キ
ン
に
は
、〝
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
キ
ッ
ド
〟
や
淀
川
製
作
所
や
金
岡
工
場
の
盆
踊
り
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
員
自
ら

が
企
画
を
工
夫
し
、
手
づ
く
り
で
運
営
す
る
行
事
が
少
な
く
な
い
。
行
事
の
運
営
で
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
企
業
文
化
と
も
い
え

る
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
し
、
参
加
す
る
人
た
ち
へ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
徹
底
的
に
追
求
さ
れ
る
。
ダ

上海国際工業博覧会
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情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
四
〇
人
の
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
常
駐
し
て
、
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
発
展
す
る
中
国
市
場
に
ふ
さ
わ
し
い
展
示
で
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
総
合
的
な

技
術
力
が
、
わ
か
り
や
す
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ダ
イ
キ
ン
の
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
幅
が
広
が
っ
て
い
っ
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
、
日
本
も
含
め
て
世
界
各
地
に
設
け
ら
れ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
の
モ
デ

ル
と
な
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
ま
た
中
国
事
業
一
〇
周
年
を
機
に
、
中
国
に
根
ざ
す
企
業
を
目
指
し
て
、
本
格
的
な
社
会
貢
献
事
業
に
着

手
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。「
福
祉
」「
教
育
」「
環
境
」
と
い
う
三
つ
の
テ
ー
マ

に
対
し
、
貢
献
活
動
の
検
討
を
開
始
し
、
①
上
海
の
工
場
で
の
障
害
者
の
雇
用
、

②
中
国
の
空
調
技
術
の
向
上
と
専
門
職
の
人
材
育
成
を
目
的
に
「
ダ
イ
キ
ン
未
来

の
空
気
大
賞
」
を
創
設
、
③
中
国
に
お
け
る
「
環
境
基
準
」「
省
エ
ネ
基
準
」「
空

調
基
準
の
規
格
作
り
」
に
積
極
的
に
参
画
、
な
ど
が
具
体
的
な
活
動
と
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。

中
国
戦
略
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
へ

大
金
（
中
国
）
投
資
有
限
公
司
が
発
足
し
た
翌
年
、
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）

年
に
約
三
四
六
億
円
だ
っ
た
売
上
高
は
、
そ
の
後
も
毎
年
成
長
し
、
〇
七
年
に
は

一
三
二
四
億
円
と
な
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
の
存
在
感
が
急
速
に

高
ま
る
と
と
も
に
、
成
長
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
も
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
短
期
間

「
中
秋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
上
海
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
行
事
は
、
従
業
員
や
代
理
店
、
そ
の
家
族
や
拠
点
の
周

辺
に
住
む
人
び
と
に
と
っ
て
楽
し
み
の
場
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
が
行
事
の
企
画
と
運
営
を
通
し
て
、

ダ
イ
キ
ン
ら
し
さ
を
学
ぶ
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

中
国
事
業
一
〇
周
年
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
四
月
九
日
、
上
海
市
の
格
式
高
い
錦
江
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
、
ダ
イ
キ
ン
の
「
中
国
事
業

一
〇
周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
と
社
員
代
表
合
わ
せ
て
約
二
八
〇
人
が
出
席
し
た
。
式
典
で
井
上
会
長
は
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
を
展
開
す
る
う
え
で
、
中
国
を
〈
世
界
最
大
の
市
場
を
持
つ
、
世
界
最
大
の
生
産
国
〉
だ
と
考
え
て
い

る
。
実
に
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
多
様
化
、
先
進
化
す
る
中
国
の
顧
客
ニ
ー
ズ
の
な
か
で
勝
ち
残
る
た
め
に
は
、
従
来
の
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
、
縦
横
無
尽
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
行
す
る
〈
ス
ピ
ー
ド
〉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。
今
こ
そ
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
〈
フ

ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
〉
の
経
営
に
磨
き
を
か
け
、
実
行
に
次
ぐ
実
行
で
、
さ
ら
な
る
事
業
拡
大
、
成
長
を
め
ざ
し
た
い
」
と

挨
拶
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
中
国
事
業
に
対
す
る
期
待
と
重
要
性
を
強
調
し
た
。
こ
の
日
の
夜
に
は
、
虹
橋
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
ホ
テ

ル
で
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、
政
府
、
空
調
業
界
な
ど
各
分
野
か
ら
多
く
の
来
賓
を
招
き
、
盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
ー
と

な
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
中
国
事
業
の
一
〇
年
間
の
発
展
を
象
徴
す
る
式
典
と
な
っ
た
。

式
典
に
先
立
っ
て
、
四
月
七
日
に
は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
（
上
海
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
（
上
海
）
は
、
中
国
最
大
規
模
の
空
調
機
専
門
の
常
設
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
、
市
内
の
目
抜
き
通
り

淮ワ
イ
ハ
イ
ル
ー

海
路
の
一
等
地
に
位
置
し
、
ダ
イ
キ
ン
中
国
グ
ル
ー
プ
の
最
新
主
力
製
品
を
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
と
は
異
な
っ
て
、
訪
れ
た
顧
客
に
空
調
の
総
合
提
案
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
空
調
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

中国事業 10周年記念式典
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こ
う
し
て
ダ
イ
キ
ン
の
中
国
事
業
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
発
展
を
基
礎
に
、
次
章
で
見
る
よ
う
に
第
二
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

⑷
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
の
拡
大

ダ
イ
キ
ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
社
の
発
展

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
設
立
し
た
ダ
イ
キ
ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
社
（
Ｄ
Ｉ
Ｔ
）
は
、
翌
年
一
月
に

操
業
を
開
始
し
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
圧
縮
機
の
生
産
を
行
っ
て
い
た
。
設
立
時

か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
は
、

九
〇
年
代
は
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
影
響
に
よ
っ
て
九
八
年
に
生
産
が
一
時
落
ち
込

み
を
見
せ
た
以
外
は
、
右
肩
上
が
り
の
成
長
を
遂
げ
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
ル
ー
ム

エ
ア
コ
ン
、
圧
縮
機
と
も
に
生
産
台
数
が
六
〇
万
台
を
超
え
た
。
こ
の
間
、
九
六

年
十
一
月
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
─
９
０
０
２
、九
八
年
二
月
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
─
１
４
０
０
１

を
取
得
し
て
い
る
。
ま
た
、
九
七
年
一
月
に
は
第
二
工
場
が
操
業
を
開
始
し
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
の
生
産
が
始
ま
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
に
設
立
一
〇
周
年
を
迎
え
た
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
は
、
四
月
に
一
〇
周
年
行

事
を
開
催
し
た
。
四
月
二
十
七
日
に
は
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
の
製
品
を
販
売
し
て
い
る
海
外

代
理
店
、
関
係
会
社
の
方
々
を
招
待
し
て
工
場
見
学
を
実
施
し
た
の
ち
、
夕
方
か

ら
は
バ
ン
コ
ク
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、
タ
イ
国
副
首
相
、
チ
ョ
ン
ブ
リ
県

の
急
速
な
売
り
上
げ
の
増
大
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
強
み
で
あ
る
〝
Ｖ
Ｒ
Ｖ
〟
を
戦
略
商
品
と
し
、
業
務
用
市
場
を
重
点
に
、
事

業
開
始
直
後
か
ら
重
視
し
て
き
た
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
発
展
の
成
果
で
あ
っ
た
。
売
上
高
で
大
金
中
国
は
、

大
量
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
ロ
ー
カ
ル
市
場
に
供
給
し
て
い
る
中
国
系
大
手
企
業
三
社
に
次
ぐ
規
模
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
位
置
に
安
住
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
ダ
イ
キ
ン
が
、
こ
の
位
置
か
ら
さ
ら
に
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
課
題
に

挑
戦
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

第
一
に
、
新
た
な
空
調
市
場
へ
の
展
開
で
あ
る
。
中
国
市
場
で
は
、
中
国
系
大
手
三
社
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
中
心
に
、

米
系
大
手
二
社
は
ア
プ
ラ
イ
ド
市
場
を
中
心
に
、
ダ
イ
キ
ン
は
〝
Ｖ
Ｒ
Ｖ
〟
を
中
心
に
と
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
領
域
を
事
業

基
盤
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
市
場
の
急
速
な
拡
大
と
技
術
力
の
高
ま
り
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
互
い
の
領
域
へ
の
展

開
を
強
め
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
も
、〝
Ｖ
Ｒ
Ｖ
〟
を
中
心
に
業
務
用
市
場
で
の
さ
ら
な
る
事
業
拡
大
を
進
め
な
が
ら
、
ア
プ

ラ
イ
ド
事
業
の
強
化
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
販
売
拡
大
を
課
題
と
し
た
。

第
二
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
、
こ
れ
ま
で
販
売
戦
略
で
注
力
し
て
き
た
華
北
、
華
東
、
華
南
の
大
都
市
以
外
の
地
域
へ
の
展
開

で
あ
る
。
華
北
、
華
東
、
華
南
で
は
、
大
都
市
周
辺
の
中
級
地
方
都
市
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
国
政
府
に
よ

る
開
発
が
進
ん
で
い
た
広
大
な
中
西
部
地
域
に
つ
い
て
も
、
市
場
と
し
て
は
ま
だ
小
さ
い
も
の
の
確
実
に
成
長
し
て
お
り
、

新
た
な
市
場
と
し
て
戦
略
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

第
三
に
、
後
述
す
る
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
買
収
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
追
求
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
買
収
前
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
傘
下
に

あ
っ
た
マ
ッ
ケ
イ
社
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
中
国
に
進
出
し
、
深
圳
、
武
漢
、
蘇
州
に
工
場
を
持
ち
、
二
〇
〇
七
年
で
約

二
〇
億
元
の
売
り
上
げ
を
持
っ
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
が
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
強
化
、
新
し
い
地
域
へ
の
展
開
を
進
め
て
い
く
う

え
で
、
中
国
に
お
け
る
マ
ッ
ケ
イ
社
と
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
追
求
は
、
不
可
欠
の
課
題
で
あ
っ
た
。

DIT 第 2工場の内部
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冷
房
専
用
機
が
求
め
ら
れ
る
市
場
は
、
ア
セ
ア
ン
地
域
だ
け
で
な
く
中
東
地
域
や
中
南
米
地
域
な
ど
、
ダ
イ
キ
ン
製
品
が

ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
地
域
に
存
在
し
て
い
る
。
海
外
子
会
社
生
ま
れ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
親
会
社
に
逆
移
転
し
た
り
、

他
の
海
外
子
会
社
に
水
平
移
転
す
る
こ
と
を
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ぶ
が
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
の
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、

冷
房
専
用
機
に
つ
い
て
リ
バ
ー
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
生
産
台
数
は
、
チ
ェ
コ
へ
の
生
産
移
管
に
よ
っ
て
二
〇
〇
四
年
か
ら
〇
五
年
、
〇
六
年

と
減
少
し
た
も
の
の
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
の
生
産
の
増
加
、
他
の
地
域
へ
の
販
売
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
〇
七
年
の
売
上

高
は
〇
四
年
の
水
準
を
上
回
り
、
従
業
員
も
約
三
三
〇
〇
人
に
ま
で
増
大
し
た
。
こ
の
間
、
〇
四
年
に
タ
イ
総
理
大
臣
賞
環

境
賞
、
〇
五
年
タ
イ
総
理
大
臣
賞
品
質
向
上
賞
、
〇
六
年
タ
イ
総
理
大
臣
賞
生
産
性
向
上
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
企
業
と
し

て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
実
現
し
た
。
設
立
以
来
、
全
世
界
へ
の
空
調
製
品
供
給
の
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ

け
に
加
え
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
冷
房
専
用
機
開
発
拠
点
、
そ
し
て
ア
セ
ア
ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
販
売
統
括
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
果
た
す
企
業
と
し
て
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
内
で
の
存
在
感
を
高
め
て
い
た
。

ダ
イ
キ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社
の
設
立

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
二
月
に
は
、
滋
賀
製
作
所
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
に
次
ぐ
、
世
界
で
三
番
目
の
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
向
け

圧
縮
機
生
産
拠
点
と
し
て
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
東
南
約
一
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
ラ
ヨ
ー
ン
県
ア
マ
タ
シ
テ
ィ
工
業
団
地

に
、
ダ
イ
キ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社
（
Ｄ
Ｃ
Ｉ
）
が
、
資
本
金
一
二
・
八
億
バ
ー
ツ
で
設
立
さ
れ
た
。

工
場
は
、
翌
〇
二
年
一
月
に
稼
働
し
、
日
本
か
ら
導
入
し
た
生
産
技
術
と
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
で
培
っ
た
タ
イ
で
の
工
場
経
営
の
ノ
ウ

知
事
、
日
本
大
使
な
ど
、
来
賓
の
出
席
を
含
め
た
約
四
〇
〇
名
の
参
加
で
、
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

翌
二
十
八
日
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
従
業
員
を
中
心
と
し
た
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
井
上
社
長
（
当
時
）
も
参
加
し
た
。
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社

の
幹
部
と
の
懇
談
会
で
は
、
井
上
社
長
か
ら
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
経
営
戦
略
の
概
要
が
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
現
地
幹

部
か
ら
積
極
的
な
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
新
し
い
圧
縮
機
工
場
の
稼
働
に
よ
っ
て
、
圧
縮
機
生
産
台
数
は
減
少
し
た
が
、

二
〇
〇
四
年
ま
で
は
売
上
高
は
右
肩
上
が
り
で
推
移
し
た
。
と
く
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
猛
暑
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
輸
出

を
急
増
さ
せ
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
は
増
産
に
追
わ
れ
た
。
〇
四
年
に
は
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
生
産
台
数
は
一
一
〇
万
台
を
超
え
、

売
上
高
の
四
割
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
増
産
に
加
え
、
販
売
の
商
流
が
日
本
媒
介
か
ら
、
販

売
の
増
大
に
伴
っ
て
直
接
受
注
・
出
荷
・
販
売
に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
営
業
利
益
は
増
加
し
、
〇
四
年
に
は

ピ
ー
ク
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
チ
ェ
コ
で
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
現
地
生
産
が
始
ま
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
機
種
の
生
産
移

管
が
進
ん
だ
た
め
、
〇
五
年
に
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
生
産
減
、
売
り
上
げ
・
利
益
の
減
少
と
い
う
問
題
に
直
面

し
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生
産
体
制
の
変
化
の
な
か
で
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
の
位
置
づ
け
も
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
代
わ
る
市
場
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
の
地
元
で
あ
る
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
影
響
か
ら
脱
し
た
東
南
ア
ジ
ア
地
域
は
、
成
長
期
を
迎
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
で
売
れ
る
商

品
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
商
品
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
所
得
水
準
も
先
進
国
地
域
と
比
べ
て
低
い
た
め
に
、
求
め
ら
れ

る
価
格
帯
も
異
な
っ
て
い
た
。
従
来
製
品
の
延
長
線
上
だ
け
で
は
、
こ
の
地
域
の
市
場
に
合
っ
た
商
品
を
供
給
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
た
に
二
〇
〇
五
年
一
月
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
内
に
多
く
の
専
用
試
験
装
置
を
備
え
た
開
発
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
、
冷
房
専
用
機
と
ア
セ
ア
ン
向
け
モ
デ
ル
開
発
に
着
手
し
た
。
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モ
ー
タ
ー
社
の
エ
ア
コ
ン
部
門
を
分
離
し
、
ダ
イ
キ
ン
、
デ
ル
タ
モ
ー
タ
ー
、
豊
田
通
商
の
三
社
合
弁
に
よ
る
ダ
イ
キ
ン

フ
ィ
リ
ピ
ン
社
（
Ｄ
Ｐ
Ｉ
）
を
設
立
し
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
情
が
不
安
定
化
す
る
な
か
で
、
八
五
年
に
同
社
は
清
算
撤

退
し
た
。
そ
の
後
、
九
八
年
に
合
弁
会
社
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
社
を
設
立
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
一
九
六
八
年
に
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
地
域
の
総
代
理
店
契

約
を
結
び
、
七
六
年
に
資
本
参
加
、
さ
ら
に
八
一
年
に
は
増
資
を
機
に
ダ
イ
キ
ン
が
経
営
権
を
獲
得
し
、
社
名
を
Ａ
Ｃ
Ｅ
ダ

イ
キ
ン
社
と
変
更
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
に
は
社
名
を
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
と

す
る
と
と
も
に
、
一
〇
〇
％
子
会
社
化
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
当
初
Ａ
Ｃ
Ｅ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
の
テ
リ
ト
リ
ー
だ
っ
た
が
、
一
九
八
二
年
に
ペ
ル
ナ
ス
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
社
と
の
合
弁
で
ペ
ル
ナ
ス
ダ
イ
キ
ン
社
を
設
立
し
、
小
型
エ
ア
コ
ン
の
現
地
生
産
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
マ
レ
ー
シ
ア

経
済
が
悪
化
し
た
こ
と
を
受
け
、
八
五
年
に
は
撤
退
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
九
六
年
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
ダ
イ

キ
ン
社
の
一
〇
〇
％
子
会
社
と
し
て
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
ダ
イ
キ
ン
マ
レ
ー
シ
ア
社
が
設
立
さ
れ
た
。

タ
イ
で
は
、
一
九
六
八
年
に
サ
イ
ア
ム
モ
ー
タ
ー
ズ
社
を
代
理
店
と
し
て
事
業
が
始
ま
り
、
七
五
年
に
サ
イ
ア
ム
モ
ー

タ
ー
ズ
社
と
の
合
弁
で
サ
イ
ア
ム
ダ
イ
キ
ン
社
が
設
立
さ
れ
、
七
八
年
に
は
セ
パ
レ
ー
ト
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
次
い
で

パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
の
Ｋ
Ｄ
生
産
が
始
ま
っ
た
。
七
九
年
に
は
、
サ
イ
ア
ム
モ
ー
タ
ー
ズ
社
の
エ
ア
コ
ン
販
売
部
門
を
サ

イ
ア
ム
ダ
イ
キ
ン
社
に
移
し
、
製
販
一
体
化
し
た
の
ち
、
八
二
年
に
サ
イ
ア
ム
ダ
イ
キ
ン
社
の
子
会
社
と
し
て
、
サ
イ
ア
ム

ダ
イ
キ
ン
セ
ー
ル
ス
社
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
円
高
と
販
売
不
振
か
ら
サ
イ
ア
ム
ダ
イ
キ
ン
社
の
業
績
が
悪

化
し
、
サ
イ
ア
ム
モ
ー
タ
ー
ズ
社
か
ら
経
営
権
譲
渡
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
サ
イ
ア
ム
ダ
イ
キ
ン
社
を
清
算
し
、
新
た
に
経

営
権
を
握
っ
た
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
タ
イ
ラ
ン
ド
社
（
Ｄ
Ａ
Ｔ
）
を
設
立
し
た
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｓ
社
は
、

ハ
ウ
を
融
合
し
た
生
産
ラ
イ
ン
で
、
代
替
冷
媒
（
Ｒ
４
１
０
Ａ
）
用
圧
縮
機
の
生
産
を
行
っ
た
。
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
の
圧
縮
機
生
産

は
ロ
ー
タ
リ
ー
圧
縮
機
だ
け
と
な
り
、
Ｄ
Ｃ
Ｉ
社
は
ス
イ
ン
グ
圧
縮
機
と
ス
ク
ロ
ー
ル
圧
縮
機
の
生
産
を
担
当
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

Ｄ
Ｃ
Ｉ
社
の
操
業
当
初
は
、
一
シ
リ
ン
ダ
ー
タ
イ
プ
の
ス
イ
ン
グ
圧
縮
機
だ
け
の
生
産
で
あ
っ
た
が
、
同
年
十
二
月
に
は

二
シ
リ
ン
ダ
ー
タ
イ
プ
の
ス
イ
ン
グ
圧
縮
機
の
生
産
を
開
始
し
、
さ
ら
に
〇
三
年
九
月
に
は
第
二
工
場
が
操
業
、
ス
ク
ロ
ー

ル
圧
縮
機
の
生
産
も
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
生
産
能
力
の
増
強
が
行
わ
れ
、
ス
イ
ン
グ
圧
縮
機
は
操
業
開
始
時
点
の
二
五
万

台
が
〇
七
年
に
は
一
五
五
万
台
に
、
ス
ク
ロ
ー
ル
圧
縮
機
も
三
〇
万
台
と
増
加
し
た
。
従
業
員
も
〇
七
年
に
は
約
一
六
〇
〇

人
と
な
っ
た
。
製
品
売
り
上
げ
の
約
半
分
は
日
本
、
残
り
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
タ
イ
が
ほ
ぼ
半
数
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生

産
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
の
事
業
展
開

こ
こ
で
、
ダ
イ
キ
ン
の
東
南
ア
ジ
ア
と
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
の
事
業
展
開
の
経
緯
に
つ
い
て
、
触
れ
て
お
こ
う
。
ダ
イ
キ

ン
が
、
東
南
ア
ジ
ア
で
事
業
を
進
め
た
の
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
当
初
は
輸
出
や
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
Ｋ
Ｄ
）

生
産
が
中
心
で
あ
り
、
現
地
の
企
業
と
の
提
携
や
合
弁
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
現
地
の
政
治
情
勢
や
経
済
状
況
が
安
定
し
て

お
ら
ず
、
撤
退
を
決
定
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
く
に
、
九
七
（
平
成
九
）
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
と
、
そ
の
後
の
深
刻
な

経
済
状
況
は
、
こ
の
地
域
へ
の
展
開
に
大
き
く
影
響
し
た
。

東
南
ア
ジ
ア
で
最
初
に
事
業
を
始
め
た
地
域
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
っ
た
。
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
に
、
現
地
の

デ
ル
タ
モ
ー
タ
ー
社
を
代
理
店
と
し
て
、
技
術
援
助
契
約
を
締
結
し
、
Ｋ
Ｄ
輸
出
を
開
始
し
た
。
七
六
年
に
は
、
デ
ル
タ
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経
済
成
長
が
進
み
、
ダ
イ
キ
ン
の
現
地
で
の
営
業
が
進
み
、
ダ
イ
キ
ン
製
品
が
認
知
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
、
広
が
り
を
見
せ

て
き
た
。
こ
う
し
た
市
場
の
変
化
に
対
応
し
て
、
よ
り
積
極
的
に
販
売
戦
略
を
展
開
す
る
た
め
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て

現
地
会
社
に
つ
い
て
も
、
出
資
比
率
の
引
き
上
げ
や
子
会
社
化
が
進
め
ら
れ
、
営
業
、
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
強
化
が
図

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
販
売
拡
大
戦
略

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
は
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
の
通
貨
危
機
後
、
市
場
は
確
実
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

し
か
し
、
多
く
の
国
に
よ
っ
て
市
場
は
分
か
れ
、
各
国
市
場
は
所
得
水
準
、
制
度
、
製
品
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
な
ど
で
、
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
市
場
に
は
、
日
系
、
米
系
、
韓
国
系
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
進
出
し
、
激

し
い
競
争
を
演
じ
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
販
売
網
の
状
況
も
異
な
り
、
代
理
店
、
合
弁
会
社
、
子
会
社
と
多
様
で
あ
り
、
戦

略
の
展
開
に
も
独
特
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
示
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
〇
六
年
に
は
ア

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
対
し
、
①
各
国
販
売
網
の
さ
ら
な
る
強
化
と
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
増
強
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

よ
る
体
制
強
化
、
②
ア
セ
ア
ン
冷
専
新
製
品
の
さ
ら
な
る
開
発
・
投
入
、
③
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め

の
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
を
中
心
と
し
た
組
織
的
活
動
の
大
展
開
、
④
サ
ー
ビ
ス
、
物
流
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
体
制
の
改
善
・
改
革
に
よ
る
顧
客
満

足
度
ア
ッ
プ
推
進
、
と
い
う
四
つ
の
体
制
強
化
策
が
掲
げ
ら
れ
た
。

こ
の
地
域
で
最
大
の
市
場
で
あ
り
、
進
出
か
ら
四
〇
年
近
い
歴
史
を
持
ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
並
ん
で
、
ダ
イ
キ
ン
が

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
さ
ら
に
販
売
拡
大
を
進
め
、
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
対
策

二
〇
〇
〇
年
に
出
資
比
率
を
変
更
し
、
日
本
側
が
多
数
と
な
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
一
九
七
二
年
に
Ａ
Ｃ
Ｅ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
の
子
会
社
と
し
て
Ｐ
Ｔ
ダ
イ
キ
ン
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
が

設
立
さ
れ
、
ウ
イ
ン
ド
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
Ｋ
Ｄ
生
産
を
開
始
し
た
が
、
数
年
後
に
経
営
不
振
か
ら
Ｐ
Ｔ
イ
モ
ラ
マ
ク

ム
ー
ル
社
に
売
却
し
た
。
そ
の
後
、
八
三
年
に
セ
パ
レ
ー
ト
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
八
六
年
に
〝
ス
カ
イ
エ
ア
〟
の
Ｋ
Ｄ
生

産
も
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
八
四
年
に
は
Ｐ
Ｔ
イ
モ
ラ
マ
ク
ム
ー
ル
社
が
総
代
理
店
に
な
っ
た
。
九
六
年
に
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

駐
在
事
務
所
を
設
置
し
た
が
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
影
響
か
ら
九
八
年
に
は
閉
鎖
さ
れ
た
。

ド
イ
モ
イ
政
策
（
経
済
の
改
革
・
解
放
）
に
よ
っ
て
、
社
会
主
義
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
化
を
進
め
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム

へ
は
、
ダ
イ
キ
ン
は
日
本
商
社
を
通
じ
て
輸
出
を
行
っ
て
い
た
が
、
九
四
年
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
Ｒ
Ｅ
Ｅ
社
、
ハ
ノ
イ
市
の

Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
社
と
代
理
店
契
約
を
結
ん
だ
。
Ｒ
Ｅ
Ｅ
社
は
、
一
〇
〇
％
出
資
の
子
会
社
ベ
ト
キ
ム
社
を
設
立
し
、
ダ
イ
キ
ン

製
品
専
売
の
卸
売
会
社
と
し
た
。
ま
た
九
七
年
に
、
ダ
イ
キ
ン
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
駐
在
事
務
所
を
設
立
し
た
が
、
翌
年
ア
ジ
ア

通
貨
危
機
に
よ
っ
て
閉
鎖
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
一
九
六
七
年
に
は
現
地
企
業
と
技
術
援
助
契
約
を
締
結
し
て
Ｋ
Ｄ
輸
出
を
行
い
、
六
九
年
に
は

合
弁
で
ク
ラ
ー
ク
ダ
イ
キ
ン
社
を
設
立
し
、
完
成
品
の
輸
入
販
売
を
行
っ
た
。
七
七
年
に
、
同
社
が
増
資
を
行
っ
た
際
に
ダ

イ
キ
ン
が
経
営
権
を
取
得
し
、
八
〇
年
に
は
社
名
を
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
に
変
更
し
た
。
八
二
年
に
は
、
空
冷

パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
室
内
機
を
自
社
開
発
し
、〝
ス
カ
イ
エ
ア
〟
室
外
機
と
組
み
合
わ
せ
て
販
売
し
た
。
八
九
年
に
、
同

社
は
一
〇
〇
％
子
会
社
と
な
っ
た
が
、
九
一
年
か
ら
は
日
本
人
駐
在
員
を
置
か
な
い
経
営
の
現
地
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
東
南
ア
ジ
ア
と
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
対
応
し
た
進
出
と
展
開
が
行
わ
れ
、

市
場
の
状
況
に
よ
っ
て
は
事
業
を
清
算
し
、
再
進
出
を
行
っ
た
り
し
て
き
た
。
い
ず
れ
の
市
場
も
当
初
は
小
規
模
だ
っ
た
が
、
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⑸
グ
ロ
ー
バ
ル
大
手
空
調
メ
ー
カ
ー
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収

総
合
空
調
・
冷
凍
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
実
現
を
目
指
す
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
に
お
い
て
、

ダ
イ
キ
ン
は
提
携
・
連
携
関
係
の
縦
横
無
尽
な
展
開
方
針
に
つ
い
て
触
れ
て
い
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
が
発
表
さ
れ
た

直
後
の
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
五
月
十
八
日
、
ダ
イ
キ
ン
は
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社
（
以

下
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
）
の
買
収
を
取
締
役
会
で
決
議
し
、
主
要
株
主
と
株
式
譲
渡
契
約
を
締
結
し
た
。
同
日
、
買
収
に
関
す
る
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
一
〇
〇
％
買
収
の
場
合
に
は
、
買
収
金
額
は
約
二
三
二
〇
億
円
と
発
表
さ
れ
、
関
係
者
は
ダ
イ

キ
ン
初
の
大
規
模
買
収
に
驚
か
さ
れ
た
。
ダ
イ
キ
ン
と
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
空
調
関
係
の
売
上
高
を
合
わ
せ
る
と
八
千
億
円
を
超
え
、

総
合
空
調
・
冷
凍
メ
ー
カ
ー
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
が
確
実
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
が
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
本
社
を
置
き
、
空
調
事
業
、
業
務
用
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業
を
、
全
世
界
で
展
開
し
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
で
あ
っ
た
。
一
九
七
四
年
に
設
立
さ
れ
、
九
〇
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
最
大
の
財
閥
の
一
つ
で
あ
り
、
不
動
産
・

投
資
、
金
融
、
製
造
業
な
ど
、
多
様
な
業
種
に
展
開
す
る
ホ
ン
・
レ
オ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
ア
プ

ラ
イ
ド
空
調
の
マ
ッ
ケ
イ
社
、
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
の
Ａ
Ａ
Ｆ
社
、
低
温
分
野
商
品
の
Ｊ
＆
Ｅ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
社
と
い
っ
た
世
界

的
ブ
ラ
ン
ド
を
入
手
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
多
角
的
な
事
業
を
展
開
す
る
企
業
へ
と
発
展
し
た
。
生
産
拠
点
も
マ
レ
ー
シ
ア
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
存
在
し
て
い
た
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
プ
ラ
イ
ド
（
大
型
業

務
用
空
調
）
事
業
で
世
界
第
四
位
、
業
務
用
フ
ィ
ル
タ
ー
で
世
界
第
三
位
を
占
め
、
二
〇
〇
五
年
六
月
期
の
売
上
高
は
約

が
講
じ
ら
れ
た
。
販
売
戦
略
と
し
て
は
、
優
良
店
の
販
売
店
化
、
中
堅
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
活
性
化
、
優
良
設
備
店
の
組
織
化
な

ど
の
販
売
の
再
整
備
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
内
の
地
域
別
戦
略
の
確
立
、
物
件
受
注
体
制
の
強
化
な
ど
が
重
視
さ
れ
た
。

ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
現
地
生
産
室
内
機
と
ダ
イ
キ
ン
製
の
〝
ス
カ
イ
エ
ア
〟
室
外
機
を
組
み

合
わ
せ
た
製
品
を
販
売
し
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
大
拡
販
を
実
現
し
て
い
た
。
Ｄ
Ａ
Ｓ
ダ
ク
ト
と
呼
ば
れ
た
こ
の
商
品

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
住
宅
に
合
わ
せ
た
ロ
ー
カ
ル
設
計
マ
ン
に
よ
っ
て
ア
レ
ン
ジ
設
計
が
さ
れ
、
と
く
に
イ
ン
バ
ー
タ

ダ
ク
ト
の
投
入
以
降
、
市
場
を
牽
引
し
て
い
た
。
し
か
し
、
他
社
が
イ
ン
バ
ー
タ
製
品
を
市
場
投
入
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
の
省
エ
ネ
規
制
基
準
が
変
更
さ
れ
る
な
か
で
高
性
能
化
が
求
め
ら
れ
、
新
た
な
設
備
投
資
に
よ
っ
て
生
産
能
力
の
拡
充
が

図
ら
れ
て
い
っ
た
。

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
以
降
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
経
済
成
長
が
持
続
し
て
い
た
タ
イ
で
も
、
ダ
イ
キ
ン
は
新
た
な
段
階

に
入
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
七
四
・
九
％
の
株
式
を
取
得
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｓ
社
は
、
〇
三
年
〝
Ｖ
Ｒ
Ｖ
〟
Ⅱ
、
〇
四
年
イ
ン

バ
ー
タ
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
〇
五
年
〝
ス
カ
イ
エ
ア
〟、
〇
六
年
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
向
け
廉
価
版
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
あ

る
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
な
ど
、
市
場
へ
商
品
を
相
次
い
で
投
入
し
、
〇
一
年
の
二
四
億
円
か
ら
〇
六
年
に
九
一
億
円
、

〇
七
年
に
は
一
三
五
億
円
へ
と
売
り
上
げ
を
急
増
さ
せ
て
き
た
。
こ
の
間
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
に
よ
っ
て
市
場
で

の
認
知
度
も
上
昇
し
、
販
売
網
の
構
築
も
進
め
て
、
〇
七
年
に
は
激
し
い
競
合
他
社
と
の
競
争
の
な
か
で
、
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

を
実
現
し
た
。
経
営
の
主
導
権
を
握
っ
て
か
ら
五
年
計
画
で
、
タ
イ
市
場
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
し
、
ラ
イ
バ
ル
企
業
を
特
定

す
る
な
ど
、
徹
底
分
析
し
た
戦
略
を
立
案
・
実
行
し
、
実
現
さ
せ
た
こ
と
に
対
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｓ
社
は
、
二
〇
〇
八
年
度
の
社
長

賞
「CO

O
 A

W
A

RD

」
を
受
賞
し
た
。
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地
に
展
開
す
る
Ａ
Ａ
Ｆ
社
の
強
靭
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
基
盤
、
で
あ
り
、
弱
み
は
、
①
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
の
技
術
力
、
開

発
力
、
②
環
境
対
応
・
高
機
能
・
高
付
加
価
値
商
品
に
必
要
な
技
術
力
、
商
品
開
発
力
、
③
大
手
競
合
と
比
較
し
て
の
事
業

規
模
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
う
し
た
両
者
の
強
み
と
弱
み
を
補
完
し
合
い
、
シ
ナ
ジ
ー
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
①
北
米
へ
の
一
大
橋
頭
堡
の
確
立
、

②
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
な
ど
の
新
興
国
市
場
参
入
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
商
品
力
、
販
売
力
の
獲
得
、
③
「
小
＝
Ｒ
Ａ
」「
中
＝

Ｐ
Ａ
」
に
加
え
て
「
大
＝
ア
プ
ラ
イ
ド
」
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
合
空
調
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
商
品
フ
ル
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
と
独
自
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
展
開
、
④
周
辺
事
業
拡
大
の
礎
と
し
て
の
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業
、
低
温
・
冷
凍
事

業
の
基
盤
構
築
、
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
の
競
争
力
強
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
と
そ
の
傘
下
事
業

前
述
し
た
よ
う
に
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
は
傘
下
に
、
空
調
事
業
と
し
て
ア
プ
ラ
イ
ド
空
調
の
マ
ッ
ケ
イ
社
、
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
の

Ａ
Ａ
Ｆ
社
、
低
温
分
野
商
品
の
Ｊ
＆
Ｅ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
社
を
持
つ
、
多
分
野
に
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

そ
の
歴
史
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
本
社
を
持
つ
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
は
、
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
に
ガ
ス
レ
ン
ジ
の
組
み
立
て
か
ら
事
業
が
始

ま
っ
た
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ
の
社
名
は
、
創
業
者
の
頭
文
字
か
ら
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
七
八
年
に
は
、
米
国
ボ
ル
グ
・
ワ
ー
ナ
ー
社

と
契
約
し
、
傘
下
の
ヨ
ー
ク
社
製
空
調
機
、
冷
蔵
機
器
の
生
産
を
開
始
し
た
。
一
九
八
四
年
に
は
、〝
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
〟
ブ
ラ

ン
ド
に
よ
る
空
調
機
な
ど
を
生
産
販
売
し
、
翌
八
五
年
に
は
上
場
企
業
と
な
り
、
八
六
年
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
株
式
市
場

一
六
八
〇
億
円
、
営
業
利
益
は
約
一
一
五
億
円
、
従
業
員
数
は
約
一
万

人
で
あ
っ
た
。
製
品
別
の
売
り
上
げ
構
成
は
、
三
三
％
が
ア
プ
ラ
イ
ド

空
調
、
一
五
％
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
、
八
％
が
ダ
ク
ト
レ
ス
、

一
四
％
が
サ
ー
ビ
ス
・
メ
ン
テ
、
二
七
％
が
フ
ィ
ル
タ
ー
、
三
％
が
冷

凍
・
冷
蔵
と
な
っ
て
お
り
、
半
分
以
上
が
空
調
製
品
で
占
め
て
い
た
。

地
域
別
構
成
で
は
、
北
米
が
三
九
％
、
中
国
を
含
む
ア
ジ
ア
が
三
四
％
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
二
七
％
と
な
っ
て
い
た
。

ダ
イ
キ
ン
が
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
買
収
を
決
定
し
た
の
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

10
」
で
進
め
て
い
る
事
業
領
域
の
拡
大
、
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
へ
の

挑
戦
に
対
し
て
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
が
事
業
・
市
場
の
補
完
関
係
、
シ
ナ
ジ
ー

創
出
の
観
点
か
ら
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
の
強
み
は
、
①
省
エ
ネ
、
静
音
な
ど
の
要
素
技
術
力
、

②
ダ
ク
ト
レ
ス
高
機
能
空
調
機
の
開
発
力
、
③
日
・
欧
・
中
で
の
強
靭

な
販
売
網
、
④
日
・
欧
・
中
で
の
高
ブ
ラ
ン
ド
力
、
⑤
Ｓ
Ｃ
Ｍ
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
多
品
種
少
量
生
産
力
、
な
ど
で
あ
り
、
一

方
で
弱
み
は
、
①
最
大
市
場
の
北
米
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
低
さ
、
②
ロ
ー
コ
ス
ト
空
調
機
の
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
、
③
ア
プ
ラ
イ

ド
空
調
事
業
に
お
け
る
ハ
ー
ド
機
器
の
競
争
力
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
開
力
の
不
足
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
強
み
は
、
①
北
米
七
〇
〇
億
円
規
模
の
事
業
基
盤
、
②
ロ
ー
コ
ス
ト
空
調
機
の
コ
ス
ト
競

争
力
、
③
中
国
、
イ
ン
ド
で
の
競
争
力
あ
る
生
産
拠
点
、
④
ア
プ
ラ
イ
ド
商
品
（
熱
源
、
二
次
側
）
の
商
品
力
、
⑤
世
界
各

OYL インダストリーズ社の買収契約の調印式（着席順に右からタン・
スリ・クウェック・レン・チャン会長，井上礼之会長，リュウ・ワ
ン・ミン社長兼CEO）
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を
急
増
さ
せ
た
。
ま
た
、
八
八
年
に
は
Ａ
Ａ
Ｆ
社
も
買
収
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
九
〇
年
代
に
入
る
と
経
営
環
境
が
変

化
し
、
九
四
年
五
月
に
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
に
買
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
・
ゼ
ネ
ラ
ル
社
の
事
業
は
、

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
を
中
心
と
す
る
Ａ
Ａ
Ｆ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
と
、
空
調
関
係
の
設
計
・
製
造
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
に

関
わ
る
事
業
を
引
き
継
ぐ
マ
ッ
ケ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
の
二
つ
に
改
編
さ
れ
た
。
マ
ッ
ケ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

社
は
、
旧
マ
ッ
ケ
イ
社
以
外
に
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
・
ゼ
ネ
ラ
ル
社
が
買
収
し
た
多
く
の
空
調
関
係
の
事
業
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と

な
っ
た
。
な
お
、
マ
ッ
ケ
イ
社
は
九
二
年
に
中
国
の
深し

ん

圳せ
ん

に
子
会
社
を
設
立
し
、
九
四
年
四
月
に
は
生
産
を
開
始
し
た
。
そ

の
後
も
、
九
五
年
に
武
漢
で
、
二
〇
〇
三
年
に
は
蘇
州
で
工
場
を
設
立
し
て
い
る
な
ど
、
中
国
展
開
も
進
め
て
い
た
。
買
収

時
点
で
は
、
世
界
第
四
位
の
ア
プ
ラ
イ
ド
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ
タ
リ
ア
に
工
場
を
持
っ
て
い

た
。Ａ

Ａ
Ｆ
社
は
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
ル
イ
ビ
ル
市
で
創
立
さ
れ
た
歴
史
あ
る
会
社

で
、
工
業
用
フ
ィ
ル
タ
ー
、
空
調
用
フ
ィ
ル
タ
ー
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
用
フ
ィ
ル
タ
ー
の
開
発
・
生
産
を
行
っ
て
い
た
。

一
九
六
九
年
の
ア
ポ
ロ
11
号
の
月
面
着
陸
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
使
わ
れ
た
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
、
時
代
の
先
端
に
使
わ
れ
る

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
を
供
給
し
て
き
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
八
八
年
に
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
・
ゼ
ネ
ラ
ル
社
に
買
収
さ
れ
た
。
ダ

イ
キ
ン
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
買
収
時
に
は
、
世
界
各
地
に
工
場
を
持
ち
、
約
五
〇
〇
億
円
の
売
り
上
げ
で
、
世
界
第
三
位
の
位
置
に

あ
っ
た
。

Ｊ
＆
Ｅ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
社
は
、
一
七
八
五
（
江
戸
時
代
の
天
明
五
）
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
東
部
に
あ
る
ダ
ー
ト
フ
ォ
ー

ド
で
創
業
し
た
二
〇
〇
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
企
業
で
あ
る
。
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
、
世
界
初
の
二
酸
化
炭
素

圧
縮
機
を
開
発
す
る
な
ど
工
業
用
冷
却
技
術
分
野
に
乗
り
出
し
、
二
十
世
紀
に
入
る
と
船
舶
用
設
備
で
も
多
く
の
実
績
を
誇

に
上
場
し
た
。
そ
し
て
、
九
〇
年
に
、
買
収
に
よ
っ
て
ホ
ン
・
レ
オ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
と
な
っ
た
。
ヨ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド

と
〝
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
〟
ブ
ラ
ン
ド
の
住
宅
用
空
調
、
業
務
用
空
調
は
、
価
格
に
強
み
を
持
ち
、
マ
レ
ー
シ
ア
だ
け
で
な
く
、
ア

ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
各
地
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
は
、
一
九
九
四
年
に
ア
メ
リ
カ
の
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
・
ゼ
ネ
ラ
ル
社
を
買
収
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
傘
下
に
あ
っ

た
マ
ッ
ケ
イ
と
Ａ
Ａ
Ｆ
両
社
を
入
手
す
る
。
さ
ら
に
、
九
六
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
Ｊ
＆
Ｅ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
社
を
買
収
し
、
傘
下

に
収
め
た
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
は
、
投
資
持
株
会
社
と
し
て
存
在
し
、
傘
下
に
マ
レ
ー
シ
ア
を
中
心
と
し
た
〝
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
〟
と

ヨ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
の
空
調
事
業
、
マ
ッ
ケ
イ
社
の
ア
プ
ラ
イ
ド
空
調
事
業
、
Ａ
Ａ
Ｆ
社
の
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業
、
そ
し
て

低
温
分
野
事
業
の
Ｊ
＆
Ｅ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
社
と
い
う
四
つ
の
事
業
を
持
っ
て
い
た
。

マ
ッ
ケ
イ
社
は
、
一
八
七
二
年
に
ミ
ネ
ソ
タ
州
で
蒸
気
エ
ン
ジ
ン
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
立
さ
れ
て
以
降
、
ミ
ネ
ソ
タ
州

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
市
周
辺
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
き
た
が
、
設
立
後
の
展
開
は
複
雑
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
ま
で
は
自

動
車
用
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
を
生
産
し
、
三
〇
年
代
に
な
る
と
加
熱
用
途
の
伝
熱
コ
イ
ル
や
ユ
ニ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
か
ら
水
冷
式
コ

イ
ル
な
ど
に
取
り
組
み
、
四
〇
年
代
に
は
製
氷
機
の
生
産
な
ど
も
行
っ
た
後
、
五
〇
年
代
に
は
空
調
機
の
生
産
を
開
始
し
、

空
調
製
品
・
部
品
の
製
造
企
業
と
し
て
発
展
、
六
〇
年
代
に
は
海
外
販
売
が
拡
大
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
チ
ェ
ッ
キ
ー
ナ
に
工

場
を
建
設
す
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
た
。
そ
の
後
の
企
業
買
収
な
ど
に
よ
っ
て
、
八
〇
年
代
に
は
暖
房
・
換
気
、

空
調
、
伝
熱
コ
イ
ル
、
鋳
造
等
の
製
品
・
部
品
と
い
う
、
四
つ
の
中
核
的
事
業
を
持
つ
企
業
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
低
迷
に
よ
る
業
績
悪
化
の
た
め
、
一
九
八
〇
年
代
に
住
宅
用
暖
房
・
空
調
、
業
務
用
空
調
、

冷
凍
事
業
を
展
開
す
る
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
・
ゼ
ネ
ラ
ル
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
こ
の
吸
収
合
併
に
よ
っ
て
、
同
社
は
業
界
大

手
の
一
角
を
占
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
の
買
収
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
存
在
感
を
高
め
、
八
〇
年
代
後
半
に
売
り
上
げ
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い
、
財
務
的
に
も
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
お
よ
び
類
似
企
業
・
取
引
比
較
法
に
よ
る
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
株
価
分
析
、
投
資
リ
タ
ー
ン
、

ダ
イ
キ
ン
業
績
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
う
え
で
、
買
収
価
格
を
算
出
・
評
価
し
た
。
ま
た
、
メ
イ
ン

バ
ン
ク
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
慎
重
に
相
談
の
う
え
で
進
め
て
い
っ
た
。

二
月
の
交
渉
で
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
か
ら
希
望
価
格
を
示
唆
さ
れ
、
三
月
の
第
二
回
交
渉
で
互
い
の
希
望
価
格
を
提
案
し
合
っ

た
。
こ
の
段
階
で
は
、
両
社
の
示
す
買
収
価
格
に
は
乖
離
が
あ
り
、
交
渉
は
難
航
し
、
一
度
は
中
断
し
か
け
た
。
し
か
し
、

最
終
的
に
歩
み
寄
り
が
行
わ
れ
て
、
四
月
に
は
合
意
に
達
し
、
両
社
の
取
締
役
会
に
諮
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

買
収
発
表
後
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
筆
頭
株
主
で
あ
る
ホ
ン
レ
オ
ン
セ
ク
レ
タ
リ
ア
ル
サ
ー
ビ
ス
社
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
社
長
の
リ
ュ
ウ

氏
か
ら
の
株
式
譲
渡
が
行
わ
れ
る
一
方
、
同
社
株
式
の
公
開
買
い
付
け
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
十
月
か
ら
約
一
カ
月
間
実
施
さ
れ

た
。
買
収
手
続
き
は
、
翌
二
〇
〇
七
年
一
月
十
八
日
で
完
了
し
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
発
行
済
株
式
の
一
〇
〇
％
取
得
に
要
し
た
費
用

は
、
約
二
四
三
八
億
円
と
な
っ
た
。
な
お
、
当
面
の
買
収
資
金
は
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
な
ど
か
ら
の
短
期
借
り
入
れ
に
よ
っ
て

手
当
て
が
さ
れ
た
。

シ
ナ
ジ
ー
創
出
委
員
会
の
設
置
と
シ
ナ
ジ
ー
創
出
へ
の
取
り
組
み

ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
は
初
め
て
の
大
型
買
収
で
あ
り
、
買
収
決
定
に
至
る
議
論
は
慎
重
に
行
わ
れ
た
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
激
化
し
、
ス
ピ
ー
ド
が
問
わ
れ
る
な
か
で
、
ダ
イ
キ
ン
の
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

10
」
に
示
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
不
可
欠
な
決
断
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
日
本
企

業
に
よ
る
海
外
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
は
、
企
業
文
化
や
経
営
ス
タ
イ
ル
の
違
い
か
ら
、
当
初
の
目
論
見
ど
お
り
に
は
進
ん
で
い
な

い
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
企
業
文
化
や
経
営
ス
タ
イ
ル
の
違
い
か
ら
、
日
本
側
で
買
収
会
社
の
管
理
が
で
き

り
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
世
界
中
の
貨
物
船
冷
蔵
設
備
の
半
数
以
上
を
設
置
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
買
収
時
に
は
、

低
温
分
野
・
冷
凍
市
場
に
お
い
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
と
、
シ
ス
テ
ム
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ
企
業
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
傘
下
の
事
業
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
も
の
と
は
距
離
の
あ
る
も
の
が
少
な
く

な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
シ
ナ
ジ
ー
へ
の
期
待
は
大
き
か
っ
た
の
と
同
時
に
、
簡
単
に
は
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
も
、
ま
た
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
新
し
い
挑
戦
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

買
収
の
経
緯

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
と
の
買
収
交
渉
が
、
水
面
下
で
始
ま
っ
た
の
は
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ

ン
側
が
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
に
ア
ジ
ア
地
域
内
の
販
売
や
生
産
の
業
務
提
携
の
話
を
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
か
ら
逆
に
買

収
提
案
を
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
当
時
の
空
調
部
門
に
つ
い
て
井
上
会
長
は
、
や
れ
ど
も
や
れ
ど
も
仕
事
が
尽
き
な

い
状
況
に
陥
り
、
社
内
に
は
閉
塞
感
が
漂
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
高
い
目
標
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
壁
を
突
き
破
っ
て
い

か
な
い
限
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
空
調
部
門
を
だ
め
に
し
て
い
く
と
感
じ
て
い
た
。
思
わ
ぬ
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
側
の
提
案
の
報
告
を
受

け
た
井
上
会
長
は
、
空
調
事
業
を
飛
躍
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
う
る
と
考
え
、
交
渉
を
進
め
る
よ
う
指
示
し
た
。

二
〇
〇
五
年
十
二
月
に
井
上
会
長
は
、
ホ
ン
・
レ
オ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
タ
ン
・
ス
リ
・
ク
ウ
ェ
ッ
ク
・

レ
ン
・
チ
ャ
ン
氏
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
社
長
の
リ
ュ
ウ
・
ワ
ン
・
ミ
ン
氏
と
の
ト
ッ
プ
会
談
を
香
港
で
開
き
、
ダ
イ
キ
ン
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
説
明
し
、
さ
ら
に
共
同
ス
タ
デ
ィ
ー
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
〇
六
年
二
月
に
は
、
買
収
価
格
を
め
ぐ
っ
て
の
交
渉

が
始
め
ら
れ
た
。
ダ
イ
キ
ン
側
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
事
業
の
精
緻
な
検
討
と
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
入
念
に
行
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（
八
テ
ー
マ
）、
戦
略
的
事
業
革
新
テ
ー
マ
（
六
テ
ー
マ
）
の
四
七
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
た
。

シ
ナ
ジ
ー
創
出
委
員
会
は
、
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
十
月
に
は
高
木
克
彦
取
締
役
副
社
長
執
行
役
員
、
片
山
能
章
常

務
専
任
役
員
、
十
河
政
則
取
締
役
常
務
執
行
役
員
を
副
委
員
長
と
す
る
な
ど
、
運
営
強
化
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
八
月

に
は
、
ダ
イ
キ
ン
と
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
役
員
幹
部
、
シ
ナ
ジ
ー
創
出
Ｗ
Ｇ
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
総
勢
約
一
〇
〇
人
が
ハ
ワ
イ
の
オ
ア

フ
島
に
集
ま
り
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
両
社
ト
ッ
プ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
シ
ナ
ジ
ー
創
出
に
向
け
た
分

科
会
討
議
な
ど
を
通
じ
、
互
い
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
。

ま
た
、
買
収
の
実
務
と
前
後
し
て
、
前
項
で
も
触
れ
た
よ
う
に
Ｏ
Ｙ
Ｌ
シ
ナ
ジ
ー
を
反
映
さ
せ
た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」

の
改
定
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
買
収
の
投
資
回
収
期
間
を
当
初
計
画
の
一
三
年
か
ら
八

年
へ
と
短
縮
し
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
シ
ナ
ジ
ー
創
出
額
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
定
す
る
こ
と
、
同
時
に
シ
ナ
ジ
ー
を
反
映
し

た
中
期
実
行
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
定
す
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ
買
収
で
の
シ
ナ
ジ
ー
に
よ
る
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

10
」
の
見
直
し
は
、
も
と
も
と
設
定
さ
れ
て
い
た
テ
ー
マ
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
そ
の
な
か
で
も
シ
ナ
ジ
ー
に

よ
る
戦
略
的
事
業
革
新
テ
ー
マ
と
し
て
、
①
北
米
事
業
の
拡
大
、
②
エ
マ
ー
ジ
ン
グ
市
場
へ
の
展
開
、
③
ア
プ
ラ
イ
ド
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
展
開
、
④
冷
凍
・
冷
蔵
事
業
の
展
開
、
⑤
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業
の
展
開
、
に
よ
っ
て
、
新
た
な
事
業
と
市

場
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
新
た
な
機
構
・
組
織
の
構
築

二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
六
月
二
十
八
日
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
事
業
の
競
争
力
強
化
と
連
結
経
営
の
高
度
化
を
目
指
し
た
機

構
・
組
織
の
再
編
が
実
施
さ
れ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
に
当
た
っ
て
互
い
の
文
化
の
違
い
を
認
め
、
互
い
の

ず
、
現
地
任
せ
の
経
営
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
逆
に
介
入
し
す
ぎ
て
被
買

収
側
の
持
っ
て
い
た
良
さ
と
強
さ
を
、
押
し
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
と
い
う
例
も

見
ら
れ
て
い
た
。

買
収
に
当
た
っ
て
ダ
イ
キ
ン
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
配
慮
し
つ
つ
、

両
社
の
強
み
と
弱
み
を
補
完
し
合
い
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
創
出
し
て
い
く
こ

と
に
注
力
し
た
。
買
収
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
①
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
側
の
自
主
性

を
尊
重
し
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
経
営
陣
に
よ
る
事
業
運
営
を
基
本
と
す
る
、
②
ま
と

ま
っ
た
事
業
経
営
体
と
し
て
経
営
を
行
い
、
分
割
は
当
面
行
わ
な
い
、
③
企

業
文
化
の
融
合
、
第
三
の
企
業
文
化
の
創
造
へ
、
を
基
本
方
針
と
し
た
。
シ

ナ
ジ
ー
効
果
は
、
買
収
決
定
時
に
一
六
九
テ
ー
マ
創
出
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
う
ち
三
三
テ
ー
マ
が
定
量
化
さ
れ
て
い
た
。
シ
ナ
ジ
ー
創
出
の
推
進
体
制

と
し
て
、
井
上
会
長
を
委
員
長
と
す
る
ダ
イ
キ
ン
・
Ｏ
Ｙ
Ｌ
合
同
委
員
会
を

最
高
意
思
決
定
機
関
と
し
て
設
置
し
、
そ
の
下
に
ダ
イ
キ
ン
側
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
側
双
方
に
シ
ナ
ジ
ー
創
出
委
員
会
を
置
き
、
テ
ー

マ
ご
と
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
が
つ
く
ら
れ
た
。

シ
ナ
ジ
ー
創
出
委
員
会
は
、
シ
ナ
ジ
ー
創
出
の
加
速
化
と
極
大
化
を
狙
い
と
し
、
Ｗ
Ｇ
へ
の
指
揮
・
管
理
、
Ｗ
Ｇ
テ
ー
マ

の
推
進
、
新
テ
ー
マ
の
創
出
、
課
題
の
発
見
お
よ
び
Ｗ
Ｇ
間
の
協
調
・
調
整
、
両
社
の
交
流
の
推
進
な
ど
、
ヨ
コ
串
機
能
と

し
て
の
役
割
を
持
っ
て
お
り
、
山
田
靖
相
談
役
、
北
井
特
別
顧
問
が
委
員
長
に
就
任
し
た
。
Ｗ
Ｇ
の
テ
ー
マ
は
、
緊
急
テ
ー

マ
（
八
テ
ー
マ
）、
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
三
テ
ー
マ
）、
確
実
性
の
高
い
シ
ナ
ジ
ー
（
二
二
テ
ー
マ
）、
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
シ
ナ
ジ
ー

シナジー創出委員会（キックオフミーティング）
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て
複
雑
化
し
た
機
構
・
組
織
を
簡
潔
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
マ
ッ
ケ
イ
、
Ａ
Ａ
Ｆ
、
Ｊ
＆
Ｅ 
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
、

Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
各
社
の
四
つ
の
事
業
体
に
再
編
し
、
そ
れ
を
Ｏ
Ｙ
Ｌ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社
が
統
括
す
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
工
場
を
統
括
し
、
低
コ
ス
ト
の
モ
ノ
づ
く
り
力
の
高
度
化
に
注
力

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ａ
Ａ
Ｆ
社
は
、
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
は
新
規
の
商
品
に
な
る
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
事
業
戦
略
の

構
築
が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
国
内
へ
の
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
の
販
売
も
、
空
調
営
業
本

部
内
に
新
設
し
た
フ
ィ
ル
タ
ー
営
業
部
に
よ
っ
て
拡
販
を
行
う
と
さ
れ
た
。
Ｊ
＆
Ｅ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
社
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
マ

レ
ー
シ
ア
に
工
場
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
生
産
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
（
図
６
─

７
）。

最
も
大
き
な
問
題
は
、
事
業
と
し
て
も
組
織
と
し
て
も
大
き
く
、
ダ
イ
キ
ン
の
既
存
の
事
業
と
も
関
連
が
深
い
、
マ
ッ
ケ

イ
社
の
取
り
扱
い
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
販
売
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
東
南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
、
中
国

の
四
つ
の
地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
の
状
況
に
合
わ
せ
た
形
で
、
ダ
イ
キ
ン
と
の
販
売
統
合
や
新
製
品
戦
略
を

展
開
す
る
と
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、〝
Ｖ
Ｒ
Ｖ
〟
販
売
は
マ
ッ
ケ
イ
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
の
両
社
が
担
う
と
し
た
う
え
で
、

Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
は
環
境
問
題
に
対
応
し
た
商
品
力
の
強
化
と
事
業
展
開
に
注
力
し
、
拡
販
を
行
う
と
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
ア
プ
ラ
イ
ド
の
販
売
本
部
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
マ
ッ
ケ
イ
社
（
イ
タ
リ
ア
）
に
置
く
一
方
、
販
売
の
一
部
は
す
で
に

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
へ
の
統
合
が
進
ん
で
い
た
。
東
南
ア
ジ
ア
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ダ
イ
キ
ン
に
、
マ
レ
ー

シ
ア
は
マ
ッ
ケ
イ
に
統
合
す
る
こ
と
と
し
た
。
中
国
で
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
ア
プ
ラ
イ
ド
販
売
機
能
は
マ
ッ
ケ
イ
に
集
約
し
、

〝
Ｖ
Ｒ
Ｖ
〟
を
含
む
ユ
ニ
タ
リ
ー
は
ダ
イ
キ
ン
が
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。
第
二
に
、
ア
プ
ラ
イ
ド
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
ミ

ネ
ア
ポ
リ
ス
に
開
発
機
能
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、
日
本
か
ら
も
技
術
者
を
派
遣
し
て
強
化
を
図
っ
た
。
第
三
に
、
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
販
売
網
に
先
駆
け
て
全
地
域
で
、
ダ
イ
キ
ン
・
マ
ッ
ケ
イ
で
統
合
し
た
。 良

さ
、
強
み
を
生
か
す
と
同
時
に
、

弱
み
、
足
り
な
い
も
の
を
補
い
な
が

ら
、
一
社
単
独
で
は
成
し
得
な
か
っ

た
成
長
を
、
と
も
に
実
現
す
べ
く
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
と
き

の
機
構
・
組
織
の
再
編
は
、
買
収
後

一
年
間
の
取
り
組
み
と
、
そ
の
成
果

を
踏
ま
え
て
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
か
ら
求
め

ら
れ
た
ダ
イ
キ
ン
の
強
み
（
生
産
、

Ｒ
＆
Ｄ
、
販
売
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な

ど
）
を
移
転
す
る
と
と
も
に
、
ダ
イ

キ
ン
が
必
要
と
判
断
し
た
機
能
強
化

の
た
め
に
人
材
を
派
遣
し
て
、

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
機
構
・
組
織
を
見
直
し

た
も
の
で
、
両
社
の
幹
部
間
で
討
議

し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
の
段
階
で
進
め
ら
れ
た
再
編
の

方
向
は
、
買
収
の
繰
り
返
し
に
よ
っ

図 6─7　OYL社の機構図

ダイキン
工業

OYL
Industries

OYL
Manufacuturing

（OYL マニュファク
チャリング）

OYLT

販売
販売
武漢工場

米国 P&I 事業統括
欧州 P&I 事業統括
アジア P&I 事業統括

欧州統括
米国統括
アジア統括
（日本除く）

販売

販売

技術
チェッキーナ工場
クラミントン工場

など

技術（AHU, R&D）
オーバーン工場
オワタナ工場
スタントン工場
ファリボールド工場

マレーシア工場
インドネシア工場
蘇州工場
深圳工場

蘇州工場
深圳工場

アプライド
開発センター

米国マッケイ

中国マッケイ

グローバル P&I
事業統括

グローバル
フィルター事業統括

欧州統括
アジア統括

欧州マッケイ
（中近東含む）

東南アジア・
インドマッケイ

McQuay
International

（マッケイインター
ナショナル）

AAF
International

（AAF インター
ナショナル）

J&E
HALL

（J&Eホール）

（アプライド除く）

（ユニタリー除く）
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こ
こ
で
下
ろ
さ
れ
、
舞
台
は
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
へ
と
広
が
っ
て
い
く
が
、
そ
の
詳
し
い
内
容
は
次
章
で
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

３　

空
調
事
業
の
基
盤
強
化

⑴
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
と
新
商
品
開
発

技
術
の
大
革
新
を
図
る
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
目
指
し
た
「
世
界
的
企
業
」「
真
の
一
流
企
業
」
へ
到
達
す
る
に
は
、
技
術
力
・
製
品
開
発
力
が

問
わ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
、
そ
れ
に
見
合
う
技
術
力
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
技
術
力
の
問
題
を
一い

っ
き
か
せ
い

気
呵
成
に

解
消
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
技
術
力
、
技
術
者
集
団
の
実
現
を
図
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
の
が
、「
技
術
の
ダ
イ

キ
ン
宣
言
」
で
あ
る
。「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」（
以
下
、「
宣
言
」）
は
、
ま
ず
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
二
月
に
空
調

部
門
で
策
定
さ
れ
た
。

策
定
に
当
た
っ
て
、
井
上
社
長
、
技
術
役
員
、
技
術
幹
部
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
役
員
と
空
調
関
連
技
術
者
の
間
で
、
何
回
に

も
わ
た
っ
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
技
術
力
強
化
に
向
け
て
の
課
題
や
問
題
点
、
解
決
の
方
向
に
つ
い
て
の
提
言
が
寄
せ
ら

れ
た
。
こ
う
し
た
意
見
交
換
に
つ
い
て
、
井
上
社
長
は
「
宣
言
」
の
社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
な
か
で
「
ト
ッ
プ
や
幹
部
に
対
し

率
直
に
意
見
を
言
え
る
フ
ラ
ッ
ト
な
雰
囲
気
が
あ
る
こ
と
を
嬉
し
く
感
じ
た
反
面
、
残
念
な
が
ら
他
社
に
勝
る
逞
し
さ
や
力

強
さ
、
技
術
者
自
ら
提
言
し
ト
ッ
プ
や
周
囲
を
動
か
す
気
概
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
ひ
弱
さ
、
力
不
足
を
感
じ
る
と
同
時

に
、
技
術
者
の
皆
さ
ん
が
縦
横
無
尽
に
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
が
必
要
と
痛
感
し
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
際
に
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
取
締
役
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
だ
っ
た
リ
ュ
ウ
・
ワ
ン
・
ミ
ン
は
退
任
し
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社

の
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
高
木
克
彦
取
締
役
が
副
社
長
執
行
役
員
を
退
任
し
て
就
任
し
、
新
た
な
体
制

で
経
営
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
な
お
、
こ
の
時
点
で
再
編
さ
れ
た
組
織
は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
の
も
の
で
あ
り
、
法
人
組
織
体

系
と
は
一
致
し
て
お
ら
ず
、
法
人
組
織
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
の
組
織
の
整
合
が
実
現
す
る
の
は
、
一
年
先
と
さ
れ
た
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
シ
ナ
ジ
ー
創
出
と
機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、
買
収
か
ら
二
年
た
っ
た
二
〇
〇
八
年
夏
に
再
度
見
直
し
が
行
わ

れ
た
。
シ
ナ
ジ
ー
創
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
点
で
四
九
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い
た
が
発
展
的
に
解
消
し
、

実
務
ラ
イ
ン
へ
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
と
し
た
。
成
果
と
課
題
が
明
確
化
さ
れ
た
の
で
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
い

う
形
態
か
ら
日
常
業
務
へ
落
と
し
込
む
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ

た
シ
ナ
ジ
ー
創
出
の
観
点
か
ら
、
経
営
企
画
室
を
管
理
責
任
部
門
と
し
て
き
た
が
、
責
任
部
門
を
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
に

変
更
し
、
本
部
内
に
提
携
推
進
部
を
新
設
し
て
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
事
業
の
管
理
責
任
と
シ
ナ
ジ
ー
創
出
の
推
進
を
行
う
こ
と
と
し

た
。ま

た
、
こ
の
と
き
に
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
組
織
形
態
に
つ
い
て
も
、
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社

を
Ｏ
Ｙ
Ｌ
本
社
と
名
称
変
更
す
る
と
と
も
に
、
業
務
を
Ｏ
Ｙ
Ｌ
全
体
の
事
業
推
進
へ
の
責
任
、
四
事
業
体
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

機
能
を
担
い
、
提
携
推
進
部
と
協
力
し
て
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ダ
イ
キ
ン
と
の
ブ
リ
ッ
ジ
パ
ー
ソ
ン
の
役
割
を
果
た
す
、

と
さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
、
マ
ッ
ケ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
Ａ
Ａ
Ｆ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
両
社
の
機
能
強
化
、
マ
ッ
ケ

イ
社
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
業
の
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
へ
の
一
元
化
な
ど
の
法
人
組
織
の
整
備
も
実
施
さ
れ
た
。

買
収
後
の
二
年
間
は
、
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
次
々
と
押
し
寄
せ
る
問
題
の
処
理
と
、
新
た
な
事
業
展
開
を
発
展
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
を
同
時
に
こ
な
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
疾
風
怒
濤
の
日
々
で
あ
っ
た
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
買
収
の
第
一
幕
は
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生
み
出
す
た
め
の
基
盤
技
術
と
夢
の
テ
ー
マ
を
実
現
す
る
新
技
術
の
実
行
、
③
責
任
を
明
確
に
し
た
研
究
部
門
の
組
織
・
意

思
決
定
シ
ス
テ
ム
の
改
革
、
④
プ
ロ
セ
ス
革
新
に
よ
る
き
わ
め
て
安
定
し
た
操
業
化
を
図
る
こ
と
と
、
多
面
的
な
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
の
推
進
の
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

空
調
部
門
の
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
の
三
つ
の
革
新
施
策

空
調
部
門
の
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
で
は
、
空
調
部
門
の
こ
れ
ま
で
の
コ
ア
技
術
力
、
商
品
開
発
力
な
ど
の
実
績
を

踏
ま
え
つ
つ
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
に
向
け
て
、
現
状
の
問
題
点
を
打
破
す
る
以
下
の
三
つ
の
革
新
施
策
が
指
摘
さ

れ
た
。

第
一
は
、
フ
ラ
ッ
ト
で
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
的
運
営
を
目
指
し
た
機
構
・
組
織
改
革
と
、
シ
ン
プ
ル
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
意
思

決
定
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
革
で
あ
る
。
機
構
・
組
織
改
革
は
、
住
宅
空
調
生
産
本
部
、
汎
用
空
調
生
産
本
部
、
圧
縮
機
開
発
セ

ン
タ
ー
を
統
合
し
て
空
調
生
産
本
部
を
新
設
、
研
究
管
理
部
、
空
調
開
発
企
画
室
、
空
調
信
頼
性
革
新
部
を
新
設
、
空
調
生

産
本
部
企
画
部
に
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
グ
ル
ー
プ
を
新
設
す
る
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
た
。
空
調
生
産
本
部
の
開
発
体

制
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
制
、
グ
ル
ー
プ
制
と
し
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
は
空
調
生
産
担
当
役
員
、
機
械
研
究
・
開
発
担
当

役
員
の
二
人
の
担
当
役
員
に
直
結
さ
せ
た
。
商
品
開
発
担
当
役
員
の
二
ボ
ス
方
式
は
、
商
品
開
発
は
要
素
技
術
か
ら
生
産
に

至
る
ま
で
、
広
い
範
囲
を
関
連
づ
け
な
が
ら
多
面
的
な
判
断
を
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
意
思
決
定
を
す
る
必
要
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
空
調
開
発
企
画
室
は
、
担
当
役
員
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
全
部
門
の
開
発
状
況
を
把
握
し
、
情
報
発
信
機
能

も
持
つ
タ
テ
、
ヨ
コ
、
斜
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
グ
ル
ー
プ
は
、
製
造
、

品
質
管
理
、
購
買
、
供
給
の
各
部
を
糾
合
し
、
縦
横
無
尽
に
課
題
別
チ
ー
ム
を
設
定
す
る
ヨ
コ
型
組
織
運
営
に
よ
っ
て
、
グ

提
出
さ
れ
た
六
〇
〇
を
超
え
る
意
見
に
対
し
て
は
、
一
つ
ひ
と
つ
に
会
社
と
し
て

の
見
解
と
対
応
を
明
快
に
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
社
長

自
ら
が
関
係
役
員
、
技
術
幹
部
と
さ
ら
に
議
論
を
重
ね
、
技
術
の
大
革
新
を
図
る
た

め
の
後
述
す
る
三
つ
の
革
新
施
策
を
決
定
し
た
。

「
宣
言
」
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
技
術
の
大
革
新
を
図
る
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
て
、
技
術
の

大
革
新
自
体
は
永
遠
に
追
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
技
術
力

の
革
新
に
つ
い
て
も
、「
次
々
と
超
差
別
化
商
品
・
シ
ス
テ
ム
商
品
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
型
製
品
を
開
発
し
続
け
る
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
そ
れ
ら
は
生
・
販
・
研
の
商

品
コ
ン
セ
プ
ト
立
案
能
力
の
向
上
、
研
究
部
門
の
活
性
化
、
設
計
開
発
部
門
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
が
中
心
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
実
現
し
う

る
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
」
と
し
、
モ
ノ
づ
く
り
の
強
化
、
現
場
主
義
の
徹

底
、
生
産
技
術
の
革
新
、
最
適
調
達
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
展
開
、
ク
レ
ー
ム
根
絶
な
ど
「
幅

広
い
視
点
か
ら
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て
〈
技
術
力
〉
の
革
新
に
向
け
た
取
り
組
み
を
徹
底
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し

た
（「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
）。
革
新
に
向
け
た
取
り
組
み
内
容
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
抱
え
る
課
題
に
よ
っ

て
当
然
広
が
り
を
見
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
宣
言
」
は
、
二
〇
〇
三
年
五
月
に
は
化
学
事
業
部
門
の
抜
本
的
体
質
改
善
改
革
計
画
の
一
つ
と
し
て
、
化
学
事
業
部
門
で

も
策
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
空
調
部
門
と
同
じ
よ
う
に
、
会
長
、
社
長
を
は
じ
め
経
営
幹
部
が
直
接
参
画
し
、
議
論
を
尽
く

し
て
い
る
。
施
策
は
、
①
抜
本
的
な
体
制
革
新
に
よ
る
最
大
課
題
で
あ
る
用
途
開
発
の
進
め
方
の
変
革
、
②
差
別
化
商
品
を

「技術のダイキン宣言」スタート時のリーダー研修会
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素
技
術
の
開
発
、
③
先
端
技
術
ウ
ォ
ッ
チ
部
門
と
い
う
観
点
か
ら
の
各
生
産
本
部
の
商
品
企
画
・
開
発
へ
の
参
画
、
④
要
素

技
術
開
発
を
主
と
し
た
各
生
産
本
部
か
ら
の
受
託
業
務
と
い
う
よ
う
に
、
よ
り
空
調
事
業
に
踏
み
込
ん
だ
役
割
を
果
た
す
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
空
調
生
産
本
部
か
ら
の
機
能
移
管
に
よ
っ
て
、
人
員
は
一
一
九
名
か
ら
一
八
〇
名
へ
と
一
挙
に

増
加
し
、
研
究
所
の
雰
囲
気
も
生
産
現
場
に
近
い
も
の
へ
と
大
き
く
変
わ
り
、
生
産
本
部
と
の
距
離
は
物
理
的
に
も
人
的
に

も
業
務
的
に
も
接
近
し
、
商
品
開
発
に
お
い
て
研
究
所
の
役
割
が
明
確
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
九
六
年
十
一
月
に
は
、
先
端
技

術
情
報
の
豊
富
な
ア
メ
リ
カ
で
の
情
報
収
集
を
進
め
る
た
め
、
ボ
ス
ト
ン
に
情
報
拠
点
を
開
設
し
、
二
〇
〇
一
年
四
月
に
は

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
に
移
転
し
た
。

研
究
所
の
新
し
い
体
制
は
、
空
調
改
革
の
な
か
で
、
新
商
品
の
開
発
に
貢
献
す
る
一
方
、
将
来
へ
の
差
別
化
商
品
の
開
発

に
つ
い
て
は
、
期
待
さ
れ
た
成
果
は
必
ず
し
も
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
研
究
所
の
活
性
化
に
向
け
て

一
九
九
八
年
十
一
月
の
常
務
会
で
、
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
、
ユ
ニ
ー
ク
な
技
術
開
発
へ
の
期
待
を
込
め
て
、
研
究
を
市
場
原

理
・
競
争
原
理
に
さ
ら
し
、
意
識
改
革
を
求
め
る
た
め
に
機
械
技
術
研
究
所
、
電
子
技
術
研
究
所
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
研
究
所
の
三
つ

の
研
究
所
の
再
編
分
社
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
一
年
余
り
の
準
備
を
経
て
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
三
つ
の
研
究
所
は
、
新
た

に
空
調
コ
ア
技
術
開
発
を
担
当
す
る
株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
空
調
技
術
研
究
所
、
空
調
シ
ス
テ
ム
や
通
信
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関

連
の
開
発
を
担
当
す
る
株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所
、
環
境
関
連
技
術
を
担
当
す
る
株
式
会

社
ダ
イ
キ
ン
環
境
研
究
所
へ
と
再
編
分
社
化
さ
れ
た
。
ま
た
本
社
に
は
、
技
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、
お
も
に
空
調
関

連
の
中
・
長
期
的
Ｒ
＆
Ｄ
戦
略
の
提
案
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
新
た
に
Ｒ
＆
Ｄ
戦
略
室
を
設
置
し
た
。

研
究
所
の
再
編
分
社
化
の
目
的
は
、
第
一
に
、
外
部
化
す
る
こ
と
で
自
己
責
任
に
よ
る
期
限
管
理
の
徹
底
と
、
外
部
機
関

活
用
で
開
発
・
提
案
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
意
識
改
革
と
専
門
性
を
向
上
さ
せ
、
研
究
開

ロ
ー
バ
ル
生
産
展
開
の
課
題
解
決
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て
新
設
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
生
・
販
・
研
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
陣
容
を
充
実
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
商
品
開
発
に
果
た
す
べ
き
役
割
と
三
者
の
協

業
の
あ
り
方
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る
基
盤
技
術
・
技
能
の
強
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

製
造
力
の
強
化
と
技
能
の
伝
承
を
目
指
し
た
生
産
技
術
体
制
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

第
二
は
、
選
択
と
集
中
の
観
点
か
ら
の
三
〜
五
年
先
の
重
要
開
発
テ
ー
マ
の
設
定
と
、
既
存
テ
ー
マ
の
一
部
廃
止
の
決
定

で
あ
る
。
商
品
開
発
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ス
ト
競
争
力
の
強
化
、
ダ
ク
ト
レ
ス
空
調
で
商
品
力
ダ
ン
ト
ツ

ナ
ン
バ
ー
１
、
技
術
の
壁
に
挑
戦
す
る
高
付
加
価
値
商
品
、
ダ
ク
ト
市
場
の
攻
略
を
狙
い
と
し
た
九
〇
に
及
ぶ
テ
ー
マ
を
決

定
す
る
と
と
も
に
、
三
二
の
テ
ー
マ
が
廃
止
さ
れ
た
。
技
術
開
発
テ
ー
マ
は
、
地
球
環
境
に
対
応
し
た
技
術
開
発
を
強
化
、

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
加
速
、
次
世
代
空
調
機
を
支
え
る
差
別
化
デ
バ
イ
ス
を
強
化
、
ニ
ュ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
挑
戦

を
狙
い
と
し
、
一
〇
一
の
テ
ー
マ
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
二
五
の
テ
ー
マ
を
廃
止
し
た
。

第
三
は
、
技
術
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
施
策
で
あ
る
。
技
術
者
に
は
、
真
正
面
か
ら
立
ち
向
か
う
行
動
力
、
や
り
遂

げ
る
実
行
力
が
求
め
ら
れ
、
新
し
い
ワ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
仕
事
の
進
め
方
、
部
門
別
目
標
達
成
管
理
の
徹
底
が
図
ら
れ

た
。
技
術
者
へ
の
評
価
の
観
点
の
明
確
化
、
個
別
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
へ
の
施
策
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
教
育
研
修
に
つ

い
て
も
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

研
究
部
門
の
組
織
再
編
と
改
革

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
の
空
調
事
業
改
革
に
よ
る
機
構
改
革
に
伴
っ
て
、
機
械
技
術
研
究
所
は
、
①
先
端
技
術
ト
レ
ン

ド
の
調
査
分
析
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
先
端
空
調
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
開
発
、
②
空
調
関
連
の
先
端
要
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し
、
個
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
作
業
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
工
程
ご
と
の
習
熟
度
を
記
し
た
パ
ス

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
工
程
配
置
表
に
掲
示
す
る
こ
と
で
、
工
程
の
習
熟
度
合
い
と
教
育
訓
練
計
画
に
つ
い
て
、
目
で
見
る
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
技
能
育
成
の
取
り
組
み
は
、
急
拡
大
し
て
い
る
海
外
の
現
地
工
場
で
も
応
用

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
卓
越
し
た
技
能
を
持
つ
人
材
の
育
成
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
①
「
モ
ノ
づ
く
り
の
技
能
」
の
伝
承

が
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
熟
練
工
の
退
職
と
と
も
に
ダ
イ
キ
ン
の
保
有
技
能
が
枯
渇
す
る
、
②
部
品
の
外
注
化
お
よ

び
生
産
ラ
イ
ン
の
自
動
化
等
に
よ
っ
て
社
内
保
有
技
能
の
空
洞
化
が
強
ま
っ
て
き
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
し
て
い
く

う
え
で
加
工
技
術
指
導
等
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
、
③
商
品
開
発
時
に
モ
ノ
づ
く
り
の
立
場
か
ら
の
提
案
お
よ
び
正
し
い

評
価
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
商
品
の
競
争
力
を
落
と
し
か
ね
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
た
め
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
四
月
に
、
重
要
か
つ
必
要
不
可
欠
な
汎
用
加
工
技
能
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と

と
、
生
産
ラ
イ
ン
で
頑
張
る
技
能
者
に
光
を
当
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
社
内
に
技
能
伝
承
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。

同
委
員
会
で
は
、
ま
ず
卓
越
技
能
伝
承
制
度
を
発
足
さ
せ
、
戦
略
技
能
を
決
め
る
と
と
も
に
、
ろ
う
付
け
、
旋
盤
加
工
、

板
金
加
工
、
ア
ー
ク
溶
接
、
金
型
製
作
、
治
工
具
仕
上
げ
に
関
す
る
卓
越
技
能
者
を
「
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
認
定
し
た
。

マ
イ
ス
タ
ー
の
役
割
は
、
①
継
承
者
へ
の
卓
越
技
能
の
伝
承
、
②
生
産
ラ
イ
ン
の
技
能
レ
ベ
ル
の
向
上
活
動
、
③
製
品
開
発

か
ら
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
参
画
お
よ
び
安
全
・

品
質
・
コ
ス
ト
に
つ
い
て
提
言
、
④
自
己
の

技
能
に
関
す
る
極
意
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、
⑤

自
己
の
技
能
の
さ
ら
な
る
研
鑽
で
あ
る
。

発
力
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
研
究
者
自
ら
に
よ
る
市
場
調
査
、
実
物
件
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
、
年
代
別
コ
ン
セ
プ

ト
立
案
コ
ン
ペ
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
・
事
業
提
案
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。
研
究
所

は
再
編
さ
れ
た
が
、
目
標
に
対
し
て
成
果
は
十
分
に
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
述
し
た
「
技
術
の
ダ
イ

キ
ン
宣
言
」
が
打
ち
出
さ
れ
、「
宣
言
」
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
評
価
制
度
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
た
。
評
価
制
度
は
、
切

れ
目
の
な
い
差
別
化
商
品
開
発
を
推
進
す
る
成
果
主
義
の
徹
底
と
挑
戦
的
風
土
の
醸
成
、
公
平
性
・
納
得
性
の
高
い
評
価
制

度
の
構
築
な
ど
を
狙
い
と
し
、
結
果
・
挑
戦
・
成
長
の
三
つ
の
要
素
に
基
づ
く
賞
与
評
価
の
基
準
の
明
確
化
、
特
別
賞
与
・

特
許
報
奨
・
表
彰
と
い
っ
た
多
様
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
導
入
な
ど
の
形
で
進
め
ら
れ
た
。

な
お
、
二
〇
〇
五
年
七
月
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
空
調
技
術
研
究
所
と
ダ
イ
キ
ン
環
境
研
究
所
が
統
合
し
、
新
た
に
株
式
会
社

ダ
イ
キ
ン
環
境
・
空
調
技
術
研
究
所
が
発
足
し
た
。
空
調
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
経
済
的
・
社
会
的
環
境
が
、
空
調
の
コ
ア
技

術
と
環
境
技
術
の
融
合
を
必
要
と
し
、
中
期
的
な
研
究
課
題
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う

判
断
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ダ
イ
キ
ン
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所
は
、
〇
五
年
十
月
に
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
吸

収
合
併
さ
れ
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
商
品
開
発
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
の
技
能
育
成
と
技
能
伝
承

前
述
し
た
よ
う
に
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
で
は
、
製
造
現
場
に
お
け
る
技
能
育
成
・
伝
承
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て

い
た
。
こ
の
時
期
、
技
能
育
成
・
伝
承
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
の
一
つ
は
、
毎
年
比
率
が
高
ま
る
支
援
従
業
員
の
技
能

教
育
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
教
育
訓
練
道
場
を
さ
ら
に
強
化
し
、
新
人
教
育
訓
練
機
能
の
強
化
に
よ
る
品
質
の
安
定
と
、

ラ
イ
ン
習
熟
期
間
の
短
縮
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
改
革
さ
れ
、
早
期
の
段
階
で
個
人
の
適
性
を
判
断

作業者一人ひとり
のパスポート
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に
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
は
、
技
能
伝
承
グ
ロ
ー
バ
ル
部
会
を
発
足
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
指
導
者
育
成
体
制
を
展
開
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
体
制
の
向
上
に
努
め
て
い
っ
た
。

需
要
を
先
取
り
す
る
新
製
品
開
発
と
デ
ザ
イ
ン
開
発

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
新
商
品
の
開
発
が
続
い
た
。
な
か
で
も
、
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
二
月
、
業
界
で
初
め

て
の
冷
凍
・
冷
蔵
・
空
調
を
、
一
台
の
室
外
機
で
制
御
す
る
こ
と
の
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
専
用
の
〝
コ
ン
ビ
ニ

パ
ッ
ク
〟
は
、
注
目
を
集
め
た
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
全
国
で
店
舗
数
を
増
や
し
て
い
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、

九
〇
年
代
に
一
万
七
千
店
か
ら
三
万
八
千
店
へ
と
急
増
し
た
の
ち
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
店
舗
数
の
増
加
ス
ピ
ー
ド
は
低
下

し
て
い
た
。
そ
の
ぶ
ん
、
個
別
店
舗
の
効
率
化
が
重
視
さ
れ
、
二
四
時
間
営
業
が
一
般
化
す
る
な
か
で
消
費
電
力
や
室
外
機

ス
ペ
ー
ス
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
既
存
の
技
術
を
利
用
し
、
こ
う
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
が
抱
え
る
省
エ
ネ
性
、
省
ス
ペ
ー
ス
性
、
静
音
性
な
ど
の
課
題
を
解
決
し
、
空
調
と
商
品
の
冷
凍
・
冷
蔵
・
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
冷
蔵
の
三
つ
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
、
最
新
の
技
術
で
実
現
し
た
の
が
〝
コ
ン
ビ
ニ
パ
ッ
ク
〟〝
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｓ
〟
─
Ａ
Ｃ
で

あ
っ
た
。

蓄
積
さ
れ
て
い
た
要
素
技
術
を
も
と
に
、
開
発
に
あ
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が
社
内
に
重
な
っ
た
。
既
存
技
術
を
、

新
商
品
の
た
め
に
応
用
開
発
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
わ
ず
か
な
ト
ラ
ブ
ル
で
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
売
り
上
げ
に

大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
予
防
策
も
含
め
た
保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
も
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
も
、

ダ
イ
キ
ン
の
遠
隔
監
視
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
〝
エ
ア
ネ
ッ
ト
〟
や
、
二
四
時
間
三
六
五
日
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
が
、
有
効
に
活

用
さ
れ
た
。
ま
た
〝
コ
ン
ビ
ニ
パ
ッ
ク
〟
は
、
さ
ら
に
大
型
化
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
対
し
て
は
大
容
量
機
種
を
、

二
〇
〇
六
年
度
か
ら
は
、
化
学
部
門
の
卓
越
技
能
者
を
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
認
定
し
、
翌
〇
七
年
に
は
認
定
さ
れ
た
マ
イ

ス
タ
ー
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
二
〇
名
に
達
し
た
。

ま
た
、
全
社
的
な
技
能
の
向
上
を
図
る
た
め
の
全
社
技
能
コ
ン
ク
ー
ル
が
二
〇
〇
三
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
翌
年
に
は
ダ
イ

キ
ン
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
の
ち
に
「
ダ
イ
キ
ン
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
グ
ロ
ー
バ
ル
大
会
」）
と
な
っ
た
。
同
大
会
は
二
年
に
一

度
開
催
さ
れ
、
海
外
生
産
拠
点
や
協
力
企
業
な
ど
か
ら
も
参
加
し
、
〇
四
年
度
は
五
職
種
五
五
名
の
参
加
だ
っ
た
が
、
〇
六

年
に
は
七
職
種
一
〇
五
名
へ
と
規
模
も
拡
大
し
て
い
る
。
海
外
か
ら
の
参
加
も
、
六
拠
点
二
〇
名
か
ら
一
二
拠
点
三
八
名
へ

と
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。

技
能
者
養
成
は
、
マ
イ
ス
タ
ー
を
頂
点
に
、
そ
の
下
に
「
卓
越
技
能
者
」「
高
度
熟
練
技
能
者
」
と
い
っ
た
階
層
を
設
け
、

計
画
的
に
各
階
層
の
資
格
を
持
つ
技
能
者
を
増
や
し
て
い
く
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
同
一
品
質
を
目
指
す
た
め
、
養
成
さ

れ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
技
能
者
を
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
海
外
生
産
拠
点
へ
派
遣
す
る
指
導
体
制
も
整
備
し
て
い
っ
た
。
さ
ら

全社技能コンクール風景（上から，板金
加工，普通旋盤，アーク溶接，ろう付け）
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や
空
気
清
浄
機
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
に
至
る
ま
で
、
デ
ザ
イ
ン
思
想
を
水
平
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
は
、
そ
の
人
気
か
ら
他
社
も
追
随
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
新
た
な
差
別
化
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
で

開
発
さ
れ
た
の
が
、
二
〇
〇
四
年
一
月
に
販
売
さ
れ
た
厚
さ
一
五
セ
ン
チ
の
業
界
ナ
ン
バ
ー
１
の
薄
型
・
コ
ン
パ
ク
ト
設
計

「
Ｕ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
で
あ
っ
た
。「
Ｕ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
も
、
デ
ザ
イ
ン
、
開
発
、
販
売
、
製
造
間
の
切
磋
琢
磨
と
協
調
の
な
か

で
、
苦
労
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
相
次
ぐ
開
発
に
よ
っ
て
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
は
二
〇
〇
三
年
か

ら
〇
六
年
に
か
け
て
、
四
年
連
続
で
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、
〇
六
年
に
は
空
気
清
浄
機
で
も

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
社
会
的
な
評
価
も
得
て
、
ダ
イ
キ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
力
・
技
術
力
を
広
く
知
ら
し

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑵
提
携
戦
略
と
空
調
事
業
周
辺
の
基
盤
強
化

空
調
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
新
た
な
段
階

│
松
下
電
器
産
業
、
ト
レ
ー
ン
社
と
の
提
携

日
本
企
業
の
海
外
進
出
に
は
、
自
前
で
の
単
独
進
出
の
ほ
か
に
他
社
と
の
提
携
、
合
弁
や
企
業
買
収
が
あ
る
。
一
九
九
〇

年
代
ま
で
の
ダ
イ
キ
ン
の
海
外
進
出
は
、
生
産
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
自
前
で
の
進
出
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
が
蓄
積
し

て
き
た
製
品
技
術
や
生
産
技
術
を
有
効
に
利
用
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
特
徴
を
生
か
し
た
製
品
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

ダ
イ
キ
ン
自
ら
が
進
出
先
の
選
定
か
ら
工
場
の
建
設
、
ラ
イ
ン
の
設
計
ま
で
構
想
し
て
い
く
、
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
進
出

が
有
効
で
あ
っ
た
。
自
前
の
進
出
は
、
自
ら
の
戦
略
に
合
っ
た
形
で
ゼ
ロ
か
ら
創
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

一
方
、
戦
略
を
策
定
し
、
実
現
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
激
化
し
、
海
外
展
開
も
ス
ピ
ー
ド
が
求

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
店
舗
チ
ェ
ー
ン
向
け
に
は
商
用
両
機
種
が
開
発

さ
れ
る
な
ど
、
多
様
化
が
進
み
、
国
内
だ
け
で
な
く

海
外
で
も
販
売
さ
れ
た
。

〝
コ
ン
ビ
ニ
パ
ッ
ク
〟
の
省
エ
ネ
性
や
新
規
性
は

社
会
的
に
も
注
目
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
度
に
は
「
省

エ
ネ
大
賞
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
・
シ
ス
テ
ム
表
彰
）」

の
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の

年
に
は
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
環
境
大
臣
賞
、
第
一

回
新
機
械
振
興
賞
（
機
械
振
興
協
会
会
長
賞
）
も
受

賞
し
、
三
冠
を
達
成
し
た
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
特
筆
す
べ
き
も
の
の
一
つ
に
、

デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
開
発
が
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
一
九
九
九
年
に
販
売
さ
れ
た
〝
う
る
る
と
さ
ら

ら
〟
で
、
従
来
に
な
か
っ
た
無
給
水
加
湿
機
能
を
差
別
化
技
術
と
し
て
採
用
し
た
が
、
こ
の
と
き
に
、
従
来
の
エ
ア
コ
ン
で

は
当
然
だ
っ
た
空
気
の
吸
い
込
み
格
子
グ
リ
ル
を
な
く
し
た
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
を
取
り
入
れ
て
い
た
。
斬
新
な
フ
ラ
ッ
ト
パ

ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
エ
ア
コ
ン
の
性
能
を
重
視
す
る
開
発
部
隊
と
デ
ザ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
く
な
い
デ
ザ
イ
ン
グ
ル
ー

プ
、
そ
し
て
初
め
て
の
商
品
に
不
安
を
持
つ
営
業
と
の
間
で
、
侃
々
諤
々
の
議
論
を
尽
く
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ッ
ト

パ
ネ
ル
は
、
業
界
で
も
大
き
な
話
題
を
集
め
、
ダ
イ
キ
ン
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
全
機
種
は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ロ
ー
バ
ル
モ
デ
ル

“コンビニパック”の体系図

超薄型インバータ省エネエアコン「UXシリーズ」
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大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

こ
の
提
携
契
約
は
、
提
携
の
大
き
な
枠
組
み
に
つ
い
て
基
本
合
意
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
枠
の
下
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル

生
産
、
開
発
、
購
買
、
圧
縮
機
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
そ
の
他
、
空
調
関
連
事
業
の
六
つ
の
個
別
協
業
項
目
に
つ
い
て
は
、
両
社

の
副
社
長
を
委
員
長
と
す
る
提
携
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
化
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
提
携
契
約
に

基
づ
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
は
松
下
・
ダ
イ
キ
ン
空
調
開
発
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
開
発
セ
ン
タ
ー
で

は
、
空
調
の
環
境
三
課
題
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新
冷
媒
、
リ
サ
イ
ク
ル
対
応
）
を
克
服
す
る
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
代
表
機
種
の

開
発
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
の
制
御
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
先
端
シ
ス
テ
ム
の
先
行
開
発
（
開
発
機
種
の
一
〜
二
年
先
の
要
素
技

術
）
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
さ
ら
に
提
携
戦
略
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
。
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
十
一
月
、
ダ
イ
キ
ン

は
ア
プ
ラ
イ
ド
空
調
事
業
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
ト
レ
ー
ン
社
と
包
括
的
な
戦
略
提
携

を
締
結
し
た
。
ト
レ
ー
ン
社
は
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
創
業
の
歴
史
あ
る
空
調
メ
ー
カ
ー
で
、
八
四
（
昭
和
五
十
九
）

年
に
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
が
買
収
し
、
同
社
の
空
調
事
業
会
社
と
な
っ
て
い
た
。
ト
レ
ー
ン
社
は
、
空
調
製

品
の
開
発
・
製
造
の
み
な
ら
ず
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
多
様
な
機
器
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
、
き
め
細
か
な
制
御
に

よ
っ
て
低
コ
ス
ト
・
省
エ
ネ
・
快
適
空
間
を
実
現
し
、
さ
ら
に
顧
客
の
持
つ
ビ
ル
や
設
備
の
資
産
価
値
・
効
率
を
高
め
る
と

い
う
納
入
後
の
保
全
・
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
も
加
味
し
た
提
案
な
ど
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
分
野
で
も
、
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
実
力
を
持
っ
て
い
た
。

ト
レ
ー
ン
社
と
ダ
イ
キ
ン
は
、
得
意
な
商
品
分
野
や
地
域
、
販
売
ル
ー
ト
の
面
で
相
互
に
補
完
的
で
あ
り
、
理
想
的
な
補

完
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
、
①
日
本
で
の
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
の
再
構
築
、
②
時
代
対
応
と
し
て
の
ソ

め
ら
れ
る
の
に
伴
っ
て
、
す
べ
て
自
前
で
対
応
す
る
や
り
方
で
は
限
界
も
生
じ
る
。

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
す
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
、
環

境
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
課
題
に
対
応
で
き
る
製
品
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
基

づ
く
地
域
別
の
戦
略
を
も
と
に
、
市
場
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
適
切
な
時
期
に

提
供
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
う
し
た
製
品
を
各
地
域
の
市
場
に
提
供
す
る
に
は
、

適
切
な
製
品
を
確
実
に
開
発
し
、
生
産
・
供
給
・
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
ス
ピ
ー
ド
感
が
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、
こ

れ
ら
の
す
べ
て
の
こ
と
を
自
前
で
行
う
こ
と
は
困
難
に
な
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル

で
の
企
業
間
の
提
携
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
対
応
で
き
る
ス
ピ
ー
ド
力
を
高
め
る

た
め
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
に
作
成
し
た
抜
本
的
経
営
体
質
改
革
計
画
の
七
項
目
の
一
つ
に
「
淘
汰
の
時
代
に
お
け
る

空
調
分
野
の
提
携
戦
略
の
推
進
」
を
加
え
た
。
空
調
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
の
勝
ち
残
り
を
目
指
し
、
提
携
・
買
収
等

の
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
視
野
に
入
れ
た
戦
略
を
立
案
、
展
開
す
る
空
調
提
携
戦
略
推
進
計
画
で
は
、
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
進

出
、
ア
ジ
ア
で
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
分
野
で
の
勝
ち
残
り
な
ど
の
点
か
ら
、
具
体
的
に
い
く
つ
か
の
計
画
を
検
討
す
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
最
初
の
成
果
が
、
一
九
九
九
年
十
一
月
二
十
二
日
に
ダ
イ
キ
ン
と
松
下
電
器
産
業
と
の
間
で
契
約
さ
れ
た
、
空
調
事

業
に
つ
い
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
包
括
的
・
戦
略
的
な
提
携
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
と
松
下
電
器
産
業
と
い
う
、
エ

ア
コ
ン
の
有
力
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
戦
略
的
提
携
は
、
両
社
を
合
わ
せ
る
と
世
界
最
大
の
売
り
上
げ
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

松下電器との提携発表．森下社長（右）と井上社長
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実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
九
九
年
末
に
、
①
生
産
改
革
と
し
て
五
つ
の
生
産
パ
タ
ー
ン
の
導
入
、
②
機
種
統
廃
合
、

③
部
品
共
通
化
、
④
鮮
度
別
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
、
⑤
調
達
改
革
、
⑥
商
流
改
革
、
の
六
点
を
Ｓ
Ｃ
Ｍ
成
功
の
鍵
で
あ
る
と
、

社
長
に
報
告
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
①
〜
④
ま
で
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
構
築
の
第
一
段
階
と
し
て
既
存
の
商
品
供
給
体
制
の
改
革
の

範
囲
で
あ
っ
た
が
、
⑤
は
第
二
段
階
で
あ
る
現
状
の
取
引
を
前
提
に
し
た
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ
び
第
三
段
階
で

あ
る
取
引
先
再
編
を
含
む
商
品
供
給
体
制
の
確
立
の
な
か
で
、
⑥
の
商
流
改
革
は
、
第
三
段
階
か
ら
第
四
段
階
で
あ
る
新
需

要
創
造
型
Ｓ
Ｃ
Ｍ
で
展
開
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

な
お
、
空
調
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
空
調
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
改
称

し
た
。

国
内
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
改
革
へ

在
庫
削
減
に
よ
っ
て
財
務
体
質
改
善
を
実
現
す
る
ダ
イ
キ
ン
の
Ｓ
Ｃ
Ｍ
は
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
度
ま
で
に
当
初

計
画
を
実
現
し
た
。
そ
こ
で
次
に
、
ダ
イ
キ
ン
内
部
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
セ
ス
改
革
か
ら
、
販
売
店
─
ダ
イ
キ
ン
─
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
ま
で
の
連
携
を
強
化
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
強
み
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
生
産
・
販
売
店
網
）
を
生
か
し
た
、
Ｉ
Ｔ
フ
ル
活
用
の
「
ダ

イ
キ
ン
流
Ｓ
Ｃ
Ｍ
モ
デ
ル
」
の
構
築
へ
と
展
開
し
た
。

改
革
の
狙
い
は
、
①
超
ス
ピ
ー
ド
供
給
体
制
の
構
築
、
②
経
営
リ
ス
ク
の
軽
減
、
③
事
業
分
野
拡
大
の
基
盤
づ
く
り
、
に

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
①
販
売
ル
ー
ト
と
の
連
携
、
②
内
部
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
、
③
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
連
携
、
が
必

要
に
な
る
。
販
売
店
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
受
注
処
理
が
多
層
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
受
注
情
報
が
ダ
イ
キ
ン
に
入
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
販
売
店
で
の
情
報
が
直
接
ダ
イ
キ
ン
に
入
る
販
売
店
ダ
イ
レ
ク
ト
受
注
が
考
え

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
展
開
の
加
速
、
③
急
激
な
成
長
を
遂
げ
、
近
々
世
界
最
大
市
場
と
な
る
中
国
市
場
で
の
大
拡
販
、
④
北

米
市
場
へ
の
本
格
参
入
（
ダ
ク
ト
レ
ス
空
調
の
市
場
創
造
）、
⑤
中
南
米
市
場
へ
の
拡
販
基
盤
の
早
期
確
立
と
い
っ
た
点
で
、

ト
レ
ー
ン
社
と
の
提
携
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
す
で
に
、
実
施
さ
れ
て
い
る
松
下
電
器
と
の
提
携
も
含
め
て
考
え

る
と
、
ダ
ク
ト
レ
ス
方
式
に
加
え
て
ダ
ク
ト
式
も
、
ダ
イ
キ
ン
を
中
心
と
す
る
提
携
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
け
る
ダ
イ
キ
ン
の
外
部
企
業
と
の
関
係
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
さ
ら
に
買
収
と
い
う
新
た

な
対
応
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
変
化
に
対
応
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
戦
略
を
立
て
実
行
し
て
い
く
た
め
の
オ
プ
シ
ョ
ン
の
幅

を
広
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
展
開

一
九
九
〇
年
代
後
半
の
空
調
事
業
改
革
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
キ
ン
の
中
核
で
あ
る
空
調
事
業
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
。
改

革
の
後
半
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）
が
、
改
革
の
方
向
と
し
て
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
」
で
も
Ｓ
Ｃ
Ｍ
が
経
営
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
度
以
降
は
、
供
給
セ
ン
タ
ー
の
設
立
や
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
な
ど
、
空
調
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

改
革
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
九
七
年
度
ま
で
は
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
九
八
年
度
に
は
在
庫
削
減
を
切
り
口
に
し
て
、
同
時
に
品
切
れ
さ
せ
な
い
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
改
革
が
進
め
ら
れ
、

国
内
外
合
わ
せ
て
一
〇
〇
億
円
の
在
庫
削
減
と
い
う
成
果
を
実
現
し
た
。

Ｓ
Ｃ
Ｍ
は
取
り
組
み
の
範
囲
が
広
い
た
め
、
空
調
事
業
で
は
、
財
務
面
に
効
果
が
期
待
で
き
る
在
庫
削
減
を
緊
急
課
題
と

し
、
三
年
間
で
三
分
の
一
に
す
る
目
標
が
立
て
ら
れ
た
。
空
調
部
門
で
、
改
革
の
中
心
を
担
っ
た
空
調
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
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ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
方
式

ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
方
式
と
は
、
従
来
の
Ｐ
Ｄ
Ｓ
生
産
方
式
に
加
え
、
生
産
機
種
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
出
荷
連
動
で
柔
軟
に

変
化
さ
せ
る
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
生
産
方
式
で
あ
る
。
市
場
の
変
化
に
対
応
し
た
適
切
な
商
品
を
、
適
切
な
時
期
に
供
給
す
る

た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
同
時
に
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
展
開
に
も
不
可
欠
な
生
産
方
式
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生

産
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
そ
の
内
容
は
進
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
第
一
に
、
生
産
計
画
は
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年

以
前
は
一
五
日
サ
イ
ク
ル
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
は
三
日
サ
イ
ク
ル
ま
で
可
能
に
な
り
、
さ
ら
に
短
縮
化
し
つ
つ

あ
っ
た
。

第
二
は
、
生
産
の
ピ
ー
ク
と
ボ
ト
ム
の
差
が
一
年
の
間
に
三
倍
に
も
な
る
、

空
調
機
と
い
う
特
殊
な
製
品
に
適
し
た
生
産
対
応
の
追
求
で
あ
る
。
た
と
え
ば

変
形
労
働
時
間
制
を
導
入
し
、
シ
ー
ズ
ン
に
応
じ
た
稼
働
時
間
設
定
と
す
る
こ

と
で
、
人
員
の
変
動
を
極
小
化
す
る
よ
う
に
図
っ
た
。
支
援
従
業
員
の
比
率
も
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
毎
年
上
昇
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
ダ
イ
キ

ン
流
セ
ル
生
産
ラ
イ
ン
も
導
入
さ
れ
た
。
セ
ル
生
産
ラ
イ
ン
は
、
九
〇
年
代
か

ら
日
本
の
い
く
つ
か
の
企
業
で
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
比
較
的
軽
量
で
小
型
の

製
品
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
こ
の
セ
ル
生
産
方
式
を

ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に
対
す
る
瞬
発
力
強
化
、
生
産
量
の
増
減
に
対
す
る
ラ
イ
ン

の
編
成
ロ
ス
の
極
小
化
、
人
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
ラ
イ
ン
づ
く
り
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
滋
賀
製
作
所
で
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ら
れ
た
。
内
部
の
プ
ロ
セ
ス
改
革
で
は
、
後
述
す
る
短
納
期
生
産
の
追
求
が
改
め
て
課
題
と
さ
れ
た
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の

関
係
で
は
、
よ
り
確
実
性
の
あ
る
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
部
品
在
庫
を
削
減
す
る
方
式
を
確
立
す
る
こ
と
が
課
題
と
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
さ
ら
に
顧
客
起
点
の
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
構
築
、
つ
ま
り
国
内
空
調
Ｓ
Ｃ
Ｍ
改
革
を
狙

う
顧
客
起
点
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
造
し
、
ユ
ー
ザ
ー
に
も
流
通
に
も
強
い
ナ
ン
バ
ー
１
空
調
ブ
ラ
ン
ド
を
実
現
す
る
こ

と
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
海
外
事
業
比
率
が
上
昇
し
、
各
拠
点
の
生
産
が
相
互
に
関
係
し
て
い
る
な
か
で
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
は
当
然
海
外
も
対
象
に

な
る
。
二
〇
〇
一
年
の
、
空
調
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
改
革
計
画
で
は
、
基
本
戦
略
と
し

て
ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
体
制
、
基
準
在
庫
に
基
づ
く
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
と
い
う
国
内
の
Ｓ
Ｃ
Ｍ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
グ
ロ
ー
バ

ル
業
務
改
革
へ
水
平
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
変
動
の
共
有
と
そ
れ

を
生
産
に
直
接
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
供
給
体
制
の
確
立
に
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
二
年
度
ま
で
に
グ
ロ
ー
バ
ル
連
結
在
庫
は
、
保
有
日
数
で
見
た
と
き
に
は
減
少
し
て
い
た
も
の
の
、

在
庫
金
額
は
売
上
高
の
伸
び
に
伴
っ
て
増
加
し
て
い
た
。
と
く
に
、
地
域
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
お

り
、
地
域
統
括
会
社
で
あ
る
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
で
は
、
在
庫
保
有
日
数
が
増
加
し
て
い
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
で
は
、
日
本
や
タ
イ
か

ら
送
っ
て
い
る
製
品
や
部
品
が
多
く
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
い
こ
と
も
一
つ
の
理
由
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
同
社
で
は
在

庫
が
増
え
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
他
方
で
商
品
が
不
足
し
て
緊
急
に
空
輸
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
販
売
予
測
と
実
績
の
大

幅
な
乖
離
、
変
動
へ
の
対
応
遅
れ
に
よ
る
品
切
れ
、
過
剰
在
庫
の
発
生
、
仕
入
れ
計
画
業
務
の
混
乱
に
よ
る
ミ
ス
・
遅
れ
と

い
う
問
題
が
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
成
長
市
場
で
の
商
品
の
不
足
と
過
剰
在
庫
が
混
在
す
る
と
い
う
問
題
は
、

二
〇
〇
三
年
の
猛
暑
に
よ
っ
て
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

滋賀製作所の室内機セル生産ライン
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Ｓ
Ｃ
Ｍ
を
、
さ
ら
に
高
度
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
方
式
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
目
か

ら
再
評
価
を
受
け
、
問
題
点
を
洗
い
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
に
、
顧
客
の
発
注
か
ら
受
け
取
り
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
、
販
売
店
の
受
注
─
工
場
で
の
生
産
計
画
─
調
達
─
工

場
内
（
部
品
荷
卸
場
─
各
ラ
イ
ン
─
物
流
倉
庫
）
─
配
送
拠
点
─
顧
客
へ
の
配
送
ま
で
の
六
つ
の
段
階
に
区
分
し
、「
モ
ノ
と

情
報
の
流
れ
」
を
日
ま
た
は
時
間
単
位
に
徹
底
分
析
し
、
一
貫
し
た
「
よ
ど
み
」
の
な
い
高
効
率
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指

す
と
い
う
、
改
善
活
動
の
実
施
で
あ
る
。

第
三
に
、
従
来
、
十
分
に
メ
ス
が
加
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、

販
社
・
販
売
店
ま
で
の
生
産
の
上
流
、
工
場
か
ら
顧
客
ま
で
の
配
送
と
い
っ
た
工

場
外
の
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
ま
で
の
指
導
で
あ
る
。

第
四
に
、
ト
ヨ
タ
シ
ス
テ
ム
の
機
軸
と
な
る
考
え
方
を
学
び
、
ダ
イ
キ
ン
の
特

殊
性
を
加
味
し
た
う
え
で
、
新
た
な
方
式
を
導
入
・
確
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
・
職
場
で
の
改
善
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
か
ら
学
ん
だ
点
は
、
直
接
指
導
を
受
け
た
場
所
だ
け
で
は
な
く
、

ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
各
工
場
、
そ
し
て
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
に
も
早
急
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
二
月
に
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
顧
客
へ
の
拡
大
・
定
着
と
、
徹
底
実
行
を
推
進
す
る
機
構
と
し

て
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
部
が
新
設
さ
れ
た
。

ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
方
式
は
、
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
生
産
方
式
と
し
て
進
化
し
、
二
〇
〇
二
年
に
は
滋
賀
製
作
所
は
、
日
本

設
備
管
理
学
会
が
選
定
し
た
「
第
一
回
モ
ノ
づ
く
り
大
賞
」
を
受
賞
し
た
。
さ
ら
に
、
〇
四
年
に
は
「
第
一
回
日
経
モ
ノ
づ

く
り
大
賞
」
の
「
日
経
Ｂ
Ｐ
特
別
賞
」
を
受
賞
し
た
。
受
賞
は
、
国
内
生
産
に
こ
だ
わ
り
、
ハ
イ
サ
イ
ク
ル
生
産
方
式
で

リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
半
減
す
る
な
ど
、
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
で
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
る
原
動
力
と
な
っ
た
生
産
革
新
が
、
評

価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

生
産
革
新
で
は
改
善
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
営
業
・
供
給
・
調
達
・
製
造
・
物
流
を
通
し
た
、
全
体
最
適
を
目
指
す

Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
生
産
に
つ
い
て
も
、
現
状
を
具
体
的
に
調
査

し
て
客
観
的
に
数
値
化
す
る
手
法
が
社
内
に
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
改
善
す
べ
き
問
題
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
生
産
方

式
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
が
社
内
で
展
開
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
で
、
新
た
な
課
題
が
現
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ト
ヨ
タ
の
指
導
と
さ
ら
な
る
Ｓ
Ｃ
Ｍ
改
革

Ｓ
Ｃ
Ｍ
や
生
産
方
式
の
、
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
社
内
で
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
、
ダ
イ
キ
ン
は
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｓ
Ｃ
Ｍ
に
つ
い
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
、
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、

外
部
の
企
業
に
対
し
て
各
業
種
か
ら
一
社
、
ト
ヨ
タ
生
産
シ
ス
テ
ム
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
機
械
業
種
か
ら
は
ダ
イ
キ
ン

が
選
ば
れ
た
。
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
は
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
。

指
導
は
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
十
一
月
か
ら
一
年
二
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
指
導
の
内
容
は
、
第
一

に
、
滋
賀
製
作
所
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
ラ
イ
ン
を
モ
デ
ル
ラ
イ
ン
と
し
て
、
工
場
内
の
仕
掛
り
、
物
流
、
ラ
イ
ン
改
善
な
ど
、

ト
ー
タ
ル
で
の
モ
ノ
づ
く
り
の
革
新
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
受
注
・
調
達
・
生
産
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
大
き
な
仕
組
み
の

トヨタ自動車による指導
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４　

化
学
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
加
速
と
抜
本
的
体
質
改
革

化
学
事
業
部
の
体
質
改
革

三
重
苦
を
克
服
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
を
支
え
て
き
た
化
学
事
業
部
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
っ
て
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
の
崩
壊
な
ど
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、
売
り
上
げ
が
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
度
の

九
六
二
億
円
か
ら
翌
年
度
に
は
八
一
七
億
円
へ
と
急
減
し
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
た
（
表
６
─

２
）。
さ
ら
に
、
後
述
す

る
よ
う
に
相
次
ぐ
事
故
の
発
生
は
、
化
学
事
業
部
門
の
体
質
問
題
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た

状
況
に
対
し
て
化
学
事
業
部
は
、
同
事
業
部
の
抱
え
る
体
質
的
問
題
に
つ
い
て
、
事
業
部
内
を
は
じ
め
海
外
拠
点
や
労
働
組

合
な
ど
か
ら
、
数
多
く
の
意
見
や
提
言
を
も
と
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
て
き
た
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
意
見
を
集
約
し
た
の

ち
に
化
学
事
業
部
幹
部
に
加
え
、
会
長
、
社
長
も
直
接
参
画
し
て
、
集
中
的
に
二
〇
〇
二
年
二
月
末
か
ら
三
月
初
め
に
か
け

て
、
化
学
事
業
部
の
体
質
改
革
お
よ
び
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
に
つ
い
て
集
中
的
に
会
議
が
行
わ
れ
、
今
後
の
方
向
性

が
決
定
し
た
。
会
議
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
Ｄ
Ｃ
Ｅ
社
か
ら
も
参
加
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か

ら
化
学
事
業
部
の
将
来
に
つ
い
て
、
深
く
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
、
Ｄ
Ｃ
Ｅ
社
か
ら
は
、
ダ
イ
キ
ン

に
対
し
て
率
直
な
要
望
や
意
見
が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
一
つ
ひ
と
つ
井
上
会
長
自
ら
が
詳
し
く
回
答
を
行
い
、

問
題
の
共
有
化
と
今
後
の
方
向
性
の
明
確
化
が
図
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
集
中
的
な
討
議
の
結
果
、
化
学
事
業
部
の
体
質
改

革
の
方
向
性
が
決
ま
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
も
加
わ
っ
た
う
え
で
、
策
定
す
る
実
行
計
画
を
期
限
管
理
し
て
い
く
や
り
方
を

と
る
と
し
た
。

コ
ン
カ
レ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

│
四
位
一
体
開
発
体
制
の
推
進

製
品
開
発
と
設
備
設
計
・
生
産
準
備
と
い
う
工
程
開
発
を
並
行
的
に
進
め
る
コ
ン
カ
レ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
開

発
に
伴
う
問
題
の
早
期
解
決
、
生
産
準
備
の
早
期
実
施
に
よ
っ
て
、
製
品
開
発
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
、
品
質
・
コ
ス
ト
問

題
へ
の
早
期
対
応
を
可
能
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
各
企
業
は
コ
ン
カ
レ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
が
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
こ
の
点
で
も
最
も
先
進
的
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。

ダ
イ
キ
ン
で
も
、
コ
ン
カ
レ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
意
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
部
品
レ
ベ
ル
で
の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
シ
ー
ズ
開
発
に
十
分
に
取
り
組
め
て
い
な
い
こ
と
、
新
商
品
の
目
標
コ
ス
ト
と
実
力
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
黙
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
い
て
の
部
門
間
の
調
整
が
十
分
で
な
く
、
部
門
間
で
取
り
合
い
や
押
し
付
け
合
い
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
問
題
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
グ
ル
ー
プ
内
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
含
め

た
全
体
の
体
制
、
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
関
係
し
て
い
た
。
個
別
最
適
重
視
か
ら
脱
却
し
、
全
体
を
改
革
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
進
め
ら
れ
た
の
が
、「
商
品
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
か
ら
部
品
・
コ
ス
ト
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
へ
の
変
革
」「
材
料
、
プ
ロ

セ
ス
ま
で
入
り
込
ん
だ
コ
ス
ト
の
見
え
る
化
」「
最
安
値
材
料
・
部
品
、
加
工
の
使
い
こ
な
し
」「
機
能
部
品
設
計
ま
で
踏
み

込
ん
だ
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開
発
」
な
ど
、
設
計
・
調
達
・
加
工
の
思
想
と
モ
ノ
づ
く
り
に
つ
い
て
の
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
巻
き

込
ん
だ
抜
本
的
な
改
革
で
あ
る
。
ラ
イ
バ
ル
メ
ー
カ
ー
と
の
差
別
化
を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
限
界
を
突
破
す

る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
開
発
部
門
と
企
画
部
門
の
両
方
に
存
在
し
て
い
た
原
価
企
画
部
門
を
再
編
し
、
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
の
原

価
企
画
に
、
抜
本
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。



348349　第 6章●グローバル企業への道

織
の
変
更
、
部
門
ご
と
の
業
務
の
明
確
化
、
研
究
開
発
の
実
行
テ
ー
マ
の
決
定
が
な
さ
れ
た
。

第
四
に
、
抜
本
的
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
推
進
、
品
質
ク
レ
ー
ム
の
撲
滅
、
法
順
守
の
徹
底
な
ど
、
化
学
事
業
の
業
務
全
体
に

関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
も
改
め
て
課
題
を
明
確
に
し
、
必
要
な
組
織
変
更
を
実
施
し
た
。

第
五
に
、
国
内
営
業
の
強
化
で
あ
る
。
国
内
市
場
は
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
へ
の
規
制
以
降
、
競
合
他
社
は
事
業
の
再
編
過
程
に

あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ス
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。
客
先
開
発
、
用
途
拡
大
の
提
案
な
ど
自
ら

立
案
し
て
、
自
ら
実
行
す
る
攻
撃
型
営
業
へ
の
変
貌
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
国
内
営
業
部
門
の

組
織
改
革
や
、
川
下
事
業
へ
の
拡
大
を
狙
っ
た
事
業
戦
略
を
明
確
化
す
る
な
ど
、
抜
本
的
な
体
制
変
革
が
取
ら
れ
た
。

中
国
で
の
事
業
展
開

│
大
金
フ
ッ
素
化
学
（
中
国
）
有
限
公
司
の
操
業
開
始

ダ
イ
キ
ン
は
、
中
国
で
の
化
学
事
業
の
本
格
的
な
展
開
に
向
け
、
江
蘇
省
常
熟
市
で
の
工
場
建
設
を
決
定
し
、
そ
の
準
備

を
進
め
て
き
た
。
常
熟
市
は
、
蘇
州
市
と
並
ぶ
県
ク
ラ
ス
の
市
で
あ
り
、
長
江
に
面
し
た
歴
史
あ
る
地
域
で
あ
る
。
工
場
は
、

長
江
を
望
む
国
際
化
学
工
業
園
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
初
、
中
央
政
府
の
化
工
部
直
属
の
中
国
化
工
建
設
総
公

司
（
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
合
弁
企
業
の
予
定
だ
っ
た
が
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
側
の
事
業
戦
略
の
変
化
に
よ
っ
て

ダ
イ
キ
ン
独
資
の
事
業
と
な
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
需
要
が
減
退
す
る
な
か
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
た
ち
も
中
国
へ
の
関
心
を
強
め
て

い
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
他
社
よ
り
い
ち
早
く
中
国
で
の
現
地
生
産
を
決
定
し
、
す
で
に
工
場
建
設
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
優

位
性
を
さ
ら
に
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
事
業
計
画
の
見
直
し
を
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
に
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
中

国
事
業
に
つ
い
て
、
①
中
国
で
の
圧
倒
的
シ
ェ
ア
獲
得
、
②
日
米
に
次
ぐ
化
学
事
業
の
第
三
の
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
拠
点
と
し
、

体
質
改
革
を
進
め
る
計
画
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
七
日
に
は
「
化
学
事
業
部
門
の
抜
本
的
体
質

改
革
計
画
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
計
画
で
、
第
一
に
重
視
さ
れ
た
の
は
、
相
次
ぐ
事
故
に
対
し
て
作
成
さ
れ

た
後
述
す
る
「
安
全
非
常
事
態
宣
言
」
で
あ
る
。
第
二
に
、
化
学
事
業
部
門
の
事
業
運
営
の
改
革
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
①
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
と
化
学
事
業
部
が
方
針
を
共
有
し
、
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ

た
事
業
運
営
を
徹
底
す
る
、
②
各
海
外
拠
点
が
現
地
の
課
題
解
決
を
自
ら
主
体
的
に
推
進
す
る
自
己
責
任
体

制
を
確
立
す
る
、
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
双
方
向
の
情
報
共
有
化
を
担
う
部
門
と
し
て
、
海
外
企
画
部

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ッ
プ
会
、
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

経
営
課
題
の
方
向
性
を
決
定
し
、
情
報
共
有
を
行
う
会
議
体
を
新
た
に
設
け
た
。
ま
た
、
企
画
部
門
が
戦
略

を
立
案
し
、
ラ
イ
ン
が
実
行
す
る
と
い
う
運
営
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
ラ
イ
ン
部
門
自
ら
が
立
案
─
実
行
─
修
正

し
、
事
業
部
ト
ッ
プ
は
、
つ
ね
に
フ
ラ
ッ
ト
に
第
一
線
に
入
っ
て
問
題
解
決
に
当
た
る
運
営
へ
と
変
革
し
、

変
化
の
時
代
へ
の
対
応
力
を
高
め
、
経
営
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
製
造
・
販

売
・
研
究
が
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、
三
位
一
体
の
運
営
を
行
う
こ
と
を
徹
底
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

第
三
に
、
技
術
の
問
題
で
あ
る
。
環
境
変
化
に
対
応
し
た
新
製
品
を
供
給
す
る
こ
と
が
、
強
靭
な
化
学
事

業
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
を
、
化
学
事
業
部
で
具
体
的
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
を
課
題
に
、
①
抜
本
的
な
体
制
革
新
に
よ
る
最
大
課
題
で
あ
る
用
途
開
発
の
進
め
方
の
変
革
、

②
差
別
化
商
品
を
生
み
出
す
た
め
の
基
盤
技
術
と
夢
の
テ
ー
マ
を
実
現
す
る
新
技
術
の
実
行
、
③
責
任
を
明

確
に
し
た
研
究
部
門
の
組
織
・
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
の
改
革
、
④
プ
ロ
セ
ス
革
新
に
よ
る
製
造
の
超
安
定
操

業
化
と
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
推
進
、
の
四
点
が
方
針
と
し
て
出
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
組

表 6─2　化学事業部門の売上高 （単位：億円）
年度 2000年度 01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度

売上高 962 817 836 885 996 1,074 1,165 1,167
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よ
う
に
し
た
。

さ
ら
に
、
化
学
事
業
の
原
料
か
ら
製
品
ま
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
安
定
的
拡
大
を
図
る
た
め
、
二
〇
〇
四
年
九
月
に

寧
波
東
方
集
団
有
限
公
司
と
、
中
国
初
の
国
産
Ｆ
Ｅ
Ｐ
─
Ｌ
Ａ
Ｎ
電
線
メ
ー
カ
ー
と
な
る
寧
波
東
方
大
金
科
技
通
信
有
限
公

司
（
浙
江
省
寧
波
市
。
資
本
金
八
〇
〇
万
米
ド
ル
、
ダ
イ
キ
ン
五
〇
％
、
寧
波
東
方
集
団
有
限
公
司
五
〇
％
）
を
設
立
し
た
。
一

方
、
原
料
確
保
に
つ
い
て
は
〇
七
年
九
月
、
中
国
の
中
蛍
集
団
有
限
公
司
と
合
弁
で
、
フ
ッ
素
化
学
製
品
の
主
原
料
で
あ
る

無
水
フ
ッ
酸
の
生
産
販
売
会
社
と
し
て
江
西
大
唐
化
学
有
限
公
司
を
、
江
西
省
九
江
市
に
資
本
金
一
億
元
（
ダ
イ
キ
ン

五
五
％
、
中
蛍
集
団
有
限
公
司
四
五
％
）
で
設
立
し
た
。
中
蛍
集
団
は
、
無
水
フ
ッ
酸
の
原
料
で
あ
る
蛍
石
の
採
掘
権
を
持
つ

蛍
石
供
給
の
最
大
手
で
あ
り
、
新
会
社
設
立
は
無
水
フ
ッ
酸
の
安
定
的
な
確
保
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
フ
ラ

ン
ス
に
本
社
を
持
つ
ア
ル
ケ
マ
社
と
の
合
弁
で
、
日
本
を
除
く
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
の
空
調
機
器
用
新
冷
媒
の
販

売
を
行
う
新
会
社
ダ
イ
キ
ン 

ア
ル
ケ
マ
冷
媒
ア
ジ
ア
有
限
公
司
（
所
在
地
香
港
。
資
本
金
一
〇
〇
万
米
ド
ル
、
ダ
イ
キ
ン

六
〇
％
、
ア
ル
ケ
マ
社
四
〇
％
）
と
、
新
冷
媒
の
主
要
構
成
ガ
ス
で
あ
る
Ｈ
Ｆ
Ｃ
─
１
２
５
の
製
造
・
販
売
を
行
う
ア
ル
ケ

マ 

ダ
イ
キ
ン
先
端
フ
ッ
素
化
学
（
常
熟
）
有
限
公
司
（
所
在
地
常
熟
市
。
資
本
金
四
千
一
四
〇
万
米
ド
ル
、
ア
ル
ケ
マ
六
〇
％
、

ダ
イ
キ
ン
四
〇
％
）
を
、
〇
七
年
十
一
月
に
設
立
し
た
。
Ｈ
Ｆ
Ｃ
─
１
２
５
は
生
産
し
て
い
る
企
業
が
少
な
く
、
二
〇
一
〇

年
以
降
需
要
が
拡
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
社
の
技
術
を
融
合
し
、
コ
ス
ト
競
争
力
あ
る
製
品
を
供
給
す

る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。

中
国
で
の
化
学
事
業
は
、
こ
う
し
て
生
産
体
制
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
整
え
、
販
売
拡
大
の
準
備
が
出
来
上
が
っ
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
販
売
額
は
伸
び
て
い
た
も
の
の
、
計
画
額
に
は
届
い
て
お
ら
ず
、
営
業
利
益
も

安
定
的
に
確
保
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
と
く
に
、
中
国
市
場
で
は
新
規
商
品
と
な
る
た
め
、
自
ら
市
場
創
造
を
図
っ
て
い
か

国
際
競
争
力
の
大
幅
強
化
を
図
る
、
③
新
製
品
の
投
入
、
④
新
技
術
の
導
入
、

⑤
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
を
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
要
と
す
る
、
と
い
っ
た
意
味
づ
け
を
行

う
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
の
生
産
能
力
を
大
幅
に
増
強
す
る
第
二
次
投
資
を

決
定
し
た
。

大
金
フ
ッ
素
化
学
（
中
国
）
有
限
公
司
（
Ｄ
Ｃ
Ｃ
）
と
し
て
設
立
さ
れ
た

常
熟
の
化
学
工
場
は
、
第
二
次
投
資
に
よ
っ
て
当
初
の
予
定
を
上
回
る
規
模

で
建
設
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
。
中
国
化
学
事
業

は
、
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
巨
大
な
投
資
で
あ
り
、
そ
の
成
否
は
ダ
イ
キ
ン
の

事
業
全
体
に
大
き
く
影
響
す
る
。
中
国
の
フ
ッ
素
化
学
製
品
の
市
場
は
ま
だ

形
成
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
成
長
が
期
待
さ
れ
た
。
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
一
気
に
量
産
規
模
を
確
保
し
、
成
長
市
場
で
優
位
性
を

早
期
に
確
保
し
よ
う
と
い
う
戦
略
で
あ
り
、
〇
三
年
か
ら
〇
四
年
に
か
け
て

は
、
樹
脂
の
生
産
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
総
額
二
〇
〇
億
円
を
超
え
る
巨

額
の
投
資
が
な
さ
れ
た
。

な
お
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
、
中
国
国
内
の
外
資
系
製
造
企
業
が
輸
入
販
売
、

仕
入
れ
販
売
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｃ
と
一
九
九
七
年

に
創
立
さ
れ
た
ダ
イ
キ
ン
フ
ッ
素
塗
料
（
上
海
）
有
限
公
司
（
Ｄ
Ｆ
Ｃ
）
は
、

と
も
に
二
〇
〇
六
年
に
定
款
を
変
更
し
て
、
販
売
等
の
業
務
も
担
当
で
き
る

大金フッ素化学（中国）有限公司常熟工場
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（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
）
が
設
立
さ
れ
、
〇
四
年
に
操
業
し
た
。
Ｄ
Ｃ
Ｆ
社
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
の
本
格
的
な
フ
ッ
素
ゴ
ム
生
産
拠

点
と
し
て
原
料
ポ
リ
マ
ー
を
製
造
し
、
フ
ッ
素
ゴ
ム
の
プ
レ
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
加
工
を
行
う
オ
ラ
ン
ダ
の
ダ
イ
キ
ン
ケ
ミ
カ
ル

ネ
ザ
ー
ラ
ン
ド
社
に
供
給
す
る
。
こ
う
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
で
材
料
か
ら
製
品
ま
で
一
貫
生
産
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
急
成
長
を
遂
げ
て
い
た
台
湾
半
導
体
業
界
に
照
準
を
合
わ
せ
て
、
台
湾
で
の
フ
ッ
素
化
学
事
業
を
拡
大
す
る
た
め
、

一
九
九
九
年
十
二
月
に
台
湾
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
社
と
の
合
弁
で
、
台
塑
大
金
精
密
化
学
股
份
有
限
公
司
が
設
立
さ
れ
た
。
同
社

は
、
二
〇
〇
一
年
九
月
か
ら
生
産
を
開
始
し
、
半
導
体
産
業
用
高
純
度
エ
ッ
チ
ン
グ
剤
の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
た
。
ま
た
、

同
年
八
月
に
は
フ
ッ
素
化
学
製
品
の
販
売
会
社
と
し
て
、
台
湾
大
金
先
端
化
学
股
份
有
限
公
司
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ

の
企
業
の
設
立
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
キ
ン
の
台
湾
で
の
事
業
拡
大
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

事
故
と
安
全
対
策

化
学
事
業
は
、
危
険
物
を
取
り
扱
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
事
故
が
発
生
す
る
と
人
身
事
故
と
な
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

工
場
の
周
辺
住
民
や
地
域
へ
の
影
響
も
大
き
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
操
業
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
最
大
限
の
注
意
が
払
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ダ
イ
キ
ン
で
も
、
事
故
の
発
生
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
き
た
が
、
二
〇
〇
一
（
平
成

十
三
）
年
か
ら
〇
三
年
に
か
け
て
相
次
い
で
事
故
が
発
生
し
、
安
全
対
策
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
と
く
に
、

〇
二
年
七
月
に
淀
川
製
作
所
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
ホ
ッ
パ
ー
の
バ
フ
掛
け
作
業
中
に
協
力
会
社
の
従
業
員
が
感
電
死
し
た
こ
と
に
加
え

て
、
〇
三
年
三
月
に
は
、
同
じ
く
キ
ル
ン
の
定
期
整
備
を
行
っ
て
い
た
協
力
会
社
の
従
業
員
が
凝
縮
器
の
パ
イ
プ
の
洗
浄
作

業
中
、
残
留
フ
ッ
酸
を
吸
入
し
て
死
亡
し
た
。
一
年
に
二
件
も
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
た
め
、
単
な
る
安
全
管
理
の
問
題
と

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
や
、
遮
熱
塗
料
と
い
っ
た
商
品
の
販
売
が
期

待
ど
お
り
に
伸
び
ず
、
新
た
な
課
題
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

化
学
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
推
進

│
欧
米
と
台
湾

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
は
、
前
章
で
見

た
よ
う
に
九
〇
年
代
は
順
調
に
売
り
上
げ
は
拡
大
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に

入
る
と
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
の
崩
壊
な
ど
に
よ
っ
て
経
営
環
境
が
変
化
し
、
売
り
上
げ
は
減

少
を
み
せ
て
い
た
。
売
り
上
げ
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
に
少
し
戻
る
が
、
計
画
よ

り
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
た
。
と
く
に
、
主
力
事
業
で
あ
っ
た
Ｆ
Ｅ
Ｐ
・
撥
剤
の

低
迷
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
事
業
や
新
製
品
が
生
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
原

因
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
に
、
ダ
イ
キ
ン
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ア
ド
バ
ン
ス

ト
・
ケ
ミ
カ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
─

Ａ
Ｃ
Ｔ
）
が
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
の
子
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
Ｄ
Ａ
Ｉ
─

Ａ
Ｃ
Ｔ
社
の
狙
い
は
、
化
学
事
業
の
段
階
的
成
長
の
鍵
を
握
る
市
場
創
造
、
新
事
業
創
出
の
た
め
、
用
途
開
発
、
研
究
開
発

の
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
提
携
・
協
業
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
、
用
途
開
発
と
そ
の
関

連
技
術
開
発
の
展
開
策
を
推
進
す
る
こ
と
、
先
端
的
用
途
開
発
テ
ー
マ
お
よ
び
成
形
加
工
技
術
、
表
面
改
質
技
術
の
事
業
領

域
拡
大
テ
ー
マ
に
注
力
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
機
能
を
十
分
果
た
し
得
て
い
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
二
〇
〇
一
年
六
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
市
に
ダ
イ
キ
ン
ケ
ミ
カ
ル
フ
ラ
ン
ス
社

ダイキンケミカルフランス社
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の
全
社
的
お
よ
び
現
場
に
お
け
る
保
安
管
理
体
制
の
再
編
強
化
、
さ
ら
に
設
備
・
技
術
面
で
の
再
発
防
止
策
が
加
え
ら
れ
、

二
〇
〇
五
年
二
月
、
停
止
命
令
か
ら
一
年
以
上
を
経
て
、
よ
う
や
く
全
面
稼
働
開
始
と
な
っ
た
。

収
益
悪
化
と
抜
本
的
改
革

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
体
質
改
革
を
図
り
、
中
国
と
い
う
新
し
い
市
場
へ
の
展
開
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
化
学
事
業
で
あ
っ

た
が
、
一
九
九
〇
年
代
を
リ
ー
ド
し
た
ア
メ
リ
カ
で
の
事
業
が
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
不
況
後
の
経
営
環
境
の
変
化
に
十
分
対
応
で

き
ず
落
ち
込
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
も
停
滞
し
て
い
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
後
半
三
カ
年
計
画
で

は
、
当
初
の
定
量
目
標
の
達
成
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
下
期
偏
重
の
販
売
予
算
と
増
産
益
に
依
存
し
た
予
算
運
営
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
在
庫
過
多
の
事
業
体
質
と
短
期
志
向
の
運
営
に
よ
り
、
収
益
構
造
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し

て
い
た
。
と
く
に
、
在
庫
は
〇
三
年
か
ら
増
え
続
け
、
収
益
を
圧
迫
し
て
い
た
。
ま
た
、
地
域
別
で
見
る
と
日
本
、
ア
メ
リ

カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
、
ア
ジ
ア
と
、
す
べ
て
の
地
域
で
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
お
り
、
抜
本
的
改
革
が
求
め
ら
れ
て

い
た
。

こ
の
と
き
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
に
向
け
た
発
展
方
向
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
が
、
成
長
す
る
市
場
で
あ
る
中

国
・
ア
ジ
ア
市
場
で
の
拡
販
へ
の
集
中
、
自
動
車
・
半
導
体
・
電
池
市
場
で
の
存
在
感
の
あ
る
フ
ッ
素
化
学
メ
ー
カ
ー
へ
の

発
展
、
次
世
代
事
業
育
成
と
し
て
の
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
事
業
、
機
能
性
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
事
業
で
の
新
た
な
収
益
基
盤
の
確

立
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
既
存
重
点
商
品
の
商
品
力
の
強
化
、
事
業
拡
大
の
た
め
の
挑
戦
商
品
の
開
発
が
不
可
欠
の

課
題
で
あ
っ
た
し
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
に
対
応
し
た
環
境
負
荷
低
減
、
リ
ス
ク
懸
念
物
資
の
削
減
と
い
っ
た
環
境
戦
略
の

実
行
も
求
め
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
環
境
変
化
に
対
応
で
き
な
い
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
の
建
て
直
し
、
成
長
市
場
と
な
る
と
と
も
に

し
て
で
は
な
く
、
化
学
事
業
部
門
の
体
質
の
問
題
と
し
て
全
社
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
〇
三
年
三
月
の
事

故
発
生
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
た
、
各
事
業
部
の
体
質
改
革
に
関
す
る
経
営
ト
ッ
プ
と
化
学
事
業
部
幹
部
と
の
会
議
で
も
、

こ
の
問
題
は
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
三
月
の
死
亡
事
故
後
も
化
学
事
業
部
の
事
故
は
続
い
た
。
ま
た
、
事
故
に
よ
っ
て
周
辺
住
民
の
外

出
禁
止
や
一
時
避
難
が
勧
告
さ
れ
た
り
、
樹
脂
粉
末
が
周
辺
住
宅
に
飛
散
す
る
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、

地
域
住
民
の
ダ
イ
キ
ン
に
対
す
る
不
信
感
は
拡
大
し
て
い
た
。

二
〇
〇
三
年
六
月
に
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
化
学
事
業
部
門
の
「
安
全
非
常
事
態
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
。

こ
の
宣
言
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
一
に
、
安
全
の
問
題
は
事
業
部
の
体
質
問
題
そ
の
も
の
で
あ
り
、
先
に
正
す
べ
き
は
「
事
故

を
憎
む
」「
不
安
全
な
行
動
に
つ
な
が
る
人
間
の
判
断
を
憎
む
」
と
い
う
視
点
で
の
意
識
と
行
動
の
変
革
で
あ
る
。
第
二
に
、

過
去
の
災
害
の
反
省
に
立
っ
て
の
明
快
な
ル
ー
ル
の
決
定
と
順
守
の
徹
底
で
あ
る
。
そ
し
て
、
安
全
操
業
の
確
立
を
化
学
事

業
部
門
の
体
質
改
革
の
最
優
先
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
ま
ず
、
即
実
行
で
き
る
こ
と
と
し
て
、

非
定
型
作
業
に
は
必
ず
基
幹
職
も
し
く
は
監
督
職
が
つ
く
こ
と
、
定
型
・
非
定
型
作
業
を
問
わ
ず
、
休
日
作
業
に
つ
い
て
も

必
ず
基
幹
職
も
し
く
は
監
督
職
が
つ
く
こ
と
な
ど
、
七
つ
の
項
目
を
定
め
た
。
さ
ら
に
、
全
社
の
体
制
と
し
て
山
田
靖
取
締

役
相
談
役
が
安
全
担
当
役
員
と
な
る
と
と
も
に
、
化
学
事
業
部
の
安
全
確
保
の
推
進
部
門
と
し
て
、
従
来
の
保
安
管
理
室
を

発
展
的
に
解
消
し
、
新
た
に
ゼ
ロ
災
推
進
部
を
設
置
し
た
。

化
学
事
業
部
門
は
、
こ
の
よ
う
に
完
璧
な
安
全
確
立
に
向
け
て
進
ん
で
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
四
年
一
月
に
、

鹿
島
工
場
（
同
年
四
月
か
ら
製
作
所
）
の
四
フ
ッ
化
エ
チ
レ
ン
製
造
工
程
で
、
爆
発
・
火
災
の
事
故
が
発
生
し
た
。
事
故
に

対
し
て
、
製
作
所
内
の
製
造
施
設
に
対
し
て
は
一
時
停
止
命
令
が
出
さ
れ
た
。
事
故
後
、
再
発
防
止
体
制
を
徹
底
す
る
た
め



356357　第 6章●グローバル企業への道

ド
す
る
技
術
で
、
社
会
に
貢
献
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
技
術
的
先
進
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
に
は
「
人
」
に
関
す
る
内
容
が
多
く
、
そ
れ
が
ダ
イ
キ
ン
の
特
徴
を
示
し
て
い
た
。
と
く
に
八
番
目
、

九
番
目
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
働
く
一
人
ひ
と
り
の
誇
り
と
喜
び
が
グ
ル
ー
プ
を
動
か
す
力
」
と
「
世
界
に
誇
る
『
フ

ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
』
の
人
と
組
織
の
運
営
」
は
内
容
も
多
く
、
世
界
の
グ
ル
ー
プ
企
業
の
社
員
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
伝
え
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
進
め
て
き
た
改
革
の

成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

新
し
く
策
定
し
た
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
は
、
日
本
語
、

英
語
、
中
国
語
で
冊
子
を
作
成
し
、
国
内
・
海
外
の
ダ
イ

キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
全
員
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、

会
長
・
社
長
が
国
内
・
海
外
を
回
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
経
営

理
念
の
趣
旨
と
そ
の
意
味
を
、
直
接
伝
え
て
い
っ
た
。
制

定
後
三
カ
月
間
で
、
国
内
生
産
拠
点
お
よ
び
主
要
グ
ル
ー

プ
会
社
七
社
で
説
明
会
が
実
施
さ
れ
、
意
見
交
流
が
行
わ

れ
た
。

グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
は
、
現
実
の
業
務
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
経
営
理
念
と
現
実
の

業
務
を
意
識
的
に
結
び
つ
け
、
現
実
の
業
務
が
発
展
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
理
念
の
浸

コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
と
の
競
争
も
激
し
く
な
っ
て
き
た
中
国
で
の
大
拡
販
と
そ
の
た
め
の
投
資
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
た
。

５　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
高
度
化

⑴
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
経
営
の
展
開

グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
と
世
界
へ
の
展
開

ダ
イ
キ
ン
は
、
社
内
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
企
業
経
営
に
対
す
る
考
え
方
を
明
文
化
し
た
経
営
理
念
を
一
九
九
〇

（
平
成
二
）
年
に
策
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
、
そ
の
後
の
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
海
外
従
業
員
の
急
増
は
想

定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
経
営
理
念
は
国
内
従
業
員
向
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
新
し
く
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
海
外
各

地
域
、
各
国
の
従
業
員
た
ち
も
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
自
立
的
に
事
業
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
世
界
の
ど
こ
に
い
よ
う
と
も
、
ま
た
言
葉
や
文
化
が
違
お
う
と
も
、

ダ
イ
キ
ン
の
社
員
で
あ
る
以
上
は
共
通
の
経
営
理
念
を
持
つ
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
に
、
二
〇
〇
二

年
八
月
に
策
定
さ
れ
た
の
が
〈
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
〉
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
は
、
一
九
九
〇
年
の
経
営
理
念
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
合
っ
た

形
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
表
６
─

３
に
あ
る
よ
う
に
、
経
営
理
念
の
第
一
は
「『
次
の
欲
し
い
』
を
先
取
り
し
、
新

た
な
価
値
を
創
造
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
各
地
域
に
お
い
て
顧
客
の
気
持
ち
を
先
取
り
し
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
と
こ
ろ

に
ダ
イ
キ
ン
の
存
立
基
盤
が
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
経
営
理
念
の
第
二
に
「
世
界
を
リ
ー

表 6─3　グループ経営理念 
─進化し続けるグループをめざして─

 1　「次の欲しい」を先取りし，新たな価値を創造する
 2　世界をリードする技術で，社会に貢献する
 3　企業価値を高め，新たな夢を実現する
 4　地球規模で考え，行動する
 5　柔らかで活力に満ちたグループ

1　しなやかなグループハーモニー
2　関係企業と刺激し合い，高め合う

 6　環境社会をリードする
 7　社会との関係を見つめ，行動し，信頼される

1　オープンである，フェアである，そして知ってもらう
2　地球に対して，私たちにしかできない貢献を

 8　働く一人ひとりの誇りと喜びがグループを動かす力
1　一人ひとりの成長の総和がグループの発展の基盤
2　誇りとロイヤリティ
3　情熱と執念

 9　世界に誇る「フラット＆スピード」の人と組織の運営
1　参画し，納得し，実行する
2　チャレンジャーこそ多くのチャンスをつかむ
3　多彩な人材を糾合し，個人の力をチームの力に

10　自由な雰囲気，野性味，ベスト・プラクティス・マイウェイ
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た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
に
つ
い
て
の
討
議
を
行
う
な
ど
、
ダ
イ
キ
ン
の
現
状
と
経
営
環
境
、
経
営
課
題
に
つ
い
て
の
認
識

を
共
有
し
、
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ
て
前
進
し
て
い
く
た
め
の
議
論
が
進
め
ら
れ
た
。
グ
ル
ー
プ
・
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、

そ
の
後
も
九
六
年
と
九
七
年
に
開
催
さ
れ
た
。

二
十
一
世
紀
に
な
る
と
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
さ
ら
に
進
み
、
海
外
の
グ
ル
ー
プ
企
業
も
増
え
、
連
結
決
算
の

範
囲
が
広
が
っ
た
。
そ
の
た
め
、
個
々
の
企
業
状
況
が
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー

プ
全
体
に
直
接
影
響
す
る
よ
う
に
な
り
、
グ
ル
ー
プ
全
体
に
関
わ
る
重
要

経
営
方
針
、
基
本
戦
略
の
共
有
と
徹
底
を
図
る
必
要
性
が
増
し
て
き
た
。

そ
う
し
た
場
と
な
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
三
年
六
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た

第
一
回
グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
で
あ
っ
た
。

こ
の
会
議
に
は
、
国
内
外
主
要
グ
ル
ー
プ
会
社
の
幹
部
五
九
人
が
一
堂

に
会
し
た
。
会
議
は
、
井
上
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
グ
ル
ー
プ
経
営

に
関
わ
る
問
題
提
起
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
そ
の
後
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
大
き
く
六
つ
の
議
題

─
①

人
材
の
獲
得
・
育
成
、
②
地
域
・
国
に
ミ
ー
ト
し
た
商
品
開
発
の
あ
り
方
、

③
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
、
④
資
金
調
達
の
あ
り
方
、
⑤
経
営
理
念
の
徹
底

（
と
く
に
グ
ル
ー
プ
会
社
の
自
主
性
に
つ
い
て
）、
⑥
企
業
倫
理
の
徹
底

─

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
活
発
な
論
議
が
行
わ
れ
た
。
翌
十
七
日
に
は
、
グ

ル
ー
プ
会
社
若
手
幹
部
と
関
連
す
る
九
つ
の
部
門
か
ら
選
ば
れ
た
グ
ル
ー

透
と
徹
底
は
一
朝
一
夕
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
繰
り
返
し
て
徹
底
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
は
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
の
「
徹
底
元
年
」
と
呼
ば
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
た
。

第
一
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
経
営
陣
が
国
内
外
主
要
拠
点
を
訪
問
し
て
、
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
情
報
共
有

化
を
強
化
し
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
を
周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
海
外
拠
点
の
訪
問
と

そ
こ
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
、
各
地
域
で
の
経
営
理
念
の
実
践
に
お
け
る
、
具
体
的
な
疑
問
の
解
決
が
図
ら
れ
た
。

第
二
に
、
各
事
業
部
門
・
グ
ル
ー
プ
各
社
に
お
け
る
、
方
針
・
施
策
に
合
致
し
た
具
体
化
と
実
践
に
よ
る
周
知
徹
底
で
あ
る
。

国
内
で
は
、
四
〇
の
各
部
門
が
部
門
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
表
を
明
文
化
し
、
年
度
ご
と
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
理
念
を
織
り

込
み
徹
底
実
行
す
る
こ
と
、
ま
た
徹
底
し
た
双
方
向
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
合
わ
せ
て
緻
密
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
第
三
に
、
後
述
す
る
「
グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
」
で
は
議
題
に

取
り
上
げ
、
参
加
者
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
周
知
徹
底
を
図
っ
た
。
こ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
で
、
グ

ル
ー
プ
経
営
理
念
の
徹
底
と
現
実
へ
の
適
用
に
よ
る
発
展
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
の
開
催

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
た
ダ
イ
キ
ン
の
海
外
子
会
社
を
含
め
た
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
情
報
の
共
有
化
を
目
的
に
、

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
十
一
月
一
日
、
二
日
に
長
野
県
蓼
科
の
〝
ダ
イ
キ
ン 

オ
ー
・
ド
・
シ
エ
ル
蓼
科
〟
で
「
第
一
回
ダ

イ
キ
ン
・
グ
ル
ー
プ
・
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
が
開
催
さ
れ
た
。
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
、
海
外
関
係
会
社
一
二
社
か
ら
二
四

名
、
国
内
関
係
会
社
四
四
社
か
ら
四
四
名
、
ダ
イ
キ
ン
の
役
員
・
幹
部
四
五
名
の
計
一
一
三
名
が
参
加
し
、
策
定
中
で
あ
っ

第 2回グループ経営会議
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合
わ
せ
て
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
り
、
目
標
実
現
に
邁
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
各
自
の
課
題
を
明
確

化
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
た
。

⑵
独
自
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

日
本
型
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
揺
ら
ぎ

二
十
世
紀
か
ら
二
十
一
世
紀
へ
の
世
紀
転
換
期
は
、
世
界
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
経
済
の
重
心
の
新
興
国
へ
の
移
動
、

Ｉ
Ｔ
や
Ｍ
Ｅ
（
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
）
技
術
の
発
展
、
そ
し
て
国
内
で
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
と
い
っ
た
企
業
環
境
の

大
き
な
変
化
の
時
期
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
構
造
も
急
速
に
変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
変
化
の
な
か
で
、
多

く
の
企
業
は
経
営
戦
略
か
ら
企
業
自
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
進
め
て
い
た
。

企
業
の
所
有
、
管
理
、
意
思
決
定
の
仕
組
み
を
指
す
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企
業
統
治
）
で
は
、
と
く
に
企
業

（
株
式
会
社
）
の
所
有
者
で
あ
る
株
主
と
、
会
社
の
運
営
を
委
ね
ら
れ
て
い
る
経
営
者
と
の
関
係
や
、
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
（
従
業
員
、
顧
客
、
供
給
者
な
ど
）
の
企
業
経
営
へ
の
適
切
な
関
わ
り
方
な
ど
が
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
日
本
で
は
株
式

の
相
互
持
ち
合
い
が
多
く
、
株
主
の
利
益
に
つ
い
て
は
相
対
的
に
軽
視
さ
れ
、
株
主
利
益
を
優
先
す
る
ア
メ
リ
カ
型
と
は
異

な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
中
・
長
期
的
な
投
資
を
積
極
的
に
行
う
条
件
に
な
っ
て
お
り
、
競
争
力
の
向
上
に
効
果
的

で
あ
る
一
方
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
相
次
ぐ
企
業
不
祥
事
に
見
る
よ
う
な
問
題
の
温
床
で
あ
る
と
し
て
、
批
判
も
さ
れ
て

き
て
い
た
。
こ
の
と
き
に
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
の
が
ア
メ
リ
カ
型
の
経
営
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業

が
好
調
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
株
主
利
益
を
優
先
す
る
ア
メ
リ
カ
型
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
、

プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｇ
Ｍ
）
ス
タ
ッ
フ
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
と
く
に
人
材
獲
得
・
育
成
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体

的
な
議
論
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
日
に
監
査
活
動
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
強
化
・
充
実
に
向
け
て
、
第
一
回

グ
ル
ー
プ
監
査
役
会
も
開
催
さ
れ
た
。
グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
で
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
間
に
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、

そ
の
場
で
回
答
が
出
さ
れ
た
も
の
も
含
め
、
す
べ
て
の
意
見
に
つ
い
て
検
討
結
果
や
期
限
等
を
明
ら
か
に
し
て
、
回
答
す
る

こ
と
を
約
束
し
た
。
問
題
を
そ
の
場
で
解
決
す
る
と
い
う
姿
勢
は
、
こ
の
会
議
の
重
要
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
回
グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
は
、
翌
二
〇
〇
四
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
、
ダ
イ
キ
ン
の
八
〇
周
年
記

念
式
典
と
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
。
世
界
二
三
カ
国
、
九
六
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
幹
部
と
ダ
イ
キ
ン
工
業
役
員
幹
部
を
合
わ

せ
て
、
約
二
一
〇
人
が
出
席
し
た
。
さ
ら
に
、
記
念
式
典
に
出
席
し
た
海
外
グ
ル
ー
プ
会
社
代
表
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

参
加
し
、
総
勢
二
六
〇
人
が
会
す
る
大
規
模
な
会
議
と
な
っ
た
。
会
議
で
は
、
二
回
の
分
科
会
討
議
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
最
初
の
分
科
会
討
議
は
四
つ
の
テ
ー
マ
（
①
人
材
の
強
化
・
充
実
、
②
グ
ル
ー
プ
会
社
の
自
立
性
、
③

グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
の
徹
底
、
④
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
分
科
会
、
計
八
つ
の
分
科
会

で
議
論
が
行
わ
れ
た
。
二
回
目
の
分
科
会
で
は
、「
五
〜
一
〇
年
後
の
当
社
グ
ル
ー
プ
の
目
指
す
べ
き
姿
・
方
向
性
」
と
い

う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
同
じ
く
八
つ
の
分
科
会
が
設
け
ら
れ
、
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
グ
ル
ー
プ
経
営

の
高
度
化
と
グ
ル
ー
プ
会
社
の
役
割
の
発
揮
」
を
テ
ー
マ
に
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
と
国
内
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
代
表
者
八
人

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
っ
て
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
買
収
後
の
二
〇
〇
七
年
十
月
に
は
、
大
阪
で
第
三
回
グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
が
国
内
外
か
ら
約
一
六
〇
名
が
参
加

し
て
、
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
に
よ
っ
て
事
業
規
模
、
組
織
、
機
構
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
な
か
で
、

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
求
心
力
を
保
ち
な
が
ら
、
経
営
の
ベ
ク
ト
ル
を
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経
営
」
へ
の
転
換
、
③
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
革
新
の
動
き
、
④
持
株
会
社
や
、
株

式
交
換
な
ど
の
資
本
の
論
理
を
前
提
と
し
た
法
制
へ
の
対
応
、
の
四
つ
を
取
り
上
げ
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
必
要
が

強
調
さ
れ
た
。

と
く
に
率
の
経
営
に
つ
い
て
、
井
上
社
長
は
「
資
産
効
率
の
重
視
や
財
務
体
質
強
化
の
動
き
と
も
関
連
し
て
、
売
上
高
や

経
常
利
益
額
な
ど
の
金
額
で
は
な
く
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
総
資
産
当
期
利
益
率
）、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
株
主
資
本
当
期
利
益
率
）、
Ｅ
Ｖ
Ａ
（
経

済
的
付
加
価
値
）、
Ｆ
Ｃ
Ｆ
（
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）
と
い
っ
た
新
た
な
指
標
の
導
入
と
そ
の
向
上
が
重
要
な
視
点
と

な
り
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
井
上
社
長
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
社
長
年
頭
方
針
で
「
新
た
な
事
業
評
価
の
指
標
の
導
入
や
、
投
資
リ
タ
ー
ン
政
策

の
強
化
な
ど
を
打
ち
出
し
、『
額
の
経
営
』
か
ら
『
率
の
経
営
』
へ
の
転
換
と
い
っ
た
『
資
本
の
論
理
』
を
追
求
し
た
経
営

の
強
化
を
図
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
年
は
こ
の
加
速
を
め
ざ
し
、
そ
の
手
段
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
た
Ｉ
Ｔ
武
装
の
高
度
化
の
取
り
組
み
を
充
実
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
し
て
い
る
。「
率
の

経
営
」「
資
本
の
論
理
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
の
革
新
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
前
述
し
た
二
〇
〇
〇
年
五
月
の
「
当
社
独
自
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立
と
定
着
を
目

指
し
て
」
で
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
率
の
経
営
」
を
推
進
す
る
た
め
の
単
位
と
し
て
擬
似
カ
ン
パ
ニ
ー
制
が
重
視
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。「
率
の
経
営
」
の
徹
底
は
前
述
し
た
よ
う
に
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
、
さ
ら
に
強
調
さ
れ
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
企
業
規
模
が
拡
大
し
、
グ
ル
ー
プ
企
業
も
増
え
、
連
結
経
営
が
重
視
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
経
営
環
境
の
変

化
は
早
い
。
グ
ル
ー
プ
を
含
め
た
企
業
状
況
を
早
期
に
、
そ
し
て
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
、
企
業
経
営
の
方
向
性
を
考
え

て
い
く
う
え
で
不
可
欠
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
扱
う
デ
ー
タ
そ
の
も
の
も
膨
大
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

日
本
型
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
改
変
す
る
こ
と
が
、
企
業
レ
ベ
ル
で
も
政
策
レ
ベ
ル
で
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
企
業
の
側
も
、
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
は
経
営
者
の
行
動
を
正
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
新
た
に
執
行
役
員
制
度
、
社
外
取
締
役
制
度
な
ど
を
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
外
部
の
株
主
や
社
債
保
有
者
な
ど
の
意

見
を
採
り
入
れ
て
、
経
営
す
る
と
こ
ろ
が
増
加
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
四
月
に
商
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
で
、
①
企
業
経
営
の
執
行
と
監
視
を
分
離
す
る

ア
メ
リ
カ
型
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
類
似
し
た
「
委
員
会
等
設
置
会
社
」、
②
従
来
の
監
査
役
制
度
、
③
そ
の

折
衷
形
態
、
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
日
本
企
業
の
多
く
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再

検
討
を
行
い
、
各
社
の
実
情
に
合
っ
た
制
度
を
構
築
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

も
っ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
型
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
必
ず
し
も
万
能
で
な
い
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
タ
イ
ル

の
典
型
で
あ
り
、
最
も
成
功
し
た
企
業
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
エ
ン
ロ
ン
社
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機
能
せ
ず
に
経
営
破
綻
に

至
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
と
な
っ
て
い
た
。
企
業
経
営
に
と
っ
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
重
要
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
方
向
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
条
件
の
な
か
で
探
り
出
し
、
確
立

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
の
革
新

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
度
の
夏
季
賞
与
支
給
式
で
井
上
社
長
は
、
ダ
イ
キ
ン
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
の
変
化
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
第
一
に
挙
げ
て
い
た
の
が
経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
の
進
展
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

な
か
で
も
、
①
会
社
の
格
付
け
や
株
主
、
機
関
投
資
家
を
よ
り
意
識
し
た
経
営
へ
の
転
換
、
②
「
額
の
経
営
」
か
ら
「
率
の
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て
い
ま
す
。
こ
れ
は
実
は
他
社
に
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
運
営
で
あ
り
、
衆
知
を
結
集
し
て
の
議
論
、
情
報
の

共
有
化
、
そ
の
中
で
の
衆
議
独
裁
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
あ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
経
営
を
目
指
し
た
特
徴
の
あ
る
ス
タ
イ
ル
で
す
」
と

語
っ
て
い
た
（『
ダ
イ
キ
ン
タ
イ
ム
ス
』
一
九
九
八
年
七
月
号
）。
井
上
社
長
は
、
比
較
的
少
数
の
役
員
に
よ
る
侃か

ん
か
ん
が
く
が
く

々
諤
々
の
議

論
に
よ
る
衆
知
の
結
集
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
な
ど
と
い
っ
た
役
員
会
の
ユ
ニ
ー
ク
な
運
営
ス
タ
イ
ル
や
、
そ
の

と
き
ど
き
の
重
要
経
営
課
題
の
解
決
を
図
る
べ
く
、
そ
の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
全
社
的
観
点
か
ら
採
用
し
、
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
委
員
会
な
ど
の
ヨ
コ
型
組
織
を
柔
軟
に
活
用
し
て
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
問
題
解
決
な
ど
が
、

ダ
イ
キ
ン
の
経
営
の
特
徴
で
あ
り
、
半
歩
先
、
一
歩
先
を
行
く
経
営
の
条
件
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
他
の
企
業
で
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革
は
、
す
で
に
ダ
イ
キ
ン
で
は
実
質
的
に
先
行
し
て
お
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
課
題
は
ダ
イ
キ
ン

独
自
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル
、
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
そ

の
後
も
続
い
て
い
く
。

二
〇
〇
〇
年
五
月
十
六
日
の
常
務
会
で
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
方
向
性
を
示
し
た
「
当
社
独
自
の
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立
と
定
着
を
目
指
し
て
」
を
決
定
し
た
。
こ
こ
で
は
、
次
の
四
つ
の
経
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
。

第
一
の
「
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
革
新
に
よ
る
戦
略
経
営
と
ス
ピ
ー
ド
経
営
の
強
化
」
で
は
、
当
時
、
取
締
役

会
の
下
に
執
行
役
員
を
置
く
ス
タ
イ
ル
が
日
本
企
業
の
な
か
に
も
増
え
て
い
た
が
、
ダ
イ
キ
ン
は
、
取
締
役
を
「
連
帯
し
て

の
経
営
責
任
と
業
務
執
行
責
任
の
両
面
を
担
う
も
の
」
と
位
置
づ
け
、「
一
体
型
経
営
」
に
よ
っ
て
そ
の
活
性
化
を
図
る
と

し
た
。
ま
た
、
新
た
に
意
思
決
定
に
は
参
加
し
な
い
が
、
特
定
業
務
を
専
任
的
・
専
門
的
に
遂
行
す
る
任
務
を
負
う
専
任
役

員
制
度
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

に
対
し
て
、
ダ
イ
キ
ン
は
「
ス
ピ
ー
ド
経
営
・
戦
略
経
営
」
を
促
進
す
る
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
革
新
を
、
二
〇
〇
一
年

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
具
体
的
に
は
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
充
実
と
し
て
、
①
決
算
発
表
の
早
期
化
、
②
四
半
期
決
算
の

導
入
、
そ
し
て
も
う
一
つ
が
連
結
経
営
管
理
の
高
度
化
で
あ
る
。
連
結
経
営
管
理
の
高
度
化
は
、
管
理
サ
イ
ク
ル
を
月
次
、

四
半
期
な
ど
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
変
化
・
課
題
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握
し
得
る
仕
組
み
の
構
築
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
を
展
開
す
る
う
え
で
問
題
に
な
る
の
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
金
の
動
き

の
管
理
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
タ
イ
な
ど
の
生
産
拠
点
か
ら
、
製
品
や
部
品

を
世
界
各
地
に
供
給
し
て
い
る
。
そ
の
際
の
決
済
、
為
替
リ
ス
ク
の
管
理
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
重
要
に
な

る
。
そ
の
一
つ
が
、
二
〇
〇
三
年
に
実
施
さ
れ
た
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
か
ら
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
へ
の
商
流
の
拡
大
に
伴
う
、
為
替
管
理
の
改

革
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
ダ
イ
キ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
社
（
Ｄ
Ｍ
Ｓ
）
の
強
化
で
あ
る
。

従
来
、
本
社
へ
の
ア
ジ
ア
通
貨
の
情
報
収
集
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
、
増
資
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
口
座
を
使

用
し
て
、
ア
ジ
ア
通
貨
の
為
替
管
理
・
決
済
を
実
施
す
る
機
能
を
持
た
せ
た
。
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ダ

イ
キ
ン
の
通
貨
管
理
も
最
寄
り
化
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
独
自
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ
イ
を
、
自
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
反
映
さ
せ
た
の
が
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
で

あ
る
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
六
月
の
夏
季
賞
与
支
給
式
で
井
上
社
長
は
、

「
当
社
の
役
員
会
運
営
は
、
取
締
役
会
と
常
務
会
を
全
取
締
役
・
全
監
査
役
出
席
の
下
、
実
質
的
に
同
質
の
扱
い
で
運
営
し
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第
四
の
「
公
開
性
・
透
明
性
重
視
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
対
応
に
よ
る
経
営
の
安
定
」
で
は
、
株
主
総
会
の
充
実
、
Ｉ
Ｒ

強
化
に
よ
る
株
価
・
格
付
け
の
向
上
、
戦
略
的
広
報
に
よ
る
外
部
の
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
に
対
す
る
納
得
性
の
向
上
、
良
好
な

労
使
関
係
に
よ
る
経
営
の
さ
ら
な
る
安
定
化
、
国
際
会
計
基
準
に
準
拠
し
た
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
な
ど
が
提
起

さ
れ
た
。

ま
た
、
同
じ
と
き
に
時
価
総
額
重
視
の
意
識
向
上
に
向
け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
と
し
て
、
役
員
を
対
象
に
し
た
ス

ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
制
度
と
、
基
幹
職
へ
の
株
価
連
動
報
酬
制
度
の
導
入
が
提
案
さ
れ
た
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
こ
こ
で
提
起
さ
れ
た
四
つ
の
施
策
を
発
展
さ
せ
る
形
で
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革
を
、
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ダ
イ
キ
ン
独
自
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
発
展

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
四
月
の
五
〇
年
ぶ
り
と
い
わ

れ
た
商
法
の
抜
本
的
改
正
へ
の
対
応
、
連
結
経
営
時
代
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の
課
題

追
求
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
掲
げ
た
目
標
・
課
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
関
連
し
て
い
た
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り

方
を
め
ぐ
っ
て
、
ダ
イ
キ
ン
は
方
向
性
と
具
体
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
議
論
と
検
討
を
重
ね
た
。

二
〇
〇
二
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
革
で
は
、
①
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
メ
ガ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
が
現
実
と
な
る
な
か
に
あ
っ
て
、
勝
ち
続
け
る
た
め
に
「
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
」
は
必
須
課
題
、

②
連
結
統
治
の
重
要
性
の
高
ま
り
、
③
外
部
の
力
も
採
り
入
れ
て
の
経
営
力
の
強
化
が
重
要
な
時
代
、
④
透
明
性
、
公
開
性
、

企
業
倫
理
の
重
要
性
の
い
っ
そ
う
の
高
ま
り
、
⑤
世
の
な
か
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
見
直
し
の
気
運
も
視
野
に
、

第
二
の
「
擬
似
カ
ン
パ
ニ
ー
制
の
見
直
し
に
よ
る
時
価
総
額
重
視

の
経
営
と
自
己
責
任
経
営
の
徹
底
」
で
は
、
率
の
経
営
を
自
己
責
任

で
推
進
す
る
責
任
単
位
と
し
て
、
国
内
空
調
、
グ
ロ
ー
バ
ル
空
調
、

セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
、
化
学
、
油
機
、
特
機
、
電
子
シ
ス
テ
ム
、
半
導

体
の
八
つ
の
擬
似
カ
ン
パ
ニ
ー
を
置
く
と
し
た
。
そ
し
て
、
全
社
の

経
営
方
針
・
戦
略
を
明
ら
か
に
し
、
経
営
全
般
に
責
任
を
負
う
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
機
構
と
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
機
構
か
ら
与
え
ら
れ
た
方
針
、

目
標
の
実
現
を
期
し
、
そ
の
業
務
遂
行
責
任
を
負
う
擬
似
カ
ン
パ

ニ
ー
機
構
の
二
層
に
よ
っ
て
全
社
機
構
の
管
理
を
徹
底
し
た
（
図

６
─

８
）。
そ
の
う
え
で
、
二
層
管
理
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
全
社
ス

タ
ッ
フ
部
門
の
再
編
、
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
事
業
部
の
新
設
、
子
会
社

の
位
置
づ
け
の
再
明
確
化
と
い
っ
た
組
織
変
更
を
実
施
し
た
。

第
三
の
「
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
の
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
経
営

を
実
現
す
る
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
人
と
組
織
運
営
に
関
す
る
施
策
の
推

進
」
に
は
、
経
営
理
念
の
周
知
徹
底
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
ル
ー
プ
レ

ベ
ル
で
の
情
報
の
共
有
化
の
徹
底
、
自
己
責
任
を
前
提
と
し
て
の
フ

ラ
ッ
ト
な
組
織
運
営
の
さ
ら
な
る
高
度
化
、
そ
し
て
人
事
・
処
遇
制

度
の
抜
本
改
革
が
含
ま
れ
た
。

図 6─8　コーポレート機構と擬似カンパニー

コーポレート機構 擬似カンパニー
【トップマネジメント】 【コーポレート部門】
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役
会

株
式
総
会

担
当
役
員

全社戦略
スタッフ部門

国内空調擬似カンパニー

グローバル空調擬似カンパニー

セントラル空調擬似カンパニー

化学擬似カンパニー

油機擬似カンパニー

特機擬似カンパニー

電子システム擬似カンパニー

半導体擬似カンパニー

全社
サポート部門

ビジネス
ディベロップメント

部門
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④
透
明
性
の
さ
ら
な
る
向
上
、
⑤
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
構
の
見
直
し
、
の
五
つ
を
強
化
点
と
し
た
。

こ
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
新
た
に
「
執
行
役
員
制
」
が
導
入
さ
れ
た
。
執
行
役
員
は
、
事
業
、
地
域
、
機
能
の
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
、
自
立
的
な
判
断
・
決
断
に
よ
る
執
行
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
目
指
す
も
の
で
、
主
要
な
事
業
・
機
能
の
執
行
を

担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
執
行
役
員
は
、
取
締
役
会
に
よ
っ
て
任
免
さ
れ
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
議
長
を
務
め
る
執

行
役
員
会
で
の
審
議
に
参
画
す
る
。
な
お
、
社
外
取
締
役
を
除
く
取
締
役
は
執
行
役
員
を
兼
務
し
、「
一
体
型
経
営
」
は
そ

の
ま
ま
堅
持
さ
れ
た
。

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
変
化

二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
六
月
、
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
合
わ
せ
て
、
ダ
イ
キ
ン
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
変
更
が
定
期
株
主
総
会
後
に
発
表
さ
れ
た
。
井
上
礼
之
社
長
が
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
、
北
井
啓
之
専
務

取
締
役
が
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
新
し
く
社
長
に
就
任
し
た
北
井
啓
之
は
、
一
九
八
九
年

に
化
学
事
業
の
担
当
専
務
で
あ
っ
た
井
上
の
下
で
化
学
事
業
の
建
て
直
し
に
当
た
り
、
さ
ら
に
総
合
企
画
室
長
と
し
て

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
を
策
定
し
、
経
営
企
画
室
長
兼
専
務
取
締
役
と
し
て
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
の
策
定
に
尽
力
す
る
な

ど
、
長
年
に
わ
た
る
井
上
の
片
腕
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

ま
す
ま
す
幅
と
深
み
を
増
す
経
営
の
諸
課
題
や
グ
ル
ー
プ
の
重
要
課
題
に
対
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
取
締
役
が
連
帯
し

て
経
営
責
任
と
業
務
遂
行
責
任
の
両
面
を
担
う
「
一
体
型
経
営
」
を
、
ダ
イ
キ
ン
は
追
求
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、

Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
は
状
況
に
応
じ
た
お
互
い
の
役
割
分
担
に
よ
っ
て
、
意
思
決
定
と
執
行
の
両
方
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ

の
両
面
で
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
い
っ
た
問
題
意
識
で
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
改
革
で
示
さ
れ
た
第
一
の
強
化
ポ
イ
ン
ト
は
、
前
述
し
た
「
一
体
型
経
営
」
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
第

二
は
、
意
思
決
定
と
執
行
の
両
面
を
意
識
し
た
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）
と
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（
最
高
執
行
責
任
者
）
に
よ
る
経

営
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
連
結
統
治
の
強
化
で
あ
る
。
第
三
に
、
経
営
課
題
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
な
か
で
ス
ピ
ー
ド
を

あ
げ
て
意
思
決
定
し
、
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
最
高
経
営
会
議
」
の
新
設
で
あ
る
。
最
高
経
営
会
議
の
役
割
は
、
①
ダ

イ
キ
ン
工
業
を
含
む
グ
ル
ー
プ
の
重
要
経
営
課
題
、
と
く
に
一
部
門
・
一
擬
似
カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
律
し
き
れ
な
い
重
要
経
営

課
題
に
つ
い
て
経
営
ト
ッ
プ
自
ら
が
方
向
づ
け
し
、
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
目
指
す
、
②
主
要
子
会
社
の
重
要
経

営
課
題
、
グ
ル
ー
プ
全
体
に
ま
た
が
る
重
要
経
営
方
針
・
経
営
課
題
に
関
わ
る
戦
略
司
令
塔
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
第
四
は
、

二
〇
〇
〇
年
度
に
導
入
さ
れ
た
専
任
役
員
を
、
業
務
執
行
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
実
現
す
る
た
め
に
増
員
・
強
化
す
る
こ
と

で
あ
る
。
第
五
は
、
グ
ル
ー
プ
の
重
要
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
の
共
有
・
徹
底
を
図
る
場
と
し
て
の
、
前
述
し
た
「
グ
ル
ー

プ
経
営
会
議
」
の
新
設
で
あ
る
。
第
六
に
、
経
営
諮
問
委
員
制
度
の
充
実
や
外
部
取
締
役
の
招
聘
な
ど
、
外
部
の
力
を
採
り

入
れ
て
経
営
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
七
に
、
グ
ル
ー
プ
の
監
査
機
能
の
さ
ら
な
る
強
化
・
充
実
の
た
め

に
、
グ
ル
ー
プ
監
査
役
会
を
新
設
し
、
グ
ル
ー
プ
内
の
監
査
役
、
監
査
責
任
者
が
日
常
に
有
機
的
に
つ
な
が
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
四
年
に
は
〇
二
年
の
改
革
を
見
直
し
、
と
く
に
①
成
果
に
つ
な
が
る
実
行
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
②
企

業
の
社
会
的
責
任
の
意
識
が
高
ま
る
な
か
で
の
透
明
性
・
健
全
性
の
い
っ
そ
う
の
高
度
化
、
と
い
う
二
つ
の
点
を
重
視
し
た

う
え
で
、
①
意
思
決
定
と
実
行
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
革
新
、
②
ヨ
コ
串
で
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
経
営
の
推
進
、
③
自
己
責
任
経
営
を
目
指
す
「
数
値
経
営
管
理
」
の
充
実
に
よ
る
擬
似
カ
ン
パ
ニ
ー
運
営
の
高
度
化
、
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新
た
に
執
行
役
員
制
を
導
入
し
た
。
役
員
体
制
は
、
代
表
取
締
役
二
名
、
社
外
取
締
役
二
名
を
含
ん
だ
取
締
役
九
名
、
執
行

役
員
二
五
名
（
社
内
取
締
役
七
名
を
含
む
）、
監
査
役
四
名
と
い
う
体
制
に
な
っ
た
。
取
締
役
は
、
会
長
、
社
長
、
副
社
長
以

外
に
、
取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員
の
十
河
政
則
、
取
締
役
兼
相
談
役
執
行
役
員
の
山
田
靖
で
あ
っ
た
。
取
締
役
に
つ
い
て
は
、

「
取
締
役
自
ら
が
現
場
第
一
線
に
入
り
込
み
、
現
実
を
直
視
し
た
状
況
判
断
の
う
え
に
立
っ
た
基
本
戦
略
の
意
思
決
定
と
健

全
か
つ
適
切
な
監
督
と
い
う
『
現
場
密
着
型
の
意
思
決
定
・
実
行
・
監
督
』
の
強
み
の
発
揮
を
目
指
し
、
社
内
取
締
役
が
執

行
役
員
を
兼
務
す
る
『
一
体
型
』」
と
す
る
と
さ
れ
た
。

執
行
役
員
は
、
事
業
・
地
域
・
機
能
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
自
立
的
な
判
断
・
決
断
に
よ
っ
て
執
行
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
目
指
す
も
の
で
、
主
要
な
事
業
・
機
能
の
執
行
を
担
う
。
取
締
役
以
外
の
執
行
役
員
一
八
名
の
う
ち
一
〇
名
は
、
取
締

役
お
よ
び
監
査
役
で
あ
っ
た
人
た
ち
で
あ
り
、
他
の
八
名
は
専
任
役
員
お
よ
び
新
た
に
役
員
に
選
ば
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ

た
。
そ
の
な
か
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
現
場
で
担
っ
て
き
た
田
谷
野
憲
・
大
金
（
中
国
）
投
資
有
限
公
司

総
経
理
や
佐
藤
純
一
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
社
長
ら
が
含
ま
れ
て
い
た
。

二
〇
〇
六
年
に
は
、
役
員
人
事
と
合
わ
せ
て
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
、
次
の
よ
う
に
さ
ら
に

発
展
さ
せ
た
。
第
一
に
、
有
価
証
券
報
告
書
を
は
じ
め
と
し
た
開
示
す
べ
き
重
要
情
報
の
網
羅
性
・
適
正
性
を
確
保
す
る
た

め
、
社
長
を
委
員
長
と
す
る
「
情
報
開
示
委
員
会
」
を
設
置
し
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
充
実
を
図
っ
た
。
第
二
に
、
企

業
価
値
の
向
上
を
図
る
経
営
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
「
独
立
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。「
独
立
委
員
会
」
は
社
外
取
締
役

等
独
立
性
の
高
い
委
員
で
構
成
さ
れ
、
株
式
の
大
量
買
い
付
け
者
が
出
現
し
た
際
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
企
業
価
値
と
株
主
共
同

の
利
益
に
資
す
る
買
い
付
け
か
、
否
か
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
委
員
会
で
あ
る
。
第
三
に
、
役
員
の
体
制
を
取
締
役
一
一
名

（
う
ち
社
外
取
締
役
二
名
）、
執
行
役
員
二
八
名
（
う
ち
取
締
役
兼
務
九
名
）、
専
任
役
員
一
二
名
、
監
査
役
四
名
と
し
た
。
な

ま
た
、
代
表
取
締
役
副
社
長
に
は
水
野
哲
専
務
取
締
役
、
岡
野
幸
義
専
務
取
締
役

が
就
任
し
、
山
田
靖
副
社
長
は
取
締
役
相
談
役
と
な
っ
た
。
最
高
経
営
会
議
の
常
設

メ
ン
バ
ー
に
は
、
井
上
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
北
井
Ｃ
Ｏ
Ｏ
、
水
野
副
社
長
、
岡
野
副
社
長
、
山

田
取
締
役
相
談
役
の
五
名
が
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
と
き
新
た
に
社

外
取
締
役
と
し
て
、
館
糾
鐘
淵
化
学
工
業
株
式
会
社
相
談
役
と
寺
田
千
代
乃
ア
ー
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
取
締
役
社
長
を
迎
え
た
。

二
〇
〇
四
年
六
月
の
役
員
人
事
で
、
北
井
啓
之
社
長
が
健
康
上
の
理
由
に
よ
っ
て

退
任
し
、
特
別
顧
問
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
代
わ
っ
て
、
副
社
長
の
岡
野
幸

義
が
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
就
任
し
た
。
新
社
長
に
就
任
し
た
岡
野
幸
義
は
、

経
営
・
企
画
部
門
を
中
心
に
担
当
し
、
北
井
社
長
の
下
で
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
管
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
て
き
た
が
、
北
井
の
急
な
退
任
に
よ
っ
て
新
し
い
ダ
イ
キ
ン

の
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
水
野
哲
副
社
長
も
退
任
し
て
、

特
別
顧
問
と
な
っ
た
。

新
た
に
取
締
役
兼
副
社
長
執
行
役
員
と
な
っ
た
の
は
、
空
調
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
高
木
克
彦
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
社
長
か
ら
国
内
空
調
営
業
担
当
に

な
り
、
第
二
次
空
調
事
業
改
革
を
実
践
し
て
き
た
田
中
博
、
人
事
部
門
・
中
国
事
業

の
担
当
を
行
っ
て
き
た
川
村
群
太
郎
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
と
き
二
〇
〇
四
年
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
反
映
し
、

岡野副社長が社長兼 COOに
就任（2004 年）

北井専務が社長兼COOに，井上社長が会長兼CEOに就任
（2002 年）
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初
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
六
月
十
八
日
の
夏
季
賞
与
支
給
式
に
お
け
る
井
上
礼
之
社
長
の
話
の

な
か
で
あ
っ
た
。
井
上
社
長
は
、
社
長
就
任
以
降
の
改
革
に
次
ぐ
改
革
の
実
績
を
踏
ま
え
、「
グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
て

の
情
報
の
共
有
化
を
基
盤
と
し
、『
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
革
新
』『
管
理
職
の
皆
さ
ん
が
革
新
の
起
爆
剤
に
な
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
』、
さ
ら
に
は
『
個
人
個
人
の
自
己
責
任
の
徹
底
』
の
三
つ
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
時
に
は
じ
め
て
、
フ
ラ
ッ
ト

な
組
織
運
営
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
溢
れ
る
経
営
体
質
の
実
現
、
い
わ
ゆ
る
〈
ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ
イ
〉
と
で
も
言
え
る
も
の
が
確

立
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
（『
ダ
イ
キ
ン
タ
イ
ム
ス
』
一
九
九
九
年
七
月
号
）。

ま
た
、
二
〇
〇
二
年
六
月
に
社
長
に
就
任
し
た
北
井
啓
之
は
、
ダ
イ
キ
ン
ら
し
さ
を
、
①
時
代
対
応
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
・
マ
イ
ウ
ェ
イ
の
経
営
諸
施
策
、
②
自
由
に
も
の
の
言
え
る
雰
囲
気
、
野
性
味
、
誠
実
さ
、
温
か
さ
と
い
っ
た
企
業

風
土
、
③
徹
底
し
た
顧
客
志
向
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
重
視
の
経
営
、
④
人
材
登
用
や
組
織
運
営
に
お
け
る
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス

ピ
ー
ド
の
経
営
ス
タ
イ
ル
、
の
四
つ
に
ま
と
め
て
い
た
。

こ
う
し
た
ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ
イ
を
、
経
営
戦
略
と
し
て
具
体
的
に
表
現
す
る
と
、
そ
れ
は
井
上
会
長
が
最
近
さ
ま
ざ
ま
な

と
こ
ろ
で
指
摘
し
て
い
る
、「
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
と
い
う
考
え
方
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
も
の

で
、
こ
れ
に
つ
い
て
井
上
会
長
は
「
課
題
解
決
に
あ
た
っ
て
、
自
前
主
義
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
世
の
中
の
潮
流
を
読
み
、
先
進

他
社
の
最
も
す
ぐ
れ
た
や
り
方
（
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）
を
自
社
に
導
入
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
社
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
や
自
社
の
強
み
を
生
か
す
工
夫
（
マ
イ
ウ
ェ
イ
）
を
加
え
る
こ
と
で
、
世
の
中
を
半
歩
、
一
歩
リ
ー
ド
す
る
施

策
展
開
」
で
あ
る
と
、
著
書
『
人
の
力
を
信
じ
て
世
界
へ
』
で
説
明
し
て
い
る
。
ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ
イ
と
は
、
ベ
ス
ト
・
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
・
マ
イ
ウ
ェ
イ
を
基
礎
と
し
て
い
る
と
同
時
に
、
ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ
イ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
・
マ
イ
ウ
ェ
イ
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
て
き
た
と
も
い
え
る
。
両
者
は
不
可
分
一
体
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ

お
、
舘
糾
カ
ネ
カ
元
会
長
の
社
外
取
締
役
退
任
に
伴
い
、
新
た
に
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
指
導
な
ど
で
ダ
イ
キ
ン
と
も
関
係
の
深
か
っ
た

池
渕
浩
介
ト
ヨ
タ
自
動
車
相
談
役
技
監
を
、
社
外
取
締
役
に
迎
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
つ
ね
に
企
業
を
取
り
巻
く
経
済
的
、
社
会
的
、
政
治
的

環
境
を
意
識
し
、
先
進
企
業
の
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
、
改
革
を
目
指
し
て
き
た
。

前
述
し
た
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
マ
イ
ウ
ェ
イ
の
考
え
方
を
具
体
的
に
進
め
た
一
つ
の
事
例
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
こ

こ
で
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
基
本
方
針
は
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
グ
ル
ー
プ
の
経
営
課
題
と
取
り
巻
く
環
境
変
化
に
対
し
、
半
歩
、
一
歩
先
を
行
く
意
思
決
定
と
実

行
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
透
明
性
・
健
全
性
の
絶
え
ざ
る
高
度
化
と
の
両
面
を
推
進
す
る
こ
と
で
企
業
価
値
の
向
上
を
目
指

す
こ
と
と
、
そ
の
認
識
で
あ
る
。
第
二
に
、
取
締
役
が
連
帯
し
て
経
営
責
任
と
業
務
執
行
責
任
の
両
面
を
担
う
一
体
型
経
営

に
磨
き
を
か
け
、
そ
の
な
か
で
ス
ピ
ー
ド
経
営
の
高
度
化
、
連
結
統
治
の
強
化
、
健
全
性
・
透
明
性
の
い
っ
そ
う
の
確
保
を

目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
企
業
価
値
の
向
上
を
目
指
す
う
え
で
、
絶
え
ず
最
適
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

有
り
様
の
検
討
と
見
直
し
を
図
り
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
、
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で

多
面
的
に
追
求
、
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ
イ

企
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
経
営
理
念
を
持
っ
て
い
る
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
ダ
イ
キ
ン
と
し
て
自
社
の
歴

史
に
基
づ
い
た
独
自
の
経
営
ス
タ
イ
ル
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
戦
略
的
に
経
営
改
革
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
成
果
の
う
え
に

立
っ
て
、
自
ら
の
経
営
思
想
を
「
ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ
イ
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ
イ
と
い
う
表
現
が
最
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の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
一
に
、
従
来
の
部
下
を
束
ね
る
「
管
理
職
」
か
ら
、

高
度
な
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
培
っ
た
能
力
を
発
揮
し
、
実
行
に
次
ぐ
実
行
の
中
心
と
な
る
「
基
幹

職
」
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
機
に
役
職
制
度
・
組
織
運
営
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
組
織
の
簡
素
化
・
柔
軟

化
が
進
め
ら
れ
た
。
第
二
に
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
開
発
支
援
と
、
女
性
お
よ
び
高
齢
者
の
活
躍
す
る
場
の
拡
大
が

進
め
ら
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
事
業
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
社
内
の
人
材
流
動
化
を
推
進
し
う
る
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
向
上
策

を
充
実
さ
せ
、
女
性
に
対
し
て
は
総
合
職
・
一
般
職
の
区
分
を
廃
止
し
、
基
幹
職
の
計
画
的
な
育
成
が
始
ま
っ
た
。
高
齢
者

に
つ
い
て
は
、
一
九
九
一
年
に
導
入
し
た
再
雇
用
制
度
を
見
直
し
、
本
人
の
希
望
に
応
じ
て
雇
用
期
間
を
六
十
五
歳
ま
で
延

長
で
き
る
よ
う
に
し
、
成
果
に
応
じ
た
評
価
差
を
設
定
す
る
な
ど
の
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
三
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

連
結
経
営
時
代
に
即
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
最
大
に
す
る
人
事
・
処
遇
制
度
改
革
へ
の
発
展
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
連

結
時
代
に
、
グ
ル
ー
プ
の
経
営
戦
略
・
事
業
展
開
に
必
要
な
核
と
な
る
人
材
の
発
掘
・
育
成
を
行
い
、
技
術
や
企
業
文
化
の

移
転
を
軸
と
し
た
、
グ
ル
ー
プ
内
の
垣
根
を
越
え
た
人
材
配
置
を
促
進
し
、
成
果
主
義
を
軸
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ

全
体
の
人
事
・
処
遇
制
度
改
革
の
基
本
方
針
を
確
立
し
た
う
え
で
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
制
度
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
を
狙
い

と
し
た
。

改
革
の
二
つ
目
の
柱
は
、
老
・
壮
・
青
を
問
わ
ず
発
揮
さ
れ
た
能
力
・
業
績
に
基
づ
い
て
、
公
平
な
処
遇
を
行
う
成
果
主

義
の
徹
底
で
あ
る
。
第
一
に
、
成
果
主
義
を
大
き
く
取
り
入
れ
た
評
価
制
度
を
確
立
し
、
経
営
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
の
挑

戦
的
風
土
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
成
果
に
つ
い
て
は
結
果
の
み
で
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
各
自
の
役
割
に
基

づ
く
会
社
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
貢
献
を
「
成
果
」
と
捉
え
、
評
価
し
、
処
遇
に
反
映
さ
せ
、
責
任
を
遂
行
し
た
か
＝
「
結
果
」、

う
。世

の
な
か
の
動
き
や
先
進
的
な
事
例
は
、
積
極
的
に
受
け
止
め
て
導
入
す
る
が
、
自
社
の
強
み
を
生
か
さ
な
い
と
、
つ
ね

に
他
社
よ
り
も
前
に
立
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
、
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
マ
イ
ウ
ェ
イ
の
考
え
方
は
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ど
企
業
経
営
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

６　

人
事
・
労
務
制
度
の
改
革

人
事
・
処
遇
制
度
の
改
革

「
日
本
的
経
営
」「
日
本
的
労
使
関
係
」
は
、
年
功
賃
金
・
終
身
雇
用
・
企
業
内
労
働
組
合
な
ど
を
特
徴
と
し
、
高
度
成
長

期
以
降
の
日
本
企
業
の
競
争
力
の
源
泉
の
一
つ
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
、
右
肩
上
が
り
の
成
長
の
時
代
に
は
、
そ
れ
な
り
に
機

能
し
て
き
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
の
日
本
経
済
や
社
会
構
造
の
変
化
、
と
く
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

Ｉ
Ｔ
革
命
の
進
展
に
よ
っ
て
、
企
業
間
競
争
が
世
界
規
模
で
行
わ
れ
、
一
方
で
日
本
国
内
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
男
女

共
同
参
画
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る
時
代
に
は
、
従
来
か
ら
の
人
事
・
労
務
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
問
題
が
現
れ
て
き

た
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
で
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
重
ん
じ
て
き
た
「
人
を
大
切
に
す
る
経
営
」
の

観
点
か
ら
、
時
代
に
合
っ
た
人
事
・
処
遇
制
度
の
改
革
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
抜
本
的
に
改
正
さ
れ

た
新
し
い
人
事
・
処
遇
制
度
が
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

改
革
項
目
は
、
五
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
一
つ
目
の
柱
は
、
自
ら
向
上
し
よ
う
と
努
力
す
る
人
を
支
援
し
、
そ
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手
当
て
の
体
系
と
し
て
の
整
備
、
限
ら
れ
た
原
資
の
な
か
で
の
福
利
厚
生
施
策
の
再
構
築
が
含
ま
れ
て
い
た
。

新
入
社
員
合
宿

ダ
イ
キ
ン
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
「
暗
黙
知
」
を
新
し
い
世
代
に
引
き
継
ぐ
場
と
し
て
、
新
入
社
員
の
合

宿
研
修
を
重
視
し
て
き
た
。
合
宿
は
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
に
淀
川
製
作
所
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
れ
ま
で
学
歴

別
に
行
わ
れ
て
い
た
採
用
後
の
教
育
を
、
初
め
て
高
卒
・
中
卒
合
同
の
新
入
社
員
合
宿
研
修
と
し
て
、
琵
琶
湖
畔
、
荻
の
浜

に
あ
る
「
大
阪
市
立
び
わ
湖
青
少
年
の
家
」
で
開
催
し
、
参
加
者
は
四
五
人
、
五
泊
六
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
に
当
た
っ
た
の
が
、
当
時
、
淀
川
製
作
所
総
務
部
長
で
あ
っ
た
井
上
礼
之
会
長
で
あ
る
。
座
学
（
心
の
教

育
）、
行
動
訓
練
（
し
つ
け
と
座
学
の
実
践
）、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
、
飯
盒
炊
さ
ん
や
夕
食
後
の
レ
ク
リ
エ
ー

何
か
新
し
い
も
の
を
提
供
し
て
い
る
か
ど
う
か
＝
「
挑
戦
」、
周
囲
の
部
門
・
人
の
成
功
へ
の
寄
与
＝
「
成
長
」
の
三
つ
を

重
点
に
、
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
ウ
エ
ー
ト
を
変
え
て
評
価
の
指
標
と
し
た
。
第
二
に
、
基
幹
職
へ
の
年
俸
制
の
導
入
で
あ
る
。

第
三
に
、
一
律
的
要
素
を
撤
廃
し
、
よ
り
貢
献
す
る
人
に
報
い
る
一
般
社
員
の
処
遇
体
系
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
成
果
主
義
と

実
力
主
義
を
一
般
社
員
の
賃
金
体
系
に
大
き
く
取
り
入
れ
、
賃
金
体
系
を
抜
本
的
に
改
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
賃
金

決
定
要
素
、
賃
金
構
成
要
素
、
賃
金
改
訂
な
ど
の
点
で
大
き
く
変
化
し
た
。
第
四
に
、
成
果
配
分
要
素
を
強
め
た
新
た
な
退

職
金
制
度
の
導
入
で
あ
る
。

三
つ
目
の
柱
は
、
従
来
の
役
職
・
資
格
・
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
企
業
価
値
増
大
に
大
き
く
貢
献
す

る
人
材
へ
の
個
別
処
遇
と
、
よ
り
最
適
な
配
置
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
別
貢
献
年
金
を
第
三
の
報
酬
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
、

株
価
連
動
報
酬
、
特
別
報
酬
、
部
門
長
特
別
報
酬
な
ど
加
算
額
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
拡
大
す
る
こ
と
、
若
手
の
優
秀
な
人
材

を
早
期
に
抜
擢
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
核
と
な
る
人
材
を
配
置
・
育
成
す
る
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。

四
つ
目
の
柱
は
、
事
業
構
造
の
変
化
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
対
応
し
た
多
様
な
人
材
を
確
保
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
雇
用
の
導

入
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
一
に
、
派
遣
社
員
等
の
社
員
登
用
へ
の
道
、
退
職
者
の
専
門
性
の
活
用
、
人
材
派
遣
会
社
と
の

提
携
・
連
携
な
ど
、
多
様
な
形
態
の
雇
用
を
業
務
の
内
容
に
対
応
さ
せ
て
組
み
合
わ
せ
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
雇
用
の
推
進
が
指
摘
さ
れ
た
。
第
二
に
、
契
約
社
員
制
度
の
導
入
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

契
約
社
員
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
契
約
社
員
、
シ
ニ
ア
ス
キ
ル
契
約
社
員
、
サ
ポ
ー
ト
契
約
社
員
の
四
つ
の
タ
イ
プ
が
考
え
ら
れ

て
い
た
。

そ
し
て
、
五
つ
目
の
柱
は
「
人
に
関
す
る
費
用
」
の
全
面
的
見
直
し
に
よ
る
、
総
額
人
件
費
の
適
正
化
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
手
当
て
の
全
面
的
な
見
直
し
、「
時
間
管
理
す
る
こ
と
の
な
い
勤
務
」
の
導
入
と
関
連
す
る

2005 年の新入社員合宿研修（上段から，幹部
による講義，キャンプファイアー，朝の体操，
浜辺でのミーティング）
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説
明
を
徹
底
し
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
こ
と
。
第
二
に
、
班
リ
ー
ダ
ー
任
せ
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
是
正
す
る
た
め
、
職
場
で
起
こ
り
得
る
事
例
を
取
り
上
げ
た
「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
」
を
作
成
し
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
の
ほ
と
ん
ど
を
、
こ
れ
に
置
き
換
え
た
。
具
体
的
な
「
ケ
ー
ス
」
を
通
じ
て
、
自
分
が

そ
の
立
場
に
お
か
れ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
を
、「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」「
求
め
る
社
員
像
」
の
観
点
か
ら
考
え
を
深
め
、

意
見
交
換
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
。
第
三
に
、
班
リ
ー
ダ
ー
に
後
述
す
る
経
営
幹
部
塾
生
を
配
置
し
た
。
第
四
に
、
新

入
社
員
の
意
見
を
事
前
に
リ
ー
ダ
ー
や
事
務
局
で
共
有
化
し
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
問
題
解
決
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
徹
底
し
て
考
え
、
運
営
の
細
か
い
面
に
も
気
を
配
っ
た
。
以
上
の
改
革
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
で
、
①
明
る
く
楽
し
い
雰

囲
気
の
な
か
で
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」「
求
め
る
社
員
像
」
を
ま
ず
理
解
し
て
も
ら
い
、
②
自
分
自
身
に
何
が
で
き
る

の
か
、
さ
ら
に
自
分
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
、
③
明
日
か
ら
の
会
社
生
活
で
の
「
決
意
」
と
「
目

標
」
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
っ
た
内
容
の
研
修
合
宿
へ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
り
上
げ
て
い
っ
た
。

経
営
幹
部
研
修

急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
事
業
規
模
が
拡
大
す
る
な
か
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
課
題

に
次
々
と
直
面
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
課
題
に
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
意
欲
と
高
い
能
力
を
有
す
る
人
材
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
、
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
十
月
に
は
、
二
十
一
世
紀
に
発
展
す
る
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
次
代
の
経
営
を
担

い
得
る
人
材
を
、
早
期
に
選
抜
・
育
成
す
る
た
め
の
「
経
営
幹
部
研
修
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
経
営
幹
部
研
修
に
は
二
つ
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、
一
つ
は
ダ
イ
キ
ン
本
体
の
経
営
幹
部
候
補
者
を
対
象
に
し
た
「
ダ
イ
キ
ン
経
営
幹
部
塾
」、
も
う
一
つ
は

シ
ョ
ン
等
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
。
新
入
社
員
合
宿
は
、
採
用
ゼ
ロ
に
よ
る
一
時
中
断
も
あ
っ
た
が
、
七
〇
年

代
後
半
に
は
他
の
製
作
所
か
ら
も
参
加
し
、
規
模
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

研
修
合
宿
の
場
所
は
、
一
九
八
一
年
に
現
在
の
鳥
取
市
青
谷
町
「
池
田
市
立
自
然
の
家
」（
現
在
の
〝
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青

谷
〟）
に
移
っ
た
。
八
五
年
に
は
、
全
社
の
大
学
卒
総
合
職
以
外
の
各
事
業
場
採
用
の
新
入
社
員
全
員
を
対
象
と
し
、
八
八

年
に
大
学
卒
総
合
事
務
系
、
九
五
年
に
大
学
（
院
）
卒
技
術
系
を
受
講
生
に
加
え
る
こ
と
で
、
全
事
業
所
・
全
学
歴
対
象
の

研
修
合
宿
と
な
っ
た
。
年
齢
や
学
歴
を
超
え
て
、
同
じ
ダ
イ
キ
ン
の
新
入
社
員
と
し
て
、
会
社
の
考
え
方
に
触
れ
、
理
解
・

共
感
し
、
一
人
ひ
と
り
が
具
現
化
に
向
け
て
実
行
し
て
い
く
と
い
う
点
で
は
、
全
社
員
共
通
の
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
、

改
め
て
実
感
す
る
場
と
な
っ
た
。
合
宿
参
加
者
は
、
二
〇
〇
四
年
に
は
前
年
一
年
間
に
入
社
し
た
キ
ャ
リ
ア
採
用
者
（
若
手

中
心
）
も
加
わ
り
、
ダ
イ
キ
ン
に
入
社
し
た
全
員
を
対
象
と
す
る
教
育
へ
と
発
展
し
た
。

合
宿
の
内
容
は
、
当
初
は
団
体
行
動
や
し
つ
け
を
重
視
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
と
く
に

若
い
年
齢
層
に
お
け
る
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
か
ら
、
先
輩
と
の
対
話
を
通
じ
て
認
識
を
高
め
る
こ
と
を
重
視
す
る
も
の
に

な
っ
た
。
九
一
年
に
は
、
個
性
・
創
造
性
を
発
揮
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
と
い
う
観
点
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
、

運
営
方
法
に
至
る
ま
で
大
き
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
新
入
社
員
一
人
ひ
と
り
の
「
個
性
の
発
揮
」
や
「
人

と
の
か
か
わ
り
の
中
で
の
成
長
」
に
主
眼
を
お
い
て
進
め
て
き
た
が
、
実
際
に
研
修
体
験
し
た
新
入
社
員
た
ち
に
、
研
修
本

来
の
目
的
で
あ
る
「
会
社
が
新
入
社
員
に
伝
え
た
い
こ
と
」
が
十
分
に
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
、
一
方
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
受
け

止
め
方
を
す
る
社
員
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
う
し
た
経
緯
の
な
か
で
、
二
〇
〇
六
年
度
に
は
次
の
よ
う
に
改
革
さ
れ
た
。
第
一
に
、
合
宿
研
修
の
目
的
・
伝
え
た
い

こ
と
を
再
整
理
し
、「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」「
求
め
る
社
員
像
」
を
明
文
化
し
、
十
分
に
講
義
の
時
間
を
と
っ
て
丁
寧
な
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を
深
く
理
解
し
、
自
ら
の
意
識
と
行
動
の
変
革
へ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
経
営
の
改
革
提
案
を
行
う
こ
と
で
改
革
の
実
践
力

を
磨
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
用
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
「
見
識
」「
度
量
」「
逞
し
さ
」
の
醸
成
が
課
題
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
知
識
・
ス
キ
ル
で
は
、
経
営
者
に
必
要
不
可
欠
な
経
営
知
識
・
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
苦
手
意
識
を
排
除
す
る
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
た
。

「
帝
王
学
」
を
伝
授
す
る
経
営
幹
部
塾
に
対
し
、
そ
れ
よ
り
や
や
若
い
世
代
向
け
の
海
外
実
践
研
修
も
一
九
九
九
年
か
ら
始

ま
り
、
こ
の
時
期
は
毎
年
一
〇
名
程
度
が
二
年
間
、
海
外
の
グ
ル
ー
プ
企
業
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
海
外
の
実
情
と
海
外
ビ

ジ
ネ
ス
の
課
題
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
主
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
期
待
し
て
の
研
修
で
あ
っ
た
。

経
営
幹
部
塾
と
海
外
実
践
研
修
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
数
年
間
は
中
断
し
た
が
、
そ
の
後
二
〇
一
二
年
に
再
開
さ
れ
、

将
来
を
見
据
え
た
人
材
育
成
の
重
要
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
倫
理
委
員
会
の
新
設

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
相
次
い
で
発
生
し
た
企
業
の
不
祥
事
は
、
顧
客
、

取
引
先
、
投
資
家
、
従
業
員
か
ら
信
頼
を
失
い
、
業
績
や
経
営
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
企
業
の
社

会
的
責
任
（CSR : Corporate Social Responsibility

）
や
法
令
順
守
を
意
味
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（Com

pliance

）
と

い
う
用
語
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
、
事
前
に
問
題
を
回
避
す
べ
く
、
企
業
倫
理
の
枠
組
み
と
体
制
が
企
業
に
強
く
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ダ
イ
キ
ン
で
は
、
十
河
政
則
取
締
役
（
現
、
社
長
）
を
委
員
長
と
し
て
企
業
倫
理
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（
Ｋ
Ｒ
３
０
２
）
を
立
ち
上
げ
、
法
令
順
守
の
徹
底
を
は
じ
め
、
善
意
で
あ
っ
て
も
発
生
し
得
る
不
祥
事
の
完
全
防
止
を
含

ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
海
外
現
地
法
人
の
現
地
人
経
営
幹
部
候
補
者
を
対
象
に
し
た
「
ダ
イ
キ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
で

あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
ダ
イ
キ
ン
本
体
お
よ
び
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
関
係
会
社
の
経
営
層
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
、

一
年
間
の
研
修
を
通
し
て
人
材
の
評
価
・
見
極
め
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
研
修
終
了
後
は
、
必
要
に
応
じ
て
個
別
に
再
配
置

を
実
施
し
、
研
修
成
果
を
生
か
し
て
新
た
な
課
題
に
挑
戦
し
て
も
ら
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
受
講
生
は
、
役
職
・

年
齢
に
関
係
な
く
早
期
人
材
探
索
基
準
に
基
づ
い
て
、
一
期
二
〇
名
前
後
が
選
抜
さ
れ
た
。

幹
部
研
修
の
開
講
に
当
た
っ
て
井
上
会
長
は
、「
将
来
の
当
社
グ
ル
ー
プ
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
で
あ
ろ
う
素
養
の
あ
る

人
を
選
ん
で
、
意
図
的
・
計
画
的
に
帝
王
学
を
若
い
う
ち
か
ら
学
ん
で
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
研
修
の
目
的
で
あ
る
。

要
は
、
世
界
を
股
に
か
け
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
当
社
グ
ル
ー
プ
の
先
頭
に
立
っ
て
、
広
い
視
野
で
猛
烈
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

持
っ
て
関
係
会
社
を
含
む
グ
ル
ー
プ
全
体
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
こ
と
」
で
あ
る
と
、
経
営
幹
部

研
修
の
目
的
を
語
っ
て
い
た
。
従
来
、
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
幹
部
の
育
成
は
、
現
場
に
お
け
る
悪
戦
苦
闘
の
な
か
で
培
わ
れ
て

い
く
と
い
う
考
え
方
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
時
代
の
急
速
な
変
化
に
よ
っ
て
、
企
業
が
ま
っ
た
く
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
次
々
と
生
み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
、
経
営
幹
部
層
に
求
め
ら
れ
る
課
題
は

従
来
と
質
的
に
異
な
っ
て
く
る
。
時
代
が
求
め
る
新
た
な
課
題
を
追
求
で
き
る
人
材
を
、
計
画
的
・
意
識
的
に
育
成
し
て
い

く
必
要
性
を
、
井
上
会
長
は
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

ダ
イ
キ
ン
の
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
応
し
、
求
め
ら
れ
る
課
題
を
解
決
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
研
修
の
狙
い
は
、

①
経
営
理
念
・
哲
学
、
②
知
恵
・
実
践
、
③
知
識
・
ス
キ
ル
、
の
三
点
に
置
か
れ
た
。
経
営
理
念
・
哲
学
で
は
、
グ
ル
ー
プ

経
営
の
担
い
手
と
し
て
「
経
営
理
念
」
を
体
現
し
、
グ
ル
ー
プ
を
発
展
さ
せ
る
「
気
概
」
を
持
ち
、
自
ら
の
「
経
営
哲
学
」

を
確
立
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
知
恵
・
実
践
で
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
マ
イ
ウ
ェ
イ
・
暗
黙
知
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行
役
員
は
「
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ　

一
〇
年
の
軌
跡
」
と
題
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
一
〇
年
前
の
数
字
と
比

較
し
た
変
化
を
具
体
的
に
示
し
て
、
ダ
イ
キ
ン
が
追
求
し
て
き
た
戦
略
・
課
題
等
を
整
理
し
、
説
明
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
の

一
〇
年
間
を
、
①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加
速
、
②
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
を
は
じ
め
と
し
た
Ｒ
＆
Ｄ
の
高
度
化
、
③
人
を
基
軸

と
し
て
の
体
質
改
革
の
実
行
、
④
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
経
営
の
充
実
、
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
振
り
返
っ
た
。
そ
し
て
、

一
〇
年
間
の
成
長
・
発
展
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
歴
史
の
な
か
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
現
場
力
の
強

さ
」「
顧
客
重
視
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
」
な
ど
で
あ
り
、
こ
う
し
た
考
え
方
が
「
良
き
伝
統
で
あ
る
『
暗
黙
知
』」
と
し

て
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
そ
の
う
え
で
「
当
社
グ
ル
ー
プ
の
良
き
伝
統
で
あ
る
『
暗
黙
知
』
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
展
開
の
根
底
に
あ
り
、
そ
れ
が
こ
こ
に
述
べ
る
大
き
な
成
果
へ
と
結
実
し
た
の
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の
当
社

グ
ル
ー
プ
の
良
き
風
土
・
伝
統
を
よ
り
い
っ
そ
う
磨
き
上
げ
、
次
代
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ

た
。ま

た
、
井
上
会
長
は
「
ダ
イ
キ
ン
一
〇
年
の
軌
跡
〜
成
長
と
ド
メ
イ
ン
〜
」
に
つ
い
て
講
演
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
一
〇
年
間

の
発
展
を
振
り
返
り
、
そ
の
最
後
に
施
策
の
底
辺
に
あ
る
基
本
的
考
え
方
と
し
て
、
次
の
五
つ
を
強
調
し
た
。

第
一
は
、「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
で
あ
る
。
企
業
の
競
争
力
の
源
泉
は
「
人
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り

の
社
員
の
「
成
長
し
た
い
」
と
い
う
夢
の
総
和
が
、
企
業
の
成
長
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

第
二
は
、「
コ
ア
マ
ン
と
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
役
職
や
年
齢
に
関
係
な
く
、
最
も
ふ
さ
わ
し
く
、
強
い
思

い
を
持
つ
人
間
が
コ
ア
マ
ン
と
な
り
、
そ
れ
を
周
囲
が
支
え
る
と
い
う
柔
構
造
の
組
織
運
営
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
指
摘
で

あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
人
事
・
処
遇
制
度
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
実
行
に
当
た
っ
て

採
ら
れ
て
き
た
。

め
た
、
完
璧
な
企
業
倫
理
の
確
立
を
目
指
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
六
月
に
は
、
企
業
倫
理
委
員
会
と

企
業
倫
理
室
を
設
置
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
企
業
倫
理
の
推
進
を
担
う
企
業
倫
理
委
員
会
の
委
員
長
に
は
、
北
井
社
長
兼

Ｃ
Ｏ
Ｏ
が
当
た
っ
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
企
業
倫
理
徹
底
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
『
グ
ル
ー
プ
企

業
倫
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
発
行
し
、
企
業
倫
理
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
三
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
法
令
順
守
の
確
立
の
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、
法
令
の
一
斉
点
検
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
見
直
し
・
新
規
を
含
め
て
四
八
〇
件
の
規
程
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

十
二
月
ま
で
に
す
べ
て
策
定
・
見
直
し
を
行
っ
た
。
法
令
点
検
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
し
て
も
行

い
、
主
要
八
社
に
つ
い
て
は
〇
四
年
三
月
な
い
し
六
月
ま
で
に
実
行
し
た
。
ま
た
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
、
ダ
イ
キ
ン
プ
ラ
ン
ト
、

海
外
主
要
八
社
に
つ
い
て
は
〇
三
年
十
月
に
、
法
令
順
守
推
進
の
責
任
者
と
し
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
を
配
置
し

て
お
り
、
緊
急
対
応
へ
の
取
り
組
み
や
日
々
の
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
結
果
報
告
、
情
報
共
有
化
を
日
常
的
に
実
施
す
る
よ

う
に
し
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
各
社
、
各
事
業
部
門
、
各
部
門
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と

し
た
ト
リ
プ
ル
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
徹
底
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

７　

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
の
発
展
と
業
績 

│
一
四
期
連
続
増
収
増
益
の
達
成
と
社
会
的
評
価
の
向
上

発
展
一
〇
年
の
底
流
に
あ
る
考
え
方

│
八
〇
周
年
式
典
で
の
講
演
か
ら

二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
十
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
ダ
イ
キ
ン
の
八
〇
周
年
記
念
式
典
で
、
十
河
取
締
役
常
務
執
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え
た
。
ま
た
、
営
業
利
益
一
二
八
一
億
円
、
経
常
利
益
一
二
一
七
億
円
と
、
い
ず
れ
も
一
千
億
円
台
を
超
え
た
。
〇
四
年
に
、

創
立
八
〇
周
年
を
迎
え
た
際
に
「
一
兆
円
企
業
も
視
野
に
」
と
し
て
い
た
ハ
ー
ド
ル
を
、
そ
の
三
年
後
に
は
乗
り
越
え
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
（
図
６
─

９
）。
〇
七
年
度
決
算
の
結
果
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
赤
字
か
ら
黒
字
に
回
復
し
た
一
九
九
四

年
度
以
降
、
連
結
ベ
ー
ス
で
は
連
続
し
て
増
収
増
益
と
な
っ
て
お
り
、
通
算
で

は
一
四
期
連
続
で
の
増
収
増
益
を
達
成
し
た
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
に
、
多
く

の
日
本
企
業
が
厳
し
い
経
営
環
境
に
直
面
し
て
い
る
な
か
で
の
連
続
増
収
増
益

で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
く
マ
ス
コ
ミ
な
ど
か
ら
も
注
目
さ
れ
た
。

井
上
が
社
長
に
就
任
す
る
直
前
、
赤
字
に
転
落
し
た
一
九
九
三
年
度
の
連
結

売
上
高
は
三
七
〇
八
億
円
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
間
に
売
上
高
を
約
三
・
五
倍

に
伸
ば
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
成
長
を
可
能
に
し
た
理
由
の
一
つ
は
、

海
外
事
業
の
急
速
な
拡
大
で
あ
っ
た
。
海
外
事
業
比
率
は
、
九
四
年
に
は
わ
ず

か
一
五
％
だ
っ
た
も
の
が
、
ア
メ
リ
カ
で
の
化
学
事
業
の
拡
大
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
の
空
調
事
業
の
発
展
、
中
国
で
の
空
調
事
業
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
に
よ
っ
て
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
二
倍
以
上
の
三
二
％
に
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
れ
以
降
も

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
な
ど
、
さ
ら
な
る
海
外
事
業
の
積
極
的
拡
大
に
よ
っ
て
、

二
〇
〇
七
年
度
に
は
六
四
％
に
ま
で
上
昇
し
た
。
連
結
の
売
上
高
に
占
め
る
ア

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
の
売
上
高
比
率
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
一
七
％
が

〇
七
年
度
に
は
二
四
％
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
は
一
四
％
が
二
八
％
に
、
ア
メ

第
三
に
、「
衆
議
独
裁
」
で
あ
る
。
物
事
を
決
定
す
る
際
に
、
侃
々
諤
々
の
議
論
を
重
ね
た
う
え
で
、
ト
ッ
プ
が
決
断
し

た
事
項
に
つ
い
て
は
一
致
団
結
し
て
実
行
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
経
営
」
の
根
幹
と
な
る

手
法
で
あ
り
、
こ
の
一
〇
年
間
の
施
策
の
実
行
を
効
果
的
に
高
め
て
き
た
。

第
四
は
、「
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
ダ
イ
キ
ン
・
ウ
ェ

イ
」
と
呼
ば
れ
る
ダ
イ
キ
ン
の
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
経
営
思
想
や
「
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

な
ど
に
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
強
く
関
連
し
て
い
る
。「
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」
と
「
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
は
、
現
実
的
に

は
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
に
く
い
が
、
こ
の
一
〇
年
間
の
ダ
イ
キ
ン
は
、
両
者
の
長
所
を
生
か
し
な
が
ら
独
自
の
経
営
ス
タ
イ
ル

を
確
立
し
て
き
た
。

第
五
に
「
帰
属
意
識
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
家
族
主
義
」
と
は
異
な
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
理
念
や
風
土
に
共
感
し
て

働
く
人
材
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
同
時
に
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
と
帰
属
意
識
の
向
上
を
求
め
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
企
業
と

従
業
員
の
関
係
を
一
方
的
な
も
の
に
す
る
の
で
は
な
く
、
双
方
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の
う

え
で
先
述
し
た
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
支
え
、
強
め
る
も
の
で
あ
る
。

井
上
会
長
が
指
摘
し
た
五
つ
の
考
え
方
は
、
本
章
で
見
て
き
た
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
反
映
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
、
こ
の
時
期
の
ダ
イ
キ
ン
の
急
速
な
発
展
を
支
え
る
と
同
時
に
、
さ
ら
な
る
発
展
を
促
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
が
、
一
四
期
連
続
増
収
増
益
と
い
う
成
果
で
あ
っ
た
。

一
四
期
連
続
で
の
増
収
増
益
の
達
成

ダ
イ
キ
ン
の
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
度
の
連
結
売
上
高
は
、
一
兆
二
九
一
一
億
円
と
な
り
、
初
め
て
一
兆
円
台
を
超

図 6─9　売上高と経常利益
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〇
五
年
度
に
、
い
っ
た
ん
一
〇
七
四
億
円
と
千
億
円
台
を
超
え
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
後
は
伸
び

悩
み
を
見
せ
て
い
る
。

創
立
八
〇
周
年
記
念
の
式
典
で
述
べ
ら
れ
た
ダ
イ
キ
ン
一
〇
年
の
発
展
の
軌
跡
は
、
さ
ら
に
加
速
し
て
二
〇
〇
七
年
度
に

は
一
兆
円
企
業
を
達
成
す
る
な
ど
、
経
営
規
模
と
し
て
一
つ
の
段
階
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
一
方
で
、
ま
す

ま
す
激
し
く
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
下
で
の
競
争
力
の
強
化
、
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
事
業
と
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
拡

大
す
る
空
調
事
業
に
対
し
て
伸
び
悩
む
化
学
事
業
等
へ
の
対
応
、
成
長
す
る
ア
ジ
ア
市
場
で
存
在
感
を
高
め
る
ボ
リ
ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン
へ
の
対
応
な
ど
、
発
展
に
対
応
し
た
新
た
な
課
題
に
ダ
イ
キ
ン
は
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

リ
カ
地
域
は
七
％
か
ら
一
〇
％
に
、
そ
れ
ぞ
れ
拡
大
し
て
い
た
。
海
外
事
業
が
急
成
長
し
、
ダ
イ
キ
ン
に
お
け
る
海
外
事
業

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
海
外
事
業
の
急
拡
大
は
、
連
結
子
会
社
数
と
従
業
員
数
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
九
五
年
三
月
期
に
は
連

結
子
会
社
が
六
〇
社
、
海
外
連
結
子
会
社
は
そ
の
う
ち
の
六
社
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
三
月
期
に
は
連
結
子
会

社
は
九
五
社
、
そ
の
う
ち
五
一
社
が
海
外
連
結
子
会
社
で
あ
り
、
さ
ら
に
〇
八
年
三
月
に
は
連
結
子
会
社
一
九
二
社
、
そ
の

う
ち
海
外
連
結
子
会
社
一
四
七
社
と
な
っ
た
。
ま
た
連
結
従
業
員
数
は
、
一
九
九
五
年
三
月
期
の
一
万
三
千
人
か
ら

二
〇
〇
五
年
三
月
期
に
は
一
万
九
千
人
に
、
そ
の
う
ち
海
外
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
は
一
七
〇
〇
人
か
ら
九
八
〇
〇
人
と
一
〇

年
間
で
急
増
し
て
い
た
が
、
〇
八
年
三
月
期
に
は
三
万
六
千
人
と
な
り
、
そ
の
う
ち
海
外
グ
ル
ー
プ
従
業
員
は
二
万
五
千
人

と
、
さ
ら
に
増
加
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
テ
ン
ポ
が
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
に
よ
っ
て
、
い
か
に
加
速
化

し
て
海
外
の
組
織
を
強
大
に
し
た
か
が
わ
か
る
。

部
門
別
で
は
、
空
調
部
門
の
拡
大
が
大
き
か
っ
た
。
空
調
・
冷
凍
機
部
門
の
連
結
売
上
高
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
の

四
〇
一
二
億
円
か
ら
〇
五
年
度
に
は
六
四
一
七
億
円
に
、
さ
ら
に
〇
七
年
度
に
は
一
兆
一
三
一
九
億
円
と
な
っ
た
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ

社
の
買
収
成
果
も
あ
っ
て
、
二
年
間
で
二
倍
に
な
っ
て
い
る
点
は
、
特
筆
さ
れ
て
よ
い
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
終
わ
り
に

国
内
シ
ェ
ア
が
上
昇
を
見
せ
始
め
て
い
た
家
庭
用
空
調
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
も
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
、
〇
三
年
に

は
念
願
の
国
内
販
売
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
実
現
し
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
、
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
維
持
し
て
き
た
業
務
用
エ
ア

コ
ン
と
並
ん
で
、
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
で
も
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
実
現
し
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
ダ
イ
キ
ン
の
発
展
を
典
型
的

に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
で
化
学
事
業
部
門
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
は
九
六
二
億
円
と
好
調
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
売
り
上
げ
が
落
ち
込
ん
だ
。
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１　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
東
日
本
大
震
災

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
後
半
計
画
」
の
策
定

前
章
の
最
後
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
連
結
決
算
は
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
度
か
ら
一
四
期
連
続
の
増
収
増
益

と
な
り
、
二
〇
〇
七
年
度
の
売
上
高
は
一
兆
二
九
一
一
億
円
、
営
業
利
益
一
二
八
一
億
円
と
な
っ
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」

制
定
時
点
で
は
、
〇
八
年
度
の
売
上
高
一
兆
一
千
億
円
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
目
標
は
一
年
前
倒
し
で
実
現
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
た
だ
し
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
後
に
改
訂
さ
れ
た
一
〇
年
度
の
目
標
値
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
が
ス
タ
ー
ト
し

た
〇
六
年
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
一
〇
年
度
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
飛
躍
が
必
要
で
あ
っ

た
。
〇
八
年
度
か
ら
一
〇
年
度
ま
で
、
三
年
間
を
対
象
と
す
る
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
後
半
計
画
」
は
、
新
た
な
目
標
を
明
確

に
し
、
そ
の
目
標
に
向
け
た
発
展
を
実
現
す
る
計
画
と
し
て
策
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
〇
六
年
ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
大
き
く
変
化
し
た
次
の
三
つ
の
環
境
が
重
視
さ
れ
た
。
第
一
に
、

地
球
環
境
問
題
、
と
く
に
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
関
心
が
グ
ロ
ー
バ
ル
で
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

中
国
、
イ
ン
ド
、
中
東
を
は
じ
め
と
し
た
新
興
市
場
で
の
空
調
需
要
が
急
拡
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ

社
の
買
収
か
ら
二
年
が
経
過
し
、
シ
ナ
ジ
ー
創
出
を
含
め
て
事
業
活
動
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
後
半
に
入
る
と
国
際
的
な
会
議
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
対
策
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
一
月
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
総
会
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
に
参

加
し
た
福
田
首
相
は
、
特
別
講
演
を
行
っ
た
際
に
気
候
変
動
問
題
を
重
視
し
、
国
際
的
に
積
極
的
な
対
応
を
と
る
こ
と
の
必
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目
指
し
て
進
み
つ
つ
あ
っ
た
ダ
イ
キ
ン
を
直
撃
し
た
の
が
、
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

10
後
半
計
画
」
の
時
期
に
ダ
イ
キ
ン
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
危
機
と
不
況
に
、
真
正
面
か
ら
対
峙

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
か
ら
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
春
を
ピ
ー
ク
に
発
生
し
た
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
に
対
し
て
金
融
緩
和
策
が
実

施
さ
れ
、
物
価
が
安
定
化
す
る
な
か
で
経
済
成
長
は
持
続
し
た
た
め
、
緩
和
状
態
は
長
期
化
し
た
。
こ
の
間
に
、
ア
メ
リ
カ

国
内
で
は
信
用
の
膨
張
が
進
ん
だ
が
、
そ
の
一
つ
の
理
由
が
住
宅
販
売
と
住
宅
ロ
ー
ン
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
〇
四

年
以
降
は
住
宅
市
場
が
タ
イ
ト
に
な
る
こ
と
で
、
価
格
が
上
昇
し
た
住
宅
を
担
保
に
ロ
ー
ン
を
組
む
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
金
融
技
術
の
発
展
と
と
も
に
組
み
合
わ
せ
て
証
券
化
す
る
こ

と
で
、
リ
ス
ク
を
分
散
さ
せ
る
と
い
う
手
法
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
信
用
力
の
比
較
的
低
い
も
の
に
対
す
る
住
宅

ロ
ー
ン
で
あ
る
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
増
加
が
進
ん
だ
。
し
か
し
、
〇
六
年
後
半
以
降
に
な
る
と
、
住
宅
価
格
の
上
昇
率

が
減
速
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
延
滞
率
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
の
貸
付
機
関
で
は
資
金
調
達
難
と
破
綻
が
生
じ
た
。
ま
た
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
関
連
す
る
証
券
化
商
品
の
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
貸
付
機
関
、
銀
行
、
投
資
家
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
影
響
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、

〇
七
年
七
月
に
ア
メ
リ
カ
の
株
式
市
場
は
下
落
し
、
影
響
は
世
界
中
に
急
速
に
波
及
し
て
い
っ
た
。
各
国
の
中
央
銀
行
・
政

府
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
策
を
講
じ
た
が
、
金
融
市
場
の
不
安
定
な
状
況
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う

し
て
、
〇
八
年
九
月
に
ア
メ
リ
カ
の
大
手
投
資
銀
行
で
あ
っ
た
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
は
経
営
破
綻
（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

要
性
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
同
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
Ｇ
８
が
率
先
し
て

対
応
す
る
こ
と
が
決
ま
る
な
ど
、
温
暖
化
ガ
ス
に
つ
い
て
の
総
量
規
制
、
長
期
目
標
設
定
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
た
。
さ
ら

に
、
冷
媒
に
関
し
て
も
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
代
替
冷
媒
化
へ
の
動
き
の
加
速
化
、
冷
媒
回
収
・
漏
洩
に
対
す
る
規
制
強
化
な
ど
が
、
国

際
的
に
進
ん
で
い
た
。
空
調
メ
ー
カ
ー
他
社
も
、
目
標
年
と
目
標
を
設
定
し
て
積
極
的
な
対
応
を
進
め
て
お
り
、
ダ
イ
キ
ン

も
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
後
半
計
画
」
に
お
い
て
は
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
積
極
的
な
貢
献
と
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
た
事

業
拡
大
の
両
面
に
重
点
を
置
き
、「
環
境
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
戦
略
と
数
値
目
標
を
設
定
し
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
後
半
計
画
」
が
発
表
さ
れ
た
二
〇
〇
八
年
五
月
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
〇
七
年
八
月
に
生
じ
た
世
界

同
時
株
安
や
、
当
時
の
為
替
が
大
き
く
円
高
に
振
れ
て
い
る
な
ど
、
経
済
環
境
の
不
透
明
さ
が
見
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
な
か
で
後
半
計
画
を
、
①
二
〇
一
〇
年
度
目
標
の
具
体
化
、
②
「
環
境
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
環
境
貢
献
目
標
、
環

境
戦
略
目
標
の
具
体
化
、
③
各
事
業
の
成
長
に
向
け
た
新
た
な
戦
略
テ
ー
マ
の
追
加
充
実
、
等
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
予
定

ど
お
り
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
一
〇
年
度
の
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
目
標
は
、
売
上
高
一
兆
九
千
億
円
、
営
業
利
益

一
九
〇
〇
億
円
、
空
調
事
業
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
実
現
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
空
調
事
業
で
は
Ｏ
Ｙ
Ｌ

社
の
買
収
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
創
出
加
速
、
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
普
及
機
市
場

で
の
イ
ン
バ
ー
タ
需
要
創
出
、
従
来
の
世
界
四
極
か
ら
世
界
八
極
そ
れ
ぞ
れ
で
の
事
業
拡
大
、
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

地
球
環
境
目
標
に
つ
い
て
も
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
一
〇
年
度
ま
で
に
生
産
時
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
を
一
四
〇
万
ト
ン

以
下
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
ス
タ
ー
ト
時
の
〇
五
年
度
比
で
五
〇
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
、
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
が
計
画
さ
れ
た
。

し
か
し
、
後
半
計
画
は
順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
目
標
と
方
向
を
明
確
に
し
て
課
題
を
鮮
明
に
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
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ア
メ
リ
カ
が
二
〇
〇
九
年
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ド
ル
換
算
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
円
高
ド
ル

安
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
日
本
は
ド
ル
換
算
で
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

増
加
し
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
マ
イ
ナ

ス
で
あ
る
。
世
界
経
済
全
体
も
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と

右
肩
上
が
り
で
成
長
し
て
き
た
が
、
〇
九
年
に
は
マ
イ
ナ
ス

を
示
し
た
。
地
域
的
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
一
方
で
、
中
国
の
成
長
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

後
の
〇
九
年
も
維
持
し
て
い
た
。

成
長
率
で
見
る
と
、
各
国
と
も
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

二
〇
〇
一
年
に
は
低
迷
す
る
が
、
そ
の
後
、
〇
二
年
か
ら

〇
七
年
ま
で
は
比
較
的
好
調
を
維
持
し
て
い
た
（
図
７
│

１
）。

し
か
し
、
〇
八
年
か
ら
は
低
下
が
見
ら
れ
、
〇
九
年
に
は
中

国
以
外
す
べ
て
の
国
・
地
域
で
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

世
界
貿
易
で
は
、
右
肩
上
が
り
で
伸
び
て
い
た
貿
易
量
が

二
〇
〇
八
年
に
入
る
と
伸
び
悩
み
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

に
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
（
図
７
│

２
）。
世
界
の
貿
易
額
が
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準
に
戻
る
に
は
、
二
年
以
上
も

ク
）
し
、
世
界
的
な
金
融
危
機
へ
と
展
開
し
て
い
く
。

金
融
危
機
を
引
き
起
こ
し
た
き
っ
か
け
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
で
あ
り
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発

し
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
よ
り
構
造
的
な
問
題
と
し
て
は
世
界
的
な
経
常
収
支
の
不
均
衡
状
態
、
金

融
機
関
側
の
不
適
切
な
リ
ス
ク
管
理
な
ど
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
金
融
機
関
・
金

融
シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
、
金
融
市
場
は
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
Ｇ
Ｍ
社
が
、
売
り
上
げ
の
大
幅
な
落
ち
込
み
を
契
機
に
経
営
が
悪
化
し
、
政
府
の
支
援
を
得
な
が
ら
再
建
の
道
を
探
っ
た

が
成
功
せ
ず
、
二
〇
〇
九
年
六
月
に
経
営
破
綻
し
て
、
政
府
が
大
量
の
株
式
を
保
有
す
る
国
有
企
業
と
し
て
再
生
す
る
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
経
済
状
況
の
深
刻
さ
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

金
融
危
機
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
ど
ま
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も
飛
び
火
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金
融
機
関
が
証
券
化
商
品
を

多
数
保
有
し
て
い
た
こ
と
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
一
部
の
国
で
住
宅
バ
ブ
ル
の
崩
壊
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
金
融
機
関
の
経

営
不
安
が
発
生
し
、
ア
メ
リ
カ
同
様
に
金
融
市
場
の
機
能
が
低
下
し
て
、
不
況
に
陥
っ
た
。
新
興
国
で
は
、
欧
米
市
場
が
不

況
に
突
入
し
た
こ
と
か
ら
、
輸
出
産
業
が
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
、
欧
米
か
ら
の
資
金
が
引
き
揚
げ
ら
れ
た
こ
と
で
株
価

や
通
貨
が
下
落
し
た
。

二
〇
〇
二
年
か
ら
〇
七
年
に
か
け
て
、
緩
や
か
な
成
長
経
済
に
あ
っ
た
日
本
で
は
、
金
融
機
関
の
証
券
化
商
品
の
所
有
は

比
較
的
少
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
の
経
済
成
長
が
ア
メ
リ
カ
市
場
を
中
心
と
し
た
輸
出
産
業
に
支
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、

ア
メ
リ
カ
市
場
が
深
刻
な
不
況
に
陥
っ
た
こ
と
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
日
本
経
済
も
、
〇
八
年
に
入
る
と
経
済
状
況
は
悪

化
し
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
金
融
危
機
前
後
の
世
界
経
済
の
状
況
は
、
図
７
│

１
の
と
お
り
で
あ
る
。
国
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、

図 7─1　世界，国別GDP成長率の推移（ドル換算，％）
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さ
れ
な
い
と
、
国
債
等
の
格
付
け
は
引
き
下
げ
ら
れ
て
利
子
が
高
く
な
る
た
め
に
、
借
り
換
え
や
追
加
的
な
債
務
が
困
難
に

な
り
、
債
務
不
履
行
（
デ
フ
ォ
ル
ト
）
の
危
険
性
に
よ
っ
て
財
政
再
建
を
い
っ
そ
う
困
難
に
す
る
と
い
う
、
悪
循
環
に
陥
る

可
能
性
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
う
し
た
問
題
を
抱
え
て
い
た
国
が
、
統
一
通
貨
で
あ
る
ユ
ー
ロ
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
金
融
危
機
を
さ

ら
に
複
雑
化
さ
せ
た
。
本
来
、
ユ
ー
ロ
圏
の
一
員
と
な
る
た
め
に
は
、
厳
し
い
財
政
規
律
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
実
際
に
は
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
金
融
危
機
を
国
際
的
な

も
の
と
し
、
長
期
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
十
月
、
ギ
リ
シ
ャ
で
発
覚
し
た
財
政
赤
字
の
隠
匿
問

題
は
、
他
の
国
に
広
が
る
と
と
も
に
関
連
す
る
国
の
国
債
の
格
付
け
評
価
を
低
め
て
い
っ
た
。
問
題
は
、
小
国
だ
け
で
な
く

ス
ペ
イ
ン
や
イ
タ
リ
ア
と
い
っ
た
人
口
も
経
済
力
も
大
き
く
、
影
響
力
の
大
き
い
国
に
ま
で
拡
大
し
て
い
っ
た
。
金
融
危
機

は
、
世
界
第
二
の
通
貨
で
あ
る
ユ
ー
ロ
の
存
続
に
も
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
経
済
力
を
持
つ
ド

イ
ツ
が
、
ど
れ
だ
け
の
金
融
支
援
を
行
う
か
に
も
注
目
が
集
ま
っ
た
。
〇
九
、一
〇
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
金
融
不
安
が
頂

点
に
達
す
る
緊
張
し
た
状
況
に
あ
っ
た
。
前
掲
図
７
│

１
に
あ
る
よ
う
に
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
景
気

回
復
は
他
地
域
に
比
べ
て
遅
れ
、
し
ば
ら
く
は
不
安
定
要
因
を
抱
え
な
が
ら
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
ダ
イ
キ
ン

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
に
入
り
、
〇
八
年
度
予
算
を
検
討
す
る
際
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
経
済

が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
で
減
速
す
る
な
か
で
、
急
激
に
進
ん
だ
円
高
で
あ
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
な
進
展
は
、

海
外
事
業
比
率
が
上
昇
し
て
い
た
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
、
円
高
に
よ
る
為
替
リ
ス
ク
や
売
上
高
・
利
益
の
減
少
を
も
た
ら
す

か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 

ユ
ー
ロ
危
機

│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ソ
ブ

リ
ン
危
機

ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
金
融
危
機
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
銀
行
危
機
を

生
じ
さ
せ
た
。
銀
行
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国

の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
要
を
担
っ
て
い
る

た
め
、
各
国
政
府
は
公
的
資
金
を
投
じ

て
自
国
の
銀
行
を
救
済
し
よ
う
と
し
た
。

実
体
経
済
が
不
況
に
陥
っ
て
い
る
な
か

で
、
公
的
資
金
を
投
じ
た
救
済
が
行
わ

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
財
政
収
支
は
悪
化

す
る
。
と
く
に
、
問
題
と
な
る
の
は
経

常
収
支
が
赤
字
で
、
国
外
の
投
資
家
に

よ
っ
て
政
府
債
務
が
持
た
れ
て
い
る
場

合
で
あ
る
。
不
況
が
長
期
化
し
、
金
融

危
機
が
持
続
す
る
な
か
で
財
政
が
改
善

図 7─2　世界貿易量の推移

世界貿易量（2005 年＝100，季節調整済み）
モメンタム（％）
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出典）『通商白書』による．
注1）モメンタムは，足下の 3ヵ月後方移動平均を，その手前3ヵ月の後方移動平均で除したもの．

オランダ統計局は，月次貿易データは変動が大きいため，モメンタムで見るのが望ましいと
している．資料：Netherlands Bureau for Economic Policy Analysis（CPB）公表データよ
り作成．

　 2）モメンタムとは，業績や株価などの方向性，勢いを示すもので，たとえば「業績モメンタ
ム」のように用いる．
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六
〇
〇
億
円
と
、
減
収
減
益
を
前
提
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
。

二
〇
〇
八
年
夏
以
降
、
経
営
環
境
は
予
測
以
上
に
悪
化
し
た
。
金
融
危
機
は
、
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
売
り
上
げ
比
重
の
高

い
重
要
な
市
場
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
が
る
な
ど
、
世
界
的
な
不
況
へ
と
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
為
替
レ
ー
ト
は
、
〇
八

年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
円
高
の
動
き
が
一
時
逆
転
し
た
が
、
夏
以
降
は
再
び
円
高
の
テ
ン
ポ
を
上
げ
、
一
気
に
一
〇
〇
円
を

切
っ
て
い
っ
た
。
第
二
・
四
半
期
の
決
算
を
発
表
し
た
十
一
月
時
点
で
は
、
年
間
の
業
績
見
通
し
に
つ
い
て
も
、
売
上
高
は

前
年
比
や
や
増
収
だ
が
営
業
利
益
は
減
益
と
な
り
、
増
益
は
一
四
年
連
続
で
中
断
す
る
、
と
し
た
。
金
融
危
機
後
の
世
界
経

済
は
、
地
域
に
よ
っ
て
差
は
あ
っ
た
も
の
の
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、
こ
う
し
た
状
態
は
数
年
間
に
わ
た
っ
て
続
く
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
短
期
的
に
は
利
益
が
確
保
で
き
る
事
業
へ
の
重
点
化
、
環
境
変
化
を
活
か
し
た
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
た
調
達
施
策
の
展
開
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
設
備
投
資
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
中
・
長
期
的
な
成
長
に
向
け
た
対

策
、
企
業
買
収
な
ど
に
よ
る
株
安
・
円
高
と
い
う
環
境
を
有
利
に
し
て
い
く
こ
と
、
景
気
低
迷
で
も
需
要
創
出
で
き
る
最
重

点
テ
ー
マ
と
し
て
、「
暖
房
事
業
展
開
の
加
速
」「
ア
プ
ラ
イ
ド
機
器
の
新
製
品
開
発
」「
イ
ン
バ
ー
タ
普
及
機
の
全
世
界
で

の
展
開
（
格
力
電
器
と
の
合
弁
な
ど
）」「
環
境
問
題
へ
の
積
極
貢
献
（
低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
冷
媒
＝
低
温
暖
化
係
数
冷
媒
）」
の
四
点
の
実

施
策
が
立
案
さ
れ
た
。

減
収
減
益
に

│
二
〇
〇
八
年
度
決
算

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
一
月
の
グ
ル
ー
プ
年
頭
方
針
で
、
井
上
礼
之
会
長
は
「
今
回
の
不
況
は
、
過
去
の
そ
れ
と

は
全
く
異
質
で
あ
り
、
従
来
延
長
の
対
策
や
思
考
、
行
動
で
乗
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
私
た
ち
は
肝
に
命
じ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
、
問
題
の
深
刻
さ
を
訴
え
た
。
そ
の
う
え
で
、「
特
に
本
年
重
要
な
こ
と
は
、
時
代
の
変
化
を
真
正

可
能
性
が
あ
る
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
後
半
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
し
た
年
に
、
一
五
年
間
連
続
の
増
益
を
実
現
す
る
た
め
の

全
社
緊
急
増
益
対
策
が
、
同
年
三
月
末
の
取
締
役
会
で
審
議
さ
れ
、
決
定
し
た
。
国
際
調
達
の
拡
大
、
生
産
分
担
の
見
直
し

な
ど
の
円
高
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
対
策
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
徹
底
追
求
、
収
益
重
視
の
売
価
政
策
の
徹
底
に
よ
る
値
上
げ

の
実
施
、
高
成
長
が
見
込
め
る
地
域
や
需
要
の
根
強
い
地
域
で
の
い
っ
そ
う
の
拡
販
な
ど
、
一
一
の
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
た
。
一
カ
月
後
の
四
月
末
に
は
、
増
益
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
景
気
減
速
な
ど
の
環
境
変
化
に
備
え
た
臨
戦

予
算
を
部
門
別
に
具
体
化
し
、
明
確
な
目
標
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
問
題
が
ア
メ
リ
カ
経
済
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
自
体
は
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
に
与
え
る

影
響
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
が
引
き
起
こ
す
、
グ
ロ
ー
バ

ル
で
長
期
的
な
不
況
に
つ
い
て
は
、
他
の
多
く
の
企
業
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
と
同
様
に
、
ま
だ
十
分
に
は
予
知
で
き
て
い

な
か
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破
綻
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
状
況
は
一
気
に
急
変
し
た
。

直
後
の
九
月
末
の
取
締
役
会
・
合
同
役
員
会
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
不
安
と
実
体
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
論
議
が
交
わ

さ
れ
、
最
大
限
の
注
意
を
払
っ
て
迅
速
か
つ
高
い
精
度
で
情
報
を
収
集
・
共
有
化
す
る
こ
と
、
不
況
時
に
こ
そ
、
こ
れ
ま
で

で
き
な
か
っ
た
課
題
を
実
行
し
、
他
社
に
負
け
な
い
強
い
体
質
を
つ
く
る
こ
と
、
固
定
費
の
圧
縮
や
外
部
流
出
費
用
の
削
減

な
ど
に
つ
い
て
は
制
限
を
つ
け
ず
に
実
施
す
る
こ
と
、
な
ど
が
当
面
の
課
題
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
〇
八
年
度
予
算
の
改
訂
も

実
施
し
、
当
初
の
売
上
高
一
兆
四
千
億
円
を
一
兆
三
九
〇
〇
億
円
と
見
直
し
た
。
こ
の
段
階
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
影
響
の
深
刻
さ
を
理
解
は
し
て
い
た
が
、
そ
の
大
き
さ
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
結
果
か
ら
見
る
と
過
小
評

価
で
あ
っ
た
。
環
境
の
悪
化
を
反
映
し
て
、
の
ち
に
予
算
は
さ
ら
に
見
直
さ
れ
、
売
上
高
一
兆
二
千
億
円
、
営
業
利
益
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こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
結
果
、
二
〇
〇
八
年
度
の
売
上
高
は
一
兆
二
〇
二
四
億
円
、
営
業
利
益

六
一
四
億
円
と
い
う
実
績
に
な
っ
た
。
一
九
九
四
年
度
か
ら
二
〇
〇
七
年
度
ま
で
、
一
四
期
に
わ
た
っ
て
続
い
た
連
続
増
収

増
益
は
、
中
断
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
実
績
は
、
当
初
の
予
算
（
売
上
高
一
兆
四
千
億
円
、
営
業
利
益

一
四
〇
〇
億
円
）
に
比
べ
る
と
大
幅
減
で
あ
っ
た
が
、
見
直
し
予
算
（
売
上
高
一
兆
二
千
億
円
、
営
業
利
益
六
〇
〇
億
円
）
は
上

回
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
営
業
利
益
は
上
期
六
五
六
億
円
に
対
し
、
下
期
は
四
二
億
円
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
状
況
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
た
。
〇
九
年
度
は
、
さ
ら
に
悪
化
し
つ
つ
あ
る
経
営
環
境
の
な
か
で
の
強
い
危
機
感
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

落
ち
込
み
か
ら
の
回
復

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
金
融
危
機
の
影
響
が
、
全
世
界
に
広
が
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
不
況
の
様
相
を
呈
し
た
こ
と
か
ら
、

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
度
の
予
算
は
当
初
か
ら
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
内
容

は
、
一
月
末
の
予
算
案
で
は
需
要
減
少
を
前
提
と
し
て
「
成
行
き
の
営
業
利
益
」
を
二
二
〇
億
円
の
赤
字
と
想
定
し
て
い
た

が
、
四
月
の
検
討
案
に
な
る
と
「
成
行
き
の
営
業
利
益
」
赤
字
は
三
九
〇
億
円
に
拡
大
し
た
。
予
算
で
は
、
こ
の
赤
字
を
拡

販
・
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
、
変
動
費
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
固
定
費
の
削
減
を
中
心
と
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
黒
字
化
さ
せ
、

売
上
高
一
兆
九
〇
〇
億
円
、
営
業
利
益
四
七
〇
億
円
を
計
画
し
て
い
た
。
こ
の
数
値
は
、
〇
八
年
度
の
予
算
を
下
回
っ
て
お

り
、
環
境
の
厳
し
さ
を
直
視
し
た
現
実
的
な
予
算
案
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
の
予
算
案
で
は
、
さ
ら
な
る
不
測
事
態

を
想
定
し
、
売
上
高
が
五
〇
〇
億
円
減
少
し
た
場
合
、
さ
ら
に
一
千
億
円
減
少
し
た
場
合
の
二
段
構
え
で
の
緊
急
増
益
対
策

が
考
え
ら
れ
て
い
た
（「
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
プ
ラ
ン
」）。

面
か
ら
受
け
止
め
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
行
動
原
理
を
見
直
し
、
よ
り
良
い
結
果
を
求
め
て
提
案
し
、
積
極
果
敢
に
課
題
へ

挑
戦
す
る
べ
く
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
を
た
く
ま
し
く
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
経
営
方
針
に

担
当
者
一
人
ひ
と
り
に
至
る
ま
で
が
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、
右う

顧こ

左さ

眄べ
ん

せ
ず
迅
速
に
行
動
し
、
最
後
ま
で
執
念
を
燃
や
し
て

挑
戦
し
続
け
る
こ
と
で
す
。
…
逆
境
を
好
機
と
捉
え
、
情
熱
、
執
念
を
持
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
、
こ
の
難
局
に
明
る
く
、
た
く
ま
し
く
挑
戦
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
、
厳
し
い
状
況
を
前
向
き
に
捉
え
、
積
極

的
に
乗
り
切
っ
て
い
く
こ
と
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
短
期
利
益
の
創
出
へ
の
徹
底
的
な
こ
だ
わ
り
と
、
中
・
長
期
的
テ
ー
マ

に
つ
い
て
は
環
境
対
応
テ
ー
マ
へ
の
注
力
と
新
興
市
場
で
の
事
業
展
開
拡
大
・
加
速
と
い
う
、
二
つ
の
テ
ー
マ
に
重
点
化
す

る
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、
中
国
の
『
後ご

漢か
ん

書じ
ょ

』
に
あ
る
「
疾
風
に
勁け

い
そ
う草

を
知
る
」
を
引
用
し
、「
逆
風
の
吹
く
今
を
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
柔
軟
で
機
敏
な
企
業
体
質
へ
の
変
革
に
全
社
一
丸
と
な
っ
て
挑
戦
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
、

逆
風
下
に
社
員
を
鼓
舞
し
た
。

井
上
会
長
の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
事
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
〇
九
年
に
か
け
て
い
っ
そ
う

厳
し
く
な
り
、
予
算
検
討
の
過
程
で
〇
九
年
度
は
営
業
利
益
の
確
保
も
難
し
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
〇
九

年
一
月
に
は
〇
九
年
度
利
益
確
保
に
向
け
た
重
点
課
題
四
九
テ
ー
マ
（
拡
販
・
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
、
高
付
加
価
値
化
二
四
テ
ー
マ
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
一
五
テ
ー
マ
、
為
替
変
動
に
対
応
し
う
る
グ
ロ
ー
バ
ル
最
適
生
産
一
テ
ー
マ
、
固
定
費
構
造
の
抜
本
的
見
直
し
四

テ
ー
マ
、
体
質
強
化
・
体
質
改
革
五
テ
ー
マ
）、
が
設
定
さ
れ
た
。
次
い
で
二
月
に
は
、
各
部
門
で
実
行
中
で
あ
る
利
益
確
保

の
た
め
の
緊
急
的
な
「
経
費
削
減
お
よ
び
抑
制
」
を
、
身
軽
で
柔
軟
な
体
質
へ
の
革
新
を
目
指
す
挑
戦
的
な
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
全
社
あ
げ
て
の
継
続
的
な
展
開
と
す
る
た
め
「
全
社
チ
リ
ツ
モ
運
動
」
と
名
付
け
、
接
待
、
会
議
、
出
張
等
々

へ
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
。
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二
〇
〇
九
年
度
は
、
事
業
環
境
の
著
し
い
悪
化
が
影
響
し
、
売
上
高
は
一
兆
二
四
〇
億
円
、
営
業
利
益
四
四
〇
億
円
で
終

わ
っ
た
。
売
上
高
は
、
改
訂
予
算
額
に
三
〇
億
円
足
り
な
か
っ
た
が
、
営
業
利
益
は
当
初
目
標
を
上
回
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
実
現
し
、
約
一
〇
億
円
上
回
っ
た
。
部
門
別
で
は
、
空
調
営
業
本
部
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
、
化
学
事
業
部
、

国
内
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
、
低
温
事
業
本
部
、
油
機
事
業
部
、
電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
部
と
、
多
く
の
部
門
で
未
達
成
と
な
っ
た
。

厳
し
い
数
字
で
終
わ
っ
た
二
〇
〇
九
年
度
で
あ
っ
た
が
、
翌
一
〇
年
度
の
予
算
策
定
の
こ
ろ
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
新
た
な
危
機
（
ユ
ー
ロ
危
機
）
の
リ
ス
ク
は
拡
大
し
て
い
た
も
の
の
、
他
の
地
域
や
事
業
分
野
は
お
お
む

ね
環
境
が
改
善
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
業
績
の
Ｖ
字
回
復
を
図
る
こ
と
が
方
針
と

さ
れ
、
中
国
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
で
の
景
気
の
堅
調
な
地
域
、
企
業
の
生
産
活
動
の
回
復
に
伴
っ
て
需
要
の
回
復
が
見
込
ま
れ

る
分
野
を
中
心
に
、
売
上
高
は
挑
戦
的
目
標
で
あ
る
一
兆
一
五
五
〇
億
円
と
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
分
野
で
、
売
り
上
げ
の

数
値
は
大
き
く
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
予
算
は
、
〇
九
年
度
上
期
が
順
調
に
推
移
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
改
訂
で
は
一
兆
一
六

六
〇
億
円
と
上
方
修
正
さ
れ
た
。
次
期
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
（「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」）
も
意
識
さ
れ
、
そ
の
初
年
度
に
な
る
一
一
年

度
に
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
、
一
〇
年
度
下
期
か
ら
一
一
年
度
を
対
象
と
し
た
一
八
カ
月
予
算
の
観
点
か

ら
、
収
益
構
造
の
抜
本
的
強
化
を
重
点
課
題
と
し
、
収
益
拡
大
の
柱
の
強
化
、
強
靭
か
つ
ス
リ
ム
な
企
業
体
質
の
構
築
に
向

け
た
対
応
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
経
営
環
境
の
悪
化
に
よ
る
業
績
低
迷
か
ら
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
度
に
な
っ
て
ダ

イ
キ
ン
は
、
よ
う
や
く
業
績
改
善
の
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
新
し
い
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
九
年
夏
に
は
需
要
減
が
想
定
以
上
に
進
行
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
予
算
案
の
改
訂
が
必
要
と
な
り
、

売
上
高
一
兆
二
七
〇
億
円
、
営
業
利
益
四
三
〇
億
円
と
下
方
修
正
さ
れ
た
。
ま
た
、
売
り
上
げ
の
減
少
が
、
不
測
の
事
態
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
五
〇
〇
億
円
と
な
る
こ
と
か
ら
、
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
プ
ラ
ン
の
発
動
を
含
め
た
、
さ
ら
な
る

固
定
費
削
減
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

事
業
環
境
が
悪
化
す
る
な
か
で
、
と
も
す
れ
ば
売
上
高
減
少
へ
の
短
期
的
な
対
応
に
追
わ
れ
が
ち
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

新
た
な
対
応
策
が
進
め
ら
れ
た
。
〇
九
年
九
月
に
は
、
翌
一
〇
年
度
を
、
①
世
界
経
済
の
回
復
傾
向
を
捉
え
て
の
大
拡
販
、

②
〇
九
年
度
改
訂
予
算
編
成
の
な
か
で
顕
在
化
し
た
経
営
課
題
の
克
服
、
③
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
最
重
点
テ
ー
マ
（
暖
房
、

ア
プ
ラ
イ
ド
、
イ
ン
バ
ー
タ
、
環
境
な
ど
）
の
刈
り
取
り
加
速
に
よ
る
業
績
の
Ｖ
字
回
復
を
図
る
年
と
し
て
い
く
た
め
に
、

〇
九
年
度
後
半
か
ら
一
〇
年
度
を
対
象
と
し
た
一
八
カ
月
予
算
に
基
づ
く
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
既
存
の

四
九
テ
ー
マ
を
追
求
し
な
が
ら
、
一
八
カ
月
予
算
の
な
か
で
、
と
く
に
緊
急
を
要
す
る
全
社
課
題
八
つ
を
テ
ー
マ
と
し
て
設

定
し
、
目
標
と
具
体
的
課
題
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
①
屋
台
骨
事
業
で
あ
る

Ｐ
Ａ
事
業
の
商
品
力
お
よ
び
コ
ス
ト
競
争
力
の
抜
本
的
強
化
、
②
Ｒ
Ａ
普
及
機
の
競
争
力
強
化
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
大
拡
販

の
加
速
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
の
展
開
加
速
、
④
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
暖
房
・
給
湯
事
業
の
急
拡
大
、
⑤
「＂
ス
ト

リ
ー
マ
＂
技
術
」
を
核
と
す
る
商
品
展
開
の
拡
大
と
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
、
⑥
最
大
成
長
市
場
で
あ
る
中
国
一
大
拡
販
の
実
行
、

⑦
売
価
ダ
ウ
ン
を
吸
収
す
る
変
動
費
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
徹
底
実
行
、
⑧
ク
レ
ー
ム
コ
ス
ト
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強

化
、
で
あ
っ
た
。
本
章
で
、
の
ち
に
具
体
的
に
記
述
す
る
よ
う
に
不
況
下
の
厳
し
い
時
期
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ
と
一
貫
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、
や
が
て
不
況
か
ら
の
回
復
期
に
ダ
イ
キ
ン
の
事
業
展
開
を
大
き
く
支
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。



404405　第 7章●グローバル企業ＤＡＩＫＩＮ─さらなる高みへの挑戦

の
翌
日
に
金
岡
工
場
に
集
合
し
、
実
態
の
把
握
に
努
め
た
。
現
地
に
メ
ン
バ
ー
を
派
遣
し
て
直
接
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、

よ
う
や
く
二
〇
日
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
判
明
し
た
入
手
困
難
な
部
品
は
、
ゴ
ム
製
品
や

電
子
パ
ー
ツ
な
ど
九
二
品
目
に
も
及
ん
で
い
た
。

代
替
マ
イ
コ
ン
開
発

│「
生
産
ラ
イ
ン
を
止
め
る
な
！
」

部
品
の
な
か
で
問
題
に
な
っ
た
も
の
の
一
つ
が
、＂
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
＂（
関
西
電
力
の
商
標
）
に
用
い
る
減
圧
弁
で
あ
る
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
近
く
の
避
難
地
域
に
所
在
し
て
い
た
た
め
生
産
が
で
き
ず
、
二
〇
一
一
（
平

成
二
十
三
）
年
三
月
十
九
日
に
は
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
ラ
イ
ン
は
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
は
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
別

の
工
場
に
生
産
を
移
し
て
減
圧
弁
の
製
造
を
再
開
し
て
く
れ
た
た
め
、
停
止
は
五
日
間
だ
け
で
す
ん
だ
。

長
期
に
わ
た
っ
て
問
題
が
深
刻
化
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
が
、
マ
イ
コ
ン
の
調
達
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
エ
ア
コ
ン
の

イ
ン
バ
ー
タ
用
の
マ
イ
コ
ン
生
産
工
場
が
被
災
し
、
三
月
二
十
四
日
に
供
給
復
帰
す
る
ま
で
一
〇
カ
月
か
か
る
と
い
う
情
報

が
入
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
側
に
は
二
カ
月
分
の
在
庫
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
従
来
供
給
し
て
い
た
マ

ス
ク
マ
イ
コ
ン
か
ら
、
別
工
場
で
生
産
し
て
い
た
フ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
イ
コ
ン
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
新
し
い

部
品
を
使
用
す
る
た
め
に
は
す
べ
て
の
機
種
の
代
替
開
発
を
し
、
評
価
し
、
使
え
る
か
ど
う
か
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
イ
コ
ン
は
マ
ス
ク
マ
イ
コ
ン
よ
り
は
高
価
で
あ
っ
た
が
、
生
産
停
止
の
影
響
は
全
世
界
に
及
ぶ
こ

と
を
考
慮
し
、
即
座
に
利
用
と
購
入
を
決
定
し
て
、
三
月
三
十
一
日
に
は
代
替
開
発
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
一
一
四
機
種

（
五
テ
ー
マ
）
の
マ
イ
コ
ン
の
開
発
を
、
通
常
業
務
を
行
い
な
が
ら
短
期
間
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
空
調
生
産

本
部
、
環
境
技
術
研
究
所
、
ダ
イ
キ
ン
レ
ク
ザ
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
そ
し
て
協
力
会
社
合
わ
せ
て
二
二
〇
名
の
デ
バ
イ

（「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」）
が
策
定
さ
れ
、
一
五
年
度
を
目
標
に
新
た
な
発
展
に
歩
み
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
と
き
に
大
き
な
悲
劇
が
日
本
を
襲
っ
た
。
一
一
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、
太
平
洋
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
で
あ
る
。
遠
く
離
れ
た
関
西
地
方
で
も
強
い
揺
れ
が
感
じ
ら
れ
た
、
日
本
観
測

史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
を
記
録
し
た
巨
大
地
震
は
、
大
津
波
を
生
み
、
多
く
の
町
を
破
壊
し
、
一
万
五
千
人

以
上
の
尊
い
命
を
奪
っ
た
。
津
波
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
も
た
ら
し
た
問
題
は
、
日
本
と
世
界

の
未
来
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
で
は
、
人
的
な
被
害
は
免
れ
た
も
の
の
、
五
〇
人
近
い
従
業
員

の
家
屋
が
被
災
し
、
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
も
い
た
。

事
業
活
動
面
で
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
電
力
な
ど
の
供
給
が
止
ま
っ
て
い
た
鹿
島
製
作
所
の
生
産
が
停
止
し
、
鹿
島
製

作
所
か
ら
原
料
供
給
を
受
け
て
い
た
淀
川
製
作
所
の
ラ
イ
ン
も
影
響
を
受
け
た
。
さ
ら
に
大
き
な
問
題
だ
っ
た
の
は
、
部
品

調
達
で
あ
っ
た
。
被
災
し
た
東
北
地
方
か
ら
北
関
東
地
方
は
、
多
く
の
電
子
、
機
械
関
係
の
企
業
が
存
在
し
て
い
る
地
域
で

あ
る
。
日
本
で
は
、
ト
ヨ
タ
式
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
部
品
や
材
料
の
在
庫
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
た
生
産
を
し
て

い
る
企
業
が
多
く
、
震
災
の
直
後
か
ら
被
災
地
か
ら
の
部
品
や
材
料
が
届
か
な
い
た
め
に
、
生
産
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
生
じ
た
。
震
災
後
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
は
、
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
な
か
に
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
錯
綜
し
て
い
た
た
め
、
震
災
の
発
生
に
よ
っ
て
初
め
て
被
災
地
域
と
深
く
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
企
業
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
被
災
地
域
の
工
場
か
ら
の
供
給
ス
ト
ッ
プ
は
、
国
内
だ
け
で
な
く

海
外
の
生
産
ラ
イ
ン
に
ま
で
影
響
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

東
北
・
関
東
地
方
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
直
接
調
達
し
て
い
る
一
次
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
だ
け
で
も
一
〇
〇
社
を
超
え
て
い

た
が
、
そ
の
実
態
は
詳
細
に
は
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
本
部
の
メ
ン
バ
ー
は
地
震
発
生
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タ
イ
の
洪
水
に
よ
る
被
災

東
日
本
大
震
災
の
傷
跡
が
、
ま
だ
日
本
中
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
、
タ
イ
で
大
き
な
洪
水
が
発
生
し
た
。
被
災
地
面
積
は
、
約
二
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
、
八
〇
〇
人
以
上
の
人

び
と
が
犠
牲
に
な
り
、
一
千
万
人
以
上
が
影
響
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
洪
水
は
、
七
月
末
に
タ
イ
の
北
部
や
中
部
で

の
記
録
的
な
豪
雨
が
引
き
金
と
な
り
、
そ
の
後
、
南
下
し
て
き
た
洪
水
に
よ
っ
て
北
・
中
部
に
立
地
す
る
工
業
団
地
が
相
次

い
で
浸
水
し
た
。
洪
水
に
よ
っ
て
被
災
し
た
企
業
は
、
日
系
約
四
五
〇
社
を
含
む
八
〇
〇
社
余
り
と
伝
え
ら
れ
た
。
被
災
企

業
に
は
、
タ
イ
の
製
造
業
の
中
核
を
担
う
企
業
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、
タ
イ
経
済
、
そ
し
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
つ

な
が
っ
て
い
る
世
界
各
地
の
生
産
ラ
イ
ン
に
、
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
タ
イ
で
の
生
産
拠
点
で
あ
る
ダ
イ
キ
ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
社
（
Ｄ
Ｉ
Ｔ
）、
ダ
イ
キ
ン
エ

ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
タ
イ
ラ
ン
ド
社
（
Ｄ
Ａ
Ｔ
）、
ダ
イ
キ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社
（
Ｄ
Ｃ
Ｉ
）
の

各
社
は
、
洪
水
被
災
地
域
で
は
な
か
っ
た
た
め
直
接
的
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
洪
水
の
影
響
を

受
け
て
お
り
、
生
産
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
で
は
、
三
社
と
も
が
十
月
に
生
産
の
遅
れ
を
生
じ
、
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
か
ら
の
調
達
の
正
常
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
タ
イ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
生
産
を
展
開
す
る
ダ
イ
キ
ン
に

と
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
製
品
を
供
給
す
る
基
地
で
も
あ
り
、
生
産
ラ
イ
ン
へ
の
影
響
は
全
世
界
に
及
ぶ
可
能
性
を
持
っ
て

い
た
。

そ
の
た
め
、
タ
イ
洪
水
発
生
以
降
、
供
給
困
難
と
な
っ
て
い
た
部
品
の
代
替
開
発
、
な
ら
び
に
復
旧
作
業
を
実
施
し
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
末
に
は
洪
水
の
影
響
を
受
け
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
四
八
社
の
う
ち
、
四
五
社
ま
で
の
部
品
供
給
に
め
ど
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
（
再
開
予
定
二
八
社
、
納
入
再
開
一
七
社
）。
ま
た
、
ダ
イ
キ
ン
の
生
産
ラ
イ
ン
の
本
格
的
な
再
開
を

ス
技
術
者
の
体
制
で
、
土
・
日
曜
日
に
深
夜
ま
で
含
め
た
勤
務
体
制
を
採
り
な
が
ら
、
一い

っ

気き

呵か

成せ
い

に
進
め
て
い
っ
た
。
そ
の

結
果
、
当
初
計
画
を
約
一
カ
月
前
倒
し
し
て
開
発
に
成
功
、
ダ
イ
キ
ン
の
機
会
損
失
の
減
少
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
。
こ
の
と
き
、
震
災
へ
の
対
応
と
し
て
得
ら
れ
た
部
品
の
供
給
可
否
を
確
認
す
る
仕
組
み
は
、
後
述
す
る
タ
イ
の

洪
水
へ
の
対
応
に
お
い
て
も
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
き
、
ダ
イ
キ
ン
の
貴
重
な
経
験
と
財
産
に
な
っ
た
。

短
期
間
に
代
替
部
品
を
調
達
し
、
代
替
開
発
の
前
倒
し
を
実
現
で
き
た
の
は
、
第
一
に
「
絶
対
に
生
産
ラ
イ
ン
を
止
め
な

い
」
と
い
う
熱
い
思
い
を
、
関
連
す
る
多
く
の
人
た
ち
の
間
で
共
有
し
、
実
行
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
社
内
で

積
み
重
ね
て
き
た
地
道
な
努
力
の
存
在
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
本
部
で
は
、
二
年
前
か
ら
電
子
部
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
を
図
り
、
購
入
し
て
い
た
プ
リ
ン
ト
基
板
を
電
子
部
品
に
ま
で
遡
っ
て
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
在
庫
を
把
握
し
は
じ
め
て
い
た
の

で
、
早
急
な
部
品
の
在
庫
調
整
や
調
達
体
制
の
再
構
築
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
デ
バ
イ
ス
技
術
グ
ル
ー
プ
で
は
、
プ
リ

ン
ト
基
板
と
モ
ー
タ
ー
の
技
術
が
な
い
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
、
若
手
技
術
者
に
技
術
を
習
得
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
、
代
替

開
発
の
早
期
達
成
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
た
。

震
災
後
に
発
表
さ
れ
た
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
度
の
実
績
は
、
売
上
高
一
兆
一
六
〇
三
億
円
（
前
年
比
一
三
％
増
）、

営
業
利
益
七
五
五
億
円
（
前
年
比
七
一
％
増
）
と
い
う
増
収
増
益
だ
っ
た
。
見
直
し
予
算
に
比
較
し
て
、
売
り
上
げ
は
や
や

少
な
く
、
営
業
利
益
も
二
五
億
円
の
未
達
で
あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
約
三
〇
億
円
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
で
あ
っ
た
。
大
震
災
に
よ
る
事
業
へ
の
影
響
は
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
の
状
況
か
ら
の
回
復
は
震
災
の
影
響
を
越
え
て
進
ん
で
い
た
。
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日
本
大
震
災
で
あ
っ
た
。
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
東
日
本
大
震
災
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
事
業
に
も

工
場
の
操
業
停
止
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
も
た
ら
し
た
。
一
〇
年
度
の
売
上
高
・
営
業

利
益
は
、
〇
九
年
度
を
大
き
く
上
回
っ
て
Ｖ
字
回
復
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
が
、
営
業
利
益
に
つ
い
て
は
大
震
災
後
の
影
響

も
受
け
、
見
直
し
予
算
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

業
績
が
低
迷
し
た
二
年
間
に
よ
っ
て
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
掲
げ
た
二
〇
一
〇
年
度
の
当
初
目
標
を
実
現
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
ダ
イ
キ
ン
は
、
こ
の
厳
し
い
期
間
に
着
実
に
次
の
時
代
に
つ
な
が
る
布
石
を
打
っ
て
い
た
。

と
く
に
、
〇
八
年
秋
の
時
点
で
、
景
気
低
迷
下
に
あ
っ
て
も
需
要
創
出
で
き
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
た
新
商
品
、「
暖
房

事
業
展
開
の
加
速
」「
ア
プ
ラ
イ
ド
機
器
の
新
製
品
開
発
」「
イ
ン
バ
ー
タ
普
及
機
の
全
世
界
で
の
展
開
（
格
力
電
器
と
の
合

弁
な
ど
）」
に
よ
る
環
境
問
題
へ
の
積
極
貢
献
（
低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
冷
媒
な
ど
）
は
、
こ
の
時
期
に
積
極
的
な
開
発
が
進
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
二
〇
一
〇
年
代
の
戦
略
的
テ
ー
マ
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
策
定

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
四
月
、
一
五
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
戦
略
経
営
計
画
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
が
策
定
さ

れ
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
は
、
副
題
を
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
時
代
を
勝
ち
抜
き
『
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン

ト
企
業
』
を
め
ざ
す
」
と
し
た
。
そ
の
含
意
は
、
二
十
一
世
紀
も
一
〇
年
を
過
ぎ
る
な
か
で
、
経
済
・
産
業
・
社
会
で
従
来

の
認
識
や
思
想
、
価
値
観
が
革
命
的
、
劇
的
に
変
化
す
る
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
」
が
進
行
し
て
お
り
、
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
積
極
果
敢
に
挑
戦
し
、
ス
ピ
ー
ド
あ
ふ
れ
る
変
革

│
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
の
高

度
化
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
キ
ン
は
新
た
な
成
長
・
発
展
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

行
う
の
に
必
要
と
な
る
代
替
品
に
つ
い
て
は
、
代
替
メ
ー
カ
ー
を
中
国
と
日
本
か
ら
選
び
、
供
給
す
る
体
制
を
タ
イ
側
と
ダ

イ
キ
ン
本
社
、
大
金
空
調
（
上
海
）（
Ｄ
Ｉ
Ｓ
）、
ダ
イ
キ
ン
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
社
（
Ｄ
Ｔ
Ｌ
Ｊ
）
が
一
体
と
な
っ
て
対
応
し
た
。

こ
う
し
た
対
応
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

も
う
一
つ
の
問
題
が
、
洪
水
地
域
で
稼
働
し
て
い
た
ダ
イ
キ
ン
製
品
の
点
検
作
業
と
、
被
災
企
業
の
復
興
の
支
援
で
あ
る
。

浸
水
し
た
工
業
団
地
に
は
、
七
五
五
〇
台
の
ダ
イ
キ
ン
製
品
が
納
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
検
に
は
延
べ
七
五
五
チ
ー
ム
が

必
要
で
あ
っ
た
。
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
、
日
本
か
ら
の
応
援
も
送
り
な
が
ら
の
二
カ
月
間
で
、
す
べ
て

の
一
次
点
検
を
終
え
る
計
画
を
立
て
て
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

２　
「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
」
の
実
現
へ

│
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
策
定

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
応

二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
度
に
、
一
四
期
連
続
の
増
収
増
益
を
実
現
し
た
ダ
イ
キ
ン
は
、
〇
八
年
度
か
ら
「
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
10
」
後
半
計
画
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に

端
を
発
し
た
国
際
的
な
金
融
危
機
、
と
く
に
〇
八
年
九
月
に
生
じ
た
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
）
以
降
の
世
界
不
況
に
よ
っ
て
、
計
画
で
示
し
た
売
り
上
げ
は
実
現
で
き
ず
、
増
収
増
益
の
連
続
も
途
切
れ
て
し
ま
っ
た

だ
け
で
な
く
、
〇
八
年
度
、
〇
九
年
度
と
二
年
連
続
し
て
売
り
上
げ
は
減
少
し
た
。
し
か
し
、
市
場
環
境
が
改
善
し
つ
つ

あ
っ
た
一
〇
年
度
に
は
、
Ｖ
字
回
復
を
目
的
に
売
上
高
・
利
益
と
も
に
拡
大
す
る
予
算
を
組
み
、
実
行
し
て
い
っ
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
低
迷
か
ら
、
回
復
を
象
徴
す
る
は
ず
だ
っ
た
二
〇
一
〇
年
度
の
終
わ
り
に
発
生
し
た
の
が
、
東
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け
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
市
場
の
ニ
ー
ズ
か
ら
乖
離
し
て
し
ま
う
と
い
う
、「
優
良
企
業
」
の
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
こ
と
な
く
、

事
業
の
強
化
と
拡
大
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
強
い
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
」
と
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
時
代
を
勝
ち
抜
く
企
業
で
あ
り
、
新

た
な
価
値
を
創
り
出
す
企
業
で
あ
る
。
井
上
会
長
は
、「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
」
に
つ
い
て
、「
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
15
」
の
な
か
で
「
規
模
と
収
益
性
の
両
立
を
図
り
、
成
長
性
と
差
別
性
を
合
わ
せ
持
つ
企
業
で
す
。
ま
た
、
独
自
の

企
業
理
念
を
実
践
・
体
現
す
る
こ
と
で
、
世
界
中
の
お
客
様
に
喜
ば
れ
、
信
頼
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
る
企
業
で
も
あ
り
ま
す
。

…
そ
し
て
何
よ
り
も
、
変
化
や
危
機
を
バ
ネ
と
し
て
、
勇
気
と
英
知
で
新
た
な
道
を
切
り
拓
き
、
進
化
し
続
け
る
企
業
こ
そ

が
『
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
』
と
呼
ば
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら

に
「『
勝
ち
残
る
た
め
に
変
わ
り
続
け
る
こ
と
』
が
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
に
新
た
な
成
長
発
展
を
も
た
ら
し
ま
す
。
ダ
イ

キ
ン
グ
ル
ー
プ
で
働
く
一
人
ひ
と
り
が
、
日
々
新
た
な
想
い
で
高
い
目
標
に
挑
戦
し
、
自
己
変
革
し
て
い
く
こ
と
が
『
真
の

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
』
と
い
う
形
で
結
実
し
ま
す
。
夢
を
抱
き
、
明
る
く
、
逞
し
く
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て

『
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
』
を
実
行
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
、
グ
ル
ー
プ
全
員
に
対
し
鼓
舞
し
て
い
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
提
示
さ
れ
た
二
〇
一
五
年
度
の
定
量
的
な
目
標
（「
あ
り
た
い
姿
」）
は
、
売
上
高
二
兆
円
以
上
、

営
業
利
益
率
一
〇
％
以
上
、
海
外
事
業
比
率
七
〇
％
以
上
で
あ
っ
た
。
一
〇
年
度
の
売
上
高
が
一
兆
一
六
〇
三
億
円
で
あ
っ

た
か
ら
、
五
年
間
で
約
二
倍
に
成
長
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
営
業
利
益
率
は
六
・
五
％
か
ら
の
大
幅
ア
ッ

プ
、
海
外
事
業
比
率
は
六
一
％
だ
っ
た
の
で
、
売
上
高
の
増
加
も
考
慮
す
る
と
、
絶
対
的
な
海
外
事
業
は
大
幅
な
拡
大
を
目

標
と
し
て
い
た
。
中
間
年
度
で
あ
る
一
三
年
度
の
計
画
は
、
売
上
高
一
兆
六
千
億
円
、
営
業
利
益
一
三
〇
〇
億
円
、
利
益
率

八
・
一
％
、
海
外
事
業
比
率
六
五
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
主
力
事
業
で
あ
る
空
調
と
化
学
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
一
五
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
二
つ
の
時
期
に
分
け
、
一
一
〜
一
三
年
度

に
つ
い
て
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
取
り
込
む
新
た
な
発
展
基
盤
の
確
立
の
時
期
と
し
、
後
半
を
「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ

ク
セ
レ
ン
ト
企
業
」
実
現
の
時
期
と
規
定
し
た
。
前
半
期
は
、
産
業
・
社
会
構
造
の
大
変
化
の
な
か
に
新
た
な
成
長
の
源
泉

を
見
出
し
、
そ
の
成
果
創
出
の
発
展
基
盤
を
急
ピ
ッ
チ
で
構
築
す
る
と
し
て
、
初
年
度
か
ら
目
標
達
成
に
こ
だ
わ
る
こ
と
を

目
指
し
た
。

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
必
要
性
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
的
に
も
社
内
的
に
も
当
然
と
考
え
ら
れ
て
い
た
多
く
の
点
に
つ
い
て

指
摘
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
先
進
国
」「
ハ
イ
エ
ン
ド
」
を
重
視
し
て
き
た
市
場
戦
略
、
自
前
中
心
の
事
業
運
営
、
先
進
技

術
を
追
求
し
た
商
品
の
開
発
、
自
社
垂
直
統
合
に
よ
る
生
産
供
給
、
各
地
個
別
の
人
材
確
保
・
育
成
・
配
置
、
日
本
人
主
体

の
拠
点
運
営
な
ど
、
ダ
イ
キ
ン
の
こ
れ
ま
で
の
強
み
の
背
景
に
な
っ
て
い
た
部
分
に
ま
で
、
踏
み
込
ん
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
い
っ
て
も
、
す
べ
て
を
全
く
逆
の
方
向
に
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。「
先
進
国
」

「
ハ
イ
エ
ン
ド
」
市
場
は
今
後
も
重
要
で
あ
る
が
、
従
来
以
上
に
「
新
興
国
」「
中
間
層
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
」
に
重
点
を
置

く
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
先
進
技
術
を
追
求
し
た
商
品
開
発
は
ダ
イ
キ
ン
の
強
み
で
あ
る
か
ら
、
つ

ね
に
維
持
強
化
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
意
識
的
に
既

存
技
術
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
ロ
ー
コ
ス
ト
な
商
品
の
開
発
を
重
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

強
み
は
強
み
と
し
て
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
延
長
線
上
だ
け
で
考
え
て
い
る
と
、
時
代
の
変
化
・
市
場
の
変
化
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
な
い
し
、
変
化
に
対
応
し
た
戦
略
を
採
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
の
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
』（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
、
Ｃ
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
の
著
書
。
本
書
で

破
壊
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
理
論
を
確
立
し
た
）
で
指
摘
さ
れ
た
、「
優
良
企
業
」
が
「
持
続
的
技
術
」
の
向
上
に
注
力
し
続
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す
る
、
と
あ
る
。

三
番
目
の
③
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
拡
大
で
は
、
よ
り
良
い
環
境
社
会
を
実
現
す
る
切
れ
目
な
い
商
品
・
技
術
開

発
に
よ
る
「
環
境
経
営
」
先
進
企
業
の
実
現
を
課
題
と
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
後
半
三
年
間
で
、

ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
従
来
の
イ
ン
バ
ー
タ
等
だ
け
で
な
く
暖
房
や
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業
に
も
広
が
り
、

大
き
く
開
花
し
た
が
、
そ
う
し
た
成
果
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
々
の
問
題
と
し
て
は
冷
媒
問
題

が
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
で
も
確
実
に
、
し
か
も
積
極
的
な
対
応
を
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
貢
献
し
て
い
く
、
と
し
て

い
る
。
地
域
・
国
ご
と
に
進
展
す
る
環
境
規
制
を
先
取
り
し
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、
新
た
な
事
業

創
出
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
他
社
と
の
提
携
・
連
携
に
よ
っ
て
不
足
を
補
い
、
従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
規
制
づ
く
り
を
自

の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
改
め
て
目
標
と
さ
れ
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
新
成
長
戦
略
テ
ー
マ

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
向
こ
う
五
年
間
の
発
展
方
向
と
戦
略
方
針
を
「
全
社
コ
ア
戦
略
一
一
テ
ー
マ
」
と

し
て
示
し
た
。
全
社
コ
ア
戦
略
は
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
た
。

第
一
の
、
時
代
の
変
化
を
成
長
と
し
て
取
り
込
む
「
新
成
長
戦
略
テ
ー
マ
」
に
は
、
四
つ
の
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
て
い
た

（
図
７
│

３
）。
最
初
の
①
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
本
格
参
入
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
あ
ら
ゆ
る
市
場
で
「
次
の

欲
し
い
」
を
先
取
り
し
、
市
場
と
と
も
に
成
長
す
る
多
国
籍
企
業
を
実
現
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。
市
場
と
し
て
は
、
イ

ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
最
重
点
国
と
し
て
事
業
の
垂
直
立
ち
上
げ
を
行
い
、
ト
ル
コ
、
中
東
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ロ
シ
ア
Ｃ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
抜
本
的
に
見
直
し
て
成
長
ペ
ー
ス
を
加
速
さ
せ
て
い
く
と
し
た
。
ま
た
化
学
事
業
は
、

ま
ず
中
国
市
場
に
重
点
化
し
た
戦
略
的
商
品
の
拡
販
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
二
〇
一
五
（
平
成

二
十
七
）
年
度
ま
で
に
海
外
事
業
を
絶
対
的
に
急
増
さ
せ
て
い
き
、
そ
の
牽
引
役
を
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
本

格
参
入
が
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

二
番
目
の
②
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
展
開
で
は
、
顧
客
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
な
か

で
、
個
々
の
ハ
ー
ド
機
器
だ
け
で
な
く
ハ
ー
ド
と
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
の
提
案
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
な
ど

で
顧
客
の
志
向
を
取
り
込
み
、
そ
れ
に
応
え
て
い
く
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
拡
大
を
、
空
調
・
化
学
の
両
事
業
分
野
で
注

力
し
て
い
く
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
ダ
イ
キ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
地
域
の
市
場
成
熟
度

に
合
わ
せ
て
商
品
・
提
案
内
容
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
み
、
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦

図 7─3　「フュージョン 15」のテーマ

〈1〉新興国・ボリュームゾーンへの本格参入
〈2〉顧客ニーズに応えるソリューション事業の展開
〈3〉環境イノベーション事業の拡大
〈4〉提携・連携、M&Aによる成長の加速

全社コア戦略 11テーマの推進・実行

Ⅰ．新成長戦略 4テーマ
～時代の変化を成長として取り込む
　イノベーションの実行

〈1〉商品開発力・生産力・調達力・品質力の刷新
〈2〉グローバル・マーケティング機能の強化
〈3〉IT武装の徹底推進
〈4〉収益力の抜本的強化

Ⅱ．経営体質の革新 4テーマ
～新たな時代を勝ち抜く経営基盤の高度化

〈1〉ダイキングループの競争優位の源泉である
「人基軸の経営」の実践と高度化

〈2〉従来延長線上でない質的人材の確保・育
成策のスピード上げての展開

〈3〉経営の現地化のスピードアップと本社・
現地双方向のコミュニケーションの促進

Ⅲ．「人を基軸におく経営」を基盤とした
人材力の強化 3テーマ

「フュージョン 15」の冊子の表紙
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二
番
目
の
②
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
強
化
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
を
全
社
あ
げ
て
急
ピ
ッ

チ
に
展
開
し
、
新
市
場
へ
の
参
入
、
新
商
品
・
新
事
業
の
創
出
な
ど
、
競
合
他
社
よ
り
先
を
行
く
戦
略
の
構
築
と
実
行
を
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
意
思
決
定
す
る
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
の
飛
躍
的
な
高
度
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
。
そ
の
た
め
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
本
部
を
新
設
し
て
機
能
の
中
枢
を
担
わ
せ
、
地
域
に
密
着
し
た
詳
細
な

ロ
ー
カ
ル
情
報
の
獲
得
、
各
地
域
の
情
報
を
突
き
合
わ
せ
た
全
社
総
合
的
な
分
析
・
解
釈
、
経
営
ト
ッ
プ
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト

な
情
報
提
供
を
推
進
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
空
調
事
業
で
は
八
地
域
拠
点
で
地
域
支
配
人
に
直
結
し
た
地
域
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
機
能
を
強
化
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
本
部
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
地
域
に
お
け
る
情
報
収
集
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
た
。

三
番
目
の
③
Ｉ
Ｔ
武
装
の
徹
底
推
進
で
は
、
急
激
な
環
境
変
化
へ
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
、
経
営
の
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
支
え
る
情
報
武
装
機
能
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
強
化
・
刷
新
を
図
る
と
し
た
。
ダ

イ
キ
ン
は
、
個
別
的
に
は
Ｉ
Ｔ
利
用
が
進
ん
で
い
た
が
、
グ
ル
ー
プ
全
体
を
包
括
す
る
よ
う
な
仕
組
み
は
不
十
分
で
あ
り
、

求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
か
ら
は
、
課
題
が
大
き
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
事
業
・
各
部
門
で
は
業
務
刷

新
の
観
点
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
情
報
の
見
え
る
化
（
情
報
の
一
元
管
理
）、
業
務
プ
ロ
セ
ス
・
管
理
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化
、
Ｉ
Ｔ

イ
ン
フ
ラ
の
統
合
集
約
・
共
通
化
に
取
り
組
み
、
グ
ル
ー
プ
の
ど
こ
に
い
て
も
同
じ
管
理
基
準
に
基
づ
い
た
必
要
な
情
報
が

タ
イ
ム
リ
ー
に
入
手
で
き
、
迅
速
か
つ
精
度
の
高
い
意
思
決
定
に
資
す
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

四
番
目
の
④
収
益
力
の
抜
本
的
強
化
で
は
、
固
定
費
が
高
く
、
利
益
が
出
に
く
い
体
質
で
あ
る
こ
と
を
問
題
に
し
、
損
益

分
岐
点
比
率
と
固
定
費
比
率
の
低
下
を
、
積
極
的
な
設
備
投
資
を
行
い
な
が
ら
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
た
。

ら
主
導
す
る
ロ
ビ
ー
活
動
に
も
い
っ
そ
う
注
力
す
る
、
こ
と
を
方
針
と
し
て
い
た
。

四
番
目
の
④
提
携
・
連
携
・
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
成
長
の
加
速
で
は
、
北
米
住
宅
市
場
で
メ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
基
盤
を
持
つ
ユ

ニ
タ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
市
場
へ
の
橋

き
ょ
う

頭と
う

堡ほ

と
も
な
る
ト
ル
コ
空
調
メ
ー
カ
ー
な
ど
、
こ
の
あ
と
実
現
す
る

買
収
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

 「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
経
営
体
質
革
新
テ
ー
マ

第
二
の
、
新
た
な
時
代
を
勝
ち
抜
く
た
め
の
「
経
営
体
質
の
革
新
テ
ー
マ
」
も
、
四
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

最
初
の
、
①
商
品
開
発
力
・
生
産
力
・
調
達
力
・
品
質
力
の
刷
新
で
は
、
新
興
国
な
ど
拡
大
す
る
市
場
、
細
分
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
商
品
を
切
れ
目
な
く
タ
イ
ム
リ
ー
に
出
し
続
け
、
競
合
メ
ー
カ
ー
を
圧
倒
す
る
品
揃
え
と
商
品
力
を
実
現
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
モ
ノ
づ
く
り
力
（
商
品
開
発
力
・
生
産
力
・
調
達
力
・
品
質
力
の
刷
新
）
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
固
有
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
品
開
発
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
う
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
ザ
ー
拠
点
と
し
て
の
ダ
イ
キ
ン
工
業（
Ｄ
Ｉ
Ｌ
）＋
地
域
拠
点
（
六
地
域
一
〇
拠
点
）
の
自
立
分
散
型
開
発
体
制
を
構
築
し

て
い
く
。
ま
た
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
向
け
の
商
品
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
こ
う
し
た
市
場
に
向
け
た
商

品
開
発
を
行
い
、
提
供
し
て
き
た
が
、
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
飛
躍
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
抜
本
的
な
対
応
の
必
要
性

が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
世
界
最
安
コ
ス
ト
の
実
現
に
向
け
て
、
生
産
本
部
、
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
本
部
も
参
画
し
て
品
質
基
準

を
見
直
し
、
集
中
購
買
拡
大
な
ど
の
調
達
・
品
質
戦
略
を
具
体
化
し
た
う
え
で
開
発
を
行
う
、
と
し
た
。
そ
し
て
、
重
点
技

術
開
発
テ
ー
マ
と
し
て
、
環
境
、
ロ
ー
コ
ス
ト
化
、
コ
ア
技
術
・
基
盤
技
術
の
三
分
野
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
技
術
開
発
を

行
う
と
し
た
。
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以
上
の
、
三
つ
の
テ
ー
マ
を
進
め
て
い
く
た
め
の
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
、
①
「
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
」「
人
を
基
軸
に
お

く
経
営
」
の
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
へ
の
さ
ら
な
る
浸
透
と
高
度
化
、
②
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活

か
し
た
採
用
力
の
強
化
、
③
事
業
拡
大
を
担
う
人
材
育
成
・
配
置
の
加
速
、
④
多
様
な
人
材
の
活
用
推
進
、
能
力
発
揮
の
場

の
拡
大
、
⑤
世
界
の
各
拠
点
で
当
社
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に
貢
献
し
、
挑
戦
す
る
人
に
報
い
る
競
争
力
あ
る
人
事
・
処
遇
制
度

の
構
築
、
の
五
つ
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
人
事
戦
略
の
必
要
性
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ

て
き
た
が
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
示
さ
れ
た
内
容
は
、
従
来
と
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト

企
業
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
、
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
の
拡
大
を
可
能
と
す
る
た
め
の
「
採
用
」「
育
成
・
配
置
」「
評
価
・

処
遇
」
の
三
位
一
体
の
戦
略
で
あ
り
、
日
本
を
中
心
に
し
た
発
想
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
空
間
軸
に
よ
る
発
想
に
な
っ

て
い
る
。

な
お
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
全
社
コ
ア
戦
略
は
、
当
初
一
一
テ
ー
マ
で
策
定
し
た
が
ス
タ
ー
ト
時
の
東
日
本
大
震
災

の
発
生
に
よ
っ
て
、
急
遽
「
東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
の
日
本
事
業
の
体
質
強
化
・
再
検
証
』
が
新
し
い
課
題
と
し
て

追
加
さ
れ
、
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
全
社
を
挙
げ
た
節
電
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
全
国
展
開
や
、
工
場
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
対
策
な
ど
へ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
っ
た
。

新
体
制
の
ス
タ
ー
ト

│
十
河
社
長
の
就
任

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
点
で
、
ダ
イ
キ
ン
の
新
た
な
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
人
事
が
発
表
さ
れ
た
。

岡
野
幸
義
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
が
退
任
し
て
相
談
役
と
な
り
、
新
た
に
十
河
政
則
取
締
役
専
務
執
行
役
員
が
、
代
表

取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
高
木
克
彦
副
社
長
執
行
役
員
は
特
別
顧
問
に
な
る
と
と
も
に
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
本
社

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
人
材
力
の
強
化
を
図
る
テ
ー
マ

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
「
全
社
コ
ア
戦
略
一
一
テ
ー
マ
」
の
三
つ
め
の
グ
ル
ー
プ
は
、「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
基

盤
と
し
て
「
人
材
力
の
強
化
を
図
る
テ
ー
マ
」
で
あ
る
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
掲
げ
ら
れ
た
大
き
な
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
求
め
ら
れ
る
人
材
は
、
質
的
に
も
、
量
的
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
に
な
る
。
そ
の

た
め
に
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
前
提
と
す
る
抜
本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
問
題
意
識
に
よ
っ
て
打
ち
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
テ
ー
マ
は
、
①
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
競
争
優
位
の
源
泉
で
あ
る
「
人
を
基
軸
に
お
く
経

営
」
の
実
践
と
高
度
化
で
あ
る
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
に
磨
き

を
か
け
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
営
幹
部
が
そ
の
担
い
手
と
し
て
理
解
・
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
グ

ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
の
隅
々
ま
で
の
浸
透
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。

二
番
目
は
、
②
従
来
の
延
長
線
上
に
な
い
質
的
人
材
の
確
保
・
育
成
策
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
の
展
開
で
あ
る
。
人
材
力

の
強
化
を
加
速
す
る
た
め
に
、
空
調
ナ
ン
バ
ー
１
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か
し
た
採
用
力
の
強
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
の
構
築
、
国
・
地
域
を
越
え
て
の
人
の
配
置
、
質
的
人
材
に
訴
求
す
る
評
価
・
処
遇
制
度
の
構
築
な
ど
、「
採
用
」「
育

成
・
配
置
」「
評
価
・
処
遇
」
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
人
事
制
度
の
構
築
を
目
指
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
推
進
す
る
こ
と
が

方
針
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
。

三
番
目
は
、
③
経
営
の
現
地
化
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
本
社
・
現
地
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
各
社
が
自
立
し
て
、
縦
横
無
尽
に
ス
ピ
ー
ド
あ
る
戦
略
実
行
を
行
う
た
め
に
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
財
務
戦
略
、

商
品
開
発
な
ど
の
戦
略
機
能
の
現
地
化
を
進
め
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
各
社
と
ダ
イ
キ
ン
工
業
と
の
強

い
絆
と
、
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
グ
ル
ー
プ
総
合
力
の
発
揮
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
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新
た
に
社
長
に
就
任
し
た
十
河
政
則
は
、
北
海
道
出
身
で
一
九
七
三
年
四
月
に
入
社
し
、
九
五
年
一
月
に
総
務
部
担
当
部

長
兼
秘
書
課
長
、
九
六
年
六
月
の
秘
書
室
長
を
経
て
、
二
〇
〇
二
年
六
月
に
取
締
役
に
就
任
、
〇
四
年
六
月
に
は
常
務
執
行

役
員
、
〇
七
年
六
月
に
は
取
締
役
専
務
執
行
役
員
と
な
り
、
人
事
、
総
務
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当

し
て
き
た
。

十
河
新
社
長
は
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
で
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
を
三
つ
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
は
、

ダ
イ
キ
ン
の
良
き
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
一
つ
で
あ
る
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
の
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
へ
の
浸
透
で
あ
る
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
目
標
を
達
成
す
る
最
大
の
カ
ギ
は
、
人
材
力
の
強
化
で
あ
り
、
そ
れ
は
単
に
多
く
の
知
識
や
ス
キ

ル
を
有
す
る
人
材
で
は
な
く
、
会
社
の
軸
で
あ
る
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
の
考
え
方
に
共
感
し
、
理
解
し
、
実
践
す
る

人
材
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
チ
ー
ム
の
力
を
最
大
化
す
る
、
と
述
べ
た
。

第
二
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
を
ス
ピ
ー
ド
上
げ
て
徹
底
し
て
実
行
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
自
ら
に
与

え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
環
境
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
ま
す
ま
す
加
速
す
る
な
か
で
、
実
行
の
ス
ピ
ー
ド
を
優
先
し
、

走
り
な
が
ら
修
正
し
て
い
く
、
と
し
た
。

第
三
は
、
勝
ち
残
る
た
め
に
〈
変
革
し
続
け
る
〉
企
業
で
あ
り
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
変
化
を
先
取
り
し
、
変
化

に
素
早
く
対
応
し
、
勝
ち
残
る
た
め
に
変
わ
り
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
企
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
た
。

井
上
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
十
河
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
よ
る
新
体
制
は
、
そ
の
後
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
十
河
社
長
に
引
き
継
が
れ
る

二
〇
一
四
年
六
月
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。

会
長
と
米
国
マ
ッ
ケ
イ
社
顧
問
に
な
っ
た
。
取
締
役
副
社
長
執
行
役
員
に

は
、
川
村
群
太
郎
副
社
長
が
留
任
し
た
ほ
か
に
、
田
谷
野
憲
専
務
執
行
役

員
（
中
国
在
勤
）
が
中
国
地
域
代
表
担
当
、
大
金
中
国
投
資
有
限
公
司
董

事
長
総
経
理
兼
務
で
、
三
中
政
次
常
務
執
行
役
員
（
ベ
ル
ギ
ー
在
勤
）
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
中
近
東
・
ア
フ
リ
カ
空
調
地
域
代
表
担
当
、
ダ
イ
キ
ン

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
取
締
役
社
長
兼
務
で
、
そ
し
て
蛭
子
毅
取
締
役
常
務
執
行

役
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
取
締
役
副
社
長
執
行
役
員
に
就
任
し
た
。
取

締
役
一
〇
名
か
ら
一
名
の
退
任
、
三
名
の
新
任
（
う
ち
非
常
勤
一
名
）
に

よ
っ
て
一
二
名
に
、
執
行
役
員
は
二
九
名
か
ら
四
名
の
退
任
、
二
名
の
新

任
に
よ
っ
て
二
七
名
（
う
ち
取
締
役
兼
務
九
名
）
と
な
っ
た
。
専
任
役
員

は
、
一
四
名
か
ら
三
名
退
任
、
五
名
新
任
で
一
六
名
と
な
っ
た
。
新
取
締
役
（
非
常
勤
）
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ホ
ー
レ
ル

ベ
ー
ケ
専
務
専
任
役
員
が
、
ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
取
締
役
会
長
兼
務
で
就
任
し
、
海
外
拠
点
出
身
の
外
国
人
と
し
て
初

め
て
取
締
役
と
な
っ
た
。
ま
た
、
執
行
役
員
・
専
任
役
員
で
も
三
名
の
外
国
人
幹
部
を
登
用
す
る
な
ど
、
従
来
以
上
に
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
反
映
し
た
役
員
人
事
と
な
っ
た
。
役
員
人
事
は
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
六
月
の
株
主
総
会
で
承
認

さ
れ
、
七
月
一
日
か
ら
新
た
な
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
年
の
新
体
制
に
つ
い
て
井
上
礼
之
会
長
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
二
期
連
続
減
益
か
ら
回
復
し
て
、
空
調
グ

ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
実
現
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

て
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
を
実
行
し
て
い
く
た
め
の
経
営
体
制
の
強
化
の
年
、
で
あ
る
と
語
っ
た
。

井上会長兼CEOと十河社長兼COO
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課
題
と
部
門
別
重
点
五
五
課
題
が
予
算
と
し
て
織
り
込
ま
れ
た
が
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
も
と
で
予
算
を
実
行
す
る
た
め
、

未
展
開
施
策
に
つ
い
て
は
早
い
段
階
で
方
向
性
を
明
確
に
し
、
期
限
の
設
定
と
責
任
者
を
配
置
す
る
な
ど
徹
底
的
に
詰
め
抜

く
と
と
も
に
、
重
点
課
題
に
つ
い
て
は
毎
月
、
達
成
度
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
全
社
的
重
点

課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
①
イ
ン
ド
な
ど
新
興
国
で
の
「
量
の
拡
大
を
利
益
の
拡
大
に
結
び
付
け
て
の
業
績
化

の
加
速
」、
②
「
ラ
イ
バ
ル
に
絶
対
に
勝
て
る
コ
ス
ト
」
を
目
指
し
た
変
動
費
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
極
大
化
、
③
収
益
重
視
の

観
点
か
ら
の
売
価
政
策
の
実
行
（
国
内
空
調
）、
④
空
調
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
競
争
力
の
再
構
築
に
向
け
た
構
造
改
革
の
完
遂
、

⑤
国
内
空
調
、
空
調
中
国
、
化
学
で
の
施
策
展
開
の
さ
ら
な
る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
⑥
抜
本
的
収
益
改
善
に
向
け
た
構
造
改

革
の
断
行
（
ア
プ
ラ
イ
ド
、
Ａ
Ａ
Ｆ
、
低
温
、
電
子
な
ど
）、
⑦
ク
レ
ー
ム
コ
ス
ト
の
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み
施
策
の
確
実

な
実
行
と
実
績
化
の
加
速
、
⑧
グ
ル
ー
プ
全
体
の
競
争
力
向
上
と
身
軽
な
体
質
の
構
築
に
向
け
た
全
社
課
題
、
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
二
年
度
は
、
改
訂
予
算
に
よ
っ
て
数
値
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
売
上
高
一
兆
二
九
五
〇
億
円
、
営
業
利
益
八
七
〇
億

円
と
な
り
、
実
績
は
売
上
高
一
兆
二
九
〇
九
億
円
、
営
業
利
益
八
八
六
億
円
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
は
、
改
訂
予
算
に
は

近
い
売
上
高
で
、
増
収
増
益
も
実
現
し
た
。

ま
た
、
一
二
年
八
月
に
は
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収
が
発
表
さ
れ
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
規
模
は
量
的
に
拡
大
し
、

新
た
な
資
源
と
可
能
性
が
広
が
っ
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
後
半
計
画
」
に
つ
な
ぐ

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
末
、
経
営
企
画
室
は
「
Ｆ
15
」
後
半
計
画
に
向
け
て
、
Ｆ
15
コ
ア
戦
略
加
速
の
観
点
か
ら

一
三
年
度
に
集
中
し
て
取
り
組
む
重
点
一
二
テ
ー
マ
を
作
成
し
た
。
一
二
テ
ー
マ
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
後
半
計
画
」
に

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
展
開

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
コ
ア
戦
略
テ
ー
マ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
一
一
テ
ー
マ
あ
り
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
四

月
の
ス
タ
ー
ト
時
点
で
の
実
行
テ
ー
マ
は
、
二
六
七
あ
っ
た
。
同
年
十
一
月
末
の
段
階
で
、
イ
ン
ド
と
ブ
ラ
ジ
ル
で
事
業
が

立
ち
上
が
り
、
ト
ル
コ
で
も
買
収
に
よ
っ
て
拡
販
の
足
が
か
り
を
構
築
す
る
な
ど
、
す
で
に
具
体
的
な
進
展
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
通
貨
危
機
の
影
響
が
依
然
と
し
て
深
刻
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
先
進
国
の
市
場
環
境

は
芳か

ん
ば

し
く
な
く
、
市
場
環
境
が
不
透
明
で
あ
る
と
い
う
問
題
や
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
開
発
の
遅
れ
、
日
本
で
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
内
容
が
テ
ー
マ
化
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
少
な
く
な
い
問
題
が
生
じ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
二
六
七
の
テ
ー
マ
の
な
か
で
、
い
ま
緊
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
精
査
し
、
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
「
優
先
順
位
」
を
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
課
題
と
解
決
の
方
向
性
と
し
て
重
視
さ
れ
た
の

が
、
先
進
国
の
落
ち
込
み
分
を
リ
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
新
興
国
で
の
事
業
拡
大
の
加
速
と
収
益
性
の
改
善
、
新
興
国
市
場
に

特
化
し
た
商
品
開
発
の
急
務
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
に
よ
る
地
域
拠
点
・
販
社
、
お
よ
び
関
連
部
門
と
連
携
し
な
が
ら
の

戦
略
推
進
、
販
売
／
商
品
戦
略
の
横
串
で
の
フ
ォ
ロ
ー
の
強
化
な
ど
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
一
年
度
予
算
は
、
当
初
は
売
上
高
一
兆
三
一
〇
〇
億
円
、
営
業
利
益
八
五
〇
億
円
で
あ
っ
た
が
、
改
訂
予
算
で
は

そ
れ
ぞ
れ
一
兆
三
二
〇
〇
億
円
、
営
業
利
益
九
二
〇
億
円
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
結
果
は
、
売
上
高
一
兆
二
一

八
七
億
円
、
営
業
利
益
八
一
二
億
円
と
、
前
年
度
に
比
較
し
て
増
収
増
益
基
調
は
維
持
し
た
が
、
予
算
規
模
に
は
達
し
な

か
っ
た
。
ま
た
、
テ
ー
マ
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
早
急
に
実
施
す
べ
き
も
の
に
優
先
順
位
を
つ
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未

展
開
施
策
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。

二
〇
一
二
年
度
予
算
は
、
売
上
高
一
兆
三
八
〇
〇
億
円
、
営
業
利
益
一
千
億
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、
全
社
重
点
八
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初
予
算
は
、
売
上
高
一
兆
七
一
〇
〇
億
円
、
営
業
利
益
一
二
〇
〇
億
円
で
あ
っ
た
。
一
三
年
度
は
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
後
半

計
画
」
に
つ
な
ぐ
中
間
年
度
と
し
て
、
短
期
利
益
を
重
視
し
て
収
益
力
の
強
化
を
目
指
す
こ
と
が
基
本
方
針
で
あ
る
。
重
点

課
題
と
し
て
は
、
①
国
内
空
調
で
の
円
安
影
響
を
吸
収
す
る
「
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
思
い
切
っ
た
売
価
ア
ッ
プ
戦

略
」
の
実
行
、
②
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
主
導
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
│

Ｇ
）
一
丸
と
な
っ
て
の
収
益
力
強
化
策
の
展
開
、
③
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
販
売
力
お
よ
び
商
品
力
（
コ
ス
ト
競
争
力
含
む
）
の
い
っ
そ
う
の
強
化
に
よ
る
Ｖ
字
回
復
の
必
達
、
④
化

学
事
業
で
の
用
途
開
発
の
加
速
と
収
益
力
の
抜
本
的
強
化
、
⑤
ラ
イ
バ
ル
と
の
競
争
に
打
ち
勝
つ
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

の
実
行
、
⑥
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
の
利
益
極
大
化
に
向
け
た
生
産
・
供
給
戦
略
の
立
案
、
⑦
不
採
算
事
業
の
撲
滅
、
⑧

Ｐ
Ａ
事
業
、
Ｒ
Ａ
事
業
に
次
ぐ
、「
第
三
の
柱
」
を
目
指
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
空
気
事
業
戦
略
の
立
案
と
展
開
、
⑨
全
社
フ

リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
極
大
化
に
向
け
た
在
庫
の
抜
本
削
減
、
⑩
投
資
回
収
の
加
速
、
全
社
業
績
の
も
う
一
段
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向
け
た
旧
Ｏ
Ｙ
Ｌ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
社
で
の
業
績
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
年
に
は
、
前
述
し
た
部

門
別
重
点
課
題
は
七
〇
課
題
に
ま
で
増
加
し
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
が
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
策
定
後
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
に
至
る
ま
で
の
全
社
的

な
課
題
は
、
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
諸
課
題
は
、
ど
の
よ
う
に
各
部
門
、
各
地
域
の
事
業
に

お
い
て
実
施
さ
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
事
業
の
先
頭
に
立
つ
ダ
イ
キ
ン
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
果
敢
に
取
り
組

ん
で
き
た
の
か
、
新
た
な
問
題
は
ど
の
よ
う
に
生
じ
、
そ
れ
に
対
処
し
て
き
た
の
か
を
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。

向
け
て
の
戦
略
課
題
を
中
心
に
三
テ
ー
マ
、
一
三
年
度
中
の
業
績
化
に
向
け
て
の
課
題
を
中
心
に
九
テ
ー
マ
で
あ
り
、
後
半

計
画
の
中
心
課
題
な
る
も
の
を
指
摘
し
た
。
前
者
の
テ
ー
マ
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
「
発
展
の
方
向
」
に
向
け
て
、

「
も
う
一
段
の
拡
大
策
」
の
立
案
・
実
行
を
急
ぐ
た
め
の
三
テ
ー
マ
で
、
①
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
戦
略
、
②
空
調

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
、
③
燃
焼
技
術
も
含
め
た
暖
房
・
給
湯
市
場
へ
の
本
格
参
入
、
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

新
興
国
市
場
に
つ
い
て
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
目
標
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
る
が
、
先
進
国
市
場
で
伸
び
悩
み
が
見
ら

れ
る
な
か
で
「
計
画
を
都
度
、
上
方
修
正
」
す
る
役
割
に
つ
い
て
は
十
分
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
し
、
牽
引
役
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
戦
略
実
行
が
求
め
ら
れ
た
。
と
く
に
、
蘇
州
新
工
場
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
の
フ

ル
生
産
に
よ
る
コ
ス
ト
競
争
力
の
向
上
が
、
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
柱
と
な
る
北
米
と

日
本
で
目
標
が
達
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
展
開
の
加
速
が
必
至
で
あ
り
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
で
の
立
ち
上
げ
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

一
二
テ
ー
マ
で
は
、
ま
ず
地
域
や
部
署
を
越
え
て
対
応
す
る
横
串
機
能
を
発
揮
し
、「
過
去
延
長
に
な
い
」
視
点
で
取
り

組
む
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
、
五
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
①
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
、
②
間
接
材
の
「
過
去
延
長
に
な
い
」
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
物
流
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
④
Ｉ
Ｔ
投
資
の
効
率
的

運
用
、
⑤
グ
ロ
ー
バ
ル
全
体
で
の
ク
レ
ー
ム
コ
ス
ト
削
減
で
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
が
、
不
採
算
事
業
撲
滅
の
四
テ
ー
マ
で
、
①
国
内
給
湯
事
業
、
②
海
上
コ
ン
テ
ナ
、
③
油
機
中
国
、
④
フ
ィ
ル

タ
ー
事
業
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
一
二
の
テ
ー
マ
を
、
二
〇
一
二
年
度
中
に
具
体
化
し
た
う
え
で
、
一
三
年
度
を
迎

え
る
後
半
計
画
に
向
け
た
弾
み
を
つ
け
て
い
こ
う
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
三
年
度
予
算
は
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収
後
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
気
に
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
。
当
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を
加
え
、
地
域
に
適
応
し
た
商
品
を
切
れ
目
な
く
開
発
・
供
給
し
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
開
発
力
を
強
化
す
る
た
め
、
ミ
ネ

ア
ポ
リ
ス
の
マ
ッ
ケ
イ
工
場
内
に
ア
プ
ラ
イ
ド
開
発
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

二
〇
〇
七
年
時
点
で
、
す
で
に
日
本
で
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
イ
ン
バ
ー
タ
比
率
は
一
〇
〇
％
に
達
し
て
い
た
が
、
世
界

最
大
の
市
場
で
あ
る
中
国
で
は
七
％
、
北
米
と
中
南
米
で
は
〇
％
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
二
〇
％
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
で

は
六
％
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
以
外
の
イ
ン
バ
ー
タ
化
率
は
低
い
水
準
で
あ
っ
た
。
イ
ン
バ
ー
タ
で
高
い
技
術
力
を
持
ち
、

イ
ン
バ
ー
タ
製
品
を
供
給
し
て
き
た
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
、
世
界
各
地
域
の
市
場
が
イ
ン
バ
ー
タ
市
場
に
発
展
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
新
興
国
に
お
け
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
中
心
の
市
場
で
は
、
価
格
の
高
い
イ
ン
バ
ー
タ
製
品
へ

の
移
行
は
容
易
で
は
な
い
。
市
場
の
変
化
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
市
場
の
変
化
を
創
り
出
す
こ
と
が
ダ
イ
キ
ン
の
技
術
力
を

活
か
す
た
め
に
も
、
ま
た
地
球
環
境
に
と
っ
て
も
必
要
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
格
力
電
器
と
の
提
携
は
、
イ
ン
バ
ー
タ
市

場
を
世
界
で
創
造
し
て
い
く
う
え
で
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
た
。

地
域
別
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
四
極
中
心
か
ら
、
新
興
地
域
で
あ

る
イ
ン
ド
、
中
南
米
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
の
八
極
で
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
ダ
イ
キ
ン
の
存
在
感
を
高
め
、
売
り
上
げ
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・
市
場
に
適
合

し
た
商
品
供
給
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
落
ち
込
み
と
Ｖ
字
回
復

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
後
半
計
画
」
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
る
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
度
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
不
況
に
よ
っ
て
需
要
が
冷
え
込
み
、
空
調
関
連
部
門
の
売
り
上
げ
は
一
部
を
除
い
て
〇
七
年
度
を
下
回

３　

空
調
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
達
成
と
、
さ
ら
な
る
挑
戦

⑴
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
実
現

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
後
半
計
画
」

二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
度
ま
で
、
一
四
期
連
続
の
増
収
増
益
を
続
け
て
き
た
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
で
、
空
調
・
冷
凍

事
業
は
、
〇
七
年
度
の
売
上
高
が
一
兆
一
三
一
九
億
円
、
営
業
利
益
は
一
二
四
二
億
円
に
達
し
、
文
字
ど
お
り
大
黒
柱
の
事

業
と
な
っ
て
い
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
後
半
計
画
」
で
も
、
ダ
イ
キ
ン
の
主
力
事
業
と
し
て
経
営
を
牽
引
す
る
役
割
が
与

え
ら
れ
、
一
〇
年
度
の
売
上
高
の
目
標
は
一
兆
七
千
億
円
で
、
同
年
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
実
現
す
る
、
と
さ
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
実
現
に
向
け
た
課
題
と
し
て
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
シ
ナ
ジ
ー
の
創
出
加
速
、
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
普
及
機
市
場
で
の
イ
ン
バ
ー
タ
需
要
創
出
、
グ
ロ
ー
バ
ル
各
地
域
で
の
事
業
拡
大
が
あ
げ
ら

れ
た
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
に
伴
う
シ
ナ
ジ
ー
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
七
年
度
に
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
販
売
統
合
が
実
施
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
チ
ラ
ー
が
前
年
比
一
・
四
倍
の
売
り
上
げ
と
な
る

な
ど
予
算
を
達
成
し
て
お
り
、
販
売
統
合
を
他
の
地
域
で
進
め
る
こ
と
と
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
の
展
開
加
速
が
、
今
後
の
課
題

と
さ
れ
た
。

ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
に
つ
い
て
は
、
マ
ッ
ケ
イ
社
の
ア
プ
ラ
イ
ド
技
術
に
ダ
イ
キ
ン
の
イ
ン
バ
ー
タ
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
技
術
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外
の
新
興
国
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
は
、
ア
ジ
ア
の
競
合
他
社
の
売
価
政
策
、
商
品
開
発
攻
勢
も
強
ま
っ
て
い
る
な
か
で
、

他
社
を
上
回
る
地
域
最
適
商
品
の
投
入
に
向
け
た
開
発
・
生
産
・
販
売
体
制
の
早
期
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

第
三
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
で
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
に
ダ
イ
キ
ン
マ
ッ
ケ
イ
ア
プ
ラ
イ
ド
開
発
セ
ン
タ
ー

（
Ａ
Ｄ
Ｃ
）
の
試
験
設
備
を
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
に
完
成
さ
せ
た
。
Ａ
Ｄ
Ｃ
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
厳
し
い
予
算
の
な

か
で
優
先
的
に
投
資
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
Ａ
Ｄ
Ｃ
の
開
発
製
品
が
受
注
・
販
売
を
牽
引
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
地
域
個
別
の
事
業
運
営
か
ら
地
域
横
串
へ
の
転
換
を
図
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
一
〇
年
六

月
に
ア
プ
ラ
イ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
を
新
設
し
た
。
北
米
で
の
受
注
が
増
加
す
る
一
方
で
、
納
期
・
品
質
・
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
面
で
の
課
題
が
浮
上
し
て
い
た
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
も
、
新
興
国
市
場
と
先
進
国
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
課
題
を
明
確
化
す
る
な
ど
、
具
体
化
を
進
め
て
い
た
。

第
四
に
、
中
国
で
は
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
普
及
機
イ
ン
バ
ー
タ
市
場
の
拡
大
や
、
販
売
店
開
発
大
作
戦
な
ど
の
施
策
展

開
に
よ
っ
て
販
売
台
数
が
前
年
比
の
二
倍
に
な
る
な
ど
、
売
上
高
は
挑
戦
的
目
標
値
を
上
回
り
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
に
お

け
る
存
在
感
を
高
め
て
い
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
さ
ら
な
る
拡
販
と
生
産
・
Ｒ
＆
Ｄ
戦
略
の
展
開
、
サ
ー
ビ
ス
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
拡
大
の
具
体
化
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

第
五
に
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
イ
ン
ド
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
市
場
の
攻
略
に
つ
い
て
で
あ
る
。
イ
ン
ド
工
場

建
設
も
、
Ａ
Ｄ
Ｃ
と
並
ん
で
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
、
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
投
資
で
あ
り
、
そ

れ
だ
け
期
待
さ
れ
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
九
月
に
は
生
産
を
開
始
し
、
本
格
的
な
事
業
拡
大
に
乗
り
出
し
て

い
た
。
翌
一
〇
年
七
月
に
は
、
最
高
経
営
会
議
に
お
い
て
イ
ン
ド
事
業
拡
大
の
方
向
性
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
九
月
に

は
「
イ
ン
ド
拡
大
実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
令
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
〇
年
度
は
生
産
・
販
売
の
拡
大
と
と
も
に
収
益
性

り
、
営
業
利
益
率
も
低
下
し
た
。
年
度
途
中
に
は
、
業
績
の
落
ち
込
み
に
対
応
す
る
需
要
創
出
の
最
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
、

「
暖
房
事
業
展
開
の
加
速
」「
ア
プ
ラ
イ
ド
機
器
の
新
製
品
開
発
」「
イ
ン
バ
ー
タ
普
及
機
の
全
世
界
で
の
展
開
」「
環
境
問
題

へ
の
積
極
貢
献
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
し
か
し
〇
九
年
度
も
空
調
関
連
部
門
の
売
り
上
げ
は
減
少
を
続
け
た
。

二
〇
一
〇
年
度
の
Ｖ
字
回
復
を
実
現
す
る
た
め
に
、
本
章
の
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
〇
九
年
十
月
に
は
一
八
カ
月
予
算

を
組
み
、
全
社
課
題
テ
ー
マ
と
し
て
、
①
Ｐ
Ａ
事
業
の
商
品
力
お
よ
び
コ
ス
ト
競
争
力
の
抜
本
的
強
化
、
②
Ｒ
Ａ
普
及
機
の

競
争
力
強
化
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
大
拡
販
の
加
速
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
の
展
開
加
速
、
④
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
暖

房
・
給
湯
事
業
の
急
拡
大
、
⑤
「＂
ス
ト
リ
ー
マ
＂
技
術
」
を
核
と
す
る
商
品
展
開
の
拡
大
と
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
、
⑥
最
大

成
長
市
場
で
あ
る
中
国
一
大
拡
販
の
実
行
、
⑦
売
価
ダ
ウ
ン
を
吸
収
す
る
変
動
費
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
徹
底
実
行
、
⑧
ク
レ
ー

ム
コ
ス
ト
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
、
の
八
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
一
〇
年
八
月
と
翌
一
一
年
二
月
の
取
締
役
会
・

合
同
役
員
会
に
、
経
理
財
務
本
部
が
提
出
し
た
各
テ
ー
マ
に
関
す
る
資
料
で
は
、
空
調
事
業
に
つ
い
て
次
の
点
が
触
れ
ら
れ

て
い
た
。

第
一
に
、
国
内
Ｐ
Ａ
事
業
に
つ
い
て
は
売
価
維
持
・
ア
ッ
プ
計
画
を
進
め
、
売
価
管
理
の
着
眼
点
を
「
下
限
売
価
を
守
る

管
理
」
か
ら
「
基
準
売
価
よ
り
高
く
売
る
管
理
」
に
シ
フ
ト
さ
せ
、
販
社
一
社
ご
と
に
、
き
め
細
か
い
売
価
施
策
を
展
開
さ

せ
て
き
た
。
生
産
に
お
け
る
変
動
費
テ
ィ
ア
ダ
ウ
ン
活
動
、＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
Ⅱ
な
ど
、
コ
ン
セ
プ
ト
設
定
の
成
果
も
あ
っ
て
国

内
営
業
の
採
算
は
改
善
し
た
が
、
環
境
変
化
へ
の
対
応
で
は
他
社
と
比
べ
て
遅
れ
が
見
ら
れ
た
点
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て

残
る
と
さ
れ
た
。

第
二
に
、
普
及
機
ゾ
ー
ン
攻
略
へ
向
け
、
後
述
す
る
よ
う
に
珠
海
格
力
電
器
と
の
共
同
開
発
機
の
投
入
を
機
に
本
格
参
入

が
進
み
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
と
、
販
売
は
前
年
に
比
べ
て
大
き
く
伸
び
た
。
た
だ
し
、
中
国
以
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持
っ
て
い
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
い
ま
だ
ダ
イ
キ
ン
の
持
つ
強
み
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
シ
ス
テ
ム
設
計
や
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
も
含
め
て
商
品
化
さ
れ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
二
十
一
世
紀
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
達
成
し
た
と
は
い
え
課
題
は
多
く
、
そ
の
う
え
競
合
他
社
か
ら
の
牽
制
も
強
く
な
っ
て
い
る
。
ダ

イ
キ
ン
の
挑
戦
は
、
い
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
と
空
調
事
業

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、
空
調
事
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン

バ
ー
１
を
確
固
な
も
の
と
す
る
と
同
時
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
周
辺
事
業
を
取
り
込
む
と
と
も
に
、
暖

房
・
給
湯
事
業
を
本
格
展
開
し
、
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
＆
Ｒ
（
暖
房
・
換
気
・
空
調
・
冷
凍
）
市
場
に
お
い
て
売
上
高
一
兆
九
千
億
円
、

シ
ェ
ア
一
〇
％
を
目
指
す
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
す
で
に
展
開
し
て
い
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
参
入
を
さ
ら
に
本

格
化
さ
せ
、
地
域
的
に
は
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
、
北
米
に
加
え
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
で

の
本
格
展
開
、
さ
ら
に
は
中
東
（
ト
ル
コ
含
む
）、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
と
、
世
界
一
〇
極
で
の
事
業
展
開
を
図
る

と
さ
れ
た
。

「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
時
代
を
勝
ち
抜
き
、『
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
』
の
実
現
を
め
ざ
す
」
を
副
題
と

し
た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
は
、
従
来
の
延
長
線
上
に
は
な
い
発
想
に
よ
る
戦
略
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
空
調
に
関
係
あ

る
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
と
、
第
一
に
、
重
点
国
を
当
面
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、

中
東
、
ロ
シ
ア
Ｃ
Ｉ
Ｓ
と
し
た
「
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
本
格
参
入
」
で
は
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン

の
改
善
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
残
さ
れ
た
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
の
一
つ
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
は
、
市
場

調
査
の
結
果
お
よ
び
本
格
的
な
参
入
戦
略
に
つ
い
て
ト
ッ
プ
報
告
が
実
施
さ
れ
、
準
備
を
整
え
る
と
と
も
に
、
一
〇
年
八
月

に
は
ダ
イ
キ
ン
マ
ッ
ケ
イ
ブ
ラ
ジ
ル
社
（
販
社
）
を
立
ち
上
げ
、
現
地
稼
働
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
達
成

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
不
況
の
影
響
か
ら
、
ダ
イ
キ
ン
の
空
調
事
業
は
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
度
、
〇
九
年

度
と
、
二
年
連
続
し
て
減
収
減
益
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
投
資
は
全
体
と
し
て
は
抑
え
ら
れ
た
が
、
戦
略
的
に
重
要
課
題
と

さ
れ
た
Ａ
Ｄ
Ｃ
と
イ
ン
ド
で
の
工
場
建
設
は
、
計
画
ど
お
り
に
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
中
国
で
の
珠
海
格
力
電
器
と
の
業
務

提
携
も
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
不
況
対
策
に
終
わ
ら
な
い
発
展
に
向
け
た
対
応
は
、
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

一
〇
年
度
は
多
く
の
部
門
・
地
域
で
前
期
を
上
回
る
売
上
高
、
営
業
利
益
と
な
り
、
業
績
は
回
復
し
た
。
空
調
・
冷
凍
事
業

部
門
の
売
上
高
は
一
兆
四
六
億
円
と
二
年
ぶ
り
に
一
兆
円
を
超
え
た
。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
は
念
願
で
あ
っ
た
空
調
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
達
成
し
た
。
主
要
な
世
界
の
空
調
メ
ー
カ
ー

に
お
け
る
空
調
事
業
部
門
の
売
上
高
を
比
較
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
ダ
イ
キ
ン
は
一
〇
年
前
後
か
ら
首
位
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
目
指
し
て
い
た
大
き
な
目
標
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
次
の
飛
躍
に
向
け
て
の

重
要
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
圧
倒
的
な
強
さ
を
持
っ
た
業
務
用
空
調
機
に
対
し
、
大
型
空
調
機
や
家
庭
用
空
調
機
で
は
、
い
ま
だ
課

題
が
残
さ
れ
て
い
た
。
冷
凍
・
冷
蔵
事
業
、
暖
房
・
給
湯
事
業
な
ど
関
連
事
業
も
、
企
業
買
収
な
ど
に
よ
っ
て
戦
略
化
さ
れ

て
き
た
が
、
本
格
的
な
拡
大
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
最
大
の
問
題
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
手
空
調
メ
ー
カ
ー
が
強
み
を
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第
四
の
特
徴
は
、
地
域
ご
と
の
的
確
で
深
い
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
、
本
社
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
本
部
を
設

け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
、
ア
セ
ア
ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
、
イ
ン
ド
、
北
米
、
中
南
米
（
ブ
ラ
ジ
ル
）、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
、

日
本
の
八
地
域
に
地
域
支
配
人
に
直
結
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
機
能
を
持
た
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
各
地
域

で
は
、
ミ
ク
ロ
情
報
（
顧
客
・
市
場
情
報
、
競
合
情
報
、
自
社
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
な
ど
）
と
マ
ク
ロ
情
報
（
文
化
、
風
土
、
習
慣

や
定
性
的
情
報
含
む
）
の
多
様
な
情
報
の
獲
得
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

第
五
に
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
度
の
売
り
上
げ
を
二
倍
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ま

ず
基
盤
と
な
る
ス
ト
ッ
ク
を
拡
大
す
べ
く
、
全
市
場
で
機
器
の
拡
販
に
注
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
面
は
日
本
、

中
国
、
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
四
つ
の
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
成
熟
度
に
合
わ
せ
て
、
商
品
・
提
案

内
容
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
ん
だ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る
、
と
し
た
。

以
上
の
内
容
を
持
つ
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
空
調
戦
略
は
、
次
項
以
降
で
述
べ
る
新
た
な
変
化
を
空
調
事
業
に
創
り
出

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ロ
ビ
ー
活
動
と
市
場
創
造
戦
略

グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
と
な
っ
た
ダ
イ
キ
ン
は
、
そ
の
技
術
的
先
進
性
か
ら
も
、
市
場
に
お
け
る
影
響
力
か
ら
も
、

二
十
一
世
紀
の
世
界
に
お
い
て
、
空
調
事
業
の
あ
り
方
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く

に
、
空
調
が
新
興
国
を
含
め
た
世
界
に
急
速
に
普
及
す
る
一
方
で
、
環
境
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

空
調
へ
の
規
制
が
政
治
的
・
社
会
的
に
多
く
の
国
々
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
は
、
空
調
業
界
と
ダ
イ
キ
ン
の
意

見
を
各
国
、
各
地
域
の
必
要
な
人
び
と
に
正
確
に
伝
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に

市
場
を
対
象
と
し
た
商
品
の
開
発
、
調
達
、
品
質
・
評
価
基
準
の
見
直
し
、
商
流
の
見
直
し
を
実
施
す
る
な
ど
、
視
点
を
全

く
変
え
た
戦
略
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
「
ダ
イ
キ
ン
」
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
ワ
ン
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
る
と
さ
れ
た
。

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
国
の
ハ
イ
エ
ン
ド
市
場
か
ら
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
市
場
ま
で
幅
を
広
げ
た
展
開

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
固
有
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
独
自
の
商
品
を
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
開
発
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
る
。
開
発
体
制
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
ダ
イ
キ
ン
本
社
で
の
集
中
開
発
体
制
か
ら
、
日
本
と
地
域
開
発
拠
点

に
よ
る
自
立
分
散
型
体
制
に
移
行
す
る
と
し
て
い
る
。
地
域
拠
点
の
開
発
体
制
の
重
要
性
の
指
摘
と
自
立
分
散
型
体
制
の
確

立
が
、
第
二
の
特
徴
に
な
る
。
マ
ザ
ー
拠
点
を
日
本
に
、
サ
ブ
開
発
拠
点
を
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ

ア
ニ
ア
、
イ
ン
ド
、
Ａ
Ｄ
Ｃ
に
置
き
、
さ
ら
に
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
と
し
て
欧
州
の
下
に
チ
ェ
コ
の
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Z
、
ド
イ
ツ
の

Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
下
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ｄ
Ａ
Ｓ
を
位
置
づ
け
た
。

ま
た
、
重
点
技
術
開
発
テ
ー
マ
と
し
て
「
環
境
」「
ロ
ー
コ
ス
ト
化
」「
コ
ア
技
術
・
基
盤
技
術
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
と

と
も
に
、
圧
縮
機
や
モ
ー
タ
ー
、
イ
ン
バ
ー
タ
と
い
っ
た
デ
バ
イ
ス
を
強
化
す
る
と
し
て
い
た
。

第
三
に
、
提
携
、
連
携
、
Ｍ
＆
Ａ
の
活
用
に
つ
い
て
、
時
代
対
応
の
経
営
手
法
で
あ
り
、
そ
の
積
極
的
な
活
用
は
事
業
の

成
長
と
構
造
変
革
に
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
常
時
、
機
動
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
こ

の
時
点
で
北
米
ユ
ニ
タ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
が
、
北
米
市
場
の
セ
グ
メ
ン
ト
攻
略
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
水
平
分
業
調
達
体
制
を
進
め
る
た
め
、
キ
ー
要
素
（
材
料
）
の
安
価
、
安
定
購
入
を
図
る
グ
ロ
ー
バ

ル
レ
ベ
ル
で
の
部
品
メ
ー
カ
ー
と
の
戦
略
提
携
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の
拡
大
に
伴
う
部
品
・
部
材
の
全
世
界
で
の
安
価
調

達
を
狙
い
と
す
る
提
携
戦
略
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
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実
な
活
動
が
、
各
地
域
に
お
け
る
ダ
イ
キ
ン
の
事
業
活
動
を
支
え
て
い
る
と
と
も
に
、
新
冷
媒
問
題
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
戦

略
課
題
に
お
い
て
も
、
ダ
イ
キ
ン
の
技
術
を
広
く
伝
え
て
認
知
し
て
も
ら
い
、
新
た
な
市
場
創
造
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う

意
味
で
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

⑵
珠
海
格
力
電
器
と
の
業
務
提
携

珠
海
格
力
電
器
と
の
業
務
提
携

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
三
月
三
十
一
日
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
と
珠
海
格
力
電
器
有
限
公
司
（
以
下
格
力
電
器
）
の
業
務
提

携
が
発
表
さ
れ
た
。
内
容
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
〇
九
年
に
日
本
市
場
向
け
に
販
売
す
る
小
型
イ
ン
バ
ー
タ
エ
ア
コ
ン
の
一
部

（
五
〇
万
台
）
を
、
格
力
電
器
に
生
産
委
託
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
住
宅
用
空
調
機
市
場
に
お
い
て
共

同
開
発
・
共
同
購
買
を
行
う
な
ど
、
五
項
目
に
つ
い
て
協
業
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
で
基
本
合
意
し
た
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
世
界
の
空
調
事
業
を
技
術
的
に
リ
ー
ド
し
て
き
た
ダ
イ
キ
ン
と
、
世
界
最
大
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
市
場
で
あ
る

中
国
で
最
大
シ
ェ
ア
を
持
つ
格
力
電
器
と
の
提
携
、
し
か
も
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
技
術
の
要
と
も
言
え
る
イ
ン
バ
ー
タ
技
術

の
提
供
を
含
む
提
携
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
、
世
界
か
ら
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

格
力
電
器
は
、
一
九
八
九
年
に
技
術
者
で
あ
っ
た
朱
江
洪
（
の
ち
、
董
事
長
）
が
広
東
省
珠
海
市
に
設
立
し
た
企
業
で
、

「
格
力
」（
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
）
の
商
標
で
空
調
機
等
を
生
産
し
、
中
国
経
済
の
発
展
と
と
も
に
急
成
長
し
て
き
た
。
格
力
電
器
が
設

立
さ
れ
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
改
革
・
開
放
経
済
が
進
む
な
か
で
、
中
国
で
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
需
要
が
増
大
し
た
。

多
く
の
空
調
メ
ー
カ
ー
が
生
ま
れ
、
ピ
ー
ク
時
に
は
、
そ
の
数
は
大
小
合
わ
せ
て
数
百
社
を
超
え
て
い
た
。
価
格
競
争
に
走

な
っ
て
い
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
ロ
ビ
ー
活
動
は
、
事
業
を
展
開
す
る
多
く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
と
地
域
で
は
、
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
や
政
策
決
定
に
影
響
を
持
つ
人

た
ち
の
あ
り
方
が
一
様
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
方
法
は
多
様
で
あ
る
が
、
ダ
イ
キ
ン

が
重
視
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
空
調
懇
話
会
が
あ
る
。
空
調
懇
話
会
は
、

日
本
で
も
実
施
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
空
調
に
関
連
す
る
技
術
を
専
門
と
す
る
研
究

者
た
ち
と
、
空
調
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
定
期
的
に
議
論
す
る
場
で
あ
る
。

ダ
イ
キ
ン
の
考
え
方
を
理
解
し
て
も
ら
う
場
、
空
調
事
業
に
関
わ
る
人
た
ち
の
間
で

共
通
理
解
を
つ
く
っ
て
い
く
場
、
と
し
て
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
ダ

イ
キ
ン
と
、
こ
う
し
た
空
調
事
業
に
さ
ま
ざ
ま
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
方
た
ち
と

の
間
で
交
流
を
深
め
、
広
げ
て
い
く
点
で
も
重
要
で
あ
っ
た
。

環
境
先
進
地
域
で
あ
り
、
環
境
問
題
に
敏
感
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
Ｅ
Ｕ
議
会
な

ど
で
環
境
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
、
規
制
が
決
め
ら
れ
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
空
調
技
術
を
リ
ー
ド
す
る
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
チ
ェ
コ
な
ど
の
有
識
者

一
一
名
と
、
日
本
で
の
懇
話
会
の
メ
ン
バ
ー
一
二
名
を
交
え
て
、
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
空
調
懇
話
会

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、
中
国
で
も
ダ
イ
キ
ン
は
空
調
関
係
の
学
界
、
業
界
団
体
を
代
表
す
る
方
々
と
の
関
係
を
つ
く
り

上
げ
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
と
し
て
〇
九
年
に
空
調
懇
話
会
を
発
足
さ
せ
た
。

各
地
域
で
の
ロ
ビ
ー
活
動
や
空
調
懇
話
会
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
項
で
詳
述
す
る
が
、
こ
う
し
た
地
道
で
着

中国での空調懇話会の状況
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こ
の
と
き
発
表
さ
れ
た
合
意
内
容
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
日
本
市
場
向
け
小
型
イ
ン
バ
ー
タ
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
生
産
委

託
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
委
託
台
数
は
五
〇
万
台
で
、
商
品
の
企
画
・
開
発
は
ダ
イ
キ
ン
側
で
行
い
、
ダ
イ
キ
ン
ブ
ラ
ン
ド

で
販
売
す
る
こ
と
、
使
用
す
る
部
品
お
よ
び
原
材
料
は
、
品
目
ご
と
に
ダ
イ
キ
ン
と
格
力
電
器
両
社
で
調
達
先
を
選
定
す
る

こ
と
、
そ
し
て
生
産
は
格
力
電
器
の
工
場
内
に
ダ
イ
キ
ン
専
用
ラ
イ
ン
を
新
設
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
品
質
管

理
に
つ
い
て
も
新
た
に
検
査
設
備
を
導
入
す
る
な
ど
、
ダ
イ
キ
ン
の
基
準
に
適
合
す
る
品
質
管
理
を
徹
底
す
る
と
さ
れ
た
。

今
後
、
検
討
さ
れ
る
と
発
表
さ
れ
た
内
容
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
向
け
に
普
及
可
能
な
イ
ン
バ
ー
タ
エ
ア
コ
ン
の
共
同
開

発
、
基
幹
部
品
の
共
同
生
産
、
原
材
料
・
部
品
の
共
同
調
達
・
共
同
購
買
、
金
型
の
共
同
製
作
、
の
四
項
目
で
あ
っ
た
。
い

ず
れ
も
二
〇
〇
八
年
三
月
末
に
は
基
本
構
想
が
発
表
さ
れ
、
具
体
的
な
内
容
は
今
後
両
社
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

検
討
し
て
い
く
と
さ
れ
た
。

珠
海
格
力
電
器
へ
の
技
術
供
与

提
携
項
目
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
向
け
の
普
及
可
能
な
イ
ン
バ
ー
タ
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
共
同
開
発
に

つ
い
て
、
基
本
構
想
で
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
省
エ
ネ
技
術
、
格
力
電
器
の
調
達
や
生
産
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
力
の
強
み
を
活
か

し
、
世
界
市
場
に
向
け
て
省
エ
ネ
性
に
優
れ
た
イ
ン
バ
ー
タ
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
、
普
及
可
能
な
価
格
帯
で
提
供
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
ベ
ー
ス
モ
デ
ル
の
開
発
を
行
う
、
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
最
終
商
品
仕
様
に
つ
い
て
は
、
両
社
の
商
品
戦
略
に

従
っ
た
独
自
の
も
の
と
し
、
両
社
共
通
仕
様
の
圧
縮
機
・
イ
ン
バ
ー
タ
な
ど
の
基
幹
部
品
の
開
発
を
行
い
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
技
術
に
つ
い
て
は
ダ
イ
キ
ン
か
ら
供
与
す
る
、
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
基
幹
部
品
の
共
同
生
産
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
向
け
普
及
可
能
な
イ
ン
バ
ー
タ
エ
ア
コ
ン
に
お
い
て
、
共
同
開
発
し
た
基
幹
部
品
（
圧
縮
機
、
イ
ン
バ
ー
タ
な
ど
）
を
両

り
、
廉
価
製
品
の
生
産
・
販
売
に
陥
る
企
業
が
多
い
な
か
で
、
格
力
電
器
は
着
実

に
技
術
力
・
開
発
力
を
高
め
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
力
を
つ
け
、
海
外
市
場
に
も
進

出
し
て
い
た
。
提
携
が
発
表
さ
れ
た
時
点
で
は
、
空
調
機
を
中
心
に
扇
風
機
な
ど

家
電
製
品
を
生
産
し
、
資
本
金
は
五
億
四
千
万
元
（
約
八
〇
億
五
千
万
円
）、
売
上

高
は
二
三
八
億
元
（
約
三
五
七
〇
億
円
、
二
〇
〇
六
年
）、
従
業
員
数
三
万
八
千
人

（
〇
六
年
末
）
と
い
う
中
国
を
代
表
す
る
空
調
メ
ー
カ
ー
で
、
年
間
生
産
台
数
は

２
千
万
台
を
超
え
て
い
た
。
本
社
の
あ
る
珠
海
市
周
辺
に
は
、
空
調
関
係
の
部
品

メ
ー
カ
ー
が
多
く
集
積
し
て
い
た
う
え
に
、
格
力
電
器
は
コ
ス
ト
低
減
と
部
品

メ
ー
カ
ー
と
の
価
格
交
渉
で
有
利
に
立
つ
た
め
の
内
製
化
も
志
向
し
て
い
た
た
め
、

コ
ス
ト
力
で
は
世
界
一
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。

ダ
イ
キ
ン
と
格
力
電
器
と
の
関
係
は
、
二
〇
〇
六
年
に
新
興
国
向
け
ノ
ン
イ
ン

バ
ー
タ
機
の
生
産
委
託
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
翌
〇
七
年
二
月
に
、
日
本
向
け

空
気
清
浄
機
一
〇
万
台
の
生
産
委
託
に
つ
い
て
合
意
し
、
八
月
か
ら
生
産
が
始

ま
っ
た
。
四
月
に
は
、
両
社
の
協
業
に
つ
い
て
、
井
上
会
長
と
来
阪
し
た
格
力
電
器
の
董
明
珠
総
裁
と
の
会
談
で
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
五
月
に
は
、
格
力
電
器
の
技
術
幹
部
が
ダ
イ
キ
ン
の
工
場
を
視
察
し
、
八
月
に
は
ダ
イ
キ
ン
技
術
幹
部
が
格

力
電
器
の
工
場
を
視
察
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
九
月
に
は
井
上
会
長
が
訪
中
し
、
朱
董
事
長
と
の
第
一
回
ト
ッ
プ
会
談
が
行

わ
れ
、
翌
〇
八
年
一
月
に
は
第
二
回
ト
ッ
プ
会
談
が
行
わ
れ
た
。
業
務
提
携
の
発
表
は
、
両
社
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
直
接
の
交

流
と
二
年
に
わ
た
る
事
業
面
・
技
術
面
で
の
関
係
を
通
じ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

格力電器と業務提携の調印．井上会長（左）と朱董事長（右）
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る
中
国
で
イ
ン
バ
ー
タ
化
が
進
め
ば
、
空
調
で
利
用
さ
れ
る
デ
バ
イ
ス
も
イ
ン
バ
ー
タ
の
世
界
で
発
展
を
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
中
国
の
イ
ン
バ
ー
タ
化
は
、
中
国
だ
け
で
な
く
世
界
の
空
調
産
業
と
の
競
争
構
造
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
が
あ
っ

た
。ダ

イ
キ
ン
に
と
っ
て
格
力
電
器
と
の
提
携
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
向
け
に
普
及
可
能
な
低
価
格
の
イ
ン
バ
ー
タ
ル
ー
ム
エ

ア
コ
ン
を
供
給
で
き
る
と
い
う
中
・
短
期
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の
イ
ン
バ
ー
タ
化
を
進
め
、

そ
の
担
い
手
と
し
て
変
化
の
中
心
に
位
置
し
、
市
場
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
中
・
長
期
的
に
見
た
積
極
的
な

意
味
も
持
っ
て
い
た
。
二
十
一
世
紀
の
日
本
企
業
に
と
っ
て
、
技
術
力
を
活
か
し
て
市
場
を
創
造
す
る
担
い
手
と
な
っ
て
い

く
こ
と
は
、
従
来
以
上
に
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
戦
略
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
で
も
あ
っ
た
。

「
技
術
」
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
の
変
化
と
オ
ー
プ
ン
化
戦
略

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
多
く
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
技
術
的
に
先
導
し
て
い
た
企

業
や
国
の
優
位
性
が
、
短
期
間
に
失
わ
れ
て
い
た
。
技
術
の
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
化
の
急
速
な
展
開
、
日
本
企
業

の
技
術
的
優
位
性
に
対
し
て
欧
米
諸
国
の
企
業
が
進
め
て
き
た
国
際
標
準
化
戦
略
、
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
新
興
国
・
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の
拡
大
、
台
湾
・
韓
国
・
中
国
の
関
連
商
品
の
生
産
力
の
拡
大
と
欧
米
企
業
に
よ
る
国
際
分
業
の
進
展
な

ど
の
要
因
が
相
互
に
関
係
し
、
ト
ッ
プ
企
業
の
交
代
、
競
争
構
造
の
急
変
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。
日
本
企
業
が
商
品
化
技
術

の
多
く
を
保
有
し
、
商
品
化
し
た
当
初
は
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
よ
う
な
製
品
が
、
国
際
標
準
化
が
確
立
す

る
と
と
も
に
新
興
国
市
場
が
短
期
間
に
急
拡
大
し
、
価
格
が
低
下
し
て
新
規
参
入
者
が
急
増
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
企
業

の
シ
ェ
ア
は
急
速
に
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。
日
本
企
業
の
シ
ェ
ア
低
下
に
要
す
る
期
間
は
、
新
し
い
製
品
に
な
る
と
と
も
に

社
共
同
で
生
産
す
る
。
さ
ら
に
、
生
産
開
始
時
期
の
早
期
化
を
目
指
し
、
必
要
な
技
術
に
つ
い
て
は
ダ
イ
キ
ン
か
ら
供
与
す

る
、
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ダ
イ
キ
ン
側
の
技
術
供
与
と
格
力
電
器
の
調
達
・
生
産
面
で
の
低
コ
ス
ト
力
を
組
み
合
わ

せ
、
両
社
で
ウ
ィ
ン
＝
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
構
築
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
業
務
提
携
の
最
大
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

空
調
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し
て
き
た
技
術
と
技
術
力
は
、
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
最
大
の
資
産

で
あ
り
、
武
器
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
中
国
で
最
も
技
術
力
を
持
つ
空
調
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
格
力
電
器
に
供
与
す
る
こ
と
は
、

ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
将
来
的
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
は
、
ダ
イ
キ
ン
社
内
で
も
根
強
く

あ
っ
た
。

一
方
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
以
降
、
新
興
国
市
場
で
の
戦
略
的
な
販
売
拡
大
を
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
き
た
ダ
イ
キ

ン
に
と
っ
て
、
日
本
以
外
の
地
域
で
の
イ
ン
バ
ー
タ
比
率
の
低
さ
は
、
イ
ン
バ
ー
タ
で
高
い
技
術
力
を
持
っ
て
い
る
だ
け
に

大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
技
術
の
発
展
か
ら
考
え
れ
ば
、
い
つ
か
は
イ
ン
バ
ー
タ
化
へ
向
か
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
段

階
で
ダ
イ
キ
ン
が
優
位
に
立
っ
た
技
術
戦
略
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
保
証
は
な
い
。
市
場
の
変
化
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
技
術
力
で
優
位
に
立
つ
ダ
イ
キ
ン
自
身
が
市
場
の
変
化
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
技
術
力
を
活

か
す
た
め
に
も
、
ま
た
空
調
製
品
の
省
エ
ネ
力
を
高
め
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
地
球
環
境
に
と
っ
て
も
必
要
で
あ
っ
た
。

中
国
の
空
調
業
界
も
、
省
エ
ネ
や
環
境
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
空
調
産
業
が
発
展
す
る
な
か
で
岐
路
を
迎
え
て
い
た
。

イ
ン
バ
ー
タ
化
に
よ
っ
て
空
調
産
業
が
大
き
く
変
化
し
、
飛
躍
的
に
高
度
化
し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
と
も
ノ
ン
イ
ン
バ
ー
タ

の
世
界
の
な
か
で
、
い
か
に
し
て
産
業
の
拡
大
を
進
め
て
い
く
の
か
、
そ
の
別
れ
道
に
立
っ
て
い
た
。
ま
た
、
多
く
の
中
国

空
調
メ
ー
カ
ー
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
新
興
国
市
場
な
ど
へ
展
開
し
て
い
る
た
め
、
中
国
の
空
調
業
界
が
変
わ
る
こ
と
は
世

界
の
空
調
文
化
が
変
わ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
関
連
産
業
も
含
め
て
世
界
最
大
の
空
調
生
産
拠
点
で
あ
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性
の
危
う
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
企
業
が
抱
え
て
き
た
諸
問
題
を
端
的
に
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
を

回
避
し
な
が
ら
、
新
し
い
市
場
を
創
造
す
る
た
め
の
仲
間
づ
く
り
と
し
て
決
断
し
た
の
が
「
技
術
の
オ
ー
プ
ン
化
戦
略
」
で

あ
り
、
そ
の
具
体
化
と
し
て
の
格
力
電
器
と
の
業
務
提
携
で
あ
っ
た
。

技
術
の
オ
ー
プ
ン
化
は
、「
特
に
新
し
い
モ
デ
ル
（
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
立
ち
上
げ
期
に
は
技
術
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ

と
で
市
場
を
急
速
に
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
」（
前
掲
書
）
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
使
い
古
さ
れ
た
製
品
で
は
な
く
新
し
い

製
品
で
こ
そ
意
味
が
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
を
開
示
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
井
上
会
長
は
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
格
力
と
の
共
同
開
発
で
は
、
基
本
技
術
は
開
示
し
て
い
ま
す
。
温
度
制
御
技
術
、
気
流
制
御
技
術
、
室
内
機
と
室
外
機

の
通
信
技
術
や
製
品
設
計
す
る
う
え
で
の
設
計
図
面
な
ど
で
す
。
製
品
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
オ
ー
プ
ン
に

し
て
共
通
化
を
進
め
ま
す
。
一
方
、
付
加
価
値
機
能
な
ど
独
自
性
を
発
揮
す
る
部
分
は
両
社
で
特
徴
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
省
エ
ネ
競
争
の
コ
ア
と
な
る
イ
ン
バ
ー
タ
技
術
は
一
部
を
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
い
ま
す
。
圧
縮
機
モ
ー

タ
ー
を
最
適
制
御
す
る
た
め
の
イ
ン
バ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
す
。
こ
れ
は
当
社
が
長
年
か
け
て
構
築
し
て
き
た
擦
り
合

わ
せ
技
術
で
、
経
験
の
積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
で
す
」（
前
掲
書
）。

オ
ー
プ
ン
に
す
る
部
分
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
性
を
持
た
せ
る
部
分
、
ダ
イ
キ
ン
と
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
な
部
分
で
技
術
を
切
り
分
け
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
対
応
を
し
て
い
く
技
術
戦
略
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

短
縮
さ
れ
て
い
る
。
戦
略
を
誤
る
と
、
技
術
的
な
優
位
性
を
持
っ
て
い
て
も
、
市
場
競
争
で
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本

企
業
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
た
「
す
り
合
わ
せ
技
術
」
も
、
万
能
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
持
つ
エ
ア
コ
ン
で
の
技
術
的
優
位
性
は
、
と
く
に
環
境
規
制
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
規
制
が
厳
し
く
、
高
い
技
術
力

を
持
つ
競
合
企
業
が
ひ
し
め
く
日
本
市
場
で
鍛
え
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
イ
ン
バ
ー
タ
技
術
も
、
戦
略
を
誤
る
と
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
で
効
果
的
に
利
用
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
採
ら
れ
た
ダ
イ
キ
ン
の
格
力
電
器
と
の
業
務
提
携
に

つ
い
て
、
井
上
礼
之
会
長
は
「
技
術
の
オ
ー
プ
ン
化
戦
略
」
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
新
興
国
の
購
買
力
や
嗜
好
に
対
応
し
た
コ
ス
ト
競
争
力
の
あ
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
大
量
に
供
給
で

き
な
け
れ
ば
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
で
勝
ち
残
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
日
本
企
業
が
志
向
し
て

き
た
垂
直
統
合
型
の
自
前
主
義
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
技
術
が
成
熟
化
し
、
主
要
な
部
品
を
ど
こ
か
ら
で
も
購
入
で
き

る
状
況
で
は
、
コ
ア
技
術
で
他
社
に
差
を
つ
け
る
戦
略
も
適
用
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
競
争
力
が
鍵
を
握
る

新
興
市
場
で
は
水
平
分
業
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
で
す
。
た
だ
し
、
他
社
も
同
様
な
戦
略
を
と
っ
て
く
る
た
め
、
次
に
重

要
に
な
る
の
が
生
産
量
の
確
保
で
す
。
数
が
ま
と
ま
れ
ば
、
良
い
部
品
を
安
く
買
え
る
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
前
主
義
を
捨
て
、
技
術
の
オ
ー
プ
ン
化
戦
略
に
出
た
の
で
す
。

技
術
の
オ
ー
プ
ン
化
戦
略
の
要
諦
は
、
市
場
全
体
が
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
技
術
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
で

仲
間
を
つ
く
る
。
技
術
そ
の
も
の
が
い
く
ら
優
れ
て
い
て
も
、
技
術
を
ク
ロ
ー
ズ
に
し
て
仲
間
づ
く
り
に
失
敗
す
れ
ば
独

り
よ
が
り
の
技
術
と
し
て
市
場
そ
の
も
の
が
立
ち
上
が
ら
ず
、
製
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
消
滅
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
こ
と

を
日
本
企
業
は
理
解
す
べ
き
で
す
」（『
人
の
力
を
信
じ
て
世
界
へ
』）。

市
場
と
し
て
の
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
、
垂
直
統
合
型
の
自
前
主
義
の
限
界
、
市
場
戦
略
に
欠
け
た
技
術
の
優
位
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八
〇
億
円
、
出
資
比
率
は
格
力
電
器
五
一
％
、
ダ
イ
キ
ン
四
九
％
、
総
経
理
は
ダ
イ
キ
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
建
築
着
工
は

〇
九
年
五
月
、
翌
一
〇
年
四
月
に
は
量
産
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
生
産
品
は
圧
縮
機
と
電
装
品
で
、
い
ず
れ
も
ダ
イ
キ
ン
設
計

の
図
面
で
あ
る
。
圧
縮
機
は
海
外
モ
デ
ル
の
Ｄ
Ｃ
圧
縮
機
、
イ
ン
バ
ー
タ
用
を
生
産
し
、
格
力
電
器
で
利
用
さ
れ
る
分
を
供

給
し
て
い
る
。
電
装
品
も
、
格
力
電
器
で
利
用
さ
れ
る
圧
縮
機
や
ダ
イ
キ
ン
か
ら
生
産
委
託
さ
れ
て
い
る
空
気
清
浄
機
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
た
。
珠
海
格
力
大
金
機
電
設
備
有
限
公
司
で
の
圧
縮
機
生
産
は
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
で
最
も
低
コ
ス
ト
で

生
産
す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、

生
産
設
備
・
部
品
な
ど
の
コ
ス
ト
を
抑

え
、
中
国
ロ
ー
カ
ル
製
を
で
き
る
限
り

採
り
入
れ
た
。

金
型
を
生
産
す
る
珠
海
格
力
大
金
精

密
模
具
有
限
公
司
が
、
二
〇
〇
九
年
三

月
に
設
立
、
翌
一
〇
年
四
月
に
生
産
を

開
始
し
た
。
資
本
金
は
約
六
〇
億
円
、

格
力
電
器
五
一
％
、
ダ
イ
キ
ン
四
九
％

の
出
資
比
率
で
、
総
経
理
は
格
力
電
器
、

副
総
経
理
は
ダ
イ
キ
ン
か
ら
派
遣
さ
れ

た
。
工
場
建
設
、
設
備
導
入
の
段
階
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
採
り
入
れ
ら

協
同
事
業
の
展
開

│
合
弁
会
社
の
設
立
と
イ
ン
バ
ー
タ
機
の
普
及

提
携
後
、
協
業
に
関
す
る
五
つ
の
テ
ー
マ
の
具
体
化
が
、
ダ
イ
キ
ン
と
格
力
電
器
の
間
で
進
め
ら
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
向

け
普
及
イ
ン
バ
ー
タ
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
共
同
開
発
は
、
中
国
市
場
を
イ
ン
バ
ー
タ
市
場
に
変
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
基
幹

部
品
お
よ
び
周
辺
部
品
や
材
料
を
共
通
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ス
ト
力
の
あ
る
普
及
イ
ン
バ
ー
タ
機
の
開
発
を
行
う
こ

と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
で
の
新
し
い
環
境
基
準
に
対
応
で
き
る
ノ
ン
イ
ン
バ
ー
タ
機
と
比
べ
て
、
生
産
コ
ス
ト

差
五
％
、
省
エ
ネ
効
率
差
三
八
％
の
イ
ン
バ
ー
タ
機
を
、
共
同
開
発
の
目
標
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
共
同
開
発
さ
れ
た
製
品

は
、
ダ
イ
キ
ン
の
他
の
拠
点
で
の
投
入
も
計
画
さ
れ
て
い
た
。

原
材
料
・
部
品
の
共
同
調
達
・
共
同
購
買
に
つ
い
て
は
、
仕
様
が
同
じ
で
技
術
面
で
共
通
化
し
や
す
い
素
材
、
部
品
か
ら

始
め
て
生
産
委
託
と
共
同
開
発
で
、
仕
様
を
合
わ
せ
て
開
発
す
る
素
材
・
部
品
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
格
力
電

器
が
強
み
を
持
つ
中
国
ロ
ー
カ
ル
企
業
か
ら
の
共
同
購
買
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。

日
本
向
け
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
生
産
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
十
月
を
量
産
開
始
と
し
て
、
工
場
で
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
格
力
電
器
側
の
標
準
の
部
品
・
材
料
に
つ
い
て
は
ダ
イ
キ
ン
側
が
評
価
を
加
え
、
不
可
と
な
っ
た

部
品
に
つ
い
て
は
継
続
評
価
を
実
施
し
た
。
採
用
可
と
な
っ
た
部
品
に
つ
い
て
は
、
共
同
購
買
に
よ
っ
て
他
の
拠
点
へ
水
平

展
開
し
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
。

協
業
の
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
合
弁
会
社
の
設
立
に
つ
い
て
も
、
二
〇
〇
九
年
二
月
に
は
ダ
イ
キ
ン
工
業
と
格
力
電
器
に
よ
っ

て
発
表
が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
「
基
幹
部
品
の
共
同
生
産
」
と
「
金
型
の
共
同
生
産
」
の
た
め
の
合
弁
会
社
を
、

格
力
電
器
本
社
が
所
在
す
る
広
東
省
珠
海
市
に
設
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

基
幹
部
品
を
生
産
す
る
珠
海
格
力
大
金
機
電
設
備
有
限
公
司
が
、
二
〇
〇
九
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
。
資
本
金
は
約

珠海格力大金機電設備有限公司

珠海格力大金精密模具有限公司
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⑶
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
攻
略
と
中
国
戦
略
の
展
開

中
国
市
場
と
ダ
イ
キ
ン

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
十
一
月
に
、
上
海
大
金
協
昌
空
調
有
限
公
司
を
設
立
し
て
以
降
、
中
国
で
の
本
格
的
な
現
地
生

産
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ダ
イ
キ
ン
は
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
短
期
間
に

中
国
事
業
を
急
速
に
拡
大
さ
せ
て
き
た
。
こ
の
間
、
二
〇
〇
一
年
九
月

に
は
、
統
括
会
社
と
し
て
大
金
（
中
国
）
投
資
有
限
公
司
を
設
立
し
、

中
国
事
業
の
体
制
を
強
化
し
た
。
新
し
い
統
括
会
社
の
下
で
「
大
中
国

戦
略
」
と
呼
ば
れ
た
積
極
的
な
拡
大
戦
略
を
進
め
、
上
海
市
、
蘇
州
市

な
ど
に
新
し
い
生
産
拠
点
を
稼
働
さ
せ
る
と
と
も
に
、
販
売
・
サ
ー
ビ

ス
体
制
を
強
化
・
拡
充
さ
せ
て
い
っ
た
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
も
、

〇
四
年
か
ら
北
京
、
上
海
、
広
州
と
相
次
い
で
開
設
し
、
さ
ら
に
〇
八

年
以
降
は
杭
州
市
、
武
漢
市
な
ど
、
地
方
の
都
市
に
広
げ
て
い
っ
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の
〇
七
年
に
は
、
圧
縮
機
を
含
め
た
中
国
で
の

空
調
事
業
の
売
上
高
は
一
千
億
円
を
超
え
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
並
ぶ
規
模
の
市
場
と
な
っ
て
い
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
、
中
国
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
成

長
率
は
低
下
を
見
せ
た
（
図
７
│

４
）。
先
進
国
の
よ
う
に
マ
イ
ナ
ス
成

れ
、
設
備
メ
ー
カ
ー
を
数
社
に
統
一
す
る
こ
と
で
立
ち
上
げ
期
間
を
短
縮
、
工
場
レ
イ
ア
ウ
ト
で
は
「
金
型
製
作
の
流
れ
が

見
え
る
ラ
イ
ン
構
築
」
の
重
視
、
日
本
製
（
新
品
、
中
古
）・
外
国
製
・
中
国
製
の
多
様
な
設
備
を
用
途
に
応
じ
て
、
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
た
配
備
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
償
却
費
を
圧
縮
す
る
、
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
と
比
べ
て
約
半

分
の
コ
ス
ト
、
半
分
の
納
期
で
生
産
で
き
る
体
制
と
な
っ
た
。

二
〇
一
一
年
二
月
の
経
理
財
務
本
部
の
報
告
で
は
、
格
力
電
器
と
の
提
携
直
後
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
格
力
共
同
開

発
機
は
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
各
地
域
に
本
格
投
入
さ
れ
、
中
国
国
内
で
の
Ｒ
Ａ
普
及

機
イ
ン
バ
ー
タ
市
場
の
拡
大
と
イ
ン
バ
ー
タ
比
率
の
上
昇
（
〇
九
年
一
七
％
、
一
〇
年
三
〇
％
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
猛
暑
効

果
と
ロ
シ
ア
・
中
東
・
中
欧
向
け
の
拡
販
に
よ
る
販
売
増
、
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域

の
市
場
拡
大
が
進
ん
だ
。
格
力
電
器
と
の
共
同
開
発
機
は
、
こ
う
し
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
販
売
拡
大
に
大
い
に
貢
献
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
の
ダ
イ
キ
ン
製
品
の
普
及
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
く
う
え
で
、
不
可
欠
の
課
題
で
あ
る
。
格
力
電
器
と
の

提
携
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
地
域
で
の
イ
ン
バ
ー
タ
市
場
を
拡
大
さ
せ
、
格
力
電
器
の
強
み
で
あ
る
低
コ
ス
ト
生

産
能
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
、
と
い
う
点
で
は
、
提
携
か
ら
数
年
で
一
定
の
成
果
を
生
ん
だ
。
し
か
し
、
格
力
電
器
と

の
提
携
は
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
普
及
機
を
広
げ
る
と
い
う
目
標
に
対
し
て
は
、
そ
の
扉
を
開
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
、
実
績
の
刈
り
取
り
は
次
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
成
否
は
、
中
国
に
お
け
る
蘇
州
新
工
場
、
イ
ン
ド
で
の
現
地

生
産
、
ト
ル
コ
で
の
現
地
生
産
な
ど
、
各
地
に
お
け
る
生
産
と
販
売
の
展
開
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
部
品
の
調
達
等
に
か

か
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

図 7─4　中国のGDPの推移
（％）（10 億元）
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場
を
含
め
た
全
空
調
市
場
で
、
ダ
イ
キ
ン
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
狙
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

中
国
で
の
新
た
な
課
題

飛
躍
的
な
発
展
の
上
に
立
っ
て
、
新
た
に
中
国
市
場
ナ
ン
バ
ー
１
を
狙
う
ダ
イ
キ
ン
の
中
国
戦
略
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時

期
、
次
の
よ
う
な
変
化
の
も
と
で
新
た
な
課
題
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
第
一
に
、
企
業
買
収
や
提
携
に
よ
っ
て
ダ
イ
キ
ン
の

グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
の
形
態
が
大
き
く
変
化
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
買
収
に
伴
っ

て
マ
ッ
ケ
イ
社
の
中
国
事
業
を
傘
下
に
置
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
格
力
電
器
と
の
業
務
提
携
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
市
場
へ
の
本
格
的

展
開
は
、
い
ず
れ
も
中
国
事
業
の
方
向
性
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
中
国
事
業
は
、
ダ
イ
キ

ン
の
強
み
で
あ
る
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
や
マ
ル
チ
を
戦
略
商
品
と
し
、
業
務
用
市
場
・
高
級
住
宅
市
場
を
重
点
に
拡
大
し
て
き
た
が
、

さ
ら
に
ア
プ
ラ
イ
ド
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
向
け
に
製
品
を
追
加
し
、
商
品
ラ
イ
ン
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
商
品
ラ

イ
ン
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
活
か
す
開
発
、
生
産
、
販
売
に
お
け
る
体
制
の
、
い
っ
そ
う
の
充
実
と
発
展
が
必
要
な
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
新
た
な
事
業
領
域
と
し
て
、
ア
プ
ラ
イ
ド
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
以
外
に
も
、
暖

房
事
業
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
空
気
事
業
な
ど
も
加
わ
っ
て
充
実
し
て
い
た
。

第
二
に
、
事
業
の
拡
大
に
よ
っ
て
中
国
で
の
ダ
イ
キ
ン
の
存
在
感
は
大
き
く
な
り
、
影
響
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
格
力
電
器
と
の
協
業
に
よ
る
「
技
術
の
オ
ー
プ
ン
化
戦
略
」
が
イ
ン
バ
ー
タ
市
場
を
拡
大
さ
せ
た
こ
と
、

二
〇
〇
九
年
に
業
界
団
体
、
関
係
学
会
・
研
究
所
・
研
究
者
な
ど
と
と
も
に
北
京
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
（
ダ
イ
キ
ン
空
調
懇
話
会
）

を
立
ち
上
げ
、
業
界
に
お
け
る
基
準
づ
く
り
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
ダ
イ
キ
ン
の
意
識
的
な
戦
略
の
条
件

で
も
あ
り
、
そ
の
結
果
で
も
あ
っ
た
。
市
場
の
変
化
を
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
、
省
エ
ネ
・
環
境
重
視
の
市
場
を
自
ら
創

長
に
は
落
ち
込
ま
な
か
っ
た
も
の
の
、
高
度
成
長
を
続
け
て
い
た
中
国
で

は
、
輸
出
産
業
を
中
心
に
不
況
感
が
広
が
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、

二
〇
一
〇
年
代
に
な
る
と
中
国
政
府
は
、
成
長
拡
大
路
線
か
ら
景
気
の
過

熱
を
抑
え
る
た
め
に
、
引
き
締
め
政
策
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
一
〇
％
を
超
え
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
急
速

な
成
長
は
息
を
潜
め
て
い
る
。
金
融
の
引
き
締
め
な
ど
に
よ
っ
て
、
と
く

に
、
大
型
投
資
・
不
動
産
物
件
の
販
売
は
影
響
を
受
け
、
関
連
す
る
空
調

製
品
へ
の
需
要
に
悪
影
響
も
あ
っ
た
が
、
住
宅
向
け
な
ど
を
含
め
た
空
調

事
業
は
全
体
と
し
て
成
長
軌
道
を
維
持
し
て
い
る
。

ダ
イ
キ
ン
の
中
国
空
調
事
業
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
一
時
伸
び

悩
み
を
見
せ
る
が
、
そ
の
後
は
再
び
拡
大
軌
道
に
乗
っ
た
（
図
７
│

５
）。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
中
国
市
場
に
お
い
て
は
ロ
ー
カ

ル
競
合
メ
ー
カ
ー
に
打
ち
勝
ち
、
中
国
の
空
調
市
場
ナ
ン
バ
ー
１
の
実
現

を
目
指
す
と
し
た
。
中
国
の
空
調
市
場
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
に
は
約

四
〇
〇
社
の
ロ
ー
カ
ル
メ
ー
カ
ー
が
乱
立
す
る
状
態
に
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
激
し
い
競
争
下
で
ロ
ー
カ
ル
、
外
資
系
を
含
め
た
企
業
の
淘
汰
が
進

み
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
数
が
限
ら
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
ダ
イ
キ

ン
が
強
み
を
持
つ
業
務
用
市
場
だ
け
で
な
く
、
住
宅
用
市
場
・
ビ
ル
用
市

図 7─5　中国空調事業の売上高の推移
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プ
グ
ル
ー
プ
に
位
置
し
、
中
国
市
場
で
も
存
在
感
の
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
だ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
略
的
な
投
資
や
事
業
展
開
で
課

題
を
抱
え
、
伸
び
悩
み
を
見
せ
て
い
る
時
期
で
も
あ
り
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
は
売
り
上
げ
は
減
少
し
て
い
た
。
マ
ッ

ケ
イ
中
国
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
事
業
を
発
展
さ
せ
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
具
体
化
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
後
、
マ
ッ
ケ
イ
中
国
の
事
業
拡
大
を
図
る
た
め
、
積
極
的
な
対

応
を
進
め
て
い
っ
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、
二
〇
一
五
年
の
売
り
上
げ
目
標
を
一
〇
年
の
二
・
一
倍
に
設
定
し
て
各

製
品
分
野
で
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、

ア
プ
ラ
イ
ド
機
器
販
売
で
中
国

ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
す
と
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
中
国
市
場
の
成

長
と
高
度
化
に
対
し
て
技
術
革

新
と
品
質
保
証
を
基
盤
に
、
低

環
境
負
荷
冷
媒
を
全
製
品
で
使

用
、
高
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
成
績
係
数
）・

高
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｖ
（
期
間
成
績
係
数
）

化
、
イ
ン
バ
ー
タ
化
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
。

り
上
げ
て
成
長
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
発
展
途
上
に
あ
る
中
国
の
空
調
文
化
の
創
造
と

発
展
に
も
寄
与
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
課
題
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
事
業
が
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
中
国
で
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
、

終
わ
り
の
な
い
挑
戦
に
も
な
る
。

第
三
に
、
事
業
規
模
の
拡
大
に
伴
っ
て
中
国
全
土
に
事
業
範
囲
は
広
が
り
、
従
業
員
数
も
組
織
も
大
規
模
化
す
る
な
か
で
、

「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
が
改
め
て
問
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
事
業
拡
大
は
、
中
国
人
の
ダ
イ
キ
ン
社
員
と

ダ
イ
キ
ン
商
品
を
取
り
扱
う
多
く
の
販
売
店
な
ど
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
多
く
の
人
た
ち
に

ダ
イ
キ
ン
の
考
え
方
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
生
き
生
き
と
働
い
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
成
長
の
源
泉
で
あ
る
。

組
織
が
大
規
模
化
す
る
な
か
で
、「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
ど
の
よ
う
に
定
着
さ
せ
、
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
多
く
の
課
題
に
応
え
、
中
国
市
場
で
勝
ち
抜
い
て
い
く
た
め
に
求
め
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、「
強
い
販
売
網
」

「
事
業
規
模
」「
市
場
で
の
影
響
力
」「
現
地
化
」
で
あ
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

マ
ッ
ケ
イ
中
国

ダ
イ
キ
ン
が
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
を
買
収
し
た
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
の
時
点
で
、
す
で
に
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
は
中
国
で
マ
ッ
ケ
イ

ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
ア
プ
ラ
イ
ド
製
品
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
た
。
マ
ッ
ケ
イ
深
圳
（
一
九
九
二
年
設
立
、
商
用
空
調
、

中
・
大
型
空
調
）、
マ
ッ
ケ
イ
武
漢
（
九
五
年
設
立
、
水
冷
ス
ク
リ
ュ
ー
チ
ラ
ー
、
タ
ー
ボ
冷
凍
機
）、
マ
ッ
ケ
イ
蘇
州

（
二
〇
〇
三
年
設
立
、
圧
縮
機
）
な
ど
の
生
産
子
会
社
を
持
ち
、
〇
六
年
時
点
で
売
上
高
は
二
〇
〇
億
円
を
超
え
、
販
売
部
門

を
含
め
た
社
員
数
は
約
二
五
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
中
国
に
お
け
る
ア
プ
ラ
イ
ド
機
器
市
場
で
は
、
米
系
三
社
と
並
ん
で
ト
ッ

マッケイ武漢の工場内

マッケイ深圳の工場
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に
販
売
会
社
、
全
国
二
二
ヵ
所
に
分
公
司
（
支
社
）、
一
五
ヵ
所
に
事
務
所
を
置
く
体
制
を
確
立
し
た
。
そ
の
後
、
分
公
司

と
事
務
所
は
、
市
場
の
拡
大
が
進
む
中
西
部
な
ど
に
新
た
に
設
立
し
、
販
売
網
は
強
化
さ
れ
て
い
る
。
一
二
年
に
設
立
さ
れ

た
新
疆
分
公
司
は
、
中
国
国
内
だ
け
で
な
く
国
境
を
越
え
て
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
中
央
ア
ジ
ア
へ
も
販
売
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
マ
ッ
ケ
イ
中
国
の
直
販
事
業
と
し
て
、
大
手
Ｅ
Ｍ
Ｓ
企
業
、
小
売
チ
ェ
ー
ン
店
や
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
の
大
手
顧

客
（
キ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
）
戦
略
も
進
め
ら
れ
、
売
り
上
げ
増
に
貢
献
し
た
。

さ
ら
に
周
辺
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、
パ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
各
地
区
に
設
立
し
、
顧
客
先
へ
の
部
品
供
給
の
迅
速
化
、
部
品
在

庫
の
最
適
化
を
図
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
強
化
に
努
め
、
二
〇
一
一
年
に
は
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
黒
字
化
を
達
成
し
た
。
ま

た
、
中
国
で
の
工
業
冷
凍
市
場
に
も
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
Ｊ
＆
Ｅ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
の
製
品
で
、
市
場
参
入
を
進
め
て
い
る
。

マ
ッ
ケ
イ
中
国
が
ダ
イ
キ
ン
の
中
国
事
業
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
空
調
事
業
の
幅
が
広
が
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
キ
ン

の
既
存
の
事
業
と
の
融
合
や
相
乗
効
果
も
進
み
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
と
っ
て
不
可
欠
の
存
在
と
な
っ
た
。
買

収
前
か
ら
行
っ
て
い
た
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
販
売
に
加
え
、
前
述
し
た
よ
う
に
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
展
開
、
さ
ら
に
マ
ッ
ケ
イ
蘇

州
は
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
ア
プ
ラ
イ
ド
用
の
圧
縮
機
の
生
産
基
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
海
外
の
拠
点
に
も
供
給
す
る

な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
中
国
事
業
の
展
開
・
融
合
を
進
め
、

両
社
の
強
み
を
活
か
し
た
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

上
海
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
の
設
立

中
国
市
場
に
投
入
さ
れ
て
い
た
製
品
は
、
当
初
、
日
本
で
開
発
さ
れ
た
製
品
で
あ
っ
た
た
め
、
市
場
で
販
売
す
る
新
製
品

の
種
類
に
限
界
が
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
評
価
は
高
ま
っ
て
い
る
の
に
、
新
商
品
が
な
け
れ
ば
営
業
・
販

ア
プ
ラ
イ
ド
で
の
ナ
ン
バ
ー
１
に
向
け
て

中
国
で
は
、
空
調
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
す
た
め
に
は
求
め
ら
れ
る
課
題
が
多
か
っ
た
。
ま
ず
、
製
品
開
発
力
に
つ
い
て
は
、

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
時
代
か
ら
あ
っ
た
深
圳
の
開
発
セ
ン
タ
ー
を
強
化
し
、
実
験
設
備
へ
の
投
資
や
人
材
の
拡
充
を
進
め
、
製
品
開
発

の
機
能
を
高
め
て
い
っ
た
。
ア
プ
ラ
イ
ド
で
は
、
タ
ー
ボ
に
つ
い
て
の
基
礎
開
発
は
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｄ
Ｃ
を
中
心
に
開
発
を

進
め
て
い
た
が
、
中
国
向
け
製
品
や
二
次
製
品
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｄ
Ｃ
と
調
整
し
な
が
ら
中
国
で
も
開
発
を
行
い
、
武
漢
や
蘇

州
で
内
製
化
や
新
製
品
開
発
の
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
技
術
力
・
開
発
力
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
マ
ッ
ケ
イ
中
国
は
、
多

く
の
国
家
認
証
実
験
室
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
中
国
国
内
の
多
く
の
国
家
基
準
の
起
草
に
関
わ
る
な
ど
、
技
術
面

で
も
リ
ー
ド
役
を
担
っ
て
い
る
。

ダ
イ
キ
ン
に
よ
る
買
収
後
の
各
工
場
で
は
、
品
質
や
納
期
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
と
も
に
、
中
国
国
内
で
の
調
達
率
を
上
げ

る
こ
と
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
追
求
す
る
な
ど
、
生
産
面
で
の
改
革
も
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」

で
掲
げ
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
生
産
能
力
の
増
強
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
、
空
冷
ス
ク
リ
ュ
ー
チ

ラ
ー
は
、
最
大
の
市
場
で
あ
る
華
東
地
域
と
離
れ
た
深
圳
で
生
産
さ
れ
て
お
り
、
最
寄
り
化
の
生
産
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
エ
ア
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
も
、
需
要
が
増
え
て
い
る
華
東
・
華
北
地
域
向
け
に
出
荷
す
る
に
は
、
深
圳
か
ら
で

は
輸
送
コ
ス
ト
の
大
き
す
ぎ
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
マ
ッ
ケ
イ
深
圳
の
生
産
能
力
も
限
界
に
近
づ
い
て
い

た
た
め
、
マ
ッ
ケ
イ
蘇
州
で
空
冷
ス
ク
リ
ュ
ー
チ
ラ
ー
、
エ
ア
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
を
新
た
に
生
産
す
る
こ
と
が
決
定

し
、
工
場
の
建
設
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
コ
ス
ト
競
争
力
、
納
期
対
応
力
を
高
め
る
た
め
に
、
圧
縮
機
・
熱
交
換

器
を
含
め
た
一
貫
生
産
体
制
を
備
え
た
新
工
場
が
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
に
稼
働
し
た
。

販
売
部
門
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
マ
ッ
ケ
イ
中
央
空
調
有
限
公
司
を
設
立
し
、
中
国
を
四
地
区
に
分
け
、
上
海
と
香
港
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マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
で
の
具
体
的
な
業
務
と
し
て
は
、
日
本
開
発
製
品
の
中
国
仕
様
ア
レ
ン
ジ
や
製
品
の
試
験
評
価
、
部
品
・
材
料

の
評
価
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
で
開
発
さ
れ
た
基
幹
部
品
を
、
中
国
等
の
部
材
や
部
品
を
利
用
し
て
開
発

し
直
す
こ
と
で
コ
ス
ト
を
抑
え
、
世
界
共
通
で
利
用
・
量
産
で
き
、
さ
ら
に
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
上
海
・
蘇
州
の
両
工
場
と
密
接
に
連
携
し
、
品
質
・
生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
試
作
機

能
を
強
化
す
る
こ
と
で
開
発
ス
ピ
ー
ド
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
一
千
機
種
に
も
及
ぶ
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ

ン
ジ
を
短
期
間
で
実
施
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
従
来
は
、
一
機
種
し
か
な
か
っ
た
商
品
を
、
用
途
や
地
域
に
対
応
し
た
複

数
機
種
化
す
る
こ
と
で
市
場
に
活
力
を
与
え
、
販
売
拡
大
に
貢
献
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
上
海
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
は
、
急
激
に
変
化
し
て
い
る
中
国
市
場
の
動
向
を
技
術
者
自
身
が
肌
で
感
じ
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
製
品
開
発
し
、
生
産
に
つ
な
げ
て
い
く
体
制
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
中
国
市
場
で
の
商
品

力
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、
低
コ
ス
ト
で
生
産
で
き
る
デ
バ
イ
ス
や
部
品
・
製
品
を
開
発
し
て
世
界
に
供
給
す
る
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
中
国
事
業
、
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

蘇
州
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
新
工
場

格
力
電
器
と
の
提
携
目
的
の
一
つ
は
、
住
宅
市
場
で
圧
倒
的
な
競
争
力
を
持
つ
格
力
電
器
と
の
協
業
で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン
向
け
の
生
産
を
学
習
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
成
果
を
中
国
市
場
で
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
販
売
拡
大
と
い
う
形
で

実
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
国
国
内
で
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
生
産
し
て
い
た
の
は
大
金
空
調
（
上
海
）
で
あ
っ
た
が
、

す
で
に
生
産
能
力
は
限
界
に
近
く
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
達
成
に
向
け
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
増
産
の
た
め
に
は
、
新
た
な
工

売
の
機
会
損
失
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
販
売
を
増
や
す
チ
ャ
ン
ス
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
だ
け
に
、
新
商
品
へ
の
期
待
は
大
き
か
っ
た
。

大
金
空
調
（
上
海
）
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
部
品
・
部
材
の
現
地
調
達
を
進
め
る

た
め
に
部
品
の
評
価
を
行
っ
て
い
た
が
、
本
格
的
な
現
地
開
発
を
進
め
る
た
め
に

二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
五
月
、
新
た
に
上
海
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
を
大
金
空
調

（
上
海
）
の
敷
地
内
に
設
立
し
た
。
し
か
し
、
一
年
後
に
は
業
務
の
拡
大
に
よ
っ
て
手

狭
に
な
り
、
大
金
空
調
（
上
海
）
に
隣
接
し
た
敷
地
と
建
物
を
購
入
し
て
改
装
し
、
翌

一
二
年
二
月
に
稼
働
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
試
験
室
は
二
〇
室
か
ら
四
五
室
へ
、
従
業

員
数
も
一
七
〇
名
か
ら
二
五
〇
名
へ
と
増
え
、
拡
充
が
進
ん
で
い
る
。
小
型
ル
ー
ム
エ

ア
コ
ン
か
ら
大
型
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂、
さ
ら
に
空
調
製
品
・
換
気
・
暖
房
に
至
る
ま
で
、
中

国
市
場
の
全
製
品
が
試
験
可
能
な
施
設
と
な
っ
た
。

上
海
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
日
本
で
開
発
さ
れ
た
商
品
を
い
ち
早
く
市
場
に

投
入
す
る
こ
と
、
中
国
の
原
材
料
・
部
品
を
使
っ
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
、
競
争
力

の
あ
る
部
品
を
欧
・
米
・
日
な
ど
に
供
給
す
る
こ
と
、
中
国
の
市
場
ニ
ー
ズ
や
地
域
性

を
取
り
入
れ
た
商
品
を
開
発
し
、
販
売
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

機
能
面
で
の
特
徴
と
し
て
、
商
品
企
画
・
開
発
・
生
産
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
で
の
商
品
開
発

プ
ロ
セ
ス
全
般
を
担
っ
て
い
る
こ
と
、
製
販
一
体
と
な
っ
た
ス
ピ
ー
ド
開
発
、
技
術
者

が
セ
ン
タ
ー
に
閉
じ
こ
も
る
の
で
は
な
く
、
製
品
が
実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
現
地
で

上海R&Dセンターの外観（左）と開発試験（右）
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の
一
部
は
グ
ロ
ー
バ
ル
供
給
さ
れ
、
中
国
材
料
コ
ス
ト
の
水
平
展
開
を
通
じ
て
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
金
型
投
資
の
削
減
、
コ

ス
ト
の
削
減
へ
と
つ
な
げ
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
大
金
空
調
（
蘇
州
）
で
生
産
さ
れ
る
製
品
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー

ン
向
け
の
戦
略
商
品
と
し
て
、
中
国
国
内
だ
け
で
な
く
日
本
、
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ト
ル
コ
な
ど
、
世
界
各
地
に
供
給
さ

れ
て
い
る
。

蘇
州
の
生
産
基
地
化

│
蘇
州
市
最
大
の
日
系
企
業
グ
ル
ー
プ
に

蘇
州
市
は
、
中
国
で
も
有
数
の
歴
史
都
市
で
あ
り
、
改
革
開
放
以
降
は
急
速
に
外
資
企
業
を
受
け
入
れ
て
工
業
発
展
を
遂

げ
、
現
在
も
華
東
地
域
で
最
も
発
展
し
た
都
市
の
一
つ
で
あ
る
。
蘇
州
市
に
、
初
め
て
ダ
イ
キ
ン
が
工
場
を
設
け
た
の
は
、

二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
た
圧
縮
機
を
生
産
す
る
大
金
機
電
設
備
（
蘇
州
）
有
限
公
司
で
あ
っ
た
。

蘇
州
市
の
旧
市
街
、
東
部
の
工
業
園
区
内
に
立
地
す
る
大
金
機
電
設
備
（
蘇
州
）
有
限
公
司
の
敷
地
内
に
は
、
翌
年
モ
ー

タ
ー
を
生
産
す
る
大
金
電
器
機
械
（
蘇
州
）
有
限
公
司
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
蘇
州
市
に
は
多
く
の
日

系
企
業
を
は
じ
め
外
資
系
企
業
が
進
出
し
て
お
り
、
ダ
イ
キ
ン
は
後
発
組
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
ダ
イ
キ
ン
の
蘇
州
市
へ
の
進
出
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
九
月
に
は
、
大
金
機

電
設
備
と
隣
接
し
た
敷
地
に
大
金
制
冷
（
蘇
州
）
有
限
公
司
が
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
用
冷
凍
冷
蔵
装
置
の
生
産
販
売
会
社
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。
同
社
は
、
〇
六
年
、
低
温
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
拡
大
を
め
ざ
し
設
立
し
た
低
温
事
業
本
部
の
最
初
の
海
外

工
場
で
あ
り
、
臨
海
工
場
の
生
産
機
能
を
拡
充
す
る
形
で
、
コ
ン
テ
ナ
生
産
が
集
中
す
る
中
国
で
事
業
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
、
大
金
機
電
設
備
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
圧
縮
機
供
給
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
た
め
、
圧
縮
機
の
生
産
能
力

増
強
を
図
り
、
第
三
工
場
の
建
設
に
着
手
し
た
。
そ
の
際
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
に
油
機
事
業
部
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
す

場
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
新
し
い
工
場
用
地
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、

マ
ッ
ケ
イ
（
蘇
州
）
社
が
蘇
州
市
工
業
園
区
に
所
有
し
て
い
た
敷
地
で
あ
る
。

新
工
場
は
、
Ｒ
Ａ
／
Ｑ
Ａ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
量
産
工
場
と
し
て
計
画
さ

れ
た
。
工
場
建
設
の
着
工
は
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
七
月
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
時
点
で
は
法
人
設
立
の
認
可
が
下
り
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

同
じ
蘇
州
市
内
に
あ
る
大
金
機
電
（
圧
縮
機
）
の
増
設
工
場
と
し
て
建
設
に
着

手
し
、
建
設
中
に
新
会
社
（
大
金
空
調
（
蘇
州
）
有
限
公
司
、
資
本
金
一
二
億
人

民
元
、
大
金
中
国
一
〇
〇
％
）
と
し
て
申
請
を
行
い
、
同
年
十
二
月
に
正
式
に

設
立
さ
れ
た
。
工
場
建
設
は
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
進
め
ら
れ
、
翌
一
二
年
四
月
に

は
稼
働
し
た
。
生
産
能
力
は
、
当
初
年
産
一
〇
〇
万
台
を
計
画
し
て
い
た
が
、

最
終
的
に
年
産
一
五
〇
万
台
、
三
〇
〇
万
台
ま
で
増
産
可
能
と
引
き
上
げ
ら
れ

た
。大

金
空
調
（
蘇
州
）
新
工
場
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
コ
ス
ト
を
徹
底
的
に
追
求

し
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
攻
略
工
場
で
あ
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
①
エ
ア
コ
ン

基
幹
部
品
か
ら
製
品
ま
で
の
一
貫
生
産
、
②
中
国
製
原
材
料
の
使
い
こ
な
し
、
③
原
材
料
以
外
、
大
半
の
部
品
を
内
作
、
④

徹
底
し
た
現
地
調
達
、
⑤
中
国
の
資
源
を
最
大
活
用
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
全
体
へ
貢
献
す
る
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

工
場
は
、
生
産
量
に
比
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
設
計
さ
れ
、
高
効
率
・
高
密
度
生
産
工
場
と
な
っ
て
い
て
、
中
国
設
備
の
活
用

と
設
備
の
フ
ル
稼
働
に
よ
る
固
定
費
の
削
減
も
図
ら
れ
た
。
中
国
製
の
原
材
料
を
有
効
に
利
用
し
て
、
内
製
を
行
っ
た
部
品

大金空調（蘇州）RA新工場の全景
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を
創
造
し
て
き
た
。
ダ
イ
キ
ン
が
長
年
に
わ
た
っ
て
築
い
て
き
た
強
固
な
販
売
店
網
は
、
事
業
成
長
の
条
件
で
も
あ
り
、
結

果
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
掲
げ
た
目
標
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
こ
の
販
売
店
網
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
空
調
商
品
戦
略
は
、
業
務
用
市
場
、
高
・
中
級
住
宅
市
場
、
一
般
住
宅
市
場
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
た
。
業
務

用
市
場
で
は
、
差
別
化
商
品
・
普
及
商
品
の
二
極
化
戦
略
で
一
般
店
舗
か
ら
ビ
ル
市
場
ま
で
の
全
市
場
に
対
応
し
、
高
・
中

級
住
宅
市
場
で
は
、
新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
創
造
す
る
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
マ
ル
チ
を
投
入
す
る
、
な
ど
し
て
き
た
。

中
国
向
け
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、iPhone

な
ど
で
遠
隔
操
作
可
能
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
開
発
し
、
商
品
化
し
て

い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
般
住
宅
市
場
で
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
を
狙
っ
た
普
及
機
を
含
め
た
多
層
的
な
商
品
攻
勢
で
対
応

し
て
い
っ
た
。

販
売
店
網
の
強
化
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
展
開
し
て
い
く
。
ま
ず
、
蘇
州
新
工
場
が
立
ち
上
が
り
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の
製
品
の
新
た
な
供
給
拠
点
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
攻
略
に
対
応
し
た
新

た
な
販
売
店
網
を
、
全
国
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
特
約
設
備
店
、＂
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
＂
に
加
え
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
市
場
を
狙
っ
た
第
三
の
販
売
店
網
と
し
て
＂
エ
ア
シ
ョ
ッ
プ
＂
と
い
う
住
宅
用
空
調
専
売
の
販
売
店
シ

ス
テ
ム
を
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
か
ら
導
入
し
た
。＂
エ
ア
シ
ョ
ッ
プ
＂
は
、
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
て
ら
れ
て

い
る
場
所
や
郊
外
の
住
宅
地
な
ど
、
顧
客
ニ
ー
ズ
が
開
拓
し
や
す
い
エ
リ
ア
に
店
を
構
え
、
顧
客
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
顧

客
を
積
極
的
に
取
り
込
む
た
め
の
販
売
店
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。＂
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
＂
と
比
べ
て
規
模
は
小
さ
い
も
の
の
、

＂
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
＂
同
様
、
ダ
イ
キ
ン
ら
し
い
店
構
え
が
求
め
ら
れ
、
ダ
イ
キ
ン
の
広
告
塔
と
し
て
の
意
味
も
大
き
い
。

ま
た
、＂
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
＂
も
小
売
販
売
網
の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
、
最
大
市
場
で
あ
る
住
宅
市
場
で
販
売
を
拡
大
し

で
に
機
電
設
備
の
工
場
内
で
生
産
を
始
め
て
い
た
大
金
液
圧
（
蘇
州
）
有
限
公
司
の
機
能
を
、
第
三
工
場
に
集
約
さ
せ
た
。

ま
た
、
特
機
事
業
部
か
ら
は
大
金
医
療
科
技
（
蘇
州
）
有
限
公
司
を
一
二
年
七
月
に
設
立
し
、
第
三
工
場
内
で
中
国
で
の
現

地
生
産
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

一
方
、
蘇
州
市
工
業
園
区
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
マ
ッ
ケ
イ
（
蘇
州
）
社
と
Ａ
Ａ
Ｆ
社
の
工
場
が
、
ダ
イ
キ
ン
に
よ
る
買

収
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
敷
地
に
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
向
け
の
新
し
い
工
場
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
す

で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
蘇
州
市
工
業
園
区
内
に
、
大
金
機
電
設
備
を
中
心
と
し
た
北
エ
リ
ア
と
、
大
金
空
調
（
蘇

州
）
有
限
公
司
を
中
心
と
し
た
南
エ
リ
ア
に
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
現
地
生
産
拠
点
が
集
結
し
、
蘇
州
市
で
最
初
の
工
場

を
稼
働
さ
せ
て
か
ら
わ
ず
か
一
〇
年
で
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
は
蘇
州
市
内
で
最
大
規
模
の
日
系
企
業
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
中
国
事
業
の
発
展
を
象
徴
す
る
変
化
で
あ
る
。

販
売
網
の
拡
大
と
強
化

中
国
に
お
け
る
ダ
イ
キ
ン
の
販
売
戦
略
は
、
地
域
卸
代
理
店
を
使
わ
な
い
専
売
小
売
店
網
を
利
用
し
て
き
た
こ
と
、

＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂・
業
務
用
は
特
約
設
備
店
、
住
宅
マ
ル
チ
は
＂
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
＂、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
は
量
販
店
・
家
電
併
売
店

と
い
っ
た
よ
う
に
、
攻
略
市
場
ご
と
に
専
売
店
を
構
築
し
て
き
た
こ
と
に
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
中
国
市
場
を
狙
う
多
く
の

外
資
企
業
が
、
最
も
苦
労
す
る
の
が
販
売
網
の
構
築
で
あ
り
、
そ
の
た
め
ロ
ー
カ
ル
の
地
域
卸
代
理
店
を
利
用
す
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
代
理
店
を
通
す
と
ユ
ー
ザ
ー
の
姿
が
見
え
な
い
、
高
技
術
の
商
品
が
売
れ
な
い
、
薄
利
に
な
る
な
ど
、
問

題
が
多
か
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
中
国
に
進
出
し
た
と
き
か
ら
商
品
に
合
っ
た
専
売
店
を
開
発
し
、
拡
大
し
、
強
化
し
て
き

た
。
ダ
イ
キ
ン
製
品
を
取
り
扱
う
専
売
店
が
、
利
益
を
上
げ
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ
る
た
め
、
つ
ね
に
市
場
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グ
ル
ー
プ
の
中
国
で
の
生
産
拠
点
は
二
二
ヵ
所
を
数
え
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
拠
点
は
一
三
一
ヵ
所
、
現
地
法
人
数
三
一
、
従

業
員
数
は
一
万
五
千
人
を
超
え
た
（
二
〇
一
三
年
現
在
）。
激
し
い
競
争
が
行
わ
れ
て
い
る
中
国
で
、
こ
れ
だ
け
巨
大
化
し
た

組
織
を
機
動
的
、
機
能
的
に
動
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
営
の
現
地
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
中
国

事
業
は
約
二
〇
年
と
い
う
歴
史
し
か
な
く
、
多
く
の
従
業
員
は
勤
続
年
数
も
短
い
。
現
地
法
人
も
、
当
初
は
ダ
イ
キ
ン
に

よ
っ
て
新
規
設
立
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
型
だ
っ
た
が
、
最
近
で
は
買
収
企
業
や
提
携
に
よ
る
合
弁
企
業
な
ど
、
出

自
も
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
経
営
の
現
地
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
の
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
に

対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
、
経
営
哲
学
や
経
営
理
念
の
共
有
で
あ
る
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
か

ら
経
営
ト
ッ
プ
が
世
界
各
地
の
拠
点
を
訪
問
し
、
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
に
つ
い
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
て
き
た
。
そ
し
て
、

海
外
拠
点
に
お
け
る
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
理
念
の
浸
透
に
努
め
、
な
か
で
も
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
の
定
着
に
は
力
を
入

れ
、
努
力
し
て
き
た
の
が
中
国
で
あ
っ
た
。
中
国
で
の
事
業
拡
大
へ
の
高
い
目
標
設
定
と
達
成
は
、
中
国
人
従
業
員
の
成
長

に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
き
た
。
勤
続
年
数
が
短
い
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
て
も
、
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
、
仕
事
を
通
じ
た
自
ら

の
成
長
に
確
信
が
持
て
た
と
き
に
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
理
解
し
、
自
ら
の
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。
そ
の

繰
り
返
し
が
、
中
国
事
業
の
発
展
を
支
え
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。

「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
が
中
国
で
実
践
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
中
国
で
行
わ
れ
る
二
千
人
が
参
加
す
る
代
理
店
感
謝
会
、

従
業
員
と
地
域
を
対
象
に
し
た
盆
踊
り
大
会
、
蘇
州
地
域
の
グ
ル
ー
プ
従
業
員
に
よ
る
大
運
動
会
な
ど
、
年
に
何
回
も
行
わ

れ
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
が
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
中
国
人
従
業
員
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
都
市
の
隅
々
に
ま
で
販
売
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
、
多
く
の
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
が
地
方
に
駐
在
し
、
空
調
を
必

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
商
品
を
重
点
に
す
る
こ
と
で
、
技
術
力
で

ロ
ー
カ
ル
大
手
企
業
と
差
別
化
す
る
と
と
も
に
、
空
調
か
ら
空
気
、
暖
房
、
水
へ
と
事
業

領
域
を
拡
大
す
る
こ
と
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、＂
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
＂
に
対
し
て
は
、

経
営
指
導
、
採
用
支
援
・
研
修
、
ダ
イ
キ
ン
の
営
業
マ
ン
が
販
売
店
と
一
緒
に
市
場
開
拓

や
同
行
セ
ー
ル
ス
の
実
施
、
設
計
・
工
事
指
導
な
ど
、
積
極
的
な
強
化
策
を
進
め
て
い
る
。

販
売
エ
リ
ア
も
、
大
都
市
部
で
は
、
中
心
部
か
ら
都
市
化
が
進
む
郊
外
地
域
に
広
が
っ

て
い
っ
た
。
都
市
で
は
、
巨
大
都
市
で
あ
る
一
級
都
市
か
ら
大
都
市
で
あ
る
二
級
・
三
級

都
市
に
販
売
拠
点
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
四
級
・
五
級
都
市
へ
も
販
売
を
広
げ
、

二
〇
一
三
年
に
は
全
国
一
三
一
ヵ
所
の
販
売
拠
点
を
作
り
上
げ
て
い
た
。
ま
た
、
地
域
的

に
沿
海
部
か
ら
内
陸
部
へ
進
み
、
そ
れ
ま
で
積
極
的
な
展
開
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
中
西

部
の
奥
地
な
ど
に
も
営
業
活
動
を
進
め
て
、
販
売
高
は
大
き
く
伸
び
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

特
約
設
備
店
、＂
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
＂、＂
エ
ア
シ
ョ
ッ
プ
＂
な
ど
の
販
売
網
は
、
一
一
年
に

は
約
八
千
店
で
あ
っ
た
が
一
二
年
に
は
約
一
万
二
千
店
、
一
三
年
に
は
一
万
四
千
店
に
ま

で
拡
大
し
た
。
販
売
店
に
対
す
る
開
発
人
員
も
年
々
増
え
、
一
千
人
近
く
に
ま
で
達
し
た

が
、
こ
れ
は
ダ
イ
キ
ン
中
国
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
成
果
で
あ
っ
た
。

「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
の
実
践

空
調
、
化
学
、
低
温
・
油
機
・
特
機
、
Ａ
Ａ
Ｆ
・
日
本
無
機
な
ど
を
含
め
た
ダ
イ
キ
ン

“プロショップ”の外観 “エアショップ”の外観
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ル
マ
＂
一
号
機
を
商
品
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

寒
冷
地
の
多
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
暖
房
機
器
市
場
は
、
世
界
最
大
の
暖
房
・
給
湯
機
市
場
で
あ
る
。
そ
の
中
心
は
石
油
や
ガ

ス
な
ど
を
燃
焼
さ
せ
る
「
燃
焼
式
」
で
、
ボ
イ
ラ
ー
で
温
水
を
作
り
、
水
を
熱
媒
体
と
し
て
床
暖
房
や
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
に
通

し
て
暖
め
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
環
境
や
省
エ
ネ
に
関
心
が
高
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
多
く
、

省
エ
ネ
効
率
の
低
い
従
来
型
の
ボ
イ
ラ
ー
よ
り
も
、
熱
回
収
付
き
ボ
イ
ラ
ー
や
＂
ダ
イ
キ
ン
ア
ル
テ
ル
マ
＂
の
よ
う
な
室
外

の
空
気
が
持
つ
熱
量
を
熱
源
と
し
、
圧
縮
機
を
使
っ
て
冷
媒
の
熱
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
た
空
気
熱
源
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
。＂
ダ
イ
キ
ン
ア
ル
テ
ル
マ
＂
は
、
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
場
に
と
っ
て
も
、
期

待
さ
れ
る
商
品
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
初
に
提
供
さ
れ
た
低
温

＂
ダ
イ
キ
ン
ア
ル
テ
ル
マ
＂
は
、
開
発
時
点
で
は
想
定
さ
れ
な
か
っ

た
厳
し
い
環
境
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
さ
ら
な
る
改
良
が

必
要
と
な
っ
た
。
ま
た
、
高
温
水
へ
の
需
要
も
多
い
こ
と
か
ら
次
の

新
製
品
開
発
が
進
め
ら
れ
、
二
〇
〇
九
年
六
月
に
高
温
水
＂
ダ
イ
キ

ン
ア
ル
テ
ル
マ
＂
が
商
品
化
さ
れ
た
。

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
に
と
っ
て
暖
房
事
業
は
ま
っ
た
く
新
し
い
事
業
で
あ

り
、
事
業
拡
大
の
た
め
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
の
吸
収
と
販
売
網
な
ど
体
制

の
整
備
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
二
〇
〇
八
年
に
は
ド
イ
ツ
を

中
心
に
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
、
高
効
率
な
住
宅
用
熱
回
収

付
き
ボ
イ
ラ
ー
や
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
、
ソ
ー
ラ
ー
温
水
器
な
ど
を
製

要
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
広
大
な
中
国
の
隅
々
に
ま
で
営
業
に
回
っ
て
い
る
姿
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
販

売
店
の
開
発
、
中
国
独
自
の
商
品
開
発
な
ど
も
、
そ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
前
向
き
な
姿
勢
が
あ
っ
て
、
初
め
て
実
現
す
る

も
の
で
あ
る
。

中
国
事
業
の
成
長
と
発
展
の
前
提
で
も
あ
り
、
結
果
で
も
あ
る
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
の
定
着
と
展
開
が
、
ダ
イ
キ

ン
中
国
の
発
展
に
も
た
ら
し
た
こ
と
の
大
切
さ
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑷
経
済
危
機
と
ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社

〝
ダ
イ
キ
ン
ア
ル
テ
ル
マ
〞
の
開
発
と
暖
房
・
給
湯
機
事
業
、
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
）
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
っ
た
猛

暑
に
対
応
し
て
、
機
敏
か
つ
積
極
的
な
事
業
展
開
を
行
い
、
代
理
店
の
買
収
に
よ
る
販
売
会
社
化
や
チ
ェ
コ
工
場

（
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｚ
）
の
稼
働
に
よ
る
生
産
の
最
寄
り
化
な
ど
を
進
め
た
。
ま
た
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
に
は
、
オ
ス
テ
ン
ド
工

場
で
の
Ｉ
Ｒ
５
０
（Innovation T

hrough Renaissance 5 0
）
の
生
産
を
契
機
に
暖
房
事
業
を
開
始
し
て
、
翌
〇
二
年
の
商

品
開
発
会
議
で
正
式
に
新
商
品
開
発
が
決
め
ら
れ
た
。
Ｉ
Ｒ
５
０
の
開
発
は
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
生
産
が
チ
ェ
コ
に
移
管

さ
れ
た
の
ち
、
オ
ス
テ
ン
ド
工
場
の
新
し
い
事
業
と
し
て
、
背
水
の
陣
と
も
言
え
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
か

ら
新
し
い
事
業
の
芽
が
生
み
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
本
格
的
な
取
り
組
み
で
も
あ
り
、

当
初
、
想
定
し
た
以
上
の
困
難
を
伴
う
商
品
開
発
に
な
っ
た
。
日
本
本
社
の
開
発
部
門
や
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
営
業
部
門
、
販

社
な
ど
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
で
、
〇
六
年
三
月
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
温
水
暖
房
・
給
湯
機
の
低
温
＂
ダ
イ
キ
ン
ア
ル
テ

暖房・給湯機 “ダイキンアルテルマ”
ヒートポンプ技術によって得た熱を床暖房や給湯に
使用するシステム

給湯タンク

ラジエーター

室外機

床暖房

コンベクタ

ソーラーパネルキット

ヒート
ポンプ
技術

“ダイキンアルテルマ”の設置事例
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
低
迷
と
販
売
の
低
下

販
売
網
の
整
備
、
事
業
領
域
の
拡
大
、
生
産
の
最
寄
り
化
を
進
め
た
ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
）
は
、

二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
に
六
億
二
八
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
だ
っ
た
売
上
高
が
、
〇
七
年
に
は
一
九
億
一
七
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
と

約
三
倍
に
拡
大
し
た
。
こ
の
間
、
〇
四
年
に
は
売
上
高
で
ラ
イ
バ
ル
社
を
抜
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。
ま
た

営
業
利
益
も
増
大
し
、
〇
七
年
に
は
営
業
利
益
率
が
二
〇
％
を
超
え
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
グ
ル
ー
プ
の
連
結
人
員
も
、
〇
三
年

の
二
〇
一
〇
人
か
ら
〇
七
年
に
は
五
八
九
〇
人
ま
で
増
大
し
て
い
た
。

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
が
業
績
を
拡
大
さ
せ
て
い
た
時
期
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
も
好
調
で
あ
っ
た
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
東
欧
圏
諸
国
の
加
盟
が
続
き
、
二
〇
一
三
年
の
ク
ロ
ア
チ
ア
加
盟
に
よ
っ
て
二
八
ヵ
国
と
な
っ
た
。

一
九
九
九
年
に
導
入
し
た
通
貨
の
ユ
ー
ロ
も
、
二
〇
一
四
年
ま
で
に
一
八
カ
国
で
導
入
さ
れ
、
大
規
模
な
ユ
ー
ロ
経
済
圏
が

形
成
さ
れ
た
。
欧
州
域
内
の
生
産
活
動
、
域
内
交
易
や
人
の
動
き
も
活
発
化
し
、
ユ
ー
ロ
に
対
す
る
国
際
的
信
用
も
高
ま
り
、

ド
ル
に
対
し
て
も
円
に
対
し
て
も
ユ
ー
ロ
高
が
続
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
は
好
調
を
持
続
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
通
貨
統

合
に
よ
る
経
済
圏
の
拡
大
は
、
経
済
活
動
の
基
盤
を
広
げ
る
こ
と
と
な
る
一
方
、
経
済
力
に
差
が
あ
る
国
々
を
多
く
含
む
こ

と
に
よ
る
不
安
定
さ
も
内
包
し
て
い
た
。

二
〇
〇
七
年
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
危
機
、
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
経
済
的
な
関
係

の
強
い
欧
州
金
融
業
の
経
営
を
直
撃
し
、
破
綻
の
危
機
に
陥
る
と
こ
ろ
も
現
れ
た
。
各
国
政
府
は
、
金
融
企
業
の
破
綻
の
経

済
的
影
響
を
回
避
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
的
手
段
を
講
じ
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
で
見
る
と
〇
八
年
か

ら
減
速
し
、
と
く
に
〇
九
年
に
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
を
見
せ
た
。
一
〇
年
か
ら
は
回
復
を
見
せ
た
が
、
国
に
よ
っ
て
回
復
状

況
は
異
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
実
体
経
済
が
回
復
を
見
せ
て
い
た
な
か
で
も
う
一
つ
の
問
題
と
し
て
、
欧
州
通
貨
危
機
が
姿

造
・
販
売
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
ロ
テ
ッ
ク
ス
社
（
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
、
資
本
金
四
三
万
ユ
ー
ロ
、
従
業
員
三
六
〇
人
）
を
買
収
し
た
。

買
収
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
①
品
揃
え
を
含
め
た
住
宅
用
暖
房
機
市
場
に
お
い
て
、
低
二
酸
化
炭
素
暖
房
に
特
化
し
た
提
案

営
業
を
推
進
し
、
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
を
確
立
す
る
、
②
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
と
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
社
の
販
売
網
を
活
用
す
る
こ
と
で
販
売

シ
ナ
ジ
ー
を
創
出
す
る
、
③
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
買
収
時
の
経
験
を
有
効
に
活
用
し
、
シ
ナ
ジ
ー
創
出
す
る
こ
と
で
ユ
ニ
ー
ク
な
暖
房

メ
ー
カ
ー
と
し
て
発
展
す
る
、
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
〇
八
年
一
月
に
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
が
一
九
八
二
年
か
ら
関

係
を
持
っ
て
い
た
ス
ベ
ン
ス
カ
ダ
イ
キ
ン
社
の
株
式
を
取
得
し
て
一
〇
〇
％
子
会
社
化
し
、
ダ
イ
キ
ン
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
と

し
た
。
ダ
イ
キ
ン
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
は
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
最
初
の
暖
房
事
業
主
体
の
販
売
会
社
と
な
っ
た
。

暖
房
事
業
と
並
ん
で
、
こ
の
時
期
に
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
事
業
の
柱
と
な
っ
た
の
が
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
を
契
機
に
始
ま
っ
た

マ
ッ
ケ
イ
社
と
の
協
業
に
よ
る
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
〇
八
年
に
か
け
て
、
ダ
イ
キ
ン
フ
ラ
ン
ス
社

が
マ
ッ
ケ
イ
フ
ラ
ン
ス
社
を
合
併
す
る
な
ど
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
で
販
社
機
能
の
統
合
が
進
ん
だ
。

ま
た
、
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
の
需
要
先
と
し
て
期
待
さ
れ
る
中
東
地
域
を
狙
い
、
〇
八
年
八
月
に
は
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
中
東
事
務

所
と
マ
ッ
ケ
イ
社
の
現
地
法
人
を
統
合
し
、
新
た
に
ダ
イ
キ
ン
マ
ッ
ケ
イ
中
東
Ｆ
Ｚ
Ｅ
社
（
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｅ
）
を
設
立
し
た
。

こ
う
し
て
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
は
、
従
来
の
空
調
を
中
心
と
し
た
直
膨
事
業
に
加
え
、
暖
房
事
業
、
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
、
低
温
事

業
を
四
本
柱
と
す
る
事
業
体
系
を
本
格
的
に
展
開
し
、
そ
の
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
。
暖
房
事
業
は
、
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

だ
け
で
な
く
、
北
米
、
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
地
域
へ
も
展
開
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ダ
イ
キ
ン
の
主
要
事
業
の
一
つ
と

し
て
発
展
し
て
い
く
。
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一
二
年
、
一
三
年
と
売
り
上
げ
は
回
復
し
た
（
図
７
│

６
）
が
、
営
業
利

益
率
は
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
経
済
危
機
に
直
面
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
場
で
、
こ
れ
ま
で
は
優
位
に
進
め
て
き
た
競
合
企
業
と

の
競
争
で
、
初
め
て
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
は
防
御
に
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
期

化
す
る
事
業
環
境
の
悪
化
に
対
し
て
は
、
拡
大
期
に
お
け
る
従
来
戦
略
の

延
長
線
で
は
な
く
、
抜
本
的
な
経
営
戦
略
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

欧
州
事
業
の
構
造
改
革

二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
か
ら
続
い
た
長
期
の
経
済
危
機
は
、
企
業

と
消
費
者
の
マ
イ
ン
ド
を
急
速
に
冷
や
し
、
需
要
の
低
迷
や
金
融
危
機
に

陥
っ
た
南
欧
地
域
を
中
心
に
、
与
信
状
況
の
悪
化
を
も
た
ら
し
た
。
と
く

に
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
が
販
売
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
イ
タ
リ
ア
や
不
動
産
バ
ブ

ル
崩
壊
の
影
響
が
長
引
く
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
主
力
商
品
で
あ
る
エ
ア
コ
ン

の
需
要
減
少
が
著
し
か
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
は
、
需
要
の
減
少

だ
け
で
な
く
エ
ア
コ
ン
の
需
要
構
造
も
変
化
し
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
市
場

で
は
低
価
格
品
の
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
た
。
欧
州
市
場
で
の
ダ
イ
キ
ン

の
販
売
戦
略
は
、
高
価
格
・
高
利
益
商
品
中
心
で
あ
り
、
欧
州
市
場
の
ボ

を
現
し
て
い
た
。

欧
州
通
貨
危
機
は
、
経
済
危
機
の
さ
な
か
の
二
〇
〇
九
年
六
月
に
ギ
リ
シ
ャ
で
誕
生
し
た
新
政
権
が
、
そ
れ
ま
で
ギ
リ

シ
ャ
政
府
が
発
表
し
て
き
た
財
政
赤
字
に
粉
飾
が
あ
っ
た
こ
と
を
公
表
し
た
こ
と
を
契
機
に
始
ま
っ
た
。
粉
飾
問
題
を
き
っ

か
け
に
ギ
リ
シ
ャ
の
格
付
け
の
引
き
下
げ
、
ユ
ー
ロ
売
り
が
行
わ
れ
た
。
粉
飾
問
題
は
、
他
の
国
に
も
広
が
っ
て
ユ
ー
ロ
へ

の
信
用
は
急
速
に
低
下
し
た
。
一
方
、
ド
イ
ツ
な
ど
経
済
力
の
あ
る
国
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
支
援
を
め
ぐ
る
議
論
が
対
立

し
て
い
た
。
一
〇
年
は
、
ユ
ー
ロ
経
済
圏
の
存
立
自
体
が
問
わ
れ
る
と
い
う
、
ユ
ー
ロ
経
済
圏
が
形
成
さ
れ
て
初
め
て
の
通

貨
危
機
の
年
と
な
っ
た
。

通
貨
危
機
は
、
二
〇
一
二
年
に
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
、
南
欧
の
大
国
の
経
済
危
機
を
き
っ
か
け
に
再
発
し
、
再
び

ユ
ー
ロ
安
が
進
ん
だ
。
ス
ペ
イ
ン
は
、
〇
七
年
ま
で
Ｅ
Ｕ
内
で
も
高
い
成
長
経
済
を
持
続
し
て
い
た
が
、
地
価
な
ど
バ
ブ
ル

状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
危
機
を
き
っ
か
け
に
一
気
に
経
済
が
落
ち
込
ん
だ
。
ス
ペ
イ
ン

は
、
〇
九
年
に
財
政
支
出
を
削
減
し
、
国
内
景
気
は
さ
ら
に
沈
滞
化
し
、
一
〇
年
の
通
貨
危
機
の
際
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も

最
も
成
長
率
が
落
ち
込
ん
で
い
た
。
ギ
リ
シ
ャ
に
加
え
、
ス
ペ
イ
ン
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
南
欧
の
大
国
の
経
済
危
機
が
、
一
二

年
の
危
機
を
誘
発
し
て
い
っ
た
。

二
〇
一
三
年
に
な
る
と
欧
州
通
貨
危
機
は
沈
静
化
し
、
最
悪
の
状
況
を
脱
し
た
。
し
か
し
、
高
い
失
業
率
、
消
費
の
落
ち

込
み
は
依
然
と
し
て
続
き
、
国
に
よ
る
経
済
状
況
の
格
差
も
広
が
っ
て
、
通
貨
危
機
の
火
種
が
完
全
に
消
え
た
わ
け
で
は
な

く
、
不
安
要
素
の
残
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
危
機
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
事
業
に
も
大
き
く
影
響
し
た
。
〇
八
年
、

〇
九
年
と
減
収
減
益
が
続
き
、
翌
一
〇
年
に
は
回
復
す
る
も
の
の
、
一
一
年
は
再
び
減
収
減
益
と
不
安
定
な
状
況
が
続
い
た
。

図 7─6　DENV社の売上高の推移
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と
い
う
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
向
け
商
品
を
総
動
員
す
る
と
と
も
に
、
欧
州
市
場
向
け
専
用
機
の

開
発
に
よ
っ
て
一
気
に
シ
ェ
ア
を
高
め
る
戦
略
を
採
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
興
国
市
場
へ
の
展
開
と
エ
ア
フ
ィ
ル
社
の
買
収

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
業
績
回
復
に
と
っ
て
も
う
一
つ
の
課
題
が
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
が
対
象
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
東
、
ア
フ
リ

カ
地
域
の
新
興
国
市
場
で
の
販
売
拡
大
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
が
注
力
し
た
新
興
国
市
場
は
、
ト
ル
コ
と
中

東
で
あ
っ
た
。
ト
ル
コ
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
の
金
融
危
機
と
イ
ン
フ
レ
を
沈
静
化
さ
せ
た
あ
と
、
経
済
成
長
が
続
い
て

外
資
の
進
出
も
活
発
化
し
、
空
調
機
の
販
売
も
拡
大
し
つ
つ
あ
る
有
望
な
市
場
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
一
九
七
八
（
昭

和
五
十
三
）
年
か
ら
代
理
店
を
通
じ
、
ビ
ル
用
マ
ル
チ
の
販
売
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
（
平
成

十
七
）
年
に
代
理
店
が
倒
産
し
た
た
め
シ
ェ
ア
を
奪
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
主
管
を
日
本
本
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル

戦
略
本
部
か
ら
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
に
切
り
替
え
、
代
理
店
傘
下
の
販
売
店
を
管
理
し
て
い
た
が
、
〇
七
年
に
他
の
代
理
店
と
契
約

し
て
販
売
店
の
管
理
を
移
す
と
と
も
に
、
ト
ル
コ
営
業
事
務
所
を
開
設
し
た
。

経
済
発
展
に
よ
っ
て
空
調
機
市
場
は
拡
大
し
、
そ
の
な
か
で
ダ
イ
キ
ン
は
高
級
機
ゾ
ー
ン
で
は
成
果
を
上
げ
て
い
た
が
、

普
及
機
ゾ
ー
ン
で
は
ロ
ー
カ
ル
企
業
な
ど
に
押
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
格
的
に
ト
ル
コ
市
場
に
参
入
す
る
と
と
も
に
、

中
央
ア
ジ
ア
や
中
東
な
ど
ト
ル
コ
周
辺
国
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
、
二
〇
一
一
年
八
月
に
、
空
調
・
暖
房
・
換
気
機
器
の

製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
た
エ
ア
フ
ィ
ル
社
を
一
億
八
千
万
ユ
ー
ロ
で
買
収
し
、
ダ
イ
キ
ン
ト
ル
コ
社
（
Ｄ
Ｔ
Ａ
Ｓ
）
と
し

た
。
エ
ア
フ
ィ
ル
社
は
、
一
九
九
九
年
に
設
立
さ
れ
、
当
初
は
海
外
空
調
メ
ー
カ
ー
の
代
理
店
と
し
て
発
展
し
た
が
、
〇
六

年
以
降
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
エ
ア
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
、
壁
掛
け
ボ
イ
ラ
ー
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
生
産
も
始
め
て
い
た
。

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
に
対
し
て
は
、
十
分
に
力
を
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

長
引
く
不
況
に
対
抗
す
る
た
め
空
調
事
業
で
は
、
従
来
の
戦
略
を
抜
本
的
に
見
直
す
事
業
再
構
築
が
進
め
ら
れ
た
。
営
業

で
は
、
従
来
の
販
社
任
せ
の
営
業
や
高
価
格
帯
重
視
の
戦
略
を
見
直
し
、
販
社
の
営
業
強
化
に
向
け
た
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
本
社
の
指

導
力
の
発
揮
、
低
価
格
帯
で
の
シ
ェ
ア
奪
取
が
取
り
組
ま
れ
た
。
商
品
開
発
も
、
日
本
で
の
開
発
中
心
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
品
を
現
地
で
開
発
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
オ
ス
テ
ン
ド
に
欧
州
開
発
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
発
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
商
品
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
〇
年
一
月
にEM

U
RA

を
開
発
・

発
売
す
る
な
ど
、
取
り
組
ん
で
は
い
た
が
、
欧
州
開
発
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
幅
広
い
現
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ー
ズ
の
徹
底
収
集
と
、
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
の
企
画
・
立
案
の
現
地
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。生

産
に
つ
い
て
も
、
オ
ス
テ
ン
ド
、
ピ
ル
ゼ
ン
、
ブ
ル
ノ
の
ほ
か
に
、
後
述
す
る
ト
ル
コ
の
ヘ
ン
デ
ッ
ク
が
、
そ
れ
ぞ
れ

個
別
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
追
求
す
る
な
ど
、
生
産
分
担
も
硬
直
化
し
て
い
た
。
各
地
域
ご
と
に
、
工
場
の
強
み
に
基
づ
い
た

柔
軟
な
生
産
分
担
、
欧
州
ト
ー
タ
ル
で
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
追
求
な
ど
、
全
体
最
適
に
よ
る
生
産
再
編
が
課
題
と
さ
れ
た
。

管
理
・
支
援
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
各
子
会
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
前
で
持
っ
て
い
た
間
接
業
務
を
汎
欧
州
で
一
元
管
理
し
、

経
営
効
率
を
改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
延
長
線
上
で
は
な
い
、
営
業
・
開
発
・
生
産
・
経
営
管
理
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
構
造
改
革
に
よ
っ

て
、
①
ダ
イ
キ
ン
商
品
が
強
み
を
持
つ
高
価
格
帯
で
の
シ
ェ
ア
と
利
益
を
徹
底
追
求
す
る
、
②
こ
れ
ま
で
十
分
に
取
り
組
ん

で
こ
な
か
っ
た
低
価
格
帯
で
の
真
っ
向
か
ら
競
争
を
行
う
、
③
身
軽
な
経
営
を
追
求
す
る
と
い
う
、
三
つ
の
課
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
と
く
に
、
南
欧
市
場
を
狙
っ
た
低
価
格
帯
市
場
へ
の
展
開
で
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
、
蘇
州
、
ト
ル
コ
、
格
力
Ｏ
Ｅ
Ｍ
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て
い
た
。
買
収
後
の
二
〇
一
二
年
に
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
向
け
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
生
産
ラ
イ
ン
が
増
設
さ
れ
、
ト
ル

コ
お
よ
び
欧
州
市
場
向
け
に
製
品
を
供
給
し
て
い
る
。
ヘ
ン
デ
ッ
ク
工
場
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
を
戦
い

抜
く
コ
ス
ト
競
争
力
の
追
求
と
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充
で
あ
る
。
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
て
は
、

既
存
部
品
を
フ
ル
に
活
用
し
た
「
組
み
合
わ
せ
開
発
」
が
重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、
低
コ
ス
ト
生
産
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
海
外
生
産
拠
点
間
の
技
術
交
流
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
商
品
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充
に
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
や
蘇
州
な
ど
か
ら
調
達
す
る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
活
用
し
て
い
る
。
開
発
・

販
売
・
生
産
、
そ
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
っ
て
、
ト
ル
コ
で
の
事
業
は
着
実
に
拡
大
を
見
せ
て
い
る
。

ま
た
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
つ
い
て
は
、
中
東
最
大
の
市
場
で
あ
り
都
市
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
す
る
な
か
で
、
大

型
ア
プ
ラ
イ
ド
を
含
め
た
業
務
用
エ
ア
コ
ン
の
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
同
地
に
、
現
地
の
財
閥
系
投
資
会
社
と
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社

の
合
弁
で
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ 

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
社
（
本
社
リ
ヤ
ド
市
）
を
設

立
し
た
。
人
口
増
加
に
伴
っ
て
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
の
事
業
展
開
は
、
ダ

イ
キ
ン
の
海
外
事
業
に
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ト
ル
コ
、
中
東
、
ロ
シ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
、
新
興
国
に
お
け
る
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
売
上
比
率
は
、
二
〇
〇
七
年
に
は
七
％

に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
五
年
後
の
一
二
年
に
は
二
五
％
を
超
え
た
。
既
存
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
加
え
て
、
広
が
り
を
見
せ

る
新
興
国
市
場
で
の
事
業
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
の
事
業
の
な
か
で
存
在
感
を
高
め
て
い
る
。

短
期
間
に
成
長
し
、
ト
ル
コ
の
空
調
産

業
の
一
角
を
占
め
て
い
た
企
業
で
あ
り
、

同
社
の
買
収
に
よ
っ
て
ダ
イ
キ
ン
は
空

調
・
暖
房
事
業
と
そ
れ
を
支
え
る
販
売

網
と
生
産
拠
点
（
ヘ
ン
デ
ッ
ク
工
場
）

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ト
ル
コ
国
内
市
場
は
、
ロ
ー
カ
ル
企

業
、
日
系
、
韓
国
系
、
ア
メ
リ
カ
系
の

外
資
系
企
業
が
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、

＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂、
ア
プ
ラ
イ
ド
そ
れ
ぞ
れ
の

市
場
で
、
激
し
い
シ
ェ
ア
争
い
を
演
じ

て
い
た
。
エ
ア
フ
ィ
ル
社
の
買
収
後
、

Ｄ
Ｔ
Ａ
Ｓ
社
は
、
既
存
の
ダ
イ
キ
ン
製

品
の
販
売
店
と
エ
ア
フ
ィ
ル
社
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
な
ど
を
活
用
し
て
販
売
網
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
キ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の

浸
透
を
狙
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
展
開
し
た
。
ま
た
、
販
売
店
の
数
を
増
や
す
と
と
も
に
店
内
の
内

装
を
統
一
す
る
な
ど
、
質
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
図
っ
て
い
る
。

生
産
拠
点
で
あ
る
ヘ
ン
デ
ッ
ク
工
場
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
か
ら
自
動
車
で
約
三
時
間
の
距
離
に
位
置
し
、
エ
ア
フ
ィ
ル

社
時
代
に
は
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
や
壁
掛
け
ボ
イ
ラ
ー
、
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
、
エ
ア
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
を
生
産
し

ダイキントルコ社本社

ダイキントルコ社ヘンデック工場
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向
け
製
品
に
つ
い
て
チ
ェ
コ
で

現
地
生
産
が
始
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
が
生
産
す
る
商

品
の
販
売
先
と
し
て
、
東
南
ア

ジ
ア
地
域
が
重
視
さ
れ
た
こ
と

が
変
化
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
に
開

発
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
製

品
開
発
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
を
軸
に
し
た
戦

略
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て

Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
は
、
全
世
界
へ
の
空

調
製
品
供
給
の
グ
ロ
ー
バ
ル
生

産
拠
点
で
あ
り
、
か
つ
冷
房
専

用
機
の
開
発
拠
点
、
ア
セ
ア

ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
へ
の
販

売
統
括
拠
点
と
し
て
、
重
要
な

⑸
ア
セ
ア
ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
市
場
で
の
展
開

ア
セ
ア
ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
市
場
と
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社

一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
の
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
っ
て
、
経
済
状
況
が
悪

化
し
て
い
た
東
南
ア
ジ
ア
は
、
そ
の
後
、
高
い
成
長
率
を
維
持
し
て
い
た
。
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
も
比
較

的
軽
微
で
、
経
済
成
長
と
人
口
増
加
が
進
み
、
世
界
の
生
産
工
場
、
消
費
市
場
と
し
て
、
そ
の
存
在
感
を
高
め
て
い
た
（
図

７
│

７
）。

隣
接
す
る
オ
セ
ア
ニ
ア
、
イ
ン
ド
も
含
め
た
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
特
徴
は
、
経
済
指
標
で
見
る
と
先
進
国
の
水

準
に
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
、
低
所
得
国
に
属
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
ま
で
、

多
様
な
発
展
段
階
に
あ
る
国
々
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
表
７
│

１
）。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
国
々
が
人
口
規
模
、
歴

史
、
宗
教
、
言
語
、
政
治
体
制
、
通
貨
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
異
な
っ
て
お
り
、
市
場
と
し
て
の
複
雑
さ
を
持
っ
て
い
た
。

巨
大
市
場
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
く
一
方
で
、
中
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
も
異
な
る
複
雑
さ
を
有
し
て
い
る
の

が
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
急
速
に
エ
ア
コ
ン
な
ど
耐
久
消
費
財
の
普
及
が

進
む
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
家
電
製
品
に
対
す
る
省
エ
ネ
規
制
制
度
の
整
備
も
、
国
ご
と
に
進
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
各
国
ご

と
に
行
わ
れ
る
規
制
に
対
し
て
、
空
調
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
ダ
イ
キ
ン
は
、
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
形
で
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
ダ
イ
キ
ン
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
こ
の
地
域
に
代
理
店
や
子
会
社
を
置
い
て
進
出
を
始
め
て
い

た
。
し
か
し
、
本
格
的
な
展
開
は
九
七
年
の
通
貨
危
機
後
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

図 7─7　東南アジア地域の人口とGDPの推移
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表 7─1　アセアン・オセアニア諸国の経済指標

国
人口

（百万人）
GDP

（名目，百万米ドル）
1 人当たり GDP
（名目，米ドル）

2013 年 2000 年 2012 年 2000 年 2012 年
オーストラリア  23.3 409,835 1,564,419 21,280 67,869
シンガポール   5.4  94,308   276,520 24,069 52,141
タイ  67.0 126,148   385,694  2,023  5,775
マレーシア  29.7  97,584   304,326  4,167 10,422
インドネシア 249.9 165,021   878,043    790  3,557
フィリピン  98.4  81,026   250,182  1,043  2,587
ベトナム  91.7  31,173   155,820    385  1,716
出所）総務省統計局『世界の統計 2014』より作成．
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し
、
同
社
の
子
会
社
で
あ
る
ヨ
ー
ク
社
の
ブ
ラ
ン
ド
で
空
調
機
・
冷
蔵
機
器
の
生
産
を
始
め
た
。
八
四
年
に
は
、
自
社
ブ
ラ

ン
ド
で
あ
る
＂
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
＂
空
調
機
な
ど
を
生
産
・
販
売
、＂
ヨ
ー
ク
＂
と
＂
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
＂
と
い
う
二
つ
の
ブ
ラ
ン
ド

を
メ
イ
ン
に
発
展
し
、
住
宅
用
空
調
、
業
務
用
空
調
の
ヨ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
誰
も
が
知
る
も
の
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
間
、
九
八
年
に
は
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
製
品
開
発
力
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業

に
つ
い
て
も
ヨ
ー
ク
社
と
の
間
で
製
造
・
販
売
二
社
の
合
弁
企
業
を
持
ち
、
大
型
チ
ラ
ー
な
ど
商
品
の
多
く
を
ヨ
ー
ク
社
の

中
国
工
場
か
ら
輸
入
、
ヨ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
し
て
い
た
。

ヨ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
販
売
は
、
契
約
上
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
に
限
ら
れ
、
販

売
ル
ー
ト
も
＂
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
＂
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
ズ
社
は
、＂
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
＂
と
マ
ッ
ケ
イ
と
い
う
二
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、

ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
各
地
に
輸

出
し
、
買
収
時
の
輸
出
比
率
は
六
割
で
あ
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
は
、

＂
ヨ
ー
ク
＂
と
＂
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
＂
を
合
わ
せ
た
市
場
シ
ェ
ア
は
四
割
を
超
え
、

Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
の
製
品
を
販
売
し
て
い
た
ダ
イ
キ
ン
マ
レ
ー
シ
ア
社
よ
り
も
、
は
る
か

に
高
い
シ
ェ
ア
で
あ
っ
た
。
設
立
以
来
、
一
時
期
を
除
い
て
増
収
を
続
け
、
利
益

率
も
高
い
数
字
を
残
し
て
い
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
自

社
製
品
を
開
発
・
生
産
・
販
売
し
、
事
業
を
拡
張
し
て
利
益
を
確
実
に
確
保
し
て

い
た
の
が
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
が
、
希
求
し

て
や
ま
な
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
通
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
、
マ
レ
ー
シ

機
能
を
有
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
販
売
先
が
、
ア
セ
ア
ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
影
響
も
軽
微
で
あ
っ
た
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
は
、
〇
九
年
一
月
に
第
三
工
場
が
建
設
完
了
し
、
翌
一
〇
年

四
月
に
生
産
を
開
始
し
た
。
同
年
二
月
に
は
、
創
業
二
〇
周
年
を
迎
え
、
累
計
生
産
台
数
は
一
千
万
台
（
室
外
機
）
を
超
え

て
い
た
。
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
、
タ
イ
の
大
洪
水
に
よ
る
部
品
調
達
の
困
難
な
ど
か
ら
、
一
時
は
生
産
が
減
少
し
た
り

し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
生
産
を
拡
大
さ
せ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
に
よ
っ
て
世
界
各
地
へ
低
価
格
の
ル
ー

ム
エ
ア
コ
ン
を
生
産
・
供
給
し
て
い
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
空
調
生
産
拠
点
（
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
）
を
傘
下
と
し
た
こ
と
で
、
ア
セ
ア

ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
対
応
す
る
戦
略
の
幅
が
広
が
っ
て
い
た
。

そ
の
な
か
で
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
は
、
こ
の
地
域
に
つ
い
て
、
冷
房
専
用
機
主
体
の
途
上
国
市
場
で
冷
専
機
の
競
争
力

を
強
化
し
、
総
合
空
調
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
な
成
熟

国
で
は
、
す
で
に
確
立
し
て
い
た
地
位
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
新
規
事
業
を
確
立
す
る
こ
と
、
そ
の
う
え
で
域
内
全
体
で
の

シ
ェ
ア
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
す
こ
と
、
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
多
く
の
競
合
他
社
が
進
出
し
、
競
争
構
造
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
激
し
い
競
争
を
展
開
し
な
が
ら
、

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
の
空
調
事
業
は
、
こ
の
時
期
に
新
し
い
段
階
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
の
拠
点
強
化

ダ
イ
キ
ン
が
、
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
に
買
収
し
た
Ｏ
Ｙ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
の
起
源
は
、
前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

一
九
七
四
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
設
立
さ
れ
た
Ｏ
Ｙ
Ｌ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社
で
あ
る
。
同
社
は
、
七
七
年
に
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
郊
外
の
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
シ
ャ
ー
・
ア
ラ
ム
市
に
工
場
を
建
て
、
七
八
年
に
は
米
国
ボ
ル
グ
・
ワ
ー
ナ
ー
社
と
契
約

OYLM社の全景
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明
確
で
あ
り
、
利
益
確
保
へ
の
強
い
信
念
と
実
行
力
を
持
ち
、
問
題
が
生
じ
た
際
の
対
応
力
に
優
れ
、
安
定
し
た
収
益
を
上

げ
て
い
た
。
一
方
、
問
題
発
生
の
理
由
や
根
源
に
立
ち
返
っ
た
分
析
へ
の
問
題
意
識
が
弱
く
、
こ
れ
は
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す

る
ダ
イ
キ
ン
の
カ
ル
チ
ャ
ー
と
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
新
た
な
仕
組
み
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
現
場
の

Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
問
題
の
可
視
化
・
共
有
化
を
図
り
、
旧
来
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
の
文
化
の
変
革
を
進
め
た
。

ま
た
、
品
質
に
つ
い
て
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
は
、
新
興
国
市
場
に
お
け
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の
ニ
ー
ズ
と
価
格
に
適
合
し
た
製

品
開
発
を
し
、
品
質
に
関
す
る
独
自
基
準
を
持
っ
て
い
た
。
設
計
機
能
を
持
ち
、
標
準
部
品
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
の
競
争
力
を
高
め
て
き
た
。
こ
れ
は
、
ダ
イ
キ
ン
に
は
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
品
質

問
題
が
発
生
し
た
と
き
の
原
因
究
明
が
不
十
分
に
終
わ
り
、
対
策
不
備
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ダ
イ
キ
ン

ブ
ラ
ン
ド
製
品
を
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
に
生
産
委
託
し
、
商
品
と
し
て
販
売
す
る
と
、
従
来
の
ダ
イ
キ
ン
商
流
ル
ー
ト
か
ら
品
質
に

関
す
る
ク
レ
ー
ム
が
殺
到
し
た
。
こ
れ
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
側
に
も
、
開
発
段
階
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
市
場
の
状
況
に
応
じ
て
、

品
質
基
準
を
柔
軟
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
品
質
基
準
を
一
律
に
考
え
て
い
た
と
い
う
問
題
が
あ
っ

た
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
も
、
品
質
に
関
す
る
問
題
究
明
の
仕
組
み
を
作
る
と
と
も
に
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
に
適
合
し
た
開
発
能

力
・
調
達
能
力
を
活
か
す
た
め
に
、
市
場
ニ
ー
ズ
を
開
発
段
階
か
ら
把
握
し
て
、
品
質
基
準
を
市
場
状
況
に
合
わ
せ
、
柔
軟

化
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
た
。

人
材
に
つ
い
て
も
、
技
術
や
管
理
部
門
に
マ
レ
ー
シ
ア
語
、
英
語
、
中
国
語
と
い
っ
た
多
言
語
が
扱
え
て
、
能
力
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
優
秀
な
社
員
が
存
在
す
る
一
方
、
製
造
現
場
で
の
教
育
に
つ
い
て
は
不
十
分
な
状
態
が
見
ら
れ
た
。
当

初
、
ダ
イ
キ
ン
流
の
開
発
手
法
を
押
し
付
け
る
形
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
技
術
者
が
企
業
外
へ
流
出
す
る
状
況
が
生
じ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ダ
イ
キ
ン
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
の
蓄
積
し
て
き
た
基
準
を
大
事
に
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
プ
ラ
イ
ド
に
十
分
配
慮
し

ア
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
（
以
下
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
）
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
競
合
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
生
産

し
、
そ
れ
が
マ
レ
ー
シ
ア
市
場
で
高
い
シ
ェ
ア
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
へ
の
対
応
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
ダ
イ
キ
ン
が
追
求

す
る
ワ
ン
ブ
ラ
ン
ド
化
と
の
関
係
で
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
と
の
シ
ナ
ジ
ー
を
、
ど
れ
だ
け
発
揮
で

き
る
の
か
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
に
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
を
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
、
有
効
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、

そ
し
て
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
の
発
展
を
、
ど
う
い
っ
た
形
で
実
現
さ
せ
て
い
く
の
か
が
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
に
と
っ
て
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
難
し
い
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

二
〇
〇
八
年
三
月
十
八
日
、
買
収
時
に
移
転
が
進
ん
で
い
た
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
の
ス
ン
ガ
イ
ブ
ロ
ー
市
に
あ
る
新
し
い
工

場
で
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
日
本
大
使
、
マ
レ
ー
シ
ア
通
産
省
事
務
次
官
、
井
上
礼
之
会

長
ら
が
参
加
す
る
な
か
で
開
催
さ
れ
た
。
夕
刻
に
は
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
内
の
ホ
テ
ル
に
場
所
を
移
し
て
感
謝
デ
ィ

ナ
ー
を
開
催
し
、
翌
日
に
は
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
の
幹
部
と
ダ
イ
キ
ン
ト
ッ
プ
と
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議
が
、
次
い
で
全
従
業
員
が
参

加
す
る
従
業
員
の
夕
べ
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
新
し
い
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

カ
ン
パ
ニ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
融
合

ダ
イ
キ
ン
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
買
収
後
の
事
業
運
営
方
針
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
企
業
文
化
と
伝
統
を
尊
重
し
つ
つ
、
ダ
イ
キ
ン
文
化

に
つ
い
て
の
理
解
を
求
め
、
両
社
の
良
さ
を
融
合
さ
せ
た
新
た
な
企
業
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
く
に

Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
求
め
る
低
価
格
製
品
を
開
発
・
生
産
・
販
売
し
て
お
り
、
両
社
の
良
さ
を
ど
の
よ
う
に
組
み

合
わ
せ
て
い
く
の
か
が
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
買
収
当
初
は
両
社
の
融
合
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
経
営
手
法
で
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
は
業
績
と
報
酬
の
関
係
が



474475　第 7章●グローバル企業ＤＡＩＫＩＮ─さらなる高みへの挑戦

で
あ
る
＂
ヨ
ー
ク
＂、
そ
し
て
買
収
後
は
ダ
イ
キ
ン
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
三
つ
の
製
品
を
生
産
し
、
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
で
は

ヨ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
で
生
産
し
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
に
よ
る
買
収
後
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
欧
州
通
貨
危
機
が
続
き
、
輸
出

が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
市
場
の
比
率
が
高
ま
り
、
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
持
つ
ヨ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
製
品

の
生
産
が
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
に
と
っ
て
重
み
を
増
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ワ
ン
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ

て
、
必
ず
し
も
好
ま
し
い
こ
と
と
は
い
え
な
い
。
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
ヨ
ー
ク
社
の
親
会
社
で
あ
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ズ
社
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）
と
の
契
約
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
目
的
は
、
ユ
ニ
タ
リ
ー
商
品
で
は
ヨ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売
を
担
当
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
ア
ソ
シ
エ
イ

テ
ィ
ッ
ド
社
（
Ｇ
Ａ
）
の
販
売
網
を
活
用
し
、
ダ
イ
キ
ン
製
品
、
と
く
に
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
と
イ
ン
バ
ー
タ
機
の
市
場
創
造
を
進

め
、
さ
ら
な
る
空
調
ナ
ン
バ
ー
１
を
実
現
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
ア
プ
ラ
イ
ド
商
品
で
は
、
ダ
イ
キ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で
自
前
商

品
／
販
路
に
よ
る
市
場
開
拓
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
契
約
交
渉
は
、
二
〇
一
四
年
初
め
か
ら
開
始
さ
れ
、
九
月
末
ま
で
か

か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
に
関
し
て
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ
／
ヨ
ー
ク
製
品
の
製
造
・
販
売
を
行
う
合
弁
二
社
の
株
式
を

Ｊ
Ｃ
Ｉ
社
に
売
却
す
る
こ
と
、
ユ
ニ
タ
リ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
ヨ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
の
生
産
を
中
止
し
、
Ｇ
Ａ
社
を
ダ
イ
キ
ン
製

品
（
Ｄ
Ｉ
Ｔ
製
）
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
販
売
会
社
で
あ
っ
た
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
マ
レ
ー
シ
ア
社
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｍ
）

に
統
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
ワ
ン
ブ
ラ
ン
ド
化
に
伴
い
、
Ｇ
Ａ
社
は
販
売
製
品
を
ダ
イ
キ
ン
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
旨
、
市
場
に

向
け
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
実
施
し
た
。
一
部
に
反
発
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
販
売
店
で
の
ダ
イ
キ
ン
製
品
の
取
り
扱
い

は
増
加
し
て
い
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
市
場
に
お
け
る
ワ
ン
ブ
ラ
ン
ド
化
と
Ｇ
Ａ
社
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｍ
社
の
統
合
に
よ
る
販
売
面
で

の
効
果
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
以
降
、
本
格
的
に
展
開
さ
れ
て
い
く
。

た
対
策
を
と
る
こ
と
で
離
職
率
を
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に
、
現
場
に
つ
い
て
は
ダ
イ
キ
ン
生
産
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
製
造
監
督

職
の
強
化
、
技
能
研
修
の
充
実
を
図
っ
た
。

カ
ン
パ
ニ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
融
合
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
ま
た
現
実
に
は
一
朝
一
夕
で
進
む
も
の
で

は
な
い
。
日
常
的
な
改
善
の
積
み
重
ね
に
加
え
、
日
本
や
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
か
ら
の
支
援
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
か
ら
日
本
や
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
へ

の
社
員
派
遣
な
ど
を
通
じ
て
、
と
き
に
は
予
期
せ
ぬ
出
来
事
に
後
退
を
し
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
っ
た
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
と
ダ
イ
キ
ン
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
さ
の
融
合
成
果
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
ダ
イ
キ
ン
ブ
ラ
ン
ド
品

と
し
て
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
製
品
の
市
場
評
価
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
に
示
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
か
ら
、
ダ
イ
キ
ン
の
各
拠
点

に
輸
出
さ
れ
る
ダ
イ
キ
ン
ブ
ラ
ン
ド
製
品
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
製
品
は
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
上
、

不
可
欠
の
位
置
づ
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
社
が
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
に
エ
ア
フ
ィ
ル
社
を
買
収
し
た
際
、
同
社
の
ヘ
ン
デ
ッ
ク
工
場

で
の
生
産
指
導
に
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
が
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
両
社
融
合
の
経
験
の
う
え
に
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
が
培
っ
て
き

た
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
向
け
の
強
さ
が
、
買
収
後
の
ヘ
ン
デ
ッ
ク
工
場
に
求
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー

プ
の
競
争
力
強
化
の
た
め
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
と
買
収
後
の
ヘ
ン
デ
ッ
ク
工
場
が
、
自
立
的
に
直
接
協
力
し
て
い
く
取
り
組
み
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
が
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ワ
ン
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

前
述
し
た
よ
う
に
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
は
、
ユ
ニ
タ
リ
ー
市
場
で
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
＂
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
＂
と
他
社
ブ
ラ
ン
ド
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年
間
に
五
倍
と
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
市
場
で
の
シ
ェ
ア
と
存
在
感
を
高
め
て
い
た
。

東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
、
省
エ
ネ
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
二
〇
一
三
年
に
エ
ア
コ
ン
や
冷

蔵
庫
な
ど
を
対
象
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
ベ
ル
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
ベ
ル
制
度
は
、
基
準
や
試
験
規
格

の
内
容
に
よ
っ
て
メ
ー
カ
ー
側
の
対
応
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
日
本
企
業
な
ど
が
提
案
し
て
い
る
新
国

際
標
準
試
験
規
格
に
対
応
し
た
試
験
規
格
が
採
用
さ
れ
た
が
、
試
験
設
備
が
未
整
備
な
た
め
に
当
初
は
混
乱
を
招
き
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
が
試
験
装
置
の
供
与
な
ど
の
支
援
を
行
っ

た
。
こ
う
し
た
政
策
や
制
度
に
関
す
る
情
報
の
収
集
や
適
切
な
対
応
、
さ

ら
に
必
要
な
場
合
に
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
、
事

業
展
開
を
す
る
う
え
で
不
可
欠
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
っ

て
、
ベ
ト
ナ
ム
空
調
業
界
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
、
ベ
ト
キ
ム

社
の
ベ
ト
ナ
ム
人
経
営
ス
タ
ッ
フ
が
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
情
報
は
、
ベ

ト
キ
ム
社
に
と
っ
て
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

タ
イ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ア
セ
ア
ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
ダ
イ
キ
ン
は
地

域
シ
ェ
ア
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
し
て
、
販
売
網
の
強
化
を
推
進
し
た
。

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
タ
イ
経
済
は
成
長
経
済
で
あ

り
、
空
調
機
需
要
も
拡
大
し
て
ダ
イ
キ
ン
の
販
売
は
拡
大
し
た
。
リ
ー
マ

ベ
ト
キ
ム
社
の
発
展
と
子
会
社
化

一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
に
始
ま
っ
た
ド
イ
モ
イ
政
策
、
市
場
経
済
と
外
資
導
入
に
よ
っ
て
、
九
〇
年
代
か
ら

二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
ベ
ト
ナ
ム
経
済
は
成
長
を
続
け
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
九
四
年
に
現
地
資
本
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
ベ
ト
キ
ム
社
（
本
社
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）
を
販
売
代
理
店
と
し
て
い
た
。
同
社
は
九
六
年
に
は
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
の
販
売
、

〇
一
年
に
は
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
設
、
〇
二
年
に
イ
ン
バ
ー
タ
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
販
売
を
開
始
す

る
な
ど
、
ダ
イ
キ
ン
製
品
の
販
売
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
ま
た
、
ハ
ノ
イ
、
ダ
ナ
ン
に
も
事
務
所
を
開
設
し
て
全

国
展
開
を
進
め
、
販
売
量
を
着
実
に
増
や
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
市
場
が
成
長
し
て
売
り
上
げ
規
模
が
拡
大
す
る

の
に
伴
っ
て
、
ベ
ト
キ
ム
社
は
増
大
す
る
運
転
資
金
や
人
材
の
確
保
、
サ
ー
ビ
ス
力
の
不
足
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
き
た
。

現
地
資
本
で
あ
る
ベ
ト
キ
ム
社
に
と
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
金
融
事
情
で
必
要
な
資
金
を
確
保
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、

事
業
規
模
の
拡
大
に
限
界
が
あ
っ
て
、
機
会
損
失
を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
〇
七
年
に
ベ
ト
ナ
ム

が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
す
る
際
に
、
サ
ー
ビ
ス
系
企
業
の
合
弁
設
立
条
件
が
緩
和
さ
れ
た
の
に
合
わ
せ
て
、
ベ
ト
キ
ム
社
の
買
収

が
決
定
さ
れ
、
ベ
ト
キ
ム
社
側
か
ら
も
承
認
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
ベ
ト
キ
ム
社
は
、
二
〇
〇
八
年
七
月
に
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
が
八
〇
％
出
資
す
る
形
で
子
会
社
化
さ
れ
、
資
本
規
模
を

拡
大
さ
せ
た
。
ベ
ト
キ
ム
社
の
幹
部
や
社
員
も
、
多
く
が
新
し
い
ベ
ト
キ
ム
社
に
移
籍
し
た
。
買
収
後
、
マ
ッ
ケ
イ
社
の
事

業
を
吸
収
し
、
取
扱
品
目
に
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
ア
プ
ラ
イ
ド
等
を
加
え
、
空
調
製
品
を
フ
ル
レ
ン
ジ
で
供
給
す
る
体
制
を

つ
く
り
上
げ
、
空
調
で
あ
れ
ば
何
で
も
相
談
で
き
る
形
に
し
、
顧
客
と
の
窓
口
を
広
げ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
、

ハ
ノ
イ
、
ダ
ナ
ン
各
市
に
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
設
け
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
力
と
販
売
店
網
の
拡
大
・
強
化
を
図
り
、
買
収
時
に

約
一
〇
〇
人
だ
っ
た
従
業
員
も
、
一
二
年
に
は
二
六
〇
人
に
ま
で
増
加
し
た
。
販
売
額
も
、
〇
八
年
か
ら
一
一
年
ま
で
の
三

ベトキム社の受付風景
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〇
九
年
十
月
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
（
Ｄ
Ｐ
Ｈ
）
を
、
輸
入
販
売
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
行
う
一
〇
〇
％
子
会
社
と
し
て
設
立
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
市
場
は
、
米
系
、
日
系
、
韓
国
系
企
業
が
激
し
い
市
場
競
争
を

展
開
し
、
ウ
ィ
ン
ド
の
比
率
が
高
い
市
場
で
あ
っ
た
が
、
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
規
制
値
の
引
き
上
げ
、＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
や
ス
プ
リ
ッ

ト
へ
の
需
要
の
拡
大
な
ど
、
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
新
た
な
展
開
が
期
待
で
き
る
市
場
に
な
っ
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
人
口
を
持
つ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
二
〇
〇
四
年
に
誕
生
し
た
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
以
降
、
政
治
的
な
安
定

の
下
で
経
済
成
長
が
続
い
て
い
た
。
日
系
企
業
な
ど
外
資
の
進
出
も
増
え
、
個
人
消
費
も
拡
大
し
て
い
た
。
一
般
家
庭
に
お

け
る
空
調
普
及
率
は
、
二
〇
一
〇
年
代
の
初
め
で
一
〇
〜
一
五
％
程
度
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
拡
大
の
可
能
性
は
大
き
か
っ

た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
Ｐ
・
Ｔ
・
イ
モ
ラ
マ
ク
ム
ー
ル
社
を
総
代
理
店
と
し
て
空
調
機
器
の
販
売
を
行
っ
て
い
た
が
、
市
場
の

成
長
ス
ピ
ー
ド
に
合
っ
た
事
業
拡
大
の
た
め
に
は
、
営
業
力
・
顧
客
支
援
力
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
力
の
強
化
が
課
題
と
さ

れ
、
同
社
と
の
合
弁
で
新
た
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
、
ダ
イ
キ
ン
出
資
比
率

六
〇
％
、
Ｐ
・
Ｔ
・
イ
モ
ラ
マ
ク
ム
ー
ル
社
四
〇
％
）
を
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
設
立
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
マ
ッ
ケ
イ
の
代
理
店
で
あ
る
Ｔ
Ｓ
Ｐ
社
も
、
そ
の
親
会
社
を
買
収
す
る
形
で
二
〇
一
三
年
に
子

会
社
化
し
、
ダ
イ
キ
ン
ア
プ
ラ
イ
ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
（
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｉ
）
と
し
た
。
ダ
ク
ト
レ
ス
の

Ｄ
Ｉ
Ｄ
社
と
ア
プ
ラ
イ
ド
の
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｉ
社
の
二
社
体
制
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
空
調
事
業
で
も
ナ
ン
バ
ー
１
を
狙
う
体

制
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
タ
イ
経
済
は
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
の
大
洪
水
な
ど
の
影
響
で
成
長
率
が
乱
高
下
す
る
状
態
が

見
ら
れ
た
が
、
空
調
の
販
売
台
数
と
普
及
率
は
上
昇
し
て
い
た
。
サ
イ
ア
ム
ダ
イ
キ
ン
セ
ー
ル
ス
社
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
は
、
マ
ッ

ケ
イ
社
の
販
売
会
社
を
吸
収
し
て
、
す
べ
て
の
分
野
を
担
う
総
合
空
調
販
売
会
社
と
し
て
シ
ェ
ア
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
し
、

販
売
網
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
首
都
の
バ
ン
コ
ク
以
外
の
地
域
で
は
ダ
イ
キ
ン
商
品
の
浸
透
に
課
題
が

あ
っ
て
、
積
極
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
日
本
人
社
員
を
置
か
な
い
完
全
現
地
化
経
営
を
進
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
並
ぶ

高
い
市
場
シ
ェ
ア
を
実
現
し
た
市
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
一
年
に
住
宅
需
要
が
低
迷
し
た
こ
と
に
加
え
、
東
日
本

大
震
災
後
の
供
給
問
題
に
よ
っ
て
売
り
上
げ
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
翌
一
二
年
か
ら
一
三
年
に
か

け
て
業
績
の
Ｖ
字
回
復
と
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
後
半
計
画
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
た
。
ま
ず
、
ダ
イ
キ

ン
認
定
店
（
四
八
五
店
）
の
全
店
を
訪
問
し
、
販
売
店
の
業
態
に
合
わ
せ
た
支
援
の
具
体
策
を
立
て
、
住
宅
用
だ
け
で
な
く

業
務
用
空
調
機
の
販
売
に
よ
っ
て
、
売
り
上
げ
を
拡
大
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
う
し
て
、
認
定
店
な
ど
を

対
象
に
し
た
戦
略
的
な
販
売
網
の
再
構
築
と
と
も
に
、
他
社
の
動
向
を
踏
ま
え
た
新
冷
媒
Ｒ
32
に
対
応
し
た
商
品
力
の
強
化

な
ど
が
、
新
た
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
（
Ｄ
Ａ
Ｓ
）
の
再
強
化
を
図

る
た
め
、
一
二
年
に
は
日
本
か
ら
副
社
長
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

東
南
ア
ジ
ア
で
、
ダ
イ
キ
ン
が
最
初
に
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
の
一
九
九
八

年
に
合
弁
会
社
を
設
立
し
、
二
〇
〇
三
年
に
は
一
五
億
円
の
売
り
上
げ
を
あ
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
合
弁
相
手
側
と
の
関
係

が
悪
化
し
、
訴
訟
に
ま
で
発
展
し
た
た
め
ダ
イ
キ
ン
は
、
合
弁
会
社
の
事
業
を
縮
小
し
て
精
算
を
図
る
と
と
も
に
、
訴
訟
問

題
に
対
し
て
は
毅
然
と
対
応
し
た
。
訴
訟
自
体
は
、
最
終
的
に
は
和
解
で
解
決
し
た
も
の
の
合
弁
会
社
は
解
散
し
、
新
た
に
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先
行
要
素
技
術
の
開
発
機
能
を
持
つ
中
心
的
な
開
発
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
リ
マ
ス
と
ス
タ
ン
ト
ン
、

イ
ギ
リ
ス
の
ダ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
な
ど
に
出
先
を
置
い
た
。
開
発
は
、
ダ
イ
キ
ン
本
社
と
マ
ッ
ケ
イ
社
の
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、

イ
タ
リ
ア
の
各
拠
点
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
要
素
開
発
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
モ
デ
ル
の
開
発
ま
で
は
Ａ
Ｄ
Ｃ
中
心

で
行
わ
れ
、
生
産
設
計
以
降
は
ロ
ー
カ
ル
開
発
の
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
後
、
ア
メ
リ
カ
事
業
に
お
い
て
も
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
追
求
さ
れ
た
。
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
の
商
流
は
、
ル
ー
ム

エ
ア
コ
ン
や
ス
カ
イ
エ
ア
は
卸
ル
ー
ト
、

＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
は
レ
ッ
プ
（
ア
メ
リ
カ
の
業

務
用
空
調
販
売
業
者
）
ル
ー
ト
を
開
拓

し
て
い
た
が
、
そ
の
際
マ
ッ
ケ
イ
社
が

持
つ
レ
ッ
プ
の
有
効
活
用
が
進
め
ら
れ

た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
の
後
半
計

画
で
は
、
販
売
ル
ー
ト
の
構
築
・
品
揃

え
の
充
実
に
よ
る
事
業
基
盤
の
構
築
に

よ
っ
て
、
米
系
メ
ー
カ
ー
寡
占
市
場
で

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
獲
得
が
課
題
と
さ
れ

て
い
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
の
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
、
〇
八
年
の
リ
ー
マ

⑹
米
国
住
宅
用
空
調
大
手
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収

北
米
空
調
市
場
と
ダ
イ
キ
ン

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
に
ダ
イ
キ
ン
は
北
米
地
域
に
再
進
出
し
、＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
や
ミ
ニ
ス
プ

リ
ッ
ト
販
売
の
た
め
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ア
メ
リ
カ
ズ
社
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
）
を
設
立
し
た
。
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
北
米
地
域
で
先
進
的
な
冷
媒
制
御
技
術
に
基
づ
く
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
、
環
境
へ
配
慮
し
た
シ
ス
テ

ム
を
販
売
し
、
一
割
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
こ
と
で
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ダ
ク
ト
商
品
の
世

界
で
あ
る
北
米
地
域
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
ダ
ク
ト
レ
ス
商
品
、
イ
ン
バ
ー
タ
商
品
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
小
規
模
だ
っ
た
市
場

を
拡
大
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
空
調
に
関
す
る
環
境
意
識
の
高
揚
や
標
準
化
を
促
進
す
る
た
め

の
ロ
ビ
ー
活
動
も
必
要
で
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。
ま
た
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
広
く
知
ら
れ
て

い
な
い
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
新
規
に
雇
用
し
、
商
品
や
販
売
に
関
す
る
知

識
の
教
育
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
っ
た
。

一
方
、
二
〇
〇
六
年
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
買
収
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
キ
ン
は
ア
プ
ラ
イ
ド
市
場
で
北
米
四
位
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
マ
ッ

ケ
イ
社
を
傘
下
に
置
く
こ
と
と
な
り
、
一
気
に
存
在
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
マ
ッ
ケ
イ
社
は
、

ア
メ
リ
カ
に
開
発
拠
点
を
持
っ
て
い
た
が
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
時
代
に
は
開
発
へ
の
投
資
を
積
極
的
に
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
ダ
イ
キ
ン
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
期
で
は
あ
っ
た
が
新
た
な
投
資
を
決
定
し
、
設
備
・
人
員
を
充
実
さ

せ
、
〇
九
年
六
月
に
ダ
イ
キ
ン
マ
ッ
ケ
イ
ア
プ
ラ
イ
ド
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｄ
Ｃ
）
を
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
に
完
成
さ
せ
た
。

Ａ
Ｄ
Ｃ
は
、
ア
プ
ラ
イ
ド
関
連
商
品
に
つ
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
商
品
の
企
画
機
能
、
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ザ
ー
モ
デ
ル
の
開
発
機
能
、

ダイキンマッケイアプライド開発センター（上）と試験室（下）
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存
在
感
を
高
め
た
ダ
イ
キ
ン
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
事
業
領
域
は
市
場
の
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
当
時
、
北
米
の
空
調
市

場
は
全
体
で
約
四
兆
円
規
模
、
そ
の
う
ち
機
器
市
場
（
空
調
、
暖
房
・
給
湯
）
は
一
兆
六
千
億
円
と
考
え
ら
れ
た
。
内
訳
は
、

①
住
宅
用
（
住
宅
用
ユ
ニ
タ
リ
ー
＝
戸
建
て
住
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ダ
ク
ト
方
式
の
全
館
空
調
機
）
約
八
千
億
円
、
②
ラ
イ
ト

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
（
中
規
模
ビ
ル
な
ど
）
約
二
千
億
円
、
③
ア
プ
ラ
イ
ド
（
大
型
・
高
層
ビ
ル
な
ど
）
約
三
千
億
円
、
④
そ
の
他

窓
用
な
ど
約
三
千
億
円
、
で
あ
っ
た
。
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
は
、
住
宅
用
市
場
や
ラ
イ
ト
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
市
場
に
ダ
ク
ト
レ
ス
商
品

の
市
場
を
広
げ
て
い
た
が
、
北
米
で
の
中
心
は
ダ
ク
ト
式
で
あ
り
、
そ

れ
は
米
系
企
業
の
市
場
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
が
入
り
込
め
て
い
な
い

住
宅
用
ユ
ニ
タ
リ
ー
市
場
、
ラ
イ
ト
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
市
場
に
本
格
的
に

展
開
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
の
が
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
八

月
に
発
表
さ
れ
た
北
米
住
宅
用
空
調
分
野
で
、
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
持
つ

グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収
で
あ
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
と
グ
ッ
ド
マ
ン
社
と
の
関
係
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
ま

で
遡
る
。
第
６
章
で
述
べ
た
よ
う
に
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
設
立
の
際
に
、
北
米

で
の
事
業
拡
大
の
た
め
に
ダ
ク
ト
式
へ
の
展
開
も
検
討
事
項
の
一
つ
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
当
初
か

ら
ダ
ク
ト
式
へ
の
事
業
展
開
を
想
定
し
て
、
当
時
、
住
宅
用
ユ
ニ
タ

リ
ー
市
場
で
急
速
に
事
業
を
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
グ
ッ
ド
マ
ン
社
に
注

目
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
に
設
立
さ
れ
た
グ
ッ
ド
マ
ン
社

ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
深
刻
な
不
況
に
突
入
し
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
と
マ
ッ
ケ
イ
社
の
ア
メ
リ
カ
で
の
販
売

は
一
時
低
迷
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
販
売
を
伸
ば
し
、

一
〇
年
に
は
売
上
高
を
一
一
五
億
円
ま
で
増
大
さ
せ
、
五
年
間
で
単
年
度
黒
字
と
い
う
当
初
目
標
を
達
成
し
た
。

大
型
チ
ラ
ー
、
タ
ー
ボ
冷
凍
機
、
二
次
側
機
器
等
を
生
産
・
販
売
し
て
い
た
米
国
マ
ッ
ケ
イ
社
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
買
収
以

前
は
機
器
の
販
売
が
中
心
で
あ
り
、
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
は
、
あ
ま
り
力
を
入
れ
て
い
な

か
っ
た
。
ま
た
、
レ
ッ
プ
を
カ
ス
タ
マ
ー
と
し
て
考
え
、
実
際
に
空
調
機
器
を
利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、
直
接
情

報
を
持
た
な
い
こ
と
を
当
た
り
前
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
買
収
後
に
は
ダ
イ
キ
ン
の
技
術
を
投
入
し
、
Ａ
Ｄ
Ｃ
に
よ
っ
て

新
商
品
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
販
売
方
法
も
空
調
機
器
を
利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
が
カ
ス
タ
マ
ー
で
あ
り
、
レ
ッ
プ
は
協
力
し

て
カ
ス
タ
マ
ー
に
販
売
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
と
く
に
、
二
〇
一
〇
年
に
ダ
イ

キ
ン
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
達
成
し
た
こ
と
は
、
マ
ッ
ケ
イ
社
の
従
業
員
や
レ
ッ
プ
な
ど
の
販
売
に
関
わ
る
人
た
ち

の
意
識
を
変
え
て
い
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
が
持
つ
「
卓
越
し
た
技
術
」「
環
境
対
応
」「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ー
」「
高
品
質
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
活
用
し
て
事
業
拡
大
に
結
び
付
け
る
た
め
、
一
一
年
に
は
ダ
イ
キ
ン
の
技
術

に
よ
る
商
品
に
つ
い
て
は
「D

A
IK

IN
 M

cQ
U

A
Y

」
ブ
ラ
ン
ド
と
し
た
。
さ
ら
に
一
三
年
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
本

格
的
な
展
開
、
事
業
領
域
と
の
提
供
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
位
置
づ
け
の
明
確
化
、
と
い
っ
た
意
味
か
ら
米
国

マ
ッ
ケ
イ
社
を
ダ
イ
キ
ン
ア
プ
ラ
イ
ド
ア
メ
リ
カ
ズ
社
（
Ｄ
Ａ
Ａ
）
と
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収

Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
の
ス
タ
ー
ト
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
後
に
マ
ッ
ケ
イ
社
を
傘
下
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
米
空
調
市
場
で
の

買収の記者発表に臨むグッドマン社デイビッド・スウィフトCEO（右）
と井上会長（左）
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あ
っ
て
、
一
九
二
の
自
前
卸
を
中
心
に
全
米
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
販
売
し
て
い
た
。
北
米
住
宅
用
空
調
分
野
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

を
持
つ
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
特
徴
は
、
北
米
で
も
最
大
規
模
の
販
売
網
を
持
ち
、
徹
底
的
に
合
理
化
さ
れ
た
生
産
・
流
通
お
よ

び
販
売
体
制
に
よ
っ
て
、
高
い
収
益
力
を
維
持
し
て
い
る
点
で
あ
っ
た
。
プ
レ
ス
発
表
で
は
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
に
お
け

る
グ
ッ
ド
マ
ン
社
買
収
の
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
三
点
を
強
調
し
て
い
た
。

第
一
に
、
住
宅
か
ら
大
型
ビ
ル
空
調
ま
で
、
ダ
ク
ト
と
ダ
ク
ト
レ
ス
に
燃
焼
暖
房
を
併
せ
持
つ
総
合
空
調
メ
ー
カ
ー
と
し

て
、
世
界
最
大
の
米
空
調
市
場
で
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
座
を
狙
え
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

ダ
ク
ト
レ
ス
空
調
の
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
、
ア
プ
ラ
イ
ド
の
マ
ッ
ケ
イ
社
と
と
も
に
、
住
宅
用
空
調
市
場
で
存
在
感
の
あ
る
グ
ッ
ド

マ
ン
社
が
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
戦
列
に
加
わ
る
こ
と
で
、
北
米
空
調
市
場
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
高
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン

バ
ー
１
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

第
二
に
、
北
米
空
調
市
場
で
環
境
貢
献
と
事
業
拡
大
の
両
立
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
の
技
術
と
グ
ッ
ド
マ
ン
の

製
品
や
強
力
な
販
売
網
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
ノ
ン
イ
ン
バ
ー
タ
主
流
の
ダ
ク
ト
式
空
調
市
場
に
、
イ
ン
バ
ー
タ
技
術
を

搭
載
し
た
高
効
率
か
つ
低
コ
ス
ト
の
省
エ
ネ
機
を
導
入
し
、「
ガ
ス
フ
ァ
ー
ネ
ス
」
方
式
の
住
宅
用
暖
房
市
場
を
省
エ
ネ
効

果
の
高
い
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
を
利
用
し
た
市
場
に
変
え
て
い
く
な
ど
、
ダ
イ
キ
ン
の
持
つ
世
界
最
先
端
の
技
術
を
利
用
し

て
、
北
米
住
宅
用
空
調
・
業
務
用
空
調
市
場
に
新
た
な
市
場
を
起
こ
し
、
環
境
貢
献
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
新
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
商
品
の
高
付
加
価
値
化
と
、
従
来
は
手
薄
で
あ
っ
た
プ

レ
ミ
ア
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
展
開
も
考
え
ら
れ
た
。

第
三
に
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
強
み
を
全
世
界
に
展
開
し
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
の
収
益
体
質
の
改
革
に
挑
戦
す
る
こ

と
で
あ
る
。
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
強
み
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
全
米
一
九
二
の
自
前
卸
を
含
む
九
〇
〇
以
上
の
販
売
拠
点
と
、

は
、
ユ
ニ
タ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
後
発
で
あ
っ
た
が
、
寡
占
化
さ
れ
た
市
場
で
高
い
コ
ス
ト
力
に
よ
っ
て
着
実
に
シ
ェ

ア
を
上
げ
て
い
た
。
当
時
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
は
、
二
〇
〇
五
年
に
フ
ァ
ン
ド
の
ア
ポ
ロ
社
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
、
〇
八
年
に

は
同
じ
く
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
ヘ
ル
マ
ン
＆
フ
リ
ー
ド
マ
ン
社
（
Ｈ
＆
Ｆ
社
）
に
売
却
さ
れ
る
な
ど
、
資
本
関
係
が
大
き
く
変

化
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
ダ
イ
キ
ン
へ
の
オ
フ
ァ
ー
も
あ
っ
た
が
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
を
優
先
さ
せ
た
た
め
、
そ
の
後
、
買
収

に
関
す
る
話
は
一
時
消
え
て
い
た
。

Ｈ
＆
Ｆ
社
は
、
ダ
イ
キ
ン
以
外
の
売
却
先
を
探
し
た
が
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
と
の
シ
ナ
ジ
ー
は
ダ
イ
キ
ン
が
最
適
で
あ
る
と

い
う
判
断
か
ら
、
再
び
二
〇
一
〇
年
に
打
診
が
あ
っ
た
。
一
一
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
価
格
交
渉
に
入
っ
て
い
た
が
、

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
キ
ン
側
か
ら
買
収
検
討
の
中
断
を
申
し
入
れ
た
。
大
震
災
の
影
響

が
や
や
落
ち
着
い
た
一
二
年
二
月
、
再
び
Ｈ
＆
Ｆ
社
か
ら
交
渉
再
開
の
打
診
が
あ
り
、
交
渉
が
再
開
さ
れ
た
。
五
月
に
は
企

業
価
値
の
精
査
、
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
開
始
し
、
シ
ナ
ジ
ー
創
出
検
討
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン

ス
も
実
施
し
た
。
そ
し
て
、
七
月
初
旬
に
は
契
約
交
渉
が
始
ま
り
、
八
月
二
十
九
日
の
プ
レ
ス
発
表
と
な
っ
た
。

買
収
価
額
は
、
総
額
三
七
億
ド
ル
（
一
ド
ル
＝
八
〇
円
換
算
で
二
九
六
〇
億
円
）
で
あ
り
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
を
上
回
る
ダ
イ
キ
ン

に
と
っ
て
最
大
の
買
収
と
な
っ
た
。
買
収
資
金
は
、
国
際
協
力
銀
行
の
「
緊
急
円
高
対
応
融
資
」
な
ど
の
政
策
金
融
、
手
元

資
金
、
普
通
社
債
、
銀
行
借
り
入
れ
で
ま
か
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

買
収
の
目
的

買
収
時
点
の
グ
ッ
ド
マ
ン
社
（Goodm

an Global Group, Inc.

）
は
、
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
市
に
本
社
を
置
き
、

従
業
員
数
は
四
七
六
五
人
、
売
上
高
二
〇
億
ド
ル
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
期
）、
工
場
は
テ
キ
サ
ス
、
テ
ネ
シ
ー
の
両
州
に



486487　第 7章●グローバル企業ＤＡＩＫＩＮ─さらなる高みへの挑戦

語
っ
た
。
井
上
会
長
自
ら
語
る
ダ
イ
キ
ン
と
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
未
来
像
を
聞
い
て
、
ダ
イ
キ
ン
に
よ
る
買
収
が
両
社
の
シ
ナ

ジ
ー
創
出
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
信
し
た
幹
部
も
多
か
っ
た
。

手
続
き
の
完
了
後
、
た
だ
ち
に
ビ
ジ
ネ
ス
も
ス
タ
ー
ト
し
、
ダ
イ
キ
ン
か
ら
六
人
（
う
ち
四
人
は
技
術
者
）
が
グ
ッ
ド
マ
ン

社
に
出
向
し
た
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
と
比
べ
て
出
向
者
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
経
営
を
尊
重
し
、
ダ
イ
キ
ン
か
ら
の

経
営
へ
の
関
与
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
意
思
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
一
方
、
技
術
者
の
派
遣
が
多
い
の
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
技
術

を
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
製
品
に
応
用
す
る
こ
と
で
新
た
な
展
開
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
準
備
の
た
め
だ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
の

イ
ン
バ
ー
タ
技
術
を
搭
載
し
、
ダ
イ
キ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
さ
れ
る
ダ
ク
ト
式
ユ
ニ
タ
リ
ー
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
に
Ｓ
Ｅ
Ｒ

（
期
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
）
二
〇
と
い
う
米
国
の
高
い
基
準
に
対
応
し
た
ハ
イ
エ
ン
ド
商
品
と
し
て
、
市
場
に
投
入
さ
れ
た
。

グ
ッ
ド
マ
ン
社
買
収
の
重
要
な
シ
ナ
ジ
ー
の
一
つ
と
し
て
、
北
米
地
域
に
わ
た
る
強
固
な
販
売
網
を
活
用
し
た
ダ
イ
キ
ン

製
品
で
あ
る
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
／
ダ
ク
ト
レ
ス
の
拡
販
が
あ
っ
た
。
買
収
後
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
は
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
卸
、
デ
ィ
ー

ラ
ー
な
ど
の
販
売
網
を
有
効
に
活
用
し
、
拡
販
を
進
め
て
き
た
が
、
さ
ら
に
北
米
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
グ
ッ
ド
マ
ン
社
に
統
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
統
合
に
よ
っ
て
、＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
／
ダ
ク
ト
レ
ス
の
販
売

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
ダ
ク
ト
／
ダ
ク
ト
レ
ス
事
業
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
他
社
と
差
別
化
し
た
事
業
展
開
を
可
能
に

す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
社
は
、
二
〇
一
三
年
七
月
一
日
に
解
散
し
て
清
算
手
続

き
を
経
た
の
ち
、
同
年
十
月
一
日
に
グ
ッ
ド
マ
ン
社
に
統
合
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
の
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
販
売
は
、
輸
入
品
で
対
応
し
て
い
た
た
め
受
注
か
ら
販
売
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
く

な
っ
て
い
た
。＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
は
、
二
〇
一
一
年
に
ア
メ
リ
カ
で
の
規
格
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
場
は
拡
大
し
て
い

た
が
、
他
社
の
参
入
も
強
ま
っ
て
き
て
い
た
。
そ
こ
で
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収
後
、＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
の
最
寄
り
化
を
進
め
る

傘
下
に
六
万
店
以
上
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
抱
え
る
業
界
最
大
規
模
の
販
売
網
を
持
つ
こ
と
、
部
品
調
達
か
ら
商
品
開
発
・
製

造
・
物
流
ま
で
、
詳
細
な
顧
客
・
販
売
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
く
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
展
開
、
部
品

共
通
化
・
業
務
効
率
化
や
徹
底
し
た
部
品
内
作
化
で
低
コ
ス
ト
生
産
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
卓
越
し
た
コ
ス
ト
競
争
力

を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
グ
ッ
ド
マ
ン
社
が
培
っ
て
き
た
独
自
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
市
場
戦
略
や
先
進
国
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
に
展
開
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
の

収
益
体
質
を
改
革
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
売
り
上
げ
の
九
五
％
以
上
は
ア
メ
リ
カ
国
内
で

あ
っ
た
が
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
こ
と
で
、
製
品
の
コ
ス
ト
力
を
使
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
の
可

能
性
も
考
え
ら
れ
た
。

買
収
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
買
収
の
際
に
検
討
作
業
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、
買
収
が

ま
と
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
五
月
、
ダ
イ
キ
ン
、
グ
ッ
ド
マ
ン
両
社
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
名
ず

つ
が
参
加
し
て
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
検
討
を
開
始
し
た
。
買
収
完
了
後
に
、
た
だ
ち
に
実
行
で
き
る
よ
う
買
収
発
表
時
点
で
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
作
成
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
①
北
米
住
宅
市
場
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
す

テ
ー
マ
一
〇
、
②
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂、
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
を
核
と
し
た
ラ
イ
ト
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
事
業
へ
の
本
格
参
入
五
、
③
合
理
化

テ
ー
マ
／
生
産
テ
ー
マ
二
一
、
④
グ
ッ
ド
マ
ン
社
海
外
展
開
の
支
援
二
、
計
三
八
テ
ー
マ
で
設
定
さ
れ
た
。

買
収
後
の
展
開

│
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
具
体
化

グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収
手
続
き
が
完
了
し
た
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
十
一
月
、
訪
米
し
た
井
上
礼
之
会
長
は
グ
ッ

ド
マ
ン
社
を
訪
問
し
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
幹
部
・
管
理
職
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
グ
ッ
ド
マ
ン
社
に
対
す
る
期
待
を
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な
る
だ
け
に
、
い
っ
そ
う
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
製
品

の
海
外
展
開
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
海
外
展
開
な
ど
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
の
貢
献
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

⑺
新
興
国
の
市
場
開
拓

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
と
新
興
国
市
場

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
が
掲
げ
た
世
界
的
企
業
に
向
け
て
実
行
す
べ
き
最
重
要
課
題
の
一
つ
が
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン
へ
の
本
格
参
入
で
あ
り
、
当
面
は
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
東
、
ロ
シ
ア

Ｃ
Ｉ
Ｓ
を
対
象
と
し
た
。
な
か
で
も
イ
ン
ド
と
ブ
ラ
ジ
ル
を
最
重
点
国
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）

年
時
点
で
、
イ
ン
ド
は
二
千
億
円
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
三
〇
〇
億
円
の
空
調
市
場
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

空
調
文
化
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
の
高
い
成
長
が
予
測
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
ダ
イ
キ
ン
の

シ
ェ
ア
は
低
く
、
今
後
の
発
展
は
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
早
急
に
戦
略
を
立
て
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

二
〇
一
〇
年
代
の
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
戦
略
が
、
こ
れ
ま
で
の
ダ
イ
キ
ン
の
海
外
事
業
戦
略
と
異
な
る
の
は
、

既
存
の
日
本
製
品
を
海
外
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
新
興
国
向
け
の
商
品
開
発
力
・
生
産
力
・
調
達

力
・
品
質
力
の
構
築
を
課
題
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
に
、
す
で
に
進
出
し
て

い
る
競
合
他
社
と
の
競
争
、
今
後
一
気
に
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
市
場
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
将
来
的
に
は
こ
れ
ら
七
地
域
以

た
め
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
ク
ー
リ
ン
グ
工
場
で
ダ
イ
キ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
現

地
生
産
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
は
、
そ
れ
ま
で
の

グ
ッ
ド
マ
ン
製
品
と
は
、
技
術
的
に
も
生
産
方
法
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

点
で
異
な
る
点
が
多
く
、
製
造
環
境
や
ラ
イ
ン
、
設
備
・
機
械
、
従
業
員
教
育

な
ど
で
の
綿
密
な
準
備
を
行
っ
た
う
え
で
、
一
四
年
二
月
か
ら
生
産
を
開
始
し

た
。ま

た
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
へ
の
展
開
に
つ

い
て
は
、
後
述
す
る
横
串
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
集
中
購
買
の
リ
ー
ダ
ー
に
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
幹
部
が
指
名
さ
れ
た
よ
う
に
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
場
と
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
北
米
市
場
で
事
業

を
拡
大
強
化
し
て
い
く
う
え
で
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
ダ
イ

キ
ン
が
弱
か
っ
た
ダ
ク
ト
中
心
の
住
宅
用
ユ
ニ
タ
リ
ー
市
場
、
ラ
イ
ト
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
市
場
に
お
い
て
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
、
ダ
ク
ト
レ
ス
、＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂、
ア
プ
ラ
イ
ド
と
、
商
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
広
げ

る
戦
略
を
と
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
を
通
し
て
、
ダ
イ
キ
ン
の
ア
メ
リ
カ
空
調
市

場
に
お
け
る
発
言
力
が
増
す
こ
と
で
、
技
術
や
環
境
、
機
能
な
ど
に
関
す
る
基
準
づ
く
り
へ
の
影
響
力
や
ロ
ビ
ー
活
動
も
、

従
来
以
上
に
効
果
を
発
揮
で
き
る
。
北
米
市
場
で
、
ダ
ク
ト
レ
ス
、
新
冷
媒
、
イ
ン
バ
ー
タ
と
い
っ
た
ダ
イ
キ
ン
の
技
術
を

活
か
し
、
環
境
問
題
に
対
応
し
た
新
た
な
空
調
文
化
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
規
格
や
標
準
づ
く
り
が
不
可
欠
の
課
題
と

グッドマン社クーリング工場
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い
て
は
触
れ
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
は
最
重
点
国
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
イ
ン
ド
と
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
述
べ
て
い
こ
う
。

イ
ン
ド
事
業
の
開
始
と
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
社

中
国
に
次
ぐ
人
口
規
模
を
持
ち
、
古
代
か
ら
の
大
国
で
あ
っ
た

イ
ン
ド
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
一
九
四
七
（
昭
和

二
十
二
）
年
に
独
立
し
た
。
独
立
後
、
イ
ン
ド
は
社
会
主
義
型
の

計
画
経
済
路
線
を
と
っ
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
経

済
自
由
化
の
方
向
に
転
換
し
た
。
本
格
的
な
経
済
成
長
が
始
ま
る

の
は
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
か
ら
九
一
年
の
経
済
危
機
を
経

て
以
降
で
あ
り
、
と
く
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
貿
易

の
自
由
化
、
外
資
導
入
に
よ
っ
て
高
い
成
長
率
を
維
持
し
、
一
人

当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
一
千
ド
ル
を
突
破
し
た
（
図
７
│

８
）。
ま
た

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
名
目
）
で
は
、
二
〇
一
〇
年
に
世
界
一
〇
位
に
入
る
な

ど
、
世
界
経
済
に
お
け
る
存
在
感
を
高
め
て
い
た
。
一
方
で
、
イ

ン
ド
に
お
け
る
地
域
間
や
貧
富
に
お
け
る
格
差
は
大
き
く
、
イ
ン

ド
社
会
の
複
雑
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

ダ
イ
キ
ン
が
、
イ
ン
ド
で
本
格
的
に
事
業
に
乗
り
出
し
た
の
は
、

外
に
も
展
開
し
て
い
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
、
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
に
適
し
た
商

品
の
供
給
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
開
発
・
生
産
・
調
達
・
品
質
が
必
至
で
あ
っ
た
。

商
品
開
発
で
は
、
自
立
分
散
型
開
発
体
制
の
も
と
で
、
イ
ン
ド
に
も
開
発
拠
点
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま

た
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
を
攻
略
す
る
た
め
に
は
ノ
ン
イ
ン
バ
ー
タ
機
が
不
可
欠
に
な
る
が
、
す
で
に
ダ
イ
キ
ン

製
品
は
イ
ン
バ
ー
タ
機
に
移
行
し
て
い
る
た
め
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
を
開
発
拠
点
と
し
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
新
興
国
・
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
戦
略
の
一
翼
を
担
わ
せ
る
と
さ
れ
た
。
調
達
は
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
向
け
商
品
に
見
合
っ
た

コ
ス
ト
を
実
現
す
る
た
め
、
現
地
調
達
化
に
加
え
、
コ
ス
ト
を
ミ
ニ
マ
ム
化
で
き
る
部
品
・
部
材
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
全
世

界
で
探
索
し
、
調
達
コ
ス
ト
の
極
小
化
を
図
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
品
質
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
基
準
が
過
剰
品
質
・
高
コ
ス

ト
化
し
て
い
る
点
を
見
直
し
、
新
興
国
市
場
で
存
在
感
の
あ
る
ロ
ー
カ
ル
メ
ー
カ
ー
や
中
国
・
韓
国
メ
ー
カ
ー
と
比
較
し
な

が
ら
、
現
地
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
品
質
基
準
を
新
た
に
設
定
す
る
と
し
た
。

新
興
国
市
場
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
戦
略
は
、
こ
れ
ま
で
ダ
イ
キ
ン
が
蓄
積
し
て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
と
し

な
が
ら
も
、
成
長
す
る
市
場
に
合
わ
せ
て
供
給
規
模
を
拡
大
さ
せ
、
さ
ら
に
シ
ェ
ア
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
従
来
と
は

異
な
る
全
く
新
し
い
視
点
を
必
要
と
し
て
い
た
。
発
展
す
る
新
興
国
市
場
で
の
ダ
イ
キ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
な
が
ら
、

同
時
に
発
想
の
転
換
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
に
よ
っ
て
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
の
シ
ェ
ア
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、

新
興
国
で
の
課
題
で
あ
る
。
本
格
的
な
空
調
の
普
及
が
始
ま
っ
た
段
階
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
空
調
文
化
が
築
か
れ
て

い
く
こ
れ
ら
の
地
域
で
、
ダ
イ
キ
ン
製
品
の
存
在
感
を
ど
れ
だ
け
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
は
、
今
後
の
ダ
イ
キ
ン

の
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
大
き
く
影
響
す
る
だ
け
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
等
に
つ

図 7─8　インドの実質経済成長率
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ダ
イ
キ
ン
の
イ
ン
ド
事
業
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
っ
て
い
く
。

ニ
ム
ラ
ナ
工
場
の
建
設

ダ
イ
キ
ン
の
子
会
社
化
と
戦
略
転
換
に
よ
っ
て
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
社
の
経
営
は
安
定
し
た
が
、
イ
ン
ド
市
場
の
急
速
な
拡
大
に

十
分
に
対
応
し
て
い
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
競
合
他
社
が
現
地
生
産
し
、
供
給
を
拡
大
し
て
い
る
な
か
で
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ

社
に
も
新
た
な
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
十
一
月
の
ダ
イ
キ
ン
本
社
の
役
員
会
で
、
イ
ン
ド

市
場
の
変
化
と
可
能
性
を
重
視
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
高
級
機
（＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂・
Ｒ
Ａ
・
ス
カ
イ
エ
ア
）
と
ア

プ
ラ
イ
ド
市
場
へ
の
参
入
を
進
め
、
販
売
を
一
気
に
拡
大
す
る
た
め
新
し
い
生
産
拠
点
の
設
立
と
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
社
の
増
資
を

決
定
し
、
翌
〇
八
年
一
月
に
は
イ
ン
ド
生
産
拠
点
の
設
立
準
備
室
を
発
足
さ
せ
た
。

新
生
産
拠
点
の
狙
い
は
、
市
場
に
近
い
と
こ
ろ
に
生
産
拠
点
を
設
け
る
こ
と
で
、
①
供
給
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
化
に
よ

る
機
会
損
失
の
削
減
、
完
成
品
在
庫
金
額
の
削
減
、
②
現
地
調
達
と
内
作
化
に
よ
る
製
品
コ
ス
ト
の
削
減
、
③
高
品
質
の
確

保
、
④
顧
客
へ
の
信
頼
の
確
保
、
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
第
一
期
と
し
て
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂、
チ
ラ
ー
の
現

地
生
産
と
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
計
画
し
た
。

二
〇
〇
八
年
二
月
に
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
ニ
ム
ラ
ナ
工
業
団
地
内
に
工
場
用
地
を
取
得
し
て
、
〇
九
年
三
月
の
稼
働
に

向
け
て
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
ニ
ム
ラ
ナ
工
業
団
地
は
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
社
の
本
社
が
あ
る
デ
リ
ー
市
郊

外
の
グ
ル
ガ
オ
ン
か
ら
九
〇
キ
ロ
の
場
所
に
立
地
し
、
ダ
イ
キ
ン
が
入
居
し
た
第
二
フ
ェ
ー
ズ
の
敷
地
は
日
系
企
業
向
け
に

開
発
さ
れ
た
用
地
で
、
自
動
車
関
係
を
は
じ
め
多
く
の
日
系
企
業
が
進
出
し
て
い
た
。
イ
ン
ド
で
最
も
近
代
化
さ
れ
、
基
本

的
な
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
工
場
団
地
の
一
つ
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
四
月
に
地
元
財
閥
シ
ュ
リ
ラ
ム
グ
ル
ー
プ
と
合
弁
で
、
ダ
イ
キ
ン
シ
ュ
リ
ラ
ム
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
社

（D
aikin-Shriram

 A
ir Conditioning Ltd.

）
を
設
立
し
て
か
ら
で
あ
る
。
空
調
機
の
製
造
販
売
を
行
う
同
社
は
、
資
本
金

一
億
九
五
〇
〇
万
ル
ピ
ー
（
約
五
億
二
七
〇
〇
万
円
）
で
、
出
資
比
率
は
ダ
イ
キ
ン
八
〇
％
、
シ
ュ
リ
ラ
ム
グ
ル
ー
プ

二
〇
％
で
あ
っ
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
は
、
イ
ン
ド
の
経
済
成
長
が
加
速
化
す
る
時
期
で
あ
り
、
空
調
市
場
で
は
ロ
ー
カ
ル

企
業
や
キ
ャ
リ
ア
社
、
そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
末
に
参
入
し
て
き
た
Ｌ
Ｇ
社
な
ど
が
競
争
を
演
じ
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
代

に
な
る
と
、
都
市
部
を
中
心
に
所
得
が
増
加
す
る
と
と
も
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
が
顕
在
化
し
、
日
系
メ
ー
カ
ー
の
進
出
す

る
な
か
で
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

設
立
初
期
の
同
社
は
、
ス
カ
イ
エ
ア
や
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
現
地
生
産
を
行
っ
て
い
た
が
、
生
産
規
模
は
小
さ
く
、
輸
入

販
売
が
中
心
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
に
は
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
の
販
売
も
開
始
し
、
売
り
上
げ
は
伸
び
て
い
た
も
の
の
経
営
状
況

は
悪
化
し
、
赤
字
が
累
積
し
て
い
た
。
経
営
の
立
て
直
し
に
向
け
て
、
〇
四
年
九
月
か
ら
イ
ン
ド
│

タ
イ
自
由
貿
易
協
定
に

よ
っ
て
家
電
製
品
の
関
税
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
（
〇
六
年
九
月
に
完
全
撤
廃
）
の
を
利
用
し
て
、
現
地
生
産
か
ら
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社

製
品
の
輸
入
に
切
り
替
え
た
り
、
高
価
格
政
策
や
売
掛
金
の
回
収
強
化
、
営
業
拠
点
の
縮
小
な
ど
を
実
施
し
た
。
こ
の
時
期

に
、
イ
ン
ド
市
場
で
は
ウ
ィ
ン
ド
タ
イ
プ
な
ど
低
価
格
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
市
場
が
急
速
に
広
が
り
、
各
社
と
も
商
品
を
投

入
し
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
で
ダ
イ
キ
ン
は
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
、
販
売
網
を
強
化
す
る
戦
略
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
、
中

国
に
進
出
し
た
と
き
の
経
験
を
踏
ま
え
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
第
５
章
４
項
を
参
照
）。
さ
ら
に
、

十
二
月
に
は
シ
ュ
リ
ラ
ム
グ
ル
ー
プ
が
所
有
し
て
い
た
株
式
を
買
い
取
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
一
〇
〇
％
子
会
社
と
し
た
う
え
で
、

社
名
を
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
イ
ン
ド
社
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
）
と
し
た
。
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
社
は
、
〇
五
年
三
月
に

減
・
増
資
に
よ
っ
て
累
損
を
解
消
し
、
〇
五
年
度
に
は
単
年
度
黒
字
と
な
っ
て
、
経
営
の
安
定
化
を
実
現
し
た
。
こ
う
し
て
、
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階
へ
の
発
展
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
本

格
参
入
を
示
唆
し
て
い
た
が
、
ニ
ム
ラ
ナ
工
場
操
業
ま
で
の
イ
ン
ド
事
業
で
は
、
ま
だ
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
参
入
は
明

示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
示
さ
れ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
本
格
参
入
を
先
取
り
す
る
形
で
、

イ
ン
ド
事
業
を
位
置
づ
け
し
直
し
た
の
が
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
十
二
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
イ
ン
ド
事
業
拡
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
は
、
中
野
俊
雄
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
・
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
社
会
長
）
で
あ
っ
た
。
専
任
四
名
、
兼
任

三
七
名
と
い
う
大
所
帯
の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
約
半
年
を
か
け
て
巨
大
市
場
と
し
て
の
イ
ン
ド
の
位
置
づ
け
と
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の
取
り
込
み
に
向
け
た
戦
略
の
具
体
化
を
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
し
た
。

二
〇
一
〇
年
夏
に
打
ち
出
さ
れ
た
事
業
拡
大
計
画
で
は
、
販
売
計
画
が
大
き
く
引
き
上
げ
ら
れ
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
は

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
攻
略
機
を
投
入
す
る
こ
と
、＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
は
大
型
物
件
の
受
注
活
動
の
強
化
と
ロ
ー
カ
ル
・
小
口
案
件

の
拡
販
を
目
指
し
て
、
ニ
ム
ラ
ナ
製
品
の
供
給
と
市
場
を
拡
大
す
る
こ
と
、
な
ど
が
強
調
さ
れ
た
。
ニ
ム
ラ
ナ
工
場
の
生
産

能
力
を
一
気
に
引
き
上
げ
、
供
給
能
力
を
拡
大
す
る
こ
と
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
を
攻
略
す
る
計
画
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

15
」
と
相
前
後
し
て
一
一
年
三
月
の
役
員
会
で
決
定
し
、
翌
一
二
年
夏
の
稼
働
に
向
け
て
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
量
産
ラ
イ

ン
が
増
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
攻
略
は
、
工
場
稼
働
前
の
二
〇
一
〇
年
度
に
、
省
エ
ネ
基
準
で
三
ス
タ
ー
と
五
ス
タ
ー
の
ノ
ン
イ
ン

バ
ー
タ
・
冷
専
機
を
含
む
四
層
商
品
を
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
か
ら
輸
入
し
て
供
給
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
二
年
か
ら
は
、
新

基
準
に
対
応
し
た
新
二
ス
タ
ー
、
三
ス
タ
ー
機
を
、
ニ
ム
ラ
ナ
工
場
で
現
地
生
産
し
て
市
場
に
投
入
し
た
。
ま
た
、

＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
も
一
二
年
か
ら
冷
暖
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
を
現
地
生
産
し
、
市
場
に
投
入
し
た
。
同
時
に
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、

＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
と
も
に
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
三
四
〇
〇
店
の
開
発
目
標
に
向
け
て
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
質
・
量
と
も
に

二
〇
〇
八
年
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
不
況
に
イ
ン
ド
経
済

も
巻
き
込
ま
れ
、
成
長
率
が
一
気
に
落
ち
込
ん
だ
。
ダ
イ
キ
ン
も
、
売
り

上
げ
が
落
ち
込
む
な
ど
厳
し
い
状
態
に
陥
っ
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
の

な
か
で
も
ニ
ム
ラ
ナ
工
場
建
設
は
最
優
先
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
、

建
設
は
予
定
ど
お
り
続
け
ら
れ
た
。
工
場
の
開
所
式
は
、
駐
イ
ン
ド
日
本

大
使
ら
多
く
の
来
賓
と
と
も
に
井
上
礼
之
会
長
も
出
席
し
て
、
一
〇
年
四

月
に
行
わ
れ
た
。
六
月
、＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
生
産
ラ
イ
ン
の
生
産
設
備
設
置
が

完
了
し
、
九
月
に
量
産
開
始
、
十
月
に
は
チ
ラ
ー
生
産
ラ
イ
ン
の
生
産
設

備
設
置
が
完
了
し
、
十
二
月
か
ら
量
産
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ニ
ム
ラ
ナ
工
場
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
環
境
配
慮
型
工
場
で
あ
る
。
工
場

で
生
産
さ
れ
る
ダ
イ
キ
ン
製
品
が
、
最
新
技
術
を
用
い
た
環
境
に
や
さ
し

い
製
品
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
工
場
自
体
も
給
排
水
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

た
循
環
型
の
水
利
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
廃
熱
な
ど
を
利
用
し
た
省
エ
ネ

性
が
高
い
、
な
ど
の
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
イ
ン
ド
で
も
、
最
新
鋭
の
工
場
と
し
て
製
品
を
供
給
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

イ
ン
ド
事
業
の
拡
大

│
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
展
開

ニ
ム
ラ
ナ
工
場
が
操
業
を
開
始
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
イ
ン
ド
事
業
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
て
い
っ
た
こ
ろ
、
す
で
に
次
の
段

ニムラナ工場の“VRV”組み立てライン
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イ
ン
ド
で
培
っ
て
い
く
う
え
で
、
ジ
ャ
ワ
社
長
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
ド
人
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
は
、
大
き
い
も
の
に
な
っ
て

い
っ
た
。

イ
ン
ド
経
済
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
回
復
か
ら
二
〇
一
一
年
以
降
、
失
速
し
て
い
る
。
経
済
状
況
は
予
断
を
許
さ

な
い
が
、
中
・
長
期
的
に
は
さ
ら
に
発
展
す
る
可
能
性
は
高
く
、
と
く
に
空
調
の
普
及
率
は
低
い
水
準
に
あ
っ
て
、
今
後
の

所
得
水
準
の
上
昇
に
よ
る
市
場
拡
大
の
余
地
は
大
き
い
。
事
業
の
発
展
の
可
能
性
の
高
い
地
域
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

た
だ
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
や
社
会
的
格
差
の
大
き
さ
、
さ
ら
に
歴
史
的
に
労
働
運
動
の
影
響
が
強
い
な
ど
、
市
場
戦

略
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
看
過
で
き
な
い
問
題
が
少
な
く
な
い
、
と
い
う
点
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
戦
略
と
中
南
米
市
場
へ
の
展
開

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
世
界
第
四
位
の
人
口
を
持
つ
大
国
で
は
あ
る
が
、
日
本
か
ら
見
る
と
地
球
の
裏
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
時
点
で
ダ
イ
キ
ン
の
売
上
高
は
三
億
円
に
過
ぎ
ず
、
遠
い
市
場
で
あ
っ
た
。
激
し
い

イ
ン
フ
レ
経
済
を
、
カ
ル
ド
ー
ゾ
大
統
領
政
権
下
の
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
の
改
革
で
克
服
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
は
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
輸
出
も
拡
大
し
て
経
済
は
発
展
軌
道
を
歩
み
、
市
場
も
拡
大
し
て
い
た
（
図
７
│

９
）。「
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、
こ
う
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
を
最
重
要
国
と
し
て
位
置
づ
け
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
を
徹
底
し
て
現
地
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
商
品
を
投
入
し
、
現
地
生
産
と
独
自
の
販
売
体
制
の
構
築
に
よ
っ
て
、
一
気
に
ブ
ラ
ジ
ル
事
業
を
立
ち
上
げ
る

方
針
を
立
て
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
本
格
的
な
展
開
を
決
め
た
の
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
が
発
表
さ
れ
る
一
年
以
上
前
、
二
〇
一
〇
年
二

月
の
役
員
会
で
あ
っ
た
。
役
員
会
で
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
マ
ッ
ケ
イ
Ｕ
Ｓ
社
の
ブ
ラ
ジ
ル
子
会
社
（
一
九
九
七
年
設

強
固
な
販
売
網
の
構
築
を
進
め
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
一
三
年
三
月
に
は
、
海
外
で
は
最
初
と
な
る
新
冷
媒
Ｒ
32
の
ル
ー
ム
エ

ア
コ
ン
イ
ン
バ
ー
タ
機
を
、
他
社
に
先
駆
け
て
市
場
に
投
入
し
、
一
四
年
三
月
に
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
主
力
機
の
ノ
ン
イ

ン
バ
ー
タ
機
も
生
産
、
市
場
に
投
入
、
一
気
に
Ｒ
22
か
ら
の
全
面
切
り
替
え
を
実
行
し
た
。
Ｒ
32
に
つ
い
て
は
、
当
初
イ
ン

ド
国
内
で
は
危
険
物
扱
い
さ
れ
、
取
り
扱
い
に
条
件
が
課
せ
ら
れ
る
な
ど
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
Ｒ
32
新

商
品
を
次
々
と
生
産
し
、
市
場
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
工
場
の
生
産
能
力
・
効
率
と
も
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
社
は
、
新
興
国
市
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
市
場
で
の
Ｒ
32
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
た
。
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
社
の
販
売
品
に
占
め
る
、
ニ
ム
ラ
ナ
工
場
生
産
品
の
比
率
は
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
生
産
前
は
約

二
〇
％
で
あ
っ
た
が
、
一
四
年
に
は
販
売
量
の
急
増
し
て
い
る
な
か
で
六
〇
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
始
ま
っ
た
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
社
に
よ
る
イ
ン
ド
事
業
は
、
ニ
ム
ラ
ナ
工
場
の
生
産
能
力
の
拡
大
に
よ
っ

て
、
そ
の
姿
を
大
き
く
変
え
て
き
た
。
第
一
に
、
輸
入
品
中
心
の
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
現
地
生
産
品
中
心
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
変
化
す

る
と
と
も
に
、
販
売
規
模
を
著
し
く
飛
躍
さ
せ
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
に
、
イ
ン
ド
の
空
調
市
場
で
は
マ
イ
ナ
ー

な
存
在
で
あ
っ
た
ダ
イ
キ
ン
製
品
は
、
一
四
年
度
の
売
上
高
で
は
、
二
〇
〇
九
年
度
比
で
約
七
倍
の
三
六
五
億
円
と
な
っ
て
、

ト
ッ
プ
を
狙
え
る
存
在
に
ま
で
発
展
し
て
き
た
。
第
二
に
、
開
発
・
生
産
・
調
達
・
品
質
・
販
売
の
各
領
域
に
わ
た
る
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
戦
略
を
実
行
し
、
先
行
し
て
い
た
競
合
他
社
と
の
競
争
を
優
位
に
進
め
、
着
実
に
事
業
を
展
開
し
て
き
た

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
製
品
開
発
や
ロ
ー
カ
ル
の
品
質
基
準
策
定
の
遅
れ
、
生
産
・
調
達
コ
ス
ト
の
作
り
込
み
や
販
売

網
・
サ
ー
ビ
ス
網
の
構
築
の
問
題
な
ど
、
ま
だ
対
応
す
べ
き
多
く
の
課
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
社
の

事
業
拡
大
に
合
わ
せ
て
、
一
〇
年
か
ら
長
年
イ
ン
ド
の
空
調
事
業
で
経
営
に
携
わ
っ
て
き
た
ジ
ャ
ワ
氏
（K

anw
al Jeet 

Jaw
a

）
が
社
長
に
就
任
す
る
な
ど
、
経
営
の
現
地
化
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
が
、
新
し
い
空
調
文
化
を
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ニ
ン
グ
ア
マ
ゾ
ナ
ス
社
（
Ｄ
Ａ
Ｍ
）
を
設
立
し
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
に
掲
げ
た
目
標
を
実
現
す
べ
く
、
二
〇
一
四
年
八

月
か
ら
本
格
的
な
生
産
を
開
始
し
た
。

広
範
な
中
南
米
地
域
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
含
め
て
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
は
空
白
地
域
で
あ
っ
た
が
、
チ
リ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

ペ
ル
ー
（
ア
ン
デ
ス
）
の
三
カ
国
に
、
マ
ッ
ケ
イ
Ｕ
Ｓ
社
の
子
会
社
と
し
て
販
売
会
社
・
営
業
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
展
開

が
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
同
地
域
・
国
に
進
出
す
る
う
え
で
、
マ
ッ
ケ
イ
Ｕ
Ｓ
社
や
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
存
在
が
改
め
て
重

要
に
な
っ
て
き
た
。
マ
ッ
ケ
イ
Ｕ
Ｓ
社
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
買
収
前
か
ら
中

南
米
を
市
場
範
囲
と
し
て
お
り
、
メ
キ
シ
コ
の
サ
ン
・
ル
イ
ス
・
ポ
ト
シ

市
に
は
、
小
規
模
で
は
あ
っ
た
が
工
場
も
あ
っ
て
、
拡
張
計
画
を
進
め
て

い
た
。
ま
た
、
Ａ
Ａ
Ｆ
社
も
中
南
米
地
域
に
展
開
し
て
お
り
、
グ
ッ
ド
マ

ン
社
も
中
南
米
へ
の
事
業
展
開
を
検
討
し
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
事
業
の

広
が
り
が
、
多
様
な
形
で
中
南
米
市
場
で
展
開
を
み
せ
て
い
た
が
、
そ
の

結
果
と
し
て
レ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
錯
綜
し
て
い
た
。

そ
こ
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
各
地
域
へ
の
空
調
製
品
の
販
売
を
担
当
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
、
マ
ッ
ケ
イ
Ｕ
Ｓ
社
の
事
業
を
統
括
す
る
ア
プ
ラ
イ

ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
、
Ａ
Ａ
Ｆ
社
の
事
業

展
開
が
、
個
別
最
適
に
陥
ら
ず
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
全
体
最
適

と
、
国
別
の
個
別
戦
略
を
両
立
さ
せ
る
機
能
を
持
た
せ
る
た
め
に
、

二
〇
一
三
年
九
月
に
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
ー
に
中
南
米
空
調
地
域
代
表

立
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
市
）
を
増
資
・
再
編
し
て
活
用
す
る
と
と
も

に
、
既
存
の
輸
出
代
理
店
と
の
関
係
調
整
が
指
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

子
会
社
を
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
移
し
て
社
名
を
ダ
イ
キ
ン
マ
ッ
ケ
イ
エ
ア
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ブ
ラ
ジ
ル
社
（
Ｄ
Ｍ
Ｂ
）
と
変
更
し
、
体
制
を
整

え
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
発
表
の
こ
ろ
に
は
、＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂、＂
ス
カ
イ
エ

ア
＂、
ア
プ
ラ
イ
ド
に
加
え
て
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
ボ
リ
ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン
に
参
入
す
る
計
画
を
立
て
、
独
自
の
プ
ロ
店
販
売
網
の
構
築
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
営
業
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
現
地

生
産
拠
点
と
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
郊
外
の
モ
ジ
ダ
ス
ク
ル
ー
ゼ
ス
市
を

選
び
、
当
面
は
リ
ー
ス
工
場
で
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
を
組
み
立
て
、
本
格
生
産

に
移
行
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
三
年
に
な
る
と
ア
マ
ゾ
ン

川
上
流
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
ウ
ス
市
で
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
と
＂
ス

カ
イ
エ
ア
＂（
ス
プ
リ
ッ
ト
）
に
加
え
て
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂
に
つ
い
て
も

Ｐ
Ｐ
Ｂ
（Processo Produtivo Basico

の
略
。
基
礎
製
造
工
程
基
準
）

で
、
現
地
調
達
の
基
準
を
充
た
せ
ば
免
税
特
典
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が

高
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
マ
ナ
ウ
ス
で
の
生
産
に
切
り
替
え
た
。

Ｄ
Ｍ
Ｂ
社
の
出
資
に
よ
る
製
造
子
会
社
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ダイキンエアコンディショニングアマゾナス社マナウス工場

図 7─9　ブラジルの経済指標
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ら
、
主
要
地
域
拠
点
の
開
発
機
能
を
強
化
・
新
設
し
、
Ｄ
Ｉ
Ｌ
＋
地
域
拠
点
の
自
立
分
散
型
開
発
体
制
に
転
換
さ
せ
て
い
く

と
し
た
。
Ｄ
Ｉ
Ｌ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ザ
ー
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
技
術
（
圧
縮
機
、
イ
ン

バ
ー
タ
、
冷
媒
制
御
な
ど
製
品
の
コ
ア
と
な
る
要
素
技
術
）
の
開
発
、
グ
ロ
ー
バ
ル
商
品
の
開
発
、
サ
ブ
開
発
拠
点
の
開
発
支

援
、
技
術
管
理
を
行
う
、
と
さ
れ
た
。
世
界
各
地
の
拠
点
の
固
有
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
新
し
い
商
品
を
開
発
す
る
際
の
母

体
機
と
な
る
ベ
ー
ス
モ
デ
ル
を
開
発
す
る
サ
ブ
開
発
拠
点
は
、
日
本
（
Ｄ
Ｉ
Ｌ
、
米
州
向
け
開
発
を
含
む
）、
欧
州

（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
）、
中
国
（
Ｄ
Ｉ
Ｃ
）、
ア
セ
オ
セ
（
Ｄ
Ｉ
Ｔ
）、
イ
ン
ド
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
）、
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
Ａ
Ｄ
Ｃ
の
六
拠
点

と
し
た
。
こ
れ
ら
の
拠
点
で
は
、
ベ
ー
ス
モ
デ
ル
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
拠
点
モ
デ
ル
や
地
域
独
自
商
品
の
開
発
も
行
う
。
す
で

に
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
、
こ
れ
ら
の
拠
点
で
は
地
域
独
自
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
製
品
開
発
の
一
部
を
担
っ
て
い
た

が
、
そ
の
位
置
づ
け
が
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
に
よ
っ
て
明
確
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
サ
ブ
開
発
拠
点
の
指
導
の

も
と
に
、
拠
点
モ
デ
ル
の
開
発
の
一
翼
を
担
う
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
と
し
て
、
欧
州
の
下
に
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｚ
と
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
、
ア
セ

オ
セ
の
下
に
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
と
Ｄ
Ａ
Ｓ
を
位
置
づ
け
た
。
ま
た
各
拠
点
で
は
、
ベ
ー
ス
モ
デ
ル
や
そ
の
ア
レ
ン
ジ
開
発
、
地
域
独

自
商
品
開
発
に
必
要
と
な
る
ロ
ー
カ
ル
技
術
者
の
獲
得
・
育
成
計
画
の
立
案
と
実
行
に
責
任
を
持
つ
と
さ
れ
た
。

技
術
開
発
は
、
当
面
は
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
戦
略
テ
ー
マ
と
の
関
係
で
、「
環
境
」「
ロ
ー
コ
ス
ト
化
」「
コ
ア
技
術
、

基
盤
技
術
」
の
三
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
最
重
要
基
幹
部

品
で
あ
る
圧
縮
機
、
モ
ー
タ
ー
、
イ
ン
バ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
技
術
力
強
化
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
技
術
者
の
獲
得
・
育
成
の

観
点
か
ら
焦
点
を
絞
り
、
中
・
長
期
的
視
点
で
の
戦
略
具
体
化
を
進
め
る
と
さ
れ
た
。

（
佐
藤
純
一
専
務
執
行
役
員
）
と
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
代
表
は
、
本
社
ト
ッ
プ
の
代
行
者
と
し
て

の
位
置
づ
け
に
な
り
、
ト
ッ
プ
と
直
接
の
レ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
集
中
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
、
全

体
最
適
・
個
別
最
適
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
戦
略
立
案
、
戦
略
実
行
の
た
め
の
国
別
・
事
業
別
リ
ソ
ー
ス
の
配
分
の
設
定
な
ど
を

担
当
す
る
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
中
南
米
市
場
へ
の
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
展
開
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

量
産
工
場
の
建
設
、
メ
キ
シ
コ
の
生
産
拠
点
の
拡
充
、
そ
し
て
地
域
代
表
の
設
置
に
よ
っ
て
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
の
で
あ

る
。⑻

グ
ロ
ー
バ
ル
開
発
・
生
産
・
調
達
体
制
の
発
展

一
極
集
中
開
発
体
制
か
ら
自
立
分
散
型
開
発
体
制
へ

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
世
界
的
企
業
へ
の
成
長
項
目
の
一
つ
に
、「
商
品
開
発
力
・
生
産
力
・
調
達
力
・
品
質
力
の
刷
新
」

が
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
維
持
・
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
は
先
端
的
な
技
術
で

他
社
を
リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、
世
界
各
地
域
の
需
要
に
対
応
し
た
商
品
を
開
発
し
、
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
た
め
の
商
品
開
発
力
・
生
産
力
・
調
達
力
・
品
質
力
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、

新
興
国
な
ど
拡
大
す
る
市
場
、
細
分
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
品
を
切
れ
目
な
く
タ
イ
ム
リ
ー
に
市
場
に
送
り
出
し
、
競

合
メ
ー
カ
ー
を
圧
倒
す
る
品
揃
え
と
商
品
力
を
実
現
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
モ
ノ
づ
く
り
力
（
商
品
開
発
力
・
生

産
力
・
調
達
力
・
品
質
力
）
の
構
築
を
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
の
目
指
す
姿
と
し
て
い
る
。

商
品
開
発
力
に
つ
い
て
は
、
地
域
固
有
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
ダ
イ
キ
ン
工
業
（
Ｄ
Ｉ
Ｌ
）
一
極
集
中
開
発
体
制
か
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グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
本
部

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
調
達
力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
ダ
イ
キ
ン
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
入
り
、

大
き
な
改
革
を
実
行
し
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
空
調
生
産
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
世
界
各
地
で
の
生
産
量
が
急
増
し
、

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
や
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収
、
格
力
電
器
と
の
業
務
提
携
な
ど
事
業
範
囲
が
急
速
に
拡
大
す
る
な
か
で
、
世
界
各
地

の
拠
点
で
安
定
的
か
つ
適
切
な
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
、、
材
料
や
部
品
な
ど
を
調
達
す
る
た
め
の
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
に
な
っ
て
い
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
海
外
生
産
は
、
日
本
で
開
発
さ
れ
た
製
品
を
海
外
生
産
に
移
し
て
い
く
形
態
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
も
調
達
は
堺
・
滋
賀
両
製
作
所
中
心
に
考
え
ら
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
戦
略
的
な
調
達

が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
調
達
を
め
ぐ
っ
て
は
頻
繁
に
生
じ
る
為
替
変
動
や
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
の
生
産
動
向

や
関
連
産
業
の
需
給
動
向
に
よ
っ
て
部
品
や
材
料
の
市
況
が
変
動
す
る
こ
と
な
ど
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
再
編
、
為
替
変
動
・
市
況
変
動
に
対
応
し
た
調
達
、
グ
ロ
ー

バ
ル
生
産
拠
点
の
振
り
回
し
に
対
応
し
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
あ
り
方
、
な
ど
の
課
題
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル

で
の
生
産
量
が
拡
大
し
、
調
達
量
が
膨
大
に
な
っ
た
こ
と
を
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
交
渉
で
戦
略
的
に
利
用
す
る
こ
と
や
、

Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
や
格
力
電
器
お
よ
び
ダ
イ
キ
ン
海
外
拠
点
と
の
協
業
も
課
題
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
交
渉

で
は
価
格
交
渉
が
中
心
に
な
り
が
ち
で
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
生
産
実
態
に
入
り
込
ん
だ
コ
ス
ト
テ
ー
ブ
ル
に
基
づ
く
交
渉
や
、

そ
の
た
め
の
バ
イ
ヤ
ー
の
育
成
も
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
多
様
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
五
月
に
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
本
部
が
、
次
の
五

つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
第
一
に
、
為
替
変
動
・
市
況
変
動
に
柔
軟
に
対
応
し
う
る
調
達
力
の
構
築
、
第

生
産
力
と
品
質
力
の
強
化

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
生
産
力
に
つ
い
て
は
、
生
産
技
術
力
の
強
化
と
生
産
拠
点
の
強
化
、
と
い
う
二
つ

の
点
か
ら
課
題
を
設
定
し
た
。
生
産
技
術
力
の
強
化
で
は
、
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
の
Ｄ
Ｉ
Ｌ
の
生
産
技
術
力
強
化
に
よ
っ
て

高
効
率
ラ
イ
ン
を
構
築
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
各
拠
点
に
水
平
展
開
す
る
こ
と
、
先
行
技
術
開
発
力
を
強
化
す
る
た
め
に
工
法
・

設
備
開
発
の
人
材
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
課
題
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
技
術
者
が
量
・
質
の
両
面
で
必
要
に

な
っ
て
お
り
、
現
地
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
Ｄ
Ｉ
Ｌ
で
育
成
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。

生
産
拠
点
の
強
化
で
は
、
成
長
市
場
へ
低
コ
ス
ト
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
製
品
を
供
給
す
る
生
産
拠
点
の
立
ち
上
げ
が
課
題

で
あ
り
、
中
国
の
蘇
州
工
場
、
ブ
ラ
ジ
ル
工
場
な
ど
の
早
期
立
ち
上
げ
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
短
期
・
中
期
の
意
思
決
定

に
必
要
な
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
販
売
計
画
か
ら
、
生
産
計
画
、
部
品
調
達
計
画
の
情
報
の
見
え
る
化
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
ベ

ス
ト
コ
ス
ト
・
最
短
納
期
で
商
品
を
生
産
・
供
給
す
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
、
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
拠
点
網
の
確
立
を
目
指
す
と

さ
れ
た
。

品
質
力
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ザ
ー
拠
点
と
し
て
の
Ｄ
Ｉ
Ｌ
は
、
最
高
レ
ベ
ル
の
品
質
を
目
指
す
と
と
も
に
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
生
じ
て
い
た
品
質
問
題
に
対
す
る
個
別
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
潰
し
込
み
、
品
質
の
向
上
を
支
え
る
技
術
力

強
化
施
策
（
教
育
、
技
術
管
理
や
開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
）
な
ど
を
、
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
が
進
む
な
か
で
、
品
質
に
つ
い
て
も
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
Ｄ
Ｉ
Ｌ
基
準
の
一
律
的
な
運
用
に
よ
る
過
剰
品
質
・
高
コ
ス
ト
化
を
避
け
、
世
界
各
地
の
市
場
の
地
域
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
商
品
を
、
低
コ
ス
ト
か
つ
迅
速
に
市
場
に
供
給
す
る
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
品
質
基
準
、
評
価
基
準
を
抜
本
的
に

見
直
す
こ
と
と
な
っ
た
。
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の
よ
う
な
急
変
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
時
点
そ
の
時
点
で
、
最
安
値
で
部
品
・
原
材
料
を
集
中
調
達
し
、
各
拠
点
に
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
に
供
給
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
集
中
購
買
品
目
を
定
め
、
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
優
先
順
位
を
つ
け
、
最
安
値
先
か
ら
の
調
達
比
率
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
比
率
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

集
中
購
買
を
進
め
る
た
め
に
は
、
部
品
の
共
通
化
や
標
準
化
が
必
要
に
な
る
。
共
通
化
・
標
準
化
を
効
率
的
に
進
め
る
た

め
に
、
ダ
イ
キ
ン
製
品
の
ス
ペ
ッ
ク
数
を
減
ら
し
、
図
面
・
規
格
体
系
の
見
直
し
と
発
行
の
ル
ー
ル
化
を
進
め
た
。
集
中
購

買
品
目
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
に
円
高
が
急
速
に
進
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
系
企
業
以
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
標
準
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
積
極
的
な
利
用
を
検
討
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
世
界
の
各
拠
点
で
部
品
を
購
入
し
て
い
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

多
く
は
、
年
間
取
引
高
が
一
〇
億
円
に
満
た
な
い
こ
と
か
ら
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
体
力
強
化
と
ダ
イ
キ
ン
側
の
調
達
効
率
化

を
図
る
た
め
、
少
額
取
引
先
の
集
中
・
集
約
化
も
進
め
た
。
格
力
電
器
と
の
協
業
に
つ
い
て
は
、
格
力
電
器
と
共
同
購
買
す

る
品
目
を
設
定
し
、
仕
様
の
統
合
を
図
り
、
両
社
の
物
量
を
合
わ
せ
て
コ
ス
ト
低
減
を
目
指
す
と
と
も
に
、
共
同
調
達
品
を

ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
各
拠
点
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
や
マ
ッ
ケ
イ
社
な
ど
に
展
開
す
る
と
し
た
。

二
〇
一
〇
年
こ
ろ
に
は
、
世
界
的
に
薄
型
テ
レ
ビ
の
生
産
が
急
増
す
る
な
ど
電
子
部
品
の
調
達
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、

電
装
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
利
用
す
る
電
子
部
品
の
調
達
コ
ス
ト
が
上
昇
し
た
。
そ
こ
で
、
電
装
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
利
用
す

る
電
子
部
品
を
ダ
イ
キ
ン
が
直
接
調
達
し
、
電
装
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
ダ
イ
キ
ン
か
ら
供
給
す
る
形
に
変
え
、
電
装
品
の
安

定
調
達
と
コ
ス
ト
の
安
定
化
を
図
っ
た
。
電
装
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
利
用
し
て
い
た
電
子
部
品
の
情
報
を
直
接
把
握
で
き
た

こ
と
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
も
部
品
の
調
達
問
題
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
の
業
務
に
加
え
、
新
興
国
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
戦
略
的

二
に
、
格
力
電
器
・
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
・
ダ
イ
キ
ン
各
拠
点
で
の
協
業
の
加
速
に
よ
る
最
安
値
調
達
の
追
求
、
第
三
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
戦
略
の
立
案
と
実
行
、
第
四
に
、
素
材
・
原
材
料
の
価
格
交
渉
力
の
強
化
、
第
五
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
用
す
る
プ
ロ
バ
イ
ヤ
ー
の
育
成
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
本
部
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
全
調
達
に
関
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
と
し
て
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
戦
略

の
立
案
と
実
行
を
行
う
調
達
戦
略
室
、
コ
ン
カ
レ
ン
ト
開
発
の
担
い
手
と
し
て
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
協
業
の
取
り
組
み
を
、
生

産
本
部
・
開
発
グ
ル
ー
プ
、
生
産
技
術
部
と
協
業
で
行
う
開
発
調
達
部
、
日
々
の
生
産
活
動
に
必
要
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
注

を
行
う
調
達
部
で
構
成
さ
れ
た
。
調
達
戦
略
室
で
は
、
時
代
に
対
応
し
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
再
編
、
環
境
変
化
に
対
応
し
た
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
切
り
替
え
な
ど
、
従
来
で
き
て
い
な
か
っ
た
思
い
切
っ
た
取
り
組
み
を
担
い
、
開
発
調
達
部
で
は
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
に
入
り
込
ん
で
の
コ
ス
ト
テ
ー
ブ
ル
の
作
り
込
み
、
あ
る
べ
き
コ
ス
ト
テ
ー
ブ
ル
の
具
現
化
に
責
任
を
負
う
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
、
開
発
調
達
部
は
、
部
品
の
共
通
化
・
標
準
化
な
ど
の
開
発
行
為
に
対
し
て
、
調
達
側
か
ら
開
発
・
生
産
技

術
に
提
案
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
本
部
の
ス
タ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
空
調
生
産
本
部
内
の
購
買
部
は
発
展
的
に
解
消
さ
れ
た
。
ま
た
、
グ

ロ
ー
バ
ル
調
達
本
部
長
は
空
調
生
産
本
部
の
副
本
部
長
を
兼
ね
る
な
ど
、
空
調
生
産
本
部
と
の
密
接
な
情
報
交
換
の
も
と
に

業
務
を
進
め
て
い
く
、
と
さ
れ
て
い
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
の
展
開

グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
本
部
の
五
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ

り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
度
は
為
替
・
市
況
が
急
変
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ど
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一
方
、
新
た
な
問
題
も
生
じ
て
い
た
。
一
つ
は
、
為
替
変
動
が
二
〇
一
三
年
か
ら
円
安
の
方
向
に
進
み
、
従
来
の
円
高
状

況
と
は
異
な
っ
た
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
円
高
状
況
の
下
で
は
、
日
本
国
内
で
利
用
し
て
い
た
部
品
や

材
料
も
、
海
外
メ
ー
カ
ー
製
品
に
切
り
替
え
た
り
、
日
本
メ
ー
カ
ー
製
品
で
あ
っ
て
も
海
外
で
生
産
さ
れ
る
も
の
が
増
え
て

い
た
が
、
円
安
下
で
の
海
外
部
品
の
利
用
は
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
に
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
な

か
で
日
本
国
内
で
の
生
産
を
増
や
せ
る
企
業
に
は
増
や
し
て
も
ら
う
こ
と
、
国
内
販
売
商
品
の
売
価
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
生
産

コ
ス
ト
上
昇
分
を
吸
収
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
、
グ
ロ
ー
バ
ル
集
中
購
買
を
加
速
化
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
、
ダ
イ
キ
ン
グ

ル
ー
プ
製
品
全
体
の
部
品
や
材
料
に
関
す
る
ス
ペ
ッ
ク
の
統
一
化
で
あ
る
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
や
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収
に
よ
っ
て
、

ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
製
品
の
種
類
は
増
え
、
使
用
さ
れ
る
部
品
や
材
料
の
種
類
、
ス
ペ
ッ
ク
も
急
増
し
た
。
世
界
各
地
で
使

わ
れ
る
部
品
や
材
料
を
、
統
一
的
な
シ
ス
テ
ム
で
捕
捉
し
、
デ
ー
タ
を
戦
略
的
な
調
達
や
集
中
購
買
に
有
効
に
役
立
て
る
と

と
も
に
、
新
し
い
製
品
開
発
へ
も
応
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
情
報
の
共
有
化
に
向
け
た
新
し
い
シ
ス
テ
ム

の
導
入
・
Ｉ
Ｔ
化
も
、
二
〇
一
三
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
展
開

二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
二
月
に
新
設
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
部
は
、
①
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
学
ん
だ
ダ
イ
キ

ン
流
Ｓ
Ｃ
Ｍ
を
〈
グ
ロ
ー
バ
ル
〉〈
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
〉〈
顧
客
〉
へ
拡
大
・
定
着
さ
せ
、
徹
底
実
行
す
る
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
推
進
活
動
、

②
新
製
品
の
開
発
か
ら
量
産
・
販
売
に
至
る
関
連
す
る
部
門
の
同
時
進
行
と
プ
ロ
セ
ス
の
ス
ル
ー
管
理
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
い
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
モ
ノ
と
情
報
の
二
つ
の
系
統
の
ス
ル
ー
管
理
の
実
行
と
、
関
連
す
る
部
門
横
断
的
に
存
在
す

な
取
り
組
み
を
重
視
し
て
い
る
。
進
出
地
域
で
の
部
材
調
達
の
可
否
の
判
断
や
、
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
発
掘
な
ど
に
よ
っ

て
部
品
探
索
機
能
を
強
化
し
、
調
査
し
た
現
地
普
及
材
を
開
発
部
門
に
積
極
的
に
提
案
し
、
反
映
さ
せ
て
い
く
な
ど
、
課
題

が
追
求
さ
れ
て
い
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
集
中
購
買
と
円
安

ダ
イ
キ
ン
は
、
既
存
の
縦
型
の
組
織
で
は
解
決
で
き
な
い
重
要
な
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
組
織
・
部
門
の
壁
を
越
え
て
全

社
・
全
グ
ル
ー
プ
の
力
を
結
集
し
、
ト
ッ
プ
マ
タ
ー
と
し
て
、
全
体
最
適
の
視
点
で
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
戦
略
立
案
・
実
行

し
て
い
く
機
能
を
持
つ
横
串
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
七
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
そ
の
一
つ

の
テ
ー
マ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
集
中
購
買
の
加
速
で
あ
っ
た
。
ト
ッ
プ
マ
タ
ー
と
し
て
、
関
連
す
る
各
地
域
の
担
当
者
を
一
堂
に

会
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
の
横
串
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
本
部
が
進
め
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
の
取

り
組
み
が
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー
を
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
サ
ム
・
ビ
ッ
ク
マ
ン
上
級
副
社
長

（
Ｓ
Ｖ
Ｐ
）
が
務
め
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
グ
ル
ー
プ
集
中
購
買
の
取
り
組
み
を
ダ
イ
キ
ン
グ

ル
ー
プ
全
体
に
展
開
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
加
速
す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
た
。
対
象
と
な
る
部

品
や
材
料
な
ど
に
対
応
し
た
軸
と
地
域
軸
の
二
次
元
で
捉
え
、
調
整
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
組
み
込
ん
だ
集
中

購
買
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
で
、
集
中
購
買
対
象
の

部
品
や
材
料
ご
と
の
担
当
と
窓
口
を
設
定
す
る
と
同
時
に
、
集
中
購
買
の
対
象
と
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
持
つ
こ
と
で
、
密
接
な
情
報
交
換
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
集
中
購
買
は
、
横
串
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
大
き
く
進
展
し
て
い
っ
た
。
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ま
た
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
は
、
前
述
し
た
横
串
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
日
々
の
販
売
量
や
生

産
・
在
庫
量
を
「
見
え
る
化
」
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
経
営
判
断
か
ら
ス
ピ
ー
ド
あ
る
対
策
実
行
に
よ
っ
て
確
実
な
予
算
達
成

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
多
国
間
に
ま
た
が
る
複
雑
な
供
給
・
販
売
網
に
お
け
る
在
庫
削
減
Ｓ
Ｃ
Ｍ
効
率
化
を
、
Ｉ
Ｔ
を
駆

使
し
て
実
行
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

⑼
国
内
空
調
事
業
の
再
編

二
〇
〇
〇
年
以
降
の
新
た
な
展
開

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
空
調
営
業
本
部
が
担
当
す
る
事
業
は
新
た
な
発
展
を
遂
げ
て
い
た
。
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）

年
に
発
売
を
開
始
し
た
＂
う
る
る
と
さ
ら
ら
＂
シ
リ
ー
ズ
の
ヒ
ッ
ト
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
家
電
量
販
店

ル
ー
ト
で
の
家
庭
用
空
調
機
の
販
売
な
ど
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
家
庭
用
空
調
機
の
売
り
上
げ
が
伸
び
、

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
長
年
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
き
た
業
務
用
空
調
市
場
だ
け
で
な
く
、
有
力
な
メ
ー
カ
ー
が
競
い
合
う
国
内

家
庭
用
空
調
市
場
で
も
ダ
イ
キ
ン
は
、
二
〇
〇
三
年
に
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
〇
二
年
に
は
自

然
冷
媒
を
用
い
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
運
転
で
給
湯
を
行
う
＂
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
＂
を
発
売
し
た
。
環
境
に
や
さ
し
く
、
省
エ
ネ
性

の
高
い
＂
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
＂
は
、
既
存
の
三
本
柱
で
あ
る
業
務
用
空
調
、
家
庭
用
空
調
、
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
に
加
え
、
新
た

な
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
金
岡
工
場
の
一
号
工
場
内
に
問
題
解
決
型
の
販
売
策
を
具
現
化
し
、
空
調
部
門
を
中
心
に
化
学
、
油

機
、
特
機
事
業
部
と
関
連
会
社
が
提
携
し
て
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
の
考
え
方
や
事
例
を
紹
介
す
る
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

る
よ
ど
み

4

4

4

の
解
消
や
、
課
題
解
決
を
役
割
と
し
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
部
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
供
給
グ
ル
ー
プ
、

業
務
革
新
グ
ル
ー
プ
、
Ｉ
Ｔ
推
進
グ
ル
ー
プ
の
三
つ
の
部
門
が
あ
っ
た
。
同
部
は
、
〇
七
年
七
月
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ロ
ー
革

新
部
と
な
り
、
企
画
、
Ｉ
Ｔ
統
括
、
フ
ロ
ー
革
新
、
モ
ノ
づ
く
り
革
新
、
供
給
管
理
の
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
部
、
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ロ
ー
革
新
部
で
は
、
拡
大
す
る
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
・
販
売
に
対

応
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
供
給
体
制
の
確
立
と
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
目
標
化
さ
れ
た
在
庫
低
減
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
立
案
と
実
行
の
支
援
が
進
め
ら
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
供
給
体
制
の
確
立
で
は
、
情
報
（
販
売
、
在
庫
、
生

産
）
と
モ
ノ
（
モ
ノ
づ
く
り
）
を
連
動
さ
せ
、
安
定
供
給
と
最
少
の
在
庫
、
ロ
ー
コ
ス
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
目
指

し
、
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
ス
ル
ー
改
革
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
改
革
）
を
推
進
す
る
と
さ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
販
売

が
急
増
し
た
時
期
に
は
、
世
界
の
他
の
拠
点
で
増
産
・
供
給
す
る
体
制
を
立
案
・
実
行
し
、
拡
販
に
対
応
し
て
き
た
。
供
給

は
製
品
だ
け
で
な
く
、
圧
縮
機
や
金
型
な
ど
の
部
材
も
含
ま
れ
、
ダ
イ
キ
ン
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
、
格
力
電
器
な
ど
、
ダ
イ
キ
ン
グ

ル
ー
プ
各
社
が
活
用
で
き
る
資
源
を
、
最
大
限
有
効
に
利
用
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
。
ま
た
、
海
外
工
場
で
の
ハ
イ
サ
イ

ク
ル
生
産
シ
ス
テ
ム
の
展
開
や
ス
ル
ー
改
革
の
支
援
も
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

も
う
一
つ
の
重
要
な
業
務
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
に
つ
い
て
も
、
空
調
以
外
の
分
野
も
含
め
た
各
事
業
・
各
拠
点
に
対
し
、
生
産
・

販
売
・
物
流
・
経
営
管
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
各
業
務
そ
れ
ぞ

れ
の
サ
ポ
ー
ト
か
ら
業
務
を
統
合
し
た
管
理
シ
ス
テ
ム
や
、
一
貫
し
た
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
と
発
展
し
て
い
る
。

な
お
、
二
〇
一
二
年
七
月
の
組
織
改
革
で
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ロ
ー
革
新
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め

機
能
ご
と
に
分
割
さ
れ
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
に
関
す
る
機
能
は
Ｓ
Ｃ
Ｍ
部
に
、
Ｉ
Ｔ
関
係
は
Ｉ
Ｔ
推
進
部
と
な
り
、
モ
ノ
づ
く
り
革
新

に
関
す
る
機
能
は
空
調
生
産
本
部
に
移
管
さ
れ
た
。
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地
域
を
越
え
て
事
業
を
展
開
さ
せ
て
い
る
広
域
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
、
さ
ら
な
る
品
質
と
収
益
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
、
既
存

の
七
社
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
水
平
展
開
さ
せ
、
特
殊
空
調
・
周
辺
工
事
の
対
応
が
全
域
で
可
能
に
な
る
こ
と
、

本
部
と
連
動
し
た
省
エ
ネ
推
進
事
業
、
更
新
需
要
ま
で
含
ん
だ
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
型
事
業
の
展
開
を
図
る
こ
と
、
な
ど
で

あ
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
、
日
本
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
国
内
営
業
本
部
の
〇
八
年
度
の
売
上

高
は
、
微
減
で
は
あ
っ
た
が
利
益
は
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
た
め
、
翌
年
、
国
内
空
調
事
業
の
抜
本
的
な
改
革
に
乗
り
出
し
て

い
く
。
田
中
博
副
社
長
が
、
空
調
営
業
本
部
長
を
兼
任
し
て
進
め
た
改
革
で
は
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
発
想
で
は
な
く
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
発
想
で
の
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
開
発
へ
の
転
換
、
地
域
最
寄
り
化
主
体
か
ら
、
地
域
最
寄
り
化
戦
略
と
大
手
顧
客

対
応
の
全
国
一
貫
戦
略
の
二
大
販
売
戦
略
へ
の
転
換
、
さ
ら
な
る
事
業
拡
大
を
目
指
し
た
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
を
核
と
し
た
、

ダ
イ
キ
ン
独
自
の
市
場
別
「
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
の
提
供
が
柱
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
企
画
三
部
門
を
一
元

化
し
て
事
業
戦
略
室
を
新
設
し
、
販
売
戦
略
と
必
要
な
商
品
戦
略
の
立
案
と
推
進
を
担
う
と
と
も
に
、
短
期
で
の
シ
ェ
ア

ア
ッ
プ
、
利
益
創
出
に
直
結
す
る
戦
略
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
顧
客
に
積
極
的
に
提
案
す
る
営
業

技
術
力
の
強
化
に
よ
っ
て
、
環
境
商
品
・
差
別
化
商
品
の
拡
販
を
図
る
た
め
、
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、

従
来
の
技
術
グ
ル
ー
プ
に
加
え
て
環
境
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
を
新
た
に
配
置
し
た
。

こ
の
時
期
、
ダ
イ
キ
ン
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
利
益
確
保
と
二
〇
一
〇
年
以
降
の
飛
躍
的
事
業
拡
大
に
向
け
、
事

業
部
横
断
的
な
「
横
串
」
事
業
テ
ー
マ
と
し
て
、
〇
九
年
度
か
ら
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
た
。
そ
の
一
つ

で
あ
る
「
ま
る
ご
と
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
自
社
製
品
だ
け
で
な
く
、
提
携
・
連
携
に
よ
る
他
社
製
品
・
技
術
の
積
極

的
な
拡
充
に
よ
っ
て
、
家
ま
る
ご
と
、
ビ
ル
・
工
場
ま
る
ご
と
な
ど
、
顧
客
の
求
め
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
、
ダ

プ
ラ
ザ
」
を
開
設
し
た
。「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
」
は
、
二
〇
〇
五
年
に
上
海
で
ダ
イ
キ
ン
の
中
国
事
業
の
展
開
を
象

徴
す
る
形
で
、
規
模
も
機
能
も
飛
躍
的
に
高
め
て
新
設
さ
れ
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
の
世
界
拠
点
に
も
展
開
し
て
い

く
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
東
京
と
大
阪
に
＂
フ
ー
ハ
東
京
＂＂
フ
ー
ハ
大
阪
＂
と
し
て
、
国
内
に
新
た
な
姿
で
登
場

す
る
こ
と
に
な
る
。

二
〇
〇
五
年
の
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
意
識
し
、
ダ
イ
キ
ン
の
対
象
市
場
を
ダ
ク
ト
レ
ス
市
場

か
ら
ダ
ク
ト
や
ア
プ
ラ
イ
ド
、
低
温
・
冷
凍
な
ど
の
空
調
総
合
市
場
、
さ
ら
に
は
暖
房
・
給
湯
な
ど
の
周
辺
市
場
に
ま
で
広

げ
、
総
合
空
調
・
冷
凍
メ
ー
カ
ー
の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
拡
大
す
る
、
と
し
て
い
た
。
国
内
営
業
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ

う
し
た
対
象
市
場
の
拡
大
を
国
内
市
場
に
お
い
て
も
実
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
、
欧
州
、
中
国
、
ア
セ
ア

ン
・
オ
セ
ア
ニ
ア
と
い
う
既
存
四
極
で
の
圧
倒
的
ナ
ン
バ
ー
１
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
世
界
の
先
進
事
業
モ
デ
ル
の
確
立

を
目
指
し
た
日
本
事
業
の
高
度
化
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
点
を
課
題
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
は
さ
ら
な
る
事
業
の

発
展
を
図
っ
て
い
っ
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
事
業
再
編

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
が
発
表
さ
れ
て
以
降
の
国
内
空
調
事
業
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
度
か
ら
〇
七
年
度
ま
で
売

り
上
げ
が
伸
び
て
い
た
も
の
の
、
〇
六
年
度
は
売
価
ダ
ウ
ン
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
の
影
響
な
ど
が
あ
っ
て
、
営
業
利
益
率
は
悪

化
し
て
い
た
。
成
熟
化
が
進
む
一
方
、
激
し
い
競
争
が
展
開
し
て
い
る
国
内
市
場
で
販
売
を
拡
大
し
、
利
益
を
確
保
し
て
い

く
た
め
に
、
〇
二
年
に
機
設
販
社
と
直
系
特
工
店
を
統
合
し
て
七
社
の
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク
ノ
社
を
設
立
し
た
。
そ
し
て
、

〇
八
年
四
月
に
七
社
を
再
統
合
し
て
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク
ノ
社
を
新
設
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク
ノ
社
統
合
の
狙
い
は
、
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の
再
編
強
化
に
関
す
る
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
。販

売
体
制
の
再
編
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
に

既
存
の
地
域
販
売
子
会
社
二
〇
社
を
一
〇
社

（
ダ
イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
一
〇
社
）

に
集
約
化
（
表
７
│

２
）
し
、
間
接
部
門
の
効

率
化
と
営
業
人
員
の
強
化
を
図
り
、
空
調
事
業

に
給
湯
・
換
気
・
暖
房
事
業
を
加
え
た

Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
事
業
と
し
て
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
空
調
以
外
の
製
品
を
含
め
た
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
事

業
と
し
て
の
展
開
、
機
器
単
体
だ
け
で
な
く
シ

ス
テ
ム
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

展
開
し
よ
う
と
し
た
点
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
量
販
店
に
対
し
て
も
攻
め
の
営
業
を
進

め
る
た
め
、
量
販
店
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
営

業
体
制
を
構
築
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を

強
化
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

商
品
の
販
売
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、

イ
キ
ン
独
自
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
探
索
し
、
実
行
推
進
を
図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
た
。
事
業
戦
略
室
と
カ
ス

タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
九
年
の
市
況
は
想
定
以
上
に
厳
し
く
、
赤
字
転
落
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
下
期
に
売
り

上
げ
を
挽
回
す
る
た
め
、
臨
戦
態
勢
に
よ
る
短
期
利
益
確
保
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
空
調
営
業
本
部
、
関
係
会
社
か
ら
人

員
を
再
配
置
し
、
プ
ロ
店
・
販
売
店
の
開
発
、
特
工
店
・
特
約
店
支
援
、
空
気
清
浄
機
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
暖
房
機
等
、
全
商

品
の
販
売
力
強
化
な
ど
を
、
一
気
に
進
め
て
い
っ
た
。
関
係
会
社
を
含
め
た
国
内
空
調
グ
ル
ー
プ
社
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
で
、
短
期
利
益
確
保
と
、
燃
え
る
集
団
へ
の
体
質
改
革
の
両
立
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
〇
九
年
度
は
前
年
度
比
の
売
上
高
は
減
少
し
な
が
ら
も
、
営
業
利
益
の
赤
字
化
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
と
販
売
子
会
社
の
再
編

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
度
、
〇
九
年
度
と
、
二
年
連
続
で
売
上
高
・
営
業
利
益
と
も
に
減

少
し
た
空
調
営
業
本
部
で
あ
っ
た
が
、
一
〇
年
度
に
は
ど
ち
ら
も
回
復
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の
水
準
は
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
前
か
ら
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
で
あ
っ
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
な
ど
の
社
会
構
造

の
変
化
が
進
み
、
成
熟
・
更
新
時
代
と
な
っ
た
国
内
市
場
で
販
売
・
流
通
改
革
を
完
遂
し
、
高
収
益
化
に
挑
戦
し
続
け
る
事

業
体
質
に
転
換
し
て
、
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
目
指
す
姿
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
既
存
事

業
で
の
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
と
確
固
た
る
利
益
創
出
、
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
と
し
て
新
規
事
業
を
創
出
し
、
売
上
比

率
を
高
め
る
こ
と
と
と
も
に
、
ラ
イ
バ
ル
対
抗
戦
略
の
徹
底
、
自
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
飛
び
込
む
積
極
的
・
挑
戦
的
な
営
業
ス

タ
イ
ル
へ
の
転
換
、
ユ
ー
ザ
ー
ダ
イ
レ
ク
ト
に
提
案
す
る
強
い
販
売
網
づ
く
り
、
量
販
店
へ
の
一
貫
対
応
な
ど
、
販
売
体
制

表 7─2　再編後の販売会社名一覧
【再編地域販売会社　10 社】
◆ダイキン HVACソリューション北海道株式会社

旧販売会社　ダイキン空調北海道㈱
◆ダイキン HVACソリューション東北株式会社

旧販売会社　ダイキン空調東北㈱
◆ダイキン HVACソリューション新潟株式会社

旧販売会社　ダイキン空調新潟㈱
◆ダイキン HVACソリューション東京株式会社

旧販売会社　ダイキン空調東京㈱，ダイキン空調神奈川㈱，ダイキン空調関東
㈱，ダイキン空調千葉㈱，ダイキン空調茨城㈱

◆ダイキン HVACソリューション東海株式会社
旧販売会社　ダイキン空調東海㈱，ダイキン空調静岡㈱

◆ダイキン HVACソリューション北陸株式会社
旧販売会社　ダイキン空調北陸㈱

◆ダイキン HVACソリューション近畿株式会社
旧販売会社　ダイキン空調大阪㈱，ダイキン空調京滋㈱，ダイキン空調神戸㈱

◆ダイキン HVACソリューション中四国株式会社
旧販売会社　ダイキン空調中国㈱，ダイキン空調四国㈱

◆ダイキン HVACソリューション九州株式会社
旧販売会社　ダイキン空調九州㈱，ダイキン空調宮崎㈱，ダイキン空調鹿児島㈱

◆ダイキン HVACソリューション沖縄株式会社
旧販売会社　ダイキン空調沖縄㈱

【量販店専門販売会社　新設】
◆ダイキン・コンシューマ・マーケティング株式会社
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計
、
施
工
、
サ
ー
ビ
ス
）
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
機
器
の

製
造
・
販
売
と
、
そ
れ
ら
機
器
を
主
体
と
し
た
空
調
・
冷
熱
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
施
工
・
販
売
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｓ
社
が
、
当
初
目
指
し
た
事
業
は
ビ
ル
空
調
シ
ス
テ
ム
事
業
、
工
場
シ
ス
テ
ム
事
業
、

機
器
事
業
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｓ
社
の
売
上
高
は
〇
八
年
ま
で
伸
び
て
い
た
が
、
ダ
イ
キ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
工
場
関
係

を
主
に
担
当
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
販
売
の
中
心
は
ア
プ
ラ
イ
ド
機
器
を
核
と
し
て
、
そ
の
強
み
で
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
を
活
か
せ
る
工
場
関
係
の
市
場
で
あ
り
、
ビ
ル
空
調
シ
ス
テ
ム
に
食
い
込
ん
で
い
く
こ
と
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
一

方
、
工
場
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
工
場
の
特
徴
に
合
っ
た
技
術
や
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
蓄
積
を
重
ね
て
競
争
力
を
高
め

て
き
た
。
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク
ノ
社
と
は
、
ビ
ル
や
工
場
の
空
調
シ
ス
テ
ム
と
い
う
点
で
は
販
売
先
が
重
な
っ
て
い
た
が
、

ど
ち
ら
も
中
規
模
以
上
が
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｓ
社
の
担
当
で
、
競
合
す
る
こ
と
は
現
実
に
は
多
く
な
か
っ
た
。

一
方
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
プ
ラ
イ
ド
供
給
能
力
を
一
気
に
高
め
た
ダ
イ
キ
ン
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
ア
プ
ラ
イ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
・
拡
大
す
る
た
め
の
戦
略
構
築
と
、
国
内
空
調
本
部
と
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｓ
社

に
分
散
し
た
国
内
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
の
再
構
築
を
図
る
た
め
、
二
〇
一
〇
年
に
ア
プ
ラ
イ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部

を
新
設
し
た
。
ア
プ
ラ
イ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
機
能
と
国
内
事
業
を
管
轄
し
、
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｓ
社

や
北
米
、
中
国
、
欧
州
の
マ
ッ
ケ
イ
各
社
を
関
係
会
社
と
し
た
。

し
か
し
、
成
熟
・
飽
和
市
場
化
し
た
国
内
市
場
に
お
い
て
成
長
・
発
展
し
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
掲
げ
た
目
標
を
実

現
す
る
に
は
、
最
大
市
場
で
あ
り
、
周
辺
事
業
の
大
き
い
ビ
ル
市
場
で
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
拡
大
、
循
環
型
ビ
ジ
ネ

ス
の
確
立
を
目
指
し
た
計
装
・
保
守
・
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
二
〇
一
三
年
四
月
に
次

の
三
点
の
組
織
再
編
が
実
施
さ
れ
た
。
第
一
は
、
空
調
営
業
本
部
と
ア
プ
ラ
イ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
の
国
内
事

量
販
店
専
門
販
売
子
会
社
の
ダ
イ
キ
ン
・
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
社
を
設
立
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
は
、
国
内
市
場
を
収
縮
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
電
力
供
給
不
足

状
態
が
生
じ
た
こ
と
で
、
電
気
を
使
っ
た
給
湯
や
暖
房
な
ど
へ
の
需
要
が
低
迷
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
節
電
・
省
エ
ネ
技
術

で
、
差
別
化
商
品
を
展
開
し
て
き
た
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
は
、
皮
肉
な
事
態
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
節
電
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
的
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
推
進
し
て
き
た
。
ま
た
、
震

災
後
の
節
電
・
省
エ
ネ
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
対
応
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
加
速
に
向
け
、
新
商
品
開
発
や
新
し
い

パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ニ
ュ
ー
の
展
開
が
必
要
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
分
散
電
源
機
器
の
自
社
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
品

揃
え
強
化
が
課
題
と
な
り
、
具
体
的
に
実
施
さ
れ
た
の
が
Ｏ
Ｅ
Ｍ
に
よ
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
自
社
ブ
ラ
ン
ド
化
で

あ
っ
た
。

ア
プ
ラ
イ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
展
開

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
か
ら
進
め
ら
れ
た
第
一
次
空
調
事
業
改
革
で
三
本
柱
戦
略
が
打
ち
出
さ
れ
て
以
降
、
国
内
で
も

業
務
用
、
家
庭
用
、
セ
ン
ト
ラ
ル
の
三
つ
の
空
調
分
野
で
、
ダ
イ
キ
ン
は
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
、
高
い
シ
ェ
ア

と
技
術
力
で
、
業
界
ナ
ン
バ
ー
１
を
長
年
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
き
た
業
務
用
空
調
と
、
二
〇
〇
三
年
に
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を

実
現
し
た
家
庭
用
空
調
に
比
べ
、
国
内
で
の
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
は
苦
戦
し
て
い
た
。

二
〇
〇
四
年
六
月
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
事
業
部
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
本
部
の
一
部
機
能
を
ダ
イ
キ
ン

プ
ラ
ン
ト
社
に
集
約
し
、
新
た
に
ダ
イ
キ
ン
ア
プ
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
ズ
社
（
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｓ
）
を
設
立
し
た
。
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｓ
社
は
、

ア
プ
ラ
イ
ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
目
指
し
、
必
要
と
な
る
機
能
（
機
器
の
設
計
・
製
造
、
販
売
、
シ
ス
テ
ム
設



516517　第 7章●グローバル企業ＤＡＩＫＩＮ─さらなる高みへの挑戦

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
〝
フ
ー
ハ
東
京
〞
と
〝
フ
ー
ハ
大
阪
〞
の
開
設

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
十
二
月
八
日
、
新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
一
階
に
〈
空
気
〉
を
テ
ー
マ
と
し
た
体
験
型
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
で
あ
る
、
ダ
イ
キ
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
＂
フ
ー
ハ
東
京
＂
が
公
開
さ
れ
た
。＂
フ
ー
ハ
東
京
＂
は
、「
人
々
に
と
っ

て
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
日
ご
ろ
意
識
す
る
こ
と
の
少
な
い
〈
空
気
〉
や
〈
水
〉
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」「
冷
暖
房
・
換
気
・
空
調
の
仕
組
み
や
技
術
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
多
く
の
方
々
に
〈
空
気
〉
や

〈
水
〉
を
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
き
、

冷
暖
房
・
換
気
・
空
調
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ダ
イ
キ
ン
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
空
間
と

な
っ
て
い
る
。＂
フ
ー
ハ
東
京
＂
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
は
、
何
か
を
冷
や
す
と
き
に

〈
フ
ー
〉
と
息
を
吹
き
、
暖
め
る
と
き

に
は
〈
ハ
ー
〉
と
息
を
吐
く
と
い
う
、

太
古
か
ら
人
間
が
実
践
し
て
き
た
空
気

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
行
為
に
由
来
し

て
い
る
。

＂
フ
ー
ハ
東
京
＂
は
、
次
の
三
つ
の
ゾ
ー

業
の
統
合
で
あ
る
。
第
二
は
、
国
内
計
装
事
業
へ
の
本
格
参
入
を

目
指
し
て
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク
ノ
社
に
ア
プ
ラ
イ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
本
部
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
部
隊
を
移
管
し
、
計

装
事
業
部
を
新
設
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
ア
プ
ラ
イ
ド
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
大
手
顧
客
へ
の
集
中
攻
略
を
目
指

し
、
空
調
営
業
本
部
の
営
業
体
制
を
、
施
主
に
直
接
営
業
す
る
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
営
業
部
、
設
計
事
務
所
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
サ

ブ
コ
ン
、
設
備
代
理
店
ま
で
、
一
貫
体
制
に
よ
る
ス
ペ
ッ
ク
イ
ン

か
ら
営
業
を
行
う
設
備
営
業
部
、
ル
ー
ト
営
業
を
行
う
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ

営
業
部
の
三
つ
の
部
に
再
編
し
た
。

ま
た
、
保
守
・
サ
ー
ビ
ス
力
を
持
つ
ダ
イ
キ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
社
を
、
営
業
力
・
工
事
力
を
持
つ
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク
ノ
社
に

統
合
し
、
更
新
市
場
で
の
販
売
の
拡
大
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
国
内
ア
プ
ラ
イ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

の
体
制
は
、
事
業
目
標
に
対
応
し
た
形
で
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
（
図
７
│

10
）。

図 7─10　改革後の国内空調販売体制

サービス本部

・住宅

量販店

ダイキン・
コンシューマ・
マーケティング社

・住宅 中小規模
　・ビル
　・店舗
　・工場

販売店
スーパー，中間卸

HVAC販社

中，大型
　・ビル
　・店舗
　・工場

流通
（サブコン，
ゼネコン）

設備代理店

大中小ビル
（機器，保守・サー
ビス，メンテナンス）
店舗
　・多店舗
住宅
　・ハウスメーカー

ダイキン
エアテクノ社

＋
ダイキン

ファシリティーズ社

ファクトリー
　・大手製造業
　・大手倉庫
　・研究施設

ダイキン
アプライド
システムズ社

空調営業本部

メーカーサー
ビスを委託

“フーハ東京”の外観

“フーハ大阪”の受付風景
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円
安
と
売
価
問
題

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
に
入
り
、
一
ド
ル
八
〇
円
を
切
る
よ
う
に
な
っ
た
為
替
の
動
向
は
、
翌
一
二
年
秋
か
ら
円

安
の
方
向
に
反
転
し
た
。
円
安
は
、
さ
ら
に
一
三
年
に
入
る
と
加
速
化
し
、
一
気
に
一
ド
ル
一
〇
〇
円
前
後
に
ま
で
進
ん
で

い
っ
た
。
急
激
な
円
安
に
よ
っ
て
、
中
国
か
ら
輸
入
し
て
い
た
空
気
清
浄
機
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、

海
外
か
ら
調
達
し
た
材
料
や
部
品
で
生
産
し
て
い
た
製
品
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
問
題
に
な
っ
て
き
た
。
円
安
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
一
三
年
度
は
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
も
難
し
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
予
算
の
検
討
か
ら
円
安
対
応
が
緊
急
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
円
安
は
想
定
以
上
に
進
み
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
さ
ら
に
方
針
を
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
厳
し
さ
で
あ
っ
た
。

円
安
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
対
応
し
、
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
最
大
限
に
織
り
込
ん
で
も
、
全
商

品
で
の
売
価
ア
ッ
プ
な
い
し
売
価
維
持
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
空
調
営
業
本
部
と
関
連
会
社
の

社
員
は
、
売
価
ア
ッ
プ
な
い
し
売
価
維
持
と
い
う
極
め
て
困
難
な
課
題
に
取
り
組
み
、
最
終
的
に
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
点
に
あ
る
。
第
一
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
技
術
力
を
活
か
し
た
新
製
品
や
新
技
術
を
投
入
す
る
こ

と
で
、
売
価
ア
ッ
プ
・
売
価
維
持
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。＂
ス
カ
イ
エ
ア
＂
で
は
、
緊
急
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

実
施
し
て
機
能
を
高
め
た
う
え
で
、
十
一
月
に
Ｒ
32
を
搭
載
し
た
最
高
級
機
のFIV

E ST
A

R ZEA
S

を
市
場
投
入
す
る

と
と
も
に
、
一
五
年
施
行
の
省
エ
ネ
法
改
正
に
合
わ
せ
て
、
業
界
に
先
駆
け
て
廉
価
機
を
廃
機
種
化
す
る
こ
と
で
、
全
体
の

価
格
を
引
き
上
げ
た
。
ま
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
は
、
一
二
年
十
一
月
か
ら
発
売
し
た
業
界
ト
ッ
プ
の
高
い
省
エ
ネ
性
と
、

快
適
性
を
両
立
さ
せ
た
Ｒ
32
搭
載
の
＂
う
る
さ
ら
７
＂
を
起
爆
力
と
し
て
、
売
価
の
維
持
・
ア
ッ
プ
を
展
開
さ
せ
た
。＂
う

る
さ
ら
７
＂
は
、
一
三
年
一
月
に
省
エ
ネ
大
賞
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
社
会
的
評
価
も
高
か
っ
た
。
こ
う
し

ン
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
、〈
空
気
〉
や〈
水
〉
に
関
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
紹
介
す
る
「
空
気
の
気
づ
き
ゾ
ー

ン
」
で
あ
る
。
第
二
は
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
や
空
気
清
浄
機
、＂
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
＂
な
ど
生
活
に
身
近
な
住
宅
用
製
品
を
中

心
に
展
示
し
、
機
能
を
体
感
・
体
験
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
そ
の
仕
組
み
や
操
作
方
法
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
「
住
宅
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
多
様
な
生
活
ス
タ
イ
ル
や
住
宅
に
最
適
な
製
品
と
、
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ

せ
を
提
案
し
、
快
適
性
と
節
電
、
省
エ
ネ
を
両
立
す
る
新
た
な
住
宅
設
備
機
器
を
紹
介
し
て
い
る
。
第
三
は
、「
業
務
用
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
」
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
多
様
な
要
望
に
対
し
て
、
最
適
な
機
器
や
シ
ス
テ
ム
を
、
組
み
合
わ
せ
を
含
め

て
提
案
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
熱
源
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
な
ど
、
多
彩
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
具
現
化
さ
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
三
年
四
月
二
十
六
日
に
は
、
う
め
き
た
・
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
の
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
内
に

＂
フ
ー
ハ
大
阪
＂
を
公
開
し
た
。＂
フ
ー
ハ
大
阪
＂
は
、＂
フ
ー
ハ
東
京
＂
と
同
じ
よ
う
に
三
つ
の
ゾ
ー
ン
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
地
元
で
あ
る
こ
と
か
ら
各
製
作
所
の
技
術
者
が
常
駐
し
、
技
術
的
な
問
い
合
わ
せ
に
常
時
対
応
し
て

い
る
。
直
接
、
ダ
イ
キ
ン
製
品
を
利
用
し
て
い
る
多
く
の
顧
客
に
接
す
る
機
会
は
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
、
今
後
の
製

品
開
発
に
活
か
す
取
り
組
み
を
強
化
す
る
う
え
で
、
研
究
者
や
技
術
者
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
起
源
は
二
〇
〇
〇
年
の
金
岡
工
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
上
海
で
目
的

と
機
能
が
発
展
し
て
規
模
も
拡
大
し
、
ダ
イ
キ
ン
を
象
徴
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。＂
フ
ー
ハ
東
京
＂＂
フ
ー
ハ
大
阪
＂

は
、
二
十
一
世
紀
の
ダ
イ
キ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
し
い
価
値
の
創
造
の
場

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
を
展
望
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
く
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
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し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
不
況
か
ら
Ｖ
字
回
復
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
二
〇
一
〇
年
、
年
頭
方
針
で
「『
技

術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
』
の
高
度
化
に
よ
り
環
境
技
術
に
磨
き
を
か
け
よ
う
」
と
、
改
め
て
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
に
、「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
の
再
構
築
が
課
題
と
さ
れ
た
の
に
は
、
第
一
に
、
空
調
を
取

り
巻
く
市
場
環
境
が
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
意
識
向
上
や
新
興
国
市
場
の
台
頭
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
な

ど
で
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
も
大
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
削
減
な
ど
、
規
制
強
化
を
追
い
風
と
し
た
省
エ
ネ
空
調
や
低
温
暖
化
係
数
新
冷
媒
な
ど
へ
の
期
待
が
強
ま
っ
て

い
る
こ
と
。
ダ
イ
キ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
欧
州
・
中
国
の
市
場
が
急
拡
大
し
、
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
ド
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
代
表
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
が
急
伸
し
て
新
興
国
が
台
頭
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
成
熟
化
の
進
む
市
場
で

は
、
ラ
イ
バ
ル
他
社
の
機
器
販
売
主
体
か
ら
周
辺
分
野
を
取
り
込
む
、
高
付
加
価
値
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
へ
移
行
し
て

い
る
こ
と
な
ど
の
変
化
が
あ
っ
て
、
い
ま
技
術
的
に
優
位
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
さ
せ
る
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
変
化
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
市
場
か
ら
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
厳
し
い
時
代
で
も
あ
っ
た
。

第
二
の
理
由
は
、
足
元
で
は
多
く
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
商
品
の
品
質
問
題
か
ら
生
じ
た
ク
レ
ー
ム

コ
ス
ト
の
増
加
、
主
力
商
品
の
差
別
性
が
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
ア
イ
デ
ア
商
品
が
出
て
い
な
い
こ
と
、
た
び
重
な
る
開

発
の
遅
れ
や
技
術
者
の
人
材
育
成
の
遅
れ
、
リ
ソ
ー
ス
配
分
や
働
き
方
に
関
す
る
納
得
性
の
欠
如
な
ど
、
生
産
本
部
の
抜
本

的
な
体
質
改
善
が
急
務
と
さ
れ
る
課
題
が
増
え
て
い
た
。

「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
の
再
構
築
は
、
業
績
の
Ｖ
字
回
復
と
二
〇
一
五
年
を
目
指
す
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
策
定
を

進
め
て
い
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
技
術
に
関
す
る
諸
問
題
を
洗
い
出
し
、
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て
突
き
進
む
技
術
者
集
団

を
、
改
め
て
立
ち
上
げ
て
い
く
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
世
界
ナ
ン
バ
ー
１
の
技
術
者
集
団
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

た
売
価
ア
ッ
プ
、
売
価
維
持
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
で
き
る
商
品
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
ダ
イ
キ
ン
の
強
み
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
空
調
営
業
本
部
、
関
連
会
社
の
従
業
員
が
、
売
価
ア
ッ
プ
・
売
価
維
持
の
重
要
性
を
認
識
し
、
値
下
げ
圧
力
に

屈
す
る
こ
と
な
く
積
極
的
に
営
業
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
業
界
の
ト
ッ
プ
企
業
と
し
て
コ
ス

ト
を
価
格
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
業
界
全
体
の
健
全
性
を
実
現
さ
せ
る
う
え
で
も
必
要
で
あ
っ
た
し
、
当
時
の
デ
フ
レ
脱

却
と
い
う
政
府
の
経
済
政
策
に
沿
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。

二
〇
一
三
年
度
は
猛
暑
の
年
で
あ
り
、
消
費
税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
円
安
に
よ
る
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
を
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
売
価
政
策
で
乗
り
切
り
、
最
終
的
に
売
上
高
・
利
益
と
も
に
前
年
比
を
上
回
る
業
績
を
残
せ
た

こ
と
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
国
内
事
業
の
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
し
て
重
視
し
た
い
。

４　

技
術
・
製
品
開
発
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）
に
か
け
る 

新
た
な
夢
の
実
現

「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
後
の
展
開
と
新
た
な
課
題

前
章
で
見
た
よ
う
に
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
、
空
調
部
門
で
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
が
実
施
さ
れ
た
。
宣
言
で

は
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
担
当
役
員
が
直
結
す
る
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
運
営
、
三
〜
五
年
先
の

重
点
開
発
テ
ー
マ
の
設
定
、
役
職
・
資
格
・
年
齢
に
関
わ
ら
ず
専
門
知
識
や
技
術
力
の
あ
る
、
思
い
の
強
い
人
材
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
登
用
す
る
な
ど
、
三
つ
の
革
新
的
施
策
を
掲
げ
て
改
革
を
進
め
て
い
っ
た
。「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
以
降
、

新
商
品
、
新
技
術
の
開
発
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
技
術
力
・
商
品
力
の
高
さ
が
ダ
イ
キ
ン
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
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を
通
じ
て
得
た
知
見
・
原
因
究
明
力
・
水
平
展
開
・
プ
ロ
セ
ス
改
善
を
技
術
力
向
上
に
つ
な
げ
、
再
発
防
止
と
若
手
育
成
に

直
結
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
不
具
合
是
正
は
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
迅
速
な
対
応
が
必
要
と
な
る
た
め
に
担
当
役
員
が

直
接
入
り
込
み
、
徹
底
的
に
現
地
・
現
物
で
現
象
を
確
認
す
る
三
現
主
義
の
実
行
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
た
。

第
三
は
、
開
発
段
階
で
の
品
質
の
作
り
込
み
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
技
術
者
が
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
頼
り
す
ぎ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
チ
ー
ム
力
低
下
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
自
分
た
ち
で
考
え
、
チ
ー
ム
の
総
合
力
を
活
用
し
て
開

発
し
、
完
了
ま
で
も
っ
て
い
く
ス
タ
イ
ル
に
変
革
さ
せ
た
。

第
四
は
、
人
材
育
成
に
よ
る
技
術
力
の
強
化
で
あ
る
。
若
手
層
で
の
先
行
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
幅
広
い

開
発
経
験
を
通
じ
た
基
礎
力
の
強
化
、
中
堅
以
上
に
お
け
る
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
抜
擢
に
よ
る
、
難
易
度
の
高
い
目
標
へ
の

挑
戦
を
通
じ
た
深
い
専
門
性
や
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
が
必
要
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
以
上
の
課
題
を
実
行
す
る
た
め
に
、
開
発
部
門
の
グ
ル
ー
プ
再
編
と
開
発
組
織
の
強
化
が
実
施
さ
れ
た
。
開
発
組

織
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
確
で
あ
っ
た
チ
ー
ム
の
役
割
を
明
確
化
さ
せ
、
チ
ー
ム
単
位
で
テ
ー
マ
を
や
り
遂
げ
る
チ
ー
ム
体
制

で
の
開
発
組
織
と
し
た
。
ヘ
ッ
ド
の
呼
称
も
「
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
に
統
一
し
、
図
面
の
承
認
権
限
者
と
し
て
一
本
化

し
た
。
さ
ら
に
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
も
指
摘
さ
れ
た
拠
点
開
発
機
能
を
強
化
し
、
Ｄ
Ｉ
Ｌ
は
先
行
重
視
へ
の
開
発
シ

フ
ト
に
よ
っ
て
技
術
力
を
強
化
す
る
、
と
い
う
方
向
も
示
さ
れ
た
。

井
上
礼
之
会
長
は
、
二
〇
一
〇
年
十
月
の
技
術
者
と
の
合
宿
で
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
の
再
構
築
に
関
す
る
講
話
を

行
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
組
織
を
変
革
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
と
し
て
、「
世
界
の
動
き
や
時
代
の
変
化
に
毎
日
目
を
向
け

る
」「『
経
営
は
人
の
営
み
、
企
業
は
人
な
り
』、
人
間
を
如
何
に
知
る
か
」「
納
得
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
」

「『
次
の
欲
し
い
』
に
応
え
る
差
別
化
商
品
を
生
み
出
す
『
技
術
力
の
革
新
』」「
そ
れ
を
支
え
る
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
築

く
『
品
質
』
の
確
保
」「
一
人
ひ
と
り
の
技
術
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
等
の
『
人
材
力
の
強
化
』」
の
三
点
を
再
構
築
の
基
本

方
針
と
し
て
位
置
づ
け
、
施
策
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
の
再
構
築
に
向
け
て

「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
の
再
構
築
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
た
施
策
は
、
以
下
の
四
点
で
あ
る
。
第
一
は
、

先
行
重
視
へ
の
開
発
で
技
術
力
を
強
化
し
、
開
発
・
研
究
・
営
業
・
生
産
技
術
・
調
達
部
門
が
一
体
と
な
っ
て
、
全
社
を
挙

げ
て
差
別
化
商
品
の
創
出
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
度
は
、
環
境
関
連
商
品
・
新
興
国
市

場
攻
略
を
狙
っ
た
重
点
先
行
三
六
テ
ー
マ
を
立
案
し
、
重
点
先
行
リ
ソ
ー
ス
九
三
名
を
確
保
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
方
向
性
は
、
既
存
の
商
品
を
ベ
ー
ス
に
市
場
・
ラ
イ
バ
ル
情
報
を
つ
か
ん
で
、
次
の
商
品

を
生
み
出
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ラ
イ
バ
ル
の
事
業
戦
略
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
情
報
を
把
握
し
、
世
上
の
動
向
と
将
来
を
予

測
し
て
、
一
歩
先
を
行
く
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
事
業
戦
略
を
立
案
し
、
そ
の
戦
略
を
具
現
化
す
る
新
た
な
差
別
化
商
品
を
創
出

す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
学
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
等
の
最
新
技
術
動
向
を
把
握
し
た
う
え
で
提
携
・
連
携
、

技
術
獲
得
策
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
コ
ン
セ
プ
ト
立
案
に
必
要
な
市
場
・
ラ
イ
バ
ル
情
報
の
入
手
に
つ
い

て
は
、
技
術
者
自
ら
が
現
場
に
出
て
情
報
を
つ
か
む
よ
う
に
、
行
動
原
理
を
根
本
か
ら
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
開
発
・
研
究
・
営
業
・
生
産
技
術
・
調
達
部
門
が
一
体
と
な
っ
た
テ
ー
マ
協
創
活
動
の
実
施
に
つ
い
て

も
指
摘
さ
れ
た
。

第
二
は
、
市
場
や
開
発
過
程
で
顕
在
化
し
た
不
具
合
を
徹
底
的
に
是
正
す
る
こ
と
で
品
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
是
正
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処
、
必
要
な
意
思
決
定
と
実
行
の
管
理
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
複
雑
化
す
る
新
冷
媒
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
の
な
か
で
、

Ｈ
Ｆ
Ｃ
32
の
普
及
を
促
進
さ
せ
る
う
え
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

横
串
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
掲
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
の
複
数
部
門
に
関
わ
る
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
改
め
て
「
組
織
・
部
門
の
壁
を
越
え
て
全
社
・
全
グ
ル
ー
プ
の
力
を
結
集
し
、
ト
ッ
プ
マ
タ
ー
と
し
て
、
全
体
最
適

の
視
点
で
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
戦
略
立
案
・
実
行
し
て
い
く
機
能
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
た
。
二
〇
一
四
年
時
点
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
集
中
購
買
、
暖
房
給
湯
事
業
、
空
気
事
業
、
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
事
業
、
圧
縮
機
な
ど
七
つ
の
ト
ッ
プ
マ
タ
ー
テ
ー
マ

と
、
主
管
部
門
が
中
心
と
な
っ
て
関
係
部
門
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
る
、
一
二
の
横
串
部
門
マ
タ
ー
テ
ー
マ
が
設
定
さ

れ
た
。

新
冷
媒
問
題
と
Ｈ
Ｆ
Ｃ
32
（
Ｒ
32
）

空
調
冷
凍
機
、
家
電
製
品
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
冷
媒
に
つ
い
て
は
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
と
地
球
温
暖
化
防

止
と
い
う
二
つ
の
課
題
と
の
関
係
で
、
利
用
に
関
す
る
規
制
が
国
際
的
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）

年
に
発
効
し
た
「
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
」（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
）
以
降
、

先
進
国
で
は
九
五
年
末
に
Ｃ
Ｆ
Ｃ
冷
媒
の
全
廃
、
さ
ら
に
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
冷
媒
の
全
廃
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
す
で

に
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
冷
媒
か
ら
オ
ゾ
ン
層
破
壊
係
数
ゼ
ロ
の
Ｈ
Ｆ
Ｃ
冷
媒
に
転
換
が
進
ん
で
い
た
。
一
方
、

途
上
国
に
関
し
て
は
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
第
一
九
回
締
約
国
会
合
で
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
冷
媒

の
全
廃
は
当
初
予
定
の
二
〇
四
〇
年
か
ら
一
〇
年
前
倒
し
に
決
定
さ
れ
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
か
ら
の
転
換
時
期
が
迫
っ
て
い
た
。

冷
媒
選
択
は
、
地
球
温
暖
化
と
の
関
係
も
重
要
で
あ
る
。
Ｈ
Ｆ
Ｃ
は
、
京
都
議
定
書
に
お
い
て
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
一
つ

「
決
断
力
と
実
行
力
を
持
つ
」「
率
先
垂
範
す
る
」
の
五
点
を
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
世
界
一
、
技
術
力
の
あ
る
会
社

に
な
る
た
め
に
、
自
分
自
身
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
徹
底
的
に
自
問
自
答
し
、
大
い
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
リ
ー
ダ
ー
自
身
が
時
代
の
変
化
を
実
感
し
、
自
ら
変
わ
っ
て
い
き
、
周
り
を
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
技
術
力
が
、
ま
す
ま
す
企
業
の
競
争
力
に
と
っ
て
重
要
に
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
技

術
を
担
う
技
術
者
の
役
割
と
成
長
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
横
串
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
発
足

ダ
イ
キ
ン
の
事
業
が
拡
大
し
、
組
織
も
広
が
り
を
見
せ
る
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
る
課
題
が
複
雑
化
し
、
関
連
す
る

問
題
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
既
存
の
組
織
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
く
な
る
。
本
章
第
１
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
の
ダ
イ
キ
ン
は
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
一
月
に
、
利
益
確
保
に
向
け
た
重
点
課
題
と
し
て
四
九
テ
ー

マ
を
設
定
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
事
業
部
横
断
的
に
推
進
す
べ
き
「
横
串
」
事
業
テ
ー
マ
と
し
て
、
①
暖
房
給
湯
事
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
②
ア
プ
ラ
イ
ド
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
③
ま
る
ご
と
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
三
つ
を
取
り
上
げ
、
同
年
五
月
に

グ
ル
ー
プ
横
断
的
な
事
業
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
た
。

ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
新
冷
媒
に
関
す
る
課
題
が
増
え
、
機
動
力
を
高
め
、
計
画
的
に
地
域
拠
点
・
関
連

部
門
を
巻
き
込
ん
で
の
施
策
展
開
と
同
時
に
、
実
行
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
仕
組
み
が
喫
緊
に
必
要
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で

二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
は
、
生
産
本
部
、
化
学
、
サ
ー
ビ
ス
等
か
ら
各
タ
ス
ク
の
リ
ー
ダ
ー
、
中
国
・
欧
・
米
・
ア
ジ
ア
の

各
拠
点
の
冷
媒
キ
ー
マ
ン
、
関
連
部
門
の
冷
媒
キ
ー
マ
ン
が
参
加
す
る
冷
媒
に
関
す
る
横
串
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
情
報
収
集
と
共
有
、
同
時
並
行
的
に
世
界
各
地
で
進
ん
で
い
る
冷
媒
に
関
す
る
動
向
の
分
析
と
対
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器
効
率
に
そ
れ
ぞ
れ
問
題
が
あ
り
、
利
用
方
法
と
目
的
に
限
界
が
あ
る
。

一
方
で
Ｒ
32
は
、
Ｒ
４
１
０
Ａ
に
比
較
し
て
温
暖
化
影
響
が
低
い
こ
と
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
優
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
機
器
使
用
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
因
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
抑
制
で
き
る
。
ま
た
、
空
調
機
一
台
当
た
り
の
冷
媒
量

の
削
減
や
、
省
冷
媒
に
伴
う
熱
交
換
器
な
ど
要
素
部
品
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
い
っ
た
利
点
が
あ
り
、
将
来
的
に
実
現
を
目
指

し
て
い
る
冷
媒
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
適
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
圧
力
な
ど
の
性
質
が
Ｒ
４
１
０
Ａ
と
似
て
い

る
た
め
、
冷
媒
転
換
に
伴
う
空
調
機
の
施
工
設
備
の
変
更
が
不
要
で
、
Ｒ
４
１
０
Ａ
が
主
流
の
日
本
お
よ
び
そ
の
他
先
進
国

で
は
、
Ｒ
32
に
転
換
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
で
は
可
燃
ガ
ス
と
分
類
さ
れ
な

い
程
度
で
は
あ
る
が
、
わ
ず
か
な
燃
焼
性
を
持
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
新
冷
媒
を
め
ぐ
る
状
況
の
な
か
で
、
ダ
イ
キ
ン
は
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
と
地
球
温
暖
化
抑
制
を
実
現
す
る
次
世
代

冷
媒
と
し
て
Ｒ
32
を
重
視
し
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
研
究
開
発
を
進
め
て
き
た
。
当
時
は
Ｃ
Ｆ
Ｃ
が
全
廃
さ
れ
、

Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
か
ら
Ｒ
４
１
０
Ａ
に
冷
媒
が
移
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
、
温
暖
化
と
の
関
係
へ
の
配
慮
は
、
今
日
と
比
べ
る
と
ま

だ
弱
か
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
も
、
Ｒ
４
１
０
Ａ
の
量
産
と
利
用
機
種
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
将
来
的
に
は
冷
媒
も
温

暖
化
と
の
関
係
が
問
題
に
な
り
、
Ｒ
32
へ
の
転
換
が
必
至
で
あ
る
と
考
え
、
開
発
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｒ
32

の
利
用
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
国
内
外
で
優
位
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
広
げ
る
活
動
も
展
開
し
て
い
っ
た
。

Ｒ
32
搭
載
商
品
の
開
発
と
発
売

ダ
イ
キ
ン
は
、
冷
媒
開
発
か
ら
空
調
機
開
発
ま
で
を
行
う
唯
一
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー

１
の
空
調
メ
ー
カ
ー
で
も
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
が
、
次
世
代
冷
媒
と
し
て
何
を
最
適
と
し
て
判
断
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
世

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
直
接
に

は
生
産
量
や
消
費
量
の
規
制
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
大
気
へ
の
排
出
や
機
器
か
ら
の
漏
洩
の
防

止
、
ガ
ス
の
回
収
な
ど
を
厳
し
く
管
理
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
今
後
の
国
際
的
な
議
論
の
な
か
で
、

温
暖
化
係
数
（
Ｇ
Ｗ
Ｐ
）
の
高
い
Ｈ
Ｆ
Ｃ
の
利
用
が

制
限
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
。
他
に
も
、

冷
媒
の
国
際
的
な
規
制
と
し
て
看
過
で
き
な
い
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
Ｅ
Ｃ
）
に
よ
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
規
制

（
Ｆ
ガ
ス
規
制
）
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
施
行
に
向

け
て
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
冷
凍
空
調
の
利
用

が
拡
大
し
、
冷
媒
の
利
用
が
急
増
し
て
い
る
途
上
国
で
は
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
冷
媒
（
Ｒ
22
な
ど
）
か
ら
、
Ｇ
Ｗ
Ｐ
に
は
問
題
は
あ

る
が
従
来
型
の
Ｈ
Ｆ
Ｃ
４
１
０
Ａ
（
Ｒ
４
１
０
Ａ
）
に
移
る
の
か
、
Ｇ
Ｗ
Ｐ
の
低
い
新
冷
媒
に
一
気
に
移
行
す
る
の
か
、
新

冷
媒
の
場
合
は
何
を
選
択
す
る
の
か
な
ど
、
冷
媒
転
換
の
方
向
性
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
新
冷
媒
へ
の
関
心
が
世
界
的
に
強
ま
っ
て
お
り
、
候
補
と
し
て
Ｈ
Ｆ
Ｃ
32
（
Ｒ
32
）、
Ｒ
４
１
０
Ａ
、
自

然
冷
媒
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ｆ
Ｃ
冷
媒
で
あ
る
Ｒ
４
１
０
Ａ
は
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
冷
媒
の
後
継
冷
媒
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
て
き
た
冷
媒
で
あ
る
が
、
Ｇ
Ｗ
Ｐ
が
高
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
プ
ロ
パ
ン
、
炭
酸
ガ

ス
と
い
っ
た
自
然
冷
媒
は
Ｇ
Ｗ
Ｐ
が
低
い
が
、
ア
ン
モ
ニ
ア
は
毒
性
と
微
燃
焼
性
、
プ
ロ
パ
ン
は
強
燃
性
、
炭
酸
ガ
ス
は
機

インドでの高効率家庭用空調機セミナー（上）と商品展示
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界
ト
ッ
プ
の
高
い
省
エ
ネ
性
と
快
適
性
を
両
立
し
、
世
界
で
初
め
て
Ｒ
32
を
採
用
し
た
製
品
で
あ
る
。＂
う
る
さ
ら
７
＂
の

開
発
は
、
す
で
に
〇
九
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
当
初
は
Ｒ
４
１
０
Ａ
で
製
品
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
途
中
ま
で

両
方
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
た
。
冷
媒
に
関
す
る
環
境
を
検
討
し
、
最
終
的
に
Ｒ
32
に
決
定
し
た
の
は
一
二
年
の
春
で
あ

り
、
ぎ
り
ぎ
り
の
選
択
で
あ
っ
た
。
Ｒ
32
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
業
界
に
先
駆
け
て
四
・
〇
ｋ
Ｗ
ク
ラ
ス
で
の
Ａ
Ｐ
Ｆ
（
通

年
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
）
七
・
〇
を
達
成
し
、
高
い
省
エ
ネ
性
と
環
境
性
を
同
時
に
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、
室
内
機
の
構
造

を
根
本
的
に
変
更
し
、
上
部
と
下
部
に
空
気
の
吸
い
込
み
口
を
設
け
た
業
界
初
の
「
ダ
ブ
ル
吸
い
込
み
構
造
」
や
、
高
効
率

の
熱
交
換
器
を
採
用
す
る
こ
と
で
運
転
効
率
が
大
幅
に
向
上
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点

で
機
能
の
向
上
が
見
ら
れ
、
ダ
イ
キ
ン
の
総
力
を
結
集
し
た
製
品
に
な
っ
た
。＂
う
る
さ

ら
７
＂
へ
の
評
価
は
高
く
、
一
二
年
度
省
エ
ネ
大
賞
経
済
産
業
大
臣
賞
、
翌
一
三
年
度
に

は
第
一
六
回
オ
ゾ
ン
層
保
護
・
地
球
温
暖
化
防
止
大
賞
優
秀
賞
、
第
五
回
も
の
づ
く
り
日

本
大
賞
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
さ
ら
に
ダ
イ
キ
ン
は
、
一
三
年
十
一
月
に
世
界

で
初
め
て
Ｒ
32
を
採
用
し
た
業
務
用
エ
ア
コ
ン
＂FIV

E ST
A

R ZEA
S

＂
を
発
売
し
、

こ
こ
で
も
一
三
年
度
省
エ
ネ
大
賞
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
。

Ｒ
32
を
採
用
し
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
は
、
エ
ア
コ
ン
市
場
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
イ

ン
ド
に
お
い
て
も
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
海
外
で
初
め
て
発
売
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
で
は
、

一
二
年
度
に
経
済
産
業
省
か
ら
「
地
球
温
暖
化
対
策
技
術
普
及
促
進
事
業
」
を
受
託
し
、

Ｒ
32
を
使
用
し
た
イ
ン
バ
ー
タ
エ
ア
コ
ン
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
効
果
の
実
証
実
験

を
行
い
、
一
三
年
十
二
月
に
は
経
済
産
業
省
と
省
エ
ネ
セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
で
、
高
効
率

界
か
ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。
一
方
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
有
力
な
国
内
メ
ー
カ
ー
、
海
外
メ
ー
カ
ー
も
、
そ
れ
ぞ

れ
次
世
代
冷
媒
の
検
討
を
進
め
、
プ
ラ
ン
を
出
し
始
め
る
と
と
も
に
、
国
際
機
関
、
各
国
の
業
界
団
体
や
関
係
省
庁
な
ど
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
始
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
当
初
、
Ｒ
32
の
新
冷
媒
と
し
て
の
評
価
は
必
ず
し
も
高
く
な
か
っ
た
。
理
由
は
、

そ
の
時
点
で
Ｒ
４
１
０
Ａ
を
あ
え
て
変
え
る
必
要
は
な
い
、
Ｒ
32
に
急
い
で
取
り
組
む
必
要
は
な
い
、
自
然
冷
媒
の
重
視
、

微
燃
性
へ
の
懸
念
な
ど
と
、
多
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
新
興
国
の
冷
媒
転
換
の
取
り
組
み
も
先
進
国
企
業
の
思
惑
の

な
か
で
進
ん
で
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
前
述
し
た
冷
媒
に
関
す
る
横
串
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
し
、
二
〇
一
〇
（
平
成

二
十
二
）
年
前
後
に
は
Ｒ
32
を
前
面
に
押
し
出
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
展
示
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
世
界
各
地
の
学

会
、
業
界
団
体
、
政
府
関
係
な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
会
議
の
場
で
、
冷
媒
選
定
に
必
要
な
情
報

提
供
や
有
識
者
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
Ｒ
32
の
普
及
に
向
け
た
議
論
と
認
知
活
動
を
重
ね
て
き
た
。
本
章
の

第
３
項
で
も
触
れ
た
、
各
地
域
で
の
ロ
ビ
ー
活
動
や
空
調
懇
話
会
な
ど
で
も
Ｒ
32
の
使
用
を
主
張
し
、
従
来
は
懸
念
さ
れ
る

こ
と
の
多
か
っ
た
微
燃
性
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
危
険
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
実
証
し
、
納
得

し
て
も
ら
う
活
動
（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
を
続
け
て
き
た
。
さ
ら
に
一
一
年
九
月
に
は
、
各
国
々
が
Ｒ
32
空
調
機
を
普

及
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
ダ
イ
キ
ン
が
保
有
す
る
「
Ｈ
Ｆ
Ｃ
32
を
使
用
し
た
空
調
機
の
製
造
・
販
売
に
不
可
欠
な

基
本
特
許
」
を
、
途
上
国
に
対
し
て
無
償
開
放
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
翌
一
二
年
九
月
に
は
正
式
に
Ｒ
32
を
搭
載
し
た
エ
ア

コ
ン
を
発
売
す
る
こ
と
を
プ
レ
ス
発
表
し
た
。

こ
う
し
て
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
に
発
売
さ
れ
た
の
が
＂
う
る
さ
ら
７
＂（
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
）
で
あ
る
。＂
う
る
さ
ら
７
＂
は
、

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
構
造
・
冷
媒
を
根
本
的
に
見
直
し
、
ワ
イ
ド
リ
ビ
ン
グ
に
最
適
な
四
・
〇
〜
七
・
一
ｋ
Ｗ
ク
ラ
ス
で
、
業

“うるさら 7”のPR広告
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の
顧
客
や
一
般
ユ
ー
ザ
ー
な
ど
に
対
し
て
積
極
的
な
提
案
活
動
を
し
、
エ
ネ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
取
り
組
み
に
協
力
し
て

い
た
。
し
か
し
、
電
力
供
給
の
改
善
が
容
易
に
進
ま
ず
、
電
力
料
金
も
値
上
げ
の
方
向
で
進
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
ま
す
ま

す
高
ま
る
節
電
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
中
・
長
期
的
に
も
部
門
を
超
え
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
一
一
年

夏
に
、
全
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
節
電
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
事
業
化
し
て
い
っ

た
。節

電
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
狙
い
は
、
次
の
点
に
あ
っ
た
。
第
一
に
、
短
期
の
エ
ネ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
設
置
を
核
と
し
た

取
り
組
み
で
得
た
顧
客
資
産
を
活
か
し
、
エ
ネ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
＂
エ
ア
ネ
ッ
ト
＂
に
、
ま
た
機
器
更
新
に
つ
な
げ
る
。
第

二
に
、
新
た
な
節
電
商
材
、
節
電
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
立
案
し
、
実
際
に
販
売
し
て
み
る
。
第
三
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
の
実
証
試
験
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、
日
本
で
の
節
電
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
へ
の
横
展
開
を
図
る
。
そ
し

て
、
以
上
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
加
速
化
さ
せ
、
ル
ー
ト
モ
デ
ル
、
直
売
モ
デ
ル
双
方
で
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
型
、
循
環
型
の
事
業
構
造
へ
の
転
換
を
図
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
節
電
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
度
省
エ
ネ
大
賞
（
製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
部
門
）
に
お
い
て
、

東
日
本
大
震
災
後
の
全
国
的
な
節
電
要
請
に
応
え
た
実
績
が
評
価
さ
れ
、「
業
務
用
空
調
機
に
対
す
る
節
電
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
組
み
」
と
し
て
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
」
を
受
賞
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
約
四
割
を
占
め
る
空
調
機
へ
の
節
電
・
省
エ
ネ
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
安
価
で
素
早
く
対
応
で
き
る
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
・
商
品
、
具
体
的
に
は
既
設
の
業
務
用
空
調
機
に
対
し
、
制
御
基
板
を
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
て
省
エ
ネ
運
転
の
設
定
を
す

る
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂・
エ
ネ
・
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
や
、
室
外
機
に
水
を
噴
霧
し
て
打
ち
水
の
効
果
で
消
費
電
力
を
削
減
す
る
ス
カ
イ

エ
ネ
カ
ッ
ト
な
ど
多
数
の
節
電
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
、
全
国
で
約
六
〇
万
ｋ
Ｗ
の
節
電
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
結
果

空
調
機
普
及
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
Ｒ
32
へ
の
理
解
促
進
と
普
及
を
図
っ
て
き
た
。
イ
ン
ド
以
外
で
も
、

Ｒ
32
を
使
用
し
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
発
売
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
タ
イ
な
ど
で
行
わ
れ
、
タ
イ
で
は

一
七
年
に
、
Ｒ
22
か
ら
次
世
代
冷
媒
と
し
て
Ｒ
32
に
転
換
す
る
方
針
を
国
が
打
ち
出
し
て
い
る
。

ダ
イ
キ
ン
の
冷
媒
開
発
か
ら
空
調
機
開
発
ま
で
を
行
う
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
優
位
性
、＂
う
る
さ
ら
７
＂
な
ど
の
高
い
商

品
開
発
力
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
一
気
に
広
げ
ら
れ
る
展
開
力
、
そ
し
て
国
内
外
で
行
わ
れ
て
い
る
地
道
な
普
及
活
動
、
こ
う
し

た
総
合
力
に
よ
っ
て
Ｒ
32
は
、
着
実
に
次
世
代
冷
媒
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
し
て
き
た
。
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

で
Ｒ
32
へ
の
評
価
は
高
ま
り
、
多
く
の
エ
ア
コ
ン
メ
ー
カ
ー
も
採
用
を
検
討
し
、
商
品
化
を
進
め
て
い
る
。
Ｒ
32
の
普
及
が

進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
技
術
的
な
優
位
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
研
鑽
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
Ｒ

32
に
つ
い
て
も
将
来
的
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
と
な
り
、
世
界
の
空
調
業
界
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
役
割
を
担
う
ダ
イ
キ
ン
に
は
、
い
っ
そ
う
の
努
力
と
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

節
電
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
直
後
に
、
東
京
電
力
、
東
北
電
力
管
内
で
電
力
供
給
量
が

減
少
し
、
需
給
状
況
が
ひ
っ
迫
し
た
。
さ
ら
に
、
東
京
電
力
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
各
地
の
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
が
停
止
し
て
全
国
で
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
し
、
節
電
ニ
ー
ズ
が
拡
大
し
て
き
た
。
ダ
イ

キ
ン
は
、
節
電
対
策
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
り
、
五
月
に
は
東
京
節
電
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
を
二
〇
〇
名
体
制
で
立
ち

上
げ
、
東
京
節
電
提
案
チ
ー
ム
活
動
を
実
施
し
た
。
関
西
で
も
、
六
月
に
関
西
節
電
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
、
関
西
節
電
提
案
活
動
を
実
施
し
た
。
電
力
会
社
と
協
力
し
な
が
ら
、
多
様
な
節
電
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
、
ダ
イ
キ
ン
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る
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ
に
、
国
内
三
拠
点
（
堺
・
滋
賀
・
淀
川
製
作
所
）
の
研
究
・
開

発
技
術
者
約
七
〇
〇
名
を
集
約
（
将
来
的
に
は
一
五
〇
〇
名
規
模
）
す
る
こ
と

で
、
情
報
・
知
識
・
知
恵
の
共
有
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
協
創

を
促
進
し
、
ダ
イ
キ
ン
が
強
み
と
す
る
コ
ア
技
術
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
イ
ン

バ
ー
タ
・
フ
ッ
素
化
学
等
）
開
発
の
大
幅
な
効
率
化
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、

さ
ら
に
新
し
い
価
値
創
造
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え

で
Ｔ
Ｉ
Ｃ
は
、
コ
ア
技
術
・
基
盤
技
術
・
世
界
標
準
商
品
の
開
発
に
重
点
を

お
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
る
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
技
術
開
発
の
中
核
施

設
と
し
て
、「
世
界
ナ
ン
バ
ー
１
の
環
境
技
術
開
発
」「
次
の
一
〇
年
〜
二
〇

年
を
見
据
え
た
新
し
い
価
値
創
造
」「
一
〇
〇
年
間
続
い
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

技
術
の
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦
」
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
に
は
、
社
内
外
の
異
分
野
に
携
わ
る
技
術
者
同
士
の
交
流
を
促
す

仕
掛
け
を
随
所
に
取
り
入
れ
、
新
し
い
技
術
・
知
識
の
融
合
か
ら
生
ま
れ
る

「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ダ
イ
キ
ン

は
、
大
阪
大
学
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
と
の
連
携
や
、

二
〇
一
三
年
に
は
京
都
大
学
と
の
文
理
融
合
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

の
た
め
の
組
織
対
応
型
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、
産
・
官
・
学
連
携
に

で
あ
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
立

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い
た
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
十
一
月
の
執
行
役
員
会
で
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）
建
設
推
進
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。
報
告
で
は
、「
全
社
の
技
術
開

発
機
能
を
集
約
し
、
協
創
に
よ
っ
て
技
術
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
を
支
え
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
」
こ
と
を
Ｔ
Ｉ
Ｃ
設
立
の
目
的
と
し
て
、
淀
川
製
作
所
内
に
建
屋
を
新
設
す
る
計
画
が
示
さ
れ
た
。

役
員
会
で
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
設
立
の
た
め
の
専
任
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
具
体
化
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
経
営
環
境

的
に
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
と
い
う
厳
し
い
時
期
に
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
た
構
想
が
練
ら
れ
、
準
備
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
の
は
、
い
か
に
も
ダ
イ
キ
ン
ら
し
い
と
い
え
よ
う
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
設
立
の
背
景
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
が
ま
す
ま
す
熾
烈
に
な
る
国
際
競
争
の
な
か
で
勝
ち
残
り
、
持
続
的
に
社
会
に
貢

献
し
続
け
ら
れ
る
企
業
で
あ
る
た
め
に
は
、
い
ま
ま
で
に
な
い
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
多
岐
に
わ
た
る
研
究
開
発
テ
ー
マ
を
生
み
出
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
成
果
創
出
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
現
状
認
識
が
あ
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
で
、
各
地
域
に
密
着
し
て
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
る
〈
現

地
の
Ｒ
＆
Ｄ
機
能
〉
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、
コ
ア
技
術
や
基
礎
技
術
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
全
体
へ
の
貢
献
度
や
、
普
遍

性
の
高
い
技
術
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
一
ヵ
所
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）
に
情
報
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
し
、
成
果
創
出
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
研
究
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
、
従
来
ど
お
り
の
技
術
主
導
型
の
み
で
は
な
く
、

顧
客
価
値
の
高
い
商
品
の
仮
説
立
案
を
行
い
、
そ
れ
を
研
究
開
発
テ
ー
マ
に
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

テクノロジー・イノベーションセンターの完成予想図
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な
っ
て
い
る
。
ダ
イ
キ
ン
の
新
た
な
時
代
を
創
造
し
て
い
く
研
究
開
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
と
し
て
、
大
き
な
期
待
を
集
め

て
い
る
。

５　

化
学
事
業
の
再
編
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
へ
の
挑
戦

再
度
の
業
績
悪
化

二
〇
〇
〇
年
代
初
め
の
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
の
影
響
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
相
次
い
だ
国
内
事
業
所
で
の
事

故
な
ど
、
難
題
が
累
積
し
て
い
た
化
学
事
業
部
は
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
七
月
に
「
化
学
事
業
部
門
の
抜
本
的
体
質

改
革
計
画
」
を
ま
と
め
、
事
業
体
質
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
計
画
で
は
、
安
全
（『
非
常
事
態
宣
言
』）、
国
内
外
を
含
め
た

事
業
運
営
改
革
、
技
術
（『
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
』）、
業
務
改
革
、
国
内
営
業
強
化
な
ど
、
化
学
事
業
全
般
に
わ
た
る
抜
本

的
な
改
革
が
示
さ
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
た
。

抜
本
的
改
革
を
実
施
す
る
な
か
で
、
化
学
事
業
部
の
売
上
高
・
営
業
利
益
は
徐
々
に
改
善
を
見
せ
て
い
た
。
二
〇
〇
六
年

に
発
表
さ
れ
た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
は
、
化
学
事
業
が
一
〇
年
ま
で
に
目
指
す
姿
と
し
て
、
①
フ
ッ
素
素
材
ビ
ジ
ネ
ス

で
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
実
現
す
る
、
②
フ
ッ
素
化
学
を
コ
ア
に
複
合
材
料
開
発
、
川
下
領
域
へ
の
進
出
な
ど
、
ダ
イ

キ
ン
独
自
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
、
と
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
で
、
①
フ
ッ
素
化
学
を
コ
ア
に

し
た
事
業
規
模
・
事
業
領
域
の
拡
大
、
②
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
以
降
の
飛
躍
的
な
発
展
に
向
け
た
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
探

索
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
た
。

化
学
事
業
部
の
業
績
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
発
表
後
の
二
〇
〇
六
年
度
に
、
売
上
高
・
営
業
利
益
と
も
改
善
し
た
が
、

よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
化
し
て
き
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ
は
、
大
学
研
究
機
関
と
の
連
携
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

事
業
領
域
の
拡
大
を
狙
い
と
し
て
異
業
種
企
業
と
の
協
創
も
行
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、
世
界
中
の
建
築
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
セ
ン
サ
ー
・
制
御
な
ど
、
多
様
な
分
野
の
大
学
や
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
企
業
の
研
究
者
が
常
駐
で
き
る
た
め
の
オ
フ
ィ

ス
を
設
け
、
研
究
者
同
士
が
日
常
的
に
交
流
し
、
協
創
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
・
仕
掛
け
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
三
年
四
月
に
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
の
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
内
に
開
設
し
た
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
＂
フ
ー

ハ
大
阪
＂
と
連
動
し
、「
顧
客
協
創
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
次
世
代
商
品
の
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。＂
フ
ー
ハ
大

阪
＂
を
活
用
し
、
顧
客
自
身
が
気
づ
い
て
い
な
い
潜
在
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
で
顧
客
の
想
像
を
超
え
る
新
た
な
価
値
を

創
造
し
て
い
く
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ
で
創
り
出
す
、
未
来
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
仮
説
を
＂
フ
ー
ハ
大
阪
＂
で
検
証
し
、
二
つ
の
拠
点

の
連
動
に
よ
っ
て
単
な
る
技
術
シ
ー
ズ
発
の
商
品
開
発
で
は
な
く
、
顧
客
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
次
世
代
商
品
を
生
み
出
す

た
め
の
新
し
い
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
に
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
は
人
・
知
識
・
情
報
が
循
環
す
る
〈
ナ
レ
ッ
ジ
フ
ロ
ー
構
造
〉
を
採
用
し
、
機
能
別
に
「
社
内
協

創
を
促
進
す
る
場
と
し
て
〈
七
〇
〇
名
協
創
オ
フ
ィ
ス
〉」「
社
外
と
の
協
創
の
場
と
し
て
〈
知
の
森
〉」「
未
来
を
創
る
場
と

し
て
〈
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ラ
ボ
〉」
と
い
う
三
つ
の
場
か
ら
構
成
す
る
も
の
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
ま
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
は
、
技
術
開

発
の
中
核
施
設
と
し
て
、「
世
界
中
の
環
境
（
マ
イ
ナ
ス
四
〇
℃
〜
六
〇
℃
の
外
気
温
、
日
照
、
風
雨
な
ど
）
を
再
現
す
る
環
境

試
験
室
」「
寝
室
、
リ
ビ
ン
グ
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
住
空
間
を
再
現
で
き
る
空
気
環
境
試
験
室
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
各
市
場
の
ノ

イ
ズ
規
制
に
対
応
す
る
た
め
、
室
内
機
・
室
外
機
の
電
磁
ノ
イ
ズ
を
同
時
に
計
測
で
き
る
電
波
暗
室
」
な
ど
、
世
界
最
高
レ

ベ
ル
の
実
験
設
備
を
備
え
る
こ
と
で
「
世
界
一
の
技
術
開
発
環
境
」
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
十
一
月
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
の
建
設
が
着
工
し
た
。
約
三
〇
〇
億
円
を
投
じ
て
、
一
五
年
十
一
月
に
開
所
す
る
予
定
と
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Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

化
学
事
業
の
業
績
悪
化
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
た
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
二
月
に
は
、
井
上
会
長
が
直
接
出
席
し
て

化
学
事
業
の
改
善
テ
ー
マ
に
つ
い
て
審
議
し
、
決
定
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
化
学
事
業
部
の
抜
本
的
体
質
改
革
に
関
し
て
、
営
業
・
製
造
・
研
究
開
発
・
企
画
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
課
題
を
、
役

員
・
幹
部
、
基
幹
職
、
一
般
社
員
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
か
ら
徹
底
的
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
う
え
で
、
改
革
の
二
〇
テ
ー
マ
を
抽

出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
課
題
を
明
確
に
し
て
い
っ
た
。
会
議
は
、
定
例
と
し
て
週
一
回
開
催
さ
れ
、
必

ず
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
決
定
を
得
て
締
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
に
経
営
協
議
会
を
月
一
回
実
施
す
る
な
ど
、
経
営
・
労
働
組
合
の

両
面
か
ら
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、
二
〇
〇
七
年
度
の
在
庫
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
削
減
す
る
不
回
転
在
庫
、
廃
却
在
庫
と

実
行
日
程
、
担
当
者
を
一
週
間
以
内
に
決
定
す
る
な
ど
、
実
践
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
在
庫
は
、
い
わ
ば
生
産
・
販
売
・

品
質
・
設
備
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
課
題
を
如
実
に
示
す
指
標
で
あ
り
、
そ
の
た
め
在
庫
増
は
悪
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

営
業
と
研
究
開
発
の
連
携
が
な
い
た
め
ニ
ー
ズ
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
つ
か
め
て
い
な
い
も
の
、
商
品
開
発
テ
ー
マ
の
優
先
順
位

づ
け
な
ど
営
業
や
拠
点
か
ら
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
が
な
い
も
の
、
一
般
従
業
員
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
納
得
性
が

得
ら
れ
て
い
な
い
も
の
な
ど
、
組
織
や
仕
組
み
に
関
す
る
問
題
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
い
ず
れ
に
も
、
課
題
・
期
限
・
担

当
者
を
明
確
に
し
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
即
座
に
起
こ
し
、
成
果
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
化
学
事
業

部
自
ら
が
当
然
に
実
行
し
て
い
る
べ
き
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
決
め
る
べ
き
人
が
決
定
し
て
い
な
い
な
ど
、
担
当
役
員

や
事
業
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
幹
部
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
不
足
に
起
因
す
る
課
題
も
含
め
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
自
ら
が
事
業
部
幹
部
を

支
援
し
て
徹
底
的
な
分
析
・
調
査
、
施
策
立
案
を
指
示
し
、
あ
ら
ゆ
る
体
質
課
題
に
対
す
る
解
決
方
針
・
施
策
を
明
確
に
打

〇
七
年
度
に
は
売
上
高
は
微
減
（
図
７
│

11
）
し
、
営
業
利
益
は
大
き
く

減
少
し
た
。
こ
れ
は
、
化
学
事
業
が
下
期
偏
重
の
販
売
予
算
と
増
産
益
に

依
存
す
る
予
算
運
営
を
し
て
い
た
た
め
に
、
在
庫
過
多
の
事
業
体
質
と
短

期
志
向
の
運
営
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
在
庫
は
、
す
で
に
〇
三
年
度

か
ら
増
え
続
け
て
収
益
を
圧
迫
し
て
お
り
、
売
り
上
げ
の
伸
び
が
停
滞
し

た
〇
七
年
度
に
一
気
に
問
題
が
表
面
化
し
た
。
〇
八
年
の
化
学
事
業
部
長

の
年
頭
方
針
は
、「
在
庫
削
減
・
収
益
構
造
改
革
の
実
現
で
『
身
軽
な
事

業
体
質
』
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
今
年
は
『
事
業
の
次
の
発
展
』
に
向

け
た
重
点
事
業
テ
ー
マ
を
明
確
に
掲
げ
、
挑
戦
す
る
」
と
し
て
、
第
一
の

課
題
と
し
て
在
庫
削
減
、
収
益
構
造
改
革
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
問
題
の

深
刻
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。
翌
〇
八
年
度
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
な
ど
か
ら
売
り
上
げ
は
落
ち
込
み
、
化
学
事
業
部
始
ま
っ
て
以
来
の
大

幅
な
赤
字
に
転
落
し
、
淀
川
と
鹿
島
の
プ
ラ
ン
ト
は
生
産
量
を
減
ら
し
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
、
繰
り
返
し
直
面
し
て
き
た
化
学
事
業
部
で

あ
っ
た
が
、
〇
七
年
度
か
ら
〇
八
年
度
に
か
け
て
の
厳
し
さ
は
か
つ
て
な

い
も
の
で
あ
り
、
も
は
や
通
常
の
対
応
で
は
対
処
し
き
れ
な
く
な
っ
て
い

た
。

図 7─11　化学事業部売上高の推移
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機
構
・
組
織
改
革
に
よ
る
体
質
改
革

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
八
月
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
そ
の
後
の
化
学
事
業
の
展
開
を
進
め
て
い
く
う
え
で

必
要
な
、
機
構
・
組
織
改
革
の
方
向
性
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
問
題
に
な
っ
た
点
を
、
化
学
事
業
部

の
機
構
・
組
織
改
革
を
通
し
た
体
質
改
革
に
よ
っ
て
具
体
化
し
、
成
果
を
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
表
７
│

３
）。

主
な
内
容
は
次
の
五
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
研
究
開
発
力
と
商
品
開
発
力
の
強
化
で
あ
る
。
研
究
・
商
品
開
発
の
テ
ー
マ
が
、
競
合
他
社
の
後
追
い
的
に

な
っ
て
お
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
化
学
事
業
の
競
争
力
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
は
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
、
研
究
開
発
部
隊
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
差
別
化
商
品
、
大
型
商
品
の
創
出
と
用
途
開
発
の
拡
大
と
捉
え
、
事
業
貢
献

の
極
大
化
を
図
る
研
究
開
発
部
隊
に
改
革
す
る
と
し
た
う
え
で
、
商
品
研
究
部
、
基
盤
研
究
部
、
用
途
開
発
部
な
ど
に
分
散

さ
れ
て
い
た
研
究
部
隊
を
糾
合
さ
せ
、
事
業
部
か
ら
独
立
さ
せ
て
化
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
た
。
化
学
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
は
、
化
学
の
研
究
・
技
術
開
発
、
商
品
開
発
、
用
途
開
発
と
い
っ
た
、
基
盤
か
ら
応
用
に
至
る
総
合
的
な
研
究
開

発
機
能
を
担
う
も
の
と
さ
れ
た
。
研
究
開
発
機
能
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
で
、
研
究
開
発
の
責
任
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
っ
て
研
究
テ
ー
マ
を
決
定
し
、
実
行
す
る
こ
と
を
通
じ
て
新
商
品
・
新
技
術
の
開
発
を
促
進
さ
せ
る
。
し
か
し
、
新
商

品
・
新
技
術
は
、
市
場
競
争
力
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
研
究
員
自
ら
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を

真
っ
黒
に
す
る
ま
で
世
界
中
を
回
り
、
ニ
ー
ズ
思
考
で
テ
ー
マ
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
従
来
の
よ
う
に
、

営
業
マ
ン
に
随
伴
し
て
顧
客
を
訪
問
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
顧
客
先
に
出
向
い
て
、
性
能
・
品
質
・
コ
ス
ト
・
納
期
な
ど

に
関
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
る
と
と
も
に
、
競
合
他
社
や
代
替
技
術
の
情
報
収
集
を
、
自
ら
実
行
す
る
こ
と
が
課
題
で

あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
研
究
開
発
組
織
の
階
層
を
、
セ
ン
タ
ー
長
と
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
が
直
結
す
る
二
階
層
へ
と
フ

ち
出
す
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
末
で
終
了
し
た
が
、
そ
の
後
は
化
学
事
業
部
自
ら
が
、
後
述
す
る
機
構
・

組
織
改
革
に
基
づ
い
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
体
質
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
年
六
月
に
発
表
さ
れ

た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
後
半
計
画
」
で
も
、
化
学
事
業
部
の
目
指
す
姿
と
し
て
、
①
体
質
改
革
を
期
限
通
り
や
り
き
る
、
②

Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
決
め
た
戦
略
を
実
行
し
、
成
果
を
刈
り
取
る
、
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
体
質
改
革
テ
ー
マ
と
し
て

は
抜
本
的
在
庫
削
減
、
営
業
力
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
の
強
化
、
商
品
力
の
抜
本
的
強
化
、
製
造
力
の
強
化
、
企
画
の
連
携

強
化
に
よ
る
事
業
部
一
体
運
営
の
徹
底
が
掲
げ
ら
れ
た
。
経
営
ト
ッ
プ
が
、
こ
の
よ
う
に
現
場
の
第
一
線
に
入
り
込
む
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
井
上
礼
之
会
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
経
営
が
順
調
で
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
と
き
は
、
分
権
型
の
組
織
運
営
で
現
場
の
第
一
線
に
権
限
を
委
譲
し
ま
す
。
一
方
、

企
業
に
抜
本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
る
非
常
事
態
に
お
い
て
は
、
集
権
的
な
組
織
運
営
で
ス
ピ
ー
ド
経
営
を
実
践
す
る
の

で
す
。『
平
時
』
に
お
い
て
は
現
場
に
権
限
を
委
譲
す
る
自
立
分
散
型
の
経
営
を
志
向
し
、『
有
事
』
に
は
現
場
か
ら
権
限

を
剥
奪
し
て
で
も
ト
ッ
プ
が
即
断
即
決
す
る
と
い
っ
た
柔
軟
な
意
思
決
定
を
し
、
意
思
決
定
の
階
層
構
造
を
確
立
す
る
の

で
す
」（『「
基
軸
は
人
」
を
貫
い
て
』）。

二
〇
〇
七
年
度
か
ら
〇
八
年
度
に
か
け
て
、
化
学
事
業
部
が
直
面
し
た
状
況
は
「
有
事
」
で
あ
り
、
ト
ッ
プ
が
現
場
の
第

一
線
に
入
り
込
ん
で
意
思
決
定
に
関
わ
っ
て
い
く
Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
決
め
ら
れ
た
内
容
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
確
実
に
移
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
セ
ス
技
術
の
高
度
化
、
設
備
の
垂
直
立
ち
上
げ
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
向
け
た
内
製
の
基
本
設

計
力
の
強
化
と
内
製
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
画
・
管
理
機
能
の
強
化
な
ど
の
対
応
が
図
ら
れ
た
。

第
五
は
、
塗
料
事
業
、
中
間
体
事
業
、
化
工
機
に
つ
い
て
で
あ
る
。
塗
料
事
業
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
一
大

事
業
化
す
る
た
め
、
新
た
に
塗
料
事
業
推
進
部
を
設
け
る
と
と
も
に
、
中
間
体
に
つ
い
て
は
、
社
内
の
他
部
門
と
の
関
係
も

考
慮
に
入
れ
た
加
速
化
を
進
め
た
。
化
工
機
は
、
化
学
と
の
シ
ナ
ジ
ー
が
見
込
め
な
い
な
か
で
、
他
部
門
へ
の
移
管
も
含
め

た
検
討
を
行
う
と
さ
れ
た
。

以
上
の
多
岐
に
わ
た
る
抜
本
的
な
体
質
改
革
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
担
当
役
員
と
事
業
部
長
が
推
進
責
任
を
担
う
と
と
も

に
、
部
長
級
以
上
の
幹
部
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
目
標
も
明
確
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
担
当
役
員
と
事
業
部
長
が
、
主
体
と
な
っ
て

体
質
改
革
の
進
捗
と
定
着
を
徹
底
フ
ォ
ロ
ー
す
る
た
め
「
体
質
改
革
会
議
」
を
月
一
回
の
頻
度
で
開
催
し
、
適
宜
に
関
連
役

員
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
も
参
画
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
進
捗
状
況
は
担
当
役
員
、
事
業
部
長
が
三
ヵ
月
に
一
回
、
最

高
経
営
会
議
に
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
化
学
事
業
部
の
改
革
は
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

業
績
の
回
復
に
向
け
て

改
革
が
始
ま
っ
た
の
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
世
界
経
済
を
覆
い
、
世
界
同
時
不
況
が
進
行
し
て
い
た

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
市
場
は
縮
小
し
、
売
り
上
げ
も
減
少
し
た
。
し
か
し
、
翌
〇
九
年
度

の
売
上
高
は
前
年
を
下
回
っ
た
が
、
営
業
利
益
で
は
黒
字
化
を
達
成
し
て
体
質
改
革
が
着
実
に
前
進
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

た
。
そ
し
て
、
景
気
が
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た
一
〇
年
度
に
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の
売
上
高
に
回
復
す
る
と
と
も
に
、

大
幅
な
増
益
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
体
質
改
革
が
進
む
一
方
で
、
半
導
体
・
自
動
車
市
場
向
け
フ
ッ
素
樹
脂
の
販
売
拡
大
、

ラ
ッ
ト
化
し
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
開
発
新
商
品
に
対
し
て
、
量
産
お
よ
び
売
り
上

げ
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
ま
で
責
任
を
持
っ
て
主
導
的
に
テ
ー
マ
を
実
行
す
る
な
ど
、
そ

の
役
割
が
重
ん
じ
ら
れ
た
。

第
二
に
、
事
業
企
画
機
能
の
抜
本
的
強
化
で
あ
る
。
事
業
戦
略
の
構
想
・
立
案
、

テ
ー
マ
の
推
進
・
実
行
に
対
し
て
、
企
画
部
門
が
機
能
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

問
題
で
あ
る
と
さ
れ
、
営
業
・
研
究
・
製
造
が
連
動
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
一
体
と
な
っ
た

事
業
企
画
機
能
体
制
の
確
立
が
課
題
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
企
画
部
の

機
能
を
強
化
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
戦
略
の
立
案
・
実
行
を
一
元
的
に
担
う
も
の
と

な
っ
た
。

第
三
に
、
営
業
力
の
強
化
で
あ
る
。
営
業
に
つ
い
て
は
、
顧
客
と
の
関
係
や
在
庫
増

な
ど
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
営
業
マ
ン
一
人
ひ
と
り
が
顧
客
か
ら
信
頼
さ
れ
、
予
算

必
達
を
や
り
抜
く
、
た
く
ま
し
い
営
業
を
目
指
し
、
体
質
改
革
の
た
め
の
強
化
施
策
が

必
要
と
さ
れ
た
。
用
途
開
発
品
に
つ
い
て
は
、
会
議
全
体
を
通
じ
て
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
へ
顧
客
ニ
ー
ズ
を
伝
え
、
テ
ー
マ
の
立
案
に
積
極
的
に
参

画
す
る
こ
と
な
ど
の
改
革
が
指
摘
さ
れ
た
。

第
四
に
、
製
造
力
の
強
化
で
あ
る
。
製
造
力
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
な
ど

の
海
外
生
産
が
拡
大
し
て
い
る
の
に
対
応
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
品
質
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
対
し
て
、
製
造
全
体
と
し
て
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
っ
た
問
題
を
抱

表 7─3　化学事業の機構改革
1．「化学研究開発センター」の新設
従来，化学事業部内にあった研究部隊を，事業部から独立・糾合させ，化学の研
究・技術，商品開発，用途開発を担う「化学研究開発センター」を新設する．

2．化学事業部の機構・組織改革
①事業企画機能の抜本的強化
グローバル事業戦略を一元的に担う「企画部」と，グローバル製造・生産戦略等を
担う「製造企画部」の 2 部門に集約して企画部の機能強化を図る．
②組織の新設
・「テクニカルサービス部」の新設
・「塗料事業推進部」の新設
・「プロセス技術部」の新設
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的
シ
ェ
ア
ナ
ン
バ
ー
１
、
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
ガ
ス
、
機
能
材
、
塗
料
、
電
池
な
ど
）
の
拡
大
、
用
途
開
発
に
よ
る

需
要
創
造
、
基
幹
商
品
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
、
ゴ
ム
、
ガ
ス
、
撥
剤
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
に
向
け
た
基
本
戦
略
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
①
基
幹
商
品
の
供
給
力
強
化
、
②
コ
ス

ト
競
争
力
の
抜
本
的
強
化
に
よ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
の
大
拡
販
、
③
新
冷
媒
へ
の
切
り
替
え
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
た
ガ
ス

事
業
の
飛
躍
的
拡
大
、
④
用
途
開
発
に
よ
る
事
業
領
域
の
拡
大
、
⑤
提
携
・
連
携
、
Ｍ
＆
Ａ
を
駆
使
し
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

事
業
展
開
、
の
五
点
で
あ
っ
た
。
目
標
と
す
る
売
り
上
げ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ダ
イ
キ
ン

製
品
の
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
用
途
開
発
な
ど
を
通
じ
て
フ
ッ
素
需
要
自
体
を
広
げ
て
い
く
こ
と
、
そ

し
て
空
調
と
同
じ
く
新
興
地
域
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
の
販
売
拡
大
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
世
界
市
場
で
は
既
存
の
先
進
国
企
業
に
加
え
、
中
国
・
新
興
国
メ
ー
カ
ー
の
参
入
に
よ
っ
て
競
争
が
激
し
く
な
っ

て
お
り
、
新
興
国
メ
ー
カ
ー
に
勝
る
コ
ス
ト
競
争
力
ナ
ン
バ
ー
１
の
実
現
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ス
ト
競
争
力
を
高
め

る
た
め
に
、
市
況
に
左
右
さ
れ
な
い
基
幹
原
料
（
蛍
石
、
フ
ッ
酸
、
塩
化
物
）
の
安
価
安
定
確
保
、
供
給
力
確
保
の
た
め
自

前
設
備
投
資
と
他
社
調
達
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
供
給
力
体
制
、
新
規
プ
ロ
セ
ス
開
発
テ
ー
マ
実
行
、
ロ
ー
カ
ル
設
備

機
器
の
採
用
、
ロ
ー
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
の
徹
底
活
用
な
ど
に
よ
る
、
新
た
な
大
幅
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
必
要
で
あ

る
と
さ
れ
た
。

化
学
事
業
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
に
記
さ
れ
た
全
社
コ
ア
戦
略
の
テ
ー
マ
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
顧
客
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
展
開
の
一
つ
と
し
て
、
化
学
用
途
開
発
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
受
身

型
か
ら
提
案
型
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
顧
客
ニ
ー
ズ
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ

か
み
、
新
規
用
途
の
開
発
を
行
う
こ
と
で
市
場
創
造
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
拡

表
面
防
汚
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
の
国
内
販
売
の
伸
長
、
中
国
で
の
販
売
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
、
売
り
上
げ
が
増
加
し
て
い
た
こ

と
が
大
き
か
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
化
学
事
業
と
し
て
は
大
き
な
投
資
も
な
い
な
か
で
増
産
を
実
現
で
き
た
こ
と

は
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
化
学
事
業
部
の
体
質
改
革
は
、
数
字
上
の
業
績
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
一
年
三
月
の
東
日

本
大
震
災
の
際
に
、
鹿
島
製
作
所
で
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
頼
る
こ
と
な
く
最
善
の
対
応
を
と
り
、
二
次
災
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
安
全
対
策
に
お
け
る
体
質
改
革
の
効
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
間
、
複
雑
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
需
給
動
向
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握
す
る
た
め
の
「
見
え
る
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
当
初
は
、
売
上
高
・
粗
利
益
・
在
庫
な
ど
の
実
績
デ
ー
タ
の
見
え
る
化
を
行

う
た
め
、
主
要
な
営
業
拠
点
・
製
造
拠
点
の
情
報
に
つ
い
て
日
時
確
認
を
目
標
と
し
、
ス
タ
ー
ト
し
て
四
ヵ
月
後
の
一
一
年

三
月
に
は
国
内
の
売
り
上
げ
・
在
庫
情
報
の
見
え
る
化
を
実
現
し
、
九
月
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
一
四
拠
点
へ
の
展
開
を
完
了
し

た
。
単
な
る
数
字
の
羅
列
で
は
な
く
、
経
営
に
活
か
せ
る
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
短
期
間
で
実
現
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

社
内
外
で
注
目
さ
れ
た
。
見
え
る
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
結
果
的
に
コ
ー
ド
統
一
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
、
さ
ら
な

る
改
善
が
続
い
て
い
る
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
と
化
学
事
業

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
が
発
表
さ
れ
、
新
た
な
化
学
事
業
の
目
標
が
設
定
さ
れ
た
の
は
、
化
学
事
業
部
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
機
構
・
組
織
改
革
を
通
し
て
Ｖ
字
回
復
を
実
現
し
て
い
た
最
中
で
あ
り
、
こ
う
し
た
改
革
の
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の

と
な
っ
て
い
た
。
化
学
事
業
は
、「
用
途
開
発
を
主
導
し
、
フ
ッ
素
需
要
拡
大
を
実
現
す
る
『
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｎ
Ｏ
・
１
エ
ク

セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
』
を
め
ざ
す
」
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
は
中
国
・
ア
ジ
ア
・
新
興
国
と
い
っ
た
成
長
市
場
で
の
圧
倒
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衣
類
の
処
理
剤
へ
の
販
売
を
皮
切
り
に
綿
製
品
の
市
場
へ
と
拡
大
が
期
待
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
八
月
か
ら
全
世
界
で
本
格
販

売
が
開
始
さ
れ
た
。

二
〇
〇
七
年
五
月
に
は
、
表
面
機
能
材
料
と
し
て
フ
ッ
素
の
特
徴
で
あ
る
撥
水
・
撥
油
性
に
加
え
、
優
れ
た
防
汚
性
（
指

紋
付
着
防
止
）
と
滑
り
性
能
を
発
揮
す
る
フ
ッ
素
系
Ｕ
Ｖ
硬
化
型
防
汚
添
加
剤
「＂
オ
プ
ツ
ー
ル
＂
Ｄ
Ａ
Ｃ
」
の
販
売
が
開

始
さ
れ
た
。「＂
オ
プ
ツ
ー
ル
＂
Ｄ
Ａ
Ｃ
」
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
な
ど
の
基
材
表
面
に
広
く
使
用
さ
れ
る
Ｕ
Ｖ
硬
化
型

ア
ク
リ
ル
系
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
剤
に
少
量
添
加
す
る
こ
と
で
、
指
紋
な
ど
の
汚
れ
が
付
着
し
に
く
く
、
優
れ
た
撥
水
・
撥
油
性
、

滑
り
性
能
で
汚
れ
が
拭
き
取
り
や
す
い
と
い
う
特
性
を
、
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
剤
表
面
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｕ
Ｖ
硬
化

型
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
剤
が
多
用
さ
れ
る
液
晶
、
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
な
ど
の
画
面
、
携
帯
電
話
や
携
帯

ゲ
ー
ム
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
機
器
の
外
装
に
求
め
ら
れ
、
指
紋
や
皮
脂
な
ど
の
付
着
防
止
や
汚
れ
の
簡
単
な
拭
き
取
り
な
ど
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
、
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。

二
〇
〇
八
年
五
月
に
は
、
曲
げ
、
ね
じ
れ
な
ど
可
動
材
料
に
必
要
な
「
柔
軟
性
」
と
、
自
動
車
燃
料
に
含
ま
れ
る
炭
化
水

素
（
Ｈ
Ｃ
）
な
ど
の
「
低
透
過
性
」
の
二
つ
の
特
徴
を
合
わ
せ
持
つ
、
新
し
い
フ
ッ
素
材
料
＂
ダ
イ
エ
ル
フ
ル
オ
ロ

Ｔ
Ｐ
Ｖ
＂
を
販
売
し
た
。
こ
の
フ
ッ
素
材
料
は
、
主
に
自
動
車
燃
料
ホ
ー
ス
用
ゴ
ム
に
使
用
さ
れ
、
大
気
汚
染
の
一
因
と
な

る
炭
化
水
素
な
ど
の
透
過
を
抑
制
し
、
自
動
車
業
界
の
環
境
規
制
の
一
つ
で
あ
る
燃
料
蒸
散
防
止
規
制
の
対
策
と
し
て
の
利

用
が
期
待
で
き
た
。

二
〇
一
〇
年
一
月
に
は
、
レ
ジ
ス
ト
剤
の
添
加
剤
と
し
て
フ
ッ
素
系
撥
液
剤
＂
オ
プ
ト
エ
ー
ス
＂
Ｈ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
を
開
発

し
、
本
格
販
売
を
開
始
し
た
。＂
オ
プ
ト
エ
ー
ス
＂
Ｈ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
は
、
レ
ジ
ス
ト
剤
と
の
親
和
性
が
高
い
分
子
構
造
を
持

ち
、
レ
ジ
ス
ト
剤
本
来
の
性
能
を
損
な
う
こ
と
な
く
撥
液
性
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
、
カ
ラ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
機
器
の

大
で
も
、
フ
ッ
素
化
学
材
料
に
よ
る
事
業
拡
大
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
フ
ッ
素
の
機
能
を
武
器
に
用
途
開
発
、
川
下
展
開
を
行

う
こ
と
で
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
事
業
を
拡
大
す
る
と
し
て
い
る
。
と
く
に
、
ガ
ス
事
業
・
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
・

塗
料
事
業
・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
四
つ
が
、
重
点
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
す
ダ
イ
キ
ン
の
、
化
学
事
業
の
方
向
を
明
示
し
た
。
従
来
の

強
み
を
活
か
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
ゾ
ー
ン
と
、
高
い
成
長
を
続
け
て
い
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
既
存

の
技
術
力
と
製
造
力
を
活
か
し
て
、
機
能
・
品
質
・
価
格
な
ど
の
面
で
競
合
他
社
に
打
ち
勝
つ
商
品
を
開
発
し
、
供
給
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
課
題
に
、
そ
れ
で
は
、
ど
う
い
っ
た
形
で
対
応
し
て
き
た
の
か
、
次
に
見
て
い

こ
う
。

新
商
品
の
開
発

商
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
代
表
的
な
も
の
が
商
品
化
さ
れ
て
い
た
。
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
化
学

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ダ
ウ
コ
ー
ニ
ン
グ
社
（
本
社
、
ミ
シ
ガ
ン
州
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
市
）
と
共
同
開
発
し
た
、
フ
ッ
素
と
シ
リ
コ
ー

ン
を
複
合
さ
せ
た
繊
維
処
理
剤
「＂
ユ
ニ
ダ
イ
ン
＂
Ｔ
Ｇ
│

５
５
２
１
」
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）

年
四
月
に
、
ダ
ウ
コ
ー
ニ
ン
グ
社
と
の
間
で
フ
ル
オ
ロ
シ
リ
コ
ー
ン
化
学
（
フ
ッ
素
と
シ
リ
コ
ー
ン
の
複
合
）
製
品
の
共
同
開

発
お
よ
び
市
場
開
拓
の
包
括
的
な
協
業
に
合
意
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
活
か
し
、
単
独
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
新
し

い
機
能
を
備
え
た
複
合
化
製
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「＂
ユ
ニ
ダ
イ
ン
＂
Ｔ
Ｇ
│

５
５
２
１
」
は
、
フ
ッ
素
の
撥
水
・
撥
油
性
に
優
れ
る
と
い
う
特
徴
と
、
シ
リ
コ
ー
ン
の
〈
素
材

の
風
合
い
を
損
な
わ
な
い
〉
と
い
う
特
性
を
両
立
さ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
合
物
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
な
ど
、
合
繊
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界
最
大
の
市
場
に
な
っ
て
い
た
。
先
進
国
の
需
要
が
鈍
化
す
る
な
か
で
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
で
は
需
要
の
拡
大

が
期
待
さ
れ
、
中
国
に
は
先
進
国
の
有
力
メ
ー
カ
ー
が
進
出
す
る
と
と
も
に
、
ロ
ー
カ
ル
メ
ー
カ
ー
の
参
入
も
相
次
ぎ
、
生

産
能
力
と
競
争
力
を
高
め
て
い
る
企
業
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
中
国
は
蛍
石
の
最
大
の
原
産
国
で
あ
り
、
蛍
石
、
Ｈ
Ｆ
、
Ｒ
22
な
ど
原
料
の
安
定
確
保
を
図
る
う
え
で
も
、
重
要

な
地
域
で
あ
っ
た
。
蛍
石
の
価
格
は
、
二
〇
〇
〇
年
こ
ろ
か
ら
一
〇
年
間
で
五
倍
以
上
に
上
昇
し
、
一
〇
年
代
に
入
っ
て
も

高
騰
が
続
い
て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
努
力
し
て
き
た
が
、
蛍
石
等
の
原
材
料
価
格
の
上
昇
の
た
め
に

フ
ッ
素
化
学
製
品
の
価
格
値
上
げ
を
実
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
〇
七
年
に
蛍
石
の
安
定
調
達
を
図

る
た
め
に
設
立
し
た
江
西
大
唐
化
学
有
限
公
司
へ
の
出
資
比
率
を
上
げ
る
な
ど
、
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
材
料
の
安
定
的
な

確
保
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
化
学
事
業
に
と
っ
て
不
可
避
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

中
国
の
フ
ッ
素
化
学
需
要
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
は
伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
、
高
い
成
長
を
遂
げ
て
い
た
。
中
国
市

場
の
特
徴
は
、
高
級
品
の
プ
レ
ミ
ア
ム
市
場
と
汎
用
品
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
市
場
に
分
か
れ
て
お
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー

ン
市
場
の
成
長
率
が
高
く
、
そ
の
比
率
を
上
昇
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
、
従
来
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
中
心
で
あ
っ
た
ロ
ー
カ
ル

企
業
が
、
品
質
向
上
と
低
価
格
を
武
器
に
プ
レ
ミ
ア
ム
市
場
に
も
進
出
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
プ
レ

ミ
ア
ム
市
場
で
は
高
い
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
た
も
の
の
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
市
場
で
の
存
在
感
は
弱
か
っ
た
。

中
国
市
場
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
製
品
価
格
が
二
〇
一
一
年
ま
で
上
昇
し
た
の
ち
、
一
二
年
に
か
け
て
一
気
に
低
下
し

た
こ
と
で
あ
る
。
主
要
製
品
で
あ
る
四
フ
ッ
化
樹
脂
（
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
）
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
向
け
価
格
は
、
ピ
ー
ク
時
に
比

べ
て
七
〇
％
、
プ
レ
ミ
ア
ム
市
場
向
け
価
格
も
四
五
％
ダ
ウ
ン
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
ロ
ー
カ
ル
メ
ー

カ
ー
な
ど
新
規
参
入
メ
ー
カ
ー
が
相
次
い
だ
た
め
で
、
供
給
過
剰
状
態
が
続
い
て
い
た
。

「
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
」
な
ど
、
電
子
デ
バ
イ
ス
の
製
造
工
程
で
使
用
さ
れ
る
レ
ジ
ス
ト
剤
に
添
加
す
る
こ
と
で
、
優
れ
た

撥
液
機
能
を
発
揮
す
る
。
薄
膜
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
（
Ｔ
Ｆ
Ｔ
）
基
板
の
電
極
用
や
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
用
、
半
導
体
用
な
ど
、
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
セ
ス
用
の
撥
液
剤
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
七
月
に
は
、
耐
高
電
圧
性
・
高
容
量
化
に
優
れ
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
用
の
フ
ッ
素
系
正
極
用

変
性
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
バ
イ
ン
ダ
ー
「
Ｖ
Ｗ
７
〇
〇
シ
リ
ー
ズ
」
を
開
発
し
、
販
売
を
開
始
し
た
。
新
商
品
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
高
容
量
化
（
４
・
４
Ｖ
以
上
の
高
電
圧
時
で
の
使
用
）
を
可
能
に
し
、

電
池
の
寿
命
も
従
来
品
よ
り
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
需
要
拡
大
に
加

え
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
両
（
バ
ス
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）
の
普
及
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
フ
ッ

素
の
特
徴
を
活
か
し
た
電
池
材
料
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
な
か
で
、
今
後
の
展
開
が
期
待
で
き
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
フ
ッ
素
技
術
を
応
用
し
た
新
商
品
の
開
発
は
相
次
ぎ
、
化
学
事
業
の
商
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
増
や
し
、
需

要
先
の
拡
大
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
っ
た
。

中
国
市
場
の
拡
大

前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
化
学
事
業
の
中
国
展
開
は
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
だ
。
二
〇
〇
一

（
平
成
十
三
）
年
に
設
立
さ
れ
た
大
金
フ
ッ
素
化
学
（
中
国
）
有
限
公
司
（
Ｄ
Ｃ
Ｃ
社
）
は
、
外
資
最
初
の
フ
ッ
素
樹
脂
生
産

工
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
高
い
成
長
性
が
見
込
め
る
中
国
市
場
で
、
フ
ッ
素
樹
脂
の
生
産
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
日

本
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
第
三
の
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
と
し
て
、
世
界
各
国
に
供
給
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
フ
ッ
素
化
学
の

需
要
国
と
し
て
中
国
市
場
は
、
一
〇
年
前
後
に
は
ア
メ
リ
カ
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
に
な
り
、
そ
の
後
は
ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て
世
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提
案
力
の
強
化
、
競
争
力
の
あ
る
商
品
の
投
入
な
ど
、
具
体
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
と
く
に
、
常
熟
工
場
へ
の
投
資
は
一
一
年

か
ら
大
規
模
に
拡
充
さ
れ
、
フ
ッ
素
ゴ
ム
の
＂
ダ
イ
エ
ル
＂
な
ど
に
対
す
る
新
し
い
生
産
設
備
も
、
相
次
い
で
導
入
さ
れ
た
。

ま
た
一
〇
年
十
月
に
は
、
フ
ッ
素
樹
脂
成
形
加
工
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
日
本
バ
ル
カ
ー
の
子
会
社
（
上
海
バ
ル
カ
ー
ふ
っ
素
樹

脂
製
品
有
限
公
司
）
に
出
資
し
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
化
し
た
う
え
で
、
日
本
バ
ル
カ
ー
と
共
同
で
中
国
ロ
ー
カ
ル
モ

ル
ダ
ー
の
囲
い
込
み
に
よ
る
フ
ッ
素
製
品
の
大
拡
販
、
共
同
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
需
要
開
拓
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

前
述
し
た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、
中
国
フ
ッ
素
市
場
の
拡
大
を
実
現
す
る
た
め
、
用
途
開
発
を
自
ら
主
導
し
て

「
中
国
Ｎ
Ｏ
・
１
の
総
合
フ
ッ
素
化
学
メ
ー
カ
ー
」
を
目
指
す
と
し
て
い
た
。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
た
の
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン
に
参
入
す
る
と
と
も
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
両
市
場
で
の
用
途
開
発
を
進
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
市
場
攻
略
の
た
め
の
新
製
品
と
、
生
産
・
販
売
に
対
す
る
戦
略
が
改
め
て
必
要
に
な
っ
て

き
た
。
一
二
年
以
降
も
、
常
熟
工
場
へ
の
設
備
投
資
は
積
極
的
に
実
行
さ
れ
、
商
品
の
供
給
力
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

ロ
ー
カ
ル
企
業
に
対
す
る
コ
ス
ト
競
争
力
を
構
築
す
る
た
め
の
内
製
化
や
、
原
材
料
・
設
備
な
ど
中
国
国
内
調
達
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
い
て
の
方
策
を
強
力
に
進
め
て
い
っ
た
。
ま
た
、
多
様
化
す
る
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
中
国
で
の
用
途
開
発
能
力
を
高
め
て
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
（
Ｔ
Ｓ
）
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
用
途

開
発
セ
ン
タ
ー
を
深
圳
と
上
海
に
設
置
し
、
深
圳
で
は
通
信
・
情
報
端
末
を
中
心
と
し
た
表
面
加
工
、
上
海
で
は
「
塗
る
・

混
ぜ
る
」
を
中
心
に
、
大
金
フ
ッ
素
塗
料
（
上
海
）
で
は
「
塗
る
」
を
中
心
に
、
き
め
細
か
く
対
応
し
た
。

川
中
、
川
下
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
二
〇
一
四
年
に
淀
川
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
と
合
弁
で
、
フ
ッ
素
樹
脂
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー

ト
お
よ
び
成
型
加
工
品
を
製
造
販
売
す
る
合
弁
会
社
（
常
熟
淀
川
恵
徳
塗
料
制
品
有
限
公
司
、
ダ
イ
キ
ン
四
〇
％
出
資
）
を
設

中
国
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
新
た
な
展
開

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
に
設
立
さ
れ
た
大
金
フ
ッ
素
化
学
（
中
国
）
有
限
公
司
（
Ｄ
Ｃ
Ｃ
社
）
の
常
熟
工
場
は
、
大
規

模
な
設
備
投
資
に
よ
っ
て
日
本
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
第
三
の
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
拠
点
と
し
て
、
〇
三
年
に
本
格
稼
働
し
た
。

生
産
拠
点
を
持
つ
こ
と
で
、
中
国
の
化
学
事
業
は
本
格
的
な
展
開
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
稼
働
当
初
の
常

熟
工
場
で
は
種
々
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
計
画
ど
お
り
の
生
産
状
況
に
至
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
や
、
中
国
市

場
で
の
拡
販
テ
ン
ポ
が
弱
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
ま
で
安
定
的
な
黒
字
化
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
こ
ろ
の
販
売
先
は
、
従
来
か
ら
の
フ
ッ
素
樹
脂
を
利
用
す
る
モ
ル
ダ
ー
が
中
心
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
は
限
界
が
あ
り
、
常
熟
工
場
も
大
規
模
な
設
備
投
資
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
、
中
国
の
フ
ッ
素
化
学
需
要
に
も
大
き
く
影
響
し
、
〇
八
年
、
〇
九
年
は
売
上
高
を
落
と
し
て
い
た
。

こ
の
こ
ろ
、
前
述
し
た
日
本
で
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
体
質
改
革
に
連
動
す
る
形
で
、
中
国
事
業
で
も
改
革
が
進

め
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
二
〇
〇
九
年
に
は
減
収
で
あ
っ
た
も
の
の
黒
字
化
を
実
現
し
た
。
一
〇
年
に
入
る
と
、
化
学
事
業
部
で
の
中

国
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
踏
ま
え
た
中
国
事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
再
検
討
が
行
わ

れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
九
月
に
は
中
国
技
術
革
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
参
加
し
、
中
国
市
場
で
の

売
れ
筋
商
品
開
発
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
も
う
一
つ
中
国
に
化
学
事
業
部
を

つ
く
る
よ
う
な
勢
い
で
取
り
組
み
、
新
し
い
市
場
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
て
、
従
来
の
中
国
事
業
の
あ
り
方

を
大
き
く
変
え
る
も
の
に
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日
系
、
欧
米
系
、
ロ
ー
カ
ル
系
を
含
め
た
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
へ
の
販
売
強
化
や
、
そ
の
た
め
の
モ
ル
ダ
ー
へ
の
対
応
、
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
確
立
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
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エ
ン
ジ
ニ
ア
を
中
心
に
、
品
質
改
善
と
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
販
売
面
で
は
、
既
存
顧
客
に
お
け
る
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
、

用
途
開
発
専
任
部
隊
に
よ
る
新
規
顧
客
開
発
を
展
開
し
た
。
〇
八
年
の
売
上
高
は
大
き
く
落
ち
込
み
、
過
去
最
大
の
営
業
赤

字
と
な
っ
た
が
、
翌
〇
九
年
に
は
厳
し
い
事
業
環
境
の
な
か
で
も
売
上
高
を
微
減
に
抑
え
、
営
業
利
益
で
は
黒
字
に
転
換
さ

せ
た
。

二
〇
一
〇
年
に
は
、
品
質
が
安
定
化
し
た
こ
と
で
既
存
商
品
の
売
り
上
げ
が
伸
び
、
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
や
撥
剤
な
ど
新
規
ビ
ジ
ネ

ス
で
も
順
調
に
伸
長
し
て
過
去
最
高
と
な
り
、
営
業
利
益
も
回
復
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
処
遇
や
賃
金

体
系
の
改
善
も
行
い
、
離
職
率
の
低
下
に
努
め
た
。
さ
ら
に
一
二
年
に
は
、
太
陽
電
池
向
け
需
要
を
中
心
に
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
の
生

産
能
力
を
拡
充
し
、
五
月
に
は
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
工
場
の
増
強
セ
レ
モ
ニ
ー
を
、
州
知
事
や
上
院
議
員
ら
の
来
賓
を
迎
え
、
日

本
か
ら
ダ
イ
キ
ン
の
ト
ッ
プ
経
営
陣
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｎ
Ｏ
・
１
エ
ク
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
」
に
向
け
て

ダ
イ
キ
ン
の
化
学
事
業
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
の
危
機
的
な
状
況
を
Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
機
構
・
組
織
改
革
に

よ
っ
て
乗
り
越
え
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
Ｖ
字
回
復
を
達
成
し
た
。
し
か
し
、
化
学
事
業
を
め
ぐ
る
事
業
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
一
方
で
は
蛍
石
価
格
が
高
騰
し
、
一
方
で
は
フ
ッ
素
需
要
の
横
ば
い
、
中
国
や
イ
ン
ド

メ
ー
カ
ー
の
台
頭
な
ど
に
よ
っ
て
フ
ッ
素
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化
が
進
行
し
、
売
価
が
低
下
し
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
一
二

（
平
成
二
十
四
）
年
に
は
再
び
減
収
と
な
っ
た
。
事
業
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、
化
学
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー

１
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
い
っ
そ
う
の
用
途
開
発
・
需
要
創
造
が
必
要
で
あ
り
、
と
く
に
純
フ
ッ
素
か
ら
複
合
・
脱
フ
ッ

素
、
川
中
事
業
へ
と
、
事
業
領
域
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

立
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
Ｆ
Ｅ
Ｐ
│

Ｌ
Ａ
Ｎ
電
線
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
〇
四
年
に
設
立
し
た
寧
波
東
方
大
金
科
技
通
信
有
限

公
司
（
〇
八
年
に
独
資
化
し
て
大
金
通
信
科
技
（
寧
波
）
有
限
公
司
に
名
称
変
更
）
は
、
商
品
力
・
競
争
力
と
も
競
合
他
社
に
優

位
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
市
場
創
造
も
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
三
年
に
事
業
か
ら
撤
退
し
、
清
算
し
た
。

ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ
社
の
改
革

前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
の
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
売
上
高
が
一
気
に
落
ち
込
ん
だ
ダ
イ
キ
ン
ア
メ

リ
カ
社
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
）
は
、
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
に
は
中
期
戦
略
を
策
定
し
、
樹
脂
・
撥
剤
・
ゴ
ム
を
主
戦
場
と
し
て

位
置
づ
け
、
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
市
場
で
の
ナ
ン
バ
ー
２
を
目
標
に
、
事
業
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
。
そ
の

た
め
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
生
産
設
備
へ
の
投
資
、
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
フ
ッ
素
ゴ
ム
コ
ン
パ
ウ
ン
ダ
ー
の
ク
ラ
イ

テ
ッ
ク
社
の
買
収
、
ダ
ウ
コ
ー
ニ
ン
グ
社
と
の
協
業
な
ど
、
多
様
な
取
り
組
み
を
進
め
た
。
し
か
し
、
主
力
事
業
の
Ｆ
Ｅ
Ｐ

や
撥
剤
な
ど
の
売
り
上
げ
の
低
迷
に
加
え
、
設
備
投
資
が
売
り
上
げ
増
に
直
結
し
な
か
っ
た
り
、
商
品
開
発
の
遅
れ
や
幹

部
・
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
退
社
の
増
加
な
ど
、
問
題
が
多
発
し
た
。
そ
し
て
〇
七
年
に
は
、
生
産
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
業
績
が
落
ち
込
み
、
営
業
利
益
も
赤
字
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
か
ら
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
へ
と
向
か
う
時
期
に
当
た
り
、

経
済
状
況
の
悪
化
す
る
な
か
で
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
の
売
り
上
げ
も
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
こ
ろ
日
本
で
は
、
ち
ょ
う
ど
Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
、
抜
本
的
な
体
質
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
Ｄ
Ａ
Ｉ
社
に
お
い
て
も
、
同
時
進
行
的
に
徹
底
的
な

経
営
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
改
革
が
実
行
さ
れ
た
。
製
造
で
は
、
日
本
か
ら
の
応
援
部
隊
を
受
け
入
れ
、
固
定
費
の
削
減

と
原
材
料
費
の
抑
制
に
よ
る
変
動
費
の
削
減
な
ど
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
日
本
か
ら
赴
任
し
た
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６　

油
機
・
特
機
・
電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
と
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
油
機
事
業

油
機
、
特
機
、
電
子
シ
ス
テ
ム
の
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
最
近
二
〇
年

間
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ダ
イ
キ
ン
の
油
機
事
業
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
建
設
機
械
用
の
ポ
ン
プ
、
モ
ー
タ
ー
な
ど

を
製
造
し
て
い
る
建
機
部
門
と
、
工
作
機
械
・
成
形
機
な
ど
に
載
せ
る
ポ
ン
プ
、
バ
ル
ブ
を
生
産
し
て
い
る
産
機
部
門
、
油

圧
技
術
を
応
用
し
た
パ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
部
門
の
三
つ
に
、
大
き
く
分
か
れ
て
い
た
。
バ
ブ
ル
経
済
期
に
は
、
建
設
需
要

の
影
響
で
油
機
事
業
は
拡
大
し
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
っ
て
油
機
事
業
部
門
の
売
上
高
は
、
図
７
│

12
に
あ
る
よ
う
に
伸

び
悩
み
を
見
せ
、
事
業
部
門
は
赤
字
が
続
い
た
。
さ
ら
に
産
機
分
野
で
、
電
動
化
・
空
圧
化
に
よ
る
油
圧
装
備
率
の
減
少
、

建
機
メ
ー
カ
ー
の
内
製
化
な
ど
、
国
内
市
場
が
縮
小
し
て
構
造
的
に
変
化
し
て
い
た
こ
と
へ
の
対
応
が
遅
れ
、
二
〇
〇
〇
年

代
初
め
に
は
売
り
上
げ
が
低
下
し
た
。
一
方
、
縮
小
す
る
国
内
市
場
に
対
し
て
中
国
を
含
む
ア
ジ
ア
市
場
は
拡
大
傾
向
を
示

し
て
い
た
。
油
機
業
界
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
海
外
事
業
へ
の
展
開
と
産
機
分
野
で
の
ダ
イ
キ
ン
の
優
位
性
を
活
か
し
た

イ
ン
バ
ー
タ
化
が
、
ま
た
建
機
分
野
で
は
市
場
と
技
術
で
優
位
性
を
持
つ
た
め
に
、
海
外
企
業
と
の
提
携
が
必
要
に
な
っ
て

い
た
。

二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
一
月
、
油
機
事
業
部
の
中
期
革
新
戦
略
で
は
、
産
機
油
圧
事
業
の
革
新
の
方
向
と
し
て
、
①

油
圧
部
品
単
品
事
業
か
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
油
圧
を
含
む
、
パ
ワ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ｐ
Ｍ
Ｃ
）
事
業
へ
の
変
革
、

②
大
手
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
主
体
か
ら
、
主
機
メ
ー
カ
ー
、
一
般
産
機
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
三
本
柱
戦
略
へ
と
変
革
し
、

中
国
で
は
、
二
〇
一
〇
年
の
中
国
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
降
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
転
換
し
、
一
気
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大

を
進
め
て
き
た
。
中
国
も
、
欧
州
危
機
の
影
響
や
売
価
ダ
ウ
ン
に
よ
っ
て
一
二
年
度
は
減
収
と
な
っ
た
が
、
利
益
は
前
年
並

み
を
維
持
し
た
。
そ
の
後
、
売
上
高
は
拡
大
し
て
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
と
並
ぶ
重
要
な
市
場
に
成
長
し
て
い
る
。
し
か
し
、

前
述
し
た
よ
う
に
ダ
イ
キ
ン
が
競
争
力
を
持
っ
て
い
た
プ
レ
ミ
ア
ム
市
場
で
も
、
ロ
ー
カ
ル
メ
ー
カ
ー
の
進
出
な
ど
新
た
な

動
き
が
あ
り
、
一
方
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
市
場
で
は
ま
だ
存
在
感
が
薄
い
。
両
市
場
そ
れ
ぞ
れ
で
の
競
合
他
社
を
凌
駕
す

る
戦
略
と
、
そ
の
実
行
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
も
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
〇
八
年
の
最
も
厳
し
い
時
期
を
経
て
、
売
上
高
は
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、
増
強
投

資
を
実
行
し
た
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
は
、
当
初
予
定
し
て
い
た
太
陽
電
池
向
け
の
需
要
が
な
く
な
っ
て
、
多
用
途
で
の
販
売
確
保
が
課

題
に
な
る
な
ど
、
目
標
に
向
け
た
課
題
は
多
い
。

他
の
地
域
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
地
域
で
の
販
売
も
増
え
て
い
る
。
ア
ジ
ア
地
域
や
新
興
国
地
域
で
も
、
工
業
生

産
の
拡
大
に
伴
っ
て
フ
ッ
素
関
連
製
品
の
需
要
は
増
大
し
て
お
り
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
に

は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ソ
ル
ベ
イ
社
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
冷
媒
事
業
の
買
収
を
発
表
し
た
。

ソ
ル
ベ
イ
社
は
、
自
動
車
向
け
冷
媒
に
実
績
が
あ
り
、
同
社
の
冷
媒
事
業
の
買
収
に
よ
っ
て
ダ
イ
キ
ン
は
、
事
業
領
域
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
冷
媒
事
業
へ
本
格
的
に
再
参
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
化
学
事
業
の
新
た
な
展
開
を
予
期
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
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株
式
会
社
（
資
本
金
四
億
円
、
ダ
イ
キ
ン
出
資
比
率
三
五
％
）
を
設
立
し
た
。
こ
の
提
携
は
、
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
は
油
圧
業

界
に
お
け
る
再
編
・
淘
汰
を
先
発
的
に
仕
掛
け
、
国
内
ナ
ン
バ
ー
１
、２
の
メ
ー
カ
ー
へ
の
展
望
を
開
く
第
一
歩
と
位
置
づ

け
ら
れ
、
ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン
フ
ォ
ス
社
に
と
っ
て
は
、
日
本
や
ア
ジ
ア
で
の
顧
客
基
盤
や
営
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
強
め
、
成
長
す
る

ア
ジ
ア
市
場
で
地
歩
を
確
立
す
る
意
味
が
あ
っ
た
。
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
市
場
で
両
社
の
強
み
を
融
合
し
、
弱
み
を
補
完
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
で
ナ
ン
バ
ー
１
の
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
、
合
弁
事
業
の
狙
い
で
あ
っ
た
。

一
方
、
油
機
事
業
の
一
つ
の
柱
で
あ
っ
た
パ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
に
需
要
減
少
、
価
格
低
下

な
ど
事
業
環
境
が
悪
化
し
た
こ
と
か
ら
撤
退
を
決
定
し
た
。

油
機
事
業
の
再
構
築

油
機
事
業
部
の
売
上
高
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
増
加
し
て
い
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
大
き
く
減
少
し
、

事
業
の
新
た
な
再
構
築
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
、
従
来
の
代
理
店
依
存
体
質
か
ら
決
別
し
、
自
前
の
販
売
拠
点
を
海

外
に
持
っ
て
、
直
接
市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
二
月
、
ア
メ
リ
カ
の
油
圧
機

器
代
理
店
オ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
マ
シ
ナ
リ
ー
社
（
本
社
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
市
、
Ａ
Ｗ
Ｍ
社
）
を
買
収
し
、
産
業
機
械
の
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
（M

aintenance Repair O
peration

、
Ｍ
Ｒ
Ｏ
事
業
）
を
開
始
し
た
。
機
器
・
補
用
部
品
の
販
売
・

修
理
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
Ｍ
Ｒ
Ｏ
事
業
は
、
四
年
間
で
顧
客
数
を
一
・
七
倍
、
一
万
件
を
超
え
る
ま
で
に
発

展
を
遂
げ
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
は
、
全
社
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
油
機
事
業
構
造
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

中
国
で
の
展
開
を
今
後
の
重
要
な
課
題
と
し
た
。
一
〇
年
十
一
月
に
は
、
蘇
州
の
大
金
機
電
設
備
（
蘇
州
）
有
限
公
司
の
建

自
ら
市
場
に
出
か
け
て
い
く
事
業
体
質
に
転
換
し
て
、
新
た
な
市
場
を
開
拓
す

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
空
調
部
門
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、
イ
ン
バ
ー

タ
技
術
を
取
り
入
れ
た
Ｐ
Ｍ
Ｃ
事
業
に
成
長
分
野
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
大
き
な
軌
道
修
正
を
意
味
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
新
た
な
市

場
に
対
応
し
た
差
別
性
・
独
自
性
・
コ
ス
ト
競
争
力
の
あ
る
商
品
の
創
出
が
必

要
で
あ
り
、＂
エ
コ
リ
ッ
チ
＂
を
は
じ
め
と
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
商
品
の
超

差
別
化
や
、
油
圧
レ
ス
Ｐ
Ｍ
Ｃ
商
品
を
〈
群
〉
と
し
て
、
急
ピ
ッ
チ
で
開
発
す

る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
た
。＂
エ
コ
リ
ッ
チ
＂
や
＂
ス
ー
パ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
＂
は
、

油
圧
制
御
シ
ス
テ
ム
に
、
空
調
部
門
の
開
発
し
た
空
調
用
モ
ー
タ
ー
を
高
精

度
・
高
応
答
化
し
た
Ｉ
Ｐ
Ｍ
モ
ー
タ
ー
を
融
合
し
、
ダ
イ
キ
ン
な
ら
で
は
の
イ

ン
バ
ー
タ
制
御
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
性
・
機
能
に
優
れ
た
製
品
と
な
っ
た
。

次
い
で
建
機
に
つ
い
て
は
、
ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン
フ
ォ
ス
社
（Saure-D

anfos 

Inc.

本
社
・
米
国
ア
イ
オ
ワ
州
エ
イ
ム
ス
市
）
と
の
合
弁
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン
フ
ォ
ス
社
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
油
圧
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
で
あ
り
、
と
く
に
建
機
車
両
用
油
圧
で
は
、
世
界
の

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
と
ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン
フ
ォ
ス
社
は
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
か
ら
三
〇
年
以
上

に
わ
た
っ
て
、
油
圧
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｈ
Ｓ
Ｔ
）
の
技
術
援
助
契
約
を
継
続
し
て
お
り
、
協
力
関
係
を
維
持
し
て
き

た
。
二
〇
〇
一
年
十
月
に
、
製
造
合
弁
会
社
と
し
て
ダ
イ
キ
ン
・
ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン
フ
ォ
ス
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
株

式
会
社
（
資
本
金
四
億
円
、
ダ
イ
キ
ン
出
資
比
率
五
五
％
）
を
、
販
売
合
弁
会
社
と
し
て
ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン
フ
ォ
ス
・
ダ
イ
キ
ン

図 7─12　油機，特機，電子システム事業部の売上高の推移
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発
・
生
産
・
販
売
を
一
気
通
貫
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
事
業
体
制
に
転
換
す
る
た
め
、
ダ
イ
キ
ン
・
ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン

フ
ォ
ス
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
社
を
存
続
会
社
と
し
て
、
事
業
を
統
合
し
た
。
新
会
社
は
、
中
・
軽
負
荷
Ｈ
Ｓ
Ｔ
の

ス
ペ
ッ
ク
イ
ン
で
、
中
国
で
需
要
拡
大
が
期
待
で
き
る
農
業
機
械
に
本
格
参
入
す
る
こ
と
、
次
世
代
中
・
軽
負
荷
Ｈ
Ｓ
Ｔ
の

開
発
に
よ
っ
て
、
米
・
欧
市
場
で
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と
を
、
今
後
の
発
展
方
向
と
し
た
。

特
機
部
門
の
展
開

ダ
イ
キ
ン
の
特
機
部
門
は
、
陸
・
海
自
衛
隊
用
の
砲
弾
・
誘
導
弾
用
弾
頭
・
航
空
機
部
品
な
ど
の
製
造
を
行
っ
て
お
り
、

長
い
歴
史
を
持
つ
事
業
部
門
で
あ
る
。
特
機
部
門
は
、
国
の
防
衛
政
策
に
よ
っ
て
受
注
量
が
上
下
す
る
こ
と
も
あ
り
、

一
九
九
〇
年
代
の
売
上
高
は
変
動
が
激
し
か
っ
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
は
、
特
機
部
門
に
つ
い
て
、
①
防
衛
関
連
分

野
で
の
地
位
の
向
上
と
安
定
利
益
確
保
を
図
る
、
②
部
門
の
保
有
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
経
営
資
源
を
活
か
し
て
、
新
分
野

の
探
索
・
開
発
を
積
極
的
に
行
う
と
い
う
二
点
を
指
摘
し
た
。
前
者
の
代
表
的
な
事
例
が
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
社

長
賞
を
受
賞
し
た
安
全
に
演
習
で
使
用
で
き
る
戦
車
砲
用
演
習
弾
の
開
発
で
あ
り
、
後
者
の
代
表
的
な
事
例
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
複

合
容
器
、
酸
素
濃
縮
器
な
ど
、「
酸
素
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
民
需
用
商
品
の
開
発
で
あ
っ
た
。
ま
た
特
機
の
工
場
は
、

第
二
次
大
戦
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
老
朽
化
が
進
み
、
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
影
響
で
被
災
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
建
て
替
え
ら
れ
、
二
〇
〇
一
年
一
月
末
に
完
成
し
た
。
完
成
し
た
新
工
場
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
よ
ど
み
の
な
い
生

産
ラ
イ
ン
づ
く
り
」
で
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
工
場
の
な
か
で
も
最
も
装
備
が
整
っ
た
工
場
の
一
つ
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
防
衛
関
連
の
需
要
は
横
ば
い
で
推
移
す
る
な
か
、
在
庫
削
減
や
固
定
費
・
変
動
費
の
削
減
、
提

案
型
営
業
の
展
開
な
ど
体
質
改
善
を
進
め
、
売
り
上
げ
の
拡
大
と
利
益
の
確
保
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
民
需
事
業
に
つ
い
て

屋
を
借
り
、
大
金
液
圧
（
蘇
州
）
有
限
公
司
を
設
立
し
、
中
国
市
場
を
対
象
に
し
た

製
造
・
販
売
を
開
始
し
た
。
最
初
は
、
大
金
機
電
設
備
の
各
工
場
に
ラ
イ
ン
が
分
散

し
て
い
た
が
、
一
二
年
四
月
に
は
大
金
機
電
設
備
の
新
工
場
稼
働
に
伴
っ
て
一
ヵ
所

に
集
結
さ
せ
た
。
中
国
事
業
で
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
＂
ス
ー
パ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
＂
を
用
い

た
成
型
機
、
プ
レ
ス
機
の
需
要
や
＂
オ
イ
ル
コ
ン
＂
な
ど
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
製
品
が

期
待
さ
れ
、
戦
略
的
に
拡
販
が
取
り
組
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
成
形
機
市
場
は
高
精

度
ニ
ー
ズ
が
少
な
く
ロ
ー
カ
ル
企
業
が
廉
価
な
回
転
数
制
御
で
台
頭
し
て
き
た
こ
と

や
、
一
般
産
機
市
場
も
従
来
型
の
油
圧
機
器
が
主
流
で
あ
り
、
当
初
の
計
画
ど
お
り

に
売
り
上
げ
は
伸
び
な
か
っ
た
。
翌
一
三
年
に
、
中
国
戦
略
に
つ
い
て
油
機
事
業
部

幹
部
が
現
地
に
入
り
込
み
、
市
場
調
査
を
踏
ま
え
た
う
え
で
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
事
業

の
再
構
築
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
内
の
産
機
販
売
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
十
月
、
直
系
の
三
販
社
を
統
合
し
、

営
業
・
ユ
ニ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
設
計
・
製
造
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
一
体
運
営
す
る
ダ
イ

キ
ン
油
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
を
設
立
し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力
を
強
化
し
た
。

市
場
ナ
ン
バ
ー
１
企
業
を
目
指
し
、
工
作
機
械
分
野
で
の
商
品
領
域
の
拡
大
、
ラ
イ

バ
ル
企
業
が
強
い
鉄
鋼
・
プ
レ
ス
・
環
境
と
い
っ
た
分
野
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ト
を
活
用
し
て
重
点
的
に
営
業
活
動
を
展

開
し
た
。
ま
た
、
販
売
の
拡
大
に
向
け
た
品
揃
え
の
強
化
や
、
コ
ス
ト
競
争
力
な
ど
商
品
力
の
強
化
も
実
施
さ
れ
た
。

一
方
、
建
機
事
業
で
は
、
ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン
フ
ォ
ス
社
と
の
合
弁
会
社
に
よ
っ
て
販
売
は
拡
大
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
開

建設機械（左）と油圧トランスミッション（右）
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電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
部
の
事
業
革
新

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
か
ら
撤
退
し
た
電
子
機
器
事
業
部
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

と
も
外
部
か
ら
購
入
し
て
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
転
換
し
、
九
六
年
に
は
電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
部
に
改
組
し
た
。
情

報
技
術
と
情
報
関
連
産
業
の
変
化
に
対
応
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
や
シ
リ
コ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
社

（
ア
メ
リ
カ
）
の
製
品
の
販
売
を
続
け
る
と
と
も
に
、
九
五
年
に
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
社
（
カ
ナ
ダ
）
と
業
務
提
携
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
野
に
参
入
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
制
作
分
野
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
事
業
）
に
も
参
入
し
、
ビ
デ
オ
Ｃ
Ｄ

制
作
シ
ス
テ
ム
「＂
シ
ナ
リ
ス
ト
＂
１
」（
ソ
ニ
ッ
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
リ
ミ
テ
ッ
ド
ラ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
登
録
商

標
）
を
九
五
年
に
開
発
し
、
翌
年
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
シ
ス
テ
ム
「＂
シ
ナ
リ
ス
ト
＂
２
」（Scenarist 2

）
を
世
界
で
初
め
て
販
売

し
た
。
当
初
は
、
最
先
端
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
注
目
を
集
め
、
電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
部
の
売
上
高
は
九
七
年
に
九
〇
億
円
を

超
え
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
、
期
待
さ
れ
た
「＂
シ
ナ
リ
ス
ト
＂
２
」
の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
開
発
に
遅
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

業
績
も
伸
び
悩
ん
だ
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
一
九
九
〇
年
代
末
に
電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
部
が
取
り
組
ん
だ
の
が
、
自
社
開
発
ソ
フ
ト
中
心
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
。
ソ
フ
ト
開
発
、
販
売
、
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
す
べ
て
の
分
野
で
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

九
九
年
に
は
業
界
初
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向
採
用
建
築
設
備
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
＂FILD

ER Rise

＂
を
、
二
〇
〇
〇
年
に

は
開
発
プ
ロ
セ
ス
改
善
支
援
の
た
め
の
技
術
情
報
管
理
ソ
フ
ト
＂
ス
ペ
ー
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
＂
を
開
発
・
販
売
す
る
な
ど
、

商
品
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
は
、
電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
部
の
顧
客
・
ソ
フ
ト
・
ノ
ウ
ハ
ウ

の
強
み
を
活
か
せ
る
領
域
で
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
へ
の
転
換
を
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
柱
と
な
る
中
核
事
業
の
育
成

に
向
け
て
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
Ｒ
＆
Ｄ
シ
ス
テ
ム
と
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
事
業
を
選
択
し
、
こ
の
二
事
業
へ
の
集
中
を
図
っ
た
。
ビ

は
、
藤
沢
薬
品
工
業
と
共
同
で
開
発
し
た
在
宅
酸
素
医
療
用
の
酸
素
濃
縮
器

「＂
ラ
イ
ト
テ
ッ
ク
＂
２
Ｘ
」
が
、
二
〇
〇
二
年
末
に
販
売
開
始
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
同
社
が
〇
四
年
に
山
之
内
製
薬
と
合
併
し
た
際
に
事
業
を
売
却
し
た
た

め
、
そ
の
後
、
売
り
上
げ
は
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
〇
九

年
に
小
型
軽
量
化
さ
れ
た
「＂
ラ
イ
ト
テ
ッ
ク
＂
３
Ｘ
」
を
、
一
二
年
に
は

「＂
ラ
イ
ト
テ
ッ
ク
＂
５
Ｘ
」
を
開
発
し
、
新
た
な
ル
ー
ト
で
販
売
を
始
め
た
。

二
〇
一
二
年
七
月
に
は
、
世
界
最
大
の
酸
素
濃
縮
器
市
場
で
あ
り
、
急
速
に

成
長
し
て
い
る
中
国
市
場
で
の
酸
素
濃
縮
器
の
現
地
生
産
・
販
売
を
行
う
た
め
、
大
金
医
療
科
技
（
蘇
州
）
有
限
公
司
を
蘇

州
市
内
の
大
金
機
電
設
備
（
蘇
州
）
有
限
公
司
の
建
屋
を
借
り
て
設
立
し
た
。
中
国
国
内
に
は
、
多
く
の
ロ
ー
カ
ル
企
業
が

低
価
格
な
製
品
を
販
売
し
て
お
り
、
酸
素
濃
縮
器
は
機
能
や
品
質
、
医
療
制
度
と
の
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
い
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
発
展
が
期
待
さ
れ
る
中
国
市
場
に
対
し
て
は
、
高
級
機
と
普
及
機
の
二
つ
の
ゾ
ー
ン
で
の
展
開
を

進
め
て
い
る
。

ま
た
、
特
機
事
業
部
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
＂
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
＂
の
タ
ン
ク
の
内
作
化
に
も
取
り
組
ん
だ
。
も
と
も
と
外
部

か
ら
購
入
し
て
い
た
も
の
を
内
作
化
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

〇
五
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
民
間
航
空
機
部
品
の
生
産
は
、
三
次
下
請
で
の
受
注
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
厳
し
い
コ
ス
ト
を

要
求
さ
れ
て
採
算
が
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
〇
九
年
に
撤
退
し
た
。
な
お
、
民
間
航
空
機
部
品
の
生
産
を
通
じ
て
得
た
難
削

材
加
工
な
ど
の
新
し
い
技
術
は
、
社
内
の
他
部
門
か
ら
委
託
さ
れ
る
仕
事
に
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

酸素濃縮器
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と
す
る
た
め
に
、
こ
の
二
つ
の
事
業
に
集
中
し
て
対
応
を
進
め
、
一
〇
年
に
は
黒
字
を
回
復
し
た
。
さ
ら
に
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
15
」
で
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
Ｒ
＆
Ｄ
と
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
管
理
に
集
中
し
、
安
定
的
黒
字
化
体
質
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
電
子

シ
ス
テ
ム
事
業
の
基
本
戦
略
と
さ
れ
た
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
Ｒ
＆
Ｄ
シ
ス
テ
ム
が
、
戦
略
的
商
品
と
な
っ
た
背
景
に
は
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
製

品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
短
期
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、
モ
ノ
づ
く
り
の
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
な
か
で
、

顧
客
の
変
化
・
要
望
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
軸
に
し
た
商
品
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
空
調
生
産
本
部
を
は

じ
め
社
内
各
部
門
の
四
千
人
余
に
商
品
を
使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
ニ
ー
ズ
を
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
機
能
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
商
品
開
発
（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
）
を
完
全
に
自
前

で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
術
を
蓄
積
す
る
と
同
時
に
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
た
。
第
三
に
、
顧
客
が
直
面
す
る

業
務
課
題
の
解
決
を
支
援
で
き
る
営
業
・
Ｓ
Ｅ
の
提
案
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
の
存
在
価
値
の
向
上
と

ラ
イ
バ
ル
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
Ｒ
＆
Ｄ
シ
ス
テ
ム
は
、
累
積
納
入
サ
イ
ト
は
四
〇
〇
近
く
に
達
し
、
一
万
人
以
上
が
利
用
し
て
い
る
サ
イ
ト

も
あ
る
。
電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
の
売
上
高
は
、
一
九
九
七
年
の
ピ
ー
ク
時
に
比
較
す
る
と
低
い
も
の
の
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
変
革
す
る
こ
と
で
電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
の
強
み
を
鮮
明
に
で
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
内
製
率
を
高
め
る
な
ど
営
業
体
制
の
再

構
築
に
よ
っ
て
営
業
利
益
を
伸
ば
し
、
二
〇
一
三
年
度
に
は
最
高
益
を
あ
げ
た
。

電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
部
は
、
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ダ
イ
キ
ン
の
な
か
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
活
か
し

て
、
社
内
で
の
活
用
推
進
を
通
じ
た
シ
ス
テ
ム
改
善
と
、
外
部
顧
客
の
先
進
的
な
利
用
事
例
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
と

い
う
、
社
内
外
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
商
品
と
提
案
に
取
り
込
む
循
環
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
造
し
て
き
た
。
電
子
事
業
部
門

ジ
ュ
ア
ル
Ｒ
＆
Ｄ
シ
ス
テ
ム
事
業
は
、
前
述

し
た
＂
ス
ペ
ー
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
＂
を
核
と

し
て
、
商
品
仕
様
や
設
計
・
品
質
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
情
報
を
蓄
積
し
、
部
門
や

地
域
を
ま
た
が
っ
た
場
面
で
も
ナ
レ
ッ
ジ
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
品
質
の
向
上
・
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
・
開
発
の
短
期
化
な
ど
を
支
援

す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

当
初
は
、
顧
客
か
ら
の
要
望
に
よ
っ
て
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
、
そ
の
後
、
ダ
イ
キ
ン
社

内
で
設
計
・
開
発
業
務
に
必
要
な
機
能
の
集

約
、
業
務
の
電
子
化
、
周
辺
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
な
が
ら
改
良
し
て
い
っ
た
。
社
内
で
利
用
す

る
過
程
で
、
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
見
て
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に
改
善
し
、
商
品
と
し
て
洗
練
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
事
業
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
定
運
用
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

監
視
と
Ｉ
Ｔ
資
産
管
理
に
焦
点
を
絞
っ
た
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
を
目
標
と
し
て
い
た
。

電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
部
の
営
業
利
益
は
、
二
〇
〇
七
年
に
過
去
最
高
益
を
生
み
出
し
た
が
、
翌
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

で
再
び
急
減
し
、
赤
字
に
落
ち
込
ん
だ
。
中
核
事
業
で
あ
る
二
事
業
の
主
な
市
場
で
あ
っ
た
大
手
電
機
・
自
動
車
産
業
な
ど

が
、
不
況
下
で
Ｉ
Ｔ
投
資
を
大
幅
に
削
減
し
た
こ
と
に
よ
る
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
黒
字
体
質
を
確
固
た
る
も
の

“Space Finder”導入提案書から抜粋
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三
月
末
）、
日
本
国
内
で
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
企
業
で
あ
る
。
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生

産
技
術
力
、
高
品
質
の
評
価
測
定
技
術
、
数
々
の
オ
ン
リ
ー
１
・
ナ
ン
バ
ー
１
製
品
の

投
入
を
支
え
る
開
発
技
術
陣
を
保
有
し
、
全
国
に
強
固
な
販
売
網
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

顧
客
要
望
の
厳
し
い
日
本
国
内
の
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
市
場
に
お
い
て
、
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

を
確
立
し
て
き
た
。

Ａ
Ａ
Ｆ
社
と
日
本
無
機
が
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
フ
ィ
ル

タ
ー
事
業
に
は
新
た
な
戦
略
的
部
門
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
た
。
二
〇
一
〇

年
五
月
に
は
、
三
日
間
に
わ
た
っ
て
＂
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青
谷
＂
で
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業

ナ
ン
バ
ー
１
戦
略
会
議
が
開
か
れ
、
Ａ
Ａ
Ｆ
、
日
本
無
機
、
ダ
イ
キ
ン
三
社
の
幹
部

六
〇
名
が
参
加
し
て
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
対
応
を
踏
ま
え
て

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、
ダ
イ
キ
ン
・
日
本
無
機
・
Ａ
Ａ
Ｆ
三
社
の
総
合
力
を
結

集
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
す
こ
と
、
そ
の
た
め
に
グ

ロ
ー
バ
ル
横
串
で
の
生
産
・
販
売
・
開
発
戦
略
の
展
開
、
お
よ
び
地
域
別
フ
ィ
ル
タ
ー

戦
略
の
推
進
が
必
要
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
二
〇
一
一
年
四
月
に
は
ダ
イ
キ
ン
、
Ａ
Ａ
Ｆ
、
日
本
無
機
三
社
の
総
合
力

を
結
集
し
、
世
界
各
地
の
営
業
と
連
携
を
強
化
し
て
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
を
生
み
出
し
、

商
品
開
発
を
促
進
す
る
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

た
。
Ａ
Ａ
Ｆ
社
に
つ
い
て
は
、
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
事
業
再
編
と
黒
字
化
の
強
化
、

の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
＂CO

M
T

EC

＂（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
を
軸
に
、
可
視
化
と
情
報
の

活
用
を
推
進
す
る
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
、
Ｉ
Ｔ
の
側
面
か
ら
メ
ー
カ
ー
の
モ
ノ
づ
く
り
、
Ｒ
＆
Ｄ
の
高
度

化
を
牽
引
し
て
行
く
存
在
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

Ａ
Ａ
Ｆ
、
日
本
無
機
と
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業

二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
買
収
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
市
場
で
ナ
ン
バ
ー
２
の
シ
ェ

ア
を
有
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
（
Ａ
Ａ
Ｆ
）
が
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
に

加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
二
一
年
に
設
立
さ
れ
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
ル
イ
ビ
ル
市
に
本
部
を
置
く
Ａ
Ａ
Ｆ
社
は
、
エ
ア

フ
ィ
ル
タ
ー
製
品
お
よ
び
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
用
機
器
の
開
発
製
造
・
販
売
を
行
う
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業
と
、
発
電
設
備
と

集
塵
シ
ス
テ
ム
向
け
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
・
装
置
の
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
Ｐ
＆
Ｉ
（
パ
ワ
ー
＆
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
）

事
業
の
二
つ
を
持
っ
て
い
た
。
北
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
二
〇
生
産
拠
点
を
構
え
、
世
界
で
販
売

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
認
知
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
を
構
築
し
て
き
た
。
地
域
に
最
寄
り

化
し
た
事
業
基
盤
を
活
用
し
て
、
幅
広
い
市
場
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
の
開
発
・
生
産
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
売

上
高
約
六
二
〇
億
円
（
二
〇
〇
八
年
度
）、
従
業
員
数
約
二
八
〇
〇
名
（
二
〇
〇
九
年
三
月
末
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
２
の

シ
ェ
ア
を
有
す
る
企
業
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
ダ
イ
キ
ン
は
、
二
〇
〇
九
年
十
月
に
日
本
板
硝
子
株
式
会
社
の
一
〇
〇
％
子
会
社
で
あ
る
日
本
無
機
株
式
会
社

（
本
社
・
東
京
都
中
央
区
）
を
買
収
し
た
。
日
本
無
機
は
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
に
設
立
、
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
製
品
お

よ
び
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
製
品
の
製
造
・
販
売
を
行
い
、
売
上
高
は
八
八
億
円
（
〇
八
年
度
）、
従
業
員
数
二
二
三
名
（
〇
九
年

日本無機結城工場の全景（左）と同工場内（右）
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プ
一
〇
年
の
軌
跡
」
と
題
し
た
講
演
で
、
八
〇
周
年
を
迎
え
た
〇
四
年
と
比
較
し
た
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

現
状
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
海
外
事
業
比
率
は
四
五
％
か
ら
七
一
％
（
一
三
年
度
）
に
拡
大
し
て
お
り
、
進
出
国
は
六
三
ヵ
国
か
ら

一
四
五
ヵ
国
へ
、
海
外
連
結
子
会
社
は
四
五
社
か
ら
一
八
一
社
へ
と
、
最
近
一
〇
年
間
で
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
従

業
員
数
も
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
一
万
七
千
人
か
ら
五
万
六
千
人
へ
と
三
・
三
倍
に
な
っ
て
、
そ
の
う
ち
海
外
グ
ル
ー
プ
は

七
千
四
〇
〇
人
か
ら
四
万
四
千
人
へ
、
約
六
倍
と
な
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
全
体
に
占
め
る
比
重
も
約
八
割
で
、
ダ
イ
キ
ン
グ

ル
ー
プ
社
員
の
五
人
に
四
人
は
海
外
グ
ル
ー
プ
の
社
員
と
な
っ
て
い
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
基
盤
と
し
た
人
材
力
の
強
化
の
一
つ
と
し
て
、
拡
大
す
る
海

外
事
業
に
対
す
る
経
営
の
現
地
化
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
、
本
社
・
現
地
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
重
点

課
題
と
し
て
い
た
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
海
外
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
グ
ル
ー
プ
各
社
が
自
立
し
て
縦
横

無
尽
に
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
戦
略
実
行
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
財
務
戦
略
、
商
品
開
発
な
ど
、

戦
略
機
能
の
現
地
化
を
加
速
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
ダ
イ
キ
ン
の
「
遠
心
力
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
と
し
て
海
外
拠
点
の
現
地
化
を
推
進
し
、
海
外
現
地
従
業
員
の
役
員
・
管
理
職
へ
の
登
用
を
積

極
的
に
進
め
て
、
海
外
拠
点
の
現
地
人
社
長
の
比
率
は
約
四
〇
％
、
取
締
役
の
比
率
は
約
四
五
％
に
上
が
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
販
売
会
社
で
は
一
五
社
の
う
ち
現
地
人
社
長
が
一
三
社
に
な
る
な
ど
、
経
営
幹
部
へ
の
登
用
が
進
ん
で
い
る
（
二
〇
一
三

年
度
末
）。

一
方
、
遠
心
力
を
高
め
て
グ
ル
ー
プ
全
体
の
業
績
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
各
拠
点
が
そ
れ
ぞ
れ
自
立
的
に
発
展
す
る

と
同
時
に
、
つ
ね
に
全
体
最
適
を
意
識
し
、
志
向
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
各
社
と
ダ
イ
キ
ン
工

成
長
が
見
込
め
る
ア
ジ
ア
市
場
や
Ｐ
＆
Ｉ
事
業
へ
の
事
業
拡
大
、
差
別
化
商
品
の
開
発
と
市
場
へ
の
投
入
の
強
化
が
進
め
ら

れ
た
。

差
別
化
商
品
で
い
え
ば
、
ダ
イ
キ
ン
の
化
学
事
業
が
有
し
て
い
た
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
改
良
し
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
寿

命
を
大
き
く
引
き
延
ば
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
こ
の
商
品
を
、
市
場
の
規
模
の
大
き
い
ガ
ラ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
市
場
に

投
入
し
、
ガ
ラ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
を
置
き
換
え
る
た
め
の
戦
略
商
品
と
し
て
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
世
界
各
地
に
存
在
す
る
生
産
拠
点
で
の
モ
ノ
づ
く
り
革
新
も
、
ダ
イ
キ
ン
や
日
本
無
機
と
連
携
し
て
展
開
し
て
い

る
。
空
調
で
培
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
力
を
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
向
上
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
し
て
い
く
た
め
に
改
善
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
北
米
や
欧
州
な
ど
の
工
場
で
現
地
メ
ン
バ
ー
と
協
業
し
て
改
善
し
、
生
産
性
の
向
上
や
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
に
成
果

を
上
げ
た
。

フ
ィ
ル
タ
ー
事
業
は
、
定
期
的
な
更
新
需
要
や
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
高
度
化
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
エ
ア
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
、
環

境
関
連
の
規
制
強
化
な
ど
市
場
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
需
要
産
業
の
動
向
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、

競
争
も
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業
で
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
が
持
つ
技
術
・
開
発
・
生
産
・
営
業
・
販
売
・

保
守
と
い
っ
た
面
で
の
総
合
力
を
、
ど
れ
だ
け
有
効
に
活
か
し
て
い
く
か
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

７　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
の
拡
大
に
伴
う
遠
心
力
と
求
心
力

「
遠
心
力
」
と
「
求
心
力
」

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
五
月
に
行
わ
れ
た
創
業
九
〇
周
年
記
念
式
典
で
、
十
河
政
則
社
長
は
「
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
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責
任
を
、
そ
の
場
で
明
確
に
し
た
。
後
述
す
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
同
様
、
ダ
イ
キ
ン
の
組
織
運
営
の
原
則
で
あ
る

「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
経
営
」
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
は
、
そ
の
後
、
第
二
回
が
二
〇
〇
四
年
十
月
、
第
三
回
が
〇
七
年
十
月
に
行
わ
れ
た
。
第
二
回
会
議

は
、
ダ
イ
キ
ン
の
八
〇
周
年
記
念
事
業
と
連
携
し
て
行
わ
れ
、
総
勢
二
六
〇
名
が
参
加
す
る
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。
第

三
回
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
買
収
後
の
新
た
な
組
織
と
事
業
の
発
展
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

第
四
回
グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
厳
し
い
時
期
を
経
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
確
固

た
る
も
の
に
し
、
新
た
な
発
展
を
目
指
す
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
。
東
日
本
大
震
災

の
発
生
し
た
翌
日
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
二
日
に
＂
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青
谷
＂
で
始
ま
っ
た
会
議
に
は
、
井
上
礼
之
会
長
、

岡
野
幸
義
社
長
を
は
じ
め
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
幹
部
四
七
名
と
グ
ル
ー
プ
会
社
幹
部
一
二
七
名
、
計
一
七
六
名
が
参
加
し
た
。

大
震
災
の
影
響
に
よ
っ
て
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
若
干
い
た
も
の
の
、
会
議
は
予
定
ど
お
り
に
進
め
ら
れ
た
。

第
四
回
会
議
で
は
、
①
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
、
基
本
方
針
・
コ
ア
戦
略
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
、

理
解
を
深
め
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
実
行
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
②
求
心
力
と
し
て
の

「
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
」
の
さ
ら
な
る
浸
透
・
徹
底
を
図
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
、
第
一
日
目
に
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
の
徹

底
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
経
営
計
画
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
事
方
針
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
の
ち
、
二
日
間
に
わ
た
っ

て
分
科
会
と
そ
の
総
括
が
行
わ
れ
た
。

第
五
回
グ
ル
ー
プ
経
営
会
議

│
九
〇
周
年
を
迎
え
た
ダ
イ
キ
ン
の
新
た
な
挑
戦

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
五
月
十
三
日
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
創
業
九
〇
周
年
式
典
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
。
井
上
会

業
と
の
強
い
絆
を
基
盤
に
、
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
グ
ル
ー
プ
総
合
力
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
各
社
が
、
ダ
イ

キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
共
有
し
て
い
る
理
念
（
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
）
と
、
経

営
方
針
に
即
し
た
経
営
を
自
立
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
「
求
心
力
」
も
同
時
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
、
生
き
甲
斐
を
持
っ
て
働
け
る
企
業
風
土
を
つ
く
り
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の

一
体
感
を
高
め
て
グ
ル
ー
プ
全
体
で
経
営
効
率
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
本
社
と
現
地
が
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
を
共
有
し
て
全
体
最
適
を
追
求
し
て
い
く
「
求
心
力
」
の
重
要
性
が
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
。「
遠
心
力
」
と
「
求
心
力
」
は
、
そ
の
ど
ち
ら
を
も
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
、
両
者
の
バ

ラ
ン
ス
も
肝
要
で
あ
る
。
海
外
事
業
が
拡
大
し
て
い
く
限
り
、
つ
ね
に
求
め
ら
れ
る
課
題
で
も
あ
る
と

│
。

ダ
イ
キ
ン
が
、「
遠
心
力
」
と
「
求
心
力
」
の
二
つ
を
、
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
き
た
の
か
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の

グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
と
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら
、
そ
の
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。

グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
開
催

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
事
業
と
経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
ん
だ
ダ
イ
キ
ン
は
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年

六
月
、
国
内
外
主
要
グ
ル
ー
プ
会
社
の
幹
部
に
よ
る
第
一
回
グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
を
、
大
阪
で
開
催
し
た
。
グ
ル
ー
プ
経
営

会
議
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
に
関
わ
る
重
要
経
営
方
針
や
基
本
戦
略
の
共
有
と
徹
底
を
図
る
こ
と
、
お
よ
び
第
一
線
の
情
報
を

共
有
化
し
て
グ
ル
ー
プ
会
社
が
抱
え
る
悩
み
や
課
題
に
つ
い
て
、
双
方
向
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
そ
の
解
決
を
促
進
・

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、
そ
の
場
で
回
答
や
検
討
が
行

わ
れ
る
か
、
期
限
等
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
回
答
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。
ま
た
、
必
要
な
課
題
に
つ
い
て
も
期
限
と
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を
持
っ
た
幹
部
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
獲
得
が
急
務
で
あ
る
と
し
た
。
井
上
会
長
は
、
さ
ら
に
自
ら
の
経
験
を
引
用
し
て

「
リ
ー
ダ
ー
の
心
得
」
を
、
世
界
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
語
っ
た
。

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
高
度
化
に
つ
い
て
は
、
ま
す
ま
す
海
外
事
業
の
比
率
が
上
昇
し
て
海
外
事
業
が
多
様
化
す
る
な
か

で
、
本
社
か
ら
世
界
の
各
拠
点
に
権
限
を
委
譲
し
、
戦
略
機
能
の
現
地
化
を
図
っ
て
い
く
遠
心
力
の
強
化
と
、
同
時
に
グ

ル
ー
プ
全
体
を
統
括
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
本
社
・
本
部
機
能
の
強
化
＝
求
心
力
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し

て
、
求
心
力
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
①
マ
ザ
ー
機
能
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
開
発
・
品
質
・
モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る
高

度
化
を
図
り
、
横
展
開
し
て
い
く
こ
と
、
②
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
や
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
と
い
う
、
ダ
イ
キ
ン
の
コ

ア
に
な
る
価
値
観
・
行
動
原
理
を
グ
ル
ー
プ
の
隅
々
に
浸
透
さ
せ
、
同
時
に
国
籍
・
宗
教
・
文
化
・
価
値
観
の
異
な
る
多
様

な
人
び
と
の
多
様
な
個
性
を
理
解
し
て
受
け
止
め
、
そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
に
高
め
て
い
く
〈
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
〉
の
確
立
、
③
報
告
・
承
認
・
事
前
協
議
等
の
ル
ー
ル
化
や
レ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
な
ど
意
思
決
定
の
仕
組
み
、

「
泥
水
の
情
報
を
真
水
に
し
な
い
」
正
確
な
情
報
の
共
有
化
、
グ
ル
ー
プ
各
拠
点
と
ダ
イ
キ
ン
本
社
の
間
を
つ
な
ぐ
ブ
リ
ッ

ジ
パ
ー
ソ
ン
の
配
置
な
ど
、
真
に
生
き
た
経
営
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
、
の
三
点
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
の
初
日
、
井
上
会
長
に
続
い
て
十
河
社
長
か
ら
「
グ
ル
ー
プ
が
抱
え
る
課
題
と
経
営
方
針
」
な
ど
、

経
営
幹
部
か
ら
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
説
明
が
続
き
、
翌
日
か
ら
の
二
日
間
は
一
〇
テ
ー
マ
の
分
科
会
で
、
熱
心
な
議
論

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
国
も
所
属
部
門
も
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
社
員
と
し
て
の
経
験
も
異
な
る
参
加
者
が
、
長
時
間
に

わ
た
っ
て
膝
を
突
き
合
わ
せ
た
議
論
を
交
わ
す
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
の
現
状
と
し
て
の
進
ん
で
い
る
事
例
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
事
例
な
ど
を
直
に
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
課
題
を
共
有
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
拠
点
で
の
課

題
を
改
め
て
強
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
終
日
は
、
各
分
科
会
で
の
議
論
の
報
告
が
行
わ
れ
た
う
え
で
、
十
河
社
長

長
か
ら
の
「
九
〇
周
年
を
迎
え
て

│
次
の
一
〇
年
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

が
発
表
さ
れ
、
十
河
社
長
か
ら
は
「
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
一
〇
年
の
軌
跡
」
と

題
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
式
典
で
は

八
〇
周
年
か
ら
の
一
〇
年
間
に
大
き
な
成
長
を
遂
げ
た
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の

現
状
、
と
く
に
海
外
事
業
の
拡
大
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
を
指
摘
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
経
営
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

式
典
の
翌
日
か
ら
は
、＂
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青
谷
＂
に
舞
台
を
移
し
て
、
四

日
間
に
わ
た
る
第
五
回
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
の
冒
頭

で
、
井
上
会
長
か
ら
開
催
に
際
し
て
の
講
演
が
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
会
議
の
問

題
意
識
と
し
て
、
①
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
が
擁
す
る
各
事
業
の
競
争
力
に
磨
き

を
か
け
て
「
稼
ぐ
力
」
を
一
段
と
強
め
て
い
く
こ
と
、
②
人
材
力
の
強
化
、
③

多
国
籍
化
し
た
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
高
度
化
、
の
三

点
が
指
摘
さ
れ
た
。

「
稼
ぐ
力
」
に
つ
い
て
は
、「
三
つ
の
Ｃ
（Custom

er, Com
petitor, Com

pany

）」
を
今
日
的
な
文
脈
の
な
か
で
分
析
し
た

う
え
で
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
の
「
総
合
力
」
や
一
人
ひ
と
り
の
当
事
者
意
識
の
高
揚
、
お
よ
び
幹
部
の
決
断
力
に
よ

る
「
機
動
力
」
の
発
揮
が
強
調
さ
れ
た
。「
人
材
力
」
に
つ
い
て
は
、
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
対
し
て
人
材
の
確
保
と

育
成
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
で
、
ダ
イ
キ
ン
が
多
国
籍
企
業
と
し
て
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
伍
し
て
戦
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
組
織
内
の
人
び
と
を
一
つ
の
方
向
へ
導
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

第 5回グループ経営会議の分科会
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根
づ
か
せ
る
こ
と
」
で
あ
り
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
の
「
対
話
力
」
が
、
経
営
幹
部

に
は
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
多
く
の
幹
部
が
参
加
し
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

で
、
認
識
を
共
有
し
、
方
針
を
決
め
、
一
致
し
た
行
動
を
し
て
い
く
こ
と
で
組
織
は
強
く
な
り
、
経
営
幹
部
も
成
長
し
て
い

く
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
実
践
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、
何
か
モ
デ
ル
が
あ
っ
て
最
初
か
ら
ス
タ
イ
ル
が
確
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

き
っ
か
け
の
一
つ
は
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
に
ド
イ
ツ
の
代
理
店
を
買
収
し
た
際
、
現
地
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
の

前
に
井
上
会
長
も
参
加
し
て
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議
を
開
き
、
経
営
理
念
や
現
場
の
仕
事
の
仕
方
ま
で
幅
広
い
テ
ー
マ
で
自
由
に

意
見
を
出
し
て
も
ら
い
、
ダ
イ
キ
ン
の
考
え
方
を
具
体
的
な
問
題
を
通
し
て
伝
え
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た

対
話
は
、
代
理
店
な
ど
の
買
収
、
新
工
場
稼
働
や
一
〇
周
年
、
二
〇
周
年
と
い
う
節
目
の
記
念
事
業
な
ど
に
ト
ッ
プ
が
訪
問

す
る
際
に
も
、
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
八
月
に
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
を
策
定
し
、
そ
の
前
後
か
ら

国
内
外
の
拠
点
で
会
長
、
社
長
に
よ
っ
て
従
業
員
に
直
接
説
明
し
た
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
た
こ
と
も
重
要

な
体
験
で
あ
っ
た
。
〇
二
年
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
、
タ
イ
な
ど
主
要
な
海
外
拠
点
に
、
経
営
ト
ッ
プ
が
自
ら
足
を
運
ん

で
対
話
の
場
を
持
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
ト
ッ
プ
か
ら
直
接
話
を
聞
く
機
会
が
容
易
に
は
持
て
な
い
現
地
の
ロ
ー
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
、
北
米
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
、
地
域
統
括
会
社
や
現
地

法
人
の
経
営
陣
と
ダ
イ
キ
ン
本
社
の
役
員
が
一
堂
に
会
し
、
現
地
か
ら
の
報
告
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
の
が
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
会
議
で
は
、
現
地
か
ら
ダ
イ
キ
ン
本
社
に
対
し
て
厳
し
い
注
文
が
寄
せ
ら
れ

る
場
合
も
あ
れ
ば
、
本
社
ト
ッ
プ
か
ら
現
地
に
対
し
て
新
た
に
評
価
が
加
え
ら
れ
た
り
、
と
き
に
は
厳
し
く
指
摘
さ
れ
る
こ

か
ら
全
体
の
議
論
を
振
り
返
り
、
必
要
な
課
題
に
つ
い
て
は
期
限
を
守
っ
て
対
応
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
分
科
会
で
の
決
定

事
項
を
各
地
域
・
事
業
部
で
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
、
た
だ
ち
に
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
、
四
日
間
に
わ
た
っ
た
会
議
は
終
わ
っ
た
。

海
外
で
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

海
外
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
、
ダ
イ
キ
ン
の
特
徴
を
典
型
的
に
示
す
も
の
の
一
つ
が
、
海
外
拠
点
で
開
催
さ
れ
る
マ
ネ

ジ
ャ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
会
長
、
社
長
を
含
め
た
日
本
本
社
の
経
営
幹
部
が
現
地
に
出
向
き
、
現
地
幹
部
と
一
緒
に

ダ
イ
キ
ン
の
事
業
を
め
ぐ
る
経
営
環
境
・
経
営
実
態
な
ど
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
、
現
地
と
日
本
双
方
の
課
題
を
議
論
し
、

そ
の
場
で
解
決
方
法
を
明
確
に
し
て
い
く
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
ス
タ
イ
ル
を
最
も
強
く
反
映

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
海
外
事
業
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
の
基
本
は
、
グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
同
様
に
井
上
会
長
が
社
長
就
任
時
か
ら
追
求
し

て
き
た
「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
経
営
」
で
あ
る
。
井
上
会
長
は
、
そ
の
著
書
で
「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
経
営
」
に
つ
い

て
、「
解
決
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
①
役
職
や
部
署
に
か
か
わ
ら
ず
関
係
者
全
員
が
参
画
し
、
②
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
共

有
化
し
、
③
『
自
分
は
こ
う
す
る
』
と
い
う
意
見
を
オ
ー
プ
ン
に
出
し
合
い
、
④
侃
々
諤
々
の
議
論
を
重
ね
、
十
分
な
納
得

の
下
、
衆
知
を
結
集
す
る
。
⑤
そ
し
て
、
決
め
る
べ
き
責
任
者
が
『
衆
議
独
裁
』
し
、
⑥
決
ま
っ
た
以
上
は
一
致
団
結
し
て
、

目
標
に
向
か
っ
て
ま
い
進
す
る
」（『「
基
軸
は
人
」
を
貫
い
て
』）
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
経
営
」

を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
、
海
外
拠
点
で
実
行
し
て
い
る
の
が
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。

ま
た
、
井
上
会
長
は
同
じ
著
書
で
「
元
気
な
組
織
を
作
る
条
件
の
一
つ
は
顔
と
顔
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
組
織
内
に
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う
こ
と
で
、
よ
り
強
化
さ
れ
て
い
く
。
井
上
が
社
長
、
会
長
を
務
め
た
時
期
は
、
ま
さ
に
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
経

営
計
画
か
ら
現
実
の
経
営
の
隅
々
へ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
事
業
展
開
の
な
か
で
日
本
か
ら
海
外
拠
点
へ
と
、
展
開
さ
せ
て

い
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
度
に
、「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
」
の
実
現
を
目
指
す
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

15
」
で
は
、
さ
ら
に
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
の
内
容
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
は
、
全
社
コ
ア
戦

略
と
し
て
一
一
テ
ー
マ
の
推
進
・
実
行
を
掲
げ
、
そ
の
三
つ
目
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
「『
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
』
を
基
盤

と
し
た
人
材
力
の
強
化
三
テ
ー
マ
」
を
取
り
上
げ
た
。「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
」
へ
と
発
展
し
て
い
く
た

め
に
不
可
欠
な
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
は
、
二
〇
一
〇
年
代
の
ダ
イ
キ
ン
に

と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
井
上
会
長
が
、
社
長
に
就
任
し
て
以
降
の
ダ
イ
キ
ン
の
大
き
な
発
展
は
「
人
を
基
軸

に
お
く
経
営
」
の
実
践
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
の
展
開
と
人
材
力
の
強
化
の
基
盤
と
し

て
、
改
め
て
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
コ
ア
戦
略
と
し
て
の
「
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の

競
争
優
位
の
源
泉
で
あ
る
『
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
』
の
実
践
と
高
度
化
」、「
従
来
延
長
線
上
で
な
い
質
的
人
材
の
確
保
・

育
成
策
の
ス
ピ
ー
ド
上
げ
て
の
展
開
」、「
経
営
の
現
地
化
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
本
社
・
現
地
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
」
の
三
つ
が
課
題
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
（
本
章
２
項
参
照
）。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
と
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
、
ダ
イ
キ
ン
は
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
発
展
さ
せ
、
①
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ベ
ー
ス
は
「
性

善
説
」、
②
「
修
羅
場
」
の
回
数
が
人
の
成
長
に
つ
な
が
る
、
③
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
の
実
践
、
④
一
人
ひ
と
り
に
活
躍

と
も
あ
る
。
ま
た
、
会
議
の
場
で
問
題
に
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
、
必
ず
そ
の
場
で
何
ら
か
の
対
応
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
経
営
」
の
実
践
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
を
支
え
、
発
展
さ
せ
る

も
の
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

８　
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
基
盤
と
し
た
人
材
力
の
強
化

「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
の
発
展

「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
哲
学
の
柱
で
あ
る
。
そ
の
源
の
一
つ
は
、
山
田
稔
元
社
長
時
代
か
ら
継

承
さ
れ
て
き
た
「
人
」
を
重
視
す
る
経
営
で
あ
っ
た
。
化
学
事
業
の
〈
三
重
苦
〉
に
よ
る
経
営
危
機
を
克
服
し
た
ダ
イ
キ
ン

は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
っ
て
約
一
七
年
ぶ
り
の
赤
字
決
算
と
な
り
、
そ
の
な
か
で
新
し
く
社
長
に
就
任
し
た
井
上
礼

之
は
、
創
業
以
来
の
「
人
」
を
重
視
す
る
経
営
の
考
え
方
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
直
視

し
て
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
強
調
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
井
上
会
長
は
、
著
書
で
「『
人
を
大
切
に
』
と
い
う
言

葉
は
ど
の
会
社
で
も
使
っ
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
真
に
人
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
を
育
て
成
長
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
修
羅
場
の
回
数
を
増
や
し
た
り
、
難
し
い
仕
事
に
あ
え
て
挑
戦
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る

の
で
す
」（『「
基
軸
は
人
」
を
貫
い
て
』）
と
、
自
ら
の
考
え
を
語
っ
て
い
る
。
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
な
か
で
、

人
は
初
め
て
成
長
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
成
長
が
あ
っ
て
こ
そ
会
社
の
発
展
成
長
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
が

「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
で
あ
り
、
そ
う
し
た
機
会
を
経
営
者
は
従
業
員
に
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ダ
イ

キ
ン
の
成
長
・
発
展
は
、「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
の
条
件
で
も
あ
り
、
結
果
で
も
あ
る
し
、
両
者
は
相
互
に
関
連
し
合
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た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
評
価
・
処
遇
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
や
「
人
を
基

軸
に
お
く
経
営
」
の
考
え
方
の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
意
欲
と
納
得
性
を
持
っ
て
仕
事
に
挑
戦
で
き
る
よ

う
、
ダ
イ
キ
ン
共
通
の
評
価
・
処
遇
制
度
の
考
え
方
を
統
一
し
、
そ
の
う
え
で
各
国
の
状
況
や
課
題
に
応
じ
た
制
度
を
構
築

す
る
と
し
た
。
ま
た
、
経
営
幹
部
層
に
つ
い
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
共
通
の
評
価
・
処
遇
制
度
を
策
定
す
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
た
。

経
営
現
地
化
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
、
本
社
・
現
地
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
経
営
理
念

を
理
解
し
全
体
最
適
の
視
点
を
持
っ
た
う
え
で
、
海
外
拠
点
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
高
度
な
判
断
・
決
断
を
下
し
、

過
去
に
と
ら
わ
れ
な
い
創
造
的
な
戦
略
・
施
策
を
立
案
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
で
き
る
質
的
人
材
が
必
要
で
あ
る

と
さ
れ
た
。

急
速
に
拡
大
す
る
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
と
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を
確
保
・
育
成
し
て
い
く
た
め

に
は
、
改
め
て
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
現
状
に
対
応
し
た
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
研
修
所
〝
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青
谷
〞

ダ
イ
キ
ン
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
ま
で
自
前
の
研
修
施
設
を
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
十
一
世
紀

に
入
り
、
国
内
で
も
多
く
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
自
社
の
研
修
施
設
を
建
設
し
て
お
り
、
ダ
イ
キ
ン
と
し
て
も
急
速
な
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
・
幹
部
人
材
の
育
成
を
し
て
い
く
研
修
所
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て

い
た
。
と
く
に
、
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
・
拡
大
に
つ
れ
て
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
│
Ｊ
Ｔ
の
必
要
性
が
増
大
し
て
い
た
。
ダ
イ
キ

ン
は
、
そ
れ
ま
で
仕
事
を
通
じ
て
人
は
育
つ
も
の
と
の
考
え
方
か
ら
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
中
心
と
し
た
人
材
育
成
を
行
っ
て
き
た
が
、

の
「
場
」
を
与
え
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
、
帰
属
意
識
を
醸
成
、
⑤
質
的
人
材
、
会
社
に
貢
献
す
る
人
に
こ
そ
よ
り
多
く
報
い
て

い
く
、
の
五
点
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
と
く
に
海
外
へ
の
さ
ら
な
る
浸
透
を
図
っ
た
。
経
営
幹
部
か
ら
現
場
の
リ
ー
ダ
ー

や
社
員
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
従
業
員
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
、
日
常
の
仕
事
に
活
か
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
か
ら
一
二
年
に
三
回
に
か
け
て

社
内
報
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
最
後
に
、
国
内
外
一
一
人
の
多
様
な
階
層
の
従
業
員
か
ら
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

企
画
が
組
ま
れ
、
井
上
会
長
が
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
へ
の
期
待
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
時
代
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
が
成
長
・
発
展
し
続
け
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
実
行
に
次
ぐ

実
行
で
、
今
掲
げ
て
い
る
目
標
や
テ
ー
マ
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
人
を
基
軸
に
置
い
て
経
営
を
進
め
て
い
け

ば
、
そ
こ
で
働
く
人
の
意
欲
や
納
得
性
を
さ
ら
に
引
き
出
し
、
組
織
と
し
て
の
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
ス
ピ
ー
ド
あ
ふ
れ
る
実
行
力
と
明
る
く
た
く
ま
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
厳
し
い
競
争
を
み
ん
な

で
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」（『
ダ
イ
キ
ン
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
二
年
秋
号
）。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
コ
ア
戦
略
の
一
つ
で
あ
る
質
的
人
材
の
確
保
・
育
成
策
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
は
採
用
、
育

成
・
配
置
、
評
価
・
処
遇
に
関
わ
る
人
事
施
策
を
変
革
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
採
用
に
つ
い
て
は
、
ダ
イ
キ
ン
独
自
の
他
社

と
差
別
性
の
あ
る
採
用
戦
略
を
、
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て
展
開
す
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
、
海
外
の
大
学
で
の
国
内
外
人
材
の

リ
ク
ル
ー
ト
や
ス
カ
ウ
ト
力
の
強
化
、
現
地
人
材
に
訴
求
す
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
処
遇
制
度
の
構
築
、
グ
ロ
ー
バ
ル
採
用
体

制
の
確
立
な
ど
が
課
題
と
な
っ
た
。
育
成
・
配
置
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
交
流
の
加
速
お
よ
び
育
成
と
、
経
営
幹

部
人
材
の
計
画
的
な
育
成
を
戦
略
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
、
中
断
し
て
い
た
日
本
人
社
員
の
海
外
拠
点
実
践
研
修
、

ダ
イ
キ
ン
経
営
幹
部
塾
、
ダ
イ
キ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
再
開
に
加
え
、
外
国
人
社
員
向
け
の
海
外
実
践
研
修
な
ど
、
新
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合
宿
、
海
外
ト
レ
ー
ナ
ー
研
修
な
ど
、
オ
ー
プ
ン
直
後
か
ら
国
内
外
の
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
人
材
育
成
の
一
大
拠
点
と
し

て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
会
議
や
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
頭
脳
と
の
協
創
の
場
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て

い
く
。

＂
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青
谷
＂
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
豊
か
な
海
岸
線
を
持
つ
鳥
取
の
景
勝
の
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
ア
レ
ス
の
面
前
に
広
が
る
〈
鳴
り
砂
〉
で
有
名
な
井
手
ヶ
浜
に
は
、
海
岸
か
ら
内
陸
に
か
け
て
徐
々
に
移
行
し
て

い
く
地
域
特
有
の
典
型
的
な
自
然
植
生
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
全
国
的
に
も
希
少
な
海
浜
砂
丘
環
境
を
守
る
た
め
、
ダ
イ
キ
ン

は
植
生
調
査
に
よ
っ
て
、
海
岸
の
砂
浜
特
有
の
立
地
条
件
を
き
め
細
か
く
把
握
し
た
う
え
で
、
学
識
者
ら
専
門
家
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
植
生
・
植
栽
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
順
応
型
育
成
管
理
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
現
地
お
よ
び
周
辺
で
採
取

し
た
種
子
や
挿
し
木
か
ら
増
殖
し
た
苗
木
を
再
導
入
す
る
な
ど
、
海
浜
植
生
や
海
浜
樹
林
の
復
元
に
向
け
て
継
続
的
に
活
動

し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
、
ダ
イ
キ
ン
の
希
少
な
海
浜
砂
丘
環
境
保
全
・
再
生
の
取
り
組
み
は
社
会
的
な
評
価
を
受
け
、

二
〇
一
〇
年
に
は
「
生
物
多
様
性
に
つ
な
が
る
企
業
の
み
ど
り
一
〇
〇
選
」
に
認
定
（
公
益
財
団
法
人
都
市
緑
化
機
構
）、
翌

一
一
年
に
は
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
賞 

優
秀
賞
」（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
）、「
社

会
・
環
境
貢
献
緑
地
（SEGES

）」
認
定
（
公
益
財
団
法
人
都
市
緑
化
機
構
）、
一
三
年
に
は
「
み
ど
り
の
社
会
貢
献
賞
」（
公

益
財
団
法
人
都
市
緑
化
機
構
）、「
緑
の
都
市
賞 

奨
励
賞
」（
公
益
財
団
法
人
都
市
緑
化
機
構
）
な
ど
、
多
く
の
賞
を
得
た
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
の
推
進

前
述
し
た
よ
う
に
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、
人
材
力
強
化
に
向
け
た
コ
ア
戦
略
と
し
て
三
つ
の
項
目
が
課
題
と
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
コ
ア
戦
略
を
実
行
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
五
つ
の
重
点
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
一
つ
が

変
化
の
激
し
い
時
代
に
計
画
的
に
人
材
育
成
を
進
め
る
た
め
に
は
、

Ｏ
Ｆ
Ｆ
│

Ｊ
Ｔ
の
充
実
や
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
│

Ｊ
Ｔ
を
組
み
合
わ
せ
た
人

材
育
成
が
緊
急
の
課
題
に
な
っ
て
い
た
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
経
営
幹
部

塾
や
ダ
イ
キ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
も
新
た
に
設
け
ら
れ
、
質
的
人
材
の
計

画
的
な
育
成
が
質
・
量
と
も
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
事

部
門
主
催
の
研
修
に
加
え
、
各
部
門
で
も
多
く
の
研
修
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

件
数
が
増
大
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
自
前
施
設
の
保
有
に
よ
っ
て

外
部
流
出
費
用
の
抑
制
も
期
待
さ
れ
た
。

研
修
所
の
立
地
に
つ
い
て
は
、
大
阪
か
ら
三
時
間
前
後
の
自
然
に
恵
ま
れ

た
場
所
を
条
件
に
し
て
、
土
地
の
探
索
が
行
わ
れ
た
。
最
終
的
に
、
鳥
取
市

に
あ
る
池
田
市
立
自
然
の
家
が
池
田
市
か
ら
売
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

二
〇
〇
七
年
二
月
に
取
得
し
た
。
池
田
市
立
自
然
の
家
は
、
日
本
海
に
面
し

た
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
ダ
イ
キ
ン
が
一
九
八
一
年
以
来
、
新
入
社
員
研

修
で
利
用
し
て
き
た
馴
染
み
の
深
い
場
所
で
あ
っ
た
。

土
地
の
取
得
と
と
も
に
、
新
し
い
施
設
の
設
計
・
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
研
修
施
設
＂
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青

谷
＂
と
名
づ
け
ら
れ
た
新
し
い
施
設
は
、
こ
う
し
て
〇
八
年
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
ア
レ
ス
（A

LES

）」
と
は
、
ラ
テ

ン
語
で
「
飛
翔
・
未
来
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
新
し
い
時
代
と
未
来
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
、
独
自
な
人
材
育
成
を
象
徴
す
る
施
設
と
な
っ
た
。＂
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青
谷
＂
は
、
新
入
社
員
教
育
、
部
門

“ダイキンアレス青谷”の全景
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〇
七
年
の
「
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
」
に
関
す
る
制
度
の
改
訂
と
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、「
男
女
関
係
な
く
能
力
を
発

揮
で
き
る
風
土
は
ま
だ
道
半
ば
」
と
認
識
し
、
一
一
年
に
は
女
性
活
躍
推
進
を
会
社
の
重
要
施
策
の
一
つ
と
位
置
づ
け
て
、

本
格
的
に
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
同
年
一
月
に
「
女
性
活
躍
推
進
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
、
役
員
・
基
幹
職
・

女
性
社
員
の
意
識
改
革
策
、
優
秀
な
女
性
の
採
用
・
早
期
育
成
・
基
幹
職
登
用
策
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
策
を
強
化
し

た
。
一
五
年
度
末
ま
で
に
、
女
性
基
幹
職
数
四
〇
名
（
一
三
年
度
比
倍
増
）
を
目
指
し
て
い
る
。

第
三
が
、
ベ
テ
ラ
ン
層
の
活
躍
推
進
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
で
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
希
望
者
全
員
の
六
十
五
歳
ま
で
の
再

雇
用
を
実
施
し
、
一
一
年
度
の
再
雇
用
率
は
九
一
％
、
そ
れ
以
前
五
年
間
の
平
均
雇
用
比
率
も
八
四
％
と
高
水
準
で
推
移
し

て
い
た
。「
熟
・
壮
・
青
一
体
」
と
な
っ
て
活
躍
す
る
風
土
が
定
着
し
て
お
り
、
さ
ら
に
再
雇
用
者
の
仕
事
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

第
四
が
、
ダ
イ
キ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
摂
津
な
ど
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
拡
大
で
あ
る
（
本
章
９
項
参
照
）。

な
お
、
ダ
イ
キ
ン
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
は
社
会
的
に
も
評
価
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
に
東
洋
経
済
新
報
社
が
主
催
す
る

第
五
回
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
大
賞
』
に
お
い
て
「
従
業
員
多
様
性
部
門
賞
」
を
受
賞
し
た
。『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営

大
賞
』
は
〇
八
年
に
創
設
さ
れ
、
多
様
な
人
材
を
重
要
な
経
営
資
源
と
し
て
活
か
す
、
新
た
な
経
営
手
法
と
し
て
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
経
営
を
企
業
理
念
に
掲
げ
、
そ
の
実
践
を
先
進
的
に
進
め
る
企
業
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。「
従
業
員
多
様
性
部

門
賞
」
は
、
と
く
に
高
齢
者
、
外
国
人
、
障
害
者
な
ど
の
多
様
な
人
材
活
用
に
お
い
て
、
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
先
進
的
な
施
策
の

実
践
が
認
め
ら
れ
る
企
業
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
う
し
た
ダ
イ
キ
ン
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進
、
能
力
発
揮
の
場
の
拡
大
」
で
あ
る
（
本
章
２
項
参
照
）。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
は
、
性

別
・
年
齢
・
国
籍
・
宗
教
・
伝
統
・
習
慣
が
異
な
る
社
員
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
個
性
を
大
事
に
し
、
出
る
杭
を
打
た
ず
に
認

め
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
価
値
観
の
違
い
、
立
場
の
違
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
方
を
し
て
い
る
人
た
ち
、
す
べ
て

の
多
様
な
価
値
観
を
是
と
し
て
グ
ル
ー
プ
の
戦
力
に
し
て
こ
そ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
技
術
・
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
と
、
ダ
イ
キ
ン
は
考
え
て
い
る
。
こ
れ
が
、
多
様
な
人
材
を
重
要
な
経
営
戦
力
と
し
て
積

極
的
に
活
か
す
、
経
営
手
法
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
（D

iversity M
anagem

ent

）
で
あ
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
は
、

も
と
も
と
米
国
企
業
で
導
入
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
当
初
は
人
種
や
性
別
が
課
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
で

は
国
籍
、
年
齢
、
障
害
の
有
無
、
宗
教
な
ど
、
幅
広
い
内
容
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
く
に
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
む
現
代
に
お
い
て
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
で
取
り
組
む
べ
き
内
容
も
広
が
り
を
持
っ
て
き
て
い
る
。

ダ
イ
キ
ン
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
は
、
次
の
四
つ
の
内
容
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
第
一
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
・
配
置
で
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
全
体
（
買
収
し
た
企
業
も
含
め
）
で
、
縦
横
無
尽
に
活
躍
で
き
得

る
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
哲
学
で
あ
る
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル

で
実
現
す
る
た
め
に
は
、
国
内
外
の
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
が
、
広
く
活
躍
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
存
在
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
の
優
秀
人
材
に
訴
求
す
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
・
評
価
・
処
遇
の
考
え
方
を
構
築
」

「
本
社
と
各
拠
点
が
連
携
し
、
国
と
地
域
を
超
え
た
適
材
適
所
へ
の
人
材
配
置
を
加
速
」「
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
若
い
う

ち
か
ら
育
成
す
る
研
修
制
度
を
ス
タ
ー
ト
」
な
ど
、
従
来
の
延
長
線
上
で
な
い
人
材
の
確
保
・
育
成
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

第
二
は
、
女
性
活
躍
の
推
進
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
の
女
性
活
躍
の
推
進
は
、
す
で
に
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
の
総
合

職
・
一
般
職
区
分
の
廃
止
に
始
ま
っ
て
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
定
め
ら
れ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
策
定
・
実
行
、
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の
活
動
の
基
本
に
「
人
材
」
を
置
い
て
、
従
業
員
が
生
き
甲
斐
と
誇
り
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
働
き
、
人
と
し
て
成
長
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
に
ふ
さ
わ
し
い

Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
環
境
経
営
を
実
践
す
る
」
と
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
重
点
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
一
五
年
度
に
向
け
た
中
期
的
な

目
標
を
設
定
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
に
企
業
倫
理
委
員
会
と
企
業
倫
理
室
を
新
設
し
て
、『
企
業
倫

理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
発
行
と
企
業
倫
理
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
が
全
部
門
・
海
外
主
要
会

社
に
配
置
さ
れ
る
な
ど
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
整
え
た
。
さ
ら
に
〇
七
年
に
は
、
企
業
倫
理
室
と
法
務
・
知
的
財
産

部
を
統
合
し
、
法
務
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
知
財
セ
ン
タ
ー
を
発
足
さ
せ
、
企
業
倫
理
委
員
会
を
企
業
倫
理
・
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
に
組
織
変
更
す
る
な
ど
、
組
織
の
整
備
、
企
業
倫
理
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
取
り
組
み
強
化
に

よ
っ
て
、
全
社
横
断
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
し
た
。
ま
た
、
急
速
に
拡
大
す
る
海
外
事
業
に
対
応
し
て
、
〇
八

年
に
は
『
企
業
倫
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
改
訂
・
発
行
し
、
海
外
グ
ル
ー
プ
へ
の
展
開
を
強
化
し
た
。
海
外
で
は
、
当
初
は

地
域
拠
点
会
社
に
日
本
で
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
と
し
た
体
制
・
仕
組
み
を
構
築
・
実
行
さ
せ
、
そ
れ
を
横
展
開
し
て
い
く

と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
と
海
外
版
自
己
点
検
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
改
訂
し
、
自
己
点
検
を
進
め

て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
取
り
組
み
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
自
社
グ
ル
ー
プ
内
だ
け
で
な
く
取

引
先
企
業
に
ま
で
、
そ
の
範
囲
を
広
げ
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

グ
ル
ー
プ
環
境
基
本
方
針
の
策
定
と
環
境
行
動
計
画

一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
は
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
（
一
九
八
七
年
調
印
）、
地
球
温

９　

環
境
経
営
と
社
会
貢
献
活
動
の
強
化

企
業
市
民
と
し
て
の
貢
献
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
発
表
さ
れ
た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
で
は
、
コ
ア･

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
一
つ
に
「
良
き
企
業

市
民
と
し
て
の
貢
献
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
企
業
市
民
と
は
、
企
業
は
自
ら
の
事
業
活
動
や
従
業
員
を
通
じ
て
地
域
社
会
と
関

わ
り
を
持
ち
、
企
業
の
存
立
基
盤
で
あ
る
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
社
会
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
に
取
り

組
み
、
地
域
社
会
の
利
益
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
「
良
き
企
業
市
民
」
と
い
う
考
え
方
を
発
展
さ
せ
た
の
が
、
二
〇
〇
二
年
に
策
定
さ
れ
た
「
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
」

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
技
術
で
、
社
会
に
貢
献
す
る
」「
環
境
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
」「
社
会
と
の
関

係
を
見
つ
め
、
行
動
し
、
信
頼
さ
れ
る
」
な
ど
、
国
内
外
の
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
が
共
通
し
て
重
視
す
べ
き
課
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
〇
五
年
、
ダ
イ
キ
ン
は
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
考
え
方
」
を
社
内
外
に
発
表
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
室

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
：Corporate Social Responsibility = 

企
業
の
社
会
的
責
任
）
を
新
設
し
た
。「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
考
え
方
」
で
は
、
ダ

イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
、「
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
」
を
実
践
す
る
事
業
活
動
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
期
待
に
応
え
な
が
ら
、
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
〇
八
年
に
は
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ

の
重
点
取
り
組
み
テ
ー
マ
」
を
策
定
し
、
空
調
機
器
と
フ
ッ
素
化
学
の
世
界
的
な
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
特
性
・
事
業
計
画
を

考
慮
し
て
、「
環
境
」「
品
質
・
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
）」「
人
材
」「
社
会
貢
献
」
の
四
分
野
を
、
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
と
し
た
。
な
か
で
も
、「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
を
基
本
的
な
方
針
と
す
る
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
は
、
す
べ
て
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営
を
広
げ
て
い
く
た
め
、
〇
四
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
を
、
取
引
上
の
必
須
要
件
と
し
て
加
え
た
。
た
だ
し

取
引
先
に
は
、
一
定
の
猶
予
期
間
を
も
っ
て
認
証
取
得
の
準
備
期
間
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
を
ダ
イ
キ
ン
と

し
て
行
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
に
は
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
積
極
的
な
貢
献
と
そ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
た
事
業
拡
大
の
両
面
に
重
点
を
置
い

た
「
環
境
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
後
半
計
画
」
を
策
定
し
、「
環
境
先
進
企
業
」
に
向
け
大
き
く
前

進
し
た
。
す
べ
て
の
事
業
活
動
を
「
環
境
」
を
切
り
口
に
見
直
し
、「
商
品
・
技
術
開
発
活
動
に
お
け
る
取
り
組
み
」「
事
業

活
動
（
生
産
、
調
達
、
販
売
、
物
流
な
ど
）
に
お
け
る
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み
」「
社
内
外
の
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
お
け
る
取
り
組
み
」
の
三
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。「
商
品
・
技
術
開
発
活
動
に
お
け
る
取
り
組
み
」

で
は
、
イ
ン
バ
ー
タ
エ
ア
コ
ン
を
中
心
と
す
る
省
エ
ネ
商
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
拡
充
や
暖
房
事
業
へ
の
本
格
参
入
、
冷
媒
戦

略
の
具
体
化
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
な
ど
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
進
め
た
。
環
境
行
動
計
画
は
、
〇
六
年
に
「
環
境
行
動
計

画
２
０
１
０
」
が
、
次
い
で
一
一
年
に
は
「
環
境
行
動
計
画
２
０
１
５
」
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
商
品
の
提
供
に
よ
っ

て
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
抑
制
に
貢
献
す
る
こ
と
を
行
動
目
標
の
一
つ
と
し
、
省
エ
ネ
イ
ン
バ
ー
タ
エ
ア
コ
ン
の
普
及
な
ど

に
よ
っ
て
、
一
五
年
度
に
は
新
興
国
排
出
量
三
千
万
ｔ
│

Ｃ
Ｏ
２
を
抑
制
す
る
と
し
、
す
で
に
一
三
年
度
は
二
三
〇
〇
万
ｔ
│

Ｃ
Ｏ
２
抑
制
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
低
温
暖
化
冷
媒
Ｒ
32
を
用
い
た
エ
ア
コ
ン
や
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
少
な
い
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
式
暖
房
機
の
普
及
に
も
注
力
し
て
い
る
。「
環
境
に
配
慮
し
た
工
場
・
オ
フ
ィ
ス
」
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
や
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
な
ど
の
削
減
目
標
を
設
定
し
、
削
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
環
境
協
働
」
で
は
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
た
「
空
気
を
は
ぐ
く
む
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や
、
世
界
一
三
拠
点
で
環
境
社
会
貢
献
活
動
（
森
林
再
生
・
植
樹
、
環
境
教
育
、
事
業
所
内
生
物
多
様
性
保
全
）
を
継
続
実
施

暖
化
に
関
す
る
京
都
議
定
書
（
一
九
九
七
年
調
印
）
な
ど
、
地
球
環
境
に
対
す
る
国
際
的
な
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た

時
代
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
九
二
年
に
地
球
環
境
担
当
役
員
と
地
球
環
境
室
を
設
置
し
、
翌
九
三
年
に
は
「
地
球
環
境

保
全
に
関
す
る
行
動
原
則
」
を
制
定
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
地
球
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
十
月
に
最
初
の
『
環
境
報
告
書
』
を
発
行
し
、
の
ち
二
〇
〇
五
年
に
は
『
環
境
・
社
会
報

告
書
』
と
改
称
、
〇
六
年
に
は
前
述
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
で
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
活
性
化
さ
せ
た
の
に
伴
い
、

『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
』
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
に
入
る
と
、
地
球
環
境
に
つ
い
て
の
社
会
的
な
関
心
が
高
ま
り
、
ダ
イ
キ
ン
は
自
社
の
環
境
経
営
を
高
度
化

し
、
新
た
に
グ
ル
ー
プ
環
境
基
本
方
針
「
環
境
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
」
を
、
二
〇
〇
二
年
に
策
定
し
た
。
グ
ル
ー
プ
環
境
基

本
方
針
は
、
環
境
理
念
と
行
動
指
針
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
環
境
理
念
で
は
、
地
球
環
境
へ
の
積
極
的
対
応
は
ダ
イ
キ

ン
の
使
命
で
あ
る
と
し
、
経
営
全
般
に
わ
た
っ
て
地
球
環
境
の
維
持
・
向
上
活
動
を
展
開
、
よ
り
良
い
環
境
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
商
品
開
発
や
技
術
革
新
を
推
進
す
る
こ
と
、
環
境
対
応
と
企
業
経
営
の
融
合
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
え
で
、

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
展
開
、
グ
ル
ー
プ
に
整
合
し
た
施
策
の
展
開
が
論
じ
ら
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
環
境
基
本
方
針
は
、
翌
二
〇
〇
三
年
に
「
環
境
行
動
計
画
２
０
０
５
」
と
し
て
、
〇
五
年
ま
で
に
一
流
の
環
境

経
営
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
具
体
化
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
は
、
①
グ
ロ
ー
バ
ル
で
環
境
負
荷
総
量
管
理
と
削
減
、

②
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
強
化
、
③
環
境
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、
④
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
、
⑤
環
境
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
、
の
五
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
〇
四
年
三
月
に
は
、
国
内
の
全
事
業
所
・
子
会
社
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
を
認
証
取
得
し
、
環
境
経
営
の
積
極
的
か
つ
効
率
的
な
実
践
が
行
わ
れ
、
後
述
す
る
よ
う
に
認
証
取
得
は
海
外

事
業
に
も
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
社
内
で
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
調
達
部
品
・
資
材
関
係
の
取
引
先
に
も
環
境
経
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境
改
善
事
例
を
共
有
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
ダ
イ
キ
ン
は
、
一
五
年
度

ま
で
に
主
要
な
全
生
産
拠
点
を
「
ス
ー
パ
ー
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
に
、

す
べ
て
の
生
産
拠
点
を
「
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
に
認
定
す
べ
く
取
り
組

ん
で
い
る
。

ダ
イ
キ
ン
は
、
こ
う
し
た
環
境
保
全
活
動
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て
き
た
。
そ
の

一
つ
が
、
二
〇
〇
八
年
六
月
か
ら
行
っ
て
き
た
「
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
グ
ヌ
ン
グ
デ
・
パ
ン
グ
ラ
ン
ゴ
国
立
公
園
で
、

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｃ
Ｉ
）
と
の
協
働
で
、

失
わ
れ
た
森
林
を
再
生
し
生
態
系
を
回
復
し
て
い
く
活
動
で
あ
る
。
同
国
立
公
園
は
貴

重
な
熱
帯
林
が
一
面
を
覆
い
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
多
く
の
固
有
種
が
生

息
し
て
い
る
が
、
過
去
数
十
年
の
間
に
農
地
へ
の
転
換
や
生
活
を
支
え
る
た
め
の
伐
採

に
よ
っ
て
、
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
き
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
残
さ
れ
た
森

林
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域
の
樹
種
を
用
い
た
植
林
、
植
林
地
を
活
用
し
た
農

業
（
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
）
へ
の
支
援
、
住
民
へ
の
環
境
教
育
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
、
人
と
自
然
に
恵
み
を
も
た
ら
す
森
林
に
再
生
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。
す
で
に
、

一
四
年
六
月
ま
で
の
六
年
間
で
、
約
三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
郷
土
樹
種
一
二
万

本
を
、
六
四
四
戸
の
地
元
農
家
や
二
〇
名
の
国
立
公
園
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
と
も
に
植
樹
し

た
。
現
在
、
前
述
し
た
「
空
気
を
は
ぐ
く
む
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
さ

し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
環
境
保
全
活
動

海
外
事
業
を
急
速
に
拡
大
し
て
き
た
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
海
外
も
含
め
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

確
立
は
、
不
可
欠
な
課
題
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
地
球
環
境
問
題
に
対
し
て
は
グ
ル
ー
プ
間
で
の
共
通
理
解
を
深
め
、
共

通
認
識
の
も
と
に
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
十
一
月
、
大
阪
で
第
一
回
グ
ル
ー
プ
環
境
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
、
海
外
九
社
、
国
内
九
社
が
参
加
す
る
な
ど
、
海
外
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
が
共
通
理
解
の
も
と
に
進
め

る
こ
と
を
重
視
し
て
き
た
。
二
〇
〇
一
年
か
ら
は
、
海
外
四
地
域
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ

ア
）
ご
と
に
環
境
会
議
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
現
地
拠
点
の
社
長
、
環
境
責
任
者
、
環
境
担
当
部
長
に
、
日
本
か
ら
は
環
境

担
当
部
が
参
加
し
て
い
る
。
会
議
で
は
、
グ
ル
ー
プ
の
方
針
と
中
・
長
期
的
な
目
標
を
共
有
す
る
と
と
も
に
情
報
を
交
換
し

て
、
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
た
環
境
経
営
の
実
現
を
目
指
し
て
き
た
。
ま
た
、
九
七
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
海
外
拠
点
で

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
も
、
一
四
年
現
在
で
国
内
外
約
七
〇
拠
点
が
取
得
し
、
取
得
事
業
所
で
働
く
従
業
員
は
国

内
で
一
〇
〇
％
、
海
外
で
は
八
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
一
六
年
度
ま
で
に
全
拠
点
で
認
証
を
取
得
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
生
産
拠
点
で
の
環
境
保
全
活
動
を
進
め
る
た
め
、
二
〇
一
三
年
六
月
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
交
流
会
」
を
開
催

し
、
海
外
拠
点
か
ら
三
九
名
の
環
境
担
当
者
が
参
加
し
た
。
次
い
で
〇
五
年
度
か
ら
、
環
境
先
進
工
場
を
「
グ
リ
ー
ン
ハ
ー

ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
と
し
て
認
定
す
る
独
自
基
準
を
制
定
し
、
一
〇
〇
点
満
点
中
八
五
点
以
上
を
「
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
」、
九
五
点
以
上
を
「
ス
ー
パ
ー
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
に
認
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
環
境
交
流

会
で
は
、「
ス
ー
パ
ー
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
に
認
定
さ
れ
た
堺
・
滋
賀
両
製
作
所
の
環
境
活
動
を
見
学
、
環

タイ・インドネシアでの環境保全活動
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要
求
が
課
せ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
部
地
域
サ
ー
ビ
ス
部
が
予
算
未
達
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
未
達
成
を
隠
蔽
す
る
た
め

に
地
域
サ
ー
ビ
ス
部
各
部
で
、
売
り
上
げ
・
工
事
仕
掛
か
り
の
前
倒
し
を
計
上
し
、
そ
れ
が
九
九
年
度
以
降
も
繰
り
返
し
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

二
〇
〇
四
年
に
、
サ
ー
ビ
ス
本
部
企
画
部
長
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
気
づ
い
て
当
時
の
サ
ー
ビ
ス
本
部
長
と
相
談
の
う
え
、

十
月
ご
ろ
地
域
サ
ー
ビ
ス
部
各
部
長
に
対
し
て
は
不
適
切
な
会
計
処
理
を
行
わ
な
い
よ
う
に
指
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一

方
で
は
、
問
題
が
発
覚
す
る
〇
八
年
ま
で
予
算
達
成
を
確
保
す
る
た
め
に
、
必
要
な
金
額
分
の
工
事
仕
掛
か
り
を
前
倒
し
し

て
計
上
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
が
、
子
会
社
で
あ
る
ダ
イ
キ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
、
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク

ノ
株
式
会
社
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
上
の
調
査
に
基
づ
い
て
、
調
査
委
員
会
は
サ
ー
ビ
ス
本
部
の
決
算
数
値
を
修
正
す
る
と
と
も
に
、
不
正
会
計
処
理
が
生

じ
て
し
ま
っ
た
原
因
の
究
明
を
行
い
、
同
様
な
問
題
が
再
発
し
な
い
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
本
部
内
で
の
対
策
と
、
同
時
に
全
社

的
な
再
発
防
止
策
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
関
係
者
に
対
し
て
は
厳
正
な
処
分
を
行
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
本
部
内
で
の
再
発
防

止
対
策
は
、
日
常
業
務
を
通
じ
て
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
導
入
、
決
算
デ
ー
タ
の
検
証
手
続
き
の
強
化
、
予
算
策
定
と
管
理

プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
管
理
・
統
制
の
高
度
化
が
指
摘
さ
れ
た
。

全
社
的
な
再
発
防
止
策
と
し
て
は
、
経
理
財
務
部
門
・
事
業
部
門
（
管
理
責
任
部
門
）
連
携
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強

化
、
全
社
的
な
決
算
報
告
プ
ロ
セ
ス
の
高
度
化
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
強
化
、
会
計
を
は
じ
め
と
し
た
従
業
員
教
育
の
徹

底
、
内
部
統
制
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
・
指
導
の
充
実
、
再
発
防
止
策
の
取
り
組
み
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
整
備
・

運
用
、
統
制
環
境
（
全
社
統
制
）
の
改
善
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
る
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

不
正
会
計
処
理
の
問
題
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
シ
ス
テ
ム
か
ら
管
理
上
の

ら
に
Ｃ
Ｉ
と
一
〇
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
継
続
で
合
意
し
、
植
林
地
を
管
理
し
な
が
ら
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
、
森
と
と

も
に
共
生
し
て
い
く
た
め
の
支
援
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

環
境
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
日
本
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
で
展
開
し
て

い
る
空
調
懇
話
会
も
、
ま
た
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
が
、
早
く
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

空
調
懇
話
会
は
、
本
章
の
３
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、
環
境
基
準
の
確
立
や
、
環
境
技
術
の
普
及
に
対
す
る
情
報
の
共
有
・
交

換
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
本
部
の
不
正
会
計
処
理

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
三
月
中
旬
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
サ
ー
ビ
ス
本
部
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
決
算
の
不
正
処
理
が

行
わ
れ
て
い
る
旨
の
匿
名
手
紙
が
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
役
員
宛
に
届
い
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
サ
ー
ビ
ス
本
部
の
不
正
会
計
処

理
問
題
が
内
外
で
問
題
化
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
た
だ
ち
に
社
内
調
査
を
開
始
し
て
、
四
月
十
日
に
は
外
部
の
専
門
家
弁
護

士
を
委
員
長
に
、
公
認
会
計
士
お
よ
び
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
か
ら
構
成
さ
れ
る
調
査
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。
調
査

委
員
会
は
、
事
実
関
係
の
確
認
、
責
任
所
在
、
発
覚
し
な
か
っ
た
理
由
、
再
発
防
止
策
な
ど
を
調
査
・
検
討
し
た
う
え
で
、

四
月
三
十
日
に
調
査
報
告
書
を
提
出
し
た
。
調
査
報
告
書
で
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

一
九
九
八
年
に
就
任
し
た
サ
ー
ビ
ス
本
部
長
の
下
で
、
サ
ー
ビ
ス
本
部
で
は
予
算
必
達
と
い
う
方
針
が
最
優
先
さ
れ
、
熾

烈
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
、
九
九
年
度
か
ら
地
域
サ
ー
ビ
ス
部
ご
と
に
、
売
り
上
げ
と
利
益
の
予
算
管
理
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
部
各
部
の
責
任
者
の
予
算
責
任
が
明
確
化
さ
れ
、
企
画
部
の
責
任
者
や
地
域

サ
ー
ビ
ス
部
各
部
の
部
長
、
企
画
担
当
課
長
、
各
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
に
対
し
て
、
予
算
達
成
に
向
け
た
過
度
な
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た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
一
時
は
業
績
が
悪
化
し
た
が
、
化
学
事
業
部
の
オ
プ
ツ
ー
ル
充
填
、
サ
ー
ビ
ス
本
部

の
住
宅
用
空
気
清
浄
機
修
理
作
業
な
ど
受
注
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
業
績
と
な
っ
た
。
障
害
の
種
別
も
、
肢
体
不
自

由
、
聴
覚
障
害
、
視
覚
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
持
つ
社
員
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
約

四
〇
名
だ
っ
た
の
が
一
一
〇
名
に
増
え
た
。
こ
の
う
ち
一
六
名
は
、
部
長
以
下
の
管
理
監
督
職
と
し
て
、
互
い
に
協
力
し
合

い
な
が
ら
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
九
年
に
は
、
雇
用
拡
大
の
た
め
に
新
工
場
を
建
設
、
当
時
の
橋
下

大
阪
府
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
、
盛
大
な
竣
工
式
を
行
っ
た
。

そ
の
模
様
は
、
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
て
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
こ
れ
ら

の
社
会
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
同
年
に
應
武
社
長
（
当
時
）
が
、
翌
年
に
は
後

藤
工
場
長
が
「
障
害
者
の
雇
用
促
進
と
職
業
安
定
に
貢
献
し
た
個
人
」
と
し

て
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
二
年
連
続
で
表
彰
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
二
年
に
は

Ｄ
Ｓ
Ｓ
社
で
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
應
武
社
長
が
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障

害
者
の
十
年
（
二
〇
〇
三
〜
一
二
年
）」
の
最
終
年
を
記
念
し
た
障
害
者
関
係

功
労
者
と
し
て
、「
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
た
。

障
害
者
雇
用
は
、
中
国
や
タ
イ
な
ど
海
外
の
各
拠
点
で
も
進
ん
で
い
る
。

と
く
に
上
海
で
は
、
二
〇
〇
六
年
に
大
金
総
合
空
調
（
上
海
）
が
「
上
海
市

身
障
者
職
業
実
習
基
地
」
と
し
て
、
外
資
系
企
業
で
は
三
番
目
に
認
定
さ
れ

る
な
ど
積
極
的
な
受
け
入
れ
を
進
め
て
お
り
、
注
目
を
集
め
た
。
ダ
イ
キ
ン

問
題
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
不
正
会
計
処
理
が
生
じ
た
場
合
に
、
そ
れ
が

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ず
に
長
年
に
わ
た
っ
て
隠
蔽
さ
れ
て
き
た
点
は
重
大
問
題
で
、
全
社
的
に
早
急
な
改
善
が
求
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
問
題
が
二
度
と
発
生
し
な
い
た
め
に
、
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
強
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
企
業

倫
理
の
徹
底
が
図
ら
れ
た
。

ダ
イ
キ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
摂
津
と
障
害
者
雇
用
の
促
進

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
設
立
さ
れ
た
ダ
イ
キ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
摂
津
（
Ｄ
Ｓ
Ｓ
）
は
、
健
常
者
に
劣
ら
な
い
作
業
方
法

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
九
八
年
に
は
、
そ
の
成
果
が
評
価
さ
れ
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
の
た
め
の
職
場
改
善
コ
ン
テ

ス
ト
で
最
優
秀
賞
（
労
働
大
臣
表
彰
）
を
受
賞
し
、
社
員
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
と
な
っ
た
。
ま
た
同
年
、
ダ
イ
キ
ン
工
業

は
朝
日
新
聞
文
化
財
団
に
よ
る
企
業
の
社
会
貢
献
の
「
障
害
者
雇
用
賞
」
を
受
賞
し
た
。
こ
の
間
、
九
〇
年
代
末
に
は
累
損

を
一
掃
し
て
、
経
営
的
に
も
基
盤
を
確
立
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ん
で
い
く
。

ま
た
、
一
九
九
八
年
に
は
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
改
正
さ
れ
、
知
的
障
害
者
が
法
定
雇
用
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
り
、
法

定
雇
用
率
が
一
・
八
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
知
的
障
害
者
の
雇
用
を
開
始
し
た
。
知
的
障
害
が

あ
っ
て
も
、
安
全
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
工
場
長
を
は
じ
め
障
害
者
の
職
場
長
・
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
、

作
業
方
法
や
指
示
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
改
善
し
、
呼
吸
同
調
器
や
空
調
機
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
増
産
に
対
応

し
た
。
こ
う
し
た
改
善
努
力
に
よ
っ
て
、
〇
二
年
に
は
障
害
者
の
雇
用
促
進
の
た
め
の
職
場
改
善
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
サ
ン
ラ

イ
ズ
摂
津
は
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

二
〇
〇
六
年
に
は
、
精
神
障
害
者
が
雇
用
率
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
よ
う
法
改
正
が
あ
り
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
を
開
始
し

「ダイキンサンライズ摂津」の職場
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創
業
九
〇
周
年
を
記
念
す
る
、
社
会
貢
献
事

業
の
「
空
気
を
は
ぐ
く
む
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
以
下
、
Ｃ
Ｉ
）」
お
よ

び
公
益
財
団
法
人
知
床
財
団
（
以
下
知
床
財
団
）

と
連
携
し
、
従
来
か
ら
の
森
林
再
生
・
保
全
活

動
を
拡
大
・
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ダ
イ

キ
ン
は
、
本
章
９
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、

二
〇
〇
八
年
か
ら
Ｃ
Ｉ
と
共
同
で
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
お
い
て
、
次
い
で
一
一
年
か
ら
知
床
財
団

と
共
同
で
知
床
半
島
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て

森
林
再
生
・
保
全
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
九
〇

周
年
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
基
に
、
さ

ら
に
活
動
を
世
界
に
広
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
世
界
最
大
級
の
原
生
林

を
は
じ
め
と
し
た
七
つ
の
地
域
で
、
地
球
の
空

気
を
は
ぐ
く
む
森
を
守
り
育
て
、
未
来
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
世
界
各
国
や
日
本

の
障
害
者
雇
用
は
、
国
内
外
で
先
進
的
な
事
例
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。

10　

業
績
の
飛
躍

│
ダ
イ
キ
ン
の
社
会
的
評
価
の
確
立

九
〇
周
年
記
念
式
典

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
十
月
二
十
五
日
に
創
業
九
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
創

業
記
念
日
に
先
立
っ
て
、
同
年
五
月
十
三
日
に
創
業
九
〇
周
年
記
念
式
典
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
ホ
ー
ル
（
第
一
会
場
）
と
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
（
第
二
会
場
）
で
開
催
さ
れ
、
国
内
外
三
一
ヵ
国
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
約
二
千
人
が
参
加
し
た
。

海
外
か
ら
の
参
加
者
の
な
か
に
は
、
初
め
て
の
来
日
と
い
う
人
も
少
な
く
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
を
肌

で
感
じ
る
大
切
な
機
会
と
な
っ
た
。

式
典
は
、
こ
の
一
〇
年
間
を
振
り
返
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
で
ス
タ
ー
ト
し
、
十
河
政
則
社
長
の
「
ダ
イ
キ
ン
一
〇
年
の

軌
跡
」
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
続
き
、
来
賓
か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
あ
と
、
井
上
礼
之
会
長
か
ら
九
〇
周
年
を
迎
え

て
の
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
児
玉
桃
さ
ん
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
後
は
、
会
場
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大

阪
に
移
し
て
、
懇
親
会
が
盛
大
に
開
か
れ
た
。

ま
た
、
九
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
空
気
を
は
ぐ
く
む
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
90
年
史
『
拓
く
』（
歴

史
編
）、
ダ
イ
キ
ン
工
業
90
年
物
語
『
継
ぐ
』（
継
承
編
）
の
発
行
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設

（
本
章
４
項
参
照
）、＂
ダ
イ
キ
ン 

オ
ー
・
ド
・
シ
エ
ル
蓼
科
＂「
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
の
建
設
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
発
表

さ
れ
た
。あ

い
さ
つ
す
る
井
上
会
長
（
左
は
十
河
社
長
）

90 周年記念式典（左）と懇親会
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ま
ず
、
こ
の
一
〇
年
間
に
ダ
イ
キ
ン
は
、
三
つ
の
戦
略
経
営
計
画
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

一
〇
年
前
の
二
〇
〇
四
年
は
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
の
後
半
期
で
あ
り
、「
世
界
的
企
業
・
真
の
一
流
企
業
」
へ
の
条
件
で

あ
る
、
①
強
靭
な
収
益
構
造
・
財
務
体
質
、
②
主
力
事
業
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
実
現
に
取
り
組
み
、「
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
が
、
自
然
と
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
企
業
」
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
〇
六
年
四
月
に

ス
タ
ー
ト
し
た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
10
」
で
は
、「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
を
実
現
す
る
企
業
価
値
の
最
大
化
」
を

目
標
と
す
る
姿
で
あ
る
と
し
、
①
選
択
と
集
中
：
コ
ア
を
徹
底
的
に
磨
き
上
げ
る
、
②
縦
横
無
尽
な
提
携
・
連
携
の
駆
使
、

③
経
営
力
の
高
度
化
、
④
世
界
ト
ッ
プ
水
準
の
技
術
力
・
技
術
基
盤
確
立
、
⑤
人
材
力
の
飛
躍
的
強
化
、
の
五
つ
を
基
本
方

針
と
し
た
。
〇
八
年
五
月
に
は
、
外
部
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
目
標
を
見
直
し
、
環
境
戦
略
テ
ー
マ
、
空
調
グ
ロ
ー
バ
ル

ナ
ン
バ
ー
１
の
実
現
に
向
け
た
戦
略
テ
ー
マ
を
追
加
・
充
実
さ
せ
、
後
半
計
画
を
策
定
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
グ

ル
ー
プ
の
買
収
や
格
力
電
器
と
の
業
務
提
携
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
ダ
イ
キ
ン
に
は
な
か
っ
た
展
開
が
進
ん
で
い
っ
た
。

二
〇
一
一
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
で
は
、
新
し
く
目
標
と
す
る
姿
を
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
時

代
を
勝
ち
抜
き
、『
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
』
の
実
現
を
め
ざ
す
」
と
し
た
。
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
、
ま
す

ま
す
速
く
な
る
な
か
で
「
規
模
と
収
益
性
」「
成
長
性
と
差
別
性
」「
独
自
技
術
の
高
度
化
と
新
市
場
に
合
っ
た
ロ
ー
コ
ス
ト

技
術
・
品
質
」
を
追
求
す
る
こ
と
、
変
化
や
危
機
を
ば
ね
に
し
て
新
た
な
道
を
切
り
拓
き
、
進
化
し
続
け
る
企
業
で
あ
る
こ

と
が
課
題
と
さ
れ
た
。
一
五
年
の
売
上
高
二
兆
二
千
億
円
、
営
業
利
益
二
二
〇
〇
億
円
の
定
量
目
標
（
社
内
目
標
）
を
掲
げ

て
、
い
ま
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
最
中
に
ダ
イ
キ
ン
は
い
る
。
一
〇
年
間
に
、
三
つ
の
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
で
挑
戦
し
続
け
て
き
た

こ
と
に
そ
の
典
型
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
目
指
す
姿
は
確
実
に
高
度
化
し
、
進
化
し
、
発
展
し
て
い
る
。

で
の
活
動
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
、
そ
の
地
域
が
お
か
れ
た
状
況
に
適
合
し
た
支
援
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
る
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
森
林
の
消
失
を
食
い
止
め
、
残
さ
れ
た
貴
重
な
原
生
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
で
、

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
減
ら
し
、
気
候
変
動
の
緩
和
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。
世
界
の
七
ヵ
所
で
、
約

一
一
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
を
保
全
し
、
七
〇
〇
万
ト
ン
以
上
の
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
削
減
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
事
業
活
動
に
お
い
て
イ
ン
バ
ー
タ
技
術
や
新
冷
媒
Ｈ
Ｆ
Ｃ
32
冷
媒
の
普
及
な
ど
で
、
地
球
環
境

活
動
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
、
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
の
深
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ダ
イ
キ
ン
所
有
の
保
養
所
＂
ダ
イ
キ
ン 

オ
ー
・
ド
・
シ
エ
ル
蓼
科
＂（
長
野
県
茅
野
市
、
一
九
九
一
年
設
立
）
内
の

自
然
豊
か
な
土
地
に
、
新
た
に
「
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
を
建
設
す
る
の
は
、
グ
ル
ー
プ
発
展
の
基
盤
・
原
動
力
で
あ
る
ダ
イ

キ
ン
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
・
理
念
・
価
値
観
の
共
有
、
技
術
・
技
能
の
伝
承
を
グ
ル
ー
プ
内
に
徹
底
し
て
、
い
っ
そ
う
磨
き
を
か
け
る

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
＂
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青
谷
＂
で
、
こ
う
し
た
機
能

を
果
た
し
て
き
て
い
た
が
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
研
修
ニ
ー
ズ
か
ら
み
て
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
が
十
分
で
な
い
た
め
、
新
た
に
建

設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

目
指
す
姿
へ
の
発
展

前
述
し
た
よ
う
に
、
創
業
九
〇
周
年
記
念
式
典
で
十
河
政
則
社
長
は
、「
ダ
イ
キ
ン
一
〇
年
の
軌
跡
」
と
題
す
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
一
〇
年
前
の
八
〇
周
年
時
に
、
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
の
ダ
イ
キ
ン
が
ど
ん
な
夢
を
持
っ

て
い
た
の
か
、
そ
の
後
の
変
化
の
な
か
で
何
を
目
指
し
て
き
た
の
か
を
考
察
し
な
が
ら
、
こ
の
一
〇
年
間
の
軌
跡
を
具
体
的

に
示
し
た
講
演
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
を
参
考
に
、
ダ
イ
キ
ン
一
〇
年
間
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
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て
い
る
。

さ
ら
に
看
過
で
き
な
い
の
は
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
事
業
領
域
が
広
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
＂＂
ス
カ
イ
エ

ア
＂＂
う
る
さ
ら
＂
な
ど
、
ダ
ク
ト
レ
ス
空
調
商
品
を
中
心
に
調
湿
・
換
気
商
品
、
空
気
商
品
、
暖
房
・
給
湯
商
品
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
制
御
シ
ス
テ
ム
、
低

温
商
品
な
ど
、
そ
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
拡
充
し
て
き
た
。

ま
た
、
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
っ
て
ア
プ

ラ
イ
ド
商
品
、
フ
ィ
ル
タ
ー
、

暖
房
、
住
宅
用
ユ
ニ
タ
リ
ー

な
ど
新
た
な
商
材
も
加
わ
っ

て
、
海
外
で
開
発
さ
れ
た
新

商
品
も
増
え
て
き
た
。
事
業

領
域
の
広
が
り
は
、
空
調
だ

け
で
な
く
化
学
・
油
機
・
特

機
・
電
子
シ
ス
テ
ム
の
各
事

業
で
も
進
ん
で
、
一
〇
年
前

の
ダ
イ
キ
ン
の
姿
と
比
べ
て

著
し
く
広
範
に
な
っ
た
。

業
績
の
飛
躍
的
拡
大

ダ
イ
キ
ン
一
〇
年
間
の
軌
跡
を
見
る
と
、
い
く
つ
か
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
一
つ
が
、

二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
度
に
一
四
期
連
続
の
増
収
増
益
を
達
成
し
、
売
上
高
が
一
兆
円
を
超
え
た
と
き
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
業
績
が
落
ち
込
む
な
か
で
も
利
益
を
確
保
し
、
一
〇
年
度
に
は
Ｖ
字
回
復
を
実
現

し
た
こ
と
、
そ
し
て
同
じ
年
に
キ
ャ
リ
ア
を
抜
い
て
、
空
調
売
上
高
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
実
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
売
上
高
は
増
大
し
て
、
〇
四
年
度
の
七
三
〇
〇
億
円
か
ら
、
一
三
年
度
に
は
一
兆
七
八
〇
〇
億
円
と
二
・

四
倍
以
上
に
成
長
し
た
（
図
７
│

13
）。

売
上
高
の
地
域
構
成
も
、
こ
の
一
〇
年
間
で
大
き
く
変
化
し
た
。
二
〇
〇
四
年
度
に
は
、
海
外
事
業
比
率
は
四
五
％
と
半

分
に
も
満
た
な
か
っ
た
が
、
一
三
年
度
は
七
一
％
と
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
事
業
の
発
展
に
加

え
て
、
〇
六
年
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
の
買
収
、
〇
八
年
の
格
力
電
器
と
の
業
務
提
携
、
一
二
年
の
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収
な

ど
、
買
収
金
額
だ
け
で
は
な
い
過
去
と
は
異
な
る
Ｍ
＆
Ａ
、
提
携
・
連
携
を
実
行
し
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
空
調
事
業
を
中

心
に
先
進
国
ハ
イ
エ
ン
ド
市
場
中
心
か
ら
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
市
場
に
本
格
的
に
進
出
し
、
こ
れ
ま
で
に
成
功
し
な
か
っ
た

北
米
事
業
で
も
一
気
に
事
業
を
拡
大
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
施
策
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
、
ダ
イ
キ
ン
の
海
外
事
業

比
率
を
高
め
た
だ
け
で
な
く
、
売
上
高
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

売
上
高
の
拡
大
と
海
外
事
業
の
発
展
に
伴
っ
て
、
ダ
イ
キ
ン
の
連
結
子
会
社
は
二
〇
〇
四
年
三
月
の
九
二
社
か
ら
、
一
四

年
三
月
に
は
二
〇
九
社
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
海
外
連
結
子
会
社
は
四
五
社
か
ら
一
八
一
社
に
急
増
し
た
。
連
結
従
業
員

数
も
、
一
万
七
千
人
か
ら
五
万
六
千
人
に
、
海
外
グ
ル
ー
プ
従
業
員
は
七
四
〇
〇
人
か
ら
四
万
四
千
人
と
増
え
、
そ
の
比
率

は
四
四
％
か
ら
八
〇
％
に
な
っ
た
（
図
７
│

14
）。
ま
た
海
外
進
出
先
も
、
〇
四
年
の
六
三
ヵ
国
か
ら
一
四
五
ヵ
国
に
増
加
し

図 7─13　売上高と経常利益（連結）
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図 7─14　従業員数の推移
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モ
ノ
づ
く
り
の
思
想
や
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
の
考
え
方
な
ど
、
全
般
に
わ
た
る
も
の
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。

ダ
イ
キ
ン
の
飛
躍
的
な
発
展
の
理
由
は
何
な
の
か
、
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
ス
タ
イ
ル
の
特
徴
は
何
な
の
か
、
ダ
イ
キ
ン
の
成

長
を
リ
ー
ド
し
た
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
営
論
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
こ
う
し
た
点
に
注
目
し
た
の
が
、
二
〇
〇
七
年

二
月
か
ら
『
日
本
経
済
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
井
上
会
長
の
「
私
の
履
歴
書
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
新
聞
の
連
載
に
新
た

に
「
私
の
経
営
論
」
を
書
き
加
え
、
〇
八
年
九
月
に
『「
基
軸
は
人
」
を
貫
い
て
』（
日
本
経
済
新
聞
社
）
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
。
同
書
で
、
井
上
会
長
が
語
る
「
空
調
三
本
柱
戦
略
」「
中
国
進
出
」「
欧
州
開
拓
」「
不
採
算
事
業
か
ら
の
撤
退
」

「
Ｏ
Ｙ
Ｌ
買
収
」
な
ど
、
課
題
に
直
面
し
て
決
断
す
る
ま
で
の
思
い
や
、
社
員
に
語
り
か
け
る
と
き
の
言
葉
や
考
え
方
は
、

ダ
イ
キ
ン
の
企
業
と
し
て
の
発
展
の
源
泉
を
理
解
す
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
有
意
義
な
内
容
で
あ
る
。
同
書
は
、
の
ち
に
大

幅
な
加
筆
の
う
え
『
人
の
力
を
信
じ
て
世
界
へ
』（
日
本
経
済
新
聞
社
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

井
上
会
長
の
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表
、
十
河
社
長
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
就
任

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
五
月
、
長
年
に
わ
た
っ
て
ダ
イ
キ
ン
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
て
き
た
井
上
礼
之
会
長
が
、
取
締

役
会
長
兼
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表
執
行
役
員
に
就
任
、
十
河
政
則
社
長
が
新
た
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
る
こ
と
が
公
表
さ
れ

た
。
同
年
六
月
の
株
主
総
会
で
正
式
に
選
出
さ
れ
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
交
代
が
行
わ
れ
た
。
十
河
Ｃ
Ｅ
Ｏ
体
制
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。

井
上
会
長
が
就
任
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表
は
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
役
職
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
と
経
営

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
む
な
か
で
、
ダ
イ
キ
ン
の
喫
緊
の
課
題
は
人
材
を
含
め
た
真
の
多
国
籍
企
業
へ
の
脱
皮
で
あ

り
、
多
国
籍
企
業
と
し
て
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
に
向
け
て
、
改
め
て
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
見
直

ダ
イ
キ
ン
へ
の
注
目

ダ
イ
キ
ン
の
業
績
が
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
の
に
伴
い
、
国
内
外
か
ら
ダ
イ
キ
ン
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。
Ｏ
Ｙ
Ｌ
グ

ル
ー
プ
の
買
収
、
格
力
電
器
と
の
提
携
、
空
調
事
業
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
実
現
、
ア
メ
リ
カ
で
の
グ
ッ
ド
マ
ン

社
の
買
収
な
ど
は
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
の
関
心
を
呼
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
と
く
に
、
成
長
の
著
し
い

強
力
な
競
合
企
業
で
あ
る
格
力
電
器
と
の
提
携
は
、
本
章
３
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ
日
本
メ
ー
カ
ー

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
で
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
、
多
く
の
関
心
を
集
め
た
。

近
年
、
企
業
に
対
す
る
評
価
・
表
彰
な
ど
で
、
新
聞
社
や
関
係
機
関
が
独
自
な
方
法
で
顕
彰
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し

た
な
か
で
ダ
イ
キ
ン
が
上
位
を
占
め
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
経
済
新
聞
社
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
観
点

か
ら
上
場
企
業
を
評
価
す
る
総
合
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
（
ナ
イ
セ
ス
）」
で
、
ダ
イ
キ
ン
は
二
〇
一
二
（
平
成

二
十
四
）
年
一
〇
位
、
一
三
年
九
位
、
一
四
年
八
位
と
、
こ
れ
ま
で
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
経
済
産
業
省
が
主
催
す
る
「
第
５
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」（
製
品
・
技
術
開
発
部
門
）
に
お
い
て
、
二
〇
一
三

年
に
ダ
イ
キ
ン
は
「
地
球
温
暖
化
と
日
本
の
も
の
づ
く
り
競
争
力
強
化
に
貢
献
す
る
次
世
代
エ
ア
コ
ン
の
開
発
」
に
よ
っ
て
、

最
高
賞
で
あ
る
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
を
、
特
記
し
て
お
き
た
い
。「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
は
、
日

本
の
モ
ノ
づ
く
り
を
着
実
に
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
製
造
・
生
産
現
場
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
中
堅
人
材
や
、

伝
統
的
・
文
化
的
な
「
技
」
を
支
え
て
き
た
熟
練
人
材
、
将
来
を
担
う
若
年
人
材
な
ど
第
一
線
で
活
躍
す
る
各
世
代
の
う
ち
、

と
く
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
人
材
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ
り
、
空
調
・
家
電
メ
ー
カ
ー
で
の
受
賞
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
受

賞
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
新
冷
媒
Ｈ
Ｆ
Ｃ
32
を
採
用
し
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
、
世
界
で
初
め
て
開
発
し
た
ダ
イ
キ
ン
の

フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
機
で
あ
る
＂
う
る
さ
ら
７
＂
を
は
じ
め
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
全
機
種
に
採
用
し
て
い
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
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し
、
そ
の
一
環
と
し
て
新
た
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表
」
と
い
う
役
割
を
設
け
た
。

井
上
会
長
は
、
創
業
九
〇
周
年
記
念
式
典
で
の
あ
い
さ
つ
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
辞
任
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表
に
な
る
こ

と
を
説
明
し
た
際
、
自
ら
の
役
割
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「『
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表
』
の
役
割
と
は
、
真
の
多
国
籍
企
業
と
し
て
の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
を
確
立
し
、
グ
ル
ー
プ
の
遠
心
力
と
求
心
力
を
相
乗
的
に
高
め
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
二
〇
年
間
、
経
営
ト
ッ
プ

と
し
て
、
Ｍ
＆
Ａ
、
提
携
・
連
携
等
も
含
め
た
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
多
国
籍
企
業
と
し
て
の
基
盤
づ
く
り
を
陣
頭
指

揮
し
て
き
た
私
が
、
そ
の
任
務
に
あ
た
る
べ
き
だ
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

当
社
グ
ル
ー
プ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
当
社
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ラ
イ
バ
ル
企
業
と

の
競
争
が
一
段
と
激
化
し
て
い
ま
す
。
当
社
が
競
争
に
勝
ち
抜
き
、
持
続
的
に
成
長
・
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
遠
心

力
を
高
め
る
と
同
時
に
、
求
心
力
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
『
総
合
力
』
で
戦
っ
て
い
く
こ
と
が
と

て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
経
営
体
制
の
下
で
、
皆
さ
ん
の
力
を
結
集
し
、
次
の
一
〇
年
、
一
〇
〇
周
年
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
を
切
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
社
員
の
皆
さ
ん
も
、
そ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
激
化
し
て
い
く
な
か
で
、
競
合
他
社
が
ダ
イ
キ
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
対
応
を
強
め
て
く
る
と
き
、

真
の
多
国
籍
企
業
と
し
て
の
ダ
イ
キ
ン
の
発
展
の
か
じ
取
り
を
担
う
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
く
。
井
上
会
長
の
こ
の
言
葉
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
決
意
表
明
と
呼
び
か
け
で
あ
る
。
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未
来
へ
の
展
望

一
〇
年
間
の
飛
躍
的
な
成
長
・
発
展
の
原
動
力

第
７
章
で
、
す
で
に
触
れ
た
九
〇
周
年
式
典
で
の
十
河
政
則
社
長
の
「
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
一
〇
年
の
軌
跡
」
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
か
ら
一
〇
年
間
の
飛
躍
的
な
成
長
・
発
展
の
原
動
力
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。

「
そ
の
原
動
力
は
、
井
上
会
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
現
場
の
波
打
ち
際
に
出
て
、
肌
感
覚
で
得
ら
れ
る
も

の
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
変
化
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
常
に
ラ
イ
バ
ル
よ
り
半
歩
先
・
一
歩
先
を
い
く
経
営
判
断
を
し
て

き
た
こ
と
で
す
。
先
見
性
あ
る
経
営
力
で
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
に
勝
っ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
挑
戦
に
次
ぐ
挑
戦
、
実
行
に
次
ぐ
実
行
で
の
全
員
の
努
力
、
頑
張
り
が
こ
の
一
〇
年
の
成
果
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。こ

れ
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
の
が
、
メ
ー
カ
ー
の
生
命
線
で
あ
る
技
術
力
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と

り
の
意
欲
と
納
得
性
を
引
き
出
し
、
そ
の
人
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
創
り
上
げ
て
き
た
人
基
軸
の
経
営

で
す
。」

こ
こ
で
は
、
変
化
の
激
し
い
時
代
の
な
か
で
、
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
現
場
感
覚
、
他
社
よ
り
先
を
行
く
経
営
判



600601　未来への展望

の
事
例
に
関
連
す
る
範
囲
や
金
額
な
ど
の
規
模
も
大
き
く
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
企
業
買
収
や
戦
略
的
投
資
の
規
模
は
、

十
数
年
前
の
ダ
イ
キ
ン
で
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
形
化
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
成
否
は
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
も
の
に
な
る
。

第
三
に
、
体
質
改
革
や
環
境
貢
献
と
事
業
の
両
立
、
技
術
力
や
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
ダ

イ
キ
ン
が
重
視
し
て
き
た
方
針
で
あ
る
が
、
こ
の
一
〇
年
の
展
開
は
従
来
と
比
べ
て
質
的
に
大
き
く
高
度
化
し
て
お
り
、
従

来
の
ダ
イ
キ
ン
の
延
長
線
上
に
簡
単
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
Ｖ
字
回
復
は
、
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
、
徹
底
し
た
方
針
と
そ
の
実
施
に
よ
っ
て
実
現
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
環
境
貢
献
と
事
業
の
両

立
に
つ
い
て
も
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
範
囲
が
近
年
は
地
理
的
に
も
規
模
的
に
も
拡
大
し
て
お

り
、
空
調
懇
話
会
の
活
動
も
日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
、
さ
ら
に
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
世
界
の
各
地
に
広

が
っ
て
い
る
。
技
術
力
も
、
先
端
的
な
分
野
へ
の
広
が
り
は
も
ち
ろ
ん
、
新
興
国
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
向
け
の
商
品
開
発
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
、
新
た
な
対
応
も
進
ん
だ
。
こ
う
し
た
変
化
の
内
容
は
、
従
来
の
蓄
積
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
新
し
い

環
境
と
競
争
条
件
の
変
化
に
対
応
し
て
、
質
的
に
大
き
く
発
展
し
て
き
た
点
に
注
目
し
た
い
。

成
長
・
発
展
の
一
〇
年
を
次
の
一
〇
年
へ
つ
な
げ
る

十
河
社
長
が
、
九
〇
周
年
式
典
で
指
摘
し
た
、
こ
の
一
〇
年
間
の
飛
躍
的
な
成
長
・
発
展
の
原
動
力
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
次

の
時
代
へ
の
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
た
と
い
う
点
で
も
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

Ｏ
Ｙ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
や
米
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
大
規
模
買
収
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
実
現
し
、
そ
の
地
位
を
確
固
と

し
て
い
く
う
え
で
も
不
可
欠
の
対
応
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
大
規
模
買
収
に
よ
っ
て
ダ
イ
キ
ン
の
商
品
や
技
術
な

断
、
先
見
性
あ
る
経
営
力
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
技
術
力
、
そ
し
て
ダ
イ
キ

ン
の
経
営
哲
学
の
基
礎
に
あ
る
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
お
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
一
〇
年
間

の
成
長
・
発
展
の
原
動
力
を
端
的
に
、
か
つ
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。

十
河
社
長
は
、
つ
づ
い
て
空
調
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
実
現
に
向
け
た
先
見
性
あ
る
経
営
力
の
事
例
と
し
て
、
①

Ｏ
Ｙ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
の
買
収
、
②
格
力
電
器
と
の
業
務
提
携
、
③
米
グ
ッ
ド
マ
ン
社
の
買
収
、
④
体
質
改
革
の
実
行
と
成
長
分

野
へ
の
戦
略
的
投
資
、
⑤
新
興
国
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
な
ど
成
長
分
野
へ
の
戦
略
的
投
資
、
⑥
環
境
貢
献
と
事
業
の
両
立
、

⑦
技
術
力
、
⑧
人
基
軸
に
よ
る
経
営
の
八
点
を
取
り
上
げ
て
強
調
、
説
明
し
て
い
る
。
企
業
買
収
や
提
携
と
い
っ
た
外
部
に

向
け
て
の
思
い
切
っ
た
戦
略
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
環
境
変
化
に
対
し
て
、
い
ち
早
く
対
応
し
、
時
宜
に
応
じ
た
内
容

と
体
制
で
取
り
組
ん
だ
体
質
改
革
に
よ
る
Ｖ
字
回
復
の
実
現
と
、
そ
の
間
に
実
施
し
て
き
た
戦
略
的
投
資
、
先
進
国
市
場
へ

の
対
応
重
視
か
ら
、
成
長
す
る
新
興
国
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
を
重
視
し
た
戦
略
的
投
資
、
イ
ン
バ
ー
タ
や
新
冷
媒
戦
略
な
ど

に
見
ら
れ
る
環
境
対
策
と
事
業
の
両
立
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
技
術
力
と
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
哲
学
と
し
て
の
「
人
を
基
軸
に

お
く
経
営
」
の
重
視
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
展
開
な
ど
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
６
章
、
第
７
章
で
見
て

き
た
よ
う
に
、
近
年
の
ダ
イ
キ
ン
が
発
展
し
て
き
た
最
大
要
因
で
あ
り
、
挑
戦
の
結
果
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
〇
年
間
の
、
ダ
イ
キ
ン
を
特
徴
づ
け
る
事
例
と
し
て
は
、
第
一
に
、
大
規
模
買
収
や
グ
ロ
ー
バ
ル
競
合
企
業

と
の
業
務
提
携
、
新
興
国
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
戦
略
的
投
資
な
ど
、
長
い
ダ
イ
キ
ン
の
歴
史
で
も
初
め
て
の
こ
と
が
多

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
課
題
へ
の
対
応
は
、
計
画
ど
お
り
に
進
ま
な
い
場
合
も
少
な
く
な

か
っ
た
が
、
困
難
を
乗
り
切
る
こ
と
で
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
力
・
人
材
力
は
確
実
に
強
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。

第
二
に
、
ダ
イ
キ
ン
の
経
営
規
模
が
拡
大
し
、
目
標
と
し
て
掲
げ
る
課
題
も
大
き
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
一
つ
一
つ
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ま
た
、
新
興
国
市
場
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
な
ど
の
成
長
分
野
に
対
し
て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
厳
し
い
状
況
の
な
か

で
も
積
極
的
に
投
資
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
も
、
業
績
の
Ｖ
字
回
復
に
貢
献
し
た
だ
け
で
な
く
、
二
〇
一
〇
年
代
の
事
業
の

拡
大
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
展
開
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
（
米
）
の
ダ
イ
キ
ン
マ
ッ
ケ
イ

ア
プ
ラ
イ
ド
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｄ
Ｃ
、
〇
九
年
六
月
完
成
）、
イ
ン
ド
の
ニ
ム
ラ
ナ
工
場
（
〇
九
年
六
月
量
産
開
始
）、
中
国

の
上
海
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
（
一
〇
年
五
月
完
成
）、
な
ど
、
い
ず
れ
も
厳
し
い
時
期
に
行
わ
れ
た
大
規
模
投
資
で
あ
っ
た
が
、

次
の
時
代
へ
と
つ
な
が
る
可
能
性
を
広
げ
て
い
く
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

技
術
力
で
も
、
空
調
事
業
関
係
で
＂
Ｖ
Ｒ
Ｖ
４
＂＂
う
る
さ
ら
７
＂＂
デ
シ
カ
＂＂
ダ
イ
キ
ン
ア
ル
テ
ル
マ
＂＂
ス
ト
リ
ー

マ
＂
空
気
清
浄
機
、
化
学
事
業
関
係
で
は
指
紋
付
着
防
止
剤
＂
オ
プ
ツ
ー
ル
＂
や
新
冷
媒
な
ど
差
別
化
商
品
を
生
み
出
し
、

二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
に
は
技
術
力
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
た
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
の
再
構
築
を
し
、

実
行
し
て
き
た
。
一
方
、
地
域
固
有
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
独
自
製
品
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
開
発
す
る
た
め
、
地
域
Ｒ
＆
Ｄ
セ

ン
タ
ー
の
機
能
強
化
も
図
っ
て
き
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
事
業
規
模
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
技
術
的
な

課
題
の
先
進
化
と
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
市
場
・
商
品
の
成
熟
を
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
す
る
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
（
技
術
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
）
が
、
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
全
社
の
研
究
開
発
機
能
を
集
約
し
、「
技
術

革
新
」
と
「
価
値
創
造
」
を
狙
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
世
界
中
の
技
術
・
情
報
を
結
集
し
、
社
内
外
の
多
様
な
人
材
と
の
協
創
活
動

を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
協
創
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
践
す
る
。
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
技
術
成
果
を
外
部
の
知
恵
と
融
合

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
に
つ
な
げ
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
一
〇
年
間

の
成
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
間
に
確
実
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
広
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ど
の
幅
が
拡
大
し
、
新
た
な
能
力
が
強
加
さ
れ
た
こ
と
で
、
買
収
前
に
想
定
し
て
い
た
以
上
に
大
き
な
可
能
性
が
開
け
て
き

た
。
具
体
的
に
は
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
の
買
収
で
、
同
社
に
派
遣
さ
れ
た
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
は
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
苦
労
し
な
が

ら
、
合
弁
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
追
求
し
て
、
い
ま
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
社
は
、
新
興
国
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
市

場
向
け
商
品
で
の
優
位
性
を
勝
ち
取
り
、
ダ
イ
キ
ン
が
目
指
す
新
興
国
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
市
場
で
の
展
開
に
と
っ
て
不
可

欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
買
収
後
の
ダ
イ
キ
ン
ト
ル
コ
社
ヘ
ン
デ
ッ
ク
工
場
へ
の
指
導
な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
間
の

関
係
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
新
興
国
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
展
開
は
、
多
様
で

機
敏
な
現
地
対
応
を
必
要
と
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
機
能
を
果
た
し
て
い
く
拠
点
へ
と
発
展
し
た
。
ま
た
グ
ッ
ド
マ
ン
社
は
、

ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
が
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
リ
ー
ン
な
経
営
ス
タ
イ
ル
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
に
お
け
る
モ
デ
ル

と
も
な
っ
て
お
り
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

格
力
電
器
と
の
業
務
提
携
は
、
中
国
空
調
市
場
に
イ
ン
バ
ー
タ
文
化
を
定
着
さ
せ
、
新
た
な
市
場
を
創
造
す
る
と
い
う
変

化
を
築
い
た
。
環
境
に
も
貢
献
し
つ
つ
、
ダ
イ
キ
ン
の
技
術
力
を
活
か
せ
る
市
場
を
創
造
す
る
と
い
う
画
期
的
な
業
務
提
携

で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
「
技
術
の
オ
ー
プ
ン
化
」
と
い
う
新
た
な
戦
略
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
も
、
ダ
イ
キ
ン
に
と
っ
て
重

要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
。
二
十
一
世
紀
に
な
り
、
モ
ノ
づ
く
り
を
巡
る
技
術
お
よ
び
市
場
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
な
か
で
、
多
く
の
日
本
企
業
が
、
技
術
が
優
れ
て
い
て
も
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
事
態
に
直
面
し
て
い
る
。

技
術
を
、
あ
る
程
度
は
外
部
に
オ
ー
プ
ン
に
し
、
競
合
他
社
と
も
共
同
し
な
が
ら
市
場
を
創
造
し
て
い
く
「
技
術
の
オ
ー
プ

ン
化
」
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
ダ
イ
キ
ン
は
先
行
し
て
実
現
し
、
成
功
さ
せ
て
き
た
。
モ
ノ
づ
く
り
を
巡
る

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、「
技
術
の
オ
ー
プ
ン
化
」
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
局
面
が
今
後
と
も
生
じ
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
る
だ
け
に
、
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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い
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
極
め
て
重
要
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
組
織
の
求
心
力
を
担
保
す
る
の
は
、
本
社
機
能
・
マ
ザ
ー
機

能
の
強
化
と
い
っ
た
組
織
の
制
度
設
計
と
し
て
の
「
ハ
ー
ド
」
の
部
分
と
、
組
織
で
働
く
人
々
の
価
値
観
や
行
動
様
式
、
企

業
文
化
と
い
っ
た
「
ソ
フ
ト
」
の
部
分
の
二
つ
の
側
面
が
あ
り
、
と
く
に
大
事
な
の
は
組
織
の
価
値
観
、
理
念
、
行
動
様
式
、

企
業
文
化
と
い
っ
た
「
ソ
フ
ト
」
の
部
分
だ
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
に
生
き
残
り
の
『
答
え
』
が
な
い
時
代
で
す
。
変
革
で
き
な
い
組
織
は
淘
汰
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

変
革
に
は
『
不
動
点
』
が
必
要
で
す
。『
不
動
点
』
と
は
、
そ
の
組
織
の
哲
学
的
な
価
値
観
、
行
動
原
理
で
あ
り
ま
す
。

自
分
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
誇
り
や
理
念
が
軸
と
し
て
あ
る
か
ら
こ
そ
大
胆
な
変
革
が
行
え
る
の
で
す
。
こ
の
二
〇
年

間
、
変
革
が
行
え
た
の
も
こ
の
不
動
点
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

激
変
す
る
環
境
と
競
争
条
件
の
な
か
で
ダ
イ
キ
ン
は
、
つ
ね
に
変
わ
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
変
化
を
続
け
、

発
展
し
、
成
長
し
て
い
く
た
め
に
も
「
不
動
点
」
を
自
覚
し
、
意
識
し
、
学
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
、
井
上
会
長
は
強

調
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
の
井
上
会
長
の
総
括
が
集
約
さ
れ
た
言
葉
と
し
て
、
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
タ
ー
ト
し
た
新
た
な
一
〇
年

二
〇
二
四
（
平
成
三
十
六
）
年
に
ダ
イ
キ
ン
は
創
業
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
。
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
最
後
の
一
〇
年
の

ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
次
期
戦
略
経
営
計
画
の
策
定
年
で
も
あ
る
二
〇
一
五
年
の
グ
ル
ー
プ
年
頭
方
針
で
、
十
河
社
長
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
社
会
の
構
造
的
な
変
化
の
胎
動
を
見
逃
す
な
」
と
指
摘
し
た
。
十
河
社
長
が
述
べ
て
い
る
変
化
と
は
、

第
一
に
、
人
口
動
態
の
変
化
（
先
進
国
の
少
子
高
齢
化
、
途
上
国
の
人
口
爆
発
）、
教
育
水
準
の
上
昇
に
よ
る
世
界
各
国
か
ら

の
人
材
輩
出
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
多
様
化
お
よ
び
原
油
価
格
の
下
落
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
を
は
じ
め
と

こ
れ
か
ら
の
一
〇
年

│
さ
ら
に
激
変
す
る
環
境
と
競
争
条
件
の
な
か
で

ダ
イ
キ
ン
が
進
ん
で
い
く
次
の
一
〇
年
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
技
術
の
発
展
は
ま
す
ま
す
加
速
し
、
こ
れ
ま
で
の

一
〇
年
以
上
に
環
境
と
競
争
条
件
が
激
変
す
る
時
代
と
な
る
だ
ろ
う
。
九
〇
周
年
式
典
で
井
上
会
長
は
、
こ
う
し
た
時
代
の

変
化
を
見
据
え
、「
九
〇
周
年
を
迎
え
て
〜
次
の
10
年
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
た
講
演
の
な
か
で
、
次
の
二
点
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
語
っ
た
。

第
一
は
、
新
し
い
事
業
や
事
業
モ
デ
ル
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
向
を
目
指
す
の
か
で
あ
る
。
激
変
す
る
環
境
の
な
か
で
、

企
業
は
つ
ね
に
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
、
事
業
モ
デ
ル
を
変
革
し
て
い
か
な
け
れ
ば
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の

た
め
に
ダ
イ
キ
ン
が
重
視
す
べ
き
方
向
性
は
、
①
ダ
イ
キ
ン
の
持
つ
要
素
技
術
か
ら
の
展
開
、
②
一
〇
年
先
に
求
め
ら
れ
る

真
の
顧
客
ニ
ー
ズ
は
何
か
、
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
発
想
を
突
き
詰
め
、「
事
業
ド
メ
イ
ン
」
を
見
直
す
こ
と
、
③
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
展
開
、
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
要
素
技
術
や
コ
ア
技
術
は
、
環
境
変
化
の
な
か
で
、
つ
ね
に
棚
卸
し

し
て
相
対
化
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、「
事
業
ド
メ
イ
ン
」
も
市
場
軸
、
機
能
軸
な
ど
視
角
と
次
元
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、「
自
前
主
義
」
に
こ
だ
わ
ら
ず
提
携
・
連
携
な
ど
に
よ
っ
て
外
部
か
ら
貪
欲
に
取
り
込
み
、
新

た
な
市
場
の
開
拓
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
、
井
上
会
長
は
強
調
し
て
い
た
。

第
二
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
段
と
加
速
し
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
多
国
籍
化
も
進
む
な
か
で
、
多
国
籍
企
業
と
し
て

の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
、
ど
の
よ
う
に
確
立
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
井
上
会
長
は
、
こ

れ
か
ら
の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
各
社
に
は
自
律
的
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
戦
略
を
実
行
し

て
い
く
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
加
速
す
る
な
か
で
グ
ル
ー
プ
各
社
へ
の
「
遠
心
力
」
を
ま
す
ま
す
強
め
る
こ
と
が
大
事

だ
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
同
時
に
グ
ル
ー
プ
全
体
に
「
求
心
力
」
を
高
め
る
こ
と
、
親
会
社
と
し
て
の
軸
の
ぶ
れ
な
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を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

モ
ノ
づ
く
り
自
体
が
、
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
問
題
意
識
は
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
策
定
時
で
も
強
か
っ
た

こ
と
は
、
す
で
に
第
７
章
で
も
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
世
界
市
場
の
重
心
が
、
新
興
国
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
に
移
っ
た
こ
と

や
モ
ノ
づ
く
り
製
品
の
Ｍ
Ｅ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
・
ソ
フ
ト
化
に
よ
っ
て
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
が
進
ん
だ

こ
と
か
ら
、
自
前
中
心
で
は
な
く
柔
軟
な
提
携
・
連
携
や
Ｍ
＆
Ａ
を
利
用
し
、「
技
術
の
オ
ー
プ
ン
化
」
を
取
り
入
れ
た
り

先
進
技
術
を
保
有
し
な
が
ら
、
あ
え
て
既
存
技
術
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
ロ
ー
コ
ス
ト
商
品
を
開
発
す
る
な
ど
、
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
を
取
り
込
む
対
応
が
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
は
、
現
在
も
な
お
進
行
中
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
は
ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
調
製
品
単
体
か
ら
、
広
い
意
味
で
の
住
環
境
や
省
エ
ネ
と
い
う
視
点
に
立
っ

て
、
空
調
以
外
の
生
活
関
連
シ
ス
テ
ム
を
含
む
全
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
、
空
調
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
住
環
境
と
し
て
の
快
適
さ
や
、
省
エ
ネ
な
ど
に
関
連
す
る
周
辺
の
生
活
関
連
シ

ス
テ
ム
を
含
ん
だ
幅
の
広
さ
と
ソ
フ
ト
力
、
そ
し
て
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力
に
な
る
。
空
調
製
品
の
技
術
力
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
、
今
後
も
変
わ
り
は
な
い
も
の
の
、
空
調
製
品
の
位
置
づ
け
が
変
化
す
る
な
ら
ば
、
空
調
製
品
の
技
術
力
の
意
味
も
変

化
し
、
シ
ス
テ
ム
力
・
総
合
力
・
ソ
フ
ト
力
の
重
要
性
が
増
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
変
化
を
先
取
り
し
、
必
要
な

事
業
や
技
術
を
外
部
の
力
を
活
用
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
意
識
的
に
形
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
河
社
長
は
、
グ
ル
ー
プ
年
頭
方
針
に
お
い
て
、
世
界
的
な
巨
大
企
業
が
、
構
造
的
に
変
化
す
る
な
か
で
事
業
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
組
み
替
え
、「
稼
ぐ
か
た
ち
」
を
変
革
す
る
な
ど
、
新
し
い
事
業
モ
デ
ル
を
追
求
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て

い
る
。
井
上
会
長
が
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
で
指
摘
し
た
課
題
が
、
確
か
に
進
み
つ
つ
あ
る
。

す
る
貿
易
自
由
化
の
加
速
な
ど
、
マ
ク
ロ
的
な
変
化
に
つ
い
て
で
あ
る
。
世
界
経
済
は
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
市
場
の
比

重
が
新
興
国
に
移
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
傾
向
は
今
後
も
続
い
て
い
く
も
の
の
、
中
国
や
他
の
新
興
国
地
域
で
の
経
済
は
不
安

定
な
状
態
が
見
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
も
通
貨
危
機
の
影
響
か
ら
脱
し
切
れ
て
お
ら
ず
、
不
安
定
な
状

況
が
続
い
て
い
る
な
ど
、
し
ば
ら
く
は
世
界
経
済
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
構
造
的
な
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル

の
変
化
と
、
短
期
的
に
変
動
す
る
経
済
の
動
き
、
中
・
長
期
的
な
経
済
の
構
造
的
な
変
化
と
を
、
つ
ね
に
関
連
さ
せ
な
が
ら

注
視
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

第
二
に
、
モ
ノ
づ
く
り
に
押
し
寄
せ
て
い
る
変
化
の
波
で
あ
る
。
変
化
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
ド
イ
ツ
で
近
年
進
め
ら

れ
て
い
る
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
（Industrie 4.0

）」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
と
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
世
界
経
済
は
、
ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
発
明
に
代
表
さ
れ
る
「
第
一
次
産
業
革
命
」、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
よ

る
大
量
生
産
「
第
二
次
産
業
革
命
」、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
利
用
の
「
第
三
次
産
業
革
命
」
を
経
て
、
現
在

は
「
第
四
次
産
業
革
命
」
と
い
う
新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
の
段
階
に
あ
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
工
場
内
の

部
品
や
設
備
・
生
産
ラ
イ
ン
、
調
達
、
物
流
な
ど
モ
ノ
づ
く
り
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
、
セ
ン
サ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
部
品
や
設
備
・
生
産
ラ
イ
ン
が
個
別
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
を
管
理
し
、
市
場
ニ
ー
ズ
や
物

流
状
況
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
部
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
開
発
や
製
造
、
生
産
管
理
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
の
最
適
化

を
実
現
す
る
。
そ
の
よ
う
に
「
考
え
る
工
場
」
化
す
る
こ
と
で
、
工
場
の
生
産
性
を
高
め
、
在
庫
を
減
ら
し
、
製
造
と
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
収
益
力
を
高
め
る
こ
と
で
モ
ノ
づ
く
り
力
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
ド
イ
ツ

政
府
、
大
手
企
業
な
ど
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
様
な
動
き
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
進
ん
で
い
る
。
モ
ノ
づ
く
り
の

仕
組
み
自
体
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
こ
う
し
た
動
き
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
利
益
を
生
み
出
す
モ
ノ
づ
く
り
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か
さ
の
追
求
は
、
地
球
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
現
在
と
未
来
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
は
、
つ
ね
に
地
球
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
意
識
し
て
、
改
善
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ダ
イ
キ
ン
の
蓄
積
し
て
き
た
コ
ア
技
術

が
、
地
球
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
に
向
か
う
貴
重
な
一
歩
と
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
ダ
イ
キ
ン
の
企
業
と
し

て
の
重
要
な
社
会
的
使
命
で
も
あ
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
す
る
組
織
を
、
よ
り
柔
軟
に
、
か
つ
効
率
的
に
運
営
し
て
い
く
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ

り
方
も
、
大
胆
に
見
直
す
と
も
語
っ
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と
、
事
業
規
模
の
拡
大
が
急
速
に
進
ん
だ
ダ
イ
キ
ン
で
は
、

事
業
の
拡
大
と
と
も
に
次
々
と
組
織
が
作
ら
れ
、
組
織
の
規
模
も
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
増
大
し
た
組
織
、
大
き
く
な
っ
た

組
織
の
効
率
化
・
ス
リ
ム
化
に
、
じ
っ
く
り
取
り
組
む
間
も
十
分
に
な
い
ま
ま
走
り
続
け
て
き
た
と
い
っ
て
も
い
い
。
厳
し

く
な
る
競
争
環
境
の
な
か
で
、
着
実
に
利
益
を
出
し
て
い
く
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
た
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

大
胆
な
見
直
し
も
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

ダ
イ
キ
ン
の
一
〇
〇
周
年
に
向
け
た
今
後
の
一
〇
年
は
、
ダ
イ
キ
ン
の
事
業
が
拡
大
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
だ
け

に
、
九
〇
周
年
に
向
け
て
の
一
〇
年
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
、
課
題
の
多
い
一
〇
年
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
経
営
環
境
・

競
争
条
件
も
、
さ
ら
に
従
来
よ
り
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
は
「Beyond 

Y
ourself !　

今
を
超
え
る
挑
戦
者
た
れ
！
」
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
最
後
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。

一
〇
〇
周
年
に
向
け
て

│「Beyond Yourself !　
今
を
超
え
る
挑
戦
者
た
れ
！
」

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
、
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
年
頭
方
針
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
未
来
を
創
造
し
、
変
化
の
時
代
を

勝
ち
抜
こ
う
」
で
あ
る
。「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
15
」
の
最
終
年
度
を
迎
え
、
次
期
戦
略
経
営
計
画
を
策
定
す
る
年
に
ふ
さ
わ
し

い
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

次
期
戦
略
経
営
計
画
に
つ
い
て
、
十
河
社
長
は
「
一
〇
年
先
に
目
指
す
べ
き
『
当
社
の
あ
り
た
い
姿
』
を
グ
ル
ー
プ
従
業

員
皆
で
描
い
て
い
き
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
課
題
を
五
年
間
の
計
画
に
具
現
化
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

一
〇
年
先
を
見
つ
め
、
外
部
環
境
の
変
化
を
リ
ア
ル
に
認
識
し
な
が
ら
、
五
年
間
に
や
る
べ
き
課
題
を
明
確
に
し
て
い
く
作

業
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

具
現
化
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
た
と
え
ば
技
術
開
発
面
で
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、
イ
ン
バ
ー
タ
や
フ
ッ
素
技
術
を

さ
ら
に
進
化
さ
せ
つ
つ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
異
種
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
新
た
な
商
品
や
事
業
の
創
出
に
つ
な
が
る

成
果
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
コ
ア
技
術
を
高
め
て
い
く
と
同
時
に
、
コ
ア
技
術
の
商
品
化
の
た
め
に
は
異

種
技
術
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
高
度
化
や
、
新
商
品
・
新
事
業
へ
の
展
開
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
領
域
に
つ
い
て
は
空
調
に
限
定
せ
ず
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
空
間
・
空
気
と
い
っ
た
成
長
期
待
の
大

き
い
分
野
に
広
げ
、
主
力
事
業
に
続
く
新
た
な
収
益
源
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
後
検
討
す
る
事
業

テ
ー
マ
の
事
例
と
し
て
、
食
料
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
の
食
品
鮮
度
を
保
つ
輸
送
・
保
管
（
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
）
事

業
、
新
興
国
で
の
電
力
不
足
に
対
応
す
る
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
、
医

薬
品
・
食
糧
工
場
の
製
造
工
程
に
お
け
る
高
度
な
空
気
環
境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
事
業
な
ど
を
挙
げ
、
ダ
イ
キ
ン
が
得
意
と
す
る

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
や
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
、
冷
媒
制
御
関
連
な
ど
の
コ
ア
技
術
が
活
か
せ
る
と
述
べ
た
。
人
間
社
会
の
発
展
、
豊
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グ
ル
ー
プ
年
頭
方
針
（
２
０
０
４
〜
２
０
１
４
年
）

年

ス
ロ
ー
ガ
ン

お
も
な
項
目

二
〇
〇
四

気
迫
と
情
熱
あ
ふ
れ
る
実
行
で
、

大
い
な
る
飛
翔
へ

１ 

空
調
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ッ
プ
を
め
ざ
し
、
グ
ル
ー
プ
挙
げ
た
実

行
を
加
速
し
よ
う

・
国
内
で
の
圧
倒
的
№
１
を
不
動
の
も
の
に
し
よ
う

・
大
拡
販
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
№
１
の
確
立

〜
ス
ピ
ー
ド
あ
る
意
思
決
定
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
〜

・
激
し
い
変
化
へ
の
柔
軟
な
対
応
で
、
半
歩
先
ん
じ
る
大
中
国
展
開

を

２ 「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
の
完
遂
を
め
ざ
そ
う

・
四
位
一
体
の
コ
ン
カ
レ
ン
ト
開
発
の
推
進

・
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
力
の
飛
躍
的
向
上

・
信
頼
性
の
確
立
と
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
完
遂
に
向
け
た
プ

ロ
セ
ス
革
新

３ 

全
事
業
部
門
の
構
造
転
換
と
安
定
的
収
益
基
盤
の
確
立
を
加
速
し
よ
う

・
フ
ッ
素
化
学
事
業
の
抜
本
的
体
質
改
革
計
画
を
完
遂
し
よ
う

・
特
機
、
電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
の
構
造
転
換
を
加
速
し
よ
う

・
全
社
挙
げ
て
の
固
定
費
の
効
率
化
と
変
動
費
化
の
推
進

４ 

企
業
倫
理
の
さ
ら
な
る
徹
底
と
高
度
化
を
め
ざ
そ
う

５ 

グ
ル
ー
プ
挙
げ
た
「
気
迫
と
情
熱
」
あ
ふ
れ
る
実
行
で
成
果
を
高
め

よ
う
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４ 

事
業
を
通
じ
た
社
会
へ
の
貢
献

〜
技
術
力
・
商
品
力
の
革
新
・
強
化
〜

二
〇
〇
七

B
reak Through 

─
前
進
（Z

EN
S

H
IN

）

─

１ 

変
化
を
生
み
出
す
実
行
力
に
、
誇
り
と
自
信
を
持
と
う

２ 

一
人
ひ
と
り
の
挑
戦
と
成
長
で
、
夢
を
大
き
く
引
き
寄
せ
よ
う

３ 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
全
員
参
加
で
課
題
解
決
に
取

り
組
も
う

４ 

み
ん
な
が
主
役
と
な
っ
て
、
目
標
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
よ
う

二
〇
〇
八

D
ynam

ism
 

 
&

 C
hallenge

１ 

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ト
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ら
に
前
進
し
続

け
よ
う

２ 

あ
く
な
き
実
行
力
の
追
求
で
、
大
き
な
成
果
の
創
出
に
挑
戦
し
よ
う

・
今
こ
そ
「
有
言
実
行
力
」
の
真
価
を
発
揮
し
よ
う

・「
変
化
へ
の
適
応
力
」
に
磨
き
を
か
け
よ
う

・
全
社
一
丸
と
な
っ
て
目
標
達
成
に
邁
進
し
よ
う

３ 

培
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
強
み
を
活
か
し
、
新
た
な
舞
台
で
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
そ
う

・
フ
ロ
ム
・
ナ
ウ
の
視
点
か
ら
、
思
考
・
発
想
を
転
換
し
よ
う

・
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
引
き
出
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
、
競
争
力
を
高
め
よ
う

４ 

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
、
誇
り
と
自
信
を
も
て
る
グ
ル
ー

プ
に
成
長
し
よ
う

・
社
会
的
責
任
の
大
き
さ
を
、
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
よ
う

二
〇
〇
五

足
元
を
固
め
て

大
飛
躍
へ
の
挑
戦
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う

１ 

技
術
・
商
品
開
発
の
確
固
た
る
基
盤
を
確
立
し
よ
う

２ 

安
全
、
品
質
の
徹
底
確
保
は
企
業
の
存
続
基
盤

・
安
全
の
徹
底
確
保

・
品
質
の
徹
底
確
保

３ 

グ
ル
ー
プ
挙
げ
た
業
務
革
新
運
動
で
体
質
改
革
を
加
速
し
よ
う

４ 

「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
経
営
」
の
さ
ら
な
る
高
度
化
で
、
抜
本

的
体
質
改
革
を
推
進
し
よ
う

５ 

総
力
を
結
集
し
、
体
質
改
革
を
推
進
し
よ
う

・
知
恵
を
出
し
合
い
、
総
力
を
高
め
よ
う

・
全
員
の
総
力
を
引
き
出
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
よ
う

二
〇
〇
六

輝
か
し
い
未
来
創
造
に
向
け
て

新
た
な
テ
ー
マ
に

逞
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

１ 

変
化
を
チ
ャ
ン
ス
に
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
踏
み
出
そ
う

〜Change Chance Challenge

〜

２ 

チ
ャ
ン
ス
を
成
果
に
つ
な
げ
る
「
人
材
力
」
を
飛
躍
的
に
高
め
よ
う

・
情
報
の
波
打
ち
際
に
出
て
、
変
化
を
肌
で
感
じ
よ
う

・
未
来
志
向
で
現
状
を
打
破
す
る
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
プ
ル
」
の
発

想
を

・
多
彩
な
知
恵
を
結
集
し
、
グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
高
め
よ
う

３ 「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
経
営
」
を
グ
ル
ー
プ
の
隅
々
に
ま
で
徹

底
し
、「
人
基
軸
の
経
営
」
を
磨
き
上
げ
よ
う

〜
課
題
解
決
と
未
来
像
を
具
現
化
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
〜

・
高
い
目
標
設
定
と
妥
協
し
な
い
勇
気

・
共
鳴
と
納
得
を
醸
成
す
る
対
話
力
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・
各
地
域
・
各
市
場
で
の
リ
サ
ー
チ
を
徹
底
展
開
し
、
新
た
な
市
場

を
切
り
拓
こ
う

・
次
代
を
見
据
え
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
よ
う

４ 

フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
高
度
化
で
、
体
質
改
革
を
推
進
し
よ
う

５ 

企
業
倫
理
の
更
な
る
徹
底
を
図
ろ
う

二
〇
一
一

新
た
な
成
長
へ
、

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

１ 2011

年
を
新
た
な
未
来
を
創
り
出
す
年
に
し
よ
う

２ 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
志
向
で
強
み
を
磨
き
、
知
恵
を
集
め
て
、
新
た
な

時
代
を
勝
ち
抜
こ
う

・
優
勝
劣
敗
の
時
代
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
必
要
な
2
つ
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

・
新
た
な
時
代
に
お
け
る
人
材
力
の
強
化

３ 「
不
透
明
な
未
来
」
に
適
応
で
き
る
行
動
原
理
を
身
に
つ
け
よ
う

・
世
界
の
動
き
や
時
代
の
潮
流
変
化
に
対
す
る
3
つ
の
眼

「
虫
の
眼
」「
鳥
の
眼
」「
魚
の
眼
」

・
組
織
の
壁
を
打
ち
破
る
、
タ
テ
・
ヨ
コ
・
ナ
ナ
メ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

・
組
織
に
津
波
を
起
こ
す
実
行
力
の
発
揮

４ 

品
質
の
徹
底
確
保
に
全
社
・
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
も
う

二
〇
一
二

一
人
ひ
と
り
の
実
行
力
で
、

変
化
の
時
代
を
リ
ー
ド
し
よ
う

１ 

半
歩
先
行
く
実
行
力
で
、
短
期
利
益
の
確
保
に
グ
ル
ー
プ
挙
げ
て
取

り
組
も
う

・
健
全
な
危
機
意
識
を
バ
ネ
に
、
さ
ら
に
成
長
し
続
け
よ
う

二
〇
〇
九

い
ま
こ
そ
、
3
Ｃ
の
徹
底
を

〜Creative Challenge and Change

〜

（
創
造
的
破
壊
そ
し
て
変
革
の
実
行
）

１ 

短
期
利
益
の
創
出
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
挙

げ
て
挑
戦
し
よ
う

・
販
売
力
を
徹
底
強
化
し
、
売
上
拡
大
に
挑
戦
す
る
全
方
位
戦
略
の
展
開

・
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
収
益
力
強
化
施
策
の
即
時
実
行

・
時
限
立
法
的
対
応
含
む
、
あ
ら
ゆ
る
固
定
費
の
徹
底
削
減

・
在
庫
の
徹
底
圧
縮
、
設
備
投
資
計
画
の
見
直
し

２ 

重
点
指
向
で
、
チ
ャ
ン
ス
に
満
ち
た
成
長
テ
ー
マ
の
成
果
創
出
を
加

速
し
よ
う

・
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
の
環
境
対
応
テ
ー
マ
で
の
事
業
急
拡
大

・
成
長
続
く
新
興
市
場
で
の
事
業
基
盤
構
築
と
成
果
創
出

・
景
気
後
退
を
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
事
業
の
強
化

３ 

環
境
の
急
変
に
打
ち
克
つ
、
柔
軟
で
機
敏
な
企
業
体
質
へ
の
変
革
を

成
し
遂
げ
よ
う

二
〇
一
〇

今
日
を
成
し
遂
げ

明
日
を
拓
こ
う

１ 
一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
実
行
力
に
誇
り
と
自
信
を
持
と
う

２ 
時
代
の
変
化
を
追
い
風
と
し
て
一
気
呵
成
に
Ｖ
字
回
復
を
成
し
遂
げ

よ
う

３ 

次
期
戦
略
経
営
計
画
を
策
定
し
、
更
な
る
飛
躍
を
め
ざ
そ
う

・「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
」
の
高
度
化
に
よ
り
環
境
技
術
に
磨
き
を
か

け
よ
う
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・
収
益
構
造
改
革
に
向
け
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
推
進

・
事
業
基
盤
を
最
大
活
用
し
た
成
果
創
出
の
加
速

・
グ
ッ
ド
マ
ン
社
と
の
シ
ナ
ジ
ー
創
出

・
品
質
問
題
の
解
決
に
向
け
た
行
動
原
則
の
徹
底

４ 

逞
し
い
実
行
力
の
発
揮
で
自
ら
を
大
き
く
成
長
さ
せ
よ
う

・
現
場
第
一
線
に
入
り
込
み
、
自
ら
の
肌
感
覚
で
実
行
を
率
先
垂
範

し
よ
う

・
中
長
期
の
視
点
と
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て
、
逞
し
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
よ
う

・
人
材
育
成
に
対
す
る
責
務
を
し
っ
か
り
果
た
そ
う

二
〇
一
四

グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
結
集
し
、

今
こ
そ
や
り
抜
こ
う

〜
一
人
ひ
と
り
が
実
行
に
次
ぐ
実
行
を
〜

１ 

環
境
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
グ
ロ
ー
バ
ル
大
改
革
の
時
代
を
勝
ち

抜
こ
う

・「
入
り
乱
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
一
元
化
」
時
代
の
到
来

・
モ
ノ
づ
く
り
か
ら
価
値
づ
く
り
へ
（「
モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
」）

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
化

２ 

創
業
90
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
し
よ
う

・
90
年
間
の
当
社
の
歩
み
を
グ
ル
ー
プ
全
員
で
確
か
め
合
お
う

・2014

年
は
挑
戦
の
年
、
刈
取
り
の
年

３ 

強
靭
な
企
業
体
質
の
構
築
を
急
ぎ
、
着
実
な
成
果
創
出
へ
邁
進
し
よ

う・
販
売
力
・
営
業
力
の
抜
本
的
強
化

・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進

・
世
界
経
済
の
変
調
が
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
を

し
っ
か
り
認
識
し
よ
う

・
実
行
に
次
ぐ
実
行
で
、
短
期
利
益
確
保
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
ろ
う

２ 

柔
構
造
の
組
織
運
営
を
徹
底
し
、
逞
し
い
実
行
力
を
発
揮
し
よ
う

・
現
場
か
ら
の
提
言
能
力
を
高
め
、
ス
ピ
ー
ド
あ
る
実
行
で
成
果
を

創
出
し
よ
う

・
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
周
囲
を
巻
き
込
み
、
組
織
の
実
行

力
を
最
大
限
に
発
揮
し
よ
う

３ 

求
心
力
を
磨
き
、
遠
心
力
を
高
め
て
、
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮

し
よ
う

・「
構
想
力
」 

〜
全
体
最
適
を
見
据
え
た
戦
略
構
築
力
〜

・「
胆
力
」 

〜
限
ら
れ
た
情
報
量
で
意
思
決
定
す
る
力
〜

・「
実
行
力
」 

〜
凡
事
徹
底
を
率
先
垂
範
す
る
力
〜

４ 

構
造
的
な
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
強
靭
な
企
業
体
質
を
構

築
し
よ
う

・
一
人
ひ
と
り
が
意
識
と
行
動
を
変
革
し
、
品
質
の
徹
底
確
保
を
成

し
遂
げ
よ
う

・
人
材
力
強
化
に
グ
ル
ー
プ
挙
げ
て
取
り
組
も
う

二
〇
一
三

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と

可
能
性
を
信
じ
て

挑
戦
に
次
ぐ
挑
戦
を

１ 
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
築
き
上
げ
て
き
た
強
み
に
自
信
を
持
と
う

２ 

将
来
の
大
飛
躍
の
可
能
性
を
信
じ
て
Ｆ
15
テ
ー
マ
を
完
遂
し
よ
う

３ 

挑
戦
課
題
に
立
ち
向
か
い
成
果
創
出
に
邁
進
し
よ
う

・
利
益
に
こ
だ
わ
っ
た
拡
販
・
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
の
徹
底
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経営・財務
連結売上高・経常利益の推移
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売
上
高
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経
常
利
益
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9,117

12,911

12,024
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11,603
12,187

12,909

 628 682 783 1217 520 438 748 818 941 1541

・
品
質
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
重
視

・
固
定
費
の
抜
本
的
削
減

・
人
材
力
の
強
化
・
育
成

４ 

一
人
ひ
と
り
が
「
夢
・
志
・
目
標
」
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

５ 

さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
の
高
度
化
を
図
ろ
う
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連結子会社数と連結従業員数の推移

1312111009080706052004
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 3,981 4,253 4,423 4,616 4,480 3,850 4,468 4,746 4,943 5,128

 3,313 3,675 4,695 8,295 7,544 6,390 7,135 7,441 7,966 12,703



連結貸借対照表（2004 年度～ 2013 年度）	 （単位：百万円）

第 102期
2004年度

第 103期
2005年度

第 104期
2006年度

第 105期
2007年度

第 106期
2008年度

第 107期
2009年度

第 108期
2010年度

第 109期
2011年度

第 110期
2012年度

第 111期
2013年度

【資産の部】 615,596 716,440 1,161,363 1,210,093 1,117,417 1,139,655 1,132,506 1,160,564 1,735,836 2,012,530
流動資産 365,304 388,029 537,558 610,635 531,833 557,131 599,112 629,047 803,326 967,871
現金および預金 41,842 55,461 83,917 111,656 105,241 160,038 167,718 135,648 185,571 257,295
受取手形，売掛金 135,765 147,131 209,668 226,193 178,248 181,137 198,920 209,076 263,322 319,449
有価証券 14,003
棚卸資産 140,087 146,824 212,239 236,553 216,644 185,164 201,772 243,599 285,168 316,656
その他 33,606 38,611 31,733 36,230 31,699 30,789 30,701 40,722 69,263 74,469

固定資産 250,291 328,411 623,804 599,458 585,583 582,524 533,394 531,516 932,510 1,044,659
有形固定資産 170,209 196,485 238,319 243,142 243,082 234,650 214,007 224,357 274,201 299,716
投資有価証券 56,698 107,730 137,467 121,254 94,346 117,026 97,809 88,901 106,867 158,550
その他 23,383 24,195 248,018 235,061 248,154 230,847 221,577 218,258 551,441 586,392

【負債の部】 335,247 364,678 751,411 650,106 632,931 629,594 631,578 644,643 1,099,839 1,188,181
流動負債 268,296 284,480 638,376 413,036 429,124 321,533 327,812 396,339 382,627 533,637
支払手形，買掛金 78,065 84,252 121,827 128,198 80,138 97,733 116,905 110,108 127,364 162,084
短期借入金 57,643 53,044 287,783 73,950 74,879 69,730 68,899 67,395 63,407 43,325
その他 132,587 147,183 228,765 210,887 274,106 154,070 142,006 218,835 191,855 328,228
固定負債 66,950 80,198 113,035 237,070 203,807 308,061 303,766 248,303 717,212 654,544
社債 20,000 20,000 20,000 20,000 100,000 100,000 100,000 150,000 120,000
長期借入金 36,960 36,030 48,535 196,166 190,778 196,208 192,849 138,108 483,033 430,475
その他 9,990 24,168 44,500 20,903 13,028 11,853 10,917 10,195 84,178 104,069

【純資産の部】 280,348 351,759 409,952 559,986 484,485 510,061 500,928 515,920 635,996 824,348
資本金 28,023 28,023 28,023 85,032 85,032 85,032 85,032 85,032 85,032 85,032
剰余金 239,246 273,246 311,905 434,476 449,813 458,929 468,738 498,208 521,688 598,133
自己株式 △ 1,347 △ 1,550 △ 2,367 △ 3,500 △ 4,743 △ 5,528 △ 5,472 △ 6,960 △ 6,772 △ 4,549
為替換算調整 △ 6,501 7,749 26,226 19,159 △ 43,482 △ 41,916 △ 64,970 △ 73,894 △ 115 87,938
その他 12,294 33,053 33,753 10,473 △ 14,933 △ 338 4,549 △ 76 18,285 35,789
新株予約権 219 521 764 1,014 1,293 1,500 1,335 841
少数株主持分 8,633 11,238 12,191 13,823 12,035 12,867 11,759 12,110 16,543 21,162
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連結損益計算書（2004 年度～ 2013 年度）	 （単位：百万円）

第 102期
2004年度

第 103期
2005年度

第 104期
2006年度

第 105期
2007年度

第 106期
2008年度

第 107期
2009年度

第 108期
2010年度

第 109期
2011年度

第 110期
2012年度

第 111期
2013年度

売上高 729,413 792,836 911,749 1,291,081 1,202,419 1,023,964 1,160,330 1,218,700 1,290,903 1,783,077
売上原価 473,124 522,931 599,060 849,532 838,759 704,663 798,666 846,799 902,856 1,216,216
販売費・一般管理費 196,083 203,358 231,934 313,450 302,265 275,263 286,209 290,709 299,418 411,785
【営業利益】 60,205 66,547 80,754 128,098 61,394 44,037 75,455 81,192 88,627 155,075
受取利息 691 1,324 1,518 2,640 2,378 2,206 2,359 2,971 3,038 4,325
その他 9,408 6,958 5,377 7,293 6,995 8,417 7,568 8,478 12,503 7,746

営業外収益 10,099 8,282 6,895 9,934 9,374 10,623 9,927 11,449 15,542 12,071
支払利息 4,617 4,614 6,064 10,159 7,032 6,718 6,230 6,136 7,081 9,454
その他 2,900 2,062 3,299 6,164 11,729 4,174 4,351 4,749 2,943 3,583

営業外費用 7,518 6,677 9,363 16,324 18,761 10,893 10,581 10,886 10,024 13,038
【経常利益】 62,787 68,152 78,285 121,708 52,007 43,768 74,800 81,756 94,145 154,108
特別利益 1,040 2,696 6,000 34 3 27 474 1,506 1,617 423
特別損失 716 3,838 1,158 3,606 6,036 5,784 29,566 2,694 14,286 1,878
法人税等 21,976 24,243 34,790 40,128 21,189 15,913 22,067 35,948 34,336 55,404
少数株主利益 3,051 2,621 2,917 3,185 3,029 2,707 3,768 3,447 3,556 5,369
【当期純利益】 38,083 40,145 45,419 74,822 21,755 19,390 19,872 41,171 43,584 91,880
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連結キャッシュ・フロー計算書（2004 年度～ 2013 年度）	 （単位：百万円）

科　　目 第 102期
2004年度

第 103期
2005年度

第 104期
2006年度

第 105期
2007年度

第 106期
2008年度

第 107期
2009年度

第 108期
2010年度

第 109期
2011年度

第 110期
2012年度

第 111期
2013年度

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益 63,110 67,010 83,127 118,136 45,973 38,011 45,708 80,568 81,477 152,653
減価償却費 22,207 28,409 32,925 39,022 44,811 40,311 39,869 38,379 39,447 55,117
支払利息等 5,075 5,117 6,886 11,103 8,140 7,175 6,646 6,531 7,457 9,860
投資有価証券評価損 61 44 25 2,434 2,774 3,633 26,853 1,874 12,651 1,531
売上債権の減少（増加）額 △ 2,992 △ 8,382 △ 9,015 △ 16,716 20,495 386 △ 24,119 △ 15,075 △ 22,485 △ 30,816
たな卸資産の減少（増加）額 △ 26,856 △ 4,472 △ 21,271 △ 27,540 △ 3,884 33,054 △ 24,501 △ 33,397 10,299 △ 8,228
仕入債務の増加（減少）額 2,322 4,945 5,201 7,660 △ 31,191 16,154 25,880 △ 5,565 343 19,139
その他 316 △ 4,122 9,273 15,426 10,653 7,317 6,605 799 3,872 29,800
　小計 63,244 88,549 107,153 149,526 97,772 146,045 102,943 74,113 133,063 229,058
法人税等の支払額 △ 22,795 △ 25,281 △ 24,270 △ 39,108 △ 31,951 △ 14,113 △ 22,040 △ 28,116 △ 29,687 △ 45,873
その他 3,521 243 842 △ 7,089 △ 3,583 △ 2,705 △ 2,492 △ 1,030 △ 214 △ 3,470
営業活動によるキャッシュ・フロー 43,970 63,511 83,725 103,329 62,237 129,226 78,410 44,967 103,160 179,713
Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー
有形固定資産の取得による支出 △ 37,506 △ 46,168 △ 42,573 △ 47,339 △ 61,381 △ 29,983 △ 24,578 △ 42,459 △ 53,045 △ 53,647
投資有価証券の取得による支出 △ 1,046 △ 18,089 △ 27,880 △ 26,015 △ 19,286 △ 2,081 △ 164 △ 1,304 △ 4,877 △ 26,742
関係会社への出資による支出 △ 426 △ 60 △ 3,285 △ 4,817 △ 450
連結範囲の変更を伴う子会社株式，出資金の
取得による支出 △ 3,407 △ 235,685 △ 2,861 △ 8,792 △ 4,598 △ 20,874 △ 163,651 △ 856

関係会社の持分の追加取得による支出 △ 959 △ 114
その他 1,256 1,013 888 △ 211 △ 6,556 1,632 1,886 1,683 3,188 411
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 42,091 △ 63,420 △ 305,251 △ 76,427 △ 99,302 △ 39,848 △ 23,306 △ 62,955 △ 218,386 △ 80,834
Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の純増減額 15,024 15,759 254,098 △ 242,987 66,728 △ 108,615 △ 11,444 14,237 △ 42,867 △ 19,179
長期借入による収入 9,759 1,903 4,127 164,683 11,259 20,509 837 2,996 333,488 15
長期借入金の返済による支出 △ 6,821 △ 4,418 △ 3,452 △ 18,126 △ 13,659 △ 10,821 △ 13,526 △ 2,320 △ 183,354 △ 5,023
社債の償還による支出 △ 10,000 △ 10,000 △ 20,000
配当金の支払 △ 3,949 △ 5,790 △ 6,576 △ 9,232 △ 11,096 △ 10,216 △ 9,916 △ 10,489 △ 10,479 △ 11,946
その他 △ 478 △ 1,737 △ 2,220 109,031 △ 4,849 94,202 △ 3,573 △ 5,536 46,733 △ 2,114
財務活動によるキャッシュ・フロー 3,534 △ 4,283 245,975 3,367 48,382 △ 34,941 △ 37,623 △ 1,113 143,520 △ 38,249
Ⅳ現金および現金同等物に係る換算差額 129 3,226 4,014 △ 2,459 △ 17,393 380 △ 9,503 △ 4,616 19,740 10,896
Ⅴ現金・現金同等物の純増減額 5,543 △ 966 28,462 27,809 △ 6,076 54,817 7,977 △ 23,717 48,035 71,525
Ⅵ現金・現金同等物の期首残高 50,101 55,385 54,177 82,658 110,483 104,322 159,324 167,295 135,427 185,571
Ⅶ�新規連結に伴う現金および現金同等物の�
増加額 151 346

Ⅷ�連結子会社の決算期変更に伴う�
現金および現金同等物の増減額 △ 410 △ 588 18 15 △ 85 184 △ 7 △ 8,151 2,108 198

Ⅸ現金および現金同等物の期末残高 55,385 54,177 82,658 110,483 104,322 159,324 167,295 135,427 185,571 257,295
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連結経営指標	

年度
売上高 
対前年比 
伸率（％）

ROA＝総資本 
利益率（％）

売上高 
利益率（％） 
税引後利益
売上高

総資本 
回転率（回） 
売上高
総資本

ROE＝ 
株主資本 
利益率（％）

株主資本 
比率（％） 
株主資本
総資本

FCF
（百万円）

連単倍率
連　結
単　独

売上 利益
2004 16.7 6.6 5.2 1.27 15.1 44.1 △ 9,790 1.66 1.98
2005 8.7 6.0 5.1 1.19 13.1 47.5 14,911 1.82 1.92
2006 15.0 4.8 5.0 0.97 12.3 34.2 ＊1　17,881 2.01 1.71
2007 41.6 6.3 5.8 1.09 15.9 45.1 31,654 2.59 3.56
2008 △   6.9 1.9 1.8 1.03 4.3 42.2 △ 6,647 2.83 △ 1.76
2009 △ 14.8 1.7 1.9 0.91 4.0 43.5 80,713 2.80 1.48
2010 13.3 1.7 1.7 1.02 4.0 43.1 38,204 2.72 2.39
2011 5.0 3.6 3.4 1.06 8.3 43.3 △ 34,996 2.73 1.97
2012 5.9 3.0 3.4 0.89 7.8 35.6 ＊2　35,736 2.79 1.55
2013 38.1 4.9 5.2 0.95 12.9 39.9 86,885 3.57 2.20

＊ 1 OYL 社買収除くベース
＊ 2 グッドマン社買収除くベース
注） 計算式は以下のとおり
 ROA＝税引き後利益÷平均総資産
 ROE＝税引き後利益÷平均資本計
 FCF＝税引き後利益＋減価償却費±運転資本増減－設備投資－投融資
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役員任期一覧
1．2005 年 1 月 1 日～ 2014 年 12 月 31 日までの期間
■取締役

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

井上　礼之
6 月 27日取締役会長就任

岡野　幸義
6 月 29日代表取締役社長退任

十河　政則
6 月 29日代表取締役社長就任

田谷野　憲
6 月 29日取締役就任 6月 27日代表取締役就任

舘　　　糾
6 月 29日取締役（非常勤）退任

寺田千代乃
6 月 29日社外取締役就任

池渕　浩介
6 月 29日取締役（非常勤）就任 6月 29日社外取締役就任

高木　克彦
6 月 27日取締役退任

川村群太郎

田中　　博
6 月 29日取締役退任

山田　　靖
6 月 27日取締役退任

萩原　茂喜
6 月 29日取締役就任 6月 29日取締役退任

蛭子　　毅
6 月 29日取締役就任 6月 27日取締役退任

松崎　　隆
6 月 27日取締役就任 6月 29日取締役退任 6月 28日取締役就任

冨田　次郎
6 月 29日取締役就任

高橋　孝一
6 月 29日取締役就任

田中　　修
6 月 29日取締役就任 6月 28日取締役退任

三中　政次
6 月 29日取締役就任

フランス・ 
ホーレルベーケ

6 月 29日取締役（非常勤）就任

デビット・ 
スウィフト

6 月 27日取締役（非常勤）就任

代表取締役会長
取締役会長
代表取締役社長
代表取締役
社外取締役
取締役（非常勤）
取締役

632633　



■執行役員1
2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

井上　礼之
6 月 27日 CEO退任／グローバル

グループ代表執行役員就任

岡野　幸義
6 月 29日 COO退任

十河　政則
6 月 28日専務執行役員就任 6月 29日 COO就任 6月 27日 COO退任／CEO就任

高木　克彦
6 月 28日副社長執行役員退任 6月 27日副社長執行役員就任 6月 29日副社長執行役員退任

川村群太郎

田中　　博
6 月 29日副社長執行役員退任

田谷野　憲
6 月 29日副社長執行役員就任

奥村　　修
6 月 28日専務執行役員退任

天野　正彦
6 月 29日専務執行役員退任

佐藤　純一

二宮　　清
6 月 29日常務執行役員退任

鳥越　邦和
6 月 29日専務執行役員就任 6月 29日専務執行役員退任

岡　　俊成
6 月 28日常務執行役員退任

宮本　武則
6 月 28日常務執行役員退任

加藤　　豊
6 月 28日専務執行役員就任 6月 26日専務執行役員退任

林　由紀夫
6 月 27日専務執行役員就任

山田　　靖

井原　清彦
6 月 29日常務執行役員就任 6月 28日常務執行役員退任

植松　弘成
6 月 28日常務執行役員就任

水野　克之
6 月 29日執行役員退任

岡野　　進
6 月 29日常務執行役員就任

副嶋　　稔
6 月 27日執行役員退任

出野　精二
6 月 27日常務執行役員就任 6月 27日常務執行役員退任

岡田　慎也
6 月 29日常務執行役員就任

CEO
COO
グローバル 
グループ代表
副社長執行役員
専務執行役員
常務執行役員
相談役執行役員
執行役員

634635　



■執行役員2
2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

松崎　　隆
6 月 27日常務執行役員就任 6月 28日専務執行役員就任

赤間　　悟
6 月 29日執行役員退任

藤川　正規
6 月 29日執行役員就任 4月 30日執行役員退任

萩原　茂喜
6 月 29日執行役員就任 6月 28日常務執行役員就任

蛭子　　毅
6 月 29日執行役員就任 6月 28日常務執行役員就任 6月 29日副社長執行役員就任 6月 27日副社長執行役員退任

高橋　孝一
6 月 29日執行役員就任 6月 27日常務執行役員就任

澤井　克行
6 月 29日執行役員就任

片山　能章
6 月 28日常務執行役員就任 6月 29日常務執行役員退任

吉岡　敬男
6 月 27日常務執行役員就任

三中　政次
6 月 27日執行役員就任 6月 29日常務執行役員就任 6月 29日副社長執行役員就任

坪内　俊貴
6 月 27日執行役員就任

冨田　次郎
5 月 1日執行役員就任／

6月 29日常務執行役員就任

6月 29日専務執行役員就任

田中　　修
5 月 1日執行役員就任 6月 27日執行役員退任

酒井　弘雄
6 月 29日執行役員就任

田山　理和
6 月 29日執行役員就任 6月 27日常務執行役員就任

植村　義之
6 月 29日執行役員就任 6月 27日常務執行役員就任

森山　昌幸
6 月 29日執行役員就任 6月 27日常務執行役員就任

峯野　義博
6 月 28日執行役員就任

神野　仁志
6 月 27日執行役員就任

宮住　光太
6 月 27日執行役員就任

森本　　勉
6 月 27日執行役員就任

米田　裕二
6 月 27日執行役員就任

佐治　正規
6 月 27日執行役員就任

CEO
COO
グローバル 
グループ代表
副社長執行役員
専務執行役員
常務執行役員
執行役員

636637　



■監査役
2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

花岡　義明
6 月 29日常任監査役退任

柴田　信幸
6 月 26日常任監査役退任

畑　　良武
6 月 28日監査役退任

金田　嘉行

村上　仁志
6 月 29日社外監査役（非常勤）就任 6月 27日社外監査役（非常勤）退任

家近　正直
6 月 29日補欠監査役就任 6月 27日補欠監査役退任

藤田　伸一
6 月 28日監査役（常勤）就任 6月 29日監査役（常勤）退任

加藤　　豊
6 月 26日監査役（常勤）就任 6月 27日監査役（常勤）退任

村上　　茂
6 月 29日監査役（常勤）就任

小野　一郎
6 月 28日補欠監査役就任

福永　健治
6 月 27日監査役（常勤）就任

矢野　　龍
6 月 27日社外監査役（非常勤）就任

常任監査役
監査役
社外監査役
補欠監査役

638639　



■専任役員1
2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

吉野　　稔
6 月 26日常務専任役員退任

小倉　憲次
6 月 29日専務専任役員就任 6月 27日専務専任役員退任

片山　能章
6 月 28日常務専任役員退任

フランス・
ホーレルベーケ

6 月 28日専務専任役員就任 6月 29日専務専任役員退任

小山　　哲
1 月 1日専任役員退任

辻井　英樹
6 月 29日常務専任役員就任 6月 27日常務専任役員退任

藤川　正規
6 月 29日専任役員退任 5月 1日専任役員就任 6月 28日専任役員退任

下尾　茂敏
6 月 27日専任役員退任

大山　和伸
6 月 27日常務専任役員就任

小林　正博

吉岡　敬男
6 月 29日専任役員就任 6月 27日専任役員退任

クリフォー
ド・アダムス

6 月 29日専任役員就任 6月 29日常務専任役員就任 6月 27日常務専任役員退任

杉本　孝之
6 月 29日専任役員就任 6月 29日常務専任役員就任

三中　政次
6 月 28日専任役員就任 6月 27日専任役員退任

植村　義之
6 月 28日専任役員就任 6月 29日専任役員退任

冨田　次郎
6 月 27日専任役員就任 5月 1日専任役員退任

森山　昌幸
6 月 27日専任役員就任 6月 29日専任役員退任

稲塚　　徹
6 月 27日専任役員就任 6月 29日常務専任役員就任

田中　　修
6 月 26日専任役員就任 5月 1日専任役員退任 6月 27日専任役員就任

中野　俊雄
6 月 29日専任役員就任 6月 29日常務専任役員就任

馬本　敦治
6 月 29日専任役員就任

R.S.ウッド
ハウス

6 月 29日専任役員就任

松田　直敬
6 月 29日専任役員就任 6月 27日常務専任役員就任

専務専任役員
常務専任役員
専任役員

640641　



■専任役員2
2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

豊島　直樹
6 月 29日専任役員就任

大谷　芳彦
6 月 29日専任役員就任

宮住　光太
6 月 29日専任役員就任 6月 27日専任役員退任

方　　　遠
6 月 28日専任役員就任

神野　仁志
6 月 28日専任役員就任 6月 27日専任役員退任

樂　　篤樹
6 月 28日専任役員就任

竹中　直文
6 月 28日専任役員就任

舩田　　聡
6 月 28日専任役員就任

蛭子　　毅
6 月 27日専任役員就任

光安　俊二
6 月 27日専任役員就任

専務専任役員
常務専任役員
専任役員

■経営諮問委員（2014年 12月 31日現在）
椎名　武雄（日本アイ・ビー・エム株式会社 名誉相談役）
森川　敏雄（株式会社三井住友銀行 名誉顧問）
渡邊　五郎（三井物産株式会社 元取締役副社長）
宮原　賢次（住友商事株式会社 名誉顧問）
立石　義雄（オムロン株式会社 名誉会長）
中谷　　巌（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 理事長）

642643　



関係会社一覧（2014 年 12 月末現在）
会社名 略称 本社所在地 設立あるい

は出資年月 事業内容 資本金
（出資比率 ％）

従業員数
（出向者除く）

間接の場合の親会社
あるいは JVの相手

空調営業本部関係会社
ダイキン HVACソリュー
ション北海道㈱

〒 065─0016
北海道札幌市東区北 16 条東 19─1─12 1985. 12 空調機器の販売 20 百万円

（100） 26 ─

ダイキン HVACソリュー
ション東北㈱

〒 984─0002
宮城県仙台市若林区卸町東 3─1─33 1985. 1 空調機器の販売 90 百万円

（100） 77 ─

ダイキン HVACソリュー
ション新潟㈱

〒 950─0941
新潟県新潟市中央区女池 6─5─27 1979. 2 空調機器の販売 30 百万円

（100） 28 ─

ダイキン HVACソリュー
ション東京㈱

〒 151─8583
東京都渋谷区代々木 2─2─1　小田急サザンタワー 14 階 1972. 11 空調機器の販売 330 百万円

（100） 458 ─

ダイキン HVACソリュー
ション東海㈱

〒 461─0011
愛知県名古屋市東区白壁 1─17 1966. 3 空調機器の販売 170 百万円

（100） 164 ─

ダイキン HVACソリュー
ション北陸㈱

〒 921─8062
石川県金沢市新保本 5─17 1986. 12 空調機器の販売 60 百万円

（100） 48 ─

ダイキン HVACソリュー
ション近畿㈱

〒 556─0011
大阪府大阪市浪速区難波中 2─10─70
なんばパークスタワー 12 階

1972. 11 空調機器の販売 290 百万円
（100） 251 ─

ダイキン HVACソリュー
ション中四国㈱

〒 732─0045
広島県広島市東区曙 4─3─26 1984. 11 空調機器の販売 120 百万円

（100） 115 ─

ダイキン HVACソリュー
ション九州㈱

〒 812─0004
福岡県福岡市博多区榎田 1─10─21　ダイキン工業福岡ビル 1972. 11 空調機器の販売 40 百万円

（100） 183 ─

ダイキン HVACソリュー
ション沖縄㈱

〒 901─0155
沖縄県那覇市金城 5─3─4 1989. 11 空調機器の販売 40 百万円

（100） 31 ─

ダイキン・コンシュー
マ・マーケティング㈱

〒 136─0071
東京都江東区亀戸 1─42─20　住友不動産ビル 2011. 3 空調機器の販売 350 百万円

（100） 172 ─

㈱ダイキンアプライド 
システムズ DAPS

〒 106─0023
東京都港区芝浦 4─13─23　MS芝浦ビル

1969. 9
（2004.6より 
現社名に変更）

空調冷凍冷蔵機器販売，
工事施工

300 百万円
（100） 446 ─

ダイキンエアテクノ㈱ 〒 130─0026
東京都墨田区両国 2─10─8　住友不動産両国ビル 2008. 4 空調機器の販売，工事施工 275 百万円

（100） 989 ─

オーケー器材㈱
〒 534─0024
大阪府大阪市都島区東野田町 1─7─4
脇田・住友生命京橋第 2ビル

1977. 5 空調機器付属品の販売 50 百万円
（100） 133 ─

㈱ディー ･エス ･テック 〒 812─0004
福岡県福岡市博多区榎田 2─1─18 1998. 12 空調機器の販売および

設計，工事施工
50 百万円
（100） 115 ─

モリタニ・ダイキン㈱ 〒 101─0026
東京都千代田区神田佐久間河岸 67　MBR99　5 階 1997. 10 空調機器の販売，工事施工 309 百万円

（35.4） ─ ─

エス イー エム・ダイキ
ン㈱

〒 531─0072
大阪府大阪市北区豊崎 3─1─22　淀川 6番館 12 階 1998. 4 空調機器の販売 80 百万円

（35） ─ 住友電設 51％，
住電商事 14％

第一セントラル設備㈱ 〒 272─0816
千葉県市川市本北方 1─35─5 1998. 3 空調機器の販売，工事施工 80 百万円

（22.5） ─ ダイキン HVACソリュー
ション東京 22.5％

644645　



会社名 略称 本社所在地 設立あるい
は出資年月 事業内容 資本金

（出資比率 ％）
従業員数
（出向者除く）

間接の場合の親会社
あるいは JVの相手

グローバル戦略本部関係会社

ダイキン インダスト
リーズ タイランド DIT

700/11 Amata Nakorn Industrial Estate Bangna-Trad Rd., 
Km.57 Tambol Klongtamru, Amphur Muang, Chonburi 
20000, THAILAND

1990. 2 空調機器の製造，販売 1,300,000 千タイ
バーツ（100） 2,326 ─

ダイキン エアコンディ
ショニング タイランド DAT

700/444 Moo,7 Amata Nakorn Industrial Estate, Bangna-
Trad Rd., Km. 57 Tambol Donhualor, Amphur  
Muangchonburi, Chonburi, 20000, THAILAND

1987. 7 空調機器の製造，販売 20,000 千タイ 
バーツ（100） 106 ─

サイアム ダイキン セー
ルス SDS

22 Soi Onnuch 55/1 On-nuch Rd., Pravet Subdistrict, Pravet 
District, Bangkok 10250, THAILAND 1982. 3 空調機器の販売 40,000 千タイ 

バーツ（71.1） 395
DIL 44％，DAT 5％， 
DIH 25.9％， 
サイアムグループ 25.1％

ダイキン コンプレッ
サー インダストリーズ DCI

7/202 Moo 6 Amata City Industrial Estate, Tombol  
Mabyangporn, Amphur Pluakdaeng Rayong, 21140,  
THAILAND

2001. 1 空調機器の製造，販売 3,300,000 千タイ
バーツ（100） 1,405 ─

ダイキン インダスト
リーズ ホールディング DIH

700/444 Moo,7 Amata Nakorn Industrial Estate, Bangna-
Trad Rd., Km.57 Tambol Donhualor, Amphur  
Muangchonburi, Chonburi, 20000, THAILAND

2001. 2 SDS 社マジョリティ化のた
めの持株会社

84,000 千タイ 
バーツ（85.3） ─ DIL 49％，SDS 51％

ダイキン オーストラリア DAS
62─66 Governor Macquarie Drive, Chipping Norton Sydney 
N.S.W., 2170, AUSTRALIA 1969. 7 空調・暖房機器の製造，販

売

10,000 千オースト
ラリアドル
（100）

419 ─

ダイキン エアコンディ
ショニング シンガポール DSP

No.10, Ang Mo Kio Industrial Park 2, Singapore 569501, 
SINGAPORE 1980. 6 空調機器の製造，販売 4,000 千シンガ

ポールドル（100） 263 ─

ダイキン エアコンディ
ショニング マレーシア DACM

Lot 4, Lorong 19/1A, Seksyen 19, 46300 Petaling Jaya,  
Selangor, MALAYSIA 1996. 7 空調機器の販売

1,000 千マレーシ
アリンギッド
（100）

96 DSP 100％

ダイキン エアコンディ
ショニング フィリピンズ DPH

2nd Floor, Hanston Square, #17 San Miguel Avenue, Ortigas 
Center, San Antonio, Pasig City, Metro Manila 1605, 
PHILIPPINES

2009. 7 空調機器の卸売販売および
サービス業務

190,000 千フィリ
ピンペソ
（100）

111 ─

ダイキン エアコンディ
ショニング インド DAIPL

12th Floor Building No.9, Tower A DLF Cyber City, DLF 
Phase─Ⅲ, Gurgaon ─122002, Haryana, INDIA 2000. 3 空調機器の製造，販売

8,029,239 千 
インドルピー
（100）

1,377 ─

ベトキム VKC
14th & 15th Floor, Nam A Office Tower, 201─203 Cach 
Mang Thang Tam Street, Ward 4, District 3, Ho Chi Minh 
city, VIETNAM

2008. 7 空調機器の販売
40,000,000 千 
ベトナムドン
（99.9）

329 DIT 99.9％

ダイキン ユーエスコー
ポレーション（ダイキン
US社）

DUS 475 Fifth Avenue, 18th Floor, New York, NY 10017, USA 2005. 10 米国調査会社 ─
（100） 7 ─

DAIKIN McQuay Ar Con-
dicionado Brasil Ltda

DMB
Rua Cerro Corá 2144/ 2150, Bairro Alto da Lapa, São Paulo, 
SP, CEP 05061─400, BRAZIL

1997. 7
（2010.7 
DIL 出資）

空調機器の販売およびサー
ビス業務

369,380 千ブラジ
ルレアル
（100）

468 ─

Daikin Ar Condicionado 
Amazonas

DAM
Rua Claudio M Andrade numero 200, taruma acu, Manaus, 
AM, BRAZIL 2013. 9 空調機器の製造，販売 （100） ─

646647　



会社名 略称 本社所在地 設立あるい
は出資年月 事業内容 資本金

（出資比率 ％）
従業員数
（出向者除く）

間接の場合の親会社
あるいは JVの相手

ダイキン エアコンディ
ショニング アルゼンチン DARG

Marcelo T. de Alvear 1430, 1er. Piso, C1060AAB, Buenos 
Aires, ARGENTINA 2001. 2 空調機器の販売

5,735 千アルゼン
チンペソ
（100）

35 ─

ダイキン エアコンディ
ショニング インドネシア DID

Wisma Keiai, Floor 18 Jl. Jenderal Sudirman Kav 3, Jakarta 
Pusat 10220, INDONESIA 2012. 4 空調機器の販売

183,800,000 千イ
ンドネシアルピア

（60）
343 DIL 60％，

イモラ・マクムール社 40％

PT. Daikin Applied 
Solutions Indonesia

DASI
Jl. Pancoran Barat VII. Duren Tiga Jakarta 12760,  
INDONESIA

1993. 1
（2013.7 
DIL 出資）

空調機器の販売
1,428,000 千イン
ドネシアルピア
（100）

196

ダイキン ホールディン
グス シンガポール DHOS

220 Orchard Road #05─01 Midpoint Orchard, Singapore 
238852, SINGAPORE

1993. 1
（2013.7 
DIL 出資）

DASI 社持ち株会社 62 千シンガ
ポールドル（100） ─ DIL 100％

日本無機㈱ NM
〒 110─0015
東京都台東区東上野 5─1─5　日新上野ビル 1939. 6 硝子繊維製品の製造及び販

売
1,323 百万円
（100） 244 ─

欧州空調事業
ダイキン ヨーロッパ エ
ヌヴイ DENV Zandvoordestraat 300, BE─8400 Oostende, BELGIUM 1972. 3 空調・暖房機器の製造，販

売
155,065 千ユーロ
（100） 1,098 ─

ダイキン エアコンディ
ショニング ベルギー DAB Avenue Franklin 1B, 1300, Wavre, BELGIUM 1982. 6 空調・暖房機器の販売 420 千ユーロ

（100） 97 DENV 100％

ダイキン ヨーロッパ 
コーディネーションセン
ター

DECC Zandvoordestraat 300, BE─8400 Oostende, BELGIUM 1998. 4
DENVの税制優遇措置を得
るための会社
（DENVの経理・財務部門）

166,500 千ユーロ
（100） 15 DENV 100％

ダイキン エアコンディ
ショニング UK

DAUK
The Heights, Brooklands Weybridge, Surrey KT13 ONY, 
UK 2004. 10 空調・暖房機器の販売 11900 千英ポンド

（100） 212 DENV 100％

ダイキン エアコンディ
ショニング フランス DAF

Z.A. du Petit Nanterre, 31 rue des Hautes Pâtures, Le 
Narval-Bâtiment B, 92737 Nanterre Cedex, FRANCE 1990. 3 空調・暖房機器の販売 1,524 千ユーロ

（100） 349 DENV 100％

ダイキン エアコンディ
ショニング ドイツ DAG Inselkammerstrasse 2, 82008 Unterhaching, GERMANY 1998. 7 空調・暖房機器の販売 （100） 146 DENV 100％

Rotex Heating Systems 
GmbH

ROG Langwiesenstraße 10 D─74363 Güglingen, GERMANY 2008. 10
（設立 1981.1） 暖房機器の製造・販売 （100） 264 DENV 100％

ダイキン インダスト
リーズ チェコ DICZ U Nové Hospody 1, 301 00, Plzeň, CZECH REPUBLIC 2003. 5 空調機器の製造 1,860,000 千チェ

ココルナ（100） 628 DENV 100％

ダイキン デバイス
チェコ DDCZ Švédské Valy 2, 627 00 Brno, CZECH REPUBLIC 2004. 10 空調・暖房機器（タンク）

の製造
2,128,000 千チェ
ココルナ（100） 310 DENV 100％

ダイキン クロアチア Budmanijeva 5, 10000 Zagreb, CROATIA 2011. 3 空調機器の販売 （100） ─ DACE 100％
ダイキン エアコンディ
ショニング セントラル
ヨーロッパ

DACE
Campus 21, Businesspark Wien Sud, Europaring F12/402, 
2345 Brunn am Gebirge, AUSTRIA 1999. 7 空調・暖房機器の販売 36 千ユーロ

（100） 168 DENV 100％

ダイキン AC スペイン 
SA

DACS Calle Labastida 2, 28034 Madrid, SPAIN 2000. 4 空調・暖房機器の販売 12,020 千ユーロ
（100） 192 DENV 100％
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ダイキン エアコンディ
ショニング ポルトガル DAPT

Edificio D. Maria I Piso 0 ala A/B, Quinta da Fonte, 2770─
229 Paço de Arcos, PORTUGAL 2004. 11 空調・暖房機器の販売 （100） 58 DENV 100％

ダイキン エアコンディ
ショニング ポーランド DAPO Ul. Tasmowa 7, PL─02─677 Warszawa, POLAND 2001. 2 空調・暖房機器の販売 12,021 千ユーロ

（100） 53 DENV 100％

ダイキン エアコンディ
ショニング イタリア DACI Via Milano 6, 20097 San Donato Milanese （MI）, ITALY 2002. 5 空調・暖房機器の販売 10,000 千ユーロ

（100） 209 DENV 100％

ダイキン エアコンディ
ショニング ギリシア DAGR

50 Ag. Konstantinou street, 151 24, Maroussi-Athens, 
GREECE 2006. 5 空調・暖房機器の販売 （100） 24 DENV 100％

ダイキン スウェーデン DASW Björnstigen 87，SE─170─72 Solna, SWEDEN 2008. 2 空調・暖房機器の販売 （100） 22 DENV 100％
ダイキン エアコンディ
ショニング ネザーランド DANL

Fascinatio Boulevard 562, 2909 VA Capelle aan den IJssel, 
NETHERLANDS 2007. 4 空調・暖房機器の販売 （100） 36 DENV 100％

ダイキン ハンガリー Fehérvári u. 84/a Magyarország, 1117 Budapest, HUNGARY 2009. 3 空調機器の販売 （100） ─ DACE 100％
ダイキン エアコンディ
ショニング サウスアフ
リカ

DASA
Unit 1 & 2, Edison Way, Century Gate Business Park,  
Montague Gardens, 7441, Cape Town, REPUBLIC OF 
SOUTH AFRICA

1998. 3 空調・暖房機器の販売 （100） 59 DENV 85％，DIL 15％

アバール アンド ザイ
ニー ダイキン エアコン
ディショニング

AZDAC P.O. BOX 5700, Jeddah, 21432, SAUDI ARABIA 1986. 4 工事・サービス会社
2,000 千サウジア
ラビアリアル
（40）

─ ─

ダイキン マッケイ中東
FZE

DAME Jebel Ali Free Zone South 1 BC─06, Dubai, UAE 2008. 8 空調・暖房機器の販売 （100） 190 DENV 100％

ダイキン マッケイ LLC DAME LLC
Warehouse no 2, Plot 364─216 Al Shaikh Ahmed Bin 
Rashid Al Maktoum Warehouse Al Quoz Industrial area 1, 
Dubai, UAE

2008. 8 空調・暖房機器の販売 （49） ─ DAME 49％，  
ローカルパートナー 51％

ダイキン トルコ DTAS
Hürriyet Mahallesi, Yakacik D─100, Kuzey Yan Yol No: 
49/1─2 34876, Kartal İstanbul, TURKEY

2011. 7
（設立 1999）

空調・暖房機器の製造・販
売

150,000 千トルコ
リラ（100） 757 DENV 100％

ダイキン エアコンディ
ショニング サウジアラ
ビア

DKSA
KSA-Riyadh-King Abdulaziz Road-Al Yasmeen Area-Al  
Sheeha Center, Riyadh, SAUDI ARABIA 2013. 12 空調機器等の販売及びアフ

ターサービス
（75） 49 DENV 37.5％，DAME FZE 

37.5％，リラック社 25％

サービス ネッド DSNL Zaanstraat 6C 8226 ND Lelystad, NETHERLANDS
2004. 12
（2012.3 
DANL出資）

アプライドサービス会社 （100） ─ DANL 100％

Rotex Heating Systems 
SARL（France） ROF 1 rue des Artisans-F─68280 Sundhoffen, FRANCE 2006. 5 暖房機器の販売 （100） ─ Rotex Heating Systems 

GmbH 100％
Cenre Regional Thermic 
CRT SAS（France） CRTF ZA Des Bertins 49125 Tiercé, FRANCE 2007. 1 暖房機器の販売 （100） ─ Rotex Heating Systems 

GmbH 100％

中国空調事業関係会社
大金（中国）投資
有限公司 DIC

20F, Tower E3, Oriental Plaza, No.1 East Chang An Ave. 
Dong Cheng District, Beijing, 100738, CHINA 2001. 9 中国事業統括会社，空調・

暖房機器の販売
242,025 千米ドル
（100） 2,605 ─

大金空調（上海）
有限公司 DIS

No.318 Shen Fu Road, Xin Zhuang Industry Zone, Shanghai, 
201108, CHINA 1995. 11 空調・暖房機器の製造，販

売（業務用空調機）
82,600 千米ドル
（87.4） 2,895 DIL 76.6％，DIC 10.8％，

上海軽工業集団 12.6％
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大金空調（蘇州）
有限公司 DSZ

No.578 Zhong Xin（E）Ave, Suzhou Industrial Park, Suzhou, 
215126, CHINA 2012. 1 空調機器の製造 1,200,000 千 

人民元（100） 2,289 DIC 100％

大金機電設備（蘇州）
有限公司 DDS

No.256 Zhong Yuan Road, Chang Yang Street Suzhou  
Industrial Park, Suzhou, 215126, CHINA 2003. 9 圧縮機の生産 11,910 百万円

（100） 1,860 DIC 100％

大金電器機械（蘇州）
有限公司 DMS

No.256 Zhong Yuan Road, Chang Yang Street Suzhou  
Industrial Park, Suzhou, 215126, CHINA 2004. 9 モーターの生産 20,800 千米ドル

（60） 1,189 DIC 100％

西安大金慶安圧縮機有限
公司 DIX

No.10 Gao Xin Road 2, Western Area Xi’an, Newly Hi-Tech 
Industrial Development Zone, Xi’an, 710075, CHINA 1996. 8 空調機器製造，販売（業務

用スクロール圧縮機）
32,280 千米ドル
（51） 645 DIL 51％，

慶安集団有限公司 49％
大金冷気（香港）
有限公司 DHK

17&18/F, Futura Plaza, 111─113 How Ming Street, Kwun 
Tong, Kowloon, HONG KONG 1984. 5 空調機器の販売 3,000 千香港ドル

（100） 94 ─

大金商貿服務（上海）
有限公司 DTSS

2901, United Plaza, 1468 Nanjing Road（W）, Shanghai, 
CHINA 2012. 8 物販（貿易含む）・コンサル

業・サービス業
3,000 千人民元
（100） （7） DIC 70％，ダイキン福祉

サービス㈱ 30％

低温事業関係会社

ダイキン MR エンジニア
リング㈱ DMRE

〒 532─0011
大阪府大阪市淀川区西中島 5─5─15
新大阪セントラルタワー 11 階

2008. 9
舶用を主とする冷凍・空調
設備エンジニアリング及び
機器販売

180 百万円
（100） 89 ─

大金制冷（蘇州）
有限公司 DRS

No.256 Chang Yang Street, Suzhou Industrial Park, Suzhou, 
215126, CHINA 2007. 9 中国における冷凍冷蔵機器

の製造及び販売・輸出
1,390 百万円
（100） 452 ─

IRS インターナショナル
社 IRS 30 Burgess Street Brooklyn Victoria 3012, AUSTRALIA 2008. 2 海上コンテナ冷凍装置の修

理・保全・点検
3,000 千オースト
ラリアドル（100） 96 ─

大金船舶空調貿易
（上海）有限公司 DMRS

19/G, No.1 Plaza, 800 Nanjing Road（E）, Shanghai, 200001, 
CHINA 2009. 10 舶用空調設備の設計・施工 3,447 千人民元

（100） 20 DMRE 100％

空調生産本部関係会社
ダイキン レクザム エレ
クトロニクス㈱ DKR

〒 525─0041
滋賀県草津市青地町 675 1986. 1 空調機器用部品の製造販売 80 百万円

（70） 109 ㈱レクザム 30％

ダイキン パイピング㈱ DKP
〒 525─0058
滋賀県草津市野路東 2─2─5 1990. 8 空調機器用部品の製造販売 80 百万円

（100） 17 ─

ダイキン シートメタル
㈱ DKS

〒 596─0011
大阪府岸和田市木材町 2─2 1991. 4 空調機器用部品の製造販売 80 百万円

（100） 48 ─

パナソニック・ダイキン
空調開発センター㈱

〒 525─8520
滋賀県草津市野路東 2─3─1─1 2000. 4 空調機器の開発 50 百万円

（50） ─ DIL 50％，
パナソニック 50％

珠海格力大金機電設備
有限公司 GDD

No.8 Longshan 3 Road, Fushan Industrial Park, Zhuhai, 
519110, CHINA 2009. 3 圧縮機及び付属品・電装品

の開発，製造，販売
81,288 千米ドル
（49） ─ DIL 49％，格力 51％

珠海格力大金精密模具
有限公司 GDM

No.688, Jinji Road, Xiangzhou District, Zhuhai, Guangdong, 
519070, CHINA 2009. 3

金型及び成形品の開発，製
造，販売，アフターサービ
ス，輸出業務

57,958 千米ドル
（49） ─ DIL 49％，格力 51％

グローバル調達本部関係会社
ダイキン トレーディン
グ㈱ DTLJ

〒 591─8511
大阪府堺市北区金岡町 1304 1999. 6 空調機および部品の輸出入

販売
50 百万円
（100） 12 ─
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ダイキン トレーディン
グ タイランド DTLT

283/77 Home Place office Building 15FL., Soi Thonglor13, 
Sukhumvit 55 Rd., Klongtonnua, Watthana, Bangkok 10110, 
THAILAND

1997. 7 空調機部品の輸出入商社 10,000 千 
タイバーツ（100） 34 ─

サービス本部関係会社
ダイキン アジア サービ
シング プライベートリ
ミテッド

DAP 9 Tampines Grande #03─11, Singapore 528735, SINGAPORE 1997. 8 アジア地域のサービス部品
供給基地

1,000 千シンガ
ポールドル
（100）

27 ─

大金空調技術（北京）
有限公司 DSCB

20F, Tower E3, Oriental Plaza, No.1 East Chang An Ave., 
Dong Cheng District, Beijing 100738, CHINA 2003. 2 中国での空調保守・サービ

ス会社
14,019 千人民元
（100） 161 DIC 100％

大金空調技術（広州）
有限公司 DSCG

RoomA, 18F, Xinchuangju Building, No.123 Tiyuxi Road,  
Tianhe Guangzhou 510620, CHINA 2003. 3 中国での空調保守・サービ

ス会社
200 百万円
（100） 266 DIC 100％

大金空調技術（上海）
有限公司 DSCS

B1F, United Plaza, 1468 Nan Jing Rd（W）, Shanghai 200040, 
CHINA 2003. 6 中国での空調保守・サービ

ス会社
300 百万円
（100） 531 DIC 100％

アプライド・ソリューション事業本部関係会社

ダイキン アプライド ア
メリカズ インク DAA 13600 Industrial Park Boulevard Plymouth, MN 55441, USA （2013.10より

現社名に変更）

国内および海外での製造，
販売，サービス（米州マッケ
イ本部，AAF本部）

250 千米ドル
（100） 2,431 AAF-McQuay Group Inc. 

100％

AAF-マッケイ リアル プ
ロパティ インク AMRPI 13600 Industrial Park Blvd. Minneapolis, MN 55441, USA 2002. 7 不動産・持株会社 （100） 2 DAA 100％

ダイキン アプライド カ
ナダ インク DACD 225 Rue Guthrie Dorval Quebec H9P 2P5, CANADA 1990. 8 空調機器ならびにフィル

ター製品の販売とサービス （100） 70 DAA 100％

ダイキン エアコンディ
ショニング メキシコ DAMX

Mercaderes No.20-301 Colonia San José Insurgentes C.P. 
03900, Mexico, D.F., MEXICO 1995. 2 空調製品の販売とサービス （100） 134 DAA 100％

ジャニトロール ドゥ メ
キシコ JANTRL

Pitágoras No.1328 Colonia Vértiz Narvarte, C.P. 03600, 
MEXICO 1994. 9 空調製品の販売とサービス （100） ─ DAA 100％

ダイキン マニュファク
チャリング メキシコ DMMX

Avenida del siglo #360 Parque industrial Milenium zona  
industrial rural San Luis Potosí, CP 78395, MEXICO 2011. 3 空調機器の製造 （100） 293 DAA 100％

マッケイ カリブ インク MQCARI Royal Industrial Park, Catano 00962, PUERTO RICO 1994. 3
プエルトリコ，およびカリ
ブ諸島における空調製品の
販売・サービス

（100） 19 DAA 100％

ダイキン アプライド ラ
テンアメリカ L.L.C.

DALA 7205 N.W. 19th Street, Suite 310 Miami, FL 33126, USA 1996. 5 空調製品の販売・サービス （100） 32 DAA 100％

ダイキン エアコンディ
ショニング チリ DACL Ojos del Salado street 0801, Quilicura, Santiago, RM. CHILE 2013. 7 空調製品の販売とサービス （100） 23 DAA 99％，DALA 1％

ダイキン エアコンディ
ショニング コロンビア DACB Carrera 19A # 90─13 Of. 304 Bogota, COLOMBIA 2013. 9 空調製品の販売とサービス （100） 12 DAA 100％

ダイキン エアコンディ
ショニング ペルー DAPE Av. De La Floresta 497 Int 5 Lima Lima San Jorja, PERU 2014. 2 空調製品の販売とサービス （100） 6 DAA 99％，DALA 1％

ダイキン アプライド
（UK）リミテッド DAPUK

Bassington Industrial Estate Cramlington Northumberland 
NE23 8AF, UK 1998. 2 空調製品の製造・販売 2,718 千英ポンド

（100） 81 AAF McQuay UK Limited 
100％
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ダイキン アプライド 
ヨーロッパ S.p.A.

DAE Via Piani di Santa Maria, 72─00040 Ariccia, Roma, ITALY 1980. 12 空調機器の製造・販売 1,047 千ユーロ
（100） 232 AAF-McQuay Group Inc. 

100％

深圳マッケイ空調
有限公司 SZMQ

No.10 Fangkeng Road, Pinghu Street, Longgang District, 
Shenzhen City 518111, CHINA 1992. 8

空調製品，部品の研究開
発，設計，テスト，生産，
販売。技術コンサルティン
グ，サービス

33,000 千米ドル
（100） 1,106 ─

マッケイ空調制冷 
（武漢）有限公司 MQWU

268 CheCheng Road, Economical And Technology  
Development District Wuhan, Hubei 430056, CHINA 2002. 12 空調機器等の研究開発，設

計，製造，販売，サービス
12,500 千米ドル
（100） 743 ─

マッケイ科技（深圳）
有限公司 MQTSZ

No.10 Fangkeng Road, Pinghu Street, Longgang District, 
Shenzhen City 518111, CHINA 1997. 3

空調制御機器類のソフト
ウェア，ハードウェア研
究，開発，設計，生産，販
売，サービス

250 千米ドル
（100） 207 ─

マッケイ空調制冷
（蘇州）有限公司 MQSU

116, Chang Yang Street, Suzhou Industrial Park, Jiangsu 
215126, CHINA 2003. 6 空調機器・設備の設計，製

造，販売，サービス
12,500 千米ドル
（100） 572 ─

マッケイ空調（上海）
有限公司 SHMQ

9th Floor, Block 1, 1868 GongHeXin Road, Zhabei District, 
Shanghai 200072, CHINA 1994. 10

空調設備の国際貿易，アフ
ターサービス。空調設備，
空調機能部品の卸売り，コ
ミッション代理，輸出入

350 千米ドル
（100） 67 ─

マッケイ空調有限公司 MAL
Units 1─3, 3/F., Fullerton Centre, 19 Hung To Road, Kwun 
Tong, Kowloon, HONGKONG 1993. 1 空調製品の販売とサービス 3,000 千香港ドル

（100） 71 ─

マッケイ中央空調
有限公司 MQCA

9th Floor, Block 1, 1868 GongHeXin Road, Zhabei District, 
Shanghai 200072, CHINA 2008. 7

空調設備，空調機能部品の
研究開発，卸売り，輸出
入，コミッション代理。技
術コンサルティング，サー
ビス

50,000 千人民元
（100） 1,274 ─

化学事業部関係会社

東邦化成㈱ THK
〒 639─1031
奈良県大和郡山市今国府町 6─2 1956. 11 樹脂加工品，半導体製造装

置の製造，販売
66 百万円
（81.1） 205 DIL 81.1％，

東邦化成持株会 2％

共栄化成工業㈱ 〒 566─0044
大阪府摂津市西一津屋 1─33 1957. 4 樹脂加工，石膏，螢石の加

工
24 百万円
（100） ─ ─

ダイミクス㈱ 〒 327─0835
栃木県佐野市植下町 1248 1992. 10 フッ素ゴムの練り加工 40 百万円

（50） ─ 三福工業 49.88％

ダイキン アメリカ イン
ク DAI 20 Olympic Drive Orangeburg, NY 10962, USA 1991. 1 フッ素化学製品の製造，販

売
85,000 千米ドル
（100） 510 AMGI 100％

MDAマニュファクチュ
アリング インク MDA P.O BOX 2252 State Docks Road Decatur, AL 35609, USA 1991. 1 フッ素樹脂用中間原料の生

産
35,352 千米ドル
（100） ─ DAI 100％

クライテック 85Winter Street Hanover, MA 02339, USA 2004. 10 米国コンパウンド会社 23,236 千米ドル
（100） ─ DAI 100％

ダイキン ケミカル ヨー
ロッパ DCE Immermannstr, 65D, 40210 Dusseldorf, GERMANY 1992. 4 フッ素化学品の輸入販売 409 千ユーロ

（100） 46 ─
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ダイキン ケミカル ネ
ザーランド DCN Maaskade 16, 5347 KD Oss, NETHERLANDS 1998. 1 フッ素ゴムの練り加工 1,021 千ユーロ

（100） ─ ─

ダイキン ケミカル フラ
ンス DCF

Chemin de la Volta, BP52　69492 Pierre-Benite Cedex, 
FRANCE 2001. 5 フッ素ゴムのベースポリ

マーの生産
17,450 千ユーロ
（100） 50 ─

大金フッ素化学（中国）
有限公司 DCC

江蘇省常熟市新材料産業園西金虞路 8号
No.8 Jinyu Road（West）Advanced Materials Industrial 
Park, Changshu, Jiangsu 215522, CHINA

2001. 5 フッ素化学製品の製造，販
売

161,240 千米ドル
（96） 914

DIL 77.37％，DIC 18.61％，
三井物産 3.65％，三井物産
中国 0.37％

大金化学国際貿易 
（上海）有限公司 DCT

上海市静安区南京西路 1468 号　中欣大廈 3F
3rd floor United Plaza 1468 Nanjing Road（W）, Shanghai 
200040, CHINA

1998. 4 フッ素化学品の販売 300 千米ドル
（100） 7 ─

大金フッ素塗料（上海）
有限公司 DFS

上海市辛庄工業区春光路 388 号
No.388, Chun Guang Road Xinzhuang Industry Zone,  
Shanghai 200018, CHINA

1997. 12 フッ素塗料，コーディング
等の生産，販売

62,095 千人民元
（100） 159 ─

台塑大金精密化学股份
有限公司 FDAC

台北市敦化北路 201 号 台塑大楼 後棟 10 楼 445 室
Room 445, 10F, 201 Tung Hua North Rd, Taipei, TAIWAN 1999. 12 ウェットエッチャントの製

造・販売
200,000 千 

台湾ドル（50） ─ 台湾プラスチック社 50％

台湾大金先端化学股份
有限公司 TDC

台北市敦化北路 170 号 12 楼 B 室
12F─B, No.170, Tun Hwa N. Rd. Taipei 105, TAIWAN 2001. 7 フッ素化学品の輸入販売 10,000 千台湾ドル

（100） 21 ─

江西大唐化学有限公司 DTC
上海市仙霞路 369 号　現代広場 1号楼 1602 室
Room No.1602 Tower No.1 Plaza Hyundai 369 Xian Xia 
Road, Changning District, Shanghai, CHINA

2007. 9 無水フッ酸の製造販売およ
びアフターサービス

360,000 千人民元
（96.3） 182 DIL 96.25％，中蛍集団有限

公司 3.75％

ダイキン アルケマ冷媒
アジア有限公司 DARHK

香港九龍尖沙咀東麼地道 62 號永安廣場 12 樓 1201A 室
Unit 1201A, 12/F, Wing On Plaza, 62 Mody Road, Tsim Sha 
Tsui East, Kowloon, HONG KONG

2007. 11 冷媒用フルオロカーボンガ
スの販売

7,800 千香港ドル
（60） 20 DIL 60％，アルケマ 40％

ダイキン アルケマ制冷
剤貿易（上海）有限公司 DARSH 上海市南京西路 1468 号　中欣大厦 301─302 室 2008. 3 冷媒用フルオロカーボンガ

スの販売 （100） ─ ダイキンアルケマ冷媒アジ
ア 100％

アルケマ ダイキン先端
フッ素化学（常熟）
有限公司

ADAF
No.18 Hai Ning Road, Fluorochemical Industrial Park of  
Changshu Economic Development Zone, Changshu, Jiagsu 
215522, CHINA

2008. 2 HFC-125（新冷媒用フルオロ
カーボンガス）の製造，販売

41,400 千米ドル
（40） ─

ARKEMA ASIE S.A.S 50％，
ARKEMA CHINA INVEST-
MENT CO., LTD 10％

上海バルカーふっ素樹脂
製品有限公司 SHVQ

255 Jiangtian Road（E）, Songjiang Industrial Zone, 
Shanghai, CHINA 2010. 11 フッ素樹脂製品，機能樹脂

製品の製造，販売
1,100 百万円
（30） ─ 日本バルカー工業 70％

ダイキンコリア DKC
3F, Nashil Bldg., 48, Nonhyeon-ro 105─gil, Gangnam-gu, 
Seoul, 135─907, KOREA 2008. 8 フッ素化学品の販売 4,300,000 千韓国

ウォン（100） 15 ─

油機事業部関係会社

ダイキン潤滑機設㈱ DLP
〒 564─0062
大阪府吹田市垂水町 3─21─3 ダイキン工業江坂ビル 7 階 1982. 3 潤滑機器装置の製造，販売 30 百万円

（100） 33 ─

ダイキン油機
エンジニアリング㈱ DHE

〒 566─0052
大阪府摂津市鳥飼本町 4─6─16 2005. 4 油圧機器及び油圧装置の製

造 ･販売
30 百万円
（100） 103 ─

ダイキン ･ザウアーダン
フォス㈱ DSD

〒 566─0043
大阪府摂津市西一津屋 1─1 2001. 9

建機・農機・その他車両用
の油圧機器及び関連部品の
開発・製造・販売

400 百万円
（55） 103 ダンフォス社 45％
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オール ワールド
マシナリー AWM 1301West Diggins Street Harvard, IL. 60033, USA 2008. 2 米国の産業機械の油圧機

器・部品の販売
2千米ドル
（75） 74 ─

大金液圧（蘇州）
有限公司 DHSU

No.256 Zhong Yuan Road, Chang Yang Street Suzhou  
Industrial Park, Suzhou, 215126, CHINA 2010. 11 油圧機器及び油圧装置の製

造 ･販売
1,830 百万円
（100） 187 ─

特機事業部関係会社

大金医療科技（蘇州）
有限公司 DMT

No.256 Zhong Yuan Road, Chang Yang Street Suzhou  
Industrial Park, Suzhou, 215126, CHINA 2012. 6

酸素濃縮機関連技術の研
究・開発，酸素濃縮機部品
の生産・販売，並びに関連
するアフターサービスの提供

47,000 千人民元
（100） 37 ─

OYL本社関係会社

O.Y.L. Manufacturing 
Company Sdn Bhd

OYLM
Lot 60334, Persiaran Bukit Rahman Putra 3, Taman  
Perindustrian Bukit Raman Putra, 47000 Sungai Buloh,  
Selangor, MALAYSIA

1984 空調機器の製造，販売
276,254 千マレー
シアリンギッド
（100）

1,317 ─

J&E Hall Refrigeration Sdn 
Bhd

JAHMAL
Lot 10, 12, 14, 16, 18, 20─22, Perusahaan 8, Banting Town 
Selangor, MALAYSIA 1977 空調，冷凍冷蔵，および関

連機器の製造，販売 （100） 218 OYLM 100％

O.Y.L. Technology Sdn 
Bhd

OYLTM
Lot 3, Jalan Asam Jawa 16/15, Section 16, 40000 Shah Alam, 
Selangor, MALAYSIA 1990 電気機器の製造，販売 （100） 305 OYLM 100％

O.Y.L. Steel Centre Sdn 
Bhd

OYLSC
Lot 1, Jalan Asam Jawa 16/15, Section 16, 40706 Shah Alam, 
Selangor, MALAYSIA 1984 鉄鋼資材処理 （75） 67 OYLM 75％

Group Associated（C&L）
Sdn Bhd

GA
No.49B, Jalan SS21/1A, Damansara Utama, 47400 Petaling 
Jaya, Selangor, MALAYSIA 1983 空調・冷凍冷蔵機器の販売

およびサービス

200 千マレーシア
リンギッド
（100）

225 OYLM 100％

Acson Malaysia Sales & 
Service Sdn Bhd

ACSON
Lot 4, Lorong 19/1A, Section 19, 46300 Petaling Jaya,  
Selangor, MALAYSIA 1984. 10 空調・冷凍冷蔵，および関

連機器の製造，販売 （100） 151 OYLM 100％

P.T. O.Y.L. Sentra 
Manufacturing

PTOYL
Bekasi International Industrial Estate,（Lippo Cikarang）Blok 
C─2, No.12A, Jl. Raya Cibarusah Lemah Abang,Bekasi 17550, 
Jawa Barat, INDONESIA

1994 空調機器の製造，販売 （100） 106 OYLM 100％

O.Y.L. Research & 
Development Centre Sdn 
Bhd

OYLRD
Lot 4739, Jalan BRP 8/2, Taman Perindustrian Bukit  
Rahman Putra, 47000 Sungai Buloh, Selangor, MALAYSIA 1991

空調，冷凍冷蔵，および関
連電気機器の研究開発なら
びに製造

（100） 184 OYLM 100％

AAF McQuay UK Limited
（United Kingdom） UKHC

AAF McQuay UK Limited Bassington Industrial Estate
Cramlington Northumberland NE23 8AF, UK 1988. 9 持株会社 （100） ─ AAF-McQuay Group Inc. 

100％
Coulstock&Place Engineer-
ing Co.Limited（United 
Kingdom）

CPEUK
Coulstock & Place Engineering Co. Limited Units 1─6, 
Bankwood Industrial Estate Rossington, Doncaster South 
Yorkshire DN11 0P5, UK

1986. 7 電気モーターのサービス （100） ─ J & E Hall Limited 100％

J&E Hall Limited 
（United Kingdom） JEHALL 191 Hawley Road Dartford Kent DA1 1PU, UK 1995. 10 冷凍冷蔵機器，空調製品の

製造・販売
8,000 千英ポンド
（100） 321 AAF McQuay UK Limited 

100%
AAF-McQuay Group Inc.
（Delaware） AMGI

9920 Corporate Campus Drive, Suite 2200, Louisville, KY 
40223, USA 1994. 12 持株会社 （100） 10 DIL 100％
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AAFインターナショナル（AAFI）関係会社

AAF Singapore Pte Ltd AAFSG 3 Bukit Batok Street 22 Singapore 659582, SINGAPORE 1972 フィルタ製品の販売，サー
ビス

（100） 11 OYLM 100％

AAF（Suzhou）Co.,Ltd AAFSU
No.116, Chang Yang Street in District 3. Suzhou Industrial 
Park, Jiangsu 215126, CHINA 2002. 7 フィルタ媒体，フィルタお

よび関連製品の製造・販売 （100） 318 OYLM 100％

AAF（Shenzhen）Co.,Ltd AAFSZ
No.5022, Binhe Road Futian District, Shenzhen 518111, 
CHINA 2002. 1 フィルタ媒体，フィルタお

よび関連製品の製造・販売 （100） 179 OYLM 100％

American Air Filter 
Manufacturing Sdn Bhd

AAFM
Lot 6, Jalan Pengapit, 15/19, Seksyen 15, 40000 Shah Alam, 
Selangor, MALAYSIA 2001. 11 フィルタ製品の製造，販

売，サービス （100） 137 OYLM 100％

AAF Taiwan Co.,Ltd AAFTW
No.19, Kuo Ti Rd., Ta Tso Li, Chu Nan Chen 350, Miao Li 
Hsien, TAIWAN R.O.C. 2003. 12 フィルタ製品の製造，販売 （100） 41 OYLM 100％

AAF India Private Limited AAFIPL
No 149/150 Bandapura VillageMarasoor Post, Anekal Taluk
Bangalore District 562106 Karnataka, INDIA 2005 フィルタ製品の製造，販売 （100） ─ OYLM 100％

American Air Filter 
Company,Inc.

AAFCI
9920 Corporate Campus Drive, Suite 2200, Louisville, KY 
40223, USA

AAF商標を保護するため
に設立した会社。 （100） 970 AAF-McQuay Group Inc. 

100％
Air Filters Limited（United 
Kingdom） AFUK

Bassington Industrial Estate Cramlington Northumberland 
NE23 8AF, UK 1998. 1 フィルタ製品の製造と販売 （100） 29 UKHC 100％

AAF Luftreinigungssysteme 
Gesellschaft m.b.H（Austria） AFAUS Weyrgasse 8/7 A─1030 Vienna, AUSTRIA 1967. 3 フィルタ製品の販売 （100） 9 AAF International B.V. 

100％
AAF Lufttechnik GmbH
（Germany） AFLUFT Gemotstrasse 23 44319 Dortmund, GERMANY 1976. 2 フィルタ製品の販売 （100） 9 AAF International B.V. 

100％

AAF-S.r.l.（Italy） AAFIT Via Valassina, 24 20159 Milano, ITALY 1973. 3 フィルタならびに環境関連
製品の販売 （100） 7 AAF International B.V. 

99.98％
AAF-McQuay Netherlands 
B.V.（The Netherland） NEHC Egelenburg 2 1081 GK Amsterdam, NETHERLANDS 1988. 11 持株会社 （100） ─ AAF-McQuay Group Inc 

100％
AAF International B.V. 
（The Netherland） AAFINT Phileas Foggstraat 5 7821─AJ Emmen, NETHERLANDS 1964. 4 気体・液体を扱う製品の製造

と販売（フィルター欧州本部） （100） 192 AAF-McQuay Netherlands 
B.V. 100％

AAF Hava Filtreleri ve 
Ticaret A.S.（Turkey） AFTURK

Esentepe Cad. Bildircin Sok. No.880300 Mecidiye Istanbul, 
TURKEY 1989. 10 エアフィルタ製品の販売 （100） 2 AAF International B.V. 

100％

AAF Saudi Arabia Limited
（Saudi Arabia） SAUDI P.O. Box 59336 Riyadh 11525, SAUDI ARABIA 1995. 3 フィルタ製品の製造と販売 （100） 26

AAF International B.V. 
95％，AAF-McQuay Nethe
rlands B.V. 5％

AAF-SA N.V.（Belgium） AFBEL Avenue Louise 149 1050 Brussels, BELGIUM 1968. 6 フィルタ製品の販売 （100） ─ AAF International B.V. 
100％

AAF Environmental Control 
E.P.E.（Greece） AFGREC Messogion Ave., & 2, Papada Street 115 25 Athens, GREECE 1975. 2 エアフィルタ製品の販売 （100） 3 AAF International B.V. 

100％
AAF International OY
（Finland） AFFIN Kutomotie 6B Helsinki, 00380, FINLAND 2005. 1 エアフィルタ製品の販売 （100） 3 AAF International B.V. 

100％
AAF International S.R.O
（Slovakia） AFSLV

Kocovska Cesta 5 Nove Mesto nad Vahom, 91501, 
SLOVAKIA 2005. 2 エアフィルタ製品の製造・

販売 （100） 98 AAF International B.V. 
100％
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American Air Filter Brasil 
Ltda.（Brasil） AAFBRA

Avenida Brigadeiro Faria Lima No.1541, 10th Floor, Suite 
10─D Sao Paulo, Sao Paulo 01451─000 BRAZIL 1996. 4 フィルタ製品ならびに空調

製品の販売・サービス （100） 17 AAFCI 98％ , DAA 2％

AAF Canada, Inc.
（Canada） 3233 rue Sartelon, St-Laurent, QC H4R 1E6 CANADA フィルタ製品の販売 （100） 23 American Air Filter  

Company, Inc. 100％
AAF International  
（Thailand）Co.,Ltd

AAFTH
26th Floor, The offices at Central World, 999/9 Rama 1,  
Pathumwan, Bangkok 10330, THAILAND 2013. 3 フィルタ製品の販売 （100） ─ OYLM 100％

P&Iインターナショナル関係会社

AAF（Wuhan）Co., Ltd AAFWU
No.268, Hangiang Street, Economy and Technology  
Development District, Wuhan 430056, CHINA 2003. 9 フィルタおよび関連製品の

製造・販売 （100） 416 OYLM 100％

AAF-Limited（United 
Kingdom） UKEP

Bassington Industrial Estate Cramlington Northumberland 
NE23 8AF, UK 1966. 3

空気汚染制御・環境製品の
製造と販売
（AAF P&I 本部）

（100） 275 AAF McQuay UK Limited 
100％

AAF-SAS（France） FRASA 124 Bis Avenue De Villiers 75017 Paris, FRANCE 1968. 7 フィルタ製品の製造・販売 （100） 195 AAF-McQuay Netherlands 
B.V. 100％

AAF, S.A.（Spain） AAFSP Uratea, 11 P. Industrial Ali-Gobeo 01010 Vitoria, SPAIN 1972. 5 フィルタ製品の製造と販売 （100） 102 AAF-McQuay Netherlands 
B.V. 100％

AAF, S.de R.L. de 
C.V.（Mexico） AAFMEX

Primero de Mayo 85 54040 Tlalnepantla Estado de Mexico, 
MEXICO 1963. 1 フィルタ製品の製造と販売 （100） 59 American Air Filter  

Company, Inc. 100％

AAF-International Air-
filtration Systems 
L.L.C.（United Arab 
Emirates-Dubai）

DUBAI
ARBIFT Tower, Suite 908 Baniyas Street P.O. Box 28564
Al Riqqa, Deira Dubai, UAE 1997. 12

空調製品，空調・冷凍冷蔵
関連補修部品，大型空調な
らびに周辺部品の販売

（49） 59
AAF-International FZE 
49％，others 51％（実質
100％）

AAF International Air 
Filtration L.L.C.（U.A.E-Abu 
Dhabi.）

ABU
DHABI

Office 114 Al Joud Center, 3rd Interchange, Sheikh Zaid 
Road.
PO Box. 28564 Dubai, UAE

2013. 8 フィルタ製品の販売 （49） ─
AAF-International FZE 
49％，others 51％（実質
100％）

AAF International FZE
（Dubai）

Office 114 Al Joud Center, 3rd Interchange, Sheikh Zaid 
Road.
PO Box. 28564 Dubai, UAE

2010. 4 エアフィルタ製品の販売 （100） ─ AAF-McQuay Netherlands 
B.V.（The Netherland）100％

グッドマン・グローバル・グループ
Daikin Holdings（Houston）, 
Inc.

2711 Centerville Road, Suite 400, City of Wilmington,  
Country of New Castle, Delaware 19808, USA 2012. 10 持株会社 （100） 5,769 ─

Goodman Global Group, 
Inc.

GGG 5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 2007. 10 持株会社 （100） Daikin Holdings（Houston）, 
Inc. 100％

Goodman Global, Inc. GGI 5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 2004. 11 持株会社 （100） Chill Intermediate  
Holdings, Inc. 100％

Goodman Global 
Holdings, Inc.

5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 2004. 11 持株会社 （100） Goodman Global, Inc. 100％

Goodman Distribution, Inc. 5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 1990. 5 空調機器の販売 （100） Goodman Global Holdings, 
Inc. 100％
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Daikin North America, LLC 5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 2004. 12 マーケティング （100） Goodman Global Holdings, 
Inc. 100％

Goodman Manufacturing 
Company, L.P.

5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 1993. 12 空調機器の製造 （100）
Daikin North America LLC 
99％，Goodman Holding 
Company 1％

Quietflex Manufacturing 
Company, L.P.

5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 2001. 5 空調機器の製造 （100） Goodman Manufacturing 
Company, L.P. 99.9％

Goodman Sales Company 5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 1991. 10 空調機器の販売 （100） Goodman Distribution, Inc. 
100％

Goodman Company, L.P. 5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 1997. 7 空調機器の製造 （100） Goodman Manufacturing 
Company, L.P. 99.9％

AsureCare Corp. 5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 1998. 6 空調機器のサービス保証 （100） Goodman Company, L.P. 
100％

Asure Manufacturing LLC 5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 2014. 4 商品の標準保証 （100） Goodman Manufacturing 
Company, L.P. 100％

Asure Extended Service 
Company LLC

5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 2014. 4 商品の延長保証 （100） Goodman Manufacturing 
Company, L.P. 100％

Goodman Company 
Canada

5151 San Felipe, Houston TX 77056, USA 2000. 1 空調機器の販売 （100） Goodman Canada, L.L.C. 
100％

その他

ダイキン福祉サービス㈱ DFS
〒 530─8323
大阪府大阪市北区中崎西 2─4─12　梅田センタービル 1976. 8 印刷業，旅行業，保険代理

業，物品販売　等
10 百万円
（100） （151） ─

㈱ダイキンサンライズ
摂津 DDS

〒 566─0042
大阪府摂津市東別府 4─9─9 1993. 5

空調機器部品・医療用機器
の組立，潤滑機器の加工及
び組立，化学品の製造，空
気清浄機の修理，技術資料
の保管と出荷作業，CAD
及び入力作業等

249 百万円
（50.9） （110） 大阪府 38.4％ 摂津市 4.4％ 

ダイキン関係会社 6.3％

ダイキン情報システム㈱ DKI
〒 530─0005
大阪府大阪市北区中之島 2─3─18
中之島フェスティバルタワー 28 階

1999. 12 情報推進別会社 90 百万円
（70） 5 NEC 30％

ダイキンアカウンティン
グソリューションズ㈱ DKA

〒 530─8323
大阪府大阪市北区中崎西 2─4─12　梅田センタービル 2000. 4

ダイキン工業の一般会計・
決算業務，国内子会社の経
理・財務業務のトータル受託

20 百万円
（100） 1 ─

㈱バイオ・シータ 〒 532─0011
大阪府大阪市淀川区西中島 3─11─26 2003. 12 食品衛生検査事業 94 百万円

（85.1） （2） DIL 85.1％，CVC

注 1）資本金，出資比率，従業員数は 2014 年 12 月末現在．
注 2）2014 年 12 月末現在の連結従業員数は 59,859 人（内，ダイキン工業の従業員は 8,055 人）
　　　なお，（　　）内の従業員数は連結従業員数に含まない．
注 3）会社名および略称は関係会社管理規程別表 1に準じて記載．
注 4）DILはダイキン工業株式会社の略．
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株価と外部評価

年度

株　価
（期末）
：円

時価総額
（期末）
：億円

外国法人等
株主比率
（期末）：％

日経「優
良企業ラ
ンキング」
＊ 1

日経「プ
リズム企
業ランキ
ング」
＊ 2

日経「総
合企業ラ
ンキング
NICES」
＊ 3

日経「企
業の環境
経営度ラ
ンキング」
＊ 4

日 本 の グ
ローバル・
ブ ラ ン ド
TOP30
＊ 5

2004 2,700  7,122 37.00 165 位 36 位 25 位
2005 4,120 10,869 36.64  79 位 43 位 55 位
2006 4,100 10,816 31.64 122 位 33 位 32 位
2007 4,290 12,575 27.83 113 位 28 位 11 位
2008 2,680  7,855 24.20  94 位 37 位
2009 3,825 11,212 27.27 21 位 64 位 19 位
2010 2,491  7,301 29.37 13 位 58 位 17 位
2011 2,253  6,604 26.57 11 位 33 位 20 位
2012 3,690 10,816 32.28 10 位 13 位 18 位
2013 5,782 16,948 35.61  9 位 27 位 16 位
2014 7,810 22,892 36.20  8 位 33 位 17 位
＊ 1　調査対象は，金融や新興市場等を除く上場企業の約 2000 社．
＊ 2　調査対象は，東京証券取引所の上場企業と有力な非上場企業の計約 2000 社．
＊ 3　調査対象は，全国の上場企業のうち，企業規模などの条件により抽出した主要約 1000 社．

2009 年より日経「優良企業ランキング」と日経「プリズム企業ランキング」を統合して
ランキング化．

＊ 4　調査対象は，上場企業，非上場企業の有力企業のうち製造業では 1800 社．
＊ 5　インターブランド社が，2009 年より上場企業で海外売上高比率 30％を超える日本のコー

ポレートブランド 100 弱を調査し，その上位 30ブランドを発表．
注）表中に期末とあるのは，翌年の 3 月末．
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株
主
総
会

取
締
役
会

執
行
役
員

Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

企
業
倫
理
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会

情
報
開
示
委
員
会

業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
・

整
備
構
築
委
員
会（
独
立
委
員
会
）

グ
ル
ー
プ

経
営
会
議

経
営
諮
問
委
員

人
事
・
報
酬

諮
問
委
員
会

最
高
経
営
会
議

執
行
役
員
会

監
査
役

監
査
役
会

監
査
役
室

グ
ル
ー
プ

監
査
会
議

空調営業本部

ダイキンHVACソリューション北海道㈱，ダイキンHVACソリューション東北㈱，ダイキンHVACソリューション新潟㈱，
ダイキンHVACソリューション東京㈱，ダイキンHVACソリューション東海㈱，ダイキンHVACソリューション北陸㈱，
ダイキンHVACソリューション近畿㈱，ダイキンHVACソリューション中四国㈱，ダイキンHVACソリューション九州㈱，
ダイキンHVACソリューション沖縄㈱，ダイキン･コンシューマ･マーケティング㈱，㈱ダイキンアプライドシステムズ，ダイキンエアテクノ㈱，
オーケー器材㈱，㈱ディー･エス･テック，モリタニ・ダイキン㈱，エスイーエム・ダイキン㈱，第一セントラル設備㈱

ダイキンインダストリーズタイランド社，ダイキンエアコンディショニングタイランド社，サイアムダイキンセールス社，
ダイキンコンプレッサーインダストリーズ社，ダイキンインダストリーズホールディング社，ダイキンオーストラリア社，
ダイキンエアコンディショニングシンガポール社，ダイキンエアコンディショニングマレーシア社，ダイキンエアコンディショニングフィリピン社，
ダイキンエアコンディショニングインド社，ベトキム社，ダイキンUS社，ダイキンマッケイエアコンディショニングブラジル社，
ダイキンエアコンディショニングアマゾナス社，ダイキンエアコンディショニングアルゼンチン社，ダイキンエアコンディショニングインドネシア社，
ダイキンアプライドソリューションズインドネシア社，ダイキンホールディングスシンガポール社，AAFインターナショナル，P＆Iインターナショナル，
日本無機㈱

ダイキンヨーロッパ社，ダイキンエアコンディショニングベルギー社，ダイキンヨーロッパコーディネーションセンター社，
ダイキンエアコンディショニングUK社，ダイキンエアコンディショニングフランス社，ダイキンエアコンディショニングドイツ社，ROTEX社，
ダイキンインダストリーズチェコ社，ダイキンデバイスチェコ社，ダイキンクロアチア社，ダイキンエアコンディショニングセントラルヨーロッパ社，
ダイキンエアコンディショニングスペイン社，ダイキンエアコンディショニングポルトガル社，ダイキンエアコンディショニングポーランド社，
ダイキンエアコンディショニングイタリア社，ダイキンエアコンディショニングギリシャ社，ダイキンスウェーデン社，
ダイキンエアコンディショニングネザーランド社，ダイキンハンガリー社，ダイキンエアコンディショニング南アフリカ社，AZDAC社，
ダイキン・マッケイ中東FZE社，ダイキントルコ社，ダイキンエアコンディショニングサウジアラビア社

大金中国投資有限公司，大金空調（上海）有限公司，大金空調（蘇州）有限公司，大金機電設備（蘇州）有限公司，
大金電器機械（蘇州）有限公司，西安大金慶安圧縮機有限公司，大金冷気香港有限公司，大金商貿服務（上海）有限公司

ダイキンアジアサービシング社，大金空調技術北京有限公司，大金空調技術上海有限公司，大金空調技術広州有限公司

ダイキンMRエンジニアリング㈱，大金制冷（蘇州）有限公司，IRSインターナショナル社

ダイキンレクザムエレクトロニクス㈱，ダイキンパイピング㈱，ダイキンシートメタル㈱，パナソニック･ダイキン空調開発センター㈱，
珠海格力大金機電設備有限公司，珠海格力大金精密模具有限公司

ダイキントレーディング㈱，ダイキントレーディングタイランド社

ダイキン潤滑機設㈱，ダイキン油機エンジニアリング㈱，ダイキン･ザウアーダンフォス㈱，オール･ワールド･マシナリー社，大金液圧（蘇州）有限公司

アプライド米国，アプライド欧州，マッケイ中国，アプライド開発センター

大金医療科技（蘇州）有限公司

グッドマン・グローバル・グループ

東邦化成㈱，共栄化成工業㈱，ダイミクス社，ダイキンアメリカ社，MDAマニュファクチュアリング社，クライテック社，
ダイキンケミカルヨーロッパ社，ダイキンケミカルネザーランド社，ダイキンケミカルフランス社，大金フッ素化学中国有限公司，
大金化学国際貿易（上海）有限公司，大金フッ素塗料上海有限公司，大金通信科技（寧波）有限公司，台塑大金精密化学股份有限公司，
台湾大金先端化学股份有限公司，江西大唐化学有限公司，ダイキンアルケマ冷媒アジア有限公司，ダイキンアルケマ制冷貿易（上海）有限公司，
アルケマダイキン先端フッ素化学（常熟）有限公司，上海バルカーふっ素樹脂製品有限公司，ダイキンコリア社

グローバル戦略本部

欧州空調事業

中国空調事業

低温事業本部

空調生産本部

グローバル調達本部

サービス本部

アプライド・ソリューション
事業本部

化学事業部

油機事業部

特機事業部

電子システム事業部
OYL本社 OYLマニュファクチャリング社

J＆E HALL

【グループ戦略スタッフ部門】
秘書室
内部監査室
コーポレートコミュニケーション室

•経営 IRグループ
•広報グループ

マーケティングリサーチ本部
•企画グループ
•調査グループ

経営企画室
【経営資源革新部門】
経理財務本部

•経理企画グループ
•経理グループ
•連結経営管理グループ
•財務グループ

─ダイキンアカウンティングソリューションズ㈱
人事本部

•人事企画グループ
•人事・労政・労務グループ
•グローバル人材グループ
•採用グループ

法務・コンプライアンス・知財センター
•企業倫理・リスクマネジメントグループ
•海外法務グループ
•国内法務グループ
•知的財産グループ

CSR・地球環境センター

IT 推進部
─ダイキン情報システム㈱

SCM部
総務部

•総務グループ
•広告宣伝グループ

施設部
テクノロジー・イノベーションセンター設立準備室
環境技術研究所
─㈱バイオシータ

化学研究開発センター
ソリューション商品開発センター

【全社サポート部門】
物流本部
研修部
東京支社
堺製作所
淀川製作所
滋賀製作所
鹿島製作所
ダイキンホールディングス（ヒューストン）社
ニューヨーク事務所
北京事務所
上海事務所
広州事務所
ダイキン福祉サービス㈱
㈱ダイキンサンライズ摂津

グループ経営機構図（2014年 7月1日現在）
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年

10
・
25 
山
田
晁
、
合
資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
（
資
本
金
一
万
五
〇
〇
〇
円
）

を
創
立
し
、
飛
行
機
用
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
製
作

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年

10
・
│ 

奉
天
第
二
兵
工
廠
か
ら
瞬
発
信
管
三
〇
万
発
を
受
注

一
九
二
六
（
大
正
十
五
・
昭
和
元
）
年

10
・
│ 

蜂
巣
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
・
木
管
リ
ン
グ
・
圧
搾
品
の
生
産
を
開
始

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年

3
・
│ 

四
塩
化
炭
素
消
火
器
の
生
産
を
開
始

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年

5
・
13 

今
宮
工
場
を
大
阪
市
西
成
区
中
開
町
に
新
設

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年

1
・
│ 

〝
ラ
シ
ョ
ナ
ル
注
油
器
〞
の
生
産
を
開
始

9
・
│ 

陸
軍
造
兵
廠
大
阪
工
廠
か
ら
三
七
ミ
リ
速
射
砲
用
薬
莢
を
受
注

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年

3
・
│ 

炭
酸
ガ
ス
消
火
装
置
の
生
産
を
開
始

5
・
│ 

人
絹
紡
糸
用
ポ
ン
プ
・
ボ
ビ
ン
の
生
産
を
開
始

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

10
・
16 

海
軍
省
指
定
工
場
と
な
る
（
圧
搾
加
工
品
）

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年

4
・
│ 

蜂
巣
型
放
熱
器
用
黄
銅
管
、
海
軍
購
買
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年

4
・
10 

陸
軍
省
指
定
工
場
と
な
る
（
薬
莢
・
信
管
）

10
・
10 

住
友
伸
銅
鋼
管
と
の
資
本
提
携
成
立

11
・
│ 

フ
ロ
ン
の
研
究
を
開
始

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年

1
・
│ 

冷
凍
機
の
研
究
を
開
始

2
・
11 

大
阪
金
属
工
業
株
式
会
社
を
設
立
（
資
本
金
二
十
五
万
円
）

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年

│
・
│ 

米
議
会
、
新
移
民
法
（
排
日
条
項

を
含
む
）
可
決
（
七
月
一
日
施
行
）

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年

9
・
19 

日
本
冷
凍
協
会
設
立

一
九
二
六
（
大
正
十
五
・
昭
和
元
）
年

9
・
1 

住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社
設
立

12
・
25 

大
正
天
皇
崩
御
、
昭
和
と
改
元

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年

3
・
15 

昭
和
金
融
恐
慌
始
ま
る

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年

2
・
20 

衆
院
選
、
初
の
普
通
選
挙

6
・
4 

張
作
霖
、
爆
死

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年

10
・
24 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
大
暴
落
、
世

界
恐
慌
に
発
展

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年

1
・
11 

金
輸
出
の
解
禁
実
施
、
金
本
位
制

に
復
帰

8
・
│ 

米
国
カ
イ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
ケ
ミ
カ

ル
社
（
デ
ュ
ポ
ン
社
と
Ｇ
Ｍ
社
の

合
弁
会
社
）が
新
冷
媒
ガ
ス〝
フ
レ

オ
ン
〞
を
製
造
販
売
開
始

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

9
・
18 

満
州
事
変
勃
発

12
・
13 

金
本
位
制
停
止
、
管
理
通
貨
制
へ

移
行

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年

3
・
1 

満
州
国
、
建
国
宣
言

5
・
15 

海
軍
青
年
士
官
ら
首
相
官
邸
な
ど

を
襲
撃
、
犬
養
首
相
射
殺
（
五
・

一
五
事
件
）

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年

3
・
27 

日
本
、
国
際
連
盟
を
脱
退

5
・
3 

大
阪
市
営
地
下
鉄
、
梅
田
│
心
斎

橋
間
開
通

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年

9
・
21 

室
戸
台
風
、
関
西
を
襲
う
（
死
者

行
方
不
明
三
〇
三
六
人
）
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

11
・
│ 

メ
チ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
式
一
馬
力
冷
凍
機
を
開
発
、〝
ミ
フ
ジ
レ
ー
タ
ー
〞

冷
凍
機
と
命
名

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年

2
・
28 

合
資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
を
吸
収
合
併
、
資
本
金
一
五
〇
万
円
に

な
る

12
・
│ 

フ
ロ
ン
の
合
成
実
験
に
成
功

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年

7
・
│ 

南
海
鉄
道
へ
電
車
冷
房
用
二
十
馬
力
〝
ミ
フ
ジ
レ
ー
タ
ー
〞
冷
凍
機
を

納
入

10
・
│ 

飛
行
機
用
部
品
の
尾
翼
・
補
助
翼
・
方
向
舵
な
ど
生
産
を
開
始

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年

2
・
16 

堺
工
場
を
大
阪
府
堺
市
に
新
設

3
・
│ 

航
空
機
用
調
速
器
（
ガ
バ
ナ
）
用
部
品
の
生
産
を
開
始

11
・
│ 

フ
ロ
ン
製
造
用
の
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
反
応
釜
を
完
成

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年

2
・
│ 

呉
海
軍
工
廠
へ
潜
水
艦
搭
載
用
と
し
て
、
国
産
初
の
フ
ロ
ン
式
〝
ミ
フ

ジ
レ
ー
タ
ー
〞
冷
凍
機
を
納
入

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年

6
・
│ 

陸
軍
造
兵
廠
大
阪
工
廠
か
ら
弾
丸
・
砲
弾
塗
装
専
門
工
場
に
指
定
さ
れ

る

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年

7
・
│ 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
完
成
品
の
生
産
を
開
始

8
・
│ 

陸
軍
機
用
調
速
器
（
ハ
ミ
ル
ト
ン
式
ガ
バ
ナ
）
の
生
産
を
開
始

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年

1
・
11 

海
軍
艦
政
本
部
か
ら
フ
ロ
ン
の
製
造
命
令
を
受
け
る

2
・
1 

淀
川
工
場
を
大
阪
府
三
島
郡
に
新
設

4
・
│ 

海
軍
艦
艇
ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ
ス
用
冷
却
装
置
、
伊
号
潜
水
艦
用
冷
房
・

冷
蔵
装
置
の
納
入
を
開
始

9
・
│ 

航
空
機
離
着
陸
用
脚
緩
衝
装
置
（
オ
レ
オ
）
の
生
産
を
開
始

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年

8
・
│ 

淀
川
製
作
所
で
フ
ロ
ン
の
製
造
を
開
始

10
・
│ 

神
崎
川
工
場
を
大
阪
府
吹
田
市
に
開
設

12
・
│ 

ヘ
ッ
セ
ル
マ
ン
エ
ン
ジ
ン
（
一
八
〇
馬
力
）
を
開
発

12
・
29 

ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
破
棄

を
米
国
に
通
告

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年

4
・
1 

青
年
学
校
令
公
布

9
・
17 

住
友
伸
銅
鋼
管
と
住
友
製
鋼
所
が
合

併
し
、
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
を

設
立

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年

1
・
15 

ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
脱
退
通
告

2
・
26 

陸
軍
部
隊
に
よ
る
反
乱
（
二
・
二
六

事
件
）

11
・
25 

日
独
防
共
協
定
調
印

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年

7
・
7 

日
中
戦
争
勃
発
（
蘆
溝
橋
事
件
）

11
・
6 

イ
タ
リ
ア
、
日
独
防
共
協
定
に
参
加

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年

1
・
29 

特
許
収
用
令
公
布

4
・
1 

国
家
総
動
員
法
公
布
（
五
月
五
日

施
行
）

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年

9
・
1 

ド
イ
ツ
軍
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
、
九

月
三
日
英
仏
の
宣
戦
で
第
二
次
世
界

大
戦
に
発
展

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
年
）

9
・
23 

日
本
軍
、
北
部
仏
印
へ
進
駐
を
開
始

9
・
27 

日
独
伊
三
国
同
盟
調
印

10
・
12 

大
政
翼
賛
会
発
足

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年

3
・
1 

国
民
学
校
令
公
布

4
・
13 

日
ソ
中
立
条
約
調
印

6
・
22 

独
ソ
戦
勃
発

7
・
28 

日
本
軍
、
南
部
仏
印
へ
進
駐
を
開
始

12
・
8 

真
珠
湾
攻
撃
、
米
英
に
宣
戦
布
告

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年

4
・
18 

米
軍
機
十
六
機
東
京
・
名
古
屋
・

神
戸
な
ど
を
初
空
襲

6
・
5 

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
（
日
本
四
空
母

を
失
い
戦
局
の
転
機
）

8
・
7 

米
軍
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
上
陸
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年

6
・
│ 
陸
軍
輸
送
潜
水
艇
用
冷
凍
機
の
納
入
を
開
始

10
・
│ 
複
座
戦
闘
機
「
屠
竜
」
の
全
組
み
作
業
を
開
始

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年

1
・
1 

大
和
川
製
作
所
を
大
阪
府
中
河
内
郡
に
新
設

3
・
13 

大
阪
事
務
所
、
北
浜
の
風
月
堂
ビ
ル
（
自
社
ビ
ル
）
に
移
転

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年

8
・
15 

終
戦
に
よ
り
全
社
操
業
中
止

9
・
28 

大
和
川
製
作
所
接
収
さ
れ
る

10
・
28 

淀
川
製
作
所
接
収
さ
れ
る

12
・
26 

大
和
川
製
作
所
接
収
解
除
、
敷
地
を
旧
地
主
に
返
還

一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年

1
・
23 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）
か
ら
製
氷
機
を
受
注
、
三
月
よ
り
生

産
を
開
始

2
・
2 

堺
・
淀
川
労
働
組
合
結
成

2
・
27 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
堺
製
作
所
の
民
需
転
換
を
許
可

3
・
8 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
フ
ロ
ン
12
を
受
注

4
・
25 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
電
気
冷
蔵
庫
を
受
注

7
・
11 

淀
川
製
作
所
、
接
収
を
解
除

9
・
4 

大
阪
金
属
工
業
労
働
組
合
連
合
会
を
結
成

一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年

6
・
26 

農
業
用
発
動
機
の
設
計
に
着
手
、
九
月
よ
り
生
産
を
開
始

8
・
20 

社
員
の
身
分
制
（
社
員
・
雇
員
・
工
員
な
ど
）
を
廃
止
、
社
員
に
一
本

化
す
る

一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年

8
・
29 

労
働
組
合
連
合
会
を
労
働
組
合
本
部
に
、
各
工
場
は
支
部
と
改
称

11
・
6 

進
駐
軍
向
け
電
気
冷
蔵
庫
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
注
文
、
全
面
的
に
打
ち
切

ら
れ
る

11
・
23 

第
一
次
企
業
整
備
に
よ
る
人
員
整
理
を
実
施

12
・
26 

労
働
組
合
、
越
年
資
金
を
め
ぐ
り
初
め
て
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入

一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年

2
・
2 

労
働
組
合
本
部
・
支
部
を
解
散
し
、
各
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
単
一
の
労
働

組
合
と
な
る

5
・
14 

株
式
を
大
阪
証
券
取
引
所
第
一
部
に
上
場

5
・
│ 

豊
中
・
水
戸
電
報
電
話
局
の
自
動
交
換
機
室
の
温
湿
度
調
整
装
置
を
受

注
（
六
月
に
納
入
）

6
・
11 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
向
け
フ
ロ
ン
12
の
注
文
、
全
面
的
に
打
ち
切
ら
れ
る

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年

9
・
8 

伊
バ
ド
リ
オ
政
権
、
無
条
件
降
伏

10
・
31 

軍
需
会
社
法
公
布
、
十
二
月
十
七
日

施
行

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年

1
・
18 

軍
需
省
第
一
次
軍
需
会
社
一
五
〇

社
指
定
告
示

6
・
6 

連
合
軍
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
に
上
陸

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年

4
・
1 

米
軍
沖
縄
本
島
に
上
陸
（
八
月
六
日

広
島
、八
月
九
日
長
崎
へ
原
爆
投
下
）

8
・
15 

終
戦
。
八
月
二
十
八
日
連
合
軍
、
日

本
進
駐
開
始

12
・
22 

労
働
組
合
法
公
布
（
四
六
年
三
月
一

日
施
行
）

一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年

1
・
20 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）、

賠
償
施
設
と
し
て
約
四
百
の
軍
需
工

場
の
管
理
を
指
令

2
・
17 

金
融
緊
急
措
置
令
公
布
、
即
日
施
行

9
・
27 

労
働
関
係
調
整
法
公
布
（
十
月
十
三

日
施
行
）

11
・
3 

日
本
国
憲
法
公
布
（
四
七
年
五
月
三

日
施
行
）

一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年

1
・
31 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
中
止
を

指
令

4
・
7 

労
働
基
準
法
公
布（
九
月
一
日
施
行
）

4
・
14 

独
占
禁
止
法
公
布

一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年

2
・
12 

株
式
の
店
頭
売
買
開
始

7
・
│ 

大
阪
冷
凍
機
工
業
協
同
組
合
設
立

（
五
〇
年
、
近
畿
冷
凍
空
調
工
業
会

に
改
称
）

8
・
13 

大
韓
民
国
樹
立

9
・
9 

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
樹
立

一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年

2
・
│ 

日
本
冷
凍
機
製
造
協
会
設
立

4
・
15 

ド
ッ
ジ
公
使
、
経
済
安
定
九
原
則
発

表

5
・
14 

東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
、
三
証
券
取

引
所
開
業

5
・
23 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西
独
）
成
立
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

9
・
20 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
特
需
の
フ
ロ
ン
11
を
受
注

9
・
│ 
第
二
次
企
業
整
備
に
よ
る
人
員
整
理
を
実
施

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年

2
・
18 

殺
鼠
剤
「
フ
ラ
ト
ー
ル
」
を
発
売

2
・
│ 

富
士
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
へ
集
中
潤
滑
装
置
Ｆ
型
手
動
ポ
ン
プ
を
納
入

3
・
23 

第
三
次
企
業
整
備
に
よ
る
人
員
整
理
を
実
施

9
・
│ 

石
川
県
と
静
岡
県
の
漁
業
指
導
船
に
冷
凍
機
を
納
入

一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年

1
・
20 

大
阪
金
属
工
業
労
働
組
合
連
合
会
結
成

5
・
│ 

わ
が
国
初
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
七
・
五
馬
力
を
開
発

6
・
20 

デ
ュ
ポ
ン
社
と
の
フ
ロ
ン
製
法
、
用
途
特
許
実
施
契
約
発
効

6
・
30 

神
崎
川
製
作
所
を
閉
鎖
し
淀
川
製
作
所
に
吸
収

7
・
1 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
一
号
機
を
心
斎
橋
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ズ
劇
場
へ
納
入

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年

3
・
│ 

超
低
温
装
置
〝
サ
ブ
ゼ
ロ
〞
を
開
発

4
・
│ 

フ
ッ
素
樹
脂
の
研
究
に
着
手

6
・
24 

在
日
米
軍
よ
り
八
一
ミ
リ
迫
撃
砲
用
り
ゅ
う
弾
三
〇
万
発
、
同
追
加

二
万
発
を
受
注

8
・
│ 

住
友
金
属
工
業
と
の
資
本
提
携
を
復
活

8
・
│ 

集
中
潤
滑
装
置
電
動
ポ
ン
プ
の
生
産
を
開
始

11
・
27 

住
友
金
属
工
業
よ
り
春
日
弘
が
取
締
役
会
長
に
、
土
屋
義
夫
が
専
務
取

締
役
に
就
任

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年

5
・
3 

本
社
と
大
阪
事
務
所
を
大
阪
市
北
区
の
新
阪
神
ビ
ル
へ
移
転

7
・
│ 

三
フ
ッ
化
塩
化
エ
チ
レ
ン
樹
脂
〝
ダ
イ
フ
ロ
ン
〞
を
開
発

11
・
15 

デ
ュ
ポ
ン
社
の
〝
フ
レ
オ
ン
〞
の
商
標
設
定
に
伴
い
、
当
社
は
〝
ダ
イ

フ
ロ
ン
〞
ガ
ス
の
商
標
を
設
定

一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年

5
・
│ 

無
水
フ
ッ
酸
お
よ
び
フ
ロ
ン
の
連
続
生
産
方
式
に
よ
る
本
格
生
産
を
開

始

9
・
│ 

〝
キ
ャ
ブ
ク
ー
ラ
ー
〞
を
開
発

11
・
9 

株
式
、
東
京
証
券
取
引
所
に
て
店
頭
取
引
を
開
始

12
・
│ 

冷
凍
機
、
油
機
製
品
に
〝
ダ
イ
キ
ン
〞
の
商
標
を
つ
け
る

9
・
15 

シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
、
第
一
次
税
制

改
革
勧
告
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
通
じ
発
表

10
・
1 

中
華
人
民
共
和
国
成
立

10
・
7 

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
東
独
）
成
立

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年

4
・
25 

資
産
再
評
価
法
公
布
（
一
月
一
日

か
ら
適
用
）

6
・
25 

朝
鮮
戦
争
勃
発

8
・
10 

警
察
予
備
隊
令
公
布

9
・
3 

ジ
ェ
ー
ン
台
風
、
関
西
を
襲
う
（
死

者
三
三
六
人
）

一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年

4
・
11 

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
元
帥
か
ら
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
中

将
に
交
代

6
・
7 

高
圧
ガ
ス
取
締
法
公
布

9
・
1 

民
間
放
送
開
始

9
・
8 

対
日
講
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条

約
調
印

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年

4
・
28 

対
日
講
和
・
日
米
安
全
保
障
条
約
発

効

4
・
28 

旧
軍
需
工
場
の
賠
償
指
定
解
除

8
・
1 

保
安
庁
新
設
（
十
月
十
五
日
、
警

察
予
備
隊
を
保
安
隊
に
改
編
）

8
・
1 

日
本
電
信
電
話
公
社
発
足
（
七
月

三
十
一
日
電
気
通
信
省
廃
止
）

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年

2
・
1 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
テ
レ
ビ
本
放
送
を
開
始

4
・
2 

日
米
友
好
通
商
航
海
条
約
調
印

7
・
27 

朝
鮮
休
戦
協
定
調
印
、
朝
鮮
戦
争
終

結

一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年

3
・
1 

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
で
第
五
福
竜
丸
被

災

3
・
8 

日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定（
Ｍ
Ｓ
Ａ
）

調
印

7
・
1 

防
衛
庁
発
足
（
保
安
隊
を
改
組
し
自

衛
隊
発
足
）

10
・
│ 

エ
ア
ゾ
ー
ル
工
業
会
を
結
成

11
・
25 

弗
素
樹
脂
研
究
会
が
発
足
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年

4
・
│ 
〝
ダ
イ
フ
ロ
ン
〞
22
、〝
ダ
イ
フ
ロ
ン
〞
１
１
３
を
発
売

7
・
1 
東
京
事
務
所
、
支
店
に
昇
格

7
・
│ 
四
フ
ッ
化
エ
チ
レ
ン
樹
脂
〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
を
開
発
、
九
月
発
売

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年

2
・
11 

社
内
報
『
ダ
イ
キ
ン
タ
イ
ム
ス
』
創
刊

6
・
18 

殺
虫
剤
〝
フ
ッ
ソ
ー
ル
〞
を
発
売

6
・
28 

住
友
化
学
工
業
と
フ
ッ
素
化
学
に
つ
い
て
業
務
提
携
を
締
結

7
・
│ 

在
日
米
軍
向
け
特
需
砲
弾
の
納
入
を
完
了
、
累
計
で
一
九
九
万

七
〇
三
〇
発
、
金
額
は
六
八
億
二
二
八
五
万
円

9
・
│ 

耕
運
機
の
生
産
を
開
始

一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年

2
・
11 

財
団
法
人
「
山
田
育
英
会
」
を
設
立

3
・
30 

デ
ュ
ポ
ン
社
の
冷
媒
用
途
特
許
期
限
切
れ
の
た
め
フ
ロ
ン
の
製
造
販
売

独
占
権
消
滅

4
・
│ 

塩
ビ
パ
イ
プ
を
発
売
。
耕
運
機
の
生
産
を
中
止

6
・
1 

株
式
を
東
京
証
券
取
引
所
第
一
部
に
上
場

一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年

1
・
│ 

ウ
ィ
ン
ド
ク
ー
ラ
ー
第
一
号
機
を
完
成
（
自
社
開
発
の
ロ
ー
タ
リ
ー
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
搭
載
）

9
・
27 

創
業
三
十
五
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
、
社
是
を
制
定

9
・
│ 

〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
デ
ィ
ス
パ
ー
ジ
ョ
ン
を
発
売

10
・
│ 

防
衛
庁
の
戦
後
初
の
国
産
潜
水
艦
「
お
や
し
お
」
へ
冷
房
・
冷
蔵
装
置

を
納
入

12
・
│ 

水
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
Ｕ
Ｈ
80
型
を
開
発

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年

1
・
29 

福
岡
出
張
所
、
支
店
に
昇
格

4
・
│ 

油
圧
装
置
第
一
号
を
日
本
鋼
管
鶴
見
製
鉄
所
へ
納
入

9
・
│ 

塩
ビ
波
板
を
発
売

9
・
│ 

〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
エ
ナ
メ
ル
を
発
売

一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年

1
・
│ 

〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
フ
ァ
イ
ン
パ
ウ
ダ
ー
を
発
売

2
・
11 

名
古
屋
出
張
所
、
支
店
に
昇
格

5
・
31 

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
開
始

5
・
│ 

油
圧
機
器
を
発
売

一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年

4
・
│ 

新
入
社
員
、
合
宿
集
合
訓
練
を
開
始

4
・
│ 

塩
ビ
タ
イ
ル
を
発
売

11
・
1 

提
案
制
度
発
足

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年

11
・
25 

自
由
・
日
本
民
主
両
党
合
同
、
自
由

民
主
党
結
成

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年

2
・
18 

油
圧
機
器
工
業
会
発
足

5
・
19 

科
学
技
術
庁
発
足

10
・
19 

日
ソ
国
交
回
復
、
共
同
宣
言
に
調
印

12
・
18 

国
連
総
会
、
日
本
の
国
連
加
盟
案
を

全
会
一
致
で
可
決

一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年

7
・
│ 

日
東
化
学
工
業
、
フ
ロ
ン
製
造
開
始

を
発
表

8
・
27 

東
海
村
原
子
力
研
究
所
に
「
原
子
の

火
」
が
初
め
て
と
も
る

10
・
4 

ソ
連
、
世
界
初
の
人
工
衛
星
ス
プ
ー

ト
ニ
ク
一
号
打
ち
上
げ
に
成
功

一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年

1
・
1 

欧
州
経
済
共
同
市
場
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
発

足

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年

1
・
1 

計
量
（
メ
ー
ト
ル
）
法
施
行

6
・
│ 

日
東
化
学
工
業
、
四
フ
ッ
化
エ
チ
レ

ン
樹
脂
製
造
開
始

9
・
26 

伊
勢
湾
台
風
、
中
部
地
方
を
襲
う

（
死
者
五
〇
四
一
人
）

一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年

6
・
15 

安
保
阻
止
国
民
会
議
の
統
一
行
動

6
・
23 

日
米
新
安
全
保
障
条
約
発
効

11
・
1 

「
品
質
月
間
」
ス
タ
ー
ト

12
・
27 

閣
議
で
国
民
所
得
倍
増
計
画
を
決
定

一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年

9
・
30 

米
欧
二
十
カ
国
で
経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
発
足

11
・
16 

電
気
用
品
取
締
法
公
布
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年

2
・
4 
本
社
、
新
阪
神
ビ
ル
か
ら
新
阪
急
ビ
ル
へ
移
転

7
・
│ 
〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
Ｍ
12
を
開
発
、
一
九
六
五
年
九
月
よ
り
発
売

10
・
1 
淀
川
製
作
所
に
総
合
技
術
研
究
所
竣
工

12
・
20 

ワ
ー
ル
プ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
か
ら
の
全
密
閉
ロ
ー
タ

リ
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
技
術
導
入
契
約
発
効

12
・
26 

旭
硝
子
と
フ
ロ
ン
製
造
技
術
供
与
契
約
を
締
結

一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年

2
・
1 

金
岡
工
場
を
大
阪
府
堺
市
に
新
設

2
・
4 

定
年
を
条
件
付
で
五
十
六
歳
に
一
年
延
長

2
・
│ 

消
火
剤
ハ
ロ
ン
２
４
０
２
を
発
売

3
・
13 

本
社
に
輸
出
課
を
新
設

3
・
27 

チ
オ
コ
ー
ル
社
と
フ
ッ
素
樹
脂
製
造
技
術
供
与
契
約
を
締
結

5
・
31 

〝
ラ
シ
ョ
ナ
ル
注
油
器
〞
の
製
造
販
売
権
を
山
科
精
器
へ
譲
渡

10
・
1 

社
名
を
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
と
改
称

12
・
7 

レ
ー
コ
ン
社
（
米
国
）
と
〝
ダ
イ
フ
ロ
ン
〞
ガ
ス
の
製
造
技
術
供
与

契
約
を
締
結

12
・
│ 

農
機
部
門
、
堺
製
作
所
か
ら
淀
川
製
作
所
へ
移
転

一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年

4
・
25 

「
全
員
月
給
制
」
に
移
行

7
・
12 

国
鉄
大
阪
駅
で
当
社
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
冷
・
温
風
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

9
・
16 

小
牧
事
業
所
を
開
設

11
・
│ 

〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
充
塡
材
入
り
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
を
発
売

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年

1
・
30 

山
田
晁
社
長
が
取
締
役
会
長
に
、
土
屋
義
夫
副
社
長
が
取
締
役
社
長

に
、
春
日
弘
会
長
が
相
談
役
に
就
任

1
・
│ 

苗
ま
き
機
を
開
発
（
一
九
七
〇
年
、
田
植
え
機
と
改
称
）

7
・
│ 

塩
ビ
パ
イ
プ
・
波
板
の
生
産
を
中
止

7
・
│ 

南
極
観
測
船
「
ふ
じ
」
の
冷
凍
・
冷
暖
房
装
置
を
納
入

9
・
8 

草
加
事
業
所
を
開
設

一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年

2
・
8 

事
務
機
械
化
の
た
め
、
初
め
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入

5
・
│ 

堺
製
作
所
金
岡
工
場
の
タ
ー
ボ
工
場
完
成

11
・
│ 

英
国
人
ヒ
ッ
グ
ス
と
覚
書
交
換
、
マ
ル
タ
国
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
社
を
設
立

一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年

2
・
15 

ヤ
ン
マ
ー
農
機
と
苗
ま
き
機
の
販
売
契
約
を
締
結

一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年

5
・
4 

衛
生
工
業
協
会
が
空
気
調
和
・
衛
生

工
学
会
と
改
称

11
・
9 

高
碕
達
之
助
、
廖
承
志
と
日
中
総
合

貿
易
に
関
す
る
覚
書
に
調
印
（
Ｌ
Ｔ

貿
易
始
ま
る
）

一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年

5
・
│ 

弗
素
樹
脂
生
テ
ー
プ
工
業
会
発
足

7
・
16 

建
築
基
準
法
改
正
公
布

11
・
23 

初
の
日
米
間
テ
レ
ビ
宇
宙
中
継
受

信
実
験
に
成
功
（
ケ
ネ
デ
ィ
米
大

統
領
暗
殺
ニ
ュ
ー
ス
を
受
信
）

一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年

3
・
11 

日
本
油
圧
工
業
規
格
（
Ｊ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
）

を
制
定

3
・
│ 

電
気
冷
房
機
Ｊ
Ｉ
Ｓ
制
定
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｃ
９
６
１
２
）

4
・
28 

日
本
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
加
盟

10
・
1 

東
海
道
新
幹
線
（
東
京
│
新
大
阪
）

開
業

10
・
10 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
開
幕
（
〜

十
月
二
十
四
日
）

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年

2
・
7 

米
軍
機
、
ベ
ト
ナ
ム
北
爆
を
開
始

4
・
21 

日
本
フ
ロ
ン
ガ
ス
協
会
設
立

7
・
1 

名
神
高
速
道
路
、
全
線
開
通

一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年

5
・
16 

中
国
、
文
化
大
革
命
始
ま
る

5
・
25 

冷
凍
保
安
規
則
公
布
（
十
一
月
一
日

施
行
）

6
・
│ 

高
圧
ガ
ス
取
締
法
改
正
、
ガ
ス
名
の

呼
称
を
「
フ
ロ
ン
」
に
統
一
し
公
用

語
に
な
る

一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年

7
・
1 

欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
結
成
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社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

10
・
│ 

海
上
コ
ン
テ
ナ
用
冷
凍
装
置
を
初
受
注

一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年

1
・
1 
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
廃
止

3
・
2 

化
学
製
造
部
門
、
連
続
操
業
体
制
に
入
る

5
・
31 

建
材
部
門
を
廃
止
し
、
ダ
イ
キ
ン
建
材
を
解
散

5
・
│ 

淀
川
製
作
所
の
暖
房
機
工
場
竣
工
、
堺
製
作
所
か
ら
暖
房
機
部
門
を
移

転

6
・
│ 

『
暮
し
の
手
帖
』
の
商
品
テ
ス
ト
で
ダ
イ
キ
ン
の
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
好
評

6
・
│ 

撥
水
撥
油
剤
〝
テ
ッ
ク
ス
ガ
ー
ド
〞
を
発
売

7
・
23 

サ
ン
ド
ス
ト
ラ
ン
ド
社
（
米
国
）
か
ら
の
油
圧
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

技
術
導
入
契
約
発
効

一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年

4
・
1 

能
力
主
義
的
人
事
管
理
の
一
環
と
し
て
「
資
格
制
度
」
実
施

6
・
│ 

多
室
冷
房
用
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
フ
リ
ー
キ
ッ
ト
を
発
売
（
マ
ル
チ

型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
始
ま
り
）

9
・
12 

ダ
イ
キ
ン
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社
を
設
立

10
・
24 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
空
調
機
器
の
合
弁
会
社
ク
ラ
ー
ク
ダ
イ
キ
ン
社

を
設
立

11
・
│ 

〝
フ
ロ
ン
ヒ
ー
ト
〞
組
み
込
み
の
イ
ヤ
ラ
ウ
ン
ド
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン

発
売

12
・
1 

万
国
博
覧
会
場
に
三
〇
〇
〇
冷
凍
ト
ン
タ
ー
ボ
冷
凍
機
を
納
入

一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年

4
・
25 

第
一
回
海
外
代
理
店
会
議
開
催

7
・
13 

堺
工
場
、
公
害
問
題
に
よ
り
キ
ュ
ー
ポ
ラ
操
業
停
止
（
一
週
間
）、
八

月
二
十
四
日
よ
り
鋳
造
工
場
全
面
操
業
停
止

9
・
│ 

フ
ッ
素
ゴ
ム
〝
ダ
イ
エ
ル
〞
を
発
売

11
・
│ 

滋
賀
工
場
を
新
設

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年

4
・
│ 

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
〝
ボ
ス
ナ
ッ
ク
〞
を
開
発

8
・
23 

淀
川
製
作
所
で
第
一
回
盆
踊
り
大
会
開
催

11
・
29 

ヤ
ン
マ
ー
農
機
と
田
植
え
機
の
製
造
技
術
・
設
備
の
譲
渡
契
約
を
締
結

（
十
二
月
十
六
日
、
農
機
部
門
を
閉
鎖
）

一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年

1
・
28 

土
屋
義
夫
社
長
が
取
締
役
会
長
に
、
山
田
稔
副
社
長
が
取
締
役
社
長
に
、

山
田
晁
会
長
が
取
締
役
相
談
役
に
就
任

3
・
27 

ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
を
設
立

4
・
│ 

電
池
用
フ
ッ
化
カ
ー
ボ
ン
を
発
売

5
・
│ 

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
簡
易
据
付
機
一
体
型
〝
フ
リ
ー
＆
セ
ル
フ
〞
を
発
売

11
・
22 

初
の
販
売
会
社
、
東
京
西
ダ
イ
キ
ン
空
調
、
北
大
阪
ダ
イ
キ
ン
空
調
の

二
社
を
設
立

8
・
3 

公
害
対
策
基
本
法
公
布
、
施
行

一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年

1
・
23 

日
本
弗
素
樹
脂
工
業
会
発
足

6
・
10 

大
気
汚
染
防
止
法
と
騒
音
規
制
法
公

布

9
・
26 

熊
本
水
俣
病
、
新
潟
水
俣
病
を
厚
生

省
が
公
害
病
と
認
定

一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年

1
・
19 

東
京
大
学
安
田
講
堂
占
拠
の
全
学
連

を
機
動
隊
が
実
力
排
除

2
・
1 

日
本
冷
凍
機
製
造
協
会
、
社
団
法
人

日
本
冷
凍
空
調
工
業
会
と
改
称

5
・
26 

東
名
高
速
道
路
、
全
線
開
通

7
・
20 

米
国
ア
ポ
ロ
11
号
、
人
類
初
の
月
面

着
陸
成
功

一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年

3
・
14 

大
阪
千
里
で
日
本
万
国
博
覧
会
開
幕

（
〜
九
月
十
三
日
）

3
・
31 

よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
起
こ
る

9
・
16 

エ
ア
ゾ
ー
ル
国
際
会
議
東
京
大
会
開

催

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年

7
・
1 

環
境
庁
発
足

8
・
15 

ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
、
ド
ル
防
衛
措

置
を
発
表
（
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
）

一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年

2
・
3 

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
大
会
開
幕

（
〜
二
月
十
三
日
）

5
・
15 

沖
縄
の
施
政
権
返
還
、
沖
縄
県
発
足

6
・
8 

労
働
安
全
衛
生
法
公
布
（
十
月
一
日

施
行
）

6
・
11 

田
中
通
産
相
、「
日
本
列
島
改
造
論
」

発
表

6
・
22 

自
然
環
境
保
全
法
公
布
（
七
三
年
四

月
十
二
日
施
行
）

9
・
29 

日
中
国
交
正
常
化
、
北
京
で
共
同
声

明
発
表
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事
項
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界
・
一
般
事
項

一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年

2
・
12 
創
業
者
山
田
晁
取
締
役
相
談
役
死
去

2
・
22 
滋
賀
製
作
所
が
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
一
体
型
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
表
示
許

可
工
場
と
な
る

2
・
│ 

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
マ
ル
チ
専
用
室
外
機
を
発
売

8
・
1 

堺
、
滋
賀
、
淀
川
各
製
作
所
と
草
加
、
小
牧
、
香
椎
各
事
業
所
に
地
域

社
会
課
を
新
設

10
・
23 

ダ
イ
キ
ン
工
業
労
働
組
合
結
成
（
労
連
、
各
単
組
は
解
散
）

12
・
1 

空
調
部
門
が
住
宅
空
調
・
産
業
空
調
・
冷
凍
空
調
の
三
つ
の
事
業
部
に

改
編
、
全
社
が
事
業
部
体
制
と
な
る

一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年

3
・
29 

東
京
支
店
、
不
二
ビ
ル
か
ら
新
宿
住
友
ビ
ル
へ
移
転

4
・
│ 

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
マ
ル
チ
Ｒ
Ｓ
Ｙ
32
Ｃ
Ｖ
を
発
売

9
・
9 

〝
ポ
リ
フ
ロ
ン
〞
フ
ァ
イ
ン
パ
ウ
ダ
ー
電
線
被
覆
用
Ｆ
２
０
１
を
発
売

9
・
│ 

〝
ネ
オ
フ
ロ
ン
〞
Ｆ
Ｅ
Ｐ
ペ
レ
ッ
ト
Ｎ
Ｐ
20
を
発
売

10
・
25 

創
業
五
十
周
年
記
念
式
典
を
国
立
京
都
国
際
会
議
場
で
挙
行

12
・
20 

山
田
社
長
か
ら
全
管
理
職
に
緊
急
声
明
を
発
表

12
・
│ 

産
業
空
調
、
冷
凍
空
調
、
油
機
の
部
門
で
四
十
日
間
の
臨
時
休
業
を
実

施

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年

1
・
│ 

淀
川
製
作
所
に
「
ち
び
っ
子
剣
道
場
」
を
開
設

6
・
│ 

空
気
清
浄
機
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
15
）
を
初
め
て
発
売

10
・
1 

賃
金
・
資
格
・
評
価
制
度
の
抜
本
的
改
善
を
実
施

12
・
1 

「
完
全
週
休
二
日
制
」
を
実
施

12
・
9 

タ
イ
国
サ
イ
ア
ム
モ
ー
タ
ー
ズ
社
と
合
弁
会
社
サ
イ
ア
ム
ダ
イ
キ
ン
社

を
設
立

一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年

2
・
27 

一
九
七
五
年
十
一
月
期
決
算
、
経
常
損
益
二
三
億
九
〇
〇
万
円
の
損
失

4
・
│ 

窓
用
小
型
タ
テ
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
〝
ま
ど
っ
ぽ
〞
を
発
売

8
・
3 

ダ
イ
キ
ン
福
祉
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
を
設
立

8
・
10 

販
社
へ
の
出
向
を
「
期
限
の
定
め
の
な
い
出
向
制
度
」
に
改
正

10
・
20 

フ
ッ
素
系
離
型
剤
〝
ダ
イ
フ
リ
ー
〞
を
発
売

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年

2
・
23 

一
九
七
六
年
十
一
月
期
決
算
、
経
常
損
益
九
億
九
三
〇
〇
万
円
の
損
失

3
・
│ 

全
社
開
発
会
議
を
設
置

3
・
│ 

労
使
協
議
体
制
が
労
働
協
議
会
と
経
営
協
議
会
の
二
本
立
て
に

4
・
13 

山
田
稔
社
長
、
社
団
法
人
関
西
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
に
就
任

5
・
11 

オ
ー
ケ
ー
器
材
株
式
会
社
を
設
立

5
・
│ 

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
55
計
画
（
Ｖ
55
）
ス
タ
ー
ト

一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年

1
・
│ 

住
宅
用
冷
房
専
用
機
〝
マ
ル
チ
パ
ッ
ク
〞
を
発
売

1
・
│ 

堺
製
作
所
で
Ｐ
Ｄ
Ｓ
生
産
方
式
の
キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言

3
・
│ 

店
舗
・
オ
フ
ィ
ス
エ
ア
コ
ン
〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞
を
発
売
（
こ
れ
よ
り
天

一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年

2
・
12 

米
国
、
ド
ル
一
〇
％
切
り
下
げ

2
・
14 

円
、
変
動
相
場
制
に
移
行

8
・
31 

政
府
、
物
価
安
定
緊
急
対
策
を
決
定

10
・
6 

第
四
次
中
東
戦
争
勃
発

10
・
17 

ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
六
カ
国
、
石
油
公
示

価
格
引
き
上
げ
を
宣
言
、
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
十
カ
国
石
油
減
産
措
置
を
決
定

（
第
一
次
石
油
危
機
起
こ
る
）

12
・
23 

ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
六
カ
国
、
原
油
公

示
価
格
の
大
幅
引
き
上
げ
を
発
表

一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年

6
・
│ 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ロ
ー
ラ
ン

ド
教
授
と
モ
リ
ー
ナ
博
士
が
特
定
フ

ロ
ン
と
特
定
ハ
ロ
ン
に
よ
る
オ
ゾ
ン

層
破
壊
説
を
発
表

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年

3
・
10 

新
幹
線
、
東
京
│
博
多
間
全
通

4
・
30 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

7
・
19 

沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
幕
（
〜
七

六
年
一
月
十
八
日
）

11
・
15 

先
進
六
カ
国
首
脳
会
議
（
第
一
回
サ

ミ
ッ
ト
）
開
催

一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年

2
・
6 

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
発
覚
（
七
月
二
十

七
日
、
前
首
相
田
中
角
栄
を
逮
捕
）

9
・
9 

中
国
共
産
党
主
席
毛
沢
東
死
去

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年

3
・
│ 

国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）、
フ

ロ
ン
規
制
問
題
の
検
討
の
た
め
「
オ

ゾ
ン
層
問
題
調
整
委
員
会
」
発
足

12
・
23 

日
本
油
圧
工
業
会
、
社
団
法
人
日

本
油
圧
工
業
会
に
改
組

一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年

5
・
20 

新
東
京
国
際
空
港
（
成
田
）
開
港

8
・
12 

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

10
・
31 

円
高
騰
、
一
ド
ル
＝
一
七
五
円
五
〇
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

吊
型
を
本
格
的
に
販
売
）

4
・
1 
管
理
職
に
絶
対
額
管
理
の
賃
金
体
系
を
導
入
、
五
十
六
歳
の
管
理
職
に

は
、
Ａ
／
Ｂ
／
Ｃ
コ
ー
ス
を
新
設

8
・
│ 
堺
工
場
閉
鎖

9
・
│ 

金
岡
工
場
の
小
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
組
み
立
て
ラ
イ
ン
で
混
合
生

産
ス
タ
ー
ト

10
・
4 

臨
海
工
場
操
業
開
始

10
・
11 

〝
ネ
オ
フ
ロ
ン
〞
Ｆ
Ｅ
Ｐ
フ
ィ
ル
ム
を
発
売

11
・
│ 

一
九
七
八
年
十
一
月
期
決
算
よ
り
連
結
決
算
を
実
施

11
・
│ 

滋
賀
製
作
所
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言

12
・
16 

空
調
部
門
の
冷
暖
房
機
・
空
調
低
温
両
事
業
部
を
空
調
営
業
本
部
、
空

調
生
産
本
部
に
改
編

一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年

1
・
│ 

〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞
床
置
ス
リ
ム
型
〝
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ッ
ド
〞
発
売

6
・
1 

金
岡
工
場
内
に
電
子
技
術
セ
ン
タ
ー
を
設
立

9
・
│ 

電
子
カ
ー
ペ
ッ
ト
〝
サ
ン
フ
ロ
ー
ラ
〞
を
発
売

12
・
1 

定
年
延
長
を
実
施
（
定
年
年
齢
を
五
十
六
歳
か
ら
六
十
歳
に
延
長
）

一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年

1
・
│ 

長
期
経
営
計
画
「
ビ
ジ
ョ
ン
60
」
ス
タ
ー
ト

1
・
│ 

〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞
薄
型
天
吊
り
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
〝
完
薄
宣
言
〞
を
発
売

7
・
7 

ク
ラ
ー
ク
ダ
イ
キ
ン
社
を
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
に
社
名
変
更

9
・
│ 

フ
ッ
素
系
界
面
活
性
剤
〝
ユ
ニ
ダ
イ
ン
〞
を
発
売

一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年

1
・
│ 

「
社
長
賞
」
を
新
設

4
・
│ 

「
海
外
技
術
要
員
制
度
」
発
足

4
・
│ 

世
界
一
超
薄
型
の
エ
ン
ド
ウ
ォ
ー
ル
型
海
上
コ
ン
テ
ナ
冷
凍
装
置
を
開

発

5
・
│ 

大
幅
な
省
エ
ネ
機
一
馬
力
壁
掛
け
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン

〝
黒
潮
〞
を
発
売

6
・
1 

柔
軟
な
勤
務
体
制
「
Ｆ
Ｏ
協
定
」
を
導
入

11
・
│ 

ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ア
メ
リ
カ
社
を
設
立

一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年

2
・
22 

潤
滑
製
品
の
販
売
施
工
会
社
、
ダ
イ
キ
ン
潤
滑
機
設
株
式
会
社
を
設
立

4
・
22 

フ
ッ
素
樹
脂
Ｐ
Ｆ
Ａ
と
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
を
発
売

5
・
│ 

〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞
天
井
埋
込
カ
セ
ッ
ト
型
を
発
売

5
・
│ 

業
界
初
の
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
を
発
売

7
・
16 

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
部
と
電
子
機
器
部
を
新
設

8
・
│ 

メ
カ
ト
ロ
技
術
者
の
養
成
を
目
指
し
た
ダ
イ
キ
ン
電
子
大
学
（
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）

を
設
立

一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年

2
・
16 

鹿
島
工
場
を
新
設
（
四
月
八
日
〝
ダ
イ
フ
ロ
ン
〞
22
プ
ラ
ン
ト
、
十
一

月
フ
ッ
素
樹
脂
プ
ラ
ン
ト
稼
働
）

5
・
│ 

壁
埋
込
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
発
売
（
ハ
ウ
ジ
ン
グ
エ
ア
コ
ン
の
幕
開
け
）

銭
を
記
録

12
・
15 

米
国
、
フ
ロ
ン
使
用
エ
ア
ゾ
ー
ル
生

産
禁
止
施
行

12
・
16 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、
翌
年
の
原
油
価
格
四
段

階
値
上
げ
を
決
定
（
第
二
次
石
油
危

機
）

一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年

6
・
22 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に

関
す
る
法
律
」（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
）

公
布
（
十
月
一
日
施
行
）

6
・
28 

東
京
サ
ミ
ッ
ト
開
催
、「
東
京
サ

ミ
ッ
ト
宣
言
」
を
採
択

一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年

1
・
11 

政
府
、
石
油
消
費
節
減
対
策
強
化
を

決
定
、
七
％
節
減
を
目
標

9
・
22 

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
全
面
戦
争
に
突
入

一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年

4
・
│ 

小
型
ガ
ス
冷
房
技
術
研
究
組
合
発
足

4
・
│ 

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
品
質
表
示
に
Ｅ
Ｅ 

Ｒ
表
示
義
務
付
け

6
・
9 

商
法
改
正
公
布
（
八
二
年
十
月
一

日
施
行
）

一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年

5
・
20 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
と
英
国
軍
と
の
間

で
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
起
こ
る

6
・
23 

東
北
新
幹
線
開
業

11
・
15 

上
越
新
幹
線
開
業

一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年

3
・
24 

中
国
自
動
車
道
全
通
（
吹
田
│
下
関

間
）
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

7
・
│ 

Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
社
（
米
国
）
と
極
低
温
冷
凍
装
置
の
技
術
導
入
契
約
を
締
結

一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
）
年

2
・
16 
柔
軟
な
勤
務
体
制
「
Ｓ
Ｆ
Ｏ
協
定
」
を
導
入

4
・
│ 

イ
ン
バ
ー
タ
エ
ア
コ
ン
を
発
売

5
・
1 

Ｃ
Ａ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
を
新
設

5
・
18 

ダ
イ
キ
ン
香
港
社
を
設
立

8
・
23 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
、
業
界
で
初
め
て
累
計
生
産
百
万
台
を
達
成

10
・
25 

創
業
六
十
周
年
記
念
行
事
（
八
月
〜
十
一
月
、
各
事
業
場
で
家
族
工
場

見
学
会
実
施
、
十
月
二
十
日
、
第
一
回
全
社
文
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
実
施
）

12
・
│ 

ト
レ
ー
ン
社
（
米
国
）
と
ス
ク
ロ
ー
ル
圧
縮
機
の
技
術
導
入
契
約
を
締

結

一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年

1
・
│ 

長
期
経
営
計
画
「
ビ
ジ
ョ
ン
65
」
ス
タ
ー
ト

1
・
│ 

中
国
航
空
技
術
進
出
口
公
司
と
空
調
機
（
ウ
イ
ン
ド
ク
ー
ラ
ー
、
セ
パ

レ
ー
ト
ク
ー
ラ
ー
、〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞、
ロ
ー
タ
リ
ー
圧
縮
機
）
の
技
術

供
与
契
約
を
締
結

3
・
│ 

空
調
販
売
物
流
シ
ス
テ
ム
〝
Ｄ
Ｏ
Ｍ
│

Ⅱ
〞
稼
働

7
・
│ 

鹿
島
工
場
で
〝
ダ
イ
フ
ロ
ン
〞
１
１
３
、
Ｆ
Ｅ
Ｐ
製
造
プ
ラ
ン
ト
稼
働

8
・
│ 

中
国
上
海
冷
機
廠
と
空
調
機
（
船
用
エ
ア
コ
ン
、
半
密
閉
圧
縮
機
）
の

技
術
供
与
契
約
を
締
結

9
・
│ 

業
界
初
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
暖
房
・
給
湯
マ
ル
チ
シ
ス
テ
ム
〝
ト
リ

オ
〞
を
発
売

11
・
16 

研
究
所
を
機
械
技
術
研
究
所
、
電
子
技
術
セ
ン
タ
ー
を
電
子
技
術
研
究

所
に
そ
れ
ぞ
れ
改
称

11
・
│ 

高
性
能
フ
ッ
素
油
〝
デ
ム
ナ
ム
〞
を
発
売

一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年

1
・
1 

金
岡
工
場
で
「
自
動
化
キ
ー
マ
ン
制
度
」
が
発
足

1
・
21 

ダ
イ
キ
ン
電
子
部
品
株
式
会
社
を
設
立

2
・
27 

第
八
十
二
期
株
主
総
会
、
五
時
間
五
十
八
分
の
長
時
間
総
会
と
な
る

4
・
23 

ア
バ
ー
ル
ア
ン
ド
ザ
イ
ニ
ー
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
社

（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）
を
設
立

6
・
│ 

超
高
性
能
フ
ッ
素
ゴ
ム
〝
ダ
イ
エ
ル
〞
パ
ー
フ
ロ
を
発
売

12
・
1 

空
調
総
合
生
産
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
│

Ⅱ
」
が
稼
働

12
・
2 

ダ
イ
キ
ン
ケ
ミ
ト
ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社
を
設
立

一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年

2
・
10 

新
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
を
制
定

3
・
27 

ダ
イ
キ
ン
ハ
イ
ド
ロ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
を
設
立

3
・
31 

本
社
、
新
阪
急
ビ
ル
か
ら
梅
田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
へ
移
転

5
・
25 

山
田
稔
社
長
、
社
団
法
人
関
西
経
済
連
合
会
副
会
長
に
就
任

6
・
│ 

ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
Ｅ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

6
・
│ 

ス
ク
ロ
ー
ル
圧
縮
機
生
産
開
始

7
・
3 

ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
タ
イ
ラ
ン
ド
社
を
設
立

11
・
6 

ア
メ
リ
カ
で
フ
ッ
素
樹
脂
（
グ
ラ
ニ
ュ
ラ
ー
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
）
が
ダ
ン
ピ
ン

グ
提
訴
さ
れ
る

一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
）
年

1
・
9 

東
証
ダ
ウ
平
均
株
価
、
史
上
初
の
一 

万
円
台
に

5
・
12 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
テ
レ
ビ
放
送
開
始

10
・
1 

関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
設
立

10
・
│ 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
冷
房
能
力
値
、

統
一
表
示
実
施

一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年

3
・
17 

つ
く
ば
科
学
万
博
開
幕
（
〜
九
月

十
六
日
）

3
・
22 

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
オ
ゾ
ン
層
保
護
基
本
協
定

採
択

6
・
1 

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
公
布

6
・
8 

本
四
架
橋
、
大
鳴
門
橋
開
通

7
・
5 

労
働
者
派
遣
事
業
法
公
布
（
八
六
年

七
月
一
日
施
行
）

8
・
12 

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
、
群
馬
県
御
巣
鷹

山
に
墜
落

9
・
22 

Ｇ
5
プ
ラ
ザ
合
意

一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年

10
・
1 

社
団
法
人
日
本
油
空
圧
工
業
会
発
足

（
日
本
油
圧
工
業
会
と
日
本
空
気
圧

工
業
会
が
合
併
）

一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年

3
・
23 

Ｊ
Ｒ
各
社
設
立
（
四
月
一
日
開
業
）

9
・
16 

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
に
日
本
を

含
む
二
十
四
カ
国
が
署
名

10
・
19 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
大
暴
落

（
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
）、
世
界
の

株
式
市
場
に
波
及

11
・
20 

「
連
合
」（
全
日
本
民
間
労
働
組
合
連

合
会
）
結
成
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

12
・
1 

輸
出
関
連
法
規
順
守
の
社
内
管
理
体
制
と
し
て
コ
コ
ム
委
員
会
を
設
置

一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年

1
・
│ 
新
製
品
発
表
会
「
エ
ア
テ
ッ
ク
」
開
始

2
・
26 

決
算
期
を
十
一
月
末
か
ら
三
月
末
へ
変
更

3
・
3 

第
一
回
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
キ
ッ
ド
レ
デ
ィ
ス
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
開
催

5
・
│ 

フ
ロ
ン
回
収
シ
ス
テ
ム
開
発
、
発
売

10
・
1 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
を
新
設

12
・
6 

通
産
省
が
、
当
社
と
輸
出
を
担
当
し
た
商
社
を
関
税
法
違
反
・
外
国
為

替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
違
反
で
告
発
（
コ
コ
ム
事
件
）

12
・
│ 

代
替
フ
ロ
ン
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
１
４
２
ｂ
の
一
千
ト
ン
／
年
供
給
体
制
を
確
立

一
九
八
九
（
昭
和
六
十
四
・
平
成
元
）
年

3
・
1 

代
替
フ
ロ
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
置

4
・
1 

貿
易
管
理
室
を
新
設

6
・
22 

通
産
省
よ
り
七
月
一
日
か
ら
六
カ
月
間
共
産
圏
十
四
カ
国
向
け
輸
出
禁

止
の
行
政
処
分
を
受
け
る

6
・
29 

第
八
十
六
期
株
主
総
会
、
五
時
間
二
十
分
の
長
時
間
総
会
と
な
る

7
・
│ 

三
次
元
Ｇ
Ｄ
Ｔ
の
新
規
開
発
・
生
産
を
中
止

10
・
27 

ダ
イ
キ
ン
ケ
ミ
カ
ル
ア
メ
リ
カ
社
を
設
立

12
・
│ 

氷
蓄
熱
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
を
発
売

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年

1
・
│ 

建
築
設
備
施
工
図
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
〝
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
│

Ｈ
Ａ
Ｓ
〞
を
発
売

2
・
12 

ダ
イ
キ
ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
社
を
設
立

2
・
16 

Ｉ
Ｐ
要
員
（
国
際
的
に
通
用
す
る
人
材
育
成
）
第
一
期
生
二
十
九
名
を

発
令
、
研
修
ス
タ
ー
ト

3
・
│ 

鹿
島
工
場
で
代
替
フ
ロ
ン
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
１
４
２
ｂ
、
五
千
ト
ン
／
年
プ
ラ

ン
ト
稼
働

4
・
│ 

金
岡
工
場
に
空
調
機
器
施
工
技
術
高
等
職
業
訓
練
校
開
設

5
・
│ 

戦
略
経
営
計
画
「
ビ
ジ
ョ
ン
95
」
ス
タ
ー
ト

5
・
│ 

「
経
営
理
念
」
明
文
化
、
配
布

7
・
1 

新
規
事
業
部
門
と
し
て
、
Ｍ
Ｅ
部
を
新
設

7
・
27 

草
加
事
業
所
に
草
加
配
送
セ
ン
タ
ー
竣
工

8
・
1 

ダ
イ
キ
ン
パ
イ
ピ
ン
グ
株
式
会
社
を
設
立

11
・
1 

茨
城
県
つ
く
ば
市
に
Ｍ
Ｅ
Ｃ
研
究
所
を
設
立

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年

1
・
23 

ア
メ
リ
カ
に
フ
ッ
素
樹
脂
の
製
造
販
売
会
社
、
ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ
社

を
設
立
、
同
時
に
米
国
ス
リ
ー
エ
ム
社
と
合
弁
で
フ
ッ
素
樹
脂
の
原
料

製
造
会
社
、
Ｍ
Ｄ
Ａ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
社
を
設
立

3
・
10 

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ー
パ
ー
（
Ｃ
Ｐ
）
百
億
円
、
初
め
て
発
行

4
・
1 

六
十
歳
定
年
以
降
の
再
雇
用
制
度
が
発
足

4
・
1 

ダ
イ
キ
ン
シ
ー
ト
メ
タ
ル
株
式
会
社
を
設
立

5
・
1 

堺
製
作
所
岸
和
田
工
場
を
新
設

5
・
│ 

機
械
式
立
体
駐
車
場
シ
ス
テ
ム
を
発
売

6
・
│ 

ア
メ
リ
カ
向
け
フ
ッ
素
樹
脂
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
│

Ｍ
の
輸
出
を
再
開

一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年

3
・
13 

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通

4
・
10 

瀬
戸
大
橋
開
通

5
・
20 

「
特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ

ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（
オ

ゾ
ン
層
保
護
法
）
公
布
、
施
行

9
・
16 

日
本
兵
器
工
業
会
を
解
消
し
、
社
団

法
人
日
本
防
衛
装
備
工
業
会
を
設
立

一
九
八
九
（
昭
和
六
十
四
・
平
成
元
）
年

1
・
7 

昭
和
天
皇
崩
御
、
明
仁
親
王
が
皇
位

継
承
、
新
元
号
「
平
成
」
に
決
定

（
一
月
八
日
施
行
）

4
・
1 

消
費
税
ス
タ
ー
ト

6
・
4 

中
国
天
安
門
事
件
起
こ
る

7
・
1 

特
定
フ
ロ
ン
の
規
制
開
始

8
・
21 

エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
へ
の
可
燃
性
噴
射

剤
の
使
用
可
能
に

11
・
9 

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

12
・
2 

米
ソ
首
脳
会
談
、
東
西
冷
戦
の
終
結

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年

2
・
27 

財
団
法
人
地
球
環
境
産
業
技
術
研
究

機
構
を
設
立

4
・
1 

大
阪
鶴
見
緑
地
に
て
花
の
万
博
開
幕

（
〜
九
月
三
十
日
）

8
・
2 

イ
ラ
ク
軍
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
へ
侵
攻

10
・
1 

東
証
平
均
株
価
二
万
円
割
れ
、
バ
ブ

ル
崩
壊

10
・
3 

東
西
ド
イ
ツ
、
四
十
五
年
ぶ
り
に
統

一

11
・
12 

天
皇
即
位
の
礼

11
・
17 

雲
仙
普
賢
岳
、
一
九
八
年
ぶ
り
に
噴

火

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年

1
・
17 

湾
岸
戦
争
勃
発
（
二
月
二
十
八
日
多

国
籍
軍
勝
利
・
停
戦
）

4
・
26 

日
本
、
掃
海
艇
部
隊
を
ペ
ル
シ
ャ
湾

へ
派
遣

12
・
8 

ソ
連
邦
消
滅
、
ロ
シ
ア
共
和
国
な
ど

に

12
・
11 

Ｅ
Ｃ
が
「
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）」
の

創
設
宣
言



698699　

当
社
事
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6
・
│ 

食
器
洗
浄
機
、
製
氷
機
な
ど
外
食
関
連
機
器
事
業
よ
り
撤
退

7
・
1 
ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ
社
が
ダ
イ
キ
ン
ケ
ミ
カ
ル
ア
メ
リ
カ
社
を
吸
収
合

併
し
、
生
産
販
売
一
体
の
会
社
に
な
る

7
・
4 
三
共
と
血
糖
計
〝
ア
ン
ト
セ
ン
ス
〞
の
販
売
契
約
を
締
結
し
販
売
開
始

10
・
│ 

保
養
所
〝
ダ
イ
キ
ン　

オ
ー
・
ド
・
シ
エ
ル
蓼
科
〞
開
設

11
・
│ 

鹿
島
工
場
で
新
冷
媒
Ｈ
Ｆ
Ｃ
１
３
４
ａ
プ
ラ
ン
ト
本
格
稼
働

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年

3
・
1 

ド
イ
ツ
に
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
事
務
所
を
設
立

3
・
2 

天
然
皮
革
〝
レ
ザ
ノ
ヴ
ァ
〞
開
発
、
本
格
発
売

3
・
│ 

ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
、
住
宅
用
空
調
機
の
生
産
を
開
始

4
・
21 

ダ
イ
キ
ン
ケ
ミ
カ
ル
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
を
設
立

4
・
23 

井
上
義
國
副
社
長
、
社
団
法
人
関
西
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
に
就
任

4
・
24 

ダ
イ
キ
ン
サ
ー
ビ
ス
大
学
を
開
校

6
・
26 

東
京
支
店
、
支
社
に
昇
格

6
・
29 

ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ
社
の
本
社
が
オ
レ
ン
ジ
バ
ー
グ
へ
移
転

6
・
│ 

臨
海
工
場
に
堺
臨
海
配
送
セ
ン
タ
ー
竣
工

7
・
1 

地
球
環
境
室
を
新
設

9
・
│ 

超
耐
候
性
塗
料
ワ
ニ
ス
〝
ゼ
ッ
フ
ル
〞
を
発
売

10
・
1 

Ｖ
Ｃ
部
を
新
設

12
・
28 

金
岡
工
場
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年

1
・
21 

ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
フ
ラ
ン
ス
社
を
設
立

2
・
│ 

代
替
フ
ロ
ン
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
１
４
１
ｂ
一
万
ト
ン
／
年
プ
ラ
ン
ト
稼
働

3
・
│ 

二
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
向
け
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
新
規
開
発
と
生
産
を
中
止

4
・
1 

「
退
職
者
医
療
保
障
制
度
」
発
足

5
・
28 

重
度
障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所
、
株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
摂

津
設
立

6
・
│ 

「
地
球
環
境
保
全
に
関
す
る
行
動
原
則
」
を
制
定

8
・
│ 

代
替
フ
ロ
ン
Ｈ
Ｆ
Ｃ
32
・
１
２
５
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
完
成

9
・
│ 

危
機
克
服
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
定

10
・
│ 

空
調
機
異
常
監
視
シ
ス
テ
ム
〝
エ
ア
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
〞
を

発
売

12
・
1 

役
員
報
酬
二
〇
％
カ
ッ
ト
実
施

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年

1
・
│ 

管
理
職
賃
金
カ
ッ
ト
実
施
（
十
二
月
ま
で
給
与
五
％
、
賞
与
一
〇
％
）

2
・
│ 

ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ
社
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
工
場
が
稼
働

3
・
│ 

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
空
調
国
際
調
達
事
務
所
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
を
開
設

4
・
19 

ダ
イ
キ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
を
設
立

4
・
│ 

圧
縮
機
と
コ
ン
テ
ナ
冷
凍
装
置
の
冷
媒
に
Ｈ
Ｆ
Ｃ
１
３
４
ａ
を
採
用

5
・
│ 

低
温
用
エ
ア
コ
ン
〝
フ
リ
ー
ズ
マ
ル
チ
〞
を
発
売

5
・
│ 

中
国
・
上
海
に
上
海
連
絡
事
務
所
を
開
設

6
・
29 

一
九
九
四
年
三
月
期
決
算
、
十
七
年
ぶ
り
に
経
常
赤
字
（
一
億
九
五

〇
〇
万
円
、
連
結
も
経
常
赤
字
三
九
億
四
〇
〇
〇
万
円
）

6
・
29 

山
田
稔
社
長
が
取
締
役
会
長
に
、
井
上
礼
之
専
務
が
取
締
役
社
長
に
就

任

7
・
│ 

ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ
社
・
ダ
イ
キ
ン
工
業
共
催
で
第
一
回
「
ホ
ー
ム
ス

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年

6
・
3 

ブ
ラ
ジ
ル
で
「
環
境
と
開
発
に
関
す

る
国
連
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」

開
催

6
・
15 

Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
成
立

9
・
│ 

冷
凍
空
調
機
器
出
荷
十
年
ぶ
り
に
ほ

ぼ
全
機
種
で
前
年
割
れ

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年

1
・
1 

Ｅ
Ｃ
統
合
市
場
が
ス
タ
ー
ト

7
・
12 

北
海
道
南
西
沖
地
震
で
奥
尻
島
被
害

9
・
30 

コ
メ
作
況
指
数
80
、
空
前
の
凶
作

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年

1
・
│ 

コ
メ
不
足
で
価
格
高
騰
、
政
府
は
緊

急
輸
入
実
施

2
・
│ 

冷
凍
空
調
業
界
、
雇
用
調
整
助
成
金

制
度
の
適
用
業
種
に
指
定
さ
れ
る

6
・
27 

円
高
加
速
、
戦
後
初
の
百
円
突
破

7
・
1 

製
造
物
責
任
法
（
Ｐ
Ｌ
法
）
公
布

（
九
五
年
七
月
一
日
施
行
）

8
・
│ 

各
地
で
記
録
的
猛
暑

9
・
4 

関
西
国
際
空
港
開
港
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テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施

9
・
│ 
ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
で
〝
ビ
ル
マ
ル
〞〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞
室
外
機

組
み
立
て
ラ
イ
ン
稼
働

10
・
18 
空
調
抜
本
的
改
革
計
画
立
案
、
十
一
月
よ
り
改
革
ス
タ
ー
ト

10
・
25 

創
業
七
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

12
・
│ 

ワ
イ
ド
リ
ビ
ン
グ
用
エ
ア
コ
ン
を
発
売

12
・
│ 

ビ
ル
用
マ
ル
チ
ス
ー
パ
ー
Ｅ
Ｘ
21
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年

1
・
1 

空
調
改
革
に
伴
う
機
構
改
革
（
空
調
三
生
産
本
部
体
制
、
圧
縮
機
開
発

セ
ン
タ
ー
・
空
調
生
産
戦
略
室
の
新
設
、
機
械
研
・
電
技
研
の
強
化
、

販
社
の
機
能
強
化
）

1
・
│ 

商
品
戦
略
会
議
を
新
設

1
・
│ 

空
調
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
大
学
ス
タ
ー
ト

2
・
│ 

更
新
需
要
獲
得
専
任
チ
ー
ム
「
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
隊
」
を
結
成

4
・
│ 

メ
ー
カ
ー
販
社
の
社
名
変
更
（
新
社
名
は
「
ダ
イ
キ
ン
空
調
」
を
冒
頭

に
冠
し
そ
の
後
に
地
域
名
を
表
記
）

4
・
│ 

量
販
店
ル
ー
ト
で
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
本
格
販
売
ス
タ
ー
ト

4
・
│ 

フ
ッ
素
樹
脂
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
〝
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ァ
イ
ン
〞
を
発
売

4
・
│ 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
を
開
設

4
・
│ 

空
調
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ー
ト

5
・
1 

山
田
稔
会
長
死
去

6
・
│ 

「
空
調
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
発
足

7
・
│ 

ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ
社
一・
五
次
計
画
の
フ
ッ
素
樹
脂
〝
ネ
オ
フ
ロ
ン
〞

Ｆ
Ｅ
Ｐ
、〝
ネ
オ
フ
ロ
ン
〞
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
の
製
造
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働

10
・
16 

「
エ
ア
コ
ン
お
客
様
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設

10
・
31 

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
事
業
か
ら
撤
退
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
部
を
廃
止

11
・
1 

「
第
一
回
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
開
催

11
・
18 

中
国
上
海
市
に
上
海
大
金
協
昌
空
調
有
限
公
司
を
設
立

11
・
│ 

特
定
フ
ロ
ン
の
生
産
を
終
了

12
・
12 

免
疫
測
定
装
置
〝
エ
バ
ネ
ッ
ト
〞
を
発
売

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年

1
・
│ 

戦
略
経
営
計
画
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
」
が
ス
タ
ー
ト

2
・
│ 

「
社
長
表
彰
制
度
」
を
全
面
改
正

3
・
18 

財
団
法
人
ダ
イ
キ
ン
工
業
現
代
美
術
振
興
財
団
を
設
立

4
・
│ 

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
四
年
ぶ
り
に
復
活
（
中

居
正
広
）

4
・
│ 

吸
収
式
冷
温
水
機
「
エ
ナ
ジ
オ
ス
ー
パ
ー
」
を
発
売

4
・
│ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
シ
ス
テ
ム
〝
シ
ナ
リ
ス
ト
2
〞
を
発
売

5
・
│ 

業
務
革
新
計
画
を
策
定

6
・
│ 

氷
蓄
熱
ビ
ル
用
マ
ル
チ
「
Ｅ
Ｘ
Ｇ
Ⅱ
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売

7
・
1 

機
構
改
革
を
実
施
（
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
、
事
業
支
援
本
部
、
技
術

企
画
部
を
新
設
。
五
つ
の
Ｓ
Ｂ
Ｕ
長
を
配
置
）

8
・
21 

中
国
西
安
市
に
西
安
大
金
慶
安
圧
縮
機
有
限
公
司
を
設
立

8
・
│ 

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト

9
・
1 

電
子
機
器
事
業
部
を
電
子
シ
ス
テ
ム
事
業
部
に
変
更

10
・
│ 

空
気
清
浄
機
〝
光
ク
リ
エ
ー
ル
〞
を
発
売

11
・
1 

支
社
・
製
作
所
・
工
場
の
総
務
部
門
を
簡
素
化
、
福
岡
・
名
古
屋
・
広

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年

1
・
17 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生

3
・
20 

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生

8
・
│ 

東
京
の
真
夏
日
が
三
十
二
日
間
連
続

で
、
一
〇
一
年
ぶ
り
の
記
録
更
新

11
・
│ 

新
食
糧
法
施
行（
食
糧
管
理
法
廃
止
）

12
・
│ 

敦
賀
市
の
高
速
増
殖
炉「
も
ん
じ
ゅ
」

か
ら
液
体
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
漏
れ
、
運

転
中
止

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年

1
・
11 

若
田
光
一
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

「
エ
ン
デ
バ
ー
」
に
搭
乗
、
衛
星
回

収
に
成
功

2
・
10 

北
海
道
・
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
で
崩
落
事

故

7
・
13 

堺
市
の
小
学
校
で
「
Ｏ
│

１
５
７
」

に
よ
る
集
団
食
中
毒
発
生

7
・
26 

「
住
宅
金
融
債
権
管
理
機
構
」
が
発

足

9
・
18 

北
朝
鮮
の
潜
水
艦
が
韓
国
に
侵
入
、

乗
員
が
上
陸

9
・
│ 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国

際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
制
定

10
・
20 

小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
、
初

の
総
選
挙

11
・
23 

バ
ン
ダ
イ
が
携
帯
ゲ
ー
ム
「
た
ま
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

島
の
支
店
を
廃
止

12
・
│ 
防
水
・
防
汚
ス
プ
レ
ー
〝
ノ
ヴ
ァ
テ
ッ
ク
〞
を
発
売

一
九
九
七
（
平
成
九
）
年

1
・
│ 

国
内
の
全
工
場
で
「
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
の
認
証
を
取
得

2
・
5 

デ
ュ
ポ
ン
社
と
新
冷
媒
（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
４
１
０
Ａ
、
４
０
７
Ｃ
、
４
０
４
Ａ
）

に
関
し
て
特
許
ク
ロ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結

３
・
11 

中
国
恵
州
市
に
恵
州
大
金
三
石
空
調
有
限
公
司
を
設
立

３
・
│ 

淀
川
製
作
所
に
Ｈ
Ｆ
Ｃ
32
の
量
産
プ
ラ
ン
ト
を
世
界
で
初
め
て
建
設

4
・
14 

全
社
間
接
業
務
効
率
化
新
シ
ス
テ
ム
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
を
開
始

4
・
│ 

首
都
圏
Ｊ
Ｒ
電
車
内
ド
ア
上
部
に
広
告
を
開
始

4
・
│ 

住
宅
用
暖
房
機
（
電
子
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
）
事
業
か
ら

撤
退

5
・
9 

北
京
連
絡
事
務
所
を
開
設

5
・
│ 

空
調
機
部
品
の
輸
出
入
商
社
ダ
イ
キ
ン
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
タ
イ
ラ
ン

ド
）
を
設
立

5
・
│ 

Ｄ
Ｉ
Ｔ
社
で
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
に
加
え
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
の
生

産
を
開
始

5
・
│ 

店
舗
・
オ
フ
ィ
ス
エ
ア
コ
ン
「
天
吊
自
在
形
ワ
ン
ダ
風
流
」
を
発
売

5
・
│ 

中
国
に
広
州
大
金
空
調
有
限
公
司
を
設
立

8
・
４ 

「
大
金
化
学
香
港
有
限
公
司
」
を
設
立

8
・
18 

岸
和
田
工
場
よ
り
エ
ア
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
部
門
を
淀
川
製
作
所

へ
移
転

10
・
1 

生
・
販
統
合
に
よ
る
供
給
セ
ン
タ
ー
を
設
立

10
・
1 

北
京
連
絡
事
務
所
、
上
海
連
絡
事
務
所
を
、
そ
れ
ぞ
れ
北
京
事
務
所
、

上
海
事
務
所
と
改
称

11
・
│ 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞〝
ビ
ル
マ
ル
〞
の
「
ス
ー
パ
ー

カ
セ
ッ
ト
」
を
発
売

12
・
24 

大
金
フ
ッ
素
塗
料
（
上
海
）
有
限
公
司
を
設
立

12
・
│ 

自
己
点
検
シ
ス
テ
ム
を
導
入

一
九
九
八
（
平
成
十
）
年

1
・
│ 

オ
ラ
ン
ダ
に
ダ
イ
キ
ン
ケ
ミ
カ
ル
ネ
ザ
ー
ラ
ン
ド
社
を
設
立

4
・
20 

大
金
中
化
建
化
学
貿
易
（
上
海
）
有
限
公
司
を
設
立
（
二
〇
〇
一
年

十
一
月
九
日
、
大
金
化
学
国
際
貿
易
（
上
海
）
有
限
公
司
に
改
称
）

4
・
25 

ダ
イ
キ
ン
工
業
江
坂
ビ
ル
が
完
成

4
・
│ 

消
費
電
力
六
〇
％
低
減
の
〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞〝
ス
ー
パ
ー
イ
ン
バ
ー
タ
〞

60
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

4
・
│ 

ビ
ル
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
「
Ｆ
Ｃ
Ｓ
事
業
」
を
開
始

5
・
│ 

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
合
弁
会
社
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
社
を
設
立

5
・
│ 

南
ア
フ
リ
カ
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
サ
ウ
ス
ア
フ
リ

カ
社
を
設
立

6
・
18 

米
国
に
モ
デ
ィ
ー
ン
社
と
合
弁
で
ダ
イ
キ
ン
モ
デ
ィ
ー
ン
社
を
設
立

6
・
│ 

ド
イ
ツ
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ド
イ
ツ
社
を
設
立

7
・
1 

Ｖ
Ｃ
部
廃
止
、
半
導
体
機
器
部
新
設

7
・
24 

ダ
イ
キ
ン
軽
井
沢
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
竣
工

9
・
10 

ダ
イ
キ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
摂
津
が
第
四
回
障
害
者
雇
用
促
進
の
た
め
の
職

ご
っ
ち
」
を
発
売

12
・
17　

ペ
ル
ー
で
ゲ
リ
ラ
が
日
本
大
使
公
邸

を
占
拠

一
九
九
七
（
平
成
九
）
年

1
・
2 

島
根
県
沖
で
ロ
シ
ア
の
タ
ン
カ
ー
沈

没

３
・
11 

茨
城
県
東
海
村
の
動
燃
再
処
理
工
場

で
火
災
・
爆
発

4
・
1 

消
費
税
、
三
％
か
ら
五
％
に
ア
ッ
プ

7
・
1 

英
国
が
香
港
の
主
権
を
中
国
に
返
還

8
・
5 

タ
イ
政
府
、
通
貨
危
機
で
国
際
通
貨

基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
に
支
援
要
請
（
東

南
ア
ジ
ア
の
通
貨
危
機
本
格
化
）

8
・
31 

ダ
イ
ア
ナ
元
英
皇
太
子
妃
、
パ
リ
の

ト
ン
ネ
ル
内
で
交
通
事
故
死

11
・
16 

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
、
初
の
Ｗ
杯
出

場
（
九
八
年
開
催
）
を
決
定

11
・
17 

北
海
道
拓
殖
銀
行
、
営
業
権
を
北
洋

銀
行
に
譲
渡
し
清
算
と
発
表

11
・
24 

山
一
證
券
、
自
主
廃
業
を
決
定

12
・
1 

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
（
Ｃ
Ｏ 

Ｐ
３
）
開
催
、
京
都
議
定
書
を
採
択

（
〜
十
一
日
）

一
九
九
八
（
平
成
十
）
年

2
・
7 

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
大
会
開
幕

（
〜
二
十
二
日
）

4
・
1 

日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
（
金
融
制
度
改

革
）
ス
タ
ー
ト

4
・
5 

明
石
海
峡
大
橋
が
開
通

6
・
5 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
公
布
（
二
〇
〇

一
年
四
月
施
行
）

6
・
│ 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
改
正
で
エ
ア
コ
ン

等
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
規
制
導
入

7
・
25 

和
歌
山
市
園
部
の
夏
祭
り
で
毒
物
混

入
カ
レ
ー
事
件
が
発
生

8
・
9 

中
国
・
長
江
が
四
十
四
年
ぶ
り
の
大

洪
水
、
二
億
人
以
上
が
被
災

9
・
1 

東
芝
が
空
調
設
備
機
器
分
野
で
米
国

キ
ャ
リ
ア
社
と
全
面
提
携
合
意
を
発

表
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

場
改
善
コ
ン
テ
ス
ト
で
労
働
大
臣
最
優
秀
賞
を
受
賞

10
・
1 
「
環
境
報
告
書
」
を
初
め
て
発
行

10
・
│ 
小
型
の
氷
蓄
熱
式
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
「
エ
コ
ア
イ
スm

ini

」
を
発

売

12
・
16 

抜
本
的
経
営
体
質
改
革
計
画
が
ス
タ
ー
ト

12
・
24 

真
空
ポ
ン
プ
事
業
か
ら
撤
退
（
ド
ラ
イ
ポ
ン
プ
、
分
子
ポ
ン
プ
）

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年

2
・
3 

〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞〝
ス
ー
パ
ー
イ
ン
バ
ー
タ
〞
60
が
省
エ
ネ
大
賞
を
受
賞

2
・
│ 

無
担
保
社
債
を
発
行
（
総
額
百
億
円
）

4
・
19 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
編
集
シ
ス
テ
ム
を
開
発

4
・
│ 

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
を
見
直
し
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
21
Ｄ
を
策
定

5
・
10 

米
国
デ
ュ
ポ
ン
社
と
冷
媒
特
許
ク
ロ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
基
本
契
約
を
締
結

5
・
12 

井
上
礼
之
社
長
、
社
団
法
人
関
西
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
に
就
任

7
・
│ 

「
経
営
諮
問
委
員
制
度
」
を
導
入

7
・
│ 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
セ
ン
ト
ラ
ル

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
を
設
立

9
・
15 

大
風
量
ト
リ
プ
ル
光
触
媒
／
プ
ラ
ズ
マ
パ
ワ
ー
の
新
型
空
気
清
浄
機

「
快
傑
〝
光
ク
リ
エ
ー
ル
〞」
を
発
売

9
・
│ 

小
型
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
Ｇ
Ｍ
Ｓ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ニ
・
ス
プ
リ
ッ
ト
）

を
発
売

10
・
1 

加
湿
機
能
を
備
え
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
〝
う
る
る
と
さ
ら
ら
〞
Ｒ
シ

リ
ー
ズ
を
発
売

10
・
13 

日
本
で
初
め
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
の
累
計
生
産
五
百
万
台
を
達
成

11
・
11 

「
第
一
回
グ
ル
ー
プ
環
境
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
開
催

11
・
22 

松
下
電
器
と
空
調
事
業
で
グ
ロ
ー
バ
ル
包
括
提
携
契
約
を
調
印

11
・
│ 

冷
媒
配
管
洗
浄
装
置
「
ジ
オ
ク
リ
ー
ナ
ー
」
を
発
売

12
・
1 

ダ
イ
キ
ン
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
を
設
立

12
・
│ 

台
湾
に
台
塑
大
金
精
密
化
学
股
份
有
限
公
司
を
設
立

二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年

1
・
│ 

消
費
電
力
を
二
分
の
一
に
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
油
圧
ポ
ン
プ
〝
エ
コ

リ
ッ
チ
〞
を
発
売

3
・
31 

免
疫
測
定
装
置
事
業
（
免
疫
測
定
装
置
〝
エ
バ
ネ
ッ
ト
〞、
試
験
試
薬

〝
エ
バ
テ
ス
ト
〞）
を
日
水
製
薬
へ
営
業
譲
渡

4
・
1 

ス
ペ
イ
ン
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ス
ペ
イ
ン
社
を
設

立

4
・
1 

人
事
・
処
遇
制
度
の
抜
本
的
改
革
を
実
施

4
・
3 

株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
空
調
技
術
研
究
所
、
株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
シ
ス
テ

ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所
、
株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
環
境
研
究
所
、

ダ
イ
キ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
、
ダ
イ
キ
ン
ア
カ
ウ
ン

テ
ィ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
を
設
立

4
・
4 

イ
ン
ド
に
ダ
イ
キ
ン
シ
ュ
リ
ラ
ム
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
社
を
設

立

4
・
11 

米
モ
デ
ィ
ー
ン
社
と
の
合
弁
契
約
を
解
消
し
、
ダ
イ
キ
ン
モ
デ
ィ
ー
ン

社
を
清
算

4
・
17 

空
調
冷
凍
機
の
二
十
四
時
間
三
六
五
日
サ
ー
ビ
ス
体
制
ス
タ
ー
ト

10
・
9 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
（
第
一
一
七
号
）
公
布

10
・
23 

日
本
長
期
信
用
銀
行
が
破
綻

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年

1
・
1 

欧
州
連
合
十
二
カ
国
で
、
単
一
通
貨

「
ユ
ー
ロ
」
導
入
（
流
通
は
二
〇
〇

二
年
一
月
か
ら
）

2
・
22 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
「
ｉ
モ
ー
ド
」

サ
ー
ビ
ス
を
開
始

3
・
24 

コ
ソ
ボ
紛
争
で
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
が
ユ
ー
ゴ
空
爆
を
命

令

3
・
27 

日
産
自
動
車
と
仏
ル
ノ
ー
が
資
本

提
携

4
・
1 

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
改
正

労
働
基
準
法
施
行

8
・
6 

産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
（
産
業

再
生
法
）
成
立
（
十
月
一
日
施
行
）

9
・
30 

東
海
村
で
国
内
初
の
臨
界
事
故
発
生

11
・
│ 

特
定
化
学
物
質
排
出
把
握
管
理
促
進

（
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
）
法
公
布
（
二
〇
〇
〇

年
三
月
施
行
）

12
・
20 

マ
カ
オ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
中
国
に

返
還

12
・
│ 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
誤
作
動
の
恐
れ
の

あ
る
〈
二
〇
〇
〇
年
問
題
〉
で
官

庁
・
企
業
な
ど
で
警
戒
態
勢

二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年

4
・
1 

介
護
保
険
法
施
行

5
・
7 

ロ
シ
ア
第
二
代
大
統
領
に
プ
ー
チ
ン

就
任

5
・
│ 

グ
リ
ー
ン
購
入
法
公
布
（
二
〇
〇
一

年
一
月
施
行
）

6
・
│ 

ナ
ス
ダ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
開
設

7
・
20 

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開
幕

8
・
18 

三
宅
島
雄
山
噴
火
、
全
島
民
本
土
へ

避
難
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

4
・
│ 

松
下
・
ダ
イ
キ
ン
空
調
開
発
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
を
設
立

4
・
│ 
オ
フ
ィ
ス
用
エ
ア
コ
ン
〝
ス
カ
イ
エ
ア
〞
シ
リ
ー
ズ
〝
ス
ー
パ
ー
イ
ン

バ
ー
タ
〞
70
を
発
売

4
・
│ 
新
冷
媒
Ｈ
Ｆ
Ｃ
４
０
７
Ｃ
採
用
の
ス
カ
イ
エ
ア
、
舶
用
エ
ア
コ
ン
を
発

売

6
・
22 

ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ
社
に
研
究
開
発
会
社
Ｄ
Ａ
Ｉ
│

Ａ
Ｃ
Ｔ
を
設
立

6
・
29 

専
任
役
員
制
ス
タ
ー
ト

7
・
1 

機
構
改
革
（
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
事
業
部
、
管
理
・
財
務
部
、
関
係
会
社

部
、
Ｉ
Ｔ
推
進
室
を
新
設
）、
管
理
職
を
基
幹
職
へ
改
称

9
・
30 

〝
ア
ン
ト
セ
ン
ス
〞
を
三
共
へ
営
業
譲
渡
し
、
Ｍ
Ｅ
部
を
廃
止

11
・
│ 

業
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
省
エ
ネ
オ
フ
ィ
ス
エ
ア
コ
ン
〝
ス
ー
パ
ー
イ
ン

バ
ー
タ
〞
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｓ
を
発
売

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年

1
・
1 

中
国
広
州
事
務
所
を
新
設

1
・
1 

「
賃
金
・
処
遇
制
度
の
抜
本
的
改
革
」
に
よ
る
賃
金
体
系
の
変
更

1
・
25 

ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
社
を
設
立

2
・
9 

タ
イ
に
ダ
イ
キ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社
を
設
立

3
・
1 

「
時
間
管
理
す
る
こ
と
の
な
い
勤
務
（
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
制
・
Ａ
勤

務
制
）」
を
導
入

3
・
│ 

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ポ
ー
ラ
ン
ド
社

を
設
立

4
・
1 

六
十
五
歳
ま
で
の
再
雇
用
期
間
の
延
長
実
施

4
・
1 

「
卓
越
技
能
伝
承
制
度
」
を
発
足

4
・
16 

井
上
礼
之
社
長
、「
在
大
阪
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
名
誉
総
領
事
」
に
就

任

4
・
│ 

中
国
に
大
金
フ
ッ
素
化
学
（
中
国
）
有
限
公
司
を
設
立

4
・
│ 

総
合
職
と
一
般
職
の
区
別
を
廃
止
し
、
総
合
職
に
一
本
化

4
・
│ 

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
05
」
を
策
定

4
・
│ 

特
機
事
業
部
が
新
生
産
体
制
に
よ
る
新
工
場
を
稼
働

4
・
│ 

鹿
島
工
場
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
１
２
５
製
造
設
備
を
新
設

5
・
7 

「
ダ
イ
キ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
（
東
京
・
大
阪
）

5
・
28 

井
上
礼
之
社
長
、
社
団
法
人
関
西
経
済
連
合
会
副
会
長
に
就
任

5
・
│ 

ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
「V

e-up

」
シ
リ
ー
ズ
全
十
九
機
種
を
発
売

6
・
30 

堺
製
作
所
が
、
廃
棄
物
ゼ
ロ
化
を
達
成

6
・
│ 

ダ
イ
キ
ン
ケ
ミ
カ
ル
フ
ラ
ン
ス
社
を
設
立

8
・
│ 

特
機
事
業
部
が
小
動
物
用
Ｉ
Ｃ
Ｕ
装
置
「
デ
ィ
ア
ー
」
を
発
売

8
・
│ 

台
湾
大
金
先
端
化
学
股
份
有
限
公
司
を
設
立

9
・
│ 

第
四
回
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
大
賞　

優
秀
賞
」
を
受
賞

9
・
│ 

中
国
に
大
金
（
中
国
）
投
資
有
限
公
司
を
設
立

10
・
1 

ダ
イ
キ
ン
・
ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン
フ
ォ
ス
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
株

式
会
社
、
ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン
フ
ォ
ス
・
ダ
イ
キ
ン
株
式
会
社
を
設
立

10
・
│ 

「
シ
ニ
ア
ス
キ
ル
契
約
社
員
制
度
」
導
入

11
・
19 

米
国
ト
レ
ー
ン
社
と
空
調
事
業
包
括
的
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
提
携
を
締
結

12
・
28 

淀
川
製
作
所
機
械
部
門
が
廃
棄
物
ゼ
ロ
化
を
達
成
、
こ
れ
で
機
械
部
門

全
事
業
所
で
廃
棄
物
ゼ
ロ
化
を
達
成

二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年

2
・
│ 

空
調
部
門
「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
宣
言
」
で
技
術
の
大
革
新
を
図
る

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年

1
・
6 

省
庁
再
編
（
一
府
十
二
省
庁
）

1
・
│ 

ブ
ッ
シ
ュ
が
米
大
統
領
に
就
任

9
・
11 

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
発
生
、
世
界
貿

易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
崩
壊

10
・
│ 

不
況
深
刻
化
、
株
価
急
落
、
完
全
失

業
率
は
五
％
台

11
・
10 

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）、
中
国

加
盟
を
決
定

12
・
2 

米
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
手
企
業
エ
ン
ロ
ン
、

破
産

二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年

4
・
│ 

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
施
行
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

2
・
│ 

自
然
冷
媒
採
用
・
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
機
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」
を
発
売

3
・
1 
空
調
部
門
、
研
究
部
門
の
機
構
・
組
織
の
改
編
（
空
調
生
産
本
部
の
一

本
化
、
研
究
管
理
部
・
空
調
開
発
企
画
室
・
空
調
信
頼
性
革
新
部
を
新

設
）

3
・
25 

米
国
環
境
保
護
庁
主
催
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
賞
」
を
受
賞

4
・
1 

国
内
空
調
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
拡
大
の
た
め
、
機
設
販
社
五
社
と

直
系
特
工
店
十
三
社
を
七
つ
の
新
会
社
に
再
編

4
・
1 

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
事
業
の
全
国
展
開
を
開
始

4
・
18 

「
第
十
一
回
地
球
環
境
大
賞
」
の
日
本
工
業
新
聞
社
賞
を
受
賞

4
・
30 

イ
タ
リ
ア
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
イ
タ
リ
ア
社
を
設
立

4
・
│ 

ク
ラ
ス
タ
ー
ツ
ー
ル
事
業
か
ら
撤
退

5
・
│ 

コ
ン
ビ
ニ
専
用
ユ
ニ
ッ
ト
〝
コ
ン
ビ
ニ
パ
ッ
ク
〞
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｓ
│

Ａ
Ｃ
を

発
売

6
・
13 

滋
賀
製
作
所
が
日
本
設
備
管
理
学
会
選
定
の
「
第
一
回
も
の
づ
く
り
大

賞
」
を
受
賞

6
・
27 

代
表
取
締
役
会
長
兼
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
に
井
上
礼
之
社
長

が
、
代
表
取
締
役
社
長
兼
最
高
執
行
責
任
者
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
に
北
井
啓
之

専
務
が
就
任

6
・
27 

社
外
取
締
役
に
鐘
淵
化
学
工
業
相
談
役
舘
糾
氏
と
ア
ー
ト
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
社
長
寺
田
千
代
乃
氏
が
就
任

7
・
1 

「
最
高
経
営
会
議
」
を
新
設

8
・
│ 

「
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
」
策
定

二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年

1
・
│ 

音
声
認
識
に
よ
る
文
字
お
こ
し
ソ
フ
ト“m

ospy ”

を
発
売

2
・
│ 

中
国
で
独
資
サ
ー
ビ
ス
会
社
三
社
を
設
立
（
二
月
十
日
：
大
金
空
調
技

術
（
北
京
）
有
限
公
司
、
三
月
一
日
：
大
金
空
調
技
術
（
広
州
）
有

限
公
司
、
四
月
一
日
：
大
金
空
調
技
術
（
上
海
）
有
限
公
司
）

3
・
25 

新
し
い
フ
ッ
素
樹
脂
〝
ネ
オ
フ
ロ
ン
〞
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｐ
を
開
発

4
・
│ 

「
長
時
間
労
働
の
排
除
」
の
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

4
・
│ 

N
ew

〝
ス
ー
パ
ー
イ
ン
バ
ー
タ
〞
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｓ
（
ジ
ア
ス
）
シ
リ
ー
ズ
を

発
売

4
・
│ 

室
内
機
設
置
ス
ペ
ー
ス
約
五
〇
％
削
減
の
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン

「V
e-up 

Ⅱ

」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

5
・
│ 

化
学
事
業
部
門
の
抜
本
的
体
質
改
革
計
画
と
安
全
非
常
事
態
宣
言
を
策

定

5
・
│ 

環
境
行
動
方
針
二
〇
〇
五
を
策
定

5
・
│ 

チ
ェ
コ
共
和
国
に
ダ
イ
キ
ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
チ
ェ
コ
社
を
設
立

6
・
1 

企
業
倫
理
委
員
会
と
企
業
倫
理
室
を
新
設
、
企
業
倫
理
担
当
役
員
を
新

た
に
配
置

6
・
1 

育
児
休
暇
・
育
児
勤
務
制
度
改
訂
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
策
導
入

6
・
16 

第
一
回
グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
を
開
催

7
・
│ 

ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
Ｕ
Ｋ
社
を
設
立

7
・
│ 

更
新
専
用
ビ
ル
用
マ
ル
チ
「V

e-up Q

」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

7
・
│ 

中
国
に
大
金
総
合
空
調
（
上
海
）
有
限
公
司
、
大
金
中
央
空
調
（
上

海
）
有
限
公
司
を
設
立

9
・
│ 

二
〇
〇
三
年
度
、
家
庭
用
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
で
通
年
の
国
内
シ
ェ
ア
が

一
位
に
（
一
六
・
九
％
）

5
・
│ 

日
経
連
と
経
団
連
が
統
合
し
、
日
本

経
済
団
体
連
合
会
発
足

5
・
│ 

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
日
本
、
韓
国
で
共

同
開
催

8
・
│ 

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
稼
働

10
・
│ 

北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
て
い
た
五
人
が

帰
国

二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年

3
・
│ 

米
空
軍
が
イ
ラ
ク
攻
撃
を
開
始

4
・
│ 

日
本
郵
政
公
社
発
足

5
・
23 

個
人
情
報
保
護
法
成
立

9
・
15 

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
、
十
八
年
ぶ
り
に

セ
・
リ
ー
グ
優
勝

12
・
1 

テ
レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

9
・
│ 

第
一
回
全
社
技
能
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

10
・
1 
企
業
倫
理
相
談
窓
口
を
開
設

10
・
1 
中
国
Ｒ
＆
Ｄ
拠
点
と
し
て
中
国
・
清
華
大
学
内
に
清
華
│
ダ
イ
キ
ン

Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
を
設
立

10
・
7 

滋
賀
製
作
所
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
累
計
生
産
一
五
〇
〇
万
台
達
成

11
・
│ 

中
国
、
大
金
フ
ッ
素
化
学
（
中
国
）
有
限
公
司
の
常
熟
工
場
が
稼
働

11
・
│ 

中
国
に
大
金
機
電
設
備
（
蘇
州
）
を
設
立

12
・
│ 

食
品
衛
生
検
査
事
業
会
社
バ
イ
オ
・
シ
ー
タ
ー
社
を
設
立

二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年

1
・
13 

鹿
島
工
場
で
、
四
フ
ッ
化
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
爆
発
事
故
発
生
、
操

業
停
止

1
・
16 

〝
コ
ン
ビ
ニ
パ
ッ
ク
〞
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｓ
│

Ａ
Ｃ
が
二
〇
〇
三
年
度
の
省
エ
ネ

大
賞
最
高
賞
の
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞

1
・
│ 

超
薄
型
（
奥
行
十
五
㎝
）
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
壁
掛
形
イ
ン
バ
ー
タ
省

エ
ネ
エ
ア
コ
ン
Ｕ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

1
・
│ 

壁
掛
形
イ
ン
バ
ー
タ
省
エ
ネ
エ
ア
コ
ン
〝
う
る
る
と
さ
ら
ら
〞
Ｒ
シ

リ
ー
ズ
を
発
売

2
・
6 

油
圧
機
器
「
ス
ー
パ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
」
が
優
秀
省
エ
ネ
機
器
表
彰
で
日
本

機
械
工
業
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞

3
・
24 

国
内
グ
ル
ー
プ
で
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
統
合
認
証
取
得

3
・
31 

極
低
温
冷
凍
機
事
業
を
住
友
重
機
械
工
業
に
売
却

4
・
1 

鹿
島
工
場
を
鹿
島
製
作
所
に
改
称

5
・
6 

東
京
支
社
が
Ｊ
Ｒ
品
川
イ
ー
ス
ト
ビ
ル
へ
移
転

6
・
29 

岡
野
幸
義
副
社
長
が
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
、
北
井
社
長
が
特
別
顧
問
に
就

任

6
・
29 

執
行
役
員
制
を
導
入

6
・
29 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
「
人
事
・
報
酬
諮
問
委
員
会
」
を
新
設

6
・
29 

株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
ア
プ
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
ズ
を
設
立

8
・
25 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
ス
ト
リ
ー
マ
〝
光
ク
リ
エ
ー
ル
〞
発
売

9
・
│ 

大
金
電
器
機
械
（
蘇
州
）
有
限
公
司
を
設
立

10
・
18 

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
室
外
機
に
関
す
る
事
故
に
つ
い
て
お
詫
び
と
無
償
点

検
・
修
理
の
社
告
を
主
要
新
聞
に
掲
載

10
・
25 

創
業
八
十
周
年
記
念
事
業
挙
行
（
記
念
式
典
・
懇
親
会
、
グ
ル
ー
プ
経

営
会
議
を
開
催
、
〜
二
十
七
日
）

10
・
25 

十
年
先
を
予
測
し
て
の
仮
説
「
未
来
の
ダ
イ
キ
ン
の
大
志
（
こ
こ
ろ
ざ

し
）」
を
発
表

10
・
25 

全
世
界
ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
共
通
の
新
た
な
社
章
を
制
定

10
・
28 

グ
ル
ー
プ
監
査
役
会
、
グ
ル
ー
プ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
会
議
を
開
催

10
・
│ 

一
単
元
の
株
式
の
数
を
百
株
に
引
き
下
げ

10
・
│ 

チ
ェ
コ
に
ダ
イ
キ
ン
デ
バ
イ
ス
チ
ェ
コ
社
を
設
立

11
・
1 

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ポ
ル
ト
ガ
ル
社

を
設
立

12
・
1　

ダ
イ
キ
ン
シ
ュ
リ
ラ
ム
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
社
を
ダ
イ
キ
ン

エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
イ
ン
ド
社
と
改
称

二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年

2
・
1 

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
部
を
新
設

2
・
10 

爆
発
事
故
で
操
業
を
停
止
し
た
鹿
島
製
作
所
が
全
面
稼
働
開
始

二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年

6
・
2 

日
本
道
路
公
団
な
ど
道
路
関
係
四
公

団
民
営
化
関
係
四
法
が
成
立

7
・
20 

東
京
都
心
で
観
測
史
上
最
高
と
な
る

三
九
・
五
度
を
記
録

10
・
23 

新
潟
県
中
越
地
震
（
Ｍ
六
・
八
）

12
・
26 

Ｍ
九
・
〇
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
で
イ

ン
ド
洋
大
津
波
発
生

二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年

2
・
16 

地
球
温
暖
化
防
止
・
京
都
議
定
書
発

効
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3
・
│ 

温
度
制
御
で
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
快
眠
エ
ア
コ
ン
〝
う
る
る
と
さ
ら
ら
〞

Ｆ
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

4
・
7 
中
国
初
の
大
規
模
空
調
機
専
門
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
上
海
」
を
目
抜
き
通
り
淮
海
路
に
開
設

4
・
14 

米
国
ダ
ウ
コ
ー
ニ
ン
グ
社
と
フ
ル
オ
ロ
シ
リ
コ
ー
ン
化
学
で
の
協
業
に

合
意

5
・
1 

モ
ス
ク
ワ
事
務
所
を
開
設

5
・
18 

ア
イ
シ
ン
精
機
と
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）
分
野
で

業
務
提
携
に
合
意

7
・
1 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
推
進
室
を
新
設

7
・
1 

株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
環
境
研
究
所
と
株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
空
調
技
術
研

究
所
を
統
合
し
、
新
た
に
株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
環
境
・
空
調
技
術
研
究

所
を
設
立

9
・
5 

大
阪
中
之
島
全
体
の
活
性
化
を
目
指
し
た
「
国
立
国
際
美
術
館
コ
ン

サ
ー
ト
」
第
一
回
を
開
催

10
・
1 

グ
ル
ー
プ
全
体
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
推
進
に
向
け
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
お
よ
び

Ｃ
Ｓ
Ｒ
室
を
新
設

10
・
1 

低
温
事
業
開
発
室
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
商
品
開
発
セ
ン
タ
ー
を
新
設

（
株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所
は
、
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
商
品
開
発
セ
ン
タ
ー
に
吸
収
合
併
）

11
・
1 

米
国
に
持
株
会
社
、
ダ
イ
キ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
社
と

空
調
機
器
の
販
売
会
社
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ア
メ
リ

カ
ズ
社
を
設
立

11
・
30 

油
圧
式
立
体
駐
車
装
置
事
業
か
ら
撤
退
、
受
注
を
終
了

二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年

1
・
16 

英
語
版
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
社
内
報
が
ス
タ
ー
ト
、
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
現

地
社
員
へ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
情
報
提
供

2
・
1 

ダ
イ
キ
ン
Ｖ
Ｉ
Ｓ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
全
面
改
訂
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
社

名
ロ
ゴ
の
字
体
、
色
な
ど
を
全
世
界
で
統
一

4
・
│ 

戦
略
経
営
計
画
「
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
10
（
目
標
年
度
二
〇
一
〇
年
）」
策

定

5
・
18 

グ
ロ
ー
バ
ル
大
手
空
調
メ
ー
カ
ー
の
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
を
買
収
（
買
収
総
額

二
三
二
〇
億
円
）

5
・
29 

ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ギ
リ
シ
ャ
社
を
設
立

6
・
29 

社
外
取
締
役
交
代
、
舘
糾
氏
退
任
、
池
渕
浩
介
氏
（
ト
ヨ
タ
自
動
車

相
談
役
技
監
）
就
任

6
・
29 

経
営
諮
問
委
員
に
立
石
義
雄
氏（
オ
ム
ロ
ン
会
長
）就
任
、
六
名
体
制

6
・
29 

ダ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
プ
『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書2006

』
発
行

6
・
30 

『
世
界
企
業
へ
の
道

│
ダ
イ
キ
ン
工
業
80
年
史
』
発
行

6
・
│ 

欧
州
の
気
候
・
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
温
水
暖
房
機

〝
ダ
イ
キ
ン
ア
ル
テ
ル
マ
〞
を
発
売

7
・
1 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実
、「
情
報
開
示
委
員
会
」「
独
立

委
員
会
」
新
設

7
・
1 

ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
（
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ス
テ
ン
ド
市
）
で
欧
州
日

系
企
業
初
と
な
る
盆
踊
り
大
会
を
開
催

7
・
25 

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
第
二
十
二
回
企
業
広
報
賞
の
企
業
広
報

大
賞
受
賞

8
・
│ 

ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
で
ダ
イ
キ
ン
・
Ｏ
Ｙ
Ｌ
社
合
同
の
「
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催

3
・
25 

愛
知
万
博
（
愛
・
地
球
博
）
開
幕

（
〜
九
月
二
十
五
日
）

4
・
1 

銀
行
預
金
の
ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁

4
・
1 

個
人
情
報
保
護
法
全
面
施
行

4
・
18 

株
争
奪
戦
中
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
と
ラ
イ

ブ
ド
ア
が
資
本
・
業
務
提
携
を
す
る

こ
と
で
和
解

4
・
25 

Ｊ
Ｒ
宝
塚
線
、
塚
口
│
尼
崎
駅
間
で

列
車
脱
線
事
故

6
・
1 

ク
ー
ル
ビ
ズ
（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、

ノ
ー
上
着
）
が
中
央
省
庁
で
始
ま
る

6
・
29 

大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
の
工
場
従
業
員

や
周
辺
住
民
に
ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）

に
よ
る
ガ
ン
な
ど
の
被
害
が
相
次
い

で
い
る
こ
と
が
判
明

9
・
11 

衆
議
院
選
で
自
民
党
が
圧
勝

10
・
14 

郵
政
民
営
化
法
が
成
立

11
・
17 

千
葉
県
の
一
級
建
築
士
が
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
構
造
計
算
書
を
偽
造
し
た

こ
と
が
判
明

12
・
22 

厚
生
労
働
省
、
十
二
月
の
推
計
で
日

本
人
の
人
口
が
初
め
て
減
少
に
転
じ

た
と
発
表

二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年

1
・
16 

東
京
証
券
取
引
所
、
ラ
イ
ブ
ド
ア･

シ
ョ
ッ
ク
で
売
買
全
面
停
止

2
・
10 

冬
季
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

（
〜
二
・
二
六
）

3
・
│ 

世
界
人
口
六
六
億
人
突
破

4
・
1 

「
公
益
通
報
者
保
護
法
」
施
行

5
・
26 

行
政
改
革
推
進
法
が
成
立

5
・
27 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア･

ジ
ャ
ワ
島
中
部
地

震
（
Ｍ
六
・
三
）
発
生

5
・
│ 

会
社
法
施
行
（
経
済
社
会
の
変
化

に
対
応
し
て
、
商
法
な
ど
を
抜
本

再
編
）

6
・
9 

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ

大
会
開
催
（
〜
七
・
九
）

6
・
│ 

厚
生
労
働
省
、
二
〇
〇
五
年
の
合
計

特
殊
出
生
率
が
一
・
二
五
で
過
去
最

低
を
更
新
と
発
表

7
・
12 

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
レ
バ
ノ
ン
に
侵
攻

7
・
16 

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
日･

米

政
府
が
安
保
理
に
非
難
決
議
案
提
出

7
・
17 

陸
上
自
衛
隊
、
イ
ラ
ク
撤
収
完
了

（
二
年
半
の
復
興
支
援
終
了
）

9
・
6 

秋
篠
宮
紀
子
さ
ま
男
児
ご
出
産
、

四
一
年
ぶ
り
男
性
皇
族
悠
仁
親
王
誕
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9
・
17 

中
国
の
ダ
イ
キ
ン
拠
点
で
初
め
て
の
盆
踊
り
大
会
「
中
秋
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

10
・
1 
ダ
イ
キ
ン
工
業
「
つ
く
ば
研
修
所
」
を
開
設

10
・
1 
大
金
空
調
（
上
海
）
有
限
公
司
発
足
、
中
国
に
展
開
す
る
生
産
子
会

社
四
社
（
上
海
大
金
空
調
・
大
金
総
合
空
調
上
海
・
大
金
中
央
空
調

上
海
・
大
金
中
央
空
調
恵
州
）
を
統
合

10
・
18 

第
二
回
ダ
イ
キ
ン
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
グ
ロ
ー
バ
ル
大
会
開
催
（
三

日
間
）

11
・
1 

低
温
事
業
本
部
（
冷
蔵
・
冷
凍
・
半
導
体
冷
熱
）
を
新
設

11
・
8 

財
界
研
究
所
に
よ
る
「
二
〇
〇
六
年
度
経
営
者
賞
」
に
井
上
礼
之
会

長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
受
賞

二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年

1
・
22 

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
で
発
表
さ
れ
る
「Global 

100

世
界
で
最
も
持
続
可
能
な
企
業
」
に
ダ
イ
キ
ン
選
出

3
・
5 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
「
二
〇
〇
六
年
度
優
れ
た
会
社
」
プ
リ
ズ

ム
ラ
ン
キ
ン
グ
一
〇
〇
〇
社
を
発
表
、
ダ
イ
キ
ン
は
33
位
に
選
出

4
・
1 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
十
二
番
目
の
空
調
販
売
会
社
「
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ネ
ザ
ー
ラ
ン
ド
社
」
を
オ
ラ
ン
ダ
に
設
立

4
・
1 

ト
ル
コ
事
務
所
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
市
内
）
を
設
立

5
・
25 

滋
賀
製
作
所
が
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
累
計
生
産
二
〇
〇
〇
万
台
（
室
外

機
ベ
ー
ス
）
を
達
成

5
・
31 

公
募
増
資
で
一
二
〇
〇
億
円
調
達
、
払
い
込
み
六
月
末
。
全
額

Ｏ
Ｙ
Ｌ
買
収
資
金
借
入
金
の
返
済
に
充
当

5
・
│ 

厚
生
労
働
大
臣
認
定
の
「
育
児
支
援
」
マ
ー
ク
を
取
得

6
・
1 

「
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
」
に
関
す
る
制
度
を
改
訂　

１
育
児
勤
務

の
運
用
期
間
の
延
長　

2
育
児
休
暇
の
延
長
期
間
の
拡
大　

3
育
児

支
援
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
新
設　

4
そ
の
他

6
・
28 

Ｏ
Ｙ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
の
機
構
再
編
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
も
と

主
要
四
事
業
を
推
進
す
る
組
織
「
マ
ッ
ケ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

（
業
務
用
大
型
空
調
）、「
Ａ
Ａ
Ｆ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」（
空
調
・

工
業
用
フ
ィ
ル
タ
ー
）、「
Ｊ
＆
Ｅ 

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」（
低
温
冷
凍
）、

「
Ｏ
Ｙ
Ｌ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
」（
空
調
機
器
生
産
）

7
・
31 

連
結
子
会
社
「
ダ
イ
キ
ン
・
ア
レ
ン
・
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

社
」
の
清
算
を
決
定
（
八
月
に
清
算
）

10
・
1 

株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
環
境
・
空
調
研
究
所
を
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
吸
収

合
併
、
環
境
技
術
研
究
所
を
設
立

10
・
11 

第
三
回
グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
を
開
催

11
・
1 

水
配
管
レ
ス
調
湿
外
気
処
理
機
「
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（〝
デ
シ
カ
〞）」
を

発
売

12
・
3 

二
〇
〇
七
年
度
日
本
経
済
新
聞
社
の
「
環
境
経
営
度
調
査
」
で
ダ
イ

キ
ン
が
十
一
位
に
ラ
ン
ク

12
・
17 

女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
諸
見
里
し
の
ぶ
選
手
と
所
属
契
約
を
締
結

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年

1
・
1 

イ
ン
ド
新
生
産
拠
点
設
立
準
備
室
を
新
設

1
・
22 

「Global 100

世
界
で
最
も
持
続
可
能
な
企
業
」
に
二
年
連
続
で
選
出

1
・
31 

暖
房
機
事
業
主
体
の
販
売
会
社
「
ダ
イ
キ
ン
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
」
を
設
立

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
空
調
販
売
会
社
「
ス
ベ
ン
ス
カ
ダ
イ
キ
ン
社
（
ス

生

9
・
19 

タ
イ
で
ク
ー
デ
タ
ー
、
反
首
相
派
が

実
権
を
掌
握

9
・
26 

安
倍
晋
三
内
閣
発
足

10
・
9 

北
朝
鮮
が
地
下
核
実
験
を
実
施

二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年

1
・
9 

防
衛
庁
か
ら
防
衛
省
へ
移
行

1
・
11 

ベ
ト
ナ
ム
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
正
式
加
盟

（
一
五
〇
カ
国
体
制
に
）

3
・
15 

産
業
再
生
機
構
が
使
命
を
終
え
、
一

年
前
倒
し
で
解
散

3
・
25 

能
登
半
島
沖
地
震
（
Ｍ
六
・
九
）
発

生

4
・
11 

中
国
温
家
宝
首
相
来
日
、
日
中
首
脳

会
談

5
・
16 

フ
ラ
ン
ス
大
統
領
に
サ
ル
コ
ジ
が
就

任

6
・
27 

英
国
首
相
に
ブ
ラ
ウ
ン
が
就
任

7
・
16 

新
潟
中
越
沖
地
震
（
Ｍ
六
・
八
）
発

生

8
・
4 

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
無
人
火
星
探
査
機

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
打
ち
上
げ

8
・
15 

ペ
ル
ー
中
部
沖
で
大
地
震
（
Ｍ
八
・

〇
）
発
生

8
・
27 

安
倍
晋
三
改
造
内
閣
発
足

9
・
26 

福
田
康
夫
内
閣
発
足

10
・
1 

郵
政
民
営
化
に
よ
り
日
本
郵
政
公
社

解
散
、
郵
政
三
事
業
は
民
間
企
業
の

日
本
郵
政
な
ど
へ
移
管

11
・
20 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
、
日
中
韓
首

脳
会
談

12
・
27 

パ
キ
ス
タ
ン
の
ブ
ッ
ト
元
首
相
暗
殺

12
・
28 

中
国
製
餃
子
食
中
毒
事
件
発
生

こ
の
年 

食
品
偽
装
問
題
の
発
生
相
次
ぐ

　
　

│ 

米
国
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
深

刻
化

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年

1
・
6 

グ
ル
ジ
ア
大
統
領
に
サ
ー
カ
ン
シ
ビ

リ
が
再
選

2
・
25 

韓
国
大
統
領
に
李
明
博
が
就
任

3
・
16 

中
国
、
全
国
人
民
代
表
大
会
で
温
家
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）」
を
買
収
・
設
立

3
・
10 
二
〇
〇
七
年
度
「
優
れ
た
会
社
」
日
本
経
済
新
聞
プ
リ
ズ
ム
ラ
ン
キ

ン
グ
で
ダ
イ
キ
ン
工
業
が
28
位

3
・
31 
格
力
電
器
と
イ
ン
バ
ー
タ
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
業
務
提
携
締
結

3
・
31 

ダ
イ
キ
ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
（
ア
ジ
ア
）

社
の
解
散
・
清
算
を
決
議
（
九
月
下
旬
清
算
）

4
・
1 

ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク
ノ
株
式
会
社
を
新
設
、
エ
ア
テ
ク
ノ
七
社
（
関

東
・
東
京
・
中
京
・
近
畿
・
中
国
・
四
国
・
九
州
）
を
統
合

5
・
1 

ダ
イ
キ
ン
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ス
西
日
本
株
式
会
社
を
ダ
イ
キ
ン
油
機
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
と
し
て
新
発
足

5
・
14 

平
成
二
十
年
三
月
期
連
結
決
算
発
表
、
十
四
期
連
続
増
収
増
益
達
成

5
・
18 

グ
ロ
ー
バ
ル
研
修
所
〝
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青
谷
〞
を
開
設

5
・
22 

中
国
四
川
省
大
地
震
被
災
者
の
救
済
と
被
災
地
の
復
興
支
援
に
、
総

額
五
〇
〇
〇
万
円
の
拠
出

5
・
27 

戦
略
経
営
計
画
「
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
10
後
半
三
カ
年
計
画
」
を
発
表

6
・
1 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

6
・
1 

省
エ
ネ
運
転
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
搭
載
し
た
統
合
監
視
盤

「D
-BIPS IB

（
デ
ィ
ー
ビ
ッ
プ
ス
ア
イ
ビ
ー
）」
を
発
売

7
・
1 

組
織
変
更
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
提
携
推
進
部
新
設
、
Ｏ
Ｙ
Ｌ
本

社
を
改
編

7
・
11 

韓
国
に
空
調
機
器
の
販
売
子
会
社
「
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
コ
リ
ア
社
」
を
設
立

8
・
1 

組
織
変
更
、
化
学
事
業
部
を
抜
本
的
改
組
。
化
学
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
新
設
、
企
画
部
門
を
改
編
、
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
・
塗
料

事
業
推
進
部
・
プ
ロ
セ
ス
事
業
部
を
新
設

8
・
17 

ベ
ト
ナ
ム
空
調
販
売
会
社
「
ベ
ト
キ
ム
社
（
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）」
を
買
収

9
・
1 

ダ
イ
キ
ン
Ｍ
Ｒ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
（
舶
用
冷
凍
空
調
）

を
設
立

9
・
1 

ド
イ
ツ
の
暖
房
機
メ
ー
カ
ー
「
ロ
テ
ッ
ク
ス
社
（
ギ
ュ
グ
リ
ン
ゲ
ン

市
）」
を
買
収

9
・
9 

日
刊
工
業
新
聞
社
主
催
「
第
十
一
回
オ
ゾ
ン
層
保
護
・
地
球
温
暖
化

防
止
大
賞
」
を
受
賞

10
・
1 

「
エ
ア
ネ
ッ
ト
Ⅱ
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
」
の
提
供
を
開
始

10
・
― 

国
連
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
」
に
参
加

11
・
11 

環
境
省
が
創
設
の
「
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
企
業
」
に
認
定

11
・
12 

第
五
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞
、
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
環
境
大
臣
賞

に
「
遠
隔 

省
エ
ネ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
が
選
出

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年

1
・
22 

「Global 100

世
界
で
最
も
持
続
可
能
な
企
業
」
に
三
年
連
続
で
選
出

2
・
10 

湿
度
・
温
度
分
離
型
新
ビ
ル
空
調
シ
ス
テ
ム
「
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ス

テ
ム
」、
平
成
二
十
年
度
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を
受
賞

2
・
23 

ダ
イ
キ
ン
ア
プ
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
ズ
施
工
の
「
ビ
ー
ル
工
場
冷
却
シ

ス
テ
ム
」、
省
エ
ネ
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を
受
賞

3
・
30 

全
額
出
資
子
会
社
の
ダ
イ
キ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
を

吸
収
合
併
（
合
併
効
力
発
生
は
六
月
一
日
）

4
・
10 

サ
ー
ビ
ス
本
部
と
サ
ー
ビ
ス
関
連
子
会
社
で
不
適
切
な
会
計
処
理

（
過
去
十
年
間
に
三
三
億
円
の
営
業
利
益
が
前
倒
し
計
上
）
が
判
明
、

四
月
三
十
日
調
査
結
果
を
発
表
。
過
年
度
決
算
を
訂
正
し
、
関
与
し

宝
が
再
選

3
・
│ 

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
焦
げ
付
き

の
影
響
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市

場
が
大
幅
下
げ
を
記
録
、
景
気
減
速

3
・
│ 

円
相
場
急
騰
、
十
二
年
七
カ
月
ぶ

り
に
一
ド
ル
九
五
円
台

5
・
12 

中
国
四
川
省
で
大
地
震
（
Ｍ
七
・
八
）

発
生

5
・
20 

台
湾
、
馬
英
九
が
総
統
に
就
任

6
・
14 

岩
手
・
宮
城
内
陸
で
Ｍ
七
・
二
の
地

震
発
生

7
・
7 

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（
〜
七
・
九
）

7
・
23 

ネ
パ
ー
ル
、
ラ
ム
・
バ
ラ
ン
・
ヤ
ダ

フ
大
統
領
就
任

8
・
1 

福
田
康
夫
改
造
内
閣
発
足

8
・
8 

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
（
〜
八
・

二
四
）

9
・
15 

米
国
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破
綻
、

金
融
危
機
が
世
界
的
に
拡
大

9
・
24 

福
田
内
閣
総
辞
職
、
麻
生
太
郎
内
閣

発
足

9
・
25 

中
国
の
有
人
宇
宙
船
「
神
舟
７
号
」

打
ち
上
げ
、
初
の
船
外
活
動
に
成
功

11
・
22 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議

11
・
│ 

南
部
陽
一
郎
、
小
林
誠
、
益
川
敏

英
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
、
下

村
脩
が
同
化
学
賞
を
受
賞

12
・
3 

日
本
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
禁
止
条
約

に
署
名

12
・
14 

日
中
韓
首
脳
会
談
（
第
一
回
日
中
韓

サ
ミ
ッ
ト
）

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年

1
・
20 

米
国
、
オ
バ
マ
大
統
領
就
任

2
・
25 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議

3
・
20 

日
中
防
衛
首
脳
会
談

5
・
25 

北
朝
鮮
が
核
実
験
実
施

6
・
12 

イ
ラ
ン
大
統
領
に
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ

ジ
ャ
ド
が
再
選

6
・
30 

米
軍
、
イ
ラ
ク
都
市
部
か
ら
撤
収
完

了

7
・
31 

米
軍
以
外
の
多
国
籍
軍
の
イ
ラ
ク
撤

収
完
了
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

た
当
時
の
執
行
役
員
、
従
業
員
、
子
会
社
の
取
締
役
に
対
し
、
社
内

規
定
に
従
っ
て
処
分

5
・
1 
組
織
変
更
、
空
調
営
業
本
部
「
事
業
戦
略
室
」、
同
「
カ
ス
タ
マ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
本
部
」
を
新
設

5
・
12 

平
成
二
十
一
年
三
月
期
連
結
決
算
発
表
、
十
五
年
ぶ
り
の
減
収
減
益

5
・
21 

「
ダ
イ
キ
ン
マ
ッ
ケ
イ
ア
プ
ラ
イ
ド
開
発
セ
ン
タ
ー
」
開
所
式
開
催

6
・
10 

ダ
イ
キ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
摂
津
の
新
工
場
完
成

6
・
24 

第
三
回
ダ
イ
キ
ン
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
グ
ロ
ー
バ
ル
大
会
開
催

7
・
23 

過
去
最
大
規
模
の
社
債
一
〇
〇
〇
億
円
発
行
を
発
表

7
・
27 

電
車
内
ポ
ス
タ
ー
ド
ア
上
広
告
が
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ2009

」
で

優
秀
賞
を
受
賞

8
・
26 

国
内
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業
ト
ッ
プ
の
日
本
無
機
株
式
会
社
を
買
収

9
・
6 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る｢

働
き
や
す
い
会
社2009｣

で
当
社
が
10

位
に
ラ
ン
ク

二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年

2
・
1 

組
織
変
更
、
化
学
事
業
部
に
「
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
部
」
と
「
中
国

事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
新
設

3
・
2 

機
械
振
興
協
会
主
催
の
「
第
七
回
新
機
械
振
興
賞
」
で
「
温
度
・
湿

度
個
別
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
空
調
シ
ス
テ
ム
」
が
機
械
振
興
協
会
会
長
賞

を
受
賞

3
・
4 

Ａ
Ａ
Ｆ 

Ｐ
＆
Ｉ
（
英
国
）
の
「
人
を
基
軸
に
お
く
経
営
」
の
組
織
・

職
場
改
善
活
動
がCIPD

 A
W
A
RD

（
英
国
人
材
開
発
協
会
賞
）
を

受
賞

4
・
9 

空
気
清
浄
機
八
七
万
台
を
リ
コ
ー
ル
、
不
具
合
対
象
製
品
の
無
償
点

検
修
理
を
発
表

4
・
15 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
新
企
業
評
価
シ
ス
テ
ム
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ

（
ナ
イ
セ
ス
）」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
当
社
は
21
位

4
・
20 

生
物
多
様
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
学
五
、六
年
生
向
け
環
境
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
、
小
学
校
に
無
償
提
供

4
・
21 

中
国
青
海
省
大
地
震
の
被
災
地
・
被
災
者
へ
の
支
援
（
義
援
金
総
額

一
二
五
万
元
、
約
一
七
五
〇
万
円
）
を
上
海
赤
十
字
社
を
通
じ
て
実
施

5
・
1 

ア
プ
ラ
イ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
を
新
設

5
・
1 

上
海
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
設
立

5
・
15 

二
〇
一
〇
年
度
東
洋
経
済
Ｃ
Ｓ
Ｒ
ラ
ン
キ
ン
グ
に
当
社
が
21
位

5
・
19 

「
ダ
イ
キ
ン
マ
ッ
ケ
イ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
」（
最
先
端
の
省
エ

ネ
大
型
空
調
機
を
展
示
）
を
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
エ
リ
ア
に
開
設

6
・
22 

中
国
天
津
経
済
技
術
開
発
（T
ED
A

）
と
包
括
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
締
結

7
・
1 

油
機
販
売
子
会
社
「
ダ
イ
キ
ン
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ス
東
日
本
・
中
部
」

を
「
ダ
イ
キ
ン
油
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
」
に
統
合

9
・
21 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
二
〇
一
〇
年
「
働
き
や
す
い
会
社
」
調
査

で
、
ダ
イ
キ
ン
は
７
位
（
昨
年
は
10
位
）

10
・
8 

〝
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青
谷
〞
が
「
生
物
多
様
性
保
全
に
つ
な
が
る
企
業

の
み
ど
り
一
〇
〇
選
」
に
認
定

10
・
20 

第
四
回
「
ダ
イ
キ
ン
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
グ
ロ
ー
バ
ル
大
会
」
を
開
催

10
・
│ 

油
機
製
造
販
売
子
会
社
「
大
金
液
圧
（
蘇
州
）
有
限
公
司
」
を
設
立

11
・
1 

化
学
事
業
部
「
中
国
技
術
革
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
新
設
、「
中
国
事
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
発
展
的
に
解
消

8
・
20 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
統
領
に
カ
イ
ザ

ル
が
再
選

9
・
16 

鳩
山
由
紀
夫
内
閣
発
足

9
・
30 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
沖
で
Ｍ

七
・
六
の
地
震
発
生

11
・
13 

米
国
オ
バ
マ
大
統
領
来
日

12
・
25 

米
航
空
機
爆
破
未
遂
事
件
発
生

二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年

1
・
12 

ハ
イ
チ
で
Ｍ
七
・
〇
の
地
震
発
生

2
・
17 

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
に
関
す
る
条
約
の
批

准
国
が
三
〇
カ
国

2
・
27 

チ
リ
地
震
（
Ｍ
八
・
八
）
発
生

4
・
2 

タ
イ
、
バ
ン
コ
ク
な
ど
各
都
市
中
心

部
で
タ
ク
シ
ン
派
団
体
が
占
拠
、
政

府
治
安
部
隊
と
衝
突

6
・
8 

菅
直
人
内
閣
成
立

8
・
1 

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
に
関
す
る
条
約
発
効

8
・
31 

イ
ラ
ク
駐
留
米
軍
、
戦
闘
任
務
終
了

9
・
7 

尖
閣
諸
島
近
海
で
中
国
漁
船
が
海

上
保
安
庁
巡
視
船
に
接
触

9
・
17 

菅
直
人
改
造
内
閣
成
立

10
・
4 

菅
直
人
首
相
、
第
８
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

首
脳
級
会
議
に
出
席

10
・
12 

第
一
回
拡
大
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
防
相
会

議
開
催

10
・
29 

生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会

議
、
名
古
屋
で
開
催
、
名
古
屋
議
定

書
採
択

11
・
11 

菅
直
人
首
相
、
Ｇ
20
ソ
ウ
ル
・
サ

ミ
ッ
ト
に
出
席

11
・
13 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
開
催

12
・
7 

尖
閣
沖
漁
船
衝
突
事
件
の
ビ
デ
オ
映

像
流
出
事
案
等
を
受
け
「
政
府
に
お

け
る
情
報
保
全
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
設
置
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

12
・
9 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
企
業
総
合
評
価
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
」
二
〇
一
〇

年
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
当
社
は
13
位

　
　

│ 
空
調
事
業
売
上
高
世
界
ナ
ン
バ
ー
1
を
達
成

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年

2
・
22 

大
型
研
究
施
設
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

新
設
発
表
、
五
月
に
着
工
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
業
務
開
始

2
・
24 

二
〇
一
一
年
版
東
洋
経
済
Ｃ
Ｓ
Ｒ
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
で
当
社
は
16
位

3
・
2 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
地
震
に
義
援
金
一
五
〇
〇
万
円
寄
付

3
・
24 

中
小
事
業
者
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
量
取
引
を
支
援
す
る
ダ
イ
キ
ン
な
ど

の
計
画
を
国
が
承
認

4
・
1 

国
内
空
調
販
売
子
会
社
を
再
編
、
地
域
販
売
子
会
社
「
ダ
イ
キ
ン

Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
○
○
株
式
会
社
」、
量
販
店
専
門
販
売
子

会
社
「
ダ
イ
キ
ン
・
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
」

設
立

6
・
15 

戦
略
経
営
計
画
「
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
15
」
を
発
表

6
・
29 

十
河
政
則
取
締
役
専
務
執
行
役
員
が
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
就

任
、
岡
野
前
代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｏ
Ｏ
は
相
談
役
就
任

7
・
1 

組
織
変
更
、
本
社
に
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
本
部
」
を
新
設

7
・
8 

ト
ル
コ
の
空
調
機
メ
ー
カ
ー
「
エ
ア
フ
ェ
ル
社
」
を
買
収
、「
ダ
イ
キ

ン
ト
ル
コ
社
」
に
社
名
変
更

7
・
26 

世
界
自
然
遺
産
「
知
床
」
へ
の
自
然
環
境
保
全
支
援
開
始

8
・
25 

Ｓ
Ａ
Ｍ
社
（
ス
イ
ス
）
の
ト
ッ
プ
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
企
業
「
シ

ル
バ
ー
ク
ラ
ス
」
を
当
社
が
受
賞
、「
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
に

十
年
連
続
で
選
出

9
・
22 

Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
（
米
国
の
非
営
利
組
織
）
の
米
国
外
の
超
優
良
企
業
十
五

社
の
う
ち
の
一
社
と
し
て
当
社
選
出

9
・
26 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
「
働
き
や
す
い
会
社2011

」
調
査
で
当
社

は
５
位
（
昨
年
は
７
位
）

10
・
17 

当
社
が
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
で
「
未
来
を
拓
く
ニ
ッ
ポ
ン
の
一
〇
〇
社
」

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
勝
つ

七
〇
社
」
の
中
の
一
社
に
選
ば
れ
る

11
・
30 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
二
〇
一
一
年
度
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ

「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
」
で
当
社
は
11
位
（
昨
年
は
13
位
）

12
・
8 

ダ
イ
キ
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
〝
フ
ー
ハ
東
京
〞
を
新
宿
区
に

開
設

12
・
15 

第
八
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞
「
経
済
産
業
大
臣
賞
」
に
ビ
ル
用
既
存

空
調
機
の
省
エ
ネ
改
善
サ
ー
ビ
ス
「
Ｖ
Ｒ
Ｖ
・
エ
ネ
・
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

が
選
出

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年

1
・
1 

組
織
変
更
、
化
学
事
業
部
に
「
表
面
機
能
材
事
業
推
進
本
部
」
と

「
Ｅ
Ｈ
Ｓ
部
」（
ゼ
ロ
災
推
進
部
・
環
境
保
全
部
を
統
合
）
を
新
設　

※
Ｅ
Ｈ
Ｓ
：
Ｅ
＝Environm

ent

（
環
境
）、
Ｈ
＝H

ealth

（
健
康
）、

Ｓ
＝Safety

（
安
全
）
の
略

1
・
3 

空
気
清
浄
機
一
七
万
四
〇
〇
〇
台
を
リ
コ
ー
ル

1
・
30 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
第
十
五
回
「
環
境
経
営
度
調
査
」
製
造
業

ラ
ン
キ
ン
グ
で
当
社
は
33
位
（
昨
年
は
58
位
）

3
・
21 

（
社
）日
本
冷
凍
空
調
設
備
工
業
連
合
会
の
「
第
三
十
回
優
良
省
エ
ネ

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年

1
・
14 

菅
直
人
第
二
次
改
造
内
閣
成
立

2
・
12 

エ
ジ
プ
ト
、
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
辞
任

2
・
22 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
Ｍ
六
・
三
の

地
震
発
生

3
・
11 

東
日
本
大
震
災
発
生
。
日
本
周
辺
に

お
け
る
観
測
史
上
最
大
の
Ｍ
九
・
〇
。

巨
大
津
波
に
よ
っ
て
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
１
〜
３
号
機
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
発
生

3
・
17 

国
連
安
全
保
障
理
事
会
、
対
リ
ビ
ア

武
力
行
使
容
認
決
議
採
択

3
・
19 

米
英
仏
を
中
心
と
す
る
多
国
籍
軍
、

リ
ビ
ア
に
対
す
る
軍
事
行
動
開
始

5
・
2 

オ
バ
マ
米
大
統
領
、
国
際
テ
ロ
組
織

「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
指
導
者
の
ウ
サ

マ
・
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ー
ン
を
殺
害

と
発
表

5
・
7 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
開
催
（
〜

五
・
八
）

6
・
24 

復
興
基
本
法
施
行

8
・
23 

リ
ビ
ア
、
ト
リ
ポ
リ
陥
落
、
カ
ダ

フ
ィ
体
制
崩
壊

9
・
2 

野
田
佳
彦
内
閣
成
立

10
・
10 

米
軍
再
編
に
係
る
初
の
グ
ア
ム
等
へ

の
航
空
機
訓
練
移
転

11
・
17 

第
十
九
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議

開
催

12
・
19 

北
朝
鮮
、
金
正
日
国
防
委
員
会
委
員

長
の
死
去
を
発
表

12
・
30 

金
正
恩
が
朝
鮮
人
民
軍
最
高
司
令
官

に
就
任

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年

1
・
13 

野
田
佳
彦
改
造
内
閣
発
足

2
・
8 

在
日
米
軍
再
編
に
関
す
る
日
米
共
同

報
道
発
表

3
・
27 

野
田
佳
彦
首
相
、
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

サ
ミ
ッ
ト
出
席

4
・
3 

第
二
十
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
開

催
（
〜
四
・
四
）

4
・
10 

日
英
首
脳
会
談
、
日
英
共
同
声
明
発
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
項

ル
ギ
ー
設
備
顕
彰
式
」
で
最
優
秀
賞
に
当
た
る（
財
）省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
最
優
秀
賞
を
「
製
品
冷
熱
回
収
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

付
加
平
準
化
に
よ
る
電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
（
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
博
多
工
場
）」（
設
備
施
工
者
＝
ダ
イ
キ
ン
ア
プ
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム

ズ
、
設
備
所
有
者
＝
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
）
が
受
賞

4
・
1 

「
ダ
イ
キ
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
大
学
」
を
開
校

6
・
1 

「
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
」
を
設
立

7
・
1 

組
織
変
更
、「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ロ
ー
革
新
部
」
を
「
Ｉ
Ｔ
推
進
部
」
と

「
Ｓ
Ｃ
Ｍ
部
」
に
再
編

7
・
│ 

特
機
事
業
部
で
初
の
海
外
子
会
社
「
大
金
医
療
科
技
（
蘇
州
）
有
限

公
司
」
を
設
立

8
・
29 

米
国
住
宅
用
空
調
大
手
の
「
グ
ッ
ド
マ
ン
社
」
を
総
額
三
七
億
ド
ル

（
約
二
九
七
〇
億
円
）
で
買
収
を
取
締
役
会
で
決
議
。
十
一
月
二
日
買

収
手
続
完
了
を
発
表

9
・
1 

組
織
変
更
、
東
京
支
社
に
渉
外
室
を
新
設

9
・
1 

大
金
商
貿
服
務
（
上
海
）
有
限
公
司
を
設
立
（
ダ
イ
キ
ン
福
祉
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
の
中
国
で
の
事
業
活
動
を
開
始
す
る
た
め
）

10
・
24 

第
五
回
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
グ
ロ
ー
バ
ル
大
会
を
開
催
。
於
・
滋
賀

製
作
所
（
五
日
間
）

11
・
1 

世
界
初
新
冷
媒
Ｒ
32
を
採
用
し
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
〝
う
る
さ
ら
7
〞

Ｒ
シ
リ
ー
ズ
発
売

11
・
1 

「
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク
ノ
株
式
会
社
」
に
「
ダ
イ
キ
ン
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
」
を
統
合
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
拡
大
と

循
環
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
確
立

11
・
1 

奈
良
先
端
大
学
と
新
技
術･

ビ
ジ
ネ
ス
開
発
分
野
で
産
学
連
携
事
業
開

始

11
・
22 

住
宅
用
全
館
調
湿
・
換
気
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ａ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｉ
Ｒ
（〝
デ
シ
カ
ホ
ー
ム
エ
ア
〞）」
発
表

11
・
30 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
総
合
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
」
で

当
社
は
10
位
（
昨
年
は
11
位
）

12
・
3 

ダ
イ
キ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
摂
津
の
応
武
社
長
が
障
害
者
関
係
功
労
者
と

し
て
「
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
を
受
賞

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年

1
・
1 

米
ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン
フ
ォ
ス
社
と
合
弁
設
立
し
た
油
圧
機
器
事
業
の
製

造
会
社
と
開
発
販
売
会
社
の
二
社
を
統
合
、
新
会
社
「
ダ
イ
キ
ン･

ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン
フ
ォ
ス
社
」
発
足

1
・
9 

ダ
イ
キ
ン
お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー
が
全
国
カ
レ
ン
ダ
ー
展
で
「
経
済
産

業
省
商
務
情
報
局
長
賞
」
を
受
賞

1
・
24 

平
成
二
十
四
年
度
省
エ
ネ
大
賞
で
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
〝
う
る
さ
ら
7
〞

が
最
高
賞
で
あ
る
「
経
済
産
業
大
臣
賞
」
を
、「
業
務
用
空
調
機
に
対

す
る
節
電
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
」
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
会
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

1
・
28 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
「
環
境
経
営
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
当
社
は

13
位

3
・
19 

新
冷
媒
Ｒ
32
の
世
界
展
開
、
三
月
、
イ
ン
ド
で
初
展
開

4
・
1 

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
〝
う
る
さ
ら
７
〞
が
国
際
的
デ
ザ
イ
ン
賞
「
レ
ッ

ド･

ド
ッ
ド･

デ
ザ
イ
ン
賞
プ
ロ
ダ
ク
ト･

デ
ザ
イ
ン2013

」
を
受

賞

表

4
・
11 

金
正
恩
が
朝
鮮
労
働
党
第
一
書
記
に

就
任

5
・
1 

日
米
首
脳
会
談
（
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
）

5
・
7 

プ
ー
チ
ン
が
ロ
シ
ア
大
統
領
に
就
任

5
・
13 

日
中
韓
首
脳
会
談
（
北
京
）

6
・
4 

野
田
佳
彦
改
造
（
第
二
次
）
内
閣
発

足

6
・
18 

中
国
宇
宙
実
験
室
「
天
宮
１
号
」
が

有
人
宇
宙
船
「
神
舟
９
号
」
と
の

ド
ッ
キ
ン
グ
に
成
功

6
・
20 

国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議
（
リ
オ

＋
20
）
開
催

7
・
11 

中
国
漁
業
監
視
船
三
隻
、
尖
閣
諸
島

付
近
の
日
本
海
域
に
侵
入

9
・
11 

政
府
、
尖
閣
三
島
を
国
有
化

10
・
1 

野
田
佳
彦
改
造
（
第
三
次
）
内
閣
発

足

11
・
15 

中
国
、
習
近
平
国
家
主
席
に
選
出

11
・
18 

第
二
十
一
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議

開
催

12
・
26 

第
二
次
安
倍
晋
三
内
閣
発
足

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年

1
・
16 

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
邦
人
拘
束
事
件
発
生

2
・
23 

オ
バ
マ
米
国
大
統
領
と
安
倍
首
相
が

会
談

2
・
25 

韓
国
、
朴
槿
恵
大
統
領
が
就
任

6
・
17 

Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（
〜
六
・
一
八
）

7
・
1 

ク
ロ
ア
チ
ア
が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟

9
・
5 

日
米
首
脳
会
談
（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
）

9
・
27 

国
連
安
保
理
、
シ
リ
ア
の
化
学
兵
器

廃
棄
に
関
す
る
決
議
二
一
一
八
号

を
採
択

11
・
15 

化
学
兵
器
禁
止
機
関
（
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｗ
）、

シ
リ
ア
の
化
学
兵
器
な
ど
の
廃
棄
の

詳
細
条
件
を
決
定

12
・
10 

化
学
兵
器
禁
止
機
関
（
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｗ
）、
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界
・
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事
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4
・
26 

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
〝
フ
ー
ハ
大
阪
〞
を
開
設

4
・
30 
中
国
四
川
省
雅
安
大
地
震
へ
の
復
興
支
援
の
義
援
金
一
〇
〇
万
元

（
約
一
六
〇
〇
万
円
）
を
拠
出

4
・
│ 
「
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
チ
リ
社
」
設
立

4
・
│ 

「
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
コ
ロ
ン
ビ
ア
社
」
設
立

5
・
│ 

「
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ア
マ
ゾ
ネ
ス
社
（
Ｄ
Ａ
Ｍ
）」

を
設
立

6
・
│ 

京
都
大
学
と
基
礎
研
究･

新
製
品
開
発
で
提
携

8
・
13 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
企
業
、
ビ
ー
テ
ィ
ー
タ
タ
・
ソ
リ
ュ
シ
・
プ
ラ
タ
マ

（
Ｔ
Ｓ
Ｐ
社
）
を
買
収

9
・
3 

日
刊
工
業
新
聞
社
に
よ
る
「
第
十
六
回
オ
ゾ
ン
層
保
護
・
地
球
温
暖

化
防
止
大
賞
優
秀
賞
」
を
「
新
冷
媒
Ｈ
Ｆ
Ｃ
32
を
用
い
た
ル
ー
ム
エ

ア
コ
ン
開
発
」
が
受
賞

9
・
18 

経
済
産
業
省
主
催
「
第
五
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
を
「
地
球
温

暖
化
と
日
本
も
の
づ
く
り
競
争
力
強
化
に
貢
献
す
る
次
世
代
エ
ア
コ

ン
の
開
発
」（
ダ
イ
キ
ン
工
業
社
員
七
名
）
が
受
賞

10
・
1 

「
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ア
メ
リ
カ
ズ
社
」
を
「
グ
ッ

ド
マ
ン
社
」
に
統
合

10
・
21 

井
上
礼
之
取
締
役
会
長
が
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
最
高
位
の
勲
章
「
レ
オ
ポ

ル
ド
勲
章
コ
マ
ン
ド
ー
ル
章
」
を
受
章

10
・
30 

〝
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青
谷
〞
が
「
第
三
十
三
回
緑
の
都
市
賞
」
奨
励
賞

（
緑
の
事
業
活
動
部
門
）
を
受
賞

10
・
│ 

「
米
国
マ
ッ
ケ
イ
社
」
を
「
ダ
イ
キ
ン
ア
プ
ラ
イ
ド
ア
メ
リ
カ
ズ
社
」

に
社
名
変
更

11
・
1 

冷
媒
Ｒ
32
を
採
用
し
た
店
舗･

オ
フ
ィ
ス
用
エ
ア
コ
ン
ス
カ
イ
エ
ア

シ
リ
ー
ズ
「
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
ジ
ア
ス
」
を
発
売

11
・
5 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
「
人
を
活
か
す
会
社
」
調
査
で
当
社
は
総

合
ラ
ン
キ
ン
グ
28
位
、
項
目
別
ラ
ン
キ
ン
グ
の
「
雇
用
・
キ
ャ
リ
ア
」

の
部
で
４
位
、
年
休
取
得
率
で
６
位

11
・
26 

戦
略
経
営
計
画
「
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
15
」
後
半
計
画
を
発
表

11
・
29 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
総
合
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
」

二
〇
一
三
年
度
版
で
当
社
は
９
位
（
前
年
は
10
位
）

12
・
│ 

女
性
活
躍
推
進
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
子
供
を
保
育
所
に
入
れ

る
た
め
の
活
動
「
保
活
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
」
を
導
入

12
・
│ 

ダ
イ
キ
ン
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
社
を
設
立

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年

1
・
│ 

冷
媒
の
安
全
性
分
類
の
国
際
規
格
に
お
い
て
新
区
分
が
承
認

2
・
21 

グ
ッ
ド
マ
ン
社
で
「
ビ
ル
用
マ
ル
チ
」
の
生
産
を
開
始

4
・
5 

東
洋
経
済
に
よ
る
二
〇
一
四
年
度
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

当
社
は
24
位
（
前
年
は
34
位
）

5
・
13 

創
業
九
十
周
年
記
念
式
典
（
於
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
ホ
ー
ル
）・
懇
親
会

（
於
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）
開
催

5
・
14 

第
五
回
グ
ル
ー
プ
経
営
会
議
を
開
催
（
於
・〝
ダ
イ
キ
ン
ア
レ
ス
青

谷
〞、
〜
五
・
一
七
）

5
・
21 

堺
製
作
所
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
累
計
生
産
一
〇
〇
〇
万
台
を
達

成

6
・
1 

九
十
周
年
社
会
貢
献
事
業
「
空
気
を
は
ぐ
く
む
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

12
・
13 

「
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

公
布

12
・
13 

日
本
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
特
別
首
脳
会
議
開

催
（
東
京
、
〜
二
・
二
一
）

12
・
14 

中
国
、
月
探
査
機
の
月
面
着
陸
に
成

功

12
・
27 

沖
縄
県
知
事
、
普
天
間
飛
行
場
代
替

施
設
建
設
事
業
の
公
有
水
面
埋
立
承

認
願
書
に
つ
い
て
承
認

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年

1
・
21 

タ
イ
で
「
非
常
事
態
宣
言
」
発
令

（
三
・
一
八
解
除
）

3
・
7 

国
連
安
保
理
、
北
朝
鮮
へ
の
制
裁
強

化
に
関
す
る
決
議
第2094

号
を
採

択

3
・
11 

マ
レ
ー
シ
ア
航
空
機
消
息
不
明
、
国

際
緊
急
援
助
隊
派
遣

3
・
18 

チ
ュ
オ
ン･

タ
ン･

サ
ン 

ベ
ト
ナ

ム
国
家
主
席
と
安
倍
首
相
会
談

（
東
京
）

3
・
18 

ロ
シ
ア
が
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国
を

「
編
入
」
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当
社
事
項

業
界
・
一
般
事
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6
・
27 

ト
ッ
プ
人
事
異
動
、
取
締
役
会
長
（
兼
）
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表

に
井
上
礼
之
、
代
表
取
締
役
社
長
（
兼
）
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
十
河
政
則
が
就
任

7
・
8 
「
環
境
ブ
ラ
ン
ド
調
査2014

」
で
当
社
は
28
位
（
前
年
40
位
）

7
・
28 
井
上
礼
之
取
締
役
会
長
が
、
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
第
三
十
回
企
業
広

報
賞
の
「
経
営
者
賞
」
受
賞

9
・
3 

「
ダ
イ
キ
ン
研
修
プ
ラ
ザ
東
北
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

9
・
4 

滋
賀
製
作
所
で
、
生
産
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
九
時
間
か
ら
五
・
六
時
間
に

短
縮

9
・
17 

日
経
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
「2014

年
企
業
ブ
ラ
ン
ド
力
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
当
社
は
76
位
（
前
年
は
１
０
８
位
）

9
・
│ 

中
国
に
油
機
製
販
会
社
「
ダ
イ
キ
ン
ザ
ウ
ア
ー
ダ
ン
フ
ォ
ス
液
圧
有

限
公
司
」
を
設
立
、
中
国
農
業
機
械
Ｈ
Ｓ
Ｔ
事
業
を
開
始

10
・
6 

日
刊
工
業
新
聞
社
に
よ
る
「
第
10
回
企
業
力
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
当
社

は
22
位

10
・
6 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
二
〇
一
四
年
度
「
人
を
活
か
す
会
社
」
調

査
で
当
社
は
７
位
（
前
年
は
28
位
）

10
・
17 

家
庭
用
エ
ア
コ
ン
約
二
六
万
台
、
空
気
清
浄
機
約
五
八
万
台
の
リ

コ
ー
ル
を
発
表

10
・
22 

第
十
二
回
物
故
者
慰
霊
祭
を
挙
行
（
於
・
大
阪
太
融
寺
）

10
・
24 

第
六
回
ダ
イ
キ
ン
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
グ
ロ
ー
バ
ル
大
会
開
催
（
於
・

滋
賀
製
作
所
）

10
・
30 

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｃ
Ｄ
Ｐ
か
ら
「
気
候
変
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
先
進
企

業
」
に
当
社
が
選
出

4
・
1 

「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
の
閣
議

決
定

4
・
10 

国
連
安
保
理
、
中
央
ア
フ
リ
カ
へ
の

Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
承
認
決
議
第2147

号

採
択

5
・
10 

第
二
十
四
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議

開
催

5
・
14 

「
在
沖
縄
米
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転

に
か
か
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定

書
」
発
効

5
・
20 

タ
イ
で
戒
厳
令

5
・
27 

オ
バ
マ
米
国
大
統
領
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
か
ら
の
部
隊
の
撤
収
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
発
表

5
・
31 

第
十
三
回
ア
ジ
ア
安
全
保
障
会
議

（
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
主
催
）
に
安
倍
首
相
、

小
野
寺
防
衛
大
臣
出
席
（
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
）
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主
な
参
考
文
献
・
資
料

『
ダ
イ
キ
ン
工
業
50
年
史
』 

一
九
七
四
年

『
ダ
イ
キ
ン
工
業
70
年
史
』 

一
九
九
五
年

『
世
界
企
業
へ
の
道
』ダ
イ
キ
ン
工
業
80
年
史 

二
〇
〇
六
年

『
回
顧
七
十
年
』山
田
晁
著　

一
九
六
三
年

『
山
田
晁
伝
』山
田
晁
伝
編
集
委
員
会

『
ダ
イ
キ
ン
工
業
冷
凍
・
空
調
技
術
史
考
』 

一
九
九
七
年

『
ダ
イ
キ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
創
立
25
周
年
記
念
誌
』 

二
〇
〇
〇
年

『
ダ
イ
キ
ン
タ
イ
ム
ス
』（
社
内
報
）各
号

「
常
務
会
議
事
録
」各
年
版

「
経
営
会
議
議
事
録
・
執
行
役
員
会
議
事
録
」各
年
版

「
取
締
役
会
議
事
録
」各
年
版

『
環
境
報
告
書
』各
年
版

『
労
働
組
合
史
』（「
二
十
年
史
」「
三
十
年
史
」「
四
十
年
史
」「
五
十
年

史
」）

『
あ
し
お
と
』（
労
働
組
合
機
関
紙
）

『
事
業
報
告
書
』各
年
度
版

『
有
価
証
券
報
告
書
』各
年
度
版

＊

『
創
造
限
り
な
く 

ト
ヨ
タ
自
動
車
50
年
史
』 

一
九
八
七
年

「
社
団
法
人
日
本
冷
凍
空
調
工
業
会
50
年
の
あ
ゆ
み
」 

一
九
九
九
年

『
冷
凍
と
空
調
』社
団
法
人
日
本
冷
凍
空
調
工
業
会
月
刊
誌

＊

『
経
済
白
書
』各
年
版

『
朝
日
年
鑑
』各
年
版

『
近
代
日
本
総
合
年
表
』岩
波
書
店

＊

『
大
阪
砲
兵
工
廠
の
研
究
』三
宅
宏
司
著　

思
文
閣　

一
九
九
三
年

ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
チ
、
ジ
ョ
ン
・
Ａ
・
バ
ー
ン『
ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ェ

ル
チ 

わ
が
経
営
』（
上
下
巻
）日
本
経
済
新
聞
社 

二
〇
〇
一
年

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｋ
・
ラ
イ
カ
ー『
ザ
・
ト
ヨ
タ
ウ
ェ
イ
』（
上
下
巻
）　

日
経
Ｂ
Ｐ
社 

二
〇
〇
四
年

石
井
寛
治
・
原
朗
・
武
田
晴
人
編『
日
本
経
済
史
』（
第
一
〜
三
巻
）　

東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
〇
〜
〇
二
年

宮
本
又
郎
ほ
か『
日
本
型
資
本
主
義　

ど
う
な
る
ど
う
す
る
戦
略
と

組
織
と
人
材
』有
斐
閣 

二
〇
〇
三
年

藤
本
隆
宏
・
新
宅
純
二
郎
編『
中
国
製
造
業
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
分

析
』東
洋
経
済
新
報
社 

二
〇
〇
五
年

『
国
際
標
準
化
と
事
業
戦
略 

日
本
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
標

準
化
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
』小
川
紘
一
著 

白
桃
書
房 

二
〇
〇
九
年

＊

『
世
界
で
勝
て
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
づ
く
り
』
│
「
実
行
に
次
ぐ
実
行
」

が
会
社
を
鍛
え
る 

井
上
礼
之
著 

日
経
ビ
ジ
ネ
ス 

二
〇
一
三
年

『
人
の
力
を
信
じ
て
世
界
へ
』井
上
礼
之
著　

日
経
ビ
ジ
ネ
ス
人
文

庫 

二
〇
一
四
年
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編
集
後
記

創
業
九
〇
周
年
を
記
念
し
て
企
画
し
ま
し
た
ダ
イ
キ
ン
工
業
90
年
史
『
拓
く
』（
歴
史
編
）
は
、
80
年
史
を
基
本
的
に
引
き
継
ぎ
、

一
〇
〇
周
年
へ
の
展
望
を
も
指
し
示
す
も
の
と
し
て
、
企
画
し
ま
し
た
。

本
書
を
通
じ
て
、
目
指
し
て
き
た
企
業
像
、
重
要
な
経
営
の
意
思
決
定
、
変
わ
る
こ
と
な
く
大
切
に
し
て
き
た
社
風
な
ど
を
伝
え

て
い
く
こ
と
で
、
全
社
員
が
、
グ
ル
ー
プ
の
持
つ
強
み
を
理
解
し
、
将
来
の
発
展
を
担
っ
て
い
く
決
意
の
糧
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

編
纂
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
企
業
の
海
外
で
働
く
多
く
の
社
員
た
ち
に
も
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
価
値
観
を
共
有

し
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
求
心
力
を
強
め
一
体
感
を
醸
成
す
る
こ
と
を
願
い
、
本
書
と
併
せ
て
「
英
語
版
」「
中
国
語
版
」
も
制
作

し
ま
し
た
。

執
筆
に
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
、
次
の
諸
先
生
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

【
本
史
】

第
１
章
〜
４
章　

谷
本
雅
之
（
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）

第
５
章
〜
７
章　

植
田
浩
史
（
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
）

【
英
語
版
】

執
筆
者　

田
付
茉
莉
子
（
一
般
財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
会
長
）

翻
訳
者　

Ｔ
・
Ｉ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
（
翻
訳
家
）

【
中
国
語
版
】

執
筆
者　

田
付
茉
莉
子
（
前
出
）

翻
訳
者　

石　

堅
（
翻
訳
家
）

執
筆
の
先
生
方
に
は
、
井
上
礼
之
取
締
役
会
長
を
は
じ
め
数
多
く
の
会
社
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
国
内
・
海
外
の
グ

ル
ー
プ
会
社
へ
の
取
材
活
動
に
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
努
力
に
深
甚
の
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
書
の
編
集･

制
作
に
当
た
っ
て
、
一
般
財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
の
ほ
か
、
口
絵
の
企
画･

制
作
を
担
当
さ
れ
た
株
式
会

社
電
通
、
印
刷
を
担
当
さ
れ
た
凸
版
印
刷
株
式
会
社
に
は
、
大
変
な
ご
苦
労
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
取
材
と
原
稿
の
校
閲
な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｏ
Ｂ
、
役
員
、
社
員
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
、
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
社
内
体
制
と
し
て
は
、
水
口
知
洋
総
務
部
長
の
も
と
に
社
史
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、
永
薮
三
郎
、
柚
木
俊
弘
、
浅

井
長
美
、
神
崎
清
和
、
関
哲
昌
の
五
名
が
そ
の
業
務
に
当
り
ま
し
た
。

二
〇
一
五
年
六
月

人
事
・
総
務
担
当
執
行
役
員　

澤
井
克
行
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経営理念の明文化　 175
恵州大金三石空調有限公司　 224
携帯端末支援システム（e-SWAT）　 300
契約社員制度　 376
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個人別連続有給休暇取得制度　 155
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さ
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サイアムダイキンセールス社（SDS）　 
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酸素濃縮器　 557
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滋賀製作所　 89, 97, 215, 217, 218, 219, 343, 

344
時価総額　 250, 263, 365, 367
時間管理することのない勤務　 376
次期戦略経営計画　 608
事業継続計画　 417
事業戦略室　 511, 512
次世代冷媒　 530
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執行役員制　 369, 371
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シナリスト 1　 559
シナリスト 2　 559
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549
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住宅マルチ　 454
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住宅用ユニタリー　 483
集中購買　 505, 507
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